The History of Magic 


魔術 の 歴史 


PREFACE 
前 書き 


The works of Eliphas Levi on the science of the ancient magi are 
intended to form a cormplete course, divided into three DartS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 の マギ の 知 に つい て の 作品 を 、 完 全 な 道 を 形成 する た め に 、 
3 部 に 分 け て いる 。 

The first part contains the Doctrine and Ritual of Tramscendental Magic: 
第 1 部 は 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で ある 。 

the second is The History of Magic: 

第 2 部 は 「 魔 術 の 歴史 」 で ある 。 

and the third will De published later under the ttle of The Key to the 
Great Mysteries. 

第 3 部 は 「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で ある 。「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 は 後に 公 に され る で あ 
ろう 。 

Taken separately, each of these parts gives a complete instruction and 
seeTmns to contain the whole science: 

分 け て 手 に 取っ て も 、「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 の 歴史 」、「 大 
いな る 神秘 の 鍵 」 は 、 そ れ ぞ れ 、 完 全 な 教え を も た らし 、 知 全体 を 含ん で いる 様 に 思 
われ る 。 

Dut 

し か し 、 

in order to a full understanding of one it is indispensaDle to study the 
two others carefully, 

完全 に 理解 する た め に は 、「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 の 歴史 」、 
「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 の 全て を 用 心して 研究 する 必要 が 有る 。 

The triadic division of our undertaking has Deen imposed Dy the science 
itself, 

エリ ファ ス レヴ ィ が 作業 、 作 品 を 3 つ 1 組 に 分 け て いる の は 、 知 自体 の 要求 に よっ て 
で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

Our discoVery Of its great mysteries rests entirely upon the signmificance 
which the old hierophants attached to numDers. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 発見 し た 大 いな る 神秘 は 、 完 全 に 、 古 代 の 秘 儀 祭司 が 数 が 持つ 
と 考え て いた 意味 に 基づい て いる 。 

Three was for them the generatmg numDer 

古代 の 秘 儀 祭 司 に と っ て は 、3 は 創造 する 数 で ある 。 

andin the exposition of every doctrime they had regard to (a) the theory 
on which it was Dasedl (D) its reahisation and (Cc) its applicaton to all 
DOSS1Dle useSs. 

全て の 考え を 解説 する 時 に 、 古 代 の 秘 儀 祭 司 は 、 弟 1 に 考え の 基礎 で ある 論理 、 第 
2 に 考え の 実現 、 第 3 に 考え の 可能 な 全て の 応用 を 考え た 。 


Whether philosophical or religious, thus Were dogmas 1 formedi: 
哲学 の 考え で も 、 宗 教 の 考え で も 、 古 代 の 秘 儀 祭 司 は 、 考 え を 論理 、 実 現 、 応 用 の 3 
つ 1 組 で 形成 し た 。 
and thus the dogmatic synthesis of that Christiaruty which was heir of 
the magi imposes on our faith the recognition of Three Persons in one 
God 
3 は 創造 する 数 で ある の で 、( マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ に よる 、) マ ギ の 後 
継 者 で ある キリ スト 教 の 考え の 総合 は 、( 創 造 者 で ある ) 唯 一 神 の 中 に 、 父 で ある 神 、 
息子 で ある イエ ス 、 神 の 聖霊 と いう 3 つの 人 格 を 認め る 様 に 、 人 の 信心 に 要求 する 。 
and three mysteries In uruversal relig1on. 
3 は 創造 する 数 で ある の で 、( マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ に よる 、) マ ギ の 後 
継 者 で ある キリ スト 教 の 考え の 総合 は 、 普 遍 の 宗教 の 中 に 、 信 仰 、 希 望 、 愛 と いう 3 
つの 神秘 認め る 様 に 、 人 の 信心 に 要求 する 。 
We have followed in the arrangement of the two Works already 
published, and shall follow in the third work, the plan indicated by the 
Kabalah 一 that is to say Dy the purest tradition of occultism. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 隠 され た 学問 の 最も 純粋 な 口伝 で る る カバ ラ が 示し て いる 構想 
に 、「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 配置 で 従い 、「 魔 術 の 歴史 」 で 従う 
つも り で ある 。 
Our Doctrime and Ritual are each divided into twenty-two chapters 
distmguished by the twenty-two letters of the HeDrew alphabet. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 を 、 ヘ へ ブラ イ 文 字 の 22 
文字 に よる 22 章 に 分 け て いる 。 
We have set at the head of each chapter the letter thereto belonging and 
the Latn words which, accordimg to the Dest writers, reDresert 1ts 
hieroglyphcal meaming. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 数 に 対応 する へ ブラ イ 文 字 と ラテ ン 文 字 と いっ た 文字 と 、 最 良 
の 学者 に よる へ ブラ イ 文 字 が 表す 象形 文字 的 な 意味 を ラテ ン 語 で 、「 高 等 魔術 の 教 
理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 の 最初 に 記し た 。 
For exarmple, at the head of the first chapter will De found:- 一 
下記 の 様 に 、 例 えば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 数 に 対応 する へ ブラ イ 文 字 と ラテ ン 文 字 と 
いっ た 文字 と 、 最 良 の 学者 に よる へ ブラ イ 文 字 が 表す 象形 文字 的 な 意味 を ラテ ン 語 
で 、「 高 等 魔術 の 教理 」 の 1 章 の 最初 に 記し た 。 


INA 

1 アレ フ A 

THE RECIPIENT 

修行 者 (直訳 する と recipient は 受容 者 を 意味 する 。) 
Disciphma 

修行 

Ensoph 


普遍 


Kether 


土 注 


The explanation is that the letter Aleph 一 - equivalent to Ain Latm, 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 ラ テン 文字 A に 相当 する 。 

and having the numDer 1 as its numerical Value 一 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 数 と し て 、1 の 意味 を 持っ て いる 。 

slgmifies the Recipient, the man who is called to initiation, the qualified 
Dersonality, 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 修 行者 、 入 門 ( の 試練 ) を 求め られ て いる 人 、 条 件 を 満た し た 
資格 の 有る 人 を 意味 する 。 

COrTesDonding to the Bachelor of the Tarot. 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 タ ロッ ト の 魔術 師 や 騎士 見 習い に 対応 し て いる 。(Dachelor 
は 学徒 や 騎士 見 習い を 意味 する 。) 

It sigmifies also disciplina, or dogmatc sylleDsis: 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 修 行 、 ま た は 、 考 え の 兼 用 法 を 意味 する 。 

Ensoph, or Deing in its general and Drirmary conceptior: 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 神 の 普遍 の 第 一 の 概念 に お ける 、 普 遍 、 ま た は 、 神 を 意味 す 
る 。 

and finally, Kether or the Crown, 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 王 冠 を 意味 する 。 

which, in Kabalistic theology, is the first and obDscure idea of Diviruty, 
王冠 は 、 カ バラ の 神学 に お ける 、 神 の 第 一 の 不明 の 概念 で ある 。 

The chapter in question is the development of the ttle 

「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 は 、 章 の テー マ を 展開 し た 物 で ある 。 
and the ttle contaims hieroglyphically the whole chapter 

「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 の テー マ は 、 章 全体 を 象徴 的 に 含ん 
で いる 。 

The History of Magic, which follows, narrates amd explaims, accordimg to 
the general theory of the science furmished in the Doctrine and Ritual 
the realisation of that science through the ages. 

「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 が も た らし た 知 の 普通 の 理論 に 従っ て 、 
「 魔 術 の 歴史 」 で は 、 時 代 を 通じ て の 知 の 実現 に つい て 話し て 説明 する 。 

As the introduction exDlaims, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 序文 で 説明 する 様 に 、 

1t is consttuted in harmony wrth the numDer seven- 一 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 魔 術 の 歴史 」 を 、7 に 対応 させ て 、7 巻 に 分 け て いる 。 

the septenary Deing the numDer of the creatVe week and of Divine 
Realisation. 

7、7 つ 1 組 は 、 創 世 記 で 神 が 地 を 創造 、 実 現し た 時 間 、1 週間 の 日 数 で ある 。 

The Key to the Great Mysteries wl De established on the numDer four- 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 、4 に 対応 させ る つも り で ある 。 


which is that of the emigmatic forms of the sphinx 

4 は 、 ス フィ ンク ス の 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 謎 の 形 の 数 で ある 。 

and of elementary manifestations. 

4 は 、 四 大 元素 と いう ( 力 の ) 表 れ の 数 で ある 。 

It is also the numDer of the square 

4 は 、 正 方 形 の 数 で ある 。 

and of force. 

4 は 、 力 の 数 で ある 。 

In the Dook referred to, certitude will be established on irremovaDle 
DaseS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で 、 確 信 を 不動 の 基礎 の 上 に 確立 する つ 
も り で ある 。 

The enigma of the sphimx wl have its complete solution 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で 、( 神 と いう ) 完 全 な 解答 を スフィンクス の 
謎 に 与え る つも り で ある 。 

and our readers will De provided with that Key of thimgs Kept secret 
from the foundation of the world 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で 、 創 世 か ら 隠 され て いる も の の 鍵 タ ロッ 
ト を 読者 に 与え る つも り で ある 。 

which the learned Postel only dared to depict enigmatically in one of his 
most oODscure Dooks, giving no satisfactory explanation. 

ギヨーム ポス テル の 不明 な 本 で 、 学 の 有る ギヨーム ポス テル だ けが 、 創 世 か ら 隠 さ 
れ て いる も の の 鍵 タ ロッ ト を 、ROTA や エノク の 創世 記 と いっ た 、 謎 の 説明 で 、 不 十分 
な 説明 で 、 大 胆 に 表し て いる 。 

The History of Magic explains the affirmations found in the Doctrine 
and Ritual: 

「 魔 術 の 歴史 」 は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 断言 を 説明 する 。 
the Key of the Great Mysteries will complete and explain the History of 
MagiCc. 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で は 、「 魔 術 の 歴史 」 を 補完 し て 説明 する つも り で ある 。 

In this manner for the attentive reader at least, we trust that nothing 
wll be found wantimg in our revelation of the secrets of jewish 
Kabalism and of Supreme Magic 一 whether that of Zoroaster or of 
HerTmeS. 

「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 の 歴史 」、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 に 
よっ て 、 少 な く と も 注意 し て 読み 取っ た 読者 に に っ て は 、 へ ヘブライ 人 の カバ ラ 、 無 上 の 
魔術 ゾロ アス ター、 ヘ ル メ ス の 秘密 の エリ ファ ス レヴ ィ に よる 啓示 は 、 十 全 で ある と 
信じ て いる 。 

The writer of these Dooks giVes lessons willhingly to serious and 
interested Dersons In search of these: 

「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 の 歴史 」、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 の 
作者 で ある エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 の 
歴史 」、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 探求 し て いる 、 真 剣 な 関心 の 有る 人 に 、 喜 ん で 教え る 。 


but once and for all he desires to forewarn his readers that 

し か し 、 明 言 す る と 、 読 者 に 事前 に 通告 する と 、 

he tells no fortunes, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 占 い を し な い 。 

doesnot teach divinaton, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 占 い を 教え な い 。 

makes no DredlctiOnS, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 予 言 し な い 。 

COImpoSes no phultres 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ほ れ 薬 を 作ら な い 。 

and lends himself to no sorcery 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 を 助け な い 。 

and no eVocatlon. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 降 圭 術 を 助け な い 。 

He is a man 0f sclemCe, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 知 の 人 で ある 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 学 問 の 人 で ある 。 

not a man of deception. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 詐 欺 師 で は な い 。 

He condemns energetically whatsoeVer 1s condemned Dy religion, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 宗 教 が 非難 する 物 を 強く 非難 する 。 

and hence 

上 記 か ら 、 

he must not De confounded with persons who can De apDproached 
without hesitation on a question of applying their knowledge to a 
dangerous Or iicit usSe. 

知識 の 危険 な 応用 や 知識 の 不正 な 応用 と いう 問題 に た め ら わな いで 近づけ る 人 と 、 
エリ ファ ス レヴ ィ を 混同 し な いで 区 別 する 必要 が 有る 。 

For the rest 

後 は 、 

he welcomes honest critc1sT, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 正当 な 非難 を 喜ん で 受け 入れ る 。 

Dut 

し か し 、 

he fails to understand certain hostilittes. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 明 確 な 敵意 に 対し て 理解 を 示す つも り は 無い 。 

Ser10uS Study and conscientious laDour are suDer1or to all attacks: 
真剣 な 研究 と 良心 的 な 務め は 、 全 て の 非難 に 対し て 超 然 と し て いる 。 

and the first blessinmgs which they procure, for those who can appreclate 
them, are Drofounmd Deace amd un1versal Denevolence. 
真剣 な 研究 と 良心 的 な 務め が 、 上 真剣 な 研究 と 良心 的 な 務め を 評価 で きる 人 に も た 
ら す 、 第 一 の 恩恵 は 、 深 い 平和 と 、 普 遍 の 思い や り で ある 。 

ELIPHAS LEVI. 

エリ ラ ァ ス レイ 


SeDtemDer Ist, 1859. 
1859 年 9 月 1 日 


エエ 昔 到 PENTAGRAM OF THE ABSOLUTE 


INTRODUCTION 


序文 


Magic has been confounded too 1ong wrth the jugglery of mounteDanks, 
the hallucinations of disordered minds and the crimes of certain 
unusual malefactors. 

長い 間 、 大 衆 は 、 魔 術 を 、 詐 欺 帥 の 詐欺 、 病 人 の 幻覚 、 異 常 な 犯罪 者 の 犯行 と 混同 
じき た 。 

There are Otherwrse many who would promptly explain Magic as the 
art of producing effects in the aDsence Of causes: 

大 衆 は 、 魔 術 を 、 原 因 が 無い 結果 を も た ら す わざ で ある と 誤解 し て 説明 し た 。 

and on the strength of such a defimition it will De said Dy ordimary 
people 一 with the good sense which characterises the ordinmary, In the 
midst of much injustice 一 that Magic is an aDsurdity. 

普通 の 大 衆 は 、 普 通 の 特徴 で ある 常識 に よっ て 、 魔 術 は 原因 が 無い 結果 を も た ら す 
と いう 誤解 に よっ て 、 魔 術 は 非 論理 的 で ある と 誤解 し て 話し て いる 。 大衆 の 常識 は 正 
し く な い 事 が 多い 。 

But it can have no analogy in fact with the descriptions of those who 
know nothing of the suDject 

実に 、 実 際 は 、 魔 術 は 、 魔 術 を 知ら な い 大 衆 が 話し て いる 物 と は 、 全 く 似 て いな い 。 
furthermore, 

さら に 、 

1t is not to De represented as this or that Dy any Derson whomsoeVer: 
魔術 は 、 誰 も 、 こ う で ある と か 、 あ あ で あ る と 表せ な い 物 で ある 。 

it is that which it is, drawing frorm itself only, even as mathematics d0, 
数 学 が 数 学 自体 と し て 存在 する 様 に 、 魔 術 は 魔術 自体 と し て 存在 する 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is the exact and aDsolute science of Nature and her 1aWs. 

魔術 は 、 自 然 と 、 自 然 の 法 の 、 正 確 な 絶対 の 知 で ある 。 

Magic is the science of the anclent magi: 

魔術 は 、 古 代 の マギ の 知 で ある 。 

and the Christianl religion, which silenced the counterfeit oracles 

キリ スト 教 は 、 偽 の 神託 を 沈 甘 させ た 。 

and put a stop to the iusions of false gods, 

キリ スト 教 は 、 偽 の 神々 の 幻 を 終わ ら せ た 。 

does, this notwithstanding, 

それ に も か か わら ず 、 

revere those mystic kimgs who came from the East, 

キリ スト 教 は 、 東 か ら 来 た 神秘 の 3 人 の 王者 、 マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ を 
胃 散 し て いる 。 

led Dy a star 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 、 イ エス の 星 が 、3 人 の マギ を 導い た 。 


to adore the Saviour of the world in His cradle. 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 、3 人 の マギ は 、 ゆ りか ご の 中 の 、 世 界 の 救い 主 イ エス を 閣 
礼 す る た め に 、 東 か ら 来 た 。 

They are elevated by tradition to the rank of kings, 

口伝 で は 、3 人 の マギ は 、 王 者 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

magical imitiation constitutes a tTue rOyalty: 

魔術 の 秘伝 伝授 は 、 本 物 の 王者 を 形成 する 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

also the great art of the magi is characterised Dy all adepts as the Royal 
Art, as the Holy Kimgdom 一 Sanctum Regnum. 

全て の 達 道 者 は 、 マ ギ の 大 いな る わざ を 、 王 者 の わざ 、 神 の 王国 と 呼ん で いる 。 
The star which conducted the pilgrims is the same Burnnng Star which 
1s met wrth in all initiations. 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ を 導い た イエ ス の 星 は 、 全 て の 秘伝 伝授 に お け 
る 、 燃 える 星 で ある 。 

For alchemists it is the sign of the quintessenCe, 

イエ ス の 星 は 、 錬 金 術 師 に と っ て は 、 第 5 元素 エー テル の 象徴 で ある 。 

for magiclans it is the Great Arcanurm, 

イエ ス の 星 は 、 魔 術 師 に と っ て は 、 大 いな る 秘密 で ある 。 

for Kabalists the sacred pentagram. 

イエ ス の 星 は 、 カ バリ スト に と っ て は 、 神 の 五 普 星 で ある 。 

Our design is to proVe that the study of this pentagram did itself lead 
the magi to a kmowledge of that New Name 

五 世 星 の 研究 に よっ て 、 魔 術 師 は 、 新 し い 名 前 イエ ス を 知る に 至る 、 の を 証明 する 事 
が エリ ファ ス レヴ ィ の 意図 で ある 。( ヨ ハネ の 球 示 録 3 章 12 節 「 私 イエ ス は 私 イエ ス 
の 新しい 名 前 を 勝利 し た 人 に 記す 。」。) 

which was to De exalted aDove all names 

新しい 名 前 イエ ス は 、 全 て の 名 前 を 超越 し て いる 。 

and to Dend the knees of all bemgs who Were capaDle of adoration. 
新しい 名 前 イエ ス は 、 イ エス を 敬礼 で きる 全て の 存在 を ひざ まず か せる 。 

Magic, therefore, comDbines in a single science that which js most certain 
im philosophy which is eternal and infalhble in religion. 

魔術 は 、 哲 学 の 確実 性 と 、 宗 教 の 永遠 性 や 誤り の 無い 絶対 性 を 、1 つの 学問 と し て 
併せ 持つ 。 

It reconciles Derfectly and incontestaDIy those two terms, so ODDosed on 
the first View- 

魔術 は 、 正 反対 に 見 える 2 つの 物 を 完全 に 議論 の 余地 無く 両立 させ る 。 

faith and reaso1, 

魔術 は 、 論 理 と 信心 を 両立 させ る 。 

Sclence and Delief, 


魔術 は 、 知 と 確信 を 両立 させ る 。 

authority and 1iberty. 

魔術 は 、 権 利 と 自由 を 両立 させ る 。 

It furnishes the human mind with an instrument of philosophical and 
religious certitude as exact as mathematics, and eVen accountimg for the 
infallibility of mathematics themselves. 

魔術 は 、 数 学 の 正確 さほど 正確 な 、 哲 学 の 確実 性 と いう 手段 と 、 宗 教 の 確信 と いう 
手段 を 、 人 の 精神 に 与え る 。 数 学 の 正確 さ の 原因 は 数 学 自体 の 誤り の 無い 絶対 性 
で ある 。 

An Absolute exists therefore in the realms of understanding and faith. 
理解 の 領域 と 、 信 心 の 領域 に 、 絶 対 で ある 神 は 存在 する 。 

The lights of human intelligence have not Deen left Dy the Supreme 
Reasonr to Waver at hazard. 

無 上 の 論理 で ある 神 は 、 人 の 知 と いう 光 を 、 運 に 任せ て 迷わ せ た ま ま 放 置 し な か っ 
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There is an incontestable truth: 

議論 の 余地 が 無い 、 真 理 が 存在 する 。 

there is an infalhble method of kmowimng that truth: 
真理 を 知る た め の 誤り が 無い 絶対 の 手段 が 存在 する 。 

while those who attain this knowledge, and adopt it as a rule of jife, can 
endow their wl with a soVerelgn DOWer 

真理 と いう 知 に 到達 し て 、 真 理 を 命 の 規則 と し て 選ん だ 人 は 、 王 者 の 力 を 、 自 身 の 
意思 に 与え る 事 が で きる 。 

which can make them masters of all inferior thimgs, 

王者 の 力 に よっ て 、 下 の も の の 王者 に 成る 事 が で きる 。 

all wandering SD1r1tS, 

王者 の 力 に よっ て 、 さ ま よ っ て いる 霊 の 王者 に 成る 事 が で きる 。 

Or in other WOrdS, 

言い 換え る と 、 

arDiters and kimgs of the world. 

王者 の 力 に よっ て 、 こ の 世 を 裁く 者 、 地 の 王者 に 成る 事 が で きる 。 

If such De the case, how comes it that so exalted a science is stll 
unrecOgTused? 

も し 真理 に つい て の 話 が 事実 で あれ ば 、 ど うし て 気 高 い 知 は 未だ 認め られ て いな い 
の か ? 

How 1s It Doss1Dle to assumme that so Dright a sun is hidden in a skKy so 
dark? 

どう し て 暗い 天空 に 明る い 太 陽 が 隠さ れ て いる と 考え る 事 が 可能 で あろ うか ? 
The transcendental science has Deen knmown always, 

超越 的 な 知 は 常に 知ら れ て いた 。 

Dut 

ん ey ん al 


only to the flowers of intelligence, who have understood the necessity of 
sllence amd patienCce. 

沈黙 と 忍耐 の 必要 性 を 理解 し た 、 知 に 選ば れ た 人 だ けが 、 超 越 的 な 知 を 知っ て いた 。 
Should a skilful surgeon open at midmight the eyes of a man Dorn Dhmd, 
1t Would still De impossiDle to make him realise the nature or existence 
of daylight tll morming came. 

仮に 、 熟 練 の 外科 医 が 真夜 中 に 生ま れつ き の 盲 人 の 目 を 開か せ て も 、 夜 明け が 来 
る まで は 日 光 の 性 質 や 存在 を 盲人 に 理解 させ る 事 は 不可 能 で ある 。 

SClentce has 1ts mights amd its rmorrimgs, 

知 に は 夜 と 夜明け が 有る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the Hfe which it commuricates to the world of mind 

命 は 、 精 神 の 世界 と 交流 し て いる 。 

1s characterised Dy regular modes of motion and Drogress1Ve DhaseS. 
命 は 、 規 則 的 な 運動 と 、 進 歩 的 な 段階 に よっ て 、 表 れる 。 

It is the same wrth truths 

命 は 、 真 理 と 同じ で ある 。 真理 は 、 規 則 的 な 運動 と 、 進 歩 的 な 段階 に よっ て 、 表 れる 。 
asit is with radiations of light. 

命 は 、 光 の 放射 と 同じ で ある 様 に 。 

Nothimg which is hidden is 1ost。 

隠さ れ て いる も の が 失わ れる 事 は 無い 。 

but at the same tme 

そし て 、 

nothing that is found is aDsolutely newr. 

発見 され た も の が 完全 に 新しい も の で ある 事 は 無い 。 

The seal of eterruty is affixed Dy God to that science 

神 は 、 永 遠 性 と いう 微 を 知 に 付与 し た 。 

which is the reflecton of His glory. 

知 は 、 神 の 栄光 の 反映 で ある 。 

The transcendental sclence, the aDsolute science is assuredlV Magic, 
超越 的 な 知 、 絶 対 の 知 が 、 魔 術 で ある 。 

though the affirmation may seem utterly Daradoxical to those who have 
neVver duestoned the mfalibihty of Voltaire- 

ヴォ ル テ ー ル の 誤り が 無い 絶対 性 を 疑わ か い 人 に と っ て は 、「 知 が 魔術 で ある 。」 と 
いう 断言 は 完全 な 矛 盾 に 思わ れる か も し れ な い が 。 

that marvellous smatterer 

ヴォ ル テ ー ル は 、 生 半 可 な 知識 し か 無い 人 で あっ た 。 

who thought that he knew so much because he neVer missed an 
ODDOrturuty for laughter instead of learrng. 

ヴォ ル テ ー ル は 、 学 ぶ 代 わり に 、 笑 いも の に する 機会 を 逃さ な か っ た の で 、 自 分 は 多 
数 の 物 を 知っ て いる と 思い 込ん で いた 。 


Magic was the science of Abraham and Orpheus, of Confucius and 
ZOrOaster 

魔術 と は 、 ア ブラ ハム 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 孔 子 、 ゾ ロア スタ ー の 知 で あっ た 。 

andit was magical doctrines which were graven or taDbles of stone Dy 
Enoch and Dy TrismegistuS. 

魔術 と は 、 エ ノ ク が エメ ラル ド 板 に 記し た 魔術 的 な 考え で あっ た 。 エ ノ ク は 、 三 重 に 大 
いな る 者 、 ト ー ト 、 ヘ ル メ ス 、 メ ルク リウ ス で ある 。 

Moses Durified and re-Veiled them- 一 

モー セ は 、 魔 術 を 清め て 、 再 び ヴ ェ ー ル で 導 っ た 。 

this bemg the sense of the word reveal. 

「 再 び ヴ ェ ー ル で 覆う 。」 事 が 、「 ヴ ェ ー ル を 外し て 明らか に する 。」 を 意味 する 
「reveal」 と いう 言葉 の 意味 で ある 。 

The new disguise which he gaVe them was that of the Holy KaDalah 一 
モー セ が 魔術 に 与え た 新しい 仮面 が 、 神 の カバ ラ で あっ た 。 

that exclusive heritage of Israel 

神 の カバ ラ は 、 イ スラ エル だ け の 口伝 で ある 。 

and inviolable secret of its DriestS. 

神 の カバ ラ は 、 イ スラ エル の 祭司 の 不可 侵 の 秘密 で ある 。 

The mysteries of Eleusis and of Thebes preserved among the Gentiles 
Some Of its symDbols, Dut in a deDased form, 

エレ ウシ ス の 秘 儀 と 、 テ ー バ イ の 神秘 は 、 へ ブラ イ 人 以外 で 、 魔 術 の 象徴 の いく つか 
を 保存 し て いた が 、 低 俗 化し た 形 に よっ て で あっ た 。 

and the mystic key was lost armidst the apparatus of an ever-Increas1ing 
SUDerstition. 

迷信 の 増大 の 中 で 、 神 秘 の 鍵 は 和 失わ れ た 。 

Jerusalem, murderer Of its Drophets 

エル サレ ム の 大 衆 は 、 聞 言 者 達 を 殺し た 。 

andprosttuted oOVer and over agan to false Assyrian and Babylomian 
g0dS, 

何 度 も 何 度 も 、 エ ル サ レ ム の 大 衆 は 、 ア ッ シ リ ア と バビ ロン の 偽 の 神々 を 敬礼 し た 。 
ended Dy 1osing in its turn the Sacred Word!, 

エル サレ ム の 大 衆 は 、 神 の 言葉 を 失う 結果 に 成っ た 。 

when a SaViour declared to the magi Dy the holy star of initiatiom, came 
to rend the threadDare Veil of the old temple, to endow the Church with 
a new network of legends amd symDols 一 

秘伝 伝授 の 神 の 星 が 魔 術 師 達 に 告げ た 、 救 い 主 イエ ス が 、 古 代 の 神殿 の ぼろ ぼろ 
の ヴェ ー ル を 製 き に 来 た 時 に 、 伝 説 と 象徴 と いう 新しい 網状 の 織物 を 教会 に 与え た 。 
eVer conceahng from the profane 

常に 、 イ エス に よる 伝説 と 象徴 は 、 大 衆 か ら 隠 され て いる 。 

and always preserving for the elect that truth which is the same for 
eVer: 

常に 、 イ エス に よる 伝説 と 象徴 は 、 永 遠 に 同じ で ある 真理 を 、 選 ば れ た 人 の た め に 保 
存 し て いる 。 


It is this that the erudite and 則 -starred Dupuis should have found on 
Indian planispheres and in tables of Denderah: 

上 記 が 、 博 識 な 不幸 な お デュ ピュ イ が 、 イ ンド の 平面 天体 図 の 上 に 、 エ ジ プ ト の デン デ 
ラ の 石板 の 中 に 、 見 つけ る べき 事 で あっ た 。 

he would not have ended Dy rejecting the truly catholic or un1versal 
and eternal religion in the Dresence of the unanimous affirmation of all 
Nature, as well as all monuments of science throughout the ageSs. 

仮に 、 上 記 を 発見 し て いれ ば 、 デ ュ ピ ュ イ は 、 時 代 を 通じ て 知 の 記念 碑 が 一 致し て 証 
言 し て いる 、 自 然 の 全て が 一 致し て 証言 し て いる 、 本 物 の 普遍 の 永遠 の 宗教 を 否定 
し た だ け に 終わ っ て し まわ な か っ た で あろ う 。「 カ トリ ッ ク 」 は 「 普 遍 の 」 を 意味 する 。 
It was the memory of this scientific amd relig1ous aDsolute, 

魔術 は 、 学 問 の 絶対 と 宗教 の 絶対 の 記憶 で ある 。 

of this doctrime summarised in a word!, 

魔術 は 、1 つの 言葉 に 要約 され た 考え の 記憶 で ある 。 

of this word alternately 1ost and recoVeredl 

魔術 は 、 交 互 に 忘却 され 発見 され る 、 言 葉 の 記憶 で ある 。 

which was transrmitted to the elect of all antidue imitiations. 

魔術 は 、 全 て の 古代 の 秘伝 伝授 の 選ば れ た 人 に 伝え られ た 言葉 の 記憶 で ある 。 
Whether preserved or profaned in the celebrated Order of the Temple, 
有名 な 神殿 騎士 団 が 魔術 を 保存 し て いて も 大 衆 の 目 に さら し て いて も 、 

it was this same memory handed on to secret associations of 
ROsicruclans, IIIumnnati and Freemasons 

魔術 と いう 同じ 記憶 が 、 薔 薇 十字 団 、 光 に 照ら され た 者 、 メ ー ソ ン と いっ た 秘密 結社 
に 伝え られ た 。 

which gave a mearung to their strange rites, to ther less or more 
conventional sign5S, 

魔術 と いう 同じ 記憶 が 、 意 味 を 、 秘 密 結社 の 不思議 な 儀式 、 秘 密 結社 の 多かれ 少 
な か れ 慎 習 的 な 合図 に 与え た 。 

and a justification abDoVve all to their deVotion in cormmor, 

特に 、 魔 術 と いう 同じ 記憶 が 、 正 当 な 理由 を 、 秘 密 結社 の 共通 の 信心 に 与え た 。 

as well as a clue to ther power 

魔術 と いう 同じ 記憶 が 、 手 が か り を 、 秘 密 結 社 の 力 に 与え た 。 

That profanation has befallen the doctrines and mysteries of Magic 

大 衆 は 、 魔 術 の 考え と 神秘 を 冒 済 し た 。 

we have no intention to denyi: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 大 衆 が 魔術 を 冒 潮 し た 事 を 否定 する つも り は 無い 。 

reDeated from age to age, 

時 代 か ら 時 代 へ 、 大 衆 は 魔術 を 冒 潮 し た 。 

the misuse itself has Deen a great and terrible lesson for those who 
made secret things unwlsely kmown. 

魔術 の 誤用 は 、 秘 密 の も の を 愚か に も 知ら せ た 人 に と っ て 、 大 いな る 明 散 する べき 
教訓 に 成っ た 。 

The Gnostics caused the Gnosis to De prohiDited Dy Christ1ans, 


偽 の グノー シス 主義 者 は 、 キ リス ト 教 徒 に に 、 グ ノー シス を 禁止 させ る 原因 と 成っ た 。 
(グノー シス は 認知 を 意味 する 。 グ ノー シス は 霊感 を 認め た 学問 を 意味 する 。) 

and 

そし て 、 

the official sanctuary was closed to high imitiation. 

公 の 教会 は 、 天 の 高等 な 秘伝 伝授 へ の 門 を 閉ざし て し まっ た 。 

The hierarchy of knowledge was thus comprormsed Dy the intervention 
Of usurDimg 1gmOrTanCe, 

王座 を 奪 お うと する 無知 な 人 の 侵入 は 、 知 の 位 隊 制 を 汚し た 。 

while the disorders withim the sanctuary were reDToduced in the state, 
教会 の 混乱 は 、 国 の 混乱 を 生じ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

willingly or otherWrse, 

好む と 好ま ぬ と に か か わら ず 、 

the king always depends from the priest, 

常に 、 王 者 は 祭司 に 従う 。 

andit is towards the eternal adytum of divine instruction that earthly 
powers wl ever look for consecration and for energy to insure their 
DermanenCe. 

地上 の 権力 者 は 、 自 身 の 永 続 を 保証 する た め に 、 神 聖 化 と 力 の 源 を 求め て 、 神 の 教 
え の 永遠 の 祭司 だ け の 聖 所 に 向かう 。 

The key of science has Deen thrownr to childrem: 

知 の 鍵 は 、 幼 子 へ 投げ 捨て られ て し まっ た 。 

as might have Deen exDected!, 

予期 され る 様 に 、 

it is now, therefore, mislaid and practically 1ost. 

知 の 鍵 は 、 実 質 的 に は 失わ れ た 。 

This notwrthstanding, 

知 の 鍵 が 、 実 質 的 に は 失わ れ た 、 に も か か わら ず 、 

a man of high intuitions and great moral courage, Coumt ]oseph de 
Maistre, who was also a resolute catholc, acknowledging that the world 
was VOid of relig1on and could not so remaiml, 

天 の 高 等 な 直感 と 大 いな る 倫理 道徳 的 な 勇気 を 持っ て いた 男性 、 堅 固 な カト リッ ク 、 
ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 、 世 界 が 宗教 を 欠い た まま で いら れる は ず が 無い 事 を 
認識 し て いた 。 

turned his eyes Instimctively towards the 1ast sanctuaries of occultism 
直感 で 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル は 、 隠 され た 学問 と いう 最後 の 祭司 だ け の 聖 所 に 目 
を 向け た 。 

and called, with heartfelt prayers, for that day when the natural affirnty 
which subsists Detween science and faith should comDine them in the 
mind of a single man of gem1us. 


心から 祈っ て 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル は 、 独 り の 天才 の 精神 に お いて 、 知 と 信心 の 間 
に 存在 する 自然 の 一 致 が 、 知 と 信心 を 結び つけ る 時 代 を 求め た 。 

"This wil be grand," said he: "it wil fimish that eighteenth century 
which is stlll with us.… We shall talK then of our present stuDidity as we 
now dilate on the DarDarism of the Middle Ages." 

ジョ ゼ フ ド メー スト ル は 「 知 と 信心 が 一 致し た 時 代 は 大 いな る 時 代 に 成る で あろ う 。 
知 と 信心 が 一 致し た 時 代 は 18 世紀 を 終わ ら せ る で あろ う 。 人 は 、 中 世 の 粗 野 な 言 
動 に つい て 話す 様 に 、18 世紀 の 愚か な 言動 に つい て 話す で あろ う 。」 と 話し て いる 。 
The prediction of Coumt ]oseph de Maistre is in course of realisation: 
ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 の 予言 は 実現 中 で ある 。 

the alhance of science and faith, acomplished( accomplished) 1ong 
S1nC6e, 

知 と 信心 の 結合 は 、 古 代 か ら 行わ れ て いた 。 

1s here in fine made manifest, 

知 と 信心 の 結合 は 、 あ ら わ れ た 。 

though not Dy a man Of genius. 

知 と 信心 の 結合 は 、 独 り の 天才 に よっ て で は な く 、 行 われ た 。 

Gerlus 1s not needed to see the su 

太陽 を 見 る の に 天才 は 必要 無い 。 

and, moreoVer 

さら に 、 

1t has never demonstrated anythimg Dut its rare greatness and its lights 
Inaccessible to the crowd. 

天才 は 、 天 才 の 偉大 性 の 希少 性 と 、 天 才 の 知力 の 大 衆 に と っ て の 到達 不可 能 性 だ 
け を 実証 し た 。 

The grand truth demands only to be foumd, 

大 いな る 真理 は 発見 され る 事 だ け を 求め る 。 

when the smplest wl De able to comprehend it 

最も 単純 な 人 で も 、 真 理 を 理解 する 事 が で きる で あろ う 。 

and to DroVe it also at need. 

必要 な 時 に は 、 最 も 単純 な 人 で も 、 真 理 を 証明 する 事 が で きる で あろ う 。 

At the same tme that 

し か し 、 

truth wll neVer become Vulgar 

真理 は 大 衆 の 物 に は 成ら な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t is hierarchlc 

真理 は 位階 的 で ある 。 

and because 

で し る で 、 

anarchy alone humours the Dias of the crowd. 

無秩序 だ けが 大 衆 の 先入観 を 満足 させ る 。 


The masses are not in need of aDsolute truths: 

大 衆 は 絶対 の 真理 を 必要 と し な い 。 

were it Otherwise, Drogress Would De arrested and life would cease in 
humanty: 

仮に 、 絶 対 の 真理 が 大 衆 の 物 に 成っ た ら 、 進 歩 が 阻止 され て 人 と し て の 命 は 終わ る 
で あろ う 。 

the ebD and flow of contrary ideas, the clash of opimions, the passlons of 
the tme, eVer Impelled Dy its dreamms, are necessary to the intellectual 
grOwth of peoples. 

正反対 の 意見 の 一 進一 退 、 意 見 の 衝突 、 流 行 に 夢中 に 成る 事 、 意 見 や 流行 の 夢幻 
に よっ て 常に 動か され る 事 が 、 大 衆 の 知 的 な 成長 に は 必要 で ある 。 

The masses know it full well, 

大 衆 は 、 正 反対 の 意見 の 一 進一 退 、 意 見 の 衝突 、 流 行 に 夢中 に 成る 事 、 意 見 や 流 
行 の 夢幻 に よっ て 常に 動か され る 事 が 、 大 衆 の 知 的 な 成長 に は 必要 で ある 事 に 気 
づい て いる 。 

and hence 

その た め 、 

they desert so readily the chair of doctors to collect aDout the rostrumm 
of moumteDanks. 

大 衆 は 、 学 者 の 講座 か ら 容 易 に 離れ て 、 詐 欺 師 の 講 増 の まわ り に 集まる 。 

SOme even who are assumed to De concerned in philosophy, and that 
perhaps espDeclally, too often resemDle the children playimg at charades, 
特に 、 暫 学 に 関心 が ボ 有 る と 思わ れ て いる 者 ども で すら 、 身 振り に よる 言葉 当て 遊び を 
する 幼子 達 に 似 て いる 。 

who hasten to turn out those who know the answer already, lest the 
game should De spoiled Dy depriving the puzzle of the questions of all 
1ts Interest. 

身振り に よる 言葉 当て 遊び を する 幼子 達 は 、 す で に 答え を 知っ て いる 子 が 、 遊 び の 
醍醐 味 で ある 謎 を 取り 上 げ て 、 遊 び を 台無し に し な い 様 に 、 す で に 答え を 知っ て いる 
子 を 、 急 いで 追い 払う 。 

"Blessed are the pure in heart, for they shall see God" has been said Dy 
Eternal Wisdom. 

マタ イ に よる 福音 5 章 8 節 で 、 神 の 知 で ある イエ ス キリ スト は 「 心 の 清 い 人 達 は 幸い 
で ある 。 心 の 清 い 人 達 は 神 を 見 る か ら 。」 と 話し て いる 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 
1 章 24 節 「 キ リス ト は 神 の 知 。」。) 

Purity of heart therefore purifies intelligence, 

心 の 清らか さ は 、 知 を 清め る 。 

andrectitude of will makes for precision in understandimg. 
意思 の 正確 さ は 、 理 解 の 正確 さ を 生 み 出す 。 

Whosoever prefers truth and justce Defore all thimgs shall have justice 
and truth for his rewardL 

何より も 真理 と 正義 を 好む 人 は 、 真 理 と 正義 を 報い と し て 得る 。 

Decause 


な ぜ な ら 、 

SuDreme Providence has endowed us with freedom in order that we 
may attam life: 

無 上 の 神意 は 、 人 が 命 に 到達 で きる 様 に 、 自 由 を 人 に 与え た 。 

and Very truth, all its exactitude notwithstanding, intervenes only wrth 
mildness, 

真理 は 、 真 理 の 厳し さ に も か か わら ず 、 優 し さ に よっ て の み 、 あ ら わ れる 。 

neVver does outrage to tardiness Or Violence to the errors of our wl 
when it is Deguiled by the allurements of falsehood. 

真理 は 、 人 の 意思 が 虚偽 の 誘惑 に 惑わ され た 時 に 、 人 の 意思 の 鈍 さ と 、 人 の 意思 の 
誤り を ら な い 。 

It remains, however according to Bossuet, that antecedent to anything 
which may please or repel our senses, there 1S a truth, 

ボ シ ュ エ は 「 真 理 が 、 人 の 快感 や 不快 感 より 先 に 存在 する 。」 と 話し て いる 。 

and it is Dy this that our conduct should De goVvernedl 

ボ シ ュ エ は 「 人 の 快感 や 不快 感 よ り 先 に 存在 する 、 真 理 に よっ て 、 人 は 行動 を 決定 す 
る べき で ある 。」 と 話し て いる 。 

not Dy Our aDDetteS. 

ボ シ ュ エ は 「 好 み に よ っ て 、 人 は 行動 を 決定 する な か れ 。」 と 話し て いる 。 

The Kingdomm of Heaven is not the empire of caprice, either in resDeCt Of 
man or God. 

人 に と っ て も 神 に と っ て も 、 神 の 王国 は 、 気 まぐ れ の 王国 で は な い 。 

"A thimg is not just Decause It is wlled Dy God," said St. Thomas, "Dut 
God wlls it Decause it 1S juSt." 

トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な く 、 正 し いか ら 神 が 望む 。」 と 話し 
て いる 。 

The Divime Balance rules and necessitates eternal mathematcs. 

神 の つり 合い は 永遠 の 数 学 を 統治 する 。 神 の つり 合い は 必然 的 に 永遠 の 数 学 で あ 
る 。 
"God has made all thimgs wrth numDer weight and measure" 一 - here it 1S 
the Bible speaking. 

知恵 の 書 11 章 21 節 に 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 。」 と 記さ れ て 
いる 。 

Measure an angle of creatiol 

創造 の 一 角 を 測り な さい 。 

make a Droportonally Drogress1Ve multtplhcaton, 

創造 の 一 角 を つり 合い を 保っ た まま 前 進 的 に 増やし な さい 。 

and allinfirnty shall multiply its circles, 

する と 、 無 限 の 全て が 創造 の 一 角 の 領域 を 増やす で あろ う 。 

Deopled Dy um1verses, 

色々 な 領域 が 創造 の 一 角 の 領域 に 満ち る 。 

passing in Droportional segments Detween the extendimg symDoHcal 
arms Of Our COTmDaSS. 


創造 の 一 角 の 領域 は 、 あ な た と いう コン パス が 象徴 的 に 伸ばし て いる 両 腕 の 間 に 、 
つり 合い を 保っ た 部 分 を 与え て いく 。 

SuDDOSe now that, from whatever Dont of the infinite aDoVe you, a 
hand holds another compass Or SdUare, 

そし て 、 別 の コン パス か 別 の 定規 を 持っ た 手 を 、 あ な た より 上 の 無限 の 一 点 に 、 仮 定 
し な さい 。 

then the jines of the celestial triangle will meet of necessity those of the 
COmDasS Of science 

する と 、 天 の 三角 形 の 線 は 知 の コン パス の 線 と 必然 的 に 交わ る で あろ う 。 

and wil form therewrth the mysterious star of Solomon. 

そし て 、 天 の 三角 形 と 知 の 三角 形 は ソロ モン の 神秘 の 六 攻 星 を 形成 する で あろ う 。 
"With what measure YOu mete, it shall De measured to you aga1T," SayS 
the Gospel. 

マタ イ に よる 福音 7 章 2 館 に 「 あ な た が ( 他 者 を ) 量 る 量り で 、 あ な た も 量 ら れる で あ 
ろう 。」 と 記さ れ て いる 。 

God does not strive with man that He may crush man Dy His grandeur 
神 は 神 の 偉大 さ に よっ て 人 を 押し つぶ す 様 に は 人 と 戦わ な い 。 

and He neVver places unequal weights in His Dalance. 

神 は 不平 等 な 重り を 神 の 天 符 に 乗せ な い 。 

When He would test the strength of jacob, He assumes the form of man: 
ヤコブ の 強 さ を 試す 時 に 、 神 は 人 の 姿 に 成っ た 。 

the patriarch withstands the onset through an emtire night: 

祖 ヤ コブ は 攻撃 に 一 晩 中 、 耐 えた 。 

at the end there is a Dlessing for the conduered 

神 は 押さ れ て いた ヤコブ を 祝福 し た 。 

anQL in addition to the glory of having sustained such a struggle, he is 
given the national ttle of Israel, 

そし て 、 神 と の 戦い に 持ち こたえ た 栄光 に 加え て 、 神 は 、 ヘ ブライ 人 へ の 才 称 に 成っ 
た 、 イ スラ エル と いう 称号 を ヤコブ に 与え た 。 

being a name which sigmifies 一 Strong agalnst God. 

「 イ スラ エル 」 は 「 神 に 対し て 手強い 。」 を 意味 する 。 

We have heard Christians more Zealous than instructed hazarding a 
stramge exDlanation of the dogma concerrung eternal Dumishment Dy 
Suggesting that God may avenge infinitely an offence which itself is 
fimite, Decause if the offender is Hmited the grandeur of the offended 
Deng is not. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 教 養 が 有る と 言う より は 熱狂 的 な キリ スト 教徒 の 大 衆 が 、 永 遠 
の 神 の 教え に つい て 、「 神 は 有限 で ある 罪 に 無限 に 報復 で きる 。 罪 人 は 有限 で も 、 神 
の 偉大 さ は 無限 だ か ら で あ る 。」 と いう 変 な 説明 を し て いる の を 聞い た 事 が 有る 。 
An emperor of the world might, on the strength of a snmilar pretext, 
sentence to death some unreasoming child who had soiled accidentally 
the hem of his purple. 


この 世 の 旦 帝 で ある 神 は 、 神 の 衣 の すそ を 故意 に で は な く 汚 し て し まっ た 思慮 の 足 
りな い 幼 子 に 死 の 宣告 を すれ ば 良かっ た の か ? い いえ ! 

Far otherwise are the prerogatiVes of greatneSs, 

偉大 さ の 特権 と は 、 そ う で は な い ! 

and St. Augustme understood them Detter when he said that "God iS 
patlent Decause He is eternal.“ 

アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 「 神 は 我慢 強く 忍耐 強く 寛容 で ある 。 な ぜ な ら 、 神 は 永遠 (、 無 限 ) 
で ある 。」 と 話し た 時 に 神 の 偉大 さ を 大 衆 より 良く 理解 し て いた 。 

In God all is justice, seemg that all is goodmess: 

神 の 全て の も の は 正しい 。 な ぜ な ら 、 神 の 全て の も の は 思い や り で ある 。 

He never forg1Ves after the manner ofmen, 

神 が 許 す 方 法 は 、 人 が 許す 方 法 と は 異な る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

He is never angered hke therm: 

神 は 人 の よう に は 怒ら な い 。 

Dut 

57 だ ルル 、 

evll Demg, Dy its nature, incompatbDle with good, 

性 質 的 に 、 悪 は 将 と 合わ な い 。 

as night is with day 

夜 が 昼 と 合わ な い 様 に 。 

as discord is with harmony 

不 和 が 調和 と 合わ な い 様 に 。 

and 

そし て 、 

the HDerty of man Deing furthermore inviolaDle, 

人 の 自由 は 不可 侵 で ある 。 そ の た め 、 

all error is exDpiated and all evil Dumished Dy sufferimg Droportoned 
theret0. 

全て の 罪 は 、 罪 の 大 き さ に 比例 し た 労苦 で 、 つ ぐ な われ る 。 全 て の 悪 は 、 悪 の 大 き さ 
に 比例 し た 労苦 で 、 こ らし め ら れる 。 

It is Va to imVoke the help of jupiter when our cart 1s stuck in the mudi: 
( 罪 へ の 罰 と いう 重荷 を 乗せ た ) 荷 車 が 泥 の 中 に 、 は まっ た 時 は 、 神 ユピテル の 助け 
を 祈り 求め て も 無駄 で ある 。 

unless We take pick and shoVel, ike the waggoner im the faDple, Heaven 
will not draw us out of the rut. 

二話 の 荷車 の 御 者 の 様 に 、 人 が ツル ハシ と スコ ッ プ を 手 に 取ら な い 限 り 、 神 は 溝 ( み 
ぞ ) か ら 人 を 引き 上 げ て は くれ な い 。 

Help yourself and God will help you. 

あな た 自身 を 助け な さい 。 そ うす れ ば 、 神 は 、 あ な た を 助け て くれ る で あろ う 。 

In such a reasonaDle and wholly phllosophical way 1s explained the 
poOssiDle and necessary eternity Of Durnshment, 


上 記 の 様 に 、 罰 の 永遠 性 の 、 可 能 性 と 必然 性 を 、 論 理 的 な 、 全 く 暫 学 的 な 方 法 で 説 
明 で きる 。 

wrth stll a narrow way Open for man to escape therefrom- 

同時 に 、 永 遠 の 罰 か ら 脱 出 で き る 狭 き 道 が 人 の た め に 開か れ て いる 。 

being that of toil amd repentance. 

永遠 の 罰 か ら 脱出 で きる 狭 き 道 と は 、 労 苦 す る 事 と 、 悔 い 改 め る 事 で ある 。 

It is Dy conformuty wrth the rules of eternal power that man may unite 
himself to the creative energy and Decome creator and DreserVer in his 
turn. 

永遠 の 力 の 法 と の 一 致 に よっ て 、 人 は 、 自 身 を 創造 的 な 力 と 一 体 化 で き 、 創 造 主 、 保 
護 者 に 成 れ る 。 

God has not Hmmited narrowIly the numDer of rounds on jacoD's 1adder of 
light. 

神 は 、 ヤ コブ が 夢 で 見 た 、 光 の は し ご の 階段 の 数 を 制限 し な か っ た 。 ヤ コブ が 夢 で 見 
た 、 神 へ の 光 の は し ご の 階段 の 数 は 無限 で あっ た 。( 創 世 記 28 章 12 節 『 ヤ コブ は 
夢 を みた 。1 つの は し ご が 地 の 上 に 立っ て いた 。 は し ご は 天 に 達し て いた 。 天使 が は 
し ご を 上 り 下 り し て いた 。」。) 

Whatsoever Nature has constituted inferior to man is thereby to hm 
made suDject: 

自然 は 、 人 の 下 の も の と し て 配置 し た も の を 、 人 に 従わ せ て いる 。 

it is for manr to extend his domain in Virtue of contimual ascent. 

人 は 、 絶 え 間 無く 向上 する 事 に よっ て 、 人 の 領域 を 拡大 で きる 。 

Length and even Derpetuity of life, 

長命 と 永遠 の 命 。 

the field of air and its storTns, 

風 と 嵐 。 

the earth and its metallic Veins, 

土 と 鉱脈 。 

jight and its wondrous iusions, 

光 と 不思議 な 幻 。 

darkness and the dreams thereof, 

間 と 夢 。 

death and its ghosts 一 

死 と 霊 。 

all these do therefore oDey the royal sceptre of the magi, the shepherd's 
staff of jacoD and the terriDle wand of MOses. 

長命 と 永遠 の 命 、 風 と 嵐 、 土 と 鉱脈 、 光 と 幻 、 間 と 夢 、 死 と 霊 は 、 魔 術 師 の 王 巻 、 ヤ コ 
ブ の 羊 飼い の 杖 、 モ ー セ の 景 散 す る べき 杖 に 従う 。 

The adept Decomes king of the elements, 

達 道 者 は 、 四 大 元素 の 王者 に 成 れ る 。 

transmuter of metals, 

達 道 者 は 、 錬 金 術 師 に 成 れ る 。 

interpreter Of Vis1onS, 


達 道 者 は 、 予 見 の 解釈 者 に 成 れ る 。 達 道 者 は 、 夢 や 幻視 の 解釈 者 に 成 れ る 。 達 道 者 
は 、 夢 解き に 成 れ る 。 

Conttroller of oracles, 

達 道 者 は 、 神 託 の 管理 者 に 成 れ る 。 

master of life in fine, 

要する に 、 達 道 者 は 、 命 の 王者 に 成 れ る 。 

aCCording to the mathematical order of Nature 

自然 の 数 学 的 な 秩序 に よっ て 、 達 道 者 は 、 四 大 元素 の 王者 、 錬 金 術 師 、 予 見 の 解釈 
者 、 神 託 の 管理 者 、 命 の 王者 に 成 れ る 。 

and conformably to the will of the Supreme Inmtelhgence. 

無 上 の 知 的 存在 で ある 神 の 意思 と 一 致す る 事 に よっ て 、 達 道 者 は 、 四 大 元素 の 王 
者 、 錬 金 術 師 、 予 見 の 解釈 者 、 神 託 の 管理 者 、 合 の 王者 に 成 れ る 。 

This is Magic in all its glory. 

上 記 が 、 魔 術 で ある 。 魔 術 の 全て の 栄光 で ある 。 

But 

し か し 、 

1s there anyone who in these days wll dare to g1ve credence to such 
WOrdS? 

上 記 の 言葉 を 今日 (こん に ち )、 大 胆 に 信じ る 誰か が いる で あろ うか ? は い ! 

The answer is 一 those who wil study 1oyally and attaim kmowledge 
frankly. 

上 記 の 言葉 を 今日 (こん に ち )、 大 胆 に 信じ る 人 は 、 誠 実に 学び た い 人 、 あ り の まま に 
知 を 得 た い 人 で ある 。 

We make no attemmpt to conceal truth under the Veil of paraDles or 
hieroglyphical s1gns: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 真理 を 例え 話 や 象徴 の ヴェ ー ル の 裏 に 隠さ な い 。 

the tme has come when everythimg should De toldl 

全て の も の が 話さ れる べき 時 が 来 た 。 

and we DroDOsSe to tell eVerything. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の も の を 話す つも り で ある 。 

It is our imtention, in short to unVeil that ever secret science which, as 
we haVe indicated, is hidden Dehind the shadows of ancient mysteries, 
要する に 、 す で に 話し た 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 目的 は 、 古 代 の 神秘 の 影 の 裏 に 隠 
され た 、 秘 密 の 知 を 明か す 事 で ある 。 

which the Gnostics Detrayed clumsily, or rather disfigured unworthily 
グノー シス 主義 者 は 、 秘 密 の 知 を 、 不 器用 に 漏らし た 、 と いう より は 、 不 相応 に 評判 を 
落と し た 。 

which is recogrused dimly under the darkness shrouding the pretended 
crimes 0f Templars, 

秘密 の 知 は 、 神 殿 騎 士 団 の 無実 の 罪 を 響 い 隠 す 聞 の 裏 に 微か に 認め られ た 。 
which is met with once again Deneath the now impenetrable emigmas of 
High-Grade Masonc Rites. 


再び 、 秘 密 の 知 は 、 高 等 な メー ソン の 儀式 の 現在 で は 見 通せ な い 謎 の 下 に 見 か けら 
れる 。 
We purpose further to Drinmg into open day the fantastic King of the 
SabDath, 
さら に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は サバ ト の 不思議 な 王 を 昼 の 光 の 中 に 公開 し よう と 思う 。 
to eXDOse the Very roots of Black Magic 
エリ ファ ス レヴ ィ は 黒 魔術 の 根源 を 暴 こ うと 思う 。 
andits frightful realities, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 黒 魔術 の 恐る べき 現実 を 暴 こ うと 思う 。 
long since surrendered to the derision of the grand-children of Voltaire. 
長い 間 、 ヴ ォ ル テー ル の 哲学 の 子 導 は 黒 魔 術 を 笑い も の に し て きた 。 
For a great number of readers Magic is the science of the devil 一 
多数 の 読者 に と っ て 、 魔 術 と は 悪魔 に つい て の 知 で ある 。 
ever as the science of light is identfied with that of darkmess. 
ちょ うど 、 光 に つい て の 知 が 聞 に つい て の 知 に 結び つく 様 に 。 
We confess Doldly at the outset that we are not in terror Of the devil. 
最初 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 悪魔 が 芝 く な いと 大 胆 に 表明 する 。 
7 fear is for those who fear him," said St. Teresa. 

聖女 テレ サ は 「 私 は 悪魔 を 恐 れる 人 だ け を 恐れ る 。」 と 話し て いる 。 
But 
7 
we testify also that he does not prompt our laughter 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 が 笑い を 誘う 物 で は な い 、 と 宣言 する 。 
and that the ridicule of which he is often the oDject seems to Us 
eXxCeedimgly misplaced. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 非 常に 多く の 場合 、 悪 魔 が 誤っ て 笑い も の の 対象 に され て いる 、 
と 宣言 する 。 
HoweVer this may De, 
SG 
it is our intention to Dring him Defore the Hght of science. 
エリ ファ ス レヴ ィ の 目的 は 、 悪 魔 を 知 の 光 の 前 に 引き ずり 出す 事 で ある 。 
But 
が か が 
the devl and science 一 
悪 魔 と 知 。 
the apposition of two names so strangely imcongruous 一 
悪魔 と 知 は 、 よ そよ そし い 、 つ り 合 わな い 、2 つの 言葉 で ある 。 
must seem to have disclosed the whole intent in view. 
大 衆 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 、 悪 魔 と 知 と いう 2 つの 言葉 で 、 目 的 を 全て 表し た 、 と 思 
われ る に 違い 無い 。 
Tf the mystic persomufication of darKness De thus dragged into light, is it 
not to anmihilate the phantom of falsehood in the presence of truth? 


闇 の 象徴 で ある 悪魔 を 光 の 中 に 引き ずり 出す と 、 偽 の 霊 で ある 悪魔 を 真理 に よっ て 
消 減 さす せ て し まう の で は な いか ? 
Is it not to dispel in the day all formless monsters of the night? 
患 魔 を 知 の 光 の 前 に 引き ずり 出す と 、 実 体 の 無い 夜 の 怪物 で ある 悪魔 を 昼 の 光 に 
よっ て 消滅 さす て し まう の で は な いか ? 
SuDerfic1al Dersons wll thimk so 
上 記 の 様 に 、 浅 は か な 大 衆 は 考え る で あろ う 。 
and wl condemn without hearimg. 
そし て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 話 を 聞か な いで 、 浅 は か な 大 衆 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 話 
を 無視 する で あろ う 。 
Il-imstructed Christians wl conclude that we are sapping the 
fundamental dogma of their ethics Dy decrying hell: 
学 の 無い キリ スト 教徒 の 大 軍 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が キリ スト 教徒 の 倫理 道徳 の 基 
礎 の 教え を 地獄 を けなす 事 に よっ て 崩し て いる 、 と 誤っ た 判断 を する で あろ う 。 
and 
また 、 
others will question the uthity of comDating error in which, as they 
1magine, no one Delieves longer 
その 他 の 大 衆 は 、 も は や 誰 も 信じ て いな い 誤 り と 戦う 事 が 役に立つ の か 、 た ず ね る 
で あろ う 。 
It is, therefore, irmportant to enunciate our oODject clearly and establish 
Our Drinciples soldIy. 
その た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 目的 を 明確 に 話す 事 と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 思想 を は っ 
さり させ る 事 が 重要 で ある 。 
We say, therefore, to Christians that the author of this Dook is a 
Christian ]iKe yourselves. 
その た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 あ な た た ちと 同じ 、 キ 
リス ト 教 徒 で ある 。」 と キリ スト 教徒 に 話す 。 
His faith is that of a catholic strongly and deeply convincedi 
エリ ファ ス レヴ ィ の 信心 は 、 強 く 深 く 確信 し て いる カト リッ ク 教 徒 の 信心 と 同じ で ある 。 
for this reason 
その た め 、 
he does not come forward to deny dogmas, Dut to comDat impiety under 
its most Dernicious formms, which are those of false Delief and 
SUDerstition. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 キ リス ト 教 の 教え を 否定 する わけ で は な く 、 偽 の 信心 と 迷信 と 
いっ た 形 の 死に 至る 不信 心 と 戦う 。 
He comes to drag from the darkness the Dlack successor of Ahrimar, in 
order to eXDOSse In Droad day hls colossal impotence and redouDtaDle 
Imisery 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 の 巨人 的 な 無力 と 恐る べき 悲惨 さ を 昼 の 光 に さら す た め 
に 、 偽 の ゾロ アス ター 教 に お ける 悪 の 神格 化 ア ー リ マン の 黒い 後継 者 で ある 悪魔 を 
章 か ら 引 きず り 出 す 事 に 取り 組む 。 


He comes to make suDject the age-long Droblem of evil to the solutions 
of science, to uncrown the king of hell and to Dow down his head at the 
foot of the croSSs. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 を 地獄 の 王座 か ら 引き ずり 下ろ す た め に 、 悪 魔 の 頭 を 十字 
栄 の 足下 に ひれ 伏 さ せる た め に 、 悪 と いう 長年 の 問題 を 和 に よっ て 解決 する 事 に 取 
り 組む 。 

Is not virgimal and maternal science 一 that science of which Mary is the 
Sweet and luminous image 一 destimed hke her to crush the head of the 
oldl serDent? 

聖母 マリ ア に 象徴 され る 様 に 甘美 な 優し い 光 で ある 知 、 清 ら か な 処女 の 母 の 知 は 、 
エヴァ の 様 に 古い 蛇 の 頭 を か か と で 圧倒 する 運命 な の で は な いか ? は い ! 

The author on the other hand, Would say to pretended Dhilosophy: 

また 、 下 記 の 様 に 、 本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 偽 の 哲学 に 話し た い 。 

Why seek to deny that which you cannot understand? 

な ぜ 偽 の 哲学 は 理解 で き な い も の の 否定 を 試み る の か ? 

Is not the unDbelief which affirms in the face of the unknown more 
precipitate andless consoling than faith? 

未知 の も の に 直面 し て 未知 の も の の 否定 を 断言 する 懐疑 は 、 信 心 よ り 、 軽 率 で 慰め 
が 無い で は な いか ? 

Does the dreadful form of persomified evil omly prompt you to smmle? 
偽 の 哲学 、 懐 疑 は 、 人 格 化 され た 悪 の 恐ろし い 姿 に 、 笑 い を 読 われ る だ け な の か ? 
Hear you not the ceaseless sobDing of humanity which writhes and 
weeDs in the crushing folds of the monster? 

偽 の 哲学 、 懐 疑 に は 、 悪 、 悪 魔 と いう 奇形 の も の に 絞め られ て 、 の た うち 泣く 、 人 間 性 
の 絶え 間 無 い 泣き 声 が 聞こ えな い の か ? 

Have you neVer heard the atroclous 1augh of the evil-doer who is 
Dersecutimg the just man? 

偽 の 哲学 、 懐 疑 は 、 正 し い 人 を 迫害 する 、 悪 人 の 下品 な 笑い 声 を 聞い た 事 が 無い の 
か ? 

HavVe you neVer eXDerienced in yOurselVes the opemng of those imfernal 
deeps which the gemius of DerVersity furroWs In eVery SOU1? 

偽 の 哲学 、 懐 疑 は 、 悪 霊 、 悪 の 精神 が 全て の 人 の 魂 の 中 に 作る 地獄 の 深淵 が 自身 
の 中 に 開く の を 経験 し た 事 が 無い の か ? 

Moral evil exists- 

精神 的 な 悪 は 存在 する 。 

Such is the unhappy truth: 

精神 的 な 悪 が 存在 する 事 は 、 悲 し い 真実 で ある 。 

lt re1gTts In Certa1m SDir1ts: 

精神 的 な 悪 は 、 あ る 人 々 の 精神 を 支配 し て いる 。 

1t incarnates in certaim mer: 

ある 人 々 は 精神 的 な 悪 を 体現 し て いる 。 

it is therefore Dersonufiedl 

上 記 の 様 に 、 精 神 的 な 悪 は 人 に 成っ て いる 。 


and thus demons exist: 

悪人 と いう 悪魔 は 存在 する 。 

but the most wicked of these demons is Satan. 

実に 、 悪 人 と いう 悪魔 の 中 で 最も 邪悪 な 人 が サタ ン で ある 。 

More than this 1 do not asK you to adrmt, 

上 記 の 事 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 あ な た た ち に 、 で きれ ば 、 認 め る 様 に 求め る 。 
andit will De difficult for you to grartt me less. 

あな た た ち は エ リフ ァ ス レヴ ィ の 考え に 全く 同意 し な い の は 難し いで あろ う 。 

Letit De otherwise and clearly understood that science and faith render 
mutual suDport to one another only in so far as their resDectiVe realms 
remain imviolaD1y distmct. 

知 の 領域 と 信心 の 領域 が 不可 侵 に 離れ て いる 限り で の み 、 知 と 信心 は 支え 合う 、 と 
いう 事 を 明確 に 理解 する 様 に 。 

What is it that we Delieve? 

人 が 信じ る も の は 何 か ? 

That which we do not know aDsolutely, though we may yearn for it with 
all our strength. 

人 は 全力 で 望ん で も 絶対 に 知る 事 が で き な い も の を 信じ る 。 

The object of faith is not more than an indispensable hypothesis for 
SclemCe: 

信心 の 対象 は 、 知 に と っ て は 、 最 高 で も 、 不 可 避 の 仮定 で ある 。 

the thimgs which are in the domain of knowledge must never De judlged 
by the processes of faith, 

知 の 領域 に 存在 する も の を 、 信 心 の 方 法 に よっ て 判断 する な か れ 。 

nor ConVersely, the thmgs of faith according to the measures Of sciemce. 
正反対 に 、 信 心 の も の を 、 知 の 方 法 に よっ て 判断 する な か れ 。 

The end of faith is not scientifically deDbatable. 

信心 の も の は 科学 的 に は 議論 で き な い 物 で ある 。 

"1 Delieve because 1t is aDsurd," sa1d Tertullhian: 

テル トゥ リア ヌス は 「 不 条 理 だ か ら 私 は 信じ る 。」 と 話し て いる 。 

and this utterance 一 Daradoxical on the surface as it is 一 Delongs to the 
highest reason. 


テル トゥ リア ヌス の 「 不 条 理 だ か ら 私 は 信じ る 。」 と いう 言葉 は 、 一 見 、 矛 盾 し て いる 
様 だ が 、 無 上 の 論理 の 1 つ で ある 。 

As a fact, 

事実 、 


beyond all that we can suDpose rationally there is an infimite towards 
which we aspire with unquenchaDle thirst, and it eludes even our 
dreams. 

人 が 論理 的 に 思考 で きる 全て の も の を 超越 し て 、 癒 す 事 が で き な い 望 で 人 が 望 
む 、 人 が 夢想 で すら 理解 で き な い 、 無 限 が 存在 する 。 

But is not the infimite itself an aDsurdity for our firute appreclation? 
実に 、 人 の 有限 の 理解 に と っ て 、 無 限 は 不条理 で は な いか ? は い ! 


We feel all the same that it is: 

不条理 で も 、 や は り 、 人 は 無限 が 存在 する 事 を 感じ る 。 

the infimite inVades US, 

無限 は 人 に 浸透 し て いる 。 

OVerflOoWs US, 

人 は 無限 に 満ち あふ れ て いる 。 

rendlers us dizzy at 1ts aDysses 

人 は 無限 と いう 深淵 で 、 め まい を 起こ す 。 

and crushes us by its awful height. 

人 は 無限 と いう 景 散 する べき 高み に よっ て 圧倒 され る 。 

Scientifically DroDable hypotheses are one and all the 1ast half-lights or 
shadoWs Of scienCe: 

科学 的 に 信じ て も 良さ そう な 仮定 は 、 全 て 、 知 の 最後 の 黄 績 か 、 知 の 影 で ある 。 
faith begims where reason falls exhausted!. 

信心 は 、 論 理 が 研究 し 尽く され て 根拠 を 失う 所 か ら 始 まる 。 

Beyond human reasor there 1s that Reason which is Divime 一 

人 の 論理 を 超越 し て 、 神 の 論理 が 存在 する 。 

for my weakness a suDreme aDsurdity, 

人 の 弱 さ に と っ て は 、 神 の 論理 は 無 上 の 不条理 で ある 。 

but an infimite aDsurdity which confounds me, and in which I believe. 
し か し 、 無 限 の 神 の 不条理 は 人 を 反 江 する 。 そ の た め 、 人 は 無限 の 神 の 不条理 を 信 
じ る 。 

The good alone is infimute: 

立 だ けが 無限 で ある 。 

evll 1S not: 

剖 は 無限 で は な い 。 

and hence God be the eternal obDject of faith, then the devil Delongs to 
SClenCe. 

上 記 か ら 、 も し 神 が 信 心 の 永遠 の 対象 で ある な ら ば 、 悪 魔 は 知 の 対象 の 1 つ に 過ぎ 
な い 。 

Im which of the catholic creeds is there any question concerrung hn? 
カト リッ ク の 教義 で 、 悪 魔 を 研究 する べき 問題 と し て いる で あろ うか ? い いえ ! 
Would it not De Dlasphemy to say that we Delieve in him? 

剖 魔 を 信じ る と 話す 事 は 、 神 を 冒 流す る 言葉 で は な いか ? は い ! 

In Holy Scripture he is named Dut not defimed. 

聖書 で 、 悪 魔 は 名 前 が 記さ れ て いる が 、 悪 魔 は 定義 され て いな い 。 

Genesis makes no allusion to a reputed revolt of angels: 

創世 記 に は 有名 な 天使 の 反逆 の 言及 が 無い 。 

it ascriDes the fall of Adam to the serpent, as to the most suDtle and 
dangerous Of HVimg Deimgs. 

創世 記 は アダ ム の 堕天 を 蛇 の せ い に し て いる 。 蛇 は 生き て いる 物 の 中 で 最も 外 獲 で 
危険 で ある 。 

We are acquainted wrth Christan tradition on this suDject: 


創世 記 の 古い 蛇 に つい て の キリ スト 教 の 口伝 は 知ら れ て いる 。 

Dut 

し か し 、 

that tradition isS explicable Dy one of the greatest and most diffused 
allegories of science, what can such solution signify to the faith which 
asDires Orly to God, which despises the pomps and works of Lucifer? 

も し 知 の 無 上 に 大 いな る 広まっ て いる 例え 話 の 1 つ に よっ て 創世 記 の 古い 蛇 に つい 
て の キリ スト 教 の 口伝 が 説明 で き て も 、 神 だ け を 望む 信心 に と っ て 、 ル シフ ェ ル の 外 
見 だ け の 高慢 な 業 を 軽 蔵 する 信心 に と っ て 、 何 の 意味 が 有る だ ろう か ? 

Lucifer 一 Light-Bearer 一 

「 ル シフ ェ ル 」 は ラテ ン 語 で 「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する 。 

how strange a name, attriDuted to the spirit of darkmess! 

「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する と は 、「 ル シフ ェ ル 」 と いう 闇 の 霊 の 名 前 は 、 何 と 不 思 
議 な 名 前 か ! 

Is it he who carries the light and yet Dlnds feeble souls? The answer is 
yeS, unduestionaDIy: 

「 ル シフ ェ ル 」 が 光 を も た らし て 弱い 大 衆 の 魂 を 盲目 に する の か ? は い ! 疑 い 無く ! 
for 

な ぜ な ら 、 

traditions are full of divime disclosures and inspiratons. 

キリ スト 教 の 口伝 は 「 ル シフ ェ ル 」 に つい て の 神 の 開示 と 霊感 に 満ち て いる 。 
"Satan hmself is transformed into an angel of light," says St. Paul. 

コリ ント 人 へ の 第 2 の 手紙 11 章 14 節 で 使徒 パウ ロ は 「 サ タン で すら 光 の 天使 を 装 
う 。」 と 話し て いる 。 

And Christ Himself said: "1 Deheld Satan as hghtmmeg fall from heaven.“ 
ルカ に よる 福音 10 章 18 人 節 で イエ ス キリ スト は 「 私 は サタ ン が 雷 の 様 に 天 か ら 堕 ち 
る の を 見 た 。」 と 話し て いる 。 

SO also the prophet Isaiah: "How art thou fallen from heaven, O Lucifer 
son Of the morring.“ 

イザ ヤ 書 14 章 12 節 で 預言 者 イザ ヤ は 「 な ぜ 、 あ な た は 天 か ら 堕 ち た の か ?! 明 け 
の 明星 よ ?1」 と 話し て いる 。 

Lucifer is then a fallen star 一 

ル シ フ ェ ル は 堕ち た 星 で ある 。 

a meteor which is on fire alWays, 

ル シ フ ェ ル は 常に 燃え て いる 流星 で ある 。 

which burns when it enhghtens no 1onger 

ル シ フ ェ ル は 、( 地 に 基 ち て ) 最 早 、 照 ら さ な い ( 陣 石 と 成っ た ) 時 に は 、 燃 や す も の と 成 
る 。 

But 

し か し 、 

is this Lucifer a Dersor or a force, an angel or a strayed thunderDo1lt? 

ル シ フ ェ ル は 人 格 な の か 力 な の か ? ル シフ ェ ル は 天使 な の か 迷っ て いる 雷 な の か ? 
Tradhition suDDOses that it is an amgel, 


キリ スト 教 の 口伝 は レシ フェ ル が 天使 で ある と 考え て いる 。 

Dut 

法 だ し 。 

the Psalmist says: "Who maketh his angels spirits: his mimisters a 

flammg fire." 

詩 編 104 草 4 人 節 で 詩 編 の 作者 は 「 神 は 風 を 神 の 使者 に する 。 神 は 火 を 神 の 代行 者 、 

神 の 使者 に する 。」 と 話し て いる 。 

The word angel is appled in the Bible to all messengers of God 一 

加 書 で は 、 天 使 と いう 言葉 、 天 使 と いう 名 前 を 神 の 全て の 使者 に 適応 し て いる 。 

emmissar1es Or neW Creat10TS, 

聖書 で は 、 使 者 や 新しい 被 造物 を 天使 と 呼ん で いる 。 

reVealers Or SCOUTg6eS, 

聖書 で は 、 啓 示 者 や 罰 を 下す も の を 天使 と 呼ん で いる 。 

raOhiant Spirits or Drilliant oODjectS. 

聖書 で は 、 光 を 放つ 神 の 聖 圭 や 輝く 物 を 天使 と 呼ん で いる 。 

The shafts of fire which the Most High darts through the clouds are 

angels of His wrath, 

( 雷 と いう ) 無 上 の 天 が 雲 を 通じ て 射る 火 の 矢 は 、 無 上 の 天 の 怒 り の 天使 で ある 。 

and such figuratiVe 1anguage 1s familiar to all readers of eastern Doetry. 

オリ エン ト の 詩 の 読者 は 「( 雷 と いう ) 無 上 の 天 が 雲 を 通じ て 射る 火 の 矢 は 、 無 上 の 

天 の 怒 り の 天使 で ある 。」 と いう 例え を 見 慣れ て いる で あろ う 。 

Having Deen the world's terror through the period of the middle ages, 

the devll has Decome its mockery. 

中 世 で は 悪魔 は 大 衆 の 可 了 信 の 的 ( ま と ) で あっ た 。 し か し 、 現 在 で は 、 悪 魔 は 大 衆 の 
笑い も の に 成っ て いる 。 

Heir to the monstrous forms of all false gods cast dOWT SuCCeSS1Vely 

from ther thrones, 

如 魔 は 、 次 々 と 王座 か ら 堕 ち た 全て の 偽 の 神々 の 奇形 の 相続 者 で ある 。 

the grotesque scarecrow has turned into a mere DugDear through Very 

deformuty and hideousneSsS. 

悪魔 と いう 奇形 の 「 こ け お ど し 」 は 、 奇 形 過ぎ て 、 子 ども を 友 か す 架 空 の 霊 に 過ぎ な く 

成っ て し まっ た 。 

Yet oDserve as to this that 

けれ ども 、 上 記 に つい て 、 下記 の 事 を 、 注 意 し な さい 。 

those only dare to 1augh at the devil who kmow not the fear of God. 

神 へ の 恐れ を 知ら な い 人 だ けが 大 胆 に 悪魔 を 笑い も の に する の で ある 。 

Canit De that for many diseased imaginations he is God's own shadowi, 

病 ん だ 想像 力 を 持つ 多数 の 人 々 に と っ て 、 悪 魔 は 神 の 影 で ある 傾向 が 有 っ た の で 

は な いか ? 

OY 

また は 、 

is he not often the idol of degenerate souls who only understand 

suDernatural power as the exercise of cruelty with impuruty? 


超自然 的 な 力 を 罰 を 受け ず に 残虐 行為 を 行う 物 と し て し か 理解 し な い 、 精 神 が 堕 落 
し た 人 々 に と っ て 、 悪 魔 は 偶像 で は な いか ? 

But 

けれ ども 、 

it is Important to ascertaim whether the notion of this evll Dower can De 
reconciled with that of God 一 

悪 の 力 と いう 概念 が 神 の 概念 と 両立 する か 確か め る 事 が 重要 で ある 。 

In a WOrOL 

要する に 、 

whether the devil eXists, 

如 魔 が 存在 する か 確か め る 事 が 重要 で ある 。 

and 

そし て 、 

In such case what he 1S. 

如 魔 が 存在 する 場合 、 悪 魔 と は 、 ど の よう な も の か 確か め る 事 が 重要 で ある 。 
There is no longer any question of supersttion or of ridiculous 
InmVentton: 

如 魔 の 有無 は 最早 、 迷 信 の 問題 で は な いし 、 滑 稽 な 作り 話 の 問題 で は な い 。 

it is a duestion ofreligion alone 

如 魔 の 有無 は 宗教 の 問題 で ある 。 

and hence 

書 魔 の 有無 は 宗教 の 問題 な の で 、 

of the whole future, 

剖 魔 の 有無 は 未来 全体 の 問題 で ある 。 

wrth all the interests, of humanty, 

書 魔 の 有無 は 全て の 利害 関係 者 で ある 人 類 の 問題 で ある 。 

Strange reasoners Imndeed are We: 

人 は 変 な 理論 家 で ある 。 

we call ourselves strong-mmded when we are indifferent to eVerythimg 
exceDt material adVantages, as, for example, moneyi: 

人 は 、 例 えば 金銭 と いっ た 物質 的 利益 に 関心 が 有る に も か か わら ず 、 そ の 他 の 全て 
の も の に 無関心 で ある 時 に 、 自 身 を 強い 者 で ある と 思い 込む 。 

and we leave to their own devices the ideas which are mothers of 
Oplruons and may or at least can, Dy their sudden Veering, UDset all 
fortuneSs. 

人 は 、 世 論 の 母 で ある 考え 、 突 然 の 方 向 転換 に よっ て 栄枯 盛衰 を 転 響 で きる 考え を 
放任 する 。 

A conduest of sclemce 1s much more Important than the discoVery of a 
g0ld mme. 

金山 を 発見 する より 、 知 を 獲得 する 事 が 重要 で ある 。 

GiVen sclenCe, gOld is utilhised in the serVice of life: 

知 が 有 れ ば 、 金 は 命 の 役に立つ 。 

giVen igmorance, wealth furnishes only destroyImg WeaDO1S. 


無知 で あれ ば 、 富 は 破滅 の 武器 し か 提供 し な い 。 

For the rest, 

後 は 、 

it is to De understood aDsolutely that our scientific revelations Dause in 
the presence of faith, 

エリ ファ ス レヴ ィ の 学問 的 な 啓示 は 信心 の 前 で 止ま る 事 を 完全 に 理解 する べき で あ 
る 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 学問 的 な 啓示 は 信心 を 侵害 し な い 事 を 完全 に 理解 する べき 
で ある 。 

that 一 as Christian and Catholic 一 - our WorK iS suDmitted entrely to the 
SuDreme judgment of the Church. 

キリ スト 教徒 と し て 、 カ トリ ッ ク 教 徒 と し て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 作品 を 教会 の 無 上 の 
判断 に 完全 に 従わ せる 事 を 完全 に 理解 する べき で ある 。 

This said, to those who question the existence of a devil, we would point 
out that whatsoeVver has a namme exists: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 名 前 を 持つ も の は 存在 する と 、 悪 魔 (と 呼ば れ て いる も の ) の 存 
在 を 疑う 人 々 に 指摘 する 。 

Speech may De uttered in Vain, Dut im itself it canmot De Vain, 

言葉 、 名 前 を 無駄 に 話す 事 が 有る か も し れ な い が 、 言 葉 自体 、 名 前 自体 は 無駄 で あ 
る は ず が 無い 。 

andit has a meaming inVariaDly. 

言葉 、 名 前 は 常に 意味 を 持っ て いる 。 

The Word is neVer Vo1d!, 

神 の 言葉 は 無駄 で は な い 。( ヨ ハネ に よる 福音 1 章 イ エス は 神 の 言葉 、 神 の ロゴ ス 。) 
and ifit De written that it is in God!, as also that it is God, this is Decause 
it is the expression and the proof of Deimg and of truth. 

ヨハ ネ に よる 福音 10 章 38 節 で 神 の 言葉 イエ ス は 神 の 中 に いる と 記さ れ て いる 理 
由 、 ヨ ハネ に よる 福音 1 章 1 節 で 神 の 言葉 イエ ス は 神 で ある と 記さ れ て いる 理由 は 、 
神 の 言葉 は 存在 、 真 実 の 表れ 、 証 明 だ か ら で あ る 。 

The devil is named and personified in the Gospel, which is the Word of 
truth: 

真実 の 、 神 の 言葉 で ある 福音 書 で 、 悪 魔 (と 呼ば れ て いる も の ) は 名 前 が 記さ れ て い 
る し 人 格 化 され て いる 。 

he exists therefore and can De considered as a Derson. 

悪 魔 (と 呼ば れ て いる も の ) は 存在 する し 、 人 格 で ある と 考え られ る 。 

But here it is the Christian who defers: 

し か し 、 上 記 に 、 従 う の は キリ スト 教徒 だ け で ある 。 

let science Or Teason SDeak: 

知 ま た は 論理 に 話 を させ よう 。 

these two are One. 

知 と 論理 は 1 つ で ある 。 

EV1l eXiStS: 

悪 魔 ( と 呼ば れ て いる も の ) は 存在 する 。 

1t 1S irmpossiDle to doubt it 


悪 魔 (と 呼ば れ て いる も の ) が 存在 する 事 を 疑う の は 不可 能 で ある 。 

We can WOrk good or evll. 

人 は 善 か 悪 を 行う 。 

There are Deings who work evll kmowmgly and wilhmgly. 

悪 と 知り な が ら 故 意 に 悪 を 行う 悪人 が 存在 する 。 

The spirit which amumates these Deings and prompts them to do 周 is 

Dewrayed( 一 Detrayed), 

悪人 を 突き 動か す 精神 は 、 だ まさ れ て いる 。 

剛 aside from the right road, 

悪人 を 突き 動か す 精神 は 、 正 道 か ら 外れ て いる 。 

and 了 aCrOSs the path of good as an oDstacle: 

悪人 を 突き 動か す 精神 は 、 邪 魔物 、 障 害 物 と し て 、 療 の 経路 を 断つ よう に 、 投 げ ら れ 

て 転倒 し て いる 。 

this is the precise meaming of the Greek word diaDolos, which we 

rendler as deVll. 

上 記 が 、「 悪 魔 」 と 翻訳 し て いる ギリ シャ 語 「 デ ィ ア ボロ ス 」 の 詳細 な 意味 で ある 。( ギ 

リ シ ャ 語 「 デ ィ ア ボロ ス 」 の 「 デ ィ ア 」 は 「 分 離 」、「 反 対 」、「 交 差 」 を 、「 ボ ロス 」 は 「 投 げ 

る 」 を 意味 する 、 と いう 説 が 有る 。) 

The spirits who love and perform evil are accidentally Dad. 

悪 を 好み 悪 を 行う 精神 は 、 意 図 し な く て も 、 悪 で ある 。 

There is therefore a devil who is the spirit of error wilful ignoranCce, 

Vertlg0: 

し た が っ て 、 誤 っ た 精神 、 意 図 し て 無知 で ある 精神 、 混 乱 の 精神 で ある 悪魔 (と 言え 
る 悪人 ) が 存在 する 。 

there are Deings under his obedience who are his enVOyS, em1SSar1eS, 

angelS: 

悪 の 精神 に 従う 悪人 、 悪 魔 の 使者 (と 言え る 悪人 ) が 存在 する 。 

andit is for this reason that 

上 記 の 理由 か ら 、 

the Gospel speaks of an eternal fire which is prepared, and in a sense 

predestimed, for the devil and his angels. 

福音 書 と ヨハ ネ の 庄 示 録 12 章 9 節 に は 、 悪 魔 ( と 呼ば れ て いる も の ) と 悪魔 の 使い 

(と 言え る 悪人 ) に 対し て 、 永 遠 の 火 が 、 あ る 意味 、 運 命 づ けら れ て 、 用意 され て いる 、 

と 記さ れ て いる 。 

These words are themselves a revelatio 

上 記 の 、 悪 魔 (と 言え る 悪人 ) に つい て の 言葉 は 啓示 で ある 。 

so let us search their mearimg, giVvimg, in the first place, a COnCise 

defimition of 1 

その た め 、 悪 を 簡潔 て 、 悪 魔 (と 言え る 悪人 ) の 意味 を 探求 し よう 。 

Evil is the 90 of 本 Ni Im Deing. 

悪 は 存在 に お ける 正 し さ の 欠如 で ある 。 

Moral evil is falsehood in action, 

精神 的 な 悪 は 行動 に お ける 虚偽 と 成る 。 


as the He is a crime in speech. 

嘘 が 言葉 に お ける 罪 で ある 様 に 。 

Inmjustce 1s of the essence of 1ying, 

不正 は 嘘 の 核 で ある 。 

and eVery lie is In im]justice. 

全て の 嘘 は 不正 で ある 。 

When that which we utter is just, there is no falsity. 

言葉 が 正しい 時 、 虚 偽 は 無い 。 

When that which we do is equitaDle and true in mode, there is no sim. 
行動 が 正しい 時 、 罪 は 無い 。 

Inmjustice is the death of moral Deing, 

不正 は 精神 的 な 存在 に と っ て の 死 で ある 。 

as 1yimg is the poison of intelligemce. 

嘘 が 知性 に と っ て の 毒 で ある 様 に 。 

The false spirit is therefore a spirit of death. 

虚偽 の 精神 は 死 の 精神 で ある 。 

Those who hearken to hm Decome his dupes 

悪 の 精神 に 聞き 従う 人 々 は 、 悪 の 手先 に 成る 。 

and are Dy him posoned. 

悪 の 精神 に 聞き 従う 人 々 は 、 悪 の 精神 に よっ て 毒 さ れる 。 

But 

けれ ども 、 

we had to take his aDsolute persorufication seriously, he Would De 
himself aDsolutely dead and aDsolutely deceived!, 

仮に 、 悪 の 精神 を 悪魔 と いう 人 格 と し て 解釈 し な けれ ば 成ら な い の で あれ ば 、 悪 
は 完全 な 死 、 完 全 な 虚偽 で あろ う 。 

which means that 

上 記 か ら 、 

the affirmation of his existence Imust Imply a patent contradiction. 
書 魔 の 存在 の 育 定 は 、 完 全 な 矛盾 を 意味 する に 違い 無い 。 

Jesus said that the devil is a liar hike his father 

ヨハ ネ に よる 福音 8 章 44 節 を 意訳 する と 、 悪 魔 の 父 (で ある 悪人 ) と 同じ 様 に 、 悪 魔 
(と 言え る 悪 の 精神 ) は 嘘つき で ある 、 と イエ ス は 話し て いる 。 

Who then is the father of the devil? 

如 魔 の 父 は 誰か ? 悪 人 で ある ! 

Whosoever giVes him a Dersonal existence Dy Iiving in accordance with 
his inspiratlons: 

悪い 考え に 従っ て 生き る 事 に よっ て 人 格 的 な 存在 を 悪魔 に 与え る 悪人 で ある 。 悪 い 
考え に 従っ て 生き る 事 に よっ て 悪魔 を 体現 する 悪人 で ある 。 

the man who diabolises himself is the father of the incarnate spirit of 
eV1l. 

上 悪 魔 を 体現 する 悪人 は 、 体 現さ れ た 悪 の 精神 の 父 で ある 。 

But 


GEO5GS 

there is a rash, impious and monstrous Concepton, traditonal jike the 
pride of the Pharisees, 

軽率 な 、 神 を 胃 散 し な い 、 恐 る べき 、 フ ァ リ サイ 派 が 自慢 し て いた 様 に 伝統 的 に 成っ 
た 、 概 念 が 存在 する 。 

and in fine 

要する に 、 

there is a hyDbrid creation which armed the paltry philosophy of the 
elghteenth 900 with an apparert defence. 

見 せ か け の 弁護 と 共に 、18 世紀 の 軽 基 す る べき 哲学 で 武装 し た 、 混 ぜ 合わ せ た 創 
作物 が 存在 する 。 

It is the false Lucifer of 六 heterodox legend- 一 

軽率 な 、 神 を 明 散 し な い 、 恐 る べき 、 フ ァ リ サイ 派 が 自慢 し て いた 様 に 伝統 的 に 成っ 
た 、 概 念 、 創 作物 と は 、 異 端 の 口伝 に よる 偽 の ル シ フ ェ ル で ある 。 

that angel proud emough to think that he was God! 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 自 ら が 神 で ある と 思う くら い 信 慢 な 天使 で ある 。 

Drave enough to Duy independence at the price of eternal torment, 
偽 の ル シ フ ェ ル は 、 永 遠 の 責め 苦 と 引き 換え に 独立 を 獲得 する くら い 勇 敢 で ある 。 
beautiful enough to worship himself in the plenary Divine Light 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 絶 対 の 神 の 光 の 中 で も 、 自 身 を た た えた くら い 美 し い 。 

strong enough to reign stll in darKkmess and in dole and to make a 
throne of his inextimguishable fire. 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 間 の 中 で も 、 み じ め な 時 で も 、 消 せな い ( 地 獄 の ) 火 の 王座 を 作る 
くら い 強 い 。 

It is the Satan of the heretical and republican Milton, 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 異 端 に よる サタ ン で ある 。 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 共 和 派 の ジョ ン ミ 
ルト ン に よる 「 和 失 楽 園 」 の サタ ン で ある 。 

the pretended hero of black eterruties, 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 黒 い 不 死者 、 那 神 の 偽 の 英雄 で ある 。 

calummiated Dy deformity, 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 奇 形 に よっ て 中 傷 さ れ て いる 。 

bedecked wrth horns and talons 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 角 と 物 爪 で 飾ら れ て いる 。 

which would Detter Decome his implacaDle tormentor 

角 と 物 爪 は 、 悪 魔 へ の 無慈悲 な 拉 問 器具 に 成る 方 が 適し て いる 。 

It is the devil who is kimg of ev 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 悪 の 王者 で ある 。 

as if evll were a kimgdom, 

まる で 悪 が 王国 で ある か の 様 に 。 

who is more intelligent than the men of genmius that fear his wiles. 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 悪 魔 の 手口 を 恐れ る 天才 より 外 狙 で ある 。 

It is (a) that Dlack light, that darkness with eyes, that power which God 
has not willed Dut which no fallen creature could create: 


(1) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 黒 い 光 、 見 える 闇 、 神 が 望ま な い 力 、 堕 天 し た 被 造物 で ある 人 
が 創造 し た わけ で は な い 力 で ある 。 

(⑪b) that primce of anarchy serVed Dy a hierarchy of Dure sDir1ts: 

(2) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 清 い 霊 の 位階 制 が 罰する 、 無 秩序 の 王者 で ある 。 

(c) that exile of God who on earth seems, Iike Him, everywhere, Dut is 
more tangible, is more for the majority in evidence, and is served Detter 
than God himself: 

(3③) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 神 に よっ て 国外 に 追放 され た 者 、 地 上 で は 神 の 様 に 遍 在 する 
様 に 思わ れる 者 、 神 より 実体 の 有る 者 、 神 より 大 衆 に は っ きり 見 える 者 、 神 より も 良く 
仕え られ て いる 者 で ある 。 

(0) that conduered one, to whom the victor giVes his children that he 
may devour themm: 

(4) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 勝 利 者 で ある 神 が 、 神 の 子 と 言え る 人 類 を 、 餌 食 と し て 与え て 
いる 、 敗 残 者 で ある 。 

(e) that artificer of sins of the flesh, to whom flesh is nothimg, and who 
therefore can De nothing to flesh, unless indeed he De its creator and 
master hke God: 

(⑤) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 肉 欲 に よる 罪 の 発明 者 、 肉 欲 の 創造 者 で あり 肉欲 の 主人 で 
ある と 神 で ある か の 様 に 実際 に 考え な けれ ば 、 肉 欲 が 無 価値 で ある 者 、 肉 欲 に と っ 
て 無 価値 な 者 で ある 。 

⑪) that immense, realised, Dersonified and eternal lie: 

(6) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 計 り 知 れ な い 、 実 現し た 、 人 格 化し た 、 永 遠 の 、 嘘 で ある 。 

(g) that death which cannot die: 

⑦) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 死 ね な い 、 死 で ある 。 

(h) that blasphemy which the Word of God will never silence: 

(8) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 神 の 言葉 イエ ス が 黙ら せら れ な い 、 神 へ の 冒 済 で ある 。 

⑪) that poisoner of souls whom God tolerates Dy a contradiction of His 
ommnpotence Or DreserVes as the Roman ermperors guarded LOcusta 
among the trophies of their reign: 

(9⑨) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 神 が 神 の 全能 性 へ の 対立 者 と し て 黙認 し て いる 、 ま た は 、 

ロー マ の 旦 帝 が 統治 の 証拠 品 の 1 つと し て 女 毒殺 者 ロク スタ を 保護 し て いた 様 に 
神 が 取 っ て 置い て いる 、 人 の 魂 を 毒殺 す る 者 で ある 。 

(k) that executed crirmumal, hvng still to curse his judge and stlll have a 
Cause agalnst him, since he wll never reDent: 

(10) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 死 刑 中 の 罪人 、 悔 い 改 め な い の で 、 神 の 裁き を 呪う た め に 
未だ 生き て いる 者 、 神 に 対し て 不服 を 未だ 申し 立て て いる 者 で ある 。 

(①⑪) that monster accepted as executioner Dy the Sovereign Power and 
who, according to the forciDle expression of an old catholic writer may 
term God the God of the devil Dy describing himself as a devil of Godl. 
(11) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 無 上 の 力 で ある 神 が 人 死刑 執行 人 と し て 庄 認 し て いる 奇形 の 
者 、 あ る 古代 の カト リッ ク の 作家 の 暴力 的 な 表現 に よれ ば 、 神 を 悪魔 の 神 と 呼ぶ 者 、 
自身 を 神 の 悪魔 と 呼ぶ 者 で ある 。 

SuCh is the irreligious Dhantom which blasphemes religion. 


上 記 が 、 宗 教 を 冒 潮 す る 反 宗 教 的 な 妄想 で ある 。 

Away wrth this ido] which hides our SaVvlour. 

私 た ちの 救い 主 を 隠す 偶像 で ある 悪魔 を 追い 払い な さい 。 

Down wrth the tyrant of falsehoodl 

偽 の 権力 者 で ある 悪魔 を 倒し な さい 。 

the black god of Mamicheans, 

偽 の マニ 教 の 黒い 神 を 倒せ 。 

the Ahriman of old idolaters. 

古代 の 偶像 崇拝 者 に よる 偽 の ゾロ アス ター 教 に お ける 悪 の 神格 化 ア ー リ マン を 倒 
せ 。 

Live God and His Word incarnate, 

神 と 、 人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス が 、 永 遠 で あり ます 様 に 。 

who saw Satan fall from heaven. 

ルカ に よる 福音 10 章 18 節 で イエ ス は サタ ン が 天 か ら 叶 ち る の を 見 た 。 

And IiVe Mary the Divimne Mother who crushed the head of the infernal 
SerDent. 

地獄 の 蛇 の 頭 を 圧倒 し た 聖母 マリ ア が 永遠 で あり ます 様 に 。 

SO Cry With one Voice the traditions of saimts, 

上 記 が 、 神 の 様 な 者 た ち に よる 口伝 の 考え の 一 致し た 宣言 で ある 。 

and so cry faithful hearts. 

上 記 が 、 信 心 深い 心 を 持つ 人 た ちの 宣言 で ある 。 

The attriDution of any greatness whatsoever to a fallen spirit is a 
slander on Divinity: 

大 いな る 何 か を 堕落 し た 精神 に 属さ せる 事 は 、 神 性 に つい て 虚偽 の 宣伝 を する 事 に 
成る 。 

the ascription of any royalty whatsoeVer to the reDel spirit is to 
enCOUTage reVOlt 

王者 らし い 気 高い 何 か を 神 に 反逆 し て いる 精神 に 属さ せる 事 は 、 神 へ の 反逆 を そそ 
の か す 事 で ある 。 

and be guilty, at least in thought, of that crime which the horror of the 
middle ages termed sorceryr 

王者 らし い 気 高い 何 か を 神 に 反逆 し て いる 精神 に 属さ せる 事 は 、 中 世 の 憎 むべ き 大 
衆 で さえ 「 悪 人 の 霊 の 魔術 」 と 呼ん で いた 犯罪 行為 を 心 の 中 で 犯す 事 で ある 。 

For 

な ぜ な ら 、 

all the offences visited with death on the old sorcerers were real crimes 
and were indeed the greatest of all. 

古代 の 「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 を 死に よっ て 宮 し た 罪 は 全て 、 現 実 の 罪 で あり 、 実 際 に 
全て の 罪 の 中 で 最悪 の 罪 で あっ た 。 

They stole fire from heaven, jike Prometheus: 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 プ ロメ テウ ス の 様 に 、 天 か ら 火 を 盗ん だ 。「 悪 人 の 霊 の 魔 
術 師 」 は 、 星 の 光 を 盗ん だ 。 

they rode wmged dragons and the f1ying serpent, HKke Medea: 


「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 メ ディ ア の 様 に 、 有 細 の 竜 や 空 飛 ぶ 蛇 に 乗っ た 。「 悪 人 の 
霊 の 魔術 師 」 は 、 星 の 光 に 乗じ た 。 

they poisoned the breathable air Iike the shadow of the manchineel 
tree: 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 雨 の 時 に 木陰 に いる と 危険 な 毒 の 木 で ある マン チ ニ ー ル 
の 木陰 の 様 に 、 呼 吸 で きる 大 気 を 汚染 し た 。「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 星 の 光 を 汚染 
し 8 

they profaned sacred things 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 神 聖 な も の を 冒 流し た 。「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 星 の 光 
を 冒 潮 し た 。 

and eVen used the Dody of the Lord in works of destruction and 
malevolence. 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 聖 体 で ある 清め た パン を 破滅 させ る 悪意 の 呪い の 業 に 用 
いす らし た 。 

How is all this possiDle? 

上 記 は 、 な ぜ 可 能 な の か ? 

BeCauSe 

な ぜ な ら 、 

there is a composite agent, 

複合 し た 代行 者 が 存在 する 。 星 の 光 が 存 在 する 。 

a natural and divine agent, 

代行 者 、 星 の 光 は 、 自 然 な も の で ある 、 と 共に 、 神 の も の で ある 。 

at once COrDoreal and spiritual, 

代行 者 、 星 の 光 は 、 肉 体 的 で ある 、 と 同時 に 、 精 神 的 で ある 。 

an unversal plastic mediator 

代行 者 、 星 の 光 は 、 普 遍 の 柔軟 な 仲介 者 で ある 。 

a commmon receptacle for ViDrations of movement and images of form, 
代行 者 、 星 の 光 は 、 運 動 の 振動 と 、 形 の 映像 の 、 共 通 の 貯蔵 所 で ある 。 

a fluid 

代行 者 、 星 の 光 は 、 流 体 で ある 。 

and a force which may De called, in a sense at least, the imagination of 
Nature. 

代行 者 、 星 の 光 は 、 少 な く と も 、 あ る 意味 で 、 自 然 の 想像 力 と 呼べ る 、 力 で ある 。 

By the mediation of this force eVvery nerVous aDDaratus is in secret 
cormmumication together: 

力 、 代 行者 、 星 の 光 の 仲介 に よっ て 、 全 て の 神経 組織 は 秘か に 交流 し 合う 。 

hence come sympathy and antpathy 

代行 者 、 星 の 光 に よっ て 、 共 感 と 反感 が も た ら さ れる 。 

hence dreams, 

代行 者 、 星 の 光 に よっ て 、 夢 が も た ら さ れる 。 

hence the phenomena of second sight and extra-natural Vision. 

代行 者 、 星 の 光 に よっ て 、 予 見 、 超 自然 的 な 映像 が も た ら さ れる 。 


This umiversal agent of Nature's works is the Od of the jews and of 
RelchenDach, 

自然 の 運行 の 、 普 遍 の 代行 者 は 、 ヘ ブラ イ 人 の オド で ある 。 自 然 の 運行 の 、 普 遍 の 
代行 者 は 、 ラ イ ヘ ン バ ッ ハ の 、 オ ド で ある 。 

the Astral Light of the Martimists, 

普遍 の 代行 者 は 、 マ ル テ ィ ニ スト の 、 星 の 光 で ある 。 

which denomination We prefer as the more explicit. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 よ り 明 確 な の で 、 星 の 光 と 呼ぶ の を 好む 。 

The existence and DOssible employment of this force constitute the great 
secret of Practical MagiCi 

星 の 光 と いう 力 が 存在 する 事 と 、 星 の 光 と いう 力 を 利用 で きる 事 は 、 実 践 的 な 魔術 
の 大 いな る 秘密 で ある 。 

it is the Wand of Thaumaturgy 

星 の 光 は 、 奇 跡 の 杖 で ある 。 

and the Key of Black Magic. 

星 の 光 は 、 黒 魔術 の 鍵 で ある 。 

It is the Edenic serpent who transmitted to EVe the seductions of a fallen 
angel. 

星 の 光 は 、 堕 天使 の 誘惑 を エヴァ に 伝え た 、 エ デン の 創世 記 の 古い 蛇 で ある 。 
The Astral Light Warmms, 

星 の 光 は 、 温 め る 。 

llurmimates, 

星 の 光 は 、 早 ら す 。 

magnetlSses, 

星 の 光 は 、 磁 化す る 。 

attraCctS, reDe]S, 

星 の 光 は 、 引 き 寄 せ 、 慰 ける 。 

Vivifies, destroyS, 

星 の 光 は 、 命 を 与え 、 破 壊す る 。 

COagulates, seDarateS, 

星 の 光 は 、 凝 固 さ せ 、 分 離さ せる 。 

breaks and corjolns everything, 

星 の 光 は 、 全 て の 物 を 、 分 け 、 結 合 す る 。 

under the impetus of powerful wils. 

星 の 光 は 、 力 が 有る 意思 の 刺激 に 従う 。 

God created it on the first day when He said: "Let there De light.“ 
創世 記 1 章 3 節 で 、 創 世 の 第 1 日 に 、 神 が 「 光 あれ 。」、「 光 が 存在 する 様 に 。」 と 話 
し て 創造 し た 光 は 、 星 の 光 で ある 。 

This force of itself is blind 

星 の 光 と いう 力 自体 は 、 盲 目的 で ある 。 

Dut is drected Dy EgregoreS, 


た だ し 、 エ グリ ゴリ は 、 星 の 光 ( の 心 の 様 な 物 ) を 傾け られ る 。(「 エ グリ ゴリ 」 は ギリ シャ 
語 で 「 見 張る 者 」 を 意味 する 。 エ ノ ク 書 に は エグ リ ゴ リ は 地上 を 見 張る 天使 で あっ た 
が 堕天 し た と 記さ れ て いる 。) 

that is, Dy chiefs of souls, or in other words, Dy energetic and actVe 
SD1T1tS. 

エグ リ ゴ リ は 、 集 団 の 魂 の 先頭 集団 、 言 い 換え る と 、 力 が 有る 自発 的 な 精神 の 集団 
で ある 。 

Herein is the complete explanatory theory of prodigies and miracles. 

上 記 に 、 不 思 議 と 奇跡 の 、 完 全 な 説明 に 役立つ 、 理 論 が 存在 する 。 

Howi, as a fact, Could good and Dad alhike compel Nature to reveal her 
hidden forces, 

事実 、 ど うし て 、 正 し い 人 と 悪人 が 、 同 じ 様 に 、 自 然 の 隠さ れ た 力 を 自然 に 明らか に 
させ る 事 が で きた の か ? 

how could there De diVine and diaDoHcal miracles, 

どう し て 、 神 の 聖霊 の 奇跡 と 、 悪 人 の 霊 の 奇跡 が 存在 する の か ? 

how could the reproDate and Dewrayed( 一 Detrayed) spirit have more 
DOWer in certain ways and cases than the just spirit, which is in truth so 
powerful in simplcity amd wisdomm, 

どう し て 、 堕 落し た 誤っ た 霊 が 、 あ る 場合 に は 、 実 際 に 純粋 で 知力 が 有る 正しい 霊 よ 
り 、 力 が 有る の か ? 

unless we postulate an instrument which all can use, upon certaim 
conditions, Dut some for the great good and others for the great evil? 
大 いな る 善 の た め に も 、 大 いな る 悪 の た め に も 、 全 て の 人 が 、 悪 人 で すら 、 あ る 条件 
で は 、 応 用 で きる 道具 (で ある 星 の 光 ) を 仮定 し な けれ ば 、 説 明 で き な い の で は な い 
か ? は い ! 

Pharaoh's magiclans accormplished at first the same miracles as Moses. 
出 エジプト 記 7 章 か ら 8 章 で 、 最 初 は 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 た ち は 、 モ ー セ と 同じ 奇跡 
を 起こ し た 。 

The instrumert which they used was therefore the same: 

し た が っ て 、 モ ー セ と ファ ラオ の 魔 術 師 た ち が 応 用 し た 道具 は 同じ ( 星 の 光 ) で あっ た 。 
the inspiraton alone dnfferedi 

た だ し 、 モ ー セ と ファ ラオ の 魔術 師 た ち は 霊 感 だ けが 違っ た 。 

when they confessed themselves condueredl 

出 エ ジ プ ト 記 8 章 15 節 で ファ ラオ の 魔術 師 た ち は 「 モ ー セ は 神 の 指 で す 。」 と 話し て 
自ら 負け を 認め た 。 

they Droclamed that for them, human powers had reached their Hmmit, 
出 エジプト 記 8 章 15 節 で ファ ラオ の 魔術 師 た ち が 「 モ ー セ は 神 の 指 で す 。」 と 話し 
た 事実 は 、 人 の 力 に は 限界 が 有る 事 を 明らか に し て いる 。( 悪 人 の 霊 の 力 に は 限界 
が 有る 。) 

and that there must De something superhuman in MOses. 

出 エジプト 記 8 章 15 節 で ファ ラオ の 魔術 師 た ち が 「 モ ー セ は 神 の 指 で す 。」 と 話し 
た 事実 は 、 モ ー セ に 超人 的 な 何 か が 有 っ た 事 を 明らか に し て いる 。 


This took place in Egypt, that mother of magical initatons, that land 
where it was all occult science, hierarchic and sacred instruction. 

出 エジプト 記 8 章 15 節 で ファ ラオ の 魔術 師 た ち が 「 モ ー セ は 神 の 指 で す 。」 と 話し 
た 出来 事 は 、 魔 術 の 秘伝 伝授 の 母 で あっ た エジプト 、 全 て の 隠さ れ た 知 の 国 で あっ 
た エジプト 、 位 階 的 な 神聖 な 教育 の 国 で あっ た エジプト で 起き た 。 

Was it however more difficult to make fhes appear than frogs? NO0, 
aSSuredly: 

出 エジプト 記 8 章 3 節 の 魔術 で カエ ル を 出現 させ る 事 より 、 出 エジプト 記 8 章 14 
節 の 魔術 で 虫 の ブユ を 出現 させ る 事 が 難し か っ た の か ? い いえ ! 

but the magicians knew that the fluidic projection Dy which the eyes are 
Diologlsed canmot proceed Deyond certaim Dounds, 

ファ ラオ の 魔術 師 た ち は 、 目 に よる 星 の 光 の 流体 的 な 放射 が 、 あ る 限界 を 超え られ 
な い 事 を 知っ て いた 。 

and these had Deen passed already Dy Moses. 

モー セ は 星 の 光 の 限界 を 超え て いた 。 

Aparticular Dhenomenon occurs when the Drain is congested or 
OVercharged Dy Astral Light 

星 の 光 が 脳 に 充満 し 過ぎ る と 、 独 特 な 現象 が 起き る 。 

sight is turned inward, instead of outwardi: 

外 の 物質 の 代わ り に 、 視 覚 が 内 心 に 向かう 。 

night falls on the external and real world, 

外 の 現実 の 世界 に 、 夜 の と ば り が 降り る 。 

while fantastic Drilliance shines on the world of dreams: 

夢 の 世 界 に 、 現 実 離れ し た 素晴らし さ が 輝 く 。 

even the physical eyes experience a sHght qu1vering and turn up imside 
the Iids. 

肉眼 で すら も 弱く 震え 、 ま ぶた の 中 で 白目 を むく 。 

The soul then perceives Dy means ofimages the reflection of its 
1mpress1ons and thoughts. 

想像 の 映像 に よっ て 、 魂 は 魂 自 体 の 印象 と 思考 の 反映 を 読み 取る 。 

This is to say that 

言い 換え る と 、 

the analogy suDsistimg Detween idea and forrm attracts in the Astral 
Light a reflection representimg that form, configuraton Deing the 
essence Of the vital light: 

概念 と 形 の 間 に 存 在 する 類推 可能 性 が 、 星 の 光 の 中 で 、 命 の 光 の 本 質 で ある 形 に 
対応 する 概念 の 反映 を 引き 寄せ る 。 

1t is the umiversal imaginmation, 

上 記 が 、 普 遍 の 想像 力 で ある 。 

of which each of us appropriates a lesser or greater Dart accordimg to 
Our grade of sensiDihty and memory. 

感覚 と 記憶 の 段階 に 応じ て 、 多 か れ 少 な か れ 、 人 は 普遍 の 想像 力 の 一 部 を 手 に 入 
れる 。 


Therein is the source of all apparitons, all extraordinmary Visions and all 
the intuitVe phenomena peculiar to madmess Or ecstasy. 

全て の 霊 の あら われ の 源 、 全 て の 篇 く べき 予見 の 源 、 竹 気 や 忘 我 状態 に 特有 の 全て 
の 直感 的 な 現象 の 源 は 、 普 遍 の 想像 力 で ある 。 

The appropriation or assimilation of the Hight Dy clairvoyant sensiDihty 
1s one Of the greatest phenomena which can De studied Dy sclence. 
直感 に よる 星 の 光 の 所 有 ま た は 同化 は 、 科 学 が 観測 で きる 大 いな る 現象 の 1 つ で 
ある 。 

It may De understood in a day to come that 

下記 を 、 将 来 、 理 解 で きる か も し れ な い 。 

see1mg 1S actuallY speakimg 

見 る 事 は 話す 事 で ある 。 

and that 

まだ 。 

the consciousness of light is a twihght of eternal life in being. 

光 の 自覚 は 存在 に お ける 永遠 の 命 へ の 夜明け で ある 。 

The word of God Himself, Who creates light, and is uttered Dy al 
intelhgence that conceives of forms and seeks to visualise them. "Let 
there De light." 

創世 記 1 章 3 節 の 「 光 あれ 。」 は 光 を 創造 し た 神 の 言葉 で ある 。 形 を 想像 し 、 形 が 目 
に 見 える 様 に 試み る 、 全 て の 知 的 存在 も 創世 記 1 章 3 人 節 の 「 光 あれ 。」 と いう 神 の 言 
葉 を 話す 。 

Light in the mode of brightness exists only for eyes which look thereon, 
光 に よっ て 見 る 目 の た め に だ け 、 明 る い 表 れ 方 で 、 光 は 存在 する 。 

and the soul enamoured with the pageant of umiversal Deauty, and 
fiximg its attention on that lummous script of the endless book which is 
called things mamifest, seems to Cry on its own Dart, as God at the dawn 
ofthe first day the sublme and creatVe Words: Fat lux.( = Let there De 
light.) 

普遍 の 美 の 壮観 に 夢中 に 成っ て いる 魂 、「 表 れ て いる 物 」 と 呼ば れ て いる 永遠 の 書 
の 光る 文字 に 心 を 留め て いる 魂 は 、 創 世 記 1 章 3 節 の 第 1 日 の 夜明け に お ける 神 
の 様 に 、「 光 あれ 。」 と いう 明 散 する べき 創造 する 言葉 を 自ら 叫ぶ 様 に 思わ れる 。 
We do not all see with the same eyes, 

見 る 目 は 、 全 て の 人 が 同じ で は な い 。 

and creation is not for all the same in colour and form. 

被 造物 は 、 全 て の 人 に と っ て 同じ 色 と 形 で は な い 。 

Our Drann is a Dook prmted within and without, 

人 の 脳 は 、 内 心 と 外 の 物 で 記さ れ た 本 で ある 。 

and with the smallest degree of excitemert, the writing Decomes 
blurred, as occurs contimually in cases of intoxication and madmesSs. 

語 町 や 狂気 の 場合 に 頻繁 に 起こ る 様 に 、 少 し で も 興奮 する と 、 脳 に 内 心 と 外 の 物 で 
記さ れ た 物 は 不明 確 に な る 。 


Dream then triumphs over real life and plunges reason in a sleep which 
KnowWs n0o Wakimg. 

狂気 の 場合 に 、 夢 は 、 現 実 の 命 に 勝利 し て 、 理 性 を 覚め な い 眠 り に 陥れ る 。 

This condition of hallucination has its degrees: 

夢 の 幻 覚 状 態 に は 段階 が 有る 。 

all pass1ons are IntoX1cat1OS: 

全て の 肉欲 は 夢中 状態 で ある 。 

all enthusiasms are Comparatve and graduated mamas. 

全て の 夢中 状態 は 段階 的 な 熱狂 に 近い 。 

The 1over sees only infimite perfections encompassing that oDject Dy 
which he is fascimated. 

夢中 に 成っ て いる 人 は 、 夢 中 に 成っ て いる 対象 を 包含 し て いる 無限 の 完全 だ け を 見 
る 。 

But 

し か し 、 

unhappy Infatuation of voluptuaries, tomorrow this odour of wime 
which allures hm wl become a repugnanrt rermmruscence, CauS1ng a 
thousand 1oathimgs and a thousand disgusts. 

魅惑 の 赤ワイン の 香り に 例え られ る 、 肉 欲 に よる 不適 切な 夢中 は 、 将 来 、 吐 き 気 に 例 
えら れる 嫌悪 を 引き 起こ す 、 不 快 な 記憶 に 成る で あろ う 。 

To understand the use of this force, Dut neVver to De obsessed and neVver 
OVeTCcome thereby is to trample on the serpent's headl, 

星 の 光 に と ら わ れ な いで 、 星 の 光 に 圧倒 され な いで 、 星 の 光 と いう 力 の 応用 を 理解 
する 事 は 、 創 世 記 3 章 15 節 の 様 に 、 蛇 の 頭 を か か と で 圧倒 する 事 で ある 。 

andit is this which we learn from the Magic of Light: 

星 の 光 に と ら わ れ な いで 、 星 の 光 に 圧倒 され な いで 、 星 の 光 と いう 力 の 応用 を 理解 
する 事 、 創 世 記 3 章 15 節 の 様 に 蛇 の 頭 を か か と で 圧倒 する 事 を 、 人 は 光 の 魔術 か 
ら 学べ る 。 

in such secrets are contained all mysteries of magmnetism, 

星 の 光 に と ら わ れ な いで 、 星 の 光 に 圧倒 され な いで 、 星 の 光 と いう 力 の 応用 を 理解 
する 秘訣 、 創 世 記 3 章 15 節 の 様 に 蛇 の 頭 を か か と で 圧倒 する 秘訣 は 、 星 の 光 、 磁 
気 の 全て の 神秘 を 含ん で いる 。 

which name can indeed De applied to the whole practical Dart of 
antidue Transcendental Magic. 

星 の 光 、 磁 気 と いう 名 前 を 、 古 代 の 超越 的 な 魔術 の 実践 的 な 部 分 全体 に つけ る 事 
が で きる 。 

Magnetism is the wand of miracles, 

星 の 光 、 磁 気 は 奇跡 の 杖 で ある 。 

Dut 

じ し か し 、 

it is this for initiates or: 

秘伝 伝授 者 に と っ て の み 、 星 の 光 、 磁 気 は 奇跡 の 杖 で ある 。 


for rash and uminstructed people, who would sport with it or make it 
suDserve their Dassions, 1t 1Ss as dangerous as that consurming glory 
which, according to the allegorical faDle, destroyed the too amDitious 
Semele in the emDbraces of jupiter 

星 の 光 で 肉欲 を 助長 する つも り で ある 、 ま た は 、 星 の 光 で 遊ぶ つも り で ある 、 無 思慮 
な 無 学 な 大 衆 に と っ て 、 星 の 光 は 、 象 徴 的 な ギリ シャ 神話 に よる と 、 過 ぎ た 望 み を 抱 
いた セ メ レ の 肉体 を 破壊 し た ユピテル の 周囲 の 激しい 栄光 の 光 と 同じ 様 に 、 危 険 で 
ある 。 

One ofthe great Denefits of magnetism is that it demonstrates Dy 
incontestable facts the spirituality, umity and immortality of the soul: 
星 の 光 、 磯 気 の 大 いな る 利点 の 1 つ は 、 議 論 の 余地 の 無い 事実 に よっ て 、 魂 の 非 物 
質 性 、 魂 の 共感 、 魂 の 不死 を 実証 する 点 で ある 。 

and these things once made certaim, God is mamifested to al 
intelligences and all hearts. 

魂 の 非 物質 性 、 魂 の 共感 、 魂 の 不死 を 一 度 で も 確認 させ れ ば 、 全 て の 知 者 と 全て の 
心 有 る 人 々 に 、 神 の 存在 を 証明 で きる 。 

Thereafter 

そう すれ ば 、 

from the belief in God and from the harmonies of creation, We are led 
to that great relig1ous harmony which does not exist outs1de the 
miraculous and lawful hierarchy of the Catholic Church, 

神 へ の 信心 と 被 造物 の 調和 に よっ て 、 超 自然 的 な 合法 な カト リッ ク 教 会 の 位階 制 の 
中 に だ け 存 在 す る 、 大 いな る 宗教 的 な 調和 に 、 全 て の 知 者 と 全て の 心 有 る 人 々 を 導 
く 事 が で きる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

this alone has preserved all traditions of science and faith. 

カト リッ ク 教 会 だ けが 知 と 信心 の 全て の 口伝 を 保存 し て いる 。 

The primal tradition of the one and only revelation has Deen DreserVved 
under the name of Kabalah by the priesthood of Israel. 

イス ラ エ ル の 祭司 は 唯一 の 啓示 の 最 征 要 な 口伝 を カバ ラ と いう 名 前 の 下 に 保存 し 
て きた 。 

Kabalistic doctrine, which is that of Transcendental Magic, 

カバ ラ の 教え は 超越 的 な 魔術 の 教え で ある 。 

1s contained in the Sepher Yetzirah , the Zohar and the Talmudl. 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 タ ルム ー ド は カバ ラ の 教え 、 超 越 的 な 魔術 の 教え を 含ん 
で いる 。 

Accordimg to this doctrime, 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 タ ルム ー ド が 含ん で いる 、 カ バラ の 教え 、 超 越 的 な 魔術 
の 教え に よる と 、 

the aDsolute is Being, 

絶対 の も の は 存在 で ある 。 絶 対 の も の は 存在 する 。 神 は 存在 する 。 神 は 神 で ある 。 
and therein is the Word!, 


神 の 言葉 イエ ス は 、 絶 対 に 、 神 の 中 に 、 存 在 する 。 

which expresses the reason of Bemg and of life. 

神 の 言葉 イエ ス は 存在 と 命 の 論理 を 表す 。 

The principle therefore is that 

「 存 在 は 存在 で ある 。」、「 存 在 は 存在 する 。」、「 存 在 性 は 存在 性 で ある 。」、「 あ る 存 
在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 。」、「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意 
味 で 同じ で ある 。」、「 神 は 存在 する 。」 は 原理 で ある 。 

Being is being, 

「 存 在 は 存在 で ある 。」。「 存 在 は 存在 する 。」。「 存 在 性 は 存在 性 で ある 。」。「 あ る 存 
在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 。」。「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意 
味 で 同じ で ある 。」。「 神 は 存在 する 。」。 

TK ]WNKN TK. 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で mnN 1WN nnN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル 
エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 へ ブラ イ 語 で nynN、AHIH、 エ ヘイ 
エ は 「 存 在 する 」 と いう 意味 の 1 人 称 の 動詞 で ある 。 出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 
「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」、「 私 は 存在 し た い 様 
に 存在 する 者 で ある 。」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 。」、「 私 は 本 物 の 存在 で あ 

る 。」、「 私 は 幻 で は な い 存在 で ある 。」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

In the Deginmning the Word was, 

ヨハ ネ に よる 福音 1 章 1 節 「 最 初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 。」。 

which means that it is, has Deen and shall De: 

ヨハ ネ に よる 福音 1 章 1 節 「 最 初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 。」 は 、 神 の 言葉 が 過 
去 、 現 在 、 未 来 に 存在 し て いる 事 を 意味 する 。 

and this is reason which spDeakSs. 

最初 か ら 存在 し て いる 神 の 言葉 イエ ス は 言葉 の 論理 で ある 。 

In the Deginmnimg was the Word. 

ヨハ ネ に よる 福音 1 章 1 節 「 最 初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 。」。 

The Word is the reason of Deliet 

神 の 言葉 イエ ス は 信心 の 論理 で ある 。 

and thereim also is the expression of that faith which giVes life to 
SClenCe. 

命 を 知 に 与え る 信心 の 表れ は 神 の 言葉 イエ ス に 存在 する 。 

The Word, or Logos, 1s the wellsprimg of 0gic. 

神 の 言葉 ロゴ ス で ある イエ ス は 論理 の 無限 の 源泉 で ある 。 

Jesus is the Incarnate Word. 

イエ ス は 人 に 成っ た 神 の 言葉 で ある 。 

The concord of reason wrth faith, 

論理 と 信心 の 一 致 は 、 現 代 で は 、 ス フィ ンク ス の 真 の 謎 に 成っ た 。 

of science with Delief, 

知 と 信心 の 一 致 、 科 学 と 信心 の 一 致 は 、 現 代 で は 、 ス フィ ンク ス の 真 の 謎 に 成っ た 。 
of authority with hberty, has Decome in these modern days the real 
emigTma of the sphimX. 

権利 と 自由 の 一 致 は 、 現 代 で は 、 ス フィ ンク ス の 真 の 謎 に 成っ た 。 


Coimcidentally with this great proDlem there has come forward that 
which concerns the resDectiVe rights of man and woman. 

権利 と 自由 の 一 致 と いう 大 いな る 問題 と 同時 に 、 男 性 の 権利 と 女性 の 権利 に つい 
て の 問題 が 、 あ ら わ れ た 。 

This was inevitaDle, 

権利 と 自由 の 問題 と 同時 に 、 男 性 の 権利 と 女性 の 権利 の 問題 が 、 あ ら わ れ た の は 、 
必然 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

betweenr the seVveral terms of a great and supreme duestion, there is a 
constant analogy 

大 いな る 無 上 の 問題 の 様々 な 関係 の 間 に は 、 不 変 の 類推 可能 性 が 存在 する 。 

and 

まだ 。 

the difficulties, ike the correspondences, are inVariaDly the same. 
対応 が 常に 不変 で ある 様 に 、 不 一 致 は 常に 不変 で ある 。 

The 1ooseming of this Gordian kmot of philosophy and modern DoHitics 1S 
rendered apDDparently Daradoxical, 

哲学 と 近代 政治 学 の 「 ゴ ルディ アス の 結び 目 」 を 解く 事 を 、 人 は 、 明 ら か な 双 盾 と し 
て 、 あ きら め て いる 。 

because in order to effect an agreemment Detween the terms of the 
reduired eqguation, there is always a tendency to confuse the one with 
the other 

な ぜ な ら 、 必 須 の 均衡 の 2 条件 間 の 一 致 を 達成 する た め に 、 一 方 と 他方 を 混同 する 
傾向 が 常に 存在 する 。 

Tf there is anything that deserves to De called supreme aDsurdity, it is to 
inguire how faith Decomes a reasor reason a Delief and hDerty an 
authority: 

愚 の 骨頂 と 呼ぶ に 相応 し い 物 が 存在 する と すれ ば 、 信 心 が 論理 に 成る 方 法 を 調べ 
る 事 、 論 理 が 信心 に 成る 方 法 を 調べ る 事 、 自 由 が 権利 に 成る 方 法 を 調べ る 事 は 、 愚 
の 骨 ] 員 で ある 。 

Or reclDrocally, how the woman Decomes a man and the man a woman. 
女性 性 が 男性 性 に 成る 方 法 を 調べ る 事 と 、 男 性 性 が 女性 性 に 成る 方 法 を 調べ る 事 
は 、 愚 の 骨 ] 順 で ある 。 

The definitions themselves intervene agalnst such confusion, 

定義 自体 が 正反対 の も の の 混同 に 介入 する 。 

andit is Dy mantaiming a perfect distmction Detweenr the terms, and so 
only, that we can Dring them into agreement. 

正反対 の 2 条件 を 完全 に 区 別 す る 事 に よっ て の み 、 正 反対 の 2 条件 を 一 致 に 至ら 
せる 事 が で きる 。 

The perfect and eternal distimction betweer the two primal terms of the 
creatiVe syllogism, for the demonstration of their harmony in Virtue of 


the analogy of opposites, 1s the second great primciple of that occult 
philosophy 

正反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 の 力 に よっ て 2 条件 の 一 致 を 実証 する た め に 、 
創造 的 な 三 段 論法 の 2 つの 最 重 要 条 件 を 完全 に 永遠 に 区 別 する 事 は 、 隠 され た 哲 
学 の 残り の 大 いな る 原理 で ある 。 

Veiled under the name of Kabalah 

隠さ れ た 哲学 の 残り の 大 いな る 原理 は 、 カ バラ と いう 名 前 の 下 に ヴェ ー ル で 響 われ 
て いる 。 

andindicated Dy all sacred hieroglyphics of the old sanctuaries, 

古代 の 聖 所 の 全て の 神 の 象徴 は 、 隠 され た 哲学 の 残り の 大 いな る 原理 を 暗 未 し て 
いる 。 

as by the rites, even now understood so Httle, of ancient and modern 
Masonry. 

現在 で すら 少し し か 理解 され て いな い 、 古 代 と 近代 の メー ソン の 儀式 が 、 隠 され た 
哲学 の 残り の 大 いな る 原理 を 暗示 し て いる 様 に 。 

We read in Scripture that Solomon erected two Drazen columns Defore 
the door of his Temple, one of them being called jachin and the other 
BO0aZ, 

列 王 紀 上 7 章 21 節 で 、 ソ ロモ ン は ボア ズ と ヤキ ン と いう 2 つの 青銅 の 柱 を エル サレ 
ム 神 殿 の 門 の 前 に 立て た 。 

meannng the strong and the weaKk. 

ボア ズ と ヤキ ン は 強い も の と 弱い も の を 意味 する 。 

These two pillars represented man and woman, 

ボア ズ と ヤキ ン は 男性 と 女性 を 表す 。 

reaSson and faith, 

ボア ズ と ヤキ ン は 論理 と 信心 を 表す 。 

power and HDerty 

ボア ズ と ヤキ ン は 権利 と 自由 を 表す 。 ボ アズ と ヤキ ン は 力 と 自由 を 表す 。 

Cain and Abel, 

ボア ズ と ヤキ ン は カイ ン と アベ ル を 表す 。 

right and duty. 

ボア ズ と ヤキ ン は 権利 と 義務 を 表す 。 

They were pillars of the intellectual and moral World, 

ボア ズ と ヤキ ン は 知 の 世界 の 2 本 柱 、 倫 理 道徳 の 世界 の 2 本 柱 で ある 。 

the monmumental hieroglyphic of the antmomy inevitaDle to the grand 
1aw of creation. 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 創 造 の 大 いな る 法 に 不可 避 な 、 対 立 す る 2 つの も の の 記念 碑 的 
な 象徴 で ある 。 

The meaning is that every force postulates a resistance on which it can 
WOrK, 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 力 が 抵抗 、 反 対 の 力 を 、 力 が 上 手 く 機能 で きる 様 に 、 要 求 
する 事 を 意味 する 。 

eVery light a shadow as its foil 


ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 光 が 影 を 、 引 き 立 て 役 と し て 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 
eVeTy COTVeX a COTCaVGe, 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 凸 面 が 凹面 を 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 

eVery 1nflux a receDptacle, 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 流入 が 容器 を 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 

eVery re1grt a kimgdom, 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 統治 が 王国 を 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 

eVery SOVeTelgT a DeODle, 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 統治 者 、 国 王 が 国民 を 、 要 求 する 事 を 意味 する 。 

eVery WOrkman a first matter 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 達 道 者 が 第 一 質 料 を 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 

every COndUerOr SOmething to OoVercome. 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 勝利 者 が 圧倒 する べき 何 物 か を 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 
Affirmation rests on negation, 

育 定 は 否定 を あて に する 。 

the strong can orly triumph Decause of weakneSss, 

強い も の は 弱い も の に よっ て の み 勝 利 で きる 。 

the aristocracy Cannot De mamfested except Dy risimg aDoVe the Deople. 
凡人 を 超越 する 事 に よっ て の み 、 貴 族 的 な 者 は 、 あ ら わ れる 事 が で きる 。 

For the weak to Decome strong, for the people to acduure an ariSstOcratic 
position, iS a duestion of transformation and of DrOgreSS, 

弱い 者 が 強い 者 に 成る 事 、 凡 人 が 貴族 的 な 地位 を 獲得 する 事 は 、 変 革 と 進歩 の 問 
題 で ある 。 

but it is without Drejudice to the first Drimciples: 

弱い 者 が 強い 者 に 成る 事 、 凡 人 が 貴族 的 な 地位 を 獲得 する 事 は 、 無 上 の 原理 を 損 
な わな い 。 

the weak will De ever the weak and it matters nothing 下 they are not 
always the same DersOnS. 

常に 同じ 人 が 絞 い 者 で な けれ ば 、 弱 い 者 と いう 地位 が 常に 存在 し て も 問題 は 無い 。 
The people in Iike manner wll ever remain the people, the mass which 
1s ruled and is not capaDle of ruling. 

同様 に 、 凡 人 と いう 地位 は 常に 存在 する 。 凡 人 と は 、 統 治さ れる が 統治 で き な い 大 
衆 で ある 。 

In the Vast army of inferiors, every Dersonal emancipation 1s an 
automattc desertion, 

下位 者 と いう 巨人 的 な 戦う 務め に お いて 、 個 人 と し て の 解放 は 全て 、 自 動 的 に 、 戦 う 
務め の 放棄 で ある 。 

which, happiy, 1S hmperceptble 

幸い 、 下 位 者 か ら の 解放 は 知覚 で き な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t is replacedl also automatlcally: 

下位 者 は 自動 的 に 補充 され る 。 


a kimg-nation or a Deople of kimgs would DresuDpose the slavery of the 
world and anarchy in a simgle city, outside all discipHhme, 

国民 が 全て 国王 で ある 状態 で は 、 全 て の 人 が 奴隷 で ある 状態 、 唯 一 の 首都 に お ける 
実質 的 な 無政府 状態 に よる 混乱 状態 、 全 く の 無秩序 状態 が 予想 され る 。 

as at Rome in the days ofits greatest glory. 

最盛 期 の ロー マ の 様 に 。 

Anation of soverelgns Would De inevitaD1y as anarchic as a Class of 
exDerts Or of scholars who deemed that they were masters: 
権威 者 だ けが いる 教室 と 同じ 様 に 、 自 分 を 教師 と 思い 込ん で いる 学生 だ けが いる 教 
室 と 同じ 様 に 、 国 民 が 全て 国王 で ある 状態 は 、 実 質 的 な 無政府 状態 に よる 混乱 状 
態 に 必然 的 に 成る 。 

there would De none to Histen: 

国民 が 全て 国王 で ある 状態 で は 、 他 人 の 意見 を 聞く 人 は 存在 し な いで あろ う 。 

all would dogmatise and all giVe orders at OnCe. 

国民 が 全て 国王 で ある 状態 で は 、 全 て の 人 が 独断 的 に 話し て 、 他 人 に 指図 する で あ 
ろう 。 

The radical emancipation of womanhood falls within the same categoryr 
急激 な 過激 な 女性 解放 は 無秩序 と 同じ 範 暗 に 陥る 。 

If, integrally and radically, the woman leaves the pass1ve amd enters the 
actVe Condition, she aDdicates her sex and Decomes mar, 

も し 完全 に 徹底 的 に 女性 が 受容 的 な 状態 を 離れ て 自発 的 な 状態 に 入っ た ら 、 女 性 
は 女性 性 を 放棄 し て 男性 に 成っ て し まう 。 

or rather 

と 言う より も 、 

as Such a transformation is imposs1Dle physically, 

女性 が 男性 に 変わ る の は 物理 的 に 不可 能 な の で 、 

she attains affirmation by a douDle negation, placimg herself outside 
both sexes, hke a sterile and monstrous androgyne. 

も し 女性 が 受容 性 を 放棄 し た ら 、 二 重 の 否定 に より 育 定 に 到達 し て 、 両 性 か ら 外 れ 、 
女性 は 不妊 の 奇形 の 両性 具有 者 の 様 な 者 に 成っ て し まう 。 

These are strict conseduences of the great KaDalistic dogma resDectng 
that distimction of contraries which reaches harmony Dy the analogy of 
their Droportions. 

正反対 の 2 つの も の の つり 合い 、 均 衡 に よる 類推 可能 性 に よっ て 、 調 和 に 到達 で き 
る 、 正 反対 の 2 つの も の の 区 別に つい て の 大 いな る カバ ラ の 教え に よる 厳し い 正確 
な 結論 は 、 も し 女性 が 受容 性 を 放棄 し た ら 、 女 性 は 不妊 の 奇形 の 両性 具有 者 の 様 
な 者 に 成っ て し まう と いう 物 で ある 。 

This dogma once recogrused, and the application of its results Deing 
made umiversally Dy the 1aw of analogies, will mean a discovery of the 
greatest secretSs COncerrumg maternal sympathy and antpathy: 

カバ ラ の 教え を 一 度 で も 認知 し て 、 類 推 可能 性 の 法 に よっ て 、 カ バラ の 教え に よる 成 
果 を 普遍 的 に 応用 する 事 は 、 母 的 な 共感 と 反感 に つい て の 無 上 の 大 いな る 秘密 の 
発見 を 意味 する で あろ う 。 


it wl mean also a discovery of the science of goVerrmment in thimgs 
poHhtical, in marriage, in all branches of occult medicine, whether 
magnetism, homoeopathy, or moral influence. 

また 、 カ バラ の 教え の 応用 は 、 政 治 の 統治 の 知 、 結 婚 の 営み の 知 、 磁 気 の 催眠 術 や 
ホメ オ パ シ ー や 心 的 な 感化 と いう 隠さ れ た 薬 の 全て の 均衡 の 管理 の 知 の 発見 を 意 
味 す る で あろ う 。 

Moreover and as itis intended to explaim, 

さら に 、 説 明 する 予定 で ある 様 に 、 

the law of equihbriumm in analogy leads to the discovery Of an umiversal 
agentt 

類推 可能 性 の 、 つ り 合い の 法 は 普遍 の 代行 者 、 星 の 光 の 発見 に 導く 。 

which was the Grand Secret of alchermists and magiclans in the middle 
ageS. 

普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 中 世 の 錬 金 術 師 と 魔術 師 の 大 いな る 秘密 で ある 。 

It has Deen said that this agent is a hight of ]ife 

普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 命 の 光 で ある 、 と 言わ れ て いる 。 

by which amimated Deings are rendered magnetC, 

星 の 光 は 磁気 を 生き て いる 存在 に 与え る 。 

electricity Deimg only its accldent and transient DerturDatio, so to 
SDeak. 

電気 は 、 星 の 光 が 磁 気 を 生き て いる 存在 に 与え る 時 に 付随 する 振動 に 過ぎ な い 、 と 
言え る 。 

The practce of that marvellous KaDalah to which we shall turn shorty 
for the satisfaction of those who 1ooK, in the secret sciences, after 
emotions rather than Wise teachimgs, 

秘密 の 学問 に お いて 、 知 の 有る 教え より も 、 心 を 動か す 物 に 関心 を 持つ 人 を 満足 さ 
せる た め に 、 星 の 光 と いう 不思議 な カバ ラ の 実践 に つい て 手短 に 説明 する 予定 で あ 
る 。 

reDOoSeSs entirely in the kmowledge and use of this agent. 

カバ ラ の 実践 と は 、 普 遍 の 代行 者 に つい て の 知 、 普 遍 の 代行 者 の 応用 で ある 。 
The religion of the Kabalists is at once hypothesis and certitude, 

カバ リス ト の 宗教 は 、 仮 説 で ある 、 と 同時 に 、 確 信 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it Droceeds from kmown to unknown by the help of analogy. 

類推 可能 性 の 助け に よっ て 、 カ バリ スト の 宗教 は 、 既 知 の も の か ら 未 知 の も の へ 前 
進 する 。 

They recogruse religion as a need of humanity, 

カバ リス ト は 宗教 が 人 に と っ て 必要 な 物 で ある と 認め て いる 。 

as anl evident amd necessary fact, 

カバ リス ト は 宗教 が 明らか な 当然 な 事実 で ある と 認め て いる 。 

andit is this alone which for them is divine, permanent and umiVversal 
revelation. 


カバ リス ト に と っ て 、 宗 教 だ けが 神 の 永遠 不変 の 普遍 の 啓示 で ある 。 

They dispute aDout nothing which 15, 

カバ リス ト は 存在 する も の に つい て 論争 し な い 。 

but they provide the reason for eVerything. 

カバ リス ト は 全て の も の の 論理 を も た ら す 。 

So also their doctrine, Dy distngunshing clearly the Hme of demarcation 
which must exist for ever Detween science and faith, provides a Dasis 
for faith in the highest reason, 

カバ リス ト の 教え は 、 知 と 信心 の 間 に 永 遠 に 存在 する 必要 が 有る 境界 線 を 明確 に 区 
別 す る 事 で 、 無 上 の 論理 に お ける 基礎 を 信心 に も た ら す 。 

guaranteemg its IncontestaDle amd Dermanent duraton. 

知 と 信心 を 区 別 す る カバ リス ト の 教え は 、 論 理 に お ける 信心 の 基礎 の 議論 の 余地 の 
無 さと 永遠 の 存続 を 保証 する 。 

After this come the popular forms of doctrine, 

カバ リス ト の 教え は 、 論 理 に お ける 信心 の 基礎 を 保証 し た 後 で 、 大 衆 向け の 諸 形式 
を も た ら す 。 

which alone can vary and alone destroy one another: 

カバ リス ト の 教え の 中 で 、 大 衆 向け の 諸 形式 だ けが 変化 する 場合 が 有り 、 相 互 に 無 
効 化し 合う 場合 が 有る 。 

the Kabalist is not only undisturDed by trivialities of this kimd, Dut can 
provide on the spot a reasor for the most astonlshing formulae. 

カバ リス ト は 、 大 衆 向け の 諸 形式 の 変化 や 無効 化 と いう 小 事 に も 平静 な だ け で は な 
く 、 論 理 を 驚く べき 形式 に も 即座 に も た ら す 事 が で きる 。 

It follows that 

その た め 、 

his Drayer Can De joined to that of humanmity at large, to direct it Dy 
iustrations from science and reason and draw it into orthodox 
channelS. 

カバ リス ト の 祈り は 、 知 と 論理 の 実例 に よっ て 全て の 人 の 祈り を 傾け る た め に 、 全 て 
の 人 の 祈り を 正統 な 道 に 引き 寄せ る た め に 、 全 て の 人 の 祈り に 繋が り 得 る 。 

Tf Mary De mentioned, he wll revere the realisation in her of all that is 
divine in the dreams of innocence, all that is adorable in the sacred 
enthusiasm of eVery maternal heart. 

も し 聖母 マリ ア に つい て 話し た ら 、 カ バリ スト は 、 清 ら か な 人 の 夢 の う ち 神 々 し い 夢 が 
全て 聖母 マリ ア に 実現 し て いる 事 、 全 て の 母 の 心 の 神聖 な 熱意 の うち 明 散 で きる 熱 
意 が 全て 聖母 マリ ア に 実現 し て いる 事 を 、 明 散 する で あろ う 。 

It is not he who wl refuse flowers to adorn the altars of the Mother of 
Godl or white Danners for her chapels, or ever tears for her ingenuousS 
legends. 

カバ リス ト は 、 聖 母 マ リア の 祭壇 を 飾る た め の 花 々 、 聖 母 マ リア の 教会 の た め の 白 幕 、 
聖母 マリ ア の 気 高 い 伝説 の た め に 涙 を 流す 事 で さえ も 、 拒 まな い 者 で ある 。 

It is not he who wl mock at the new-Dborn God weeping In the manger 
or the wounded Victim of Calvary, 


カバ リス ト は 、 飼 葉 桶 と いう 卑しい 所 で 泣く 生ま れ た ば か り の 神 イ エス 、 ゴ ル ゴ タ の 
丘 の 十字 架 で 犠牲 に 成っ て 傷つけ られ て 血 を 流す 神 イ エス を 、 笑 いも の に し な い 者 
で ある 。 

He repeats nevertheless, from the Dottom of his heart, hke the sages of 
Israel and the faithful Delievers of Islam: There is no God Dut God. 

カバ リス ト は 、 心 の 底 か ら 、 イ スラ エル の 賢者 の 様 に 、 イ スラ ム の 信者 の 様 に 、「 神 以 
外 に 神 は 存在 し な い 。」、「 唯 一 の 神 だ けが 存在 する 。」 と 、 や は り 、 く り 返し て 話す 。 
For the initiates of true science, this sigmifies: There is Dut one Being, 
andl this is Beimg. 

本 物 の 知 の 秘伝 伝授 者 に と っ て 、「 唯 一 の 神 だ けが 存在 する 。」 は 「 実 に 、 唯 一 の 存 
在 だ けが 存在 する 。 そ し て 、 唯 一 の 存在 と は 神 で ある 。」 を 意味 する 。 

But all that is expedient and touching in Deliefs, 

信心 の うち 適切 な 感動 的 な 全て の 物 。 

but the splendour of rituals, 

儀式 の 輝き 。 

the pageanrt of divime creations, 

神々 し い 被 造物 の 美 。 

the grace 0f Drayers, 

祈り の 優美 。 

the magic of heavenly hopes 一 

神々 し い 望 み の 不 思 議 な 力 。 

are not these the radiance of moral life in all its youth and Deauty? 
信心 の うち 感動 的 な 物 、 儀 式 の 輝き 、 神 々 し い 被 造物 の 美 、 祈 り の 優美 、 神 々 し い 望 
み の 不 思 議 な 力 は 、 心 の 命 の 若 さ と 美 し さ に よっ て 、 心 の 命 が 放 つ 光 で は な いか ? 
信心 の うち 感動 的 な 物 、 儀 式 の 輝き 、 神 々 し い 被 造物 の 美 、 祈 り の 優美 、 神 々 し い 望 
み の 不 思 議 な 力 は 、 心 の 命 の 若 さ と 美 し さ に よっ て 、 心 の 命 が 放 つ 光 で ある ! 
Could anything alienate the true initiate from public prayers and 
temmples, 

仮に 、 何 物 か が 、 本 物 の 秘伝 伝授 者 を 、 公 の 祈り と 公 の 神殿 か ら 引 き 離 す と すれ ば 、 
could anything raise his disgust or indignation against religious forms 
of all kinds, 

仮に 、 何 物 か が 、 全 て の 種類 の 宗教 の 形式 に 対す る 、 吐 き 気 に 例え られ る 嫌悪 や 義 
慎 を 、 秘 伝 伝授 者 に 催 ( も よ お ) さ せる と すれ ば 、 

it would De the marufest umDelief of priests or DeODle, 

祭司 の あか ら さ まな 不信 心 や 、 大 察 の あか ら さ まな 不信 心 が 、 秘 伝 伝授 者 を 公 の 祈 
り と 公 の 神殿 か ら 引き 離し 、 吐 き 気 に 例え られ る 嫌悪 や 義 慣 を 秘伝 伝授 者 に 催さ せ 
る 。 

warlt of dignity in the ceremorues of the cultus 一 

宗教 の 儀式 に お ける 不 人 敬 が 、 秘 伝 伝授 者 を 公 の 祈り と 公 の 神殿 か ら 引き 離し 、 吐 き 
気 に 例え られ る 嫌悪 や 義 慎 を 秘伝 伝授 者 に 催さ せる 。 

Im a Wordl 

要約 する と 、 

the profanation of holy thmgs. 


祭司 の あか ら さ まな 不信 心 、 大 察 の あか ら さ まな 不信 心 、 宗 教 の 儀式 に お ける 不敬 
は 、 神 の 物 へ の 冒 済 で ある 。 

God is truly present when He is Worshipped Dy recollected souls and 
feelimg hearts: 

集中 し て いる 魂 、 思 いや り の 有る 心 が 神 を 敬礼 する と 、 神 は 存在 を 本 当 に 表す 。 

He js aDsent, sensiDly and terriDIy when discussed without light or zeal 
心 の 光 が 無 い 人 、 熱 意 が 無い 人 が 神 に つい て 論ずる と 、 あ か ら さ ま に 、 神 は 不在 に 
成ら れる 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

wrthout understanding Or loVe. 

理解 や 思い や り が 無い 人 が 神 に つい て 論ずる と 、 あ か ら さ ま に 、 神 は 不在 に 成ら れる 。 
The adequate conception of God accordimng to instructed KaDalism is 
that which was revealed Dy St. Paul when he said that to attaim God We 
must Delieve that He is and that He recompenses those who seek Him 
Out. 

へ ブラ イ 人 へ の 手紙 11 章 6 節 で 使徒 パウ ロ は 、「 神 へ 近づく に は 、 神 が 存在 する 事 
と 、 神 が 神 を 求め る 人 に 報い て くれ る 事 を 信じ る 必要 が 有る 。」 と 話し て 、 学 の 有る カ 
バラ と 一 致す る 、 適 切な 神 の 概念 を 明か し た 。 

SO is there nothing outside the idea of Deing, in comDbination with the 
idea of goodness and MS 

立 の 概念 と 正 し さ の 概念 と 結合 し て いる 、 神 の 概念 だ けが 存在 する 。 

these alone are aDsolute. 

神 の 概念 、 善 の 概念 正 し さ の 概念 だ けが 絶対 で ある 。 

To say that there is no God or to defime what He is, constitutes edual 
blasphemy. 

神 は 存在 し な いと 話す 事 や 、 神 の 在り 様 を 制限 し て 定義 むす る 事 は 、 神 へ の 冒 潮 に 等 
し い 。 

EVery defimition of God hazarded Dy human intelhgence is a recipe of 
religious eTmD1r1c1ST, 

人 の 知力 に よっ て 推測 し た 、 神 の 定義 は 全て 、 宗 教 的 な 経験 に よる 方 法 で ある 。 
out of which superstition will suDseduently extract a dev1l. 

迷信 は 、 人 の 知力 に よっ て 推測 し た 神 の 定義 か ら 、 悪 魔 の 存在 を 誤っ て 推測 し た 。 
In Kabalistic symDbolism the representation of God is always Dy a 
duplicated image 一 

カバ ラ の 象徴 で は 、 常 に 、 対 の 象徴 で 、 神 を 表す 。 

One ereCt, the other reVersed: 

カバ ラ の 象徴 で は 、 立 っ て いる 物 と 転倒 し て いる 物 で 、 神 を 表す 。 

one white, and the other Dlack. 

カバ ラ の 象徴 で は 、 白 い 物 と 黒い 物 で 、 神 を 表す 。 

In such manner did the sages seek to express the intelhgent and vulgar 
conceptions of the same idea 一 


白い 神 の 象徴 と 、 黒 い 神 の 象徴 で 、 賢 者 は 、 神 の 概念 に つい て の 知 者 の 理解 と 、 神 
の 概念 に つい て の 大 衆 の 理解 を 表 そ うと 試み た 。 
that ofthe God of light and the God of shadow. 
白い 神 の 象徴 と 、 黒 い 神 の 象徴 で 、 賢 者 は 、 光 の 神 の 概念 と 、 影 の 神 の 概念 を 表 そ 
うと 試み た 。 
To the miscomprehension of this symDol must De referred the Persian 
Ahriman- that Dlack Dut divine ancestor of all demons. 
黒く 悪い の に 全て の 悪魔 の 神 の 様 な 祖 で ある ペル シャ の アー リマ ン の 起源 は 黒い 
神 の 象徴 へ の 誤解 で ある 。 
The dream of the infernal king is Dut a false notion of God. 

実に 、 地 獄 の 王者 の 妄想 は 神 に つい て の 誤っ た 概念 で ある 。 
Light in the aDsence of shadow would De invisible for our eyes, 
影 が 無い と 光 は 人 の 目 に は 見 えな いで あろ う 。 
S1mCe 
な ぜ な ら 、 
1t would produce an OverDOWering Drilliance edual to the greatest 
darKmeSss. 
影 が 無い と 、 光 は 、 無 上 の 闇 に 等 し い 、 圧 倒 的 な 上 し さ を 人 の 目 に 見 せる で あろ う 。 
In the analogies of this physical truth, understood and considered 
adequately, a solution wil be found for one of the most terriDle of 
problems, the origin of evil. 
影 が 無い と 光 は 人 の 目 に は 見 えな いと いう 物質 的 な 真理 か ら の 類推 可能 性 に よっ 
て 、 適 切 に 理解 し 者 える と 、 悪 の 起源 と いう 無 上 の 景 散 する べき 問題 の 1 つ へ の 解 
答 が 見 つか る で あろ う 。 
But 
し か し 、 
to grasD 1t fully, together with all its conseduences, 1S not meant for the 
multitude, 
悪 の 起源 か ら の 全て の 結果 を と も な う 、 悪 の 起源 の 完全 な 理解 を 大 衆 に は 与え な 
い 。 
who must not penetrate so readily into the secrets of um1versal 
harmony 
大 衆 は 普遍 の 調和 の 秘密 を 安易 に 推測 する な か れ 
It was only after the initiate of the Eleusirmnan mysteries had Dassed 
Victoriously through all the tests, had seen and touched the holy thimgs, 
that, 
エレ ウシ ス の 秘 儀 の 秘伝 伝授 者 が 、 全 て の 試練 に 勝利 し て 通過 し て 、 神 の も の を 見 
た り 触 れ た り し た 後に 、 
he were judged strong enough to withstand the last and most dreadful 
SeCret, 
秘伝 伝授 者 は 最後 の 無 上 の 明 散 する べき 秘密 に 耐え られ る 十分 な 強 さ を 持っ て い 
る と 祭司 が 判断 し た ら 、 


a Veiled Driest Dassed him at fIyimg pace and uttered in his ear the 
enigmatic words: Osiris is a Dlack god. 

ヴェ ー ル を か ぶっ た 祭司 が 、 飛 ぶ 様 な 速 さ で 秘伝 伝授 者 を 追い 越し な が ら 、「 オ シリ 
ス は 黒い 神 で ある 。」 と いう 謎 の 言葉 を 秘伝 伝授 者 の 耳 に だ け 、 さ さや いた 。 

So Was Osiris 一 of whom Typhon is the oracle 一 

オシ リス の 神託 を も た ら す 者 は セト 、 テ ィ フ ォ ン 、 ピ ュ ト ン で ある 。 

and so was the divine religious sun of EgyDt, 

オシ リス は エジプト の 神学 的 な 宗教 的 な 太陽 の 様 な 者 で ある 。 

echpsed suddenly 

「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 。」 と いう 言葉 に よっ て 、 オ シリ ス と いう 太陽 の 様 な 者 は 、 突 
然 、 影 を 投じ る 。 

becoming the shadow of that grand, indefimable Isis 

「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 。」 と いう 言葉 に よっ て 、 オ シリ ス と いう 太陽 の 様 な 者 は 、 大 
いな る 定義 不可 能 な イシ ス の 影 に 成る 。 

who is all that has Deen and shall De, 

イシ ス は 過去 と 未来 の 全て で ある 。 

and whose eternal veil has no one jifted. 

イシ ス の 永遠 の ヴェ ー ル を 外し た 人 は 存在 し な い 。 

Light is the active primciple for KaDahsts, 

カバ リス ト に と っ て 、 光 は 自発 的 な 原理 で ある 。 

while 

対し て 、 

darkKness is amnalogous to the Dass1Ve DrInC1ple, 

間 は 受容 的 な 原理 に 似 て いる 。 

for which reason 

その た め 、 

they regarded the sun and moon as emDlems of the two divine sexes 
and the two creatiVve forces. 

カバ リス ト は 太陽 と 月 を 男性 と 女性 と いう 神聖 な 性 の 象徴 、2 つの 創造 の 力 の 象徴 
と し た 。 

SO aglso 

まだ 。 

they attriDuted to woman the first temptation and sim, 

カバ リス ト は 最初 の 誘惑 と 最初 の 罪 を 女性 の 物 と し た 。 

and suDseduently 

その た め 、 

the first labour 一 the maternal laDour of redemption: 

カバ リス ト は 最初 の 労苦 、 罪 を つぐ な う 母 的 な 労苦 、 産 み の 苦 し み を 女性 の 物 と し た 。 
it is fromm the Dosom of the dark itself that light is reDorn. 

間 の 中 か ら 光 は 復活 する 。 

The void attracts the plenum, 

空間 は 充満 を 引き 寄せ る 。 


and thus the abyss of poverty and wretchedness, pretended evil, 
seermimg nothingness and the ephemeral rebellion of creatures, attracts 
eternally an ocean of Deing, wealth, mercy and loVe. 

貧し さ の 深淵 、 み じ め さ の 深淵 、 偽 悪 、 無 価値 と 誤解 され て いる も の 、 被 造物 で ある 
人 に よる 神 に 対す る 一 時 的 な 反乱 は 、 存 在 す る も の 、 命 、 豊 富 さ 、 思 いや り を 大 海 の 
様 に 多く 永遠 に 引き 寄せ る 。 

This interprets the symbol of the Christ descending into hell after 
pourinmg Out uDon the cross all immensities of the most marVellous 
forgiVeneSS. 

間 の 中 か ら 光 は 復活 する 事 、 空 間 は 充満 を 引き 寄せ る 事 は 、 十 字 架 の 上 で 無 上 の 
不思議 な 許し の 無限 を 全て 満ち あふ れ さ せ た 後 に 冥界 へ 降臨 し た イエ ス キリ スト と 
いう 象徴 を 説明 する 。 

By the same law of harmony in the analogy of opposites the KaDalists 
exDplain also all mysteries of sexual 1OVe. 

同様 の 、 正 反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 に よる 調和 の 法 に よっ て 、 カ バリ スト は 
性 行為 を と も な う 愛 の 全て の 神秘 を 説明 する 。 

WhYy is this passion more Dermanent Detween two unedual natures and 
two contrary characters? 

な ぜ 性 欲 は 2 つの 性 の 違い が 大 きい ほど 、 よ り 長 持ち する の か ? 

Why is there in 1oVe one always who immolates and one who is victm? 
な ぜ 愛 に お いて 、 犠 牲 に する 者 と 犠牲 に 成る 者 が 必ず 存在 する の か ? 

Why are the most oDstimate passions those the satisfacton of which 
would seem NNOSSMNUGM 

満足 させ る の が 不可 能 に 思わ れる 肉欲 は 、 な ぜ 克 服 し 難い の か ? 

By this aw also they would have decided once and for ever the question 
of precedlence Detween the seXes, 

正反対 の 2 つの も の の 法 に よっ て 、 カ バリ スト は 男性 と 女性 の 優先 権 の 問題 を 一 度 
に 永遠 に 解決 し た 。 

as Drought forward in all seriousness Dy the Saimt-Simonism of our own 
day. 

19 世紀 前 半 の サン モン 主義 者 は 大 真面目 に 男性 と 女性 の 優先 権 の 問題 を 提 
起 し た が 。 

The natural strength of woman Deings that ofinertia or res1stanCe, 
女性 の 自然 の 力 は 慣性 の 力 や 抵抗 の 力 で ある 。 

they would have ruled that modesty is the most imprescriptble of her 
TightS, 

女性 の 自然 の 力 、 慣 性 の 力 、 抵 抗 の 力 は 、 謙 虚 を 無 上 の 絶対 の 女性 の 権利 に し て 
いる 。 

and hence that she must neither perform nor desire anything 
demanding a sDecies of masculhme DoldnmesSs. 

女性 の 自然 の 力 、 慣 性 の 力 、 抵 抗 の 力 は 、 女 性 が 、 あ る 種 の 男性 的 な 謙虚 の 無 さ カ 
必要 に 成る 物 を 望ん だ り 行 っ た りす る 事 を 禁止 し て いる 。 


Nature has otherwise Drovided to this end Dy giving her a soft Voice, not 
to De heard in large assemDlies, unless ralsed to a ridiculously 
discordlant Ditch. 

その た め 、 自 然 は 甘美 な 柔和 な 声 を 女性 に 与え た 。 自 然 は 、 お か し な 耳 ざ わり な 高 
音 に し な いと 大 き な 集 会 で 聞こ えな い 様 な 声 を 女性 に 与え た 。 

She who would aspire to the functions of the opposite sex must forfeit 
thereDby the prerogatiVes of her Own. 

男性 の 役割 を 望む 女性 は 女性 の 特典 を 失う は ず で ある 。 

We know not to what point she may arrive in the ruling ofmen, 

どこ まで 女性 が 男性 性 を 奪え る か は 知ら な い 。 

but it is certain at least that in reaching it she will 1ose the love ofmen 
amd 

し か し 、 女 性 が 男性 的 に 成る と 、 少 な く と も 、 確 実に 、 女 性 は 男性 の 愛 を 失う で あろ う 。 
that which will De more cruel for her the loVe of children. 

さら に 、 女 性 に は 酷 か も し れ な い が 、 女 性 が 男性 的 に 成る と 、 少 な く と も 、 確 実に 、 女 
性 は 子ども た ちの 愛 を 失う で あろ う 。 

The conjugal law of the KaDalists furnishes further 

カバ リス ト の 夫婦 の 法 は 、 父 を も た ら す 。 

by analogy, a solution of the most interestimg and difficult problem of 
modern philosophy Deing the agreemenrnt Detween reason and faith, 
カバ リス ト の 夫婦 の 法 は 、 類 推 可能 性 に よっ て 、 論 理 と 信心 の 一 致 と いう 、 近 代 の 哲 
学 の 最も 興味 深い 難し い 問題 へ の 解答 を も た ら す 。 

authority and 1iDerty of comscience, 

カバ リス ト の 夫婦 の 法 は 、 類 推 可能 性 に よっ て 、 権 利 と 良心 の 自由 の 一 致 を も た ら 
す 。 

Science and Delief. 

カバ リス ト の 夫婦 の 法 は 、 類 推 可 能 性 に よっ て 、 知 と 信心 の 一 致 を も た ら す 。 

If science De the sun, Delief is the moon- 

知 が 太陽 で あれ ば 、 信 心 は 月 で ある 。 

a reflecton of day amldst might. 

夜中 、 月 は 太陽 の 光 を 反射 する 。 

Fauth is the supplement of reason in the darkness left Dy science Defore 
and Dehind it. 

知 の 前 後 で 知 が 未だ 残し て いる 未知 と いう 闇 の 中 、 信 心 は 理性 を 補佐 する 。 

It emanates from reason Dut can neither De confounded therewith nor 
bring it to confusion. 

信心 は 理性 か ら 発する が 、 信 心 と 理性 は 混同 で き な い し 、 信 心 は 理性 を 混乱 させ な 
NG 

The trespasses of reason upor faith or of faith upon reason are eCIiDses 
Of sun or moon. 

論理 が 信心 の 領域 を 侵害 する の は 月 食 で ある 。 信 心 が 論理 の 領域 を 侵害 する の は 
日 食 で ある 。 


When they come aDout, Doth source and reflector of light are rendered 
USeleSS. 

論理 の 太陽 と 信心 の 月 の 混同 で ある 日 食 や 月 食 が 起こ る と 、 光 の 源泉 の 論理 の 太 
陽 と 光 の 反射 体 の 月 の 信心 は 共に 無用 の 長物 に 成る 。 

ScienCe Der1shes on aCCount Of systems which are no other than Deliefs 
信心 が 形骸 化す る と 、 知 は 堕落 する 。 

and faith succumDs to reason. 

信心 が 形骸 化す る と 、 知 が 堕落 する と 、 信 心 は 論理 の 上 に 倒れ る 。 

In order to sustain the edifice, the two pillars of the temple must De 
parallel amd separate. 

神殿 を 支え る に は 、 知 と 信心 と いう 神殿 の 2 つの 柱 を 対等 に 区 別 する 必要 が 有る 。 
When they are Drought Dy force together as Samson Drought them, they 
are thrown doOWwT, 

神殿 の 2 つの 柱 を 引き 寄せ て 倒し た サム ソン の 様 に 、 神 殿 の 2 つの 柱 を 力 で 無理 
に 引き 寄せ て 一 緒 く た に する と 、 神 殿 の 2 つの 柱 は 倒れ る 。 

and the whole Duilding collapses on the blhmd zealot or revolutionary 
神殿 の 2 つの 柱 を 一 緒 く た に し て 倒す と 、 神 殿 全 体 が 盲信 者 、 和 狂信 者 、 革 命 家 の 上 
に 倒れ る 。 

whose Dersonal or national resentment has destmed him Deforehand to 
death. 

盲信 者 、 狂 信者 、 革 命 家 が 買っ た 、 個 人 の 恨み や 国家 の 恨み は 、 前 も っ て 、 盲 信者 、 
狂信 者 、 時 命 家 を 死 の 運命 に 定め る 。 

The struggles Detween the spiritual and temporal Dowers at all Deriods 
of humanity have Deen duarrels oVer domestic managemmert. 

人 の 全 時 代 の 、 聖 職 者 と 世俗 の 権力 争い は 、 家 庭 の 運営 に つい て の 口論 で あっ た 。 
The papacy has Deen a jealous mother seekng to supplant a husDand in 
the temporal DOoWer 

世俗 の 権力 の 父 の 位 を 奪 お うと 試み た 、 法 王 が 統治 し て いる カト リッ ク 教 会 は 、 父 に 
巡 如 し た 母 で あっ た 。 

and she has lost the confidence of her children, 

その た め 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 幼子 の 信頼 を 失っ て し まっ た 。 

while the temporal power in its usurpation of the priesthood is not less 
ridiculous than a man who should pretend to kmow Detter than a 
mother how to manage the home and nursery. 

聖職 者 の 王位 を 奪 お うと 試み た 、 世 俗 の 権力 は 、 家 と 育児 室 の 運営 方 法 に つい て 
母親 より 知っ て いる ふり を し た 男性 に 劣ら ず 、 滑 稽 な 男性 で あっ た 。 

The Engjish, for example, from the moral and religious Dont of VieW, 
are jike children swaddled Dy men, as we may appreclate Dy ther 
SDleen amd dulness. 

例え ば 、 イ ギリ ス 人 の 有 憂 うつ か ら 察 する 事 が で きる 様 に 、 倫 理 道徳 と 宗教 の 観点 か ら 、 
イギリス 人 は 、 男 性 が 産 着 に くる ん で 拘束 し て し まっ た 、 幼 子 に 似 て いる 。 


If religious doctrine 1S ComparaDle to a nurse's story, on the 
understanding that it is ingemious and Deneficial morally, it is perfectly 
true for the child, 

宗教 の 教え が 御伽 話 ( お と ざ ぎ ば な し ) に 似 て いる 時 、 宗 教 の 教え が 倫理 道徳 的 に 巧 
妙 で 為 ( た め ) に 成る 場合 、 宗 教 の 教え は 幼子 に 完全 に 適合 する 。 

and the father would De Very foolish to contradict it. 
宗教 の 教え が 御伽 話 ( お と ざ ぎ ば な し ) に 似 て いる 時 、 宗 教 の 教え が 倫理 道徳 的 に 巧 
妙 で 為 ( た め ) に 成る 場合 、 宗 教 の 教え を 否定 する 父親 は 、 と て も 愚か で ある 。 

Give therefore to mothers a monopoly in tales of faerie, in songs and 
household solicitudes. 

御伽 話 ( お と ぎ ば な し )、 歌 、 家 族 の 世話 を 母親 に 独占 させ な さい 。 

Materruty is a type of the priesthoods, 

母 は 祭司 の 象徴 で ある 。 

and it is Decause the Church must De a mother orly that the catholhc 
priest renounces the right of man and transfers in advance to herself 
his claim on fatherhood. 

カト リッ ク の 祭司 が 結婚 と いっ た 男性 の 権利 を 捨て 事前 に 父 に 成る 権利 を 他 の 男 
性 に 譲る の は 、 ひ と え に 、 教 会 が 母 で ある 必要 が 有る か ら で あ る 。 

It must neVer De forgotten that the papacy 1s either nothing or that it is 
the umiversal mother 

法王 が 統治 し て いる カト リッ ク 教 会 は 普遍 の 母 で ある の を 決し て 忘れ る な か れ 。 

It may De even that Pope joaru out of which protestants haVe 
constructed a tale of scandal, 

多分 、 プ ロ テ ス タン ト が 女性 の 法王 ヨハ ン ナ と いう 本 聞 の 作り 話 を 作っ た 。 

1S OTly an ingemious allegory, 

女性 の 法王 ヨハ ン ナ は 策略 的 な 遠回し な 表現 に 過ぎ な い 。 

and when sovereign pontiffs have 則 -used Emperors and Kings, it has 
been Pope joan trying to Deat her husDandl to the great scandal of the 
Christian World. 

権力 を 持っ た 法王 が 世俗 の 権力 者 を 酷使 し た 時 、 夫 で ある 男 を 叩 こう と 試み た 女性 
の 法王 ヨハ ン ナ の 作り 話 が 、 キ リス ト 教 世界 の 大 いな る 本 聞 に 成っ た の で ある 。 

SO also schisms and heresies have Deen other conjugal uarrels: 

キリ スト 教 の 分 像 、 党 派 、 異 端 は 、 夫 で ある 男 を 叩 こ うと 試み た 女性 の 法王 ヨハ ン ナ 
3G め うだ 

the Church and Protestantism speak evil one of another lament one 
another make a show of avoidinmg and Deimg weary one of another Hke 
SDOUSeS IIVimg aDart. 

別居 中 の 夫婦 の 様 に に カト リッ ク 教 会 と プロ テス タン ト は 、 互 い を 悪く 言い 合い 、 後 悔 
し 、 相 手 を 避け る の を 見 せ び ら か し 、 相 手 に 不満 を 抱い て いる 。 

It is Dy the KaDalah, and this alone, that all is explaimed and reconclled. 
カバ ラ だ けが 全て を 説明 し 全て を 和解 、 一 致 させ る 。 

All other doctrines are ViVifiedl amnd made fruitful thereDy: 

カバ ラ が 他 の 全て の 教え 、 他 の 全て の 考え に 命 を 与え て 実り 豊か に する 。 


lt destroys nothing 

カバ ラ は 何 も の も 破壊 し な い 。 

Dut, on on the contrary 

それ どこ ろか 、 

giVes reasor to all that 1S. 

カバ ラ は 論理 を 、 存 在 する 全て の も の に 与え る 。 

SO all the forces of the world are at the serVice of this one amd suDprerme 
SCleTCe, 

世界 の 全て の 力 は カバ ラ に 仕え る 。 カ バラ は 唯一 の 無 上 の 知 で ある 。 

while the true Kabalist can make use at his pleasure, wthout hypocr1sy 
and without falsehoodL of the science Dossessed Dy the wise and the zeal 
Of DelieVers. 

真 の カバ リス ト は 、 見 せ か け で は な く 、 爽 く 事 無く 、 賢 者 や 熱心 な 信者 が 所 有 し て い 
る 知 を 思い 通り に 応用 で きる 。 

He is more catholic than M. de Maistre, 

真 の カバ リス ト は 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル 以 上 の 、 カ トリ ッ ク で ある 。 

more Drotestant than Luther 

真 の カバ リス ト は 、 ル ター より 、 プ ロ テ ス タン ト の 様 に 、 カ トリ ッ ク の 腐敗 に 抗議 する 。 
more jewrsh than the chief raDbi, 

真 の カバ リス ト は 、 チ ー フ ラビ より 、 へ ブラ イ 人 で ある 。(chief rabbi、 チ ー フ ラビ は 
ユダ ヤ 教 の 地域 の 代表 者 、 ユ ダ ヤ 教 の 宗教 的 指導 者 で ある 。 へ ブラ イ 人 は 正しい 人 
の 例え の 場合 が 存在 する 。) 

and a Drophet more than Mahomet. 

真 の カバ リス ト は 、 ム ハン マ ド よ り 、 預 言 者 で ある 。 

Is he not above systems and the pass1ons which darken truth? 
真 の カバ リス ト は 形骸 化し た も の と 真理 を くも ら せ る 肉欲 を 超越 し て いな いか ? 真 の 
カバ リス ト は 形骸 化し た も の と 真理 を くも ら せ る 肉欲 を 超越 し て いる ! 

Can he not at wl Dring together ther scattered rays, SO Var1OuSIy 
reflected in all the fragments of that Droken mirror 

真 の カバ リス ト は 思い 通り に 、 鏡 の 諸 破 片 に より 反射 され た 、 分 散 し た 光線 を 1 つ に 
で き な い か ? 真 の カバ リス ト は 思い 通り に 、 鏡 の 諸 破 片 に より 反 射 され た 、 分 散 し た 
光線 を 1 つ に で きる ! 

which is umiversal faith 一 

鏡 は 、 普 遍 の 宗教 普遍 の 神 の 教え 、 カ トリ ッ ク の 例え で ある 。 

fragments which are taken Dy men for so many ODDosite Deliefs? 

鏡 の 諸 破 片 は 、 根 本 的 に 異な る 多数 の 諸 宗 教 と いう 大 衆 の 誤解 の 例え で ある 。 
There is one Deimg, 

唯一 の 存在 が 存在 する 。 唯 一 の 神 が 存 在 する 。 

one 1aw 

唯一 の 法 が 存在 する 。 

and one faith, 

唯一 の 宗教 が 存在 する 。 


as there is only one race of man- 一 


唯一 の 人 類 だ けが 存在 する 様 に 。 

TK ]WNK TK. 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で mnN 1 の N nnN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル 
エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 へ ブラ イ 語 で nnN、AHIH、 エ ヘイ 
エ は 「 存 在 す る 」 と いう 意味 の 1 人 称 の 動詞 で ある 。 出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 
「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」、「 私 は 存在 し た い 様 
に 存在 する 者 で ある 。」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 。」、「 私 は 本 物 の 存在 で あ 

る 。」、「 私 は 幻 で は な い 存 在 で ある 。」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

On such intellectual amd moral heights it wll De understood that the 
human mind and heart enter into the deeD DeaCce. 

唯一 の 神 、 法 が 存在 する と いう 知 と 心 の 高み に 昇る と 、 人 の 知 と 心 は 深い 平和 に 入 
る 、 と 理解 する で あろ う 。 

"Peace Drofound, my Drethren 一 such was the master-Word of High- 
Grade Masonry 

「 深 い 平和 を 、 神 の 子 の 兄弟 、 同 胞 、 正 し い 人 よ 。」 と は 高い 位階 の メー ソン の 主要 な 
言葉 で あっ た 。 

being the association of KaDbalistic initiates. 

メー ソン は カバ ラ の 秘伝 伝授 者 の 結社 で あっ た 。 

The war which the Church has Deen forced to make against Magic Was 
necessitated Dy the profanations of false Gnosttcs, 

偽 の グノー シス 主義 の 神 へ の 冒 潮 に よっ て 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 魔術 に 対し て の 戦い を 
余儀 無く され た 。 

but the true sclence of the Magiis catholic essentiallY, 

本 質 的 に 、 魔 術 師 の 本 物 の 知 は カト リッ ク で ある 。 

Dasing all its realisation on the hierarchic Drinciple. 

魔術 師 の 全て の 実現 は 位階 の 原理 を 基礎 と し て いる 。 

Now, the orly serious andl aDsolute hierarchy is found in the CathoHic 
Church, 

カト リッ ク 教 会 に は 唯一 本 物 の 絶対 の 位階 が 存在 する 。 

and hence true adepts have always shewn for it the deepest respDect and 
oODedience. 

常に 、 本 物 の 達 道 者 は 無 上 の 深い 景 敬 と 恭順 を カト リッ ク 教 会 に 示し て きた 。 
Henry Khunrath alone was a resolute protestant, Dut in this he was a 
Germanr of his period rather than a mystc citzen of the eternal 
Kingdom. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト だ け は 確か に プロ テス タン ト で あっ た が 、 ハ イン リッ ヒ クン 
ラー ト が 、 永 遠 の 神 の 王国 の 神秘 的 な 住人 と 言う より は 、 当 時 の ドイ ツ 人 で あっ た た 
めで ある 。 

The essence of anti-christianity 1s exclusion and heresy: 

反 キ リス ト の 本 質 は 排他 と 異端 で ある 。 

it is the partition of the Dody of Christ, according to the Deautiful 
exDreSsion Of St. ohn: 


使徒 ヨハ ネ の 美しい 表現 に よる と 、「 反 キリ スト は イエ ス キリ スト の 体 を 分 像 させ る 
事 で ある 。」。 

Ommnls spiritus du1 SOlVit Christum hic Antichristus est.( = All spirits who 
dissolve Christ, this Antichrist 1S.) 

「 反 キリ スト は イエ ス キリ スト を 分 像 させ る 全て の 精神 で ある 。」。 

The reasor is that religion is charity 

分 像 が 反 キ リス ト な の は 、 宗 教 が 他 の も の へ の 思い や り だ か ら で あ る 。 

and that there is no charity in anarchy. 

分 像 が 反 キ リス ト な の は 、 無 政府 状態 に は 他 者 へ の 思い や り が 無い か ら で あ る 。 
Magic had also its amarchiSsts, 

キリ スト 教 の 世界 だ け で は な く 魔 術 の 世界 に も 、 無 政府 主義 者 が 存在 し た 。 

its makers and adherents of sects, 

キリ スト 教 の 世界 だ が け で は な く 魔 術 の 世界 に も 、 党 派 を 提 造 する 者 と 党派 の 支持 者 
が 存在 し た 。 

lts thaumaturgists and sorcererSs. 

キリ スト 教 の 世界 だ け で は な く 魔 術 の 世界 に も 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 が 存在 し た 。 
Our desigr iS to vindicate the legality of the science from the 
usurDations of ignorance, fraud and folly: 

エリ ファ ス レヴ ィ の 目的 は 、 無 知 、 詐 欺 、 愚 考 に よる 王位 得 奪 か ら 、 知 の 正 し さ を 守る 
事 で ある 。 

it is in this respect more especlally that our work wl stand to De useful, 
特に 、 知 の 正 し さ を 守る と いう 点 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 作品 、 作 業 は 有益 で あろ う 。 
as it wl De also entirely new. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 作品 、 作 業 が 全く 新しい 様 に 。 

So far the History of Magic has Deen presented as annals of a thing 


DrejudigedL 

エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」 以 外 の 、 今 まで の 「 魔 術 の 歴史 」 と いう 名 前 の 本 
は 、 予 断 に よる 歴史 で あっ た 。 

Or 

まだ は ば 、 


as Chronicles 一 less or more eXxact- Of a seduence in Dhenomena, 
エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」 以 外 の 、 今 まで の 「 魔 術 の 歴史 」 と いう 名 前 の 本 
は 、 多 少 正確 な 、 特 異な 出来 事 の 順序 の 歴史 で あっ た 。 
seelng that 
な ぜ な ら 、 
no one Delieved that Magic Delonged to science. 
魔術 は 知 に 属す る 、 と 信じ た 人 が いな か っ た 。 
A seriOuS aCCOuUrt of this science In its rediscoVery, SO tO sDeak, must set 
forth its deVelopments Or DTOgTeSS. 
魔術 と いう 知 の 再発 見 に よる 、 本 物 の 「 魔 術 の 歴史 」 は 魔術 の 成長 また は 進歩 を 十 
分 に 説明 する 必要 が 有る 、 と 言え る 。 
We are walkimgin open sanctuary Instead of among TU1nS, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 残 骸 の 中 で は な く 、 開 か れ た 聖 所 の 中 を 歩い て いる 。 


and 

で うし て 、 

we find that the Holy Places, so long Duried under the deDris of four 
cvllisations, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 長 い 間 、 四 大 文明 の 残骸 に 埋もれ て いた 、 聖 所 を 発見 する 。 
have Deen Dreserved more wonderfully than the mumrmified cites 
which excavation has unearthed, in all their dead Deauty and desolate 
majesty, Deneath the lava of VesuV1US. 

発掘 に よっ て 枯れ た 美 し さ と 風格 が 明らか に 成っ た 、 ベ ス ビ オ 火 山 の 火 砕 流 な どの 
下 で ミイ ラ の 様 に 保存 され た ポン ペイ 市 と いっ た 諸 都市 より 、 聖 所 は 不思議 に 保存 
され て いた 。 

Bossuet in his magruficent work has shewnm us religion Dound uD 
everywhere wth history: 

大 作 で ボ シ ュ エ は 宗教 が 至る 所 で 歴史 と 結び つい て いる の を 明らか に し た 。 

Dut 

し か し 、 

what would he have said hadhe known that a science which, in a 
sense, Was Dorn wrth the world, provides an explanation of Drimeval 
dogmmas, Delonging to the one and universal religion, in Virtue of ther 
ComDination with the most incontestable theorems of mathematics and 
TeaSOn? 

ある 意味 、 世 界 と 共に 生ま れ た 、 魔 術 と いう 知 が 、 無 上 の 議論 の 余地 が 無い 数 学 と 
論理 の 原理 に よる 繋が り に より 唯一 普遍 の 宗教 に 属し て いる 、 古 代 の 諸 宗教 の 教 
え の 説 明 を も た ら す 、 と いう 事 を 仮に ボ シ ュ エ が 知っ た ら 、 ボ シュ エ は 何と 言っ た で あ 
ろう か ? 

Dogmatic Magic is the key of all secrets as yet unfathomed by the 
philosophy of history, 

魔術 の 教理 は 、 歴 史 哲 学 に は 未だ 計り 知れ な い 、 全 て の 秘密 の 鍵 で ある 。 

while Practical Magic alone opens the Secret Temple of Nature to that 
power of human w1 し 

魔術 の 実践 だ けが 、 自 然 の 秘密 の 神殿 を 強い 人 の 意思 に 明か す 。 

which is eVer Hrmited, yet ever DrOgTeSS1V6e. 

人 の 意思 は 、 常 に 制限 され て いる が 、 常 に 進歩 で きる 。 

We are far from any implous Dretence of explaining the mysteries of 
relig1on Dy means of MagiC, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魔 術 に よっ て 、 宗 教 の 神秘 に つい て の 、 不 信心 な 虚偽 の 説明 を 
し な い 。 

but our intention is to indicate after what manner science 1S compelled 
to acceDt and reVvere those mysteries. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 目的 は 、 魔 術 に よっ て 、 宗 教 の 神 秘 を 認知 し て 胃 散 する 様 に 学問 
を 圧倒 で きる 、 と 表す 事 で ある 。 

It shall De said no 1onger that reason mmust humDle itself in the presence 
of faith: 


理性 は 信心 の 前 で 自身 を 畔 下 する 必要 が 有る 、 と 最早 、 言 われ た く な い 。 

on the contrary, 

逆 に 、 

it must do honour to itself Dy Delievimg, 

理性 は 信じ る 事 に よっ て 自身 を 明 散 する 必要 が 有る 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

it is faith which saves reason from the horrors of the Void on the Drink 
Of the aDySs, 

信心 は 、 深 淵 の 一 歩 手前 で 、 空 虚 の 恐怖 か ら 、 理 性 を 守る 。 

and 

また 、 

it is its Dond of umion with the infimite. 

信心 は 、 理 性 を 無限 の 神 に 結び つけ る 物 で ある 。 

Orthodoxy in religion 1s respect for the hierarchy as the sole guardian 
of unity. 

宗教 に お ける 正統 性 は 、 単 一 性 の 唯一 の 守護 者 と し て 、 位 階 制 を 長 敬 する 事 で ある 。 
Let us therefore not fear to repeat that 

菩 れ ず 、 く り 返 し て 話す と 、 

Magic is essentially the Science of the Hierarchy, 

本 質 的 に 、 魔 術 は 位階 制 の 知 で ある 。 

rememDering clearly that, 

下記 を 、 明 確 に 心 に 留め な さい 。 

Defore all things else, 

他 の 何より も 、 

1t condemns anarchic doctrines, 

魔術 は 無秩序 の 教え を 非難 する 。 魔 術 は 無秩序 の 考え を 非難 する 。 

while it demonstrates, by the very 1aws of Nature, that harmony 1S 
imseparable both from power and authority. 

まさ に 、 自 然 の 法 は 、 調 和 を 力 や 権利 と 分 貸 で き な い 、 と いう 事 を 実証 し て いる 。 
The chief attraction of Magic for the great nurmDer of Curious DerSO1S 1S 
that they see therein an exceptional means for the satisfaction of ther 
DaSS10O11S. 

大 多数 の 好奇 心 吐 盛 な 大 衆 に と っ て 、 魔 術 の 主 な 魅力 は 、 肉 欲 を 満足 させ る 超常 
的 な 手段 を 魔術 に よっ て 体験 する 事 で ある 。 

The unDbeliever's horizon is of the same order 

不信 心 者 の 限界 も 、 肉 欲 を 満足 させ る 超常 的 な 手段 を 魔術 に 求め る 好奇 心 吐 盛 な 
大 衆 と 、 同 程度 で ある 。 

The avVaricious would deny that there is any secret of Hermes 
corresDonding to the transmutation of metals, for otherwrise they would 
Duy 1t and so enjoy wealth. 


負 欲 な 人 は 「 錬 金 の ヘル メス の 秘密 は 存在 し な い 。」 と 否定 する で あろ う 。 な ぜ な ら 、 
貞 欲 な 人 は 「 錬 金 の ヘル メス の 秘密 が 存在 する の で あれ ば 、 人 は 錬 金 の ヘル メス 
の 秘密 を 買っ て 富 を 楽し ひ は ず で ある 。」 と 話す で あろ う 。 

But 

し か し 、 

they are fools who believe that such a secret is sold. 

錬 金 の ヘル メス の 秘密 と いっ た 秘密 が 売ら れ て いる と 信じ て いる 貧 欲 な 人 は 愚か 
で ある 。 

Of what use would De money to those who could make gold? 

錬 金 で きる 人 に 富 が 何 の 役 に 立つ の か ? 

That is true, says the sceptic, but if you, Eliphas Levi, possessed it, would 
you not De richer than We are? 

疑い 深い 人 は 「 錬 金 の ヘル メス の 秘密 は 存在 し て いた と し て も 売ら れ は し な い 、 と い 
う の は 正しい 。 し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 錬 金 の ヘル メス の 秘密 を 
所 有 し て いる の に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 金持ち で は な い の か ? エ リフ ァ ス レヴ ィ は 金 
持ち で は な い の で 錬 金 の ヘル メス の 秘密 は 存在 し な い !」 と 話す 。 

Who has told you that I am Door? 

誰が 「 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 貧し さ で 困っ て いる 。」 と 話し た か ? エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 エ リ 
ファ ス レヴ ィ は 貧し さ で 困っ て いる 。」 と 話し て いな い ! 

Have I asked for anything at your hands? 

エリ ファ ス レヴ ィ が 他人 に 物 有 選 い を し た で あろ うか ? エ リフ ァ ス レヴ ィ は 他人 に 物 を を 
い を し た 事 が 無い ! 

Where is the sovereign in the world who can Doast that he has acquired 
from me any secret of sclence? 

エリ ファ ス レヴ ィ か ら 知 の 秘密 を 買収 し た と 自慢 で きる 俗 世 の 権力 者 が 、 ど こ に いる 
の か ? エ リフ ァ ス レヴ ィ は 知 の 秘密 を 俗 世 の 権 力 者 に 金 鍼 で 売ら な い ! 

Where is the milliionaire whom I haVve given reasonr to Delieve that 1 
Would set my fortune against his? 

エリ ファ ス レヴ ィ が 運 に よる 富 を 億 万 長者 と 見 比べ た と 信じ る 理由 を 与え た 億 万 長 
者 が 、 ど こ に いる の か ? エ リフ ァ ス レヴ ィ は 運 に よる 富 を 億 万 長者 と 見 比べ な い ! 
When we look at earthly wealth from Deneath it, we may yearn for it as 
the sovereign felicity, 

富 に 圧倒 され て 、 富 を 俗 世 的 に 見 上 げ る と 、 富 を 最高 の 幸福 の 様 に 望む か も し れ な 
い 。 

Dut 

し か し 、 

it is despised when We consider it from aDoVve 

富 を 超越 し て 、 富 を 有 熟考 する と 、 冨 を 軽 蔵 する で あろ う 。 

and when one realises how Httle temptation there can De to recover that 
which has Deen dropped as 下 it were hot iron. 

いか に 魅力 が 富 に 無い か 気づい た 者 は 、 富 が 熱い 鉄 で ある か の 様 に 、 富 か ら 手 を 
引く 事 が で きる 。 


But apart fromm this, a young man wl exclaim that magical secrets 
were true, he would attan them that he might De loved Dy all women. 
若い 男 は 「 も し 魔術 の 秘密 が 本 当 に 存在 する の で あれ ば 、 全 て の 女 か ら 性 的 な 愛 
着 を 獲得 し た い !」 と 叫ぶ で あろ う 。 

Nothing of the sort: 

この 世 の 女 の 性 的 な 愛着 は 良い 物 で は な い 。 

a day wl come, poor child, when it wl De too much to De loved Dy one 
of them, 

思慮 の 逐 し い 幼 子 よ 、 こ の 世 の 女 の 1 人 分 の 性 的 な 愛着 で すら 、 ひ ど 過 ぎる 、 と いう 
時 が 来る で あろ う 。 

for 

な ぜ な ら 、 

sensual desire 1s a dual orgie, 

性 欲 は 二 重 の 熱中 で あり 、 

the intoxication of which causes disgust to suDervene dU1CKIY, 

すぐ に 、 性 欲 の 酔い は 吐き 気 に 例 えら れる 嫌悪 を も た ら す 。 

after which anger and separaton folloW. 

吐き 気 に 例 えら れる 嫌悪 に に も な っ て 、 性 欲 の 酔い は 怒り と 離別 を も た ら す 。 
There was once an old idiot who would have jiked to have Decome a 
magilclan In order to upset the world. 

世界 を 転覆 させ て 乱す た め に 魔術 師 に 成り た が っ た 、 老 いぼ れ た 愚か 者 が 昔 い た 。 
But 

し か し 、 

you were a magician, Imy hero, YOU WOuld not De an imDecile, 

世界 を 乱す た め に 魔術 師 に 成り た い 人 よ 、 大 それ た 人 よ 、 も し 、 あ な た が 魔術 師 に 成 
れ た ら 、 あ な た は 愚か で は いら れ な いで あろ う 。 

and before the triDunal of your conscience You would find no 
extemuatimg CiTcummstanCes, d1d yOU Decome a crirmmal. 

世界 を 乱す 罪人 に 成っ た ら 、 自 分 の 良心 と いう 裁き の 場 を 前 に 、 自 分 で も 情状 本 量 
の 余地 を 自分 に 見 つけ られ な いで あろ う 。 

The Epicureart on his part, demands the recipes of Magic, that he may 
enjoy tor ever and suffer nothing at all. 

快楽 主義 者 は 永遠 に 楽し み 全 く 苦 し まな い 方 法 を 魔術 に 求め る 。 

In this case the science itself imterVenes and says, as religion also says: 
Blessed are those who suffer 

マタ イ に よる 福音 5 章 4 節 で 神 の 知 イ エス が 「 悲 し む 人 は 幸い で ある 。( な ぜ な ら 、 悲 
し む 人 は 、 い つか 慰め て も ら え る 。)」 と 話し て いる 様 に 、 キ リス ト 教 と 仏教 と いっ た 宗 
教 が 教え て いる 様 に 、 神 の 知 が 快楽 主義 者 に 自ら 、 あ ら わ れ て 「 苦 し む 人 は 幸い で 
ある 。」 と 話す 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 『 キ リス ト は 神 の 知 。」。) 

But that is the reason WhYy 

し か し 、 そ の た め 、 

the Epicurean has 1ost faith in religion. 

快楽 主義 者 は 宗教 を 信じ る 心 を 失っ た 。 


"Blessed are those who mourn"- 一 

マタ イ に よる 福音 5 章 4 節 「 圧 し む 人 は 幸い で ある 。( な ぜ な ら 、 悲 し む 人 は 、 い つか 
慰め て も ら え る 。)」 

but the Epicurean scoffs at the prormise. 

マタ イ に よる 福音 5 章 4 節 「 圧 し む 人 は 幸い で ある 。 な ぜ な ら 、 悲 し むす 人 は 、 い つか 
慰め て も ら え る 。」 と いう 約束 を 、 快 楽 主義 者 は 笑い も の に する 。 

Hear now what is sald Dy experlence and Dy reason. 
経験 と 論理 が 何と 話し て いる か 聞き な さい 。 

Sufferimgs test and awaken generous sentiments: 

苦し み は 思 いや り の 感情 を 試し て 目覚 め さ せ る 。 

pleasures Dromote and fortfy Dase instinCcts. 

快楽 は 先天 的 な も の で ある 軸 し い 肉 欲 を 助長 し て 強め る 。 

Sufferings arm agaimst Dleasure: 

苦し み は 快楽 に 対し て 人 を 武装 させ る 。。 

enjoyment begets weakmess in sufferimg. 

快楽 は 苦し み に お ける 弱 さ を 人 に も た ら す 。 

Pleasure sduanders: 

快楽 は 浪費 する 。 

paln ingarners( = im-garner-S?). 

苦し み は 入 手 す る 。 

Pleasure 1s marr's rock of Deril: 

快楽 は 人 に は 危険 な 岩 で ある 。 

the pan of motherhood is womarr's triumph. 

産み の 苦し み は 女性 の 勝利 で ある 。 

Pleasure fertilises amd conce1ves Dut Dain Drings forth. 

受胎 させ 妊娠 させ る も の は 快楽 だ が 、 産 む も の は 苦し み で ある 。 

Woe to him who cannot and will not suffer: 

苦し む 力 と 苦し む 意 思 が 無い 人 に は 災い が 有る ! 

he shall De oVerwhelmed Dy paim. 

苦し み は 、 苦 し む 力 と 苦し む 意 思 が 無い 人 を 圧倒 する で あろ う 。 

Nature driVes ummercifully those who will not walki 

自然 は 動く 意思 が 無い 人 を 無慈悲 に 駆り 立て て 動か す 。 

we are Cast into Hife as into an ODen sea: 

大 海 の 中 に 投じ る 様 に 、 神 は 人 を 人 生 の 中 に 投じ た 。 

We must swm or drown. 

人 は 人 生 と いう 大 海 を 泳ぐ 必要 が 有る 。 人 は 、 人 生 と いう 大 海 を 泳 が な けれ ば 、 湧 
れ て 死ん で し まう 。 

Such are the laws of Nature, as taught Dy Transcendent Magic. 
上 記 が 、 超 越 的 な 魔術 が 教え る 様 に 、 自 然 の 法 で ある 。 

And now reconsider whether one can Decome a maglcian in order to 
enjoy everythimg and suffer nothing. 

必ず 楽し み 全 く 苦し まな いた め に 魔術 師 に 成 れ る か どう か 再考 し な さい 。 
Yet the world wl ask: In such case, what profits Magic? 


俗 世 の 大 衆 は 「 魔 術 は 何 の 役 に 立つ の か ?」 と 問う で あろ う 。 

What would the prophet Balaam have repled to his she-ass had the 
patient Drute asked him what profits intelligence? 

仮に 、 民 数 記 22 章 で バラ ム に 3 回 叩か れ て も 忍耐 し た バラ ム の ロバ が 「 知 は 何 の 
役に立つ の か ?」 と バラ ム に 問う た ら 、 民 数 記 22 章 の 神託 を 受け た 者 バラ ム は バラ 
ム の ロバ に 何と 答え る で あろ うか ?( 民 数 記 22 草 で バラ ム を 神 罰 で 絞 そ うと 道 で 
待っ て いた 天使 の 存在 を 見 て 知っ た バラ ム の ロバ の お か げ で バラ ム の 命 は 助かっ 
た 。) 

What would Hercules have answered to a Digmy せ he had indunred 
what profits strength? 

も し 小 人 の ピュ グマ イオ イ が 「 力 は 何 の 役に立つ の か ?」 と ヘラ クレ ス に 問う た ら 、 へ 
ラク レス は 小 人 の ピュ グマ イオ イ に 何と 答え る で あろ うか ?( 小 人 の ピュ グマ イオ イ は 
眠っ て いる ヘラ クレ ス を 縛 ろ うと し た が 、 ヘ ラク レス が 目覚 め た の で 縛 れ な か っ た 、 と 
いう 伝説 が 存在 する 。 ヘ ラク レス は 力 の お か げ で 小 人 の ピュ グマ イオ イ か ら 助 か っ 
た 。) 

We do not compare Worldly people to Digmmies 

俗 世 の 大 衆 を 小 人 の ピュ グマ イオ イ に 例え た く は 無い が 。 

and stll less to Balaam's asSs: 

俗 世 の 大 衆 を 民 数 記 22 章 の バラ ム の ロバ に 例え る の は 無理 だ 。 

1t would De wanting in poHteness and good taste. 

俗 世 の 大 衆 を 小 人 の ピュ グマ イオ イ に 例え る の は 、 無 礼 に 成り 、 趣 味 が 良く な いで あ 
ろう 。 

We say therefore, with all possible graciousness, to such Drilliant and 
armlaDle people, that 

立派 な 良い 人 で ある 俗 世 の 大 衆 に 可能 な 限り 無礼 が 無い 様 に 趣味 の 良い 様 に 話 
す と 、 

for them Magic is aDsolutely useless, 

「 俗 世 の 大 衆 に と っ て 魔術 は 全く 何 の 役 に も 立た な い 。」。 

it Denmng understood further that 

さら に 理解 で きる 様 に 話す と 、 

they wl never take it seriouSIy. 

「 俗 世 の 大 衆 は 魔術 に 真剣 に 取り 組ま な いで あろ う 。」。 

Our work is addressed to souls that tol and think. 

「 魔 術 の 歴史 」 は 、 労 苦し 考え る 魂 の た め に 存在 する 。 

They wl find an explanation therein of whatsoever has remained 
oODscure 1n Our Doctrime and Ritual. 

「 魔 術 の 歴史 」 で 、 労 苦し 考え る 魂 は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で は 
曖昧 な まま だ っ た 物 の 説明 を 見 つけ る で あろ う 。 

On the pattern of the Great Masters, we have followed the rational 
order of sacred numDbers in the plan and division of our WOrKS, 

大 いな る 達 道 者 た ちの 模範 に 従っ て 、 神 の 数 の 論理 的 な 秩序 に 従っ て 、、 エ リフ ァ ス 
レヴ ィ は 「 魔 術 の 歴史 」 を 構想 し て 分 ける 。 

for which reason 


その た め 、 

this History of Magic is arranged in seVen DoOKS, 

「 魔 術 の 歴史 」 を 7 巻 に 分 ける 。 

having seven chapters in each. 

「 魔 術 の 歴史 」 の 各巻 を 7 章 に 分 ける 。 

The first Dook is dedicated to the Sources of Magic: 

魔術 の 起源 を 「 魔 術 の 歴史 」 の 第 1 巻 に 記す 。 

it is the genesis of that sclenCe, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 1 巻 は 魔術 と いう 知 の 創世 記 で ある 。 

and we have provided it with a key in the letter Aleph, 

文字 アレ フ を 鍵 と し て 「 魔 術 の 歴史 」 の 第 1 巻 に 与え る 。 

exDreSssing KaDalistically the origimal amnd Drumal uty. 

カバ ラ で は 文字 アレ フ は 最初 の 単 一 を 表す 。 

The second Dook contains historical and social formulae of the magical 
word in anmtidU1ty: 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 2 巻 は 古代 の 魔術 の 言葉 の 歴史 的 な 社会 的 な 形式 を 含ん で い 
る 。 
lts seal is the letter Beth, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 2 巻 の 象徴 は 文字 べ ト で ある 。 

symDolisimg the duad as an expression of the Word which realises, 
文字 ベト は 、 実 現す る 言葉 の 表れ と し て 、2 つ 1 組 を 象徴 する 。 

the special character of the Gnosis and occultism. 

文字 ベト は 、 グ ノー シス と 隠さ れ た 学問 を 表す 。( グ ノー シス は 認知 を 意味 する 。 グ 
ノー シス は 霊感 を 認め た 学問 を 意味 する 。) 

The third book is concerned with the realisations of antidue science Im 
Christian soclety, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 3 巻 は キリ スト 教 社会 に お ける 古代 の 知 の 実現 に つい て 記さ れ 
て いる 。 

It shews after what manner ever for science itself, the word takes flesh. 
「 魔 術 の 歴史 」 の 第 3 巻 で は 、 ど の 様 に 神 の 知 イ エス の た め に 神 の 言葉 イエ ス が 受 
肉 し た か 記す 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 『 キ リス ト は 神 の 知 。」。) 

The numDer three is that of generation, 

数 3 は 創造 の 数 で ある 。 

of realisation, 

数 3 は 実現 の 数 で ある 。 

and the key of this Dook is the letter Gimel, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 3 巻 の 鍵 は 文字 ギ メ ル で ある 。 

a hieroglyph of Dirth. 

文字 ギ メ ル は 出現 の 象形 文字 で ある 。 

We are introduced in the fourth book to the civilisimng Dower of Magic 
among DarDarous raCeS, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 未 開 の 民族 に お ける 魔術 の 文明 化 の 力 を 記す 。 


to the natural productions of this science amidst peoples still in their 
childhood!, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 未 だ 初期 段階 の 民族 、 未 だ 幼子 の 段階 の 民族 に お ける 
魔術 と いう 知 の 自然 発生 を 記す 。 

to the mysteries of Druids and their miracles, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 ド ルイ ド の 神秘 と 奇跡 を 記す 。 

to the legends of Dards, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 吟 遊 圭 人 バー ド に よる 伝説 を 記す 。 

and it is shewn after what manner these things concurred in the 
formation of modern societies, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 未 開 の 民族 の 魔術 、 ド ルイ ド の 神秘 、 吟 遊 和 圭 人 バー ド に 
よる 伝説 が 、 ど の 様 に 近代 社会 の 形成 に 結び つく か 記す 。 

thus preparing a Drilliant and permanent victory for Christiamity 
未開 の 民族 の 魔術 、 ド ルイ ド の 神秘 、 吟 遊 和 圭 人 バー ド に よる 伝説 は 、 近 代 社 会 の 形 
成 に 結び つい て 、 キ リス ト 教 の 輝かしい 永遠 の 勝利 を 用 意 する 。 

The numDer four expresses Nature and force, 

数 4 は 自然 と 力 を 表す 。 

while the letter Daleth, which stands for it in the Hebrew alphabet, 

へ ブラ イ 文 字 で は 文字 ダレ ト が 数 4 を 表す 。 

1s reDresented in that of the Kabalists Dy an emperor on his throne. 

カバ リス ト の タロ ッ ト で は 4 ペー ジ 目 に 王座 の 上 の 皇帝 を 描い て 文字 ダレ ト 、 数 4 を 
表す 。 

The fifth book is consecrated to the sacerdotal era of the middle ages, 

中 世 の 聖 職 者 の 時 代 を 「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 に 記す 。 

and we are Dresent at the dissensions and struggles of scienCe, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 学 問 の 争い を 記す 。 

the formation of secret socleties, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 秘 密 結社 の 形成 を 記す 。 

their unknownr achievements, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 秘 密 結社 の 知ら れ て いな い 功 業 を 記す 。 

the secret rites of grimo1reSs, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 グ リモ ワー ル 、 魔 術 書 の 秘密 の 儀式 を 記す 。 

the mysteries of the Divine Comedy 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 神 曲 の 神秘 を 記す 。 

the divisions wthim the sanctuary which must lead 1ater on to a 
glorious UTUty. 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 栄 光 の 統一 に 導 か れる に 違い 無い 、 教 会 の 分 裂 を 記す 。 
The numDer fiVe is that of the quintessence, religion and the priesthoodi: 
数 5 は 、 第 5 元素 、 宗 教 、 祭 司 の 数 で ある 。 

1ts character is the letter He, 

数 5 の 文字 は 文字 ヘー で ある 。 

reDreserted in the magical alphabet Dy the symbol of a high priest. 


魔術 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト で は 5 ペー ジ 目 に 大 祭司 を 描い て 文字 ヘー、 数 
5 を 表す 。 

The sixth book exhibits the interVention of Magic in the work of the 
Revolution. 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 6 巻 で 、 革 命 活動 に お ける 魔術 の 介在 を 記す 。 

The numDer six is that of antagonism and strife in preparation for 
uversal synthes1s, 

数 6 は 、 普 遍 の 総合 を 用 意 する 、 対 立 と 戦い の 数 で ある 。 

and the corresponding letter is Vau, 

数 6 に 対応 する 文字 は ヴァ ウ で ある 。 

symDbol of the creative hngam and the reaper's sickle. 

文字 ヴァ ウ 、] は 創造 する 男性 器 と 刈り 入れ る 者 の 鐘 で ある 。 

The seventh Dook is synthetic, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 は 、 総 括 で ある 。 

contaimimg an exDosition of modern workings and discoVeries, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 近 代 の 活動 と 発見 を 説明 する 。 

new theories on light and magnetism 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 光 と 磁気 の 理論 を 記す 。 

the reVelation of the great ROsicruciant SeCret, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 大 いな る 薔薇 十字 団 の 秘密 を 明か す 。 

the explanation of mysterious alphabets, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 神 秘 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト を 説明 する 。 
the science ofthe word and its magical WOrKs, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 言 葉 の 知 と 、 言 葉 の 魔術 的 な 作用 を 記す 。 

in fime, the summary of the science itself, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 知 の 要約 を 記す 。 

imcluding an appreclation of what has Deen accomplhshed Dy 
contemporaneous ImySt1CS. 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、19 世紀 の 神秘 主義 者 の 活動 を 批評 する 。 

This Dook is the complement 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 は 、「 魔 術 の 歴史 」 を 完成 する 。 

and the crown of the work, 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 は 、「 魔 術 の 歴史 」 の 極致 で ある 。 

as the septenary 1s the crown of numDers, 

7 つ 1 組 、 数 7 が 数 の 極致 で ある 様 に 。 

unitimg the triangle of idea to the square of form. 

数 7 は 概念 の 三角 形 と 形 の 正方 形 を 結び つけ る 。 

Its correspondimg letter is Zaim, 

数 7 に 対応 する 文字 は ザイ ン で ある 。 

and the Kabalistic hieroglyphic is a Victor mounted on a chariot, drawn 
by two spDhimXeS. 

カバ ラ の 象徴 の タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 に は 2 頭 の スフィンクス が 引く 戦車 の 上 に 
乗っ た 勝利 者 が 描か れ て いる 。 


Far from us De the ridiculous Varuty of Dosimg as a KaDalistic Victor: 
カバ ラ の 勝利 者 を 気 取 る 、 お か し な 、 う ぬ ぼ れ は エリ ファ ス レヴ ィ に は 無い 。 

lt is the science alone which should triumph: 

知 だ けが 勝利 する べき で ある 。 

and that which we expose Defore the intellhigent world, mounted on the 
cubic chariot and drawn Dy sphinxes, is the Word of Light, 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知 的 な 世界 の 人 に 見 せ た い の は 、2 頭 の スフィンクス が 引く 、 立 
方 体 の 戦車 に 乗っ た 、 光 の 神 の 言葉 イエ ス で ある 。 

the Divine Fulfiller of the Mosaic KaDalah, 

イエ ス は 、 モ ー セ の カバ ラ の 神 の 成 惹 者 、 実 現 者 で ある 。 

the human Sun of the Gospel, 

イエ ス は 、 福 音 の 、 人 の 太陽 で ある 。 

that man-God who has come once as Saviour and will mamifest soon as 
Messiah, 

イエ ス は 、 救 い 主として 、 か つて 来 ら れ 、 す ぐに 、 い つか 、 あ ら わ れる 、 人 に 成っ た 神 で 
ある 。 

that is, as definitiVe and aDsolute king of temporal institutionSs. 
救い 主 イ エス は 、 創 世 の 、 最 終 的 な 、 絶 対 の 王 で ある 。 

It is this thought which animates our courage and susta1ns Our hODe. 
イエ ス に つい て の 思想 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 大 胆 さ を 鼓舞 し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 希 
望 を 支え る 。 

But noW 

7 だ > 

lt remains to suDmt all our concepttons, all our discoveries and all our 
labours to the infalhble judgment of the hierarchy. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 全て の 考え 、 発 見 、 作 業 を 位階 制 に よる 誤り が 無い 絶対 の 判断 、 
カト リッ ク の 判断 に 和 要 ね る に 留め る 。 

To the authorised men of science De that which Delongs to scienCe, 

知 の 物 は 神 が 知 を 委ね た 者 に 。( マ タイ に よる 福音 22 章 21 節 『 カ エサ ル の 物 は カ 
エサ ル に 、 神 の 物 は 神 に 。」。) 

but the thimgs which connect wrth religion are set apart to the Church 
alone 

宗教 の 物 は 教会 だ け に 。( マ タイ に よる 福音 22 章 21 節 「 カ エサ ル の 物 は カエ サル 
に 、 神 の 物 は 神 に 。」。) 

and to that one hierarchic Church, 

宗教 の 物 は 位 随 制 の 教会 だ け に 。( マ タイ に よる 福音 22 章 21 節 「『 カ エサ ル の 物 は 
カエ サル に 、 神 の 物 は 神 に 。」。) 

the preserVer Of uty, 

位階 制 の 教会 は 、 単 一 性 を 保護 する も の で ある 。 

which has Deen cathoHhc, apostolc and Roman from the days of Christ 
Jesus to Our 0WT. 

位 了 制 の 教会 は 、 イ エス キリ スト の 時 代 か ら 現代 まで の 、 カ トリ ッ ク 、 使 徒 ペ トロ の 教 
会 、 法 王 の 教会 、 ロ ー マ の 教会 で ある 。 


To scholars Our discoVer1eS, 

発見 は 学者 に 。( マ タイ に よる 福音 22 章 21 節 「『 カ エサ ル の 物 は カエ サル に 、 神 の 物 
は 神 に 。」。) 

to Dishops our aspirations and Deliefs. 

願望 と 信心 は 司教 に 。( マ タイ に よる 福音 22 草 21 節 『 カ エサ ル の 物 は カエ サル に 、 
神 の 物 は 神 に 。」。) 

Woe to the child who believes himself wiser than his Darents, 
父 と 母 よ り 賢い と 誤解 し て いる 幼子 に は 災い が 有る ! 

to the manl who acknowledges no masters, 

祖師 に 感謝 し な い 大 人 に は 災い が 有る ! 

to that dreamer who thinks and prays Dy humself. 
孤立 し て 思考 し 祈る 夢見 る 人 に は 災い が 有る ! 

Life is an um1versal Comrmurnon 

命 は 普遍 の 交流 で ある 。 

and in such commmumion do We fimd immortality, 

命 の 普遍 の 交流 の 中 に 永遠 は 存在 する 。 

He who isolates himself is giVen over to death thereby 

自ら 孤立 し た 人 は 孤立 に よっ て 死に 身 を 任せ る 事 に 成る 。 

and an eternity of isolation would De eternal death. 

永遠 の 孤立 は 永遠 の 死 で あろ う 。 

ELIPHAS LEVI. 

エリ ファ ス レヴ ィ 


BOOK I 


魔術 の 歴史 第 1 巻 

THE DERIVATIONS OF MAGIC 
魔術 の 起源 

N 一 ALEPH 

アレ フ 


CHAPTER 1 

魔術 の 歴史 第 1 巻 1 章 

FABULOUS SOURCES 

伝説 に お ける 魔術 の 起源 

The apochryphal( っ apocryphal) Book of Enoch says that 
下記 の 様 に 、 外 典 の 「 エ ノ ク 書 」 に は 記さ れ て いる 。 


there were angels who consented to fall from heaven that they might 
have intercourse wrth the daughters of earth. 
「 地 の 女性 達 と 交わ る た め に 堕天 に 同意 し た 天使 達 が いた 。」。 


For 

な ぜ な ら 、 

in those days the sons of men havmg multplied, there were Dorn to 
them daughters of great Deauty. 

当時 、 人 の 子 挫 は 増え 、 大 い に 美 し い 女 性 達 が 生ま れ た 。( 創 世 記 6 章 1 節 か ら 2 
節 『 人 が 地上 に 増え 、 女 性 達 が 生ま れ た 。 神 の 子 達 、 天 使 達 は 人 の 女性 達 が 美しい 
の を 見 た 。』。) 

And when the angels, or sons of heaVen, Deheld them, they were filled 
wrth desire: 

天使 達 、 神 の 子 達 は 、 地 の 女性 達 を 見 て 、 肉 欲 に 満ち あめ ふれ て し まっ た 。( 創 世 記 6 
章 2 節 『 神 の 子 達 、 天 使 達 は 人 の 女性 達 が 美しい の を 見 た 。』。) 

wherefore they said to one another: 'Come, let us choose wives from 
among the race ofman, and let us Deget children. 

天使 騰 は 『 さ あ 、 人 の 子 か ら 妻 を 選ん で 、 子 を 作ろ う 。』 と 話し 合っ た 。( 創 世 記 6 
章 2 節 『 神 の 子 達 、 天 使 達 は 選ん だ 人 の 女性 達 を 妻 に し た 。』。) 

Their leader Samyasa, answered thereupon and said: Perchance you 
wll be wantimg in the courage needed to fulfil this resolutoru and then 
1 alone shall De answeraDle for your fall. 

天使 達 の 指導 者 シェ ム ハ ザ は 『 越 らく 、 あ な た 達 は 堕天 の 決意 の 実行 に 必要 な 勇 
気 に 欠 け て いる で あろ う 。 そ の た め 、 私 だ けが 、 あ な た 達 の 堕天 の 責任 を と る 事 に 成 
る で あろ う 。』 と 天使 達 に 答え て 話し た 。 

But they swore that they would in no wlse repent and that they would 
achieve ther whole design. 

そこ で 、 天 使 達 は 『 私 達 は 、 後 悔し な いで 、 地 の 女性 達 を 手 に 入れ る 計画 を 完全 に 
成し遂げ る 。』 と 敬 っ た 。 

Now there were 200 who descended on Mount Armon, 

ヘル モン 山 に 堕天 し た 堕天 使 達 は 200 人 で あっ た 。 

andit was from this tme that the mountain received its designatiol, 
堕天 使 達 が 堕天 し た 時 か ら 、 堕 天使 達 が 堕天 し た 山 は ヘル モン 山 と 呼ば れ て いる 。 


which sigmifies Mount of the Oath. 
『 ヘ ル モ ン 山 』 は 『 故 い の 山 』 を 意味 する 。 


」 


Herein-after follow the names of those angelic leaders who descended 
wrth this oDject: 

続け て 、 エ ノ ク 書 に は ヘル モン 山 に 堕天 し た 堕 天使 達 の 指導 者 達 の 名 前 が 記さ れ 
て いる 。 


Samyasa, Chief among all, Urakabarameel, AziDeel, Tamiel, Ramuel, 
Danel, Azkeel, Sarakuyal, Asael, Armers, Batraal, Anane, ZaVeDe, 
SaTmsaVveel, Ertrael, Turel, Tomael, Arazial. 

全て の 堕天 使 達 の 指導 者 シェ ム ハ ザ 、 
Urakabarameel、AziDeel、Tamiel、Ramuel、Danel、Azkeel、Sarakuyal、 ア ザ 
エル 、 
Armers、Batraal、Anane、ZaVveDe、Samsaveel、Ertrael、Turel、]ornlael、Araz 
1a1。 

They took wives, wth whomm they had intercourse, 

堕天 使 達 は 地 の 女 性 達 を 妻 に し て 交わ っ た 。 

to whom also they taught Magic, the art of enchantment and the dhVerse 
Droperties of roots amd trees. 

そし て 、 堕 天使 達 は 魔術 、 誘 惑 の わざ 、 根 と 木 の 様々 な 特性 を 地 の 女 性 達 に 教え た 。 
Amazarac gaVve Instruction In all secrets of sorcerers: 

Amazarac は 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 全て の 秘密 を 教え た 。 

Barkaial was the master of those who study the stars: 

Barkaial は 星々 を 観察 する 人 の 教師 で あっ た 。 

Akibeel manifested signs: 

Akibeel は 象徴 を 明か し た 。 

and Azaradel taught the motions of the moon. 

Azaradel は 月 の 運動 を 教え た 。 


」 
This legend ofthe KaDalistic Book of Enoch is a Variant accoumt of the 


same Drofanation of Mysteries which we meet with under another form 
of symbolism in the history of the sim of Adam. 


カバ ラ の 書 「 エ ノ ク 書 」 の 伝説 と 、 創 世 記 の アダ ム の 罪 の 歴史 は 、 大 衆 へ の 神秘 の 

情報 流出 を 象徴 的 に 話し て いる 。 

Those angels, the sons of God, of whom Enoch speaks, were initiates of 

MagiC, 

エノク 書 の 「 堕 天使 達 」、「 神 の 子 達 」 は 魔術 の 秘伝 伝授 者 達 で ある 。 

andit was this that they commurucated to profane men, using 

imcautious Women as their instrurmentSs. 

魔術 は 、 エ ノ ク 書 の 秘伝 伝授 者 達 か ら 、 不 用 心 な 女性 達 を 通じ て 、 俗 人 に 情報 流出 

じ て し まっ た 。 

They split upon the rock of sense-attraction, 

エノク 書 の 秘伝 伝授 者 達 は 、 肉 体 的 な 物質 的 な 感覚 に ひか れ て 、 魔 術 を 女性 達 ( 

教え て し まっ た 。 

becoming enamoured of the female seX, 

エノク 書 の 秘伝 伝授 者 達 は 、 女 性 に 夢中 に 成っ て し まっ た 。 

and the secrets of royalty and priesthood were extracted from them 

unaWaTeS. 

エノク 書 の 秘伝 伝授 者 達 か ら 、 意 に 反し て 、 王 者 と 祭司 の 秘密 は 情報 流出 し て し 

まだ 。 

PrirmitVe civilisation collapsed as a ConsedUenCe, 

魔術 の 情報 流出 の 結果 と し て 、 最 初 の 文明 は 崩壊 し た 。 

and the giants, who typified Drute force and unDridled appetite, 

巨人 は 肉欲 的 な 力 、 た が が 外れ た 肉欲 の 象徴 で ある 。 

fought together for the world!, 

巨人 ども は 世界 を 求め て 争い 合っ た 。 

which escaped only Dy immersion in the waters of the deluge, 

大 洪水 の 中 に 水没 する 事 だ けが 世界 が 助かる 道 で あっ た 。 

wherein all traces of the past were effaced!. 

大 洪水 の 中 に 、 過 去 の 全て の 形跡 は 消え 去っ た 。 

This deluge symDolised that universal confusion into which humaruty 1S 

brought ofnecess1ty when it ignores and does outrage to the harmoruies 

of Nature. 

大 洪水 は 、 人 が 自然 の 調和 を 無視 し て 踏み に じ る と 必然 的 に 人 に も た ら さ れる 普遍 
の 混乱 の 象徴 で ある 。 

There is kinship betweenr the fall of Samyasa and that of Adam 

シェ ム ハ ザ の 堕天 と アダ ム の 堕落 に は 類似 が 存在 する 。 

the lure of sense seduced Doth: 

肉体 的 な 物質 的 な 誘惑 が シェ ム ハ ザ と アダ ム を 誘惑 し た 。 

both profaned the Tree of Knowledge: 

シェ ム ハ ザ と アダ ム は 善悪 の 知 の 木 を 汚し た 。 

and both were driven far away from the Tree of Life. 

神 は シェ ム ハ ザ と アダ ム を 命 の 木 か ら 遠ざけ た 。 


It is needless here to discuss the views, or rather the simpHoity, of those 
who take everything Hiterally and Delieve that knowledge and Iife were 
Once marifested under the form of trees: 

全て を 文字 通り に 解釈 し て 、 知 と 命 が 木 の 形 で 太古 に 存在 し て いた と 信じ 込ん で い 
る 大 衆 の 見 和解 、 と 言う より は 、 大 衆 の 愚 鈍 さ に つい て 論じ る の は 不要 で あろ う 。 

let us corfess rather and only to the deep mearung of sacred symDols. 
文字 通り に で は な く 、 神 の 象徴 に は 深い 意味 だ けが 存在 する の を 認め よう 。 

The Tree of Knowledge does actually inflict death when its fruit is 
eaten: 

立 悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ る と 、 和 善悪 の 知 の 木 は 死 を も た ら す 。 

that fruit is the adormment of this worldi: 

善悪 の 知 の 木 の 果 実は 、 こ の 世 の 飾 り で ある 。 

those golden apples are the gljitter of earth. 

立 悪 の 知 の 木 の 果 実 、 黄 金 の りん ご は 、 地 の 輝き 、 地 の 光 で ある 。 

In the Arsenal LiDrary there 1s a Very Curlous manuscr1pt enttled The 
Book of the Penitence of Adam, 

フラ ンス の パリ の アル スナ ル 図 書館 に は 「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 
改め )」 と いう 非常 に 興味 深い 手書き の 本 が 存在 する 。 

and herein KaDalistic tradition is presented under the guise oflegend to 
the follownng effect: 

下記 の 様 に 、「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改め )」 に は カバ ラ の 口伝 が 
キリ スト 教 の 伝説 を 装っ て 記さ れ て いる 。 


Adam had two sons- 

アダ ム に は カイ ン と アベ ル と いう 2 人 の 息子 が いた 。 

Caim, who signifies Drute force, 

カイ ン は 肉欲 の 力 の 象徴 で ある 。( 巨 人 が 肉欲 の 力 の 象徴 で ある 様 に 。) 
and Abel, the type of intelhgence and mildness. 

アベ ル は 知 と 思い や り の 象徴 で ある 。 

Agreement was ImDpossiDle between them: 

ー 致 団結 は 、 カ イン と アベ ル に は 不可 能 で あっ た 。 

they perished at each other's hands: 

カイ ン と アベ ル は 相互 に 無効 化し 合っ た 。 

and their inheritance passed to a third son, named Seth. 
カイ ン と アベ ル が 相続 し た も の は アダ ム の 第 3 の 息子 セト へ 移っ た 。 


」 


Here is the conflict of two opposing forces diverted to the adVantage of 
a synthetic and united force. 
カイ ン 、 ア ベル 、 セ ト の 例え 話 は 、 正 反対 の 2 つの 力 の 葛藤 が 、 総 合 の 一 致 の 力 へ 
役立つ 様 に 変わ る 事 を 意味 する 。 


"Now Seth, who Was just。 was Derrmitted to approach as far as the 
entrance of the Earthly Paradise, without Deing threatened Dy the Kerub 
and his flamimg sword." 

「 セ ト は 、 正 し い 人 で あっ た の で 、 入 天 使 ケ ルプ と 火 の 剣 に 脅かさ れず に 、 地 上 の 楽 
園 の 入り 口 ま で 近づく 事 を 許さ れ た 。」。( 地 上 飼 楽 園 。 火 の 剣 は 七 つ の 大 罪 へ の 勝 
利 の 象徴 で ある 。) 


In other words, Seth represented DrumeVval initiation. 
要する に 、 セ ト は 古代 の 秘伝 伝授 の 象徴 で ある 。 


"It came to Dass in this manner that Seth Deheld the Tree of Kmowledge 
and the Tree of Life, incorporated together after such a manner that 
they formed Dut a single tree" 一 

「 セ ト は 、 善 悪 の 知 の 木 と 、 命 の 木 が 、 唯 一 の 木 の 形 で 一 体 化し て いる の を 見 た 。」。 


slgmifying the harmony of science and relgion in the transcendental 
KaDalah. 

善悪 の 知 の 木 と 命 の 木 の 一 体 化 は 、 超 越 的 な カバ ラ に よる 知 と 宗教 の 一 致 を 意味 
する 。 


"And the ngel gave him three seeds contairimg the vital power of the 
Sa1d tree." 

「 天 使 は 、 善 悪 の 知 の 木 と 一 体 化 し た 命 の 木 の 、 命 の 力 が 込め られ て いる 、3 つの 
種 を セト に 与え た 。」。 


The reference is here to the Kabalistic triad. 
3 つの 種 は 、 カ バラ の 3 つ 1 組 を 意味 する 。 


When Adam died, Seth, in oDedience to the directions of the angel, 
placed the three seeds in the mouth of his father as a token of eternal 
life. 

アダ ム が 死ん だ 時 、 セ ト は 、 天 使 の 指示 に 従っ て 、 永 遠 の 命 の 象徴 と し て 、3 つの 種 
を 父 ア ダム の 口 の 中 に 入れ た 。 

The saphmgs which sprang up from these, Decame the Burring Bush, 

3 つの 種 か ら 若 木 が 芽吹き 、 出 エジプト 記 3 章 の 燃え る 柴 に 成っ た 。 

im the midst of which God commuricated to Moses his Eternal Name 一 
TK ]WNK TK- 

出 エジプト 記 3 章 14 節 で 、 燃 える 柴 の 中 か ら 、 神 は nnN ]WN nyTK、AHIH AShR 
AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル エ ヘ イ エ と いう 神 の 名 前 を モー セ に 教え た 。 

slgmifyimg He Who is and is to come. 

nnN 1DN nmN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル エ ヘ イ エ は 『 私 は 存在 する 。 
だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。』、『 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で 
ある 。』 を 意味 する 。( ヘ ブライ 語 で nnN、AHIH、 エ ヘイ エ は 『 存 在 す る 』 と いう 意味 
の 1 人 称 の 動詞 で ある 。) 

Moses plucked a triple branch ofthe sacred bush and used it as his 
miraculous Wand. 

モー セ は 、 出 エジプト 記 3 章 の 燃え る 柴 か ら 、3 つ 1 組 の 枝 を 選ん で 抜き 出し て 取り 、 
奇跡 の 杖 、 モ ー セ と アー ロン の 杖 と し て 用 いた 。 

Although separated from its root, the Dranch contimued to 1iVe and 
blossom, 

モー セ と アー ロン の 杖 は 、 燃 える 柴 の 根 か ら 切 り 離 され て いた が 、 命 を 保ち 続け て 開 
花 し 続け た 。 

and it Was suDseduently preserved in the ArKk. 

アー ロン の 杖 は 契約 の 箱 の 中 に 保存 され た 。 

King David planted the Dranch on Mount Zion, 

ダヴ ィ デ 王 は アー ロン の 杖 を シオ ン の 山 に 植え た 。 

and Solomon took wood from each section of the triple trunk to make 
the two pillars, jachin and BoaZ, 

ソロ モン は 、 ア ー ロ ン の 杖 の 3 つ 1 組 の 幹 の 各部 か ら 木 材 を 取っ て 、 ボ アズ と ヤキ ン 
と いう 2 つの 柱 を 作っ た 。 

which were placed at the entrance of the Temple. 

ソロ モン は 、 ボ アズ と ヤキ ン を エル サレ ム 神 殿 の 入り 口 に 置い た 。 

They were coVered with Dronze, 

ソロ モン は 、 ボ アズ と ヤキ ン を 青銅 で 響 っ た 。 

and the third secton was inserted at the threshold of the chief gate. 

ソロ モン は 、 ボ アズ と ヤキ ン の 第 3 の 部 分 を エル サレ ム 神 殿 の 入り 口 に 組み 込ん だ 。 
It was a talisman which hindered thimgs unclean from entering within. 
ボア ズ と ヤキ ン は 、 汚 れ た も の が エル サレ ム 神 殿 の 中 に 入る の を 防ぐ タリス マン で 
あっ た 。 


But certain nefarious LeVites removed during the night this oDstacle to 
their unholy freedom and cast it 1oaded with stones, at the Dottom of 
the Temple reservoir 

し か し 、 何 人 か の レヴ ィ 族 の 邪悪 な 人 間 が 、 邪 悪 な 自由 に 対し て の 障壁 と 成る ボア 
ズ と ヤキ ン を 、 夜 中 に 、 引 き 抜き 、 石 の 重荷 を 乗せ て 、 ヨ ハネ に よる 福音 5 草 の ベ ト サ 
ダ の 池 の 底 に 投げ 捨て た 。 

From this tme forward an angel of God troubled the waters of the pool, 
1mpartimg to them a miraculous Value, 

ボア ズ と ヤキ ン が 投げ 捨て られ た 時 か ら 、 神 の 使者 、 天 使 が 、 ヨ ハネ に よる 福音 5 章 
の ベト サダ の 池 の 水 を 混ぜ て 、 病 気 を 治す と いう 奇跡 の 性 質 を ベト サダ の 池 の 水 に 
与え た 。( ヨ ハネ に よる 福音 5 章 4 節 『 天 使 が ベト サダ の 池 の 水 を 混ぜ る 事 が 有 っ た 。 
天使 が ベト サダ の 池 の 水 を 混ぜ た 後に 最初 に ベト サダ の 池 に 入っ た 人 の 病気 は 
治っ た 。』。) 

so that men might De distracted from seeking the tree of Solomon in its 
depths. 

天使 は 、 ヨ ハネ に よる 福音 5 章 の ベト サダ の 池 の 水 を 混ぜ て 病気 を 治す 性 質 を 与え 
る 事 に よっ て 、 ベ ト サ ダ の 池 の 深 み に 存在 する ソロ モン の 木 ボ アズ と ヤキ ン の 探求 か 
ら 人 の 注意 を そら し た 。 

In the days of esus Christ the pool was cleansed and the jews, finding 
the Deam of wood!, 

イエ ス キリ スト の 時 代 に 、 ヘ へ ブ ライ 人 は 、 ヨ ハネ に よる 福音 5 章 の ベト サダ の 池 を 洗 
浄 し て 、 木 の 柱 ボ アズ と ヤキ ン を 発見 し た 。 

which in ther eyes seemed useless, carried the ]atter outside the town 
and threw it across the Drook Cedron. 

へ ブラ イ 人 の 目 に は ボア ズ と ヤキ ン が 無 価値 に 見 えた の で 、 へ ブラ イ 人 は 、 ボ アズ と 
ヤキ ン を 、 都 市 エル サレ ム の 外 に 運ん で 、 ヨ ハネ に よる 福音 18 章 の ケ デ ロン の 谷 に 
橋 と し て 架かる 様 に 投げ 捨て た 。 

It was OoVer this Dridge that our Saviour Dassed after his arrest at might 
in the Garden of OHVes. 

救い 主 イ エス は 、 ヨ ハネ に よる 福音 18 章 で 夜中 に オリ ー ブ 山 の ゲッ セ マ ネ の 園 で と 
ら わ れ た 後に 、 ヨ ハネ に よる 福音 18 章 の ケ デ ロン の 谷 の 橋 ボ アズ と ヤキ ン を 渡っ た 。 
His executioners Cast him from it into the water: 

イエ ス の 死刑 執行 人 ども は 、 ヨ ハネ に よる 福音 18 章 の ケ デ ロン の 谷 の 橋 ボ アズ と ヤ 
キン か ら 、 イ エス を 水 の 中 に 投げ 込ん だ 。 

and then in their haste to prepare the instrument-in-chief of His 
DaSS10TL 

イエ ス の 死刑 執行 人 ども は 、 急 いで 、 イ エス の 受難 の 、 重 要 な 手段 で ある 十字 架 を 
用 意 し た 。 

they took the Deam wrth them, 

イエ ス の 死刑 執行 人 ども は 、 ボ アズ と ヤキ ン か ら 十 字 架 の 木材 を 取っ た 。 

which was made of three kinds of wood!, 

イエ ス の 十字 貯 は 3 種類 の 木 で 作ら れ た 。 

and formed the cross therewith. 


イエ ス の 死刑 執行 人 ども は 、 ボ アズ と ヤキ ン で 、 十 字 貯 を 形成 し た 。 


」 


This allegory emDbodies all the great traditons of the Kabalah and the 
secret Christian doctrime of St. john, which is now utterly unknown. 
「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改め )」 の 例え 話 は 、 カ バラ の 大 いな る ロ 
伝 と 、 現 在 で は 全く 知ら れ て いな い 使 徒 ヨ ハネ の 秘密 の キリ スト の 教え を 、 具 体 的 に 
例示 し て いる 。 

It follows that 

「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改め )」 の 例え 話 に よる と 、 

Seth, Moses, David, Solomon and Christ oDtained from the same 
Kabalistic Tree their royal sceptres and Dontifical croOKS. 

セト 、 モ ー セ 、 ダ ヴィ デ 、 ソ ロモ ン 、 イ エス キリ スト は 、 同 じ カ バラ の 木 か ら 、 王 移 と 大 祭 
司 の 杖 を 獲得 し た 。 

We canl understand in this manner why the Christ was adored in His 
manger Dy the Magi. 

「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改め )」 の 例え 話 に よっ て 、 マ タイ に よる 福 
音 2 章 で 、 な ぜ 3 人 の マギ が 飼 葉 桶 と いう 卑しい 所 に いる イエ ス キリ スト を 敵 礼 し 
た の か 理解 で きる 。 

Let us recur however to the Book of Enoch, 

エノク 書 に 戻 ろ う 。 

as greater authority attaches to it than can De attriDuted to an unkmown 
manuscr1pt: 

な ぜ な ら 、 不 明 の 手書き の 文書 で ある 「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改 
め )」 よ り 、 エ ノ ク 書 は 典拠 が 多い 。 

the former is cited in the New Testament Dy the Apostle St. jude. 
ユダ の 手紙 1 章 14 節 か ら 15 節 で エノク 書 60 章 8 節 と 1 章 9 節 を 引用 し て いる 。 
Traditionl refers the inVention of letters to Enoch, 
口伝 で は エノク が 文字 を 発明 し た 。 

and 

その た め 、 

it is to him that we must therefore trace Dack the teachimgs embodied im 
the Sepher Yetzirah, 

「 形 成 の 書 」 に 含ま れ て いる 教え の 起源 は エノク まで 遡る に 違い 無い 。 

which is the elementary work of the Kabalah, 

「 形 成 の 書 」 は カバ ラ の 基礎 の 作品 で ある 。 

1ts compiler 一 - according to the RaDDins 一 beimg the patriarch 
ADbraham, 

ラビ に よる と 、「 形 成 の 書 」 の 編集 者 は 21 祖 ア ブラ ハム で ある 。( ラ ビ は へ ブラ イ 語 で 
師 を 意味 する 。) 

as the heir of the secrets of Enoch 


21 祖 ア ブラ ハム は 、7 祖 エ ノ ク の 秘密 の 継承 者 で ある 。 

and as the father ofimnitiation in ISrael. 

21 祖 ア ブラ ハム は 、 イ スラ エル で の 秘伝 伝授 の 父 で ある 。 

Enoch would seem in this manner to De identical with the Egyptian 
Hermes Trismeg1SstUuS, 

エノク が 古代 エジプト の ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス で ある 、 と 思わ れる 。 

while the famous Book of Thoth, written throughout in hieroglyphics 
and in numDers, 

有名 な トー ト の 書 タ ロッ ト は 象徴 と 数 に よっ て 描か れ て いる 。 

Would De that occult BiDle, anterior to the Dook of Moses and full of 
ImySter1eS, 

エノク の タロ ッ ト は 、 モ ー セ の 回 書 と 全て の 神秘 より 前 か ら 存 在 す る 、 隠 され た 聖書 
で ある 。 

to which the initiated William Postel alludes so freguently throughout 
his works, under the ttle of the Genesis of Enoch. 

秘伝 伝授 者 ギヨーム ポス テル は 、 著 書 で 頻 繁 に 、 エ ノ ク の 創世 記 と いう 名 前 で 、 タ 
ロッ ト に つい て 話し て いる 。 

The BiDle says that Enoch did not die, Dut that God translated him from 
one jife to another 

創世 記 5 章 24 節 と エノク 書 で 、 エ ノ ク は 他 の 人 の 様 に 死な な いで 神 が エ ノ ク を 天 へ 
連れ て 行っ た 、 と 記さ れ て いる 。 

He is to return and confound Anti-Christ at the end of time, 

時 の 終わ り に 、 エ ノ ク は 、 地 上 に 戻り 反 キ リス ト を 破る 。 

when he will be one of the 1ast martyrs, or witmesses of truth, 
mentioned in the Apocalypse of St. 」ohn. 

時 の 終わ り に 、 エ ノ ク は 、 ヨ ハネ の 問 示 録 11 章 の 2 人 の 真理 の 証人 の 1 人 、2 人 の 
最後 の 疾 教 者 の 1 人 に 成る で あろ う 。 

That which is said of Enoch in this respect has Deen said also of all the 
great initiators recorded in KaDalism. 

エノク の 考え が 死な な いと いっ た 意味 で 聖書 が エノク に つい て 話し て いる 事 は 、 カ バ 
ラ が 全て の 大 いな る 祖 達 に つい て 口伝 で 話し て いる 事 で も ある 。( マ タイ に よる 福音 
22 章 32 節 「 私 、 神 は アブ ラ ハ ム 、 イ サク 、 ヤ コブ の 神 で ある 。 神 は 、 死 ん だ 人 の 神 で 
は な く 、 生 き て いる 者 の 神 で ある 。」。21 祖 ア ブラ ハム 、22 祖 イ サク 、23 祖 ヤ コブ は へ 
ブラ イ 人 の 祖 で ある 。) 

St. john himself, according to the prirmtive Christians, was saved from 
death, 

ヨハ ネ に よる 福音 21 章 23 人 節 で ヨハ ネ は 死な な いと いう うわ さ が 初 期 の キリ スト 教 
徒 達 に 広まっ た 。 

and it was long thought that he could De seen Dreathing in his tomDb. 
墓 の 中 で 使徒 ヨハ ネ が 息 を し て いる の が 見 られ る と 長い 間 、 信 じ ら れ て いた 。 

The explanation is that the abDsolute sciemce of life preserves agalnst 
death, 


エノク 、 ヨ ハネ 達 に つい て の 話 は 、 命 に つい て の 完全 な 知 は 魂 な ど を 死 か ら 守 っ て く 
れる 、 と いう 事 を 説明 し て いる 。 

as the instinct of the people has always led themm to divine. 

直感 が 常に 大 衆 を 推測 へ 導く 様 に 。 宗 教 を 人 信じ る べき で ある と いっ た 、 推 測 へ 直感 
が 常に 大 衆 を 導く 様 に 。 

HoweVver this may De, the extant memorials of Enoch are contaimned im 
two DooKS, 

タロ ッ ト と エノク 書 は 現存 し て いる エノク の 記録 で ある 。 

one of which is hieroglyphic 

タロ ッ ト に は 象徴 が 描か れ て いる 。 

andthe other ofthe nature of allegory. 

エノク 書 に は 例え 話 が 記さ れ て いる 。 

The first comprises the hieratic keys of initiatiol, 

タロ ッ ト は 秘伝 伝授 の 祭司 だ け の 鍵 で ある 。 

while the second is the history of a great profanation 

エノク 書 は 魔術 の 情報 流出 の 歴史 で ある 。 

which caused the destruction of the world and the reign of chaos after 
that of the giants. 

巨人 ども が 支配 的 に 成っ た 事 の 原因 、 古 代 の 世界 の 崩壊 の 原因 、 混 乱 が 支配 的 に 
成っ た 事 の 原因 は 、 魔 術 の 情報 流出 で ある 。 

St. Methodius, a Dishop in the earIy days of Christaruty, 

オリ ュ ン ポス の メト ディ オス また は パタ ラ の メト ディ オス は 、 キ リス ト 教 の 初期 の 時 代 
の 司教 で ある 。 

whose writmgs are found in the collection of the Fathers of the Church, 
教会 の 教父 が 集め た 文書 の 中 に 、 メ トディ オス の 文書 が 存在 する 。 

has left a prophetic Apocalypse 

メト ディ オス は 「 メ トディ オス の 予言 書 」 と いう 予言 の 黙示 録 を 書き 残し た 。 

which unfolds the world's history In a series Of Vis1OnS. 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 は 、 一 連 の 幻視 と 予見 に よっ て 、 世 界 の 歴史 を 明らか に し て 
いる 。 

It is not imcluded among the sannt's acknowledged writings, Dut it Was 
DreserVvedl Dy the Gnostics 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 は 、 偽 書 で ある と し て メト ディ オス の 文書 と は 認め られ て い 
な い が 、 グ ノー シス 主義 者 は 「 メ トディ オス の 予言 書 」 を 保存 し た 。 

and has Deen printed in the LiDer MiraDihs( = Book, Marvelous) under 
the assumed name of BermechoDus, 

編者 不明 の フラ ンス の 予言 集 「 ミ ラビ リス リ ベ ル ( 和 父 異 の 書 )」 の 中 で 「 パ タラ の 司教 
べ ベ メ コブ ス の 書 」 と いう 「 ベ メ コ ブ ス 」 と いう 名 前 で 「 メ トディ オス の 予言 書 」 は 印刷 さ 
れ た 事 が 有る 。 

which iliterate compositors have suDstituted in place of Bea-Methodius, 
an abDbreviation of Beatus Methodius. 


活版 印刷 で 手書き の 文 を 活字 の 組み 合わ せ に 変換 する 人 が 無 学 だ っ た の で 、「 福 
者 メト ディ オス 」 を 意味 する 「 ベ アト ゥ ス メト ディ オス 」 を 省略 し た 「 ベ ア メト ディ オス 」 
を 「 ベ メ コ ブ ス 」 に 誤 変換 し て し まっ た 。 

This Dook corresponds in several resDects with the allegorical treatse 
entitled The Pemitence of Adam. 

いく つか の 点 で 「 メ トディ オス の 予言 書 」 は 「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔 
い 改め )」 の 例え 話 と 符合 する 。 

It tells how Seth migrated eastward with his family and so reached a 
mountaim in the vicinity of the Earthly Paradise. 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 ど の よう に し て セト が 家族 と 共に 東 へ 移動 し て 地上 の 
楽園 に 近い 山 に 至っ た か 記さ れ て いる 。( 地 上 る 楽園 ) 

This was the coumtry of imitiates, 

セト の 地 は 秘伝 伝授 者 の 故郷 と 成っ た 。 

whilst the posterity of Cain invented a spurious or deDased Magic in 
India, 

イン ド で カイ ン の 子 擦 は 偽 の 魔術 、 地 に 堕ち た 魔術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 を 発明 し た 。 
the land of fratricide, 

イン ド は 第 殺 し カイ ン の 地 と 成っ た 。 

andput witchcraft into the hands of the reckless. 

イン ド の カイ ン の 子 は 悪人 の 霊 の 魔術 を 無 思慮 な 人 に 手 に 入れ させ た 。 

St. Methodius predicts in a later place the struggles amd SuCCess1Ve 
predomimance of the Ishmaelites, 

メト ディ オス は 、 イ シュ マエ ル の 子 擦 で ある アラ ブ 人 と の 戦い と 、 ア ラブ 人 の 優勢 を 予 
言 し て いる 。 

being the name giVen in his apocalypse to those who conquered the 
Romans: 

甘 示 録 「 メ トディ オス の 予言 書 」 で メト ディ オス は アラ ブ 人 を ロー マ 人 を 圧倒 し た 人 と 
呼ん で いる 。 

of the Franks, who overcame the Ishmaelites: 

メト ディ オス は アラ ブ 人 を 圧倒 し た フラ ンク 人 の 統治 を 予言 し て いる 。 

and then of a great race from the North 

次 に 、 メ トディ オス は 北 か ら の 大 民族 が 支配 的 に 成る 事 を 予言 し て いる 。 

whose inVasion will precede the personal reign of Anti-Christ. 

次 に 、 メ トディ オス は 個人 的 な 反 キ リス ト が 支配 的 に 成る 事 を 予言 し て いる 。 

An umiversal kimngdom wl De founded thereafter 

次 に 、 メ トディ オス は 世界 的 な 王国 が 建て られ る 事 を 予言 し て いる 。 

and wil fall into the hands of a French DrinCce, 

メト ディ オス は 世界 的 な 王国 が フラ ンス の 王 の 手中 に 収まる 事 を 予言 し て いる 。 
after which there wil De the reign of justice for a 1ong Deriod of Vears. 
次 に 、 長 期 の 多年 の 、 正 義 の 統治 が 存在 する 事 を 予言 し て いる 。 

We are not concerned wth prophecy In the present place, 

「 魔 術 の 歴史 」 第 1 巻 で エリ ファ ス レヴ イィ は 予言 を 扱わ な い 。 

Dut it is desiraDle to note the distmction Detween good amd evll Magic, 


メト ディ オス が 善 の 魔術 と 悪 の 魔術 を 区 別して いる 事 に 注目 し て 欲し い 。 
betweer the Sanctuary of the Sons of Seth and the profanation of 
Science Dy the descendants of Caim. 

メト ディ オス が セト の 子孫 の 聖 所 と カイ ン の 子孫 に よる 知 の 冒 流 を 区 別して いる 事 
に 注目 し て 欲し い 。 

Transcendental kmowledge, as a fact, 1S reserved for those who are 
masters of ther Dass1OnS, 

事実 、 超 越 的 な 知 は 自身 の 肉欲 を 超越 し た 人 の た め に 用 意 さ れ て いる 。 

and Virgin Nature does not deliver the keys of her nuptial chamDer to 
adulterers. 

処女 で ある 自然 は 結婚 の 寝室 の 鍵 を 姦淫 な 人 に は 渡さ な い 。 

There are twOo classes 一 freemen and slaVes: 

自由 な 人 と 、 肉 欲 の 奴隷 で ある 人 と いう 、2 種類 の 人 が 存在 する 。 

man is Dorn in the Dondage of his passions, Dut he can reach 
emanclpatton through intelhgence. 

人 は 自身 の 肉欲 に 縛ら れ て 生ま れ 落 ちる が 、 人 は 知 に よっ て 肉欲 か ら の 自由 に 到 
達 で きる 。 

Between those who are free already and those who as yet are not there 
1S n0 edUahity DossiDle. 

既に 自由 で ある 人 と 、 肉 欲 か ら 未 だ 自由 で は な い 人 の 間 に 、 平 等 は 可能 性 すら 存在 
し な い 。 

The part of reason 1S to rule 

理性 の 分 け 前 は 統治 する 事 で ある 。 

and ofinstimct to oODey. 

先天 的 な も の で ある 肉欲 の 分 け 前 は 統治 され る 事 で ある 。 

On the other hand!, 

それ に 反し て 、 

you impose on the blind the office of leading the binmdl Doth wl end 
In the aDySS. 

も し 盲人 に 盲人 を 導 か せれ ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕ち る で あろ う 。( マ タイ に よる 福 
音 15 章 14 節 「 も し 盲人 が 盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕ち る で あろ う 。」。) 
We should never forget that hbDerty does not consist in the licence of 
passion emancipated from 1aW, 

法 か ら 解 き 放 た れ た 肉欲 に よる 自由 大 放 に は 、 自 由 は 存在 し な い 事 を 忘れ て は い 
け な い 。 

which licence Would prove the most hideous of tyranrues: 

法 か ら 解 き 放 た れ た 肉欲 に よる 自由 大 放 は 、 最 も 憎む べき 横暴 で ある 、 と 分 か る で 
あろ う 。 
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自由 と は 、 自 分 の 義務 を 果たす 権利 が 存在 する 事 で ある 。 

and onIy just men can De called free. 


正しい 人 だ け を 自由 で ある 人 と 呼ぶ 事 が で きる 。 

Now, those who are in jiDeraton should goVern those who are In 
Dondage, 

自由 で ある 人 が 肉欲 の 奴隷 で ある 人 を 統治 する べき で ある 。 

and slaVes are called to De released, not from the government of the 
free Dut from the yoke of Drutal DassiOnS, 

肉欲 の 奴隷 は 、 自 由 で ある 人 の 統治 か ら で は な く 、 肉 欲 の 束縛 か ら 自 由 に 成る 事 を 
求め られ て いる 。 

as a COnSeduence Of which they cannot exist without masters. 
肉欲 の 束縛 の せい で 、 肉 欲 の 奴隷 は 主 無 し で は 存在 で き な い 。 

Confess with us now for a moment to the truth of the transcendental 
SCleTCeS. 

一 度 、 超 越 的 な 知 の 真理 を 認め な さい 。 

SuDDOSse that there does actually exist a force which can De mastered 
and by which the miracles of Nature are made suDserviert to the wl of 
man. 

従わ せら れる 、 あ る 力 が 実際 に 存在 し て 、 力 に よっ て 自然 の 公 異 的 な 成果 を 人 の 意 
思 に 従わ せら れる と 仮定 し な さい 。 

Tell us, in such case, whether the secrets of wealth and the Donds of 
Sympathy can De entrusted to Drutal greedi: 

力 が 存在 し て 、 力 に よっ て 自然 の 驚異 を 人 の 意思 に 従わ せら れる 場合 、 富 の 秘密 と 
共感 の 鎖 を 貧 欲 な 人 に 委ね られ る か どう か 言っ て みな さい 。 富 の 秘密 と 共感 の 鎖 を 
貞 欲 な 人 に は 委ね られ な い 。 

the art of fascination to 1iDertmes: 

誘惑 術 を 放 湯 者 に は 委ね られ な い 。 

the supremacy oOVer other wills to those who cannot attann the 
goverrment of their DroDer selVeS. 

他人 の 意思 を 統治 する 力 を 、 自 身 の 完 全 な 統治 に 到達 で き な い 人 に は 委ね られ な 
い 。 

It is terrifyimg to reflect upon the disorders which would follow from 
SuCh a Drotanation: 

富 の 秘密 と 共感 の 鎖 を 條 欲 な 人 に 、 誘 惑 術 を 放 湯 者 に 、 他 人 の 意思 の 統治 力 を 自 
身 を 統治 で き な い 人 に 委ね る 冒 流 が も た ら す 混乱 を 思う と 恐ろし い 。 

some cataclysm is needed to efface the crimes of earth when all are 
steeDed in slime and blood. 

全て の も の が 汚泥 と 血 に 染まっ た 時 、 地 上 の 罪 を 消し 去る に は 、 大 洪水 が 必要 で あ 
る 。 

Now It is this state of things that is indicated Dy the allegorical history 
of the fall of the angels, accordimg to The Book of Enoch: 

世界 が 大 洪水 に 水没 する 、 エ ノ ク 書 に 記さ れ て いる 天使 の 堕天 の 歴史 の 例え 話 が 
表す 混乱 と は 、 富 の 秘密 と 共感 の 鎖 を 條 欲 な 人 に 、 誘 惑 術 を 放 湯 者 に 、 他 人 の 意思 
の 統治 力 を 自身 を 統治 で き な い 人 に 委ね た 冒 済 が も た ら す 混乱 で ある 。 

it is this which was the sin of Adam, 


他人 の 意思 の 統治 力 を 自身 を 統治 で き な い 人 に 委ね る と いっ た 冒 済 は 、 療 悪 の 知 
の 木 の 果 実 を 食べ て 冒 し た アダ ム の 罪 で ある 。 

and hereof are its fatal conseduenCes. 

大 洪水 は 、 善 悪 の 知 の 木 の 果 実に よる 、 死 に 至る 結果 で ある 。 

Of such also was the Deluge and its wreckage: 

エノク 書 の 大 洪水 は 、 創 世 記 の ノア の 大 洪水 と 、 ノ ア の 大 洪水 に よる 破壊 で ある 。 

of such at a later Deriod the malediction of Canaan. 

大 洪水 は 、 創 世 記 9 章 25 節 の ノア か ら ハ ム の 子 カ ナン へ の 呪い で ある 。 

The revelation of occult secrets is typified Dy the insolence of that son 
who expoSses his father's nakedneSSs. 

創世 記 9 章 22 節 で 父 ノ ア の 裸 を 兄弟 に さら し た ハム の 無礼 は 、 隠 され た 秘密 の 大 
衆 へ の 口外 を 象徴 する 。( マ タイ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 。) 

The intoxication of Noah is a lesson for the priesthood of all ages. 
創世 記 9 章 21 節 の ノア の 本 町 は 、 全 て の 時 代 の 祭司 の た め の 教訓 で ある 。 

Woe to those who lay Dare the secret of divime generation to the irmpure 
gaZe Of the crowd. 

神聖 な 生殖 の 秘密 、 神 の 生成 の 秘密 を 大 衆 の 不純 な 物 の 見 方 に さら す 人 に は 災い 
が 有る ! 

Keep the sanctuary shut, all ye who would spare your sleeping father 
the mockery of the imnitators of Ham. 

眠っ て いる 父 を ハム の 模 條 者 に 括 い も の に され た く 無 い 人 は 皆 、 聖 所 を 閉ざし な さ 
い 。 

Such is the tradition of the children of Seth respectng the laws of the 
human hierarchy: 

秘伝 伝授 者 と 大 来 の 区 別 は 、 人 の 位階 の 法 に つい て の 、 セ ト の 子 近 の 口伝 で ある 。 
but the latter were not acknowledged by the family of Caim. 

カイ ン の 子 多 は 、 秘 伝 伝授 者 と 大 衆 の 区 別 を 認め な か っ た 。 

The Caimites of Imdia inVented a genesis to consecrate the ODpresslon of 
the strong and to Derpetuate the ignorance of the weak. 

イン ド の カイ ン の 子孫 は 、 権 力 者 の 圧 制 を 正当 化し 、 弱 者 の 無知 を 永続 させ る 、 偽 の 
創世 記 を 提 人 造 し た 。 

Initiation Decame an exclusive privilege of the high castes, 

イン ド で は 秘伝 伝授 が カー スト の 最上 位 の 聖職 者 だ け の 特権 に 成っ て し まっ た 。( 祭 
司 は 金銭 を 稼ぐ た め の 職 業 で は な い 。) 

and entire races of humamity were doomed to unending servitude on 
the pretence of inmferior Dirth: 

イン ド の カー スト は 、 生 まれ た 身分 が 低い と いう 口実 に よっ て 、 人 類 全体 を 永遠 の 奴 
隷 の 運命 に 定め る 様 な 代物 で ある 。 

they issued, as it was said, from the feet or kmees of Brahma. 

「 リ グ ヴェ ー ダ 」 で は 、 カ ー ス ト の 下位 に 生ま れ た 人 は 、 神 ブラ フ マ ー、 最 初 の 巨人 プ 
ル シ ャ の 両 朋 か 両足 か ら 生 まれ た 、 と 話し て いる 。 

Now, Nature engenders neither slaVes nor kimgs, 

王者 と 奴隷 は 自然 に は 生じ な い 。 


but all men indifferently are Dorn to laDour 
全て の 人 は (王者 に 成る た め ) 労 苦 す る た め に 公平 に 生ま れる 。 
He who pretends that man is Derfect at Dirth Dut is degraded and 
perverted Dy soclety 1s the wildest of anarchists, 
人 は 生ま れ た 時 は 完全 で ある が 社会 に よっ て 退化 し て 堕落 する 、 と 主張 する 人 は 、 
狂っ た 無政府 主義 者 で ある 。 
though he mmay De the most poetic of man1acs. 
狂っ た 無政府 主義 者 は 夢見 が ちな 狂人 か も し れ な い が 。 
But in Vam Was jean ]acdues a sentmentahst and dreamer: 
ルソー は 、 無 駄 に 、 感 傷 的 な 夢見 が ちな 人 で あっ た 。 
his deep implicit of misanthropy when explicated Dy the logic of 
fanatical partisans, Dore fruits in hate and destruction. 
ルソー の 深い 暗 団 の 人 間 嫌 い は 、 狂 信 的 な 支持 者 の 論理 が ルソー の 本 を 解釈 し た 
時 、 憎 悪 と 破壊 の 実 を 結ん だ 。 
The consistent architects of the Utopia irmagined Dy the susceptlble 
philosopher of GeneVa were RoDbespierre and Marat. 
スイ ス の ジュ ネー ブ の 多 感 な 哲学 者 ルソー が 想像 し た 理想 卿 の 、 言 行 に 矛盾 が 無 
い 創 造 者 は 、 恐 怖 政治 の 独裁 者 ロベスピエール と 恐怖 政治 の 指導 者 マラ ー で あっ 
が 
SOClety 1S no aDstract DersonaHty that can De rendered responsible 
separately for the stubbornness of mar: 
個人 の 頑 迷 さ の 責任 が 有り 得る 抽象 的 な 個性 は 社会 に は 無い 。 
soclety 1s the association of mem: 
社会 は 人 々 の 共同 体 で ある 。 
it is defectiVe by reason of their vices and suDblime in respect of their 
VITtueS: 
人 々 が 悪い せい で 共同 体 で ある 社会 は 悪く 成る 場合 も 有る し 、 人 々 が 良い と 共同 体 
で ある 社会 は 素晴らし い 物 に 成る 場合 も 有る 。 
but in itself it is holy 
た だ し 、 社 会 自体 は 神聖 な 物 で ある 。 
Iike the religion which is Dound up inseparably therewith. 
社会 と 密接 に 不可 分 に 結び つい て いる 、 宗 教 自 体 は 神聖 な 物 で ある 様 に 。 
Is not religion, as a fact, an associaton of the highest aspirations and 
the most generous endeaVOurS? 
事実 、 款 教 は 無 上 の 希望 と 強い 努力 の 共同 体 で は な いか ? 宗 教 は 無 上 の 希望 と 強 
い 努 力 の 共同 体 で ある ! 
After this manner does the Dlasphemy of anti-soclal equality and of 
right in the teeth of duty give answer to the lie about castes Drivileged 
Dy Nature: 

上 記 の 様 に 、 社 会 牧 序 を 乱す 平等 に よる 、 義 務 に 逆らう 権利 に よる 、 社 会 と いう 神 加 
な 物 へ の 冒 済 に 対し て 、 イ ンド の カー スト の 特権 階級 で ある 聖職 者 な どの 虚偽 に 対 
し て 、 自 然 は 答え を 出し た 。 


Christamity alone has solved the proDlem Dy ass1gnng SUDrermacy to 
self-sacrifice and Dy Droclaiming him as the greatest who offers up his 
pride for society and his appetites for the sake of the 1aw. 

権威 を 自己 犠牲 に 与え る 事 に よっ て 、 社 会 の た め 自 尊 心 を 犠牲 に する 人 を 無 上 の 
大 いな る 人 と し て 公然 と た た える 事 に よっ て 、 法 の た め 欲 望 を 犠牲 に する 人 を 無 上 
の 大 いな る 人 と し て 公然 と た た える 事 に よっ て 、 キ リス ト 教 の 精神 だ けが イン ド の 
カー スト と いう 問題 を 精神 的 に 解決 し た 。 

Though they were the depositaries of the tradition of Seth, the jews did 
not preserVe 1{ In all its Dur1ty, 

へ ブラ イ 人 は 、 セ ト の 口伝 の 保管 者 で あっ た が 、 セ ト の 口伝 を 全く 純粋 に 保存 し な 
か っ た 。 

and were infected Dy the umjust amDbitions of the posterity of Caim. 

へ ブラ イ 人 は 、 カ イン の 子孫 の 不正 な 野心 に 汚染 され た 。 

Believing that they were a chosen people, they deemed that God had 
allotted them truth as a patrimony 

へ ブラ イ 人 は 、 肉 体 的 に 選ば れ た 民 で ある と 誤 信 し て 、 神 が 真理 を へ ブラ イ 人 に 世 
製 財産 と し て 与え た と 誤解 し た 。 

rather than as a secur1ty held in trust for humamity at 1arge. 

神 は 真理 を へ ブラ イ 人 に 人 類 全体 の た め に 保証 と し て 預け た 。 

Slde Dy s1de with the sublime traditons of the Sepher Yetzirah, we meet 
wrth Very Curlous revelations among the Talmudists. 

「 形 成 の 書 」 の 崇高 な 口伝 と 並行 し て 、 タ ルム ー ド の 学者 ども に よる 奇怪 な 暴露 が 
存在 する 。 

For examDle, 

例え ば 、 

they do not shrink from ascribing the idolatry of the Gentles to the 
patriarch Abraham himself: 

タル ムー ド の 学者 ども は へ ブラ イ 人 以外 に よる 偶像 崇拝 を 21 祖 ア ブラ ハム の せい 
に し て 、 は ば か ら な い 。 

they say that to the Israelites he Dequeathed his inheritance, namely the 
knowledge ofthe true Divime Names: 

タル ムー ド の 学者 ども は 、21 祖 ア ブラ ハム が 本 物 の 神 の 名 前 の 知 を 相続 財産 と し 
て 22 祖 イ サク の 子 に 残し た 、 と 話し て いる 。 

In a WOrOL 

言い 換え る と 、 

the Kabalah was the lawful and hereditary Droperty of ISaac: 

タル ムー ド の 学者 ども は 、 カ バラ は 22 祖 イ サク の 子 近 の 正統 な 世襲 の 所 有 財 産 で 
ある 、 と 話し て いる 。 

but the patriarch gaVe, as they tell us, certain presents to the children of 
his concuDbines: and Dy such presents they understand Veiled dogrmas 
and cryDptic names, 


そし て 、 タ ルム ー ド の 学者 ども は 、21 祖 ア ブラ ハム が ヴェ ー ル に 響 われ た 教え と 隠さ 
れ た 謎 の 神 の 名 前 を 正妻 以外 の 妻 ハ ガル と の 子 イ シュ マエ ル の 子 擦 で ある アラ ブ 
人 に 与え た 、 と 話し て いる 。 

which Decame materialised speedily, and were transformed into idolS. 
タル ムー ド の 学者 ども は 、21 祖 ア ブラ ハム が イシ ュ マ エル の 子孫 で ある アラ ブ 人 に 
与え た 、 ヴ ェ ー ル に 響 われ た 教え と 隠さ れ た 謎 の 神 の 名 前 が 、 速 や か に 物質 化し て 、 
偶像 に 変質 し た 、 と 話し て いる 。 

False religlons and ther aDsurd mysteries, Oriental suDpersttions, with 
all their horrible sacrifices 一 - what a gift from a father to his disowned 
family. 

父 ア ブラ ハム は 偽 の 宗教 、 非 論理 的 な 神秘 、 オ リエ ント の 迷信 、 恐 怖 の 生 費 と いう 何 
と いう 物 を 、 追 い 出 し た 妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル の 子孫 で ある アラ ブ 人 に 与え た の 
か ? い いえ ! 父 アブ プラ ハム は 偽 の 宗教 、 非 論理 的 な 神秘 、 オ リエ ント の 迷信 、 恐 怖 の 
生 雷 と いっ た 物 を 、 追 い 出し た 妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル の 子孫 で ある アラ ブ 人 に 
与え て いな い ! 

Was it not sufficient to drive Hagar with her son into the desert? 

妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル を 荒野 に 追い 出し た だ け で は 不足 だ っ た の か ? い いえ ! 
To their one loaf and their pitcher of water must he add the Durden of 
falsehoodL as a torment and 091808 Im their exile? 

父 ア ブラ ハム は 唯一 の パン と 水 の 袋 を 妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル に 与え た が 、 父 ア 
ブラ ハム は 偶像 と いっ た 虚偽 の 重荷 を 追放 生活 の 苦し み と 毒 と し て 妻 ハ ガル と 子 イ 
シュ マエ ル に 更に 与え た の か ? い いえ ! 父 アプ ラ ハ ム は 偶像 と いっ た 虚偽 の 重荷 を 
妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル に 与え て いな い ! 

The glory of Christamity is that it called all men to truth, without 
distimction of races and castes, though not without distimction in resDect 
ofintelhgence and of Virtue. 

キリ スト 教 の 栄光 は 、 キ リス ト 教 が 、 知 と 徳 で 区 別 は する が 、 人 種差 別 無し に 、 カ ー ス 
ト 差 別 無し に 、 全 て の 人 を 真理 に 招待 し た 事 で ある 。 

"Cast not your Dearls Defore swine," said the Divine Founmder of 
Christiarty "]est treading them under foot, they turn and rend you.“ 
マタ イ に よる 福音 7 章 6 節 で キリ スト 教 の 神 の 初 福 イ エス は 「 豚 に 真珠 を 捨て る な 。 
豚 が 真珠 を 踏み に じ る と いけ な いか ら で あ る 。 豚 が あな た の 方 を 向き あな た を 引き 
銚 く と いけ な いか ら で あ る 。」 と 話し て いる 。( 豚 は 悪人 の 例え で ある 。 真 珠 は 知 の 例 
え で ある 。) 

The Apocalypse or Revelation of St. john, which comprises all the 
KabDalistic secrets concerming the doctrime of Christ Tesus, 

ヨハ ネ の 黙示 録 は 、 イ エス キリ スト の 教え に 関連 する 、 全 て の カバ ラ の 秘密 を 含ん で 
いる 。 

1sa Dookno less oDscure than the Zohar 

「 光 輝 の 書 」 と 同様 に に 、 ヨ ハネ の 就 示 録 は 、 わ か り 難 い 書 物 で ある 。 

It is Written hieroglyphically in the language of numDers and images, 
ヨハ ネ の 庄 示 録 は 、 数 と 象徴 で 、 わ か り 難 く 記 され て いる 。 

and the Apostle appeals freguently to the kmowledge of initiates. 


ヨハ ネ の 鷲 示 録 で 使徒 ヨハ ネ は 秘伝 伝授 者 の 知 を 求め る 。 

"Let him understand who has knowledge 一 let him who understands 
compute" 一 he says freduently, after recitimg an allegory Or g1Vimg a 
mystc numDer. 

例え 話 を 話し た り 謎 の 数 を 与え た り し た 後に 、 ヨ ハネ の 回 示 録 13 章 18 節 で 使徒 ヨ 
ハネ は 「 知 が 必要 で ある 。( 知 が 有る 者 は 理解 し な さい 。) 理 解 が 有る 者 は ( 獣 の ) 数 を 
数 えな さい 。」 と 話し て いる 。 

St. ]ohn, the Deloved disciple and depositary of all the secrets of the 
SaVv1our did not therefore write to De understood Dy the multitude. 

イエ ス の 愛 弟子 で ある 、 救 い 主 イエ ス の 全て の 秘密 の 受託 者 で ある 、 使 徒 ヨ ハネ は 、 
大 衆 が 理解 で きる 様 に ヨハ ネ の 就 示 録 を 記さ な か っ た 。 

The Sepher Yetzirah, the Zohar and the Apocalypse are the masterDp1leces 
of occultism: 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 ヨ ハネ の 就 示 録 は 、 隠 され た 学問 の 傑作 で ある 。 

they contain more meamings than words: 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 ヨ ハネ の 床 示 録 は 、 言 葉 よ り 多く の 意味 を 含ん で いる 。 
their method of expresslon is figuratiVe, ]iKke poetry, 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 ヨ ハネ の 黙示 録 は 、 表 現 方 法 が 、 詩 の 様 に 、 象 徴 的 で あ 
る 。 

and exaCct, Hike numerical formulae. 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 ヨ ハネ の 黙示 録 は 、 表 現 方 法 が 、 数 式 の 様 に 、 正 確 で あ 
る 。 

The Apocalypse surmmar1ses, Completes and surpasses all the science of 
ADraham and Solomon, 

ヨハ ネ の 黙示 録 は アカ ブラ ハム と ソロ モン の 全て の 知 を 要約 、 補 完 、 超 越し て いる 。 

as We Will proVe Dy explairnng the Keys of the transcendent KaDbalah. 
ヨハ ネ の 黙示 録 は アブ ラ ハ ム と ソロ モン の 全て の 知 を 要約 、 補 完 、 超 越し て いる 事 を 、 
超越 的 な カバ ラ の 鍵 の 説明 に よっ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 証明 する つも り で ある 。 

It is not less astomishimg to oDserve at the beginnmg of the Zohar the 
profundity of its notions and the sublime simplicity of its images. 
少な か ら ず 、「 光 輝 の 書 」 の 最初 の 深い 意味 と 映像 の 崇高 な 簡潔 さ を 見 る と 父 く 。 
It is said as folloWs: 

下記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 の 最初 に は 記さ れ て いる 。 


The science of eduihbrium is the Key of occult science. 
つり 合い の 知 は 、 隠 され た 知 の 鍵 で ある 。 

Unbalanced forces perish in the Void. 

つり 合っ て いな い 力 は 無 に 消え 去る 。 

S0 

その た め 、 


passed the kings of the elder world, the princes of the giants. 

古代 の 世界 の 権力 者 ども 、 巨 人 の 権力 者 ども は 消え 去っ た 。 

They have fallen jike trees without roots, 

権力 者 ども は 、 根 が 無い 木 の 様 に 、 転 倒し て 地 に 堕 ち た 。 

and their place is found no more. 

権力 者 ども の 居場所 は 、 も う 無かっ た 。 

Through the conflict of umDbalanced forces, the deVvastated earth Was 
Vold and formless, 


untl the Spirit of God made for itself a place in heaven and reduced the 
mass of waters. 

神 の 霊 が 独力 で 天 に 場所 を 作っ た り 水 を 集め る まで 、 つ り 合 っ て いな い 力 の 葛藤 に 
よっ て 、 荒 れ た 地 は 形 が 無く 空 ( か ら ) で あっ た 。( 創 世 記 1 章 2 節 『 地 は 形 が 無かっ 
た 。 地 は 空 で あっ た 。 神 の 霊 が 水 の 面 を 覆っ て いた 。』。 創 世 記 1 章 6 節 『 神 は 、 水 の 
間 に 天 が 存在 する 様 に 、 と 話し た 。』。 創 世 記 1 章 9 節 『 神 は 、 天 の 下 の 水 が 唯 一 の 
場所 に 集まる 様 に 、 乾 いた 地 が 表れ る 様 に 、 と 話し た 。』。) 

All the aspirations of Nature were directed then towards uruty of form, 
towards the Iiving synthesis of eduihbrated forces: 

そし て 、 自 然 の 全て の 目標 は 、 形 の 統一 体 へ 、 つ り 合っ て いる 力 の 生き て いる 総合 体 
へ 向かっ た 。 

the face of God, crowned with Hght, rose oVer the Vast sea 

光 を か ぶっ て いる 神 の 顔 が 広大 な 海 の 上 に 昇っ た 。 

and was reflected in the waters thereof. 

神 の 顔 は 水 に 反映 され た 。 

His two eyes Were marufested, radiatimg with splendour 

神 の 2 つの 目 が 輝い て 光 を 放っ た 。 

dartimg two Deams of light which crossed with those of the reflection. 
神 が 2 つの 目 か ら 放 っ て いる 2 つの 光線 は 、 水 が 反射 し た 2 つの 光線 と 交わ っ た 。 
The brow of God and His eyes formed a triangle in heaverl, 

神 の 額 と 2 つの 目 は 三角 形 を 天 に 形成 し た 。 

andits reflection formed a second triangle in the waters. 

神 の 額 と 2 つの 目 の 反 映 は 第 2 の 三角 形 を 水 に 形成 し た 。 

S0 

上 記 の 様 に し て 、 

was reVvealed the numDer siX, 

神 は 数 6 を 啓示 し た 。 

being that of umiversal creation. 

数 6 は 世界 の 創造 の 数 で ある 。 


」 


THEE MAGICAL HEAD OF THE ZOHAR 


The text, which would De umnntelhgible in a Hiteral Version, is translated 
here Dy way of interpretation. 

上 記 は 、 文 字 通り の まま で は 理解 で き な い 「 光 輝 の 書 」 の 最初 を 説明 、 解 釈 、 通 訳し 
た 文書 で ある 。 

The author makes it plain that the human form which he ascribes to 
Deity 1s only an image of his meaning and that God is beyond 
eXxDTeSS1iOn Dy human thought or representation Dy any figure. 

「 光 輝 の 書 」 の 著者 は 「 神 を 人 の 形 で 記し て いる が 、 著 者 の 意図 を 表現 し た に 過ぎ 
な い 。 神 は 人 の 思考 に よる 表現 を 超越 し て いる 。 神 は 全て の 形 に よる 表現 を 超越 し 
て いる 。」 と 明らか に し て いる 。 

Pascal sa1d that God is a circle, of which the centre is everywhere and 
the circummference nowhere. 

パス カル は 「 神 は 中 心 が 全て の 場所 に 存在 する 円 周 の 無い 円 で ある 。」 と 話し て い 
る 。 

But how is one to imagine a circle apart from its circumference? 

し か し 、 ど の よう に し た ら 円 周 の 無い 円 の 中 心 を 想像 で きる で あろ うか ? 円 周 の 無い 
円 の 中 心 は 想像 で き な い ! 

The Zohar adopts the antithesis of this paradoxical image and in resDect 
of the circle of Pascal would say rather that the circummference 1S 
everywhere, while that which is nowhere is the centre. 

「 光 輝 の 書 」 の 著者 な ら ば 、「 神 は 中 心 が 全て の 場所 に 存在 する 円 周 の 無い 円 で あ 
る 。」 と いう パス カル の 矛盾 し た 表現 の 正反対 を 選ん で 、 パ スカ ル の 様 に 神 を 円 に 例 
えて 、「 神 は 円 周 が 全て の 場所 に 存在 する 中 心 が 無い 円 で ある 。」 と 話し た で あろ う 。 
It is however to a Dalance and not to a circle that it compares the 
un1versal edullhibrium of things. 

し か し 、「 光 輝 の 書 」 で は 、 も の の 普遍 の つり 合い を 天 竹 に 例え た 。「 光 輝 の 書 」 で は 、 
も の の 普遍 の つり 合い を 円 に 例え な か っ た 。 

It affirms that eguihDriumm is everywhere and so also is that central 
point where the Dalance hangs in susDenslon. 

「 光 輝 の 書 」 に は 「 つ り 合 い は 全て の 場所 に 存在 する 。 つ り 合わ せら れる 、 つ り 合 い 
の 中 心 点 は 全て の 場所 に 存在 する 。」 と 記さ れ て いる 。 

We fimd that the Zohar is thus more forciDle and more profound than 
Pascal. 

パス カル の 思想 より 、「 光 輝 の 書 」 の 思想 は 説得 力 が 有り 深い と わか る 。 

Its author contimues as follows his sublime dream. 

続け て 、 下 記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 の 最初 で 著者 は 崇高 な 夢想 を 記し て いる 。 


1 
That synthesis of the word formulated Dy the human figure, ascended 
slowly and emerged from the water hke the sun in its rising. 


人 の 形 を し た 、 神 の 言葉 と いう 総合 体 は 、 太 陽 が 昇る 様 に 、 ゆ っ くり と 昇っ て 、 水 の 中 
か ら 表 れ た 。 

When the eyes appearedl hght was made: 

神 の 2 つの 目 が 表れ る と 、 光 を 創造 し た 。 

when the mouth was mamifested, there was the creation of spirits and 
the word passed into exDreSS10n. 

神 の 口 ( く ち ) が 表れ る と 、 霊 を 創造 し 、 神 の 言葉 を 表し た 。 

The entire head was revealed, and this completed the first day of 
creatlon. 

神 の 頭 が 全て 表れ る と 、 創 造 の 第 1 日 が 終わ っ た 。 

The shoulders, the arms, the Dreast arose, and thereupon Work Degan. 
神 の 両 肩 、2 つの 腕 、 胸 が 表れ る と 、 作業 が 始ま っ た 。 

With one hand the Divine Image put Dack the sea, while with the other 
1t ralsed uD Contiments and mounta1ns. 

神 の 形 は 、 一 方 の 手 で 海 を 押し 返し 、 他 方 の 手 で 大 陸 と 山 を 立ち 上 げた 。 

The Image grew and grewWi: 

神 の 形 は 表れ て いく 。 

the generatiVe organs aDDeared, and all Demgs Degan to increase and 
multply. 

神 の 生殖 器官 が 表れ る と 、 全 て の 存在 は 充実 し 増え 始め た 。 神 の 男性 器 が 表れ る 
と 、 全 て の 存在 は 充実 し 増え 始め た 。 

The form stood at length erect, having one foot upon the earth and one 
upon the waters. 

つい に 、 一 方 の 足 を 地 の 上 に 置き 、 他 方 の 足 を 水 の 上 に 置い て 、 神 の 形 は 立っ た 。 
Beholding itself at full length in the ocean of creatiorl, 

体 を 長 々 と 伸ばし て 、 神 の 形 は 創造 の 大 海 の 中 の 自身 を 見 た 。 

it Dreathed on its own reflection 

神 の 形 は 自身 の 反映 に 息 を 吹き か けた 。 

and called its Iikeness into Iife. 

神 の 形 は 自身 の 反映 を 命 に 招待 し た 。 

It said: Let us make man 一 and thus man was made. 

神 の 形 は 『 人 を 創造 し よう 。』 と 話す と 、 人 を 創造 し た 。 


」 


THE GREAT KKABALISTIC SYMBOL OF THE ZOHAR 


There is nothing so Deautiful in the masterpiece of any Doet as this 
Vislon of creation accomplished Dy the prototype of humamty, 

人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 が 成就 し た 創造 と いう 「 光 輝 の 書 」 の 最初 の 
映像 の 様 な 美 し さ は 、 他 の 全て の 詩人 の 傑作 に は 存在 し な い 。 

HereDy 

「 光 輝 の 書 」 に 従う と 、 

is man Dut the shadow of a shadoW, 

人 は 影 の 影 で ある 。 

and yet he is the image of divime DoWer. 

人 は 神 の 力 の 体現 者 で ある 。 

He also can stretch forth his hands from East to West: 

人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 の 様 に 、 人 は 手 を 東 か ら 西 へ 伸ばす 事 が で 
さる 。 

to him is the earth given as a domimion. 

人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 は 、 地 を 人 に 領地 と し て 与え た 。 

Such is Adam Kadmor the primordial Adam of the KaDalists. 

人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 が 、 カ バリ スト の 「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 の 
アダ ム 」、「 最 初 の 人 」 で ある 。( へ ブラ イ 語 で Kadrmon、 カ ドモ ン は 最初 を 意味 する 。) 
Such is the sense in which he is depicted as a glant: 

神 の 言葉 と いう 総合 体 は 人 の 典型 で ある 事 が 、 カ バリ スト が 「 ア ダム カド モン 」、「 最 
初 の アダ ム 」、「 最 初 の 人 」 を 巨人 と し て 描い て いる 意味 で ある 。 

and this is why Swedenborg, haunted in his dreams Dy remurnscences of 
the Kabalah, says that entire creaton 1S only a titamic man and that we 
are made in the Image of the umiverse. 

人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 が 世界 を 創造 し た 事 が 、 夢 で カバ ラ の 記憶 
に と りつ か れ て いた ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 「 創 造 の 全体 は 唯一 の 巨人 で ある 。」、 

「 神 は 人 を 世界 の 形 に 創造 し た 。」 と 話し て いる 理由 で ある 。 

The Zohar is a genesis of light: 

「 光 輝 の 書 」 は 光 の 創世 記 で ある 。 

the Sepher Yetzirah is a ladder of truth. 

「 形 成 の 書 」 は 真理 の は し ご で ある 。( 創 世 記 28 章 12 節 『 ヤ コブ は 夢 を みた 。1 つの 
は し ご が 地 の 上 に 立っ て いた 。 は し ご は 天 に 達し て いた 。 天 使 が は し ご を 上 り 下 り し 
CU だ Sg) 

Theren are expounded the two-and-thirty aDsolute symDols of speech 一 
「 形 成 の 書 」 は 言葉 の 32 の 絶対 の 象徴 を 説明 し て いる 。 

being numDers and letters. 

「 形 成 の 書 」 が 説明 し て いる 、 言 葉 の 32 の 絶対 の 象徴 と は 、1 か ら 10 まで の 10 の 
数 と 22 文字 の へ ブラ イ 文 字 で ある 。 

Each letter Droduces a nummDer an idea and a form, 

各 へ ブラ イ 文 字 は 数 、 概 念 、 形 を も た ら す 。 

so that 

その た め 、 


mathematics are apDplicable to forms and ideas, eVen as to numDers, in 
Virtue of an exact Droportion and a Derfect corresDondenCce. 

数 と 概念 と 形 に お ける 正確 な つり 合い と 完全 な 対応 と いう 力 に よっ て 、 数 学 を 数 に 
応用 で きる と 共に 、 数 学 を 概念 と 形 に 応用 で きる 。 

By the science of the Sepher Yetzirah, the human mind is rooted in truth 
and in reasOn: 

「 形 成 の 書 」 の 知 に よっ て 、 人 の 精神 を 真理 と 論理 に 根 づ か せる 事 が で きる 。 

it accounts for all progress Doss1Dble to intelligence Dy means of the 
evolution of numDers. 

「 形 成 の 書 」 は 、1 か ら 10 まで の 数 の 展開 に よっ て 、 可 能 な 限り の 全て の 進歩 の 理 
由 を 人 の 知性 に 説明 する 。 

Thus 

上 記 の 様 に 、 

does the Zohar represent aDsolute truth, 

「 光 輝 の 書 」 は 絶対 の 真理 を 表す 。 

while the Sepher Yetzirah furrishes the mmethod of its acduisition, its 
discernment and applHcation. 


「 形 成 の 書 」 は 、 絶 対 の 真理 の 、 獲 得 方 法 、 識 別 方 法 、 応 用 方 法 を も た ら す 。 


CHAPTER II 

魔術 の 歴史 第 1 巻 2 章 

MAGIC OF THE MAGI 

マギ の 魔術 

It is withim proDaDbihty that Zoroaster is a symDolcal name, hke that of 
Thoth or Hermes. 

トー ト や ヘル メス と いう 名 前 の 様 に 、 十 中 八 九 、 ゾ ロア スタ ー と いう 名 前 は 象徴 的 な 
名 前 で ある 。 

Accordimg to Eudoxus and Aristotle, he flourished 6000 years Defore the 
birth of Plato, 

エ ウ ド クソ ス と アリ スト テレ ス に よる と 、 ゾ ロア スタ ー は プラ トン 誕生 の 6000 年 前 に 
(紀元 前 6427 年 頃 に ) 活 躍 し た 。 

but others say that he antedated the siege of Troy , Dy aDout 500 years. 
ゾロ アス ター は トロ イア 戦争 の 約 500 年 前 に (紀元 前 1700 年 以前 に ) 活 躍 し た と 話 
し て いる 人 た ちがい る が 。 

He is sometimes representedl as a king of the Bactrians, 

ゾロ アス ター は 古代 の バク トリ ア の 王 の 1 人 で ある と し て 話し て いる 人 た ち が 時 々 い 
る が 。 

but the existence of two or three distimct Zoroasters is also one of the 
SDeCulatiOns. 

2 人 か 3 人 の 同名 異人 の ゾロ アス ター が 存在 し た と 話し て いる 人 た ちがい る 。 
Eudoxus and Aristotle alone would seem to have realised that his 
personality was maglcal, 

エ ウ ド クソ ス と アリ スト テレ ス だ けが ゾロ アス ター の 魔術 的 な 性 格 を 理解 し て いた 、 と 
思わ れる 。 

and this is Why 

な ぜ な ら 、 

they have placed the KaDalistc epoch of an entire world Detween the 
birth of his doctrime and the theurgic regn of Platonic philosophy. 

エ ウ ド クソ ス と アリ スト テレ ス は 順に 、 ゾ ロア スタ ー の 教え の 誕生 、 既 知 の 世界 全体 
の カバ ラ 時 代 、 プ ラ ト ン の 哲学 の 神秘 的 な 統治 が あっ た と 話し て いる 。 

As a fact, 

事実 、 

there are tWo Zoroasters, 

ゾロ アス ター と 、 偽 の ゾロ アス ター と いう 、2 人 の ゾロ アス ター が 存在 し た 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

two expoumdlers Of myster1eS, 

神秘 を 明か し た ゾロ アス ター と 、 神 秘 を 大 衆 へ 口外 し た 偽 の ゾロ アス ター と いう 、2 
人 の ゾロ アス ター が 存在 し た 。 

one Deing the son of Ormuzd( = Ahura Mazda) 

ゾロ アス ター は 、 ア フラ マズ ダー の 子 で ある 。 


and the founder of an emlightened instructior, 

ゾロ アス ター は 、 啓 蒙 さ れ た 教え の 初 祖 で ある 。 

the other beimg the son of Ahriman 

偽 の ゾロ アス ター は 、 ア ー リ マン の 子 で ある 。 

and the author of a profanatory unVveiling of truth. 

偽 の ゾロ アス ター は 、 真 理 の 冒 法 的 な 大 衆 へ の 口外 を 始め た 者 で ある 。 
Zoroaster is the incarnate word of the Chaldeans, the Medes and the 
Perslants: 

ゾロ アス ター は 、 古 代 の カル デア 人 、 メ ディ ア 人 、 ペ ベ ペルシャ 人 に と っ て の 、 人 に 成っ た 
神 の 言葉 で ある 。 

his legend reads hke a prophecy concerrmng that of Christ, 

ゾロ アス ター の 伝説 は 、 イ エス キリ スト の 伝説 に つい て の 予言 の 様 に 読め る 。 

and hence 

その た め 、 

1t must De assumed that he had also his Ant-Christ, in accordance with 
the magical aw of umnversal eduilhibrium. 

普遍 の つり 合い の 魔術 の 法 に 従っ て 、 ゾ ロア スタ ー に 対し て 、 反 キリ スト に 相当 する 
偽 の ゾロ アス ター が 存在 し た に 違い 無い と 類推 で きる 。 

To the false Zoroaster must De referred the cultus ofmaterial fire and 
that impious doctrime of divine dualism 

物質 的 な 火 の 宗 拝 と 善悪 二元論 と いう 神 の 両極 性 に 対す る 不信 心 な 考え で ある 、 
拝 火 教 と 呼ば れる ゾロ アス ター 教 は 、 偽 の ゾロ アス ター の せい に する 必要 が 有る 。 
which produced at a later Deriod the monstrous Gnosis of Manes and 
the false principles of spurious Masonry, 

後世 に 、 偽 の ゾロ アス ター に よる ゾロ アス ター 教 は 、 マ ニ の 奇形 の 偽 の グノー シス 主 
義 の マニ 教 と 、 偽 の メー ソン の 虚偽 の 原理 を も た らし た 。 

The Zoroaster in question was the father of that materialised Magic 
偽 の ゾロ アス ター は 物質 化 さ れ た 魔術 の 父 で ある 。 

which led to the massacre of the Magi 

偽 の ゾロ アス ター の 魔術 は 、 マ ギ の 大 虐殺 を も た らし た 。 

and brought their true doctrine at first into Droscription 

偽 の ゾロ アス ター の 魔術 は 、 最 初 は 正しかっ た マギ の 教え を 、 大 衆 に 迫害 させ た 。 
and then oDlivion. 

偽 の ゾロ アス ター の 魔術 は 、 最 初 は 正しかっ た マギ の 教え を 、 大 衆 に 忘却 させ た 。 
Ever inspired Dy the spirit of truth, the Church was compelled to 
condemn 一 under the names of Magic, Manichearusm Ilurmimism and 
Masonry 一 all that was in kinship, remote or approximate, with the 
Drumitive Drofanation of the myster1eS. 

常に 真理 の 霊 が 霊感 を 与え て いる 、 教 会 は 、 魔 術 、 マ ニ 教 、 神 秘 主義 、 メ ー ソ ン と いう 
名 前 の 下 に 、 古 代 の 偽 の ゾロ アス ター に よる 神秘 の 大 衆 へ の 口外 に 多かれ 少な か 
れ 似 た も の を 全て 迫害 せ ざ る を えな か っ た 。 

One signal example is the history of the Kmights Templar 

例え ば 、 有 名 な 神殿 騎士 団 の 歴史 の 様 に 。 


which has Deen misunderstood to this day. 

今日 まで 大 衆 は 神殿 騎士 団 を 誤解 し て いる 。 

The doctrimes of the true Zoroaster are identical with those of pure 
Kabalism, 

本 物 の ゾロ アス ター の 教え は 純粋 な カバ ラ の 教え と 、 同 じ で ある 。 

and his conceptlons of diviruty differ in no wise from those of the 
fathers of the Church. 

ゾロ アス ター が 神 に 対し て 抱い て いた 考え は 、 教 会 の 教父 が 神 に 対し て 抱い て いた 
考え と 、 同 じ で ある 。 

It is the names orly that Varyi: 

ゾロ アス ター と 、 カ バラ また は 教会 は 、 名 称 だ けが 違う 。 

for exarmple, 

例え ば 、 

the triad of Zoroaster is the Trinity of Christian teachimg, 

ゾロ アス ター の 3 つ 1 組 は 、 キ リス ト 教 の 三位一体 で ある 。 

and when he postulates that Triad as suDsistimg without diminutton or 
diVisior in each of its uuts, 

ゾロ アス ター は 、 縮 小 無し に 、 分 割 無し に 、3 つ 1 組 の 中 の 1 つ 1 つ に 3 つ 1 組 が 存 
在 す る と 主張 し た 。 

he is exDpressing in another manner that which is understood Dy our 
theologians as the circumincesslon of the Divine Persons. 

ゾロ アス ター に よる 3 つ 1 組 の 中 の 1 つ 1 つ に 3 つ 1 組 が 存在 する と いう 表現 は 、 
キリ スト 教 の 神学 者 が 三位一体 の 相互 内 在 と し て 理解 し て いる も の で ある 。 

In his multiplication of the Triad Dy itselt, Zoroaster arriVes at the 
aDsolute reason of the number 9 and the universal key of all numDers 
and forms. 

3 つ 1 組 に よる 3 つ 1 組 の 増殖 に よっ て 、3 組 の 3 つ 1 組 に よっ て 、 ゾ ロア スタ ー は 、 
数 9 と いう 絶対 の 論理 と 、 全 て の 数 と 形 の 普遍 の 鍵 に 到達 し た 。 

But those whom we termm the three Divine Persons, are called the three 
depths by Zoroaster 

キリ スト 教徒 が 三位一体 と 呼ん で いる 者 を 、 ゾ ロア スタ ー は 3 つの 深 さと 呼ん で いる 。 
The first, or that of the Father is the source of faith: 

ゾロ アス ター の 第 1 の 深 さ 、 父 で ある 神 は 、 信 心 の 源泉 で ある 。 

the second, Deinmg that of the WordL js the well of truth: 

ゾロ アス ター の 第 2 の 深 さ 、 神 の 言葉 イエ ス は 、 真 理 の 源泉 で ある 。 

while the third, or creatiVe action, is the font of love. 

ゾロ アス ター の 第 3 の 深 さ 、 神 の 聖霊 に よる 創造 的 な 行動 は 、 愛 の 源泉 で ある 。 
To check what is here adVancedl the reader may consult the 
commentary of Psellus on the doctrine of the ancient Assyrians: 

ゾロ アス ター の 5 の 1 組 の 高等 な 事 を 確認 する に は 、 読者 は 古代 の ア ッ シ リ ア 人 の 
教え に つい て の プ セ ロス の 注釈 を 参考 に する と 良い 。 

it may be found in the work of Franciscus Patriclus on Philosophical 
Magic, p. 24 of the HamDurg edition, which appeared in 1593. 


古代 の アッ シリ ア 人 の 教え に つい て の プ セ ロス の 注釈 は 、Franciscus Patricius の 
「 哲 学 的 な 魔術 」 の 1593 年 発行 の ハン ブル ク 版 の 24 ペー ジ 目 に 存在 する 。 
Zoroaster established the celestal hierarchy and all the harmomies of 
Nature on his scale of nine degrees. 

ゾロ アス ター は 、9 位階 で 天 の 位 階 と 自然 の 全て の 調和 を 定め た 。 

He explains Dy means of the triad whatsoever emanates from the idea 
ゾロ アス ター は 、 概 念 か ら も た ら さ れる も の は 全て 、3 つ 1 組 に よっ て 説明 する 。 
and by the tetrad all that Delongs to form, 

ゾロ アス ター は 、 形 に 属す る も の は 全て 、4 つ 1 組 に よっ て 説明 する 。 

thus arriving at the numDer 7 as the type of creation. 

概念 の 3 つ 1 組 と 形 の 4 つ 1 組 か ら 、 創 造 の 原型 で ある 数 7 に 至る 。 

Here ends the first initiation 

ゾロ アス ター の 3 つ 1 組 、4 つ 1 組 、 数 7、3 組 の 3 つ 1 組 の 数 9 で 、 第 一 の 入門 は 
終わ っ た 。 

and the scholastc hypotheses Degir 

そし て 、 学 者 の 仮説 が 始ま る 。 

numDbers are Dersomified 

ゾロ アス ター は 、 数 を 擬人 化し た 。 

and ideas Dass Into emDlems, 

ゾロ アス ター は 、 概 念 を 象徴 で 表し た 。 

which at a later Deriod Decome ido]S. 

後世 に 、 ゾ ロア スタ ー に よる 数 の 擬人 化 と 概念 の 象徴 化 は 、 偶 像 に 成っ て し まっ た 。 
The Synoches, the Teletarchae and the Fathers, mimisters Of the triple 
Hecate: 

三重 の へ カテ ー の 3 つ 1 組 の 代行 者 Synoches、Teletarchae、Fathers が 現れ た 。 
the three Amihictes 

3 人 の Amilictes が 現れ た 。 

and the threefold visage of HVpezocos 一 all these intervene: 
Hypezocos の 三重 の 顔 が 現れ た 。 

the angels follow in their order the demons and 1astly human souls. 
天使 は 9 位階 の 天使 の ヒエ ラル キー に 従い 、 悪 魔 は 9 位階 の ヒエ ラル キー に 従い 、 
人 の 魂 は 9 位階 の ヒエ ラル キー に 従う 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

The stars are images and reflections of intellectual splendours: 

星々 は 知 の 輝き の 象徴 、 知 の 輝き の 反映 で ある 。 

the material sun is an emDblem of the sun of truth, 

物質 的 な 太陽 は 、 真 理 と いう 太陽 の 象徴 で ある 。 

which itself is a shadow of that first source 

真理 と いう 太陽 は 、 第 1 の 源泉 の 影 で ある 。 

whence all glory spDrings. 

第 1 の 源泉 か ら 、 全 て の 栄光 が 湧き 出 て いる 。 

This is why the disciples of Zoroaster saluted the rising day 

物質 的 な 太陽 は 真理 と いう 太陽 の 象徴 な の で 、 ゾ ロア スタ ー の 弟子 は 夜明け を 敬 
礼 し た 。 


and so 

その た め 、 

Dassedl as Sum-WOrShiDppers among DarDar1anSs. 

未開 人 は ゾロ アス ター の 弟子 を 太陽 崇拝 者 と 呼ん で いた 。 

Such were the doctrines of the Magi, 

ゾロ アス ター の 教え が 、 マ ギ の 教え で あっ た 。 

but they were the possessors in addition of secrets which gave them 
mastery OoVer the occult Dowers of Nature. 

さら に 、 マ ギ は 、 自 然 の 隠さ れ た 力 を 与え る 秘密 の 所 有 者 で あっ た 。 

The sum of these secrets might be termed transcendental Dyrotechny, 

自然 の 隠さ れ た 力 を 与え る 秘密 を 要約 する と 、 超 越 的 な 火 を 応用 する わざ と 呼べ る 。 
for 

な ぜ な ら 、 

it was intimately related to the deep kmowledge of fire amd its ruling. 
超越 的 な 火 を 応用 する わざ は 、 火 の 深い 知 と 、 火 の 統治 の 深い 知 に 、 密 接 に 結び つ 
く o 

It is certaim that the Magi were not only farmiliar with electricity Dut 
were aDle to generate and direct it in ways that are now unknown. 
マギ が 、 電 気 を 知っ て いた だ け で は な く 、 現 在 で も 知ら れ て いな い 方 法 で 火 を 発生 し 
導 け た 事 は 確か で ある 。 

Numa, who studied their rites and was initiated into their mysteries, 
DOssessed, accordhmg to Lucius Pison, the art of producinmg and 
controlhmg the Hghtming. 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 マ ギ の 儀式 を 学ん で マギ の 神秘 に 入門 し て 、 
ルキ ウス ピ ソ に よる と 雷 を 発生 し 操作 する わざ を 所 有 し て いた 。 

This sacerdotal secret, which the Roman initiator would have reserVved 
to the kimgs of Rome, 

ロー マ の 祖 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 雷 の 祭司 だ け の 秘密 を 、 ロ ー マ の 王者 達 の た め に 
保存 し よう と し た 。 

was lost Dy Tullus Hostlhius, who mismanaged the electrical discharge 
and was destroyed. 

し か し 、 ロ ー マ の 第 3 の 王 ト ゥ ッ ル ス ホス ティ リウ ス は 、 ヌ マ ポン ピリ ウス が 残し た 書 
物 を 元 に 神 ユ ピ テ ル の 呼び 出し を 試み た が 、 儀 式 が 粗雑 で あっ た た め 、 神 を 怒ら せ 
た の で 、 落 南 に より 死ん で 、 雷 の 祭司 だ け の 秘密 を ロー マ か ら 失 わせ た 。 

Phny relates these facts on the authority of an ancient Etruscan 
tradition 

古代 の エト ルリ ア 人 の 口伝 を 典拠 に し て 、 大 プリ ニウス は 、 ヌ マ ポン ピリ ウス に よる 
雷 の わざ の 所 有 、 ト ゥ ッ ル ス ホス ティ リウ ス の 落雷 に よる 死 、 ロ ー マ か ら の 雷 の わざ 
の 喪失 を 話し て いる 。 

and 

まま ex 

mentions that Numa directed his Dattery with success aganst a monster 
named Volta, which was ravagimg the dhistrict aDout Rome. 


大 プリ ニウス は 、 ヌ マ ポン ピリ ウス が 電池 の 電気 を ボル タ と 呼ば れ て いた ロー マ 地 
方 を 荒らし て いた 奇形 の 動物 に 当て た 、 と 話し て いる 。 

In readhng this story 

ヌメ マ ポン ピリ ウス が 電池 の 電気 を ボル タ に 当て た 話 を 読む と 、 

One is almost tempted to think that Volta, the discoverer is himself a 
myth and that the name of Voltaic piles goes Dack to the days of Numa. 
ボル タ 電 池 の 発 見 者 ボル タ が 架空 の 人 物 で 、 ボ ル タ 電 池 は ヌ マ ポン ピリ ウス の 時 
代 に さか の ぼる 、 と 人 は 考え る か も し れ な い 。 

All Assyrian symDols connect with this science of fire, 

全て の アッ シリ ア の 象徴 は 火 の 知 に つなが っ て いる 。 

which was the great secret of the Magi: 

火 の 知 は マギ の 大 いな る 秘密 で あっ た 。 

on eVery slde we meet with the enchanter who slays the lion and 
Conttrols the serpDents. 

アッ シリ ア の 至る 所 で 、 魔 術 師 が ライ オン を 殺 し 蛇 を 操る 象徴 に 出会う 。 

That lion is the celestial fire, 

ライ オン は 天 の 火 の 象徴 で ある 。 

while the serpents are the electric and magnetic currents ofthe earth. 
蛇 は 地上 の 電磁 気 の 流れ の 象徴 で ある 。 

To this same great secret of the Magi are referaDle all marvels of 
Hermetic Magic, 

ヘル メス の 魔術 の 全て の 不思議 は 、 火 の 知 と いう マギ の 大 いな る 秘密 に つなが っ て 
いる 。 

the extant traditions of which stll Dear witmess that the mystery ofthe 
Great Work consists in the ruhmg of fire. 

ヘル メス の 魔術 の 現存 する 口伝 は 「 大 いな る 務め 」 の 神秘 、「 大 作業 」 の 神秘 が 火 
の 統治 に 有る 事 を 証明 し て いる 。 

The learned Patricius published in his Philosophical Magc the Oracles 
of Zoroaster collected from the works of Platonic writers 一 from 
Proclus on Theurgy, fromm the commentaries on the Parmerudes, 
cormmentaries of Hermias on the Phaedrus and from the notes of 
Olympiodorus on the Philebos and Phaidon. 

「 折 学 的 な 魔術 」 で 、 学 の 有る Franciscus Patricius は 、 プ ロク ロス の 神秘 に つい 
て の 著作 、 パ ル メ ニ デ ス の 注釈 、「 パ イド ロス 」 に つい て の ヘル メイ アス の 注釈 、「 ピ レ 
ボス 」 と 「 パ イド ン 」 に つい て の オリ ュ ン ピオ ドロ ス の 注釈 と いっ た 、 プ ラ ト ン 主義 者 の 
著作 か ら 集め た 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 を 知ら せ た 。 

These Oracles are firstly a clear and precise formulation of the doctrine 
here stated 

ゾロ アス ター の 啓示 の 前 半 は 、 ゾ ロア スタ ー の 教え を 明確 に 記し た 物 で ある 。 

and secondly the prescriptions of magical ritual 

ゾロ アス ター の 啓示 の 後半 は 、 魔 術 の 儀式 の 実践 方 法 の 指示 で ある 。 

eXxDresSed in such terms as followW. 

下記 は 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 で ある 。 


Demons and Sacrifices 

「 半 神 半 圭 と 供 儀 」 

We are taught Dy induction from Nature that there are incorDporeal 
daemons 

肉体 を 持た な い 半 神 半 霊 が 存在 する 、 と いう 事 を 自然 か ら の 伝授 に よっ て 教わる 。 
and that the germs of evil which exist in matter turn to the common 


good and utlhty. 

物質 に 存在 する 悪 の 種 が 公共 の 利益 に 変わ る 、 と いう 事 を 自然 か ら の 伝授 に よっ て 
教わる 。 

But 

が 。 


these are mysteries which must be Duried in the recesses of thought. 
肉体 を 持た な い 半 神 半 霊 の 存在 と 、 物 質 に 存在 する 悪 の 種 の 公共 の 利益 へ の 変 
化 は 、 思 考 の 奥底 に 隠す 必要 が 有る 、 神 秘 で ある 。 

For eVer agitated and ever leaping in the atmosphere, the fire can 
assurme a configuration ]ike that of Dodies. 

大 気 の 中 で 常に 振動 させ られ 跳 曜 する た め 、 天 の 火 は 肉体 の 様 な 形 を と る 事 が で 
さる 。 

Let us go further and affirm 

下記 の 様 に 、 さ ら に 進め て 断言 し よう 。 

the existence of a fire which abounds in images and reflections. 

映像 と 反映 に 満ち ああ ふれ て いる 火 が 存在 する 。 

Term it, T you wl, a superabundant hght which radiates, which spDeakSs, 
which goes Dack into itself. 

も し 、 あ な た が 望む の で あれ ば 、 天 の 火 を 、 光 を 放ち 、 話 し 、 光 に 戻る 、 過 剰 な 光 と 呼 
びな さい 。 

It is the flaming courser of jight, 

天 の 火 は 、 光 の 燃え る 馬 で ある 。 

Or rather 

と いう より は むし ろ 、 

it is the stalwart child who overcomes and Dreaks in that heaverly 
Steed. 

天 の 火 は 、 光 の 燃え る 馬 、 天 の 馬 を 圧倒 し て 教え 込ん で いる 、 強 い 幼 子 で ある 。 
Picture him as Vested im flame and emblazoned with gold, 

光 の 燃え る 馬 、 天 の 馬 を 圧倒 し て 教え 込ん で いる 、 火 の 衣 を まとっ た 、 金 で 飾ら れ た 
旗 を 持っ た 、 強 い 幼 子 を 思い 描き な さい 。 

OY 

また は 、 

thmk of him naked as 1oVe and Dearing the arroWs of EroSs. 

光 の 燃え る 馬 、 天 の 馬 を 圧倒 し て 教え 込ん で いる 、 矢 を 持っ た 、 裸 の 、 愛 の 神 エ ロス 
を 思い 描き な さい 。 


But 

し か し 、 

thy meditation prolongeth itself, thou wilt comDbine all these emDlems 
under the form of the lion. 

も し 上 想 が 長引く の で あれ ば 、 ラ イオ ン を 思い 描き な さい 。 

Thereafter 

そう し て 、 

when things are no longer Vis1Dle, 

何 物 も 見 えな く 成 っ た ら 、 

when the Vault of Heaven and the expanse of the umiverse have 
dissolVed!, 

天空 が 見 えな く 成っ た ら 、 世 界 の 広がり が 見 えな く 成 っ た ら 、 

when the stars have ceased to shine 

星々 が 輝く の を や め た ら 、 

and the lamp of the moon is Veiled, 

月 が ヴェ ー ル に わ れ た ら 、 

when the earth tremDles 

地 が 岩 え た ら 、 

and the lightmnng plays around , 

雷 が 地 を 弄 ん だ ら 、 

inVoke not the VisiDle phantom of Nature's soul, 

自然 の 魂 の 、 目 に 見 える 霊 を 呼び 出す な か れ 。 

for 

な ぜ な ら 、 

thou must in no wise behold it untll thy Dody has Deen purified Dy the 
holy ordeals. 

神聖 な 試練 に よっ て 体 を 清め る まで 、 自 然 の 魂 の 、 目 に 見 える 霊 を 見 て は いけ な い 。 
Enervators Of souls, which they distract frorm sacred 0CCuDatiOns, 

魂 を 減退 する も の が 神聖 な 務め か ら 逸 ( そ ) ら そう と する 。 

the dog-faced demons issue from the confines of matter 

犬 の 顔 の 半 神 半 霊 が 、 物 質 の 限界 か ら 、 あ ら わ れる 。 

and 

SG 、 

exDOSe to mortal eyes the semDlances of illusory Dodies. 

犬 の 顔 の 半 神 半 霊 が 、 実 体 が 無い 、 体 の 見 せ か け を 、 人 の 肉眼 に 、 見 せる 。 
Labour round the circles descriDed Dy the rhomDus(* っ rhomDbos) of 
Hecate. 

へ カテ ー の 、rhomDbos と いう 古代 の 魔術 の 儀式 の 喰 ( う な ) る 様 な 音 を 出す 道具 に 
よっ て 描か れる 輪 の 周囲 で 労苦 し な さい 。 

Change thou nothing in the DarDarous names of evocatio, 

降 圭 術 で の 外国 語 の 名 前 を 変え る な か れ 。 

for 

な ぜ な ら 、 


they are Dantheistic ttles of Godi 

降 霊 術 で の 外国 語 の 名 前 は 、 神 の 汎 神 論 で の 名 前 で ある 。 

they are magnetised Dy the devotion of multitudes 

降 圭 術 で の 外国 語 の 名 前 、 神 の 汎 神 論 で の 名 前 は 、 大 衆 の 信心 に よっ て 磁化 され 
て いる 。 

and 

その た め 、 

their power is ineffaDle. 

降 圭 術 で の 外国 語 の 名 前 の 力 、 神 の 汎 神 論 で の 名 前 の 力 は 、 言 い 表 せな い ほ ど 大 
さい 。 

When after all the phantoms 

全て の 霊 、 全 て の 幻 が あら われ た 後に 、 

thou shalt Dehold the shimimg of that incorporeal fire, that sacred fire 
the darts of which penetrate in every direction through the depths of 
the world 一 hearken to the words of the fire. 

肉体 を 持た な い 天 の 火 の 輝 き 、 矢 が 全 方 位 で 世界 の 深み を 貫く 神 の 火 の 輝き を 見 
た ら 、 天 の 火 の 言 葉 を 聞き な さい 。 


These astomishing sentences, which are taken from the Latim of 
Patr1C1US, 

上 記 の 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 の 驚く べき 文書 は 、Franciscus Patricius の ラテ ン 語 
の 書 「 哲 学 的 な 魔術 」 か ら の 引用 で ある 。 

emDbody the secrets of magnetism and of thimgs far deeper 

ゾロ アス ター の 啓示 は 、 磁 気 の 催 眠 の 秘密 と 、 物 事 の 秘密 を 、 病 か に 深く 、 ま と め て 
いる 。 

which it has not entered into the heart of people hke Du Potet and 
Mesmer to concelVve. 

ゾロ アス ター の 啓示 は 、 メ スメル と メス メル の 模 信 者 デュ ポテ の 様 な 人 々 が 想像 で 
さなか っ た 物 で ある 。 

We find 

下記 を 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 は 記し て いる 。 

(a) the Astral Light descriDed perfectly, together with its power of 
producing fluidic forms, ofreflectimg 1amnguage amd echoing the Voice: 
(1) 星 の 光 を 完全 に 記し て いる 。 星 の 光 の 力 が 流体 の 形 を も た ら す 事 を 記し て いる 。 
星 の 光 の 力 が 言葉 の 反映 、 声 の 反響 で ある 事 を 記し て いる 。 

(⑪) the wil of the adept sigmfied Dy the stalwart child mounted on a 
white horse 一 a symDbol met wrth in an ancient Tarot card Dreserved in 
the Biblhiotheqgue Nationale: 

(2) 達 道 者 の 意思 を 、 白 い 馬 に 乗っ た 強い 幼子 に よっ て 、 表 し て いる 。 白 い 馬 に 乗っ 
た 強い 幼子 と いう 描写 は 、 フ ラン ス 国 立 図書 館 に 保存 され て いる 古代 の タロ ッ ト の 
19 ペー ジ 目 に 描か れ て いる 絵 と 待合 する 。 


(c) the dangers of hallucination arising from misdirected magical 
WOTKS: 

3) 誤っ た 方 向 に 向け られ た 魔術 の 作業 が も た ら す 幻覚 の 危険 性 を 記し て いる 。 

(d) the raison detre of enchantments accomplished by the use of 
DarDarous names and words: 

(4) 外 国語 の 名 前 や 言葉 を 応用 し て いる 魔術 の 存在 理由 を 記し て いる 。 

(e) the magnetc instrumenrnt termed rhomDbos, which is comparaDle to a 
child's humming tOD: 

(5)rhompos と いう 、 幼 子 の 喰 (うな ) り 独楽 (ご ま ) に 似 て いる 、 古 代 の 魔術 の 儀式 の 
喰 (うな ) る 様 な 音 を 出す 人 気 の 魔術 の 道具 を 記し て いる 。 

⑪) the term of magical practce, which is the stllhmg ofimagination and 
of the senses into a state of complete sommnarmDulism and perfect 
lucidity. 

(6⑥) 魔 術 の 実践 の 条件 が 、 完 全 な 催眠 状態 と 完全 に 想像 が 透明 な 状態 に お ける 、 想 
像 力 の 静止 と 感覚 の 鎮静 で ある 事 を 記し て いる 。 

It follows from this revelation of the ancient world that 

下記 が 、 古 代 の 世界 の ゾロ アス ター の 啓示 か ら 導 か れる 。 

clairVoyarut extasis is a Voluntary and irmmediate application of the soul 
to the umiversal fire, or rather to that light 一 - aboundimg in images 一 
予見 の 忘 我 状態 は 、 魂 を 、 自 発 的 に 直接 的 に 、 天 の 火 、 普 遍 の 火 、 映 像 に 満ち あふ 
れ て いる 是 の 光 に 、 夢 中 に させ る 事 で ある 。 

which radiates, 

星 の 光 は 、 光 を 放つ 。 

which speaks 

星 の 光 は 、 話 す 。 

and circulates about all oDjects and every sphere of the uiVerse. 
星 の 光 は 、 全 て の 物 の 周囲 と 、 世 界 の 全て の 天体 の 周囲 を 循環 し て いる 。 

This application 1s operated Dy the persistence of will 1iberated from the 
senses and fortified Dy a Succession 0f testS. 

試練 の 継続 が 強め た 、 感 覚 か ら 自 由 に 成っ た 、 意 思 の 持続 が 、 星 の 光 へ の 夢中 を も 
た ら す 。 

Herein consisted the Deginming of magical imitiation. 
魔術 の 入門 の 基礎 は 、 試 練 の 継続 と 、 感 覚 か ら の 自由 に 存在 する 。 

Having attaimed the power of direct readimg in the light, the adept 
Decame a seer Or DrODhet: 

星 の 光 を 直接 的 に 読み 取る 力 に 到達 し た 達 道 者 は 予見 者 か 預言 者 に 成っ た 。 
then, havimng establhshed commurication Detween this light and his own 
wl, he learned to direct the former even as the head of an arroW is set 
In a certan direction. 

星 の 光 と 自身 の 意思 の 間 の 交流 を 確立 し た 達 道 者 は 、 決 め ら れ た 方 向 へ 向け られ 
た 矢 の 先端 の 様 に 、 星 の 光 を 導く 方 法 を 得 た 。 

He commmunicated at his pleasure either strife or peace to the souls of 
Others: 


達 道 者 は 、 思 い 通 り に 、 葛 藤 か 平静 を 他 者 の 魂 に 伝達 で きた 。 

he established intercourse at a distance with those fellow-adepts who 
Were his Deers: 

達 道 者 は 、 同 等 の 達 道 者 と の 遠隔 で の 交流 を 確立 し た 。 

amd in fime, 

要約 する と 、 

he avalled himself of that force 

達 道 者 は 、 星 の 光 の 力 を 応用 し た 。 

which is represented by the celestal lion. 

天 の ラ イオ ン は 、 星 の 光 の 力 を 表す 。 

Herein Hes the meaning of those great Assyrian figures which hold 
Vandqulshed Hions in their arrms. 

腕 で ライ オン を 抑え て いる 大 いな る アッ シリ ア の 人 物 像 は 、 星 の 光 の 力 を 押さ えて い 
る 達 道 者 を 意味 する 。 

The Astral Light is otherwise represented Dy glgantc sphimxes, havinmg 
the bodies of hons and the heads of Magi. 

ライ オン の 体 と マギ の 頭 を 持つ 巨人 的 な スフィンクス は 、 星 の 光 を 表す 。 
Considered as an_instrument made suDject to magical DOWer 

星 の 光 を 魔術 的 な 力 に 従う 道具 と みな す と 、 

the Astral Light is that golden sword of Mithra used in his irmmolation of 
the sacred Dull. 

星 の 光 は 、 神 聖 な 牛 を 殺す の に 用 いた 、 ミ トラ ス の 人 金 の 剣 で ある 。 

Anditis the arrow of Phoebus which pierced the serpert Python. 
星 の 光 は 、 蛇 ピュ トン を 貫い て いる ポイ ボス アポ ロン の 矢 で ある 。 

Let us nOW reconstruct in thought the great metropolitan cities of 
Assyrla, BaDylon and Nineveh: 

バビ ロン や ニ ネ ヴェ と いっ た アッ シリ ア の 大 都市 を 心 の 中 で 再現 し よう 。 

let us restore to their proper place the gramute colossi: 

花岡 岩 の 巨人 像 を 適正 な 場所 に 戻 そう 。 

let us formulate the massive temples, held up Dy elephants and 
SDIhimxeSs: 

象 ( ゾ ウ ) と スフィンクス が 支え て いる 大 神殿 を 明確 に 表 そ う 。 

let us ralse Once more those oDelisKs 

記念 碑 の 柱 オ ベリ スク を 建て 直 そ う 。 

from which dragons look down wrth shining eyes and wimgs outspread. 
オベリスク か ら 、 軸 を 広げ た 竜 が 輝く 目 で 見 下ろ し て いる 。 

Temples and palaces tower aDove these wondrous Diles. 

像 や オベリスク と いっ た 不思議 な 大 建築 物 群 の 上 に 、 神 殿 と 宮殿 が 高く そびえ て い 
る 。 

For eVer Concealed, Dut manifested also for ever by the fact oftheir 
miracles, the priesthood and the royalty, ikKe visiDle divinities of earth, 
apide therein. 


永遠 に 隠さ れ て いる が 、 永 遠 に 奇跡 の 事実 に よっ て 表れ て いる 、 祭 司 と 王族 が 、 地 
上 の 目 に 見 える 神 の 様 に 、 神 殿 と 宮殿 に 住ん で いる 。 
The temple is surrounded with clouds or glows wrth supernatural 
brilliance at the will of the priests: 
祭司 は 思い 通り に 神殿 を 雲 で 囲ん だ り 超 自然 的 な 輝き で 輝 か せ る 。 
now 1t is darkin the daylhight and agann the night is elightenedi 
昼 に 暗 間 に 成 っ た り 、 光 が 夜 を 明る く 照 ら す 。 
the 1amps of the temple spring of themselVes into flame: 
神殿 の ラン プ か ら 独 り で に 火 が 湧き 出す 。 
the gods are radiant: 
神々 の 像 が 光 を 放つ 。 
the thunders ro 
音 が 聞こ える 。 
and woe to that impious Dersont who may have inVoked on his own 
head the maledicton of initiates. 
秘伝 伝授 者 の 呪い が 降り か か っ た 不信 心 な 人 に は 災い が 有る ! 
The temples protect the palaces 
神殿 は 宮殿 を 守る 。 祭 司 は 王 を 守る 。 
andthe king's retainers do Dattle for the religion of the Magi. 
王 の 従者 は 祭司 マギ の 宗教 の た め に 戦う 。 
The monarch himself is sacred: 
王 上 自体 は 神聖 で ある 。 
he is a god on earth: 
王 は 地上 の 神 で ある 。 
the people He prone as he DasSes: 
王 が 通る 時 、 民 は ひれ 伏 す 。 
and the mamiac who would attempt to cross the threshold of his palace 
falls dead immediately, Dy the intervention of an inVisible hand, and 
without stroke ofmace or sword. 
王 の 宮殿 の 敷居 を また ご うと 試み る 狂人 は 、 杖 や 剣 に よる 打撃 無し に 、 目 に 見 えな 
い 手 の 和 干渉 に よっ て 、 す ぐに 地 に 倒れ て 死ぬ 。 
He is slain as if Dy the Dolt, 
王 の 宮殿 の 敷居 を また ご うと 試み る 狂人 は 、 雷 の 矢 に よっ て の 様 に 、 死 ぬ 。 
blasted Dy fire from heaven. 
王 の 宮殿 の 敷居 を また ご うと 試み る 狂人 は 、 天 か ら の 火 に よっ て 、 死 ぬ 。 
What rehigion 
何と いう 宗教 か ! 
and what power. 
何と いう 力 か ! 
How mighty are the shadows of NimrodL of Belus, of Semirarm1s. 
ニム ロ デ の 影 、Belus の 影 、 ア ッ シ リ ア の 女王 セミ ラミ ス の 影 は 、 何 て 強い の か ! 
What can surpass these almost faDulous cities, where such mighty 
royalties were enthroned 一 these capitals of giants, capitals of 


magilcians, Of Dersonahties identified Dy tradition with angels and stll 
termed sons of God or Drimces of heaven. 

強大 な 王族 が 王座 に 座っ て いる 、 ほ と ん ど 神 話 に 成っ て いる 都市 、 巨 人 の 都市 、 魔 
術 師 の 都市 、 口 伝 で は 天使 と みな され て いる 未だ に 神 の 子 や 天 の 王 と 呼ば れ て い 
る 人 の 都市 を 超越 で きる も の は 何 か ? 

What mysteries have Deen put to sleep in these sepulchres of past 
nations: 

どん な 神秘 が 過去 の 国 の 都市 と いう 墓 に 眠っ て いる の か ? 

and are we Detter than children when we exalt our enhghtenment and 
OUT DrOgTeSS, WI1thout recalhng these starthmg memor1als? 

過去 の 驚 くべ き 記 録 を 再現 で き な い 現代 人 が 現代 の 啓蒙 と 進歩 を ほめ た た えて い 
る 時 、 現 代 人 は 幼子 より 、 ま し で あろ うか ? い いえ ! 過 去 の 驚く べき 記録 を 再現 で き な 
い 現 代 人 が 現代 の 啓蒙 と 進歩 を ほめ たたえ て いる 時 、 現 代 人 は 幼子 に 過ぎ な い ! 
In his work on Magic, M. Du Potet affirms, with a certain tmidity, that it 
1S DOSS1Dle to oVerwhelm a Hving Deimg Dy a current of magnetic fluid. 
魔術 に つい て の 作品 で 、 い くら か 恐 れ な が ら 、 デ ュ ポテ は 「 磁 気 の 流体 の 流れ に 
よっ て 、 生 き て いる 存在 を 圧倒 し て 減 ぼ す 事 は 可能 で ある 。」 と 断言 し て いる 。 
Magical Dower extends Deyond this Hrmt, 

魔術 的 な 力 は 、 磁 気 の 流体 の 限界 を 超越 し て いる 。 

but it is not confimed within the measures of the putatiVe magnetic 
fluid. 

実に 、 魔 術 的 な 力 は 、 推 測 さ れ て いる 磁気 の 流体 の 範囲 内 に 制限 され な い 。 

The Astral Light as a whole, that element of electricity and of lightmimg, 
can De placed at the disposition of human wil. 

電気 や 電 の 素 で ある 、 星 の 光 の 全て を 、 人 の 意思 で 思い 通り に 自由 に 配置 で きる 。 
What must De done, however to acquire this formidaDle DoWer? 

し か し 、 星 の 光 の 明 散 する べき 強い 力 を 獲得 する に は 何 を する 必要 が 有る の か ? 
Zoroaster has just told us: 

ゾロ アス ター は 、 星 の 光 の 明 散 する べき 強い 力 を 獲得 する に は 何 を する 必要 が 有る 
の か 、 教 えて いる 。 

We must kmow those mysterious 1aws of eduiliDrium which subDjugate 
the Very DoWwers of evil to the empire of good. 

悪 の 力 を 善 の 統治 に 従わ せる 、 つ り 合い の 、 星 の 光 の 神秘 の 法 を 知る 必要 が 有る 。 
We must haVe Durified our Dodies Dy sacred trials, 

体 を 神聖 な 試練 に よっ て 清め る 必要 が 有る 。 

must haVe conqduered the phantoms of hallucimation 

幻覚 の 霊 を 圧倒 する 必要 が 有る 。 

and taken hold Dodily of the light, iutatimg jacob in his struggle with 
the angel. 

創世 記 32 章 24 節 か ら 32 節 で 天使 と 戦っ た ヤコブ を 模 信 し て 、 星 の 光 に 全身 全霊 
で 取り 組む 必要 が 有る 。 

We must haVe Vandulshed those fantastic dogs which howl in the world 
Of dreamms. 


星 の 光 の 、 夢 の 世界 で 喰 (うな ) る 架空 の 犬 を お さえ る 必要 が 有る 。 

In a word, and to use the forciDle expression of the Oracle, 

要約 する と 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 の 力強い 表現 を 用 いる と 、 

We must have heard the light speak. 

光 が 話 す 言 葉 を 聞く 必要 が 有る 。 

We are then its masters and can direct it, as Numa did, against the 
enemies of the Holy Mysteries. 

光 が 話 す 言 葉 を 聞け ば 、 星 の 光 の 主 に 成り 、 ヌ マ ポン ピリ ウス の 様 に 星 の 光 と いう 
雷 を 神聖 な 神秘 の 敵 に 対し て 当て る 事 が で きる 。 

But 

し か し 、 

in the absence of perfect Durity and iT under the goVernment of some 
arnmal DaSS10T!, 

清らか さ が 不 完全 な 場合 、 動 物 的 な 肉欲 の 支配 下 に いる 場合 、 

by which we are stll subjected to the fatalities of tempestuous Iife, 

嵐 の 様 な 人 生 の 運命 に 未だ に 服従 し て いる 事 に よっ て 、 

We DroCceed to this kimd of WorKk, 

星 の 光 を 操作 する 作業 を 始め る と 、 

the fire which we kindle will consume ourselVes: 

星 の 光 と いう 火 は 、 火 を つけ た 肉欲 の 奴隷 で ある 汚れ た 人 を 燃やし 尽く す で あ ろう 。 
we shall fall victims to the serpent which we umloose 

肉欲 の 奴隷 で ある 汚れ た 人 は 、 解 き 放 っ た 星 の 光 と いう 蛇 の 犠 牲 に 成る で あろ う 。 
and shall perish hke Tullus Hostlius. 

肉欲 の 奴隷 で ある 汚れ た 人 は 、 ト ゥ ッ ル ス ホス ティ リウ ス の 様 に 星 の 光 と いう 雷 に 
よっ て 死ぬ で あろ う 。 

It is not in conformnty with the laws of Nature for man to De devoured 
Dy wld Deasts. 

自然 の まま の 獣 が 人 を 食べ る の は 、 自 然 の 法 に 従っ て いな い 。 

God has armed him wrth the power of resistamCce: 

神 は 、 獣 へ 抵抗 する 力 を 、 人 に 身 に つけ させ た 。 

his eyes can fascinate themm, 

人 の 目 は 獣 を し びれ させ る 。 

his Voice restrai, 

人 の 声 は 獣 を 抑え る 。 

his sign Dring them to a DauSe. 

人 の 手振り は 獣 を 止め る 。 

We know indeedl as a Hiteral fact, that the most savage amnumals dual 
before a steady human glance and seem to tremDle at the human Voice. 
実に 、 事 実 と し て 、 猛 獣 が 、 落 ち 着い て いる 人 の 目 を 恐れ 、 人 の 声 を 恐れ る 様 に 見 え 
る 、 と 知っ て いる 。 

The explanation is that they are Daralysed and awe-stricken Dy 
projections of the Astral Light. 


人 の 目 や 喉 (の ど ) か ら の 、 星 の 光 の 放射 が 、 猛 獣 を し びれ させ 明 敬 の 念 を 抱か せ た 、 
と 説明 で きる 。 

When Damiel was accused of imposture and false Magic, Doth he and his 
aCCUSerS Were SuDjected Dy the king of Babylon to an ordeal of lions. 
ダニ エル 書 6 章 で 、 ダ ニ エ ル が 詐欺 と 偽 の 魔術 と いう 無実 の 罪 で 告発 され た 時 、 バ 
ビ ロ ン の 王 は ライ オン の 穴 に 入れ る 試練 を ダニ エル と ダニ エル を 無実 の 罪 で 告発 し 
た 者 に 受け させ た 。 

Such Deasts attack those only who fear them or of whomm they are 
themselves afraid. 

ライ オン と いっ た 獣 は 、 獣 を 吉 れ る 人 か 、 獣 が 恐れ る 人 だ け を 襲う 。 

It is utterly certain that the tger will recede Defore the magnetic glance 
of a Drave mar although the latter may be disarmed. 

武器 を 取り 上 げ ら れ て いて も 、 勇 気 が 有 る 人 の 磁気 の 目 を 前 に 、 虎 が 手 を 引く の は 
全く 確実 で ある 。 

The Magi utlHised this poWwer 

祭司 マギ は 星 の 光 の 力 を 利用 し て いた 。 

and the kings of Assyria kept tgers, leopards and Hons in their gardens, 
in a state of docihty. 

アッ シリ ア の 王 は 、 従 順 な 虎 、 釣 (ヒョウ )、 ラ イオ ン を 庭 に 飼っ て いた 。 

Others were reserved in Vaults Deneath the temples for use in the 
ordeals of initiation. 

どう 猛 な 虎 、 釣 (ヒョウ )、 ラ イオ ン は 、 入 門 の 試練 で 利用 する た め に 、 神 殿 の 地下 室 で 
飼 わ れ て いた 。 

The symDolic Das-reliefs are the Droof: 

アッ シリ ア の 象徴 的 な 浅 浮き 彫り の 絵 は 、 ど う 猛 な 虎 や ライ オン が 入門 の 試練 の た 
め 飼 われ て いた 、 証 拠 で ある 。 

they depict trials of strength Detween men and arurmals, 

アッ シリ ア の 象徴 的 な 絵 に は 、 相 対す る 人 と 獣 に よる 、 力 の 試練 、 勇 気 の 試練 が 描か 
れ て いる 。 

and 

そし て 、 

the adept, clothed in his priestly garD, controls the Drutes Dy a glance of 
his eye and stays them wrth his handl. 

祭司 の 衣 を 着 た 、 達 道 者 が 、 目 か ら の 視線 に よっ て 獣 を 抑え 、 手 で 獣 を 止め て いる 、 
の が アッ シリ ア の 象徴 的 な 絵 に は 描か れ て いる 。 

When such animals are depicted in one of the forms ascribed to the 
SDhinX, they are doubtless symDbolical, 

スフィンクス の 形 の 1 つと し て 獣 が 描か れ て いる 時 は 、 ア ッ シ リ ア の 象徴 的 な 絵 は 疑 
い 無 く 象徴 に 過ぎ な い 。 

Dut 

し か し 、 

in other representations the Drute is of the natural order and then the 
struggle seemis to illustrate a theory of actual enchantment. 


自然 な 状態 で 獣 が 描か れ て いる 時 は 、 ア ッ シ リ ア の 象徴 的 な 絵 に お ける 人 と 獣 の 戦 
い は 、 魔 術 に よる 実際 の 誘惑 術 の 理論 を 絵 で 説明 し て いる と 思わ れる 。 

Magic 1S a sclenCe: 

魔術 は 知 で ある 。 

to abuse 1s to lose it, 

魔術 を 藩 用 する と 失う 。 

and 

まだ 

it is also to destroy oneself. 

魔術 を 沙 ェ 用 する と 自 滅する 。 

The kings and priests of the Assyrian world were too great to De free 
fromm this danger if ever they fe 

アッ シリ ア 世 界 の 王 と 祭司 は 、 も し 堕落 すれ ば 、 自 滅 の 危険 を 免れ な い ほ ど 大 きく 成 
り 過 ぎ た 。 

as a faCt, 

事実 と し て 、 

pride did come upon them and they did therefore fall. 

アッ シリ ア の 王 と 聖職 者 は 人 徴 慢 に 成っ て 、 堕 落し た 。 

The great magical epoch of Chaldea is anterior to the reigns Of 
Semmlrarmls amd NinUus. 

カル デア の 大 いな る 魔術 の 時 代 は 、 ア ッ シ リ ア の 王 ニ ヌス と 女王 セミ ラミ ス の 統治 
の 時 代 よ り 前 で あっ た 。 

At this tme religion had Degun already to materialise and idolatry to 
DreVal. 

アッ シリ ア で は 、 王 ニ ヌ ス と 女王 セミ ラミ ス の 時 代 に は 、 す で に 宗教 は 物質 化し 始め 、 
偶像 崇拝 が 支配 的 で あっ た 。 

The cultus of Astarte succeeded that of the heavenly Venus 

アッ シリ ア で 、 天 の 愛 の 宗教 に 続い た の は 、 ア スタ ル テ の 宗教 で あっ た 。 

and royalty arrogated to itself divine attriDutes under the names of Baal 
and of Bel, or Belus. 

アッ シリ ア の 王族 は 、 バ アル や ベル と いう 名 前 の 下 で 、 ま た は 、Belus の 名 前 の 下 で 、 
神 性 を 不法 に 王族 の 物 に し た 。 

Semirammls made religion suDservient to Dohttcs amd condUueStS, 

アッ シリ ア の 女王 セミ ラミ ス は 、 宗 教 を 、 政 治 と 征服 事業 の 言い な り に させ た 。 
replacimg the old mysterious temples Dy ostentatious and il-adVised 
monuments. 

アッ シリ ア の 女王 セミ ラミ ス は 、 古 代 の 神秘 の 神殿 を 、 虚 飾 の 無 思 慮 な 記念 館 に 変 
えた 。 

This notwrthstanding, 

それ に も か か わら ず 、 

the magical idea contimued to preval in art and sclenCe, 

アッ シリ ア で は 、 芸 術 と 学問 で は 、 魔 術 の 考え が 支配 的 で 有り 続け た 。 


sealing the constructions of that epoch with the characteristics of 
imimitaDle power and grandeur. 

魔術 の 考え は 、 真 似 で き な い 力 と 偉大 さ の 特徴 を 、 ア ッ シ リ ア の 女王 セミ ラミ ス の 時 
代 の 建築 物 に 封印 し て いる 。 

The palace of Semirarmis was a building synthesis of entire Zoroastrian 
dogma, 

アッ シリ ア の 女王 セミ ラミ ス の 宮殿 は ゾロ アス ター の 考え の 全て の 総合 の 建物 で 
あっ た 。 

and we shall recur to it im explaimimg the symDolism of those seVen 
masterDieces Of antiduity which are called the wonders of the world. 

「 世 界 の 七 不思議 」 と 呼ば れ て いる 、 古 代 の 7 つの 傑作 の 象徴 的 意味 を 説明 する 時 
に 、 ア ッ シ リ ア の 女王 セミ ラミ ス の 宮殿 に つい て 説明 する つも り で ある 。 

The priesthood Decame secondary to the empire as the result of an 
attempt to materialise 1tS OWTn DOWer. 

アッ シリ ア の 聖職 者 は 、 聖 職 者 の 力 の 物質 化 を 試み た 結果 と し て 、 王 の 下位 に 成り 、 
王 に 従う 事 に 成っ た 。 

The fall of the one was Dound to inVvolve the other 

アッ シリ ア で は 、 一 方 の 聖職 者 が 堕落 する と 他方 の 王 を 巻き 込む 運命 に あっ た 。 ア ッ 
シリ ア で は 、 一 方 の 王 が 堕落 する と 他方 の 聖職 者 を 巻き 込む 運命 に あっ た 。 

andit came to Dass under the effeminate Sardanapalus. 

アッ シリ ア の 王 で ある 女々 し い サ ル ダ ナ パー ル の 下 で 、 聖 職 者 の 堕落 に よる 王 の 堕 
落 が 起き た 。 

This prince, aDandoned to luxury and indolence, 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 区 沢 と 怠 必 に 身 を 任せ た 。 

reduced the science of the Magi to the leVvel of one of his courtesans. 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 マ ギ の 知 を 、 遊 女 の 1 人 に 過ぎ な い 地 位 に まで 
低俗 化 さ せ た 。 

What purpose did marVels serVe i they failed in mimistration to 
Dleasure? 

も し 奇跡 が 快楽 の 助け に 成ら な い の で あれ ば 、 奇 跡 が 何 の 役 に 立つ の か ? 
Compel, 0 enchanters, compel the winter to Droduce TOSeS: 

無理 矢 理 に 、 お お っ 、 誘 惑 者 で ある 魔術 師 よ 、 無 理 矢 理 に 、 冬 に 薔薇 を 咲か せな さ 
い ! 

double the savour of winme: 

ワイ ン の 味 と 香り を 倍増 させ な さい ! 

aDDIy Vour DOWer oVer the light to make the Deauty of women shine jike 
that of diVinities. 

光 を 統治 する 魔術 師 の 力 を 、 女 神 の 美 の 様 に 、 女 性 の 美 を 輝 か せ る の に 応用 し な さ 
い ! 

The Magl oODeyed 

聖職 者 マギ は 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 言い な り に 成っ た 。 

and the king passed fromm intoxication to intoxication. 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 本 町 か ら 本 町 へ と 過ごし た 。 


But 

し か し 、 

1t camme aDout that war Was declared 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 宣 戦 布告 され た 。 

and that the enemy was already on the march. 

すでに アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 敵 は 進軍 中 で あっ た 。 

That enemy might signify Httle to the syDarite steeped in his pleasures. 
快楽 に ふけ た 放 湯 者 で ある アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル に と っ て は 敵 は 、 ほ と ん ど 
重要 で は 無かっ た 。 

But 

し か し 、 

it was ru it was imfamy, it was death. 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル に と っ て は 、 破 滅 は 恥 で あり 死 で あっ た 。 

Now 

SN 

Sardanapalus did not fear death, 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 死 を 景 散 し な か っ た 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

for him it was an endless slee, 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 死 は 永遠 の 眠り で ある 、 と 誤解 し て いた 。 

and he knew how to avoid the toils and humiliations of servitude. 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 奴 隷 の 労苦 と 恥 を 免れ る 方 法 を 知っ て いる 、 と 誤 
解 し て いた 。 

The last night came: 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 最後 の 夜 が 訪れ た 。 

the victor was already upon the threshold: 

すでに 勝利 者 は 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 宮殿 の 敷居 を また いで いた 。 
the city could stand out no 1onger: 

都市 バビ ロン は 最早 、 目 立た な か っ た 。 

the kingdom of Assyria must end on the morroW. 

アッ シリ ア の 王国 は 明日 に は 終わ る に 違い 無かっ た 。 

The palace of Sardanapalus was illurmmated and Dlazed with such 
Splendour thatit lightened all the consternated city. 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 宮 殿 を 、 光 で 飾り 、 恐 怖 に 驚 が くし て いた 都市 バ 
ビ ロ ン の 全て を 照ら す ほ ど 輝 か せ て いた 。 

Amidst piles of precious stuffs, amidst jewels and golden vessels, the 
king held his fimal orgie. 

貴重 な 財産 の 山 の 中 で 、 宝 石 と 金 の 器 の 中 で 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 
最後 の を 行っ た 。 

His womenr, his favourites, his accomplices, his degenerate Driests 
SurTYOUnded him: 


婦人 、 お 気に入り の 従者 、 共 犯 者 、 堕 落し た 聖職 者 が 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー 
ル を 囲ん で いた 。 

the riot of drunkenness mmgled with the music of a thousand 
instruments: 

本 林 の 放 湯 な 騒ぎ が 、 多数 の 楽器 に よる 音 楽 と 混ざる 

the tame Hons roared: 

飼っ て いる ライ オン が 叫ぶ 。 

and a smoke of perfumes, goinmg uD fromm the vaults of the palace, 
enveloped the whole edifice in a heavy cloud. 

香 の 煙 が 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 宮殿 の アー チ 形 の 天井 か ら 昇 り 、 厚 い 
雲 と 成っ て 建物 全体 を 包ん で いる 。 

But 

し か し 、 

tongues Of fire Degan to Denetrate the cedar panellimg: 

火 の 舌 が ヒマ ラ ヤ スギ の 壁 板 内 に 侵入 し 始め る 。 

the frenzied SOn8S were replaced Dy cries of terror and groans of agony. 
熱狂 的 な 歌 が 、 恐 怖 の 叫び と 、 苦 し み に よ る 喰 り に 変わ る 。 

The magic which, in the hands of its degraded adepts, could not 
safeguardl the ermpire of Ninus, 

魔術 は 、 堕 落し た 聖職 者 の 手 の 中 で は 、 ア ッ シ リ ア の 王 ニ ヌス の 王国 を 守れ な か っ 
7 だ 

did at least mimgle its marvels to emDblazon the terrible memories of this 
titaruc suic1de. 

その 代わ り 、 少 な く と も 、 魔 術 は 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 巨人 的 な 自殺 の 
恐る べき 記録 を 飾る た め に 、 魔 術 の 奇跡 を サル ダナ パー ル の 死に 混ぜ た 。 

A Vast and sinister splendour such as the night of Babylon had never 
seeT, seemed sudderly to set DackK and enlarge the Vault of heaVven: 
バビ ロン の 夜 が 経験 し た 事 が 無い ほど の 、 膨 大 な 邪悪 な 輝き が 、 突 然 、 天 空 を 遠 さ 
け 押し 広げ た 様 に 見 えた 。 

a noise, Iike all the thunders of the world pealimg together shook the 
earth, 

世界 中 の 全て の 雷 が 同時 に 轟 い た 様 な 音 が 地 を 賑わせ た 。 

and the walls of the city collapsed. 

そし て 、 都 市 バビ ロン の 壁 は 崩れ 落ち た 。 

Thereafter a deeper night descendedi: 

その 後 、 深 い 夜 の 帳 が 降り た 。 

the palace of Sardanapalus melted, 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 宮殿 は 溶け て 消え た 。 

and when the morrow came his conqueror found no trace of its riches, 
no trace even Of the king's body and all his 1uxuries. 

明日 が 訪れ た 時 、 勝 利 者 は 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 宮殿 の 富 、 王 サル ダ 
ナパ ー ル の 死体 、 サ ル ダ ナ パー ル の 昔 沢 品 の 痕跡 すら 見 つけ られ な いで あろ う 。 
S0 
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ended the first empire of AssyT1a, 

アッ シリ ア の 最初 の 帝国 は 終わ っ た 。 

and 

また 、 

the civilisation founded of old by the true Zoroaster 

本 物 の ゾロ アス ター が 古代 に 建て た 文明 は 終わ っ た 。 

Thus also 

うし C。 

ended Magic, DroDerIly so called!, 

マギ の 魔術 は 終わ っ た 、 と 厳密 に は 言え る 。 

and 

そし て 、 

the reign of the Kabalah Degan. 

カバ ラ の 統治 が 始ま っ た 。 

Abraham on coming out from Chaldea carried its mysteries with him. 
21 祖 ア ブラ ハム は 、 カ ル デ ア か ら 旅 立つ 時 に は 、 カ ル デ ア の 神秘 を 身 に つけ て いた 。 
The people of God increased in silence, 

神 の 民 は 静か に 増え て いっ た 。 

and we shall meet before 1ong with Damiel confounding the miserable 
enchanters of Nebuchadnezzar and Belshazzar 

や が て 、 ダ ニ エ ル が ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 と ベル シャ ザル の 劣悪 な 誘惑 者 で ある 魔術 
師 に 勝利 する の で ある 。 
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CHAPTER III 

魔術 の 歴史 第 1 巻 3 章 

MAGIC IN INDIA 

イン ド の 魔術 

We are told Dy KaDalistc tradition that Imdia was peopled Dy the 
descendants of Caim, 

カバ ラ の 口伝 で は カイ ン の 子孫 は イン ド に 住ん だ 。 

and thither at a later period migrated the descendants of Abraham and 
Keturah: 

後世 に 、 創 世 記 25 章 で アブ ラ ハ ム と ケト ラ の 子孫 が イン ド に 移住 し た 。 

In any Case 1t is, aDove all others, 

いずれ に し て も 、 何 より も 、 

the coumtry of Goetia 

イン ド は 、 ゴ エ テ ィ ア の 国 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 国 で ある 。 

and illusionary wonders. 

イン ド は 、 幻 覚 の 不思議 の 国 で ある 。 

Black Magic has Deen Derpetuated thereim, 

墨 魔術 は 、 イ ンド で 永続 し た 。 

as well as 

同じ く 、 

the original traditions of fratricide imposed Dy the powerful on the 
Weak, 

カイ ン の 弟 殺 し の 原始 的 な 口伝 、 権 力 者 に よる 弱者 へ の 詐欺 、 カ ー ス ト は 、 イ ンド で 
永続 し た 。 

contimued Dy the dommant castes 

上 位 の カー スト の 王族 と 聖職 者 が 、 カ ー ス ト を 続け た 。 

and explated Dy the Dariahs. 

不可 触 民 が 、 カ ー ス ト と いう 誤り を つぐ な っ て いる 。 

It may De said of India that she is the wise mother of all idolatries. 

イン ド は 、 偶 像 崇拝 の 賢母 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

The dogmas of her gymnosophists would De Keys of highest wisdom if 
they did not open more eas1ly the gates leading to degradation and 
death. 

も し イン ド の 裸 行 者 が 堕落 と 死に 至る 門 を 安易 に 開か な けれ ば 、 イ ンド の 裸 行 者 の 
考え は 無 上 の 知 の 鍵 に 成 れ た で あろ う 。 

The astounding wealth of Imdian symDolism seems to suggest that it 1S 
anterior to all others, 

イン ド の 象徴 の 驚く べき 豊富 さ は 、 イ ンド が 他 の 国 よ り 前 か ら 存 在 し て いる 事 を 示し 
て いる 様 に 思わ れる 。 

and this is supported Dy the primeval freshness of its Doetic 
COnCeDt1Ons. 


イン ド の 詩 の 概念 が 古代 か ら 保存 され て いる 事 は 、 イ ンド が 他 の 国 よ り 前 か ら 存 在 
し て いる と いう 説 を 支持 し て いる 。 

But the root ofits tree seems to have Deen devoured Dy the infernal 
SerDent. 

た だ し 、 地 獄 の 蛇 が イン ド の 知 の 木の根 を 飲み 込ん で いる が 。 

That deification of the devil against which we have already entered an 
energetic Drotest 

すでに エリ ファ ス レヴ ィ は 悪魔 の 神格 化 に 対し て 異議 を 表明 し た 。 

1S displayed in all its grossneSS. 

し か し 、 イ ンド で は 、 悪 魔 の 神格 化 を あら ゆる 過大 さ に よっ て 見 せ て いる 。 

The terriDle Trimurt of the Brahmans comprises a Creator a Destroyer 
and a PreserVer 

イン ド の 聖職 者 バラ モン の 邪悪 な 三 神 一 体 は 創造 神 ブ ラフ マー、 破 壊 神 シヴァ 、 維 
持 者 ・ 救 い 主 ヴィ シュ ヌ が 本 来 は 一 体 で ある と いう 考え で ある 。 

Their Adhidnari, who represents the Divimne Mother or Celestial Nature, 
adda nari、Addhanari は 神 の 母 、 天 の 自然 を 表す 。 

1s Called also Bohami, 

adda nari、Addhanari は カー リー と 呼ば れ て いる 。 

to whom the thugs or stranglers make Votive offerimgs of their murderSs. 
イン ド の 絞殺 者 集団 タカ ギー は 絞殺 を カー リー へ の 供物 と し て ささ げた 。 

Vishnu the preserver incarnates orly to destroy an inferior devlL 
維持 者 ・ 救 い 主 ヴ ィ シ ュ ヌ は 下位 の 悪魔 を 滅ぼす た め だ け に 人 に 成る 。 

who is always brought back to Hfe Dy the intervention of Siva or Rudra, 
the god of death. 

破壊 神 シ ヴァ また は 死 の 神 ル ドラ の 和 干渉 に よっ て 、 下 位 の 悪魔 は 常に 復活 する 。 
One is conscious that Siva is the apotheosis of Ca 

破壊 神 シ ヴァ は カイ ン の 神格 化 で ある 、 と 気づく 人 が いる で あろ う 。 

but there is nothmg in all this mythology which recalls the mildness of 
ADel. 

た だ し 、 イ ンド の 全て の 神話 に お いて 、 ア ベル の 思い や り を 思い 出さ せる も の は 存在 
し な い 。 

The mysteries of India are notwithstanding grandiose in their Doetry 
それ に も か か わら ず 、 詩 に お ける イン ド の 神秘 は 雄大 で ある 。 

and 

まだ 。 

singularly profound in their allegories: 

象徴 に お ける イン ド の 神秘 は 意味 が 深い 。 

Dut 

じ か し 、 

they are the Kabalah in profanation, 

イン ド の 神秘 は 汚さ れ た カバ ラ で ある 。 

and hence 

その た め 、 


so far from sustainimg the soul and leading it to supreme wlsdom, 
汚さ れ た カバ ラ で ある イン ド の 神秘 は 、 魂 を 養 わ な いし 、 魂 を 無 上 の 知 へ 導 か な い 。 
それ どこ ろか 、 

Brahmmimism, wrth its learned theories, plunges 1t into gulfs of madnesS. 
バラ モン 教 は 、 バ ラモン 教 の 博識 な 理論 に よっ て 、 魂 を 狂気 の 深淵 へ 突き 落す 。 

It was from the false KaDalism of India that the Gnostics Dorrowed their 
rever1es 一 - Dy turns horriDle and oODscene: 

偽 の グノー シス 主義 は 、 怖 と 寿 角 を 交互 に くり 返す 妄想 を 、 イ ンド の 偽 の カバ ラ か 
ら 取 り 入 れ た 。 

it is also Imdian Magic, manifestimg on the threshold ofthe occult 
Sciences wrth a thousand deformities, 

イン ド の 魔術 は 、 隠 され た 知 の 境界 で 、 多 数 の 奇形 で 、 あ ら わ れる 。 

which terrifies reasonable mimds 

イン ド の 魔術 は 、 理 性 的 な 精神 を 脅かす 。 

and proVvokes the anathemas of all the understanding churches. 

イン ド の 魔術 は 、 全 て の 理解 の 有る 教会 か ら の 破門 、 異 端 排 兵 、 呪 い を 招く 。 

It is this false and dangerous kmowledge, so often confounded Dy the 
1gmorart and Dy smatterers wrth true scienCce, 

頻繁 に 、 無 学 な 人 と 、 生 半 可 な 知識 し か 無い 人 は 、 イ ンド の 危険 な 偽 の 知識 を 、 本 物 
の 知 と 混同 し た 。 

which has imvolved all that bears the name of occultism im a general 
Condemnatlon, 

イン ド の 危険 な 偽 の 知識 は 、 隠 され た 学問 と いう 名 前 を 持つ 全て の も の を 、 大 衆 か 
ら の 非難 の 道連れ に し た 。 

to which the author of these pages himself suDscriDed simcerely Defore 
he had attaimned the key of the magical sanctuary. 

本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魔 術 の 聖 所 の 鍵 に 到達 する 前 は 、 魔 術 へ の 大 衆 の 
非難 に 心から 区 同 し て いた 。 

For theologians of the Vedas, God mamifests as force ory: 

ヴェ ー ダ の 神学 者 に と っ て 、 神 は 、 力 と し て の み 、 あ ら わ れる 。 

all progress and all revelations are determmimed Dy conduest: 

勝利 が 全て の 進歩 と 全て の 啓示 を 決定 する 。 

Vishnu incarnates in monstrous leviathans of the sea 

ヴィ シュ ヌメ は 、 海 の 巨人 的 な レヴ ィ ア タン 、 海 の 巨人 的 な 魚の アヴァ ター ラ の 肉体 を 
まとっ て 降臨 する 。 

and in enormous wild Doars, which mould the primeval earth with 
their smouts. 

そし て 、 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 原 始 の 地 を 鼻 で 形成 する 、 巨 人 的 な イノ シシ の アヴァ ター ラ の 
肉体 を まとっ て 降臨 する 。 

Stll it is a marVvellous Dantheistic genes1s 

ヴィ シュ ヌメ の 10 の アヴァ ター ラ の 例え 話 は 、 驚 くべ き 汎 神 論 の 創世 記 で ある 。 

and the authors ofits fables are lucid at least in their sommamDulism. 


ヴィ シュ ヌ の 10 の アヴァ ター ラ の 例え 話 の 作者 は 、 催 眠 中 に 、 少 な く と も 、 意 識 が 有 
る 。 

The ten Avatars of Vishmu correspond numerically to the Sephiroth. of 
the KaDbalah. 

ヴィ シュ ヌメ の 10 の アヴァ ター ラ は 、 カ バラ の 10 の セ フ ィ ロ ト と 対応 し て いる 。 

The god in duestlon assumed success1Vely three amnmal or elementary 
forms of Hfe, 

神 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 連 続 し て 、 魚 、 亀 、 イ ノシ シ と いう 3 つの 動物 また は 命 の 基本 形 の ア 
ヴァ ター ラ の 肉体 を まとっ て 降臨 する 。 

after which 

次 に 、 

he Decame a sphinx 

ヴィ シュ ヌ は 、 人 と ライ オン の スフィンクス 、 半 人 半 獅 子 の アヴァ ター ラ の 肉体 を まとっ 
て 降臨 する 。 

and then 

次 に 、 

a human Deimg. 

ヴィ シュ ヌ は 、 人 の アヴァ ター ラ の 肉体 を まとっ て 降臨 する 。 

He appeared next as Brahma and in a guise of assumed hurmlity 
DOSssessed the whole earth. 

ヴィ シュ ヌ は 、 バ ラモン と し て 現れ 、 謙 用 を 装っ て 地上 の 全て を 所 有 し た 。 

He was a child on another occasion, and as such the consohmg angel of 
the patriarchs. 

バラ モン と し て 現れ た ヴィ シュ ヌ は 、 祖 師 達 の 慰め る 天使 と し て 、 幼 子 に 成っ た 。 
After this 

次 に 、 

he assumed the mask of a warrior and gave Dattle to the oppressors Of 
the world. 

ヴィ シュ ヌ は 、 戦 士 の 肉体 を まとっ て 降臨 し て 、 地 上 の 圧 制 者 で ある 邪悪 な 王族 ク 
シャ トリ ヤ と 戦っ た 。 

Again 

次 に 、 

he was emDbodied as diplomacy Opposing it to Violence, 

ヴィ シュ ヌ は 、 外 交 を 暴力 に 対立 させ る た め 、 外 交 の た め に 王族 の 肉体 を まとっ て 降 
臨 す る 。 

and seems at this point to have aDandoned the human form to assume 
the agilhty of the monkey, 

王族 の 肉体 を まとっ て 降臨 し た ヴィ シュ ヌ が 、 人 の 形 で は な い 猿 の 神 ハ ヌ マ ー ン を 
頼っ た の は 、 猿 の 速 さ を 身 に つけ る た め の 様 に 思わ れる 。 

Diplomacy and violence consumed one another 

外交 と 暴力 は 相互 に 破壊 し 合う 。 

and the world awaited some imtellectual and moral redeemer 

世界 は 知 的 な 倫理 道徳 的 な 救い 主 を 待望 し た 。 


Vishnu thereupon incarnated as Krishna. 

そこ で 、 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 ク リ シ ュ ナ と し て 肉体 を まとっ て 降臨 し た 。 

He was Droscr1Ded eVenr in his cradle, 

クリ シュ ナ は 、 ゆ りか ご の 中 の 幼子 の 時 に 追放 され る よう に 逃がさ れ た 。 

Deside which there watched the symDolical ass. 

象徴 的 な ロバ が 、 そ ば で クリ シュ ナ を 見 守っ て いる 。 

He was carried far away to save hm from the power of his enermies: 
幼子 の 時 に 、 ク リ シ ュ ナ は 、 敵 の 力 か ら 守 る た め に 、 遠 く へ 運ば れ て 逃がさ れ た 。 
he attained manhood and preached the doctrime ofmercy and good 
WOrKS. 

クリ シュ ナ は 大 人 に 成っ て 思い や り と 善行 の 教え を 説く 。 

He descended into hell, bound the infernal serpent and returned 
glor1ousIy to heaVven. 

クリ シュ ナ は 、 地 獄 に 降り て 、 地 獄 の 蛇 を 縛り 、 光 輝い て 天国 に 戻る 。 

His annual festiVal is in August, under the sign of the Virginm. 

クリ シュ ナ の 祭り は 毎年 8 月 に 処女 宮 の 象 徴 の 下 で 行わ れる 。 

Here 1s astorushing intuition concerming Christian mysteries 

クリ シュ ナ の 話 は キリ スト の 神秘 に つい て の 和 父 く べき 直感 で ある 。 

and so much the more impressIve when we rememDer that the sacred 
books of India passed into writmg many centuries Defore the Christian 
era. 

クリ シュ ナ の 話 が 記さ れ て いる イン ド の 聖典 マハ ー バ ー ラ タ が キリ スト の 時 代 よ り 何 
世紀 も 前 に 文書 に 成っ た 事 を 思い 出す と 、 ク リ シ ュ ナ の 話 に は 非常 に 感銘 を 受け る 。 
To the reVelation of Krishna succeeded that of Buddha, 

クリ シュ ナ の 啓示 の 後に 、 仏 陀 の 啓示 が 続く 。 

who married the DureSt relgion to philosophy of the highest kind. 

仏陀 は 、 無 上 の 純粋 な 宗教 を 、 無 上 の 種類 の 哲学 と 結び つけ た 。 

The happiness of the world was thus held to De secured 

仏陀 は 、 宗 教 と 哲学 を 結び つけ て 、 世 界 の 幸せ を 達成 し た 。 

andthere was nothing further to expect, pending the tenth and fimal 
incarnatlo, 

ヴィ シュ ヌメ の 第 10 の 最終 的 な 降臨 を 待つ だ け で ある 。 

when Vishnu wl return in his proper form, leading the horse ofthe 
last judgment 一 

ヴィ シュ ヌ は 、 本 来 の 姿 に 戻る と 、 最 後 の 審判 の 馬 を 引い て くる 。 

that dread steed whose fore foot is raised always and when it is set 
down the world wil De strewn in atoms. 

ヴィ シュ ヌ の 第 10 の アヴァ ター ラ が 引い て くる 、 景 散 す る べき 馬 は 、 前 脚 を 常に 上 げ 
て いて 、 前 脚 を 世界 に 振り 下ろ す と 、 世 界 は 原子 に まで 分 解 さ れる で あろ う 。 

We may note herein the presence of the sacred numDbers and Drophetic 
calculations of the Magi. 

ヴィ シュ ヌ の アヴァ ター ラ に は 、 マ ギ の 神聖 な 数 と 預言 の 計算 が 存在 する 事 に 気づく 。 
Gymmnosophists and Zoroastrian initiates drew frorm the same SOUrCeS, 


イン ド の 裸 行 者 と 、 ゾ プロ アスター の 秘伝 伝授 者 は 、 同 じ 源泉 か ら 知 を 得 て いた 。 

Dut 

し か し 、 

it was the false and Dlack Zoroaster who remained master of theology in 
India. 

イン ド の 神学 の 教師 と し て 残っ た 者 は 偽 の 黒い ゾロ アス ター で あっ た 。 

The final secrets of this degenerate doctrime are Darttheism and its 
legitimate conseduence, Demg aDsolute materialism masquerading as 
the aDsolute negation of matter 

偽 の ゾロ アス ター の 堕落 し た 教え の 最終 的 な 秘密 は 、 汎 神 論 と 、 汎 神 論 に お 決ま り 
の 結論 で ある 、 物 質 の 完全 否定 の ふり を し た 、 完 全 な 物質 主義 で ある 。 

But what, it may De asked, does it signify whether spirit is materialised 
or matter spiritualised so 1ong as the eduality and identity of the two 
terms are Dostulated? 

精神 と 物質 が 同一 で ある と 主張 する 限り 、 必 要 か も し れ な い が 、 精 神 の 物質 化 を 試 
みよ う が 、 物 質 の 精神 化 を 試み よう が 、 何 の 意味 が あろ うか ? 精 神 と 物質 が 同一 で 
ある と 主張 する 限り 、 精 神 の 物質 化 を 試み よう が 、 物 質 の 精神 化 を 試み よう が 、 無 意 
味 で ある ! 

But the conseduence of such pantheismm is, however mortal to ethics: 
汎 神 論 に お 決ま り の 結論 で ある 、 精 神 と 物質 が 同一 で ある と 主張 する 物質 主義 は 
倫理 道徳 に 致命 的 で ある 。 

there are neither crimes nor Virtues In a World where all is God. 

全て が 神 で ある 世界 で は 罪悪 も 六 も 存在 し な いで あろ う 。 

We may expect after such teachings a Drogressive degradation Of the 
Brahmans into a fanatical quietism: 

汎 神 論 と 物質 主義 で ある 偽 の ゾロ アス ター の 教え か ら 、 イ ンド の 聖職 者 バラ モン の 
堕落 を 経て 、 狂 信 的 な 静寂 主 義 、 無 気力 、 無 関心 、 無 為 へ 至る の は 当然 で ある 。 
Dut 

し か し 、 

as yet the end was not reached. 

未だ 終わ り で は な い 。 

It remained for their great magical ritual, the Indian Dook of occultism, 
otherwrse the Oupnekhat, 

イン ド の 大 いな る 魔術 の 典礼 書 、 イ ンド の 隠さ れ た 学問 の 本 、50 の ウパ ニシ ャ ッ ド で 
ある ウ プ ネ カッ ト が 残っ て いる 。 

to furrish the physical amd moral means of consurmmatimg the work of 
their stupefaction 

ウブ プ ネ カッ ト は 、 麻 痺 状 態 の 結果 を 達成 する 肉体 的 な 精神 的 な 手段 を も た ら す 。 
and arriving Dy a graduated method at that raving madness termed Dy 
ther sorcerers the Divine State. 

ウブ プ ネ カッ ト は 、 段 階 的 な 手段 に に っ て イン ド の 偽 の 魔術 師 が 「 神 の 状態 」 と 呼ん で 
いる 極度 の 狂気 に 到達 する 肉体 的 な 精神 的 な 手段 を も た ら す 。 

The work in question is the progenutor of all grimoires 


ウ プ ネ カッ ト は 、 グ リモ ワー ル の 祖 、 魔 術 書 の 祖 で ある 。 

and the most curious among the antiquities of Goetia. 

ウ プ ネ カッ ト は 、 ゴ エ テ ィ ア の 古代 の 遺物 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 古代 の 遺物 の 中 で 、 最 
も 興味 深い 。 

It is divided into fifty sections 

ウブ プ ネ カッ ト は 、50 の ウパ ニシ ャ ッ ド に 分 か れ て いる 。 

and is a darKness spDangled with stars. 

ウ プ ネ カッ ト は 、 星 々 が 散り ば め ら れ た 暗闇 で ある 。 

Sublime maxims are Dlended with false oracles. 

ウ プ ネ カッ ト は 、 崇 高 な 言葉 が 混ぜ られ た 誤っ た 啓示 で ある 。 

At tmes It reads hke the Gospel of St. johm, 

時 々 、 ウ プ ネ カッ ト は 、 ヨ ハネ に よる 福音 書 の 様 に 読め る 。 

as, for exarmple, in the following extracts from the eleventh and forty- 
elghth sectons. 

例え ば 、 下 記 は 、 ウ プ ネ カッ ト の 第 11 の ウパ ニシ ャ ッ ド と 第 48 の ウパ ニシ ャ ッ ド か ら 
の 抜粋 で ある 。 


The angel of creatve fire is the word of Godl 
創造 する 火 の 天使 は 、 神 の 言葉 で ある 。 

which word produced the earth and the vegetation that issues 
therefrom, together with the heat 

神 の 言葉 が 、 地 と 、 地 か ら 出 る 草木 と 、 熱 を も た らし た 。 

which ripens 1t. 

熱 は 草木 を 円 熟 さ せる 。 

The word ofthe Creator is itself the Creator 

神 は 創造 主 で ある 。 神 の 言葉 は 神 で ある 。 神 の 言葉 は 神 御 自身 で ある 。 
and is also His only Son. 

神 の 言葉 は 神 の 唯一 の 息子 で ある 。 


」 


NOWY, 

さて 、 

on the other handl 

他 の 部 分 で は 、 

the reVeries are Worthy oruly of the most extravagart arch-heretics: 
ウブ プ ネ カッ ト は 、 最 も 極端 な 大 異端 者 に 相応 な 妄想 に 過ぎ な い 。 


1 
Matter Deing only a deceptiVe aDDearanCe, 

物質 は 人 を 欺く 見 せ か け に 過ぎ な い 。 

the sum, the stars and the very elements are gen, 

太陽 、 星 々 、 元 素 は 神 の 聖霊 で ある 。 

while amumals are demons 

動物 は 半 神 半 圭 で ある 。 

and man is a Dure SDirit deceived Dy the illusions of formms. 
人 は 形 に 欺 か れ た 単なる 霊 で ある 。 


」 


We are Derhaps sufficiently edified Dy these extracts im resDect of 
doctrimal matters 

上 記 の 、 抜 粋 に よっ て 、 多 分 、 ウ プ ネ カッ ト の 教え の 内 容 に つい て 十分 に 理解 し た 。 
and may Droceed to the Magical Ritual of the Indian enchanters. 

イン ド の 誘惑 者 で ある 偽 の 魔術 師 の 魔術 の 儀式 に 進む 。 


In order to Decome God, the Dreath must De retained 一 

神 に 成る に は 、 息 を 保つ 必要 が 有る 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

1t must De inhaled as 1ong as possible, tll the chest is well distended 一 
神 に 成る に は 、 肺 が 十分 に 広がる まで 可能 な 限り 息 を 吸い 込む 必要 が 有る 。 

and in the second place, 

次 に 、 

the divine OM must De repeated inwardly forty times while in this state. 
肺 を 十分 に 広げ て 可能 な 限り 息 を 吸い 込ん だ 状態 で 、 神 の 言葉 『 オ ー ム 』 を 心 の 中 
で 40 回 唱え る 必要 が 有る 。 

Expiration, im the third place, follows Very slowIY 

次 に 、 ゆ っ くり 皿 を 吐く 。 

the breath beimg mentally directed through the heavens to make 
contact with the umnversal ether, 

息 が 天 を 通過 し て 普遍 の エー テル と 触れ 合う 様 に 心 の 中 で 傾け る 。 

Those who would succeed in this exercise Imust De blimd, deaf and 
motiorless as a log of wood!. 

儀式 を 成功 させ る に は 、 目 を 閉じ 、 耳 を 塞ぎ 、 木 の 丸太 の 様 に 不動 で ある 必要 が 有 
る 。 


The posture is on knees and elDows, with the face turned to the North. 
姿勢 は 、 ひ ざ 立 ち 、 ひ じ 立 ち で 、 顔 を 北 へ 向け る 。 

One nostril is stoDped wrth a fimger the air is inhaled by the other 
which is then also closedl 

一 方 の 上 鼻 の 穴 を 一 本 の 指 で 塞ぎ 、 他 方 の 上 鼻 の 穴 で 空気 を 吸い 込み 、 他 方 の 上 鼻 の 穴 
も 一 本 の 指 で 塞ぐ 。 

the action Demg accomparued Dy dwelhmg in thought on the idea that 
God is the Creator 

同時 に 、 神 は 創造 主 で ある と 思考 する 。 

that He is jn all amumals, in the ant even as in the elephant. 

神 は 全て の 動物 の 中 に 存在 し 、 農 の 中 に すら 象 ( ゾ ウ ) の 中 の 様 に 存在 する と 思考 す 
る 。 

The mmd must De aDsorDed in these thoughts. 

精神 を 、 神 は 創造 主 で ある と いう 思考 と 、 神 は 全て の 動物 の 中 に 存在 する と いう 思 
考 に 、 夢 中 に させ る 必要 が 有る 。 

OM is at first recited twelve times and afterwards twenty-four times 
during each inspiration, and then as rapidly as Doss1Dle. 

『 オ ー ム 』 と 12 回 唱え た 後に 、 人 息 を 吸う 間 に 『 オ ー ム 』 と 24 回 唱え た 後に 、 可 能 な 
限り 速く 『 オ ー ム 』 と 唱え る 。 

This regmen must De contimued for three months 一 without fear 
wrthout remlsslon, eatimg and sleeping Hittle. 

惑 れ ず に 、 鍛 錬 を ゆる め る 事 無 く 、 食 事 を 少な くし て 、 睡 眠 時 間 を 少な くし て 、3 か 月 
以上 、 鍛 鍵 を 続け る 必要 が 有る 。 

In the fourth month the Devas wll manifest: 

4 か 月 で 、 神 々 が 現れ る で あろ う 。 

im the fifth you will haVe acquired all qualities of the Devatas: 

S か 月 で 、 神 の 聖霊 の 全て の 神 性 を 獲得 し て いる で あろ う 。 

Im the sixth you wl De saved and wl have Decome God!. 

6 か 月 で 、 救 われ て 、 神 に 成っ て いる で あろ う 。 


」 


What seems certanr is that in the sixth month the fanatic who is 
sufficiently imDecile to DerseVere in such a practice wl De dead or 
Insane. 

愚か に も ウ プ ネ カッ ト の 儀式 の 実践 を 6 か 月 間 貫 き 通し た 狂信 者 が 死ぬ か 狂う の 
は 確実 で ある と 思わ れる 。 

If, howeVer he should really survive this exercise in Inystc Dreathing, 
the Oupnekhat does not leave him in the happy posltion mentioned Dut 
makes him pass to other eXDerlenCeSs. 


し か し 、 も し 狂信 者 が ウ プ ネ カッ ト の 謎 の 呼吸 の 6 か 月 の 鍛錬 を 乗り 切っ た ら 、 ウ プ 
ネ カ ッ ト は 狂信 者 を 「 救 われ て 、 神 に 成っ て いる 」 と 言う 幸せ な 状態 に し て 置か ず 、 狂 
信者 を 他 の 謎 の 鍛錬 へ 移ら せる 。 


1 
With the end of one fimger close the amus, and then draw the Dreath 
from Delow upwards on the right side: 

ーー 本 の 指先 で 肛門 を 塞い で 、 下 か ら 上 へ 、 右 側 で 、 息 を 吸い 込む 。 

make it circulate three times roumd the second centre of the Dodyi 
体 の 第 2 の 中 心 の 辺り で 空気 を 3 回 回 転 さ せる 

thence bring it to the navel, which is the third centre: 

体 の 第 3 の 中 心 で ある 、 へ そ へ 空気 を 持っ て くる 。 

then to the fourth, which is the middle of the heart: 

体 の 第 4 の 中 心 で ある 、 心 有 左 の 中 央 へ 空気 を 持っ て くる 。 

subseduently to the throat,。 which is the fifth: 

体 の 第 5 の 中 心 で ある 、 喉 (の ど ) へ 空気 を 持っ て くる 。 

and fimally to the sixth, which is the root of the nose. There retain the 
breath: 

体 の 第 6 の 中 心 で ある 、 両 目 の 間 の 鼻 根 へ 空気 を 持っ て き て 、 空 気 を 保つ 。 

it has Decome that of the umiversal soul. 

息 は 、 普 遍 の 魂 の 息 に 成っ て いる で あろ う 。 


」 


This seerms simply an auto-hypnotic method ofinducimg a certann 
cereDral congestiOn. 

上 記 は 、 脳 の 充血 を 誘発 する 、 単 な る 自己 催眠 の 方 法 で ある 、 と 思わ れる 。 
But the author of the treatise comtmues: 

さら に 、 ウ プ ネ カッ ト の 著者 は 続け る 。 


Thik therefore of the great OM, 

大 いな る 『 オ ー ム 』 に つい て 考え な さい 。 

which is the name of the Creator 

『 オ ー ム 』 は 創造 主 で ある 神 の 名 前 で ある 。 

and is that universal, Dure and indiVisible Voice 
『 オ ー ム 』 は 普遍 の 純粋 な 不可 分 の 声 で ある 。 

which fills all thimgs. 


『 オ ー ム 』 と いう 声 は 全て の も の を 満た し て いる 。 

This voice is the Creator Himself, 

『 オ ー ム 』 と いう 声 は 創造 主 で ある 神 で ある 。『 オ ー ム 』 と いう 声 は 創造 主 で ある 神 御 
自身 で ある 。 

Who Decomes audible to the contemplative after ten manmers. 

下記 の 様 に 、『 オ ー ム 』 と いう 声 は 、 眼 想 し て いる 人 に は 聞こ える 。 

The first sound is ike that of a Httle sparroWi 

第 1 の 声 は 、 小 さ な ス ズ メ の 鳴き 声 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

the second is twice the first in volume: 

第 2 の 声 は 、 第 1 の 声 の 2 倍 の 大 き さ の 声 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

the third js Iike the sound of a cymDal: 

第 3 の 声 は 、 楽 器 の シン バル の 音 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

the fourth is as the murmur of a great shel: 

第 4 の 声 は 、 巨 人 的 な 具 の ささ や き で ある 、 様 に 聞こ える 。 

the fifth is comparable to the song of the Inmdian 1yre: 

第 5 の 声 は 、 イ ンド の 堅 琴 に よる 歌 に 例え る 事 が で きる 。 

the sixth is Hike the sound of the instrument called tal: 

第 6 の 声 は 、『tal』 と 呼ば れ て いる 楽器 の 音 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

the seventh resemDbles the sound of a Dacabou flute, held close to the 
eaT: 

第 7 の 声 は 、 耳 の 近く で 吹か れ た 、『bacaDou』 と いう 笛 ( ふ え ) の 音 に 似 て いる 。 
the eighth is hke that of the instrument called Pakaou 呈 , which is struck 
wrth the hand: 

第 8 の 声 は 、『Pakaoudj』 と 呼ば れ て いる 楽器 を 手 で 叩い た 音 で ある 、 様 に 聞こ え 
る 。 

the ninth is hke the sound of a Hittle trumpet 

第 9 の 声 は 、 小 さ な ラ ッ パ の 音 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

and the tenth Hike that of a thunder cloud. 

第 10 の 声 は 、 雷 雲 の 音 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

At each of these soundls the contemplative passes through different 
States, 

第 1 か ら 第 9 の 声 が 聞こ える と 、 眼 想 し て いる 人 は 、 そ れ ぞ れ の 声 に 対応 し た 状態 
に 成る 。 

and at the tenth he Decomes God. 

第 10 の 声 が 聞こ える と 、 上 想 し て いる 人 は 、 神 に 成る 。 

At the first sound the hairs of his whole Dody rise erect: 

第 1 の 声 が 聞こ える と 、 全 身の毛 が 逆 立 つ 。 

at the secondL his HmDs Decome torp1d: 

第 2 の 声 が 聞こ える と 、 手 足 が 鈍 く 動 か な く 成 る 。 

at the third, he feels through all his frame the kind of exhaustion which 
follows the intercourse of loVe: 

第 3 の 声 が 聞こ える と 、 性 交 後 の 様 な 疲労 を 全身 に 感じ る 。 

at the fourth, his head swims and he is as one intoxicated: 


第 4 の 声 が 聞こ える と 、 頭 が くら くら し て 酔っ た 様 に 成る 。 

at the fifth, the life-force flows Dack into his Drain: 

第 5 の 声 が 聞こ える と 、 命 の 力 が 脳 に 逆流 する 。 

at the sixth, this force descends into him and he is nourished thereon: 
第 6 の 声 が 聞こ える と 、 命 の 力 が 脳 か ら 体 内 へ 降り て 体 を 強め る 。 

at the severth, he Decomes the master of Vision, can see into the hearts 
of others, and hears the most distant Voices: 

第 7 の 声 が 聞こ える と 、 予 見 者 に 成 れ て 、 他 人 の 心 の 中 を 見 る 事 が で き 、 遠 隔 地 の 
声 が 聞こ える 。 

at the ninth he Decomes so ethereal that he can pass wheresoever he 
wll amd can see without Demg seer, hkKe the angels: 

第 9 の 声 が 聞こ える と 、 望 む お 所 へ 行け る ほど エー テル 的 に 成 れ る 。 天 使 の 様 に 見 ら 
れ 無い で 見 る 事 が で きる 。 

at the tenth, 

第 10 の 声 が 聞こ える と 、 

he Decomes the universal and indivisiDble Voice. 

普遍 の 不可 分 の 声 に 成 れ る 。 

He js the great creator 

大 いな る 創造 主 で ある 神 に 成 れ る 。 

the eternal Deimg, 

永遠 の 存在 に 成 れ る 。 

exempt from all 

全て か ら 自 由 に 成 れ る 。 

and having Decome the perfect peace, he disDpenses Deace to the World. 
完全 な 平和 に 成っ て 、 平 和 を 世界 に 分 け 与 える 。 


」 


What is noticeaDle in these most curlous extracts is their exhaust1Ve 
description Of phenomena which characterise lucid somnambulism 
comDined with a complete practice Of auto-hYDnOS1S: 

上 記 の 、 ウ プ ネ カッ ト の 最も 興味 深い 抜粋 で 注目 に 値する 事 は 、 自 己 催眠 の 完全 な 
実践 と 、 意 識 が 明確 で ある 催眠 状態 の 特徴 で ある 現象 の 完全 な 説明 で ある 。 

it is the art ofinducing ecstasy Dy tension of the will and fatigue of the 
nerVvOuS sySterm. 

上 記 の 、 ウ プ ネ カッ ト の 抜粋 に 記さ れ て いる の は 、 意 思 の 緊張 に よっ て 、 神 経 系 の 疲 
労 に よっ て 、 忘 我 状 態 を 誘発 する わざ で ある 。 

We recommend therefore to mesmerists a careful study of the mysteries 
of the Oupnek'hat. 

エリ ファ ス レヴ ィ は ウ プ ネ カッ ト の 神秘 の 用 心 深い 研究 を 催眠 術 師 に すす め る 。 
The graduated use of narcotics and of a scale of coloured discs wl 
produce effects analogous to those descriDed by the Indian sorcerer, 


麻酔 薬 や 睡眠 薬 の 段階 的 な 使用 や 、 色 を 塗っ た 随 段 状 の 円 盤 群 の 段階 的 な 使用 
は 、 イ ンド の 偽 の 魔術 師 が 説明 し て いる わざ に 似 た 結果 を も た ら す 。 

M. Ragon has provided the recipe in his work on La Maconnerie 
Occulte. 

上 記 の 、 方 法 を 「 メ イソ ン の オカ ルト 」 で ラゴン は 記し て いる 。 

The OupneKhat giVes a slmpler method of losing consciousness and 
arr1iVimg at eCStasSy: 

ウブ プ ネ カッ ト に は 、 意 識 を 失っ て 忘 我 状 態 に 到達 する 、 よ り 簡 単 な 方 法 が 記さ れ て い 
る 。 
it is to 1ook with Doth eyes at the end of the nose and to maintaim this 
act, Or rather this grimace, untll Daralysis of the optic nerVve SUDerVenteS. 
ウ プ ネ カッ ト に 記さ れ て いる 、 意 識 を 失っ て 忘 我 状態 に 到達 する 簡単 な 方 法 は 、 視 神 
経 が 麻痺 する まで 両目 で 鼻先 を 見 つめ 続け る 事 で ある 。 

All such practices are edually painmful, dangerous and ridiculous: 

ウ プ ネ カッ ト の 、 視 神経 が 麻痺 する まで 両目 で 鼻先 を 見 つめ 続け る と いっ た 、 全 て の 
実践 は 苦痛 、 危 険 、 滑 稽 で ある 。 

we are far from recommending themm to anyone: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ウ プ ネ カッ ト の 、 視 神経 が 麻痺 する まで 両目 で 鼻先 を 見 つめ 続 
ける と いっ た 、 全 て の 実践 を すす め な い 。 

Dut 

じ が し 、 

we donot question that in a shorter or 1onger time, accordimg to the 
sensiDility of the suDjects, they wl induce ecstasy, catalepsy and even a 
dead swoon. 

多かれ 少な か れ 時 間 を か ける 事 に よっ て 、 被 催眠 者 の 感じ や すさ に よっ て 、 ウ プ ネ 
カッ ト の 、 視 神経 が 麻痺 する まで 両目 で 鼻先 を 見 つめ 続け る と いっ た 、 全 て の 実践 
が 忘 我 状態 、 強 重症 カタ レプ シー、 気 絶 す ら 誘発 する の は 疑い 無い 。 

In order to obtain Vision and the phenomena of second sight, a state 
must De reached which is akin to that of sleep, death and madness. 
予見 を 獲得 する に は 、 睡 眠 、 死 、 狂 気 に 似 た 状態 へ 到達 する 必要 が 有る 。 

It is im this that the Indians excel 

イン ド の 偽 の 魔術 師 は 睡眠 、 死 、 狂 気 に 似 た 状態 へ 到達 する 事 に 秀 で て いる 。 
andit is perhaps to their secrets that we must refer the strange DOWer 
of certaim Americant mediums. 

何人 か の アメ リカ の 霊 媒 師 の 不思議 な 力 を 、 イ ンド の 偽 の 魔術 師 の 秘密 に 結び つ 
ける 必要 が 有る 。 

Black Magic may De defimed as the art ofinducing artificial mamia in 
Ourselves and in others: 

黒 魔術 は 他人 や 自身 に 人 為 的 な 狂気 を 誘発 する わざ で ある 、 と 定義 で きる 。 

but it is also amd aDove all the science of Dolsonming. 

何より も 、 黒 魔術 は 毒 する 学問 で ある 。 


What is howeVer generally unkmowr, and the discoVery in our days 1S 
due to M. Du Potet, is that it is possible to destroy Hife Dy the sudden 
congestion or withdrawal of the Astral Light. 

し か し 、 大 衆 が 知ら な い 事 、19 世紀 に デュ ポテ に よっ て 発見 され た 事 は 、 星 の 光 の 
急激 な 充満 か 欠乏 に よっ て 命 の 破壊 が 可能 で ある 事 で ある 。 

This may take place when, through a series of almost impossible 
exerC1lSeS, SIrrular to those descriDed Dy the Indian sorcerer OUT nerVOUS 
system, having Deen habituated to all tensions and fatigues, has Decome 
a kind of Hiving galvanic pile, capable of condensing and projectimg 
powerfully that light 

イン ド の 偽 の 魔術 師 が 記し た ウ プ ネ カッ ト の 鍛錬 に 似 た 一 連 の 不可 能 に 近い 鍛錬 
に よっ て 、 神 経 系 の 緊張 と 疲労 が 習慣 に 成っ て 、 神 経 系 が 星 の 光 を 強め て 強く 放射 
で きる 一 種 の 生き て いる ガル バニ 電池 に 成る と 、 星 の 光 の 急激 な 充満 か 欠乏 に よる 
命 の 破壊 が 起き る 。 

which intoxicates or destrOVS. 

星 の 光 は 、 柳 町 させ る か 、 破 壊す る 。 

We are not, however at the end of the OupnekKhat and its magical 
wonders: 

し か し 、 上 記 で 、 ウ プ ネ カッ ト と 、 ウ プ ネ カッ ト の 魔術 の 不思議 は 、 終 わり で は な い 。 
there is a final arcamum which the darKksome hierophant entrusts to his 
initiates as the supreme secret Of a 赴 

会 気 な 偽 の 秘 儀 祭 司 が 、 全 て の も の の 無 上 の 秘密 と し て 、 偽 の 秘伝 伝授 者 に 伝授 
する 、 最 終 的 な 偽 の 秘密 が 存在 する 。 

it is actually the shadow and reverse slde of the great mystery of 
Transcendent MagiC. 

偽 の 秘密 は 、 実 は 、 超 越 的 な 魔術 の 大 いな る 神秘 の 影 、 逆 、 反 対 、 あ べ こ べ で ある 。 
Now, the ]atter is the aDsolute in morality 

超越 的 な 魔術 の 大 いな る 神秘 は 、 倫 理 道 徳 に お ける 、 絶 対 で ある 。 

and conseduently 

そし て 、 結 果 的 に 、 

in the direction of activity 

超越 的 な 魔術 の 大 いな る 神秘 は 、 行 動 方 針 に お ける 、 絶 対 で ある 。 

and in freedom. 

超越 的 な 魔術 の 大 いな る 神秘 は 、 自 由 に お ける 、 絶 対 で ある 。 

On the other hand!, 

他方 、 

that of the Oupnekhat is the aDsolute in immorality, in fatality and in 
deadly uietismm: 

ウ プ ネ カッ ト の 偽 の 秘密 は 、 悪 行 に お ける 、 運 命 に お ける 、 死 に 至る 静寂 主義 に お け 
る 、 死 に 至る 無気力 に お ける 、 死 に 至る 無関心 に お ける 、 死 に 至る 無為 に お ける 、 絶 
対 で ある 。 

it is exDpressedl as follows by the author of the Imdian Work: 

下記 の 様 に 、 ウ プ ネ カッ ト で 、 著 者 は 、 偽 の 秘密 を 話し て いる 。 


It is lawful to lie in order to facilitate rmarriages, 

楽に 結婚 する た め の 嘘 は 合法 で ある 。 

to exalt the Virtues of a Brahman 

聖職 者 バラ モン の 価値 を 高め る た め の 嘘 は 合法 で ある 。 

Or the good qualities of a cow. 

牛 の 次 を 高め る た め の 嘘 は 合法 で ある 。 

God is truth, 

神 は 真実 で ある 。 

and in Him shadow and Hght are one. 

神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 。 

Whosoever is acquanted with this truth never ]ies, 

真実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 嘘 を つか な い 。 
for 

な ぜ な ら 、 

his Very falsehood turns true. 

真実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 の 、 嘘 は 真実 に 変 
わる 。 

Whatever sim he commmts, whateVer evll he Derforms, he is never guilty: 
どん な 罪 を 犯し て も 、 ど ん な 悪行 を 行っ て も 、 真 実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 
成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 有 罪 で は な い 。 

下 he comrmitted a douDle Darric1de: 

父親 殺し と 母親 殺し を 犯し て も 、 真 実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 
を 知っ て いる 人 は 、 有 罪 で は な い 。 

下 he killed a Brahman initiated into the mysteries of the Vedas: 

ヴェ ー ダ の 神秘 の 秘伝 を 伝授 され た 祭司 バラ モン を 殺し て も 、 真 実 で ある 神 の 中 で 
光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 有 有罪 で は な い 。 

Im a WOrQOL 

要約 する と 、 

whateVer he did, his light would not De impaired!, 

何 を し て も 、 真 実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 の 、 光 
は 和 失わ れ な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

God sayS: 

下記 の 様 に 、 神 は 話し て いる 。 


『 


1 am the Universal Soul: 
神 は 普遍 の 魂 で ある 。 


im Me are good and evll, which are moderated one Dy the other: 

神 の 中 で 善 と 悪 は 相互 に 抑え 合っ て いる 。 

he who knows this cannot sim, 

神 の 中 で 善 と 悪 が 相互 に 抑え 合っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 罪 を 犯す 事 が で き な 
い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he is uversal even as Myself. 

神 の 中 で 善 と 悪 が 相互 に 抑え 合っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 神 の 様 に 普遍 で ある 。 


』 


」 


Such doctrines are IncompatlDple with civilisation, 

上 記 の 、 ウ プ ネ カッ ト の 誤っ た 教え は 、 文 明 と 矛盾 する 。 

and furtherrmore, 

さら に 、 

by stereotyping its social hierarchy, India has imDbedded anarchy in the 
CaSteS, 

イン ド は 、 社 会 の 位階 制 を カー スト と いう 型 に は め て 、 カ ー ス ト の 中 に 無政府 状態 に 
よる 混乱 を 植え つけ て し まっ た 。 

whereas social hfe is a question of exchange. 

社会 の 命 は 交流 で ある 。 カ ー ス ト は 、 社 会 の 命 が 交 流 で ある 事 に 反し て いる 。 

Now, exchange 1s immpossible when everything Delongs to a few and 
nothing to others. 

少数 の 人 が 全て の 物 を 独占 し て 他人 に 何 も 与 えな い 時 、 交 流 は 不可 能 で ある 。 
What do social gradations sign1fy in a putatiVe civil state wherein no 
one can fall or rise? 

民 が 上 昇 で き な い し 下降 し な い 決 まり 通り の 状態 で は 、 社 会 の 位階 制 に は 何 の 意 
味 が 有る か ? 民 が 上 昇 で き な い し 下降 し な い 決 まり 通り の 状態 で は 、 社 会 の 位階 制 
に は 何 の 意味 も 無い ! 

Herein is the 1ong-delayed purushment of the fratricide: 

大 きく 遅れ た 、 カ イン の 第 殺し へ の 訓 は カー スト に 存在 する 。 

It is one which involVves his entire race and condemmns it to death. 

カイ ン は 全て の カイ ン の 子孫 を 道連れ に し て 死に 至ら せる 。 

Should some alien, Droud and egotistic nation interVene, 1t will sacrifice 
Imdia 一 

異 民族 の 信 慢 な 利己 的 な 国 が 現れ た ら 、 イ ンド を 犠牲 に する で あろ う 。 

even as oriental legends tell us that Canm was killed Dy Lamech. 

オリ エン ト の 口伝 は 、 レ メ ク が カイ ン を 殺 し た 、 と 話し て いる 様 に 。 

Woe, notwithstanding to the murderer of Cain 一 


し か し 、 カ イン を 殺す 人 に は 災い が 有る ! 
SO say the sacred oracles of the Bible. 
創世 記 4 章 15 節 で 神 は 「 カ イン を 殺し た 人 は 7 倍 、 報 復 さ れる 。」 と 話し て いる 。 


CHAPTER IV 

魔術 の 歴史 第 1 巻 4 章 

HERMETIC MAGIC 

ヘル メス の 魔術 

It is in Egypt that Magic attains the grade, of completion as an Um1Versal 
SclenCe 

エジプト で 、 魔 術 は 、 普 遍 の 知 と し て 、 完 成 の 段階 に 到達 し た 。 

and is formulated as a Derfect doctrime. 

エジプト で 、 魔 術 は 、 完 全 な 考え と し て 、 明 確 に 説明 され た 。 

As a summmary of all the dogmas which obtained in the ancient World, 
nothing surpasses and indeed nothing eqguals those few paragraphs 
graven On DreciOus stone Dy Hermes and denorminated the Emerald 
Tablet. 

古代 の 世界 の 全て の 考え の 要約 と し て 、 エ メラ ルド 板 と 呼ば れる 物 、 ヘ ル メ ス が エメ 
ラル ド 板 に 記し た 短い 文書 と 等 し い 物 や 超え る 物 は 実に 無い 。 

Umity of Deimg and umity in the harmony of things, accordinmg to the 
ascending and descendimg scales: 

段階 の 上 昇 と 下降 に 対応 する 、 存 在 の 統一 性 、 も の の 調和 に お ける 統一 性 。 
progresSs1Ve amd DroDortional evolution of the Wordi: 

神 の 言葉 の 進歩 的 な つり 合っ て いる 進化 。 

immutable 1aw of equilibrium and graduated DrogreSs Of umiversal 
analogies: 

つり 合い の 不変 の 法 、 普 遍 の 類推 の 段階 的 な 進歩 。 

COrTesDondence Detween the idea and its exDress1on DroV1dimg a 
measure Of keness between Creator amd createdi: 

創造 者 で ある 神 と 創造 され た も の の 間 の 類推 の も の さ し を も た ら す 、 概 念 と 表れ の 
間 の 類推 。 

essential mathematics of the infimite, proVed Dy the dimensions of a 
single angle in the fimite: 

有限 に お ける 一 角 の 計測 が 証明 する 、 無 限 の 基本 の 数 学 。 

all this is expressed Dy the one propositton: 

上 記 の 、 全 て を 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か 
ら 類 推 可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 唯 一 の も の に よる 複数 の 不思議 の 実現 で ある 。」 が 表 
し て いる 。 

"that which is aboVve is hke that which is Delow, and that which is Delow 
is like that which is above, for the fulfilment of the wonders of the one 
thmg.“ 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で あ 
る 。 な ぜ な ら 、 唯 一 の も の に よる 複数 の 不思議 の 実現 で ある 。」。 

Hereumto are added the revelation and illurminatimg description of the 
creative agert, the Dantomorphic fire, the great mediumm of occult force 
一 in a Word, the Astral Light. 


上 記 に 加え て 、 創 造 的 な 代行 者 、 全 て の 形 に 成る 火 、 隠 され た 力 の 大 いな る 仲介 す 
る も の 、 星 の 光 を 啓示 する 説明 。 

"The sun is its father and the moon its mother: the wind has borne it in 
the Delly thereot." 

「 太 陽 は 父 で ある 。 月 は 母 で ある 。 風 は 腹 に 抱く 。」。 

It follows that this light has emanated from the sun 

太陽 が 星 の 光 を 放射 し て いる 。 

and has received form and rhythmical movement from the influences 
of the moor, 

星 の 光 は 、 月 か ら 、 感 化 さ れ て 、 形 と 周期 的 な 動き を 受容 する 。 

while the atumosphere is its receptacle and Dr1sOn. 

大 気 は 、 星 の 光 の 貯蔵 所 、 星 の 光 の 年 獄 で ある 。 

"The earth is its nurse"- 一 

「 地 は 保母 で ある 。」。 

that is to say 1t 1s eduilibrated and set in motion by the central heat of 
the earth. 

地 の 中 心 の 熱 が 、 星 の 光 を つり 合わ せ て 動か す 。 

"It is the umiversal primciple, the Telesma of the world." 

「 普 遍 の 原理 で ある 。 世 界 の Telesma で ある 。」。 

Hermes goes or to set forth in what manner this light, which is also a 
force, can De appled as a lever as an universal dissolVent and as a 
formative and coagulatiVe agent: 

次 に 、 ヘ ル メ ス は 、 力 で ある 星 の 光 を 、 て こと し て 、 普 遍 の 溶解 と し て 、 形 成 と 凝固 の 
代行 者 と し て 、 応 用 する 方 法 を 説明 し て いる 。 

how also this light must De extracted from the Dodies in which it hes 
latent in order to imitate all the artfices of Nature Dy the aid of its 
diVerse marufestations as fire, motion, splendour radiant gas, scaldinmg 
water or fimally igmeous earth. 

次 に 、 ヘ ル メ ス は 、 ど の よう に 、 火 、 動 き 、 光 、 光 を 放つ 気体 、 熱 湯 、 火 の 様 な 土 と いっ 
た 星 の 光 の 多様 な 表れ を 応用 し て 、 自 然 の 全て の わざ を 模 信 する た め に 、 も の か ら 、 
潜在 し て いる 星 の 光 を 抽出 する 必要 が 有る か 説明 し て いる 。 

The Emerald TaDlet contains all Magic in a simgle page. 

エメ ラル ド 板 は 魔術 の 全て を 1 枚 に 含ん で いる 。 

The other Works attriDuted to Hermes, such as the Divine Pymander 
Asclepius, Minerva of the World, &c. are generally regarded Dy critics as 
productions of the School of Alexandria: 

批評 家 は 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 が 、「 エ メラ ルド 板 」 以 外 の 「 ポ イマ ンド レー ス 」、「 ア 
スク レビ オス 」、「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 な どの ヘル メス の 文書 を 作成 し た 、 と 一 般 的 に 
考え て いる 。 

but they contain notwrthstanding the Hermetic traditons which were 
DreserVved in theurg1lc sanCctuar1eS. 

ヘル メス 文書 に は 、 神 秘 の 聖 所 で 保存 され て いた 、 ヘ ル メ ス の 口伝 が 含ま れ て いる 。 


For those who possess the Keys of symDbolism the doctrimes of Hermes 
canneVer De lost: 

象徴 の 鍵 を 所 有する 人 が ヘル メス の 考え を 失う 事 は 決し て で き な い 。 

ammdst all their ruin, the monuments of Egypt are as sO many scattered 
leaVes 

全て の エジプト の 残骸 の 中 の 、 エ ジ プ ト の 記念 碑 は 、 本 の 散ら され た 多数 の 断片 で 
ある 。 

which can De collected and the Dook of those doctrines thus 
reconstructed entirely. 

エジプト の 記念 碑 と いう 本 の 断片 を 集め て 、 エ ジ プ ト の 教え 全体 と いう 本 を 復元 可 
能 で ある 。 

In that Vast Dook the capital letters are temples 

エジプト の 記念 碑 と いう 本 の 、 頭 文字 は 神殿 で ある 。 

and the sentences are cties 

エジプト の 記念 碑 と いう 本 の 、 文 は 都市 で ある 。 

punctuated with oDelisks and Dy the sphinX. 

エジプト の 記念 碑 と いう 本 の 、 句 読点 は 記念 碑 の 柱 オ ベリ スク と スフィンクス で ある 。 
The physical division of Egypt was itself a maglcal synthes1s, 
エジプト の 物質 的 な 地域 は 、 魔 術 の 総合 で ある 。 

and the names of its Drovimces corresDonded to the ciphers of sacred 
nurmDers. 

エジプト の 地域 の 名 前 は 、 神 の 数 の 数 字 に 対応 し て いる 。 

The realm of Sesostris was divided into three Darts: 

セン ウ セ レト 1 世 は エジプト の 王国 を 3 つの 地域 に 分 けた 。 

of these Upper Egypt or the Thebaid, was a type of the celestial world 
上 エジプト 、 テ バイ ス は 、 天 界 の 象徴 で ある 。 

and the land of ecstasy: 

上 エジプト 、 テ バイ ス は 、 法 悦 の 地域 で ある 。 

Lower EgyDt was the symDol of earth: 

下 エ ジ プ ト は 、 地 上 の 象徴 で ある 。 

while Middle or Central Egypt was the land of science and of high 
Initiation. 

中 エジプト 、 中 央 エジプト は 、 知 の 地域 、 天 の 高等 な 秘伝 伝授 の 地域 で ある 。 
Each of these parts was subdivided into ten provinces, called Nomes, 
上 エジプト 、 中 エジプト 、 下 エジプト は 、 そ れ ぞ れ 、 ノ モス と 呼ば れ て いる 10 の 地域 に 
分 か れ て いる 。 

and was placed under the particular protection of a god!. 

各 ノ モス に は 独自 の 守護 神 が 存 在 し た 。 

There were therefore 30 gods 

30 の ノモス の 守護 神 が 存 在 し た 。 

and they were grouDed Dy threes, 

30 の ノモス の 守護 神 は 10 組 の 3 つ 1 組 で あっ た 。 


giVing symDoHcal expression in this manner to all poss1Dle conceptions 
of the triad withm the decad, 

10 組 の 3 つ 1 組 で ある 30 の ノモス の 守護 神 は 、10 つ 1 組 の 中 の 3 つ 1 組 の 全て 
の 可能 な 限り の 概念 を 象徴 的 に 表し た 。 

Or otherwrse 

また は 、 

to the threefold material, phllosophical and religious significance of 
aDsolute ideas attached primtively to numDers. 

10 組 の 3 つ 1 組 で ある 30 の ノモス の 守護 神 は 、10 の 数 に 根源 的 に 結び つい て い 
る 絶対 の 考え の 物質 、 哲 学 、 宗 教 の 三重 の 意味 を 象徴 的 に 表し た 。 

We haVe thus the triple uruty or the first triad!, 

10 組 の 3 つ 1 組 に よっ て 、 三 重 の 単 一 性 、 最 初 の 3 つ 1 組 が 得 ら れる 。 

the triple Dimary formed by the first triad and its reflection, 

最初 の 3 つ 1 組 と 、 最 初 の 3 つ 1 組 の 反映 に よっ て 、 三 重 の 二 元 が 形成 され る 。 
being the Star of Solomor: 

三重 の 二 元 は 、 ソ ロモ ン の 六 世 星 で ある 。 

the triple triad or the complete idea under each of its three formms: 

3 つの 形 の 中 の 3 つの 形 に よっ て 、 三 重 の 3 つ 1 組 、 数 9、 全 て 揃っ た 概念 が 得 ら れ 
る 。 

the triple quaternary, Deimg the cyclc numDer of astral revolutions, 
三重 の 4 つ 1 組 、 数 12 は 、 星 の 回 転 の 周期 の 数 で ある 。 

and so onward. 

な ど 。 

The geography of Egypt under Sesostris is therefore a Dantacle or 
symDbolical summary of the entire magical dogma 

セン ウ セ レト 1 世 の 統 治 下 の エ ジ プ ト の 地形 は 、pantacle、 魔 術 の 考え 全体 の 象徴 
に よる 要約 で あっ た 。 

origimatimg with Zoroaster 

エジプト の 魔術 の 起源 は ゾロ アス ター で ある 。 

and rediscovered or formulated more Dreclsely Dy Hermes. 

ヘル メス は エジプト の 魔術 、 ゾ ロア スタ ー の 魔術 を 再発 見 と 言う か 、 ゾ プロ アス ター よ 
り 詳細 に 明確 に 説明 し た 。 

In this manner 

上 記 の 様 に し て 、 

did the land of Egypt Decome as a great Volume 

エジプト と いう 国 は 1 つの 大 いな る 書物 に 成っ た 。 

and the instructions contaimed therein were multplied Dy translation 
imto Dlctures, SCulptures, architecture through the length and Dreadth of 
the towns and in all temples. 

絵 、 彫 刻 、 都 市 の 長 さ と 幅 を 通じ た 構造 、 全 て の 神殿 に お ける 構造 に よっ て 、 エ ジ プ 
ト が 含ん で いる 教え は 増殖 され た 。 

The very desert had its eternal teachimgs, 

砂漠 に は エジプト の 永遠 の 教え が 存在 し た 。 


and its word of stone Was set squarely on the foundations of the 
DyTarm1ds. 

ピラ ミッ ド の 基礎 に は 石 に よる エジプト の 言葉 が 存在 し た 。 

The pyramids themselves stood hke Doundaries of the human 
Intelligence, 

ビ ピラミッド は 人 の 知 の 限界 の 様 に 立っ て いる 。 

in the presence of which the colossal sphimx meditated age after age, 
sinking Dy insensiDble degrees into the desert sand. 

ピラ ミッ ド の 前 で 、 巨 人 的 な スフィンクス は 、 感 じ ら れ な い 程 わずか ずつ 徐々 に 砂 漢 
の 砂 の 中 に 埋もれ な が ら 、 何 年 も 瞬 想 し た 。 

Even at this day its head, defaced by the work of tme, stll emerges 
from its sepulchre, 

現在 で すら 、 時 の 業 に よっ て 摩耗 し た 、 ス フィ ンク ス の 頭 は 、 未 だ に 墓 か ら 起き て いる 。 
as if waitimg expectantly the signal for its complete entomDbment at the 
cormimg of a human voice revealhimg to a new world the problem of the 
DyTarm1ds. 

スフィンクス は 、 ピ ラミ ッ ド の 問題 を 新しい 世界 に 明か す 人 の 声 が 再臨 し て 、 完 全 に 
埋葬 され る 合図 を 期待 し て 待っ て いる か の 様 で ある 。 

Egypt from our standpoint is the cradle of science and of wisdom, 
魔術 師 の 立場 か ら 見 る と 、 エ ジ プ ト は 学問 と 知 の ゆり か ご で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it clothed with images the antidue dogma of the first Zoroaster more 
exactly and more purely 下 not more richly than those of India. 

イン ド よ り 豊 定 で は な いと し て も 、 イ ンド より 正確 に 純粋 に 、 エ ジ プ ト は 象徴 に よっ て 
最初 の 本 物 の ゾロ アス ター の 古代 の 考え を まとっ て いる 。 

The Sacerdotal Art and the Royal Art made adepts Dy intiation in EgyDt, 
エジプト で は 、 王 者 の わざ と 祭司 の わざ は 秘伝 伝授 に よっ て 達 道 者 を 作っ た 。 

and such initiation was not restricted within the egotistic 1imits of caste. 
エジプト の 秘伝 伝授 は 、 聖 職 者 の カー スト だ け と いっ た 様 に 利己 的 に 制限 され な 
か っ た 。 

We know that a jewish Dondsman himself attaimed not only initatton 
but the rank of minister in chief, perhaps even of Grand Hierophant, 
エジプト で 奴隷 で あっ た へ ブラ イ 人 の 24 祖 ヨ セ フ は 、 エ ジ プ ト で 秘伝 伝授 され た だ 
け で は な く 、 創 世 記 41 章 40 節 で エジプト の 最高 の 大 臣 の 位階 に 到達 し 、 多 分 、 エ 
ジブ プ ト の 大 祭司 、 秘 儀 祭司 の 位階 に すら 到達 し た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he espoused the daughter of an Egyptian Driest, 

創世 記 41 章 45 節 で 24 祖 ヨ セ フ は エジプト の 祭司 の 娘 と 結婚 し た 。 

and there is evidence that the priesthood in that country tolerated no 
misalhance. 

エジプト と いう 国 で は 祭司 は 不相応 な 縁組 を 許さ な か っ た 事 が 証拠 で ある 。 


Joseph realised in Egypt the dream of cormmumisrm: 

24 祖 ヨ セ フ は エジプト で 共産 主義 の 夢 を 実現 し た 。 

he established the priesthood 

24 祖 ヨ セ フ は 祭司 の 地位 を 確立 し た 。 

and the state as sole Droprletors 

24 祖 ヨ セ フ は 祭司 の 地位 を 唯一 の 所 有 者 と し て 確立 し た 。 

and thus sole arDiters of labDour and wealth. 

24 祖 ヨ セ フ は 祭司 の 地位 を 労 役 と 富 の 唯一 の 決定 者 と し て 確立 し た 。 

In this way 

上 記 の 様 に し て 、 

he aDoHished distress 

24 祖 ヨ セ フ は エジプト の 危機 を 打ち 破っ た 。 

and turned the whole of Egypt into a patriarchal family. 

24 祖 ヨ セ フ は エジプト を 家父 長 制 の 家族 に し た 。 

It is a matter of common knowledge that his elevation was due to skill 
in the intepretation of dreams, 

創世 記 40 章 か ら 41 章 の 24 祖 ヨ セ フ の 昇進 が 夢 和解 さき の おかげ で ある 事 は 広く 知 
られ て いる 事実 で ある 。 

a science which even deVvout Christians now refuse to credit, 

芝 解 さ は 、 現 在 で は 、 信 心 深い キリ スト 教徒 で すら 認め よう と し な い 知 で ある 。 
though 

し か し 、 

they recogruse that the Bible, which narrates the wonderful divinations 
of joseph, is the word of the Ho1ly Spirit. 

信心 深い キリ スト 教徒 は 24 祖 ヨ セ フ の 不思議 な 夢 解 さ に よる 予知 が 記さ れ て いる 
聖書 が 神 の 聖霊 の 言葉 で ある と 認め て いる 。 

The science of joseph was none other than a comprehension of the 
natural amnalogies which suDsist Detween ideas amd images, Or Detween 
the Word and its symDols. 

24 祖 ヨ セ フ の 知 は 、 概 念 と 形 の 間 に 存 在 する 自然 な 類推 の 理解 、 神 の 言葉 と 神 の 
言葉 の 象徴 の 間 に 存 在 する 自然 な 類推 の 理解 に 他 な ら な い 。 

He knew that the soul when immersed Dy sleep in the Astral Light, 
percelves the reflections of its most secret thoughts and eve Of its 
Dresentiments: 

24 祖 ヨ セ フ は 、 眠 っ て いる 時 に 、 魂 が 星 の 光 に 浸 ( ひ た ) っ て いる 時 に 、 魂 が 魂 の 最も 
ひそ か な 思考 の 反映 や 魂 の 予知 の 反映 すら 認知 する 、 と 知っ て いた 。 

he knew further that the art of translating the hieroglyphics of sleep is 
the key of umiversal lucidity, 

さら に 、24 祖 ヨ セ フ は 、 眠 り に よる 夢 の 象 徴 を 解釈 する 技術 が 普遍 の 洞察 力 の 鍵 で 
ある 、 と 知っ て いた 。 

seeing that 

な ぜ な ら 、 

all intelhgent Demgs have revelations in dreams. 


全て の 知 的 な 存在 は 夢 の 中 で 啓示 を 受け る 。 

The basis of aDsolute hieroglyphical science was an alphabet 

絶対 の 象徴 の 知 の 基礎 は アル ファ ベッ ト で ある 。 

im which deities were represented Dy letters, 

神 性 は アル ファ ベッ ト に よる 文字 や 言葉 で 表 さ れる 。 

letters represented ideas, 

アル ファ ベッ ト に よる 文字 や 言葉 は 概念 を 表す 。 

1deas were COTnVertible imto nurmDers, 

概念 は 数 に 換算 で きる 。 

and numbers Were DerfeCct s1gnSs. 

数 は 完全 な 象徴 で ある 。 

This hieroglyphical alphabet was the great secret which Moses 
enshrined in his Kabalah: 

神 の アル ファ ベッ ト は モー セ が カバ ラ に 秘め た 大 いな る 秘密 で ある 。 

lts Egyptlan orig1n 1s cormmemorated in the Sepher Yetzirah, 

「 形 成 の 書 」 で は アル ファ ベッ ト の 起源 が エジプト (の 7 祖 エ ノ ク ) で ある 事 を 記念 し て 
後世 に 伝え て いる 。 

im which it is referred to Abraham. 

「 形 成 の 書 」 の 知 は 21 祖 ア ブラ ハム に 遡 ( さ か の ぼ ぽ ) る 。 

Now this alphabet is the famous Book of Thoth, 

神 の アル ファ ベッ ト と は 有名 な トー ト の 書 タ ロッ ト で ある 。 

and it Was divmed Dy Court de GeDbelin thatit has Deen DreserVed to Our 
own day in the form of Tarot cards. 

クー ルド ジェ ブラ ン は 、 神 の アル ファ ベッ ト が タロ ッ ト と いう 形 で 現在 まで 保存 され て 
いる 、 と 見 抜い た 。 

It passed later on into the hands of Etteilla, 

タロ ッ ト は エッ ティ ラ の 手 に 渡っ た 。 

who interpreted it in the Wrong senSse, 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト を 誤っ て 解釈 し た 。 

for eVen a study extendimg oVer thirty years could not atone for his 
want of commmon sense Or SUDDIy deficiencies in his education. 

エッ ティ ラ に よる 30 年 に わた る タロ ッ ト の 研究 は 、 エ ッ テ ィ ラ の 無 思慮 の 罪 を つぐ な 
う 事 が で きず 、 エ ッ テ ィ ラ の 正しい 知識 の 欠如 を 埋め 合わ せる 事 が で き な か っ た 。 
The record exists stll among the drift and waste of Egyptian 
monuments: 

タロ ッ ト の 記録 は 未だ に エジプト の 記念 碑 の 瓦 際 の 中 に 存在 する 。 

and its most Curious, mOst Cormplete Key is found in the great Work on 
Egypt Dy Athanasus Kircher 

タロ ッ ト の 興味 深い 完全 な 鍵 は アタ ナシ ウス キル ヒ ャ ー の エジプト に つい て の 大 い 
な る 作品 の 中 に 存在 する 。 

It is the copy of an Isiac taDlet which Delonged to the celebrated 
Cardimal BemDb0. 


タロ ッ ト の キル ヒ ャ ー の 鍵 は 、 有 名 な ピエ トロ ベン ボ 枢 機 錯 が 所 有 し て いた 、 イ シス 
の 銅板 の 写し で ある 。 

The tablet in question is of copper with figures in enamel, 

イシ ス の 銅板 に は 、 エ ナメ ル で 絵 が 描か れ て いた 。 

andit has been unfortunately 1ost. 

イシ ス の 銅板 は 、 不 運 に も 失わ れ て し まっ た 。 

The coDpy suDphed Dy Kircher is, however exaCt. 

し か し 、 キ ル ヒ ャ ー は イシ ス の 銅板 の 写し を 正確 に 残し た 。 

The learned jesuit divined that it contamed the hieroglyphic Key of 
Sacred alphaDets, 

学 の 有る イエ ズ ス 会 の 祭司 キル ヒ ャ ー は 、 イ シス の 銅板 の 絵 が 神 の アル ファ ベッ ト の 
象徴 的 な 鍵 を 含ん で いる 、 と 見 抜い た 。 

though 

し が し 

he was unable to develop the explanaton. 

キル ヒ ャ ー は イシ ス の 銅板 の 絵 を 説明 で き な か っ た 。 


EXPLANATORY DIAGRAM OF THE ASTRONONICAL AND ALPHABERETICAL TABLET OF BEMBO 


It is divlded into three equal cormpartments: 

イシ ス の 銅板 の 絵 は 、3 つの 領域 に 等 分 され て いる 。 

aDoVe are the twelve houses of heaven 

イシ ス の 銅板 の 絵 の 、 上 の 領域 は 、 天 の 12 宮 、 黄 道 12 星座 で ある 。 

and below are the correspondimg distriDutions of laDour throughout the 
year 

イシ ス の 銅板 の 絵 の 、 下 の 領域 に は 、1 年 を 通じ た 、 黄 道 12 星座 に 対応 する 12 の 
務め が 配置 され て いる 。 


while in the middle place are twenty-one sacred signs amswering to the 
letters of the alphabet. 

イシ ス の 銅板 の 絵 の 、 中 間 の 領域 は 、 神 の アル ファ ベッ ト の 文字 に 相当 する 21 の 神 
聖 な 象 徴 で ある 。 

In the midst of all is a seated figure of the pantomorphic IYNX, 

イシ ス の 鋼板 の 絵 の 、 中 央 は 、 あ ら ゆ る 形 に 成る イ ユ ンク ス の 神聖 な 象徴 で ある 。 
emDblem of umiversal Deinmg 

イ ユ ンク ス の 象徴 は 、 普 遍 の 存在 の 象徴 で ある 。 

and corresDondimg as such to the HeDrew Yod!, 

イ ユ ンク ス の 象徴 は 、 ヘ へ ブライ 文字 の イ ョ ッ ド に 相当 する 。 

or to that umique letter from which all other letters were formed. 
唯一 の イ ョ ッ ド か ら 他 の 全て の 文字 は 形成 され た 。 

The IYNX is encircled Dy the Ophite triadl 

Ophite の 3 つ 1 組 が イ ユ ンク ス を 包 囲 し て いる 。 

answering to the Three Mother Letters of the Egyptian and Hebrew 
alphaDets. 

Ophite の 3 つ 1 組 は エジプト と へ ヘブライ 人 の アル ファ ベッ ト の 3 つの 母 字 (アレ フ 、 
メ ム 、 シ ュ ィ イン ) に 相当 する 。( エ リフ ァ ス レヴ ィ に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 3 つの 母 字 は 
アレ フ か イ ョ ッ ド 、 メ ム 、 シ ュ ィ イン か タウ で ある 。「 形 成 の 書 」 に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 3 
つの 母 字 は アレ フ 、 メ ム 、 シ ュ ィ ン で ある 。) 

On the right are the iDimorphic and seraplan trlads: 

イ ユ ンク ス の 右 は 、ibimorphic の 3 つ 1 組 と 、serapian の 3 つ 1 組 で ある 。 

on the left are those of Nepthys and Hecate, 

イ ユ ンク ス の 左 は 、 ネ フ テ ィ ス の 3 つ 1 組 と 、 ヘ カテ ー の 3 つ 1 組 で ある 。 
reDresentimg actiVe and Dass1ve, fixed and Volatile, fructifyimg fire and 
generatimg Water. 

ネフ ティ ス と へ カテ ー は 、 自 発 性 と 受容 性 、 気 化し 難い も の と 気化 し 易い も の 、 実 を 
結ば せる 火 と 生じ させ る 水 を 表す 。 

Each par of triads in corjunction wrth the centre Droduces a septenary, 
イ ユ ンク ス の 右 の 2 組 の 3 つ 1 組 は 、 中 央 の イ ユ ンク ス と 共に 、7 つ 1 組 を も た ら す 。 
イ ユ ンク ス の 左 の 2 組 の 3 つ 1 組 は 、 中 央 の イ ユ ンク ス と 共に 、7 つ 1 組 を も た ら す 。 
and a septenary 1S contained in the centre. 

中 央 の イ ユ ンク ス は 、7 つ 1 組 を 含ん で いる 。 

The three septenaries furmish the aDsolute numDer of the three worlds, 
as well as the complete numDer Of DrirmitiVe letters, 

3 組 の 7 つ 1 組 は 、 原 初 の 文字 の 総 文字 数 だ け で は な く 、3 つの 世界 の 絶対 の 数 を 
も た ら す 。( 自 然 科 学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領 
域 、 形 の 領域 。 神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。) 

to which a complementary sign is added, ike zero to the nne numerals. 
そし て 、 数 字 0 が 数 字 1 か ら 数 字 9 まで の 9 つの 数 字 に 加え られ て いる 様 に 、 補 完 
する 象徴 が 加え られ て いる 。 

The ten numDbers and the twenty-two letters are termed in KaDalism the 
Thirty-two Paths of Wisdom, 


カバ ラ で は 1 か ら 10 まで の 10 の 数 と 22 文字 の へ ブラ イ 文 字 を 知 の 32 の 経路 と 
呼ん で いる 。 

and their philosophical description is the subject of that Venerated 
DrumaeVal Dook known as the Sepher Yetzirah, 

1 か ら 10 まで の 10 の 数 と 22 文字 の へ ブラ イ 文 字 の 哲学 的 な 説明 が 、 胃 英 され て 
いる 古代 の 書 「 形 成 の 書 」 の テー マ で ある 。 

the text of which wl De found in the collection of Pistorius amd 
elsewhere. 

ピス トリ ウス が 集め た 文書 な ど に 「 形 成 の 書 」 は 存在 する 。 

The alphabet of Thoth is the origimal of our Tarot only in an indirect 
manner 

トー ト の アル ファ ベッ ト が 現在 の タロ ッ ト の 間接 的 な 起源 で ある 。 

seelng that 

な ぜ な ら 、 

the latter is of jewish origin in the extant copies 

現存 し て いる タロ ッ ト の 写し で は 、 タ ロッ ト の 文字 の 起源 は へ ブラ イ 文 字 で ある 。 
and that 

また 、 

its Dctures are not older than the reign of Charles VII. 

タロ ッ ト の 絵 は 15 世紀 の シャ ルル 7 世 の 統 治 の 時 代 ま で し か 遡 (さか の ぼ ば ) れ な い 。 
The cards of jacduemuin Grimgonneur are the first Tarots of which We 
have any kmowledge, 

画家 ジャ ッ ク マ ン グラ ン ゴ ヌー ル に よる 1392 年 の シャ ルル 6 世 の タ ロッ ト が 現在 、 
知ら れ て いる 最初 の タロ ッ ト で ある 。 

Dut 

し か し 、 

they reproduce symDols belonging to the highest antduity. 

シャ ルル 6 世 の タ ロッ ト は 古代 の タロ ッ ト を 再現 し た 物 で ある 。 タ ロッ ト は 最 古 の 物 で 
ある 。 

The gamme in its modern form was an exDerimert on the part of 
astrologers to restore the king, who has Deen mentioned, to reason. 
近代 の 形 の タロ ッ ト 占 い の 起 源 は 、 占 星 術 師 が 精神 の 不安 定 な 前 述 の 王 シャ ルル 
6 世 を 慰め る た め の 試 行 錯誤 の 一 環 で あっ た 。 

The oracles of the Tarot give amsWwers as exaCt as mathematics 

タロ ッ ト の 神託 は 、 数 学 の 正確 さと 同様 な 、 正 確 な 解答 を も た ら す 。 

and measured as the harmoruies of Nature. 

タロ ッ ト の 神託 は 、 自 然 の 調和 と 同様 な 、 つ り 合 い の と れ た 解答 を も た ら す 。 

Such ansWers result from the Varied combinaton of the different signs. 
タロ ッ ト の 多様 な 象徴 に よる 多様 な 組み 合わ せ が タ ロッ ト の 正確 な 、 つ り 合い の と れ 
た 解答 を も た ら す 。 

But 

だ し 。 


it reduires a ConslderaDle exercise Ofreasor to make use of an 
instrument Delongimg to reason amd to scienCe: 

論理 と 知 の 物 で ある 道具 タロ ッ ト を 利用 する に は 理性 の 大 いな る 発揮 が 必要 で ある 。 
the poor king, in his childish conditon, saw only the playthimgs of an 
infant im the artist's Dictures 

幼稚 で 理性 が 貧弱 な 王 シャ ルル 6 世に は 、 画 家 ジ ャ ッ ク マ ン グラ ン ゴ ヌー ル に よる 
タロ ッ ト の 象徴 が 、 幼 子 の 玩具 (お も ちゃ ) に し か 見 えな か っ た 。 

and he turned the mysterious KaDalistic alphabet into a game of cardS. 
シャ ルル 6 世 は 神秘 的 な カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト を 遊戯 に 変え て し 
まう だ 。 

We are told Dy Moses that the Israelites carried away the sacred vesselS 
ofthe Egyptians when they came out of the land of Dondage. 

モー セ の 出 エ ジ プ ト 記 12 章 35 節 か ら 36 節 に 、 ヘ ブラ イ 人 は エジプト か ら 出 る 時 に 
エジプト 人 の 神聖 な 器 で ある 金 の 器 と 銀 の 器 や マン ト を 持ち 去っ た 、 と いう 例え 話 
が 記さ れ て いる 。 

The accourt is allegorical, 

出 エ ジ プ ト 記 12 章 35 節 か ら 36 節 は 例え 話 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the great Drophet would scarcely haVe encouraged his Deople in an act 
of thefft 

大 いな る 聞 言 者 モー セ が 民 に 盗み を 勧め る は ず が 無い 。 

the sacred Vessels in question Were the mysteries of Egyptian 
kmowledge, acduired Dy Moses himself at the court of Pharaoh. 
出 エ ジ プ ト 記 12 章 35 節 か ら 36 節 の エジプト 人 の 神聖 な 器 で ある 金 の 器 と 銀 の 
器 や マン ト と は 、 モ ー セ が ファ ラオ の 宮殿 で 学ん だ 、 エ ジ プ ト 人 の 知 の 神秘 で ある 。 
We are Dy no means suggestimg that the mmiracles of this man of God are 
referable to Magic: 

エリ ファ ス レヴ イィ は 神 の 人 モー セ の 奇跡 が 魔術 の お か げ で ある と 言う つも り は 無い 。 
Dut 

だ だ し 。 

We kmow or the authority of the Bible that jannes and MamDbres, who 
were the magicians of Pharaoh and conseduently grand hierophants of 
Egypt, Degan Dy performing in Virtue of their art wonders which Were 
smlar to those of Moses. 

出 エジプト 記 7 章 か ら 8 章 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 で あり エジプト の 秘 儀 祭司 で あり エ 
ジ プ ト の 大 祭司 で ある ヤン ネ と ヤン ブレ は 魔術 の 技 の 力 に よっ て モー セ の 奇跡 に 似 
た 奇跡 を 起こ し た 、 と 記さ れ て いる 。( テ モテ へ の 第 2 の 手紙 3 章 8 節 「 ヤ ン ネ と ヤン 
ブレ 」。) 

They transformed wands into serDents 

出 エ ジ プ ト 記 7 章 11 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤン ネ と ヤン ブレ は 杖 を 蛇 に 変え た 。 
and serpents agaim imto Wand5S, 

そし て 、 蛇 は 杖 に 戻っ た 。 


which might De explicable Dy prestige or fascination: 

出 エジプト 記 7 章 11 節 の ファ ラオ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ が 杖 を 蛇 に 変え た 話 
は 、 感 化 力 か 誘惑 や 幻惑 で 説明 で きる か も し れ な い 。 

they changed water into Dloodi: 

出 エ ジ プ ト 記 7 章 22 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 水 を 血 に 変え た 。 
they produced a swarm of frogs in a moment: 

出 エジプト 記 8 章 3 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は カエ ル の 群れ を も た 
らし た 。 

Dut 

し か し 、 

they could not cause flies to appear or Other Darasitic imseCtS, 

出 エジプト 記 8 章 14 人 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 虫 の ブユ な どの 寄 
生 虫 を 出現 させ る 事 が で き な か っ た 。 

for reasons which we have explaimed already 

すでに 理由 を 説明 し た 様 に 、 人 の 力 に は 限界 が 有る の で 、 出 エジプト 記 8 章 14 節 
で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 虫 の ブユ を 出現 させ る 事 が で き な か っ た 。 
as also the manner in which they were forced to confess themselves 
Vandulshed. 

また 、 す で に 理由 を 説明 し た 様 に 、 モ ー セ の 側 に は 超人 的 な 力 が 有 っ た の で 、 出 エエ 
ジブ プ ト 記 8 章 15 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 「 モ ー セ は 神 の 指 で 
す 。」 と 話し て 自ら 負け を 認め ざる を えな か っ た 。 

Moses triumphed and led the Israelites out of the land of Dondage. 
モー セ は 勝利 し て へ ブラ イ 人 を 隷属 の 国 エ ジ プ ト の 外 へ 導い た 。 

It was at this period that true sclence Decame lost to EgyDt, 

出 エ ジ プ ト の 時 に 、 エ ジ プ ト で は 真 の 知 が 失わ れ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the priests, aDusing the implicit comfidence of the people, allowed that 
knowledge to degenerate into Drutalhising idolatry. 

エジプト の 聖職 者 は 、 民 の 無 条 件 の 信頼 を 溢 用 し て 、 民 の 知識 を 動物 的 な 偶像 崇 
拝 に 堕ち る まま に し て お いた 。 

SuCh is the rock of peril for esoteric sclenCe: 

偶像 崇拝 は 秘伝 の 知 に と っ て 危険 な 岩 で ある 。 

the truth must De Veiled, yet not hidden from the Deople: 

真理 を 民 に 隠さ ず に ヴェ ー ル で 履 う 必要 が 有る 。 

SymDbolism must not De disgraced Dy a 1apse into aDsurd1ty: 

象徴 主義 を 非 論理 的 な 滑 先 さ に 誤っ て 改悪 せ ず 、 象 徴 主 義 の 面目 を 汚さ な い 必 要 
が 有る 。 

the sacred Vel of Isis must be preserved im its Deauty and digmity. 

イシ ス の 神聖 な ヴェ ー ル の 美 し さ と 尊い 気 高 い 上 品 さ を 保つ 必要 が 有る 。 

It was Over this that the Egyptian priesthood failed: 

上 記 を 、 エ ジ プ ト の 聖職 者 は 失敗 し た 。 


the vulgar and the foolish understood the hieroglyphic forms of Isis and 
HermanuDis as real thimgs, 

大 衆 と 愚者 は イシ ス と ヘル マニ ビス の 象徴 的 な 形 を 事実 と 誤解 し た 。 

SO that Osiris was understood to De an OX, 

大 衆 と 愚者 は オシ リス が 実際 に 牛 で ある と 誤解 し た 。 

while the wise Hermes Was a dOg. 

大 衆 と 愚者 は 賢者 ヘル メス が 実際 に 犬 で ある と 誤解 し た 。 

The transformed Osiris masqueraded in the fantastic guise of the bull of 
AD1S, 

大 衆 と 愚者 は 変質 し た オシ リス を オシ リス の 牡 牛 と 呼ば れ た アピ ス と いう 和牛 に 変形 
させ た 。 

nor did the priests hinder the people from adoring flesh intended for 
ther kitchens. 

エジプト の 聖職 者 は 民 が 食用 生物 の 牛 を 主 で ある 神 と し て 崇拝 する 事 を 妨げ な 
が つた だ 。 

It was tme to save the holy traditions: 

神 の 口伝 を 救う 時 が 来 た 。 

Moses established a new nation 

モー セ は 新しい 民 を 確立 し た 。 

and forDade all worship of images: 

モー セ は 全て の 偶像 崇拝 を 禁止 し た 。 

but the people unfortunately had dwelt 1ong among idolaters 

し か し 、 残 念 な が ら へ ブラ イ 人 は 偶像 崇拝 者 と 長い 間 エ ジ プ ト で 暮らし て いた 。 
and memories of the Dull of Apis remained with themm in the desert. 
荒野 で も ヘブライ 人 は アピ ス の 和牛 の 記 憶 を 残し て いた 。 

We know the history of that Golden Calf to which the children of Israel 
have been always a Httle addicted. 

エジプト で の 和牛 へ の 偶像 崇拝 の 名 残 が 、 ヘ へ ブ ライ 人 が 常に 少し 依存 し て いた 出 エ ジ 
プ ト 記 32 章 の 金 の 子 牛 で ある 。 

Moses, howeVer did not wish the sacred hieroglyDphics to Dass out of 
memory 

し か し 、 モ ー セ は 神聖 な 象徴 が 記憶 か ら 消え 去る 事 を 望ま な か っ た 。 

and he sanctified them Dy their consecration to the purified worship of 
the true God. 

モー セ は 、 象 徴 を 真 の 神 へ の 清め られ た 崇拝 に よっ て 神聖 化し て 、 象 徴 を 清め た 。 
We shall see how all objects which entered into the cultus of jehovah 
were symDolic in character and recalled the VeneraDle signs of 
DrlmaeVal revelation. 

ヤ ハ ウェ へ の 宗教 に 加わ っ た 全て の 象徴 が 、 い か に 調和 し て 象徴 的 で ある か 、 古 代 
の 啓示 の 景 散 す る べき 由緒 ある 象徴 を いか に 思い 出さ せる か 、 後 で 見 て いく つも り 
で ある 。 

But We must first fimish with the Gentiles 

し か し 、 先 に 、 異 教徒 と 魔術 の 起源 に つい て の 話 を 終え る 必要 が 有る 。 


and follow through pagan civihsation the story of materialised 
hieroglyphlcs and of ancient rites degenerated. 

そし て 、 異 教徒 の 文明 、 物 質 化 され て し まっ た 象徴 の 話 、 地 に 堕ち て し まっ た 古代 の 
儀式 の 話 を する 必要 が 有る 。 


CHAPTER V 

魔術 の 歴史 第 1 巻 5 章 

MAGIC IN GREECE 

ギリ シャ の 魔術 

We pass now to the period when the exact sclences of Magic assumed 
their natural external form, Deing that of Deauty. 

魔術 の 正確 な 知 が 自然 な 外 的 な 形 で ある 美 と いう 形 を と る 古代 ギリ シャ 時 代 が 来 
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We have seen in the Zohar how the human prototype rose in heaVven 
and was reflected Delow in the waters of Deing. 

「 光 輝 の 書 」 で 、 ど の よう に 、 人 の 原型 で ある 「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 の 人 」 が 天 に 
昇っ て 、 下 に 、 存 在 の 水 に 、 反 映 さ れ た か を すでに 見 た 。 

This ideal man, 

「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 の 人 」 は 、 概 念 的 な 人 で ある 。 

this shadow of the pantomorphic godl 

「 ア ダム カド モン 」、「 最初 の 人 」 は 、 あ ら ゆ る 形 に 成る 神 の 影 で ある 。 

this virile phantom ofperfect form was not destned to dwell alone in 
the world of symDolism. 

完全 な 形 の 、 生 殖 力 の 有る 男らしい 霊 で ある 、「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 の 人 」 は 、 
形 の 世界 で 独り で 存在 する 運命 で は な か っ た 。 

There was g1Ver to him a compamion under the Deneficent sky of Hellas. 
「 ア ダム カド モン 」、「 最初 の 人 」 に 与え られ た 伴 但 が 古代 ギリ シャ の 思い や り 深 い 天 
空 の 下 に 存在 し た 。 

The celestial Venus, 

天 の 愛 の 女神 ウェ ヌス 。「 天 の 愛 」。(「 響 宴 」 に 、「 天 の 愛 」 と 、 肉 欲 で ある 「 大 衆 の 
愛 」 と いう 区 別 が 記さ れ て いる 。) 

the chaste and fruitful Venus, 

純潔 な 貞 浅 な 充実 し て いる 愛 の 女神 ウェ ヌス 。 

the triple mother of the three Graces, 

三 美神 カリ ス の 三重 の 母 の 神 。 

rOSe in her turr, no 1onger from the sleeping deeps of chaos, Dut from 
the Iiving and flowimg waves of that echoing archipelago of poetry 

愛 の 女神 ウェ ヌス 、「 天 の 愛 」、 三 美神 カリ ス の 三重 の 母 の 神 は 、 最 早 、 混 沖の 眠れ 
る 深み か ら で は な く 、 詩 的 な 優美 さ を く り 返 し て いる 多 島 海 エ ー ゲ 海 の 生 き て いる 満 
ちあ ぶれ て いる 波 か ら 昇 る 。 

where islands emDbroidered with green trees and flowers seem as the 
VeSSels Of godS. 

緑 の 木々 と 花々 で 飾ら れ た 多 島 海 エ ー ゲ 海 の 群 島 は 、 神 々 の 船 の 様 に 見 える 。 
The magical septenary of Chaldea passes into music on the seven strimgs 
of the Orphic 1yre. 

カル デア の 魔術 の 7 つ 1 組 は 、 オ ルフ ェ ウ ス の 堅 琴 の 7 つの 弦 の 音楽 に 変わ 

It is harmony which transforms the woods and wildernesses of 


オル フェ ウス の 堅 琴 の 7 つの 弦 の 音楽 は 、 ギ リ シ ャ の 木々 と 荒野 を 変形 させ る 調和 
で ある 。 

To the melody of the songs of Orpheus, the rocks are smoothed, the oaks 
SWway 1n measures and the wld Deasts Decome suDject to man. 

オル フェ ウス の 歌 の 美しい 心地 よい 調べ の た め に 、 岩 々 は 平ら に 成り 、 オ ー ク は 適切 
に 傾き 、 獣 は 人 に 従う 。 

By such magic did Amphion raise up the walls of Thebes 一 

アム ピオ ン は ヘル メス か ら 伝 授 さ れ た 翠 琴 の 音楽 の 魔術 で 石 を テー バイ の 壁 に 変 
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that wisdom city of Cadmus, 

テー バイ は 、 カ ドモ ス の 知 の 都市 で ある 。 

the city of initiation, 

テー バイ は 、 秘 伝 伝授 の 都市 で ある 。 

itselfa pantacle ike the seven wonders of the world. 

「 世 界 の 七 不思議 」 の 様 に に テー バイ は 、pantacle で ある 。 

As Orpheus gavVe life to numDers, 

オル フェ ウス は 命 を 数 に 与え た 。 

so Cadmus Dound thought to the sigils of letters. 

カド モス は 考え を 文字 の 形 に 結び つけ た 。 

The one established a nation dedicated to all thimgs Deautiful, 

オル フェ ウス は 、 全 て の 美しい も の に 熱心 な 民 を 確立 し た 。 

and for that nation the other provided a native 1and, corresDondimg to 
1ts gem1us and its 1oVe. 

カド モス は 、 民 の 知 と 愛 に 相応 し い 故 卿 を 民 に 与え た 。 

In the ancient Greek traditons, Orpheus is numDered among the heroes 
of the Golden Fleece, 

古代 ギリ シャ の 口伝 で オル フェ ウス は 人 金 羊毛 の 英雄 の 1 人 で ある 。 

who were the primeVal conduerors Of the Great Work. 

金 手 毛 の 英雄 は 「 大 作業 」 の 古代 の 勝利 者 で ある 。 

The Golden Fleece is the Vesture of the sun itself 

金 手 毛 は 、 太 陽 の 外 衣 で ある 。 

it is hght in application to the needs of mam: 

金 持 毛 は 、 人 の 求め に 応じ た 適用 し た 光 で ある 。 

it is the grand secret of maglcal workKs: 

金 導 毛 は 、 魔 術 の 作業 の 大 いな る 秘密 で ある 。 

it is in fine, initiation as this should De understood essentially: 

金 手 毛 は 、 秘 伝 伝授 で ある 、 と 本 質 的 に 理解 する べき で ある 。 

andit was the quest of these or this which carried the allegorical heroes 
Into a Imystic Asia. 

金 半 毛 は 、 象 徴 的 な 英雄 を 神秘 の 小 ア ジア に 到達 させ る 探求 の 旅 で あっ た 。 

On the other hand, Cadmus was a Voluntary exile from the glorious 
TheDes of Egypt 

カド モス は 、 エ ジ プ ト の 栄光 の テー ベ べから 自発 的 に 国外 へ 放浪 し た 。 


he brought into Greece the knowledge of letters 

カド モス は 、 文 字 の 知 を ギリ シャ に も た らし た 。 

and that harmony of which they are ImageS. 

カド モス は 、 概 念 で ある 文字 の 調和 を ギリ シャ に も た らし た 。 

The new TheDes, 

テー バイ は 、 新 し い テ ー ベ で ある 。 

the typical city of wisdom, 

テー バイ は 、 知 の 都市 の 代表 で ある 。 

was Duilt to the measures of that harmony 

カド モス は 、 テ ー バ イ を 調和 の た め に 建て た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

SclenCe COnsists in the rhythmuic correspondence Detween 
hieroglyphical, phonetic and numeral characters, 

知 は 、 象 形 文字 、 発 音 文字 、 数 字 の 間 の 周期 的 な 調和 の 中 に 存在 する 。 

the inherent motion of which follows the eternal laws of mathematcs. 
知 は 、 数 学 の 永遠 の 法 に 従う 文字 の 固有 の 運動 の 中 に 存在 する 。 

TheDbes is circular 

テー バイ は 円 形 で ある 。 

and its citadel 1s sduare: 

テー バイ の 比 は 正方 形 で ある 。 

Iike the sKy of Magic, it has seVen gateS, 

魔術 的 な 天空 の 様 に に テー バイ に は 7 つの 門 が 有る 。 

andits legend was destimed to Decome the epic of occultism 

テー バイ の 伝説 は 、 隠 され た 知 の 叙事詩 に 成る 運命 で あっ た 。 

and the foreshadowed history of human gerus. 

テー バイ の 伝説 は 、 人 の 知 の 予見 され た 歴史 に 成る 運命 で あっ た 。 

All these mysterlous allegories, all these inspired tradhtions, are the soul 
of Greek civilisation: 

全て の ギリ シャ の 神秘 の 例え 話 、 全 て の ギリ シャ の 霊感 を 受け た 口伝 は 、 ギ リ シ ャ の 
文明 の 精神 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

we must De dissuaded from seeking the real history of their poetic 
heroes otherwise than in the transformations of oriental history carried 
into Greece Dy unkmown hierophants. 

ギリ シャ の 詩 の 英雄 の 事実 の 歴史 を 、 知 られ ざる 秘 儀 祭司 が ギリ シャ に 持ち 込ん だ 
オリ エン ト の 歴史 を 変形 し た 物 以 外 に 探求 し な い 様 に 思い と ど ま る 必要 が 有る 。 

It was only the history ofideas which was written by the great of those 
dayS, 

ギリ シャ の 詩 は 、 当 時 の 大 いな る 者 が 記し た 、 概 念 の 歴史 に 過ぎ な い 。 

and they were at Httle pains to acquannt us wrth the human struggles 
belonging to the Dirth of empires. 


ギリ シャ の 詩人 は 、 国 々 の 誕生 に つき も の で ある 、 人 の 戦い を 知ら せる 気 は 、 ほ と ん ど 
が が つう ん た 。 

Homer followed in their path, marshallimg the gods, who are the 
immortal types of thought: 

ホメ ロス は 、 ギ リ シ ャ の 詩人 の 方 針 に 従い 、 ギ リ シ ャ の 神々 を 概念 の 永遠 の 類型 と し 
て 配置 し た 。 

it was im this sense that a world's upheaval followed on the frown of 
Jupiter 

ギリ シャ の 神 は 概念 の 類型 で ある 、 と いう 意図 に より 、 ギ リ シ ャ の 詩 で は 世界 の 大 変 
動 は 主神 ユピテル の 顔色 に 従う 、 と 記さ れ て いる 。 

If Greece carried fire and sword into Asia, it was to avenge the 
profanations of science and Virtue in their sacrifice to 1ust 

も し ギリ シャ が 火 と 剣 を 小 ア ジア に 持ち 込ん だ と し た ら 、 知 と 徳 を 肉欲 に ささ げた 冒 
沈 へ の 報復 の た めで あろ う 。 

it was to restore the empire of the world to Minerva and Juno, in despite 
of that sensuous Venus 

感覚 的 な 官能 的 な ウェ ヌス を 無視 し て 、 世 界 の 統治 を ミネ ル ヴ ァ と ユノ ー に 戻す た 
めで あろ う 。 

who ruimed her devoted lovVers. 

愛 の 女神 ウェ ヌス は 放 湯 者 を 滅ぼす 。 

Such is the sublme mission of poetry, which suDstitutes gods for men, 
OY CauSeS In Dlace of effects and eternal concepts for the sorry 
incarnations of greatmess On earth. 

人 々 の 代わ り に 神々 を 、 結 果 の 代わ り に 原因 を 、 地 上 に お ける 大 いな る も の の 粗末 
な 擬人 化 の 代わ り に 永遠 の 概念 を 表す の が 、 詩 の 崇高 な 使命 で ある 。 

Ideas ralse UD and they also cast down empires: 

概念 が 国々 を 建て た り 倒し た りす る 。 思想 が 国々 を 建て た り 倒し た りす る 。 

a faith of some kind is at the root of all grandeur 

何ら か の 信心 が 全て の 大 いな る も の の 源 で ある 。 何 ら か の 信念 が 全て の 大 いな る も 
の の 源 で ある 。 

and in order that faith may De poetry, or in other words creatiVve, it 
must De founded on truth. 

信心 が 詩 的 に 成る に は 、 言 い 換 える と 、 信 心 が 創造 的 に 成る に は 、 信 心 は 真理 に 基 
づく 必要 が 有る 。 

The only history which is worthy to occupy the wise is that ofthe hight 
which is victorious OoVer darkness for eVer 

賢者 の 心 を 引く に 値する 歴史 は 、 闇 に 永遠 に 勝利 する 、 光 の 歴史 だ け で ある 。 
That which is called a civilhsation is one great day Of this sun. 

闇 に 永遠 に 勝利 する 光 の 歴史 と いう 太陽 の 大 いな る 一 日 が 文明 と 呼ば れる 。 

The faple of the Golden Fleece connects Hermetic Magic with Greek 
InltiatiOnSs. 

金 羊毛 の 例え 話 は ヘル メス の 魔術 と ギリ シャ の 秘伝 伝授 を 結び つけ て いる 。 


The Golden Fleece of the solar ram, which must De oDbtained by those or 
by hum who would possess umiversal soVereignty, is figuratiVe of the 
Great WorKk. 

普遍 の 王者 の 権利 を 所 有 し た い 者 が 獲得 する 必要 が 有る 、 太 陽 の 牡 羊 の 金 羊毛 は 、 
「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 の 象徴 で ある 。 

The Argonautic vessel, Duilt of timDber from the prophetic oaks of 
Dodona, 

アル ゴー 船 は 、 神 託 を 告げ る ドド ナ の オー ク を 木材 と し て 造ら れ た 。 

the speaking Vessel, 

アル ゴー 船 は 、 話 す 船 で ある 。 

is the ship of the mysteries 0f ISis, 

アル ゴー 船 は 、 イ シス の 神秘 の 船 で ある 。 

the ark of life-force and renewal, 

アル ゴー 船 は 、 命 の 力 と 復活 の ノア の 箱 船 で ある 。 

the coffer of Osiris, 

アル ゴー 船 は 、 オ シリ ス の 棋 で ある 。 

the egg of divine regeneration. 

アル ゴー 船 は 、 神 性 に よる 生ま れ 変 わり の 卵 で ある 。 

The adventurer ]ason 1s he who 1s Drepared for initiation, 
冒険 者 イア ソン は 、 秘 伝 伝授 の た め の 修行 者 で ある 。 

but he is a hero in his Valour on1y: 

た だ し 、 イ アソ ン は 、 勇 敢 な だ け の 英雄 で ある 。 

he has all the inconstancy and all the weakness of humamity, 

イア ソン は 、 人 の 全て の 心変わり と 全て の 弱 さ 、 欠 陥 を 持っ て いる 。 

Dut 

し か し 、 

he takes with him the personifications of all power 

イア ソン は 、 全 て の 力 を 擬人 化し た 者 で ある 英雄 を 連れ て 行く 。 

Hercules, who sigmifies Drute force, 

金 半 毛 で は 、 ヘ ラク レス は 、 肉 欲 的 な 力 の 象徴 で ある 。 

has no real Dart in the worKk, 

ヘラ クレ ス は 、 金 羊毛 と いう 「 大 作業 」 に 関わ る 事 が で き な か っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he goes astray from the path in pursuut of his unworthy 1oVes. 
ヘラ クレ ス は 、 肉 欲 を 追い か け て 道 を 踏み 外し て し まっ た 。 

The others arriVe in the land of initiation, of Colchis, 

肉欲 的 な 力 の 象徴 で ある ヘラ クレ ス 以 外 の 英雄 は 、 秘 伝 伝授 の 国 コ ルキ ス に 到達 
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where the remnant of Zoroastrian secrets is still Dreserved. 

コル キス は ゾロ アス ター の 秘密 の 名 残 を 未だ 保存 し て いた 。 

The question is how to obtain the key of these mysteries, 

問題 は 、 ど の よう に ゾロ アス ター の 神秘 の 鍵 を 獲得 する か 、 で ある 。 


and science 1s once agaln Detrayed Dy a woman. 

再び 女性 が 知 を 裏切っ て 漏らし 渡し て し まっ た 。 

Medea delivers to jason the arcana ofthe Great Work, with the kimgdom 
and the life of her father: 

メデ ィ ア が 「 大 作業 」 の 秘密 を 王国 と 父 の 命 と 共に イア ソン へ 渡し て し まっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is a fatal law of the occult sanctuary that the revelation of its secrets 
entails death upon hum who has proved unable to preserve them. 
秘密 の 大 衆 へ の 口外 が 秘密 を 守る 事 が で き な か っ た 人 へ 死 を 必然 的 に も た ら す の 
は 、 隠 され た 聖 所 の 必然 の 法 で ある 。 

Medea informs ]ason of the monsters with which he must do Dattle and 
of that which will ensure his victory. 

メデ ィ ア は 竜 な ど に つい て と 、 戦 う 方 法 、 勝 利 する 方 法 を イア ソン に 教え る 。 

There is firstly the winged serpent of earth, the astral fluid 
地上 の 有 田 の 蛇 、 地 上 の 妥 の 竜 と は 、 星 の 流体 で ある 。 

which must De seizedl and fixedi 

星 の 流体 を 把握 し て 固定 する 必要 が 有る 。 

its teeth must De drawn and sown in a waste place, which has Deen 
preViously Dloughed Dy the Dulls of Mars. 

竜 の 牙 を 引き 抜い て 戦 神 マ ルス の 牛 で 耕し て お いた 荒地 に 撤 く 必要 が 有る 。 

The dragon's teeth are those acids 

意 の 好 と は 、 酸 で ある 。 

which dissolVe the metalhc earth 

酸 は 、 金 属 を 含む 土 を 分 解す る 。 

after its Dreparation Dy a double fire and by the earth's magnetic forces. 
金属 を 含む 土 は 、 二 重 の 火 と 地上 の 磁気 の 力 に よっ て 用 意 する 。 

A fermentation follows, comparaDle to a great Dattle: 

大 いな る 戦い に 例え られ る 、 発 酵 が 起き る 。 

the impure is deVoured Dy the impure, 

不純 物 が 不純 物 を 滅ぼす 。 

and the splendid Fleece is the reward of the adept. 

輝く 羊毛 は 、 達 道 者 へ の 報い で ある 。 

So ends the magical romance of jason 

そこ で 、 イ アソ ン の 魔術 的 な 例え 話 が 終わ る 。 

and that of Medea follows, 

そし て 、 メ ディ ア の 魔術 的 な 例え 話 が 始ま る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

Greek antiduity sought to include in this history the complete epic of 
OCCUlt sclenCe. 

古代 ギリ シャ 人 は 隠さ れ た 知 の 完全 な 叙事詩 を イア ソン と メデ ィ ア の 歴史 に 盛り 込 
ん だ 。 


Hermetic Magic is succeeded Dy gOetia, Darricide, fratricide, inmfanticide, 
ヘル メス の 魔術 の 後に に 、 ゴ エ テ ィ ア と いう 悪人 の 霊 の 魔術 、 親 殺し 、 弟 殺し 、 子 殺し 
が 続く 。 

sacrificimg all to its passions Dut never erjoying the harVest of its 
CrimeS. 

肉欲 の た め に 全て を 犠牲 に し て も 、 罪 の 成果 は 楽し め な い 。 

Medea Detrays her father ke Ham 

創世 記 9 章 22 節 で 父 ノ ア の 裸 を さら し た ハム の 様 に 、 メ ディ ア は 父 を 裏切る 。 

and assassinates her Drother hke Can. 

弟 ア ベル を 殺 し た カイ ン の 様 に 、 メ ディ ア は 第 を 殺す 。 

She staDs her children, 

メデ ィ ア は 自分 の 子 を 刺し て 殺す 。 

Do1sons her riVal 

メデ ィ ア は 恋敵 の 女性 を 毒 で 殺す 。 

andreaps the hatred of him whose love she has coveted. 

メデ ィ ア は 愛さ れる 事 を 望ん で いた イア ソン か ら 憎 まれ る 事 に 成る 。 

It may De surprisinmg on the surface that jason does not gain in wisdom 
by the mastery of the Golden Fleece, 

イア ソン が 人 金 羊毛 に 熟達 し て 知 を 獲得 し な か っ た の は 驚く べき 事 で ある 様 に 見 える 
か も し れ な い 。 

Dut 

し か し 、 

it must De remembered that he owes the discovery Of its secrets to 
treason OTIy. 

イア ソン は メデ ィ ア の 裏切り の お か げ で の み 魔 術 の 秘密 を 発見 し た 事 を 思い 出す 必 
要 が 有る 。 

He is a ravisher after the manner of Prometheus 

プロ メ テ ウ ス の 様 に 、 イ アソ ン は 知 を お か し た 。 

and not an adept Iike Orpheus: 

イア ソン は オル フェ ウス の 様 な 達 道 者 で は な い 。 

he is in search of wealth and power rather than of kmowledge. 

イア ソン は 知 よ り 富 と 権力 を 求め た 。 

Hence he perishes mseraDly, 

イア ソン は 、 み じ め に 死ぬ 。 

for the inspiring and soverelgn Virtues Of the Golden Fleece will De 
neVer understood except by the disciples of Orpheus. 

オル フェ ウス の 弟子 だ けが 金 羊毛 の 霊感 を 受け た 力 、 王 者 の 力 を 理解 する で あろ う 。 
Prometheus, the Golden Fleece, the TheDaid, the Ihad and the Odyssey 
ー these fiVe great eD1CS, 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、5 つの 大 い 
な る 詩 で ある 。 

full of the mysteries of Nature and human destires, 


プロ メ テ ウ ス 、 金 芋 毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 自 然 と 人 の 
運命 の 神秘 に 満ち て いる 。 

contstitute the Dible of ancient Greece, 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 古 代 ギ リ 
シャ の 翠 書 で ある 。 

a CyClopean momumment, 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 キ ュ ク ロ プ 
ス の 様 に 巨人 的 な 記念 碑 で ある 。 

a Pelion piled upon an OsSsa, 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、( オ ッ サ 山 を 
オリ ュ ン ポス 山の上 に 積み 、) ペ リオ ン 山 を オッ サ 山 の 上 に 積ん だ 、 天 に 通じ る 道 で あ 
る 。( ギ リ シ ャ 神 話 で 、 ア ロア ダイ は 、 神 々 と の 戦い で 、 オ ッ サ 山 を オリ ュ ン ポス 山の上 に 
積み 、 ペ リオ ン 山 を オッ サ 山 の 上 に 積ん で 、 天 に 通じ る 道 を 作ろ うと し た 。) 
masterDlece OVer ImasterD1eCe, 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 天 に 通じ る 
道 で ある 、 傑 作 で ある 。 

form on form, 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、 「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 天 に 通じ る 
道 で ある 、 形 で ある 。 

beautiful as Hight itself 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 光 の 様 に 美 
し い 。 

and throned upon eternal thoughts, 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 永 遠 の 概 
念 と いう 王座 に 座っ て いる 。 

sublime in truth. 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 真 理 の 中 
の 無 上 の も の と いう 王座 に 座っ て いる 。 

It was however at ther DroDer riskK and peril that the hierophants of 
poetry committed to the Greek people these marvellous fictions in 
which truth was shrimed. 

詩 の 秘 儀 祭司 は プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イ 
ア 」 と いう 真理 が 秘め られ た 不思議 な 例え 話 を 古代 ギリ シャ の 大 衆 に 委ね る 危険 を 
記憶 じ で い だ 。 

Aeschylus who dared to depict the Titanic struggles, suDerhuman WOeS 
and divime hopes of Prometheus 一 

アイ スキ ュ ロ ス は 巨人 同士 の 争い 、 超 人 の 苦悩 、 プ ロメ テウ ス の 神聖 な 希望 を 大 胆 
に 話し た 。 

Aeschylus, the awe-inspirimg poet of the famuily of OEdipus 一 

アイ スキ ュ ロ ス は 「 テ ー バ イ 攻 め の 七 将 」 と いっ た オイ ディ プス 一 族 に つい て 話し た 
胃 散 する べき 霊感 を 受け た 詩人 で ある 。 

Was acCused of Detraying and profaning the mysteries 

アイ スキ ュ ロ ス は 神秘 を 大 衆 に 口外 し て 冒 流 し た と 非難 され た 。 


and escaped with difficulty a seVere condemnation. 

アイ スキ ュ ロ ス は 苦労 し て 厳し い 非 難 か ら 免れ た 。 

We are unaDle at this day to realhse his whole intent, which was a 
dramattc trilogy emDracing the entire symDboHc history of Prometheus. 
現代 の 人 々 は 、 プ ロメ テウ ス の 象徴 的 な 話 を 全て 含ん で いる 三 部 作 の 劇 の アイ ス 
キュ ロス の 全て の 意図 を 理解 で き な い 。 

It follows that he exhibited to the assemDled people how Prometheus 
was delivered by Alcides( = Heracles) and how jupiter was cast from his 
throne. 

アイ スキ ュ ロ ス は 、 ヘ ラク レス に よっ て 救 わ れ て 解放 され た プロ メ テ ウ ス と 、 王 座 か ら 
落と され た ユピテル を 大 衆 に 見 せ た 。(Alcides、 ア ルケ イデ ー ス は ヘラ クレ ス の 幼 
名 。) 

The ommipotence of gerus im its sufferimg and the decisiVe victory of 
patience OoVer DOWer are fime no douDt, 

アイ スキ ュ ロ ス が 見 せ た 、 苦 難 に お ける 霊 ( プ ロメ テウ ス ) の 全能 性 と 、 権 力 ( の 象徴 と 
し て の ユピテル ) に 対す る 忍耐 の 決定 的 な 勝利 は 、 疑 い 無く 、 見 事 で あっ た 。 

Dut 

し か し 、 

the crowd might see therein the future triumph ofimpiety and anarchy. 
大 衆 は 不信 心 と 無政府 状態 に よる 混乱 の 未来 の 勝利 を アイ スキ ュ ロ ス の 劇 に 誤っ 
て 見 た か も し れ な い 。 

Prometheus overcormmg ]upiter might De understood as the people 
destimed to De iDerated one day from their priests and kings: 
(権力 の 象徴 と し て の ) ユ ピ テ ル に 勝利 する ( 霊 ) プ ロメ テウ ス と いう 劇 は 、 い つか 王者 
と 祭司 か ら 解 放さ れる 運命 の 大 衆 と いっ た 様 に 誤解 され た か も し れ な い 。 

and guilty hopes might count for much in the prodigal apDplause 
accorded to him who unveiled this prospect imprudently. 

大 察 が プロ メ テ ウ ス の 劇 を 無 思 慮 に 公表 し た アイ スキ ュ ロ ス へ 与え た 称賛 の うち 多 
く は 王者 と 祭司 か ら 解放 され る 大 衆 と いう 誤っ た 希望 に よる 物 か も し れ な い 。 

To the learings of dogma towards poetry we 0We the masterpieces in 
dUeSt1OT, 

考え が 詩 を 好む お か げ で 、 私 達 は アイ スキ ュ ロ ス の 傑作 を 所 有 し て いる 。 

and we are not therefore to De counted among the austere initiates who 
would wish, hke Plato, to crown and then exile the poets: 

考え は 詩 を 好む の で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 国家 」 で 「( 神 々 に 失礼 な 詩 を 歌う ) 詩 人 
を 王国 か ら 追 放す る 必要 が 有る 。」 と 話し た プラ トン の 様 な 、 詩 人 に 名 誉 を 与え て 国 
外 へ 追放 する 飾り 気 の 無い 秘伝 伝授 者 で は な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the true Doets are amDassadors of God on earth 

真 の 詩人 は 、 地 上 に お ける 、 神 の 使者 で ある 。 

and those who cast them forth deserVe no Dlessing from heaven. 

真 の 詩人 を 追放 する 人 は 神 か ら の 恵み を 受け る 資格 が 無い 。 


The great Greek initiator and he who civilised it first was also its first 


DOet, 

大 いな る ギリ シャ の 始祖 で ある 、 ギ リ シ ャ を 最初 に 文明 化し た 人 、 オ ルフ ェ ウ ス は 、 最 
初 の 詩人 で あっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 


ever In allowing that Orpheus was a mystcal or faDbulous personality, 
we must believe in the existence of Musaeus 

た と え オ ルフ ェ ウ ス が 霊 的 な 象徴 的 な 神話 的 な 伝説 的 な 有名 な 人 物 で も 、 オ ルフ ェ 
ウス の 弟子 ムサイ オス の 存在 は 信じ る 必要 が 有る 。 

and attriDute to him the verses which pass under the namme of his 
master 

ムサイ オス の 祖師 オル フェ ウス の 名 前 で 通っ て いる 詩 は 、 オ ルフ ェ ウ ス の 弟子 ムサイ 
オス の お か げ で 後世 に 残さ れ て いる 。 

It matters little to us otherwise whether one ofthe Argonauts was called 
Orpheus or not, 

アル ゴー 船 の 英雄 の 1 人 が オル フェ ウス と 呼ば れ て いる 事 は 大 し て 問題 で は な い 。 
for 

な ぜ な ら 、 

the poetic creator has done more than HOVe: 

詩 の 作者 オル フェ ウス は 人 生 よ り も 大 いな る 事 を 成し遂げ た 。 

he IiVes in immortality for eVer 

オル フェ ウス の 不 減 の 名 声 は 永遠 に 生き る 。 

The Orphic fable is a complete dogma, 

オル フェ ウス の 例え 話 は 、 完 全 な 教え で ある 。 

a revelation of priestly destires, 

オル フェ ウス の 例え 話 は 、 祭 司 の 運命 の 啓示 で ある 。 

a new 1deal form of the worship of Deauty. 

オル フェ ウス の 例え 話 は 、 美 の 崇拝 の 新しい 理想 の 形 で ある 。 

The regeneration and redermption of love are indicated already therein. 
オル フェ ウス の 例え 話 は 、 改 心 と 、 愛 へ の 罪 の つぐ ない を すでに 表し て いる 。 
Orpheus descends into hell, seekimg Eurydice 

オル フェ ウス は エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 求め て 冥界 に 降り る 。 

and must Dring her Dack without seeimg her: 

オル フェ ウス は エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 見 な いで エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 地上 に 連れ 戻す 必要 が 有 
る 。 

SO must the pure man create his commparlon, 

オル フェ ウス が エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 見 な いで エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 地上 に 連れ 戻す 必要 が 有 
る 様 に 、 清 ら か な 男性 は 伴 但 の 女性 を 創造 する 必要 が 有る 。 

ralse her to himself Dy devotion 

献身 的 な 愛 に よっ て 、 清 ら か な 男性 は 伴 価 の 女性 を 男性 の 位階 まで 向上 させ る 必 
要 が 有る 。 

andnot Dy desire of her 


肉欲 に よっ て 、 清 ら か な 男性 は 女性 を 欲す る な か れ 。 

It is in renouncing the oDject of passlon that we deserVe to Dossess the 
ODject of true loVe. 

肉欲 を あさ ら め る 事 に よっ て 、 人 は 真 の 愛 の 対象 を 所 有する 資格 を 得る 。 
We are already in the atmosphere of the pure dreams of Christian 
chivalry. 

キリ スト 教 の 騎士 、 キ リス ト 教 の 紳士 の 清らか な 夢 、 清 ら か な 理想 の 趣 ( お も むき ) で 
ある 。 

But 

し か し 、 

the hierophant is stull a manm: 

秘 儀 祭司 オル フェ ウス も (弱い ) 人 で あっ た 。 

he falters, questions amd 100KS. 

オル フェ ウス は 、 つ まず き 、 疑 い 、 エ ウリ ュ デ ィ ケ を 見 て し まっ た 。 

Ah miseror( = 1ament) Eurydicem. 

ああ っ 、 エ ウリ ュ デ ィ ケ 。 

She is ost, 

エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 失っ て し まっ た 。 

the error 1S committedl, 

過 ( あ や ま ) ち を 犯し て し まっ た 。 

the expiation must now Degim. 

罪 の つぐ な い が 始 まる 。 

Orpheus is widowed and remans as such in DuT1ty: 

オル フェ ウス は 妻 エ ウリ ュ デ ィ ケ を 失い 、 清 ら か な 童貞 を 守る 。 

the marriage with Eurydice had not attaimed consurmmation, 

オル フェ ウス の エ ウ リ ュ デ ィ ケ と の 結婚 は 、 性 交 と いう 結婚 の 完成 に 未 到達 で あっ た 。 
and as the widower of one who was a virgin he rested himself in 
ViTgim1tV. 

処女 の 妻 エ ウリ ュ デ ィ ケ を 失っ た オル フェ ウス は 童貞 を 守っ て 死ん だ 。 

The poet is not two-hearted 

真 の 詩人 に は 二 心 が 無い 。 真 の 詩人 に は 浮気 心 が 無い 。 

and children of the race of gods love once and once alone. 
神族 の 子孫 は 、 た っ た 一 度 だ け 愛 する 。 神 の 子 は 、 た っ た 一 度 だ け 愛 する 。 真 の 詩人 
は 、 た っ た 一 度 だ け 愛 する 。 

Paternal inspirations, 

父 の 霊感 。( マ タイ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 。) 

yearnings for arl ideal which shall De found Deyond the tomb, 

墓 の 向こう 側 に 存在 する 理想 へ の あこ が れ 。 

wldowhood made holy in its consecratior to the sacred muse. 

詩 神 ミ ュー ズ に ささ げ て 神聖 化し た 童貞 。 

What a reVelation in adVance of inspirations yet to CoIme. 

未来 の 霊感 の 事前 の 啓示 。 


Orpheus, Dearing in his heart a Wound that nothing but death shall 
heal, becomes a doctor of souls and Dodies: 

オル フェ ウス は 、 死 だ けが 癒せる 傷 を 心 に 負っ て か ら 、 魂 と 体 の 医者 に 成っ た 。 
he dies at length, the victim of his chastity 一 

オル フェ ウス は 、 頁 節 の 犠牲 と 成っ て 、 つ い に 死 ん だ 。 

the death which he suffers is that of initiators and prophets. 

オル フェ ウス の 死 は 、 祖 師 達 の 死 、 預 言 者 達 の 死 と 同じ で あっ た 。 

He perishes Droclanmmng the umity of god and the unity also ofloVe: 
オル フェ ウス は 神 の 単 一 性 、 愛 の 単 一 性 、 神 と 愛 の 単 一 性 を 公言 し て 死ん だ 。 
this at a later period was the root of the Orphic Mysteries. 

後世 に オル フェ ウス の 話 は オル フェ ウス 教 の 神秘 の 根幹 と 成っ た 。 

Having shewn himself raised so far aDoVe his own epoch, Orpheus 
earned in due course the reputation of a sorcerer and enchanter 

オル フェ ウス は 、 当 時 の 事物 を 毅 か に 超越 し て 見 せ た た め 、 や が て 茶 術 師 や 誘惑 者 
と し て の 評判 を 得 た 。 

To hm as to Solomon, were attriDuted the kmowledge of simples and 
minmerals, of celestial medicine and the philosophical stone. 

大 衆 は 、 ソ ロモ ン の 様 に 、 オ ルフ ェ ウ ス が 薬草 、 鉱 物 、( 万 能 薬 と いっ た ) 天 の 薬 、 賢 者 
の 石 の 知 を 持っ て いた 、 と 考え た 。 

With these he was douDtless acqualntedl 

医 い 無く 、 オ ルフ ェ ウ ス は 楽 草 、 鉱 物 、( 万 能 薬 と いっ た ) 天 の 楽 、 賢 者 の 石 の 知 を 


持っ て いた 。 

SImCce 

な ぜ な ら 、 

he persorfies DrimntiVe initiation, fall amd reparation in his legemd 一 
伝説 で は オル フェ ウス は 原初 の 秘伝 伝授 、 誘 惑 へ の 敗北 、 罪 の つぐ な い を 体現 し て 
いる 。 

the three divisions of the great work of humaruty. 

秘伝 伝授 、 誘 惑 へ の 敗北 、 罪 の つぐ な い は 人 の 「 大 いな る 務め 」 の 3 つの 段階 で あ 
る 。 


Orphic imitiaton may accordimg to Ballanche, De summarised in the 
followimg manner: 
下記 の 様 に 、 バ ラン シュ に よる と 、 オ ルフ ェ ウ ス 教 の 秘伝 伝授 を 要約 で きる 。 


Made suDject in the first place to the influence of the elements, man's 
own influence must afterwards govern these. 

先 に 四 大 元素 の 感化 を 受け て か ら 、 後 に 自身 の 感化 に よっ て 人 は 四 大 元素 を 統治 
する 必要 が 有る 。 

Creation is the act of a divine maglsm which is contimuous and eternal. 
創造 と は 、 絶 え 間 無い 永遠 の 、 神 の 魔術 に よる 行動 で ある 。 創 造 と は 、 絶 え 間 無い 永 
遠 の 、 神 の 魔術 に よる 作用 で ある 。 

True Deing resides tor man in self-kmowledge. 


人 に と っ て 、 本 当 に 存在 する と いう 事 は 、 自 身 を 知る 事 で ある 。 

Responsibihty is for him a conduest 

人 の 務め と は 、 自 身 を 克服 する 事 で ある 。 

and the Very penalty of sin is amnother occasion for Victory. 

人 の 自身 の 克服 に と っ て 、 罪 へ の 罰 は 、 ま さ に (自身 を 克服 する た め の ) 好 機 と 成る 。 
All jife is founded on death, 

(この 世 の ) 全 て の 命 は 死 の 上 に 建て られ て いる 。 

and palimgenesis is the 1aw ofreparation. 

復活 と は 、 罪 の つぐない へ の 法 で ある 。 復 活 と は 、 罪 の つぐ でない へ の 約束 で ある 。 
Marriage is the reproduction in humanity of the great cosmogonncal 
mystery. 

結婚 と は 、 宇 宙 の 創造 の 大 いな る 神秘 の 、 人 に お ける 、 再 現 で ある 。 

It should be one, 

結婚 は 唯一 で ある べき で ある 。 

as God and Nature are One. 

神 と 自然 に は 唯一 性 が 有る 様 に 。 

It is the umity of the Tree of Life, 

結婚 と は 、 命 の 木 の 唯一 性 で ある 。 

while debauch is diVislon and death. 

放 湯 と は 、 分 像 と 死 で ある 。 

Astrology 1S a SyntheS1S, 

占星 術 と は 、 唯 一 の 総合 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the Tree of Life is a simgle tree 

命 の 木 は 唯一 の 木 で ある 。 

and because 

また 、 な ぜ な ら 、 

its branches 一 spread through heaven 

命 の 木 の 村 は 、 天 空 に 広がっ て いる 。 

and 

そし て 、 

bearing flowers of stars 一 are in CorrespDondence with its ro0ts, 

命 の 木 の 核 に は 、 命 の 木の根 に 対応 し て いる 、 星 々 の 花々 が 咲い て いる 。 
which are hidden in earth. 

命 の 木の根 は 、 地 の 中 に 隠さ れ て いる 。 

The knowledge of the medical and magical Virtues resident in Dlants, 
metals and bodies endowed with Varying degrees Of Ife, is also a 
Synthetic kmowledge. 

また 、 神 が 命 の 多様 性 を 与え た 、 植 物 、 鉱 物 、 生 物 の 肉体 に 存在 する 医学 的 な 魔術 
的 な 力 の 知 と は 、 唯 一 の 総合 の 知 で ある 。 

The capacities for orgarisation in their Various grades are reVealed Dy a 
Synthes1Ss. 


唯一 の 総合 は 、 多 様 な 、 生 物 の 能力 を 明か す 。 

The aggregations and affinities of metals, hke the VegetatiVe soul of 
plants and hke all powers of assimilatoru are also made kmown Dy a 
Synthes1Ss. 

また 、 唯 一 の 総合 は 、 植 物 の 成長 力 の 精力 の 様 に 、 消 化 吸 収 や 同化 の 全て の 力 の 
様 に 、 金 属 の 集合 力 と 親和 力 を 教え る 。 


」 

It has Deen said that the beautiful is the splendour of the true, 

美 と は 、 真 理 の 輝き で ある 、 と 言わ れ て いる 。 

andit is therefore to this great light of Orpheus that we must ascriDe the 
perfection of form which was marifested for the first time in Greece. 
初め て ギリ シャ で 表 さ れ た 、 形 の 完成 は 、 美 と いう オル フェ ウス の 大 いな る 光 の お か 
げ で ある 。 

To him also 一 as to a source 一 - is referable the school of divine Plato, 
また 、 神 の 様 な プラ トン の 学派 は 、 起 源 と し て 、 オ ルフ ェ ウ ス の お か げ で ある 。 

that pagan father of all high Christian philosophy. 

プラ トン は 、 ギ リ シ ャ 教 徒 で ある が 、 全 て の 高等 な キリ スト 教 哲 学 の 父 で ある 。 
Fromm him did Pythagoras and the illuminati of Alexandria alhke deriVe 
their mysterieS. 

同様 に 、 ピ タゴ ラス と 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 の 光 に 照ら され た 者 は 、 神 秘 を オル フェ 
ウス か ら 得 た 。 

Imitiation does not suffer Vicissitude: 

秘伝 伝授 は 変化 を 受け つけ な か っ た 。 

it is one and the same, wheresoever we meet wrth it through the ages. 
全て の 時 代 を 通じ て 、 秘 伝 伝授 は 同一 で ある 。( 秘 伝 伝授 は 唯一 普遍 で ある 。) 

The 1ast disciples of Martmes de Pasqually are stll the children of 
Orpheus: 

さら に 、 や は り 、 マ ル テ ィ ネ ス ド パス カー リ の 最後 の 弟子 達 マ ル テ ィ ニ スト は 、 オ ル 
フェ ウス の 魔術 の 子孫 で ある 。 

but they adore the Realiser of amtidue philosophy, Who is the incarnate 
Word of Christians. 

た だ し 、 マ ル テ ィ ニ スト は 、 古 代 の 哲学 の 体現 者 で ある 、 キ リス ト 教 徒 の 、 人 に 成っ た 
神 の 言葉 イエ ス を 敬礼 し て いる 。 

We have said that the first part of the faDle concerning the Golden 
Fleece embodies the secrets of Orphic Magic and that the second Dart is 
dedicated to judicious warrings against the aDuses of GOetia or the 
Magic of darKnesSs. 

すでに 話し た 様 に 、 金 羊毛 の 第 一 部 は 、 オ ルフ ェ ウ ス の 魔術 の 秘密 を 含ん で いる 。 金 
羊毛 の 第 二 部 は 、 間 の 魔術 、 ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 悪用 に 対す る 賢明 な 警 
告 の た め に 用 いら れ て いる 。 

False or GOetic Magic, known at the present day under the name of 
SOTCeTY, 


ゴ エ テ ィ ア 、 偽 の 魔術 は 、 現 在 で は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 と いう 名 前 で 知ら れ て いる 。 
canl never rank as a scienCe: 
悪人 の 霊 の 魔術 を 知 と し て 学問 と し て 位置 づけ る 事 は 不可 能 で ある 。 
it is the empiricism of fatahty, 
悪人 の 霊 の 魔術 は 、 不 幸 の 非 科 学 的 な 経験 主義 的 な 代物 で ある 。 
All excessiVe DaSs1on Droduces a facttous force of which will canmot De 
the master 
過ぎ た 肉欲 は 制御 不能 な 人 為 的 な 力 を も た ら す 。 
but that force is oDedient to the tyranny of pass1on. 
人 為 的 な 力 は 肉欲 の 暴走 に 従う 。 
This is why AlDertus Magnus counsels us to curse n0 one In Our Wrath. 
人 為 的 な 力 は 肉欲 の 暴走 に 従う の で 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス は 、 怒 っ て いる 時 は 
誰 も 呪う な か れ 、 と いう 忠告 を し て いる 。 
It is the story of the malediction of Hippolytus by Theseus. 
テー セ ウ ス が ヒッ ポリ ュ ト ス を 誤っ て 呪っ た 例え 話 の 意味 は 、 怒 っ て いる 時 は 誰 も 呪 
うな か れ 、 と いう 忠告 で ある 。 
EXCeSS1Ve DaSS1O1 1S real madmeSs, 
過ぎ た 肉欲 は 狂気 で ある 。 
and the latter in its turn is an intoxication or congestion of Astral Light. 
狂気 は 星 の 光 に よる 本 町 、 星 の 光 の 過ぎ た 充満 で ある 。 
This is why madmess 1S contag1ouS 
狂気 は 星 の 光 に よる 本 町 、 星 の 光 の 過ぎ た 充満 な の で 、 和 狂気 は 伝染 し 易い 。 
and why passions in general Operate as a VeritaDle witchcraft. 
過ぎ た 肉欲 は 星 の 光 の 過ぎ た 充満 な の で 、 た いて い 、 ま ぎれ も な く 、 肉 欲 は 呪い と し 
て 作用 する 。 
Women are suDer1or to me In sorcery 
男性 より 、 女 性 は 悪人 の 霊 の 魔術 に 優れ て いる 。 

Decause 
な ぜ な ら 、 
they are more easily transported Dy excess Of Dass1On. 
男性 より 、 女 性 は 過ぎ た 肉欲 に 夢中 に 成り 易い 。 
The word sorcerer clearly designates Victms of chance 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 を 意味 する 「sorcerer」 と いう 言葉 は 、( 語 源 が ラテ ン 語 で 「 運 
命 」 を 意味 する 「sors」 な の で 、)「 運 命 の 奴隷 」 を 明らか に 意味 する 。 
anQL so to speaKk, the poisonous Imushrooms of fatality 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 ] を 意味 する 「sorcerer」 と いう 言葉 は 、( 語 源 が ラテ ン 語 で 「 運 
命 」 を 意味 する 「sors」 な の で 、)「 運 命 の 毒 き の こ 」、「 不 幸 の 毒 き の こ 」 を 意味 する 、 
と 言え る 。 
Greek sorcererSs, Dut esDecially those of Thessaly, put horriDle DreceDts 
to the proof and were g1ven OVer to abominable rites. 
ギリ シャ の 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 特 に テッ サリ ア の 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 恐 る べき 教 
え を 試し 、 憎 むべ き 儀 式 に 身 を 任せ た 。 


They were mostly women wasted Dy desires which they could no longer 
satisfy, antiduated courtesans, monsters of irmmorality amd uglimesSs. 
ギリ シャ の 魔女 の 多く は 、 人 生 な ど を も は や 満た せな い 肉 欲 に 浪費 し た 女性 、 老 い 
た 遊女 、 不 道徳 な 本 い 人 で な し で あっ た 。 

Jealous of love and jife, those wretched creatures foumd lovers only im 
the tomDs, 

愛 と 命 に 既 如 し て 、 み じ め な 動物 的 人 間 で ある 、 ギ リ シ ャ の 魔女 は 墓 で し か 愛人 の 
男性 (の 死体 ) を 見 つけ られ な か っ た 。 

or rather they violated sepulchres to devour writh foul caresses the icy 
bodies of young men. 

ギリ シャ の 魔女 は 、 墓 を 荒らし て 、 若 い 男 性 の 氷 の 様 に 冷た い 死体 を 下品 に 愛撫 し 
で 、 お さぼ っ た 。 

They stole children and stifled their cries by pressing them to their 
danglimg Dreasts. 

ギリ シャ の 魔女 は 、 幼 子 を さら っ て 、 た れ て いる 乳房 に 押し つけ て 泣き 叫ぶ 幼子 を 窒 
息 死 さ せ た 。 

They Were kmownr as 1armia, stryges, emDUSa: 

ギリ シャ の 魔女 は 、 ラ ミア 、 ス トリ ゲス 、 エ ンプ ー サ と し て 知ら れ て いる 。 

children were the oDjects of their envy and thus of their hatred!, 

幼子 は 、 ギ リ シ ャ の 魔女 の 災 始 と 憎しみ の 対象 で あっ た 。 

and they sacrificed them for this reason. 

如 と 憎しみ と いう 理由 の た め に 、 ギ リ シ ャ の 魔女 は 、 幼 子 を 殺し た 。 


Some, like that Camidia who is mentioned Dy Horace, Duried them as far 
as the head and left them to die of hunger surrounded with food which 
they could not reach: 

中 略 

others cut off the heads, hands and feet, boiled their fat and grease, in 
CODDer Dasins, to the consistence of an oimtment, which they afterwards 
mixed with the juice of henDane, Delladonna and black poppies. 


With this unguent they anointed the organ which was irritated 
unceaslIngly Dy ther detestaDle desires: 


they rubDbed also their temples and arm-Dpits, and then fell into a 
lethargy full of unbridled and 1uxurious drearms. 


There is need to speak plainly 一 these are the origins and this is the 
traditional practice of Black Magici 


these are the secrets which were handed down to the middle ages: 


and such in fine are the pretended innocent victims whomm public 
execrationu far more than the sentence of induisitors, condemmned to the 
flames. 


It was in Spain and in Italy aDove all that the race of stryges, 1ama and 
empusa aDounded, eVen at a late Derlodi 


those who douDt should consult the most experienced criminologists of 
these countries, digested Dy Franciscus Torreblanca, Royal AdVocate of 
the Chancelry of Granada, in his Epitome Delictorum. 


Medea and Circe are the types of Malefic Magic among the Greeks. 

メデ ィ ア と キル ケ は 、 ギ リ シ ャ の 有害 な 魔術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 象徴 で ある 。 

Circe 1s the Vicious female who Dewitches and debases her loVers: 

キル ケ は 、 愛 人 を 誘惑 し て 堕落 させ る 不道徳 な 女性 で ある 。 

Medea is the Drazen poisoner who dares everything and makes Nature 

itself the aDettor of her crimes. 

メデ ィ ア は 、 全 て の 悪事 を 断行 する 、 自 然 を 罪 の 扇動 者 に 仕立 て る 、 鉄 面 友 の 厚 顔 
無恥 な 毒殺 者 で ある 。 

There are actually creatures who enchant ike Circe and whose 

proximuty defiles. 

キル ケ の 様 に 誘惑 し て 、 近 づく 者 を 汚染 する 、 動 物 的 人 間 で ある 、 キ ルケ の 様 な 女性 

が 実際 に 存在 する 。 

They can inspire nothing Dut brutal Dassions: 

キル ケ の 様 な 女性 は 、 肉 欲し か 吹き 込ま な い 。 

they exhaust and then disdann yoUu. 

キル ケ の 様 な 女性 は 、 人 を 利用 し 尽 し て 傷 ( あ な ど ) る 。 

They must De treated according to the poHcy of U1ysses, Dy compelhng 

them to obedience through fear and Dy Deimg able to leave them in the 

end without regret. 

オデ ュ ッ セ ウ ス の 策 に 従っ て 、 キ ルケ の 様 な 女性 に 対処 する 必要 が 有る 。 キ ルケ の 様 

な 女性 を 、 恐 怖 に よっ て 従わ せ 、 た め ら わな いで 見 捨て る 必要 が 有る 。 

They are beautiful, heartless monsters 

キル ケ の 様 な 女性 は 、 美 し い が 、 無 情 な 人 で な し で ある 。 

and their vanity 1s their whole life. 

キル ケ の 様 な 女性 の 人 生 は 、 空 虚 で ある 。 

They were depicted by antiduity in the form of syrens. 


古代 ギリ シャ 人 は 、 キ ルケ の 様 な 女性 を 、 セ イレ ー ン と いう 形 で 表し た 。 

As to Medea, she 1S pervers1ty incarnate, wllling and workimg ev1l. 
メデ ィ ア は 、 逸 脱し た 悪 の 体現 者 で あり 、 悪 を 望み 、 悪 を 行う 。 

She is capaDle of love and does not yield to fear 

メデ ィ ア は 、 男 性 に 愛着 を 覚え る 事 が で き 、 恐 怖 に 従わ な い 。 

Dut her love is more terriDle than her hate. 

た だ し 、 メ ディ ア の 愛着 は 、 メ ディ ア の 憎しみ より 、 恐 る べき 物 で ある 。 

She is a Dad mother and the destroyer of childrer 

メデ ィ ア は 、 悪 い 母 親 で 、 子 殺し で ある 。 

she loves the night and under the rays of the moon she gathers noOxiOusS 
herDs for the Drewimg of DolsonSs. 

メデ ィ ア は 、 夜 の 闇 を 好み 、 毒 を 調合 する た め に 月 明り の 下 で 毒 草 を 摘む 。 

She magnetises the air brings dole to earth, infects water and makes 
eve the fire VemomOUsS. 

メデ ィ ア は 、 風 を 磁化 し 、 悲 し み を 土 に も た らし 、 水 を 汚染 し 、 火 で すら 有毒 に する 。 メ 
ディ ア は 、 四 大 元素 を 汚染 する 。 

Reptles provlde her wrth their skims: 

地 を は う 脂 虫 類 は 抜け 直 を メデ ィ ア に も た ら す 。( 地 を は う 乳 虫 類 は 汚れ た 星 の 光 の 
例え で ある 。) 

she mutters frightful Words: 

メデ ィ ア は 、 恐る べき 戸 言葉 を つぶ や く 。 

the track of blood follows her: 

メデ ィ ア の 後ろ に は 血 の 道 が 続く 。 

and mutilated HimDs fall from her hands. 

メデ ィ ア の 手 か ら 切 断 さ れ た 手足 が 落ち る 。 

Her counsels madden, 

メデ ィ ア の 進言 は 廷 わ せる 。 

her caresses Deget horror 

メデ ィ ア の 愛撫 は 恐怖 を も た ら す 。 

SuCh is the woman who has sought to rise Deyond the duties of her sex 
by famiharity with forbidden sciences. 

メデ ィ ア の 様 な 女性 は 、 禁 じ ら れ た 知 に よっ て 女性 の 務め を 放棄 し よう と 試み る 女性 
で ある 。 

Men avoid her 

男性 は メデ ィ ア の 様 な 女性 を 避け る 。 

children hide when she passes. 

幼子 は メデ ィ ア の 様 な 女性 が 近く を 通る 時 に 隠れ る 。 

She is deVoid of reasoml, 

メデ ィ ア は 理性 が 欠落 し て いる 。 

devoid of true 1oVe, 

メデ ィ ア は 本 当 の 愛 が 欠落 し て いる 。 

and the stratagems of Nature in revolt against her are the eVer- 
renewng tormmert of her pride. 


メデ ィ ア に 憎悪 し た 自然 の 策 は 、 メ ディ ア の 自尊 心 を 永遠 に くり 返し 苦し め る 事 で あ 
る 。 


CHAPTER VI 

魔術 の 歴史 第 1 巻 6 章 

MATHEMATICAL MAGIC OF PYTHAGORAS 

ピタ ゴラス の 数 学 的 な 魔術 

He who initiated Numa, and of whose proficiency In Magic something 
has Deen said already, was a Dersonage Knownr as Tarchon, himself the 
disciple of a Chaldean named Tages. 

すでに 話し た 様 に 、 ロ ー マ の 第 2 の モメ ヌ マ ポン ピリ ウス は 魔術 を いく ら か 知っ て いた 。 
タル コン が ヌ マ ポン ピリ ウス に 秘伝 伝授 し た 人 と し て 知ら れ て いる 。 タ ルコ ン は カル 
デア 人 の タゲ ス の 弟子 で あっ た 。 

Sclence had then its apostles who wenrt to and fro in the world, making 
priests and kings therein. 

魔術 と いう 知 に は 、 世 界 の あちこち に 行っ て 、 王 者 と 祭司 を 作る 伝道 者 で ある 使徒 
が いた 。 

Not infrequently persecution itself was overruled to fulfil the designs of 
ProVidenCe, 

神 が 計 画 を 実現 する た め に 迫害 を 覆す 事 は 珍し く な か っ た 。 

and so it came about toward the seventy-second Olympiad, or four 
generations after the reign of Numa. Pythagoras of Sammos sought a 
refuge in Italy from the tyranny of Polycrates. 

オリ ン ピ ッ ク 暦 第 72 期 の 紀元 前 488 年 頃 か 、 ヌ マ ポン ピリ ウス の 4 世代 後 の 紀元 
前 553 年 頃 、 サ モス 島 の ピタ ゴラス (紀元 前 582 年 一 紀元 前 496 年 ) は 、 イ タリ ア へ 、 
サモ ス 島 の ポリ ュ ク ラテ ス の 圧政 か ら 避 難し た 。 

The great promoter of the philosophy of nurmDers 

ピタ ゴラス は 、 数 の 哲学 の 大 いな る 促進 者 で ある 。 

had visited all the sanctuaries of the world 

ビ ピタ ゴラス は 、 世 界 の 全て の 聖 所 を 訪れ た 。 

and had even Deen in judaea, 

ビ ピタ ゴラス は 、 へ ブラ イ 人 の 所 も 訪れ た 。 

where he suffered circumcision as the price of his admission into the 
mysteries of the KaDbalah, 

ビ ピタ ゴラス は 、 へ ブラ イ 人 の 所 で 、 カ バラ の 神秘 へ 入門 する た め に 男性 器 の 包皮 を 
切除 する 割礼 を 受け た 。 

commurucated to him, though not without a certaim reserve, Dy the 
prophets Ezekiel and Damuel. 

ある 程度 の 制限 は 有 っ た が 、 預 言 者 エ ゼ キ エ ル と 預言 者 ダニ エル は カバ ラ を ピタ ゴ 
ラス に 教え た 。 

SuDseduently, Dut agaim 

その 後 、 

not without difficulty, he obtained Egyptian initation, Deimg 
recormmended Dy the Kimg Amasis. 


へ ヘロドトス が アマ シス と いう 名 前 で 記し て いる エジプト の 王 イ アフ メメ ス 2 世 ( 在 位 紀元 
前 570 年 一 紀元 前 526 年 ) が 推薦 し て 、 苦 労 し て 、 ピ タゴ ラス は 、 エ ジ プ ト の 秘伝 伝 
授 を 得 た 。 

The capacities of his own gerius suUDplemented the imperfect 
revelations of the hierophants, so that he Decame himself a master 

ビ ピタ ゴラス は 、 自 力 で 秘 儀 祭司 の 不 完 全 な 啓示 を 補っ て 、 達 道 者 に 成っ た 。 

and one who expounded the mysterles. 

ピタ ゴラス は 、 神 秘 の 解説 者 に 成っ た 。 

Pythagoras defimed God as a 1ivmg and aDsolute truth clothed in light: 
ピタ ゴラス は 、 神 は 光 を まとっ た 生き て いる 絶対 の 真理 で ある 、 と 定義 し た 。 

he defimed the Word as numDber manifested Dy forrm: 

ビ ピタ ゴラス は 、 神 の 言葉 は 形 で 表し た 数 で ある 、 と 定義 し た 。 

and he derived all thimgs from the Tetractys 一 that is to say the tetrad. 
ビタ ゴラス は 、 全 て の も の を 4 つ 1 組 と 言え る テト ラク テ ュ ス か ら 導 き 出 し た 。 

He said also that God 1S suDrerme ImUS1C, 

ピタ ゴラス は 、 神 は 無 上 の 音楽 で ある 、 と 話し て いる 。 

the nature of which is harmonyi 

ピタ ゴラス は 、 音 楽 の 性 質 は 調和 で ある 、 と 話し て いる 。 

Religion Was, accordimg to him, the highest expression 0f juStCe: 

ピタ ゴラス に よる と 、 宗 教 は 正 し さ の 最高 の 表現 で ある 。 

medicime was the most perfect practice of scienCe: 

医学 は 知 の 完全 な 実践 で ある 。 

the beautiful was harmonyi: 

美 と は 調和 で ある 。 

force, reasOn: 

力 と は 論理 で ある 。 

felicity, perfection: 

幸せ と は 完全 で ある 。 

while truth in apphcation consisted in dhstrustimg the weakmess and 
PDervers1ty Of men. 

真理 の 応用 は 人 の 弱 さ と 逸脱 を 疑う 事 に 有る 。 

When he made his dwellimg at Crotona, 

ピタ ゴラス が 、 家 を イタ リア の 都市 クロ トン に 作る と 、 

the magistrates of that city, seeimg that he exercised so great an 
influence ovVer minds and hearts, were at first in somme anxiety 
Concerning him: 

最初 は 、 都 市 クロ トン の 執政 官 達 は 、 ピ ビタ ゴラス が 大 き な 影 響 力 を 人 々 の 心 に 及ぼ 
し て いた の で 、 ピ タゴ ラス に 不安 を 抱い て いた 。 

but ultimately 

し か し 、 後 に は 、 

they sought his adVice. 

都市 クロ トン の 執政 官 達 は 、 ピ タゴ ラス の 助言 を 求め た 。 


Pythagoras counselled them to cultivate the muses and manntan the 
moSst Derfect accord among themselVes, 

ピタ ゴラス は 、 女 神 ミ ュー ズ 達 へ の 信心 を 深め る 事 と 、 執 政官 の 間 で 合意 と いっ た 
完全 な 調和 を 保持 する 事 を 執政 官 達 に 勧め た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

feuds between masters fomented rebellion among servants. 
執政 官 同 士 の 不 和 、 主 人 同士 の 不 和 は 、 従 者 同士 の 不 和 を 誘発 し て し まう 。 
Thereafter 

そう し て か ら 、 

he imparted to them his grand religious, Dohtical and social DreceDt: 
ピタ ゴラス は 、 大 いな る 宗教 的 な 教え 、 政 治 的 な 教え 、 社 会 的 な 教え を 執政 官 達 に 
与え た 。 

There is no evll which is not to De preferred Defore anarchy 一 

無政府 状態 に よる 混乱 に 勝る 悪 は 存在 し な い 。 無 政府 状態 に よる 混乱 は 最悪 の 悪 
で ある 。 

an ax1lom of um1versal application and almost infimite depth, 

「 無 政府 状態 に よる 混乱 は 最悪 の 悪 で ある 。」 と いう 言葉 は 、 普 遍 に 応用 で き 、 無 限 
に 近い 深い 意味 を 持っ て いる 。 

though one which even our 0WT age 1S not as yet sufficiently 
ernlightened to understand. 

現代 で も 未だ に 「 無 政府 状態 に よる 混乱 は 最悪 の 悪 で ある 。」 と いう 事 を 理解 で きる 
様 な 十分 な 啓蒙 を 人 々 に 行っ て いな い が 。 

Outside the traditons of his Hfe, the remains of Pythagoras are his 
Golden Verses and his SymDols, 

ビタ ゴラス の 人 生 に つい て の 口伝 以外 の 、 ピ タゴ ラス の 遺作 は 、 ピ タゴ ラス の 「 黄 金 
詩 偏 」 と 例え 話 だ け で ある 。 

of which the former have passed into commmonplaces of popular 
morahty, so great has Deen their success through the ages. 

ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩 含 」 は 、 道 徳 の 教訓 の 人 気 の 決ま り 文句 と 成っ て 、 多 く の 時 代 
を 通じ て 大 い に 成 功 し た 。 

They have Deen rendered as follows:- 

下記 は 、 ピ タゴ ラス の 「 黄 金 詩 和信 」 を 翻訳 し た 物 の 前 半 で ある 。 


First worship the immortal gods, 

第 一 に 、 不 死 の 神々 を 明 散 し な さい 。 

as they are established and ordamed Dy the Law. 
神 の 法 が 不死 の 神々 を 確立 し て 定め て いる 様 に 。 
Reverence the oath 

神 へ の 区 い を 明 散 し な さい 。 


andnext the heroes, full of goodness and light.. 

正 し さ や 徳 と 光 に 満ち た 英雄 達 を 胃 散 し な さい .…。 

Honour Iikewrse thy Darents, 

父 と 母 を 神 の 様 に 明 散 し な さい 。 

and those most nearly related to thee. 

あな た に 親しく し て くれ る 人 を 景 散 し な さい 。 

Of all the rest of mankind, make him thy friend who distimguishes 
himself by his virtue. 

他人 の うち 、 徳 に よっ て 自身 を わき まえ て いる 人 を 友 に し な さい 。 

Always g1Vve ear to his mild exhortations, 

常に 勤 細 な 忠告 に も 耳 を 傾け な さい 。 

and take exarmple from his Virtuous and useful actiOnSs. 

徳 に か な っ た 有益 な 行為 を 見 習い な さい 。 

AVoid as much as possible hatng thy friend for a slight fault. 

半 細 な 落ち 度 の た め に 友 を 憎む の を 可能 な 限り 避け な さい 。 

Understand that power is a near neighDour to necess1ty.… 

力 は 不可 避 に 近い 隣人 で ある 、 と 理解 し な さい .…。 

Overcome and Vandunsh these passlons 一 gluttony sloth, sensuality, 
and anger. 

暴飲 暴食 、 怠 怖 、 好 色 、 怒 り と いっ た 肉欲 や 激情 を 克服 し な さい 。 

Do nothing evll neither in the presence of others nor Drivately, 
他人 の 前 で も 自分 だ け で いる 時 で も 、 悪 い 事 を する な か れ 。 

and above all thmgs respect thyself. 

何より も (結婚 まで 処女 を 守る と いっ た 様 に ) 自 身 を 大 事 に し な さい 。 

In the next place, oODserVe justice in thy actions and in thy words.… 
自分 の 言動 に お いて 正 し さ を 守り な さい .…。 

The goods of fortune are umcertalr: 

運 に よる 富 は 、 気 まぐ れ で 当て に な ら な い 不 確か な 物 で ある 。 

as they may De acquiredl so may they HKewise De 1ost. 
運 に よる 富 は 、 獲 得 し た 時 の 様 に 、( 科 単に 、) 失 われ る 。 

Always make this reflection, that it is ordaimed Dy destmy that all men 
shall die.… 

全て の 人 (の 肉体 ) は 死ぬ 運命 で ある 、 と 常に 熟考 し な さい .…。 

SUDDOrt with patience thy 1ot, De it whatit may 

自分 の 運命 が どう で あろ うと も 忍耐 し な さい 。 

and never repine at 1t: 

自分 の 運命 に 文句 を 言う な か れ 。 

but endeavour what thou canst to remedy 1t. 

た だ し 、 自 分 の 運命 を 改善 で きる 様 に 努力 し な さい 。 

Consider that fate does not send the greatest Dortion of these 
misfortunes to good men.… 

運命 は 不幸 を 正しい 人 に 最大 に 割り 当て な い 、 と 熟考 し な さい 。 神 は 不幸 な 運命 を 
正しい 人 に 最大 に 割り 当て な い 、 と 熟考 し な さい 。 


Let no man Dy his words, or Dy his deeds seduce thee: 

他人 の 言動 に 惑わ され な い 様 に し な さい 。 

nor entice thee to say or to do what is not profitable for thyselt. 
他人 に 惑わ され て 、 自 身 に 有益 で は な い 言 動 を し な い 様 に し な さい 。 独 り で も 、 自 身 
に 有益 な 言動 を する 様 に し な さい 。 

Consult and deliberate Defore thou act, that thou mayst not commmit 
foolish actions. 

上 恵 行 を 犯さ な い 様 に 、 行 動 す る 前 に 他人 に 相談 し た り 自 分 で 熟考 し な さい 。 
For 

な ぜ な ら 、 

it is the part of a miserable man to speak and to act without reflection. 
熟考 し な い 言 動 が 人 の 不幸 の 原因 で ある 。 

But 

実に 、 

do that which wil not afflict thee afterwards, 

後悔 し な い 様 に 行動 し な さい 。 

nor oblige thee to repentantce. 

後悔 する 様 な 事 を する な か れ 

Never do anythmg which thou dost not understandi 

理解 し な いで 行動 する な か れ 

Dut learn all that thou oughtest to KnowW, 

知る べき 事 を 学び な さい 。 

and by that means thou wilt lead a very pleasant life. 

知る べき 事 を 学ぶ 事 に よっ て 、 好 まし い 人 生 を お くり な さい 。 

In no wise neglect the health of thy Dodyi 

自身 の 肉体 の 健康 管理 を 怠る な か れ 。 

Dut 

実に 、 

giVe It drink and meat in due measure, 

適度 に 飲食 し な さい 。 

and also the exercise of which it has need.… 

肉体 に 必要 な 鍛錬 を し な さい 。 

Accustomm thyself to a way of Hving that is neat and decent without 
1uXUTY.… 

贅沢 を し な い 整 っ た 正しい 生き 方 を 習慣 に し な さい 。 

Do only the thmgs which cannot hurt thee, 

自分 に 有害 で は な い 事 だ け を し な さい 。 

and deliberate Defore thou dost them. 

自分 に 有害 で は な い 事 だ け を する 前 に 、 他 人 に 相談 し た り 自 分 で 熟考 し な さい 。 
Never suffer sleep to close thy eyelids, after thy going to Dedl, till thou 
hast examined Dy thy reason all thy actons ofthe day. 

ベッ ド に 行っ た 後に 、 今 日 の 全て の 自分 の 行為 を 理性 的 に 考察 し 終わ る まで 、 ま ぶ 
た を 閉じ て 眠る な か れ 。 


Wherein haVe 1 done amlsSs? 

誤っ た 行動 を し て いな いか ? 

What have 1 done? 

何 を し た か ? 

What have 1 ommitted that I ought to haVve done? 
や る べき 事 を し 忘れ て いな いか ? 


」 


Up to this point the Golden Verses seem to De only the instructions of a 
schooImaster, 

ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩 偏 」』 の 前 半 は 、 学 校 の 教師 の 教え に し か 見 えな いで あろ う 。 
They Dear however a Very different construction. 

し か し 、 ピ タゴ ラス の 「 黄 金 詩 訪 」 の 後半 は 、 前 半 と は 異な る 。 

They are the prelnmimary 1aws of magical initiatiom, 

ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩 入 」 の 後半 は 、 魔 術 の 秘伝 伝授 を 用 意 する 法 で ある 。 
which constitute the first part of the Great WorKk, 

ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩篇 」 の 後半 は 、「 大 いな る 務め 」 の 最初 で ある 。 

that is to say, the creaton of the perfect adept. 

「 大 いな る 務め 」 の 最初 は 、 完 全 な 達 道 者 を 創造 する 事 で ある 、 と 言え る 。 

This is proVed Dy the following Verses: 

下記 は 、 ピ タゴ ラス の 「 黄 金 詩 篤 」 の 後半 で ある 。 


1 
1 swear Dy him who has transrmtted into our souls the Sacred 
Quatern1on, 

人 の 魂 に 知ら せ た 者 に よっ て 、 私 は 神 の 4 つ 1 組 に 碑 う 。 

the source of nature, 

神 の 4 つ 1 組 は 、 自 然 の 源泉 で ある 。 

whose cause 1S etermal. 

自然 の 原因 は 、 永 遠 で ある 。 自然 の 原因 で ある 、 神 の 4 つ 1 組 は 、 永 遠 で ある 。 
Never Degim to set thy hand to any worKk, ll thou hast prayed the gods 
to accomplish what thou art gong to Deg1n. 

成就 を 神々 に 祈る まで 、 取 り 組 む な か れ 。 成 就 を 神々 に 祈っ て か ら 取 り 組 みな さい 。 
When thou hast made this hahit familiar to thee, 

成就 を 神々 に 祈っ て か ら 取 り 組む 習慣 に 慣れ た 時 、( 正 し い 人 に 成っ た 時 、) 

thou wilt know the constitution of the Immortal Gods and ofmen. 
不死 の 神々 の 性 質 と 、 人 の 性 質 を 知る で あろ う 。 

Even how far the different beings extend, and what contains and Dinds 
them together.! 


どの 様 な 遠く に 多様 な 存在 が 到達 する か 、 何 が 多様 な 存在 を 包み 込み 結び つけ て 
いる か 、 知 る で あろ う .…。 

and nothing in this world shall be hid from thee.… 

この 世 の 何 も の も 隠さ れ て いな い 、 と 知る で あろ う .…。 

O jupiter our Father! 

お お っ 、 主 神 ユ ピ テ ル 、 人 の 父 で ある 神 ! 

thou wouldst deliver men from all the evils that oppress them, shew 
them of what daimon they make use. 

も し 、 あ な た が 人 を 圧倒 し て いる 全て の 悪 か ら 人 を 救っ て 解放 すれ ば 、 ど の 様 な 霊 を 
人 が 利用 し て いる か 人 に 見 せる で あろ う 。 

But take courage: 

た だ し 、 勇 気 が 必 要 で ある 。 

the race of men is divine.… 

人 と いう 種 は 神聖 で ある ..…。 

When, having divested thyself of thy mortal Dody 

(正しい 人 が ) 死 ぬ べ き 肉 体 と いう 衣 を 脱い だ 時 、 

thou arriVvest at the most Dure AEther 

無 上 の 清らか な エー テル に 到達 する で あろ う 。 

thou shalt De a godl 

神 に 成る で あろ う 。 

1mmortal, 

不死 に 成る で あろ う 。 

1nCOrTUDtDle, 

不 壊 に 成る で あろ う 。 

and death shall have no more dominlon over thee. 

も う 死 に 支配 され な いで あろ う 。 


」 


Pythagoras sa1d Otherwise: 
ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩篇 」 以 外 で は 、 下 記 の 様 に 、 ピ ビタ ゴラス は 話し て いる 。 


As there are three divime concepts and three intelligiDle realms, so 1S 
there a triple Wordl 

3 つの 神 の 概念 が 存在 する 様 に 、( 宗 教 、 折 学 、 自 然 科学 と いっ た )3 つの 知 で 理解 
可能 な 分 野 が 存在 する 様 に 、3 重 の 言葉 が 存在 する 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

hierarchic order is eVer marufested Dy the triad. 


常に 、 位 階 制 の 秩序 は 3 つ 1 組 で あら われ る 。 

There are (8) simple speech, (⑪) hieroglyphical speech and (C) 
SymDbolical speech. 

簡単 な 言葉 、 理 解 し 難い 言葉 、 象 徴 の 言葉 が 存在 する 。 

In other terrns, 

言い 換え る と 、 

there is the word which expresses, there is the conceahmg word andL 
fmally, there is the word that sigrufies: 

表す 言葉 、 隠 し て いる 言葉 、 意 味 す る 言葉 が 存在 する 。 

all hieratic intellhigence is in the perfect science of these three degrees. 
全て の 祭司 だ け の 知 は 、 上 記 の 、3 つの 段階 の 完全 な 知 に 存在 する 。 


」 


After this manner he enshrined doctrine in symDo1ls, 

上 記 の 様 に 、 ピ タゴ ラス は 、 考 え 、 教 え を 例え 話 に 秘め た 。 

but eschewing Dersonifications and images 

た だ し 、 擬 人 化 と 映像 化 は 避け た 。 

which, in his opimion, Degot idolatry sooner or later, 

ビ ピタ ゴラス の 意見 で は 、 遅 か れ 早かれ 、 擬 人 化 と 映像 化 は 偶像 崇拝 を 招く 。 

He has been even charged with detestation of Doets, 

詩人 へ の 憎悪 に よっ て 、 ピ タゴ ラス は 非難 され た 。 

Dut 

けれ ども 、 実 は 、 

it was the makers of Dad Verses to whom he forbade the art: 

ビ ピタ ゴラス は 、 詩 作 の 業 ( わ ざ ) を 悪い 詩 を 作る 詩人 に だ け 禁 止 し た 、 だ け で ある 。 
"Thou who hast no harp, seek not to simng In measures," he says 1n his 
SynDolS. 

例え 話 で ビタ ゴラス は 「( 正 し い 概 念 と いう ) 堅 琴 を 持た な い 人 は 歌 お うと 試み る な か 
れ 。」 と 話し て いる 。 

Aman so great as he could never disregard the exact CorTesDOondence 
betweenr suDlime thoughts and Deautiful figuratiVve eXDreSS1OTS: 
崇高 な 概念 と 美しい 象徴 表現 の 正確 な 対応 を 重視 する ほど ピタ ゴラス は 偉大 で 
あっ た 。 

imdeed 

実際 、 

his own symbols are full of poetry: 

ビ ピタ ゴラス の 詩 は 詩 心 に 満ち て いる 。 

"Do not scatter the flowers of which crowns are made." 

「 花 冠 の 花々 を 散ら す な か れ 。」。 

In such terms he exhorts his disciples neVer to diminish glory and neVer 
to flout that which it seems good for the world to honour 


「 花 冠 の 花々 を 散ら す な か れ 。」 と いう 言葉 で ピタ ゴラス は 「 名 誉 を 傷つけ る な か 

れ 。」、「 大 衆 が 名 誉 と する 事物 の うち 善い と 思わ れる 事物 を 軽視 する な か れ 。」 と 弟 
子 に 勧め て いる 。 

Pythagoras Was Chaste, 

ビ ピタ ゴラス は 、 貞 小 で あっ た 。 

but far from commanding celhDacy to his disciples he married on his 
Own Dart and had children. 

た だ し 、 ピ タゴ ラス は 禁欲 や 独身 を 弟子 に 勧め ず 、 ピ タゴ ラス 自身 が 結婚 し て 子 が 
いた 。 

A beautiful sayimng of his wife has remained in memoryi: 

下記 の 様 な 、 ピ タゴ ラス の 妻 の 美しい 言葉 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 記憶 に 残っ て いる 。 
she had Deen asked whether purification was not reduisite in a Woman 
after intercourse wrth a man, 

ピタ ゴラス の 妻 は 「 男 性 と 性 交 し た 後に 、 女 性 は 身 を 清め る 必要 が 有る か ?」 と 聞か 
楓 た だ 。 

and 
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in such case after what 1apse of time she might regard herself as 
sufficiently Durified to approach holy things. 

ビ ピタ ゴラス の 妻 は 「 男 性 と 性 交 し た 後に 、 何 時 間 、 経 過す れ ば 、 女 性 は 神聖 な も の に 
近づけ る くら い 十 分 に 清め られ た と 考え られ る か ?」 と 聞か れ た 。 

She repled: "Immediately Tit De with her husDand: Dut ifit De with 
another neVver" 

ビタ ゴラス の 妻 は 「 夫 と 性 交 し た の で あれ ば 、 映 を 清め た 後 す ぐに 神聖 な も の に 近 
づけ る 。 し か し 、 夫 で は な い 男 性 と 性 交 し た の で あれ ば 、 永 遠 に 神聖 な も の に 近づく 
な か れ 。」 と 答え た 。 

The same sever1ty of primciples, the same DurIty of manners, dualhfied 
in the school of Pythogaras for initiation into the mysteries of Nature 
ピタ ゴラス の 妻 の 「 夫 で は な い 男 性 と 性 交 し た の で あれ ば 、 永 遠 に 神聖 な も の に 近 
づく な か れ 。」 と いう 考え と 行動 と 同一 で ある 、 考 え の 上 厳し さと 行動 の 清らか さ が 、 自 
然 の 神秘 の 秘伝 伝授 の 資格 を ビタ ゴラス 学派 に 与え た 。 

and so 

また 、 そ うし て 、 

was attained that empire ovVer self Dy which the elementary DOWers 
could De governed. 

ピタ ゴラス 学派 は 、 四 大 元素 の 力 の 統治 を 経て 、 自 身 の 統治 に 到達 し た 。 
Pythagoras Dossessed the faculty which Dy us is termed second sight 
and was known then as divination. 

ビ ピタ ゴラス は 、 現 代 で 予見 と 呼ば れ 、 当 時 も 予見 と し て 知ら れ て いた 、 予 見 の 能力 を 
所 有 し て いた 。 

Bemg wrth his disciples one day on the seashore, a Vessel apDpeared on 
the horizon. 

ピタ ゴラス が 、 あ る 日 、 弟 子 達 と 共に 海岸 に いる と 、 船 が 水平 線上 に 現れ た 。 


"Master" sald one of the companions, "would it mean wealth ithey 
gave me the cargo carried Dy that shiDp?" 

1 人 の 弟子 が 「 師 ピタ ゴラス 、 あ の 船 が 運ん で いる 積み 人 荷 を も ら え た ら 、 財 産 に 成る 
で し ょ うか ?」 と ピタ ヨゴ ラス に 言っ た 。 

"To you 1t would De more than useless," Pythagoras answered. 

ピタ ゴラス は 「 あ な た に は 、 あ の 船 の 積み 荷 は 役に立た な い 所 で は 済ま な いで あろ 
う 。」 と 弟子 に 答え た 。 

"In such case I would keep it for my heirs." 

第 子 は 「 で は 、 私 の 後継 者 の た め に あの 船 の 積み 人 告 を と っ て お くつ も り で す 。」 と ピタ 
民有 共 選 加 っ た だ た 。 

"Would you wish to Degueathe them two corDses?" 

ピタ ゴラス は 「 あ な た は 2 体 の 死体 を 後継 者 に 残す つも りな の か ?」 と 弟子 に 言っ 
7 だ 。 

The Vessel came into port and proVed to De Dearing the body of a man 
who desired to De buried in his own country. 

船 は 、 港 に 着い て 、 故 卿 へ の 埋葬 を 希望 する 1 人 の 男性 の 死体 を 含む 2 体 の 死体 
を 運ん で いる 事 を 証明 し た 。 

It is related furthermore that Deasts were oDedient to Pythagoras. 
さら に 、 予 見 と 関係 し て 、 獣 は ビタ ゴラス に 従っ た 。 

Once in the middle ofthe Olympic Games, 

昔 、 オ リン ピッ ク の 競技 中 に 、 

he signalled to an eagle wmging its way through heaven: 

ピタ ゴラス は 、 空 を 飛ん で いた ワシ に 合図 し た 。 

the bird descended, wheelhmg crcle-W1se, 

ワシ は 、 輪 を 描い て 降り て 来 た 。 

and again took rapid flight at the master's token of dismissal. 

ビ ピタ ゴラス が 、 去 る 様 に 合図 する と 、 ワ シ は 飛び 立っ た 。 

There was also a great Dear ravaglmg in ADulia: 

また 、 大 き な ク マ が アプ リア を 荒らし て いた 。 

Pythagoras Drought it to his feet and told it to leaVe the country. 

ピタ ゴラス は 、 ク マ を 呼び 寄せ て アプ リア を 離れ る 様 に 話し た 。 

It disappeared accordimgly 

クマ は ピタ ゴラス の 言葉 に 従っ て アプ リア か ら 消 えた 。 

and when asked to what knowledge he owed such a marvellous DoWer 
ピタ ゴラス は 「 ク マ を 従わ せる 様 な 不思議 な 力 は 、 ど の 様 な 知 を ビタ ゴラス が 知っ て 
いる お か げ な の か ?」 と 聞か れ た 。 

he answered: "To the science of hght." 

ビタ ゴラス は 「 獣 を 従わ せる 不思議 な 力 は 、 光 の 知 の お か げ で ある 。」 と 答え た 。 
Animated Deinmgs are, in fact, incarnations of light. 

事実 、 生 き て いる 存在 は 光 の 化身 で ある 。 

Out of the darkness of ughmess forms emerge 

生き て いる 存在 は 、 醒 い 形 と いう 聞か ら 脱 出す る 。 

and move progress1Vely towards the splendours of Deautyi: 


生き て いる 存在 は 、 美 と いう 輝き へ 進歩 する 。 

instmcts are in CorTespDondence with forms: 

先天 的 な 性 質 は 形 に 対応 し て いる 。 

andman who is the synthesis of that hight 

人 は 光 の 総合 体 で ある 。 

whereof aniumals may De termed the analys1s, 

動物 は 光 の 解析 結果 で ある と 呼べ る か も し れ な い 。 

1s created to command them. 

人 は 動物 の 主 で ある 様 に 創造 され て いる 。 

It has come abDout, however that in place ofruling as their master he 
has Decome their persecutor and destroyer so that they fear and have 
reDbelled against him. 

し か し 、 人 が 動物 の 主 に 成る 代わ り に 動物 の 迫害 者 に 成っ た の で 、 動 物 は 人 を 恐れ 
て 反抗 する 様 に 成っ て し まっ た 。 

In the presence of an exceptonal wl which is at once Denevolent and 
directmg they are completely magnetisedl 

動物 に 思い や り 深 い 、 と 同時 に 、 動 物 の 心 を 傾け る 、 優 れ た 意思 を 前 に 、 動 物 は 完全 
に 魅了 され る 。 

anda host of modern phenomena Doth can and should enaDle us to 
understand the possiDihty of miracles ]ike those of Pythagoras. 

人 は 、 多 数 の 現代 の 現象 に よっ て 、 ピ タゴ ラス の 奇跡 の 様 な 、 奇 跡 が 可能 で ある と 
理解 で きる し 理解 する べき で ある 。 

Physiognomists have oDserved that the majority of men have a certaim 
faclal resemDlance to one or another anumal. 

人 相 学 者 は 「 多 数 の 人 の 顔 に は 、1 種類 以上 の 動物 と の 類似 が 、 い くつ か 存在 す 
る 。」 と 話し て いる 。 

It may De a matter of imagimation only, produced Dy the irmpression to 
which Various Dhys1ognomies g1Ve r1se, amd reveaHmg some Dromunent 
Dersonal character1st1CS. 

多分 、「 多 数 の 人 の 顔 に は 、1 種類 以上 の 動物 と の 類似 が 、 い くつ か 存在 する 。」 と 
言う の は 、 人 の いく つか の 目立つ 性 質 を 表し て いる 変化 に 富ん だ 人 相 が も た ら す 、 
印象 が も た ら す 、 想 像 に よる 物 に 過ぎ な い 。 

Amorose man is thus remimiscent of a Dear 

多分 、 想 像 に よる 物 に 過ぎ な い が 、 気 難し い 人 は クマ を 連想 させ る 。 

a hypocrite has the look of a cat 

多分 、 想 像 に よる 物 に 過ぎ な い が 、 猫 を か ぶっ て いる 偽善 者 は 猫 に 見 える 。 

and so of the rest. 

な ど 。 

These kmds ofjudgments are magrufied in the 1magimattom 

動物 と の 類似 に よる と 言う 人 相 判 断 は 、 想 像 に よっ て 誇張 され る 。 

and exaggerated still further in dreams, 

動物 と の 類似 に よる と 言う 人 相 判 断 は 、 夢 に よっ て 更に 誇張 され る 。 


when people who have affected us disagreeaDly during the waking state 
transform into animals and cause us to exDerlence all the agonies of 


mightmare. 
夢 は 、 目 覚め て いる 時 に 不快 に させ た 人 を 動物 に 変え て 、 悪 夢 の 苦 し み を 経験 させ 
る 。 


Nowy, amimals 一 - as much as ourselVes and more even than We 一 - are 
under the rule ofimagination, 

動物 は 、 人 以上 に 、 起 像 力 の 支配 下 で ある 。 

while they are devoid of that judgrment 

動物 に は 人 の 様 な 判断 力 が 無い 。 

by which we can check its erTOrs. 

人 は 判断 力 に よっ て 想像 の 誤り を 止め る 事 が で きる 。 

Hence they are affected towards us accordimg to the sympathies or 
antpathies which are excited Dy our own magnetism. 

動物 は 、 人 が 人 の 磁気 に よっ て 高め た 共感 か 反感 に 従い 、 人 に 対し て 共感 か 反感 
を 抱く 。 

They are, moreover unconscious Of that which underlies the human 
form 

さら に 、 動 物 は 、 人 の 形 と いう 基礎 を 意識 し な い 。 

and they regard us orly as other annmals Dy whom they are domimnated, 
その た め 、 動 物 は 、 人 を 動物 の 主 で ある 別 の 動物 と し て の み 見 な す 。 

the dog taking his master for a dogmore Derfect than himself. 

犬 は 、 飼 い 主 の 人 を 自分 より 完全 な 犬 で ある と 見 な す 。 

The secret of dominion over animals Hes in the management of this 
Instimct. 

動物 の 主 に 成る 秘密 は 、 動 物 が 人 を 動物 と 見 な す 先 天 的 な 傾向 へ の 策 に 存在 する 。 
We have seen a famous tamer of wild Deasts fascinate his lions Dy 
exhiDitimg a terriDle countenance and actng himself as 正 he were a lion 
erraged. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 獣 の 有名 な 調教 師 が 、 調 教師 自身 が 怒っ た ライ オン で ある か の 
様 に 、 恐 ろ し い 表情 と 動作 を 見 せ て 、 ラ イオ ン を すく ませ た の を 見 た 事 が 有る 。 

Here is a Hiteral applicaton of the popular proVerD which tells us to 
howl with the woIlves and Dleat with the sheep. 

獣 の 調教 師 が 、 調 教師 自身 が 冶 っ た ライ オン で ある か の 様 に 、 恐 ろ し い 表情 と 動作 
を 見 せ て 、 ラ イオ ン を すく ませ た の は 、「 オ オカ ミ の 群れ に いる 時 は 、 ほ える 必要 が 有 
る 。」 や 「 羊 と いる 時 は メー と 鳴く 必要 が 有る 。」 と いう 一 般 的 な こと わざ の 文字 通り 
の 応用 で ある 。 

It must also De realised that every arumal form manifests a Darticular 
instmct, aptutude Or ViCe. 

また 、 全 て の 動物 の 形 は 独特 の 先天 的 な 性 質 、 習 癖 、 悪 徳 を 表し て いる 、 事 を 理解 
する 必要 が 有る 。 

If we suffer the character of the Deast to predomimate withim us, 

心 の 中 で 支配 的 に 成る ほど 、 人 が 獣 の 性 質 の 影響 を 受け る と 、 


we shall tend to assume Its external guise in an eVer-1ncreasing degTee 
段々 、 人 は 心 の 中 で 支配 的 に 成っ た 獣 性 の 獣 の 外 的 な 見 か け を 身 に つけ て 行く 傾 
向 が 有る 。 

and shall even come to impress its Derfect image or the Astral Light: 

人 は 心 の 中 で 支配 的 に 成っ た 獣 性 の 獣 の 完全 な 映像 を 星 の 光 に 記し さえ する 。 
more eve than this, 

さら に は 、 

when we fall into dreams or ecstasy, 

夢 や 忘 我 状 態 に 落ち た 時 に 、 

we shall see ourselVes as ecstatiCs 

忘 我 状 態 の 人 達 の 様 に 、 人 は 自身 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る で あろ う 。 

and somnamDulists would see Us 

夢 の 中 で 、 催 眠 状 態 の 人 達 に は 、 人 が 動物 の 姿 に 見 える で あろ う 。 

and as We must apDpear undouDtedly in the eyes of amimals. 

疑い 無く 、 動 物 の 目 に は 人 が 動物 の 姿 で 夢 に あら われ る に 違い 無い 様 に 。 

Let it happen in such cases that reason De extimgulshed!, 

自分 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る 状態 の まま に し て お く と 、 人 は 理性 が 消え る で あろ 
う 。 

that persistent dreams change Into madmeSSs, 

自分 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る 状態 の まま に し て お く と 、 永 続 する 夢 は 狂気 に 変わ 
る で あろ う 。 

and We shall De turned into Deasts hke Nebuchadnezzar 

自分 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る 状態 の まま に し て お く と 、 ダ ニ エ ル 書 4 章 33 節 で 
獣 に 変身 し た ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 の 様 に 、 人 は 獣 ( の 様 な 動物 的 人 間 ) に 変身 する で 
あろ う 。 

This explains those stories of Were-WOI1VeS, 

自分 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る 状態 の まま に し て お く と 、 人 は 獣 ( の 様 な 動物 的 人 
間 ) に 変身 する 事 は 、 狼 男 の 話 を 説明 する 。 

some of which haVe Deen legally established. 

狼 男 の 話 の うち 、 い くつ か は 法 的 に 確証 され て いる 。 

The facts were Deyond disDpute, 

狼 男 の 事実 は 議論 の 余地 が 無い 。 

Dut 

た だ し 、 実 は 、 

the witmesses were not less hallucinated than the were-wolves 
themselVes. 

搬 男 以 上 に 、 狼 男 の 目 撃 者 も 幻覚 に 襲わ れ て いる 。 

Cases Of coincidence and corresDondence in the dream-state are nelther 
rare nor extraordinary 

複数 人 の 夢 の 一 致 は 、 珍 し く 無く 、 驚 くべ き 事 で は な い 。 

Persons in the state ofmagnetic ecstasy Can see and talK to one another 
from opposite ends ofthe earth. 


人 は 、 磁 気 の 忘 我 状態 で 、 相 互 に 、 地 上 の 端 同士 で も 、 見 合っ た り 、 話 し 合っ た り で 
さる 。 

We ourselves may meet someone for the first tme and he or she wi 
seemm to De an old acquaimtance 

(「 デ ジャ ヴ 」 と し て 知ら れ て いる 様 に 、) 人 は 、 初 め て 会 う 誰か が 古い 知人 で ある 様 に 
思う 場合 が 有る か も し れ な い 。 

Decause we have encourtered frequently in dream. 

それ は 、 夢 の 中 で 頻繁 に 出会っ て いる 、 か ら で あ る 。 

Life is full of these curious OCCurrenCes 

人 生 は 、(「 デ ジャ ヴ 」 の 様 な ) 不 思 議 な 出来 事 に 満ち て いる 。 

and as regards the transformaton of human beings into ammals, the 
evldences are OIL eVery S1de. 

人 の 動物 へ の 変身 に つい て は 、 全 方 面 に 、 証 言 や 事跡 が 存在 する 。 

How many aged courtesans andl gluttonous females, reduced almost to 
idiocy after threading all sewers of existence, are nothing Dut old she- 
Cats egreg1ously enamoured of their tom. 

何人 の 、 老 いた 遊女 や 貧 欲 な 女性 が 、 人 生 の 全て の ドブ を 曲がり くね っ て 進ん だ 後 
に 、 愚 か に 成り 下がり 、 男 性 に 夢中 な 老 猫 以外 の 何者 で も な く 成 っ た で あろ うか ? 
Pythagoras Delieved aDoVe all thmgs in the soul's immortahty 

何より も 、 ピ タゴ ラス は 、 魂 の 不死 を 信じ て いた 。 

and in the Derpetuity of Hfe. 

ピタ ゴラス は 、( 魂 の ) 命 の 永遠 を 信じ て いた 。 

The endless succession of summer and winter day and night sleeping 
and waking, illustrated amply for him the phenomenon of death. 

ビ ピタ ゴラス に と っ て は 、 夏 と 冬 、 昼 と 夜 、 眠 っ て いる 時 間 と 起き て いる 時 間 の 永遠 の 
連続 が 死 と いう 現象 を 十分 に 説明 し て いた 。 

For him also the particular immortahty of human souls consisted im 
persistence ofmemory, 

ピタ ゴラス に と っ て は 、 人 の 魂 の 独特 の 不死 は 、 記 憶 の 永続 に 存在 し た 。 

He is said to have Deen consclous of his Drev1ous incarnations 

ビ ピタ ゴラス に は 前 世 の 記 憶 が 有 っ た 、 と 言わ れ て いる 。 

and if the report 1s tTUe, 

も し ピタ ゴラス に 前 世 の 記 憶 が 有 っ た と いう 話 が 本 当 な ら 、 

1t was somethimg suggestedl Dy his rermim1scenCes, 

ピタ ゴラス の 記憶 に は 何 か 意 味 が 有る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

such aman as he could haVe been neither irmpostor nor fool. 

ピタ ゴラス の 様 な 人 は 詐欺 師 や 愚者 で ある は ず が 無い 。 

It is proDaDle that he came upon former memories in his dreams, 

ビ ピタ ゴラス は 、 夢 の 中 で 前 世 を 見 た の で あろ う 。 

while simple speculation and hypothesis haVe Deen constructed as 
DositVe affirmation on his Dart. 


ビ ピタ ゴラス は 、 前 世 と いう 、 た だ の 推測 、 仮 説 を 実際 に 育 定 し た と 誤解 され た の で あ 
の 9。 

HoweVer this may De, his thought Was great, 

し か し な が ら 、 ピ タゴ ラス の 思想 は 偉大 で あっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the real Hfe of our individuahty conslsts in memory alone. 

人 個人 の 現実 の 人 生 は 記憶 の 中 に の み 存 在 す る 。 

Those waters of Lethe pictured Dy the ancients were the true 
philosophical type of death. 

古代 人 が 話し て いる 「 忘 却 」 を 意味 する 「 レ テ 」 と いう 冥界 の 川 は 、 死 の 真実 の 哲学 
的 な 類型 で ある 。 

The BiDle appears to Impart a divine sanction to this idea when it is said 
in the Book of Psalms that "the just shall De in everlastimg 
rememDrance.“ 

詩 編 112 章 6 節 に は 「 正 し い 人 は 永遠 に 覚え られ る 。」 と 記さ れ て いて 、 神 の 承認 を 
「 レ テ 」 と いう 考え に 与え て いる 様 で ある 。 


PANTACLE OF KABALISTIC LETTERS 


CHAPTER VII 

魔術 の 歴史 第 1 巻 7 章 

THE HOLY KABALAH 

神 の カバ ラ 

Let us now haVve recourse to the origin of true science Dy recurring to 
the Holy Kabalah, 

神 の カバ ラ に 戻っ て 、 真 の 知 の 起源 に 頼 ろ う 。 

or tradition of the children of Seth, 

カバ ラ は 、 セ ト の 子 の 口伝 で ある 。 

taken from Chaldea Dy Abraham, 

アブ プラ ハム は 、 カ バラ を カル デア か ら 持 っ て 行っ た 。 

commurucated Dy Joseph to the Egyptlan priesthoodl, 

24 祖 ヨ セ フ は 、 カ バラ を エジプト の 祭司 に 教え た 。 

imgarnered( = im-garner-ed?) Dy Moses, 

モー セ は 、24 祖 ヨ セ フ か ら エ ジブ プ ト の 祭司 を 経由 し て 、 カ バラ を 入手 し た 。 
concealed Dy symDols in the Bible, 

へ ブラ イ 人 は 、 カ バラ を 聖書 に 象徴 で 隠し た 。 

revealed Dy the Saviour to St. 」ohm, 

救い 主 イ エス は 、 カ バラ を 使徒 ヨハ ネ に 明か し た 。 

and embodied in its fulness in hieratic images, amnalogous to those of al 
antiduty in the Apocalypse of this Apostle. 

使徒 ヨハ ネ は 、 豊 か に 、 全 て の 古代 の 象徴 と 類推 可能 で ある 祭司 だ け の 象徴 で 、 カ 
バラ を ヨハ ネ の 問 示 録 に 込め た 。 

Whatsoever was in kimship wrth idolatry was held in detestaton Dy the 
KaDalists, 

カバ リス ト は 、 偶 像 崇拝 に 似 た 物 へ 嫌悪 を 抱く 。 

which notwrithstanding, 

それ に も か か わら ず 、 

God is represerted Dy them under a human figure, 

カバ リス ト は 、 神 を 人 の 形 で 表す 。 

Dut it 1S Durely hieroglyphical. 

た だ し 、 神 を 人 の 形 で 表す の は 、 純 粋 に 象徴 的 で ある 。 

For them He is the intelligent, the 1oving, the 1ivimg infimite. 

カバ リス ト に と っ て 、 神 は 知 、 愛 、 生 き て いる 無限 で ある 。 

He is neither the totaHity of all Deimgs, nor Deing in aDstraction, nor a 
being who is philosophically defimaDle. 

神 は 、 存 在 全て の 全体 性 で は な く 、 抽 象 概念 の 中 の 存在 で は な く 、 哲 学 的 に 定義 可 
能 な 存在 で は な い 。 

He is jn all thimgs, Deimg more and greater than all. 

神 は 、 全 て の も の の 内 に 存在 し 、 全 て の も の を 超越 し て いる 存在 で ある 。 

His Very namme is ineffable, 

神 の 名 前 は ( 溢 り に ) 言 っ て は いけ な い ほ ど 神 聖 で ある 。 


and yet 

し か も 、 

this name g1Ves eXDreSs1on Only to the human ideal of His divinity. 
神 の 名 前 で すら 神 の 神 性 へ の 人 の 想像 を 表す に 過ぎ な い 。 

It is not Dossible for man to understand God in Himself. 

人 に は 、 神 が 神 を 理解 する 様 に 、 神 を 理解 する 事 は 不可 能 で ある 。 

He is the aDsolute of faith, Dut the aDsolute of reason is Beimg. 

神 は 信心 の 絶対 で ある 。 し か し て 、 論 理 の 絶対 は 神 で ある 。( 神 は 本 当 の 存在 で ある 。 
論理 信心 。) 

Beimg is selt-existent 

神 は 自力 で 存在 し て いる 。 

and is Decause 1t 1S. 

神 は 存在 する の で 、 神 は 存在 する 。 

The cause of Being is Beimg itself. 

神 の 原因 は 神 で ある 。 

It is matter of legitimate speculation why this or that exists, 

あれ これ の も の の 存在 を 問う の は 、 合 理 的 な 思索 の 題材 に 成る 。 神 で は な いも の の 
存在 を 問う の は 、 合 理 的 な 思索 の 題材 に 成る 。 

Dut 

し か し 、 

1t would De aDsurd to induire why Be1ng 1S, 

神 の 存在 を 問う の は 、 非 論理 的 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

1t would De to postulate Beimg as antecedent to Beimg. 

神 の 存在 を 問う の は 、 存 在 ( で ある 神 ) よ り 前 に 、 存 在 ( で ある 神 ) を 要求 する 事 に 成っ 
て し まう 。 

It is demonstrated Dy reason and science that the modes of existence in 
Beng are edullhibrated in accordance with harmomious and hierarchic 
1aWSs. 

論理 と 知 が 、 神 の 存在 の 形 は 、 位 階 制 の 調和 の 法 に 従っ て 、 つ り 合 っ て いる 、 と 実証 
し て いる 。 

Now the hierarchy is graduated on an ascendimng scale, Decomnng more 
and more monarchiC. 

位階 制 は 段々 と 上 昇 す る ほど 君主 制 に 成っ て 行く 。 

At the same tme 

同時 に 、 

reason cannot pause in the presence of one aDsolute chief without Deing 
overwhehmed by the heights which it discerns aDove this supreme king: 
理性 は 、 唯 一 絶対 の 長 で ある 、 神 の 存在 を 考え る と 、 無 上 の 王 で ある 、 神 の 上 に 広 が 
る 高み を 認め て 圧倒 され る 。( 神 も 向上 し て 行く 。) 

it takes refuge therefore in silence and giVes place to adoring faith. 

そし て 、 理 性 は 、 沈 黙 へ 逃避 し て 、 敬 愛す る 信心 に 場所 を 譲る 。 


That which is certaim, for science and for reason alke, is that the idea of 
God is the grandest, most holy and most serviceaDle of all aspirations in 
man: 

科学 や 論理 と 同じ く 確 実 な 事 は 、 神 と いう 概念 が 偉大 で あり 、 神 聖 で あり 、 人 の 向上 
心 の 役に立つ 事 で ある 。 

that morality and its eternal sanction repose or this Delief. 

神 と いう 道徳 性 と 、 神 へ の 永遠 の 承認 は 、 上 記 の 、 信 心 に 基づい て いる 。 

Im humanity it is therefore the most real phenomenon of Deing, 

人 に は 、 信 心 は 存在 の 現実 的 な 現象 で ある 。 

and ifit were false therefore, Nature would formulate the absurd!, 

も し 神 が 存 在 す る と いう 信心 が 誤り で あれ ば 、 自 然 は 非 論理 的 な 物 を 定め て し まう 
で あろ う 。 

the Void would affirm life, 

も し 神 が 存 在 す る と いう 信心 が 誤り で あれ ば 、 虚 無 が 命 を 支え て し まう で あろ う 。 
andit might De said at one and the same tme that there was God and 
there Was no God. 

も し 神 が 存 在 す る と いう 信心 が 誤り で あれ ば 、「 神 は 存在 する 。」 と 同時 に 「 神 は 存在 
し な い 。」 と いう 事 に 成っ て し まい か ね な い 。 

It is to this phillosophical and incontestaDle realty, or otherwrse the 
notion of Deity, that the KaDalists giVe a narme, 

カバ リス ト は 名 前 を 神 と いう 哲学 的 な 事実 、 神 と いう 議論 の 余地 が 無い 事実 、 神 の 
概念 に つけ た 。 

and all other names are contanned theren. 

神 の 名 前 は 他 の 全て の 名 前 を 含ん で いる 。 

The ciphers of this name produce all numDers 

神 の 名 前 の 数 字 は 、 全 て の 数 を も た ら す 。 

and the hieroglyphical forms of its letters giVe expressior to all laws of 
Nature, wrth all that is therein. 

神 の 名 前 の 象形 文字 の 形 は 、 自 然 の 中 に 存在 する 全て の も の と 、 自 然 の 全て の 法 
を 表す 。 

We shall not recur in this place to that which has Deen dealt with 
already as regards the divine Tetragram in the Doctrine of 
Transcendental Magic: 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 既に 話し た 、 神 の テト ラ グラ マト ン 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ に つい 
て 、 く り 返 す つ も り は 無い 。 

Dut it may De added that 

た だ し 、 つ け 加 える と 、 

the Kabalists inscribe it in four chief ways: 

カバ リス ト は 神 の 名 前 を 主 に 4 つの 方 法 で 記し て いる 。 

(1) 

(1) 

as in? 」HVH, which is spelt Dut not promounced. 

神 の 名 前 を ny、YHWH と つづ る が 、 発 音 し な い 。 


The consonants are YOD, HE, VAU, HE, 

神 の 名 前 nny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 、 子 音 字 で ある 、 イ ョ ッ ド 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ヘ ー で あ 
る 。 
and they are rendered as ]」EHOVAH Dy us in opposition to all analogy 
神 の 名 前 nin?、YHWH、 ヤ ハウ ェ を ]EHOVAH と つづ る 場合 が 有る が 、 全 て の 類推 
に 反し て いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the Tetragrammaton so disfigured 1s composed of six letters. 

JEHOVAH は 、6 文字 な の で 、 テ トラ グラ マト ン 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 外観 、 美 、 価 値 
を 損なっ て し まう 。 

(2) 

(2) 

2TN, ADNI, meannmg Lord and pronounced Dy us ADONAI. 
「TN」、「ADNI」 は 「 主 」、「 主 で ある 神 」 を 意味 し 「 ア ドナ イ 」 と 発音 する 。 

(⑬) 

(③) 

nnN, AHIH, which signifies Beimg and is pronounced Dy us EIEIE. 
ITK」、「AHIH」 は 「 存 在 する 」、「 存在 」、「 神 」 を 意味 し 「 エ ヘイ エ 」 と 発音 する 。 
(④ 

(④ 

2N, AGLA, pronounced as it is written and comprising hieroglyphically 
all mysteries of the KaDalah. 

「N2N」、「AGLA」 は 文字 通り 「 ア グラ 」 と 発音 し 、 カ バラ の 全て の 神秘 を 象形 文字 
的 に 含ん で いる 。 

The letter Aleph, KN, is the first of the HeDrew alphabet, 

AGLA の うち 、N、 ア レフ は 、 ヘ へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 で ある 。 

and exDresslng as 1t dOes uty, 

KN、 ア レフ は 、 単 一 性 を 表す 。 

it represerts hieroglyphically the dogma of Hermes: that which is aDoVe 
1s amalogous to that which is Delowr 

K、 ア レフ は 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可 能 で ある 。」 と いう ヘル メス の 考え を 旬 
形 文字 的 に 表す 。 

In consonance with this the letter has two arms, One of which points to 
earth andthe other to heaven with an identical gesture. 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。」 と 一 致し て 、K、 ア レフ に は 、2 本 の 腕 が 
あり 、 一 方 で 地 を 指し 、 同 様 に 、 他 方 で 天 を 指す 身振り を し て いる 。 

The letter Gumel, }, is third in the alphaDbet 

AGLA の うち 、 ュ 、 ギ メル は 、 へ ブラ イ 文 字 の 第 3 の 文字 で ある 。 

1t exDreSsses the triad numerically, 

ュ 、 ギ メル は 、 数 と し て は 、3 つ 1 組 を 表す 。 

and hieroglyphically it signifies child-Dirth, fruitfulness. 

ュ ゝ 、 ギ メル は 、 象 形 文字 と し て は 、 出 産 、 充 実 を 意味 する 。 


Lamed!, ?, is the twelfth letter 

AGLA の うち 、?、 ラ メド は 、 ヘ へ ブラ イ 文 字 の 第 12 の 文字 で ある 。 

and is an eXDreSslon of the perfect cycle. 

?、 ラ メド は 、 数 と し て は 、 完 全 な 周期 を 表す 。 

Considered as a hieroglyphical sign it represents the circulation of the 
perpetual movement and the relation of the radius to the 
circurmferentCe. 

?、 ラ メド は 、 象 形 文字 と し て は 、 永 久 機関 の 永久 運動 の 循環 と 、 円 周 へ の 半径 の 関 
係 を 表す 。 

The duplhicated Aleph represents the synthesis. 

AGLA の うち 、 重 複 し て いる 、K、 ア レフ は 、 統 合 を 表す 。 

Therefore the name AGLA signifies: 

し た が っ て 、 下 記 を 、AGLA と いう 神 の 名 前 は 意味 する 。 


(①) 

(1) 

uruty, which accomplishes Dy the triad the cycle of numDers, leading 
Dack to umty. 

単 一 性 は 、3 つ 1 組 に よっ て 、 数 の 周期 を 達成 し て 、 単 一 性 に 戻る 。 

(2) 

(2) 

The fruitful primciple of Nature, which is one therewrith. 

自然 の 原理 は 、 満 ちあ ふれ 、( 周 期 の ) 後 に 、 一 体 と 成る 。 

(3③) 

(3③) 

The primal truth which fertlises science and restores 1t to uty. 
第 一 の 真理 は 、 知 を 豊か に し て 、( 循 環 と し て 、) 知 を 単 一 性 に 戻す 。 

(④ 

(④ 

Syllepsis, analys1s, science and synthesis. 

雪 用 法 、 解 析 、 知 、 統 合 。 

(⑤) 

⑥) 

The Three Divine Persons Who are one Godi: 

三位一体 の 、 父 で ある 神 、 息 子 で ある イエ ス 、 神 の 聖霊 と いう 3 つの 人 格 は 、 全 て 、 
唯一 神 で ある 。 

the secret of the Great Work, which is the fixation of the Astral Light Dy 
a SOVerelgT aCt of will amd is represented by the adepts as a serDent 
plerced with an arrow, thus forming the letter Aleph. 

意思 の 唯一 の 万 能 の 作用 に よっ て 、 星 の 光 を 固定 する 事 が 、「 大 作業 」 の 秘密 で 、 達 
道 者 は 矢 が 貫き 通さ れ て いる 蛇 が 形成 し て いる 文字 N の 形 で 表し た 。 


(6) 

(6) 

The three operations of dissolution, sublimation and fixation, 
COrresDonding to the three essential suDstances, Sait, Sulphur and 
Mercury 一 - the whole Demg expressed Dy the letter Gimel. 

分 解 、 昇 華 、 固 定 と いう 「 大 作業 」 の 3 つの 作業 と 対応 し て いる 塩 、 硫 黄 、 水 銀 と いう 
3 つの 根源 の 物質 を 文字 ギ メ ル が 全て 表し て いる 。 

(⑦) 

(⑦) 

The twelve keys of Basil Valentime, represented Dy Lamed. 

バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 を 文字 ラメ ド が 表し て いる 。 

(8@) Finally 

(8@) 

the Work accomplished in conformmity with its principle and 
reDroducing the said Drinciple. 

「 大 作業 」 の 原理 、 と 一 致し て 、「 大 作業 」 を 成就 し て 、「 大 作業 」 の 原理 を 増殖 させ る 。 


Herein is the origim of that Kabalistic tradition which comprises al 
Magic in a single word. 

AGLA は 魔術 の 全て を 含ん で いる カバ ラ の 口伝 の 起源 で ある 。 

To kmow how this word is read and how also it 1S pronoumcedl 

AGLA と いう 言葉 を 理解 する 方 法 と 「 話 す 」 方 法 を 知る 事 は 、 奇 跡 の 鍵 を 所 有する 
事 に 成る 。 

or hterally 

また は 、 厳 密 な 意味 で 、 

to understand its mysteries and translate the knowledge into actioTl 1S 
to have the key of miracles. 

AGLA の 神秘 を 理解 し て 知 を 行動 、 作 用 に 変え る 事 は 、 奇 跡 の 鍵 を 所 有する 事 に 成 
る 。 


In pronouncimg the word AGLA it is said that one must turn to the East, 
which means uruon of intention and kmowledge with oriental tradition. 
「AGLA と いう 言葉 を 話す に は 東 を 向く 必要 が 有る 。」 と 言わ れ て いる の は 、「 意 思 と 
知 を オリ エン ト の 口伝 と 調和 させ る 必要 が 有る 。」 事 を 意味 し て いる 。 

It should De remembered further that, 

さら に 、 記 憶 す る べき 事 と し て 、 

acCording to KaDalah, the perfect word is the word realised Dy acts, 
カバ ラ に よる と 、 完 全 な 言葉 は 行動 に よっ て 実現 され た 言葉 で ある 。 

whence comes that expression which recurs freduently in the Bible: 
facere VerDurn( = to make a word), to make a word 一 - that is, in the 
sense of perforrmimg an act. 

「 行 動 す る 」 事 を 意味 する 、 聖 書 で 頻 繁 に くり 返さ れる 「 言 葉 を な す 」 と いう 表現 は 、 
「 完 全 な 言葉 は 行動 に よっ て 実現 され た 言葉 で ある 。」 と いう カバ ラ に 由来 する 。 
To pronounce the word AGLA KaDalistically is therefore to Dass all tests 
ofinitiation and accomplish all its works. 

AGLA と いう 言葉 を 「 カ バラ 的 に 話す 」 と いう 事 は 、AGLA と いう 「 言 葉 を な す 」 事 、 
信 門 の 試練 を 全て 通過 する 事 、 入 門 の 試練 と いう 「 大 いな る 務め 」 で ある 「 大 作業 」 
を 果たす 事 で ある 。 

It has Deen said in the Doctrime of Transcendental Magic that the name 
jehovah resolves into seventy-two explicatory names, Called 
Shemahamphorash. 

「 高 等 魔術 の 教理 」 の 10 章 で セム ハム フォ ラス に つい て 話し た が 、 神 の 名 前 ヤ ハ 
ウェ は セム ハム フォ ラス と 呼ば れる 説明 的 な 72 の 神 の 名 前 に 分 か れる 。 

The art of employing these seventy-two names and discoVering theren 
the keys of umiversal science is the art which is called Dy KaDbalists the 
Keys of Solomon. 

カバ リス ト は 、 セ ム ハ ム フォ ラス と いう 72 の 神 の 名 前 を 応用 し て 普遍 の 知 の 鍵 を 発 
見 する わざ を 「 ソ ロモ ン の 鍵 」 と 呼ん で いる 。 

As a fact, 

事実 、 

at the end ofthe collections of prayers and evocations which Dear this 
ttle, there are found usually seventy-two magical circles, 

「 ソ ロモ ン の 鍵 」 と いう 名 前 を 持っ て いる 、 祈 り 文句 や 降 霊 術 を 集め た 本 の 未 尾 に は 、 
た いて い 、72 の 魔法 陣 の 輪 が 記さ れ て いる 。 

making thirty-sx talismans, 

72 の 魔法 陣 の 輪 は 、36 の タカ リス マン を な し て いる 。 

or four times nine, 

36 は 、9 の 4 倍 で ある 。 

beng the aDsolute numDer 

9 は 、 絶 対 の 数 で ある 。 

multplied by the tetrad. 

36 は 、4 つ 1 組 に よっ て 増殖 し た 9 で ある 。 


Each of these talismans Dears two Of the two-and-seventy names, the 
slgn emDlematical of their numDber and that of the four letters of 
Tetragrarmmaton to which they correspond. 

36 の うち 1 つの タリ スマ ン に は 、72 の うち 2 つの 神 の 名 前 、1 か ら 36 まで の うち 1 
つの 数 を 表す 象徴 、1 か ら 36 まで の うち 1 つの 数 に 対応 し て いる 、 テ トラ グラ マト ン 
の 4 文字 の うち 1 文字 が 記さ れ て いる 。 

From this haVe originated the four emblematical Tarot suits: 

36 の タリ スマ ン は 、 棒 、 杯 、 剣 、 輪 また は pantacle また は コイ ン と いう 4 つの 象徴 に 
よる 、 タ ロッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 の 起源 で ある 。 

the Wandl representmg the Yodi: 

棒 は 、 イ ョ ッ ド を 表す 。 

the Cup, answering to the He: 

杯 は 、 ヘ ー に 対応 し て いる 。 

the Sword!, referaDle to the Vau: 

剣 は 、 ヴ ァ ウ に 対応 し て いる 。 

and the Pentacle, in correspondence with the fimal He. 

輪 また は 五 普 星 と いっ た pantacle また は コイ ン は 、 最 後 の ヘ ー に 対応 し て いる 。 
The complement of the denary has Deen added in the Tarot, thus 
repeatimg synthetically the character of uruty, 

タロ ッ ト で は 、10 つ 1 組 を 補完 し て 、4 を 36 に 足し て 、 統 一 性 と いう 性 質 を 統合 的 に 
くり 返し て いる 。 

The popular traditions of Magic affirm that he who possesses the Keys 
of Solomon can commurnicate with spirits of all grades and can exact 
obedience on the part of all natural forces. 

大 衆 の 魔術 に つい て の 口伝 で は 「『 ソ ロモ ン の 鍵 』 を 所 有する 人 は 、 全 て の 位階 の 
霊 と 交流 で き 、 全 て の 自然 の 力 を 従わ せる 事 が で きる 。」 と 言わ れ て いる 。 

These Keys, so often lost and as often again recoVered! 

「 ソ ロモ ン の 鍵 」 は 、 失 われ る た びに 取り 戻さ れ て 来 た 。 

are no other than the talismans of the seVenty-two names 

「 ソ ロモ ン の 鍵 」 は 、36 の タリ スマ ン 、 セ ム ハ ム フォ ラス と いう 72 の 神 の 名 前 で ある 。 
and 

まだ 、 

the mysteries of the thirty-two hieroglyphical paths, reproduced by the 
Tarot. 

「 ソ ロモ ン の 鍵 」 は 、 タ ロッ ト に よる 「32 の 経路 」 の 神秘 で ある 。(「32 の 経路 」 は 1 か 
ら 10 まで の 10 の 数 と 22 文字 の へ ブラ イ 文 字 で ある 。) 

By the aid ofthese signs and Dy their infimite combDinations, which are 
Iike those of numDers and letters, 

タロ ッ ト の 象徴 の 助け に よっ て 、 ま た 、 数 や 文字 の 組み 合わ せ の 様 な 、 タ ロッ ト の 無限 
の 組み 合わ せ に よっ て 、 

it is DossiDle to arTiVe at the natural and mathematical reVelation of all 
Secrets of Nature。, 

自然 の 全て の 秘密 の 自然 な 数 学 的 な 啓示 に 到達 可能 で ある 。 


and it is in this sense 

that commuruication is established with the whole hierarchy of 
Intelligence. 

全て の 位階 の 知 的 存在 と の 交流 が 確立 され る 。 

The KaDahists in their wisdom were on their guard against the dreams 
ofimagination and hallucimnations of the waking state. 

カバ リス ト は 、 知 に よっ て 、 妄 想 に よる 白昼 夢 を 用 心 し た 。 

Therefore 

その た め 、 

they avoded in partcular all unhealthy evocatons which disturD the 
nervous SyStem and intoxicate reasOn. 

カバ リス ト は 、 特 に 、 神 経 系 を 乱 し 理性 を 酷 町 させ る 、 全 て の 有害 な 降 霊 術 を 避け た 。 
Makers of curious expDeriments in Dhenomena of extranatural Vision 
are no Detter than the eaters of opium and hasheesh. 

超常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す 人 は 、 麻 楽 を 試す 人 で ある 。 

They are children who injure themselves recklessIy. 

超常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す 人 は 、 無 思慮 に 自身 を 傷つけ る 幼稚 な 人 で ある 。 

It may happen that one 1S OoVertaken Dy intoxication: 

超常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す 人 は 、 本 丁 に 圧倒 され る か も し れ な い 。 

we may even so far forget Ourselves Voluntarily as to seek the 
exDerlenCce Of drunkenneSS, 

超常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す 人 は 、 本 町 に 夢中 に 成る か も し れ な い 。 

Dut 

し か し 、 

for the man who respects hmselt, a single imstance suffices. 

自分 を 大 事 に する 人 に は 、 超 常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す の は 、1 回 だ け で 十分 で あ 
る 。 

Count joseph de Maistre says that one of these days we shall deride our 
present stuDpidity, rmuch as we deride the DarDarity of the middle ages. 
ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 「 人 は 、 中 世 の 粗 野 な 言動 を 括 いも の に し て 話す 様 に 、 
18 世紀 の 愚か な 言動 に つい て 笑い も の に し て 話す で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

What would he think, did he see our taDle-turners or listen to makers of 
hypotheses concerrung the world of spirits? 

テー ブル ター ニン グ を する 大 衆 を 見 て 、 ま た は 、 霊 の 冥界 に つい て の 大 衆 の 推測 を 
聞い て 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 、 ど う 思 う で あろ うか ? 笑 い 者 で ある ! 

Poor creatures that we are, 

人 は 、 劣 悪 な 生物 で ある 。 

We esCape from one aDsurdity Dy rushimg 0OVer to its ODDOsite. 

人 は 、 一 方 の 非 論理 的 な 物 を 避け て 、 他 方 の 非 論理 的 な 物 に 軽率 に 極端 に 走る 。 
The eghteenth century thought that it protested agalnst supersttton Dy 
denying religlon 


0 世紀 の 大 衆 は 、 宗 教 を 否定 し て 、 迷 信 に 異議 を 唱え て いる と 誤っ て 思い 込ん で い 
and weinreturn testify to the impiety of that period by Delieving in old 
w1ves'faDles. 

19 世紀 の 大 衆 は 、 迷 信 を 信じ て 、19 世紀 の 不信 心 を 証明 し て いる 。 

1s it impossible to De a Detter Christian than Voltaire and stlll not Delieve 
Im ghOostS? 

ヴォ ル テ ー ル より キリ スト 教徒 で ある 事 は 不可 能 な の か ? 霊 を 信じ な い の か ? 

The dead can no more revisit this earth which they have quutted than a 
child can return into the womD ofits mother 

幼子 が 母 の 胎内 に 戻れ な い 様 に 、 死 ん だ 者 が 離れ た 地上 に 戻る 事 は で き な い 。 
That which we call death is Dirth into a new Hife. 

人 が 人 死 と 呼ん で いる 物 は 、 新 し い 生 へ の 誕生 で ある 。 

Nature does not repeat what it has once done in the order of necessary 
Drogress1On 本 the scale of existemCe, 

自然 は 、 存 在 の 位階 を 通じ て 、 必 要 な 進歩 の 秩序 に お いて 、 行 っ た 事 を くり 返さ な い 。 
and she cannot Dely(x っ bele) her own fundamental 1aws. 

自然 は 、 自 然 の 基礎 の 法 を 裏切る は ず が 無い 。 

Lirmited Dy its organs and serVed Dy these, the human soul can enter 
into cormmunmication with things of the visiDle world only Dy the 
intermediation of these organs. 

体 の 器官 に よっ て 制限 され て いる が 、 体 の 器官 の 仲介 に よっ て の み 、 人 の 魂 は 目 に 
見 える 世界 の 物 と 交流 で きる 。 

The Dody is an envelope adjusted to the physical enVironments 

肉体 は 、 物 質 的 な 環境 に 適応 する た め の 、 外 皮 で ある 。 

Im which the soul abides here. 

魂 は 、 肉 体 に よっ て 、 物 質 的 な 世界 に 存続 し て いる 。 

By confining the action ofthe soul it makes her actiVlty Doss1Dle. 

魂 の 行動 を 制限 する 事 に よっ て 、 魂 は 魂 の 行動 を 可能 と する 。 

In the absence of Dody the soul would De everywhere, 

肉体 が 無い と 、 魂 は 遍 在 す る 。 体 が 無い と 、 魂 は 遍 在 す る 。 

and yet in so attenuated a sense thatit could act nowhere, 
肉体 が 無い と 、 感 覚 が 希薄 に 成っ て 、 物 質 世 界 で は 魂 は 行動 で き な く 成る 。 

but ost in the infimite, 

また は 、 体 が 無い と 、 感 覚 が 希薄 に 成っ て 、 魂 は 無限 の 者 で ある 神 の 中 に 消え 失せ 
て し まう 。 

would De swallowed up and annihilated in God. 

体 が 無い と 、 感 覚 が 希薄 に 成っ て 、 人 の 魂 は 神 に 飲み 込ま れ て 消滅 し て し まう で あ 
の 9。 

Imagine a drop of fresh water shut up In a globule and cast in the sea: 
小 球 に 閉じ 込め た 一 滴 の 真水 を 海 の 中 に 落と す の を 想像 し な さい 。 

as long as that sheath is preserved intact, the drop of water will suDsist 
in its separate form, 


小 球 と いう 義 い が 破 損し な いで 保 た れ て いる 限り 、 一 滴 の 真水 は 独立 し た 形 で 存続 
する で あろ う 。 

Dut 

し か し 、 

let the globule De Droken and where shall we 1ook for the drop in the 
VaSt sea? 

小 球 と いう 導 い が 破損 し た ら 、 広 大 な 海 の 中 で 、 一 滴 の 真水 を 見 つけ られ る で あろ 
うか ? い いえ ! 

In creatimg sDirits, God could endow them with self-consclous 
DersonaHty only Dy their restriction in an envelope, so to centralise 
their action 

人 の 寺 を 創造 する 時 に 、 人 の 霊 の 作用 を 集中 する ( 星 の 体 と いう ) 外 皮 に 制限 する 事 
に よっ て の み 、 神 は 個人 的 な 自意識 、 個 人 的 な 自我 を 人 の 霊 に 与え る 事 が で きた 。 
and by restriction save it from Deing lost. 

( 星 の 体 と いう ) 外 皮 に 制限 する 事 に よっ て 、 神 は 人 の 霊 を 消失 か ら 守 っ て いる 。 
When the soul separates from the Dody it changes environment of 


neceSsSs1ty, 

魂 は 、 肉 体 を 離れ る と 、 当 然 、 環 境 を 変え る 事 に 成る 。 
S1mCe 

な ぜ な ら 、 


1t changes the envelope. 

魂 は 外皮 を (肉体 か ら 星 の 体 へ ) 変 える 。 

It goes forth clothed only in the astral form, or Vehicle of light, 
魂 は 、 星 の 光 の 形 、 星 の 光 の 媒体 、 星 の 体 だ け を まとっ て 、 肉 体 を 出 て 行く 。 
ascendimg in Virtue of its nature aDoVe the atmosphere, 

魂 は 、 星 の 体 の 性 質 の 力 に よっ て 、 大 気 を 超え て 上 昇 し て 行く 。 

as ar rises from the water in escaping from a Droken vessel. 
破損 し た 容器 の 中 の 水 か ら 水 蒸気 と いう 気体 が 昇る 様 に 。 

We say that the soul ascends 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魂 は 上 昇 す る 、 と 話し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the Vehicle ascends 

魂 の 媒体 (で ある 星 の 体 ) は 上 昇 する 。 

and because 

また 、 な ぜ な ら 、 

action and consclousness are Doth attached theret0. 

魂 の 作用 と 自意識 、 自 我 は 魂 の 媒体 (で ある 星 の 体 ) に 結び つい て いる 。 
The atmospheric air Decomes soldl for luci-form Dodies 

大 気 は 、 光 の 形 と いう 体 、 星 の 体 に に っ て は 、 固 体 と 成る 。 

which are infimitely rarer thar itselt, 

星 の 体 は 、 大 気 よ り 無限 に 、 希 薄 で ある 。 

and they Could Only come down by assurmimg a grosser Vehlcle. 


星 の 体 は 、 肉 体 と いう 重い 媒体 を まとう 事 に よっ て の み 、 下 降 で きる 。 

Where would they oDtain this in the region aDoVve our atmosphere? 
地上 の 大 気 を 超越 し た 領域 や 冥界 の 、 ど こ で 重い 肉体 を 獲得 する の か ? 

They could only return to earth Dy means of another incarnation, 

魂 は 、 別 の 肉体 を まとう 事 に よっ て の み 、 地 上 に 戻る 事 が で きる 。 

and such return Would De a 1apse, 

し か し 、 魂 が 別 の 肉体 を まとっ て 地上 に 戻る 事 は 、 衰 失 に 成っ て し まう 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they would De renouncing the state of free spirit 

魂 が 別 の 肉体 を まとっ て 地上 に 戻る 事 は 、 精 神 が 自 由 な 状態 を あさ ら め る 事 に 成っ 
て し まう 。 

and 

ま / だ 。 

renewrng their novitiate. 

魂 が 別 の 肉体 を まとっ て 地上 に 戻る 事 は 、 見 習い 期間 を くり 返す 事 に 成っ て し まう 。 
The possiDihty of such a return is not admmtted, moreover Dy the 
catholic religion. 

カト リッ ク は 、 魂 が 別 の 肉体 を まとっ て 地上 に 戻る 可能 性 を 認め て いな い 。 

The doctrine here set forth is formulated Dy the Kabalists in a single 
ax1Oom: The spirit clothes itself to come down and unclothes itself to go 
UD. 

上 記 の 、 考 え を カバ リス ト は 「 霊 は 、 下 降 す る た め に まとい 、 上 昇 す る た め に 脱ぐ 。」 と 
いう 唯一 の 言葉 で 明確 に 話し て いる 。 

The jife ofintelhgence is ascenslonal. 

知 的 存在 の 生き 方 と は 、 上 昇 で ある 。 知 的 存在 の 生き 方 と は 、 向 上 で ある 。 知 的 存在 
の 命 に は 、 上 昇 傾向 が 有る 。 

In the Dody of its mother the child has a Vegetative Iife and draws 
nourishment through a cord to which it is attached!, 

母 の 肉体 の 中 で 、 人 の 幼子 は 、 母 の 肉体 と 繋が っ て いる 、 へ その 緒 を 通じ て 養分 を 
引き 寄せ 、 植 物 の 様 な 生活 を 送る 。 

as the tree is attached to the earth by its root and is also nourished 
thereDyi 

木 が 、 大 地 に 繋が っ て いる 、 根 を 通じ て 養分 を 引き 寄せ る 様 に 。 

When the child passes from VegetatiVve to instimctiVe and animal life, the 
cord Dreaks and hence-forth he has free motion. 

人 の 、 子 は 、 植 物 の 様 な 生活 か ら 、 直 感 の 動物 の 様 な 生活 へ 移る と 、 へ その 緒 を 断 
ち 切 っ て 、 自 由 に 行動 する 。 

When the child Decomes manu, he escapes from the trammels of instimct 
and can act as areasonaDle Deimg. 

人 は 、 大 人 に 成る と 、 直 感 の 制約 か ら 逃 れ て 、 理 性 的 な 存在 と し て 行動 で きる 。 
When the man dies, he is hberated from the 1aw of gravitation, Dy 
which he has Deen prevlously Dound to earth. 


人 は 、 死 ぬ と 、 人 を 地上 に 縛り つけ て いた 重力 、 引 力 、 下 降 の 法 か ら 解 放さ れ て 自由 
に 成る 。 
When the soul has expiated its offences, it grows strong emough to 
emerge from the exterior darkness of the terrestrial atmosphere and 
mount towards the sun. 
人 の 魂 は 、 罪 を つぐ な うと 、 地 上 の 大 気 と いう 外 の 闇 か ら 脱出 し て 太陽 へ 上昇 で き 
る ほど 強く 成長 する 。( マ タイ に よる 福音 22 章 13 節 「 外 の 闇 」。) 
The unending ascent ofthe sacred ladder Degins therel, 
神 の は し ご で の 永遠 の 上 昇 が 始ま る 。( 創 世 記 28 章 12 節 『 ヤ コブ は 夢 を みた 。1 つ 
の は し ご が 地 の 上 に 立っ て いた 。 は し ご は 天 に 達し て いた 。 天 使 が は し ご を 上 り 下 り 
じ し て ゆい た) 
for 
な ぜ な ら 、 
the eterruty ofthe elect cannot be a state of idleness: 
神 に 選ば れ た 人 の 永遠 性 が 、 怠 恒 、 無 益 で は いけ な い 。 
they pass from Virtue to Virtue, from Dliss to Dliss, from Victory to 
Victory from glory to glory. 
神 に 選ば れ た 人 は 、 徳 か ら 徳 へ 、 至 福 か ら 至 福 へ 、 勝 利 か ら 勝利 へ 、 栄 光 か ら 栄 光 
へ 、 上 昇 す る 。 
There is no Dreak in the chain, 
上 昇 の 連鎖 は 途切れ る 事 が 無い 。 向 上 の 連鎖 は 途切れ る 事 が 無い 。 
and those of the superior degrees can stlll exercise an imfluence on 
those who are Delow, 
上 の 位階 の 者 は 、 下 の 位階 の 者 に 感化 を 与え る 。 
Dut it is in harmony wrth the hierarchic order 
た だ し 、 上 の 位階 の 者 か ら 下 の 位階 の 者 へ の 感化 は 、 位 階 制 と 一 致し て いる 。 
and after the same way that a kimg who rules wsely does good to the 
humDlest of his suDjects. 
そし て 、W ei 和 、 最 も 下 昌和 き の 従 者 に まで 、 慈 善 を 親切 に 施す 
ROW 0 6D Stage, the 6 aT1Se ye and the graces DOur doOWm, neVer 
3 the path. 

違え る 事 無く 、 位 階 か ら 位 階 へ 、 祈 り は 上 昇 し 、 恵 み は 降り 注ぐ 。 
6 
じ が し 、 
Spirits who have once gone UD cannot again Come dOWT, 
一 度 、 上 昇 し た 霊 は 、 二 度 と 、 下 降 で き な い 。 
for 
な ぜ な ら 、 
Im DroDortion to ther ascent the Zones 'SOHd1ty below them. 
霊 の 上 昇 に 比例 し て 、 霊 の 向上 に 比例 し て 、 霊 より 下 の 位階 は 固体 と 成る 。 
The great gulf is fixed, says Abraham, in the paraDle of the rich marl so 
that they which would pass from hence to you cannot. 


ルカ に よる 福音 16 章 の 「 金 持ち と ラ ザ ロ 」 の 例え 話 の 中 で アブ ラ ハ ム は 「 大 き な 深 
淵 が 固定 され て いて 、 こ ちら か ら 、 あ な た た ちの 所 へ 渡 ろ うと 思っ て も で き な い 。」 と 
話し て いる 。 

Ecstasy may so exalt the powers of the star-Dody that it can draw the 
material body after it, thus proving that the destiny of the soul is to 
ascendl. 

忘 我 状 態 は 、 物 質 的 な 肉体 を 引き 寄せ られ る ほど 星 の 体 の 力 を 高め る 事 が で き て 、 
魂 の 運命 は 上 昇 で ある 、 と 証明 し て いる 。 

The stories of aerial leVitation are DOSS1Dle, 

空中 浮揚 の 話 は 可能 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

there is no instance of a man Deing aDle to Iive under the earth orin 
water 

水中 や 地 中 で 人 が 生き 長らえ た 事例 は 無い 。 

It would De not less impossible for a soul in separation fromm the Dody to 
suDbsist for a single moment in the density of our atmosphere. 
肉体 を 離れ た 魂 に は 、 一 瞬 で も 、 地 上 の 大 気 中 の 濃度 の 中 で 存在 する 事 は 、 少 な く 
と も 不可 能 で ある 。 

Therefore departed Deings are not aDout US, as SDir1tists SUDDOSe. 
降 霊 術 師 ど も が 誤っ て 推測 し て いる 様 に 、 死 ん だ 存在 が 地上 の 人 の 周囲 に 実際 に 
存在 する 事 は 、 無 い 。 

Those whom we love may see us and to us may stll mamifest, Dut only 
by mirage and reflection in the common mmirror of the Astral Light. 

た だ し 、 星 の 光 と いう 共通 の 鏡 の 中 の 幻 や 反映 に よっ て の み 、 愛 し て いる 死ん だ 者 
が 、 地 上 の 人 を 見 る か も し れ な いし 、 地 上 の 人 の 前 に 現れ る か も し れ な い 。 
Furthermore 

7 だ 

they can take interest no longer In mortal thimgs: 

死ん だ 者 は 、 最 早 、 死 滅する も の に 関心 を 持た な い 。 

they hold to us only Dy that which is highest in our feehngs and is in 
COrresDondence wrth their eternal mode. 

地上 の 人 の 思い の うち 無 上 な 天 的 な 高度 な 物 に よっ て の み 、 死 ん だ 者 の 永遠 の 形 
態 に 相当 する 物 に よっ て の み 、 死 ん だ 者 は 地上 の 人 に 関心 を 抱く 。 

Such are the revelations of KaDbalism as imDbedded in the mysterious 
book of the Zohar: 

上 記 が 、 神 秘 の 書 で ある 「 光 輝 の 書 」 の 中 に 埋め 込ま れ て いる 、 カ バラ の 啓示 で ある 。 
for sclence they are of course hypotheticall 

上 記 は 、 も ちろ ん 、 自 然 科 学 に と っ て は 仮説 で ある 。 

but they rest on a series of exact imductions and these inductions are 
drawn from facts umcontested Dy science. 

し か し 、 上 記 は 、 自 然 科学 が 議論 の 余地 が 無い 事実 か ら 導 き 出し た 一 連 の 正確 な 
帰納 的 結論 に 基づい て いる 。 


We are Drought at this point inmto touch with one of the most danmgerous 
secrets in the domain of Magic, 

上 記 の 点 で 、 魔 術 の 領域 の 最も 危険 な 秘密 の 1 つ に 触れ る に 至る 。 

being the more than probaDle hypothesis concerning the existence of 
those fluidic 1arVae 

魔術 の 領域 の 最も 危険 な 秘密 の 1 つと は 、 流 体 の ラル ヴァ の 存在 に つい て の 、 よ り 
有り 得 そ うな 仮説 で ある 。 

known in ancient theurgy under the namme of elementary SD1r1ts. 
古代 の 神秘 で は 、 流 体 の ラル ヴァ は 、 四 大 元素 の 霊 と いう 名 前 で 知ら れ て いた 。 
Something has been said upon the subject in The Doctrine and Ritual of 
Transcendental Magic, 

四 大 元素 の 霊 に つい て 、「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で 、 い くつ か 話し た 。 

and the 則 -starred AbDe de Villars, who jested with these terriDle 
revelations, Daid for his imprudence with his life. 

「 ガ バリ ス 伯 爵 」 で 、 不 運 な ニコ ラ ピエ ー ル アン リド モン フォ ー コ ンド ヴィ ラー ル 神 
父 は 、 四 大 元素 の 霊 と いう 景 散 する べき 啓示 を 無 思 慮 に も 笑い も の に し て 、(1673 
年 に 暗殺 され る と いう ) 命 で つぐ な う 羽 目 に 成っ て し まっ た 。 

The reasorn that the secret is dangerous 1S Decause 1t Verges on the great 
maglcal arcamUurm. 

四 大 元素 の 霊 の 秘密 が 危険 で ある 理由 は 、 四 大 元素 の 霊 の 秘密 が 大 いな る 魔術 
の 秘密 の 一 歩 手前 に ある か ら で あ る 。 

The truth is that the eVocation of elementary sDirits implies Dower to 
coagulate fluids Dy a projection of the Astral Light, 

四 大 元素 の 霊 の 呼び 出し が 、 星 の 光 の 放射 に よっ て 流体 を 凝固 させ る 力 を 、 必 ず 伴 
う の は 、 真 実 で ある 。 

and this power so directed, can Droduce only dsorders and 
Imisfortunes, 

星 の 光 の 放射 に よっ て 流体 を 凝固 させ る 力 は 、 傾 け 方 に よっ て は 、 混 乱 、 異 常 、 障 害 、 
病気 と 不幸 し か も た ら さ な い 。 

as wlll De shewn at a later stage. 

後 で 説明 する つも り で ある 。 

Meanwhile, 

同時 に 、 

the grounds of the hypothesis and the evidence of its proDaDihty follow: 
仮説 の 根拠 と 、 見 込み の 証拠 を 続け る 。 

SD1r1t 1S eVerywhere, 

霊 は 遍 在 し て いる 。 

and is that which annmates matter: 

霊 は 物質 を 動か し て いる 。 

it OVercomes the force of gravity Dy perfectmg the vehicle which is its 
form. 

霊 は 、 霊 の 形 で ある 媒体 (で ある 星 の 体 ) を 完成 する 事 に よっ て 、 重 力 を 超越 する 。 


We see everywhere around us how form develops wrth instincts, tl 
Intelligence and Deauty are attanned: 

人 は 、 身 の 周り の 至る 所 で 、 形 が 先天 的 に 発達 し て 知性 と 美 に まで 到達 する の を 見 
る 。 
these are efforts of the Hight attracted Dy the charrm of the spirit: 

形 が 先天 的 に 発達 し て 知性 と 美 に まで 到達 する の は 、 霊 の 魔術 的 な 作用 が 引き 寄 
せ た 星 の 光 に よる 、 努 力 の 成果 で ある 。 

they are Dart of the mystery of progressiVe and uriversal generation. 
霊 は 、 進 歩 と 普遍 の 生成 の 神秘 に 関与 し て いる 。 

The light is the efficient agent of forms and life, 

星 の 光 は 、 形 と 命 の 効率 的 な 代行 者 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

lt is Doth motion and heat. 

星 の 光 は 、 運 動 で ある 、 と 共に 、 熱 で ある 。 

When fixed and polarised aDout a Centre, 

星 の 光 を 固定 し て 、 中 心 の 周り で 両極 性 を 星 の 光 に 与え る と 、 

1t Droduces a 1ivimg Deimg 

星 の 光 は 、 生 き て いる 存在 を も た ら す 。 

and 

そし て 、 

draws thereafter the plastic suDstance needed to Derfect amd DreserVe 
1t. 

星 の 光 は 、 生 き て いる 存在 の 完成 と 保存 に 必要 な 、 自 由 な 形 に で きる 物 を 引き 寄せ 
る 。 

This plastic suDstance is, in the 1ast analysis, formed of earth and water 
最終 的 に は 、 自 由 な 形 に で きる 物 と は 、 土 と 水 に よっ て 形成 され て いる 。 

and, with good reason, 

そし て 、 ち ゃ ん と し た 理由 が 有 っ て 、 

is denominated shme of the earth in the Bible. 

創世 記 2 章 7 節 で 、 自 由 な 形 に で きる 物 を 、 土 の 塵 と 呼ん で いる 。( 創 世 記 2 章 7 節 
「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創 造 し た 。」。) 

But this light is in noWiSse sDir1t, 

星 の 光 は 、 霊 で は な い 。 

as Delieved Dy the Indian hierophants and all schools of GOetia: 

イン ド の 秘 儀 祭司 ども や 、 ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の 全て の 学派 の 者 ども は 
星 の 光 が 霊 で ある と 誤っ て 信じ て いる 。 

1t 1S only the spirit's imstrument. 

星 の 光 は 、 霊 の 道具 に 過ぎ な い 。 

Nor is it the Dody of the protoplastes, 

星 の 光 は 、 体 の 原型 で は な い 。 

though so regarded Dy theurgists of the school of Alexandria. 

アレ クサ ンド リア 学派 の 神秘 主義 者 は 、 星 の 光 が 体 の 原型 で ある と 誤解 し て いた 。 


It is the first physical mamifestaton of the Divine Breath. 

星 の 光 は 、 神 の 息 の 最初 の 物質 的 な 表れ で ある 。( 創 世 記 2 章 7 節 「 主 で ある 神 は 
命 の 息 を 人 の 鼻 に 吹き 込ん だ 。」。) 

God creates It eternally 

神 は 、 星 の 光 を 永遠 に 創造 し て いる 。 

and man, who is in the image of God, modifies and seemms to multply it. 
神 に 似 て いる 、 人 は 、 星 の 光 を 変化 させ る し 、 星 の 光 を 増やし て いる 様 に 思わ れる 。 
(創世 記 1 章 27 節 「 神 は 人 を 神 に 似せ て 創造 し た 。」。) 

Prometheus, says the classical fable, having stolen fire from heaVen, 
ギリ シャ 神話 で 、 プ ロメ テウ ス は 、 天 か ら 、 天 の 火 を 盗ん だ 。 

gave Hfe thereby to images formed of earth and water 

プロ メ テ ウ ス は 、 天 の 火 に よっ て 、 土 と 水 に よっ て 形成 され て いる 像 で ある 人 に 、 命 を 
与え た 。 

for which crime he was Dlasted and chained by Jupiter 

天 の 火 を 人 に 与え た 罪 の た め に 、 ユ ピ テ ル は プロ メ テ ウ ス を 非難 し て 鎖 に つない だ 。 
Elementary sDirits, say the KaDalists in their most secret Dooks, are 
children of the solitude of Adam, Dorn of his dreams when he yearned 
for the woman who as yet had not Deen giVven to him Dy God. 
秘密 の 本 で カバ リス ト は 「 四 大 元素 の 霊 は アダ ム の 孤独 に よる 子 で ある 。 ア ダム が 
未だ 神 に よっ て 与え られ て いな い 女 性 を 切望 し た 時 に 、 四 大 元素 の 霊 は アダ ム の 夢 
想 に よっ て 生ま れ た 。」 と 話し て いる 。 

Accordimg to Paracelsus, the Dlood lost at certain regular Deriods Dy the 
female sex and the nocturnal emissions to which male celiDates are 
SuDject in dream people the air with phantoms. 

パラ ケル スス に よる と 、 月 経 の 血 や 、 禁 欲 者 の 夢精 の 精液 は 、 ラ ル ヴ ァ と いう 霊 、 幻 
影 を 大 気 中 に 満ち あふ れ さ せる 。 

The hypothetical origin of 1arVae, accordimg to the masters, 1s here 
indicated with sufficient clearness 

上 記 で 、 魔 術 師 に よる ラル ヴァ の 起源 の 仮説 を 十分 に 明確 に 示し た 。 

and further explanation may De spared. 

その た め 、 さ ら な る 説明 は 無し で 済ま せる 。 

Such larvae haVe an aerial body formed from vapour of Dlood!, 

ラル ヴァ は 、 血 の 蒸気 に よっ て 形成 され た 気体 の 肉体 を 持つ 。 

for which reason 

その た め 、 

they are attracted towards splt Dlood 

流血 は ラル ヴァ を 引き 寄せ る 。 

andin older days drew nourishment from the smoke of sacrifices. 

古代 、 ラ ル ヴ ァ は 生 費 の 煙 か ら 養 分 を 得 た 。 

They are those monstrous offSpring of nightmare 

ラル ヴァ は 悪夢 の 奇形 の 子 で ある 。 

which used to De called incuDi and succubi. 

古代 人 は ラル ヴァ を 男性 の 夢魔 イン キュ バス や 女性 の 夢魔 サキ ュ バ ス と 呼ん で いた 。 


When sufficiently condensed to De visible, they are as a Vapour tmged 
by the reflection of an image: 
目 に 見 える ほど 十分 に 濃く 成る と 、 ラ ル ヴ ァ は 、 想 像 の 反映 に 染まっ た 、 蒸 気 の 様 に 
成る 。 
they have no Dersonal Hfe, 
ラル ヴァ に は 、 個 性 的 な 命 は 無い 。 
but they mimuc that of the magus who eVokes them, as the shadow 
1mages the bodyV. 

影 が 実体 を 模 信 す る 様 に に ラル ヴァ は 、 ラ ル ヴ ァ を 呼び 出し た 魔術 師 の 個性 的 な 命 
を 模 信 する 。 
They collect aDoVve all aDout idiots amd those immoral creatures Whose 
1solation aDandons them to Tregular haDits. 
特に 、 ラ ル ヴ ァ は 、 愚 者 や 、 孤 立 し て 不 品行 な 習慣 に 身 を ゆだね て いる 不道徳 な 人 
の 周囲 に 集まる 。 
The cohesion of parts Deing Very shght in their fantastic Dodies, they 
fear the open air a great fire and aboVve all the poimnt of a sword. 
CN MM に 脆弱 な の で 、 ラ ル ヴ ァ は 、( 風 が 吹く ) 
家 の 外 、 大 き な 火 、 特 に 、 剣 の 先端 を 恐れ 
They Decome, in a manner as 0 appendages to the real Dodies 
Of ther Darents, 
ある 意味 、 ラ ル ヴ ァ は 、 ラ ル ヴ ァ の 生み の 親 の 実体 に 対す る 、 蒸 気 の 従属 物 の 様 に 
成る 。 
since they HVe only Dy drawing on the Hfe either of those who have 
created them or those who appropriate them Dy their evocation. It may 
come about in this manner that ifthese shadows of Dodies De wounded!, 
ther parent may De maumed in real earnest, 
ラル ヴァ を 創造 し た 人 か 、 ラ ル ヴ ァ を 呼び 出し て 所 有 し て いる 人 の 、 命 を 吸い 取る 事 
に よっ て の み 、 ラ ル ヴ ァ は 生き て いる の で 、 ラ ル ヴ ァ の 影 の 肉体 を 傷つけ る と 、 ラ ル 
ヴァ の 生み の 親 も 傷つく か も し れ な い 。 
eve as the unDorn child may De hurt and disfigured Dy the 
1maginations of its mother 
母親 の 想像 力 に よっ て 胎児 が 傷つく 様 に 。 
The world is full of such phenomena: 
世界 は 、 母 親 の 想像 力 に よっ て 胎児 が 傷つく 様 な 現象 に 満ち て いる 。 
they justfy these strange reVelatiOnS 
母親 の 想像 力 に よっ て 胎児 が 傷つく 様 な 現象 は 、 ラ ル ヴ ァ に つい て の 不思議 な 啓示 
を 弁明 する 。 
and can Only De 了 際 の thereDby 
ラル ヴァ に つい て の 不思議 な 啓示 に よっ て の み 、 母 親 の 想像 力 に よっ て 胎児 が 傷 つ 
く 様 な 現象 を 説明 で きる 。 
Such larvae draw the vital heat of persons in good health 
ラル ヴァ は 、 健 康 の た め の 人 の 命 の 熱 を 吸い 取る 。 
and they drain those who are weak rapidly. 


弱っ て いる 人 の 場合 、 ラ ル ヴ ァ は 、 健 康 の た め の 人 の 命 の 熱 を 速やか に 吸い 取り 尽 
くす 。 

Heace come the histories of Vampires, 

吸血 鬼 の 話 の 源 は 、 ラ ル ヴ ァ で ある 。 

thmgs of terrific reahty which have Deen suDbstantiated from tme to 

tme, as 1t 1S Well kmown. 

吸血 鬼 と いう 恐る べき 事実 の も の は 、 良 く 知 られ て いる 様 に 、 時 代 を 通じ て 実証 され 
て きた 。 

This explains also why in the neighDourhood ofmediums, who are 

Dersons ODsessed Dy larvae, One 1S conscious Of a Cooling in the 
atmosphere. 

ラル ヴァ が 人 の 命 の 熱 を 吸い 取る 事 は 、 な ぜ 人 は 、 ラ ル ヴ ァ に 混 依 さ れ た 霊媒 者 が 
近づく と 、 冷 気 を 大 気 中 に 感じ る の か 、 を 説明 する 。 

Seeng that their existence 1Ss due to the illusions of imagimnaton and 
divagation of the senses, such creatures never marufest in the presence 
of a Derson who can unVeil the myStery of their monstrous Dirth. 

ラル ヴァ の 存在 は 、 想 像 力 に よる 幻影 と 、 感 覚 の 脱線 の お か げ な の で 、 ラ ル ヴ ァ は 、 
ラル ヴァ の 奇形 的 な 誕生 の 神秘 の ヴェ ー ル を 取っ て 化け の 皮 を は が せる 人 の 前 に 
は 現れ な い 。 
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魔術 の 歴史 第 2 巻 

FORMATIION AND DEVELOPMENT OF DOGMAS 
教え の 形成 と 発達 
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CHAPTER I 

魔術 の 歴史 第 2 巻 1 章 

PRIMITIVE SYMBOLISM OF HISTORY 

歴史 に お ける 原初 の 象徴 主義 

To explain Holy Scripture from the religious and dogmatic standpoint 
forms no Dart of our warrant. 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 、 宗 教 的 な 教義 的 な 立場 か ら 聖 書 を 説明 する 権限 は 無い 。 
SuDject aDoVe all things to the hierarchic order we surrender theology 
to the doctors of the Church 

何より も 、 位 階 制 の 秩序 に 従っ て 、 神 学 を 教会 の 学者 に 委ね る 。 

and we render to human sclence whatsoeVer is included in the domaimn 
of exDperience andl reason. 

また 、 経 験 と 理性 の 領域 に 含ま れる 物 を 人 文科 学 に 委ね る 。 

Therefore 

その た め 、 

on those occaslons when we may appear to De riskimg a neW application 
of some Diblical Dassage, it is always with proDer resDeCct for 
ecclesiastcal dec1s1OnS. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 聖書 の 一 節 の 新しい 応用 を 大 胆 に 試み て いる 様 に 見 える 時 で も 、 
ちゃ ん と 、 常 に 、 エ リフ ァ ス レヴ イィ は 教会 の 決定 を 尊重 し て いる 。 

We do not dogmatise on Our 0wT Dart, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 独断 的 に 話さ な い 。 

and We submit our oDservatons and researches to the lawful 
authoritieSs. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 意見 と 探求 を 法 が 定め た 権威 に 委ね る 。 

On reading the earliest history of the human race in the sacred work of 
Moses, that which strikes one at once is the description of the EarthIy 
Parad1Sse, 

モー セ の 神聖 な 作品 「 創 世 記 」 の 人 類 の 最 古 の 歴史 を 読む と 、 す ぐに 心 を 打つ の は 、 
創世 記 2 章 か ら 3 章 の 地上 の 楽園 の 記述 で ある 。( 地 上 楽園 ) 

which is surmmarised in the figure of a Derfect Dantacle. 

モー セ は 、 地 上 の 楽園 を 完全 な pantacle の 象徴 に 要約 し て いる 。 

It 1s cYcular Or SdUaT6e, 

地上 の 楽園 は 、 円 形 か 、 正 方 形 で ある 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

it is watered equally Dy four riVers arranged in the formm of a crOoSs, 
十字 の 形 の 4 つの 川 が 均等 に 土 を 潤し て いる 。 

while in the centre are found two trees representimg Kkmowledge and 
jife, 

十字 の 形 の 4 つの 川 の 中 央 に 、 善 悪 の 知 の 木 と 命 の 木 と いう 2 つの 木 が ある 。 
stable intellhigence and DrogresSsIve motiol, 


秋 悪 の 知 の 木 と 命 の 木 は 、 安 定 不 変 の 知 と 進歩 する 運動 を 表す 。 

wlsdom and creation. 

立 悪 の 知 の 木 と 命 の 木 は 、 言 葉 と 創造 を 表す 。 

The serpert of Asclepios and Hermes is coiled about the Tree: 

アス クレ ビオ ス の 杖 の 蛇 、 ヘ ル メ ス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン の 蛇 が 、 善 悪 の 知 の 木 に 巻 
さき つい て いる 。 

Deneath its shadow are the man and womar, 

善悪 の 知 の 木 の 影 の 内 に は 、 男 性 アダ ム と 女性 エヴァ が いる 。 

aCti1Ve amd DaSS1Ve, 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ は 、 自 発 性 と 受容 性 を 表す 。 

intelligence and love. 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ は 、 知 と 愛 を 表す 。 

The serpent, symDolising the prumal attracton 

蛇 は 、 最 初 の 誘惑 を 表す 。 

and the central fire of the earth, 

蛇 は 、 地 上 の 中 心 の 火 (、 星 の 光 ) を 表す 。 

tempts her 

蛇 は 、 女 性 エヴァ を 誘惑 する 。 

who is the weaker 

女性 エヴァ は 弱い 者 を 表す 。 

and she causes the manr to succumD: 

女性 エヴァ は 、 男 性 アダ ム が 誘惑 に 負け る 原因 と 成る 。 

yet 

し か し 、 

to the serpent she ylelds only in order that she may oVercome it 
SuDseduently: 

女性 エヴァ が 蛇 に 従っ た の は 、 後 に 、 女 性 が 蛇 を 圧倒 する た めで ある 、 に 過ぎ な い 。 
one day she will crush the head of it Dy giving a Saviour to the world. 
女性 マリ ア が 救い 主 イ エス を 世界 に も た らし た 事 に よっ て 、 い つか 、( 知 と いう ) 女 性 
は 蛇 の 頭 を 圧倒 する で あろ う 。 

All science is reDresented in this admmiraDle scene. 

上 記 の 、 見 事 な 光 景 は 全て の 知 を 象徴 し て いる 。 

The man abdicates the realm of intelhgence Dy yielding to the 
solicitations of the sensitiVe Dartb 

人 アダ ム は 、 感 覚 的 な 器官 の 誘惑 に 負け て 、 知 の 領域 を 放棄 する 。 

he profanes the fruit of kmowledge, which should be the sustenance of 
the soul, Dy applying it to the uses of urjust and material satisfaction: 
人 アダ ム は 、 魂 の 糧 と する べき 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 、 不 正 な 物質 的 な 満足 に 利 
用 し て 汚す 。 

he loses in conseduence the sense of harmony and of truth. 

結果 と し て 、 人 アダ ム は 、 調 和 の 感覚 と 真理 の 感覚 を 喪失 する 。 

He is clothed thereafter with the skin of a beast, 

その た め 、 人 アダ ム は 、 獣 の 皮 を まとう 。 


Decause 

な ぜ な ら 、 

the physical form takes shape sooner or later and invariaDly in 
COrresDOndence to moral disposltions. 

遅かれ 早かれ 、 例 外 無く 、 体 の 形 は 、 心 の 性 質 に 対応 し た 形 を と る 。 

He is cast out of the circle which is watered Dy the four riVers of life, 

人 アダ ム は 、 命 の 4 つの 川 が 潤し て いる 楽園 か ら 追 放さ れる 。 

and a cherub, armed with an ever-movimg, Durmimg SWord, Drevents his 
returr into the domain of umity. 

常に 回 転 し て いる 火 の 剣 で 武装 し た 智 天使 ケ アル ブ が 、 人 アダ ム が 単 一 性 の 領域 に 
戻る の を 防い で いる 。 

As We haVe oDserved in the Doctrime of Magic, 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 「 ヴ ォ ル テー ル は 火 の 剣 で 脅す 牛 で ある 因 天 使 ケ ル ブ の 意味 
に 気づか な か っ た 。」 と 話し た 。 

Voltaire discovered that the Hebrew word for cheruD signifies a Dull 
and was high]y amused at the story. 

ヴォ ル テ ー ル は へ ブラ イ 語 で 「 ケ ル ブ 」 が 「 牛 」 を 意味 する 事 を 発見 し て 面白 が っ た 。 
He might have Deen less entertaimed, had he recognised in the angel 
wrth the head of a Dull, the image of an oDscure symbolism and in the 
reVOolving sword of fire those flashes of 則 -understood and illusory truth 
仮に ヴォ ル テ ー ル が 理解 し 難い 象徴 主義 の 象徴 を 牛 の 頭 を 持つ 天使 に 、 誤 解 さ れ 
易い 真理 の ひら めき を 回 転 す る 火 の 剣 に 認め て いた ら 、 面 白 が ら な か っ た に 違い 無 
い 。 

which provided, after the Fall, a pretext to the idolatry of nations. 
真理 が 地 に 堕ち た 後 、 象 徴 主 義 は 偶像 崇拝 の 口実 を 大 衆 に 与え る 形 に 成っ て し 
まう だ 。 

The burmmg sword typified also that light 

と ころ で 、 ま た 、 火 の 剣 は 、 星 の 光 を 表す 。 

which man knew no 1onger how to direct, 

最早 、 人 は 、 星 の 光 を 傾け る 方 法 を 知ら な い 。 

SO that, 

その た め 、 

instead of goverming 1ts force, he was made suDject to its fatal influence. 
人 は 、 星 の 光 と いう 力 を 統治 する 代わ り に 、 星 の 光 の 死に 至る 感化 力 に 従う 羽目 に 
成っ て いる 。 

The great magical work, understood in an aDsolute sense, is the 
conduest andl direction of the Durmimng sword, 

ある 意味 、 魔 術 の 「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 と は 、 火 の 剣 を 圧倒 し て 傾け る 事 で あ 
る 。 

and the cheruD is the angel 

智 天 使 ケ ル ブ は 、 天 使 を 表す 。 

OY 

また は 、 


SOul of the earth, 

智 天使 ケル ブ は 、 地 の 魂 (、 星 の 光 ) を 表す 。 

reDreserted inVvariaDly under the figure of a Dull in the Ancient 
Mysteries. 

古代 の 神秘 で は 、 不 変 に 、 地 の 魂 (、 星 の 光 ) を 牛 の 形 で 表す 。 

Hence in Mithraic symDolism, the master of light is seen Vandunlshing 
the Dull of earth and plunging into his flank that sword which sets free 
the jife, represented Dy drops of blood. 

ミト ラス 教 の 象徴 主義 で は 、 光 の 主 ミ トラ ス 神 が 、 牛 を 圧倒 し て 、 剣 を 牛 の 脇腹 に 突 
さき 刺し て 、 血 を し た た ら せ て 、( 人 の 魂 の ) 命 を 解放 し て 自由 に し て いる 、 の が 見 られ る 。 
血 の し た た り は 、( 人 の 魂 の ) 命 の 自由 へ の 解放 を 表す 。 

The first conseduence of Eve's sin is the death of Abel. 

女性 エヴァ の 罪 の 最初 の 結果 は 、 ア ベル の 死 で ある 。( ア ベル は 愛 を 表す 。) 

By separatimg love from understanding she separated it also from 
DOWe? 

女性 エヴァ は 、 愛 を 理解 か ら 離 す 事 に よっ て 、 愛 を 力 か ら 離 し て し まう 。 

and this, reduced to blindness 

力 は 、 盲 目 に 陥る 。 

andin the Dondage of earthly desires, 

力 は 、 地 上 の 肉欲 に 縛ら れる 。 

Decame jealous of loVe 

力 は 、 愛 に 災 始 する 様 に 成る 。 

and slew it. 

そし て 、 力 は 、 愛 を 殺し た 。 力 を 表す カイ ン は 、 愛 を 表す アベ ル を 殺し た 。 

The children of Cain perpetuated the crime of their father: 

カイ ン の 子 孫 は 、 父 で ある カイ ン の 罪 を 永続 させ て し まう 。 

the daughters whom they brought into the world were disastrouSIy 
beautiful Dut, Deimg Void of loVe, 

カイ ン が 世界 に も た らし た 娘 達 は 、 災 い を 引き 起こ す ほ ど 美 し い が 、 愛 が 無い 。( 創 世 
記 6 章 1 節 か ら 2 節 『「 人 が 地上 に 増え 、 女 性 達 が 生ま れ た 。 神 の 子 達 、 天 使 騰 は 人 
の 女性 達 が 美しい の を 見 た 。」。) 

they were Dorn for the damnation of angels and for the scandal of the 
descendants of Seth. 

天使 達 の 堕天 の た め に 、 セ ト の 子 多 の 本 聞 の た め に 、 カ イン が 世界 に も た らし た 娘 
達 は 生ま れ た 。( 創 世 記 6 章 1 節 か ら 2 節 「 人 が 地上 に 増え 、 女 性 達 が 生ま れ た 。 神 
の 子 達 、 天 使 達 は 人 の 女性 達 が 美しい の を 見 た 。 神 の 子 達 、 天 使 達 は 選ん だ 人 の 
女性 達 を 妻 に し た 。」。) 

After the deluge 

ノア の 洪水 の 後 、 

and as a seduel to the prevaricaton of Ham, some part of the mystery of 
which has been already indicated!, 

魔術 の 歴史 第 1 巻 1 章 で 神秘 の いく つか を すでに 話し た 、 ハ ム の 変節 の 後 、 


the children of men attempted to realise an insensate Droject Dy 

constructimg an um1versal Dantacle and Dalace. 

人 の 子孫 は 、 バ ベル の 塔 と いう 普遍 の pantacle に し て 宮殿 を 建て る 事 に よっ て 、 無 
感性 な 無 思 慮 な 事業 の 実現 を 試み た 。 

It was a Vast exDeriment in soclahstic eduality, 

バベル の 塔 は 、 社 会 主義 の 平等 の 大 規模 な 試み で ある 。 

and the phalanster-ium( = phalanstere + -1um) of Fourier 1S a SOrTY 

conception in comparison with the tower of Babel. 

バベル の 塔 に 比べ る と 、 シ ャ ルル フー リエ の ファ ラン ステ ー ル と いう 建物 は 貧弱 な 

考え で ある 。 

The latter was an actVe Drotestation against the hierarchy of 

knowledge, 

バベル の 塔 は 、 知 の 位階 制 に 対す る 、 活 動 家 の 抗議 で ある 。 

a cltadel Dult aganst floods and temDpests, 

バベル の 塔 は 、 洪 水 と 大 混乱 に 対し て 建て られ た 、 比 で ある 。 

a Dromorntory 

バベル の 塔 は 、 高 台 で ある 。 

fromm the elevation of which the deified people would soar above the 

atmosphere and its cormmotionSs. 

バベル の 塔 と いう 高台 か ら 、 神 格 化 され た 大 衆 が 、 大 気 と 大 気 の 動乱 を 超越 し て 高 

くそ び え る つも り で あっ た 。 

But 

し か し 、 

one does not ascendl to kmowledge on ladders of stone: 

人 は 、 石 の は し ご で は 、 知 に は 昇 れ な い 。 人 は 、 石 の 位階 で は 、 知 に は 昇 れ な い 。 

the hierarchic degrees of the spirit are not Duilt with mortar hke the 

Stories of a tower 

霊 の 位階 、 精 神 の 位階 、 心 の 位階 は 、 バ ベル の 塔 の 様 に モル タル を 接着 剤 と し て 建 

て られ て いな い 。 

Against such a materialised hierarchy anarchy itself protested, 

バベル の 塔 と いう 物質 化 さ れ た 位階 制 に 対し て 、 無 政府 状態 に よる 混乱 が 抗議 
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and men ceased to understand one another 一 

そし て 、 人 は 相互 に 理解 し 合う の を や め た 。 

a fatal lesson 

バベル の 塔 は 、 死 に 至ら な いた め の 教 訓 で ある 。 

and one misnterpreted utterly Dy those who in our own days haVe 

dreamed of another BaDel. 

バベル の 塔 は 、 バ ベル の 塔 の 建て 直し を 夢想 する 現代 の 者 ども が 全く 誤解 し て いる 

物 で ある 。 

The negations of eduahity giVe answer to doctrimes which are hierarchic 

only in the sense of Drutality and materialism. 


無慈悲 と 物質 主義 だ け の 位階 制 の 考え に 対し て 、 平 等 へ の 否定 と いう 反応 が 起こ 
る 。 

Whenever the human race Duilds such a tower the summmt will De 
contested and the multtude will desert the Dase. 

人 類 が バベル の 塔 の 様 な 誤っ た 位 隊 制 の 代物 を 打ち 建て た ら 、 大 衆 は 、] 頂 上 を 争 
い 、 基 礎 を 捨て る で あろ う 。 

To satsfy all amDitions, the summuit must De Droader than the Dase and 
the result an unstaDle edifice which will collapse at the smallest shock. 
大 衆 の 野心 を 全て 満足 させ る に は 、 バ ベル の 塔 の 頂上 を 基礎 より 広く する 必要 が 有 
り 、 結 末 と し て 、 バ ベル の 塔 は 此 細 な 衝撃 で 崩壊 する 不安 定 な 建物 に 成る 。 

The scatterimg ofmen was the first result of the curse promounmced 
against the profane descendants of Ham, 

人 が 散ら され た 事 は 、 父 (で ある 神 ) を 冒 潮 し た ハム の 子 カ ナン と 子 に 対す る 呪い 
の 最初 の 結果 で ある 。( マ タイ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 。) 

but the race of Canaan Dore in a particular manner the Durden of the 
malediction in uest1oT, 

特に 、 ハ ム の 子 カ ナン の 民族 、 カ ナン 人 が 、 ハ ム の 子 カ ナン と 子 拘 に 対す る 呪い の 重 
荷 を 背負 う 羽 目 に 成っ た 。 

which at a later period made all their posterity anathema. 

ハム の 子 カ ナン と 子孫 に 対す る 呪い に よっ て 、 後 世に 、 全 て の カナ ン 人 は 、( バ アル な 
どの 人 が ね つ 造 し た 偽 の 神 を 信じ て 、 人 を 生 綿 に する 邪教 を 信じ て 、) 憎 悪さ れ た 。 
That chastty which is the guardian of the family 

純潔 、 貞 人 節 は 、 家 族 の 守護 者 で ある 。 

is also the distimctVe character of hierarchic initiations: 

また 、 純 潔 、 貞 節 は 、 位 階 制 の 秘伝 伝授 の 特徴 で ある 。 

profanation and revolt are always unclean: 

常に 、 冒 流 と 反乱 は 汚れ て いる 。 冒 流 と 反乱 は 不純 で ある 。 

they tend to promiscuity and infanticide. 

冒 潮 者 や 反乱 者 に は 混乱 や 乱 交 と 子 殺 し の 傾向 が 有る 。 

Desecration of the mysteries of Dirth and destruction of children Were 
the Dasis of the religions of ancient Palestme, 

誕生 の 神秘 の 冒 済 と 子 殺 し は 、 古 代 の カナ ン の 地 パ レス チ ナ の 邪教 の 基礎 で あっ 
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giVen OVer to the horriDle rites of Black Magic: 

古代 の カナ ン の 地 パ レス チ ナ の 邪教 は 、( 人 を 生 費 に する ) 黒 魔術 の 巡 る べき 儀式 に 
ぶ ふけ っ た 。 

the black god of Imdia, the monstrous priaplc Rutrem( = Rudra Shiva), 
relgned thereim under the name of Belphegor 

ベル フェ ゴー ル と いう 名 前 で 、 イ ンド の 黒い 神 シ ヴァ 、 奇 形 の 男性 器 の 神 シ ヴァ は 、 
古代 の カナ ン の 地 パ レス チ ナ で 支配 的 に 成っ た 。( シ ヴァ を 男性 器 で 表す 場合 が 有 
る 。) 

The Talmudists and the Platonic jew Philo recite things so shameful 
resDectmg the worship of this idol, 


タル ムー ド の 学者 達 と 、 プ ラ ト ン 哲学 の 哲学 者 で ある へ ブラ イ 人 の アレ クサ ンド リア 
の フィ ロン は 、 ベ ルフ ェ ゴ ー ル と いう 偶像 崇拝 に つい て 恥ず べき 事 で ある と 話し て い 
る 。 

that they appeared incredible to the learned lawyer Seldenus. 

学 の 有る 法律 家 ジ ョ ン セル デン は 、 ベ ルフ ェ ゴ ー ル の 偶像 崇拝 を 信じ られ な い ほ 
ど 恥 ず べ き 物 と 思っ た 。 

It is said to have Deen a Dearded image, wlth gaping mouth and a 
tongue 1ike a gigantc phallus: 

ベル フェ ゴー ル の 偶像 は 、 ひ げ が 有り 、 大 口 を 開け 、 巨 人 的 な 男性 器 の 様 な 舌 を 
持っ て いた 、 と 言わ れ て いる 。 

the worshippers exDOsed themselves wthout shame in the presence of 
Such a Visage and presernted offerings of excremenrt. 

ベル フェ ゴー ル の 偶像 崇拝 者 ども は 、 恥 じ 知 ら ず に も 、 ベ ルフ ェ ゴ ー ル の 偶像 の 下 
品 な 顔 の 前 で 、 性 器 を さら し て 、 排 洪 物 を ささ げた 。 

The idols of Moloch and Chamos were murderous machines which 
sometimes crushed unfortunate Ittle children against their Drazen 
breasts and sometmes consumed them in their red-hot arms. 

モロ ク と ケモ シュ の 偶像 は 、 不 幸 な 幼子 を 、 真 欠 製 の 胸 で 圧 殺し た り 、 赤 熱し た 腕 で 
焼き 尽く す 、 殺 人 の 機械 で ある 。 

There was dancing to the sound of trumpets and tamDourines, so that 
the cries of the victmms were stifled, and these dances were led Dy the 
wretched mothers. 

モロ ク と ケモ シュ の 偶像 へ の 生 費 の 幼子 の 叫び が 聞こ えな い 様 に 、 幼 子 を 生 費 に し 
た 嘆かわしい 母親 ども が 先導 し て 、 偶 像 崇拝 者 ども は ラッ パ や 太鼓 の 音 を 鳴ら し て 
明 つ た 。 

Incest, sodomy and Destiahty were the authorised practices among 
these infamous DeoDle, 

近親 相姦 、 同 性 愛 と いっ た 不 自然 な 性 交 、 獣 芸 は 、 恥 ず べ き 偶像 崇拝 者 ども が 誤っ 
て 正しい と 認め て いた 習慣 で あっ た 。 

and eVen formed part of the sacred rites. 

近親 相姦 、 同 性 愛 と いっ た 不 自然 な 性 交 、 獣 姜 は 、 恥 ず べ き 偶 像 崇拝 の 儀式 の 一 
部 を 形成 し て いた 。 

Such is the fatal consequence of doimg Violence to uruversal harmony: 
偶像 崇拝 の 恥ず べき 混乱 、 人 の 生 、 乱 交 、 子 殺し 、 近 親 相姦 、 同 性 愛 と いっ た 不 自 
然 な 性 交 、 獣 は 、 普 遍 の 調和 を 侵害 し た 死に 至る 結果 で ある 。 

one does not sim against truth with impumty. 

真理 を 侵害 する 人 は 禄 を 受け る 。 

In revolt against God, man 1s driven to the outrage of Nature, despite 
himself. 

神 に 反対 する 人 は 、 意 識 し な く て も 、 自 然 の 怒り に 触れ る 行為 に 走る 。 

Identical causes eVer Droduce the same effects, 

常に 、 同 じ 原 因 は 同じ 結果 を も た ら す 。 


and the SabDbath of the Sorcerers in the middle ages was Dut a repetition 
of the festiVals of Chamos and Belphegor 

実に 、 中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト は 、 ケ モ シ ュ と ベル フェ ゴー ル の 偶像 崇拝 
の 祭 の 再現 で ある 。 

It is against such crimes that a decree of eternal death is pronounced Dy 
Nature itself. 

目 然 は 、 人 の 生 費 、 乱 交 、 子 殺し 、 近 親 相姦 、 同 性 愛 と いっ た 不 自 然 な 性 交 、 獣 事 と 
いっ た 罪 に 対し て 、 永 遠 の 死 と いう 判決 を 宣告 する 。 

Worshippers of Dlack gods, 

黒い 神々 へ の 偶像 崇拝 者 は 、 神 と 思い や り の 敵 で ある 。 

apDOSstles of Dromlscu1ty, 

混乱 や 乱 交 の 宣伝 者 は 、 神 と 思い や り の 敵 で ある 。 

preachers of Dublic wantonneSS, 

色 欲 や 浮気 の 宣伝 者 は 、 神 と 思い や り の 敵 で ある 。 

enemies of the family and hierarchy 

家族 や 位階 制 の 敵 は 、 神 と 思い や り の 敵 で ある 。 

anarchists in religlon and DO are enemues of God and humanity: 
宗教 に お ける 無秩序 主義 者 、 政 治 に お ける 無政府 主義 者 は 、 神 と 思い や り の 敵 で あ 
る 。 

not to isolate them from the world is to consent that the world shall De 
DO1sOnedl 

神 と 思い や り の 敵 を 大 衆 か ら 隔離 し な い 事 は 、 神 と 思い や り の 敵 が 大 衆 を 毒 す る の 
に 同意 する 事 で ある 。 

Or such at least was the VieW of indutsitors: 

少な く と も 、 宗 教 裁判 官 に は 、 神 と 思い や り の 敵 を 大 衆 か ら 隅 離し な い 事 は 、 神 と 思 
いや り の 敵 が 大 衆 を 毒 す る の に 同意 する 事 で ある 、 と 思わ れ た 。 

Dut 

し か し 、 

we are far on our 0OWn Dart from desiring to re-estaDlish the cruel 
executions of the middle ages. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 中 世 の 残 酷 な 処刑 の 復活 を 望ま な い 。 

In proportion as soclety shall Decome more truly Christan it wl reahise 
more fully that we must heal those who are diseasedl and not destroy 
them: 

社会 は 病 ん で いる 人 を 治す 必要 が 有 っ て 破 減 さ せ て は いけ な いと 、 社 会 が 真 に キリ 
スト 教 的 に 成る ほど 理解 する で あろ う 。 

now, crirmimal instimcts are surely the most appalhmg of mental 
maladies. 

罪 を 犯す 先天 性 の 傾向 は 、 革 ろ し い 病 ん だ 精神 で ある 。 

It must not be forgotten that transcendental Magic is called the 
Sacerdotal Art and the Royal Art: 

「 超 越 的 な 魔術 」 は 「 王 者 の わざ 」、「 祭 司 の わざ 」 と 呼ば れ て いる 事 を 忘れ る な か 
れ 。 


im Egypt Greece and Rome it shared the grandeur and decadence ofthe 
kingdom and the priesthood. 

「 超 越 的 な 魔術 」 は 、 古 代 エ ジ プ ト 、 古 代 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ で 、 王 国 と 祭司 の 威光 と 時 
落 を 共に し た 。 

EVery philosophy which is at issue wrth the cultus and its mysteries 1S 
baneful to the great political DOWerS, 

宗教 や 宗教 の 神秘 と 不一致 で ある 哲学 は 全て 、 政 治 的 な 大 権力 者 に は 、 有 害 で あ 
る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

these, in the eyes of the multitude, 1ose in grandeur if they cease to De 
symDols of Divine power 

も し 政治 的 な 大 権力 者 が 神 の 力 の 象徴 で ある 事 を や め る と 、 政 治 的 な 大 権力 者 は 
偉大 さ を 喪 失 し た 、 と 大 衆 に は 思わ れる 。 

EVery CTOwr is Droken which comes into colhsion with the tiara. 

法王 の 三重 冠 と 不一致 で ある 王者 の 王冠 は 破綻 する 。 

The eternal dream of Prometheus is to steal fire from heaven and cast 
downr the gods therefrom. 

プロ メ テ ウ ス の 永遠 の 夢 は 、 天 か ら 天 の 火 を 盗ん で 、 神 々 を 天 か ら 地 に 堕 と す 事 で あ 
る 。 

The popular Prometheus, unDound on Caucasus Dy Hercules, who 
typifies 1aDour will ever Dear aDout with him his rivets and chains: 

大 衆 の 口伝 で は 、 カ ウ カ ー ソ ス 山 で ヘラ クレ ス が 解放 し た 、 プ ロメ テウ ス は 、 労 苦 の 
象徴 で あり 、 未 だ に 釘 づ けら れ 鎖 が か ら み つい て いる 。 

he wl carry his undying vVulture, fastened on his gapimg Woundl 

大 衆 の 口伝 で は 、 不 死 の ワシ が 、 カ ウ カ ー ソ ス 山 で ヘラ クレ ス が 解放 し た プロ メ テ ウ 
ス の 開い て いる 傷口 に 未だ に つき まとう 。 

tl he shall learn obedience at the feet of Him, 

イエ ス の 足元 で 、 プ ロメ テウ ス が 従順 を 学ぶ まで 、 プ ロメ テウ ス の 労苦 は 終わ ら な い 。 
who, Deing Dorn the King of kimgs and God of gods, has elected in His 
turn to De naled in hands and feet and pierced in the side for the 
COnVersion of all rebellious sDir1ts. 

イエ ス は 、 王 の 中 の 王 、 神 の 中 の 神 と し て 生ま れ た が 、 全 て の 反抗 的 な 人 を 改心 さ 
せる た め に 、 手 足 を 十字 架 に 釘 づ けら れ 勝 腹 を 槍 で 突き 刺さ れる 事 を 選ん だ 。 

By openmg the career of power to intrigue, reDublican instttutions 
endangered the principles of the hierarchy. 

悪 だ くみ へ の 道 を 権力 者 に 開く 事 に よっ て 、 共 和 主 義 的 な 社会 制度 は 、 位 階 制 の 原 
理 を 危う くし た 。 

The task of forrmmg Kings was confided no 1onger to the hierarchy 
最早 、 王 者 を 形成 する 務め は 、 位 階 制 に 任 さ れ な く 成 っ た 。 

and was either replaced Dy right of inheritance 一 which aDandons the 
throne to the uneqgual chances of Dirth 一 or Dy popular election 一 


which sets aside religious influence to estaDlish the monarchy on a 
basis of republican primciples. 

王者 を 形成 する 代わ り に 、 王 座 を 不平 等 な 生ま れ に よる 運 任せ に する 継承 権 が 取っ 
て 代わ っ た り 、 宗 教 の 影響 を 除外 し た 大 衆 の 人 気取り の 選挙 が 取っ て 代わ っ て 、 君 
主 制 を 共和 主義 の 原理 の 基礎 の 上 に 人 確立 し て し まっ た 。 

Those governmernts which presided successiVely OoVer the triumphs and 
humiliations of Greek and Roman states Were formed in this manner 
古代 ギリ シャ と ロー マ の 国々 の 成功 と 屈辱 の 上 に 相次い で 支配 し た 諸 政 権 は 、 君 主 
制 を 共和 主義 の 原理 の 基礎 の 上 に 確立 する 形 で 形成 され た 。 

The science reserVed to the sanctuaries fell into neglect, 

聖 所 に 温存 され た 知 は 軽視 され た 。 

andmen of Doldness or genius, who had not Deen accepted Dy those 
who dispense initiation, deVvised another science in ODDOsition to that of 
the priests, suDstitutimg douDt or denial for the secrets of the temple. 
秘伝 伝授 者 で ある 祭司 に 認め られ な か っ た 大 胆 な 哲学 者 や 天才 的 な 哲学 者 は 、 祭 
司 の 知 に 反抗 し て 、 神 殿 に 有る 秘密 の 代わ り に 、 疑 惑 や 否定 の 哲学 を 考案 し た 。 

In the excess of their adVenturous imagination, such philosophers were 
landed quickly in aDsurdity and 1ald upon Nature the Dlame which 
belonged to their own systeTns. 

過度 の 妄想 に よっ て 、 哲 学者 は 速やか に 非 論理 的 な 滑 生 さ に 陥っ て 自然 を 自説 に 
よっ て 誤っ て 非難 し だ ぁ 

Heraclitus fell a-weeD1ng, 

ヘラ クレ イト ス は 悲し ん だ 。 

Democritus took refuge in laughter 

デモ クリ トス は 笑い に 逃避 し た 。 

and the one was a fool 1ike the other 

ヘラ クレ イト ス と デモ クリ トス は 愚者 で ある 。 

Pyrrhon ended Dy Delhieving in nothing, 

ピュ ロン は 何 も 信 じ な いで 終わ っ た 。 

which can scarcely exonerate him for the fact that he knew nothing. 
ピュ ロン が 何 も 知ら な か っ た と いう 事実 の た め に 、 ピ ュ ロ ン が 何 も 信 じ な か っ た 事 に 
よっ て 、 ピ ュ ロ ン を 免除 する 事 は 多分 で き な い 。 

Into this philosophical chaos Socrates Drought a certan hght and good 
sense, Dy affirming the existence of Dure and simple morality. 
ソクラテス は 、 純 粋 な 簡潔 な 道徳 性 の 存在 を 断言 し て 、 い くら か の 光 と 良識 を 哲 

的 な 混乱 に も た らし た 。 

But 

し が L く 

what does morality protit in the aDsence of rehglon? 

宗教 を 欠い た 道徳 性 は 役に立つ で あろ うか ? い いえ ! 宗 教 を 欠い た 道徳 性 は 役 に 
立た な い ! 

The abstract Deism of Socrates was interpreted Dy the people as 
atheism. 


大 衆 は 、 ソ クラ テス の 抽象 的 な 理 神 論 を 、 無 神 論 と 誤解 し た 。 

It came aDout, howeVver that Plato, the disciple of Socrates, attempted to 
SuDDly that systemm of doctrime which was wantmg in the latter and of 
whichindeed he had never dreamed. 

後に 、 ソ クラ テス の 弟子 プラ トン は 、 ソ クラ テス が 望ま な か っ た 、 欠 け て いた 宗教 の 、 
ソクラテス の 考え の 体系 へ の 補完 を 試み た 。 

The doctrine of Plato was epoch-making in the history of human genius, 
プラ トン の 教え は 、 人 の 天才 の 歴史 に お いて 、 画 期 的 で あっ た 。 

Dut 

し か し 、 

1t was not his 0wn inVention, 

プラ トン の 教え は 、 プ ラ ト ン が 考案 し た 物 で は な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

realising that there is no truth apart from religion, he went to consult 
the priests of Memphis and to obtan initation into their Mysteries. 
プラ トン は 、 宗 教 以外 に 真理 は 存在 し な いと 理解 し て 、 エ ジ プ ト の メン フィ ス の 祭司 
に 教え を 教わり に 行き 、 エ ジ プ ト の 神秘 を ( 不 完全 だ が ) 秘 伝 伝 授 さ れ た 。 

He is even credited with a knowledge of the jewish sacred DookS. 

プラ トン に は 、 へ ブラ イ 人 の 神聖 な 書物 の 知 す ら 有 っ た 。 

In Egypt, however his imitiation could haVe Deen imperfect only, 

し か し 、 エ ジ プ ト で は 、 プ ラ ト ン は 、 不 完全 に し か 秘伝 伝授 され な か っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the priests Dy that tme had forgotten themselves the import of their 
Drimeval hieroglyDhiCcs, 

当時 の エジプト の 祭司 は 古代 の 象徴 の 意味 を 忘れ て し まっ て いた 。 

as iS indicated Dy the history of that priest who spent three days in 
deciphering a hieratic inscription found in the tomD of Alcmene and 
sert Dy Agesilaus, King of SDarta. 

エジプト の 祭司 は 、 ア ルク メ ネ の 墓 で 見 つか っ た 、 ス パル タ 王 アゲ シラ オス 2 世 が 
贈っ た 、 祭 司 の 碑文 を 解読 する の に 3 日 間 を 費やし た 、 と いう 歴史 が 示す 様 に 、 当 
時 の エジプト の 祭司 は 原初 の 象徴 の 意味 を 忘れ て し まっ て いた 。 

Cornuphis, who was doubtless the most learned among the hierophants, 
疑い 無く 、Cornuphis は 、 当 時 の 最も 博識 な 秘 儀 祭 司 だ っ た 。 

consulted the old collections of signs and characters: 

Cornuphis は 、 古 代 の 象徴 と 文字 を 集め た 碑文 を 調べ た 。 

in the end he found that the mscription was In the script Of DroteUuS, 
よう や く 、Cornuphis は 、 碑 文 が ギリ シャ で 「 プ ロ テ ウ ス 」 と 呼ば れ て いた タロ ッ ト で 
記さ れ て いる 事 に 気づい た 。( プ ロ テ ウ ス は 予言 と 変身 の 能力 を 持つ 古代 ギリ シャ の 
海神 で ある 。) 

being the Grecian name Of the Book of Thoth, 

「 プ ロ テ ウ ス 」 は トー ト の 書 タ ロッ ト の ギリ シャ で の 名 前 で ある 。 


consistimg of movaDle hieroglyDhiCs, 

タロ ッ ト は 、 移 動 可能 な 象徴 体系 で ある 。 

capable of Variations as numerous as there are DOSS1Dle comDbinations 
of characters, nurmDers amd elementary figureS. 

タロ ッ ト は 、 文 字 と 数 と 基本 原理 の 象 微 に よる 可能 な 組み 合わ せ の 様 に 多様 に 変動 
可能 で ある 。 

But the Book of Thoth, being the key of oracles 

トー ト の 書 タ ロッ ト は 、 神 の 言葉 の 鍵 で ある 。 ト ー ト の 書 タ ロッ ト は 、 神 託 を 解釈 する 
鍵 で ある 。 

and the elementary work on sclenCe, 

タロ ッ ト は 、 知 の 基本 の 作品 で ある 。 

should not have involved such 1ong research Defore its sigms Were 
identified, iT Cormuphis had Deen really proficient in the Sacerdotal Art. 
し か し 、 も し Cornuphis が 本 当 に 「 祭 司 の わざ 」 に 熟達 し て いた ら 、 碑 文 が タロ ッ ト 
で 記さ れ て いる 事 に 気づく まで 長い 調査 期間 を 必要 と し な か っ た で あろ う 。 
Another proof that primeval truths were oDscured at this period is the 
fact that the oracles which registered their Drotest on the suDject were 
In a style that was understood no longer 

また 、 祭 司 の 知 の 忘却 に 対し て 抗議 を 表明 し て いた 神託 を も は や 祭司 が 理解 で き な 
か っ た 事実 は 、 当 時 の 祭司 が 古代 の 真理 を 忘れ て し まっ た 証拠 で ある 。 

After his return from Egypt, Plato was journeying with Simmias on the 
Confimes of Caria 

プラ トン は 、 エ ジ プ ト か ら 戻 っ た 後 、 シ ミア ス と 共に 、 カ リア 圏内 を 旅 し た 。 

when he was met Dy some men of Delos, 

プラ トン は 、 デ ロス 島 か ら の 使者 と 会 っ た 。 

who Degged him to interpret an oracle of Apollo. 

デ ロ ス 島 の 使者 は 、 ア ポロ ン の 神託 を 解く 様 に プラ トン へ 頼ん だ 。 

It declared that to make an end of the woes in Greece the cuDic stone 
must be douDled. 

神託 は 、 ギ リ シ ャ へ の 災い を 終わ ら せ る に は 、 立 方 体 の 石 を 2 倍 に する 必要 が 有る 、 
と いう 物 だ っ た 。 

The attempt had Deen made with a stone kept in the temple of Apollo: 
デ ロ ス 島 の 大 衆 は 、 ア ポロ ン 神 殿 の 立方 体 の 石 の 祭壇 を 2 倍 に し よう と 試み た 。 
Dut 

し か し 、 

the work of doublhmg it on every side resulted in a polyhedron having 
twenty-fiVe surfaces: 

立方 体 の 全て の 面 を 2 倍 に し た ら 、25 面体 に 成っ て し まっ た 。 

to restore the cuDic form they had to increase it twenty-six tmes the 
Origimal Volume of the stone, Dy a DrOCeSS Of successiVe douDling. 
立方 体 の 形 の まま 、( 辺 の 長 さ を 3) 倍 に し た ら 、26 倍増 えて (27 倍 に 成っ て ) し まっ た 。 
Plato sent Dack the emmissaries to the mathematician Eudoxus, Say1ng 
that the oracle had coumselled the study of geometry 


プラ トン は 、 神 託 は 幾何 学 を 学ぶ 事 を 勧め て いる と 言っ て 、 デ ロス 島 の 使者 を 数 学 
者 エ ウ ド クソ ス の 元 に 派遣 し た 。 

Whether he did not himself understand the deep sense of the symDbol or 
disdaimed to umVeil it to the ignorant are Doints which must De left to 
COTJeCtUre: 

プラ トン が 、 象 徴 の 深い 意味 を 理解 し て いな か っ た の か 、 そ れ と も 、 無 知 な デ ロ ス 島 
の 大 衆 に ヴェ ー ル を 取っ て 明か す 価 値 が 無い と 思っ た の か 、 ど うか は 、 推 測 に 任せ 
ざる を 得 な い 点 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

that which is certan is that the cubic stone and its multplicaton 
exDplains all secrets of sacred numDers, including the mystery of 
perpetual motion, hidden Dy adepts and Dursued Dy fools under the 
name of sqguarimg the circle. 

立方 体 の 石 と 、 立 方 体 の 石 の 増殖 が 、 円 積 問 題 と いう 名 前 で 愚者 が 探求 し 達 道 者 
が 隠し た 、 永 久 機関 の 永久 運動 の 神秘 を 含む 、 神 の 数 の 全て の 秘密 を 説明 する 事 
は 確か で ある 。 

By this cubic agglomeration of twenty-sIX cuDes about a single central 
cube, the oracle indicated to the Dehans not only the elements of 
geometry Dut the key of creatVe harmorues, exDplained by the inter- 
relation of forms and numDers. 

唯一 の 中 央 の 立方 体 の 石 の 周囲 に 、26 の 立方 体 の 石 を 立方 体 の 形 に 密集 させ る 
事 に よっ て 、 神 託 は 、 幾 何 学 の 基礎 だ け で は な く 、 数 と 形 の 相互 関係 に よっ て 説明 さ 
れる 創造 的 な 調和 の 鍵 を 、 デ ロス 島 の 大 衆 に 示し た 。 

The plan of all great allegorical temples throughout antiduity 1s found 
in the multiplication (a) of the cube by the cross, (D) aDout which a 
circle is descr1Ded, and then (c) the cuDic cross moving In a gloDe. 

(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 描い た 円 、(3) 球 の 中 で 動く 立体 の 
十字 に 、 古 代 の 全て の 大 いな る 象徴 的 な 神殿 の 設計 図 が 見 つか る 。 

These notions, which are rendered more intelligiDle Dy a diagramm, 
図 に すれ ば 、(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 描い た 円 、(3) 球 の 中 で 
動く 立体 の 十字 を 理解 し 易い 。 

have Deen handed on to our own days In Masonic initiations, 

現在 で は 、 メ ー ソ ン の 秘伝 伝授 が 、(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 
描い た 円 、(3) 球 の 中 で 動く 立体 の 十字 を 受け 継い で いる 。 

and they are a Derfect justficaton of the name attriDuted to the 
modern societies In duestioT, 

(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 描い た 円 、(3) 球 の 中 で 動く 立体 の 
十字 は 、「 石 工 」 を 意味 する 「 メ ー ソ ン 」 と いう 名 前 の 完全 な 正当 な 理由 に 成る 。 
for 

な ぜ な ら 、 

they are also the root-primciples of architecture and the science of 
building. 


(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 描い た 円 、(3) 球 の 中 で 動く 立体 の 
十字 は 、 建 築 の 根本 原理 、 建 築 の 知 で ある 。 


THE TWENTY-FIRST KEY OF THER TAROT。 SURROUNDED BY 
MYSTIC AND MASONIC SEALS 


The Delians thought to amnswer the geometrical uestion Dy reducing 
their multplication Dy half, Dut they had already obtained eight times 
the volume of their cubic stone. 

デ ロ ス 島 の 大 衆 は 、 辺 の 長 さ を 2 倍 に し て 、 幾 何 学 的 な 問題 と し て の 答え を 探し た 
が 、8 倍 に 成っ て し まっ た 。 

For the rest, 

最後 に 、 

the numDer of their experiments may De extended at w 由 , 

多分 、 デ ロス 島 の 大 衆 の 試行 錯誤 の 数 は 自由 に 増やせ る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the story itself is proDably a proDlem set to his disciples Dy Plato. 
十 中 八 九 、「 立 方 体 倍 積 問題 」、「 デ ロス 島 の 問題 」 と いう 話 は 、 プ ラ ト ン が 弟子 に 出 
し た 問題 、 例 え 話 で ある 。 

If the utterance of the oracle has to De taken as a fact, we can find a still 
deeper mearnng In 1t: 

も し 「 立 方 体 倍 積 問 題 」、「 デ ロス 島 の 問題 」 の 神託 の 話 を 事実 と 取る な ら ば 、 よ り 深 
い 意 味 が 見 つか る 。 

to douDle the cuDic stone is 

立方 体 の 石 を 2 倍 に する 事 は 、 

to extract the duad from unity 

単 一 性 か ら 2 つ 1 組 を 引き 出す 事 で ある 。 

formm from idea, 

概 信 か ら 形 を 引き 出す 事 で ある 。 

action from thought. 

思考 か ら 行 動 を 引き 出す 事 で ある 。 

It is to realise in the world the exactitude of eternal mathematiCs, 
永遠 の 数 学 の 正確 さ を こ の 世に 実現 する 事 で ある 。 

to estaDblish politics on the Dasis of exact sclenCes, 

正確 な 知 と いう 基礎 の 上 に 、 政 治 を 確立 する 事 で ある 。 

to harmomise relgious dogma wrth the philosophy of numDers. 

宗教 の 教え を 数 の 哲学 と 一 致 さ せる 事 で ある 。 

Plato has more eloguence Dut less depth than Pythagoras: 

プラ トン は 、 ピ タゴ ラス より 雄弁 だ が 、 ピ タゴ ラス より 浅かっ た 。 

he aspires to reconcile the philosophy of 1ogicians with the immutahble 
dogmmas Of seers: 

プラ トン は 、 理 論 家 の 哲学 を 予見 者 の 不変 の 教え と 一 致 させ る 事 を 望ん だ 。 

he does not seek to Vulgarise Dut would reconstruCt SclenCce. 

プラ トン は 、 大 衆 化 を 望ん だ の で は な く 、 知 を 建て 直し た か っ た 。 

SO Was his philosophy destimed at a later date to Drovide dawmnng 
Christiarty with theories prepared Deforehand and with vivifying 
doctr1neSs. 


後に 、 プ ラ ト ン の 哲学 は 、 事 前 に 用 意 さ れ た 理論 と 生き 生き と させ る 考え を 初期 の キ 
リス ト 教 に も た らし た 。 

Notwrithstanding, however that he Dased his theorems on mathemattcs, 
Plato was poet rather than geometrician: 

し か し 、 プ ラ ト ン は 、 原 理 を 数 学 に 基づか せ た に も か か わら ず 、 半 何 学者 と いう より は 、 
詩人 で あっ た 。 

he was rich in harmomious forms 

ブラ トン は 、 調 和 の 形 の 才能 に 恵まれ た 。 

and Was prodigal of marVellous hypotheses. 

プラ トン は 、 不 思 議 な 仮説 を 惜しま ず 与 えた 。 

Aristotle, who was a calculatimg gen1us eXClus1Ve]Y, 

アリ スト テレ ス は 、 計 算 の 天才 に だ け 上 恵まれ た 。 

referred eVerything to deDate in the schools: 

アリ スト テレ ス は 、 全 て の も の を 諸 学派 の 方 法 で 熟考 し た 。 

he made eVerything suDject to the demonstrations of numeral 
eVolutions and the logic of calculations. 

アリ スト テレ ス は 、 全 て の も の を 、 数 へ の 展開 に よる 証明 と 計算 の 論理 に 従わ せ た 。 
Excluding the faith of Platonism, he sought to proVe all and HKkewrise to 
cormprehend all in his categories: 

アリ スト テレ ス は 、 プ ラ ト ン 哲学 へ の 信用 を 除外 し て 、 全 て を 証明 し て 、 ア リス ト テ レス 
の 「 カ テ ゴ リ ー」 に よっ て 全て を 理解 し よう と 試み た 。 

he turned the triad into syllog1sm 

アリ スト テレ ス は 、3 つ 1 組 を 三 段 論 法 に 変え て し まっ た 。 

and the Dinary into enthymeme. 

アリ スト テレ ス は 、2 つ 1 組 を 省略 三 段 論法 に 変え て し まっ た 。 

For him the chain of beimg Decame a sorites. 

アリ スト テレ ス は 、 存 在 の 連鎖 を 連鎖 式 に 変え て し まっ た 。 

He reduced everything to an aDstraction and reasoned on everything: 
アリ スト テレ ス は 、 全 て の も の を 抽象 化し て 、 全 て の も の に つい て 推測 し た 。 

being itself passed into an aDstraction in his process and was lost 
ammdst the hypotheses of ontology. 

アリ スト テレ ス の 処理 は 、 神 を 抽象 化し て 存在 論 の 仮説 の 中 に 消失 させ て し まっ た 。 
Plato was destimed to inspire the Fathers of the Church: 

プラ トン は 、 教 会 の 教父 に 霊感 を 与え た 。 

Aristotle to De the mmaster of mediaeVal scholastics: 

アリ スト テレ ス は 、 中 世 の ス コラ 学者 の 師 に 成っ た 。 

God kmows what clouds gathered aDout this 1ogic which had no faith in 
anythimg and yet set out to explain all. 

何 も 信 じ な いで 全て の も の を 説明 し よう と 試み る 、 ア リス ト テ レス の 論理 の 周囲 に 、 ど 
の 様 な 黒い 影 が 深まる か は 神 の みぞ 知る 。 

A second Babel was in plan 

第 2 の バベル の 塔 の 建設 が 予定 され た 。 

and another confusion of tongues Was at no far distance. 


第 2 の 言葉 の 混乱 は 近づい た 。 

Beng is Denmg 

存在 は 存在 で ある 。 神 は 存在 する 。 

andin Deing is the reason of Deing. 

存在 の 中 に 存在 の 理由 は 存在 する 。( 存 在 で ある ) 神 の 中 に (存在 で ある ) 神 の 理由 
が 存在 する 。 

In the Deginmning is the Word 

最初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 。 

and the Word, or Logos, is 1ogic formulated in speech, or spoken reason. 
神 の 言葉 、 神 の ロゴ ス は 、 言 葉 に 表 さ れ た 論理 、 言 葉 に 表 さ れ た 理性 で ある 。 
The Word is in God 

神 の 言葉 は 、 神 の 中 に 存在 する 。 

andthe Word is God Himself manifested to intelhgence. 

神 の 言葉 は 、 知 性 が 明らか に し た 、 神 で ある 。 

But this is precisely a truth which exceeds all philosophies 

上 記 は 、 実 に 、 ま さ に 、 全 て の 哲学 を 超越 し た 真理 で ある 。 

and is that, also precisely, which must De Delieved!, 

上 記 は 、 ま さ に 、 信 じ る 必要 が 有る も の で ある 。 

under the penalty of kmowmg nothing and falhmg Dack into the 
irratiomal douDt of Pyrrho. 

上 記 を 信じ な いと 、 何 も 知る 事 が で きず に 、 ピ ュ ロ ン の 見 境 な い 疑 い に 陥る 。 

As guardian of faith, the priesthood rests entirely on this ground of 
SCleTCe, 

信心 の 守護 者 と し て 、 祭 司 は 、 知 と いう 基礎 に 基づい て いる 。 

and We are compelled to salute in its teaching the Divine principle of 
the Eternal Word. 

知 の 教え に よっ て 、 人 は 、 永 遠 の 、 神 の 言葉 の 、 神 の 原理 に 敬礼 せ ざ る を 得 な い 。 
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EGYPTIAN SYMBOLS OF TYPHON 


CHAPTER II 

魔術 の 歴史 第 2 巻 2 章 

MYSTICISM 

神秘 主義 

The legitmacy of Divine Right is so rooted in the priesthood that true 

priesthood does not exist apart fromm 1t. 

王権 神 授 説 の 正当 性 の 根源 は 祭司 で あり 、 真 の 祭司 は 王権 神 授 説 無し に は 存在 

で き な い 。 

Imitiation and consecration are a VeritaDle heritage. 

秘伝 伝授 と 祭司 に する 叙 階 は 真 の 相続 物 で ある 。 

S0 

その た め 、 

is the sanctuary InViolable on the part of the profane 

聖 所 は 、 大 衆 に は 不可 侵 で ある 。 

and so also 

また 、 そ の た め 、 

1t cammot De seized Dy sectar1anS. 

聖 所 は 、 党 派 心 の 強い 大 衆 に は 不可 侵 で ある 。 

For the same reason 

同じ 理由 か ら 、 

the glorious jights of divine revelation are diffused in accordance with 

NE reaSOL, 

神 の 啓示 の 、 栄 光 の 光 (、 星 の 光 ) は 、 無 上 の 論理 で ある 神 に 従っ て 、 広 まる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they come down in order and harmony, 

神 の 啓示 の 、 栄 光 の 光 (、 星 の 光 ) は 、 秩 序 と 調和 に よっ て 、 継 承 され る 。 

God does not enlighten the world Dy means of meteors and flashes, Dut 

He causes eVery Dlanetary system to gravltate aDout 1ts Darticular sun. 

神 は 、 世 界 を 一 時 だ け の 流星 や 内 光 で 照ら し て 啓蒙 し な いで 、 全 て の 惑星 系 を 惑星 

系 の 特有 の 太陽 の 周囲 に 引き 寄せ る 。 

It is this Very harmony which vexes certain souls, who have grown 

impatlent wrth duty 

調和 は 、 義 務 に 我慢 で き な い 人 を 悩ま せる 。 

and 

その た め 、 

it is thus that people come forward to pose as reformmers Of morals, 

having failed in coercimg revelation to concur with their ViCeS. 

義務 に 我慢 で き な い 人 は 、 肖 示 を 自分 の 悪徳 と 無理 に 一 致 さ せる 事 に 失敗 し て 、 道 
徳 の 改革 者 の ふり を する 。 

間 Rousseau, they exclaim: "Hf God has spoken, why have I heard 

nothing?" 


ルソー の 様 に 、 義 務 に 我慢 で き な い 人 は 、「 も し 神 が 話し た な ら ば 、 な ぜ 私 に は 何 も 
聞こ えな か っ た の か ?」 と 叫ぶ 。 

And then presently they add: "He has spoken, Dut it is to me." 

や が て 、 義 務 に 我慢 で き な い 人 は 、「 神 は 話し た が 、 私 に だ け 話し た の だ 。」 と 言い 出 
す 。 

Such is their drearm, 

「 神 は 話し た が 、 私 に だ け 話し た の だ 。」 と いう の は 義務 に 我慢 で き な い 人 の 妄想 で 
ある 。 

and they end by Delieving it themselves. 

義務 に 我慢 で き な い 人 は 、「 神 は 話し た が 、 私 に だ け 話し た の だ 。」 と 思い 込む 。 

SO do the makers of sects Degim, 

その た め 、 党 派 を 作る 者 が 現れ る 。 

andthese are fomenters of religious anarchy: 

党派 を 作る 者 は 、 宗 教 に お ける 無秩序 に よる 混乱 の 扇動 者 で ある 。 

we would Dy no means condemn them to the flames, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 党 派 を 作る 者 を 火 で 焼き 殺せ と いう つも り は 無い 。 

Dut 

じ が か が し 。 

it is certainmly desirable to intern them as sufferers from contag1ous 
folly. 

党派 を 作る 者 を 伝染 的 な 愚 か さ の 保菌 者 と し て 隔離 する の が 望ま し い の は 確か で 
ある 。 

It is preclsely In this manner that those mystic schools were foumded 
which brought about the profanation of science. 

伝染 的 な 患 か さ に よっ て 、 神 秘 主義 の 党派 者 は 、 知 の 冒 流 を も た ら す 。 

We have seen how the Indian fakirs attaimned their so-called uncreated 
jight, that is to say, Dy the help of erethism and cerebral congestion. 
どの 様 に し て 異常 興奮 と 脳 の 充血 と いう 助け に よっ て イン ド の 苦行 僧 が 創造 され な 
い 光 と 呼ん で いる 代物 に 到達 し た の か 、 は 魔術 の 歴史 第 1 巻 3 章 で 既に 見 せ た 。 
Egypt had also its sorcerers and enchanters, 

エジプト に も 悪人 の 霊 の 魔術 師 や 誘惑 者 が いた 。 

while Thessaly, in the days of Greece, swarmed with conjurations and 
withcraft. 

古代 ギリ シャ の テッ サリ ア は 降 霊 術 と 呪い の 業 で あふ れ て いた 。 

To enter into direct commurucatton wrth deities is to suDDress the 
priesthood and subvert the Dasis of the throne 一 a fact which is 
realised keerly Dy the anarchic instinct of pretended illurmimism. 

啓蒙 主義 の ふり を し た 無秩序 主義 者 の 直感 が 鋭敏 に 理解 し た 事実 と は 「 大 衆 が 
神々 と 直接 交流 する 事 は 、 祭 司 を 廃し て 王座 と いう 基礎 を 転覆 させ る 。」 と いう 事実 
で あっ た : 

It was Dy the allurement of hcence that such conspirators 1ooked to 
recrult disciples, g1ving aDsolution Deforehand to every scandal in 


manners, On the condition of strictness in revolt amd energy in 
protestation against sacerdotal legitirmacy. 

祭司 の 正当 性 に 対し て 厳格 に 精力 的 に 反抗 し 抗議 する 事 を 条件 に 、 全 て の 醍 聞 に 
対し て 事前 に 免除 を 与え て 、 誤 っ た 自由 の 誘惑 に よっ て 、 啓 蒙 主義 の ふり を し た 無 
秩序 主義 の 陰謀 者 は 、 第 子 を 勧誘 で きる と 期待 し た 。 

The Bacchantes, who dnsmembered Orpheus, Delieved themselves 
InsDired Dy a god!, 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 は 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス に 導 か れ て いる と 思い 込ん で 、 
オル フェ ウス を 八 つ 裂き に し て 殺し た 。 

and they sacrificed the great hierophant to their deified drunkenneSss. 
酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 は 、 大 いな る 秘 儀 祭司 オル フェ ウス を 生 費 に し て 、 神 格 
化し た 本 町 に ささ げた 。 

The orgies of Bacchus were mystical tumults: 

酒 神 バ ッ カ ス の 酒 神祭 は 神秘 主義 の 反乱 で あっ た 。 

the apostles of mamia haVe always had recourse to disordered 
movements, frenetic agitations and horriDle conVvulsions. 

常に 、 狂 気 の 宣伝 者 は 無秩序 な 活動 、 狂 乱 的 な 扇動 、 黄 る べき けい れん に 頼る 。 
From the effemimate priesthood of Bacchus to the Gnostics: from 
whirjing dervishes to epileptics at the tomD of Paris the deacon: the 
characteristics of superstition and fanatic exaltation haVe Deen always 
the same. 

酒 神 バッ カス の 女々 し い 偽 の 祭司 か ら 偽 の グノー シス 主義 者 まで 、 回 旋 舞 踊 す る イ 
スラ ム 教 の 神秘 主義 の 苦行 僧 ダ ル ヴ ィ ーシュ か ら サ ン メダ ー ル 教会 の フラ ン ソ ワ ド 
パリ 助 祭 の 墓 で の けい れん 者 まで 、 常 に 、 迷 信 や 狂信 の 特徴 は 同じ で ある 。 

It has been inVariaDly under the pretext of purifying doctrine and in the 
name of an exaggeratedl spiritualism that the mystics of all tmes have 
materialised the symDols of the cultus. 

いつ も 決ま っ て 、 教 え を 浄化 する と いう 口実 の 下 で 、 誇 張 し た 精神 主義 に よっ て 、 全 
て の 時 代 の 神秘 主義 者 は 、 宗 教 の 象徴 を 物質 化し た 。 

It has Deen the same Drecisely with those who have profaned the 
sclence Of the Magi, 

マギ の 知 を 冒 潮 し た 者 は 、 迷 信者 、 狂 信者 、 神 秘 主 義 者 と 同じ で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

transcendental Magic, as it is needful to rememDber is the primeval 
Drlestly art. 

超越 的 な 魔術 は 、 古 代 の 祭司 の わざ で ある 、 と いう 事 を 覚え て お く 必 要 が 有る 。 

It condemns all that is done outside the lawful hierarchy 

真 の 魔術 は 、 法 が 定め た 位階 制 を 外れ た 全て の 行動 を 非難 する 。 

anditjustfies the condemnation 一 though not the torture 一 of 
SeCctarlants ad SOTCereTS. 

真 の 魔術 は 、 苦 し め た り は し な い が 、 党 派 を 作っ た 者 と 悪人 の 霊 の 魔術 師 へ の 非難 
を 正しい と 認め る 。 


The two classes are here connected intentionally, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 党 派 を 作っ た 者 と 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 を 、 意 図 し て 結び つけ て 
いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

all heretics have Deen evokers of spirits and phantorns, 

異端 者 、 党 派 を 作っ た 者 は 、 降 圭 術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 で あっ た 。 

whom they have foisted upon the world as gods: 

異端 者 、 党 派 を 作っ た 者 、 降 霊 術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 悪 人 の 霊 を 神々 と し て 
大 衆 に だ まし て つか ませ た 。 

all have arrogated to themselves the power of working miracles in 
SuDDOrt of their falsehoods. 

異端 者 、 党 派 を 作っ た 者 、 降 霊 術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 嘘 を 支援 し て 、 奇 跡 を 起 
こす 力 を 横取り し た 。 

On these evidences 

上 記 の 形跡 か ら 、 

they were all practisers of Goetc, that is to say, Of Black Magic. 

異端 者 、 党 派 を 作っ た 者 は 、 ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 、 黒 魔術 の 実践 者 で あっ た 。 
Anarchy Deing the point of departure 

無 牧 序 に よる 混乱 は 、 反 体制 的 な 神秘 主義 の 出発 点 で ある 。 

and the palmary characteristic of dissident mystic1sm, 

無 牧 序 に よる 混乱 は 、 反 体制 的 な 神秘 主義 の 特徴 で ある 。 

religiOus COmCOrdL 1S imDOssible Detween sectar1ants, 

党派 を 作っ た 者 に は 宗教 的 な 一 致 は 不可 能 で ある 。 

and yet 

じ か し 、 

they are In astomishimg unarmmity upon a simgle point, Demg the hatred 
of hierarchic and 1awful authority. 

向 く べき 事 に 、( 王 者 と いう ) 法 が 定め た 権力 と (祭司 と いう ) 位 階 制 へ の 憎悪 と いう 唯 
ー の 点 で の み 、 党 派 を 作っ た 者 は 一 致す る 。 

This in reality is the whole root of their religion, 

実際 、 王 者 と 祭司 へ の 憎悪 が 、 党 派 を 作っ た 者 が ね つ 造 し た 偽 の 宗教 の 根源 の 全 
て で ある 。 

asit is the sole bond which jinks them one to another 

王者 と 祭司 へ の 憎悪 だ けが 、 党 派 を 作っ た 者 同士 を 相互 に 結び つけ 合っ て いる 。 
It is ever the crime of Ham, 

王者 と 祭司 へ の 憎悪 は 、 父 (で ある 神 ) を 冒 済 し た ハム の 罪 と 同じ で ある 。( マ タイ に よ 
る 福音 28 草 19 節 父 で ある 神 。) 

contempt of the family primciple 

王者 と 祭司 へ の 憎悪 は 、 家 族 の 原理 へ の 傷 辱 で ある 。 

and outrage offered to the father 

王者 と 祭司 へ の 憎悪 は 、 父 (で ある 神 ) へ の 傷 辱 で ある 。( マ タイ に よる 福音 28 章 19 
節 父 で ある 神 。) 


whose nakedness and shame they expose with sacrilegious mmrth. 

冒 潮 し て 笑い も の に し て 、 党 派 を 作っ た 者 は 、 父 で ある 神 の 裸 と 恥 を さら し て いる 。 
(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 。) 

All the anarchic mystics confuse the Intellectual with the Astral Light: 
無秩序 主義 者 、 神 秘 主義 者 は 、 知 の 光 を 、 星 の 光 と 混同 し て いる 。 

they worship the serpent instead of doimg honour to that dutiful and 
pure wlsdom which crushes its head. 

神秘 主義 者 は 、 蛇 の 頭 を 圧倒 する 従順 で 清らか な 知 と いう 女性 を 散 礼 する 代わ り に 、 
蛇 を 敬礼 する 。 

SO are they intoxicated Dy Vertigo and so fall inevitaD1y into the abyss of 
folly. 

神秘 主義 者 は 、 蛇 を 敬礼 し て 、 柳 町 し て 目 が 略 ん で 、 必 ず 、 愚 か さと いう 深淵 に 堕ち 
る 。 

All fools are vis1onaries 

患者 は 予見 者 で ある 。 

and may no doubt Deheve sincerely that they WorkK wonders: 

愚者 は 自分 が 奇跡 を 起こ せる と 純粋 に 信じ て 疑わ な い 。 

indeed hallucination 1s contag1ous 

実際 に 、 盲 信 や 狂信 は 伝染 する 。 

and 

その た め 、 

thmgs inexplicable occur or seem to Occur frequently enoughin therr 
Vlclm1ty. 

愚者 、 盲 信者 、 狂 信者 が 近く に いる と 、 説 明 で き な い 事 が 頻繁 に 起こ る 様 に 見 受け ら 
れる 。 

MoreoVver 

さら に 、 

the phenomena ofthe Astral Light in the excess of its attraction Or 
projection are themselves of a kind to confuse those who are half- 
educated. 

星 の 光 の 引き 寄せ や 放射 の 過剰 に よる 現象 は 、 生 半 可 な 知識 し か 無い 人 を 混乱 さ 
せる 。 

It is centralised in bodies 

星 の 光 の 引き 寄せ や 放射 が 過剰 で ある と 、 星 の 光 は 肉体 内 に 集中 する 。 

and as the result of violent molecular distention, it imparts to themm so 
high a degree of elasticity that Dones may De twisted and muscles 
stretchedl out of all measure. 

星 の 光 が 肉体 内 に 集中 する と 、 肉 体 の 分 子 間 が 膨張 し て 、 骨 を ひね られ る ほど の 、 
筋肉 を 限度 を 超え て 伸ばせ る ほど の 、 高 い 柔 軟 性 を 肉体 に も た ら す 。 

It forms whirlpools and waterspouts, so to sDeak, 

星 の 光 が 肉体 内 に 集中 する と 、 星 の 光 の 渦 や 竜巻 を 形成 する 、 と 言え る 。 

which levitate the heaviest Dodies and can sustain them in the air for a 
length of tme proportionate to the force of the projection. 


星 の 光 の 渦 や 竜巻 は 、 重 い 肉 体 を 空中 浮揚 させ て 、 星 の 光 の 放射 の 力 に 比例 し た 
時 間 だ け 、 肉 体 を 空中 に 支え られ る 。 

The sufferers feel on the point of Durstimg 

星 の 光 が 肉体 内 に 集中 する と 、 肉 体 が 破 像 し そう に 感じ る 。 

and cry for cormpression Or DerCuSS1on to relieve them. 

肉体 の 破 像 し そう な 感じ を 軽減 する た め に 、 圧 迫 や 打撃 を 求め る 。 

The most violent Dlows and the utmost constriction, Demg 
CounterDoised Dy the fluidic tension, cause neither Druises noOr Wounds 
and relieVe instead of crushing the patient. 

星 の 光 が 肉体 内 に 集中 する と 、 星 の 光 の 流体 の 張り が 、 激 し い 圧 人 迫 や 打撃 を 相 殺 し 
て 、 傷 が 出来 な いで 、 肉 体 の 破 像 し そう な 感じ を 軽減 する 。 

As fools hold physicians in horror so the hallucinated mystics detest 
Wse men: 

愚者 が 医者 に 恐怖 を 抱く 様 に 、 妄 想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 賢者 を 憎む 。 

they flee them in the first place 

最初 は 、 妄 想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 、 賢 者 か ら 逃 げ る 。 

and afterwards Dersecute them bhmdly as if against their own wll. 
最後 は 、 妄 想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 、 盲 目的 に 、 ま る で 意 に 反し て の 様 に 、 賢 者 
を 迫害 する 。 

In so far as they are mld and indulgent, it is in resDect of Vices: 

妄想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 、 悪 徳 に 対し て は 慈悲 深く 寛大 で ある 。 

towards reason in suDmmission to authority they are IrmplacaDle: 

妄想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 、 権 威 に 従う 理性 に 対し て は 無慈悲 で ある 。 

the most tolerant of heretics in appearance will De seized with fury and 
hatred, conformity and the hierarchy are mentioned. 

従順 と 位階 制 の 話 に 成る と 、 最 も 寛大 に 見 える 異端 者 で も 怒り と 憎しみ に 襲わ れる 。 
Hence 

上 記 か ら 、 

heresles haVe led to dnsturDances invariaDIy. 

常に 、 異 端 は 動乱 を も た ら す 。 

The false prophet must slay 下 he canmot DerVert. 

偽 の 預言 者 は 、 堕 落 さ せら れ な か っ た 人 を 殺す 。 

He clamours for tolerance towards himself 

異端 者 は 自分 を 容認 する 様 に 大 き な 声 で 求め る 。 

Dut 

し か し 、 

takes good care in what sense It shall De extended to others. 

異端 者 は 他人 を 容認 する の は 用 心 す る 。 異 端 者 は 他人 を 容認 する の は 控え る 。 
Protestants were loud in their outcries against the faggots amd Dyres Of 
Romme at the Very tme that john Calvim, on the warrart of his Drivate 
Judgment, condemned Servetus to De Durnt. 

ジャ ン カル ヴァ ン が ミシェル セル ヴェ を 私 刑 で 火 刑 で 焼き 殺し た 時 に 、 プ ロ テ ス タン 
ト は ロー マ の カト リッ ク の 火 刑 の まき の 東 に 対し て 大 き な 声 で 抗議 し た 。 


The crimes of the Donatists, Circumcisiorsts, and others too many for 

enumeration, drove Catholc rulers into exceSsS 

ドナ トゥ ス 派 、 割 礼 主義 者 と いっ た 多数 の 異端 は 、 カ トリ ッ ク の 統治 者 を 度 を 越え た 

行為 に 走ら せ た 。 

and caused the Church to abandon those who were guilty to the secular 

arTm. 

ドナ トゥ ス 派 、 割 礼 主義 者 と いっ た 多数 の 異端 は 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 異端 者 を 罪人 と 

し て 俗 権 に 任せ る 原因 と 成っ た 。 

Would it not De thought that Vaudois, AlDigenslans and Hussites Were 

9 One 3 heed the 人 Of MSUBION 。 

ば れ た カタ リ 泊 フス 派 は 子 壮 の 様 な 者 で ある 、 と 思え な いか ? 教 会 に 対す る 克 

の 中 の 不満 の 声 に 留意 すれ ば 、 ヴ ァ ル ド 派 、 ア ルビ ジョ ア 派 と 呼ば れ た カタ リ 派 、 フ 
ス 派 は 子羊 の 様 な 者 で ある 、 と 思え る ! 

Where was the innocence of those darksome Puritans of Scotland and 

England who Drandished the dagger in one hand and their BiDle in the 

other while preaching the extermination of Catholics? 

カト リッ ク の 皆殺し を 説い て 、 一 方 の 手 で 避 書 を 持ち な が ら 、 他 方 の 手 で 短剣 を 振り 

回 す ス コッ トラ ンド と イン グラ ンド の 陰気 な ピュ ー リ タン の 、 ど こ が 無 罪 な の か ? カ ト 

リッ ク の 皆殺し を 説い て 、 一 方 の 手 で 聖書 を 持ち な が ら 、 他 方 の 手 で 短剣 を 振り 回 

す ス コッ トラ ンド と イン グラ ンド の 隊 気 な ビュ ユー リタ ン は 罪人 で ある ! 

One only Church in the midst of so many reprisals and horrors has 

always postulated and in principle at least has maintaimed its hatred of 

blood: 

復讐 と 恐怖 の 最 中 で 、 少 な く と も 原理 と し て 、 常 に 、 唯 一 カト リッ ク 教 会 は 「 血 を 憎 

む 」 事 を 主張 し て きた 。 

this is the hierarchic and legitmate Church. 

カト リッ ク 教 会 は 、 位 階 制 の 正 続 な 教会 で ある 。 

Now, in adrmttimg the possibihty and actuality of diabolical miracles, 

that Church recogrises the existence of a natural force which can De 

apDDlied for good or eV 

悪人 の 霊 に よる 奇跡 の 可能 性 や 実在 を 認め た 事 に よっ て 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 、 善 に も 

悪 に も 応用 で きる 自然 の 力 の 存在 を 認め た 。 

and hence 

まだ 。 

it has decided in its great wisdom that although sanctty of doctrime can 

legalise miracle, the latter of itself can never authorise noveltes in 

religious teachimg. 

大 いな る 知 に よっ て カト リッ ク 教 会 は 「 宗 教 の 考え の 清らか さ は 奇跡 を 正当 化 で きる 

が 、 奇 跡 は 異端 な 教え や 新興 宗教 の 教え を 正当 化 で き な い 。」 と 解決 し た 。 

To say that God, Whose 1aws are perfect and never falsify themselves, 

makes use of a natural instrument to produce effects which to us seem 


SuDernatural 一 this is to affirm the supreme reason and irmrmutaDle 
DOwer Of Godi 

「 神 の 法 は 完全 で ある 。 神 の 法 が 神 の 法 を 裏切る 事 は 無い 。 神 の 法 は 自然 な 手段 を 
応用 し て 人 に は 超自然 的 に 見 える 結果 を も た ら す 。」 と 話す 事 は 、 神 の 無 上 の 論理 
と 不変 の 力 を 育 定 する 事 で ある 。 

it is to exalt our notion Of His providence: 

「 神 の 法 は 完全 で ある 。 神 の 法 が 神 の 法 を 裏切る 事 は 無い 。 神 の 法 は 自然 な 手段 を 
応用 し て 人 に は 超自然 的 に 見 える 結果 を も た ら す 。」 と 話す 事 、 神 の 無 上 の 論理 と 
不変 の 力 を 育 定 する 事 は 、 神 意 や 神 の 摂理 に 対す る 人 の 概念 を 高め る 事 で ある 。 
and 

また 、 

simcere Catholics should realise that such view Dy no means challenges 
His interVention in those marvels which operate in favour of truth. 
真 の カト リッ ク 教 徒 は 「 善 に も 悪 に も 応用 で きる 自然 の 力 の 存在 を 認め る 。」 事 が 

「 真 理 に 味方 し て 作用 する 奇跡 に お ける 神 の 仲介 を 疑う 見 解 で は な い 。」 と いう 事 を 
理解 する べき で ある 。 

The false miracles caused Dy astral congestions have inVariaDly an 
anarchc and immoral tendency 

常に 、 星 の 光 の 充満 が 原因 で ある 偽 の 奇跡 に は 無秩序 に よる 混乱 と 不道徳 の 傾向 
が 有る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

disorder Invokes dnsorder 

無秩序 に よる 混乱 は 、 無 秩序 に よる 混乱 を 引き 起こ す 。 

S0 

その た め 、 

also the gods and famihars of heretics are athirst for Dlood 

異端 者 の 偽 の 神 で ある 悪人 の 霊 や 、 異 端 者 の 使者 と 成る 悪人 の 霊 は 、 血 を 意 望 す 
る 。 

and commorly 

また 、 通 例 、 

extend their protection at the price of murder 

異端 者 の 悪人 の 霊 は 、 異 端 者 を 保護 する 代わ り に 組 人 を 求め る 。 

The idolaters of Syria and Tudea drew oracles from the heads of 
children torn from the Dodies of the poor Hittle victmms. 

シリ ア や 古代 パレ スチ ナ 南 部 の 偶像 崇拝 者 は 、 不 幸 に も 生 に され た 幼子 の 体 か 
ら も ぎ 取 っ た 頭 か ら 偽 の 神 の 神託 を 引き 出し た 。 


They dried these heads 
中 略 


and, havimg placed Deneath the tongues a golden lamen Dearing 
unknown characters, 


they fixed them in the hollows of walls, 


built up a kind of body Deneath them composed of magical plants 
Securedl Dy Dands, 


jighted a 1amp at the foot of the frightful idols, 
Durrt incense before them 


and proceeded to their relig1ous consultation. 


They Deheved that the heads spoke, 

シリ ア や 古代 パレ スチ ナ 南 部 の 偶像 崇拝 者 は 、 生 細 に し た 幼子 の 頭 は 偽 の 神 の 神 
託 を 話す 、 と 誤っ て 思い 込ん だ 。 

and 

な ぜ な ら 、 

the anguish of the 1ast cries had douDtless distracted their imaginmations: 
疑い 無く 、 生 費 に され た 幼子 が 苦痛 で 叫ん だ 最後 の 叫び が 、 シ リア や 古代 パレ スチ 
ナ 南 部 の 偶像 崇拝 者 の 妄想 を 狂乱 させ た 。 

moreoVver as sa1d already, 

さら に 、 魔 術 の 歴史 第 1 巻 7 章 で 、 す で に 話し た 様 に 、 

blood attracts 1arVae. 

血 は ラル ヴァ を 引き 寄せ る 。 

The ancients, in their infernal sacrifices, were accustomed to dig a Dit, 
which they filled with warm and smoking Dloodd: 

古代 人 は 、 悪 人 の 霊 に 生 暮 を ささ げ る 儀式 で 、 穴 を 掘っ て 、 温 か い 湯気 が 出る 血 で 
穴 を 満た す の が 習い で あっ た 。 

then 

補う し て 、 

from all the deep places of the night they Deheld feeble and palhd 
shadowWs ascending, descendimg, creeDplng and swarmng aDout the 
CaV1ty 

古代 人 は 、 悪 人 の 霊 の 微か な 淡い 影 が 、 闇 の 深い 場所 か ら 現 れ て 、 穴 を 昇っ た り 、 
穴 に 降り た り 、 穴 の 周囲 を 遣い 回 っ た り 、 穴 の 周囲 に 群がる の を 見 た 。 

With a sword's point steeped in the same Dlood, they traced the circle of 
evocation 


する と 、 古 代 人 は 、 穴 の 血 を 剣 の 先端 に つけ て 降 霊 術 の 輪 を 描い た 。 

and 

そし て 、 

kindled fire of laurel, alder and cypress woodl on altars crowned with 
asDhodel amd VerVain. 

古代 人 は 、 ア ス フ ォ デル と バー ベイ ン で 飾っ た 祭壇 の 上 の 月 桂樹 、 ハ ン ノ キ 、 糸 杉 に 
火 を つけ た 。 

The night< seemed to groW colder and stll more dark: 

夜 が 、 よ り 冷 た く 、 よ り 暗く 成っ た 様 に 思わ れ た 。 

the moon was hidden Dehind clouds: 

月 は 雲 の 裏 に 隠れ て し まっ た 。 

and 

そし て 、 

they heard the feeble rustlimg of phantoms crowding about the circle, 
古代 人 は 、 輪 の 周囲 に 群がっ た 悪人 の 霊 の 微か な 衣 擦 れ の 音 を 聞い た 。 

while 

する と 、 

dogs howled piteously Over the country-side. 

田舎 の 田園 地 の 犬 達 が 款 し そう に 咲 えた 。 

All must De dared in order to achieVe all 一 

「 全 て を 達成 する た め に は 、 全 て を 大 胆 に 行う 必要 が 有る 。」。 

such was the axlom of enchantments and their associated horrors. 

「 全 て を 達成 する た め に は 、 全 て を 大 胆 必要 が 有る 。 」 は 、 誘 惑 術 の 言葉 、 悪 
人 の 霊 の 魔術 の 言 言葉 、 誘惑 者 が 連想 させ る 恐怖 の 言葉 、 葉 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 が 連想 
させ る 恐怖 の 言 三 葉 で あっ だ 。 

The false magicians were Danded together Dy crime 

偽 の 魔術 師 同士 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 同 士 は 、 犯 罪 に よっ て 結び つい て いた 。 

and believed that they could intrmidate others when they had contrived 
to terrify themselves. 

偽 の 魔術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 愚 か に も 自身 (の 命 ) を 轟かせ ば 、 他 人 (の 命 ) を 
脅 か せ る と 思い 込ん で いた 。 

The rites of Black Magic have remained revoltimg Iike the impious 
WOrSsHiDs 1t Droduced: 

黒 魔術 の 儀式 が も た らし た 不敬 な 偶像 崇拝 の 様 に 、 憎 むべ き 黒 魔術 の 儀式 は 存続 
層 穫 寺 だ 。 

this was the case indifferently in the association of criminals who 
conspred against the old civihisations and among the DarDaric races. 
古代 の 文明 に 対し て 陰謀 を 企 て た 犯罪 者 の 団体 に お いて も 、 未 開 の 民族 に お いて 
も 、 無 差別 に 、 黒 魔術 の 儀式 は 存続 し て きた 。 

There was always the same passion for darkness: 

常に 、 同 じ 、 聞 へ の 愛着 が 存在 する 。 

there were the same Drofanations, 

同じ 、 冒 流 が 存在 する 。 


the same sangulmary DTOCeSS6eS. 

同じ 、 血 の 作業 が 存在 する 。 

Anarchic Magic is the cultus of death. 

無秩序 に よる 混乱 の 魔術 は 、 死 の 宗教 で ある 。 

The sorcerer deVvotes himself to fatality, aDjures reasOTL renountces the 
hope of irmmortaHty, and then sacrifices children. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 不 幸 に 映 を ささ げ 、 理 性 を 放棄 し 、 不 死 の 希望 を 放棄 し 、 幼 
子 を 生 費 に する 。 

He forswears marriage amd 1S giVen oOVer to Darren deDauch. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 結 婚 を 放棄 し て 、 不 毛 な 放 湯 に 身 を 任せ る 。 

On such conditions he enjoys the plenitude of his marua, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 身 の 熱狂 の 充満 を 享受 する 。 

1s made drunk with inidu1ty 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 身 の 悪 行 に 酔っ て いる 。 

tl 

つい に は 、 

he Delieves that evll is 9MNMMIDDNSMK 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 悪 が 全能 で ある と 誤っ て 思い 込む 。 

and, convertmg his hallucimnations imto realty, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 幻覚 が 現実 に 取っ て 代わ る と 誤っ て 思い 込 和む 。 

he thnks that his mastery has power to evoke at pleasure all death and 
Hades. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 分 の 熟達 に は 思い 通り に 全て の 死 と 地獄 を 呼び 出す 力 が 
有る と 誤っ て 思い 込む 。 

BarDarian words and signs unknowT, or even utterly unmeamimg, are 
the Dest in Black Magic. 

外国 語 の 言葉 、 未 知 の 象徴 、 無 意味 な 言葉 、 無 意味 な 象徴 は 、 黒 魔術 に 最適 で ある 。 
Hallucimaton is imnsured more readily Dy ridiculous practices and 
imbecile evocations than Dy rites or formula which keep intelhgence in 
a waking state. 

儀式 に お ける 愚か な 言動 は 、 儀 式 に お ける 覚め た 状態 で の 知性 を 保つ 正しい 言動 
より 、 容 易 に 、 幻 覚 や 妄想 を も た ら す 事 を 保証 する 。 

Du Potet says that he has tested the power of certain signs On ecstat1CS, 
デュ ポテ は 「 い くつ か の 象徴 が 忘 我 状態 の 人 に 効果 が 有 っ た 。」 と 話し て いる 。 

and 

だ で て 。 

those which are published in his occult Dook, with precaution and 
mystery, 

デュ ポテ は 、「 忘 我 状態 の 人 に 効果 が 有 っ た 象徴 」 を 、 用 心して 、 隠 し て 、 隠 され た 
学問 に つい て の 本 で 記し て いる 。 

are in analogy, Tnot aDsolutely identical, with pretended diabolical 
signatures found in old editions of the Grand Grimoire. 


完全 一 致 で は な い が 、 デ ュ ポテ の 「 忘 我 状態 の 人 に 効果 が 有 っ た 象徴 」 は 、「 大 奥 
義 書 」 の 古い 版 に 記さ れ て いる 悪魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 「 悪 魔 の サイ ン 」 と 
類似 し て いる 。 

The same causes always Droduce the same effects, 

常に 、 同 じ 原 因 は 同じ 結果 を も た ら す 。 

and 

EN 

there is nothing that is new Deneath the moon of sorcerers, any more 
than under the sun of sages. 

「 賢 者 の 太陽 の 下 に は 新しい も の は 何 も 無 い 。」 の と 同様 に 、「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の 
月 の 下 に は 新しい も の な ど 何 も 無い 。」。 

The state of permanent hallucination is death or abdication of 
COT1SC10USTeSS, 

永遠 の 幻覚 状態 は 、 死 、 ま た は 、 意 識 の 放棄 で ある 。 

and one is then surrendered to all the chances comprised Dy the fatality 
of dreamms. 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 は 、 妄 想 が 不可 避 に 含ん で いる 運 任 せ に 身 を 任せ る 事 に 成る 。 
EVery remembrance Degets its Own reflection, 

記憶 は 、 記 憶 の 反映 、 記 憶 の 表れ を も た ら す 。( 悪 い 思 考 や 言動 の 記憶 は 、 悪 い 反 映 、 
悪い 表れ を も た ら す 。) 

eVery eVll desire creates an ITmage, 

悪い 欲望 は 、 妄 想 を 創造 する 。 

every reTmorse Dreeds a nightrmare. 

良心 の 町 責 は 、 悪 愛 を も た ら す 。 

Life Decomes that of an amimal, 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 の 人 生 は 、 動 物 (的 人 間 ) の 人 生 に 成り 下がる 。 

but of a peevish and tormented animal: 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 の 人 生 は 、 怒 りや すい 責め 昔 ま れ た 動物 (的 人 間 ) の 人 生 に 成 
り 下 が る 。 

the sense of morality and of tme is alhike aDsent: 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 は 、 道 徳 の 感覚 と 時 間 の 感覚 が 無く 成る 。 

realities ex1st no 1onger: 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 は 、 実 感 が 無く 成る 。 

it is a general dance in the whirlpool of insensate forms. 
永遠 の 幻覚 状態 は 、 無 感性 な 無情 な 渦 の 中 で の 漠然 と し た 踊り で ある 。 
SOmetimes an hour seeTms Drotractedt 0OVer Centtur1eS, 
永遠 の 幻覚 状態 で は 、 時 に は 、1 時 間 が 何 世紀 に も 引き 伸ばさ れ た 様 に 思わ れる 。 
and 

まだ 、 

agaln years may II1V with an hour's swiftness. 

永遠 の 幻覚 状態 で は 、 時 に は 、 何 年 も が 1 時 間 の 速 さ で 飛ぶ 様 に 過ぎ 去っ て し まう 
か も し れ な い 。 


Rendered phosphorescent Dy the Astral Light, our Draims swarm wrth 
innumeraDle reflections and imageSs. 

星 の 光 に よっ て 焼 光 を 放っ て いる 、 脳 は 、 無 数 の 反映 と 映像 で あふ れ て いる 。 

We close our eyes, amd 1t may happen that some brilliant, somDre or 
terrific Danorama will unroll beneath our eyelids. 

目 を 閉じ る と 、 ま ぶた の 裏 で 、 輝 く 変化 する 光景 、 暗 く 激しく 変化 する 光景 が 広がる 。 
He who is sick of a feVer will scarcely close them through the night 
wrthout Deimg dazzled Dy an intoleraDble Drightness. 

病気 で 熱 の 有る 人 が 、 夜 中 に 、 ま ぶた を 閉じ る と 、 耐 えら れ な い 輝 き で 目 が 上 敗 む 事 が 
有る 。 

Our nerVous system 一 - which is a Derfect electrical apDDaratus 一 
神経 系 は 、 完 全 な 電気 の 器 互 で ある 。 

concentrates the light in the Drain, Deing the negative pole of that 


aDDaratUus, 

神経 系 は 、 神 経 系 の 陰極 で ある 脳 に 、 星 の 光 を 集中 させ る 。 
Or 

ま 記 代 、 


DrojeCcts 1t Dy the extremities 

神経 系 の 末端 は 、 星 の 光 を 放射 する 。 

which are Donts designed for the circulation of our vital fluid. 
神経 系 の 未 端 は 、 命 の 流体 を 循環 させ る 様 に 設計 され て いる 。 

When the Drain attracts powerfully some series of images analogous to 
any Dassion which has disturbed the eduilhbrium of the machine, the 
imterchanwge of light stops, astral resDpiration ceases and the misdirected 
light coagulates, so to speaKk, in the Drain. 

脳 が 、 神 経 機構 の つり 合い を 乱す 肉欲 に 類似 し て いる 、 一 連 の 映像 を 力強く 引 ぎ 寄 
せる と 、 星 の 光 の 交換 が 止ま り 、 星 の 光 の 呼吸 が 止ま り 、 誤 っ た 星 の 光 が 脳 で 活 固 
する 、 と 言え る 。 

It comes aDout for this reasor that the sensations of hallucinated 
persons are Of the most false and DerVerse order. 

誤っ た 星 の 光 が 脳 で 凝固 する と 、 幻 覚 状態 の 人 の 感覚 は 最大 級 に 狂っ て 歪む 。 
Some fimd ermjoyment in 1aceratmg the skin with thongs and in roastmg 
their flesh slowIly: 

ある 幻覚 状態 の 人 は 、 皮 膚 を ひも 状 に 引き 像 いて 、 ゆ っ くり 火 で あぶ る 事 に 、 喜 び を 
見 出し た 。 

others eat and relish thimgs unfit for sustenanCce. 

ある 幻覚 状態 の 人 は 、 食 べ る に は 相応 し く な い 物 を 喜ん で 食べ た 。 

Doctor Brierre de Bosmont has collected a great series of imstanCes, 
精神 医 Brierre de Boismont は 、 幻 覚 状態 の 人 の 一 連 の 事例 を 集め た 。 

and many of them are extremely CuT1OUS. 

幻覚 状態 の 人 の 多数 は 、 非 常に 興味 深い 。 


All excesses in Hfe 一 whether through the misconstruction Of good or 
through the non-resistance of evill 一 may oVerstrmulate the Drain and 
Occasior the stagnation of light therein. 

立 へ の 誤解 で も 、 悪 へ の 無 抵抗 で も 、 人 生 に お ける 全て の 過剰 は 、 脳 を 過剰 に 刺激 
し て 、 星 の 光 を 脳 に 停滞 させ て し まう 。 

Overweeming amDition, 

過剰 な 野心 。 

proud pretence of sanctty, 

神聖 な 者 で ある と 誤っ て 思い 込む 自惚れ 

a contimence full of scruples and NGSiNGS 

た め ら いと 肉欲 に 満ち た 禁欲 。 

the indulgence of shameful passions notwithstanding repeated 
warnings of remmorse 一 

良心 の 町 責 に よる 再三 の 警告 に も か か わら ず 恥 ず べ き 肉 欲 に 湧 れ る 事 。 

all these lead to syncope of reasort, to morDid ecstasy, hyster1a, V1S10T!, 
madnmeSS. 

過剰 な 野心 、 神聖 な 者 で ある と 誤っ て 思い 込 む 自 惚れ 、 た め ら いと 肉欲 に 満ち た 禁 
欲 、 良 心 の 町 責 に よる 再三 の 警告 に も か か わら ず 恥 ず べ き 肉 欲 に 湧 れ る 事 は 、 理 性 
の 消失 、 病 的 な 忘 我 状態 、 病 的 な 興奮 、 幻覚 、 狂 気 に 至 る 。 

The learned doctor goes on to oDserVe that a man is not mad Decause he 
1S SUD]ect to Vs1ons Dut Decause he DelieVes in his Vis1ons rather than im 
Ordimary SenSse. 

博識 な 精神 医 Brierre de Boismont は 「 狂 人 は 、 幻 覚 の 支配 下 に ある か ら 狂 っ て 
いる の で は な く 、 常 識 よ り 幻 覚 を 信じ る か ら 狂 っ て いる 。」 と いう 事 に 気づい た 。 
Hence 

その た め 、 

1t is oODedience and authority that alone can save the mystlCs: 
従順 と 権威 だ けが 神秘 主義 者 を 救え る 。 

they have obstmate self-confidence there is no Cure: 

神秘 主義 者 が 自信 を 頑固 に 持ち 続け て いた ら 、 神 秘 主義 者 の 病 ん で いる 心 を 治せ 
な い 。 

they are excommurucated already Dy reason and Dy faith: 

神秘 主義 者 は 、 す で に 、 理 性 と 信心 か ら 破門 され て いる 。 

they are the aliens of uiversal char1ty. 

神秘 主義 者 は 、 普 遍 の 思い や り の 、 よ そ 者 で ある 。 

They thnk themselves wiser than society: 

神秘 主義 者 は 、 社 会 より 、 自 分 が 買い と 誤っ て 思い 込ん で いる 。 

they dream of founding a religion, Dut they stand alone: 

神秘 主義 者 は 、 宗 教 の 創業 を 夢見 る が 、 孤 立 し て いる 。 

they believe that they have secured for their priVate use the secret Keys 
Of ]ife, 

神秘 主義 者 は 、 私 用 の た め の 、 命 の 秘密 の 鍵 を 確保 し た と 誤っ て 思い 込ん で いる 。 
Dut 


し か し 、 
their intellhigence 1s plunged already in death. 
すでに 、 神 秘 主 義 者 の 知性 は 死に 隊 っ て いる 。 


CHAPTER III 

魔術 の 歴史 第 2 巻 3 章 

INITIATIONS AND ORDEALS 

人 門 と 試練 

THAT which adepts have distimguished as the Great Work is not only the 
transmutation of metals Dut also amd above all the Umiversal Medicine 
ー that is to say the remedy for all is, including death itself. 

達 道 者 が 「 大 作業 」 に 分 類 し て いる 物 は 、 錬 金 だ け で は な く 、 特 に 、 死 を 含む 全て の 
悪い も の を 治す 万 能 薬 で ある 。 

Now, the process which produces the Universal Medicine is the moral 
regeneration of man. 

万 能 薬 を 作る 作業 と は 、 人 の 改心 で ある 。 

It is that second Dirth alluded to Dy our Saviour in His discourse tO 
Nicodemus, a doctor of the law. 

ヨハ ネ に よる 福音 3 章 の 最高 法院 の 議員 ニコ デモ と の 話 の 中 で 、 人 の 救い 主 イ エス 
は 、 人 の 改心 、 第 2 の 誕生 に つい て 遠回し に 話し て いる 。 

Nicodemmus did not understand, and jesus said: "Are you a master In 
Israel and know not these thnmgs?" 一 

ニコ デモ が 理解 し な か っ た の で 、 イ エス は 「 あ な た は イス ラ エ ル の 教師 で あり な が ら 、 
わか ら な い の か ?」 と ニコ デモ に 話し て いる 。 

as ifintending to intimate that they Delonged to the fundamental 
principles ofreligious sclence, Of which no professor could dare to De 
1gmOrant. 

まる で 、 人 の 改心 、 第 2 の 誕生 は 教師 が 無知 で は いら れ な い 宗 教 的 な 知 の 基礎 の 
原理 で ある 、 と 遠回し に 話す か の 様 で ある 。 

The great mystery of life and its ordeals is represented in the celestial 
Sphere and im the anmual succession of the seasons. 

天球 と 1 年 の 四季 の 連続 で 、 命 の 大 いな る 神秘 と 命 の 試練 は 表れ て いる 。 

The four aspects of the sphinx corresDpond to these seasOns 
スフィンクス の 4 つの 形 は 、 四 季 に 対応 し て いる 。 

and to the four elements. 

スフィンクス の 4 つの 形 は 、 四 大 元素 に 対応 し て いる 。 

The symDbolical figures on the shield of Achilles 一 according to the 
description of Homer 一 are analogous in their meaning to the Twelve 
Labours of Hercules. 

ホメ ロス の 話 に よる 、 ア キレ ス の 盾 の 象徴 は 、 意 味 が 、 ヘ ラク レス の 12 の 務め と 似 て 
いる 。 

Like Hercules, Achilles must die, after havimg Conduered the elements 
and even done Dattle with the gods. 

ヘラ クレ ス の 様 に 、 四 大 元素 を 圧倒 し て 神々 と 戦っ た 後に に アキ レス は 死ぬ 必要 が 
有 っ た 。 


Hercules, on hls part, triumphant over all the vices, represented Dy the 
monsters whom he fought, 

ヘラ クレ ス は 、 ヘ ラク レス が 戦っ た 奇形 の も の で 表 さ れ た 悪徳 に 勝利 し た 。 
SuCCcumDs for a moment to love, the most dangerous Of all. 

し か し 、 ヘ ラク レス は 、 最 も 危険 な 悪徳 で ある 性 欲 、 愛 着 に 一 時 的 に 負け た 。 

But 

し か し 、 

he tears from his body the burnimg tumic of Dejanira, though the flesh 
comes with it from the Dones: 

ヘラ クレ ス は 、 デ イア ネイ ラ の 外 衣 と 共に 骨 か ら 肉 が 引き は が され た が 、 体 か ら デ イ 
ア ネ イ ラ の 燃え る 外 衣 を 引き は が し た 。 

he leaVes her guilty and vanduished, to die on hs own Dart 一 

ヘラ クレ ス は 、 デ イア ネイ ラ の 罪 を 取り 除き 死ん で 勝利 する 。 

Dut as one hberated and irmmmortal. 

な ぜ な ら 、 ヘ ラク レス は 、 自 由 へ 解放 され て 不死 に 成る 。 

Every thinking man is an OEdipus called to solve the enigma of the 
SDhimx 

考え る 人 は 、 ス フィ ンク ス の 謎 を 解く 様 に 求め られ て いる 、 オ イデ ィ プ ス で ある 。 

Or this failimg, to dhe. 

人 は 、 ス フィ ンク ス の 謎 を 解 か な けれ ば 、 死 ぬ 様 に 求め られ て し まう 。 

Every iritiate must Decome a Hercules, who, achieving the cycle ofa 
great year Of to shall, Dy sacrifices of heart and Hfe, deserVe the glory 
Of apotheosis. 

秘伝 伝授 者 は 、 務 め の 大 いな る 1 年 の 周期 を 達成 し て 心 と 人 生 を 犠牲 に し て 神格 
化 の 栄光 に 相応 し く 成 っ た 、 ヘ ラク レス に 成る 必要 が 有る 。 

Orpheus is not king of the 1yre and of sacrifices tll he has success1Vely 
won and has learned how to lose Eurydhice. 

オル フェ ウス は 、 勝 利 し て か ら エ ウリ ュ デ ィ ケ の 喪失 を 学ん で 初め て 、 壁 琴 と 自己 犠 
牲 の 王者 に 成っ た 。 

Omphale and Dejarura are jealous of Hercules: 

オン ファ レ と デイ ア ネ イ ラ は 、 ヘ ラク レス に 始 し た 。 

One WOould deDase hum, 

オン ファ レ は 、 ヘ ラク レス を お と し め た 。 

the other yields to the counsels of an abDandoned rival, and so is induced 
to poison him who has emancipated the world: 

デイ ア ネ イ ラ は 、 邪 悪 な 敵 の 助言 に 従っ て 、 世 界 を 自由 へ 解放 し た ヘラ クレ ス を 毒殺 
する 様 に だ まさ れ た 。 

but in the act she cures him of a far more fatal poison, which is her own 
unworthy loVe. 

し か し 、 デ イア ネイ ラ は 、 ヘ ラク レス を 毒殺 する 事 に よっ て 、 ヘ ラク レス を デイ ア ネ イ ラ 
へ の ぶさ わし く な い 愛 着 と いう 死に 至る 毒 か ら 治し た 。 

The flame of the pyre purifies his too susceptible heart: 

まき の 火 は 、 ヘ ラク レス の 多 感 な 心 を 清め た 。 


he perishes in all his vigour 

ヘラ クレ ス は 、 力 強い まま 死ん だ 。 

and is seated Victorlous close to the throne of Tupiter 

ヘラ クレ ス は 、 主 神 ユ ピ テ ル の 王座 の 近く に 座 を 勝ち 取っ た 。 

SO also ]acob was not appointed the great patriarch of Israel tll he had 
wrestled with an angel through the length of an emtire night. 

ヤコブ は 、 一 晩 中 、 天 使 と 取り 組ん で 初め て 、 イ スラ エル の 大 いな る 祖 に 任命 され た 。 
Ordeal is the great Word of Hife, 

試練 は 、 命 の 大 いな る 言葉 で ある 。 

and life itself is a serpent which brings forth and devours unceas1ngly. 
命 は 、 絶 え 間 無く 誘惑 し て 飲み 込 も うと する 、 蛇 で ある 。 
We must escape fromm its folds: 

人 は 、 蛇 の と ぐろ か ら 脱 け 出 す 必 要 が 有る 。 
We must set our foot upon its head. 

人 は 、 足 を 蛇 の 頭 の 上 に 置い て 圧倒 し て 従わ せる 必要 が 有る 。 

Hermes duplicated the serpert, setting it against itself, 

ヘル メス は 、 蛇 を 複製 し て 、 蛇 を 蛇 自 身 に 対立 させ た 。 

and 

そし て 、 
in an eternal eduihDrium, he conVerted it into the talisman of his power 
into the glory of his caduceus. 

永遠 の つり 合い に よっ て 、 ヘ ル メ ス は 、 蛇 を 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン の 栄光 に 変え て 、 蛇 を 
力 の タリ スマ ン に 変え た 。 
The great ordeals of Memphis and Eleusis were designed to form kimgs 
and priests Dy entrustimg science to strong and valhant men. 

メン フィ ス と エレ ウシ ス の 大 いな る 試練 は 、 知 を 強い 勇敢 な 人 に 委ね る 事 に よっ て 、 
王者 と 祭司 を 形成 する た め に 用 意 さ れ た 。 
The price of admission to such tests was the surrender of Dody, soul and 
jife into the hands of the priesthood!. 

メン フィ ス と エレ ウシ ス の 試練 と いっ た 試練 を 受け る た め の 代 価 は 肉体 、 魂 、 命 を 祭 
司 の 手 に 委ね る 事 で あっ た 。 
The candidate descended thereafter through dark suDterranean 
Teg1011S, 

命 を 祭司 の 手 に 委ね て 、 修 行者 は 、 暗 い 地下 に 降り た 。 
wherein he traversed SUCCess1Vely among flarmimg Dyres, Dassed 
through deep and rapid floods, OoVer Dridges throWwr acrOSS aDySSeS, 
holding in his hand a 1amp which must not De extimgulshed. 

誕 い 地下 で 、 修 行者 は 、 燃 える 若 の 間 、 深 い 速 い 川 の 中 、 深 淵 に か けら れ た 橋 の 上 
を 手 に 持っ た ラン プ の 火 を 消さ な いで 渡る 必要 が 有 っ た 。 

He who tremDled, he whom fear oVercame neVer returned to the Hight 
詞 怖 し た 修行 者 、 恐 怖 に 圧倒 され た 修行 者 は 、 光 の 下 に 戻れ な か っ た 。 
but he who surmounted every oDstacle intrep1dly was receiVed among 
the mystae 


全て の 障害 を 大 胆 に 乗り 越え た 修行 者 は 、 祭 司 mystae と し て 認め られ た 。 
which meant imitiation into the Lesser Mysteries. 

「 祭 司 mystae と し て 認め られ る 。」 事 は 、「 小 さ な 神 秘 を 秘伝 伝授 され た 。」 事 を 意 
味 する 。 

He had yet to vindicate his fidelity and silence: 

祭司 mystae は 、 さ ら に 、 厳 守 と 沈黙 を 証明 する 必要 が 有 っ た 。 

it was only at the end of several years that he Decame an eDoDt, 

祭司 mystae は 、 数 年 間 の 厳守 と 沈黙 の 後に の み 、 秘 伝 伝授 者 epopt に 成 れ た 。 
being a ttle equivalent to that of adept. 

「 秘 伝 伝授 者 epopt」 は 「 達 道 者 」 に 相当 する 呼称 で ある 。 

Philosophy in competution with the priesthood, irmtated these DractCes, 
and put its disciples to the proof. 

祭司 と 競っ て いた 哲学 者 は 、 祭 司 の 試練 を 模 條 し た 試練 で 、 第 子 を 試し た 。 
Pythagoras exacted silence and aDstimence for fiVe years. 

ビタ ゴラス は 、5 年 間 の 沈 庄 と 禁欲 を 強要 し た 。 

Plato opened his schools to none Dut geometricians and those skilled in 
ImUS1C: 

プラ トン の 学校 は 、 幾 何 学者 だ け で は な く 音楽 家 に も 開か れ て いた 。 
furthermore, 

さら に 、 

he reserVed Dart of his instruction to initiates, so that his philosophy 
had its mysteries. 

プラ トン は 、 教 え の 一 部 を 秘伝 伝授 者 の た め だ け に 取っ て 置い た の で 、 プ ラ ト ン の 哲 
学 に は 謎 が 有 っ た 。 

He attriDuted the creation of the world to demons 

プラ トン は 、 世 界 の 創造 を 半 神 半 霊 に 帰し た 。 

and represented man as the progermutor of all animals. 

プラ トン は 、 人 を 、 全 て の 動物 の 先駆 け と 表現 し た 。 

But the demons of Plato signify the Elohim of Moses, 

プラ トン の 半 神 半 霊 は 、 モ ー セ の エロ ヒム 、 モ ー セ の 神々 を 意味 する 。 

being those powers Dy the combination and harmony of which the 
SuDremme Principle created. 

プラ トン の 半 神 半 霊 、 モ ー セ の エロ ヒム 、 モ ー セ の 神々 は 、 無 上 の 原理 が 創造 し た も 
の の 組み 合わ せ と 調和 に よる 力 で ある 。 

When he represents Deasts as Degotten Dy humaruty he means that they 
are the analysis of that hving form, the synthesis of which is man. 

プラ トン の 「 人 が 獣 を も た らし た 。」 と いう 表現 は 「 獣 は 生き て いる 形 の 解析 結果 で あ 
る 。 人 は 生き て いる 形 の 解析 結果 の 総合 体 で ある 。」 と いう 事 を 意味 し て いる 。 

It was Plato who first proclaumed the divimity of the Word, 

プラ トン は 、 神 の 言葉 (イエ ス ) の 神 性 を 最初 に 公言 し た 。 

and he appeared to foresee the approaching incarnation of this creatiVe 
Word on earth: 


プラ トン は 、 創 造 す る 神 の 言葉 (イエ ス ) が 地上 で 人 に 成る の が 近づい て いる 事 を 予 
見 し て いた 様 に 思わ れる 。 

he proclaimed the sufferimgs and execution of the perfect just man, 
condemned by the iniquity of the World. 

プラ トン は 、 俗 世 の 悪 人 に よる 迫害 に よる 、 完 全 に 正しい 人 (イエ ス ) の 受難 と 死刑 を 
公言 し て いる 。 

This sublime philosophy of the Word is part of the pure Kabalah, 
whence Plato was In n0o WiSse 1ts InVentor 

神 の 言葉 (イエ ス ) に つい て の プラ トン の 無 上 の 哲学 は 、 プ ラ ト ン が 発明 し た 物 で は 
な く 、 完 全 に カバ ラ に よる 物 で ある 。 

He makes no secret of this 

プラ トン は 、 プ ラ ト ン の 哲学 が 、 プ ラ ト ン が 発明 し た 物 で は な く 、 カ バラ に よる 物 で あ 
る 事 を 隠さ な か っ た 。 

and he proclaims that in any sclence only that must De received which 
1s in harmony wrth eternal truths and with the oracles of God. 

プラ トン は 「 ど ん な 学問 に お いて も 、 永 遠 の 真理 や 神 の 言葉 と 一 致す る も の だ け を 受 
け 入 れる 必要 が 有る 。」 と 公言 し て いる 。( カ バラ は へ ブラ イ 語 で 「 受 け 入 れ 」 を 意味 
する 。) 

Dacier from whomm this quotation comes, 

プラ トン の 「 ど ん な 学問 に お いて も 、 永遠 の 真理 や 神 の 言葉 と 一 致す る も の だ け を 受 
け 入 れる 必要 が 有る 。」 と いう 言葉 は 、 ダ シ エ の 書物 か ら 引用 し た 。 

adds that "Dy these eternal truths Plato sigrnfied an ancient tradition 
which he supposes Drumeval humanuty to have received from God and 
transmutted to later generatlons." 

ダシ エ は 「 プ ラ ト ン の 『 永 遠 の 真 理 』 と は 、『 古 代 人 が 、 神 か ら 受 け 取 り 、 後 世に 伝え 
た 』 と プラ トン が 考え て いる 、『 古 代 か ら の 口伝 』 を 意味 し て いる 。」 と 注釈 し て いる 。 
It would De impossible to speak more clearly without actually namuing 
the Kabalah: 

「 カ バラ 」 と いう 名 前 を 用 いな いで 、「 古 代 人 が 、 神 か ら 受 け 取 り 、 後 世に 伝え た 、 古 
代 か ら の 口伝 」 と いう 言葉 より 、 明 確 に 「 カ バラ 」 に つい て 話す 事 は 不可 能 で ある 。 
it is defimition instead ofname: 

「 古 代 人 が 、 神 か ら 受 け 取 り 、 後 世に 伝え た 、 古 代 か ら の 口伝 」 と いう 言葉 は 、「 カ バ 
ラ 」 と いう 名 前 を 用 いる 代わ り に 、「 カ バラ 」 を 定義 し て いる 。 

in a sense, it is something more Drecise than the name itself. 

「 古 代 人 が 、 神 か ら 受 け 取 り 、 後 世に 伝え た 、 古 代 か ら の 口伝 」 と いう 言葉 は 、「 カ バ 
ラ 」 と いう 名 前 より 、 あ る 意味 、 正 確 で ある 。 

Plato says otherwrse that 

他 に は 、 下 記 の 様 に 、 プ ラ ト ン は 話し て いる 。 

「 

the root-matter of this great kmowledge is not to De found in Dooks: 

大 いな る 知 の 根源 は 、 書 物 の 中 に は 存在 し な い 。 

We must seek in ourselves Dy means of deep meditation, 


人 は 、 大 いな る 知 の 根源 を 、 深 い 熟考 に よっ て 、 自 身 の 中 に 探求 する 必要 が 有る 。 
discovering the sacred fire in its DroODer SOUTCe.… 

人 は 、 神 の 火 を 、 神 の 火 の 真 の 源泉 の 中 で 発見 する 必要 が 有る .…。 

This is why 

その た め 、 

1 have written nothing concerming these revelations and shall neVer 
eve SDeak aDout them. 

私 プラ トン は 、 大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 を 啓示 する 物 に つい て 何 も 記 さ な い し 話 
す つ も り も 無い 。 

WhosoeVer shall undertake to Dopularise them wil fimd the attempt 
futile, 

大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 を 啓示 する 物 を 大 衆 化 し よう と 試み る 人 は 、 試 み が 無 益 
で ある と 気づく で あろ う 。 

for 

な ぜ な ら 、 

except in the case of a Very small number ofmen who have Deen 
endowed with understanding from God to discern these heavenly truths 
wrthin themselVes, 

自身 の 心 の 中 に 存在 する 大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 と いっ た 天 の 真 理 を 理解 する 
力 を 神 か ら 与 えら れ て いる 少数 の 人 を 除い て 、 

1t wll render them contemptble to some, 

大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 を 啓示 する 物 を 大 衆 化し よう と いう 試み は 、 人 に 、 何 も 
の か を 見 下す 様 に させ て し まう 。 

while 

まだ 

fillimg others with Vann and rash self-comfidence, as if they were 
depositaries of marvels which they do not umderstand all the same. 

大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 を 啓示 する 物 を 大 衆 化し よう と いう 試み は 、 人 に 、 理 解 
し て いな い 不 思 議 に つい て の 受託 者 で ある か の 様 な 、 中 身 の 無い 外見 だ け の 軽率 
な 自信 を 持た せ て し まう 。 


」 

To the younger Dionyslus he Wrote: 

下記 の 様 に 、 プ ラ ト ン は 、 小 ディ オニ ュ シ オス へ の 手紙 に 記し て いる 。 

1must Dear witnmess to Archedemus concerning that which is far more 
preclous, more divine Dy far and that which you desire earnestly to 
know, having sent him to me exDpresSIy. 

あな た 小 デ ィ オ ニュ シオ ス が アル ケ デ モス を わざ わざ 私 プラ トン の 所 に 派遣 し た の 
で 、 私 プラ トン は アル ケ デ モス に 、 よ り 大 事 な 事 、 よ り 神 聖 な 事 、 あ な た 小 デ ィ オ ニュ 
シオ ス が 知り た いと 真剣 に 望ん で いる 事 を 証言 する 必要 が 有る 。 


He g1Ves me to understand that in your View 1 have not explained to you 
sufficiently what 1 hold as to the nature of the First Principle. 

私 プラ トン が 第 一 原理 で ある 神 の 神 性 に つい て 抱い て いる 考え を あな た 小 デ ィ オ 
ニュ シオ ス に 十分 に 説明 し な か っ た 、 と あな た 小 デ ィ イオ ニュ シオ ス が 思っ て いる 、 と ア 
ルケ デモ ス は 私 プラ トン に 理解 させ まし た 。 

1 can only write in egTmnas, 

私 プラ トン は 第 一 原理 で ある 神 の 神 性 の 説明 を 謎 の 言葉 に よっ て の み 記 し ます 。 
so that 下 my letter De intercepted on land or water he who may read it 
shall understand nothing: 

も し 私 プラ トン の 手紙 が 陸上 か 水上 で 盗み 見 られ て も 、 盗 み 見 た 人 が 何 も 理 解 で き 
な い 様 に する た めで す 。 

all thimgs encompass their kimg, 

全て の も の が 、 全 て の も の の 王 を も た ら す 。 

from whom they draw their being, 

全て の も の は 、 自 ら の 存在 を 全て の も の の 王 か ら 得 て いる 。 

he being the source of all good things 一 

全て の も の の 王 は 、 全 て の 善い も の の 源泉 で ある 。 

second for those which are second 

第 2 の も の は 、 第 2 の も の と し て 。 

and third for those which are third. 

第 3 の も の は 、 第 3 の も の と し て 。 


」 

These few words are a complete surmmary of sephirotic theology 
プラ トン の 言葉 は 、 セ フィ ロト の 神学 の 完全 な 要約 で ある 。 

The King is Ensoph 一 

「 全 て の も の の 王 」 と は 、 普 遍 で ある 。 

SuDreme and ADsolute Being. 

普遍 と は 、 無 上 の 絶対 の 神 で ある 。 普 遍 と は 、 無 上 の 絶対 の 存在 で ある 。 
All radiates from this centre, 

全て の 光 の 放射 は 、 神 と いう 中 心から 放 た れ て いる 。 

which centre 1S everVwhere, 

神 と いう 中 心 は 、 全 て の 場所 に 存在 し て いる 。 

Dut 

実に 、 

we regard it after three especlal manmers and in three distimct spheres. 
人 は 神 を 3 つの 特別 な 様相 と 3 つの 異な る 分 野 や 領域 と 見 な し て いる 。 

In the Divine world, which is that of the First Cause, 

第 一 原因 で ある 神 の 世界 で は 、( 神 だ け の 楽園 で は 、 自 由 意思 と いっ た 神 だ け の 領 
域 で は 、 神 の 教え と いう 分 野 で は 、) 

the King is one and first. 

「 全 て の も の の 王 」 で ある 神 は 、 唯 一 で あり 第 一 で あり 最初 で ある 。 

In the world of science, which is that of secondary CaUSeS, 


二 次 的 な 原因 で ある 知 の 世界 で は 、( 霊 の 冥界 で は 、 概 念 の 領域 で は 、 哲 学 と いう 
分 野 で は 、) 

the influence of the First Primciple is felt, 

第 一 原理 で ある 神 の 感化 が 感じ られ る 。 

Dut 

症 だ し 、 

1S COnCelved only as first of the said CauseSs. 

第 一 原理 で ある 神 の 感化 は 、 二 次 的 な 原因 の 中 の 第 1 の も の と し て の み 考 えら れ 
る 。 
Therein the King manifests by the duadl 

知 の 世界 で は 、( 霊 の 冥界 で は 、 概 念 の 領域 で は 、 哲 学 と いう 分 野 で は 、)「 全 て の も 
の の 王 」 で ある 神 は 、2 つ 1 組 に よっ て あら われ る 。 

which is the Dassive creatmg Dr1mc1lDple. 

2 つ 1 組 は 、 受 容 的 な 創造 する 原理 で ある 。 

Finally in the third world, which is that of forrms, 

形 の 世界 で ある 第 3 の 世界 で は 、( こ の 世 で は 、 形 の 領域 で は 、 自 然 科 学 と いう 分 野 
で は 、) 

he is revealed as perfect form, 

神 は 、 完 全 な 形 と し て 表 さ れる 。 

the incarnate Wordl 

神 は 、 人 に 成っ た 神 の 言葉 (イエ ス ) で ある 。 

SuDTemme goOdmess amd Deauty, 

神 は 、 無 上 の 善 と 美 で ある 。 

created Derfection. 

神 は 、 創 造 さ れ た 完全 で ある 。 

The King is therefore, at one and the same tme, the first, second and 
thrd!, 

「 全 て の も の の 王 」 で ある 神 は 、 同 時 に 、 第 1 の 者 、 第 2 の 者 、 第 3 の 者 で ある 。 
seeng that 

な ぜ な ら 、 

He is allin alL 

神 は 、 全 て の も の に お いて 、 全 て で ある 。 

centre and cause of all. 

神 は 、 全 て の も の の 中 心 で あり 原因 で ある 。 

Let us De silent on the genius of Plato, recogmusimg only the exact 
knowledge of the initiate. 

プラ トン の 天才 に つい て は 沈黙 し て 、 無 限 の 者 で ある 神 に つい て の 正確 な 知 だ け を 
だ だ えよ う 。 

Let it therefore De said no 1onger that our great apostle St. john 
borrowed fromm the philosophy of Plato the prooemium of his gospel. 
大 いな る 使徒 ヨハ ネ は プラ トン の 哲学 を 盗ん で ヨハ ネ に よる 福音 書 の 最初 を 記し た 
と 誤っ て 話す の は も う や め よ う 。 

It is Plato, on the contrary, who drew from the same sources as St. ]Ohm: 


使徒 ヨハ ネ が プラ トン の 哲学 を 盗ん だ の で は な く 、 プ ラ ト ン は カバ ラ と いう 使徒 ヨハ 
ネ と 同じ 源泉 か ら 哲 学 を 得 た の で ある 。 

Dut 

だ / だ し 。 

he hadnot received that spirit which makes alVe. 

プラ トン は 、 生 か す 霊 を 受け 取れ な か っ た 。( コ リン ト 人 へ の 第 2 の 手紙 3 章 6 節 
「 文 字 は 殺す が 、 霊 は 生か す 。」。) 

The philosophy of him who expounded the greatest of human 
revelations might aspire towards the Word made man, 

人 へ の 最大 の 啓示 を 解説 し た プラ トン の 哲学 は 、 神 の 言葉 (イエ ス ) が 人 に 成る 事 を 
望ん だ か も し れ な い 。 

Dut 

し か し 、 

the gospel alone could giVe that Word to the world. 

福音 だ けが 、 人 に 成っ た 神 の 言葉 (イエ ス ) を 世界 に も た ら す 事 が で きた 。 

The KaDalah taught Dy Plato to the Greeks assumed at a later Deriod the 
name of Theosophy 

プラ トン が ギリ シャ 人 に 教え た カバ ラ は 、 後 世に 、 神 知 学 と いう 名 前 を 名 乗っ た 。 
and 

そし て 、 

ended Dy emDracing the whole of magical doctrine. 

神 知 学 は 、 魔 術 の 考え 全体 を 包含 する 様 に 成っ た 。 

It is to this sum total of secret doctrine that all discoVeries of research 
gravltated success1Vely. 

神 知 学 と いう 秘密 の 考え の 総合 に 、 探 求 に お ける 全て の 発見 は 次 々 と 引き 寄せ られ 
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The ambition was to pass from theory to practice 

神 知 学 の 野心 は 、 理 論 か ら 実 践 へ 移す 事 で あっ た 。 

and to fimd the realisation of words im WOrKS. 

神 知 学 の 野心 は 、 行 動 に よっ て 、 言 葉 の 実現 に 到達 する 事 で あっ た 。 

The dangerous eXDeriences Of divination taught science how it might 
dispense wrth the priesthoodi 

占い と いう 危険 な 体験 に よる 知識 は 、 祭 司 を 省略 する 方 法 の 知識 を 教え た 。 

the sanctuary was Detrayed!, 

聖 所 は 大 衆 に 口外 され た 。 

and men who had no mission dared to make the gods speak. 

何 の 使命 も 無い 大 衆 が 図 々 し く 神々 に 神託 を 話さ せ た 。 

It is for this reason that 

その た め 、 

theurgy shared in the anathemas pronounced against Black Magic 
神 知 学 、 プ ラ ト ン 派 の 奇跡 は 、 黒 魔術 と 共に 破門 され た 。 

and 

まだ 、 


Was SUSDected of itatimg its crimes 

神 知 学 、 プ ラ ト ン 派 の 奇跡 は 、 黒 魔術 の 悪事 を 模 信 し て いる と 疑わ れ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it could not exculpate itself from a share in its impiety 

神 知 学 、 プ ラ ト ン 派 の 奇跡 は 、 黒 魔術 の 不信 心 と いう 汚染 を 免れ る 事 が で き な か っ 
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The veil of Isis is not lifted with impumnity, 

イシ ス の ヴェ ー ル を 無断 で 取る 人 は 神 を 受け る 。 

and curiosity Dlasphemes faith when Divine thimgs are concerned. 
神 の も の が 関係 し て いる も の に 対す る 好奇 心 は 、 信 心 を 冒 潮 し て し まう 。 

"Blessed are those who haVe not seen and have Delieved," says the Great 
Master. 

ヨハ ネ に よる 福音 20 章 29 節 で 、 大 いな る 主 イ エス は 「 見 な いで 信じ る 人 は 幸い で 
ある 。」 と 話し て いる 。 

The experiments of theurgy and necromancy are always fatal for those 
who are aDandoned to their practice. 

プラ トン 派 の 奇跡 や 降 霊 術 の 実践 は 、 実 践 に ふけ る 人 に 、 常 に 、 破 滅 を も た ら す 。 
To set foot upon the threshold of the other world spells death, and it 
follows often in a strange and terriDle manner 

他 の 世界 、 霊 の 冥界 と の 境界 に 足 を 踏み 人 れる と 、 多 く の 場 合 は 不思議 な 恐る べき 
方 法 に よる 、 死 を も た ら す 。 

Vertigo suDerVvenes, Catalepsy and madness fimish the WorKk. 
めまい を 併発 し 、 強 硬 症 カタ レプ シー と 和 狂気 が 死 を 完成 する 。 

It is unduestionaDle that in the presence of certain Dersons a 
disturDance takes place in the air wainscots spHt, doors shake and 
Creak. 

人 々 の 前 で 、 空 中 に 乱れ が 生じ 、 壁 面 下 部 の 腰板 が 像 け 、 ド ア が 岩 え て きしむ の は 
疑い 無い 。 

Fantastic signs and even stains, as of Dlood, seem to impress themselves 
On Virgim-Darchment or on Hmen. 

不思議 な 象徴 や 、 血 の 様 な 物 の 染み が 、 白 紙 の 羊皮紙 や 亜麻 布 の 上 に あら われ る 。 
The nature of these signatures is always the same 

降 圭 術 で あら われ る 象徴 の 性 質 は 、 常 に 同じ で ある 。 

and they are classified Dy experts under the name of diabolical Writings. 
専門 家 は 、 降 霊 術 で あら われ る 象徴 を 「 悪 魔 の サイ ン 」 と いう 名 前 で 呼ん で いる 。 
The mere sight of such characters sends sufferers from magnetic 
hysteria into conVvulsions or ecstasyi: 

磁 気 の 病 的 興 募 者 は 、「 悪 魔 の サイ ン 」 を 一 目 見 た だ け で 、 け いれ ん する か 忘 我 状 
態 に 成る 。 

they Delieve that they Dehold spirits, 

磯 気 の 病 的 興奮 者 は 、 神 の 聖霊 、 天 使 を 見 て いる と 誤っ て 思い 込む 。 


and Satan, or the genius of error iS transfigured for them into an angel 
of light. 

磁気 の 病 的 興奮 者 に と っ て は 、 誤 り の 霊 、 サ タン が 光 の 天使 に 変わ る の で ある 。( コ 
リン ト 人 へ の 第 2 の 手紙 11 章 14 節 「! サ タン で すら 光 の 天使 を 装う 。」。) 

The pretended spirits reduire, as the condition of their mamifestation, 
some kimd of contact Detween the sexeS, 

偽 の 霊 、 悪 人 の 霊 は 、 あ ら わ れる 条件 と し て 、 異 性 と の 接触 を 求め る 。 

the puttimg of hand in hand, foot to foot, Dreathing face to face and even 
1mmodest emDraces. 

偽 の 霊 、 悪 人 の 霊 は 、 あ ら わ れる 条件 と し て 、 手 を 握り 合う 事 や 、 脚 を か ら め 合 う 事 
や 、 顔 と 顔 を 合わ せ て 呼吸 する 事 や 、 性 交 す ら 求 め る 。 

Devotees are Desotted by this kind ofintoxicatior: 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 異 性 と の 接触 と いう 本 町 に 夢中 に 成る 。 

they thnnk that they are elected Dy God, 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 神 に 選ば れ た と 誤っ て 思い 込む 。 

that they are interpreters of heavel, 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 神 の 通訳 者 で ある と 誤っ て 思い 込む 。 

and they regard oDedience to the hierarchy in the Hght of fanaticism. 
悪人 の 霊 の 信者 は 、 狂 信 の 光 に よっ て 、 位 階 制 に 従っ て いる と 誤っ て 思い 込む 。 
They are the successors Of the Indian race of Ca 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 イ ンド の カイ ン の 子孫 の 後継 者 で ある 。 

Victims of hasheesh and fakirs. 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 麻 薬 と 苦行 僧 の 奴隷 で ある 。 

They profit by no WarnimgS, 

悪人 の 霊 の 信者 に 、 警 告 し て も 無駄 で ある 。 

and they perish Dy their own act and wl. 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 自 ら の 行為 と 意 軌 思 に よっ て 、 破滅 する 。 

To restore sufferers of this kind the Greek Driests resorted to a SDecles 
of homoeopathy: 

磁気 の 病 的 興奮 者 を 健康 に する た め に 、 古 代 ギ リ シ ャ の 祭司 は 、 ホ メオ パシ ー の 一 
種 に 頼っ て し まっ た 。 

they terrified the patients Dy exaggerating the disease itself, 
古代 ギリ シャ の 祭司 は 、 病 気 を 誇張 し て 、 患 者 を 恐れ させ た 。 

and 

で し で 、 

for this purpDose they put them to sleep in the caVe of Trophonius( or 
TriphoriuS?). 

古代 ギリ シャ の 祭司 は 、 磁 気 の 病 的 興奮 者 を Trophonius の 洞窟 の 中 で 眠ら せ た 。 
The preparation for this experience was Dy fastimgs, 1ustrations and 
Vlg1ls: 

Trophonius の 洞窟 の 中 で 眠ら せる 用 意 と し て 、 古 代 ギ リ シ ャ の 祭司 は 、 磁 気 の 病 
的 興奮 者 に 断食 させ 、 儀 式 に よっ て 清め 、 徹 夜 さ せ た 。 


the patients were then taken down into the vault and shut up im total 
darKneSS. 

磁気 の 病 的 興奮 者 は 、 地 下 に 降ろ され 、 完 全 な 暗 間 の 中 に 閉じ 込め られ た 。 
Intoxicatmg gases, 1ike those in the Grotto of the Dog near Naples, filled 
the cavern, 

イタ リア の ナポリ の 近く の 「 大 の 洞窟 」 の 二酸化 炭素 の 大 酸 ガス の 様 に 、 柳 町 させ る 
ガス が Trophonius の 洞窟 に は 満ち て いる 。(「 犬 の 洞窟 」 の 底 に 溜まっ て いる 二 酸 
化 誠 素 の 炭酸 ガス を 吸う と 、 時 間 は か か る が 、 仮 死 状 態 を 経て 、 死 に 至る 。) 

and the Visionary Was OVercome spDeedly. 

磁気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 は 、 速 や か に 、Trophonius の 洞窟 に 圧倒 され る 。 
Incipient asphyxia induced frightful dreamms, 

窒息 に よる 仮死 状態 の 初期 症状 は 、 直 る べき 夢 を 誘発 する 。 

from which the victim was rescued in tme and carried forth palpitatimg 
all oVer pale and with hair on end. 

古代 ギリ シャ の 祭司 は 、 死 ぬ 前 の 仮死 状態 の 時 に 、 全 身 が 震え て いる 、 白 く 成っ て い 
る 、 鳥 肌 が 立っ て いる 、 磁 気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 を 救出 する 。 

In this condnton he or she was seated on a tripod 

古代 ギリ シャ の 祭司 は 、 仮 死 状 態 の 磁気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 を 三脚 イス に 座ら せ 
る 。 

and Drophetic utterances Dreceded complete awakennng. 
完全 に 気がつく 前 に 、 仮 死 状態 の 磁気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 は 、 予 言 の 言葉 を 話 
す 。 

Experiences of this sort so distracted the nervous system that their 
Subjects never recalled them without tremDbHmg 

仮死 状態 は 、 仮 死 状 態 の 時 の 事 を 居 え ず に は 思い 出せ な い ほ ど 神 経 系 を 狂わ せる 。 
andin future did not dare to mention evocations or Dhantomms. 

以降 、 仮 死 状態 に 成っ た 人 気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 は 、 降 霊 術 や 圭 に つい て 話す 
勇気 が 無く 成る 。 

Some Of them neVer smiled again or felt the impulse of gaiety: 

仮死 状態 に 成っ た 人 の 何人 か は 、 笑 わな く 成 っ た り 、 楽 し さ を 感じ な く 成 る 。 

the general impression Was so melanchoIy that it Dassed into a DroVerD, 
大 衆 は 、 仮 死 状 態 に 成っ て 笑わ な く 成 っ た 人 に 、「 あ の 人 は Trophonius の 洞窟 で 
眠っ た 。」 と 言う 、 こ と わざ に する くら い 隊 気 な 印象 を 持っ た 。 

andit was said of anyone who did not unbend: "He has slept in the cave 
of Trophorius.“ 

打ち 解け みい 人 に つい て 、「 あ の 人 は Trophonius の 洞窟 で 眠っ た 。」 と 言う 、 こ と 
わざ が 有 っ た 。 

For the remanents of science and the recoVery 0f its mysteries We must 
have recourse to the religious symDbolism of antiduity rather than to the 
WOrks of its philosophers. 

知 の 遺物 と 知 の 神秘 の 復活 の た め に は 、 哲 学者 の 書物 より 、 古 代 の 宗教 の 象徴 に 
頼る 必要 が 有る 。 


The priests of Egypt were Detter acduanted than ourselves with the 
laws of motion and of life. 

現代 人 より 、 古 代 エ ジ プ ト の 祭司 は 、 運 動 の 法 と 命 の 法 を 知っ て いた 。 

They could temper Or Dromote actlon Dy reactton, 

古代 エジプト の 祭司 は 、 作 用 を 反作用 で 和らげ た り 促 進 し た 。 

and they foresaw without difficulty the realisaton of effects the cause 
of which they had postulated. 

古代 エジプト の 祭司 は 、 苦 も 無く 、 仮 定 し た 原因 に よる 、 結 果 の 実現 を 予見 し た 。 
The pillars of Seth, Hermes, Solomon, Hercules symDolised in mag1cal 
traditions this universal 1aw of eduilhibrium, 

セト 、 ヘ ル メ ス 、 ソ ロモ ン 、 ヘ ラク レス の 柱 は 、 魔 術 の 口伝 に お いて 、 つ り 合い の 普遍 
の 法 を 象徴 し て いる 。 

while the sclence of eduilibrium led the initates to that of universal 
gravitation aDout centres of lfe, heat and light. 

つり 合い の 知 は 、 秘 伝 伝授 者 を 命 、 熱 、 光 の 中 心 の 周囲 へ の 普遍 の 引力 の 知 に 導く 。 
S0 

その た め 、 

im the Egyptan sacred calendars, where it is kmown that each month 
was placed under the Drotection of three decanl or gemnii of ten days, 
エジプト の 神聖 な 暦 で は 、 各 月 は 、3 人 の 10 日 間 の 長老 か 霊 の 保護 下 に 置か れ て 
いる 事 が 知ら れ て いる 。 (古代 エジプト の 暦 で は 、1 か 月 は 3 週間 、1 週間 は 10 日 間 
で 、 週 を 司る 守護 神 が 存 在 し た 。) 

the first decanate in the sign of Leo is represented DV a human head 
wrth seven rays: 

獅子 宮 の 第 1 デカ ン は 、7 つの 光線 を 伴う 人 の 頭 で 表 さ れる 。( 占 星 術 で は 、1 つの 
宮 を 3 つの デカ ン に 等 分 し て いる 。) 

the Dody has a scorpio-tail 

獅子 宮 の 第 1 デカ ン の 人 の 頭 に は 、 サ ソリ の 尾 を 持つ 体 が 有る 。 

and the sign of Sagittarius is under the chin. 

獅子 宮 の 第 1 デカ ン の 人 の 頭 に は 、 あ ご の 下 に 人 馬 宮 の 象徴 が 記さ れ て いる 。 
Beneath the head is the name of IAO, 

獅子 宮 の 第 1 デカ ン の 人 の 頭 の 下 に は 、 神 の 名 前 が 記さ れ て いる 。( へ ブラ イ 文 字 
で ヤ ハ ウェ と 記す 代わ り に 、 神 の 名 前 を ギリ シャ 文字 で IAO と 記し て いる 聖書 が 存 
在 する 。IAO は 神 を 意味 する 。) 

and the figure Was called KhnmouDis, 

人 の 頭 の 下 に 神 の 名 前 が 記さ れ て いる 象徴 は 、KhnouDbis と 呼ば れ て いた 。 

an Egyptan word which sigrnfies gold and light. 

Khnoubis は 、 金 と 光 を 意味 する エジプト の 言葉 で ある 。 

Thales and Pythagoras learned in the Egyptian sanctuaries that the 
earth gravltated round the su 

タレ ス と ピタ ゴラス は 、 エ ジ プ ト の 聖 所 で 、 地 球 は 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て いる 、 
と 学ん だ 。 

Dut 


し か し 、 

they did not seek to publish the fact generally 

タレ ス と ピタ ゴラス は 、 地 球 が 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て いる 、 と いう 事実 を 大 衆 
に 公表 し な か っ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it would haVe imvolVved the revelation of a great termple secret, 
地球 が 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て いる 事 の 啓示 は 、 大 いな る 神殿 の 秘密 の 啓 
示 を 伴う 。 

being the dual law of attraction and radiation, 

大 いな る 神殿 の 秘密 と は 、 引 き 寄 せ と 放射 の 二 重 の 法 で ある 。 

Of fixity amnd movement, 

大 いな る 神殿 の 秘密 と は 、 固 定 と 運動 の 二 重 の 法 で ある 。 

which is the principle of creation 

大 いな る 神殿 の 秘密 と は 、 創 造 の 原理 で ある 。 

and the unfaihmg cause of Hfe. 

大 いな る 神殿 の 秘密 と は 、 命 の 無限 の 原因 で ある 。 

SO also the Christian writer Lactantius, who had heard of this magical 
tradition, 

キリ スト 教徒 の 作家 ラク タン ティ ウス は 、 地 球 が 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て いる 、 
と いう 魔術 の 口伝 を 聞い た 。 

Dut 

だ だ し 。 

as an effect in the aDsence of a CauSe, 

ラク タン ティ ウス は 、 原 因 が 無い 結果 と し て 、 地 球 が 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て 
いる 、 と 聞い た 。 

scoffed 1oudly at theurgical dreamers who Delieved in the motion of the 
earth and in antipodes, the result of which would De the fact that we 
walked on our heads with the feet upward, though our heads appeared 
to be erect. 

ラク タン ティ ウス は 、 誤 っ て 、 地 球 の 裏 を 歩く 人 は 足 側 を 頭 側 の 上 に 乗せ る 結果 に 事 
実 と し て 成る 、 と 話し て 、 地 球 の 自転 運動 と 地球 球体 説 に よる 地球 の 正反対 の 裏 の 
地点 の 存在 を 信じ る 神秘 の 夢見 る 人 を 笑い も の に し た 。 

Furthermore, as he added!, 

さら に 、 

with the logic of childrem, in such case We should infalhDply fall head 
downwards through the heaven Delow us. 

ラク タン ティ ウス は 、 幼 稚 な 論理 に よっ て 、 地 球 の 裏 に いる 人 が 天 へ 頭 か ら 落 ちる の 
は 誤り が 無い 、 と 誤っ て 話し た 。 

SO Dhilosophers reasonedl 

ラク タン ティ ウス と 同様 に 、 似 非 哲 学者 は 、 地 球 の 裏 に いる 人 は 天 へ 頭 か ら 落 ちる 、 
と 誤っ て 推測 し た 。 


while priests, wlthout answerimg or even smihmg at their Dlunders, 
contimued to write in creative hieroglyDhics concerrung all dogrmas, al 
forms of poetry and all secrets of truth. 

祭司 は 、 似 非 折 学者 に 反論 し な いで 、 似 非 哲 学者 の 無知 に よる 過失 を 笑い も の に し 
な いで 、 全 て の 考え 、 美 し い 全 て の 形 、 真 理 の 全て の 秘密 を 創造 的 な 象徴 に よっ て 
記し た 。 

In their allegorical description of Hades, the Greek hierophants 
concealed the palmary secrets of Magic. 

古代 ギリ シャ の 秘 儀 祭司 は 、 魔 術 の 超越 的 な 秘密 を 、 冥 界 の 象徴 的 な 記述 に 隠し 
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We fimd four riVers thereim, even as in the Earthly Paradise, 

創世 記 2 章 の 地上 の 楽園 の 様 に 、 冥 界 に は 4 つの 川 が 存在 する 。 

Dlus 

さら に 、 

a fifth, which wound seven tmes round the others. 

第 5 の 川 ス テ ュ ク ス が 、 冥 界 を 7 周 し て 流れ て いる 。( 第 5 の 川 ス テ ュ ク ス は 、 こ の 世 
と 冥界 の 境界 の 川 で ある 。) 

There was a riVer of sorrows and silence, called COcytus: 

コキ ュー トス と 呼ば れ て いる 悲し み と 沈黙 の 川 が 存在 する 。 

there Was a r1Ver of forgetfulmess, or Lethe: 

忘却 の 川 レ テ が 存在 する 。 

and then there was a swrift and irresistiDle riVer which carried all 
before it, flowing in an opDposite course to yet another riVer of fire. The 
two last were named Acheron and Phlegethon, 

速い 抵抗 で き な い 全て の も の を さら う 川 ア ケ ロ ー ン が 存在 する 。 ア ケロ ー ン の 正 反 
対 に 流れ る 火 の 川 プレ ゲト ン が 存在 する 。 

one Deing the negative and one the DositiVe fluid!, 

プレ ゲト ン は 陽性 の 流体 で ある 。 ア ケロ ー ン は 陰性 の 流体 で ある 。 

flowing eternally each in each. 

プレ ゲト ン と ア ケ ロ ー ン は 永遠 に 混ざり 合う 。 

The black and icy waters of Acheron smoked with the warmth of 
Phlegethon, 

ア ケ ロ ー ン の 黒い 冷た い 水 は 、 プ レ ゲ ト ン の 暖か さ に よっ て 、 蒸 気 を 出す 。 

while the liquid flames of the latter were coVered wrth thick vapours Dy 
the former 

プレ ゲト ン の 液体 の 火 は 、 ア ケロ ー ン の 厚い 蒸気 に 覆 わ れ て いる 。 

Larvae and lemures, shadowy images of bodies which have HVed and of 
those which have yet to come, 

ラル ヴァ や レム レー ス は 、 生 きた 事 が 有る 肉体 の 影 の 映像 や 、 こ れ か ら 生 まれ る 肉体 
の 影 の 映像 で ある 。 

issued from these vapours Dy myriads: 

プレ ゲト ン に よる 、 ア ケロ ー ン の 蒸気 は 、 無 数 の ラル ヴァ や レム レー ス を も た ら す 。 


but whether they drank or not fromm the flood of sorrows, all desired the 
waters Of obIivion, to Dring them youth and Deace. 

ラル ヴァ や レム レー ス は 、 悲 し み の 川 コキ ュー トス の 水 を 飲ん で も 飲ま な く て も 、 若 さ 
と 平和 を 得る た め に 、 忘 却 の 川 レ テ の 水 を 飲む 事 を 望む 。 

The wise alone do not seek to forget, 

賢者 だ けが 、 忘 却 を 求め な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

memory is ther reward alreadyi: 

すでに 、 記 憶 は 、 賢 者 へ の 報償 に 成っ て いる 。 

so also they only are truly deathless, 

賢者 だ けが 、 真 の 不死 で ある 。 

since they Only are conscious of their immortaHty, 

賢者 だ けが 、 自 身 の 不 死 を 自覚 し て いる 。 

The tortures of Tenarus are truly dvine pictures of the Vices and their 
eternal chasttsement. 

地獄 の 苦し み は 、 悪 徳 と 悪徳 へ の 懲らしめ に つい て の 本 当 に 神聖 な 説明 で ある 。 
(古代 ギリ シャ の 都市 Taenarum、Tainaron、Taenarus、Tainaros の 近く の ギリ 
シャ 最 南 端 の 岬 マタ パン 、 テ ナ ロ 、 タ イナ ロン の 洞窟 は 冥界 へ の 入口 で ある と 言わ れ 
て いた の で 、 地 獄 を Tenarus と 呼ぶ 人 も いた 。) 

The greed of Tantalus, the amDition of Sisyphus, wl never De expated!, 
タン タロ ス の 貧 欲 と シシ ュ フ ォ ス の 野心 と いう 罪 は つぐ な われ な いで あろ う 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

they can never De satisfied. 

タン タロ ス と シシ ュ フ ォ ス は 満足 と いう 物 を 知ら な い 。 

Tantalus is athirst in the water 

タン タロ ス は 水 の 中 で 湯 (か わ ) く 。 

SisyDhus rolls a stone towards the top of a mountain, hopimng to take his 
seat thereor Dut it falls Dack contimually and drags him down into the 
aDySS. 

シシ ュ フ ォ ス は 、 山 の 頂上 へ 石 を 転がし 、 山 の 上 で 石 の 上 に 座る 事 を 望む が 、 断 続 的 
に 石 は 転がり 落ち て いき 、 石 は シシ ュ フ ォ ス を 深淵 に 引き 基 と す 。 

Ixion, unUDridled in hcence, would have Violated the queen of heaven 

自由 春 放 で 肉欲 を 抑え られ な い イ クシ オン は 、 神 の 女王 ヘラ を 犯 そ うと し た 。 

and Was scourgedl Dy infernal furies. 

イク シオ ン は 、 地 獄 の 苦し み で 処罰 され る 。 

He did not consummate his crime, 

イク シオ ン は 、 ヘ ラ を 犯 せ な か っ た 。 

for he emDraced only a phantom. 

イク シオ ン は 、 ヘ ラ の 幻 を 抱い た だ け に 終わ っ た 。( イ クシ オン は 、 雲 を 抱い た 。) 

The phantom may have condescended in appearance to hs loVe 

ヘラ の 幻 は 、 イ クシ オン の 愛着 に 合わ せ て 愛着 し て くれ た 様 に 見 えた か も し れ な い 。 


and may haVe minustered to his Dass1OT!, 

ヘラ の 幻 は 、 イ クシ オン の 愛着 に 従っ た 様 に 見 えた か も し れ な い 。 

Dut 

じ が じ 、 

when he disowned duty, when his satisfaction was at the price Of 
sacrilege, that which he thought was 1oVe proved hatred in a mask of 
flowers. 

イク シオ ン が 義務 を 放棄 し て 犯し て 満足 する と 、 イ クシ オン が 抱い た 愛着 は 、 見 せ か 
げに で 、 憎悪 で あっ た と 分 か る 

It is not from Deyond the tomDb, it is rather in life itself that we must 
seek the mysteries of death. 

来世 で は な く 、 正 反対 に 、 生 前 に 、 死 の 神秘 を 探求 する 必要 が 有る 。 

Salvation Or condemnatlon Degin here Delow, 

死 か ら の 救い や 、 死 刑 宣 告 は 、 こ の 世 で 始ま る 。 

and this earth has also its heaven and hell. 

地上 に も 天 と 地獄 が 存在 する 。 

Virtue is ever rewarded!, 

常に 、 善 行 は 、 報 われ る 。 

V1Ce 1S eVer DUrlshedi 

常に 、 悪 行 は 、 懲 らし め ら れる 。 

the wealth of the wicked inclime us at tmes to thmk that they emjoy 
1mpunity, 

悪人 が 富ん で いる と 、 人 は 悪人 が 江 を 受け ず に 楽し ん で いる と 考え て し まう 時 が 有 
る 。 

that imstrument of good and evil seeming to De given them Dy chance, 
善悪 の 道具 で ある 富 は 、 悪 人 に 与え られ る 機会 が 多い 様 に 見 えて し まう 。 

there is woe notwithstandimng to the urjust 

し か し 、 悪 人 に は 災い が 有る 。 

they may Dossess the Key of gold, Dut for them it opens only the gate of 
the tomD and hell. 

悪人 は 富 の 鍵 を 所 有 し て いる か も し れ な い が 、 悪 人 は 墓 と 地獄 へ の 門 し か 開け な い 。 
All true initiates have recognised the irmmense Value of toll amd 
sufferimg. 

全て の 本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 労 苦 と 苦難 に 無数 の 価値 を 認め た 。 

A German Doet tells us that sorrow is the dog of that unkmown shepherd 
which leads the flock of humamity. 

ドイ ツ の 詩人 は 「 労 苦 は 、 人 と いう 羊 の 群れ を 導く 知ら れ ざ る 羊 飼い (イエ ス ) の 、 牧 
壮大 で ある 。」 と 話し て いる 。 

Learn how to suffer and learn also to die 一 such are the gymnastics of 
eterTty and such is the immortal novitiate. 

我慢 や 忍耐 の し 方 を 学ぶ 事 、 死に 方 を 学ぶ 事 は 、 不死 へ の 知 的 な 鍛錬 で ある 。 
This is the moral lesson of Dante's Divime Comedy 


我慢 や 忍耐 の し 方 を 学ぶ 事 、 死 に 方 を 学ぶ 事 は 、 不 死 へ の 知 的 な 鍛錬 で ある 、 と い 
う の が 、 ダ ン テ の 神曲 の 道徳 的 な 教訓 で ある 。 

andit was outlimed in the allegorical Table of Cebes, which Delongs to 
the Hme of Plato. 

プラ トン の 時 代 の 象徴 的 な 「 ケ ベス の 石板 」 で 、 哲 学者 ケ ベ ス は 、 我 慢 や 忍耐 の し 方 
を 学ぶ 事 、 死 に 方 を 学ぶ 事 は 、 不 死 へ の 知 的 な 鍛錬 で ある 、 と いう 要点 を 記し て いる 。 
An accourt of it has Deen DreserVved 

「 ケ ベス の 石板 」 の 説明 は 、 残 存 し て いる 。 

and 

その た め 、 

many Dainters Of the middle ages reconstructed the picture therefrom. 
多数 の 中 世 の 画 家 が 「 ケ ベス の 石板 」 を 復元 し た 。 

It is at once a Dhilosophical and maglcal monument, 

「 ケ ベス の 石板 」 は 、 暫 学 的 な 記念 碑 で ある 、 と 同時 に 、 魔 術 的 な 記念 碑 で ある 。 

a Derfect moral synthes1s, 

「 ケ ベス の 石板 」 は 、 完 全 な 道徳 の 総合 で ある 。 

and moreover the most audacious demonstration ever attempted of that 
Great Arcanumm or Secret, 

「 ケ ベス の 石板 」 は 、 試 み ら れ た 中 で 最大 の 、 大 いな る 秘密 の 大 胆 な 表明 で ある 。 
the revelation of which must suDvert heaven and earth. 

大 いな る 秘密 の 啓示 は 、 間 違い 無く 、 天 地 を 響 す 。 

Our readers wl unqguestionaDly expect us to furnish its explanation, 
本 書 「 魔 術 の 歴史 」 の 読者 は 、 疑 い 無 く 、 大 いな る 秘密 の 説明 を 期待 する で あろ う 。 
Dut 

し か し 、 

he who has solved this enigma knows that it is inexplhcaDle Dy its 
nature 

大 いな る 秘密 と いう 謎 を 解い た 人 は 、 大 いな る 秘密 は 性 質 的 に 説明 で き な い 、 と 知 
る 事 に 成る 。 

and 

まだ 

is a sentence of death to those who take it Dy surprise, even as to those 
who reveal 1t. 

大 いな る 秘密 を 大 衆 に 口外 し て し まっ た 人 と 同じ く 、( 正 し い 人 で は な い の に ) 不 意 に 
大 いな る 秘密 を 推測 し て し まっ た 人 に と っ て は 、 大 いな る 秘密 は 死刑 宣告 と 成っ て し 
まう 。 

This secret is the royalty of the sage 

大 いな る 秘密 は 、 賢 者 の 王位 で ある 。 

and the crown of that initiate who is represented commimg doOwn as a 
Victor fromm the mount of ordeal in the beautful allegory of CeDes. 

大 いな る 秘密 は 、「 ケ ベス の 石板 」 の 哲学 者 ケ ベ ス の 美しい 例え 話 で 試練 の 山 か ら 
降り て 来 た 勝利 者 と し て 表現 され て いる 、 秘 伝 伝授 者 の 王冠 で ある 。 

The Great Arcanum has made him master of gold and Hght, 


大 いな る 秘密 は 、 秘 伝 伝授 者 を 金 と 光 の 主 に する 。 

which fundamentally are one thing: 

金 と 光 は 、 根 源 的 に は 同一 の 物 で ある 。 

he has solved the quadrature of the circle: 

秘伝 伝授 者 は 、 円 積 問 題 を 解い た 。 

he directs Derpetual motion: 

秘伝 伝授 者 は 、 永 久 機関 の 永久 運動 を 傾け る 。 

and he possesses the Philosophical Stone. 

秘伝 伝授 者 は 、 牛 者 の 石 を 所 有 し て いる 。 

Those who are adepts wl understand me. 

達 道 者 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 話 を 理解 する で あろ う 。 

There is neither interruption in the process of Nature nor a Dlank space 
In its WOrK. 

自然 の 活動 に は 休止 が 無く 、 自 然 の 作品 に は 空白 が 無い 。 

The harmonies of heaven are in correspondence with those of earth, 

天 の 調 和 は 、 地 上 の 調和 と 対応 し て いる 。 

and eternal life fulfils its evolutions in accordance with the same 1aws 
which rule in the life of a day. 

永遠 の 命 HD は 、 永遠 の 命 il ロ と 1 日 の 向 命 を 同 じ く 統治 する 法 に 従っ て 、: 進化 を 果たす 。 

The Bible says that God disposes all things according to weight, numDber 
and Imeasure, 

知恵 の 書 11 章 21 節 に 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 。」 と 記さ れ て 
いる 。 

and this luminous doctrine was also that of Plato. 

知恵 の 書 11 章 21 節 の 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 。」 と いう 光 の 
教え は 、 プ ラ ト ン の (カバ ラ の ) 教 え で も ある 。 

In the Phaedon(x っ Phaidon) he represents Socrates as dhscoursimg On 
the destimies of the soul in a manmer which is quite in conformity with 
Kabalistical tradntions. 

プラ トン の 「 パ イド ン 」 で 、 ソ クラ テス は 、 カ バラ の 口伝 と 完全 に 一 致し て 、 魂 の 運命 に 
つい て 話し て いる 。 

SDirits Durified by trial are emancipated from the 1aws of weight, and 
they soar aDoVe the atmosphere of tears: 

試練 に よっ て 清め られ た 霊 は 、 重 さ の 法 か ら 解 放さ れ て 自由 に 成り 、 悲 し み の 大 気 
を 超越 し て 上 昇 する 。 

others grovel in darkness and are those who mamnifest to the weak or 
crirmmal. 

汚れ た 霊 は 、 暗 闇 の 中 を 造 い 、 弱 い 人 や 罪人 の 所 へ あら われ る 。 

All who are HDerated from the miseries of material life come Dack no 
more to contemplate its crimes or share 1ts errOrS: 

物質 的 な 肉体 的 な 肉欲 的 な 人 生 の みじめ さか ら 解 放さ れ て 自由 に 成っ た 全て の 霊 
は 、 罪 を 観察 し に 戻ら な いし 、 誤 り を 分 担 し に 戻ら な い 。 

OntCe 1S truly enough. 


一 度 で 十分 で ある 。( マ タイ に よる 福音 6 章 34 節 「1 日 の 労苦 は 1 日 で 十分 で あ 
る 。」。) 

The care taken Dy the ancients over the Durial of the dead protested 
strongly agaimst necromancy 

死ん だ 人 の 埋葬 に つい て の 古代 人 の 用 心 は 、 降 霊 術 に 対す る 強い 抗議 で ある 。 
and those who disturbed the sleep of the graVe were always regarded as 
1mD10US. 

常に 、 墓 で の 埋葬 を 妨害 し た 人 は 、 不 信心 者 で ある 、 と 見 な され る 。 

To call Dack the dead would condemn them to a second death, 

死ん だ 人 を 呼び 戻す 事 は 、 死 ん だ 人 を 第 2 の 死 で 苦し め る 事 に 成る で あろ う 。 

and the dread of earnest people, Delonging to old religions, lest they 
should remain without Durial after death, was in vieW Of the possiDility 
that the corpse night De profaned Dy stryges and used in witchcraft. 
古代 の 宗教 に 所 属し て いた 真剣 な 人 の 心配 が 死後 に 埋葬 され な い 事 で あっ た の は 、 
スト リ ゲ ス が 死体 を 冒 済 する 可能 性 と 、 死 体 が 呪い に 利用 され る 可能 性 を 考慮 し た 
か ら で あ る 。 

After death the soul Delongs to God and the Dody to the common 
mother which is earth. 

死後 、 魂 は 神 へ お も むき 、 肉 体 は 共通 の 母 で ある 土 へ お も むく 。 

Woe to those who dare to inVade these asylurms. 

魂 を 保護 する 神 と いう 聖 所 と 、 肉 体 を 保護 する 土 と いう 聖 所 を 侵害 し よう と 試み る 人 
に は 災い が 有る 。 

When the sanctuary of the tomDb was disturbed!, the ancients offered 
Sacrifices to the angry manes 

募 と いう 聖 所 が 乱 さ れる と 、 古 代 人 は 怒っ て いる 死霊 に 供え 物 を ささ げた 。 

and a holy thought lay at the root of this practice. 

墓 を 荒らさ れ た ら 霊 に 供え 物 を ささ げた 行為 の 根底 に は 、 神 聖 な 考え が あっ た 。 

As a fact, 

事実 、 

Were 1t Derrmitted amnyone to attract, Dy means of conjurations, the souls 
floatmg in darkness but aspirimg towards the Hght, such a Derson Would 
De Degettimg retrograde and posthumous children, whom he must 
nourish wrth his own Dlood and with his own soul. 

仮に 、 降 圭 術 に よっ て 、 光 を 望ん で いる が 闇 の 中 を 漂流 し て さま よっ て いる 霊 を 引き 
寄せ られ た ら 、 降 圭 術 師 は 父 で ある 降 霊 術 師 の 死後 に 生ま れる 子 、 退 化し た 子 、 降 
霊 術 師 の 血 と 魂 で 養う 必要 が 有る 子 を 作る 結果 に 成っ て し まう 。 

Necromancers are Imakers Of VarmDires, 

降 圭 術 師 は 、 吸 血 鬼 を 作る 者 で ある 。 

and they deserVe n0 Dity せ they die devoured Dy the dead. 
死者 に 血 や 魂 を 吸い 尽く され て 降 霊 術 師 が 死ん で も 、 降 霊 術 師 は 同情 する に 値 し な 
い 。 


CHAPTER IV 

魔術 の 歴史 第 2 巻 4 章 

THE MAGIC OF PUBLIC WORSHTIP 

大 衆 の 宗教 に お ける 魔術 

Forms are the Droduct of ideas, 

概念 は 、 形 を も た ら す 。 

and they in their turn reflect and reproduce ideas. 

形 は 、 概 念 を 表し て 増殖 させ る 。 

So far as sentiments are concernedl 

感情 に つい て は 、 

these are multiplied Dy associaton in the union of those who share 
them, 

感情 を 共有 する 人 々 の 一 致 、 交 流 が 、 感 情 を 増殖 させ る 。 

so that 

その た め 、 

all are charged with the enthusiasm common to all. 

共通 の 熱狂 は 、 感 情 を 共有 する 人 々 の 全て に 満ち る 事 に 成る 。 

It comes aDout in this manner that 

その た め 、 

下 one or another individual De decelved easily on questions Of the just 
and the beautiful, the people at large wl, this notwithstandinmg, 
contimue to exalt in their mmds whatsoever things are suDHme, and 
they will doit with a longing which is itself subhme. 

個人 、 個 人 は 正 し さ と 美 の 問題 に つい て 簡単 に だ まさ れ て も 、 全 体 と し て は 心 の 中 
で 崇高 な も の を ほめ た た え 続 け て 、 崇 高 な も の を 望ん で 実行 し よう と する 。 

These two great laws of Nature were kmown to the ancient Magi amd led 
them to see the necessity of a public worship 

古代 の マギ は 、 形 に よる 増殖 と 感情 の 増殖 と いう 、 自 然 の 2 つの 大 いな る 法 を 知っ 
て 、 大 衆 の 宗教 の 必要 性 を 理解 する に 至っ た 。 

which should De one in its nature, ITmposed on al 

大 衆 の 宗教 は 、 感 情 の 性 質 に よっ て 、 大 衆 の 全て が 分 か ち 合え る 唯一 の 宗教 で ある 
べき で ある 。 

hierarchic and symDoHic in character HKke all religion, 

唯一 の 宗教 は 、 全 て の 真 の 宗教 の 様 に 、 位 階 的 で 象徴 的 で ある べき で ある 。 
Splendid as truth, 

唯一 の 宗教 は 、 真 理 の 様 に 、 輝 いて いる べき で ある 。 

rich amd Varied as Nature, 

唯一 の 宗教 は 、 自 然 の 様 に 、 豊 か で 多様 で ある べき で ある 。 

starry as heaVerl 

唯一 の 宗教 は 、 天 空 の 様 に 、 星 の 様 で ある べき で ある 。 

odoriferous as earth 一 

唯一 の 宗教 は 、 大 地 の 様 に 、 香 る べき で ある 。 


a WOrship in fact of the kind established afterwards Dy Moses, 

実際 に 、 後 に に モー セ は 、 唯 一 の 宗教 を 確立 し た 。 

realised in allits glory Dy Solomon, 

ソロ モン は 、 唯 一 の 宗教 の 全て の 栄光 を 実現 し た 。 

andL once again transfigured, Centralised to-day in the great metropolis 
of St. Peter at Rome. 

イエ ス は 、 唯 一 の 宗教 を さら に 神々 し くし て 、 現 在 、 法 王 ペ トロ の 、 ロ ー マ の 大 いな る 
バチ カン 市 国 に 中 央 集権 化し て いる 。 

Humanity as a fact has never knowr more than one religion and one 
WOrshiD. 

事実 と し て 、 人 は 唯一 の 宗教 し か 知ら な い 。 

This umiversal light has had its uncertairl reflections and its shadoWs, 
唯一 の 宗教 と いう 普遍 の 光 に は 、 多 数 の ぼや けた 鏡像 、 多 数 の 影 が 有る 。 

Dut 

じ が NMS 

ever after the dark night of error we Dehold it emerge, One and Dure 
Iike the sun. 

常に 、 誤 り と いう 闇夜 の 後に 、 太 陽 の 様 に 唯一 で 清らか な 、 唯 一 の 宗教 と いう 普遍 
の 光 が あ ら わ れる 、 の を 人 は 見 る 。 

The magmificence ofthe cultus is the Hfe of religion, 

宗教 の 美 し さ は 、 宗 教 の 命 で ある 。 

and if Christ chose poor mrusters, his sOVereign OiVinity did not 
demand Door altars. 

イエ ス キリ スト が 貧し い 祭 司 を 望ん だ と し て も 、 イ エス キリ スト の 至高 存在 で ある 神 
は 、 み す ぼ ら し い 祭 壇 を 望ま な い 。 

Protestants have failed to understand that ritual consttutes an 
Instruction 

プロ テス タン ト は 、 儀 式 が 教育 で ある 、 と 理解 し な か っ た 。 

and that a sordhd or neghgible god must not De created in the 
Imagination of the multitude. 

プロ テス タン ト は 、 み す ば ぼら し い 神 、 つ ま ら な い 神 と いう 誤っ た 想像 を 大 衆 に 創作 さ 
せる な か れ 、 と 理解 し な か っ た 。 

The English, who 1avish so much wealth on their own homes, 
イギリス 人 は 、 自 分 の 家 に は 金銭 を 惜しま な い 。 

who also affect to prize the Bible high1y, 

イギリス 人 は 、 聖 書 を 高く 評価 する ふり を する 。 

would fimd their particular churches exceedingly cold and Dare せ they 
rememDbered the um-paralleled Domp of Solomor's Temple. 

イギリス 人 は 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 の 比類 無き 美 し さ を 思い 浮か べ れ ば 、 イ ギ 
リス 独特 の 教会 が 非常 に 冷た く 、 む き 出し で ある 、 と 気づく 事 に 成る 。 

But that which withers their forms of worship is the dryness of ther 
Own hearts: 


イギリス の 宗教 の 形 が 枯れ て いる の は 、 イ ギリ ス 人 の 心 が 無 味 乾燥 し て いる 事 に あ 
る 。 

and with a cultus deVoid of magic, splendour and pathos, how shall 
their hearts De ever informed with Hfe? 

魔術 や 美 し さや 情感 の 無い 宗教 に に っ て 、 ど う や っ て イギリス 人 の 心 を 常に 命 で 満た 
す の か ? 魔 術 や 美 し さ や 情感 の 無い 宗教 で は 、 イ ギリ ス 人 の 心 を 命 で 満た せな い ! 
Look at ther meetmg-houses, which resemDle town-halls, 
役所 に 似 て いる 、 イ ギリ ス の 礼拝 堂 を 見 て みな さい 。 

andlook atthose honest mnisters 一 - dressed Iike ushers or clerks 一 
門番 や 事務 員 の 様 な 身なり の 、 イ ギリ ス の 堅苦しい だ け の 祭司 を 見 て みな さい 。 
and who can do otherwrse in their presence than regard religion as 
formalism and God as ajustice of the Deace? 

イギリス の 役所 の 様 な 礼拝 堂 と 門番 や 事務 員 の 様 な 堅苦しい だ け の 祭司 を 見 て 、 
宗教 は 虚 礼 な 形式 主義 的 な 代物 で あり 、 神 は 治安 を 守る 裁判 官 に 過ぎ な い 、 と 誤っ 
て 考え な い 人 が いる だ ろう か ? イ ギリ ス の 役所 の 様 な 礼拝 堂 と 門番 や 事務 員 の 様 
な 堅苦しい だ け の 祭司 を 見 る と 、 宗 教 は 虚 礼 な 形式 主義 的 な 代物 で あり 、 神 は 治安 
を 守る 裁判 記 に 過ぎ な い 、 と 人 は 誤っ て 考え て し まう ! 

Orthodoxy is the aDsolute character of Transcendental Magic. 

正統 性 は 、 超 越 的 な 魔術 の 絶対 の 性 質 で ある 。 

When truth is Dorn into the world the star of science amnounces the fact 
to the Magi, 

真理 が 世界 に 誕生 する と 、 真 理 の 世界 で の 誕生 と いう 事実 を 、 知 の 星 が マ ギ に 知ら 
せる 。 

and 

そし て 、 

they come to adore the infant creator of futurity. 

マギ は 、( 知 の ) 子 擦 の 創始 者 で ある 幼子 を 敬礼 し に 来る 。 

Initiation is obtained Dy understanding in resDect of the hierarchy, 
位階 制 に つい て の 理解 に よっ て 、 秘 伝 伝授 を 獲得 で きる 。 

as also Dy the practice of obDedience, 

従順 の 実践 に よっ て も 、 秘 伝 伝授 を 獲得 で きる 様 に 。 

and 

その た め 、 

he who is initiated truly wl never turn sectarian. 

実に 、 秘 伝 伝授 者 が 、 党 派 、 分 派 、 宗 派 を 作る 事 は 絶対 に 無い 。 

The orthodox traditions were carried from Chaldea Dy Abraham: 

21 祖 ア ブラ ハム は 、 正 統 な 口伝 を た カル デア か ら 運 ん だ 。 

in comDbination with the knowledge ofthe true God, they reigned in 
Egypt at the Deriod of oseph. 

真 の 神 に つい て の 知 と 結合 し て 、 正 統 な 口伝 は 、24 祖 ヨ セ フ の 時 代 の エジプト を 統 
治し た 。 

Koumg-Tseu( = Kong-Tseu = 孔子 = Confucius) sought to estaDlish them in 
China, 


孔子 は 、 正 統 な 口伝 を 中 国 に 確立 し よう と し た 。 

Dut 

し か し 、 

the imDbecile mysticism of India, under the idolatrous forrm of the Fo( = 
仏 ) cultus, was destined to prevail in that great ermDire. 

イン ド の 愚か な 神秘 主義 が 、 仏 教 の 偶像 崇拝 的 な 形 に 隠れ て 、 中 国 と いう 大 帝国 に 
は び こ っ た 。 

As Dy Abraham out of Chaldea 

21 祖 ア ブラ ハム が 、 正 統 な 教え を カル デア か ら 持 っ て 行っ た 様 に 、 

SO Was Orthodoxy taken out of Egypt Dy Moses, 

モー セ は 、 正 統 な 教え を エジプト か ら 持 っ て 行っ た 。 

and 

その た め 、 

in the secret traditions of the Kabalah we fimd a theology at once 
complete, Derfect, um1due and comparaDle to our own at its grandest, 
when seern under the light of its interpretation by the fathers and 
doctors of the Church 一 

カバ ラ の 秘密 の 口伝 に は 、 教 会 の 教父 や 学 の 有る 祭司 が カバ ラ の 解釈 の 光 の 下 で 
解釈 し た 場合 の 現代 の 最高 の 神学 に 相当 する 、 完 全 な 唯一 な 神学 が 存在 する 。 

a Derfect whole, including jights which it is not giVen to the world yet to 
understand. 

完全 な カバ ラ の 全体 は 、 俗 世 の 大 衆 が 未だ 理解 する べき で は な い 諸 々 の 光 を 含ん 
で いる 。 

The Zohar which is the head and crown of the Kabalistic sacred Dooks, 
「 光 輝 の 書 」 は 、 カ バラ の 加 書 の 第 一 で あり 極致 で ある 。 

unveils furthermore all depths 

「 光 輝 の 書 」 は 、 さ ら な る 全て の 深み を ヴェ ー ル を 脱が し て 明か す 。 

and emlightens all oDscurities of ancient mythologies 

「 光 輝 の 書 」 は 、 古 代 の 神話 の 全て の 暗 間 を 明か す 。 

and of sciences concealed in the sanctuaries of eld. 

「 光 輝 の 書 」 は 、 古 代 の 聖 所 に 隠さ れ て いる 知 の 全て の 暗闇 を 明か す 。 

It is true that We must know the secret of its meaning in order to make 
USe Of it, 

「 光 輝 の 書 」 を 応用 する に は 、「 光 輝 の 書 」 の 意味 の 秘密 を 知る 必要 が 有る 。 
andit is further true that the keenest intellects which are not 
acqualnted with the secret will find the Zohar beyond all understanding 
and even unreadlaDle. 

鋭い 識者 で も 「 光 輝 の 書 」 の 秘密 を 知ら な い 人 に は 「 光 輝 の 書 」 は 全く 理解 を 超え 
た 何 も 読 み 取 れ な い 書 物 で あろ う 。 

It is to De hoped that careful students of our works on Magic will attaim 
the secret for themselves, that they will come in their turn to decode 
and thus De aDle to read the Dook which explains so many mysteries. 


魔術 に つい て の エリ ファ ス レヴ ィ の 作品 を 入念 に 読ん で いる 学徒 に は 、 独 力 で 「 光 
輝 の 書 」 の 秘密 に 到達 し て 、 多 数 の 神秘 を 説明 し て いる 「 光 輝 の 書 」 を 読め る 様 に 
成る 事 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 望む 。 

Imitiation Deimg the necessary COnseduence Of that hierarchic primciple 
秘伝 伝授 は 、 位 階 的 な 原理 の 必然 の 結果 で ある 。 

which is the Dasis of realisation in Magic, 

位階 的 な 原理 は 、 魔 術 に お ける 、 実 現 の 基礎 で ある 。 

it follows that 

その た め 、 

the profane, after striving Vainly to force the doors of the sanctuary, 
have been driven to ralse altar agalnst altar and to oODDose ignorant 
disclosures of schism to the reticence of orthodoxy. 

大 衆 は 、 聖 所 の 門 を こじ 開け る 企み が 徒労 に 終わ っ た 後 、 祭 壇 に 対抗 し て 祭壇 を 建 
て る 事 に 奉 走 し て 、 正 統 な 教え の 沈黙 に 対抗 し て 分 派 に つい て 無知 に 暴露 し た 。 
Horrible histories were circulated concerming the Magi: 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 神 の 聖霊 の 魔術 師 に つい て 恐ろし い 嘘 の 噂 を 広め た 。 
Sorcerers and Vampires cast upor them the responsiDihty of their own 
crimeSs: 

悪人 の 霊 の 魔術 師 、 吸 血 鬼 の 様 な 邪悪 な 降 霊 術 師 は 、 自 分 た ちの 罪 を 神 の 聖 寺 
魔術 師 へ 責任 転嫁 し た 。 

they were represented as feastimg on infants and drimkimg human 
blood. 

神 の 聖霊 の 魔術 師 は 、 幼 子 を 食べ 人 の 血 を 飲む と 誤っ て 妄想 され た 。 

Such attacks of pre-sumptuous ignorance against the Drudence of 
sclence haVve InVariaDly met with success sufficient to Derpetuate ther 
USGe. 

知 の 思慮 に 対す る 、 無 思慮 な 無知 に よる 迫害 は 、 魔 術 師 の 嘘 の 悪評 の 永続 化 に 成 
功 し た 。 

Has not some miserable creature set forth, in 1 know not what 
pamphlet, how he has heard with his own ears, and wrthin the 
precincts of a cluD, the author of this book demanding the blood of the 
wealthy to make it into puddings for the nourishment of starVvinmg 
DeoDle? 

本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ が 会 館 の 中 で 金持ち の 血 で ソー セー ジ を 作っ て 優 え た 
大 衆 を 養 え と 求め た の を この 耳 で 聞い た と いう 嘘 を どの 小論文 で か は 知ら な い が 
下劣 な 人 間 が 記さ な か っ た か ? 

The more monstrous the calummny the greater the Impression that it 
PROGS in the minds of fools. 

誹謗 中 傷 は 、 途 方 も 無い 代物 で ある ほど 、 愚 か な 大 衆 の 心 に 大 き な 印 象 を 与え る 。 
Those who slandered the Magi commnutted themselves the enormities of 
which 6 accused them 

魔術 師 を 誹謗 中 傷 す る 人 は 、 誹 謗 中 傷 の 内 容 を 自ら 犯し て いる 。 

and were aDandoned to all the excesses of shameless sorceryi 


魔術 師 を 誹謗 中 傷 す る 人 は 、 恥 知ら ず な 呪い に お ける 全て の 暴言 に 身 を 任せ て いる 。 
There was everywhere the rumour of apparitions amd Drodhigies, 
至る 所 に 、 霊 の あら われ や 不思議 な 現象 の 噂 が 存在 し た 。 

and the gods themselves came dowr in Visible forms to authorise 
OTg1eS. 

酒 神祭 を 認め る た め に 、 神 々 が 目 に 見 える 形 で 降臨 し た 。 

The maniacal circles of pretended illuminati go Dack to the Dacchantes 
who murdered OrDpheus. 

光 に 照ら され た 者 の ふり を し た 狂信 者 の 輪 は 、 オ ルフ ェ ウ ス を 殺し た 酒 神 デ ィ オ ニュ 
ソス の 女 信者 に まで 遡 (さか の ば ぼ ) る 。 

Since the days of those fanatical and clandestime circles where 
Dromscuity and assassinaton were comDbimed with ecstasies and 
DrayerSs, a luxurious and mystcal pantheism increased contmually. 
混乱 と 殺人 が 忘 我 状態 と 降 霊 に 付き 物 で あっ た 、 手 信者 の 秘密 の 輪 の 時 代 か ら 、 
放 湯 な 神秘 主義 の 汎 神 論 は 増大 し 続け た 。 

But 

し か し 、 

the fatal destimies of this consurmmnng and destroyimg dogrma are 
recorded in one ofthe finest fables of Greek mythology. 

下記 の 様 に 、 ギ リ シ ャ 神 話 の 例え 話 に は 、 汎 神 論 の 壊滅 的 な 破壊 的 な 考え に 不可 
避 な 運命 が 記さ れ て いる 。 

Certain pirates of Tyre surDrised Bacchus in his sleep and carried hm 
on Doard ther Vessel, 

テ ュ ロ ス の 海賊 が 、 眠 っ て いた 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス を つか まえ て 海賊 船 に 運ん だ 。 
thmking that the god ofinspiration had so Decome ther slave: 

テ ュ ロ ス の 海賊 は 、 霊 感 の 神 で ある 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス を 奴隷 に で きた と 誤っ て 思っ 
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Dut on a sudden, 

し か し 、 突 然 、 

in the open sea, their ship was transfigured, the masts Decarme Vime- 
stocks, the riggimg Dranches: 

大 海 で 、 船 が 神々 し く 成っ て 、 帆 柱 は ぶどう の 木 の 幹 に 成り 、 帆 柱 と 帆 を つなぐ 綱 は 
枝 に 成っ た 。 

Satyrs Were seem, eVerywhere, dancing with 1ynxes and panthers: 

サテ ュ ロ ス が 至る 所 に あら われ て 大 山猫 リン クス や 欧 ( ヒ ョ ウ ) パ ン サ ー と 共に 踊っ た 。 
the crew Were seized with frenzy, they felt themselves changed into 
goats andl cast themselves into the sea. 

海賊 は 、 狂 っ て 、 ヤ ギ に 変身 し た と 思い 込み 、 海 に 身 を 投げ た 。 

Bacchus suDseqduently 1anded in Boeotia and repaired to TheDes, 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 ボ イオ ティ ア 地 方 に 上 陸 し て 、 テ ー バ イ に 行っ た 。 

the city of initiation, 

テー バイ は 、 秘 伝 伝授 の 都市 で ある 。 

where he found that Pentheus had usurped the supreme DOWer 


テー バイ の 王 ペ ン テ ウ ス は 、 無 上 の 力 で ある 神 に 対し て 不 区 で あっ た 。 

The latter in his turn attempted to imprison the godl 

ベ ペン テウ ス は 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス を 閉じ 込め よう と し た 。 

Dut 

し か し 、 

the dungeon opened of itself and the captiVe came forth triumphant. 
皇 獄 は 独り で に 開い て 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 勝利 し て 出 て 来 た 。 

Pentheus Was enraged 

ペン テウ ス は 、 怒 っ た 。 

and 

その た め 、 

the daughters of Cadmus, transformed into Bacchantes, tore him in 
Dleces, thinking that they were immolatmg a young Dull. 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 に 成っ て いた 、 ペ ン テ ウ ス の 母 で ある カド モス の 娘 ア ガ 
ウエ 達 は 、 生 費 の 若い 和牛 と 誤解 し て 、 ペ ン テ ウ ス を 八 つ 春 き に し て 殺し た 。 
Pantheism can neVer form a synthesis, Dut must De disimtegrated Dy the 
SC1eT1CeS, 

汎 神 論 は 統合 体 を 形成 で きず 、 知 が 汎 神 論 を 必ず 分 解す る 。 

which the daughters of Cadmus typify. 

カド モス の 娘 達 は 、 知 を 象徴 し て いる 。 

After Orpheus, Cadmus, OEdipus and AmphiaraUs, 

オル フェ ウス 、 カ ドモ ス 、 オ イデ ィ プ ス 、 ア ム ピ アラ オス の 後 の 、 

the great faDulous symDols of magical priesthood in Greece are Tiresias 
and Calchas: 

ギリ シャ 神話 の 魔術 の 祭司 の 大 いな る 象徴 的 人 物 は 、 テ イレ シア ス と カル カス で あ 
る 。 


7 こし た 

the first ofthese was an undiscerming or faithless hierophant. 
テイ レシ アス は 、 見 る 目 が 無い 信頼 で き な い 秘 儀 祭 司 で あっ た 。 

Meetimg on a day with two interlaced serDents, 

ある 日 、 テ イレ シア ス は 、2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 に 出会っ た 。 

he thought that they were fightmg 

テイ レシ アス は 、2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 が 争っ て いる と 誤解 し て し まっ た 。 
and 

GO だめ の 、 

separated them Dy a stroke of his wand. 

テイ レシ アス は 、 杖 で 打っ て 、2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 を 引き 離し て し まっ た 。 
He did not understand the emDblem of the caduceus, 

テイ レシ アス は 、 ヘ ル メ ス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン の 2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 と いう 象 
微 を 理解 で き な か っ た 。 

and hence 

その た め 、 


sought to divide the forces of Nature, 

テイ レシ アス は 、 自 然 の 2 つの 力 を 引き 離 そ うと 試み て し まっ た 。 

to separate sclence from faith, 

知 と 信心 を 引き 離 そ うと 試み て し まっ た 。 

intelhgence from love, 

愛 と 知 を 引き 離 そ うと 試み て し まっ た 。 

man from woman. 

男性 と 女性 を 引き 離 そ うと 試み て し まっ た 。 

He mistook their union for warfare, 

テイ レシ アス は 、 結 合 を 争い と 誤解 し て し まっ た 。 

wounded them im the act of separation, 

テイ レシ アス は 、 引 き 離 す と いう 行為 に よっ て 、2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 を 台無し に し 
で て し まっ た 。 

and so 

その た め 、 

lost his own eduihDrium. 

テイ レシ アス は 、 男 性 性 と 女性 性 と いう 、 自 身 の つ り 合 い を 失っ て し まっ た 。( 男 性 は 
女性 性 を 持っ て いる 。 女 性 は 男性 性 を 持っ て いる 。 な ぜ な ら 、 男 性 神 は 女神 達 と 結 
婚 し た 。 男 性 神 は 男性 性 を 女神 達 に 与え た 。 女 神 達 は 女性 性 を 男性 神 に 与え た 。) 
He Decame alternately male and female, Dut neither in a Derfect Way, 
for the consummation of marriage was forDidden him. 

テイ レシ アス は 、 結 婚 と いう 完成 を 禁じ られ て 、 不 完全 な 形 で 交互 に 男性 か 女性 に 
成る 様 に 成っ て し まっ た 。 

The mysteries of umiversal eduihDrium and creative aw are revealed 
fully herein. 

テイ レシ アス の 例え 話 は 、 普 遍 の つり 合い の 神秘 と 創造 の 法 を 完全 に 明か し て いる 。 
Generation is in fact a work of the human androgyne: 

実に 、 創 造 と は 男性 性 と 女性 性 を 持つ 人 に よる 作業 で ある 。( 男 性 は 女性 性 を 持っ て 
いる 。 女 性 は 男性 性 を 持っ て いる 。 な ぜ な ら 、 男 性 神 は 女神 達 と 結婚 し た 。 男 性 神 は 
男性 性 を 女神 達 に 与え た 。 女 神 達 は 女性 性 を 男性 神 に 与え た 。) 

In their division man and womar remain sterile, 

引き 離さ れ て いて は 、 男 性 性 と 女性 性 は 不毛 な まま で ある 。 

as religion without science 

知 の 無い 宗教 の 様 に 。 

and conVersely 

反対 に 、 宗 教 の 無い 知 の 様 に 。 宗 教 の 無い 哲学 の 様 に 。 宗 教 の 無い 学問 の 様 に 。 
as rmldness without force 

力 の 無い 思い や り の 様 に 。 

and force apart from rmildness, 

思い や り の 無い 力 の 様 に 。 

justice in the absence of mercy 

思い や り の 無い 正義 の 様 に 。 

and mercy diVorced from justce. 


正義 の 無い 思い や り の 様 に 。 

Harmony results from the analogy of things in oppositon: 
正反対 の も の の 一 致 が 、 調 和 を も た ら す 。 

they must De distimgunshed with a view to umte them and not separated, 
so that we may choose Detween themm. 

一 方 だ け を 選択 する た め に 引き 離す の で は な く 、 結 合 す る た め に 正反対 の も の を 区 
別 する 必要 が 有る 。 

It is said that man shifts incessantly from Dlack to white in his opinmions 
and ever deceives himself. 

書か ら 白 へ 、 白 か ら 黒 へ 、 人 は 絶え 間 無 く 意見 を 変え て 常に 都合 良く 解釈 し て し まう 、 
と 言わ れ て いる 。 

It is so ofnecessity, 

黒 か ら 白 へ 、 白 か ら 黒 へ 、 人 が 絶え 間 無 く 意見 を 変え て 常に 都合 良く 解釈 し て し まう 
の は 、 必 然 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

Visible and real form is black and white: 

目 に 見 える 現実 の 形 は 、 黒 で あり 白 で ある 。 目 に 見 える 現実 の 形 は 、 黒 と 白 の 協力 
に よる 物 で ある 。 

it mamifests itself Dy an alhance oflight and shadow which does not 
confuse them together 

目 に 見 える 現実 の 形 は 、 光 と 影 の 混同 無し の 協力 に よっ て 、 あ ら わ れる 。 

S0 

その た め 、 

are all contraries in Nature married!, 

自然 に お いて 全て の 2 つの 正反対 の も の は 結合 し て いる 。 

and 

その た め 、 

he who would part them risks the purmishment of Tiresias. 

2 つの 正反対 の も の を 引き 離す 人 は 、 テ イレ シア ス と 同じ 罰 を 受け る 危険 を お か す 
事 に 成る 。 

Others say that he was smtten wrth bhnmdness Decause he had surprised 
Minerva naked 一 

一 説 に は 、 テ イレ シア ス は 知 の 女神 アテ ナ の 裸 を 見 た 神 罰 で 盲目 に 成っ た 、 と 言わ 
れ て いる 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

he had profaned the Mysteries. 

テイ レシ アス は 神秘 を 冒 済 し た 神 罰 で 盲目 に 成っ た 。 

This is amother allegory, Dut it is always the same thmg symDoHised. 

テイ レシ アス が 盲目 に 成っ た 理由 は 諸説 ある が 、 常 に 同じ く 、 テ イレ シア ス が 神秘 を 
置 流し た 事 を 例え て いる 。 


Bearing no douDt this profanation in mmd, Homer depicts the shade of 
Tesias wandering in Cyrmmerian(* つ Cimmerian) darkmess 

疑い 無く (、 テ イレ シア ス が 神秘 を 冒 潮 し た 事 を 考慮 に 入れ て 、 テ イレ シア ス の 霊 は 永 
遠 の 暗 間 の 中 で さま よっ て いる 、 と ホメ ロス は 「 オ デュ ッ セ イア 」 で 記し て いる 。 
(Cimmerian、 キ ム メ リオ ス 人 は 永遠 の 暗 間 の 国 に 住ん で いる 、 と ホメ ロス は 話し て 
いる 。) 

and seeking armidst other hapless shades and larvae to quench his thirst 
wrth blood when UI1Vsses consulted spDir1ts, 

オデ ュ ッ セ ウ ス は 、 母 の 霊 、 ア キレ ス の 霊 、 ア ガメ ム ノ ン の 霊 、 テ イレ シア ス の 霊 に 情報 
や 助言 を 求め た 時 に 、 血 で 潟 き を いや す ラ ル ヴ ァ と 不幸 な 霊 の 中 に テイ レシ アス の 
鼓 を 探し た 。 

using a Ceremorial which was magical and terrific after another 
manner than the contortions of our own mediums, or the harmless 
precipitated missiVes of our moderrl necroImanCerSs. 

オデ ュ ッ セ ウ ス は 、 テ イレ シア ス の 霊 に 助言 を 求め た 時 に 、 現 代 の 霊媒 師 に よる 顔 や 
体 を 引き つら せる 方 法 や 近代 の 降 霊 術 師 に よる 無害 な 投げ 落と し た 引 計 が 記 
た 紙 と いう 方 法 と は 異な る 、 穴 を 掘っ て 黒い 羊 の 血 で 満た す と いう 黒 魔術 の 恐る 

き 儀式 を 善 用 し た 。 

The priesthood is almost slent in Homer 

ホメ ロス の 話 で は 、 聖 職 者 は 、 ほ と ん ど 沈 昧 し て いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

Calchas the diviner is neither a soVerelgn Dontff nor a great 
hierophant. 

カル カス は 、 占 い 師 で あり 、 王 者 で ある 高い 位階 の 祭司 で も な く 、 大 いな る 秘 儀 祭司 
で も な い 。 

He seems to be in the service of kings, with an eye to their poss1Dle 
wrath, 

カル カス は 、 権 力 者 た ち が 怒 る 可能 性 を 考慮 し て いて 、( 神 で は な く 、) 権 力 者 た ち に 
仕え て いる 様 に 思わ れる 。 

and he dares not speak un-welcome truths to Agamemnonr tll he has 
Desought the NOSBMO of Achilles. 

カル カス は 、 ア キレ ス に 保護 を 頼む まで 、 ア ガメ ム ノ ン に 喜ば れ な い 真 実 を 恐れ て 話 
さなか っ た 。 

Thus 

その た め 、 

he soWs division Detweenr these chiefs and Drings disasters on the army. 
カル カス は 、 ア キレ ス と アガ メ ム ノン の 間 に 不 和 の 種 を まい て 、 軍 に 災い を も た らし た 。 
All the narratives of Homer contain important and profoumd lessons, 
ホメ ロス の 全て の 話 は 、 重 要 な 深い 教訓 を 含ん で いる 。 

and he sought in the present case to Irmpress uDOn Greece the need for 
divine mimistry to De independent of temporal influences. 


カル カス の 話 で ホメ ロス は 、 祭 司 は 俗 世 の 権力 者 か ら 独立 し て いる 必要 が 有る 、 と 
ギリ シャ に 印象 づけ よう と し て いる 。 

The priestly caste should De responsible only to the supremme Dontificate, 
祭司 の 位階 は 、 無 上 の 法王 の 位階 に 対し て だ け 責 任 が 有る べき で ある 。 

and 

また だ 、 

the high priest is incapacitated if one crown De wantimg in his tiara. 

大 祭司 で ある 法王 の 三重 冠 の 一 部 (で ある 祭司 の 位階 が 一 部 ) で も 欠け た ら 、 法 王 
に 相応 し く 無く 成る 。 

That he may be on eduaHty with earth1y sovereigns he Imust De himself 
a teTmporal kimg: 

法王 が 地上 の 俗 世 の 権 力 者 た ちと 対等 に 成る に は 、 法 王 は 俗 世 に お いて 王者 に 成 
る 必要 が 有る 。 

he must De king in understanding and sclence, king also Dy his diVine 
miss1On. 

法王 は 、 理 解 力 と 知 に よる 、 天 命 に よっ て 、 王 者 に 成る 必要 が 有る 。 

Homer seems to tell us in his wisdom that faihng such a priesthood 
there is somethmg wantmg to the edunlibrium of empires. 

ホメ ロス は 、 王 者 で ある 祭司 が いな いと 国々 に お いて つり 合い に 何 か が 欠け て し まう 、 
と いう 知 を 教え て いる 様 で ある 。 

Theoclymenes, another divimer who appears in the 0dyssey 

テオ クリ ュ メ ノ ス は 、「 オ デュ ッ セ イア 」 で あら われ る 占い 師 で ある 。 

fills almost the part of a Darasite, 

テオ クリ ュ メ ノ ス は 、 ほ と ん ど 居 候 の 役 を し て いる 。 

purchasing a not too friendly hospitalty from the suitors of Penelope Dy 
a useless Warm1ng 

テオ クリ ュ メ ノ ス は 、 無 駄 な 警告 に よっ て 、 オ デュ ッ セ ウス の 妻 ペ ネロ ペ に 対す る 求婚 
者 ども か ら 、 あ まり 好意 的 で は な い 待 遇 を 受け た 。 

and prudently wlthdrawing Defore the disturDance which he foresees. 
テオ クリ ュ メ ノ ス は 、 予 見 し た 騒動 が 起こ る 前 に 、 思 慮 深く 和 映 を 引い た 。 

There is a gulf Detween these good and Dad fortune-tellers and the 
s1Dyls dwelling unseen in their sanctuaries, which are apDproached in 
fear and tremDling. 

善 恨 な テオ クリ ュ メ ノ ス 、 駄 目 な テイ レシ アス 、 折 目 な カル カス と いっ た 古い 師 と 、 近 
づく の が 恐ろし い 人 目 に つか な い 聖 所 に 住ん で いる シビ ュ ラ の 間 に は 、 大 き な 隔 た 
り が 有る 。 

This notwithstanding, the successors of Circe yield only to darimg: 

キル ケ の 後継 者 で ある シビ ュ ラ は 、 や は り 、 大 胆 さ に の み 従 う 。 

force or subtlety must De used to enter their retreat: 

シビ ュ ラ の 隠れ 家 に 入門 する に は 、 力 か 機知 を 使う 必要 が 有る 。 

they must De seized Dy the hair threatened with the sword and dragged 
to the fatal tripod!. 


シビ ュ ラ の 髪 を つか み 、 シ ビュ ラ を 剣 で 脅し て 、 シ ビュ ラ を 運命 の 三脚 イス まで 引い て 
行く 必要 が 有る 。 

Ther, crimsorimg and whitening Dy turn, shuddering and with hair on 
end they utter disconnected Word5S, 

シビ ュ ラ は 、 交 互 に 赤く 成っ た り 白く 成っ た り し 、 身 を 震 わ し 、 鳥 肌 を 立た せ て 、 つ な 
が り が 無い 言葉 を 話す 。 

escape in a fury, 

シビ ュ ラ は 、 把 っ て 逃げ る 。 

scrlbDble on the leaves of trees detached sentences forrmmng Drophetc 
Verses when collected, 

シビ ュ ラ は 、 集 め た ら 予 言 の 詩 を 形成 する 、 複 数 の 独立 し た 文 を 複数 の 木の葉 の 上 
に 記す 。 

and castimg these leaves to the wimdl 

シビ ュ ラ は 、 予 言 を 記し た 木の葉 を 風 に 乗せ て 捨て 去る 。 

they shut themselves up in ther refuge and ignore any further callS. 
シビ ュ ラ は 、 隠 れ 家 に 閉じ こも り 、 も う 、 ど ん な 呼び か け も 無視 する 。 

The oracle thus produced had as many meanngs as the modes of its 
DOSs1Dle comDination Varied. 

シビ ュ ラ の 神託 は 、 可 能 な 多様 な 組み 合わ せ の 形 と 同じ だ け 、 多 数 の 意味 を 持っ て 
いた 。 

Had the leaves Dorne hieroglyphical signs instead of words the 
imterpretations would have Deen multplied further 

仮に 、 言 葉 の 代わ り に 、 シ ビュ ラ が 象徴 の 絵 を 木の葉 に 記し て いた ら 、 言 葉 よ り 、 さ ら 
に 、 解 釈 は 増え る 。 

while destimy could have Deen also consulted Dy their chance 
comDination, a method followed suDseguently in the divinations of 
geomancers Dy means of numDers and geometrical figures. 

象徴 の 絵 の 運 任せ の 組み 合わ せ に よる 運命 相談 は 、 後 に 、 数 と 幾何 学 的 図形 に よ 
る 土 占い 師 の 土 占 い の 方 法 に 成っ た 。 

It is followed also at this day Dy adepts of cartomancy who make use of 
the great maglcal Tarot alphaDets, 

象徴 の 絵 の 運 任せ の 組み 合わ せ に よる 運命 相談 は 、 現 代 で は 、 大 いな る 魔術 の タ 
ロッ ト の 大 アル カナ を 用 いる 、 カ ー ド 占い 師 の カー ド 占 い の 方 法 、 タ ロッ ト 占 い 師 の タ 
ロッ ト 占 い の 方法 に 成っ た 。 

for the most part, without Deimg acquainted with their Values. 

大 部 分 の タロ ッ ト 占 い 師 は 、 タ ロッ ト の 価値 を 知ら な い 。 

In such operations accident only chooses the signs on which the 
interpreter depends for inspirator, 

タロ ッ ト 占 いで は 、 運 任せ に タロ ッ ト を 選ん で 、 解 釈 は 霊感 に 頼る 事 に 成る 。 

andin the aDsence of exceptional intuition and second sight, the 
phrases indicated by the combinatons of sacred letters or the 
revelations of the comDined figures Drophesy accordhimg to chance. 


超常 的 な 直感 無し で は 、 超 常 的 な 予見 無し で は 、 タ ロッ ト の 神 の 文字 へ ブ ライ 文字 
の 組み 合わ せ が 表 す 言 葉 や 、 タ ロッ ト の 絵 の 組 み 合わ せ に よる 啓示 は 、 運 任せ に よ 
る 予言 と 成る 。 
It is insufficient to comDine letters: 
タロ ッ ト を 組み 合わ せる だ け で は 不 十 分 で ある 。 
one must kmow how to read. 
タロ ッ ト の 組み 合わ せ の 意味 を 読み 取る 知 を 持つ 必要 が 有る 。 
Cartomancy In its Droper understandimg is a Hteral consultation of 
SDirits, wthout necromancy Or Sacrifices: 
真 の 理解 力 に よる カー ド 占 い 、 真 の 理解 力 に よる タロ ッ ト 占 い は 、 降 霊 術 無し の 、 生 
黄 無 し の 、 神 の 聖霊 へ の 完全 な 相談 に 成る 。 
Dut 
炉 だ も 。 
1t Dostulates a good medium: 
真 の 占い は 善い 霊媒 者 を 要求 する 。 
1t is otherwise dangerOouS 
善い 霊媒 者 無し で は 占い は 危険 で ある 。 
and 
その た め 、 
We do not recommend it to any one. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 善 い 霊 媒 者 無し の 占い を 勧め な い 。 
Is the memory of our Dygone misfortunes not enough to emDitter the 
Suferim8s, Of to0-day, 
今日 の 苦し み を 苦く する に は 、 過 去 の 不幸 の 記憶 で は 不 十 分 で あろ うか ? 
and must we then overload them with all the anxiety of the future, Dy 
partaking in adVance of the catastrophes which it is impossiDle to 
aVO10? 
不可 避 の 不幸 な 未来 の 心配 を 過去 の 不幸 の 記憶 と 今日 の 苦し み に 乗 せ 過 ぎる 必 
要 が 有る か ? 


CHAPTER V 

魔術 の 歴史 第 2 巻 5 章 

MYSTERIES OF VIRGINITY 

処女 性 の 神秘 

The Roman Empire was Dut the Greek in transfiguration. 

実に 、 ロ ー マ 帝 国 は 、 ギ リ シ ャ の 変形 で ある 。 

Italy was a Greater GreeCe, 

イタ リア は 、 大 きく 成っ た ギリ シャ で あっ た 。 

and when Hellenism had perfected its dogmas and mysteries, the 
education of the children ofthe wolf was the next task Defore it: 

ヘレ ニズム が ギリ シャ の 考え と 神秘 を 完成 し た 時 、 狼 (オオ カミ ) の 子 擦 で ある ロー マ 
人 の 教育 が 目前 の 次 な る 課題 と 成っ た 。( 伝 説 で は ロー マ の 最初 の 王 ロ ムル ス と レ 
ム ス の 双子 は 幼子 の 時 に 肉 の 狼 に 育て られ た 。) 

Rome was already on the scene. 

すでに 、 ロ ー マ は 、 あ ら わ れ て いた 。 

The particular feature of the initiation conferred on the Romans Dy 
Numa was the typical importance ascr1Ded to womarl 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス が ロー マ に も た らし た 秘伝 伝授 の 特徴 は 、 女 性 
を 象徴 的 に 重要 視 す る 事 で ある 。 

following the lead of Egypt, which worshipped the Supreme Divirity 
under the name of ISiS. 

イシ ス の 名 の 下 で (女性 と いう ) 無 上 の 神 性 を 散 礼 し て いた エジプト の 先例 を 、 ロ ー 
マ は 継承 し た 。 

The Greek god of initation is Iacch0s, 

ギリ シャ の 秘伝 伝授 の 神 は 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス で ある イア コス で ある 。 

the conqdueror 0f India, 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 イ ンド を 圧倒 し た 者 で ある 。 

the splendid androgynous Deimg wearing the horns of Ammor, 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 ア モン の 角 を 持つ 輝く 両性 具有 者 で ある 。 

the Pantheus( = Pan-theus = All-God) holding the sacrificial cup and 
pouring therefrom the wime of umiversal life 一 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 祭 器 の 杯 を 持ち 、 祭 器 の 杯 か ら 普 遍 の 命 の 赤ワイン を 注ぐ 、 
汎 神 で ある 。 

Iacchos, the son of thunder 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス で ある イア コス は 、 雷 (の 神 ゼ ウス ) の 息子 で ある 。 

the conqgueror Of tgers and Hons. 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 虎 と ライ オン を 圧倒 し た 者 で ある 。 

When the bacchantes dismemDered Orpheus, the Mysteries of Iacchos 
Were Drofanedi: 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 が オル フェ ウス を 八 つ 裂き に し て 殺し た 時 に 、 酒 神 デ ィ 
オニ ュ ソ ス で ある イア コス の 神秘 は 冒 流さ れ た 。 

and 


その た め 、 

under the Roman name of Bacchus he Was only the god ofintoxication. 
バッ カス と いう ロー マ の 名 前 の 下 で 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 本 町 の 神 に 過ぎ な く 
成ら で し まっ た 。 

It was from Egeria, goddess of mystery and solitude, a sage and discreet 
divinity, that Numa sought his inspiration. 

ロー マ の 第 2 の モ ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 霊 感 を エ ゲ リア か ら 求 め た 。 エ ゲ リ ア は 、 神 
秘 と 孤独 の 女神 で ある 。 エ ゲ リ ア は 、 賢 明 な 思慮 の 有る 慎み 深い 神 で ある 。 

His devotion Was rewardedi: 

ヌメ ヌ マ ポン ピリ ウス の 帰依 は 、 報 われ た 。 

he was Instructed Dy Egeria as to the honour which should De paid to 
the mother of the gods. 

エ ゲ リア は 、 神 々 の 母 ウ ェ ス タ へ 払う べき 敬意 に つい て ヌ マ ポン ピリ ウス に 教え た 。 
Under this dedicaton he erected a circular temple Deneath a cupol8, 
献呈 の 辞 の 下 で 、 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 屋 根 が 半球 形 で ある 、 ド ー ム 状 の 、 円 形 の 神 
殿 、 ウ ェ ス タ の 神殿 を 建て た 。 

and a fire was Durnt therein which was neVer suffered to go out. 

ウェ スタ の 神殿 内 で は 、 消 し て は いけ な い 火 、 ウ ェ ス タ の 避 火 が 燃やさ れ て いた 。 

It was maintained by four Virgins, who Were termed Vestals 

ウェ スタ の 処女 、 ウ ェ ス タ の 巫女 と 呼ば れる 4 人 の 処女 が 、 ウ ェ ス タ の 聖火 を 維持 し 
COS/E。 

and so long as they were faithful to their trust, they were surroumded 
wrth strange honours, 

ウェ スタ の 処女 は 、 務 め に 忠実 で ある 限り 、 父 異 的 な 敬意 が 払わ れ た 。 

while, on the other hand, 
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their failure was Durished with exceptional rigour 

ウェ スタ の 巫女 は 、 務 め を 怠る と 、 特 別に 厳し い 罰 を 受け た 。 

The maid's honour is that also of the motherland 

ウェ スタ の 処女 へ の 敬意 は 、 母 国 へ の 敬意 で ある 。 

the sanctity of every farmily depends on the recognition of virginal 
Dur1ty as a DOSS1Dle and glorious thimg. 

家庭 の 清らか さ は 、 処 女性 の 清らか さ を 最 善 の 栄光 の 物 と し て 認め る 事 に か か っ て 
いる 。 

Herein already woman is emancipated from the old Dondage: 
家庭 の 母 と し て 、 す で に 、 女 性 は 、 古 い 奴 隷 の 状態 か ら 解放 され て 自由 に 成っ て いる 。 
she is no more an oriental slave, Dut a domestic diVimity, guardian of the 
hearth, the honour of father and spouse. 

女性 は 、 最 早 オ リエ ント の 奴隷 で は な く 、 家 庭 の 神 で あり 、 炉 の 守護 者 、 家 庭 の 守護 
者 で あり 、 父 の 名 誉 で あり 夫 の 名 誉 で ある 。 

Rome in this manner Decame a sanctuary ofmorality, and on such 
condition was also queen of the nations and metropolis of the world. 


ウェ スタ の 処女 と いう 制度 に よっ て 、 ロ ー マ は 、 倫 理 道徳 の 聖 所 と 成り 、 国 々 の 女王 
と 成り 、 世 界 の 中 心 と 成っ た 。 

The magical tradition of all ages attriDutes a certain suDernatural and 
divine duality to the Virgin state. 

全て の 時 代 の 魔術 的 な 口伝 は 、 あ る 超自然 的 な 神聖 な 性 質 が 処女 性 に 有る と 考え 
て いる 。 

9 Inspirations adorn 1t, 

予言 の 霊感 は 処女 性 と 共に いて 華 を 添え 

while it is the hatred ofinnocence Virg1m1ty which prompted GOetic 
Magic to sacrifice children, 

貞 泊 や 処女 性 へ の 憎悪 か ら ゴ エ テ ィ ア の 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 子 殺し に 走っ た 。 
whose Dlood was regarded notwithstanding as having a sacred and 
eXD1atOry VITtUe. 

それ に も か か わら ず 、 幼 子 の 血 に は 神聖 な 力 や 罪 を つぐ な う 力 が 有る と 考え た 。 

To wrthstand the allurement of generation is to graduate in the 
COnduest of death, 

(性 交 の 誘惑 、) 生 殖 の 誘惑 に 抵抗 する 事 は 、 徐 々 に 死 を 宛 服 す る 事 で ある 。 

and supreme chastity was the most glorious crowr set Defore 
hierophants. 

無 上 の 貞 泊 は 、 秘 儀 祭 司 の 栄光 の 王冠 で ある 。 

To expend Hfe in human embraces is to striKe roots in the graVve. 
(人 と の 性 交 、) 人 の 抱擁 に 命 を 使い 果たす 事 は 、 墓 に 根 を 下ろ す 事 で ある 。 
Chastty is a flower which is so 1oosely Dound to earth 

貞 源 は 、 地 上 に 非常 に 緩く 隣接 し て いる 花 で ある 。 

that, when the sum's caresses draW 1t uDwards, it is detached without 
effort and takes flight ike a Dird. 

貞 源 と いう 花 は 、 太 陽 の 愛撫 が 引き 寄せ る と 、 苦 も 無く 地上 を 離れ て 、 鳥 の 様 に 逃げ 
て し まう 。 

The sacred fire of the vestals was a symDol of faith and of pure loVe. 

ウェ スタ の 処女 の ウェ スタ の 聖火 は 、 信 心 と 清らか な 愛 の 象徴 で ある 。 

It was an emDlem also of that umiversal agent, 

ウェ スタ の 聖火 は 、 普 遍 の 代行 者 の 象徴 で も ある 。 ウ ェ ス タ の 聖火 は 、 星 の 光 の 象徴 
で も ある 。 

the terrible and electric nature of which Numa could produce and 
direCt. 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 普 遍 の 代行 者 、 星 の 光 の 恐る べき 電気 的 な 
性 質 を 取り 出し て 傾け る 事 が で きた 。 

Tf Dy culpaDble negligence the vestals allowed their fire to die out, it 
could only De rekimdled Dy the sum's rays or Dy Hghtrimg. 

も し 過失 に よっ て ウェ スタ の 処女 が ウェ スタ の 聖 火 を 消し て し まっ た 場合 は 、 太 陽 の 
光線 か 雷 に よっ て の み ウ ェ ス タ の 聖火 に 再び 火 を つけ る 事 が で きた 。 

It was renewed and consecrated at the Deginning of each year a custom 
Derpetuated and oDserved among us on Easter EVe. 


毎年 の 初め に ウェ スタ の 聖火 を 新しい 物 に 移し 聖 別 し た 慣習 の 名 残 が 現代 で は カ 
トリ ッ ク の 復活 祭 前 日 の 聖 土 曜日 に 見 られ る 。 

Christiam1ty has Deen wrongly accused of takimg oVer all that was 
beautiful in anterior forms of Worship : 

キリ スト 教 が 古代 の 宗教 の 全て の 美しい 儀式 を 乗っ 取っ た と 大 衆 は 誤っ て 非難 し て 
きた 。 

it is the last transfiguration of umiversal orthodoXy, 

キリ スト 教 は 、 普 遍 の 正 続 な 神 の 教え の 最終 形 で ある 。 キ リス ト 教 は 、 全 て の 正統 な 
宗教 の 最終 形 で ある 。 

and as such 

その た め 、 全 て の 正統 な 宗教 の 最終 形 と し て 、 

1t has preserved whatsoeVer Delonged to 1t, 

キリ スト 教 は 、 全 て の 正統 な 宗教 の 物 を 保存 し て きた 。 

while 

ーー 

rejectmg dangerous Dract1ces and 1dle suUperstitions. 

キリ スト 教 は 、 危 険 な 儀式 や 無 意 味 な 迷信 を 退け た 。 

Furthermore, 

さら に 、 

the sacred fire represented love of coumtry and the religion of the 
hearth. 

ウェ スタ の 聖火 は 、 愛 国 心 と 家庭 の た め の 宗 教 の 象徴 で も ある 。 

To this religion, and to the imviolaDility of the comjugal sanctuary, 
Lucretia offered herself in sacrifice. 

ルク レティ ア は 、 家 庭 の た め の 宗 教 と 、 結 婚 と いう 聖 所 の 不可 侵 の た め に 身 を ささ げ 
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Lucretia Dersorufies all the majesty of ancient Rome: 

ルク レティ ア は 、 古 代 ロ ー マ の 偉大 さ の 全て の 化身 で あっ た 。 

She could douDtless have escaped outrage Dy aDandonimg her memory 
to slander 

ルク レティ ア は 、 死 後 の 名 声 を 誹謗 中 傷 に 任せ れ ば 、 疑 い 無く 強姦 を 免れ る 事 が で 
きた 。( セ クス トゥ ス は 、 ル クレ ティ ア を 剣 で 脅し 強姦 し よう と し た 。 ル クレ ティ ア は 死 を 
送れ な か っ た 。 セ クス トゥ ス は 、 ル クレ ティ ア を 、 ル クレ ティ ア の 死体 と 裸 の 男 の 死体 
を 並べ て ルク レティ ア が 浮気 し て いた か の 様 に 見 せ か ける と 脅し て 、 強 姦 し た 。 ル ク 
レティ ア は 、 父 と 夫 に 事情 を 話し て 報復 を 依頼 し 短剣 で 自殺 し た 。) 

Dut good repute is a noDlesse qu oODlige. 

し か し 、 名 声 は 高貴 な 者 の 義務 で ある 。 

In the matter of honour a scandai is more deplorable than an 
indiscretion. 

名 誉 の 問題 で は 、 本 聞 は 、 失 態 よ り 、 み じ め で ある 。 

Lucretia raised her digity as a Virtuous woman to the height of the 
priesthood Dy suffering an assault so that she might expiate amd avenge 
it afterwards. 


ルク レティ ア は 、 強 姜 に 耐え た 後 で 罪 を つぐ な い 報 復 す る 事 に よっ て 、 徳 の 高い 女性 
と し て 、 自 身 の 気 高 さ を 祭司 の 高み に まで 高め た 。 

It was in memory of this illustrious Roman lady that high initiation im 
the cultus of the fatherland and the hearth was entrusted to women, 
men Deing excluded. 

高 名 な ロー マ の 下 婦 人 ルク レティ ア を 記念 し て 、 祖 国 と 家庭 の た め の 宗 教 に お ける 
高位 の 秘伝 伝授 は 女性 に 託さ れ て 男性 は 除外 され た 。 

It was for them to learn in this manner that true love is that which 
imspires the most heroic sacrifices. 

真 の 愛 は 英雄 的 な 犠牲 的 行為 を 鼓 細 する 事 を ルク レティ ア に よっ て 古代 ロー マ の 
女性 は 学ん だ 。 

They were taught that the real beauty of man is heroismm and grandeur: 
男性 の 真 の 美 し さ は 英雄 的 行為 、 英 雄 的 精神 と 高尚 さ で ある 、 と ロー マ の 女性 は 教 
お うた だ 。 

that the woman capaDble of Detraying or forsakimg her husDband Dlasts 
both her past and future 

夫 を 裏切っ た り 捨て た りす る 可能 性 が 有る ( 夫 以 外 と 性 交 し た 非 処 女 で あっ た ) 妻 は 、 
自身 の 過去 と 未来 を 駄目 に する 。 

and is branded on the forehead with the ineffaceaDle staim ofa 
retrosDect1Ve Drostttution, 

夫 を 裏切っ た り 捨て た りす る 可能 性 が 有る ( 夫 以 外 と 性 交 し た 非 処女 で あっ た ) 妻 は 、 
過去 の 妨 婦 に まで 遡 ( さ か の ば ) る 消せ な い 汚 点 と いう 罪 の 衝 印 を 額 ( ひ た い ) に 押さ 
れる 。 

aggraVated further Dy Derjury. 

夫 を 裏切っ た り 捨て た りす る 可能 性 が 有る ( 夫 以 外 と 性 交 し た 非 処女 で あっ た ) 妻 は 、 
(処女 を ささ げ て 一 途 な 愛 を 殴 う ) 結 婚 の 約 い を (事前 に ) 破 る 事 に よっ て 罪 が 一 段 と 
重い 。 

To cease loving him to whom the flower of her youth has Deen giVert 1S 
the greatest woe which can afflict the heart of a Virtuous Woman: 

若 さ の 盛り を ささ げた 夫 へ の 愛 が 無く 成る 事 は 、 徳 の 高い 女性 の 心 を 苦し め る 最大 
の 苦し み で ある 。 

Dut 

し か し 、 

to DubDlish it abroad is to falsify past innocenCe, 

夫 へ の 愛 の 喪 失 を 知ら せ て 広め る 事 は 、 過 去 の 貞 渋 を 裏切る 事 に 成る 。 

to renounce DroDity of heart 

夫 へ の 愛 の 喪 失 を 知ら せ て 広め る 事 は 、 心 の 誠実 さ を 捨 て る 事 に 成る 。 

and inmtegrity of honour: 

夫 へ の 愛 の 喪失 を 知ら せ て 広め る 事 は 、 名 誉 の 保全 を あき ら め る 事 に 成る 。 

lt is the last and most irreparaDle shame. 

夫 へ の 愛 の 喪 失 を 知ら せ て 広め る 事 は 、 究 極 の 最大 の つぐ な えな い 恥 に 成る 。 
Such was the religion of Rome: 

妻 の 貞 波 さ を 含む 処女 性 が 、 古 代 ロ ー マ の 宗教 で あっ た 。 


to the magic of such a moral code she owed all her greatneSs, 

古代 ロー マ の 偉大 さ の 全て は 、 妻 の 上 頁 源 さ を 含む 処女 性 と いう 備 理 道徳 の 慣例 と 
いう 魔術 (の 知 ) の お か げ で ある 。 

and when marriage ceased to De sacred in her eyes, her decadence Was 
at hand. 

ロー マ で 結婚 が 神聖 な 物 で ある 事 を や め た 時 に 、 ロ ー マ の 衰退 は 近づい た 。 

In the days of juvenal the mysteries of the Bona Dea are said to have 
Deen mysteries of irmpurity, which it may Derhaps De possiDle to 
qUeSt1OT, 

風刺 詩人 ユウ ェ ナ リ ス が ロー マ の 堕落 を 非難 し た 時 代 に 、 ロ ー マ の 処女 性 の 女神 ボ 
ナ デア の 秘密 の 儀式 は 淫ら な 儀式 に 成っ た と いう 説 は 疑わ し い 。 

seeng that 

な ぜ な ら 、 

as Womer alone were admitted to these pretended orgies they must 
have betrayed themselves: 

ロー マ の 処女 性 の 女神 ボナ デア の 淫ら な 儀式 の 酒 祭 に は 女性 だ けが 参加 で きた 
と いう 疑わ し い 説 が 正しい と し た ら 、 参 加 者 の 女性 た ち が 自 分 た ち を 裏切る は ず が 
無い 。 

but on the assumption that the charge is true, Decause anythimg seems 
poOssible after the reigns of Nero and Domitian, We can Only conclude 
that the clean reign of the mother of the gods was oVer and was giVing 
place to the popular umiversal amd Durer Worship of Mary, the Mother 
of God. 

ネロ 需 と ドミ ティ アヌ ス 帝 が 統治 し て いた 時 代 以 降 の ロー マ で は 何で も 有り 得る た 
め 、 ロ ー マ の 処女 性 の 女神 ボナ デア の 秘密 の 儀式 は 淫ら な 儀式 に 成っ て し まっ た 
と いう 疑わ し い 説 が 正しい と 仮定 し て も 、 神 々 の 母 ウ ェ ス タ の 清らか な 統治 が 終わ っ 
て 統治 が 聖母 マリ ア の 大 衆 的 な 普遍 な 清らか な 宗教 に 譲ら れ た と 結論 で きる に 過 
ぎざぎざ な い 。 

Inmitiate of magical aws, and knowing the magnetic influences of 
communal Hife, Numa 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 魔 術 の 法 の 秘伝 伝授 者 で 、 社 会 生活 に よる 
磁気 の 感化 を 知っ て いた 。 

instituted colleges of Driests and AUgUTS, 

ヌメ ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 祭 司 と ト 占 官 の 団体 を 設立 し た 。 

Iivimg under Drescr1Ded rules. 

古代 ロー マ の 祭司 と ト 占 官 は 、 定 め ら れ た 規則 の 下 で 生活 し た 。 

This was the first idea of conventual imstitutions, 

ヌ マ ポン ピリ ウス に よる 祭司 と ト 占 官 の 団体 は 、 修 道 院 の 最初 の 考え で あっ た 。 
which are one of the great powers Of religion. 

修道 院 は 、 宗 教 の 大 いな る 力 の 1 つ で ある 。 

Long anterior to this, the jewlsh Drophets were jolned in sympathetc 
Donds, havimg prayer and Inspiration in Common. 


ヌ マ ポン ピリ ウス より 件 か 前 に 、 ヘ ブライ 人 の 預言 者 達 は 、 祈 り と 霊感 を 共有 する 、 
共感 の 契約 を し て いた 。 

It would seem that Numa was acduainted with the traditions of judea: 
ヌメ ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 へ ブラ イ 人 の 口伝 を 知っ て いた 様 で ある 。 

his flamines and sahi worked themselves into a state of exaltation Dy 
evolutions and dances 

古代 ロー マ の 祭司 フラ ミネ ス と 戦 神 マル ス の 祭司 サリ イ は 、 旋 回 と 舞踊 に よっ て 、 自 
身 を 高揚 させ た 。 

recalhng the performance of David before the ark. 

古代 ロー マ の 祭司 フラ ミネ ス と 戦 神 マ ルス の 祭司 サリ イ の 旋回 と 舞踊 は 、 契 約 の 箱 
の 前 で の ダビ デ の 行為 を 思い 出さ せる 。 

Numa did not establish new oracles intended to rival those of Delphos, 
ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 新 し い 神託 を デル ポイ の 神託 に 対立 させ る つも り は 無かっ た 。 
Dut 

し か し 、 

he instructed his priests esDpeclally in the art of augur1es, 

ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 上 占い の わざ を 祭司 に 教え た 。 

which means that he acquainted them wrth a certain theory of 
presentiments amd second sight, deterrmimed Dy secret aws of Nature. 
ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 自 然 の 秘密 の 法 に よっ て 決定 され る 、 予 感 と 予見 に つい て の 、 
ある 理論 を 祭司 に 教え た 事 を 意味 する 。 

We despise nowadays the art of soothsaying amd Dortents, 

現代 人 は 、 予 言 の わ ざ 、 占 い の わ ざ 、 前 兆 の わざ を 軽 蔵 し て いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

we haVe lost the profound science of light and the universal analogies of 
its reflections. 

現代 人 は 、 光 の 深い 知 と 、 光 の 反射 に よる 普遍 の 類推 の 深い 知 を 失っ て いる 。 

Im his charming tale of Zadig, Voltanre delhimeates, with light and 
unseriOous tOuCh, a Durely natural science Of OiVination, 

「 ザ ディ ー グ 」 と いう 魅力 的 な 架空 の 話 で 、 ヴ ォ ル テー ル は 、 軽 く < 適当 な 感じ で 、 占 い 
の 純粋 な 自然 な 自然 科学 を 詳細 に 記し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

it is not for that less wonderful, DresuDDOsing as it dOes am eXCeptional 
fimeness of obserVvation and that power of deduction which escapes 
habitually the imited 1ogic of the Vulgar 

観察 の 超常 的 な 見 事 さと 、 大 衆 の 常に 限定 的 な 推論 か ら 抜き ん で た 推論 の 力 を 前 
提 と し て も 、 占 い は 、 自 然 科学 と し て は 、 驚 くべ き 物 、 以 上 の 物 で ある 。 

It is sald that Parmenides, the master of Pythagoras, having tasted the 
water of a certan spring, Dredicted an apDDproaching earthquake. 

ピタ ゴラス 学派 の 祖師 パル メニ デス は 、 あ る 泉 の 水 の 味 に よっ て 、 直 近 の 地震 を 予 
言 し た 、 と 言わ れ て いる 。 


The circumstance 1Ss not extraordimary, 

パル メニ デス が 地震 を 予言 し た 話 の 詳細 は 和 驚く 事 で は な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the presence of a Dituminous and sulphureous flavour in water may 
well have adVised the philosopher of subterranean actvities in the 
distT1Ct. 

水中 の 湖 青 の 存在 と 硫黄 の 味 が 、 当 該 地 方 の 地下 の 活動 を 哲学 者 パル メニ デス に 
教え た 可能 性 が 有る 。 

Even the water itself may have Deen umusually disturDed. 

水 自体 が 異常 に 乱れ て いた 可能 性 すら 有る 。 

However this may De, the flhight of Dirds is stlll considered premonitory 
of seVvere wmnters, 

し か し 、 現 代 で も 未だ に 、 和 鳥 の 飛び 方 に よっ て は 上 厳し い 冬 の 前 兆 と 考え る 。 

and it may De Dossible to foresee some atmospheric influences Dy 
inspectimg the digestiVe and respiratory aDDaratus of amimals. 

動物 の 消化 器官 や 呼吸 器 官 の 中 を 調べ て 、 大 気 の 作用 に よる 、 い くつ か の 感化 を 
予見 する 事 は 可能 で ある 。 

NOWY, 

と ら の で 、 

physical disturbances of the ar have not infrequently a moral cause. 
精神 的 な 原因 に よっ て 、 大 気 が 物 質 的 に 乱れ る 場合 が 有る 。 

Revolutions are translated therein Dy the phenomena of great storTns: 
早 命 は 、 大 嵐 と 成る 。 

the deep breathing of nations moVes heavenr itself. 

大 衆 の 深呼吸 は 、 天 空 を 動か す 。 

SUCCeSS DrOCeedSs Colmcldently with electric currents, 

成功 と 、 電 気 の 流れ は 、 同 時 に 起こ る 。 

andthe hues ofthe Hvmg Hght reflect the motions of thunder 

星 の 光 、 生 き て いる 光 の 色 は 、 雷 の 振動 を 表す 。 

"There 1s something in the air" says the crowdL with its particular 
Drophettc imstimCt. 

特殊 な 予言 的 な 直感 に よっ て 大 衆 は 「 大 気 中 に 何 か が ある 。」 と 話す 。 
SOothsayers and augurs knew how to read the characters which the 
light inscriDes everywhere and how to interpret the sigils of astral 
currents and revolutions. 

占い 師 と ト 占 官 は 、 星 の 光 が 至 る 所 に 記し て いる 文字 を 読み 取る 方 法 と 、 星 の 光 の 
流れ と 回 転 に よる 象徴 を 解釈 する 方 法 を 知っ て いた 。 

They knew why birds wmg their fght in isolation or in flocks, 

占い 師 と ト 占 官 は 、 な ぜ 鳥 が 単独 で 飛ん だ り 和 群れ で 飛ん だ りす る の か 知っ て いた 。 
under what imfluences they turn to North or South, to East or West, 
占い 師 と ト 占 官 は 、 何 の 感化 に よっ て 鳥 が 東西 南北 へ 向かう の か 知っ て いた 。 


which is just what we cannot explair, though We scoff now at the 
aUgUTS. 

現代 人 は 、 ト 占 官 を 括 い も の に し て いる が 、 な ぜ 鳥 が 単独 で 飛ん だ り 群 れ で 飛ん だ 
りす る の か 、 何 の 感化 に よっ て 鳥 が 東西 南北 へ 向かう の か 、 全 く 説 明 で き な い あり さ 
まで ある 。 

It is so Very eaSy to scoff and it is so difficult to learn thoroughly. 

占い は 、 笑 いも の に する の は 非常 に 簡単 だ が 、 完 全 に 学ぶ の は 非常 に 難し い 。 

It was Ownmg to such predeterrmimed disparagement and to denial of 
what is not understood that men of parts, 1iKke Fontenelle, and men of 
learrnng, as Kircher haVe written such intemperate thimgs concernng 
the ancient oracles. 

古代 の 神託 に つい て 不 護 慎 な 事 を 書い た 、「 神 託 の 歴史 ま 」 で の フォ ント ネル 、 博 識 な 
者 ども 、 キ ル ヒ ャ ー の 様 に 、 人 が 占い を 笑い も の に する の は 、 人 の 性 質 に よる 、 理 解 し 
て いな いも の へ の お 決ま り の 軽 蔵 と 拒絶 の せい で ある 。 

Everything is craft and jugglery for strong minds of this order 

占い を 笑い も の に する 知識 人 に と っ て 占い に お ける 全て の も の は 詐欺 で ある 。 
They suDpose automatc statues, concealed speaking-trumpets and 
artificial echoes in the vaults of every temple. 

占い を 笑い も の に する 知識 人 は 、 機 械 の 像 、 隠 され た 拡声 器 、 全 て の 神殿 に お ける 
地下 室 に よる 人 人 為 的 な 反 響 を 想定 する 。 

Why this eternal slander of the sanctuary? 

な ぜ 聖 所 を 際限 無く 誹謗 中 傷 す る の か ? 

Has there Deen nothng Dut roguery in the priesthoods? 

祭司 に は 詐欺 師 し か いな か っ た の か ? い いえ ! 

Would it have Deen impossiDle to fimd men of uprightness and 
conVlction among the hierophants of Ceres or Apollo? 

女神 ケレ ス や 神 ア ポロ ン の 秘 儀 祭司 に は 高潔 な 信念 の 人 人 が いな か っ た の か ? い い 
え ! 

Or 

それ と も 、 

were these deceived ]iKe the rest? 

ー 部 の 正しい 祭司 は 他 の 詐欺 師 の 聖職 者 に だ まさ れ て いた の か ? い いえ ! 

And in such case how did it happen that the impostors contmued their 
traffic for centuries without ever Detraying themmselVes, Individual 
rOgues n0t Deing gifted with immortalhity? 

個人 、 個 人 の 悪人 に 神 は 永遠 の 命 を 与え て いな い の に 、 ど うし て 詐欺 師 の 聖職 者 が 
何 世紀 も 、 詐 欺 師 の 聖職 者 を だ ます 事 無く 、 正 し い 祭 司 だ け を だ まし 続け られ た で 
あろ うか ? 

Recent experiments haVe shewn us that thoughts can De transferredl 
translated into writmg and primted Dy the unaided force of the Astral 
Light. 

最近 の 実験 は 、 星 の 光 の 力 だ け で 、 思 考 を 伝え られ る 事 、 思 考 を 文字 に 変換 で きる 
事 、 思 考 を 焼き つけ られ る 事 を 明らか に し た 。 


Mysterious hands stll write on our walls, as at the feast of Belshazzar 
ダニ エル 書 5 章 の ベル シャ ザル の 宴 で 謎 の 指 が 文字 を 壁 に 記し た 様 に 、 現 代 で も 
未だ に 、 謎 の 手 が 壁 に 文字 を 記す 事 が 有る 。 
Let us not forget the wise oDserVvation of a scholar who assuredly 
cannot De accused either of fanaticism or credulity: "Outside Dure 
mathemattcs," said Arago, "he who pronounces the word impossiDle is 
wantimg im cautlon." 
狂信 や 軽 信 で ある と 確か に 非難 で き な い 学 者 アラ ゴ の 「 純 粋 数 学 以外 で 、 不 可能 と 
いう 言葉 を 口 に する 人 は 、 用 心 が 足り な い 。」 と いう 賢明 な 意見 を 忘れ な い 様 に し よ 
う 。 
The religious calendar of Numa is Dased upon that of the Magi 
ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス の 宗教 的 な 暦 は 、 マ ギ の 暦 に 基づい て いる 。 
it is a seduence of feasts and myster1eS, 
ヌメ ヌ マ ポン ピリ ウス の 暦 は 、 一 連 の 祭 と 神秘 で ある 。 
recalljimg throughout the secret doctrine of initiates 
ヌメ ヌ マ ポン ピリ ウス の 暦 は 、 至 る 所 が 、 秘 伝 伝授 者 の 秘密 の 考え を 思い 出さ せる 。 
and perfectly adaptimg the puDblic enactments of the cultus to the 
un1versal ]aws of Nature. 
ヌメ ヌ マ ポン ピリ ウス の 暦 は 、 自 然 の 普遍 の 法 へ の 儀式 の 大 衆 の 行動 化 に 完全 に 適し 
て いる 。 
Its arrangement of months and days has Deen preserved Dy the 
conserVatiVe imfluence of Christan regeneration. 

キリ スト 教 の 改善 で の 保守 的 な 伝統 主義 的 な 力 が 、 ヌ マ ポン ピリ ウス の 暦 の 月 の 
並び と 曜日 の 並び を 保存 し て いる 。 
EVen as the Romans under Numa, 
ヌ マ ポン ピリ ウス の 下 で の 古代 ロー マ 人 の 様 に 、 
we stl hallow Dy aDstmence the days consecrated to the 
commemoration of birth and death: 
未だ に キリ スト 教徒 は 、 出 生 と 死 を 記念 し て 聖 別 され て いる 金曜 と 土曜 を 神聖 な 物 
と し て 禁欲 に よっ て 敬礼 し て いる 。 
Dut 
7 / だ 2 
for us the day of Venus is sanctfied Dy the expiations of Calvary. 
キリ スト 教徒 に に っ て は 、 ウ ェ ヌ ス の 金曜 は 、 ゴ ル ゴ タ の 丘 の 十字 架 で の イエ ス に よ 
る 罪 の つぐ な い に よ っ て 清め られ て いる 。 
The gloomy day of Saturn is that durimg which our incarnate God sleeDs 
In His tomb, 
サト ゥ ル ヌ ス の 暗い 土曜 は 、 人 に 成っ た 神 イ エス が 慕 で 眠っ て いる 曜日 で ある 。 
Dut 
し か し 、 
He wll rise up, 
イエ ス は 復活 する 。 
andthe Hfe which He promuses wl Dlunt the scythe of Kronos. 


イエ ス が 約束 し た (正しい 魂 の 永遠 の ) 命 は 、 神 クロ ノ ス の 鎌 ( か ま ) を 鈍 ( に ぶ ) ら せる 。 
That month which Romans dedicated to Maia, 

古代 ロー マ 人 は 、5 月 を 女神 マイ ア に ささ げた 。( 英 語 で 5 月 は May と 呼ぶ 。) 

the nymph of youth and flowers, 

女神 マイ ア は 、 若 さと 花々 の 女神 ニン フ で ある 。 

the young mother who srmiles upon the year's first-fruits, 

女神 マイ ア は 、 年 の 初物 に 微笑 む 若 い 母 で ある 。( 古 代 人 は 神 に 感謝 し て 初物 、 初 収 
機 物 を 神 へ ささ げた 。) 

1S Consecrated Dy us to Mary, 

キリ スト 教徒 は 、5 月 を 聖母 マリ ア に ささ げた 。 

the mystical rose, 

聖母 マリ ア は 、 神 秘 の 薔薇 で ある 。 

the H1y of pur1ty 

加 母 マリ ア は 、 純 深 の 白百合 で ある 。 

the heavenly mother of the Saviour. 

聖母 マリ ア は 、 救 い 主 イエ ス の 天 の 母 で ある 。 

S0 

その た め 、 

are Our Teligious 0Dservances ancient as the worldl 

創世 か ら の 様 に 、 キ リス ト 教 の 儀式 は 古代 か ら の 物 で ある 。 

our feasts are like those of our forefathers, 

キリ スト 教 の 祭 は 、 先 祖 の 祭 に 似 て いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the Redeemer of Christendom came to suDDress none Of the symDbolic 
and sacred Deauties of old initiation. 

キリ スト 教徒 の 救い 主 イ エス は 、 古 代 の 秘伝 伝授 の 象徴 的 な 神聖 な 美 し さ を 廃止 す 
る た め に 来 た の で は な い 。 

He came, as He said Himselt, in reference to the figurative Law of Israel 
to realhse and fulfil all things. 

マタ イ に よる 福音 5 章 17 節 で 「 私 イエ ス が 律 法 と 預言 書 を 廃止 する た め に 来 た と 
思う な か れ 。 私 イエ ス は 廃止 する た め に で は な く 成 就 す る た め に 来 た 。」 と イエ ス 御 
自身 が 話し て いる 様 に 、 イ エス は 、 イ スラ エル の 象徴 的 な 律 法 に つい て の 全て の も 
の を 成就 する た め に 来 た の で ある 。 


CHAPTER VI 

魔術 の 歴史 第 2 巻 6 章 

SUPERSTTTIONS 

迷信 

SuDerstitions are religious forrms surV1Vvimg the 1oss of ideas. 

迷信 は 、 概 念 が た 失わ れ た 後 も 残っ た 宗教 の 形 で ある 。 迷 信 は 、 残 っ て いる 形骸 化し 
た 宗教 で ある 。 

SOme truth no longer kmown or a truth which has changed its asDeCct 1S 
the origin and explanation of all. 

も は や 未知 の 真理 や 、 外 見 を 変え た 真理 が 、 全 て の 迷信 の 起源 で あり 、 全 て の 迷信 
の 説明 で ある 。 

Their name, fromm the Latim superstes, sigrufies that which surV1Ves: 

「 迷 信 」 を 意味 する superstition の 語源 は ラテ ン 語 で 「 上 に 立つ も の 」、「 生 き 残 っ 
た も の 」 を 意味 する superstitio で ある 。「 迷 信 」 を 意味 する superstition の 語源 は 、 
ラテ ン 語 で 「 残 存 物 」、「 生 存 者 」 を 意味 する superstes を 経由 し た 、 ラ テン 語 で 「 上 
に 立つ も の 」、「 生 き 残 っ た も の 」 を 意味 する superstitio で ある 。 

they are the dead remanents of old kmowledge or opimion. 

迷信 は 、 古 代 の 知 や 意見 の 死ん だ 残留 物 で ある 。 

Ever goOVerned Dy instmct rather than Dy thought, the common people 
cleaVe to ideas through the mediaton of forms, and it is with difficulty 
that they modnfy their haDits. 

思考 より も 直感 に 常に 支配 され て いる 、 大 衆 は 、 形 の 仲介 に よっ て 概念 に 執着 する 
の で 、 習 慣 を 変え る の に 苦労 する 。 そ の た め 、 

The attempt to destroy superstttons impresses them always as an attack 
on religion itself, 

迷信 を 破棄 する 試み は 、 常 に 、 大 衆 に は 宗教 自体 を 攻撃 し て いる 印象 を 与え て し ま 
う 。 

and hence 

その た め 、 

St. GregOry, One of the greatest DoDes in Christendomm, did not seek to 
SUDDreSss the old practiceS. 

大 いな る 法王 の 1 人 グレ ゴリ ウス 1 世 は 、 古 代 の 習慣 の 廃止 を 求め な か っ た 。 

He recommended his miss1onaries to Durify and not destroy the 
temples, saying that "so 1ong as a Deople have their old places of 
worship they wll freduent them by force of habit and will thus De led 
more easily to the worship of the true God." 

法王 グレ ゴリ ウス 1 世 は 、「 大 衆 は 、 古 代 の 神 な ど を 敬礼 する 場所 が 有る 限り 、 習 慣 
の 力 に よっ て 、 古 代 の 神 な ど を 敬礼 する 場所 に 親しむ の で 、 真 の 神 へ の 敬礼 に 導く 
の が 、 よ り 容 易 で ある 。」 と 話し て 、 宣 教 者 に 古代 の 神殿 を 清め て 破壊 し な い 様 に す 
すめ た 。 

He said also: "The Bretons have fixed days for feasts and sacrifices: 
leave them their feasts and do not restrain their sacrifices: leave them 


the joy of their festivals, Dut from the state of pagarusm draw them 
gently and progress1vely into the estate of Christ." 

また 、 法 王 グ レゴ リウ ス 1 世 は 、「 フ ラン ス の ブル ター ニュ 地方 の ブル トン 人 に は 、 祭 
と 供え 物 を ささ げ る た め の 定 休日 が 有る 。 祭 を ブル トン 人 に 残し て お き 、 供 え 物 を さ 
さげ る の を 制止 し な い 様 に 。 祭 と いう 楽し み を ブル トン 人 に 残し て お き な さ い 。 た だ し 、 
ブル トン 人 を 異教 か ら キ リス ト 教 へ 優し く 徐々 に 招き な さい 。」 と 話し て いる 。 

It came about in this manner that 

その た め 、 

older pious oDservances Were replaced Dy holy mysteries with scarcely 
a change of name. 

キリ スト 教 の 神聖 な 儀式 は 、 ほ と ん ど 名 前 を 変え な いで 、 古 代 の 宗教 的 な 儀式 に 
取っ て 代わ っ た 。 

There was, for exarmple, the yearly Danduet called Charista, to which 
ancestral spirits were inVited, so making an act of faith in universal and 
immortal life. 

例え ば 、 普 遍 の 不死 の ( 魂 の ) 命 を 信じ る た め に 、 先 祖 の 霊 を 招く 、 カ リス ティ ア と 呼 
ば れる 宴 が 毎年 あっ た 。 

The Eucharist, or suDernal Charistia, has replaced that of antiduity, 
神 の カリ ステ ィ ア と 言え る 、 パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 エ ウ カ リス ティ ア の 会 
が 、 古 代 の 宴 カ リス ティ ア に 取っ て 代わ っ た 。 

and 

し て 。 

We cormmunicate Easter Dy Easter with all our friends in heaven and on 
earth. 

キリ スト 教徒 は 、 復 活 祭 ご と に 、 天 と 地上 の 全て の 友 と 交流 する 。 

Far from maintaiming the old superstitions Dy such adaptations, 
Christiam1ty has Dreathed soul and life into the surviving signs of 
uruversal DeliefSs. 

キリ スト 教 は 、 改 善 に よっ て 古代 の 迷信 を 保持 し な いで 、 全 て の 宗教 の 残存 し て いる 
象徴 に 魂 と 命 を 吹き 込ん だ 。 

That science of Nature which is in such close consanguinmity with 
relig1Om, 

キリ スト 教 が 改善 し た 迷信 の 中 に ある 、 自 然 の 知 は 、 宗 教 と 密接 で ある 。 

seeng that 

な ぜ な ら 、 

it imitiates men into the secrets of Divimty, 

自然 の 知 は 、 人 を 神 の 秘密 に 入門 させ る 。 

that forgotten science of Magic, stlll hVes undivided in hieroglyphical 
S1gTiS 

魔術 の 忘れ られ た 知 は 、 タ ロッ ト の 象徴 の 中 に 、 未 だ 完全 に 生き て いる 。 

and, to some extent, in the himng traditions or superstitions which it has 
left outwardly untouched. 


また 、 魔 術 の 知 は 、 生 き て いる 口伝 の 中 に 、 ま た 、 手 つか ず で 残さ れ て いる 様 に 見 え 
る 迷信 の 中 に 、 あ る 程度 は 生き て いる 。 

For eXarmnDle, 

例え ば 、 

the oDservation of mumDers and days is a blimd rermimiscence of 
DrlrmnitVe magical dogma. 

数 や 曜日 へ の 意見 は 、 原 初 の 魔術 の 考え の 盲目 的 な 記憶 で ある 。 

As a day consecrated to Venus, Friday was alWays considered umlucky, 
ウェ ヌス に ささ げ ら れ た 曜日 と し て の 、 金 曜 は 、 常 に 不運 と 考え られ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it sigmified the mysteries of Dirth and death. 

ウェ ヌス に ささ げ ら れ た 曜日 と し て の 、 金 曜 は 、 誕 生 と 死 の 神秘 を 象徴 する 。 そ の た 
め 、 

No enterprlse was undertaken on Friday Dy the jeWs, 

へ ブ プライ 人 は 、 金 曜 は 、 作 業 に 着手 し な か っ た 。 

Dut 

けれ ども 、 

they completed thereon the work which Delonged to the week, 

へ ブラ イ 人 は 、 金 曜 に 、 一 週間 の 作業 を 終え た 。 

seeing that 

な ぜ な ら 、 

it Dreceded the SabDath, or day of compulsory rest. 

金曜 は 、 作 業 を 休む 義務 が ある 土曜 の 安息 日 の 前 日 で ある 。 

The number 13, being that which follows the perfect cycle of 12, 

数 13 は 、 完 全 な 循環 の 数 12 の 後 の 数 、 完 全 な 周期 の 数 12 の 後 の 数 で ある 。 
also 

それ で 、 

reDreserts death, succeedinmg the actvities of ]ife: 

数 12 は 循環 、 周 期 と いう 生命 活動 を 意味 する の で 、 数 12 の 後 の 数 で ある 、 数 13 


は 死 を 意味 する 。 
and 
まだ 。 


in the jewish Symbolum the article relatimg to death is numDbered 
thirteen. 

死に つい て の へ ブラ イ 人 の 信仰 の 箇条 は 13 番目 で ある 。 

The parttion of the family of Toseph into two triDes Drought thirteen 
guests to the first Passover of Israel in the Promised Land, mearnng 
thirteen tribes to share the harVests of Canaan. 

ヨセフ 族 は マナ セ 族 と エフ ライ ム 族 と いう 2 つの 部 族 に 分 か れ た の で 、 イ スラ エル の 
13 部 族 で 、 地 上 に お ける 約束 の 地 カ ナン で 収穫 を 分 け 合 う 最 初 の イス ラ エ ル の 過 
越 祭 が 行わ れ た 。 

One of them was exterrmimated, Deing that of Benjamin, 


イス ラ エ ル の 13 部 族 の うち ベニ ヤミ ン の ベニ ヤミ ン 族 が 断絶 し た 。 

youngest of the children of jacob. 

ベニ ヤミ ン は 、23 祖 ヤ コブ の 子 の うち 最も 若かっ た 。 

Hence comes the traditton that when there are thirteen at taDle the 
youngest is destimed to die dulckIy. 

食卓 に 13 人 いる と 、 食 卓 の 13 人 の うち 最も 若い 人 は 早死 に する 運命 で ある 、 と い 
う 口伝 の 由来 で ある 。 

The Magi aDstaned fromm the flesh of certain animals 

マギ は 、 い くつ か の 動物 の 肉 を 食べ な か っ た 。 

and 

まだ 

touched no Dlood. 

マギ は 、 血 を 食べ な か っ た 。 

Moses raised this practice Into a DreceDt, 

モー セ は 、 い くつ か の 動物 の 肉 と 全て の 動物 の 血 を 食べ な か っ た マギ の 実践 を 戒め 
に 高め た 。 

on the ground that 

その た め 、 

it is urlawful to partake of the soul of amnmals, which soul is in the 
blood. 

モー セ の 下 で は 、 血 の 中 に ある 動物 的 な 魂 を 食べ る 事 は 違法 で あっ た 。 な ぜ な ら 、 
It remains therein after their slaughter HKke a phosphorus of coagulated 
and corrupted Astral Light, 

居 絞 後 も 、 凝 固 し た 腐敗 し た 星 の 光 の 焼 (リン ) の 様 な 代物 と し て 、 動 物 的 な 魂 は 血 
の 中 に 残る 。 そ し て 、 

which may De the germ of many diseases. 

凝固 し た 腐敗 し た 星 の 光 の 焼 (リン ) の 様 な 代物 で ある 、 動 物 的 な 魂 は 、 多 数 の 病気 
の 病原 菌 に 成り 得る 。 

The bloodl of strangled annmals digests with difficulty and pred1sDoses 
to apoplexy and nightmare. 

絞殺 され た 動物 の 血 は 、 消 化し 難く 、 脳 卒 中 に 成り 易く 、 悪 夢 を 見 易い 。 

The flesh of carnivora is also umnwholesome 

また 、 肉 食 動物 の 肉 は 、 健 康 に 悪い 。 

On aCCOurt of 

な ぜ な ら 、 

the saVvage instmcts with which it has been associated 

肉食 動物 の 肉 は 、 肉 食 と いう 残忍 な 先天 的 な 性 質 に 結び つい て いる 。 

and because 

また 、 

lt has already aDsorDed corruptlon and death. 

肉食 動物 の 肉 は 、 凝 固 し た 腐敗 し た 星 の 光 の 焼 ( リ ン ) の 様 な 代物 で ある 動物 的 な 
魂 と いう 腐敗 と 死 を すでに 取り 込ん で いる 。 


"When the soul of an amnimal is separated Violently from its body" says 
PorDhyrY, 

テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 「 動 物 の 魂 が 肉体 か ら 乱 暴 に 引き 離さ れ た 時 、」 と 話し 
て いる 。 

lt does not depart, 

動物 の 魂 は 、 こ の 世 か ら 去 ら な い 。 

but, ike that of human beings which have died in the same way 1t 
remains in the neighDbourhood ofthe Dody 

実に 、 肉 体 か ら 乱暴 に 引き 離さ れ て 死ん だ 人 の 魂 の 様 に 、 肉 体 か ら 乱 暴 に 引き 離さ 
れ て 死ん だ 動物 の 魂 や 人 の 魂 は 肉体 の 近く に 残る 。 

It is so retained Dy sympathy and cannot De driyen(x つ driven) away 
肉体 か ら 乱 暴 に 引き 離さ れ て 死ん だ 動物 の 魂 や 人 の 魂 は 、 共 感 に よっ て 、 遠 ざか ら 
な いで 、 肉 体 の 近く に 残り 続け る 。 

Such souls haVe Deen seen moarung Dy their Dodies. 

肉体 か ら 乱 暴 に 引き 離さ れ て 死ん だ 動物 の 魂 や 人 の 魂 は 、 肉 体 の そば で 嘆い て い 
る の が 見 られ る 。 

It is the same wrth the souls of men whose Dodies have not Deen 
Interred. 

肉体 が 埋葬 され て いな い 人 の 魂 も 、 肉 体 の そば で 嘆い て いる の が 見 られ る 。 

It is to these that the operations of magicians do outrage, Dy enforcing 
their obedience, so long as the operators are masters of the dead Dody 
im whole or in Dart. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 埋 葬 さ れ て いな い 死 体 の 全部 か 一 部 を 支配 し て いる 限り 、 肉 
体 が 埋葬 され て いな い 人 の 魂 を 、 強 制 的 に 従わ せる 事 に よっ て 、 踏 み に じ る 事 が で 
さる 。 

Theosophers who are familiar with these mysteries, with the sympathy 
of amimal souls for the Dodies from which they are separated, and with 
their pleasure in approaching these, haVe rightly forbidden the use of 
certain meats, so that we may not De infected Dy alien souUlS. 

肉体 か ら 乱暴 に 引き 離さ れ て 死ん だ 、 動 物 の 魂 に つい て の 神秘 、 動 物 の 魂 と 肉体 の 
共感 、 動 物 の 魂 が 肉体 に 喜ん で 近づく 事 を 知っ て いる 、 神 知 学者 は 、 異 な る 魂 に 汚 
染 さ れ な い 様 に 、 い くつ か の 動物 の 肉 の 使用 を 正しく 禁止 し て いる 。 


」 

Porphyry adds that prophecy may De acduired Dy feeding on the hearts 
of ravens, moles and hawks: here the Alexandrian theurgist Detakes 
himself to the processes of the Little AlDert, 

さら に 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 の 神秘 学者 テ ェ ロス の ポル ピュ リオ ス は 、「 カ ラス 、 モ グ 
ラ 、 タ カ の 心臓 を 食べ る 事 に よっ て 予言 の 力 を 獲得 で きる 。」 と 誤っ て 話し て 、 パ ラ ケ 
ルス ス の タリ スマ ン の 絵 な どの 一 部 を 除き 偽 の 魔術 書 「Little AlDert」 の 嘘 の 手順 
並み に まで 陥っ て いる 。 


Dut though he lapses so qulck1y into supersttton it 1S Dy enterimg a 
wrong Dath, for his point of departure Was sclenCce. 

テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 、 誤 っ た 方 向 に 進ん で 速やか に 迷信 に 陥っ た が 、 出 発 点 
は 自然 科学 で あっ た 。 

To indicate the secret propertes of amimals, the ancients said that at the 
epoch of the war of the giants, Various forms were assumed Dy the gods 
wrth a view to concealment, and that they resumed these suDseqguently 
at Dleasure. 

動物 の 秘密 の 特性 を 表す た め に 、 古 代 人 は 「 巨 人 と の 戦い の 時 代 に 、 神 々 は 隠れ る 
た め に 様々 な 動物 の 形 を 取り 、 そ の 後 の 時 代 で も 、 神 々 は 好き な 時 に 動物 の 形 を 取 
る 。」 と 話し て いる 。 

Thus, Diana changed into a she-wolf: 

月 の 処女 の 女神 ディ アナ は 、 雌 の 狼 ( オ オカ ミ ) に 変身 し た 。 

the sun into a Dull lion, dragon and hawk: 

太陽 神 は 、 牛 、 ラ イオ ン 、 竜 、 タ カ に 変身 し た 。 

Hecate into a horse, Honess and Ditch. 

へ カテ ー は 、 馬 、 肉 の ライ オン 、 雌 の 犬 に 変身 し た 。 

The name of PhereDbates Was, according to several theosophers, 
asslgned to ProserDine 

何人 か の 神 知 学者 に よる と 、 春 の 女神 で あり 冥界 の 女王 プロ セル ピナ に は 、 
Pherebates と いう 名 前 が 与え られ て いた 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

she IiVed upon turtle-dOVes, 

プロ セル ピナ は 、 キ ジ バ ト を 食べ て 生き て いた 。 

and these Dirds were the usual offering which the priestesses of Maia 
made to that goddess, 

女神 マイ ア の 女 祭司 は 、 キ ジ バ ト を 女神 マイ ア に ささ げ る 習慣 が あっ た 。 

who is the Proserpine of earth, 

女神 マイ ア は 、 地 上 の プロ セル ピナ で ある 。 

daughter of the fair Ceres, 

女神 マイ ア は 、 清 ら か で 美しい 女神 ケレ ス の 娘 で ある 。 

and foster-mother of the human race. 

女神 マイ ア は 、 人 の 義母 、 人 の 乳母 で ある 。 

The initiates of Eleusis abstained from domestic Dirds, fish, Deans, 
Deaches and apples: 

エレ ウシ ス の 秘伝 伝授 者 は 、 野 鳥 で は な い 飼い な ら さ れ た 鳥 、 魚 、 豆 、 桃 、 リ ン ゴ を 食 
べ な か っ た 。 

they aDstained also from intercourse with a woman in child-Ded, as well 
as durimg her normal Deriods. 

また 、 エ レ ウ シ ス の 秘伝 伝授 者 は 、 産 裾 中 と 月 経 中 の 女性 と 性 交 し な か っ た 。 
Porphyry, from whom this information is derivedl 

と テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 話し て いる 。 


adds as follows: "WhosoeVer has studied the science of Visions knoWs 
that one must aDstain from all kinds of Dirds in order to De HbDerated 
fromm the Dondage of terrestrial thmgs and fimd a place among the 
Celestial gods." 

また 、 テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 「 予 見 の 知 を 学ん だ 人 は 、 地 上 の も の に と ら わ れ 
て いる 状態 か ら 解 放さ れ て 自由 に 成っ て 天 の 神 々 の 間 に 場 所 を 見 つけ る た め に 、 全 
て の 種類 の 鳥 を 食べ る な か れ 、 と 知っ て いる 。」 と 話し て いる 。 

But 

ん 

the reason he does n0t g1Ve. 

テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 、 理 由 を 説明 し な か っ た 。 

According to Euripides, the imitates of the secret, cultus of jupiter in 
Crete touched no flesh-meatb 

エ ウ リ ピ デ ス に よる と 、 ク レタ 島 の 主神 ユピテル の 秘 儀 の 秘伝 伝授 者 は 、 動 物 の 肉 を 
食べ な か っ た 。 

In the chorus addressed to King Minos, the priests in question are made 
to speak as follows: 

下記 の 様 に 、 ミ ノ ス 王 へ の 合唱 の 叙情 詩 で 、 ク レタ 島 の 主神 ユピテル の 秘 儀 の 祭司 
は 話し て いる 。 


Son of a Phoemician Tyrian womar, descendant of Europa and great 
Jupiter King of the Isle of Crete, famous through an hundred cities, 

フェ ニキ ア の 都市 ニュ ロス の 女性 エ ウ ロ ペ ぺ の 息子 、 エ ウロ ペ ぺ と 大 いな る 主神 ユ ピ テ 
ル の 子 、 全 都市 で 有名 な 、 ク レタ 島 の 王 ( ミ ノ ス ) よ 。 

We Comme unto thee, forsakinmg temples Duult of Oak and CyDress 
fashioned with kmiVes: 

私 達 は 、 短 剣 で 作ら れ た オー ク と 維 杉 で 建て られ た 神殿 を 捨て て 、 あ な た (ミノ ス 王 ) 
の 所 に 来 た 。 

leaders of a pure life, Dehold, we come. 

(ミノ ス 王 よ 、) 見 て くだ さい 、 私 達 は 、 清 ら か な 生活 を 送っ て 来 た 。 

Since 1 was made a priest of jup1ter-Idaeus, 

イデ ィ 山 の 主神 ユピテル の 祭司 に 成っ た 時 か ら 、( イ ディ 山 は クレ タ 島 の 最も 高い 山 
で ある 。 伝 説 で は イデ ィ 山 の 洞窟 で 主神 ゼウス が 生ま れ た 。 イ ディ 山 は 女神 レア を 祭 
る 山 で ある 。) 

1 take no part in the nocturnal feasts of Bacchanals, I eat no half-cooked 
meats: 

私 は 、 酒 神 バ ッ カ ス の 信者 の 夜 の 宴 に 参加 し な いし 、 半 生 の 肉 を 食べ な い 。 

Dut 

EX 

1 offer tapers to the mother of the gods. 

私 は 、 ロ ウソ ク を 神々 の 母 で ある 女神 レア に ささ げ る 。 

Iamapriest among the Curetes clothed in white: 


私 は 、 白 衣 を まとっ た 、 女 神 レア の 従者 Curetes の 中 の 祭司 で ある 。 
1 keep far from the cradles of men: 

私 は 、 人 の 幼子 の ゆり か ご か ら 遠 く 離 れる 。 

1 shun also their tomDs: 


また 、 私 は 、 人 の 慕 を 避け る 。 
and 
7 し て 、 


1 eat nothing which has been arnmated Dy the Dreath of jife. 
私 は 、 合 の 息吹 に よっ て 動か され て いた 者 (、 動 物 の 肉 ) を 食べ な い 。 


」 

The flesh of fish is phosphorescent and hence is aphrodisiacal. 

魚肉 は 、 焼 (リン ) が 多い の で 、 性 欲 を 刺激 する 。( 肉 、 魚 肉 、 牛 乳 、 豆 は 焼 、 リ ン が 多 
い 。) 

Beans are heating and cause aDsence Of mind. 

豆 は 、 興 奮 さ せる の で 、 放 心 状態 の 原因 に 成る 。( 肉 、 魚 肉 、 牛 乳 、 豆 は 、 リ ン が 多 
い 。) 

For eVery forrm of aDstmence, including the most irregular formms, a 
deeD reasOT, aDart from all superstition, Can DroDaD1y De found. 
変わ っ た 形式 を 含む 、 全 て の 形式 の 断食 に は 、 十 中 八 九 、 迷 信 で は な い 、 深 い 理 由 
が ある 。 

There are certaim combinations of foods which are opposed to the 
harmomies of Nature. 

自然 の 調和 に 反する 食べ 物 の 組み 合わ せ が 、 い くつ か 存在 する 。 

"Thou shaltnot seethe the kid in his mother's milk," said Moses 一 
出 エ ジ プ ト 記 23 章 19 節 で モー セ は 「 子 ヤギ の 肉 を 母 ヤ ギ の 乳 で 煮る な か れ 。」 と 
話し て いる 。 

a DreScription which is touching as an allegory and wise on the ground 
Of hVgiene. 

出 エジプト 記 23 章 19 飾 の 「 子 ヤギ の 肉 を 母 ヤ ギ の 乳 で 煮る な か れ 。」 と いう 命令 
は 、 例 え 話 と し て は 人 の 心 に 触れ て 感動 させ る し 、 衛 生 習 慣 と し て は 賢明 で ある 。 
The Greeks Iike the Romans, Dut not to the same extent, were DelieVers 
1n DTeSageS: 

古代 ギリ シャ 人 は 、 古 代 ロ ー マ 人 の 様 に 、 同 じ ほ ど で は な い が 、 予 兆 に よる 予知 を 信 
じ て い た 。 

it Was g00d augury when serpents tasted the sacred offerimgs: 

蛇 が 神聖 な 者 へ の ささ げ 物 を 食べ る と 、 吉 兆 で あっ た 。 

it was faVourable or the reverse whenr it thundered on the right or the 
left hand. 

雷 は 、 右 で 鳴る か 左 で 鳴る か で 、 吉 兆 か 凶 兆 に 成っ た 。 

There were presages in the Ways of sneezing 

くし ゃ み の 仕 方 に よる 予知 が 存在 し た 。 

and 


まだ 。 

in other natural weakmesses which may De left here to conjecture. 

( 腸 の ガス の 排気 と いっ た ) 他 の 自然 的 な 欠点 的 な 生理 現象 か ら も 未来 を 推測 で き 
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In the Hymn of Mercury, Homer narrates that when the god of thieves 
was stll in his cradle he stole the oxen of Apollo, who took the 
youngster and shook him, to make him cornfess the 1arceny: 

神 メ ルク リウ ス へ の 聖 責 で ホメ ロス は 、 盗 人 の 守護 神 メ ルク リウ ス が 未だ 幼子 の 時 
に 神 ア ポロ ン の 和牛 を 盗ん だ の で 、 神 アポ ロン は 幼子 の 神 メ ルク リウ ス を つか まえ て 次 
み を 自白 させ よう と 揺 さ ぶ っ た 、 と 話し て いる 。 


Mercure s'aVlsant dun etrange miracle( = Mercury realizing a strange 
Imracle), 

神 メ ルク リウ ス は 、( 腸 の ガス の 排気 と いう ) 変 わっ た 奇跡 に 気づい た 。 

De ses flancs courrouCes Hit entendre oracle( = From his angry flanks, 
he heard the oracle): 

神 メ ルク リウ ス の 荒れ 狂う 脇腹 か ら ( 腸 の ガス の 排気 と いう ) 神 託 が 聞こ えた 。 
Jusqu'au grand Apollon 1a vapeur en monta( = Untl the great Apollo the 
VaDOr Went UD). 

大 いな る 神 ア ポロ ン ま で 神 メ ルク リウ ス の ( 腸 の ) ガ ス は 昇っ た 。 


」 

It was all presage with the Romans 一 

古代 ロー マ 人 に と っ て は 全て の も の が 予兆 で あっ た 。 

a stone against which the foot struck, 

足 に 当たっ た 石 。 

the cry of a screech-owl, 

メン フク ロウ の 鳴き 声 。 

the Darking of a dog, 

犬 の 咲 える 声 。 

a DrokKen Vase, 

壊れ た 瓶 (ビン )。 

an old woman who was first to 10oK at VoU. 

自分 を 最初 に 見 た 老女 。 

All such idle terrors had for their Dasis that grand magical science of 
divimation 

全て の 根拠 が 無い 様 に 見 える 恐れ の 基盤 に 、 予 見 の 大 いな る 魔術 の 知 が 存在 する 。 
which neglects no token Dut from an effect oVerlooked Dy the Vulgar 
ascends through a sequence of interlimked causes. 

予見 の 魔術 の 知 は 、 予 兆 を 無視 し な い ど ころ か 、 大 衆 は 見 過ごし て し まう 結果 か ら 
一 続き に 繋が っ て いる 原因 へ 遡 ( さ か の ば ) る 。 


This science knows, for example, that those atmospheric imfluences 
which cause the dog to howl are fatal for certain sufferers, 

例え ば 、 犬 を 咲 え させ る 大 気 の 感化 は 特定 の 病人 に は 致命 的 で ある 、 と 予見 の 魔術 
の 知 は 教え て くれ る 。 

that the appearance and the wheeHimg of raVens mean the presence Of 
unDuried Dodies 一 

例え ば 、 カ ラス の 集合 と 旋回 は 埋葬 され て いな い 死 体 の 存在 を 意味 する 、 と 予見 の 
魔術 の 知 は 教え て くれ る 。 

which is always of simister auguTy: 

犬 の 咲 える 声 や カラ ス の 集合 と 旋回 は 、 常 に 、 凶 兆 で ある 。 

localites of murder and execution are frequernted Dy these fowl. 
カラ ス は 、 殺 人 現場 や 処刑 現場 を 好む 。 

The flight of other birds prognosticates hard winters, 

カラ ス 以 外 の 、 あ る 鳥 の 飛び 方 に よっ て は 厳し い 冬 の 予兆 と 成る 。 

while yet others, by their plaintive cries Over the sea, g1Ve the signal of 
Commng storTns. 

また 、 別 の 、 あ る 鳥 の 海上 で の 悲し い 鳴き 声 は 嵐 の 到来 の 予兆 と 成る 。 

On that which science discerns 1gnorance remarks amd generalises: 
無知 な 大 衆 は 、 予 見 の 魔術 の 知 に よっ て 見 分 けら れる 予兆 に 気づい て (迷信 と し て ) 
広め る 。 

the first sees useful warmimgs everywhere: 

予見 の 魔術 の 知 を 知る 人 は 、 有 益 な 警告 を 至る 所 で 見 つけ る 。 

the other distresses and frightens itself at everything. 

無知 な 大 衆 は 、 全 て の も の に 対し て 苦悩 し て お び え る 。 

The Romans furthermore were great ODserVers of drearns: 
古代 ロー マ 人 は 、 夢 に つい て の 大 いな る 観察 者 で あっ た 。 

the art of their interpretaton Delongs to the science of the vital light, 
古代 ロー マ 人 に よる 夢 解 さき の わざ は 、 命 の 光 、 星 の 光 に つい て の 知 で ある 。 

to the understanding ofits direction and reflections. 

古代 ロー マ 人 に よる 夢 和 解き の わざ は 、 星 の 光 の 方 向 と 反射 の 理解 で ある 。 

Men Versed in transcendental mathemattcs are well aware that there 
can De no image in the aDsence of Hght, 

魔術 と いう 超越 的 な 数 学 を 知っ て いる 人 は 、 星 の 光 に よっ て 映像 が 存在 する 事 を 良 
く 知 っ て いる 。 

De it direct, reflected or refracted: 

魔術 と いう 超越 的 な 数 学 を 知っ て いる 人 は 、 星 の 光 の 直接 光 、 反 射 光 、 屈 折 光 に 
よっ て 映像 が 存在 する 事 を 良く 知っ て いる 。 

and by the direction of the ray the return under the fold of which they 
knmow how to findl 

魔術 を 知っ て いる 人 は 、 星 の 光 の 光線 の 方 向 に よっ て 、 折 り 返 し の 反射 光 を 見 つけ 
る 方 法 を 知っ て いる 。 

they arrive Dy an exact calculation, and inVariaDly, at the source of light 
and can estimate its ur1Versal or relatiVe force. 


魔術 を 知っ て いる 人 は 、 正 確 な 計算 に よっ て 、 常 に 、 光 源 に 辿 ( た ど ) り 着い て 、 星 の 
光 の 普遍 の 力 や 相対 的 な 力 を 判断 で きる 。 

They take into account also the healthy or diseased state of the Visual 
mechannsm, external or internal, and attriDute thereto the apparent 
deformmty or rectitude of imageSs. 

魔術 を 知っ て いる 人 は 、 映 像 の 正 し さ や 奇形 の 原因 と し て 、 和 肉眼 と いっ た 外 的 な 肉 
体 の 視覚 機構 や 想像 力 と いう 魂 の 目 に よる 内 的 な 精神 的 な 視覚 機構 の 健康 状態 
を 考慮 に 入れ る 。 

For such Dersons, dreams are a COmplete revelation, 

魔術 を 知っ て いる 人 に と っ て 、 夢 は 完全 な 啓示 で ある 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

dreamm is a semblance of immortality during that nightly death which 
We call sleep. 

夢 は 、 人 が 眠り と 呼ん で いる 夜間 の 死に お ける 、 魂 の 不死 性 に 似 て いる 。 

In the dream-state we share in the umiversal jife, unconscious Of good or 
evll, tiTmme Or SDaCe. 

夢 を 見 て いる 状態 で は 、 人 は 、 善 悪 を 意識 せ ず 、 時 空 を 意識 せ ず 、 星 の 光 と いう 普遍 
の 命 を 共有 する 。 

We leap over trees, dance on water Dreathe upon prisons and they fa 赴 
芝 の 中 で 人 は 、 木 々 を 飛び 越え 、 水 上 で 踊り 、 獄 に 息 を 吹き か け て 崩壊 させ る 。 
Or alternatVely, 

また は 、 

we are heavy, sad, hunted, chained up 一 according to the state of our 
health and often that of our conscience. 

健康 状態 や 良心 の 状態 に よっ て は 、 夢 の 中 で 人 は 、 重 く 、 悲 し く 、 追 われ 、 完 全 に 縛ら 
れる 。 

All this is useful to oODserVe, 

芝 の 全て の も の は 、 観 察する べき 有益 な も の で ある 。 

and unduestionaDly, Dut what can De inferred therefrom by those who 
know nothing and are wrthout the wish to learn? 

疑い 無く 、 実 に 、 何 も 知ら ず 学 ぼう と も 思わ な い 人 が 何 を 夢 か ら 推 測 で きる か ? 
The all-powerful action of harmony in exaltng the soul and giVimg it 
rule ovVer the senses, Was well known to the ancient sages: 
古代 の 賢者 は 、 魂 を 高め て 感覚 を 統治 させ る 調和 の 全て の 力強い 作用 を 良く 知っ 
CN だ 

Dut 

し が 江 ん 

that which they employed to soothe was wrested Dy enchanters to 
excite amd intoxlcate. 

古代 の 賢者 が 和らげ 静め る た め に 応用 し た 物 を 、 誘 惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 
は 、 興 稚 さ せ た り 本 西 させ た りす る た め に 悪用 し た 。 


The sorceresses Of Thessaly and of Rome believed that the moon could 
be dragged from the sky Dy the DarDarous Verses which they recited 
andthatit fell pale amd bleeding to the earth. 

古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 意 味 不 明 な 魔法 の 言葉 に よっ て 月 を 天空 か ら 引 
きず り 降 ろ せ る 、 意 味 不明 な 魔法 の 言葉 を 唱え る と 月 が 血 を 流し て 青白 く 成 りな が 
ら 地 に 堕ち る 、 と 誤っ て 思い 込ん だ 。 

The monotony of ther recitations, the sweep of their magical Wands: 
古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 意 味 不 明 な 魔法 の 言葉 を 単調 に 唱え た 。 

ther circumamDulattons aDout circles, magnetised, exclted, amd led 
them Dy stages to fury, to ecstasy, eVen to catalepsy itsel. 

古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 魔 法 陣 の 輪 の 周り を 歩き 周り 、 催 眠 状 態 に 成り 、 
興奮 5 7 怒り や 忘 我 状態 や 強 看 症 カ タ レプ シー に 芋 っ 7 だ 。 

In this kind of waking state, they fell into dream, 

古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 意 識 が 覚醒 し た 状態 で 、 夢 の 中 に 落ち た 。 

saW tomDs oper, the air OoVercast Dy clouds of demons, the moon falhmg 
from heaven. 

夢 の 中 で 古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 墓 が 開き 、 悪 人 の 霊 の 群れ に よる 雲 が 
大 気 を 曇ら せ 、 月 が 天 か ら 地 に 堕 ち た の を 見 た 。 

The Astral Light is the ivimg soul of the earth, 

星 の 光 は 、 地 の 生き て いる 魂 で ある 。 星 の 光 は 、 地 上 の 生き て いる 魂 で ある 。 

a material and fatal soul, 

星 の 光 は 、 物 質 的 な 魂 、 死 に 至る 魂 で ある 。 

controlled in its productions and movements Dy the eternal laws of 
edulhDrium. 

つり 合い の 永遠 の 法 が 、 星 の 光 に よる 生成 や 運動 を 制御 する 。 

This jight, which environs and permeates all Dodies, 

星 の 光 は 、 全 て の 肉体 を 包囲 し 、 全 て の 肉体 に 浸透 し て いる 。 

ca also suspend their weight and make themm revo]Ve about a 
powerfully aDsorDent centre. 

星 の 光 は 、 重 い 肉体 を 浮遊 させ て 強力 な 吸引 の 中 心 の 周り に 回 転 さ せる 事 が で き 
る 。 

Phenomena which have Deen so far insufficiently examined, though 
they are Deimg reproduced in Our Own days, DroVe the truth of this 
theoryi 

調査 は 不 十 分 で は ある が 、 肉 体 の 浮遊 現象 は 、19 世紀 で も 再現 され て 、 星 の 光 の 
理論 の 正 し さ を 証明 し て いる 。 

To the same natural law must De ascriDed those magical whirlpools in 
the centre of which enchanters 1ocated themselVves. 

誘惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 が 自身 を 中 心 に 引き 起こ す 魔術 的 な 渦 は 、 星 の 光 
の 自然 の 法 が 原因 で ある 。 

It explains the fascimation exercised on Dirds Dy certan reptiles 
星 の 光 の 自然 の 法 は 、 あ る 邑 虫 類 が 鳥 を 縛る 事 を 説明 する 。 


and on sensitVe natures Dy others which are negative and aDsorDent. 


星 の 光 の 自然 の 法 は 、 陰 気 で 引っ 込み 思案 の 人 が 神経 質 な 人 を 魅了 する 事 を 説明 
する 。 

Mediumms are generally diseased creatures In whomm the void opens and 
who thus attract the light, as abysses draw the water of whirlpools. 

一 般 的 に 、 霊 媒 者 は 、 心 の 内 面 に 虚無 の 空間 が 開い て いる 病 的 な 人 間 で 、 深 淵 が 
水 を 渦巻 き 状 に 引き 寄せ る 様 に 、 星 の 光 を 引き 寄せ る 。 

The heaviest bodies can then De Hfted 1ike straws and are carried aWay 
by the current. 

霊媒 者 に よる 星 の 光 の 流れ は 、 重 い 肉体 を 菓 ( わ ら ) の 様 に 持ち 上 げ て 流れ に 運び 
去る 事 が で きる 。 

Such negative and unDalanced natures, 

霊媒 者 は 、 陰 気 で 心 の つり 合い を 失い 乱れ て いる 。 

whose fluidic Dodies are formless, 

霊媒 者 の 流体 の 体 、 霊 媒 者 の 星 の 体 は 、 不 定形 で ある 。 

can Droject their force of attraction, delimeatimg Dy this means 
SuDDplementary and fantastic memDers in the air 

霊媒 者 は 、 引 力 を 及ぼ す 事 が で き 、 補 助 腕 、 幻 の 手 を 大 気 中 に 伸ばせ る 。 

When the celebrated medium Home makes hands without Dodies 
apDDear In his 寺 が 2 his own hands are dead and frozen. 
有名 な 霊媒 師 ホー ム が 近く に 胴体 が 無い 幻 の 手 を 出現 させ て いる 時 、 ホ ー ム の 肉 
体 の 手 は 死ん で 冷た く 硬 直し て いた 。 

It may De sald that mediums are phenomenal Deimgs in whom death 
struggles VisiD1y against Hfe. 

寺 媒 者 は 、 死 が 目 に 見 える 形 で 命 と 戦っ て いる 驚く べき 存在 で ある 、 と 言え る か も し 
れ な い 。 

As much may De concluded in the case of enchanters, fortune-tellers, 
those with the evil eye and casters of Spells. 

誘惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に する 者 も 、 死 
が 目 に 見 える 形 で 命 と 戦っ て いる 人 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

ConsclouSIy or unconsclously, they are varmDTes, 

霊媒 者 誘惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に する 
者 は 、 自 覚 し て いて も 無自覚 で も 、 吸 血 鬼 で ある 。 

who draw the jife which they 1ack and thus disturD the Dalance of the 
light. 

霊媒 者 誘惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に する 
者 は 、 吸 血 鬼 で 、 自 身 に 不足 し て いる 合 を 吸い 取っ て 星 の 光 の つり 合い を 乱す 。 
When this is done consciously they are crimnnals who should De 
Dunlshedl 

自覚 が 有 っ て 意識 的 に 命 を 吸い 取っ て 星 の 光 の つり 合い を 乱 し て いる 場合 は 、 霊 媒 
者 、 誘 惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に まる 者 は 、 
罰 さ れる べき 犯罪 者 で ある 。 

and when otherwrlse they are stll exceedingly dangerous suD]eCtS, 


無自覚 で 無意識 に 命 を 吸い 取っ て 星 の 光 の つり 合い を 乱 し て いる 場合 で も 、 霊 媒 者 、 
誘惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に する 者 は 、 最 
悪 な 危険 人 物 で ある 。 

from whom delicate and nerVous Deople should De carefully isolated. 
霊媒 者 、 誘 惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に する 
者 か ら 、 虚 弱 な 神経 質 な 人 は 用 心して 離れ る べき で ある 。 

Porphyry tells the following story in his life of Plotimus. 

下記 の 様 に 、 師 プロ ティ ノ ス の 生涯 の 伝記 で テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 話し て いる 。 
1 

Among those who professed phllosophy, there was a certain O1ymDius, 
哲学 者 を 自称 する 者 の 中 に 、 例 の オリ ュ ン ピウス が いた 。 

who was of Alexandria 

オリ ュ ン ピウス は 、 ア レク サン ドリ ア の 人 で あっ た 。 

and for a hme disciple of Ammoruus. 

オリ ュ ン ピウス は 、 一 時 、 ア ン モ ニオ ス サッ カス の 弟子 で あっ た 。 

He treated Plotmus with disdaim, Deimg amDitious to surDpass hm in 
TeDUute. 

オリ ュ ン ピウス は 、 名 声 に お いて プロ ティ ノ ス を 超え た いと いう 野心 が あっ て 、 プ ロティ 
ノ ス を 見 下す 言動 を し た 。 

He sought also to imjure him Dy magical ceremores, 

また 、 オ リュ ン ピ ウ ス は 、 プ ロティ ノ ス の 名 声 を 損 な お うと 魔術 の 儀式 で 呪っ た 。 

Dut 

し か し 、 

havimng found that the attempt re-acted on himself he admitted to his 
friends that the soul of Plotimus must De one of great DoWer snce it 
Could turn Dack on his enemues their own evll desigTs. 

呪い の 反作用 だ けが オリ ュ ン ピウス 自身 に の み 降 りか か っ た の で 、 プ ロティ ノ ス の 魂 
は 敵 の 悪意 に よる 呪い を 敵 に 返す の だ か ら 大 いな る 力 を 持つ 魂 の 1 つ で ある に 違 
いな い 、 と オリ ュ ン ピウス は 友人 に 認め ざる を 得 な か っ た 。 

Plotimus Was Consclous Of the hostile attempts of O1ympius, 

プロ ティ ノ ス は 、 オ リュ ン ピ ウ ス の 敵意 に よる 呪い に 気づい て いた 。 

and 

その た め 、 

there were Hmes when he said suddenly: Now he is havimg 
COTVUlsioOnSs.' 

プロ ティ ノ ス は 『 今 オリ ュ ン ピウス が けい れん し て いる 。』 と 突然 話す 事 が あっ た 。 
This kind of thing Deimg repeatedl 

オリ ュ ン ピウス の 呪い が プロ ティ ノ ス に は ね 返さ れる 事 が くり 返さ れ た 。 

and fimding that he was afflicted himself with the evils which he would 
have wrought on Plotimus, O1ymplus ceased to Dersecute. 

オリ ュ ン ピウス は 、 プ ロティ ノ ス を 苦し め よ うと し た 呪い と いう 悪行 に よっ て 、 オ リュ ン 
ピウス 自身 が 苦し め ら れる 羽目 に 成っ た の で 、 プ ロティ ノ ス を 呪う 事 を や め た 。 


」 

Equihbriumm is the great law of the Vital light: 

つり 合い は 、 合 の 光 、 星 の 光 の 大 いな る 法 で ある 。 

projected with force andrepelled Dy a nature more Dalanced than our 
OwTL 1t comes DacK upon ourselves with equal Violence. 
呪い を 強力 に 放射 し て 、 呪 い を か けた 人 より 心 の つり 合い が 取れ て いる 呪 わ れ た 人 
に は ね 返さ れる と 、 呪 い は 呪い を か けた 人 自身 に 呪っ た 時 の 激 し さ の まま 返っ て 来 
る 。 

Woe therefore to those who would employ natural Dowers in the service 
Of injustiCe, 

星 の 光 と いう 自然 の 力 を 呪い な ど に 悪用 する 人 に は 災い が 有る ! 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

Nature 1S just 

自然 は 正しい 。 

and 

その た め 、 

her reactions are terT1Dle. 

自然 の 反作用 は 恐ろし い 。 自 然 の 反作用 は 胃 散 する べき で ある 。 
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THE SEVEN WONDERS OF THE WORLD 


CHAPTER VII 

魔術 の 歴史 第 2 巻 7 章 

MAGICAL MONUMENTS 

魔術 の 記念 建造 物 

We have said that Egypt of old was itself a Dantacle, 

魔術 の 歴史 第 1 巻 4 章 で 、 古 代 エ ジ プ ト は pantacle で あっ た 、 と 話し た 。 

and as much 

そし て 、 同 様 に 、 

might De affirmed concerning the elder world at 1arge. 

全体 的 に 、 古 代 の 世界 は pantacle で あっ た 、 と 言え る か も し れ な い 。 

In proporton as the great hierophants were at Dains to conceal ther 
aDsolute sclence, they sought more and more to extend and multply its 
SynDols. 

大 いな る 秘 儀 祭司 は 、 絶 対 の 知 を 苦心 し て 隠 そ うと する に つれ て 段々 と 、 絶 対 の 知 
の 象徴 を 増殖 し て 広め よう と し た 。 

The triangular Dyrarmds, with ther square Dases, represented 
metaphysics grOunded on the science of Nature: 

正方 形 の 基礎 を 持つ 三角 形 で ある 、 ピ ラミ ッ ド は 、 自 然 の 知 に 基づい た 形 面 上 学 を 
表す 。 

and the symDbolical key of this science assumed the gigantic form of that 
wonderful sphinX 

自然 の 知 の 象徴 に よる 鍵 は 、 不 思 議 な スフィンクス の 巨人 的 な 形 を 取っ た 。 
which, in its age-long Vigl at the foot of the pyramids, has hollowed for 
itself so deep a Ded in the sand. 

スフィンクス は 、 ピ ラミ ッ ド の 足下 で 何 年 も 寝 ず の 番 を し て 、 砂 の 中 に 深く 埋もれ て い 
だ 。 

Those seven great monuments called the wonders of the world were 
Sublime commentaries on the pyrarmids and on the seVen mmysteriOusS 
gates of Thebes. 

「 世 界 の 七 不思議 」 と 呼ば れ て いる 7 つの 大 いな る 記念 建造 物 は 、 ピ ラミ ッ ド と テー 
バイ の 7 つの 神秘 的 な 門 に つい て の 高尚 な 注釈 で あっ た 。 

At Rhodes there was the Pantacle of the Sur, 

ロー ドス 島 に は 太陽 神 ヘ リオ ス ま た は 光 の 神 ア ポロ ン の 巨像 と いう pantacle が 
あっ た 。 

im which the god of light and truth was symDolised under a human form 
clothed wrth goldi: 

ロー ドス 島 で は 、 光 と 真理 の 神 ア ポロ ン を 、 黄 金 を まとっ た 人 の 形 で 表し た 。 

he ralsed in his right hand the torch ofintelligence and in his left held 
the shaft of activity. 

光 の 神 ア ボロン の 巨像 は 、 知 の 光 を 右手 に か か げ 、 自 発 的 な 行動 の 矢 を 左手 に か 
か げ て いた 。 


His feet were fixed onmoles representimg the eternal eduilibratimg 
forces of Nature, necessity and HiDerty, active and Dass1ve, fiXed and 
Volatile 一 

光 の 神 ア ポロ ン の 巨像 は 、 両 脚 を それ ぞ れ 2 つの 防 波 坦 の 上 に 固定 し て いて 、 必 然 
と 自由 、 自 発 性 と 受容 性 、 固 定 さ れ た も の と 気化 し 易い も の 、 と いう 自然 の 永遠 に つ 
り 合 わせ て いる 2 つの 力 を 表す 。 

Im a Wordl 

要約 する と 、 

the Pillars of Hercules. 

光 の 神 ア ポロ ン の 巨像 は 、 両 脚 を それ ぞ れ 2 つの 防波堤 の 上 に 固定 し て いて 、「 へ 
ラク レス の 柱 」 と いう 2 つの 柱 に 相当 する 。 

At Ephesus was the Pantacle of the Moon, which was the Temple of 
Diana Panthea( = Pan-thea = Pan-goddess), 

エフ ェ ソ ス に は 、 女 性 の 汎 神 で ある 月 の 女神 ディ アナ の 神殿 、 月 の 女神 アル テ ミ ス の 
神殿 と いう pantacle が あっ た 。 

made in the jkeness of the uruverse. 

月 の 女神 アル テ ミ ス の 神殿 は 、 世 界 に 似 た 形 に 造ら れ た 。 

It was a dome surmountimg a CrOSS, With a square gallery andl a circular 
precinct recalhmg the shield of Achilles. 

月 の 女神 アル テ ミ ス の 神殿 は 、 ア キレ ス の 盾 に 似 て いる 正方 形 の 美術 品 の 陳列 室 
と 円 形 の 境内 (けい だ い ) を 持つ 、 十 字 を 載せ て いる 半球 形 の 建造 物 で あっ た 。 

The tomb of Mausoleus was the Pantacle of the Chaste and Conjugal 
Venus: 

マウ ソロ ス 霊 応 は 、 貞 激 と 結婚 の 女神 ウェ ヌス また は 金星 の pantacle で あっ た 。 
in form it was after the manner of a lingam, having a square elevation 
andl a ciYcular DrecimCt. 

マウ ソロ ス 霊 刻 の 形 は 、 正 方 形 の 高台 と 円 形 の 境内 を 持つ 、 男 性 器 で あっ た 。 

Im the middle place ofthe square rose a truncated Dyrarmd, on which 
was a Chariot with four horses, harnessed so as to form a croSS. 

マウ ソロ ス 霊 放 は 、 正 方 形 の 高台 の 中 心 に そびえ た 、 十 字 を 形成 する 様 に 4 頭 の 馬 
を つない だ 戦車 に 乗っ た 、 頂 点 を 平面 で 切っ た ピラ ミッ ド で あっ た 。 

The Pyramids were the Pantacle of Hermes or of Mercury, 

ピラミッド は 、 ヘ ル メ ス ま た は メル クリ ウス また は 水星 の pantacle で あっ た 。 

The Olympian jupiter was the Pantacle of that god. 

オリ ュ ン ピア の ユピテル 像 、 オ リュ ン ピ ア の ゼウス 像 は 、 木 星 の 神 ゼウス の pantacle 
で あっ た 。 

The walls of Babylon and the citadel of Semirarmis were Pantacles of 
Mars. 

「 バ パ バビロン の 城壁 」 と 女王 セミ ラミ ス の 砦 で ある 「 バ ビ ロ ン の 空中 庭園 」 と いう 2 つ 
の 「 世 界 の 七 不思議 」 は 、 戦 神 マ ルス また は 火星 の pantacle で あっ た 。 

In fine, the Temple of Solomon 一 that umiversal and aDsolute Dantacle 
destimed to replace the others 一 was for the Gentile world the terrible 
Pantacle of Saturn. 


究極 的 に 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 は 、「 世 界 の 七 不思議 」 の 全て に 取っ て 代わ る 
運命 で ある 普遍 の 絶対 の pantacle で 、 キ リス ト 教 世界 に と っ て は 土星 の 胃 散 する 
べき pantacle で あっ た 。 

The philosophical septenary ofinitiation, accordimg to the mmnd of the 
anclents, may De surmmarised as three aDsolute Drimclples, 
秘伝 伝授 の 哲学 の 7 つ 1 組 は 、 古 代 人 の 考え に よる と 、3 つの 絶対 の 原理 に 要約 
で きる 。 

reduciDle to a single Drinclple, 

3 つの 絶対 の 原理 は 、 唯 一 の 原理 に まとめ る 事 が で きる 。 

and 

その た め 、 

four elementary forms, which are one forrm only the whole constitutimg 
an uty composed of form and idea. 

四 大 元素 の 形 は 唯一 の 形 に まとめ る 事 が で き 、 四 大 元素 の 形 全体 は 概念 と 形 で 出 
来 た 統 一 体 に 成る 。 

The three primciples are as follows: 

下記 が 、3 つの 原理 で ある 。 

(1) Beimg is Deimg: 

(1「 存 在 は 存在 で ある 。」。「 存 在 は 存在 する 。」。「 存 在 性 は 存在 性 で ある 。」。「 あ る 
存在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 。」。「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 
意味 で 同じ で ある 。」。「 神 は 存在 する 。」。 

im philosophy this sigmifies the identity of the idea and that which 1S, or 
truth: 

哲学 に お いて は 、「 存 在 は 存在 で ある 。」 は 、「 概 念 と 存在 する も の は 同じ で ある 。」 事 、 
「 概 念 と 真理 は 同じ で ある 。」 事 を 意味 する 。 

im religion it is the first primciple, the Father 

款 教 に お いて は 、「 神 は 存在 する 。」 は 、 第 一 原理 で ある 父 で ある 神 で ある 。 

(2) Beimg is rea: 

(2)「 存 在 は 現実 で ある 。」。 

this means in philosophy the identitty of kmnowledge and of that which 1S, 
Or reality: 

哲学 に お いて は 、「 存 在 は 現実 で ある 。」 は 、「 知 と 存在 する も の は 同じ で ある 。」 事 、 
「 知 と 現実 は 同じ で ある 。」 事 を 意味 する 。 

in religior it is the Logos of Plato, the Dermiourgos, the Word. 
宗教 に お いて は 、「 存 在 は 現実 で ある 。」 は 、 プ ラ ト ン の 神 の 言葉 ロゴ ス 、 世 界 の 創造 
者 デミ ウル ゴス 、 神 の 言葉 イエ ス で ある 。 

(3③) Beimg is ogical: 

(3)「 存在 は 論理 的 で ある 。」 

im philosophy this sigrifies the identity of reason and reality: 
哲学 に お いて は 、「 存 在 は 論理 的 で ある 。」 は 、「 論 理 と 現実 が 同じ で ある 。」 事 を 意 
味 する 。 


Im religion it 1s Providence, or the Divine Acton by which the good is 
realised, the mutual loVe of the true and the goodl called the Holy Spirit 
Im Christiamnty. 

款 教 に お いて は 、! 存在 は 論理 的 で ある 。」 は 、 神 意 ま た は 神 の 作用 、 キ リス ト 教 で 神 
の 聖 寺 と 呼ば れ て いる 真 と 善 の 相互 の 愛 で あ る 。 神 の 作用 に よっ て 、 善 は 実現 され 
る 。 
The four elementary forms were the expresslon of two fundamental 
1]aWs: 

四 大 元素 の 形 は 、2 つの 基礎 の 法 の 表れ で ある 。 

reslstanCe and motor: 

2 つの 基礎 の 法 は 、 抵 抗 と 運動 で ある 。 

the fixed state, or that inertia which res1sts, 

2 つの 基礎 の 法 は 、 固 定 と 抵抗 する 慣性 で ある 。 

and actiVe life, or the Volatile: 

2 つの 基礎 の 法 は 、 自 発 的 な 命 と 気化 し 易い も の で ある 。 

In other and more general termms, matter and sDir1t 一 

より 一 般 的 な 言葉 で 言い 換え る と 、2 つの 基礎 の 法 は 、 物 質 と 精神 で ある 。 

matter Demg that nothingness which is formulated Dy Dassive 
affirmation, 

物質 は 、 受 容 的 な 青 定 が 明確 に 話す 、 無 で ある 。 

Spirit Deing the primciple of aDsolute necessity in that which is true. 
精神 は 、 正 し い 真 で ある も の に お ける 、 絶 対 の 必然 の 原理 で ある 。 

The negatiVe action of material nothing on spirit was termed the evil 
DrInciple: 

物質 的 な 無 に よる 精神 に 対す る 否定 の 作用 は 、 い け な い 原理 と 呼ば れ て いる 。 

the positive action of spirit on this same nothingness, so that it rmight De 
filled with creation and with Hight, was called the good primciple. 

創造 と 光 で 物質 的 な 無 を 満た す 、 精 神 に よる 物質 的 な 無 に 対す る 青 定 の 作用 は 、 
善 の 原理 と 呼ば れ て いる 。 

To these conceptions there corresponded, on the one hand, humanity 
al 

人 性 が 、 い け な い 原理 と いう 概念 に 対応 し て いる 。 

on the other the rational and saving Hife, redeemnng those who are 
concelved in sin 一 that is to say In nothimgness 一 - because of their 
materlal generation. 

物質 的 な 生成 に よっ て 無 と 言え る 罪 を 宿す 人 の 罪 を つぐ な っ て 救う 論理 的 な 命 が 、 
番 の 原理 と いう 概念 に 対応 し て いる 。 

Such was the doctrime of secret initiation, 

上 記 が 、 秘 密 の 秘伝 伝授 の 考え で ある 。 

Such the admirable synthesis that the spirit of Christian1ty came to 
Vivify, emljighteming Dy its splendour establishing divinely Dy its dogma 
and realisimg Dy 1ts sacraments. 


上 記 が 、 キ リス ト 教 の 精神 が 復活 させ た 、 キ リス ト 教 の 輝き が 明か し て いる 、 キ リス ト 
教 の 考え が 神 の 力 で 確立 し て いる 、 キ リス ト 教 の 象徴 が 実現 し て いる 、 見 事 な 総 合 
で ある 。 

Under the vell which was intended to preserVe 1t, this synthesis has 
Vanlshed. 

保存 する た め の ヴ ェ ー ル の 下 に 、 キ リス ト 教 の 総合 は 姿 を 隠し て いる 。 

It is destimed to De recovered Dy man in all its DrirmitVe Deauty and all 
its maternal fecundity. 

原初 の 美 し さ の まま 、 母 的 な 豊か さ の まま 、 人 は キリ スト 教 の 総合 を 取り 戻す 運命 で 
ある 。 


BOOK III 


魔術 の 歴史 第 3 巻 

DIVINE SYNTHESIS AND REALISATION OF MAGIA BY THE CHRISTIAN 
REVELATION 

キリ スト 教 の 啓示 に よる 神聖 な 統合 と 魔術 の 実現 

ュー GIMEL 

ギ メ ル 


CHAPTER 1 

魔術 の 歴史 第 3 巻 1 章 

CHRIST ACCUSED OF MAGIC BY THE TEWS 

ユダ ヤ 教 徒 に よる イエ ス キリ スト へ の 魔術 に つい て の 非難 

At the Deginmimg of the Gospel according to St. john there is one 
sentence which is never uttered Dy the Catholic Church except im the 
Dending of the knees: that sentence is: "The Word was made flesh." 

ヨハ ネ に よる 福音 1 章 14 節 の 「 神 の 言葉 イエ ス は 人 に 成っ た 。」 と いう 言葉 を 、 カ ト 
リッ ク 教 会 は ひざ まず いて 話さ ず に は いら れ な い 。 

The plenary revelation of Christiamity 1s comprised theren. 

ヨハ ネ に よる 福音 1 章 14 節 の 「 神 の 言葉 イエ ス は 人 に 成っ た 。」 と いう 言葉 は 、 キ リ 
スト 教 の 十分 な 啓示 を 成 し て いる 。 

SO also elsewhere the Evangelist furnishes the criterion of orthodoxy, 
また 、 使 徒 ヨ ハネ は 、 正 統 な 教え の 基準 を 与え て いる 。 

which is the confession of jesus Christ mamifested in flesh 一 

正統 な 教え の 基準 と は 、「 イ エス キリ スト は 、 人 に 成っ て 、 あ ら わ れ た 。」 と いう 信仰 告 
白 で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

In Vis1Dle amnd human reality. 

「 イ エス キリ スト は 、 目 に 見 える 形 で 、 人 の 実体 で 、 あ ら わ れ た 。」。 

After emDlazoning in his Visions the pantacles and hieroglyphs of 
eSOter1C SCienCe: 

エ ゼ キ エ ル 書 で 、 エ ゼ キ エル は 、 幻 視 に お いて 、 秘 伝 の 知 の pantacle と 象徴 を 描い 
た 後に 、 

after exhibiting wheels revolving with wheels: 

エ ゼ キ エ ル 書 で 、 エ ゼ キ エル は 、 車 輪 の 中 で 回 転 す る 車輪 を 表し た 後に 、 

after picturing 1Ving eyes turning to all the spheres: 

エ ゼ キ エ ル 書 で 、 エ ゼ キ エル は 、 全 て の 天球 を 見 て いる 無数 の 生き て いる 目 を 描い 
た 後に 、 

after deploying the Deatmg wings of the four mysterious HiVing 
Creatures 

エ ゼ キ エ ル 書 で 、 エ ゼ キ エル は 、4 つの 神秘 の 生き て いる 生き 物 の 羽ばたく 糞 を 並 
べた 後に 、 

Ezekiel, the most profound Kabalist of the ancient prophets, Deholds 
nothing Dut a plain strewn with dry Dones. 

エ ゼ キ エ ル 書 37 章 で 、 古 代 の 預言 者 の 中 で 最も 学 が 深い カバ リス ト で ある 、 エ ゼ キ 
エル は 、 枯 れ た 骨 が 散っ て いる 平野 だ け を 見 た 。 

At his word they are covered with flesh and so is form restored to them. 
エ ゼ キ エ ル 書 37 章 で 、 エ ゼ キ エル の 言葉 は 、 枯 れ た 肖 を 肉 で 覆っ て 、 形 を 復元 させ 
7 

A pitful Deauty inVests these rermnants of death, 


し か し 、 悲 し い 美 し さ が 、 枯 れ た 骨 と いう 死 の 残骸 を 覆っ て いる 。 

but that Deauty is cold and lifeless. 

実に 、 悲 し い 美 し さ は 、 冷 た く 活 気 が 無かっ た 。 

Of such were the doctrimes and mythologies of the elder world, when a 
breath oflove descended upon them from heaven. 

天 か ら 思 いや り の 候 吹 が 降臨 し た 時 、 古 代 の 世界 の 教え と 神話 は 、 美 し い が 冷 た く 
活気 が 無い 悲し い 物 で あっ た 。 

Then the dead shapes rose UD: 

天 か ら 思 いや り の 皿 吹 が 降臨 する と 、 死 ん で いた 形 は 復活 し た 。 

the wraiths of philosophy gave place to men of true wisdom: 
哲学 の 死霊 は 、 真 の 知 の 人 に 場所 を 譲っ た 。 

the Word was incarnate 

神 の 言葉 イエ ス は 、 人 に 成っ た 。 

and 

そし て 、 

aliVe: 

人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス は 、 生 き て いる 。 

it was no longer the day of aDstractions Dut one of reaHity. 

も は や 抽象 概念 の 時 で は な く 実 体 の 時 に 成っ た 。 

That faith which is proVed Dy works replaced the hypotheses which 
ended in nothing Dut faDles. 

行動 に よっ て 証明 され て いる 信心 が 、 架 空 の 話 に 終わ る だ け で あっ た 仮説 に 取っ て 
代わ っ た 。 

Magic was transformed into sanctty 

魔術 は 、 神 性 と 成っ た 。 

wonders Decame mracles, 

不思議 は 、 奇 跡 と 成っ た 。 

the common people 一 excluded Dy anclent initiation 一 - were called to 
the royalty and priesthood of Virtue. 

古代 の 秘伝 伝授 か ら 除 外さ れ て いた 、 大 衆 は 徳 の 王者 と 祭司 に 成る 様 に 求め られ 
て いる 。 

Realisation is thus of the essence of Christian religiol, 

実現 は 、 キ リス ト 教 の 神髄 で ある 。 

and its doctrine g1Ves a Dody even to the most oDVlous allegories. 

キリ スト 教 は 、 明 ら か な 例え 話す ら 具 体 的 に 実現 する 。 

The house of the youmg man who had great Dossessions 1s stll shewnin 
Jerusalem 

マタ イ に よる 福音 19 章 の 象徴 的 な 実話 の 金持ち の 青年 の 家 が 未だ に エル サレ ム 
で 見 つか る 。 

anditmight De in no sense impossiDle for careful research to discoVer a 
lamp which, by a similar traditon, once Delonged to one ofthe foolish 
VITg1mS. 


用 心して 探求 すれ ば 、 マ タイ に よる 福音 25 章 の 例え 話 の 5 人 の 愚か な 処女 の うち 
1 人 が 所 有 し て いた ラン プ が 見 つか る か も し れ な い 。 

Such imgenuous credulities are funmdamentally not Very dangerOuS: 
聖書 の 例え 話 を 無邪気 に 軽 信 す る 事 は 、 基 本 的 に 、 あ まり 危険 で は な い 。 

indeed they prove only the livimg and realsing DoWer of the Christian 
faith. 

実に 、 軽 信者 は 、 キ リス ト 教 の 信心 の 生き て いる 力 や 実現 する 力 を 証明 し て いる に 過 
ざ な い 。 

The jews accused that faith of having materialised Delief amd idealised 
earthly thmgs. 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 キ リス ト 教 が 信心 を 物質 化し た り 地 上 の 俗 世 の も の を 理想 化し た り 
し た と 誤っ て 非難 し た 。 

In our Doctrime and Ritual of Transcendental Magic we haVe recited the 
scandalous paraDle ofthe Sepher Toldos jeshu which was inVented to 
SUDDort, the accusatlon. 

高等 魔術 の 教理 12 章 で 話し た ユダ ヤ 教 の 聖職 者 に よる Sepher Toldos jeschu 
の 注釈 の 恥ず べき 例え 話 は 、 キ リス ト 教 が 信心 を 物質 化し た り 地上 の 俗 世 の も の を 
理想 化し た り し た と いう 誤っ た 非難 を 支持 する た め に 、 ね つ 造 され た 。 

It is related in the Talmud that jesus Den SaDta, or the son of the 
divorced woman, having studied Drofane mysteries In EgyDt, set uD a 
false stone in Israel and ed the people into idolatry. 

ユダ ヤ 教 の 聖職 者 に よる 、Sepher Toldos jeschu の 注釈 の 例え 話 に 関連 し て 、 タ 
ルム ー ド に は 、 離 縁 さ れ た 女 の 息 子 イエ ス ben Sabta が 、 エ ジ プ ト で 汚れ た 神秘 を 
学び 、 イ スラ エル で 偽 の 石 を 建て 、 大 衆 を 偶像 崇拝 に 導い た 、 と いう イエ ス キリ スト 
を 誹謗 中 傷 し て いる 話 が 記さ れ て いる 。 

It was ackmnowledged notwithstanding that the jewish priesthood did 
wrong when it cursed hum wrth Doth hands, 

それ に も か か わら ず 、 タ ルム ー ド で は 、 ユ ダ ヤ 教 の 聖職 者 が イエ ス キリ スト を 「 諸 手 
を 挙げ て 呪っ た 」 事 は 誤り で ある と 認め て いる 。 

andit is in this connection that we find in the Talmud one Deautiful 
precept which is destined hereafter to umite Christendom and Israel: 
"Never Curse with Doth hands, so that one of them may always De free 
to forgiVe and to Dless." 

「 諸 手 を 挙げ て 呪う な か れ 。 許 し て 祝福 する た め に 、 諸 手 の うち 1 つの 手 を 常に 自由 
に し て お く た め に 。」 と いう キリ スト 教 世界 て イス ラ エ ル を 結ぶ 運命 で ある 美しい 戒め 
が タル ムー ド に は 存在 する 。 

As a fact, 

事実 、 

the priesthood was guilty ofinjustice towards that peace-Dringing 
Master 

ユダ ヤ 教 の 聖職 者 は 、 平 和 を も た らし て いる 主 イ エス に 対し て 不正 を 働く 罪 を 犯し た 。 
who counselled his disciples to oDey the constituted hierarchyi 

イエ ス は 、 既 成 の 位階 制 に 従う 様 に 弟子 に すす め た 。 


"They are in the seat of Moses," the Saviour said: "Do therefore that 
which they tell you Dut not as they do themselves.“ 

マタ イ に よる 福音 23 章 で 救い 主 イ エス は 「 ユ ダ ヤ 教 の 聖職 者 は モー セ の 座 に いる 。 
その た め 、 ユ ダ ヤ 教 の 聖職 者 の (口先 だ け の ) 言 葉 に は 従い な さい 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 教 
の 加 職 者 の (悪い ) 行 い を 真似 る なかれ 。」 と 話し て いる 。 

On another occaslon he cormmanded ten lepers to shew ther Dersons to 
the priests, and they were cured on the roadi: 

ルカ に よる 福音 17 章 で 、 イ エス は 、 体 を ユダ ヤ 教 の 聖職 者 へ 見 せる 様 に 10 人 の 皮 
劇 病 の 病人 に 命令 し て 、 道 の 途中 で 10 人 の 病人 の 病気 を 治し た 。 

what touchimg abnegator in the Divine Worker of miracles, Who thus 
ascribed to His most deadly enemies the Very honour of His miracles. 
奇跡 の 名 誉 を 最 低 の 敵 に 譲る と は 、 奇 跡 と いう 神 の 御 業 に お ける 名 誉 を 得る 権利 
の 放棄 は 何と 心 に 触れ て 感動 する 事 か ! 

For the rest, 

後 は 、 

were those who accused Christ of settimg uD a SDUr10US COrTner-Stone 
acduainted themselves wrth the true one? 

イエ ス キリ スト が 偽 の 基礎 の 石 を 建て た と 誤っ て 非難 する ユダ ヤ 教 の 聖職 者 は 、 真 
の 基礎 の 石 を 知っ て いた の か ? 

Had not the jews in the days of the Pharisees 1ost the science of that 
which is at once the corner-stone, the cuDic stone, the philosophical 
stone 一 In a word!, the fundamental stone of the KaDalistic Termple, 
sduare atthe Dase and triangular aDove 1hke the Dyrarmds? 

パリ サイ 人 の 時 代 の ユダ ヤ 教 徒 は 、「 基 礎 の 石 」、「 立 方 体 の 石 」、「 賢 者 の 石 」、「 特 
に ピラ ミッ ド の 様 に 基礎 が 正方 形 で ある 三角 形 で ある カバ ラ の 神殿 の 基礎 の 石 」 の 
知 を 失っ て いた の で は な いか ? パ リサ イ 人 の 時 代 の ユダ ヤ 教 徒 は 、「 基 礎 の 石 」、 

「 立 方 体 の 石 」、「 賢 者 の 石 」、「 特 に ビラ ミッ ド の 様 に 基礎 が 正方 形 で ある 三角 形 で 
ある カバ ラ の 神殿 の 基礎 の 石 」 の 知 を 失っ て いた ! 

By impeaching Tesus as an imnoVator did they not proclanm that they 
had themselVes forgotten antiduity? 

イエ ス が 変革 者 で ある と 非難 する 事 に よっ て 、 パ リサ イ 人 の 時 代 の ユダ ヤ 教 徒 は 古 
代 の 知 を 忘却 し て いた 事 を 物語 っ て し まっ た の で は な いか ? イ エス が 変革 者 で ある 
と 非難 する 事 に よっ て 、 パ リサ イ 人 の 時 代 の ユダ ヤ 教 徒 は 古代 の 知 を 忘却 し て いた 
事 を 物語 っ て し まっ た ! 

Was not that hght which Abraham saw and rejoiced extimguished for 
the unfaithful children of Moses, 

アブ ラ ハ ム が 見 て 喜ん だ 光 は 、 モ ー セ の 不信 心 な 子孫 で ある ユダ ヤ 教 徒 に に と っ て は 
消失 し た の で は な いか ? ア ブラ ハム が 見 て 喜ん だ 光 は 、 モ ー セ の 不信 心 な 子孫 で あ 
る ユダ ヤ 教 徒 に と っ て は 消失 し た ! 

and was 1t not recovered Dy jesus, Who made it shime with a new 
SDlendour? 

イエ ス は 、 ア ブラ ハム が 見 て 喜ん だ 光 を 復活 させ て 新しい 輝き で 輝 か せ た の で は な 
いか ? イ エス は 、 ア ブラ ハム が 見 て 喜ん だ 光 を 復活 させ て 新しい 輝き で 輝 か せ た ! 


To De quite certain on the subject the Gospel and Apocalypse of St. john 
must De compared with the mysterious doctrines of the Sepher Yetzirah 
and Zohar 

イエ ス が カバ ラ と いう アブ ラ ハ ム か ら の 古代 の 知 を 復活 させ た 事 を 深く 確信 する に 
は 、 福 音 書 と ヨハ ネ の 団 示 録 を 「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 の 神秘 の 教え と 比べ る 必 
要 が 有る 。 

It will then be realised that Christiaruty, so far from Deing a heresy in 
Israel, was the true orthodox tradition of jewry, 

福音 書 と ヨハ ネ の 枝 示 録 を 「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 と 比べ る と 、 キ リス ト 教 は 、 イ 
スラ エル の 異端 で は な く 、 へ ブラ イ 人 の 真 の 正統 な 口伝 に よる 教え で ある 、 と 理解 す 
る で あろ う 。 


1t was the ScriDes and Pharisees who were sectarlans. 

律 法学 者 と パリ サイ 人 は 党派 心 の 強い 者 ども で あっ た 。 

Furthermore, 

さら に 、 

Christian orthodoxy 1S Droved Dy the consent of the world at 1arge and 
by the suspension of the sovereign Driesthood, together with the 
perpetual sacrifice, in Israel 一 

世界 全体 の 同意 に よっ て 、 イ スラ エル に お ける 聖職 者 に よる 支配 の 廃止 と 供え 物 の 
継続 の 廃止 に よっ て 、 キ リス ト 教 の 正統 性 は 証明 され て いる 。 

the two indisputable marks of a true religion. 

祭司 に よる 支配 と 供え 物 の 継続 は 、 真 の 宗教 の 2 つの 議論 の 余地 が 無い 特徴 で あ 
る 。 

Judaism without a temple, without a High Priest and without a sacrifice 
SurV1VeS OT1y as a dissident Dersuas1O1: 

神殿 が 無い 、 大 祭司 の いな い 、 供 え 物 が 無い 、 ユ ダ ヤ 教 は 、 反 体制 派 の 信仰 と し て 
残存 し て いる に 過ぎ な い 。 

certain Dersons are stlll fews, Dut the Temple and Altar are Christian. 
何人 か は 未だ に ユダ ヤ 教 徒 の まま で ある が 、 神 殿 と 祭壇 は キリ スト 教 の 物 と 成っ た 。 
There is a Deautiful allegorical exposition in the apocryphal gospels of 
this criterion of certitude in resDect of Christiamity: 

外典 の 福音 書 に は 、 キ リス ト 教 へ の 確信 の 基準 と 成る 、 美 し い 説明 的 な 例え 話 が 存 
在 する 。 

its evidence is that of realisation. 

キリ スト 教 の 根拠 と 特徴 は 、 実 現 の 確信 で ある 。 


1 
Some children were amusing themselves by fashiommg Dirds of clay 
幼子 が 泥 で 鳥 を 造っ て 遊ん で いた 。 

and among them was the child jesus. 

幼子 の 中 に は 幼子 の イエ ス が いた 。 


Each Hittle artist praised hls own WorKk, 

幼子 は 泥 の 鳥 と いう 自身 の 作品 を 自画 自賛 し た 。 

and only jesus said nothing: 

し か し 、 イ エス だ けが 泥 の 鳥 と いう 自身 の 作品 を 自画 自賛 し な か っ た 。 

but when He had moulded His Dirds, He clapped His hands, telhng them 
to fIy, and they flew. 

た だ し 、 イ エス だ け は 、 泥 を こね て 人 和 鳥 を 造る と 、 手 を た た き 、 飛 び た つ 様 に 泥 の 鳥 に 話 
し た 。 す る と 、 イ エス の 泥 の 鳥 だ けが 飛び た っ た 。 


」 

So did Christian institutions shew ther superiority Over those of the 
anclentt Worldi: 

(思い や り と いう ) キ リス ト 教 の 社会 制度 は 、 古 代 の 世界 の 社会 制度 を 超越 し て 見 せ 
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the latter are dead, Dut Christiaruty 1S ahVe. 

古代 の 世界 は 死ん だ が 、 キ リス ト 教 は 生き て いる 。 

Considered as the fully realhised and vital expresslon of the KaDbalah 一 
that is to say Of DrirmitVe tradition 一 Christiaruty 1s stll unkmowm, 
原初 か ら の 口伝 と 言え る カバ ラ の 完全 に 実現 され た 生き て いる 表現 と し て の キリ ス 
ト 教 は 、 未 だ 知ら れ て いな い 。 

and hence that 

その た め 、 

Kabalistic and prophetic Dook called the Apocalypse yet remans to De 
exDlaimed! 

ヨハ ネ の 庄 示 録 と いう カバ ラ の 預言 者 の 書 は 、 未 だ 説明 され な いま まで ある 。 
being incomprehensible without the Kabalistic Keys. 

カバ ラ の 鍵 無 し で は ヨハ ネ の 回 示 録 は 理解 不能 で ある 。 

The traditional interpretation was 1ong DreserVved Dy the johanmutes, or 
disciples of St. ]ohn: 

長い 間 、 使 徒 ヨ ハネ の 弟子 達 が 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 解釈 の 口伝 を 保存 し て きた 。 
but the Gnostics interVened 一 to the total confusion and loss of 
eVerything, 

し か し 、 偽 の グノー シス 主義 が あら われ て 、 全 て の も の を 混乱 させ て 失わ せ て し まっ 
だら 

as wlll De made clear at a ]ater stage. 

後 で 明らか に する つも り で ある 。 

We read in the Acts of the Apostles that St. Paul at Ephesus collected al 
the books which treated of things curious and Durnt them in DuDIic. 
使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 不思議 な 事 を 扱っ て いる 
本 を 集め て 全て 焼き 捨て る の を 止め な か っ た 。 

The reference is no douDbt to the old GOetic texts, Or Works of 
necromanCcy 


使徒 行 伝 19 章 19 節 の 本 は 、 疑 い 無く 、 古 代 の ゴ エ テ ィ ア 、 古 代 の 悪人 の 霊 の 魔術 
の 魔術 書 、 ま た は 、 降 霊 術 の 魔術 書 で ある 。 

The loss is regrettaDle assuredly 

使徒 行 伝 19 章 19 節 の 魔術 書 の 焼失 は 、 間 違い 無く 、 残 念 で ある 。 

SInCe 

な ぜ な ら 、 

ever from the memmorials of error there may shine somme rays Of truth, 
誤り の 記憶 が 、 何 ら か の 真理 の 光線 を 輝 か せ る 可能 性 が 有る 。 

while 

まま 7 

information may Conseduently De derived which wl prove Dreclous to 
SClenCe. 

知 に と っ て 価値 を 示す で あろ う 情 報 が 得 ら れ た 可能 性 が 有る 。 

It is a matter of general knowledge that at the adVent of Christ ]esus the 
Oracles were sllenced everywhere, and a voice Went waihmg over the 
sea, CTy1mg: "Great Pan is dead." 

イエ ス キリ スト が 降臨 し て 全て の 場所 で 神託 が 沈黙 し た 事 と 、( イ エス が 死ん だ 時 に 、 
プル タル コス に よる と 、)「 大 いな る 神 パ ー ン が 死ん だ 。」 と 叫ぶ 声 が 海上 で 聞こ えた 
事 が 、 一 般 に 知ら れ て いる 。 

A pagan writer who takes exception to the report, declares on his own 
part that the oracles did not cease, Dut in a Hittle while no one was found 
to consult them. 

上 記 に 、 怒 っ た 、 あ る 異教 徒 の 作家 は 「 神 託 は 上 止ん を で いな い 。 た だ 、 や が て 、 神 託 を 
聞く 人 が いな く 成 っ て し まっ た だ け で ある 。」 と 話し た 。 

The rectification 1S ValuaDle, 

計 正 は 大 切 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

such an attemmpted justification is more conclusive than the pretended 
calumny, 

上 記 の 様 な 、 正 当 化 の 試み は 、 事 実 無根 の 誹謗 中 傷 よ り 、 決 定 的 で ある 。 

Much the same thing should De said concerning the works of wonder 
奇 跡 に つい て も 同様 の 事 が 言え る 。 

which fell into contempt in the presence of real miracles. 

真 の 奇跡 の 前 で は 、 偽 の 奇跡 は 軽 華 さ れ て 無視 され る に まで 沙 ち ぶれ る 。 

As a fact, 

事実 と し て 、 

下 the higher ]aws of Nature are obDedient to true moral suDer1or1ty, 
miracles Decome supernatural jike the virtues which produce them. 

自然 の 高位 の 法 が 真 の 心 の 超越 性 に 従う と 、 奇 跡 を も た ら す 徳 の 様 に 、 奇 跡 は 超 
自然 的 に 成る 。 

This theory detracts nothing from the power of God, 
奇跡 を も た ら す 徳 は 超自然 的 で ある と いう 理論 は 神 の 力 を 損なわ な い 。 


while the fact that 

また 、 事 実 と し て 、 

the Astral Light is obDedient to the superior Light of Grace signifies in 
reality for us that the old serpent of allegory places its vanduished head 
beneath the foot of the Queen of Heaven. 

キリ スト 教徒 に と っ て は 、 神 の 思い や り と いう 超越 的 な 光 に 従う 星 の 光 は 、 天 の 女王 
に 降伏 し て 天 の 女 王 の 足下 に 頭 を 置く 古い 蛇 の 例え で 実際 に 表 さ れる 。 


CHAPTER II 

魔術 の 歴史 第 3 巻 2 章 

THE WITNESS OF MAGIC TO CHRISTIANITY 

魔術 に お ける キリ スト 教 に つい て の 証言 

Magic, Deing the science of umiversal eduihDrium 

魔術 は 、 普 遍 の つり 合い の 知 で ある 。 

and having the truth, reality and reason of Deimg for its aDsolute 
Drimciple, 

魔術 に は 、 絶 対 の 原理 と し て 、 存 在 の 真理 、 存 在 の 現実 、 存 在 の 論理 が ある 。 
aCCOunts for all the antimomies 

魔術 は 、 全 て の 正反対 に 見 える も の を 説明 する 。 

andreconcles all actualities which are in conflict one with another Dy 
the one generatimg Drinciple of every synthesis 一 that harmony results 
fromm the analogy of OpDosites. 

魔術 は 、 全 て の 統合 を 生成 する 「 類 推 可能 性 は 2 つの 正反対 の も の の 一 致 を も た 
ら す 。」 と いう 原理 に よっ て 、 対 立 し て いる 全て の 現実 を 一 致 させ る 。 

For the imitiate of this science religlon is not in douDbt 

魔術 の 知 の 秘伝 伝授 者 に と っ て は 神 の 教え で ある 宗教 は 疑う 余地 の 無い 確実 な 物 
で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t eX1StS, 

神 の 教え で ある 宗教 は 存在 する 。 

and 

そし て 、 

We do not deny what 1S. 

人 は 存在 する も の を 否定 で き な い 。 

Beng is beng 一 

「 存 在 は 存在 で ある 。」。「 存 在 は 存在 する 。」。! 存 在 性 は 存在 性 で ある 。」。「 あ る 存 
在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 。」。「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意 
味 で 同じ で ある 。」。「 神 は 存在 する 。」。 

TK ]WNKN TK - 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で nynN ]DN nnTN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル 
エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 ヘ ブライ 語 で nyTK、AHIH、 エ ヘイ 
エ は 「 存 在 す る 」 と いう 意味 の 1 人 称 の 動詞 で ある 。 出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 
「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」、「 私 は 存在 し た い 様 
に 存在 する 者 で ある 。」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 。」、「 私 は 本 物 の 存在 で あ 

る 。」、「 私 は 幻 で は な い 存 在 で ある 。」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

The apparent oODpositon of religion and reason is the strength of Doth, 
estaDlishing each in its distmct domain and fructifying the negatve side 
of each Dy the positive side ofthe other: 


宗教 と 論理 が 正反対 に 見 える の は 、 一 方 を 他方 と は 異な る 領域 に 確立 し て 、 一 方 の 
弱み を 他方 の 強み で 実ら せ て 、 宗 教 と 論理 の 支え に 成っ て いる 。 

aS We haVe ]USt sa1d!, 

「 類 推 可能 性 は 2 つの 正反対 の も の の 一 致 を も た ら す 。」 と 話し た 様 に 、 

it is the attainment of agreement by the correspondence betweenr thimgs 
that are contraryi 

「 対 応 は 2 つの 正反対 の も の の 一 致 を も た ら す 。」。 

The cause of all religious errors and confusions is that, in ignorance of 
this great 1aW, 

全て の 宗教 的 な 誤り と 混乱 の 原因 は 、「 類 推 可能 性 は 2 つの 正反対 の も の の 一 致 
を も た ら す 。」 と いう 大 いな る 法 へ の 無知 に ある 。 

1t has Deen sought to make religion a philosophy and philosophy in its 
turn a religion, 

無知 な 人 は 、 宗 教 を 哲学 に し よう と 試み た り 、 哲 学 を 宗教 に し よう と 試み た り し た 。 
Subjectimg matters of faith to the processes Of science, which is no less 
ridiculous than the subjecton of science to the Dlind oDedience of faith. 
信心 の も の を 知 の も の に 従わ せる 事 と 、 知 を 信心 に 盲目 的 に 従わ せる 事 は 、 同 じ く 
らい 、 有 り 得 な い 。 

It is no more the province of a theologian to affirm a mathematical 
aDsurdity or reject the demonstration of a theorem than it is the 
provimce of a man of learnng, in the name of science, to ODDOSse or 
maintain the mysteries of dogTma. 

数 学 的 な 矛盾 の 育 定 や 数 学 の 定理 の 証明 の 否定 は 神学 者 の 管轄 で は な い 、 の と 
同様 に 、 学 問 の 名 前 に よる 教え の 神秘 へ の 反対 や 維持 は 学者 の 管轄 で は な い 。 

If we induire of the Academy of Sciences whether it is mathematicallY 
true that there are Three Persons in one God and whether on the Dasis 
of physiology, 1t can De certfied that Mary, the Mother of God, Was 
COncelved irmmaculate, 

唯一 神 の 中 に 3 つの 人 格 が 存在 する の は 数 学 的 に 正しい か どう か 、 ま た 、 聖 母 マ リ 
ア の 処女 懐胎 を 生理 学 に 基づい て 証明 で きる か どう か 、 科 学 の 学会 に 質問 し て も 、 
the Academy of Sciences wll dechme to judge thereon, 

科学 の 学会 は 、 宗 教 の も の に つい て の 判断 を 辞退 する 。 

andit will De right. 

科学 の 学会 が 宗教 の も の に つい て の 判断 を 辞退 する の は 、 正 し い 。 

Scholarship has no ttle to DronounCe, 

学問 に は 宗教 の も の に つい て 判断 する 資格 が 無い 。 

aS 

な ぜ な ら 、 

the questions Delong to the realm of faith. 

款 教 の も の に つい て の 事柄 は 、 信 心 の 領域 に 属す る 。 

An article of faith js Delieved or is not Delieved!, 

信仰 筒 条 は 、 信 じ る か 、 信 じ な いか 、 の 問題 で ある 。 

but in either case It is not a matter of discussion: 


実に 、 信 じ て も 、 信 じ な く て も 、 信 仰 筒 条 は 考察 の 問題 で は な い 。 

it is of faith precisely 

厳密 に は 、 信 仰 筒 条 は 信仰 の 問題 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

lt eludes examinaton Dy sclence. 

信仰 筒 条 は 、 科 学 で は 調査 で き な い 。 

When Toseph de Maistre assures us that one of these days We shall 
speak in terms of wonder about our actual stupidity, he 1s referrimg, n0 
douDt, to those people of pretended strong rmimd 

ジョ ゼ フ ド メー スト ル は 、「 人 は 、 不 思 議 に つい て の 18 世紀 の 愚か な 言動 に つい て 
笑い も の に し て 話す で あろ う 。」 と 話し て いる 時 に 、 疑 い 無く 、 知 識 人 の ふり を し た 大 
衆 に つい て 話し て いる 。 

who daily inform us that they will Delieve in the truth of a dogma when 
it has Deen proved scientifically. 

知識 人 の ふり を し た 大 衆 は 「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る 
つも り で ある 。」 と 日 常 的 に 話し て いる 。 

This is equivalent to saying that they wl Delieve when nothing is left 
for Delievimg, 

「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る つも り で ある 。」 と 話す 事 は 、 
「 信 じ る も の が 無く 成っ た ら 、 信 じ る つも り で ある 。」 と 話す 事 に 等 し い 。 

when dogma as such is destroyed, having Decome a sclentific theorem. 
科学 的 に 証明 で きる 程度 の 神 の 教え は 、 神 の 教え で は な い 。 

It is another way of suggestimg that we shall confess to the infimite when 
it has Deen explained, determinedL circumscriDed, defimed, or in a 
word, changed into the firute. 

「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る つも り で ある 。」 と 話す 事 は 、 
「 無 限 が 説明 され 測定 され 制限 され 限定 され た ら 、 言 い 換 える と 、 無 限 が 有限 に 
成っ た ら 、 無 限 を 信じ る つも り で ある 。」 と 話す 事 で ある 。 

We wl believe in the infimite when We are quite certain that it does not 
eX1St: 

「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る つも り で ある 。」 と 話す 事 は 、 
「 無 限 が 存在 し な いと 完全 に 確信 し た ら 、 無 限 を 信じ る つも り で ある 。」 と 話す 事 で あ 
る 。 
we will admit the immensity of the ocean when we see it Dut into 
Dottles. 

「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る つも り で ある 。」 と 話す 事 は 、 
「 海 が 瓶 ( ビ ン ) に 入る の を 見 た ら 、 海 の 広大 さ を 認め る つも り で ある 。」 と 話す 事 で あ 
る 。 
But then, my friends, that which has Deen proVed to you and Drought 
wthin your cormprehension is henceforth a matter of kmowledge and 
not of faith. 


し か し 、 そ れ で は 、 同 胞 よ 、 証 明 さ れ て 理解 で きた も の は 、 知 っ て いる も の で あり 、 信 じ 
る 対象 に は 成 れ な い 。 

On the other hand!, 

また 、 

you are informed that the Pope has decided that two and two are not 
four and that the square of the hypotenuse 1s not edual to the squares 
drawn or the two other sides of a right-angled triangle, you would De 
justfied in replying that the Pope has not so decided Decause he has no 
ttle: these things do not concern him and he may not meddle therein. 
法王 が 「2+2=4 は 成立 し な い 。」 と か 「 ピ タゴ ラス の 定理 は 成立 し な い 。」 と 誤っ て 
決定 し た と 聞い た ら 、「 法 王 が 数 学 の 定理 を 決定 し た は ず が 無い 。 な ぜ な ら 、 法 王 に 
は 数 学 の 定理 を 決定 する 資格 が 無い 。 法 王 は 、 数 学 の 定理 と は 無縁 で 、 数 学 の 定 
理 に 千 渉 で き な い 。」 と 答え る の は 正しい 。 

Here 

CNGN 

a disciple of Rousseau wl exclanm that this is all Very we Dut the 
Church does redure us to Delieve in things which are in formal 
ODDOsition to mathematics. 

ルソー の 弟子 は 「『 法 王 に は 数 学 の 定理 を 決定 する 資格 が 無い 。』 と いう 話 は と て も 
良い 。 し か し 、 教 会 は 数 学 と は 正反対 に 見 える 物事 を 信じ る 様 に 求め る 。」 と 抗議 し 
て 叫ぶ で あろ う 。 

All mathemattcal science tells us that the whole is greater than the Dart 
this notwithstanding, when jesus Christ cormmunicates with his 
disciples, He must hold His entrre Dody in His hand and put His head in 
Hns own mouth. The miserable pleasantry in duestion occurs textuallY 
Im RouSseaU. 

ルソー は 「 数 学 的 な 学問 で は 『 全 体 は 部 分 より 大 きい 。』 と 教わる 。 そ れ に も か か わ 
ら ず 、 イ エス キリ スト が 弟子 と 交流 し た 時 に 、 イ エス は 、 自 分 の 全身 を 自分 の 手 の 中 
に 収容 し て 、 自 分 の 口 の 中 に 自分 の 頭 を 入れ る 必要 が 有 っ た 。」 と いう 劣悪 な 冗談 
を 思い 浮か べ て 本 に 記し て いる 。 

It is easy to amnswer that the sophist is confounding science wrth faith 
and the natural order wrth that which is supernatural or QhVme. 

「 誠 弁 家 ル ソー は 、 知 と 信心 を 混同 し 、 自 然 の 秩序 と 超自然 の 神 の 秩序 を 混同 し て 
いる 。」 と 簡単 に 答え られ る 。 

Were it claimed Dy religion that in the commumnication of the Eucharist 
Our SaViour had two natural Dodies of the same form and size, and that 
one was eaten by the other science would De entitled to Drotest. 

仮に 、 宗 教 が 「 聖 体 に よる 交流 に お いて 、 救 い 主 イエ ス は 形 と 大 き さ が 同じ で ある 2 
つの 自然 の 肉体 を 持っ て いて 、 一 方 の 肉体 が 他方 の 肉体 を 食べ た 。」 と 主張 し た ら 、 
科学 に は 抗議 する 資格 が 有る で あろ う 。 

But 

し が し 、 


religion ]ays down that the Dody ofthe Master is divinely and 
sacramentally contained under the natural sign Or aDDearanCce Of a 
1 Of Dread!. 
キリ スト 教 は 「 一 か けら の パン と いう 自然 の 象徴 また は 外見 の 下 に 、 主 イエ ス の 肉 は 

神 の 力 に よっ て 霊 的 に 籠 ( こ ) め られ て いる 。」 と 定め て いる 。 
Once Imore, 
再び 話す と 、 
it is a uestion of Delieving or not Delieving: 
信仰 筒 条 は 、 信 じ る か 、 信 じ な いか 、 の 問題 で ある 。 
whosoeVver reasons thereon, and discusses the thing scientficallY 
deserVes to De classed as a fool. 
信仰 筒 築 に つい て 科学 的 に 考察 する 人 は 、 愚 者 で ある 。 
Truth im sclence 1S Droved Dy exact demonstratlons: 
科学 で は 正確 な 実証 が 正 し さ を 証明 する 。 
truth in religion 1s DroVed Dy unamirmtty of faith and holiness of WorKks. 
宗教 で は 信心 の 一 致 と 行動 の 清らか さ が 正 し さ を 証明 する 。 
We have authority in the Gospel to recogmise that he who could say to 
the paralytc: "Take up thy bed and walk," had the right to forgive sins. 
マタ イ に よる 福音 9 章 に 、「 寝 床 を 担い で 歩き な さい 。」 と 中 風 の 者 に 言え る 人 に は 
罪 を 許す 全権 が ある 、 と 記さ れ て いる 事 を 思い 出す 。 
Religion is true fit is the realisation of perfect moraHty. 
宗教 が 徳 を 完全 に 実現 し て いる 時 は 、 宗 教 は 正しい 。 
Works are the proof of faith. 
行動 は 、 信 心 の 証拠 と 成る 。 
It is DerrmissiDle to asK sclence whether Christianmity has constttuted a 
Vast association of men for whomm the hierarchy is a DrinciDle, 
oDedience the rule and charity a law. 
「 キ リス ト 教 は 、 位 階 制 が 原理 で ある 、 従 順 が 規則 で ある 、 思 いや り が 法 で ある 人 々 
に よる 巨人 的 な 教会 を 形成 し た か ?」 と 学問 に 質問 する の は 許さ れる 。 
If science answers, On the Dasis of historical documents, that this is the 
case Dut that the association of Christians has failed in the matter of 
charity, then I take it at its own word which admits the existence of 
charity, simce it recogruses that there can De deficiency therein. 
歴史 資料 に 基づい て 、 も し 学問 が 「 キ リス ト 教 は 、 位 階 制 が 原理 で ある 、 従 順 が 規則 
で ある 人 々 に よる 巨人 的 な 教会 を 形成 し た 。 し か し 、 キ リス ト 教 会 に は 思い や り が 不 
足し て いた 。」 と 答え た ら 、 言 葉 尻 を 捕らえ て 「『 思 いや り が 不足 し て いた 。』 と 認め て 
いる か ら 、 思 いや り と いう 物 の 存在 は 認め ます ね 。」 と 持ち 出す 。 
Charity is at once a great word and a great thmg: 
「 思 いや り 」 は 、 大 いな る 言葉 で ある 、 と 共に 、 大 いな る 物 で ある 。 
itis aword which did not exist Drior to Christianity 

「 思 いや り 」 は 、 キ リス ト 教 より 前 に は 存在 し な か っ た 言葉 で ある 。 
and that which it stands for is the sum total of relig1on. 

「 思 いや り 」 が 意味 する 物 は 、 宗 教 の 総量 で ある 。 


Is not the spirit of charity the Divine Spirit made visiDle on earth? 
思い や り の 精神 は 、 地 上 の 目 に 見 える 形 に 成っ た 神 の 精神 で は な いか ? 思 いや り の 
精神 は 、 地 上 の 目 に 見 える 形 に 成っ た 神 の 精神 で ある ! 

Has not this Spirit marufested its sensiDle existence Dy acts, institutions, 
monuments and Dy immortal WorKs? 

思い や り の 精神 は 、 行 動 、 法 、 記 念 建造 物 、 不 滅 の 結果 に よっ て 、 神 の 精神 を 感じ ら 
れる 存在 と し て 表し た の で は な いか ? 思 いや り の 精神 は 、 行 動 、 法 、 記 念 建造 物 、 不 
滅 の 結果 に よっ て 、 神 の 精神 を 感じ られ る 存在 と し て 表し た ! 

To be Driefi, 

簡潔 に 話す と 、 

we do not understand how a sceptic, who is a man of good faith, can see 
a daughter of St. Vincent de Paul without wishing to kneel and pray. 
無神論 者 で も 、 誠 実 な 人 は 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル に よる 「 思 いや り の 娘 達 」 の 貧し い 
人 へ の 奉仕 見 て 、 ひ ざま ず き 祈 り た いと 思う は ず で ある 。 

The spirit of charity 一 this indeed is Godi 

実に 、 思 いや り の 精神 は 神 で ある 。 

1t is immortaHty in the soul: 

思い や り は 、 魂 の 不死 性 で ある 。 

it is the hierarchy, obedience, the forg1iveness Of injuries, the simplicity 
and integrity of faith. 

思い や り は 、 位 階 制 、 従 順 、 傷 害 や 無礼 へ の 許し 、 信 心 の 単 一 性 と 統一 性 で ある 。 
The separated sects are death-struck at the root 

党派 、 分 派 、 宗 派 は 根元 が 死に 侵さ れ て いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

In separatmg they were wantimg In charity 

党派 、 分 派 、 宗 派 は 分 像 に よっ て 思い や り が 欠け る 事 に 成る 。 

while 

まだ 

in tryimg to reason on faith they were wantinmg in simple good sense. 
党派 、 分 派 、 宗 派 は 信心 に つい て 考察 を 試み る 事 に よっ て 簡単 な 良識 に すら 欠け る 
事 に 成る 。 

It is in the sects that dogma isS aDsurd 

党派 、 分 派 、 宗 派 の 考え は 非 論理 的 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t 1S DseudO-reasOonaDle. 

党派 、 分 派 、 宗 派 の 考え は 似非 論理 で ある 。 

As such 

その た め 、 

it must De a sclentfic theorem or nothing. 

党派 、 分 派 、 宗 派 の 考え は 、 数 学 的 な 定理 、 と いう より は 、 存 在 し な い 何 も の か で ある 。 


Now, in religion We know that the letter kills and that the spirit alone 
g1Ves life: 

コリ ント 人 へ の 第 2 の 手紙 3 章 6 節 に 「 文 字 は 殺す が 、 霊 は 生か す 。」 と 記さ れ て い 
る 事 は 知ら れ て いる 。 

but what is the spirit in uestion unless it De that of charity? 

し か し 、 コ リン ト 人 へ の 第 2 の 手紙 3 章 6 節 の 「 文 字 は 殺す が 、 霊 は 生か す 。」 の 生 
か す 霊 、 生 か す 精 神 が 思 いや り の 精神 で な けれ ば 、 何 で あろ うか ? コ リン ト 人 へ の 第 
2 の 手紙 3 章 6 節 の 「 文 字 は 殺す が 、 霊 は 生か す 。」 の 生か す 需 、 生 か す 精 神 は 思 
いや り の 精神 で ある ! 

The faith which moves moumtains and withstands martyrdom, the 
generoslty which giVes al the eloduence which speaks wrth the tongue 
of men and angels 一 all this, says St. Paul, is nothing wrthout charity. 
コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 で 使徒 パウ ロ は 「 山 々 を 動か し 狗 教 に 耐え る 信心 、 
全て の 物 を 与え る 気 前 の 良さ 、 人 々 の 異 言 と 天使 達 の 異 言 を 話す 雄弁 と いっ た 全て 
の 物 は 思い や り 無 し で は 無 価値 で ある 。」 と 話し て いる 。 

He adds that knowledge may varish away and Drophecy may cease, Dut 
charity 1s eternal. 

さら に 、 コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 で 使徒 パウ ロ は 「 知 識 は 廃れ 預言 は 止む 
か も し れ な い が 、 思 いや り は 永遠 で ある 。」 と 話し て いる 。 

Charity and its works 一 hereof is the reality in relhgion: 

思い や り と 思い や り に よる 行い の 中 に 、 宗 教 の 現実 は 存在 する 。 

noW true reason neVer demies reality, 

真 の 理性 は 、 現 実 を 否定 し な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is the demonstration of that Deimg which is truth. 

現実 は 、 真 理 で ある 存在 の 実証 で ある 。 

It is in this manner that philosophy extends a hand to religion, but 
wrthout eVer Wishing to usurD 1ts domaim, 

現実 に お いて 、 哲 学 は 、 宗 教 を 侵害 し な いで 、 宗 教 に 手 を さ し の べ る 。 

and, on this condition, religion Dlesses, encourages amd enlightens 
philosophy Dy its 1ovimg splendours. 

現実 に お いて 、 宗 教 は 、 哲 学 を 侵害 し な いで 、 哲 学 を 祝福 し 、 哲 学 に 希望 を 与え 、 思 
いや り と いう 輝き で 哲学 を 照ら し て 啓 杜 す る 。 

Charity is the mysterious Dond which, according to the dream of Greek 
imitiates, must reconcile Eros and Anter0Ss. 

古代 ギリ シャ の 秘伝 伝授 者 の 夢 の 理想 に よる と 、 思 いや り は 、 エ ロス と アン テロ ス を 
一 致 さ せる は ず で ある 神秘 の 絆 で ある 。 

It is that coping of the door of Solomon's Temple which umites the two 
plllars jachim and Boaz: 

思い や り は 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 の 正門 の 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン を 一 致 さ 
せる た め に 上 に 載っ て いる 石 で ある 。 

1t is the common guarantee Detweer rights and duties, 


思い や り は 、 権 利 と 義務 の 共通 の 保証 で ある 。 

Detween authority and HDerty, 

力 と 自由 の 。 

betweenrn the strong and weak, 

強い も の と 弱い も の の 。 

Detween the people and the government, 

国民 と 統治 の 。 

man also and woman. 

男性 と 女性 の 。 

It is the divine sentment which is reguisite for jife in human science: 
思い や り は 、 人 の 知 に お ける 、 命 に 必要 な 、 神 の 感情 で ある 。 

it is the aDsolute of goodl 

思い や り は 、 善 に お ける 絶対 で ある 。 

as the triple primciple Beimg-Reality-Reasor is the aDsolute of the true. 
存在 、 現 実 、 論 理 と いう 三重 の 原理 が 正 し さ に お ける 絶対 で ある 様 に 。 

These elucidations have Deen necessary for the proper interpretation of 
that beautiful symDol of the Magi adoring the Saviour in the manger 
上 記 は 、 マ タイ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ が 飼 葉 桶 の 救い 主 イ エス を 敬礼 し た 、 
美しい 象徴 的 な 実話 を 正しく 解釈 する た め に 必要 な 説明 で ある 。 

The kings are three 一 - one white, one tawny and one Dlack: 

3 人 の マギ は 、 白 人 、 黒 人 、 褐 色 人 種 の 王者 で ある 。(3 人 の マギ は 人 の 代表 で あ 
る 。) 

they offer gold, frankimcense and myrrh. 

3 人 の マギ は 、 金 、 乳 香 、 没 薬 を イエ ス に ささ げた 。 

The reconcihiation of opposites 1s exDpressed Dy this double triad, amd it 
1S Dreclsely that which we haVe just Deen seeking to explain. 

上 記 の 、3 人 の マギ と 3 つの ささ げ 物 と いう 二 重 の 3 つ 1 組 (に よる 六 世 星 ) は 、 正 反 
対 の も の の 一 致 を 表す 。 

Christianity, as expected Dy the Magi, was in effect the conseduence Of 
ther secret doctrime: 

事実 と し て 、 マ ギ が 予期 し た キリ スト の 教え は 、 マ ギ の 秘密 の 教え が 至る べき 結果 で 
あっ た 。 

Dut 

し か し 、 

this Benmjarmmn of ancient Israel 

キリ スト 教 は 、 古 代 の イス ラ エ ル の ベニ ヤミ ン で あっ た 。 

caused, by the fact of its Dirth, the death ofits mother 

ベニ ヤミ ン は 、 誕 生 に よっ て 、 母 の 死 の 原因 に 成っ て し まっ た 。 

The Magic of Light, that of the true Zoroaster of Melchisedek and 
ADraham camme to an end with the adVent of the Great Fulfiller 

大 いな る 実現 者 イエ ス 、 大 いな る 成就 者 イエ ス の 降臨 に よっ て 、 光 の 魔術 、 真 の ゾロ 
アス ター の 魔術 、 メ ルキ ゼ デ ク の 魔術 、 ア ブラ ハム の 魔術 は 目的 を 到達 し た 。 
Henceforth, 


その た め 、 

in a world of miracles, mere prodigles Could De nothimg more than a 
scandlal 

奇跡 に 満ち た 世界 で は 、 甘 細 な 奇跡 は 不祥事 に 過ぎ な く 成 っ て し まっ た 。 

and 

そし て 、 

magical orthodoxy was transfigured into the orthodoxy of religion. 
魔術 の 正統 な 教え は 、 神 の 教え の 正統 な 教え に 変身 し た 。 

Those who dissented could De only illuminati amd sorcerers: 

異端 者 は 、 秘 密 結 社 や 悪人 の 霊 の 魔術 師 に 成る し か な く 成 っ た 。 

the very name of Magic could De interpreted Only according to its evil 
SeTlS6, 

魔術 と いう 名 前 は 、 悪 い 意 味 に し か 解釈 され な く 成 っ た 。 

and it is under this inhibition that we shall follow hereafter its 
manifestations through the centuries. 

魔術 へ の 抑圧 の 下 で 、 北 世 紀 を 通じ て 、 あ ら わ れ た 魔術 を 辿 ( た ど ) ろ う 。 

The first arch-heretic mentioned in the traditions of the Church was 
Smon the Magician: 

教会 の 口伝 で は 最初 の 大 異端 者 は 、 使 徒 行 伝 8 草 の 「 魔 術 師 シ モン 」 で ある 。 

his legend emDbodies a multitude of marvels: 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 口伝 は 、 多 数 の 息 異 を 含ん で いる 。 

it is am integral Dart of Our suDject 

「 魔 術 師 シ モン 」 の 口伝 は 、 テ ー マ の 一 部 を 成す 。 

and we shall endeavour to separate its Dasis from the cloud of fables Dy 
which it is surrounmded. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 多数 の 口伝 か ら 共通 部 分 を 分 別 し よう 。 

Slmon Was Dy nationality a jew 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 国籍 的 に は へ ブラ イ 人 で ある 。 

and is believed to have Deen born in the Samaritan town of Gitton. 

「 魔 術 師 シ モン 」 は サマ リア 人 の 街 Gitton で 生ま れ た 、 と 信じ られ て いる 。 

His master in Magic was a sectarlan named Dositheus, 

「 魔 術 師 シ モン 」 の 魔術 の 師 は 、 ド シセ オス と いう 名 前 の サマ リア 教 の 一 宗派 の 指導 
者 で ある 。 

who gaVe out that he was sent Dy God and was the Messiah foretold Dy 
the prophetSs. 

ド シ セ オス は 「 私 ド シ セ オス は 、 聞 言 者 達 が 予告 し て いた 、 神 が 派遣 し た 救い 主 で あ 
る 。」 と いう 嘘 を 話し て いた 。 

Under his tuition, Simon not only acqured the illusory arts Dut also 
certain natural secrets which Delong really to the tradition of the Magi. 
ド シ セ オス の 教え の 下 、「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 幻 覚 を 見 せる 技 だ け で は な く 、 真 に マギ 
の 口伝 の 物 で ある 、 い くつ か の 自然 の 秘密 を 学ん だ 。 

He possessed the science of the Astral Fire 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 星 の 火 の 知 、 星 の 光 の 知 を 所 有 し て いた 。 


and could attract great currents thereof, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 星 の 光 の 大 き な 流れ を 引き 寄せ る 事 が で きた 。 

making himself seem impassiDle and incomDbustDle. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 星 の 光 の 流れ を 引き 寄せ て 、 肉 体 の 痛覚 を 麻痺 させ 、 肉 体 を 燃 
え 難 くさ せ た 。 

He had also the power to rise and remann nn the ar 

また 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 星 の 光 の 流れ を 引き 寄せ て 、 空 中 浮揚 する 力 を 持っ て い 
6 

Feats of this kind have Deen performed freduently, in the aDsence of 
Sclence andL so to speak, accldentally, Dy enthusiasts intoxlcated with 
Astral Light, as for example the convulsionaries of St. Medard: 

例え ば 、 サ ン メダ ー ル の けい れん 者 の 様 な 星 の 光 に 本 町 し た 狂信 者 は 、 知 無し で 、 
いわ ゆる 運 任 せ で 、 星 の 光 の 引き 寄せ に よる 痛覚 麻痺 や 空中 浮揚 と いっ た 離れ 業 
を 見 せる 場合 が ある 。 

and the phenomena recur at the present day in the mediumustic state. 
19 世紀 で は 、 降 圭 術 中 の 霊媒 者 が 、 星 の 光 の 引き 寄せ に よる 痛覚 麻痺 や 空中 浮揚 
と いっ た 現象 を 見 せる 場合 が ある 。 

Slmon magnetised at a distance those who Delieved in hm and 
apDDeared to them under VariOus figureS. 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 遠 隔 か ら 信 者 に 催眠 を か け て 様々 な 姿 を 見 せ た 。 

He produced images and Visible reflections 一 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 映 像 と 目 に 見 える 反映 を 作り 出せ た 。 

e.g., eVeTYOne, OT a Certa1n 0ccasion, thimking that they could see 
fantastic trees in a Dare Country. 

例え ば 、 あ る 時 、 大 衆 は 、 荒 野 で 幻 の 木々 を 見 られ た 、 と 思い 込ん だ 。 

IMoreoVver 

さら に 、 

oODjects which are normally inanimate Were moved in his Vicimity, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 近く で は 、 無 生物 が 動い た 。 

as furriture 1S noW moved within the atmosphere of Home, the 
Americar: 

19 世紀 で は 、 ア メリ カ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム の まとう 空気 の 中 で 家具 が 動く 様 に 。 
anQL finally 

そし て 、 

when he intended to enter or leaVe a house the doors creaked, shook 
and ended Dy opening of their own accord. 

「 魔 術 師 シ モン 」 が 家 を 出入 り し よう と する と 、 ド ア が き し ん で 因 え て 独り で に 開い た 。 
Simon Derformed these wonders before the chief people of Samaria, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 サ マリ ア 人 の 長 な どの 前 で 砦 細 な 奇跡 を 起こ し た 。 

and as his actual achievements Were 1n due course eXxaggerated!, 

や が て 、「 魔 術 師 シ モン 」 の 現実 の 実現 は 誇張 され た 。 

the thaumaturgist Dassed for a divinme Deng. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 神 の 様 な 存在 と し て 通っ た 。 


It came aDout also that as he owed his Dower to states of excitement Dy 
which reason 1s dhsturDed!, 

「 魔 術 師 シ モン 」 の 力 は 、 理 性 が 乱れ た 興奮 状態 の お か げ で あっ た 。 

so he came to regard himself as such an exceptional bemg that he did 
not hesitate to claim divine honours and dreamed modestly of usurping 
the worship of the whole world. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 自 分 が 特別 な 存在 で ある と 思い 込む 様 に 成っ て 、 神 聖 な 者 へ 
の 名 誉 を 奪う の を た め ら わな く 成 り 、 全 て の 人 々 か ら の 敬礼 を 奪う 事 を ひそ か に 夢 
見 た 。 

His crises Or eCstasies DrOduced extraordimary Dhysical resUltS. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 恐慌 状態 や 忘 我 状態 は 、 驚 くべ き 肉 体 的 な 結果 を も た らし た 。 
Sometimes he appeared Dale, wlthered, Droken, ikKe an old man at the 
point of death: 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 あ る 時 は 、 死 に そう な 老人 の 様 に 、 青 白く し わく ちゃ に 成り 可 弱 
ん 

sometimes the luminous fluid revitalised his DloodL so that his eyes 
shone, his skin Decame smooth and soft, and he appeared regenerated 
and renewed suddenly. 

また 、「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 あ る 時 は 、 光 の 流体 、 星 の 光 が 血 に 活気 を 与え て 、 目 が 輝 
き 、 肌 が 滑ら か に 柔らか く 成 っ て 、 急 に 復活 し た 様 に 生ま れ 変わ っ た 様 に 見 えた 。 
The easterns have great capacity for the amplification of wonders: 
東 の 大 衆 に は 、 奇 跡 を 誇張 する 大 いな る 才能 が 有る 。 

they claimed to have seen Simon passing from childhood to decrepitude 
and again at his wl returning from decrepitude into childhood. 
東 の 大 衆 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 が 思い 通り に 幼子 か ら 老 人 に 成っ た り 老 人 か ら 幼 子 
へ 戻っ た の を 見 た と いう 嘘 を 話し た 。 

Hns miracles were nolsed aDroad eVerywhere, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 奇跡 の 噂 は 至る 所 へ 広まっ た 。 

tl he Decame not only the idol of jewish Samaria Dut also of the 
nelghDourimg countries. 

つい に 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ へ ブライ 人 の サマ リア だ け で は な く 近 隣 諸国 の 偶像 に 
成っ た 。 

HoweVer 

し か し 、 

the worshippers of marVvels are gemerally hungry for new emotions 

一 般 的 に 、 不 思 議 へ の 心酔 者 は 、 新 し い 感 動 に 飲 え て いる 。 

and 

また 、 

they did not fail to get weary of that which at first had astonished them. 
不思議 へ の 心酔 者 は 、 最 初 は 驚 いた 事 に も 飽 ( あ ) き る 。 

The Apostle St. Phihp havmg reached Samaria, to Dreach the gospel 
thereim, 


使徒 フィ リポ と は 別人 で ある 、 最 初 の 伝道 者 で ある 聖人 フィ リボ は 、 福 音 を 伝え る た 
め に 、 サ マリ ア を 訪れ た 。 

a neW Current of enthusiasm was thus started!, 

キリ スト 教 と いう 熱狂 の 新しい 流れ が サマ リア で 始ま っ た 。 

wrth the result that Simon lost all his prestige. 

結果 と し て 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 名 声 を 全て 失っ た 。 

He Was ConSsCclous, mOreoVver that his abnormal states had ceased, as he 
thought through loss of DoWer: 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 力 を 失っ た と 誤っ て 思い 込ん だ の で 、 異常 な 興奮 状態 が 止ん だ 
事 に 気 づ いた 。 

he Delieved that he Was surpassed Dy magiclans more learned than 
himselt, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 自 分 より 、 学 の 有る 魔術 師 達 に 追い 抜か れ た 、 と 思い 込ん だ 。 
andthe course which he took was to attach himself to the apostles in 
the hope of studyimg, discoVerinmg Or Duyimg their secret. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 使 徒 騰 に つき まとっ て 使徒 達 の 秘密 を 学ぶ か 暴く か 金銭 で 買 
お う 、 と いう 策 を 取っ た 。 

SImon was Certanly not an initiate of Transcendental Magic, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 超 越 的 な 魔術 の 秘伝 伝授 者 で は 確実 に な い 。 

which would haVe told him that wisdom and sanctity are needful for 
those who would direct the secret forces of Nature without Deimg 
Droken thereDyi: 

自然 の 秘密 の 力 を 自身 が 破壊 され る 事 無く 傾け た い 人 に は 、 知 と 神 性 が 絶対 に 必 
要 で ある 、 と 超越 的 な 魔術 は 教え る は ず で ある 。 

that to play wrth such terriDle weapons without understanding them 
was the act of a fool: 

自然 の 秘密 の 力 と いう 明 散 する べき 武器 で 戯れ る 事 は 、 愚 者 の する 事 で ある 、 と 超 
越 的 な 魔術 は 教え る は ず で ある 。 

andthat swift and terriple death awaits those who profane the 
Sanctuary 0f Nature. 

自然 の 聖 所 を 冒 済 す る 人 に は 直 ろ し い 急 死 が 待っ て いる 、 と 超越 的 な 魔術 は 教え る 
は ず で ある 。 

Simon Was COnsumed Dy an unduenchaDle thirst, jike that of a 
drunkardi 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 本 町 者 が 感じ る き の 様 な 、 抽 えら れ な い き に 苦し ん だ 。 
the suspension Of his ecstasy was the loss of all his happiness, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 忘 我 状態 が 止む と 、 全 て の 幸福 を 失っ た 様 に 感じ た 。 

and made 辿 Dy past excesses, he thought to regain health in renewed 
Intox1catiOn. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 過 去 の 過度 な 楓 町 に よっ て 病気 に 成る と 、 新 た な 本 町 に よっ て 
健康 を 回 復 し よう と 考え た 。 

One does not williimgly come Dack to the state of a simple mortal after 
DOs1ng as a g0d. 


人 は 、 自 分 が 神 で ある と 気取っ た 後 で は 、 卑 し い 死ぬ べき 人 間 の 状態 に 望ん で は 戻 
ら な い 。 

To recover that which he had lost Simon submitted therefore to all the 
TigOUTS Of aDOstolic austerity: 

失っ た 物 を 取り 戻す た め に 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 使 徒 の 禁欲 の 厳し さ に 甘んじ て 苦 
し ん だ 。 

he watched, he prayed, he fasted, Dut the wonders did not return. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 徹 夜 し 、 祈 り 、 断 食し た が 、 奇 跡 を 起こ す 力 は 戻ら な か っ た 。 
Then he reflected that Detween jeWs it might De possiDle to reach an 
understanding, and he offered money to St. Peter 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 へ ブラ イ 人 同士 な ら 分 か り 合え る と 考え て 、 使 徒 行 伝 8 章 で 使 
徒 ペ トロ に 金銭 を 提案 (し て 「 力 」 を 買お うと ) し た 。 

The chief of the apostles droVe him indignantly awayi: 

使徒 の 頭 ペ トロ は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 を 叱っ て 追い 払っ た 。 

and he who received so wilhngly the contriDutons of his disciples Was 
now at the end of his resources: 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 最後 の 策 が 、 弟 子 か ら の 寄付 を 喜ん で 受け 取る 使徒 ペトロ (に 金 
銭 を 提案 する 事 ) で あっ た 。 

he abDandoned forthwrith the society of men who had shewn such 
disinterestedmeSs, 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 使 徒 ペ トロ と いっ た 無欲 で 清らか な 人 々 と の 交際 を や め た 。 
and with the money which St. Peter disdained he purchased a female 
slave named Helena. 

使徒 ベト ロ が 軽 蔵 し て 無 価値 と みな し た 金銭 に よっ て 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ レナ と 
いう 名 前 の 女 の 奴 隷 を 買っ た 。 

Mystical Vagaries are always akin to deDauch. 

神秘 主義 者 の 気まぐれ は 、 常 に 、 放 湯 と 近い 。 

SImon Decame Dass1onately enamoured of his serVant: 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 ヘ レナ に 夢中 に 成っ た 。 

that passlo, at omnce weakeming and exaltimg, restored his cataleptc 
states and the morbid phenomena which he termed his gift of wonders. 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 性 欲 に よっ て 弱気 に 成っ た り 強 気 に 成 っ た り し て 、 強 硬 症 カタ レ 
プシ ー を 再発 し 、「 驚異 の 才能 」 と 呼ん で いた 病 的 な 超常 現象 を 起こ す 力 を 取り 戻し 
7 だ 。 

Amythology full of magical remmiriscences, comDbined with erotic 
dreams, 1ssued fullV armed from his Drain: 

性 的 な 夢 と 混じっ た 、 魔 術 の 記憶 に 満ち た 神話 的 な 作り 話 が 、( 主 神 ゼ ウス の 頭 か 
ら 完全 武装 し て 出 て 来 た 女 神 ア テ ナ の 様 に 、)「 魔 術 師 シ モン 」 の 頭 か ら 完全 武装 し 
て 出 て 来 た 。 

he undertook pilgrimages ke the apostles, carrying Helena with him, 
dogmatising and shewing himself to those who were wilhmg to Worship 
and douDtless also to Day hum. 


「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 軽 信 や 盲信 し て 金銭 を 払う 可能 性 が 有る 大 衆 の 前 に 現れ て 自 
説 の 教え を 話し て 、 ヘ レナ を 同伴 し て 、 使 徒 達 の 様 に 旅 し た 。 

Accordimg to Simor, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 作り 話 に よる と 、 

the first manifestation of God was Dy means of a perfect splendour 
最初 に 神 は 完全 な 輝き に よっ て あら われ た 。 

which produced its reflection immediately. 

完全 な 輝き は 反映 を すぐ に 生み 出し た 。 

He was himself this sum of souls and the reflection was Helena, 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 神 の 輝き と いう 魂 の 太陽 で ある 。 ヘ レナ は 、 神 の 輝き の 反映 で あ 
る 。 

whom he affected to call Selene, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ レナ を セレ ナ と 呼ぶ 事 を 好 ん だ 。 

being the name of the moon in Greek. 

セレ ナ は 、 ギ リ シ ャ 語 で 月 と いう 名 前 で ある 。 

Now the moonr of Simon came down at the beginmimg of the ages on that 
earth 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 月 で ある へ ヘレナ は 、 創 世 の 時 に 地上 に 降臨 し た 。 

which the magus had mapped out in his Derpetual drearms. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 永 遠 の 夢 に よっ て 、 地 上 を 用 意 し た 。 

There she Decame a mother impregnated Dy the thought of his sum, 
地上 で 、 ヘ レナ は 、「 魔 術 師 シ モン 」 と いう 太陽 の 思考 に よっ て 妊娠 し て 、 母 に 成っ た 。 
and she Drought imto the world amge]S, 

ヘレ ナ は 、 天 使 達 を 世界 に 生ん だ 。 

whom she reared Dy herself without speaking of them to their father 
ヘレ ナ は 、 天 使 送 に つい て 父 で ある 「 魔 術 師 シ モン 」 に 話さ な いで 、 天 使 達 を 独力 で 
育て 上 げた 。 

The angels rebelled against her and imprisoned her in a mortal body. 
天使 達 は 、 ヘ レナ に 対し て 反乱 を 起こ し て ヘレ ナ を 死ぬ べき 人 の 肉体 に 閉じ 込め た 。 
It was then that the splendour of God was compelled to descend in its 
turn that it might redeem Helena, and so the jew Simon was manifested 
On earth. 

神 の 輝き で ある 「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ レナ を 救う た め に 降臨 し て 、 ヘ へ ブライ 人 (国籍 ) 
の 「 魔 術 師 シ モン 」 と し て 地上 に 現れ た 。 

There he had to oVercome death and carry his Helena through the air 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 地 上 で 死 を 克 服 し て 、 ヘ レナ を 連れ て 空中 浮揚 する 。 

followed by the triumphant choir of the elect 

「 魔 術 師 シ モン 」 に 選ば れ た 人 々 に よる 勝利 の 合唱 団 が 、「 魔 術 師 シモ ン 」 に 続い て 
空中 浮揚 する 。 

while the rest of mankind was abandoned on earth to the eternal 
tyranny of the angels. 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、「 魔 術 師 シ モン 」 に 選ば れ な か っ た 人 々 を 、 地 上 に 置き 去り に し 
て 、 天 使 達 の 永遠 の 圧政 に 引き 渡す 。 


Thus 

上 記 の 「 魔 術 師 シモ ン 」 の 作り 話 の 様 に 、 

the arch-heretic, imitatmg Christian1ty Dut in the reVerse SenS6e, 

大 異端 者 「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 善 悪 を 転倒 させ て キリ スト 教 を 模 信 し た 。 

affirmed the eternal reign of revolt amd ev 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 反 乱 と 悪 に よる 永遠 の 支配 を 育 定 し た 。 

represented the world as created or at least completed Dy demons, 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 悪 魔 ( で ある 天使 達 ) が 世界 を 創造 また は 少な く と も 補完 し た 、 と 
いう 作り 話 を 話し た 。 

destroyed the order and the hierarchy, to pose alone with his concubine 
as the way the truth and the life. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 と 内 縁 の 妻 ヘ レナ だ けが 「 道 で あり 、 真 理 で あ 
り 、 命 で ある 」 ふ り を し て 秩序 と 位階 制 を 破壊 し た 。( ヨ ハネ に よる 福音 14 章 6 節 「 私 
イエ ス が 道 で あり 、 真 理 で あり 、 命 で ある 。」。) 

Here was the doctrime of Antichrist, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 作り 話 は 、 反 キリ スト の 考え で ある 。 

and it Was not to perish wrth Simon, 

反 キ リス ト の 考え は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 と 共に 死な な か っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

1t has Deen Derpetuated tO Our 0WT dayS. 

反 キ リス ト の 考え は 、 現 代 ま で 存続 し て いる 。 

Indeed prophettc tradittons of Christiaruty speak of his transitory relgn 
and triumph to come as heralding the most terriDle calarmties. 

実に 、 キ リス ト 教 の 予言 的 な 口伝 で は 「 直 る べき 災い の 予兆 と し て 反 キ リス ト ( の 考 
え ) の 一 時 的 な 支配 と 勝利 が 来る 。」 と 話し て いる 。 

Simon claimed the ttle of saint 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 自 分 は 聖人 で ある 、 と いう 嘘 を 主張 し た 。 

anQdL Dy a curious coimcidence, the chief of a modern Gnostic sect which 
recalls all the semsuous mysticism of the first arch-heretic 一 the 
inVentor of the "free woman" 一 is also named Saint-Simon. 
不思議 な 偶然 の 一 致 に よっ て 、 最 初 の 大 異端 者 「 魔 術 師 シモ ン 」 に よる 全て の 性 的 
な 神秘 主義 を 思い 出さ せる 、 近 代 の 偽 の グノー シス 主義 の 一 宗派 の 長 、「 自 由 の 
女 」 の 考案 者 は 、 サ ン シモ ン と いう 名 前 で ある 。( サ ン シモ ン は 聖人 シモ ン を 意味 す 
る 。) 

Caimism is the name which might De given to all the false revelations 
1ssued from this impure SOUTCe. 

「 カ イン 主義 」 と いう 名 前 を 、「 魔 術 師 シ モン 」 と いう 汚れ た 源泉 が も た らし た 全て の 
偽 の 啓示 に 与え る 事 が で きる 。 

They are dogmas of malediction and of hatred aga1nst umi1versal 
harmony and social order: 

「 魔 術 師 シ モン 」 に よる 「 カ イン 主義 」、 反 キリ スト の 考え は 、 普 遍 の 調和 と 社会 の 秩 
序 に 対す る 、 呪 いと 憎しみ の 考え で ある 。 


they are disordered Dasslons 

反 キ リス ト の 考え は 、 混 乱 し た 性 欲 で ある 。 

affirming license in the place of duty 

反 キ リス ト の 考え は 、 義 務 の 代わ り に 、 自 由 を 主張 する 。 

semsual loVe instead of chaste and devoted 1oVe, 

反 キ リス ト の 考え は 、 貞 小 と 献身 的 な 愛 の 代わ り に 、 性 欲 に よる 愛着 を 主張 する 。 
the prostitute in place of the mother 

反 キ リス ト の 考え は 、 母 の 代わ り に 、 売 春 婦 を 主張 する 。 

and Helena, concuDine of Simor, in place of Mary the mother of the 
SaV10UT 

反 キ リス ト の 考え は 、 救 い 主 イエ ス の 加 母 マリ ア の 代わ り に 、「 魔術 師 シ モン 」 の 内 
縁 の 妻 ヘ レナ を 主張 する 。 

S1mon Decame a notoriety and reDpaired to Rome, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 有 名 に 成っ て ロー マ に 行っ た 。 

where the emperor attracted Dy all extraordinary SDectacles, was 
disposed to welcome him: this emperor Was Ner0. 

ロー マ の 皇帝 ネロ は 、 和 驚く べき 見 せ 物 に 夢中 に 成っ て いて 、「 魔 術 師 シモ ン 」 を 歓迎 
する 気 に 成 っ た 。 

The illuminated jew astonished the crowned fool Dy a trick which is 
cormmon in jugglery. 

星 の 光 に 照ら され て 配 丁 し た へ ブラ イ 人 (国籍 の )「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 離 れ 業 に 共通 
の 幻覚 に よっ て 、 王 冠 を か ぶっ た 愚者 ネロ を 和 驚かせ た 。 

He was decapitated, Dut afterwards saluted the emperor his head Deimg 
restored to his shoulders. 

幻覚 の 中 で 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 首 を 切ら れ た 後に 皇帝 ネロ に 敬礼 し た 。 幻 覚 が 解け 
る と 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 頭 は 両 肩 の 上 に 元 通 り に 成っ た 。 

He caused furniture to moVe and doors to oODer: 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 触 れず に 、 家 具 を 動か し 、 ド ア を 開け た 。 

Im a WOrOL 

要約 する と 、 

he acted as a VeritaDle medium and Decame sorcerer In ordinary at the 
Orgies Of Nero and the Danduets of Trimalcyon. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 真 の 霊媒 師 の 様 に 振る 舞い 、 皇 帝 ネ ロ の 酒 祭 と 「 ト リマ ルキ オ 
の 響 宴 」 の 常任 の 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 に 成っ た 。 

Accordimg to the legend makers, it was to rescue the ]ews of Rome from 
the doctrine of Simon that St. Peter himself visited that capital of the 
world. 

口伝 の 作者 達 に よる と 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 考え か ら ロ ー マ の へ ブラ イ 人 を 救う た め 
に 、 使 徒 ベ トロ は 世界 の 中 心 都市 ロー マ を 訪れ た 。 

Nero, by means of his inferior spies, Was informed speedily that a new 
worker of Israelitish wonders had arrived to make war on his own 
enchanter 


皇帝 ネロ は 、 部 下 の 謀 報 員 に よっ て 、 誘 惑 者 で ある 「 魔 術 師 シ モン 」 と 戦う た め に 、 イ 
スラ エル の 奇跡 を 起こ す 新 し い 者 、 使 徒 ペ トロ が 到来 し た 、 と 速やか に 知っ た 。 

and he resolved to Dring them together for his amusemert. 

皇帝 ネロ は 、 娯 楽 の た め に 、 使 徒 ペ トロ と 「 魔 術 師 シモ ン 」 を 連れ て 来る 事 を 決め た 。 
Petronius and Tigelhimus were perhaps at this feast. 

多分 ベト ロニ ウス と ティ ゲッ リ ヌ ス が 、 使 徒 ペ トロ と 「 魔 術 師 シモ ン 」 に よる 見 せ 物 を 
見 た 。 

"May peace De with you," said the prince of apostles on enterimg. 
使徒 の 頭 ペ トロ は 入る 時 に 「 静 か な 平和 が あな た と 共に ある 様 に 。」、「 あ な た が 無 
事 で ある 様 に 。」 と 話し た 。 

"We haVe nothing to do with your peace," amnswered Sumon. "1t is Dy war 
that truth is discoVered. Peace Detween adversaries 1S the Victory of one 
and the defeat of the other" 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、「 俺 か お 前 は 無事 で は 済ま な い 。 戦 い に よ っ て 真実 は 暴 か れる 。 
敵 同士 が 静か に 成る の は 一 方 が 勝利 者 に 成り 他方 が 敗者 に 成る 事 だ 。」 と 答え た 。 
St. Peter amnswered: "Why do you reject Deace? The Vices of men haVe 
created war Dut Deace ever aDides wrth virtue.“ 

使徒 ベト ロ は 、「 な ぜ 、 あ な た は 平和 を 拒絶 する の か ? 人 の 悪徳 は 争い を 作る が 、 平 
和 は 美徳 に 常に 宿る 。」 と 答え た 。 

"Virtue 1S Dower and skill," said Simon. "For myself I face the fire, I rise 
Im the air Irestore plants, 1 change stones Into Dread: and you, what do 
VOU d0?" 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、「 徳 と は 力 と 技 だ 。 独 力 で 、 私 は 火 と 戦え 、 空 中 浮揚 し 、 植 物 を 
復活 させ 、 石 を パン に 変え られ る 。 お 前 は 何 が で きる ?」 と 話し た 。 

"1 pray for you," said St. Peter "that you may not perish the victim of 
yOur enchantments.“ 

使徒 ペトロ は 、「 あ な た の た め に 祈る 事 が で きる 。 誘 惑 術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 犠牲 に 
成っ て 自 減 し て 死な な い 様 に 。」 と 話し た 。 

"KeeD yOUT Drayers: they wll not ascend to heaven as ulck1y as 
myself." 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、「 祈 っ て ろ 。 お 前 の 祈り より 速く 、 俺 は 天 に 昇る 。」 と 話し た 。 
And Dehold the magician passimg out Dy a wmdow and rising in the ar 
Outsidle. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 窓 か ら 外 へ 出 て 、 空 中 浮揚 し た 。 

Whether this was accomplished Dy means of some aerostatic aDDaratus 
concealed under his 1ong roDes or whether he was Iifted up, hke the 
COnVulsionaries of Paris the Deacoru, owng to an exaltation of the Astral 
Light, we are unaDle to sayi: 

長い 衣服 の 裏 に 隠し た 何ら か の 気体 静 力 学 の 装置 に よっ て 空中 浮揚 を 実現 し た の 
か 、 サ ン メダ ー ル 教会 の フラ ン ソ ワ ド パリ 助 祭 の 墓 で の けい れん 者 の 様 に 星 の 光 
の 上 昇 に よっ て 空中 浮揚 し た の か 、 確 実 な 事 は 言え な い 。 

Dut durimg this phenomenon St. Peter was Dray1ng On his Knees, 


「 魔 術 師 シモ ン 」 の 空中 浮揚 と いう 現象 が 起き て いる 間 、 使 徒 ベ トロ は ひざ まず いて 
祈っ て いた 。 

and Simon fell suddenly with a great cry, to De raised with his thighs 
Droken. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 大 きく 叫ん で 急 に 墜落 し て 、 腺 を 骨折 し た 。 

Nero imprisoned St. Peter who seemed a far less diVertimg maglcian 
than Simon: 

皇帝 ネロ は 、 使 徒 ペ トロ が 「 魔 術 師 シモ ン 」 よ り 面 白く な い 魔 術 師 で ある と 思っ た の 
で 、 使 徒 ペ トロ を 投獄 し た 。 

the latter died of his fall. 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 墜 落 に よっ て 死ん だ 。 

The whole of this history, which belongs to the popular rumours of the 
Derlodl 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 伝記 は 全て 当時 の 大 衆 の 噂 に よる 物 で ある 。 

1s noOw relegated, though perhaps wrongly, to the region of apocryphal 
legends. 

現在 で は 、 多 分 誤っ て 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 伝記 は 、 聖 書 外典 の 伝説 に 分 類 され る 。 
On such account it is not less remarkaDle or less worthy to De 
DreserVvedl. 

上 記 か ら 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 伝記 は 、 注 目 す べき で あり 、 保 存する 価値 が 有る 。 
The sect of Simon did not end with himself, 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 異端 派 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 と 共に 絶え な か っ た 。 

and his successor Was One Of his disciples, named Menander 

「 魔 術 師 シ モン 」 の 弟子 の 1 人 Menander が 、「 魔 術 師 シ モン 」 の 後継 者 に 成っ た 。 
He did not Dose as a god, Deing contented with the role of a prophet: 
Menander は 、 預 言 者 の ふり で 満足 し て 、 神 の ふり を し な か っ た 。 

but when he Daptized proselytes, a VisiDle fire came down upon the 
water 

し か し 、Menander が 新 帰依 者 を 洗礼 し た 時 、 目 に 見 える 火 が 水上 に 降り て 来 た 。 
He also promised immortality of soul and Dody as the result of this 
magical irmmersio1l, 

上 記 の 、 魔 術 的 な 洗礼 に よっ て 、Menander は 、 魂 と 肉体 が 不死 に 成る と 約束 し た 。 
andin the days of St. justim, there were stilll followers of Menander who 
firmly DelieVed themselves immortal. 

聖人 ユ ス テ ィ ノ ス の 時 代 で も 、 未 だ に 、 自 分 が 不死 で ある と 頑固 に 思い 込ん だ 
Menander の 信者 が 存在 し た 。 

The deaths which occurred among them Dy no means disaDused the 
Others, 

ー 部 の Menander の 信者 の 死 が 、 他 の Menander の 信者 を 正す 事 は 無かっ た 。 
for 

な ぜ な ら 、 

those who died were excormmmuricated forthwrith, on the ground that 
they had Deen false Drethren. 


死ん だ Menander の 信者 は 、 偽 の 同 多 で あっ た と いう 口実 で 、 破 門 され た 。 

For these Delevers death was an actual apostasy 

Menander の 信者 に と っ て 、 死 は 現実 の 痛 教 で あっ た 。 

and their immortal ranks were filled up by enrolling neW DroseIlytes. 
新 帰 偽者 を 加え る 事 に よっ て 、Menander の 偽 の 不死 の 信者 は 補充 され た 。 
Those who understand the extent of human folly will not De surprised 
to near that in this present year Deimg 1858, there exists in America and 
France a fanatical sect in contmuation of that of Menander 

人 の 愚か さ の 程度 を 理解 し て いる 人 は 、1858 年 に 成っ て も アメ リカ と フラ ンス に 
Menander の 異端 派 の 延長 と し て の 狂信 的 な 異端 派 が 存在 し て いる 、 と 聞い て も 
向 か な いで あろ う 。 

The qualificaton of magician added to the name of Simon rendered 
Magic a thing of horror to Christians: 

「 魔 術 師 シモ ン 」 と いう 「 シ モン 」 の 名 前 に 加え られ て いる 「 魔 術 師 」 と いう 形容 は 、 キ 
リス ト 教 徒 に と っ て 、 魔 術 を 共 ろ し い 物 に し て し まっ た 。 

Dut 

し が し 、 

they did not on this account cease to honour the memory of the Magl- 
Kings who adored the Saviour in His cradle. 

キリ スト 教徒 は 、 マ タイ に よる 福音 2 章 で 、 ゆ りか ご の 中 の 救い 主 イ エス を 敬礼 し た 
3 人 の マギ 、3 人 の 王者 の 記憶 を た た える 。 


DISPUTATION BETWEEN SIMON THE MAGICIAN AND 
SS。 PETER AND PAUL 


CHAPTER III 

魔術 の 歴史 第 3 巻 3 章 

THE DEVIL, 

如 魔 (と 呼ば れ て いる も の ) 

By its clear formulation of concepts respDectimg the Divine, Christianity 
leads us to the umderstanding of God as the most aDsolute and the most 
DUreSt 1OVe, 

神 に つい て の 概念 を 明確 に 話す 事 に よっ て 、 神 は 絶対 の 清らか な 愛 で あ る 、 と キリ ス 
ト 教 は 理解 させ る 。 

while 

2 

it defines, not less clearly, the spirit which is opposed to God, the spirit 
of revolt and hatred: hereof is Satan. 

神 と は 正反対 の 霊 、 反 乱 と 憎しみ の 吉 、 サ タン を キリ スト 教 は あま り 明 確 に 定義 し な 
い 。( サ タン は 神 と は 正反対 の 精神 、 反 乱 と 憎しみ の 精神 で ある 。) 

But this spirit 1s not a Dersonality 

実に 、 サ タン と いう 霊 は 人 格 で は な い 。 

andisnot to De regarded as a kind of Dlack god: 

サタ ン と いう 霊 は 一 種 の 黒い 神 で は な い 。 サ タン と いう 霊 は 邪神 で は な い 。 

1t is aDerVvers1ty which is common to all extra-hneal intelhgences. 

サタ ン と いう 精神 は 、 正 統 か ら 外 れ た 全て の (悪人 や 悪人 の 霊 と いっ た ) 知 的 存在 に 
共通 する 、 悪 で ある 。 

"My name is leglon," says Satan in the Gospel, "for we are many." 

マル コ に よる 福音 5 章 で サタ ン は 「 我 々 の 名 前 は 軍団 で ある 。 な ぜ な ら 、 我 々 は 多数 
で ある 。」 と 話し て いる 。 

The birth of intelhigence may De compared to the Star of the Morming 
知性 の 誕生 は 、 明 け の 明星 に 例え られ る 。 

andL after it has shone for an instant if it fall of its own accord into the 
Void of darkness, we may apply to it that apostrophe which was uttered 
by Isalah to the king of Babylon: "How art thou fallen from heaven, O 
Lucifer Son ofthe Morrnng?" 

明け の 明星 が 、 一 瞬 だ け 輝 いた 後に 、 自 発 的 に 聞 の 虚無 に 堕ち る と 、 イ ザヤ 書 14 章 
12 節 の 「 な ぜ 、 あ な た は 天 か ら 堕 ち た の か ?1! 明 け の 明星 よ ?1」 と いう 預言 者 イザ ヤ 
に よる バビ ロン の 王 へ の 呼び か け の 言葉 を 適用 で きる 。 

But 

し か し 、 

does this mean that the celestal Lucifer the Morning Star of 
intelligence, has Deen changed into a Drand of hell? 

イザ ヤ 書 14 章 12 節 の 「 な ぜ 、 あ な た は 天 か ら 堕 ち た の か ?! 明 け の 明星 よ ?1!」 と い 
う 言 葉 は 、 天 の ル シ フ ェ ル 、 知 性 の 明け の 明星 が 地獄 の た いま つ に 変わ っ た 事 を 意 
味 す る の か ? い いえ ! 


Can the name of Light-Dearer De applied justly to the angel of trespass 
and of darkmess? 

「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する ル シ フ ェ ル と いう 名 前 を 罪 と 聞 の 天使 に 適用 する の 
は 正しい と 言え る の か ? い いえ ! 

We think not, 

上 記 の 、 疑 問 に 対し て エリ ファ ス レヴ イィ は 「 い いえ 。」 と 考え て いる 。 

more esDeclally iit De understood, as We understandl 

エリ ファ ス レヴ ィ の 理解 の 様 に 、 特 に ル シ フ ェ ル を 理解 し た 時 、 

who haVe the magical tradition Dehind us, 

エリ ファ ス レヴ ィ に 味方 すれ ば 、 ル シフ ェ ル は 、 下 記 の 様 な 、 魔 術 の 口伝 を 持つ 。 
that the hell persomified Dy Satan, 

ル シ フ ェ ル は 、 サ タン と し て 擬人 化 さ れ た 地獄 で ある 。 

and symDbolised Dy the old serpent, 

ル シ フ ェ ル は 、 古 い 蛇 と し て 象徴 化 さ れ て いる 。 

is that central fire which encompasses the earth, consurmng allthatit 
DrOdUCeS 

ル シ フ ェ ル は 、 地 上 を 包囲 し て 、 地 上 が も た ら す 全て の も の を 焼き 尽く す 、 中 心 の 火 
で ある 。 

and devouring its own ta ikKe the serpent of Kronos 一 

クロ ノ ス ま た は サト ゥ ル ヌ ス の 蛇 の 様 に 、 ル シフ ェ ル は 自身 の 尾 を 飲み 込 も うと する 。 
In a WOrQL 

要約 する と 、 

that Astral Light 

ル シ フ ェ ル は 、 星 の 光 で ある 。 

of which the Almighty spoke to Cain when He said: "Hf thou doest ev 
sin shall De straightway at thy gates" 一 

全能 で ある 神 は 、 創 世 記 4 章 7 節 で 「 も し 、 あ な た が 悪事 、 罪 を 犯し た ら 、 す ぐに 罪 は 
近く に 存在 し て いる 。」 と 話し た 時 に 、 星 の 光 に つい て カイ ン に 話し て いた 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

disorder wl take Dossession of all thy senses: 

「( も し 、 あ な た が 悪事 、 罪 を 犯し た ら 、) 混 乱 が 、 あ な た の 全て の 感覚 を 支配 する 。」。 
"yet unto thee I have made suDject the lust of death, and it is for thee to 
rule 1t." 

創世 記 4 章 7 節 「 私 、 神 は 、 死 が 、 あ な た を 湯 望 する 様 に し て いる 。 し か し 、 死 を 支配 
する べき な の は 、( 本 来 は 、) あ な た の 方 (ほう ) な の で ある 。」。 

The royal and amost divine personification of Satan is a Dlunder which 
goeS Dack to the false Zoroaster 

サタ ン を 王者 の 様 に 、 ほ と ん ど 神 聖 な 者 の 様 に 擬人 化す る 事 は 、 偽 の ゾロ アス ター 
に まで 遡 ( さ か の ば ぽ ぼ ) る 、 無 知 に よる 誤り で ある 。 

Or Otherw1Se, 

また は 、 


to the sophistcated doctrine of the later and materialistc Magi of 

Pers1a: 

サタ ン を 王者 の 様 に 、 神 聖 な 者 の 様 に 擬人 化す る 事 は 、 歪 め ら れ た 真 の ゾロ アス 

ター の 教え と ペル シャ の 祭司 マギ の 物質 主義 者 に まで 遡 ( さ か の ば ) る 、 無 知 に よる 

誤り で ある 。 

it was they who represernted the two poles of the intellectual world as 

deites, making a divimity out of passiVe force in contradistimction to 

that force which is actiVe. 

偽 の ゾロ アス ター や 、 真 の ゾロ アス ター の 偽 の 弟子 と ペル シャ の 祭司 マギ の 偽 の 弟 

子 は 、 自 発 的 な 力 と 相対 する 、 受 容 的 な 力 を 神格 化し て 、 知 の 世界 の 両極 性 を 敵対 

する 2 柱 の 神 と し て 誤っ て 表現 し た 。 

We have indicated that 

すでに 話し た 様 に 、 

the same grave error Was made Dy Indian mythology. 

イン ド の 神話 で も 、 大 間違い に も 、 両 極性 を 敵対 する 2 柱 の 神 と し て 誤っ て 表現 し た 。 

Ahriman or Siva is the father of the demon, 

アー リマ ン ま た は シヴァ は 、 悪 魔 の 父 で ある 。 

as the latter is understood Dy superstitious makers of legend!, 

迷信 者 で ある 伝説 の 作者 は 、 シ ウ ァ は 悪魔 の 父 で ある と 誤解 旨 坊 

and hence 

その た め 、 

it was said Dy our Saviour: "The devil is a har jke his father" 
ヨハ ネ に よる 福音 8 章 44 節 を 意訳 する と 、 悪 魔 の 父 (で ある 悪人 ) と 同じ 様 に 、 悪 魔 

(と 言え る 悪 の 精神 ) は 嘘つき で ある 、 と イエ ス は 話し て いる 。 

On this question the Church rests satisfied with the Gospel texts 

悪魔 と いう 問題 に つい て 、 教 会 は 、 福 音 書 の 原文 に 満足 し て 、 留 まっ て いる 。 

and 

その た め 、 

has published no dogmatic decisions, having the defimition of the devil 

as their obDject. 

教会 は 、 教 え や 考え と し て 悪魔 の 定義 を キリ スト 教 の 関心 の 対象 と し て 決定 し な 

か っ た 。 

Good Christians aVo1d even namng him, 

善い キリ スト 教徒 は 、 悪 魔 の 名 前 を 話す 事 す ら 避 ける 。 

while religious moralists recommend the faithful to take no concern 

regardimg him, seeking to resist his arts Dy thinkimg only of God. 

キリ スト 教 の 倫理 学者 や 道徳 家 は 信者 に 、 神 に つい て だ け 思 考 し て 悪魔 の わざ に 

抵抗 する 様 に すす め て 、 悪 魔 自 体 に は 関わ ら な い 様 に すす め る 。 

We camnot Dut admire this wise reserVe or the Dart of Driestly 2 
キリ スト 教 の 祭司 らし い 教え に よる 悪魔 に つい て の 賢明 な 保留 を 感心 せ ざ る を 得 

い 。 

Why indeed should the light of doctrime De reflected on him who is 

intellectual oDscurity and darkest night of the heart? 


実際 、 キ リス ト 教 の 教え の 光 を 知性 の 暗 間 と 心 の 闇夜 で ある 悪魔 に も た ら す べき 

か ? キ リス ト 教 の 教え の 光 を 知性 の 暗闇 と 心 の 闇夜 で ある 悪魔 に も た ら す 必要 は 無 
い ! 

Let the spirit which would distract us from the kmowledge of God 
remmain unknown Dy US. 

神 の 知 か ら 逸 (て ) ら そう と する 霊 、 精 神 で ある 悪魔 は 未知 の まま に し て お いて よい 。 
It is assuredly not of our intention to perform what the Church has 
omitted: 

教会 が 意図 的 に 行わ な い 事 を 行う 意図 は エリ ファ ス レヴ ィ に は 全く 無い 。 

We Certify on such a suDject only as to the secret imstruction of imitiates 
In the occult scienceSs. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 に つい て の 、 隠 され た 知 に よる 秘伝 伝授 者 達 の 秘密 の 教え 
に つい て 確証 する だ け で ある 。 

They have said that the Great Magical Agent 一 accurately termed 
Lucifer Decause it is the vehicle of light and the receptacle of all forms 
ー1s amediatimg force diffused throughout creator: 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は 、 全 て の 被 造 物 の 至る 所 に 広まっ て いる 、 仲 介 す 
る 力 で ある 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 秘 伝 伝授 者 達 は 星 の 光 を 「 光 を も た ら す 
も の 」 を 意味 する 「 ル シフ ェ ル 」 と 正確 に 呼ん で いる 。 な ぜ な ら 、 星 の 光 は 光 の 媒体 で 
ある 。 ま た 、 星 の 光 は 全て の 形 の 貯蔵 所 で ある 。 

that it serVes for creation and destruction: 

星 の 光 は 創造 と 破壊 に 役立つ 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

that the fall of Adam was an erotic imtoxication 

アダ ム の 堕天 は 性 的 な 酷 町 で ある 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

which made his race suDject to that fatal light: 

アダ ム の 堕天 に よる 性 的 な 柳 町 は 、 ア ダム の 子孫 で ある 人 を 致命 的 な 星 の 光 に 従 
わせ て し まっ て いる 。 

that all amorous Dasslon which invades the senses 1s a Whirlpool of this 
light, seekimg to draw us down into the gulf of death: 

感覚 を 侵す 全て の 性 欲 は 人 を 死 と いう 深淵 に 引き 寄せ よう と する 星 の 光 の 渦 で ある 、 
と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

that madness, hallucinations, Vis1onS, eCstasies consttute an 
exCceedimgly dangerous exaltation of this interior DhosphorUus: 

狂気 、 幻 覚 、 予 見 、 忘 我 状 態 は 星 の 光 に よる 隠さ れ た 焼 ( リ ン ) を 過剰 に 危険 に 高め 
て し まう 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

fimally, that the Hight in question is of the nature of fire, 

星 の 光 に は 火 の 性 質 が 有る 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

that it is warming and Vivifying in its prudert USe, 

思慮 し て 応用 する と 、 星 の 光 は 温め 活気 づけ る 。 

Dut 

し か し 、 

that it Durns, dissolVes and destroys In 1tS eXCeSS. 

使い 過ぎ る と 、 星 の 光 は 燃やし 溶解 し 破壊 する 。 


Over this light man is called, on the one hand, to assume a soVerelgn 
empire, SO earTung his immortahty, 

一 方 で は 、 王 者 と し て 星 の 光 を 統治 し て 不死 性 を 得る た め に 、 人 は 星 の 光 を 圧倒 す 
る 様 に 求め られ て いる 。 

Dut, on the other 

し か し 、 他 方 で は 、 

he is menaced Dy the intoxication, aDsorpton and eternal destruction 
thereof. 

星 の 光 に よる 本 丁 、 同 化 、 永 遠 の 破壊 が 人 を 脅かし て いる 。 

In its devouring, aVenging and fatal aspect, the Astral Light may De 
called the fire of hell, 

焼き 尽く し 報復 し 死に 至ら せる 側面 を 見 る と 、 星 の 光 は 地獄 の 火 で ある 、 と 言え る か 
も し れ な い 、。 

the serpent of legend!, 

焼き 尽く し 報復 し 死に 至ら せる 側面 を 見 る と 、 星 の 光 は 伝説 の 蛇 で ある 、 と 言え る か 
も し れ な い 。 

while the tormented sim which abounds thereim, 

星 の 光 の 中 に 満ち て いる 、 苦 し ん で いる 罪人 で ある 悪人 。 

the tears and the gnashing of teeth on the part of the aDortions that it 
COnSUTmeS, 

星 の 光 が 苦し め て いる 失敗 作 で ある 悪人 の 涙 と 歯ぎしり 。 

the phantom of Hife which escapes them and seems to insult their 
misery 一 

悪人 を 避け 、 悪 人 の 不幸 を 辱め る 様 に 見 える 、 生 の 幻 。 

all this may De termed the devll or Satan. 

悪人 は 悪魔 また は サタ ン で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 生 の 幻 は 悪魔 また は サタ ン 
で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

Among the Domps and works of hell may De included, in fime, those 
actions, those illusionary images of pleasure, wealth and glory which 
are rmisdirected by the Vertigo of this Hight. 

星 の 光 に よる 目 賠 ( め まい ) が 誤っ た 方 向 へ 導く 行動 、 快 楽 の 幻 、 富 、 栄 光 は 、 地 獄 の 
虚飾 や 地獄 の わざ に 含ま れる か も し れ な い 。 

Father Hiiarion Tissot regards certain nerVvous diseases which are 
aCCcOomDparued Dy hallucinations and delhrium as diabolical Dossessions 
and, understood in the sense of the Kabalists, he is right assuredly. 

神父 Hiiarion Tissot は 、 幻 覚 や 意識 混濁 や 狂乱 を 伴う 特定 の 神経 病 を 悪霊 の 洛 
依 に よる 物 と 考え た が 、 カ バリ スト に よる 例え の 意味 で 理解 すれ ば 確か に 正しい 。 
Whatsoever deliVers our soul to the fataltty of Vertigo 1s truly infernal, 
人 の 魂 を 必然 的 に めまい に 陥ら せる も の は 、 本 当 に 、 地 獄 的 な 悪魔 的 な も の で ある 。 
S1mCe 

な ぜ な ら 、 

heaven is the eternal reign of order intelligence and HhDerty. 

大 と は 、 秩序 、 知 、 自由 の 永遠 の 統 ! 治 で ある 。 


The possessed Deople of the Gospel fled away from jesus Christ: 

福音 書 で は 悪霊 に 滞 信 され た 人 は イエ ス キリ スト を 避け た 。 

the oracles were silenced in the presence Of the Apostles: 

使徒 達 の 存在 に よっ て 神託 は 沈黙 し た 。 

while those who are prey to the disease of hallucination haVe ever 
manifested an invimciDle repugnance for initiates amd sages. 

常に 、 幻 覚 を 伴う 病気 の 病人 は 秘伝 伝授 者 と 賢者 へ の 宛 服 で き な い 嫌悪 を 示す 。 
The suspension of oracles amd oDsessions DroVed the triumph of human 
Iiperty ovVer fatalhty. 

神託 と 后 依 が 止ん だ 事 は 、 人 の 自由 が 運命 に 勝利 で きる 事 を 証明 し た 。 

When astral diseases reaDDear 1t 1S am Ormimous sign Of spiritual 
enervation, and mamifestations of this kind are followed inVvariaDly Dy 
fatal disorders. 

星 の 光 に よる 病気 の 再発 は 、 霊 的 な 体 化 に よる 凶 兆 で 、 常 に 後に 、 致 命 的 な 混乱 
が 起こ る 。 

The disturDances here referred to contimued ll the French Revolution, 
星 の 光 の 混乱 は 、 フ ラン ス 革 命 ま で 続い た 。 

and the fanatics of Saimt-Medard were the prophets of its sanguimary 
Calarmnities. 

サン メダ ー ル の 狂信 者 は フラ ンス 革命 と いう 流血 の 災い の 予言 者 で あっ た 。 

The famous criminologist Torreblanca, who had gone to the root of 
Diabolhical Magic, 

有名 な 犯罪 学者 の トレ ブラ ンカ は 、 悪 魔 に よる 魔術 の 原因 を 探求 し た 。 

descriDes accurately all the phenomena of astral disturDance, when 
classifying the works of the demon. 

トレ ブラ ンカ は 、 悪 魔 に よる 仕業 に 分 類 し て し まっ た が 、 星 の 光 の 混乱 に よる 全て の 
現象 を 正確 に 記し た 。 

Here are some extracts from the 15th chapter of his work on OperatiVe 
Magic: 

下記 は 、 魔 術 の 儀 其 に つい て の トレ ブラ ンカ の 著書 の 15 章 か ら の いく つか の 抜粋 
で ある 。 


(1) 

(1) 

The 0 1s endeavourimg contimually to lead us into error 
絶え 間 無 く 、 悪 魔 は 人 を 誤り に 導 こ うと 試み て いる 。 

(2) 

(2) 

He deludes the senses Dy disturDing the imagimation, 

悪魔 は 想像 力 を 混乱 させ て 感覚 を 惑わ す 。 

though 

し か し 、 


he cannot change its nature. 

悪魔 は 感覚 の 性 質 を 変え る 事 が で き な い 。 

(3③) 

(3③) 

When thimgs abnormal are manifested to the eye ofman, an nmagimary 
Dody assumes shape in the mind 

人 の 目 に 異常 が 現れ る と 、 人 の 心 の (想像 の ) 中 に 、 悪 魔 は 想像 上 の 体 を 形成 する 。 
and so long as that phantom remains therein, the phenomena contimue. 
人 の 心 の (想像 の ) 中 に 、 悪 魔 の 想像 上 の 体 の 幻 が 残存 し て いる 限り 、 悪 魔 に よる 現 
象 は 続く 。 

(④ 

(④ 

The demon destroys equihDriumm in the imagination by a disturDance of 
the vital functons, whether Dy irregularity in health or actual disease. 
悪 魔 は 、 健 康 の 変調 や 実際 の 病気 に より 生命 機能 を 乱 し て 、 想 像 力 の つり 合い を 破 
壊す る 。 

⑥) 

(⑤) 

When some morDid cause has destroyed this equihDbrium, and that also 
of reasor, waking dream Decomes DOssible and that which has no 
exlstence assSumes the semDblance of reality. 

想像 力 の つり 合い や 理性 の つり 合い が 病 的 な 原因 に よっ て 破壊 され る と 、 目 覚め た 
まま 夢 を 見 る 事 が 可能 に 成り 、 実 在 し な いも の が 人 迫真 の 外見 を 取る 。 

(6) 

(6) 

The mental perception of images in this manner makes sight umnworthy 
Of trust. 

目覚 め た まま 夢 を 見 て いる 状態 で は 、 知 能 に よる 映像 の 知覚 は 、 視 覚 を 信頼 で き な 
くさ せ て し まう 。 

(⑦) 

(⑦) 

Visions are Dodied forth, Dut they are mereIly thought-forrmns. 

映像 が 心 (の 想像 ) に 描か れる が 、 想 像 上 の 形 に 過ぎ な い 。 

(8@) 

(8@) 

The ancients distimgulshed two orders of disease, 

古代 人 は 幻覚 を 伴う 病気 を 区 別して 2 つ に 分 類 し た 。 

one Of them Deing the perception of imagimary forms, which Was 
termed frenzy\, 

古代 人 は 想像 上 の 形 を 知覚 する 病気 を 狂乱 と 呼ん だ 。 

and the other coryDantism, or the hearing of voices and other sounds 
which have no existenCe. 

古代 人 は 実在 し な い 声 や 音 を 聞く 病気 を 狂 忠 症 と 呼ん だ 。 


It follows from these statements, which are Curious in seVeral reSDeCts, 
that disease 1s attriDuted Dy Torreblanca to the demon, 

上 記 の 、 い くつ か の 点 に お いて 興味 深い 話 か ら 、 ト レブ ラン カ は 病気 を 悪魔 の せい に 
じ 半 。 

who indeed is disease itself, 

(例え と し て 、) 実 は 、 病 気 自体 が 悪魔 で ある 。 

with which we should agree entirely 一 下 Derrmitted Dy dogrmatic 
author1ty. 

も し キリ スト 教 の 権威 が (例え と し て ) 許 せ ば 、 病 気 自体 が 悪魔 で ある 、 と 人 は 完全 に 
同意 する べき で ある 。 

The recurring efforts of the Astral Light to disimtegrate and aDsorD 
entities are Dart Of its nature: 

星 の 光 が 存 在 を 分 解 し て 同化 する た め に くり 返し 奮闘 する の は 、 星 の 光 の 性 質 に よ 
る 機能 で ある 。 

its ceaseless Currents haVe a wearing effect 1ike water 

水 の 様 に 、 星 の 光 の 絶え 間 無 い 流れ に は 、 浸 食す る 作用 が 有る 。 

and it comnsumes eve as fire, 

火 の 様 に 、 星 の 光 は 焼き 尽く す 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is the Very essence and dissolving force of fire. 

星 の 光 は 、 火 の 精髄 で あり 、 火 の 分 解す る 力 で ある 。 

The spirit of perversity and the loVe of destruction which characterise 
those whomm it goVerns are instincts of this force. 

星 の 光 に 圧倒 され て いる 人 の 特徴 で ある 、 悪 の 精神 と 破壊 へ の 愛着 は 、 星 の 光 の 
力 に よる 衝動 で ある 。 

They are further conseduent on the sufferimg of the soull 

悪 の 精神 と 破壊 へ の 愛着 は 、 魂 の 苦し み に よ る 結果 と し て 生じ る 。 

which is conscious of incomplete Hfe 

魂 は 、 不 完全 な 生 を 自覚 し て いる 。 

and feels torn in oODDosite directiOnSs. 

魂 は 、 正 反対 の 方 向 に 引き 像 か れ て いる の を 感じ て いる 。 

The soul yearns to make an end of itselt, 

魂 は 、 自 身 を 終わ ら せ る 事 を 望む 。 

yet 

し か し 、 

fears to die alone, 

魂 は 、 独 り で 死ぬ の が 恐い 

and 

その た め 、 

therefore would include all creation in its destruction. 


魂 は 、 全 て の 被 造物 を 自殺 に 巻き 込 も うと する 。 
Such astral DerVers1ty assumes freguently the form ofthe hatred of 
children: 
星 の 光 に 圧倒 され て いる 魂 の 悪 は 、 幼 子 へ の 憎しみ と いう 形 を 取る 事 が ある 。 
an unknmown power impels certaim Suhlects to kill them, 
未知 の 力 に よっ て 圧倒 され て いる 何人 か は 子 殺 し に 走る 。 
and irmperious Voices seem to demand their death. 
星 の 光 に 圧倒 され て いる 人 に は 、 信 慢 な 声 が 子 殺 し を 要求 する 様 に 思わ れる 。 
Dr Brierre de Boismont cites terriDle exarmples of this mania, recalling 
the crimes of Papavoime and Henriette Cormer, 
ブリ エー ル ド ボワ モン 博士 は 、19 世紀 フラ ンス の パパ ヴォ ワー ヌ 事 件 や アン リエ ッ ト 
コル ニ エ 事 件 と いう 犯罪 を 思い 出さ せる 、 子 殺し と いう 狂気 の 恐る べき 実例 を 挙げ 
て いる 。 
Sufferers from astral DerVvers1on are ImaleVolent, 
星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 邪 悪 で ある 。 
and they are jealous at the joy of others: 
星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 他 人 の 喜び を 始 む 。 
they are especlally innmmical to hoDe, 
星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 特 に 、 和 希望 を 憎む 。 
and eVen when offerimg consolation they choose the most desperate and 
heartrending figures of speech. 
星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 慰 め て いる 時 で すら 、 絶 望 的 な 胸 を 引き 裂く 様 な 
言い 方 を 選ぶ 。 
The explanaton is that 
な ぜ な ら 、 
their Hfe is synonymous wrth sufferimg 
星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 に と っ て 、 生 は 苦 と 同義 で ある 。 
and that 
まだ 、 
they have Deen whirled into the dance of death. 
星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 死 と いう 輪 婦 に よっ て 目 が 皮 ( く ら ) ん で いる 。 
It is, moreoVer astral DerVerslon and the lust of death which abuses the 
act of generation, leadimg to its DerVerslon or dishonour Dy sacrileg1ous 
mockeries and shameful pleasantries. 
星 の 光 に よる 転倒 や 、( 性 行為 、) 生 殖 行為 を 悪用 、 乱 用 する 死 へ の 望 は 、 神 を 冒 
潮 す る 笑い も の に する 言動 や 恥ず べき 軽口 に よっ て 、 心 の 転倒 や 恥 に 至ら せる 。 
ODscenity is a Dlasphemy against life. 
わい せつ は 、 生 に 対す る 冒 流 で ある 。 
Each of these vices is Dersorufied Dy a Dlack idol or Dy a demon, 
各 、 悪 徳 は 、 黒 い 偶像 また は 悪魔 に よっ て 擬人 化 さ れ て いる 。 
which is the negative and distorted reflection of the diVimity who 
commurucates 1ife: 
悪魔 は 、 生 を も た ら す 神 に つい て の 否定 や 歪ん だ 鏡像 で ある 。 


these are idols of death. 

如 魔 は 、 死 の 偶像 で ある 。 

Moloch is the fatality which devours infants. 

モロ ク は 、 幼 子 を 殺す 災い で ある 。 

Satan and Nisroch are gods of hatred, fatality and despair 

サタ ン と ニス ロク は 、 憎 し み 、 災 い 、 絶 望 の 神 で ある 。 

Astarte, Lihith, Nehamah, Ashtaroth are idols of debauchery and 
aDorton. 

アス タル ト 、 リ リス 、 ナ ヘマ ー、 ア スタ ロト は 、 放 湯 と 中 絶 の 偶像 で ある 。 
Adramelech is the god ofmurder 

アド ラメ レク は 、 殺 人 者 の 神 で ある 。 

while Belal is that of eternal revolt and anarchyi 

ベリ アル は 、 永 遠 の 反乱 、 無 秩序 に よる 混乱 、 無 政府 状態 に よる 混乱 の 神 で ある 。 
Such are the monstrous conceptions of reason, when it Dauses on the 
Verge of extimction 

悪魔 は 、 消 滅する 直前 で た め ら っ て いる 理性 に よる 奇形 の 概念 で ある 。 

and slavish1y worships its destroyer so that it may reach the end ofits 
torment Dy the destroyer aDsorDing 1t. 

消滅 する 直前 で た め ら っ て いる 理性 は 、 理 性 の 苦し み を 終わ ら せ る た め に 、 理 性 を 
同化 し て 破壊 する も の を 卑屈 に 敬礼 する 。 

Accordimg to the KaDalists, the true name of Satan is that ot jehovah 
TeVerSe0!, 

カバ リス ト に よる と 、 サ タン の 真 の 名 前 は 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ を 逆 に し た 物 で ある 。 
for 

な ぜ な ら 、 

Satan is not a Dlack god Dut the negation of Deity. 

サタ ン は 、 黒 い 神 で は な く 、 神 の 否定 、 神 性 の 否定 、 神 性 の 欠如 で ある 。 

He is the personification of atheism and idolatry. 

サタ ン は 、 無 神 論 や 偶像 崇拝 を 擬人 化し た も の で ある 。 

The devil is not a DersonaHty for initiates Dut a force created with a 
g00d oDject, though it can De appled to evll: 

秘伝 伝授 者 に と っ て 、 悪 魔 は 、 人 格 で は な く 、 善 いも の に よっ て 創造 され た が 悪 に も 
応用 で きる ( 星 の 光 と いう ) 力 で ある 。 

it is really the instrument of 1iberty. 

星 の 光 と いう 力 は 、 本 当 に 、 自 由 の 道具 で ある 。 

They represented this force, which presides oVer Dhysical generationl, 
under the mythological figure of the horned god Pan, 

秘伝 伝授 者 は 、 肉 体 的 な 生殖 (、 性 交 ) を 統治 する 星 の 光 と いう 力 を 、 角 の ある 神 
パー ン と いう 神話 の 形 で 表し た 。 

and hence comes the goat of the SabDbath, brother of the old serpent, the 
light-Dearer Or DhosphorUus, 

古い 蛇 の 兄 弟 で ある サバ ト の ヤギ で ある バフ ォ メ ッ ト 、 光 を も た ら す も の ル シ フ ェ ル ま 
た は 焼 ( リ ン ) は 、 神 パー ン に 由来 する 。 


Converted Dy poets into the false Lucifer of legend. 
詩人 は 、 神 話 の 神 パ ー ン を 、 伝 説 の 偽 の ル シ フ ェ ル に 変身 させ た 。 


CHAPTER IV 

魔術 の 歴史 第 3 巻 4 章 

THE LAST PAGANS 

最後 の 異教 徒 

The eternal miracle of God is the umnchangeable order of His providence 
in the harmomnies of Nature: 

神 の 永遠 の 奇跡 は 、 自 然 の 調和 に まお ける 、 神 意 に よる 不変 の 秩序 で ある 。 
prodigies are derangerments 

異常 現象 は 、 混 乱 で ある 。 

and are attriDutable only to degeneratlon In the creature. 

異常 現象 は 、 被 造物 の 悪化 だ け の せい で ある 。 

Divine miracle is thus a Drovidential reaction for the restoration of the 
Droken order, 

神 の 奇跡 は 、 破 壊さ れ た 秩序 を 復活 させ る た め の 、 神 意 の 反作用 で ある 。 

When Tesus cured the possessed He calmed them and suspended the 
marvels which they producedi: 

イエ ス は 、 趣 霊 に 滞 信 され て いる 人 を 治す 際 に 、 沼 信 され て いる 人 を 落ち 着 か せ て 、 
異常 現象 を 起こ す の を 止め させ た 。 

when the apostles subdued the exaltation of the pythonesses they put 
an end to divimation. 

使徒 達 は 、 デ ルポ ボ イ の アポ ロン 神殿 の 巫女 の 高揚 を 和らげ る 際 に 、 予 見 を 止め させ 
7 

The spirit of error is a sDirit of agitation and suDVersion: 

誤り の 霊 は 、 興 奮 と 転覆 の 霊 で ある 。 

the spirit of truth Drimgs tranduilhty and peace in its path. 

真理 の 報 は 、 真 理 と いう 道 に よる 、 落 ち 着き と 平和 で ある 。 正 し さ の 霊 は 、 正 し い 道 に 
よる 、 落 ち 着き と 平和 で ある 。 

Such was the civihsing influence of Christiaruty at its daWmi: 
落ち 着き と 平和 は 、 初 期 の キリ スト 教 に よる 啓蒙 する 感化 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

those passlons which are friends of disturDance did not, without a 
struggle, leaVe it in DoSSeSS1on of the Dalm of easy Victory. 
混乱 に 伴う 情熱 は 、 戦 わ ず に は 、 簡 単に は 、 勝 利 者 で ある キリ スト 教 の 手中 に 入ら な 
が つた 。 

ExDp1rimg Dolytheism drew powers from the Magic of the old 
SanCtuaT1leS: 

死に か け て いた 多神教 は 、 古 代 の 聖 所 の 魔術 か ら 力 を 得 た 。 

to the mysteries of the Gospel it still opposed those of Eleusis. 

多神教 は 、 エ レ ウ シ ス の 秘 儀 を 福音 書 の 神秘 に 対立 させ た 。 

Apollomius of TVana was set uD as a Darallel to the Saviour of the world!, 
多神教 は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス を 世界 の 人 々 の 救い 主 イ エス に 対立 させ た 。 


and Philostratus undertook to construct a legend on the subject of this 
neW deity. 

フィ ロス トラ トス は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス と いう 新しい 神 の 人 の 伝記 「 テ ィ ア ナ の ア 
ポロ ニウス の 生涯 」 を 記し た 。 

Thereafter 

その 後に 、 

came the Emperor Julian, 

ユリ アヌ ス 帝 が あら われ た 。 

who would haVe Deen himself deified the javehn which slew him had 
not also struck the ast blow at Caesarian idolatry. 

ユリ アヌ ス 帝 を 殺し た 投げ 槍 が ロー マ の 旦 帝 崇拝 と いう 偶像 崇拝 に と ど め を 刺し た 
最後 の 一 撃 に 成っ て いな か っ た ら 、 ユ リア ヌス 帝 は 神格 化 さ れ た で あろ う 。 

The enforced and decrepit rebirth of a religion which was dead in 1ts 
forms was a Hiteral aDortion, 

死ん だ 宗教 を 老衰 し た 形 で 強制 的 に 復活 させ る 試み は 全く の 失敗 に 終わ る 。 

and Tulian, who attempted it, was doomed to Derish with the semle 
offsprimg which he strove to Dring into the World. 

死ん だ 宗教 の 老衰 し た 形 で の 復活 を 試み た ユリ アヌ ス 帝 は 、 世 界 に 誕生 させ よう と 
医 闘 し た 老衰 の 子 で ある 異教 と 共に 、 死 ん だ 。 

This notwrthstanding, 

それ に も か か わら ず 、 

Apollonnus and Tulian Were tWO cur1ouS, eve great Dersonalit1es, 

ティ アナ の アポ ロニ ウス と ユリ アヌ ス 帝 は 興味 深い 大 いな る 人 物 で ある 。 

and their history 1S epDoch-making in the Annals of Magic. 

魔術 の 歴史 に お いて ティ アナ の アポ ボロ ニウス と ユリ アヌ ス 帝 の 伝記 は 画 期 的 で ある 。 
Allegorical legends were in fashion at that period. 

例え 話 的 な 伝記 が 当時 の 流行 で あっ た 。 

Those who were masters emDbodied their doctrine in their Dersonality, 
祖師 は 考え を 人 格 で 体現 し た 。 

and those who were initiated disciples wrote fables which comDbined 
the secrets of initiation. 

秘伝 伝授 され た 弟子 は 秘伝 伝授 の 秘密 を 籠 ( こ ) め た 例え 話 を 書い た 。 

The history of Apollonius by Philostratus, too aDsurd せ it De taken 
Iiterally, 

フィ ロス トラ トス の 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 は 文字 通り に 受け 取る と 非 論理 
的 で ある 。 

becomes memorable when its symDolism is examnned according to the 
data of scienCce. 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 は 知 に よっ て 象徴 の 意味 を 調べ る と 記憶 すべ き 物 
と 成る 。 

It is a kimd of pagan gosDel OoDposed to that of Christiamity: 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 は 福音 書 と 対立 し て いる 一 種 の 異教 の 福音 書 で 
ある 。 


It is a secret doctrime at large, 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 全 体 が 秘密 の 考え で ある 。 

and we are In a DoOsition to reconstruct and explan 1t. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 を 復元 し て 説明 で きる 。 

In the third Dook of Philostratus, the initial chapter contains an accourt 
Of HVphas1s, 

フィ ロス トラ トス の 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 1 章 は ヒ フ ァ シ ス 川 の 説 
明 を 含ん で いる 。 

a Wonderful river which rises im a certain plaim and is 1ost in 
unapproachaDle reg1ons. 

ヒ フ ァ シ ス 川 は 、 あ る 平地 に 源 を 発する が 、 近 づけ な い 領 域 に 姿 を 消す 不思議 な 川 
で ある 。 

That riVer represents magical knowledge, 

ヒ フ ァ シ ス 川 は 、 魔 術 の 知 を 表す 。 

which is simple in its first primciples Dut difficult to deduce accurately 
im YesDeCt of fimal conseduenCces. 

魔術 の 知 は 、 最 初 の 原理 は 簡潔 で ある が 、 最 初 の 原理 か ら 最 後 の 結論 へ 正確 に た 
どる の は 難し い 。 

Philostratus tells us in this connection that marriages are not fruitful 
unless consecrated by the Dalsam of trees which grow on the Danks of 
HYyYphasiS. 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 岸 で 育っ た 木 の 樹 脂 に よる バル サム 香 で 清め な いと 結婚 は 良い 結 
果 を 生じ な い 、 と フィ ロス トラ トス は 教え て いる 。 

The fish of this riVer are sacred to Venus: 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 魚 は 、 愛 の 女神 ウェ ヌス に ささ げ ら れ て いる 。 

their crest is blue, the scales are ofmany colours and their tail is golden: 
ヒ フ ァ シ ス 川 の 魚 は 、 先 端 が 青色 、 鱗 が 多数 の 色 、 尾 が 金色 で ある 。 

they can ralse the tail at wl. 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 魚 は 、 思 い 通 り に 尾 を 膨 ら 6 ま せる 事 が で きる 。 

In the riVer there is also an annmal resemDbling a white worm, 

ヒ フ ァ シ ス 川 に は 、 白 い 昌 ( ウ ジ ) に 似 た 生物 が いる 。 

the stewinmg of which produces an inflammabDle oil that can De kept in 
glass only. 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い 明 ( ウ ジ ) を 熱 す る と 、 ガ ラス に し か 保存 で き な い 引火 性 の 油 を 生 
じ る 。 

The amimal is reserved only for the king's serVviCe, 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い 明 ( ウ ジ ) は 、 王 者 の 役に立つ た め だ け の も の で ある 。 

aS 

な ぜ な ら 、 

1t has Dower to OoVerthrow walls. 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い 昌 ( ウ ジ ) に は 、 壁 を 倒壊 させ る 力 が ある 。 

When the grease of it is exDposed to the air it ignites, 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い 昌 ( ウ ジ ) の 油 は 空気 に さら す と 発火 する 。 


and there is then nothing in the whole world with which the flame can 
be extimgulshed. 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い 昌 ( ウ ジ ) の 油 の 火 を 消火 で きる も の は 世界 に は 存在 し な い 。 
By the fish of the riVer Hyphasis, Apollonius sigmifies uversal 
configuration which magnetic experiments have recently Droved to De 
blue on one side, golden on that which is opposite and of many colours 
at the centre. 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 、 ヒ ファ シス 川 の 魚 で 、 最 近 の 磁気 の 実験 が 証明 し て いる 、 
一 方 が 青色 、 他 方 が 金色 、 中 間 が 多数 の 色 で ある 世界 の 構造 を 表し て いる 。( こ の 
世 は 男性 神 に よる 数 9 の 身代わり に よっ て 創造 され て いる 。9 = 4 + 5。 数 4 の 色 は 
青色 で ある 。 数 5 の 色 は 金色 で ある 。 こ の 世 は 2 つの 力 の 相殺 に よっ て 創造 され て 
いる 。) 

The white wormm is the Astral Light, 

白い 昌 ( ウ ジ ) は 、 星 の 光 の 例え で ある 。 

which resolVes into oi when condensed Dy a triple fire, and such oil is 
the umnversal medicime. 

星 の 光 で ある 白い 昌 ( ウ ジ ) を 三重 の 火 で 濃縮 する と 万 能楽 で ある 油 に 成る 。 

It can orly De contaimed Dy glass, this beimg a non-conductor 

星 の 光 を 三重 の 火 で 濃縮 し た 万 能 薬 は 絶縁 体 で ある ガラ ス で し か 保存 で き な い 。 
for 

な ぜ な ら 、 

the Astral Light, its porousness Deing inappreclaDle. 

星 の 光 の 透過 性 は 微小 で ある 。 

This secret is reserVved to the king, which means an initiate ofthe first 
Order 

星 の 光 の 秘密 は 、「 無 上 の 秘伝 伝授 者 」 を 意味 する 「 王 者 」 の た め だ け の 物 で ある 。 
for 

な ぜ な ら 、 

it is truly concerned with a force Dy which cities can De destroyed. 

星 の 光 に は 諸々 の 都市 を 破壊 で きる 力 が 本 当 に ある 。 

Some Irmportant secrets are here indicated with great clearneSsS. 

いく つか の 重要 な 秘密 を 大 い に 明 確 に 表し て いる 。 

In the next chapter Philostratus speaks of urucorns and says that the 
horn of these animals can be fashioned into drimking-cups which are a 
safe-guard agalnst all DoisOnS. 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 2 章 で フィ ロス トラ トス は 、 一 角 獣 に つい て 
話し て 、 一 角 獣 の 角 か ら 作 る 事 が で きる 杯 は 全て の 毒 か ら 身 を 守れ る 、 と 話し て いる 。 
The single horn of the symDolical creature represents hierarchic umity, 
象徴 で ある 一 角 獣 の 唯一 の 角 は 位階 制 の 単 一 性 を 表す 。 

and hence Philostratus adds, on the authority of Damnis, that the cups in 
qUeStion are also eXClus1Ve to Kimgs. 


「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 2 章 で フィ ロス トラ トス は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロ 
ニウス の 弟子 ダミ ス に よる と 、 一 角 獣 の 角 か ら 作 っ た 杯 は 王者 の た め だ け の 物 で あ 
る 、 と 話し て いる 。 

"Happy "says Apollonius, "1s he who is never intoxlcated Dut in drimking 
Out of such a goDlet." 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 「 一 角 獣 の 角 か ら 作 っ た 杯 か ら 飲 まな いと 酔わ な い 人 は 
幸い で ある 。」 と 話し て いる 。 

Damnis narrates further that Apollonius met with a woman who Was 
white from feet to breasts Dut black in the upper region. 

ティ アナ の アボ ポロ ニウス は 、 足 か ら 胸 まで は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 と 会 っ た 、 と 
弟子 ダミ ス は 話し て いる 。 

His discuples were alarmed at the prodngy, 

ティ アナ の アポ ロニ ウス の 弟子 達 は 、 足 か ら 胸 まで は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 と 


いう 不思議 を 恐れ た 。 
Dut 
し か し 、 


the master gave her his hand!, 

祖師 ティ アナ の アポ ロニ ウス は 、 足 か ら 胸 まで は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 に 手 を 
さ し の べた 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he knew her. 

ティ アナ の アボ ポロ ニウス は 、 足 か ら 胸 まで は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 に つい て 
知ら で いた 。 

He told them that she was the Indian Venus, whose colours are those of 
the Dull Apis, adored Dy the Egyptlans. 

足 か ら 胸 ま で は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 は 古代 エジプト 人 が 敬礼 し た オシ リス 
の 牛 ア ピス の 色 を し た イン ド の ウェ ヌス で ある 、 と ティ アナ の アポ ロニ ウス は 弟子 達 に 
教え た 。 

This harlequin female is magical sclence, 

足 か ら 胸 ま で は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 は 、 魔 術 の 知 で ある 。 

the white HimDbs 一 or created forms 一 

白い 手足 は 創造 され た 形 で ある 。 

of which reveal the Dlack head!, 

白い 手足 は 黒い 頭 を 明か し て いる 。( 創 造 され た 形 は 、 人 に は 全体 的 に 未知 で ある 
無 上 の 原因 、 第 一 原因 で ある 神 を 明か し て いる 。) 

Or that supreme cause Which is unknownr to man at ]arge. 

黒い 頭 は 人 に は 全体 的 に 未知 で ある 無 上 の 原因 、 第 一 原因 で ある 神 で ある 。 

But Philostratus and Damis knewW, 

フィ ロス トラ トス と ダミ ス は 魔術 の 知 を 知っ て いた 。 

andit was under emDlems hke these that they gave expression in 
concealment to the doctrine of Apollonius. 


フィ ロス トラ トス と ダミ ス は 象徴 の 下 に 隠し て ティ アナ の アポ ロニ ウス の 考え を 表し て 
いる 。 

The secret of the Great Work is contained in the fifth to the tenth 
chapters of this third DooK, 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 5 章 か ら 10 章 は 「 大 いな る 聞 め 」、「 大 作 
業 」 の 秘密 を 含ん で いる 。 

and the form of symbolism adopted is that of dragons defending the 
entrance to a Dalace of the wise. 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 5 章 か ら 10 章 は 賢者 の 宮殿 へ の 入口 を 
守っ て いる 竜 と いう 象徴 を 「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 の 秘密 の 象徴 と し て 選ん で い 
る 。 

There are three specles of dragons dwellers resDectively of marshes, 
plains and moumtain. 

山 の 竜 、 湿 地 の 竜 、 平 野 の 竜 と いう 3 種類 の 竜 が いる 。 

The mountan is Sulphur 

山 は 硫黄 の 例え で ある 。 

the marsh Mercury 

湿地 は 水銀 の 例え で ある 。 

and the plain is the Salt of the Philosophers. 

平野 は 賢者 の 塩 の 例え で ある 。 

The dragons of the plain are pointed on the Dack, hke a saw-fish, 
referrimg to the acid potency of salt. 

ノコ ギリ エイ の 様 に 、 平 野 の 竜 は 背中 が の こざ ぎ り 状 に 失っ て いて 、 塩 の 酸性 の 力 を 表 
す 。 

Those of the mountains haVe golden scales and a golden Deard, 

山 の 竜 は 鱗 と ひげ が 金色 で ある 。 

while the sound of their creeping moVvemert is hke the tmkhmg of 
CODDer 

山 の 竜 が 和 遣う 音 は 銅貨 が ジャ ラジ ャ ラ 鳴 る 音 に 似 て いる 。 

In their head is a stone 

山 の 竜 の 頭 の 中 に は 石 が ある 。 

Dy which all miracles can De worked. 

山 の 竜 の 頭 の 中 の 石 に よっ て 、 全 て の 奇跡 を 起こ す 事 が で きる 。 

They Dask on the shores ofthe Red Sea 

山 の 竜 は 紅海 の 岸 で 日 光 浴 を する 。 

and they are caught by the help of a red cloth emDbroidered with golden 
letters: 

金色 の 文字 が 刺繍 (し し ゅ う ) さ れ た 赤い 法衣 の 助け に よっ て 、 山 の 竜 を と ら え る 事 が 
で きる 。 

onthese enchanted letters they lay ther head and fall asleep, and they 
are then decapitated with an axe. 

山 の 竜 が 赤い 法衣 に 刺繍 (し し ゅ う ) さ れ た 魔術 の 力 が 籠 ( こ ) め られ た 金色 の 文字 
の 上 に 頭 を 置い て 眠り に 落ち た ら 、 芳 で 山 の 竜 の 首 を 切る 。 


Who does not recognise here the Stone of the Philosophers, the 
Magistery at the Red and the famous regimen of fire, represented Dy 
golden letters? 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 5 章 か ら 10 章 で 、 山 の 竜 の 話 に より 「 賢 者 
の 石 」 と 「the Magistery at the Red( 賢 者 の 石 の 様 な 万 能 薬 や 錬 金 の 、 赤 の 媒 
体 )」、 金 色 の 文字 の 話 に より 有名 な 「regimen of fire( 火 の 支配 )」 を 認め な い 人 
が いる で あろ うか ?「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 5 章 か ら 10 章 で 、 山 の 
竜 の 話 に より 「 賢 者 の 石 」 と 「the Magistery at the Red( 賢 者 の 石 の 様 な 万 能 薬 
や 錬 金 の 、 赤 の 媒体 )」、 金 色 の 文字 の 話 に より 有名 な 「regimen of fire( 火 の 支 
配 )」 を 認め られ る ! 

Under the name of Citadel of the Wise, Philostratus goes on to descriDbe 
the Athanor as a hill surrounded Dy a mist Dut open on the southern 
S1de. 

続い て 、 フ ィ ロ スト ラ ト ス は 、 賢 者 の 旨 と いう 名 前 の 下 で 隠し て 、 南 側 以外 が 邑 で 包 
囲 さ れ て いる 丘 と し て 、 錬 金 妨 を 記し て いる 。 

It has a well four paces in Dreadth, 

丘 に は 4 歩 の 大 き さ の 泉 が ある 。( 丘 に は 数 4 で ある 知 の 泉 が ある 。) 

from which an azure Vapour Tr1Ses, drawn uD by the warmth ofthe sun 
and displaying all colours of the raimnDowr 

泉 か ら 、 太 陽 の 熱 に よっ て 、 青 い 蒸 気 が 昇 っ て 、 七 色 の 虹 を 見 せ て いる 。 

The bottom of the well is sanded with red arsen1C. 

泉 の 底 は 赤い ヒ素 で 埋め られ て いる 。 

Im its vicimity is a Dasin filled with fire 

泉 の 近く に は 火 で 満た され た 盆地 が ある 。 

and thence rises a Iivid flame, odourless and smokeless, 

節 地 か ら 青 黒い 無臭 無煙 の 火 が 昇っ て いる 。 

and never higher or 1ower than the Dasim-edge. 

節 地 の 火 は 和 盆地 の 端 より 高く も 低く も 成ら な い 。 

There are also two reserVvoirs of Dlack stone, in one of which rain is 
stored and in the other wind. 

また 、 雨 を 蓄積 する 黒い 石 で 出来 た 貯蔵 所 と 、 風 を 蓄積 する 黒い 石 で 出来 た 貯蔵 所 
が ある 。 

The rain-clstern is opened when there is excess1Ve drought and then 
clouds come forth which water the whole countryi 

乾燥 し 過ぎ る と 、 雨 の 貯蔵 所 が 開か れ て 、 国 全体 に 水 を 供給 する 雲 が あら われ る 。 
It would De difficult to descriDe more exactly the Secret Fire of the 
Philosophers and that which they term their Balmeum Mariae. 
賢者 の 秘密 の 火 と 、 ユ ダ ヤ 婦 人 マリ ア に よる 「 マ リア の 浴室 」 と 錬金術 で 呼ば れ て い 
る 物 を 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 よ り 正 確 に 記す 事 は 難し いで あろ う 。 

It follows from this account that the ancient alchemists employed 
electrlcity, magnetism and steam nn their Great WorKk. 

古代 の 錬金術 師 は 電気 、 磁 気 、 蒸 気 を 「 大 作業 」 に 応用 し て いた 、 の が 「 テ ィ ア ナ の 
アポ ロニ ウス の 生涯 」 の 説明 か ら 分 か る 。 


Philostratus speaks suDseduently ofthe Philosophical Stone itself, which 
he calls indifferently a Stone and Light. 

続い て 、 フ ィ ロ スト ラ ト ス は 、「 賢者 の 石 」 を 「 石 」 ま た は 「 光 」 と 区 別 し な いで 呼ん で 、 
「 賢 者 の 石 」 に つい て 話し て いる 。 

The profane are not Derrmitted to discoVer 1t, 

大 衆 に は 『 石 』 を 発見 する 事 は 許さ れ て いな い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it varmshes inot laid hold of according to the processes Of the Art. 

『 わ ざ 』 の 手順 に 従っ て と ら え な いと 、『 石 』 は 姿 を 消し て し まう 。 

It is the Wise only who, Dy means of certain VerDal formulae and rites, 
ca atta the PantarDa. 

特定 の 決ま り 文句 の 言葉 と 儀式 に よっ て 、 賢 者 だ けが 『Pantarba』 に 到達 で きる 。 
This is the name of the Stone 

『PantarDa』 は 『 石 』 の 名 前 で ある 。 

which at night has the appearance of fire, being flaming and sparklimg, 
夜 、『 石 』 に は 、 火 花 を 発する 燃え る 火 が あら われ る 。 

while in the day it dazzles Dy its brightness. 

昼 、『 石 』 は 目 が 峰 む ほど 明る く 輝 く 。 

This light is a suDtle matter of admiraDle Virtue, 

『 光 』、『 石 』 は 見 事 な 徳 の 力 に よる 希薄 な 霊 妙 な 物質 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

lt attracts all that is near it. 

『 光 』、『 石 』 は 近く に ある 全て の も の を 引き 寄せ る 。 


」 

The above revelation concerning the secret doctrines of Apollonius 
proves that the Philosophical Stone is no other than an un1versal 
magnet, formed ofthe Astral Light condensed and fiXed abDout a centre. 
ティ アナ の アポ ロニ ウス の 秘密 の 教え に つい て の 、 フ ィ ロ スト ラ ト ス の 賢者 の 石 に つ 
いて の 啓示 に よっ て 、 賢 者 の 石 が 普遍 の 磁石 で あり 、 賢 者 の 石 が 、 中 心 の 周囲 に 濃 
縮 さ れ て 固定 され た 星 の 光 で 形成 され て いる 、 と 分 か る 。 

It is an artficial Dhosphorus 

賢者 の 石 は 人 工 の 焼 ( リ ン ) で ある 。 

contaimimg the concentrated Virtues of all generatiVe heat, 

賢者 の 石 は 全て の 生殖 力 の ある 熱 を 集中 し た 力 を 含ん で いる 。 

and the multitude of allegories and traditions extant concerning it are 
as testimoruies to 1ts certaim ex1stenCe. 

賢者 の 石 に つい て の 現存 し て いる 多数 の 象徴 と 口伝 は 賢者 の 石 が 確実 に 存在 し て 
いる 証拠 と し て 存在 し て いる 。 


The entire life of Apollonius, as recorded Dy Philostratus, following 
Damnis the Assyriar, 1s a tssue of apologues amd DaraDles, 

アッ シリ ア 人 の 弟子 ダミ ス に 従っ て フィ ロス トラ トス が 記し た 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウ 
ス の 生涯 」 は 例え 話 を 織り 交ぜ た 物 で ある 。 

the concealed doctrine of great masters of imitiaton Deimg written in 
this manner at the periodl 

当時 は 、 例 え 話 を 織り 交ぜ て 、 秘 伝 伝授 の 大 いな る 祖師 達 の 隠さ れ た 考え は 記さ れ 
た 。 

as already intmated. 

すでに 話し た 様 に 。 

We know therefore why the recital emDodies faDles 

し た が っ て 、「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 が 例え 話 を 含ん で いる 理由 は 分 か る 
で あろ う 。 

and underneath the text of these fables we should expect to fimd, and 
may eVer look to understand, the secret kmowledge of the hierophants. 
そし て 、「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 の 例え 話 の 下 に 隠さ れ た 、 秘 儀 祭司 の 秘 
密 の 知 を 発見 し て 当然 で も る と 思う べき で ある し 、 秘 儀 祭司 の 秘密 の 知 の 理解 を 目 
指し な さい 。 

His great sclemce and ConSD1cuOuS Virtues notwithstanding, Apollonnus 
Was not a suCceSsSsor in the hierarchic school of the Magi. 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 、 大 いな る 知 と 明らか な 徳 に も か か わら ず 、 ペ ル シ ャ の 位 
階 制 の 祭司 マギ の 流れ を くむ 後継 者 で は な か っ た 。 

His initiation had Inmdia as 1ts SOUrCe 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は イン ド を 源泉 と し て 入門 し た 。 

and 

その た め 、 

he was addicted to the enervatimg Dractices of the Brahmins: 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は バラ モン の 元気 を 弱め る 実践 に ふけ っ た 。 

further 

さら に 、 

he preached rebellhion and reglclde ODeTly: 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 反乱 と 国王 殺し を 公 に 説い た 。 

he was a great character in a wrong Dath. 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 誤っ た 道 に お ける 大 いな る 人 格 者 で あっ た 。 

The figure of the Emperor juhan seems more Doetc and Deautiful than 
that of Apollonius: 

ユリ アヌ ス 電 の 人 物 像 は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 人 物 像 より 、 詩 的 で 美しく 見 え 
る 。 

he maintaimned on the throne of the world all the auster1ty Of a sage: 

ユリ アヌ ス 帝 は 世界 の 王座 、 ロ ー マ の 皇帝 の 座 に 就 い て いた が 、 賢 者 の 禁欲 を 続け 
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and he sought to transpose the young sap 0f Christiamity into the 
enfeeDled Dody of Hellenism. 


ユリ アヌ ス 需 は キリ スト 教 の 若い 力 を ヘレ ニズム の 弱っ た 体 に 移 そ うと し た 。 

He was a noDle maruiac, 

ユリ アヌ ス 帝 は 気 高 い 狂 人 で ある 。 

guilty Only of too much devotion to the associations of the fatherland 
and the images of its amncestral gods. 

ユリ アヌ ス 帝 は 祖国 の 古代 ギリ シャ を 連想 させ る も の と 、 祖 国 の 古代 ギリ シャ の 神々 
の 象徴 に 夢中 に 成り 過ぎ た と いう 誤り を 犯し た に 過ぎ な い 。 

As a CoumterDoise to the realising efficacity of Christian doctrine, he 
called Black Magic to his aid and plumged imto darKksome eVocatlons, 
followmg the lead of jamDblhchus and Maximus of Ephesus. 

キリ スト 教 の 実現 する 力 と 相殺 させ る た め に 、 ユ リア ヌス 帝 は 、 カ ルキ ス の イア ンプ ブリ 
コス と エフ ェ ソ ス の マク シム ス の 導き に 従っ て 、 黒 魔術 に 助け を 求め て 闇 の 降 霊 術 に 
夢中 に 成っ た 。 

But 

し か し 、 

the gods whom he desired to resuscitate in their youth and Deauty 
appeared Defore him cold and decrepit, shrimking from life and light, 
and ready to HIV Defore the sign of the croSsSs. 

ユリ アヌ ス 帝 が 若く 美しく 復活 ささ たか っ た 古代 ギリ シャ の 神々 は 命 と 光 を 恐れ て 後 
退 し そう な 十字 の 象徴 や 手振り を 前 に 逃げ そう な 老衰 し た 冷た い 姿 で ユリ アヌ ス 帝 
の 前 に あら われ た 。 

The closing had Deen taken in full according to the grade of Hellenismm, 
ヘレ ニズム の 段階 は 終わ っ て いた 。 

and the Gahlean had conquered. 

ガリ ラ ヤ 人 イエ ス が 勝利 し て いた 。 

Julhian died Iike a hero, without Dlasphemnng Him who overcamme, 
ユリ アヌ ス 帝 は 、 勝 利 者 で ある イエ ス を 冒 済 し な いで 、 英 雄 の 様 に 死ん だ 。 

as it has Deen falsely pretended. 

ユリ アヌ ス 帝 は 死ぬ 時 に イエ ス を 冒 済 し た と いう 誹謗 中 傷 が 存在 する 。 
Ammmlanus Marcelhmus portrays his jast moments at length: they were 
those of a warrior and philosopher 

ユリ アヌ ス 帝 は 戦士 や 哲学 者 の 様 に 死ん だ 、 と アン ミア ヌス マル ケリ ヌス が 詳し く 記 
し て いる 。 

The maledictions of Christian sacerdotalism echoed 1ong over his tommD: 
キリ スト 教 の 聖職 者 擁護 論者 の 大 衆 は ユリ アヌ ス 帝 の 死後 に ユリ アヌ ス 帝 へ の 誹 
謗 中 傷 を くり 返し た 。 

has not the Saviour that loVer of noDle souls, Dardoned adVersaries less 
interestimg and less generous than the unfortunate julhian? 

気 高 い 魂 を 愛す る 救い 主 イ エス は 、 不 適切 だ っ た ユリ アヌ ス 帝 より も 、 興 味 深 さや 思 
いや り の 少な い 敵 を 許し た で は な いか ? 気 高い 魂 を 愛す る 救い 主 イ エス は 、 不 適切 
だ っ た ユリ アヌ ス 帝 より も 、 興 味 深 さや 思い や り の 少な い 敵 を 許し た ! 気 高い 魂 を 愛 
する 救い 主 イ エス は 、 不 適切 だ っ た ユリ アヌ ス 帝 を 許す は ず で ある ! 


On the death of this emperor Magic and idolatry were InVvolved in one 
and the same un1versal reproDation. 

ユリ アヌ ス 帝 が 死ん だ 時 代 に 、 魔 術 は 、 偶 像 崇拝 と 混同 され て 世界 的 な 迫害 に 巻き 
込ま れ た 。 

At this time there came into existence those secret assoclations Of 
adeDtS, 

ユリ アヌス 帝 が 死ん だ 時 代 に 、 魔 術 が 迫害 され 始め た 時 代 に 、 達 道 者 の 秘密 結社 
が 誕生 し た 。 

to which Gnostics amd Mamicheans gravitated at a later Derlod. 

後に 、 魔 術 の 秘密 結社 は 偽 の グノー シス 主義 者 や マニ 教徒 を 引き 寄せ て し まっ た 。 
The societies in duestion were the depositaries of a tradition of errors 
and truths adrmixedi 

魔術 の 秘密 結社 は 正 し さ と 誤り が 混じっ た 口伝 の 保管 者 に 成っ て し まっ た 。 

but they transrmutted, under the seal of terrific pledges, the Great 
Arcanurm of ancient ormripotence, together with the eVer-frustrated 
hopes of extimct worships and fallen priesthoods. 

魔術 の 秘密 結社 は 、 廃 れ た 宗教 と 転落 し た 異教 の 祭司 の 永遠 に 挫折 し た 希望 と 共 
に 、 恐 ろ し い 匠 い に よる 封印 の 下 に 隠し て 古代 の 全能 で ある 神々 の 大 いな る 秘密 を 
伝え た 。 


CHAPTER V 

魔術 の 歴史 第 3 巻 5 章 

LEGENDS 

伝説 

The strange narratiVes emDbodied in the Golden Legend, how fabulous 
SOeVer they may De, are referable notwithstanding to the highest 
Christian antidUu1ty. 

黄金 伝説 が 含ん で いる 不思議 な 話 は 、 作 り 話 か も し れ な い が 、 キ リス ト 教 の 最 古 の 
物 で ある 。 

They are paraDles rather than histories: 

黄金 伝説 の 不思議 な 話 は 、 歴 史 と いう より は 、 例 え 話 で ある 。 

the style is simple and eastern, jike that of the Gospels: 

福音 書 の 表現 形式 の 様 に 、 黄 金 伝説 の 不思議 な 話 の 表現 形式 は 簡潔 で 東風 で あ 
る 。 

and their traditional existence DroVes that a species of mythology had 
been devised to conceal the Kabalistic mysteries of johanmte initiation. 
黄金 伝説 の 口伝 の 存在 は 、 使 徒 ヨ ハネ か ら の 秘伝 伝授 に よる カバ ラ の 神秘 を 隠す 
た め に 、 一 種 の 神話 が 考案 され た 事 を 証明 する 。 

The Golden Legend is a Christian Talmud expressed in allegories and 
aDOlOgUeS. 

黄金 伝説 は 象徴 と 例え 話 に よっ て 表 さ れ た キリ スト 教 の タカ ルム ー ド で ある 。 
Studied from this point of view, the newer in DroDortion as 1t 1s more 
ancient, the Work will Decome of real importance and highest interest. 
カバ ラ の 例え 話 と いう 観点 か ら 研 究 す る と 、 黄 金 伝説 は 、 古 さ に 比例 し て 当時 と し て 
は 新しい 物 で あり 、 現 実に 重要 で あり 、 無 上 に 興味 深い 作品 と 成る で あろ う 。 

One of the narratives in this Legend so full of mysteries characterises 
the conflict of Magic and dawmimg Christiamity in a manner Which is 
edually dramattc amd starthmg. 

黄金 伝説 136 章 の 聖 処 女 ユ ステ ィ ナ の 神秘 に 満ち た 話 は 悪人 の 霊 の 魔術 と 初期 
キリ スト 教 の 戦い を 劇 的 に 驚異 的 に 描い て いる 。 

It is jike an outhme in adVance of Chateaubriand's Martyrs and the Faust 
of Goethe comDined. 

黄金 伝説 136 章 の 聖 処 女 ユ ステ ィ ナ の 話 は 、 フ ラン ソ ワ ルネ ド シャ トー ブリ アン の 
初期 キリ スト 教 へ の 据 害 を 描い た 「 独 教 者 」 と ゲー テ の 「 フ ァ ウ スト 」 に 先立っ て 合わ 
せ て 描か れ た 輪 旋 の 様 な 話 で ある 。 


Justima Was a yoOumg and 10Vely Dagan maiden, 
ユ ス テ ィ ナ は 異教 徒 で あっ た 若い 美しい 処女 で ある 。 
daughter of a priest of the 1dols, 

ユ ス テ ィ ナ は 偶像 崇拝 の 聖職 者 の 娘 で あっ た 。 

after the manner of Cymodoce. 


ユ ス テ ィ ナ は フラ ン ソ ワ ルネ ド シャ トー ブリ アン の 「 閣 教 者 」 の Cymodoce の 様 な 
女性 で あっ た 。 

Her wmdow opened on a court 

ユ ス テ ィ ナ の 部 屋 の 窓 は 庭 に 面 し て いて 、 開 けら れ て いた 。 

which gaVve upon the Christian church, 

ユ ス テ ィ ナ の 家 の 庭 は キリ スト 教 の 教会 に 面 し て いた 。 

so that 

その た め 、 

she heard daily the pure and recollected Voice of a deacon reading the 
holy gospels aloud. 

ユ ス テ ィ ナ は 毎日 カト リッ ク の 助 祭 が 福音 書 を 読ん で いる 、 心 が 落ち 着く 清らか な 声 
を 聞い た 。 

The unknown words touched and stirred her heart, so deeply indeed 
that 

異教 徐 で あっ た ユ ス テ ィ ナ が 知ら な か っ た 、 福 音 書 の イエ ス の 言葉 は 、 実 に 深く 、 ユ 
ステ ィ ナ の 心 に 触れ て 動か し て 感動 させ た 。 そ の た め 、 

when her mother remarked one evemng how grave she seemed and 
sought to be the confidant of her DreoccuDpations, 

ある 夜 ユ ステ ィ ナ の 母 は ユ ス テ ィ ナ の 深刻 な 表情 に 気づく と 、 ユ ステ ィ ナ の 心 を 占め 
て いる 心配 事 を 心 を 許せ る 信頼 の 置け る 人 で ある 母 に 相談 する 様 に 求め た 。 
Justima fell at her feet and said: "Bless me, my mother or forgiVe me: 1 
am a Christian." 

ユ ス テ ィ ナ は 母 の 足元 に 崩れ 落ち 「 私 を 祝福 し て くだ さい 、 お 母 様 。 い いえ 、 私 を お 詩 
し くだ さい 。 私 は キリ スト 教徒 に 成り まし た 。」 と 話し た 。 

The mother Wept and emDbraced her 

ユ ス テ ィ ナ の 母 は 涙 を 流し て ユ ス テ ィ ナ を 抱き し め た 。 

after which 

それ か ら 、 

she returned to her husDand and related what she had heard. 

ユ ス テ ィ ナ の 母 は 夫 で ある ユ ス テ ィ ナ の 父 の 所 へ 行っ て ユ ス テ ィ ナ か ら 聞 いた 話 を 
説明 し た 。 

That night in their sleep the parents were Doth visited Dy the same 
drearm. 

夜 ユ ステ ィ ナ の 父 と 母 が 眠っ て いる と 同じ 夢 が 訪れ た 。 


A diVvme Hght descended upon them, 

神々 し い 光 が ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 の 上 に 降臨 し た 。 
a Sweet VOiCe called them and said: 

甘美 な 声 が ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 を 呼ん で 話し た 。 
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Come unto me, all ye that are afflicted and I wil comfort you. 


苦し ん で いる 全て の 者 よ 、 私 の 所 に 来 な さい 、 私 が 貴方 達 を 慰 め て あげ よう 。 
Come, ye beloved of my father and 1 wil giVe unto you the kingdom 
which has Deen prepared for you from the beginming of the world. 

私 の 父 で ある 神 に 愛さ れ て いる 者 よ 、 来 な さい 、 私 が 創世 の 時 か ら 貴 方 達 の た め に 
用 意 し て いた 王国 を 貴方 達 に あげ よう 。 


」 


The mormimg dawnedi: 

夜 が 明け て 朝 が 始ま っ た 。 

father and mother blessed their daughter 

ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 は ユ ス テ ィ ナ を 祝福 し た 。 

All three were enrolled among the catechumens 

ユ ス テ ィ ナ と ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 は 洗礼 志願 者 に 加わ っ た 。 

andL after the usual proDation, they were admitted to Holy Baptism. 
習慣 的 な 見 習い 期間 の 後に に 、 ユ ステ ィ ナ と ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 は 洗礼 を 受け た 。 
Justma returned white and radiant fromm the church, between her 
mother and aged father 

ユ ス テ ィ ナ の 老い た 父 と 母 と 手 を つない で ユ ス テ ィ ナ は 清らか に 輝い て 教会 か ら 家 
へ 戻っ た 。 


when two forbidding men, wrapped in their mantles, Dassed as Faust 
and Mephistopheles going Dy Margaret: they were Cyprlan the magician 
and his disclple Acladius. 

マル ガレ ー テ の そば を 通り 過ぎ た ファ ウス ト と メフィスト フェ レス の 様 に 、 悪 人 の 霊 の 
魔術 師 キ プリ アヌ ス と キ プ リ ア ヌス の 弟子 アク ラディ オス と いう マン ト に 身 を 包ん だ 2 
人 の 不吉 な 男性 が ユ ス テ ィ ナ の そば を 通り 過ぎ た 。 

They stopped dazzled Dy the apparition, 

キ プ リ ア ヌス と アク ラディ オス は ユ ス テ ィ ナ の 輝き に 目 が 上 骸 み 圧倒 され て 立ち 止ま っ 
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Dut 

し か し 、 

Justima went on wrthout seeimg them and reached home with her 
family. 

ユ ス テ ィ ナ は キ プ リ ア ヌス と アク ラディ オス を 見 な いで 父 と 母 と 共に 家 に 着い た 。 
The scene now changes and We are in the laboratory of Cyprian. 

場面 は 変わ っ て キ プ リ ア ヌス の 研究 室 。 

Circles haVe Deen traced! 

魔法 陣 の 輪 が 描か れ て いる 。 

a slaughtered victim stll palpitates Dy a smoking chafing-dish: 


煙 を 上 げ て いる 小さ な 炉 の 上 に 載せ た 小さ な 器 の そば で 、 尊 され た 生 費 の 体 が 未 
だ に 岩 え て いる 。 

the gemius of darkness stands in the presence of the magiciar say1ng: 
間 の 霊 が 魔術 師 キ プリ アヌ ス の 前 に 立っ て いて 話し て いる 。 

"Thou hast called me: 1 come. Speak: what dost thou regunre?" 一 

「 お 前 は 俺 を 呼ん だ な 。 俺 は 来 た 。 話 せ 。 何 を お 前 は 望む ?」。 

"1love a Virgim." 一 

「 あ る 乙女 を 愛し て し まっ た 。」。 

"Seduce her" 一 

「 誘 惑 し ろ 。」。 

"She is a Christian." 一 

「 彼 女 は キリ スト 教徒 だ 。」。 

"Denounce her." 一 

「 告 発し ろ 。」。 

"1 would possess and notlose her: canst thou aid me?" 一 

「 私 は 彼女 を 所 有 し た い の で あっ て 失い た く な い 。 私 を 助け て くれ る か ?」。 

"IL tempted Eve, who was 1nnocent and conVersed daily wth God 
Himself. If thy virgin be Christian, know that it is 1 who caused jesus 
Christ to De crucified." 一 

「 俺 は エヴァ を 誘惑 で きた 。 エ ヴァ は 清らか で 日 々 、 神 自身 と 話し て いた の に だ 。 お 前 
の 乙女 が キリ スト 教徒 で も 、 俺 が イエ ス キリ スト を 十字 架 に は りつ けさ せ た の だ と 思 
い 知れ 。」。 

"Thou wilt delver her into my hands, therefore." 一 

「 そ れ で は 、 お 前 は 彼女 を 私 の 手 の 中 に 引き 渡し て くれ 。」。 

"Take this magical unguent, and anoint the threshold of her dwelhmg: 
the rest concerns me." 

「 こ の 魔法 の 軟 講 を 持っ て 行っ て 、 彼 女 が 住む 家 の 入 口 に 塗れ 。 後 は 俺 に 任せ ろ 。」。 
And now ]ustima 1s asleepD In her small and simple room, 

ユ ス テ ィ ナ は 小さ な 質素 な 自分 の 部 屋 で 眠っ て いた 。 

Dut Cyprian is at the door murmurinmg sacrileg1iOuS WOrds and 
performuing horriDle rites. 

キ プ リ ア ヌス は ユ ス テ ィ ナ の 家 の 門 で 神 を 冒 流す る 言葉 を 咳 い て 恐る べき 儀式 を 
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The demon creeps to the pillow of the youmg girl amd instils Voluptuous 
dreams full of the image of Cyprian, 

悪 圭 が 若い 少女 ユ ス テ ィ ナ の 枕元 に 吐い 寄っ て キ プ リ ア ヌス の 映像 に 満ち た 性 的 
な 夢 を 染み 込ま せる 。 

whom she seemms to meet again on issuing from the church. 

悪夢 の 中 で 、 ユ ステ ィ ナ は 教会 か ら 出 た 時 に キ プ リ ア ヌス と 会 う 。 

This tme, howeVver she looks at him: 

悪夢 の 中 で 、 ユ ステ ィ ナ は キ プ リ ア ヌス を 見 た 。 

she jistens, while the things which he whispers fill her heart with 
trouDle. 


悪 夢 の 中 で 、 ユ ステ ィ ナ は キ プ リ ア ヌス の 言葉 を 聴き 、 キ プリ アヌ ス は ユ ス テ ィ ナ の 心 
を 騒が す 言 葉 を ささ や く 。 
But she moVes suddenly, she awakes and signs herself with the cross. 
し か し 、 突 然 ユ ステ ィ ナ は 身動き し て 起き て 十字 を 切る 手振り を し た 。 
The demon varushes 
悪 吉 は 姿 を 消す 。 
and the seducer doing sentimel at the door waits Varly through the 
whole night. 
誘惑 者 キ プ リ ア ヌス は ユ ス テ ィ ナ の 門 を 見 張っ て ユ ス テ ィ ナ を 待っ て 虚しく 一 晩 中 過 
らし た 。 
On the morrow he renews his evocations and 1oads his infernal 
960fWDM6 wrth Ditter reproaches. 
翌日 キ プ リ ア ヌス は 降 霊 術 を 新た に 行っ て 地獄 の 共犯 者 で ある ユ ス テ ィ ナ の 誘惑 に 
失敗 し た 悪霊 に 辛 希 な 非難 の 言葉 を 浴び せ た 。 
The latter confesses his inaDility, 
如 霊 は 無能 無力 で ある 事 を 自白 し た 。 
1S driVen forth in disgrace, 
キ プ リ ア ヌス は 機嫌 を 損ね て 悪 圭 を 追い 払っ た 。 
and Cyprian inVokes a demon Of suDer10r ClaSs, 
キ プ リ ア ヌス は 上 位 の 悪霊 を 呼び 出し た 。 
who transforms himself by turns into a young girl amd a Deautiful 
youth, temptimg Tustima Dy adVice as well as caresSeS. 
上 位 の 悪霊 は 若い 少女 や 美しい 若者 に 変身 し て 助言 と 愛撫 に よっ て ユ ス テ ィ ナ を 誘 
惑 し た 。 
She is on the point of yieldinmg, 
ユ ス テ ィ ナ は 誘惑 に 屈し か けた 。 
but her good angel helps her: 
し か し 、 ユ ステ ィ ナ の 守護 天使 が ユ ス テ ィ ナ を 助け た 。 
she joins inspiration to the sign of the cross and expels the evil spirt. 
ユ ス テ ィ ナ は 候 を 吹き か け 十 字 を 切る 手振り を し て 上 位 の 悪霊 を 追い 払っ た 。 
Cyprian thereupon Invokes the king of hel 
キ プ リ ア ヌス は 地獄 の 王 サ タン を 呼び 出す 。 
and 
そし て 、 
Satan arT1VeS In DerSsO1. 
サタ ン 本 人 が 現れ る 。 
He Visits Tustima with all the woes of Tob 
サタ ン は ヨブ 記 で の ヨブ へ の 全て の 災い に よっ て ユ ス テ ィ ナ を 襲っ た 。 
and 
まだ 
Spreads a frightful plague through Antioch: 
サタ ン は 款 ろ し い ペ スト を 都市 アン ティ オキ ア 中 に まき 散ら し た 。 


the oracles, at hs instigaton, declare that it wl cease only when 
Justma shall satisfy Venus and love, who are alike outraged. 

ユ ス テ ィ ナ が 怒ら せ た 愛 の 神 ウ ェ メ ヌス と 色 ら せ た 愛 の 神 エ ロス を 満足 させ た 時 に の 
み ペ スト は や む で あろ う 、 と サタ ン に よる 偽 の 神託 が 話し た 。 

Justma, however Drays In Dublic for the people, and the Dest ceases. 

し か し 、 ユ ステ ィ ナ は アン ティ オキ ア の 人 々 の 前 で アン ティ オキ ア の 人 々 の た め に 祈り 
ペスト は や お む 。 

Satan is baffled in his turn: 

サタ ン は 挫折 し た 。 

CyDrlan compels him to acknowledge the ommipotence of the sign of the 
CTOSS 

キ プ リ ア ヌス は 十字 の 象徴 の 全能 を サタ ン に 認め させ る 。 

and defies him by makmg it on his own Derson. 

キ プ リ ア ヌス は 十字 の 象徴 を 身 に つけ て サタ ン に 戦い を 挑む 。 

He aDjures Magic, Decomes a Christian 

キ プ リ ア ヌス は 悪人 の 霊 の 魔術 を 捨て て キリ スト 教徒 に 成っ た 。 

1S Consecrated Dishop 

キ プ リ ア ヌス は 司教 に 成っ た 。 

and meets with justima in a conmVent. 

キ プ リ ア ヌス は 修道 院 で ユ ス テ ィ ナ と 出会う 。 

They 1ove now wrth the pure and lastimg love of heavenly charity: 

キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ は 、 天 の 愛 と いう 清らか な 永遠 の 愛 で 、 愛 し 合う 様 に 成っ 
7 だ 。 

persecution Defalls Doth: 

迫害 が キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ を 襲う 。 

they are arrested together 

キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ は 一 緒 に 捕らえ られ た 。 

put to death on the same day 

キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ は 同じ 日 に 殺さ れ た 。 

and ratify in the Dreast of God their mystical and eternal marriage. 

キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ は 神 の 胸 に 抱き し め ら れ て 神秘 の 永遠 の 結婚 を 認め られ 
る 。 


Accordimg to the legendL, St. Cyprian was Bishop of Antioch, 

黄金 伝説 に よる と 、 聖 キ プ リ ア ヌス は アン ティ オキ ア の 司教 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

ecclesiastical history says that his seat was that of Carthage. 

教会 中 に は キ プ リ ア ヌス は カル タゴ の 司教 の 座 に 就 い た と 記さ れ て いる 。 

It matters little, for the rest, whether the personalities are the same: 
アン ティ オキ ア の 司教 キ プ リ ア ヌス と カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス が 同一 人 物 か どう 
か は 医 細 な 問題 で ある 。 


the one Delongs to poetry, 

黄金 伝説 の アン ティ オキ ア の 司教 キ プ リ ア ヌス は 詩 的 で ある 。 

while the other is a father and martyr of the Church. 

カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス は 教会 の 教父 で あり 疾 教 者 で ある 。 

There 1s extant among the old Grimoires a Drayer attriDuted to the St. 
Cyprlan of legend, who 1s possibly the holy Bishop of Carthage: 

古代 の 魔術 書 の 中 に 黄金 伝説 の アン ティ オキ ア の 司教 の 聖 キ プリ アヌ ス の 物 と され 
て いる 祈 科 文 が 残存 し て いる が 、 多 分 、 カ ル タ ゴ の 司教 の 聖 キ プリ アヌ ス の 祈 裕 文 
で ある 。 

its oODscure and figurative exDressions may have giVen credt to the idea 
that prior to his conVersion he was addicted to the deadly practices of 
Black Magic. 

カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス の 祈 補 文 の 理解 し 難い 象徴 を 用 いた 表現 は カル タゴ 
の 司教 キ プ リ ア ヌス が キリ スト 教徒 に 成る 前 に 黒 魔術 の 実践 に 過度 に ふけ っ て いた 
と いう 意見 に 信 語 性 を 与え る 。 

It may De rendered thus. 

下記 の 様 に 、 カ ル タ ゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス の 祈 裕 文 は 翻訳 で きる 。 


1, Cyprlan, serVarlt of our Lord Tesus Chrst, 

私 、 キ プリ アヌ ス は 、 私 達 の り 主 イエ ス キリ スト の 僕 ( し も べ ) で ある 。 

have prayed unto God the Father Almighty, sayinmg: 

私 は 父 で ある 全能 で ある 神 に 祈り 話し ます 。 

Thou art the strong God!, 

あな た は 強い 神 で ある 。 

my God omnipotent, 

私 の 神 は 全能 で ある 。 

dwelling in the great Hght. 

神 は 大 いな る 光 の 中 に 住ん で いる 。 

Thou art holy and worthy of praise, 

あな た は 聖なる 者 で あり 区 美 に 相応 し い 。 

and Thou hast beheld in the old days the malce of Thy servant and the 
imquities into which I was plunged by the wiles of the demon. 
あな た は 過去 に 、 あ な た の 僕 ( し も べ ) キ プリ アヌ ス の 悪意 と 悪 圭 に だ まさ れ て キ プ リ 
アヌ ス が 陥っ て いた 悪行 を 見 て いた 。 

1 was ignorant of Thy true name: 

私 は 、 あ な た の 真 の 名 前 に つい て 無知 で あっ た 。 

Ipassed in the midst of the sheep 

私 は 羊 の 中 で 時 を 過ごし た 。 

and they were without a shepherd. 

羊 に は 羊 飼 い が い な か っ た 。 


The clouds shed no dew on earth: 

雲 は 露 ( つ ゆ ) を 地上 に 落と さなか っ た 。 

trees Dare no fruit 

木々 は 果実 を も た ら さ な か っ た 。 

and women in laDour could not De delivered. 

陣痛 に 苦し ん で いる 女性 は 出産 で き な か っ た 。 

1 Dound and did not loose: 

私 は ( 悪 の 縄 で ) 縛 っ て 解 か な か っ た 。 

1 Dound the fishes of the sea, 

私 は 海 の 魚 を 縛っ た 。 

and they Were caDtVe: 

海 の 魚 は 捕らえ られ た 。 

1 Dound the pathways of the sea, 

私 は 海 の 細 道 を 縛っ た 。 

and many evlls did 1 encomDpaSss. 

多数 の 悪 を 私 は も た らし た 。 

But n0W, 

し か し 、 今 は 、 

Lord Tesus Christ, 1 have kmown Thy Holy Name, 

主 イ エス キリ スト よ 、 私 は 、 あ な た の 聖なる 名 前 を 知っ て いる 。 

1 haVe loVed Thee, 

私 は 、 あ な た を 愛し て いる 。 

1 am conVerted wrth my whole heart my whole soul and all my inward 
Deing. 

私 は 心 の 全て 、 魂 の 全て 、 心 の 中 に ある 全て を 悔い 改め た 。 

1 have turned from the multitude of my sins, 

私 は 多数 の 罪 を 犯す の を や め た 。 

that Imay walk in Thy love 

あな た の 愛 の 中 を 歩め る 様 に 。 

and follow Thy commandments, 

あな た の 戒め に 従え る 様 に 。 

which are henceforth my faith and my prayer 

あな た の (思い や り に 満ち た ) 戒 め は 私 に と っ て 信心 と 祈り に 成っ た 。 
Thou art the Word of truth, 

あな た は 真理 の 、 神 の 言葉 で ある 。 

the sole Word of the Father 

あな た は 父 で ある 神 の 、 唯 一 の 神 の 言葉 で ある 。 

and Iconjure Thee now to Dreak the chain of clouds and send down on 
Thy children Thy goodly ram Hike milk, 

私 は 今 あ な た が 雲 へ の 鎖 を 壊し て 、 乳 の 様 な 、 あ な た の 美しい 雨 を あな た の 子 達 に 
降ら す 事 を 願い ます 。 

to set free the riVers and Hberate those who swim, as also those which 
fIy. 


私 は 、 あ な た が 川 を ( 悪 の 縄 か ら ) 自 由 に し て 、 飛 ぶ 者 で ある 鳥 の 様 に 、 泳 ぐ 者 で ある 
魚 を 自由 に する 事 を 願い ます 。 

1 comjure Thee to Dreak all the chains and remoVve all the oDstacles Dy 
the virtue of Thy Holy Name. 

私 は 、 あ な た が 、 あ な た の 加 な る 名 前 の 力 に よっ て 、 全 て の 鎖 を 壊し 、 全 て の 妨げ を 
除去 する 事 を 願い ます 。 


」 


The antiduity of this prayer 1S eVident 

カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス の 祈 補 文 が 古代 か ら 存 在 し て きた の は 明らか で ある 。 
andit embodies most remarkaDle rermmiscences of DrimmittVe tyDes 
belonging to Christian esotericism during the first centuries of this era. 
カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス の 祈 補 文 は キリ スト 紀元 で ある 西暦 の 最初 の 数 世紀 
の 間 の キリ スト 教 の 秘伝 の 原型 の 注目 する べき 記憶 を 含ん で いる 。 

The qualificaton of Golden giVven to the faDulous legend of allegorical 
salnts is a sufficient indication of its character 

象徴 的 な 聖人 の 伝説 で ある 「 黄 金 伝説 」 の 「 黄 金 」 と いう 形容 は 「 黄 金 伝説 」 の 性 質 
を 十分 に 表し て いる 。 

Gold, in the eyes of imitiates, 1S condensed light: 

秘伝 伝授 者 の 目 か ら 見 る と 、 黄 金 は 濃縮 され た 光 で ある 。 

the sacred numDers of the KaDbalah were called golden: 

カバ ラ の 神 の 数 は 黄金 の 数 と 呼ば れ て いた 。 

the moral instructions of Pythagoras Were Contained in Golden Verses: 
ピタ ゴラス の 倫理 道徳 的 な 教訓 は ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩 信 」 に 記さ れ て いる 。 

and for the same reasor that 

その た め 、 

myster1OuS WOrK of Apuleus in which an ass has an irmportant r0le, 1S 
called the Golden Ass. 

ロバ が 重要 な 役割 果たす アプ レイ ウス の 神秘 的 な 作品 は 黄金 の ロバ と 呼ば れ て 
いる 。 

The Christians were accused Dy Pagans of worshiDping an 8SS, 

キリ スト 教徒 が ロバ を 敬礼 し て いる と 異教 徒 は 非難 し た 。 

and the slander in question is not of their own deVising: 

キリ スト 教徒 が ロバ を 敵 礼 し て いる と いう 誹謗 中 傷 は 異教 徒 が 考案 し た 代物 で は な 
か っ た 。 

it is referaDle to the jews of Samaria, 

キリ スト 教徒 が ロバ を 敬礼 し て いる と いう 誹謗 中 傷 は サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 が 考案 
し た 代物 で ある 。 

who expressed KaDahstic ideas on the Divimity Dy means of Egyptlan 
SymDbolS. 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 神 に つい て の カバ ラ の 概念 を エジプト の 象徴 で 表現 し た 。 


Intellhigence was represented in the symDol of a magical star venerated 
under the name of Rempham( or Remphan): 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 知 を 六 世 星 と いっ た 魔術 の 星 で 表現 し て レム ファ ン と いう 
名 前 の エジプト の 神 と し て 敵 礼 し た 。 

science was deplcted Dy the emblem of Anubis, the latter name Deing 
altered into NiDDas: 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 知 を エジプト の 神 ア ヌメ ビス で 表現 し て アヌ ビス を Nibbas と 
いう 名 前 に 変え た 。 

whilst vulgar faith or credulity appeared in the jikeness of Thartac, 
サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 大 衆 の 宗教 また は 軽 信 を 神 Thartac と いう 象徴 で 表し た 。 
a god represenlted holding a Dook, wearing a mantle amd having the 
head of an aSS. 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 神 Thartac を 本 を 持っ て いる マン ト を まとっ て いる ロバ の 
頭 を 持っ て いる も の で 表し た 。 

According to the Samaritan doctors, Christian1ty was the reign of 
Thartac, or Dlimd faith and Vulgar credulity set uD as an UTuversal 
Oracle, suDer1or to understandhng amd Kmowledge. 

キリ スト 教 は 、 理 解 と 知 を 圧倒 し て し まっ た 、 普 遍 の 神託 の ふり を し た 、 神 Thartac 
また は 盲信 と 大 衆 の 軽 信 に よる 支配 で ある と サマ リア 人 の ユダ ヤ 教 徒 の 律 法学 者 
は 誤っ て 主張 し た 。 

This is whyY, 

その た め 、 

In ther intercourse wlth Gentles and when they heard themselves 
identified Dy these with Christians, they protested and Degged not to De 
corntfounded with the worshippers of an ass's head. 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 異教 徒 と の 交流 で キリ スト 教徒 と 同一 視 さ れ た と 聞く と ロ 
バ の 頭 の 崇拝 者 で ある キリ スト 教徒 と 混同 し な い 様 に 抗議 し て 頼ん だ 。 

The pretended revelation diVerted the philosophers, 

哲学 者 は サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 に よる キリ スト 教 を ロバ に 例え る 偽 の 啓示 を 笑い も 
の に し た 。 

and Tertulhan mentions a Roman caricature, extant in hls days, 

テル トゥ リア ヌス は 現代 で も 現存 し て いる ロー マ の 風刺 画 に つい て 話し て いる 。 
which exhibited Thartac in all his glory, identified as the god of 
Christiamity, 

ロー マ の 風刺 画 に は 栄光 に 満ち た 神 Thartac が キリ スト 教 の 神 と し て 誤っ て 描か 
れ て いる 。 

much to the amusement of Tertullhian, though he was the author of that 
famous aphorism: Credo quia aDsurdurm( =IDelieve Decause 1t 1S 
aDsurOD) 

テル トゥ リア ヌス は 、「 不 条 理 だ か ら 私 は 信じ る 。」 と いう 有名 な 言葉 の 作者 で ある が 、 
神 Thartac が キリ スト 教 の 神 と し て 誤っ て 描か れ て いる 風刺 画 を 大 い に 笑い も の に 
の ye 

The Golden Ass of Apuleius is the occult legend of Thartac. 


アプ レイ ウス の 黄金 の ロバ は 、 神 Thartac に つい て の 隠さ れ た 口伝 で ある 。 

It is a magical eD1C 

黄金 の ロバ は 魔術 の 叙事詩 的 な 小説 で ある 。 

and 

に 

a satire agalnst Christian1ty, 

黄金 の ロバ は キリ スト 教 に 対す る 風刺 小説 で ある 。 

which the author had doubtless professed for a Deriod!, 

疑い 無く 、 一 時 、 黄 金 の ロバ の 著者 アプ レイ ウス は キリ スト 教徒 で あっ た 。 

or so at least he appears to intimate under the allegory of his 
metamorphos1s into an aSS. 

少な く と も 、 ア プレ イ ウ ス は 、 ア プレ イ ウ ス が ロバ に 変身 する 、 象 徴 的 な 魔術 小説 で あ 
る 黄金 の ロバ で 、 ア プレ イ ウ ス が キリ スト 教徒 で あっ た 、 と 暗示 し て 見 せ た 。 

The story of the work is as follows. 

黄金 の ロバ は 下記 の 様 な 話 で ある 。 

Apulelus Was travelhng in Thessaly 

アプ レイ ウス は テッ サリ ア を 旅 し て いた 。 

the country of enchantments. 

テッ サリ ア は 誘惑 術 の 国 で ある 。 

He receiVed hospitality at the house of a man whose wrife Was a 
SOTCeTGSS, 

アプ レイ ウス は 妻 が 魔女 で ある 家 で も て な し を 受け た 。 

and he seduced the servant of his hostess, thinking to obtain in this 
manner the secrets of her mistresS. 

アプ レイ ウス は 魔女 の 家 の メ イド を 誘惑 し て 女 主 人 の 秘密 を 手 に 入れ よう と 考え た 。 
The maid promised to deliver to her lover a concoction Dy means of 
which the sorceress changed herself into a Dird, 

メイ ド は 魔女 が 鳥 に 変身 する た め の 魔 法 の 楽 を アプ レイ ウス に 渡す と 約束 し た 。 
Dut 

し か し 、 

she made a mistake in the Dox and Apuleius was transformed into an 
aSS. 

メイ ド が 箱 を 間違え た た め ア プレ イ ウ ス は ロバ に 変身 し て し まっ た 。 

She could only console him Dy saying that to regain his proper form it 
would De sufficient to eat TOSeS, 

メイ ド は 、 正 し い 姿 を 取り 戻す に は 薔薇 を 竹 と し て 食べ る だ け で 十分 で ある 、 と 話し て 
アプ レイ ウス を 慰め た 。 

the rose Deing the flower ofinitiation. 

薔薇 は 秘伝 伝授 の 花 で ある 。 

The difficulty at the moment Deing to find roses in the night, 

夜 は 薔薇 を 見 つけ る の が 難し い 時 で ある 。 

it was decided to wait tll the morrow and the servant therefore stabled 
the ass, Dut only for it to De taken Dy roDDers and carried off. 


翌日 まで 待つ と 決め て メイ ド は ロバ に 成っ た アプ レイ ウス を 馬 小 屋 に 入れ た た め 強 
盗 に 連れ て 行か れ て し まっ た 。 

There was Hittle chanmce noW 0f Commmg ACTOSS TOSGS, 

薔薇 を 見 つけ る 機会 は ほぼ 無く 成っ て し まっ た 。 

which are not intended for asses, 

蒼 薇 は ロバ の た め に 用 意 さ れ て いな い 。 

and gardeners chased away the annmal with sticks. 

庭師 は 杖 で 動物 を 追い 払う 。 

During his 1ong and sad captivity, he heard the history of Psyche 
related!, 

長く 悲し く と ら わ れ て いる 時 に アプ レイ ウス は アプ レイ ウス の 話 に 似 て いる プシ ュ ケ の 
話 を 聞く 。 

that marvellous and symDolcal legend which was Iike the soul and 
poetry of his own exDerlenCe. 

プシ ュ ケ の 不思議 な 象徴 的 な 口伝 は アプ レイ ウス の 体験 の 核心 と 詩 的 性 質 の 様 で 
ある 。 

Psyche desired to take Dy surprise the secrets of loVe, as ADulelus sought 
those of Magic: 

アプ レイ ウス が 魔術 の 秘密 を 得 よ うと し た 様 に 、 プ シュ ケ は 不意 を 突い て 愛 の 神 エ ロ 
ス の 秘密 の 姿 を 見 よう と 望ん だ 。 

she lost loVe and he the human form. 

アプ レイ ウス は 人 の 姿 を 失い 、 プ シュ ケ は 愛 の 神 エ ロス を 失う 。 

She was an exiled wanderer Iiving under the wrath of Venus, and he 
was the slave of thieVes. 

アプ レイ ウス は 強盗 の 奴隷 に 成っ て し まい 、 プ シュ ケ は 国外 追放 され て 、 さ ま よ い 、 愛 
の 神 ウ ェ ヌ ス の 怒り の 下 で 生き る 事 に 成っ て し まう 。 

But 

し か し 、 

after having journeyed through hell, Psyche was to returr imto heaVen, 
地獄 を 旅 し た 後 プ シュ ケ は 天 に 受け 入れ られ た 。 

and 

そし て 、 

the gods took Dity On Luc1US. 

神々 が ルキ ウス アプ レイ ウス に 同情 し た 。 

Isis apDDeared to him in a dream and prormised that her priest, warned 
by a reVelation, would give him roses during the solemmnities of her 
Cormimg festiVal. 

夢 の 中 で 女神 イシ ス が アプ レイ ウス の 前 に 現れ て 啓示 で 知ら せ て 次 の イシ ス の 祭 の 
儀式 の 時 に イシ ス の 祭司 が 薔薇 を アプ レイ ウス に も た ら す と 約束 し た 。 

That festival arrived, 

イシ ス の 祭 の 時 が 来 た 。 

and Apuleius describes at great length the processlon of ISis: 

黄金 の ロバ で アプ レイ ウス は イシ ス の 祭 の 行列 を 長大 に 記し て いる 。 


the account is ValuaDle to sclence, 

黄金 の ロバ で の イシ ス の 祭 の 行列 の 説明 は 知る 価値 が 有る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it g1ves the key of Egyptian ImysterieSs. 

黄金 の ロバ で の イシ ス の 祭 の 行列 の 説明 は エジプト の 神秘 の 鍵 を も た ら す 。 

Men in disguise come first, carryimg grotesdue an1mals: 

最初 に 、 仮 装 し た 男性 達 が 奇形 の 動物 達 を 連れ て 来る 。 

these are the vulgar faDles. 

奇形 の 動物 達 を 連れ て 来 た 仮 装 し た 男性 達 は 大 衆 向け の 例え 話 を 意味 する 。 
Women follow strewing flowers and Dearing on their shoulders mirrors 
which reflect the image of the great divirnty. 

続い て 、 大 いな る 女神 イシ ス の 像 を 映し て いる 2 つの 鏡 を 両 肩 に 負っ て いる 女性 達 
が 花々 を まき 散ら し て いる 。 

S0 

上 記 の 様 に 、 

do men go in front and formulate dogrmas 

男性 は 先行 し 考え を 明確 に 話す 。 

which women emDbellish, reflectimg unconsciously the higher truths, 
owng to ther maternal instimCtS. 

母 の 直感 に よっ て 、 無 意識 に 高位 の 真理 を 反映 し て 、 女 性 は 考え を 飾っ て 美しく する 。 
Men and women came afterwards in company as hght-Dearers: 

その 後に 、「 光 を も た ら す も の 」 と し て 男性 達 と 女性 達 が 共に や っ て 来る 。 

they represented the alhance of the two terms, the actiVe and Dass1Ve 
generators Of science and Hfe. 

「 光 を も た ら す も の 」 と し て 共に や っ て 来 た 男 性 達 と 女性 達 は 、 知 と 命 を も た ら す 自 
発 的 な 者 と 受容 的 な 者 と いう 2 つの も の の 一 致 を 意味 する 。 

After the light came harmony, represented Dy yoOung muSic1anS, 

「 光 を も た ら す も の 」 の 光 の 後に 、 若 い 音 楽 家達 が 来る 。 若 い 音 楽 家達 は 調和 を 意 
味 する 。 

anQL in fine, the images of gods, to the numDer of three, followed Dy the 
grand hierophant, 

続い て 、 最 後に 、 数 3 の 3 つ 1 組 の 神々 の 像 と 、 大 いな る 秘 儀 祭司 が 来る 。 
carTylng, instead of an image, the symDbol of great Isis, being a gloDe of 
gold surmounted Dy a Caduceus. 

大 いな る 秘 儀 祭司 は 、 大 いな る 女神 イシ ス の 像 の 代わ り に 、 杖 ケー リュ ケイ オン を 載 
せ た 黄 金 の 球 を 運ん で いる 。 

Lucius Apuleius Deheld a crown ofroses in the hands of the high priest: 
ルキ ウス アプ レイ ウス は 大 祭司 の 手中 に 薔薇 の 王冠 を 見 つけ る 。 

he approached and was not repulsed: 

ロバ に 成っ て いる アプ レイ ウス は 追い 払わ れず に 大 祭司 に 近づけ た 。 

he ate the roses and was restored to human shape. 

アプ レイ ウス は 薔薇 を 糧 と し て 食べ て 人 の 姿 を 取り 戻す 。 


All this is learnedIy written 

学 の 有る アプ レイ ウス は 黄金 の ロバ の 全て を 知 的 に 記し た 。 

and 

また 、 

interrmmgled with episodes which are now heroic and agaln grotesdUe 
in character as befitted the double nature of Lucius and the ass. 

学 の 有る アプ レイ ウス は ルキ ウス アプ レイ ウス と ロバ と いう 二 重 の 性 質 に 合う 様 に 
英雄 的 な 話 と 滑稽 な 話 を 黄金 の ロバ の 全て に 混ぜ て いる 。 

Apuleius was at once the RaDelais and Swedenborg of the old world at 
the close of the epoch. 

アプ レイ ウス は 古代 の 終わ り に お ける 古代 の 世界 の ラブ レー で あり ス ヴ ェ ー デ ン ボ 
ル グ で あっ た 。 

The great masters of Christianity either failed or refused to understand 
the mysticism of the Golden ASSs. 

キリ スト 教 の 大 いな る 祖師 達 は 黄金 の ロバ の 神秘 主義 を 理解 で き な か っ た か 理解 
を 拒ん だ 。 

St. Augustime in the City of God asks in the most serious manmer 
whether one is to Delieve that Apuleius was metamorphosed HterallIy 
into an ass and seems dhsposed to adrmit the possiDilhity, Dut only as an 
exCeptional Dhenomenon 一 from which nothing follows as a 
COnSedUenCce. 

「 神 の 国 」 と いう 本 の 中 で 著者 アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 真剣 に アプ レイ ウス が 文字 通り 品 
バ に 変身 し た と 信じ る べき か どう か 疑っ て 、 結 論 と し て 何 も 導 け な い 異常 な 現象 と 
限っ て 可能 性 を 認め る 気 に 成っ た 様 に 思わ れる 。 

If this be an irony on his part it must De allowed that it is cruel, 

「 結 論 と し て 何 も 導 け な い 異常 な 現象 と 限っ た 」 の が 、 も し アウ グ ス テ ィ ヌ ス の 皮肉 で 
あれ ば 、 激 し い 強 烈 な 皮肉 で ある と 認め ざる を 得 な い 。 

Dut 

し か し 、 

Tit De imgenuousneSSs 

「 結 論 と し て 何 も 導 け な い 異常 な 現象 と 限っ た 」 の が 、 も し 、 ア ウ グ ス ティ ヌス の 無 邪 
気 な 正直 さか ら だ と し た ら 一 。 

howeVer 

し か し 、 

St. Agustime, the acute rhetorician of Madaura, Was scarcely g1ver to 
Deing ingenuOoUus. 

マダ ウラ の 鋭い 弁論 家 で あっ た アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 無邪気 に 正直 に いら れ な か っ た 
は ず で ある 。 

Blind and unfortunate indeed were those initiates of the Antidue 
Mysteries who ridiculed the ass of Bethlehem without percelvimg the 
infant God 

イエ ス が 幼子 の 神 で ある と 気づか な いで ベツ レ へ ヘム の ロバ と し て 誤っ て イエ ス を 笑 
いも の に し た 古代 の 神秘 の 秘伝 伝授 者 は 、 実 に 、 盲 目 で 不幸 で あっ た 。 


Who shone upor the peaceful amimals in the staDle 一 

幼子 の 神 イ エス は 馬 小 屋 の 中 で 平和 的 な 動物 達 を 内 ら し て いた 。 

the Child on whose forehead reposed the concilhiatmg star of all the past 
and future. 

神 の 子 イ エス は 過去 と 未来 の 全て を 一 致 さ せる 星 を ひたい の 上 に 載せ て いた 。 
Whilst philosophy, conVicted of impotence, offered insult to Victorious 
Christamity, 

無能 無力 を 悟っ た 哲学 者 が 、 勝 利 し た キリ スト 教 を 傷 辱 し よう と し て いる 間 に 、 

the fathers of the Church assumed all the magnificence of Plato and 
created a new philosophy Dased upon the Iiving reaHity of the Divine 
Word!, 

教会 の 教父 は プラ トン の 雄大 さ を 全て 身 に つけ て 神 の 言葉 イエ ス と いう 生き て いる 
現実 に 基づく 新しい 哲学 を 創造 し た 。 

ever Dresent in His Church, 

神 の 言葉 イエ ス は 、 教 会 に 常に 存在 する 。 

reborn in each ofits memDers 

神 の 言葉 イエ ス ( の 精神 ) は 、 各 キリ スト 教徒 の 中 で 再生 する 。 

and immortal in humaruty. 

神 の 言葉 イエ ス は 、 人 の 中 で 不死 で ある 。 

It would De a greater dream of pride than that of Prometheus, were it 
not at the same tme a doctrine which is all abnegation and all devotion, 
仮に 、 キ リス ト 教 が 自己 犠牲 と 献身 の 教え で な けれ ば 、 プ ロメ テウ ス の 夢想 より 、 尊 
大 な 夢想 と 成っ て いた で あろ う 。 

human Decause It 1S diVime and diVime Decause 1t 1S human. 

キリ スト 教 は 、 神 々 し い の で 人 間 ら し く 、 人 間 ら し い の で 神々 し い 。 


CHAPTER VI 

魔術 の 歴史 第 3 巻 6 章 

SOME KABATISTIC PAINTINGS AND SACRED EMBLEMS 

カバ ラ の 絵 と 神聖 な 象徴 

In obedience to the Saviour's formal precept, the prirmutive Church did 
not expose its Most Holy Mysteries to the chance of profanation Dy the 
CrOWOd. 

救い 主 イ エス の 上 厳しい 戒 め に 従っ て 、 原 初 の 教会 は 無 上 の 神聖 な 神秘 を 大 衆 に 軒 
流す る 機会 を 持た せな い 様 に さら さなか っ た 。 

Adrmission to Baptism and the Eucharist was in Virtue of DrogreSS1Ve 
imitiatiOns: 

洗礼 と 、 パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 エ ウ カ リス ティ ア は 入門 の 進み 具合 に 
よっ て 認め られ た 。 

the sacred Dooks were also held in concealment, 

また 、 聖 書 も 隠さ れ た 。 

their free study and, aDoVe all, interpretaton Deing reserved to the 
priesthood. 

加 書 の 自由 な 研究 と 、 特 に 解釈 は 祭司 だ け の 物 で あっ た 。 

IMoreoVver 

さら に 、 

images Were fewer and less explicit in character 

性 質 的 に 、 聖 書 よ り 少 数 の 人 に だ け 絵 を 明か し た 。 

The feehmg of the tme refrained fromm reproducing the figure of Christ 
Himsel, 

当時 の 感覚 と し て イエ ス キリ スト の 姿 を 再現 し た 絵 を 控え た 。 

and 

その た め 、 

the pantimgs on the catacomDbs were, for the most part KaDalistic 
emblems. 

ロー マ の 初期 キリ スト 教徒 の 地下 墓所 カタ コン べ の 絵 は 、 大 部 分 が 、 カ バラ の 象徴 
で ある 。 

There was the Edenic Cross with the four rivers, where harts came to 
drink: 

鹿 が 飲み に 来る 4 つの 川 に よる エデン の 十字 が 描か れ て いた 。 

the mysterious fish of Tonah was replaced freduently Dy a two-headed 
SerDent: 

ヨナ 書 の ヨナ の 謎 の 魚の 代わ り に 、 双 頭 の 蛇 が 描か れ て いる 事 が 有 っ た 。 

a man rising from a chest recalls Dictures Of Osir1s. 

オシ リス の 絵 を 思い 出さ せる 、 椿 か ら 復活 し て いる 男性 が 描か れ て いた 。 

All these allegories at a later period fell under proscription, Owng to the 
Gnosticism which misapphed them, materialising and debasing the holy 
traditions of the KaDalah. 


上 記 の 、 カ バラ の 象徴 は 後世 に カバ ラ の 神聖 な 口伝 を 物質 化し て 地 に 堕 と し た 偽 
の グノー シス 主義 者 が 悪用 、 誤 用 し た せい で 禁止 され た 。 

The name of Gnostic was not always rejected Dy the Church. 
教会 は グノー シス 主義 と いう 名 前 を 常に 拒絶 し た わけ で は な い 。 

Those fathers whose doctrime was allied to the traditions of St. john 
frequertly made use of this ttle to designate the perfect Christian. 
使徒 ヨハ ネ の 口伝 と 結び つい た 考え を 持つ 真 の グノー シス 主義 の 教父 は 完全 な キ 
リス ト 教 徒 を グノー シス 主義 者 と 呼ん で いた 。 

Apart from the great Synesius, who was a fimished KaDalist Dut of 
questionahDle orthodoxy, St. Irenaeus and St. Clement of Alexandria 
apDplied it in this sense. 

正統 な キリ スト 教徒 で あっ た か は 疑わ し い が 完 全 な カバ リス ト で あっ た 大 いな る 
シュ ネ シ オ ス は 別 と し て 、 イ レナ エ ウ ス と アレ クサ ンド リア の クレ メン ス は 完全 な キリ ス 
ト 教徒 を グノー シス 主義 者 と 呼ん で いた 。 

The false Gnostics were 引 Im revolt aganst the hierarchic order 
偽 の グノー シス 主義 者 は 、 皆 、 位 随 制 の 秩序 に 反抗 し た 。 

seeking to level the 0 Science Dy its general diffusion, 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 神 聖 な 知 を 大 衆 に 拡散 し て 、 神 聖 な 知 を 引き 下げ よう と し 
放 

to suDstitute Visions for understandimg, 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 理 解 の 代わ り に 、 幻 視 を 用 いよ うと し た 。 

personal fanaticism for hierarchic religion, 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 位 階 制 の 宗教 の 代わ り に 、 個 人 的 な 狂信 を 用 いよ うと し 
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and especially the mysttcal icence of semsual passions for that wlse 
Christian soDbriety and oDedience to 1aw which are the mother of chaste 
marriages and saVlng termperance. 

特に 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、 皿 有明 な キリ スト 教 に よる 落ち 着き と 貞 激 な 結婚 と 節 
制 の 母 で ある 法 へ の 従順 の 代わ り に 、 神 秘 主義 的 な 性 欲 の 誤っ た 自由 を 用 いよ う 
Pe ゆ Ce 

The induction of ecstasy Dy Dhysical means and the suDstitution of 
sommnamDbulism for sanctty 一 these were the invariaDle tendency of 
those Caimite sects which perpetuated the Black Magic of India. 

物質 的 な 肉体 的 な 手段 に よる 忘 我 状 態 へ の 誘導 と 、 神 性 の 代わ り と し て の 催眠 の 
応用 は 、 イ ンド の 黒 魔術 を 続け た 偽 の グノー シス 主義 と いっ た カイ ン の 宗派 に お ける 
不変 の 傾向 で あっ た 。 

The Church could do no less than condemn them energeticallY, 

教会 は グノー シス 主義 を 精力 的 に 禁止 する ほか な か っ た 。 

and 

そし て 、 

it did not swerVe fromm its mmission: 

教会 は グノー シス 主義 の 禁止 と いう 方 針 を 変え な か っ た 。 


it is omly regrettaDle that the good grain of science often suffered when 
the spade was driven and the flame kindled in fields oVergrown Dy 
tareSs. 

地 に は び こ っ た 毒 麦 を 勧 (すき ) で 掘っ て 火 で 燃やす と 、 知 の 善い 種 ま で 被害 を 受け 
る 事 が 有る の だ けが 悔やま れる 。( マ タイ に よる 福音 13 章 の 「 毒 麦 の 例え 」。) 
Enemes of generation and the family, the false Gnostics sought to 
insure sterility Dy increasing deDauch: 

生殖 と 家庭 の 敵 で ある 偽 の グノー シス 主義 者 は 放 湯 を 増やし て 不毛 を 保証 し よう と 
民法 

their pretence was to spiritualise matter 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 物 質 を 精神 化す る ふり を し た 。 

Dut actually 

し か し 、 実 際 に は 、 

they materialised spirit, amd this in the most repulsive manner 
不快 な 形 で 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、 精 神 を 物質 化し た 。 

Ther theology aDounds in the copulation of Eons and in Voluptuous 
emDbraCces. 

偽 の グノー シス 主義 者 の 神学 は 、 ア イオ ー ン と 呼ん で いる 世界 に お ける 性 交 や 肉欲 
に よる 性 交 に 満ち て いる 。 

Like the Brahmans, they worshipped death under the symDol of the 
Ingarn: 

バラ モン の 様 に 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 死 を 男性 器 の 象徴 の 下 に 敬礼 し た 。 
their creation was an imfimite onamism 

偽 の グノー シス 主義 者 の 創造 と は 、 無 限 の 自慰 で ある 。 

and ther redermption an eternal abortion. 

偽 の グノー シス 主義 者 の 身代わり に よる 罪 の つぐない に よる 救い と は 、 永 遠 の 中 絶 
で ある 。 

Lookimg to escape from the hierarchy Dy the help of miracle 一 as ぜ 
miracle apart from the hierarchy proved anything Dut disorder or 
rascality, the Gnostics, from the days of Simon Magus, Were great 
WorkKers of Drodig1eS. 

奇跡 に よっ て 位階 制 か ら 逃 げ ら れる と 誤っ て 当て に し て 、 ま る で 位 隊 制 の 外 で の 奇 
跡 は 無秩序 や 悪 を 証明 する か の 様 に 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 
時 代 か ら 、 大 い に 篤 異 を 起こ し た 。 

Substituting the impure rites of Black Magic for the established 
WOrShiD, 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 確 立 さ れ て いる 宗教 の 代わ り に 、 黒 魔術 の 汚れ た 儀式 を 
用 いた 。 

they caused Dlood to appear instead of the Eucharistic wine 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 聖 体 エ ウ カ リス ティ ア に お ける イエ ス の 血 と 思っ て ] 頂 く 赤 
ワイ ン の 代わ り に 、 血 を 出現 させ た 。 

and substituted camruDal cormmurmuons for the peaceful and Dure suDDer 
of the Heavenly LammD. 


偽 の グノー シス 主義 者 は 、 天 の 子羊 の 平和 な 清らか な 晩 約 の 代わ り に 、 食 人 の 聖 
体 エ ウ カ リス ティ ア を 用 いた 。 

The arch-heretic Marcos, a disciple of Valentimus, 

大 異端 者 Marcos は 、 ウ ァ レ ン テ ィ ヌ ス の 弟子 で ある 。 

sald Mass wrth two chalices: 

大 異端 者 Marcos は 、2 つの 杯 で ミサ を 行っ た 。 

he poured wine into the smaller 

大 異端 者 Marcos は 、 小 さい 方 の 杯 に 赤ワイン を 注い だ 。 

and 

で レ で 、 

on Dronouncing a magical formula the 1arger Vessel was filed with a 
Iiquor hke Dlood, which swelled up seething. 

大 異端 者 Marcos は 、 呪 文 を 唱え て 、 血 の 様 な 酒 の 様 な 代物 を 沸騰 する 様 に 湧き 
出さ せ て 大 きい 方 の 杯 を 満た し た 。 

He Was not a Dr1est, 

大 異端 者 Marcos は 、 祭 司 で は な い 。 

and he sought to proVe in this manner that God had invested him Dy a 
miraculous ordimation. 

大 異端 者 Marcos は 、 篤 異 現象 を 起こ す 事 で 、 神 が 祭司 に する 叙 階 を 大 異端 者 
Marcos に 奇跡 に よっ て 行っ た と いう 嘘 を 証明 し よう と し た 。 

He incited all his disciples to perform the same marVvel in his presence. 
大 異端 者 Marcos は 、 全 て の 弟子 を 鼓舞 し て 目 の 前 で 同じ 驚異 現象 を 起こ させ た 。 
It was women more esDeclally whose success Was Darallel to hs oWm, 
Dut when they passed suDseqduently into convulsions and ravlshment, 
特に 女性 の 弟子 は 男性 の 弟子 より 大 異端 者 Marcos と 同じ 驚異 現象 を 起こ す 事 に 
成功 し た が 、 結 果 と し て 、 け いれ ん し 忘 我 状 態 に 成っ て し まっ た 。 

Marcos Dreathed upon them, commurucatmg his own manma, so that 
they coVenanted to forget for his sake, and for that of religion, not only 
all prudence Dut all decency. 

大 異端 者 Marcos は 、 女 性 の 弟子 に 息 を 吹き か け て 和 狂気 を 伝染 させ て 、 大 異端 者 
Marcos と 大 異端 者 Marcos の 宗派 の た め に 、 全 て の 思慮 分 別 だ け で は な く 全 て 
の 良識 も 忘れ る 事 を 女性 の 弟子 に 区 わ せ た 。 

Such intervention of woman in the priesthood was always the dream of 
false GnostiCs, 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 誤 っ た 形 で 女性 を 祭司 の 中 に 入れ る 事 を 常に 妄想 し た 。 
for 

な ぜ な ら 、 

in soO edualising the sexes they introduced anarchy into the farmily and 
ralsedl a sturmDlimg-Dlock in the path of society. 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 誤 っ た 男女 平等 に よっ て 、 無 秩序 を 家庭 に も た らし て 、 つ 
まず き の 石 を 社会 の 道 に 置い た 。 

Materruty is the true priesthood of women: 

母 に 成る 事 が 、 女 性 が 真 の 祭司 に 成る 事 で ある 。 


modesty 1s the ritual of the fireside and the religion thereto belonging. 
謙虚 、 慎 み が 、 家 庭 の 作法 で あり 、 家 庭 の 宗教 の 作法 で ある 。 

This the Gnostics failed to umderstand, or they understood it too well 
rather 

真 の 女性 の 祭司 は 謙虚 で 貞 波 な 母 で ある 事 を 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、 理 解 で き 
な か っ た か 、 理 解 し 過ぎ て いた 。 

andin misguiding the sacred instmcts of the mother they cast down the 
barrier which stood Detween them and complete 1iberty for their 
des1YeS. 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 母 性 と いう 神聖 な 先天 性 を 誤 ら せ て 、 男 性 と 女性 の 間 の 
壁 を 転倒 させ て 、 誤 っ た 自由 を 肉欲 に 用 意 し た 。 

The sorry candour oflewdness Was not, howeVer a gift possessed Dy all. 
し か し 、 偽 の グノー シス 主義 者 の 全て が 、 わ いせ つ へ の 嘆かわしい 正直 さと いう 性 質 
を 持っ て いた わけ で は な い 。 

On the contrary 

正反対 に 、 

the Montanists, among other Gnostcs, exaggerated morality in order to 
make it impractcaDle. 

偽 の グノー シス 主義 者 で ある 、 モ ンタ ノ ス 派 は 、 実 践 不可 能 に する ほど 備 理 道徳 を 誇 
張 し た 。 

Montanus himself, whose acrid doctrines inveigled the paradoxical amd 
extreTmlst genius of Tertullian, 

モン タ ノ ス の 厳し い 誤 っ た 教え は テル トゥ リア ヌス と いう 逆説 的 な 極端 な 天才 を 誘惑 
し た 。 

was g1Ven Over with Priscilla and Maximuilla, his prophetesses, or 一 - as 
we should now say 一 his somnamDpulists, to all the Doundless 
licentiousness of frenzy and ecstasy 

モン タ ノ ス は 、 プ リス カ と マキ シミ ラ と いう 2 人 の 偽 の 女 預 言 者 また は 催眠 術 師 と 共 
に 、 無 制限 の 狂乱 と 忘 我 状態 に よる 全て の 放 湧 に 身 を 任せ た 。 

The natural penalty of such excesses was not wanting to ther authors: 
自然 は 狂乱 と 忘 我 状態 と いっ た 過剰 行為 の 行為 者 に 対し て 報復 を 欠く 事 は 無い 。 
自然 は 狂乱 と 忘 我 状態 と いっ た 過剰 行為 の 行為 者 に 対し て 報復 する 。 

they ended in ravimg madnmess and suncide. 

モン タ ノ ス 、 プ リス カ 、 マ キシ ミラ は 支離滅裂 に 狂い 自殺 し た 。 

The doctrine of the Marcosians was a profound and materialised 
KaDalah: 

大 異端 者 Marcos の 考え 、 偽 の グノー シス 主義 は 、 汚 され た 物質 化 さ れ た カバ ラ で 
あっ た 。 

they dreamed that God had created everything Dy means of the letters 
of the alphabet: 

神 は アル ファ ベッ ト の 文字 に よっ て 全て を 創造 し た 、 と 偽 の グノー シス 主義 者 は 夢想 
ye 


that these letters were as so many dvine emanatons, having the DoWer 
of generatimg Deings: 

アル ファ ベッ ト の 文字 は 神 に よる 多数 の 放射 物 の 様 な 物 で あり 存在 を 生成 する 力 を 
持っ て いる 、 と 偽 の グノー シス 主義 者 は 夢想 し た 。 

that words were all-powerful and worked wonders virtually, as also in 
Iiteral reality. 

言葉 は 全て 力 を 持っ て いて 実質 的 に も 全く 現実 的 に も 奇跡 を 起こ す 、 と 偽 の グノー 
シス 主義 者 は 夢想 し た 。 

All this is true in a certaim senSe, 

上 記 は 、 あ る 意味 で は 正しい 。 

Dut 

し か し 、 

notin that of the Marcosian heresy. 

上 記 は 、 大 異端 者 Marcos の 異端 の 宗派 の 意味 で は 誤っ て いる 。 偽 の グノー シス 主 
義 の 意味 で は 誤っ て いる 。 

The heretics in question suDplemented actuahties by hallucinations 

大 異端 者 Marcos の 異端 の 宗派 は 、 幻 覚 に よっ て 現実 を 補っ た 。 

and belhieved that they wert imVisiDle 

大 異端 者 Marcos と 弟子 は 、 自 身 を 目 に 見 えな く で きる と 思い 込ん だ 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they were transported mentally where they wished in the 
somnamDulisttc state. 

大 異端 者 Marcos と 弟子 は 、 催 眠 状 態 で 望ん だ 所 に 精神 的 に 自身 を 移動 で きる と 
思い 込ん だ 。 

In the case of false mystcs, life and dream are freduently so confused 
together that the predormmant dream-state invades amd suDmerges 
realitV: 

偽 の 神秘 主義 で は 、 生 と 夢 を 頻繁 に 混同 し て 、 支 配 的 な 夢 が 現実 を 侵害 し て 響 い 
隠し て し まう 。 

it is then uttermost rule of folly. 

偽 の 神秘 主義 は 、 極 端 な 愚 か さ に よる 支配 で ある 。 

The natural fumction of Imagination is to eVoke images and formms, 
想像 力 の 自然 な 機能 は 映像 と 形 を 呼び 起こ す 事 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

in a condition of apDnormal exaltation it can also exteriorise forTms, as 
proVed Dy the phenomena of monstious Dregnancies and a host of 
analogous facts 

奇 形 の 子 の 妊娠 の 現象 と 、 奇 形 の 子 の 妊娠 に 似 た 多数 の 事実 が 証明 し て いる 様 に 、 
異常 な 興奮 状態 で は 想像 力 は 形 を 実現 で きる 。 

which official science would do more wisely to study rather than deny 
stuDDornly. 


公認 の 科学 は 、 想 像 が 実現 する 事 を 、 頑 な に 拒絶 する より も 、 賢 明 に 研究 すれ ば 恨 
い の だ が 。 

Of such are the disorderly creations which religion Drands justIy under 
the name of diabolical rmiracles 

キリ スト 教 は 、 奇 形 の 子 の 妊娠 と いっ た 混乱 的 な 創造 に に 、 ま さ に 、 悪 魔 の 奇跡 と いう 
名 前 で 徐 印 を 押し て いる 。 

and of such were those of Simor, the Menandrians and Marcos. 

奇形 の 子 の 妊娠 と いっ た 混乱 的 な 創造 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 異端 派 、Menander 
の 異端 派 、 大 異端 者 Marcos の 異端 の 宗派 の 驚異 現象 で ある 。 

In our own days a false Gnostic named Vintras, at present a refugee in 
London, causes Dlood to appear 1n empty chalices amd on sacrilegiOus 
hostS. 

19 世紀 で も 、 ロ ンド ン に 亡命 し た 、 ヴ ァ ン トラ ス と いう 名 前 の 偽 の グノー シス 主義 者 
が 、 血 を 空 ( か ら ) の 杯 の 中 や 聖体 の パン の 上 に 冒 流 的 に 出現 させ て いる 。 

The unhappy Deing then passes into ecstasies, after the manner of 
Marcos, Drophesies the downfall of the hierarchy and the cormmg 
triumph of a pretended priesthoodL, given up to unrestricted intercourse 
and unDbridled 1ove. 

不適 切な ヴァ ント ラス は 、 大 異端 者 Marcos の 様 に 、 忘 我 状態 に 成っ て 、 位 階 制 が 
地 に 堕ち て 無制限 に 性 交 に ふけ る 抑制 せ ず に 性 欲 に ふけ る 偽 の 聖職 者 が 将来 勝 
利 す る と いう 偽 の 予言 を する 。 

After the protean pantheism of the Gnostics came the dualism of 
Marcos, formulatimg as religious dogma the false initiation prevalent 
among the pseudo-Magi of Persia. 

偽 の グノー シス 主義 に よる 万 能 な 汎 神 論 の 後に 、 大 異端 者 Marcos に よる 二元論 


に 至り 、 ペ ル シ ャ の 祭司 マギ の 偽 の 弟子 に 流行 し た 偽 の 秘伝 伝授 が 宗教 的 な 教え 
と し て 明確 に 話さ れ た 。 


The persomification of evil produced a God in competition with God 
Himself, a King of darkness as well as a King of Light, 

悪 の 擬人 化 は 、 神 自身 と 争う 神 、 光 の 王 で ある 神 に 相当 する 闇 の 王 と いう 誤っ た 考 
え を も た らし た 。 

and there is referable to this period that perniclous doctrime of the 
uDiquity and sovereigrty of Satan agannst which we register Our most 
energet1C DrOtest. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 抗議 の 意思 を 精力 的 に 表明 し て いる 、 サ タン の 遍 在 と 支配 権 と 
いう 悪質 な 考え は 、 偽 の グノー シス 主義 の 時 代 の 考え が 原因 で ある 。 

We make no pretence in this place of denying or affirming the tradition 
concerrung the fall of angels, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 堕 天使 に つい て の 口伝 を 青 定 も 否定 も し な い 。 

deferrimg hereim, as in all that concerns faith, to the supreme and 
infalliple decisions of the Holy, Catholic, Apostolic and Roman Church. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 堕 天使 に つい て 、 信 心 に 関す る 全て の も の と 同様 に 、 神 の カト 
リッ ク の 法王 の ロー マ 教 会 の 無 上 の 誤り が 無い 絶対 の 決定 に 従う 。 


But 
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assurming that the fallen angels had a leader prior to that apostasy the 
evett in question could not do otherwise than precipitate them into 
total amnarchy, 

堕天 の 前 に 堕天 使 に 指導 者 が いた と 仮定 し て も 、 堕 天 に よっ て 堕天 使 は 指導 者 が 
いな い 全 く の 混 乱 に 陥っ た は ず で ある 。 

tempered orly by the inflexiDle justice of God. 

神 の 不変 の 正義 だ けが 秩序 を 混乱 に も た ら せ る 。 

Separated from that Divimity which is the source of all Dower and more 
guilty Dy far than the others, the primce of angels in rebellhion could De 
nothing Dut the 1ast and most impotent of all outcastSs. 

全て の 力 の 源泉 で ある 神 か ら 離 れ た 、 他 の 堕天 使 よ り 罪深い 、 堕 天使 の 王者 は 全 
て の 追放 者 の 中 で 最 下 位 者 、 最 も 無能 無力 な 者 で ある 。 

But せ there De a force in Nature which attracts those who forget God 
towards sin and death, such force is no other than the Astral Light, 

も し 神 を 忘れ た 者 を 罪 と 死に 引き 寄せ る 力 が 自然 に 存在 する と し た ら 、 星 の 光 と い 
う 力 で ある 。 

and We do not dechme to recogruse it as an instrument im suDserVlenCce 
to fallen spirits. 

星 の 力 は 堕天 使 、 堕 落し た 霊 に も 従う 道具 で ある 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 認め る 。 
We shall recur to this suDject, Drepared with a complete explanatiom, so 
that it may De intelligible in allits Dearings and all its orthodoxy. 

全角 度 か ら の 考え と 全く の 正統 性 を 理解 可能 な 完全 な 説明 を 用 意 し て 、 星 の 力 に 
つい て 後 で 話す つも り で ある 。 

The revelation of a great secret of occultism thus effected will make 
evldent the danger of evocations, all curious eXDeriences, aDuses Of 
magnetism, taDle-turring and whatever connects with wonders and 
hallucmations. 

星 の 光 に つい て 話し た 結果 も た ら さ れる 、 隠 され た 考え の 大 いな る 秘密 の 啓示 は 、 
降 霊 術 、 全 て の 不思議 な 体験 、 磁 気 の 催眠 術 の 溢 用 、 テ ー ブ ル ター ニン グ 、 奇 跡 と 
幻覚 に つなが る 全て の 物 の 、 危 険 性 を 明らか に する で あろ う 。 

Arius had prepared the way for Mamncheanism Dy his hyDrid creation of 
a Son of God distimct from God Himself. 

アリ ウス は 、 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ 自 体 と は 「 異 質 」 で ある 神 の 子 イ エス に よる 混成 の 
創造 と いう 誤っ た 考え に よっ て 、 マ ニ 教 へ の 道 を 用 意 し て し まっ た 。 

It was eduivalent to the hypothesis of dualism in Deity, 

アリ ウス に よる 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は 「 異 質 」 で ある と いう 誤っ た 考え 
は 、 神 の 中 の 二元論 と いう 誤っ た 仮説 に 相当 する 。 

ineduahity In the ADsolute, 

神 の 中 の 二元論 と いう 誤っ た 考え は 、 絶 対 者 で ある 神 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考え 
を も た ら す 。 

imferiority In Supreme PoWer 


神 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考え は 、 無 上 の 力 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考え を も た ら 


the possibility of conflict Detween the Father and the Son, and even 1ts 
neCeSS1tV. 

神 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考え 、 無 上 の 力 の 中 の 優 考 と いう 誤っ た 考え は 、 父 で あ 
る 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス の 不一致 の 可能 性 と 必然 性 と いう 誤っ た 考え を も た ら 

す 。 

These considerations, and the disparity Detween the termms of the divine 
syllog1sm, make inevitable the rejection of the notion. 

神 の 中 の 優劣 、 無 上 の 力 の 中 の 優劣 、 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス の 不一致 
と いう 誤っ た 考え 、 ま た は 、 神 に つい て の 誤っ た 三 段 論 法 の 各 段 の 優劣 や 不一致 は 、 
神 と いう 概念 へ の 誤っ た 否定 に 必然 的 に 至っ て し まう 。 

Is there any queston whether the Divme Word can De good or evll 一 
神 の 言葉 イエ ス は 善 か 悪 か 、 に つい て 何 か 疑 問 が 存在 する か ? い いえ ! 神 の 言葉 イ 
エス は 善 で ある ! 

can De either God or the deVv1l? 

神 の 言葉 イエ ス は 神 か 悪魔 か 、 に つい て 何 か 疑 問 が 存在 する か ? い いえ ! 神 の 言葉 
イエ ス は 神 で ある ! 

But this was the great dilermma involved Dy the addition of a diphthong 
to the Greek word OLoOoUolOG( = consuDbstantial = 「 同 質 」), Dy which it 
was changed to OLOLOUOLOCc( = similar = 「 類 似 」). 

ギリ シャ 語 で 二 重 母音 「 を 「 同 質 」 を 意味 する 「ouoo0ouoc」 に 足し て 「 類 似 」 を 意 
味 す る 「ououououoc」 に 変え た 事 が も た ら す 、 大 いな る 二 者 択 一 は 「 神 の 言葉 イエ 
ス は 神 か 神 で は な いか ?」 と いう 疑問 で あっ た 。(325 年 の ニカ イア 公会 議 で 父 で あ 
る 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は アリ ウス 派 の 様 に 「 類 似 ]」 で は な く 「 同 質 」 で ある と 決 
定 選 半 鹿 

In declaring the Son consuDstantial with the Father the Council of 
Nicaea saved the world!, 

ニカ イア 公会 議 は 、 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は 「 同 質 」 で ある と 宣言 し て 、 
世界 を 救っ た 。(325 年 の ニカ イア 公会 議 で 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は ア 
リウ ス 派 の 様 に 「 類 似 」 で は な く 「 同 質 」 で ある と 決定 し た 。) 

though the truth can De realhised only Dy those who know that primclples 
in reality constitute the eguihbrium of the universe. 

た だ し 、 現 実 の 原理 が 普遍 の つり 合い を 形成 し て いる と 知っ て いる 人 だ けが 「 父 で 
ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は 『 同 質 』 で ある 。」 と いう 真理 を 認め る 事 が で きる 。 
Gnosticism, Arianlsm, Manicheanism came out of the Kabalah 
misconstrued. 

カバ ラ へ の 誤解 が 、 偽 の グノー シス 主義 、 ア リウ ス 主 義 、 マ ニ 教 を も た らし た 。 

The Church was therefore right in forDidding to its faithful the study of 
a SClenCe SO damgerOuS: 

教会 が 信者 に カバ ラ と いう 危険 な 知 の 研究 を 禁止 し た の は 当然 で あっ た 。 

the keys thereof should De reserVed solely to the supreme priesthood. 
カバ ラ の 鍵 は 無 上 の 祭司 の た め だ け の 物 に する べき で ある 。 


The secret tradition would appear as a fact to have Deen DreserVved Dy 
SOVerelgn Dontiffs, at least ll the papacy of Leo III, 

事実 、 少 な く と も 、 法 王 レ オ 3 世 ま で 、 法 王 が カバ ラ と いう 秘密 の 口伝 を 保存 し て き 
た 様 に 見 受け られ る 。 

to whomm is attriDuted an occult ritual said to haVe Deen presented Dy 
him to the Emperor Charlemagne. 

法王 レオ 3 世 は 「Enchiridion」 と いう 隠さ れ た 典礼 書 を カー ル 大 需 に 与え た 、 と 言 
われ て いる 。 

It contains the most secret characters of the Keys of Solomon. 

法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は ソロ モン の 鍵 と いう 無 上 の 秘密 の 文字 を 含ん で 
いる 。 

This Httle work, which should have Deen kept in concealment, 

法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は 隠さ れ て 保存 され て いた 。 

camme into circulation later On, 

後に 、 法 王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は 広まっ た 。 

necessitatimg 1ts condemnation Dy the Church, 

教会 は 法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 を 非難 する 必要 に 迫 ら れ た 。 

and it has Dassed conseduently into the domain of Black Magic. It is 
knownr under the name of the Enchiridion of Leo III 

結果 的 に 、 法 王 レ オ 3 世 の 「Enchiridion」 は 黒 魔術 の 魔術 書 に 分 類 さ れ て し まっ 
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and we are in DOSSeSslon of an old copy which is exceedimgly rare and 
CUT10US. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 稀少 で 興味 深い 法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 の 古い 写本 を 
所 有 し て いる 。 

The 1oss of the KaDalistc keys could not entail that of the infallibility of 
the Church, 

カバ ラ の 鍵 の 喪失 は 、 教 会 の 誤り の 無 さ の 喪失 を も た ら さ な か っ た 。 

which is ever assisted Dy the HoIly Spirit, 

常に 神 の 聖 寺 は 教会 を 助け て いる 。 

Dut 

し か し 、 

1t ed to great 0Dscur1ty 1n eXegeS1S, 

カバ ラ の 鍵 の 可 失 は 、 大 いな る 暗闇 を 聖書 の 解釈 に も た らし た 。 

the sublime imagery of Ezekiel's prophecy and the Apocalypse of St. 
John Deimg rendered completely unntelligible. 

カバ ラ の 鍵 の 喪失 に よっ て 、 エ ゼ キ エル 書 と ヨハ ネ の 庄 示 録 の 無 上 の 象徴 は 全く 理 
解 不能 に 成っ て し まっ た 。 

May the lawful successors of St. Peter accept the homage of this Dook 
使徒 ペトロ の 正統 な 後継 者 で ある 法王 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が ささ げ る 本 書 「 魔 術 の 
歴史 」 を 受け 取り ます 様 に 。 

and bless the laDours of their humDblest child, 


法王 が 最も 卑しい 身分 の 人 の 子 で ある エリ ファ ス レヴ ィ の 労苦 を 祝福 し て くれ ます 
様 に 。 

who, believing that he has found one of the Keys of kmowledge, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 の 鍵 の 1 つ を 見 つけ た と 信じ て いま す 。 

comes to layit at the feet ofthose who alone have the right to open and 
to shut the treasures of understanding and of faith. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 の 鍵 の 1 つ を 、 理 解 と 信心 の 宝庫 の 鍵 を 開け た り 閉 め た りす 
る 権利 を 唯一 持つ 法王 の 足元 に 置き に 来 ま し た 。 


CHAPTER VII 

魔術 の 歴史 第 3 巻 7 章 

PHILOSOPHERS OF THE ALEXANDRIAN SCHOOL 

アレ クサ ンド リア 学派 の 哲学 者 

On the eVe ofits extimction the school of Plato diffused a great light at 
Alexandria: 

プラ トン の 学派 は 断絶 の 直前 に アレ クサ ンド リア で 大 いな る 光 を 広め た 。 

Dut, 

し か し 、 

Victorious after three centuries of warfare, Christiarity had assimilated 
all that was permanent and true in the doctrines of amtidunty. 

3 世紀 間 の 戦い の 後に 勝利 し た キリ スト 教 は 古代 の 教え や 考え の うち 永遠 で あり 正 
し い 全 て の も の を 同化 し て いた 。 

The last adVersaries of the new religion attempted to check the progress 
of men who were aliVe Dy galvamisimg murmm1les. 

新しい 宗教 キリ スト 教 の 最後 の 好敵手 アレ クサ ンド リア 学派 は 防腐 死体 ミイ ラ に 電 
気 を 流し て 復活 させ て 、 生 き て いる 人 々 の 進歩 を 止め よう と 試み た 。 

The tme had come when the competition could De taken seriously no 
longer 

も は や 競争 が 激しく 成る は ず が な い 時 に 来 て いた 。 

andthe pagans of the school of Alexandria, unwlhngly and 
unconsclouSly, were at work on the sacred monument ralsed Dy the 
disciples of ]esus of Nazareth to confront all the ages. 

アレ クサ ンド リア 学派 の 異教 徒 は 、 意 に 反し て 、 知 ら な いで 、 全 て の 時 代 に 立ち 向 か 
うた め に ナザレ の イエ ス の 弟子 達 キリ スト 教徒 が 建て た 神 の 記念 建造 物 の 建造 に 
従事 し て いた 。 

Ammonius Saccas, Plotimus, Porphyry, Proclus are great names in the 
anmals of science and Virtue: 

アン モニ オス サッ カス 、 プ ロティ ノ ス 、 テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス 、 プ ロク ロス は 、 知 と 
徳 の 歴史 に お ける 大 いな る 高 名 な 人 達 で ある 。 

ther theology was elevated, 

アレ クサ ンド リア 学派 の 神学 は 高尚 で ある 。 

their doctrine moral, 

アレ クサ ンド リア 学派 の 考え は 代理 道徳 的 で ある 。 

ther own manners Were ausStere. 

アレ クサ ンド リア 学派 の 哲学 者 自身 の 振る 舞い は 禁欲 的 で 厳し か っ た 。 

But the chief and most touching figure of this epoch, the Drightest star 
in the whole constellation, was Hypatla, the daughter of Theon 一 

実に 、 心 に 触れ て 感動 させ る 当時 の 第 一 の 象徴 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 と いう 星座 の 
全て の 星 の う ち 最も 明る い 星 は 、 ア レク サン ドリ ア の テオ ン の 娘 ヒ ュ パ ティ ア で ある 。 
that virgimal amd learned girl 

ヒュ パテ ィ ア は 、 学 の 有る 処女 の 女性 で あっ た 。 


whose understandimg and virtues would have taken her to the 
baptismal font, 

ヒュ パテ ィ ア の 理解 と 徳 は 洗礼 を 受け る 事 が 可能 な ほど で あっ た 。 

Dut 

し か し 、 

she died a martyr for 1berty of conscience when they attemmpted to drag 
her theret0. 

偽 の キリ スト 教徒 が ヒュ パテ ィ ア を 拉致 し て 洗礼 を 受け させ よう と し た が 、 ヒ ュ パ ティ 
ア は 良心 の 自由 の た め に 閣 教 者 と し て 殺さ れ て し まっ た 。( エ フェ ソス 公会 議 は ヒュ 
パテ ィ ア を 殺し た 総司 教 キ ュ リ ロス を Ne た め に 生ま れ 育 っ て きた 怪物 
で ある 。」 と 非難 し た 。 現 在 も 教会 暦 に よる 聖人 カレ ンダ ー に 総司 教 キ ュ リ ロス の 名 
前 は 無い 。) 

Synesius Of Cyrene was tranmed at the school of HYypatia: 

キュ レネ の シュ ネ シ オ ス は ヒュ パテ ィ ア の 学校 で 教育 を 受け た 。 

he Decame Bishop of Ptolemais, 

シュ ネ シ オ ス は プ ト レ マ イ ス の 司教 に 成っ た 。 

and was one of the most instructed philosophers as well as the Dest 
Christian Doet of the early centuries. 

シュ ネ シ オ ス は 、 最 も 学 の 有る 哲学 者 の 1 人 で あり 、 最 初 の 数 世紀 の キリ スト 教徒 
の 最良 の 詩人 で ある 。 

It was he who remarked that the common people always despised 
thmgs which are of easy understanding and that what they reduire 1s 
1mDpOoSture. 

「 大 衆 は 理解 し や すい も の を 常に 軽 蔵 し て 嫌う 。 そ し て 、 大 衆 が 求め る も の は 、 だ まさ 
れる 事 で ある 。」 と いう 言葉 は シュ ネ シ オ ス が 話し た 物 で ある 。 

When it was proposed to confer on himm episcopal dignmity he wrote thus 
in a letter to a friend: 

下記 の 様 に に 、 シ ュ ネ シオ ス へ の 司教 の 位階 の 授与 が 提案 され た 時 に 、 シ ュ ネ シオ ス 
は 友人 へ の 手紙 に 書い て いる 。 


The mind which is drawn to wisdom and to the contemplation of truth 
at first hand is forced to disguise it, so that it may De rendered 
acceptaDle to the multitude. 

知 に 引き 寄せ られ る 人 、 真 理 の 熟考 に 自ら 引き 寄せ られ る 人 は 、 大 衆 が 真理 を 受け 
入れ られ る 様 に 、 真 理 を 隠す 必要 に 人 迫 ら れる 。 

There is a real analogy Detween light and truth, 

実際 に 、 光 と 真理 に は 類推 可能 性 が 存在 する 。 

as Detweern our eyes amd ordinary understandimgs. 

実際 に 、 人 の 肉眼 と 大 衆 の 理解 に は 類推 可能 性 が 存在 する 様 に 。 

The sudden cormmunication of a jight too Drillhiant dazzles the mmaterial 
ey6, 

光 を 急 に 伝達 する と 明る 過ぎ て 肉眼 を 皮 ま せ て し まう 。 


and rays that are moderated Dy shadow are more serVceaDle to those 
whose sight as yet is feeDle. 

光 だ け よ り 、 影 が 和らげ た 光線 は 視力 が 未だ 弱い 肉眼 に 役立つ 。 

S0, 

の 寺 め 、 

1n Imy OD1m1om, 

私 の 意見 で は 、 

fictions are necessary for the DeoDle, 

大 衆 に は 作り 話 が 必要 で ある 。 

truth beimg harmful to those who are not strong enough to contermplate 
lt in allits splendour 

真理 の 輝き に よっ て 真理 を 熟考 する 力 が 不 十 分 で ある 人 に は 真理 は 有害 で ある 。 
If therefore the ecclesiastical laws Derrmit reserVe in judgment, and 
allegory in mode of expressio 1 can accept the digm1ty which is offered 
me: 

私 が 真理 に つい て の 意見 を その まま 話す の を 控え る 事 と 私 が 真理 に つい て 例え 話 
で 話す 事 を 教会 の 祭司 の 法 が 許す の で あれ ば 、 私 は 提案 され た 司教 の 位階 を 受け 
入れ る 事 が で きま す 。 

the condition is, in other words, that I shall remann a philosopher at 
home, though I shall tell apologues and paraDles in DuDHic. 

言い 換え る と 、 私 が 提案 され た 司教 の 位階 を 受け 入れ る 条件 は 、 私 は 自分 の 家 で 
は 真理 に つい て あり の まま に 話す 哲学 者 の まま で ある が 、 公 の 場 で は 真理 を 例え 話 
で し か 話さ な い 事 で す 。 

What can there De in commor, as a fact, Detween the vulgar crowd and 
Sublime wisdom? 

事実 、 ど の 様 な 共通 が 大 衆 と 高尚 な 知 の 間 に 存在 で きる か ? 大 衆 と 高尚 な 知 の 間 
に 共通 は 有り 得 な い ! 

Truth must De kept in secret: 

真理 を 隠し た まま に する 必要 が 有る 。 

the multitude need instruction DroDortioned to their imperfect reasOn. 
大 衆 に は 大 衆 の 不 完全 な 理性 に つり 合う 教育 が 必要 で ある 。 


」 

It is regrettaDle that Synesius should write in this strarl 

上 記 の 様 な 表現 で シュ ネン シオ ス が 記し た の は 残念 で ある 。 

aS 

な ぜ な ら 、 

nothing can De more impoHtic than to et a reservation apDDear when 
One 1S entrusted with puDlic teaching. 

大 衆 の 教育 を 任 さ れ た 時 に 、 大 衆 へ の 教育 の 制限 を あら わ に する の は 思慮 が 足り 
な い 。 

As the result of similar indiscretions, there is the common remark of to- 
day that religion is necessary for the Deople: 


無 思慮 の 結果 と し て 現在 で も 「 大 衆 に は 宗教 が 必要 で ある 。」 と いう 無 思慮 に 共通 
の 言葉 が 存在 する 。 

the question is for what DeoDle, 

問題 は 「 大 衆 と は 何者 か ?」 と いう 事 で ある 。 

seeing that 

な ぜ な ら 、 

no one wll tolerate inclusion in this category when understandhng and 
moraHhty are InVolved. 

理解 と 倫理 道徳 性 に お いて 大 衆 で ある 事 を 望む 人 は いな い 。 

The most remarkaDle work of Synesius is a treatise on dreams, 

シュ ネ シ オ ス の 最も 注目 する べき 作品 は 夢 に つい て の 論文 で ある 。 

im which he unfolds the purest KaDbalistic doctrimes 

夢 に つい て の 論文 で と シュ ネ シ オ ス は 純粋 な カバ ラ の 考え を 話し て いる 。 

and 

その た め 、 

apDDpears as a theosophist whose exaltation and oODscure style have 
rendered susDeCct of heresy: 

芝 に つい て の 論文 で の シュ ネ シ オ ス の 神 知 学者 と し て の 高尚 な 理解 し 難い 表現 形 
式 は 異端 を 疑わ れ た 。 

Dut 

じ が じ 、 

he had neither the obstmacy nor the fanaticism of sectarians. 

シュ ネ シ オ ス に は 党派 心 の 強い 人 の 頑固 も 狂信 も 無い 。 

He died as he had Hved in the peace of the Church, confessimg his 
douDts frankly Dut submittimg to hierarchic authority: 

シュ ネ シ オ ス は 、 疑 問 は 率直 に 話し た が 、 位 了 制 の 権威 に 従っ て 、 教 会 の 平和 の 内 
に 生き て 死ん だ 。 

his clergy and his flock asked nothing Detter at his hands. 

上 記 以 上 の 事 を 司教 シュ ネン オス の 下 に いた 祭司 と 信者 は シュ ネ シ オ ス か ら 求 め 
な か っ た 。 

According to Synesius, the state of dream proVes the individuality and 
immaterial nature ofthe soul, 

シュ ネ シ オ ス に よる と 、 夢 を 見 て いる 状態 は 魂 の 特性 と 非 物質 性 を 証明 し て いる 。 
which in this condition creates for itself a heaVer a country, Dalaces 
shinmg wrth light, or otherwrise darksome caverns 一 - aCCordhng to 1ts 
Inchmations and desires. 

夢 を 見 て いる 状態 で は 好み と 欲望 に 従っ て 魂 は 天国 、 故 卿 、 光 で 輝く 宮殿 、 暗 い 洞 
記 を 自ら 創造 する 。 

Moral progress may De estimated Dy the tendency of dreams, 

夢 の 傾向 に よっ て 心 の 進歩 を 評価 で きる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

in these free will is suspended!, 


夢 の 中 で は 自由 意思 が 休止 し て いる 。 

while fancy is aDandoned entirely to the domimant instimcts. 

夢 は 支配 的 な 自然 な 傾向 に 完全 に 委ね られ る 。 

Images are DrOduced in comnseduence as a reflection or shadow of 
thought: 

思考 の 反映 や 影 と し て 結果 的 に 映像 が も た ら さ れる 。 

presentments take Dodily shape: 

予感 が 具体 的 な 形 を 取る 。 

memories are interrmmgled with hopes. 

記憶 が 希望 と 混ぜ られ る 。 

The book of dreams is inscribed sometmes with radiant and sometimes 
with dark characters, 

夢 と いう 本 は 、 光 を 放つ 文字 で 記さ れる 時 も あり 、 闇 の 文字 で 記さ れる 時 も ある 。 
Dut 

し か し 、 

accurate rules can De established by which they may De decoded and 
read. 

夢 を 解読 する 事 に よっ て 夢 の 正 確 な 法則 を 確立 で きる 。 

Jerome Cardan wrote a 1ong commentary on the treatise of Synesius 
ジェ ロラ モ カル ダー ノ は シュ ネ シ オ ス の 夢 に つい て の 論文 に つい て 長い 注釈 書 を 書 
いた 。 

and may eVen De said to have completed it Dy a dictionary of all dreams, 
having their explanatlon attached. 

カル ダー ノ は 夢 の 説明 を 付け 加え た 夢 の 辞典 に よっ て シュ ネ シ オ ス の 夢 に つい て の 
論文 を 補完 し た 、 と 言え る 。 

The whole is to De distimguished entrely from the Hittle Dooks of 
COlportage, 

カル ダー ノ の 夢 に つい て の 注釈 書 は 行商 人 が 扱っ て いる 夢 に つい て の 取る に 足り 
な い 諸 々 の 本 と は 完全 に 区 別 で きる 。 

and it really claims a serious Dlace in the 1iDrary of occult science. 

カル ダー ノ の 夢 に つい て の 注釈 書 は 隠さ れ た 知 に お いて 重要 で ある 。 

A certain section of criticism has ascriDed to Synesius those remarkaDle 
works which appear under the name of Dionysius the Areopagite: 

原典 研究 の いく つか の 学派 は 偽 デ ィ オ ニュ シオ ス アレ オ パ ギ タ と いう 偽名 で 記さ れ 
た 注目 する べき 作品 の 作者 は シュ ネ シ オ ス で ある と 推測 し て いる 。 

1n any CaSe, 

と も か く 、 

these are regarded as apocryphal and Delonging to the brilliant period 
of the school of Alexandria. 

偽 ディ オニ ュ シ オス は 偽名 で 、 偽 ディ オニ ュ シ オス 文書 は アレ クサ ンド リア 学派 の 輝 
か し い 時 代 に 作ら れ た 物 で ある 。 

They are monuments of the conguest of higher KaDalism Dy 
Christamity, 


偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 は キリ スト 教 が 高位 の カバ ラ の 考え を 獲得 し た 記念 碑 で あ 
る 。 

and they are intelhigible only for those who have Deen initiated thereim. 
カバ ラ に 入門 し た 人 だ けが 偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 を 理解 可能 で ある 。 

The chief treatises of Dionysius are on Divine Names and the Celestial 
and Ecclesiastical Hierarchies. 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 の 主要 な 論文 は 「 神 名 論 」、「 天 上 位階 諭 」、「 教 会 位階 論 」 
で ある 。 

The first explainms and simpHfies all mysteries of rabDimical theology. 

「 神 名 論 」 は ラビ の 神学 の 全て の 神秘 を 説明 し 簡易 化し て いる 。( ラ ビ は へ ブラ イ 語 
で 師 を 意味 する 。) 

Accordimg to the author 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス に よる と 、 

God is the infimite and indefimaDle principle: 

神 は 無限 の 定義 不可 能 な 言い 表せ な い 原 理 で ある 。 

in Himself He is one and inexpressiDle, 

神 の 中 で は 神 は 唯一 で 言い 表せ な い 。 

Dut 

し か し 、 

we ascribe to Him names which formulate our ownm asDirations towards 
His divime perfection. 

人 が 神 の 完全 さ に 対し て 抱く あこ が れ を 明確 化し た 名 前 を 人 は 神 の 名 前 に し て いる 。 
The sum of these names and their relation with numDers consttute that 
which is highest in human thought: 

神 の 名 前 の 総括 と 、 神 の 名 前 と 数 の 関係 は 、 人 の 思考 に お ける 無 上 の も の を 形成 
する 。 

theology is less the science of God than that of our most subhme 
yearTungSs. 

神学 は 、 神 に つい て の 知 と いう より 、 人 の 無 上 の あこ が れ に つい て の 知 で ある 。 

The degrees of the spiritual hierarchy are afterwards established on the 
prirmitiVe scale of mumDers, goVerned by the triad. 

その 後に 、 偽 ディ オニ ュ シ オス は 「 天 上 位階 論 」 で 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル 
キー を 3 つ 1 組 が 統治 し て いる 数 の 原初 の 位階 に よっ て 確立 し て いる 。 

The angelical orders are three, amd each order contains three choirs. 
偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 「 天 上 位階 諭 」 の 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル キー は 3 
組 の 3 つ 1 組 で ある 。 

It is on this model that the hierarchy should De established on earth, 
偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 「 天 上 位階 諭 」 の 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル キー を 模 
範 に し て 、 地 上 の 祭司 の ヒエ ラル キー を 確立 する べき で ある 。 

and the Church is its most perfect tyDe: 

カト リッ ク 教 会 は 地上 の 祭司 の ヒエ ラル キー の 完全 な 模範 で ある 。 

thereim are Drimces, Dishops and lastly smple mnisters. 


法王 の 下 の 祭司 の ヒエ ラル キー は 枢機卿 、 高 位 聖 職 者 で ある 司教 、 司 祭 の 3 組 で 
ある 。 

Among the princes are cardimal-DishoDs, cardinal-priests and cardimal- 
deacons. Among Drelates there are arch-Dishops, simple Dishops and 
suffragans. Among ministers there are rectOrS Or V1CaTSs, SiTmDle Driests 
and those who hold the diaconate. 

法王 の 下 の 祭司 の ヒエ ラル キー は 司教 枢 機 彼 、 司 祭 枢 機 踊 、 助 祭 枢機卿 、 大 司教 、 
司教 、 属 司教 、 教 区 司祭 また は 司教 代理 、 司 祭 、 助 祭 で ある 。 

The progresslon to this holy hierarchy is Dy three preparatory degrees, 
being the subdiaconate, rmimor orders and clerKship. 

一 助 祭 職 、 侍 祭 と いっ た 下級 聖職 位 、 聖 職 者 と いう 3 つの 予備 の 位階 を 経て 、 神 聖 
な 法王 の 下 の 祭司 の ヒエ ラル キー に 前 進 す る 。 

The functions of all correspond to the angels and the saints: 

祭司 の ヒエ ラル キー の 全て の 機能 は 神 の 聖霊 、 天 使 や 聖人 と 対応 し て いる 。 

they are to glorify the threefold Divine Names, in each of the Three 
PersOTS, 

祭司 の ヒエ ラル キー の 祭司 は 三位一体 の 各 人 格 の 中 で 三重 の 神 の 名 前 を た た え 
る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the Undivided Tririty 1s adored in its fulmess in each of the Divine 
HYDOStaSeS. 

神 の 三位一体 の 各 人 格 に 満ち て いる 分 割 さ れ な い 三 位 一 体 が た た えら れる 。 
This transcendental theology was that of the prirmitive church, 
偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 「 天 上 位階 諭 」 や 「 教 会 位階 諭 」 の 超越 的 な 神学 は 原初 の 教 
会 の 神学 で ある 。 

and possiD1y it is attriDuted to St. Dionysius only in Virtue of a tradition 
which goes Dack to his and the apostoHc tmes, 

多分 、「 天 上 位階 論 」 や 「 教 会 位階 諭 」 の 作者 が ディ オニ ュ シ オス アレ オ パ ギ タ と さ 
れ た の は 、「 天 上 位階 論 」 や 「 教 会 位階 諭 」 の 口伝 が ディ オニ ュ シ オス アレ オバ パ ギタ 
と 12 使徒 の 時 代 に まで 遡 (さか の ぼ ) る か ら に 過ぎ な い 。 

much as 

同様 に 、 

the rabDinical editors of the Sepher Yetzirah attriDuted that text to the 
patriarch ADrahamm, 

「 形 成 の 書 」 の ラビ の 著者 は 21 祖 ア ブラ ハム と され た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it emDbodies the tradition perpetuated from father to son in the family of 
this patriarch. 

「 形 成 の 書 」 は 21 祖 ア ブラ ハム の へ ブラ イ 人 の 中 で 父 か ら 子 へ 受け 継い だ 口伝 を 
形 に し た 物 で ある 。 

HoweVer it may De, 


と も か く 、 

the Dooks of St. Dionysius are Drec1OUS fOr SclenCe: 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 は 、 知 に と っ て 価値 が ある 。 

they consecrate the mystical marriage of antidue initiation with the 
gOSDel of Christiaruty, umitimg a Derfect understanding of supreme 
philosophy wrth a theology which is aDsolutely complete and in al 
thimgs above reproach. 

偽 ディ オニ ュ シ オス 文書 は 、 無 上 の 哲学 の 完全 な 理解 と 全く 完全 な 非難 を 超越 し た 
神学 を 結合 し て 、 古 代 の 秘伝 伝授 と キリ スト 教 の 福音 の 神秘 的 な 結合 を 神聖 化し 
て いる 。 
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CHAPTER 1 

魔術 の 歴史 第 4 巻 1 章 

MAGIC AMONG BARBARIANS 

未開 の 民族 の 魔術 

Black Magic retreated Defore the light of Christianmity, 

キリ スト 教 の 光 を 前 に 、 黒 魔術 は 後退 し た 。 

Rome Was Conduered Dy the croSS, 

十字 の キリ スト 教 が ロー マ を 圧倒 し た 。 

andprodigies took refuge in that dark circle with which the barDarous 
Drovnces enrimged the new Roman splendour 

第 異 現象 は 、 キ リス ト 教 と いう 新しい ロー マ の 輝き を 包囲 する 、 未 開 の 地域 と いう 間 
の 圏内 に 後退 し た 。 

Among a large numDer of extraordimary phenomena there is one which 
was Verified in the reign of the Emperor Hadrian. 
ハドリアヌス 帝 の 時 代 に 、 多 数 の 驚異 現象 の うち の 1 つ で ある 、 フ ィ リ ニオ ン の 驚異 
現象 が 確証 され た 。 

At Tralles in Asia, a young and noDle girl named Phihnmium, origimally 
of Corimth 

小 ア ジア の トラ レス に 、 生 まれ は コリ ント で ある 、 フ ィ リ ニオ ン と いう 名 前 の 若い 貴族 
の 少女 が いた 。 

and daughter of Demostrates and Charito, 

フィ リ ニ オ ン は 、 デ モク ラ ト ス と シャ リト の 娘 で あっ た 。 

was Captvated Dy Machates, a youth of mean condition. 

フィ リ ニ オ ン は 、 自 分 より 身分 の 劣る 若者 マカ テス に 夢中 に 成っ た 。 

Marriage was 1TmDOSS1Dle, 

フィ リ ニ オ ン と マカ テス は 結婚 で き な か っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

as It has Deen said, Phihnmnium was noDle, Deimg, moreover an OrIy 
daughter and a rich heiress. 

フィ リ ニ オ ン は 、 す で に 話し た 様 に 身分 が 高い 上 に 、 一 人 娘 で 裕福 な 財産 の 相続 人 
3G め うだ 。 

Machates was a mman of the people and kept a taVern. 

マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン よ り 身 分 の 劣る 男性 で 、 宿 屋 に 泊まっ て いた 。 

The passlon of Phihnnium was increased by difficulties: 

フィ リ ニ オ ン の 情熱 は 障害 に よっ て 強まっ た 。 

she escaped from her father's home and tookrefuge with Machates. 
フィ リ ニ オ ン は 、 家 出し て マカ テス と 同棲 し た 。 

Anilicit intercourse Degan and contimued for six months, 

禁じ られ た 交際 が 始ま り 6 か 月 間 続い た 。 

when the girl was discoVered Dy her Darents, rescued Dy them and 
seduestered carefully. 


フィ リ ニ オ ン は 、 両 親 に 見 つか っ て 連れ 戻さ れ 用 心 深く 隔離 され て し まっ た 。 
Measures were n0W Drojected for leavimg the country and removing her 
to Corinth: 

フィ リ ニ オ ン を トラ レス か ら コ リン ト へ 連れ て 行く 措置 が 計画 され た 。 

but Phihnmium, who had Visibly wasted since separation from her lover 
フィ リ ニ オ ン は 、 恋 人 の マカ テス か ら 引 き 離 され て 目 に 見 える 程 や つれ て し まっ た 。 
was se1zed thereupon wrth a 1anguishing disorder neither smihmg nor 
sleeping, and refusing all nourishment. 

フィ リ ニ オ ン は 、 心 を 病 ん で 衰弱 し て 笑わ な く 成 っ て し まい 眠れ な く 成 っ て し まい 食事 
を 拒否 する 様 に 成っ て し まっ た 。 

It came to Dass, in fine, that she died. 

と うど と どう ヲ ィ イリ ニオ ン は 、 和 死ん で し まっ た 。 

The parents then relimguished their determination to depart 

両親 は フィ リ ニ オ ン を トラ レス か ら コ リン ト へ 連れ て 行く 計画 を 取り や め た 。 

and Durchased a vault, where the young grl was deposited, clothed in 
her richest garments. 

両親 は 地下 室 を 購入 し て 豪華 な 衣装 を 着せ た フィ リ ニ オ ン の 死体 を 安置 し た 。 
The sepulchre was situated in an enclosure Delonging to the family 

フィ リ ニ オ ン の 墓所 の 周囲 は 両親 の 所 有 地 で あっ た 。 

and no one entered therein after the Durial, 

安置 後に フィ リ ニ オ ン の 墓所 に 入っ た 人 は いな か っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

pagans did not pray at the tomDs of the departed. 

異教 徒 は 死ん だ 人 の 墓 で 祈 ら な い 。 

The noDle family were so anxious to avo1d all scandal that all the 
arrangements took place in secret, 

両親 は 酸 聞 を 避け よう と 望み フィ リ ニ オ ン を 密葬 し た 。 

and 

その た め 、 

Machates had no idea as to what had become of his rmistresSs. 

マカ テス は 、 恋 人 の フィ リ ニ オ ン に 起き た 事 を 知ら な か っ た 。 

But on the night followimg the entombment, when he was aDout to 
retre, the door opened slowly 

フィ リ ニ オ ン が 墓所 に 安置 され た 後 の 夜 、 マ カテ ス が 眠 ろ うと し た 時 、 ド ア が ゆっ くり 
と 開い た 。 

and coming forward with lamp in hand, he Deheld Phihnnium 
magriticently apparelled!, 

マカ テス は 、 ラ ンプ を 持っ て ドア へ 進む と 、 豪 華 な 衣装 を 着 た フィ リ ニ オ ン を 見 つけ た 。 
but palhd, cold and Timg him writh a dreadful stare in the eyes 

フィ リ ニ オ ン は 、 青 白く 冷た く 、 恐 ろ し い ほ ど に マカ テス を 見 つめ て いた 。 

Machates ran to meet her took her in his arms, asked a thousand 
questlons arm1dst as rnany CareSSeS, 


マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン に 走り 寄り 両 腕 で 抱き し め 、 愛 撫 し な が ら 、 た くさ ん の 質問 
を 投げ か けた 。 

and they passed the night together 

マカ テス と フィ リ ニ オ ン は 共に 夜 を 過ごし た 。 

Before dayDreak Philimnium rose up and disappeared, while her 1oVer 
was stll plunged in profound sleeD. 

夜明け 前 、 恋 人 の マカ テス が 深い 眠り に 落ち て いる 間 に 、 フ ィ リ ニオ ン は 起き て 姿 を 
消し た 。 

Now the girl had an old nurse 

フィ リ ニ オ ン に は 、 老 女 の 乳 母 が いた 。 

who loved her tenderIy 

乳母 は 、 フ ィ リ ニオ ン を 愛し て いた 。 

and Wept Ditterly at her losS. 

乳母 は 、 フ ィ リ ニオ ン の 死 を ひど く 嘆 いて いた 。 

She may have Deen an accomplce in her misconduct。 

乳母 は 、 フ ィ リ ニオ ン の 人 不 品行 の 共犯 者 で あっ た の か も し れ な い 。 

and 

その た め 、 

since the Durial of her Deloved, Deimg unable to sleep, she rose 
frequently at night in a kimd of delirium and wandered round the 
dwellimg of Machates. 

愛し い フ ィ リ ニオ ン が 埋葬 され て か ら 、 乳 母 は 、 眠 れ な く 成 っ て し まい 、 一 種 の 興奮 状 
態 で 夜 に 頻繁 に 起き て し まい 、 マ カテ ス の 家 の 周 囲 を さま よっ て いた 。 

It came aDout in this manner that a few days after the episode just 
narrated, she oDserved a hght in the young man's chamDer: 

その た め 、 フ ィ リ ニオ ン の 埋葬 か ら 数 日 後 、 乳 母 は 、 マ カテ ス の 寝室 に 明か り が つい 
て いる の に 気づい た 。 

drawing nearer and lookimg through the chinks of the door she 
recogmised Philinnium seated Deside her lover 1ookimg at him im silence 
and yleldimg to his emDraceSs. 

乳母 は 、 近 づき ドア の 隙間 か ら 覗 いて 、 フ ィ リ ニオ ン が 恋人 の マカ テス の 隣 に 座っ て 
沈黙 し て マカ テス を 見 つめ マカ テス の 抱擁 に 身 を 任せ て いる の を 認め た 。 

In a state of distraction the poor womar ran Dack to awakenr the mother 
and gaVe account of what she had seen. 

乳母 は 、 気 が 動転 し て 、 走 っ て 戻り フィ リ ニ オ ン の 母 を 起こ し て 見 た 事 を 説明 し た 。 
It was regarded at first as the raving of a Visionary, 

乳母 の 話 は 、 最 初 は 、 幻 覚 に よる 戯言 (た わ ご と ) と 思わ れ た 。 

Dut in the end, persuaded Dy her entreates, the mother rose and 
reDpalred to the house of Machates. 

し か し 、 最 後に は 、 乳 母 の 嘆願 に 説得 され て 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 は 立ち 上 が り マ カテ 
ス の 宿 に 行っ た 。 

All were asleep therein and there was no ansWer to Knockimg. 


フィ リ ニ オ ン と マカ テス は 眠っ て いて 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 が ドア を 叩い て も 返事 が 無 
が か がら 7 だ 。 

The lady 10oked through the chinks of the door 

フィ リ ニ オ ン の 母 は 、 ド ア の 隙間 か ら 覗 いた 。 

the ]amp was extmgunshedL, 

ラン プ の 明か り は 消え て いた 。 

Dut 

し か し 、 

a moonDeam hghted the chamDber and the mother saw on a chair the 
draperies of her daughter and could distimguish two persons asleeD in 
the Ded. 

一 筋 の 月 光 が 部 屋 を 虹 ら し て いて 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 は 、 娘 の フィ リ ニ オ ン に 着せ た 
衣装 が イス の 上 に 有り 、 ベ ッ ド の 中 に 2 人 の 人 物 が 眠っ て いる の を 識別 で きた 。 
She was seized with fright, returned home tremDlimg, 

フィ リ ニ オ ン の 母 は 、 恐 怖 に 襲わ れ 、 岩 えな が ら 家 に 戻っ た 。 

not daring to Visit the sepulchre of her child, 

フィ リ ニ オ ン の 母 に は 、 娘 の フィ リ ニ オ ン の 墓所 を 訪れ る 勇気 は 無かっ た 。 

and passed the rest of the night in agitation and tears. 

フィ リ ニ オ ン の 母 は 、 残 り の 夜 を 動揺 と 涙 の 内 に 過ごし た 。 

On the morrow she sought the lodging of Machates and questioned him 
gently. 

翌日 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 は 、 マ カテ ス の 仮 の 宿 に 行っ て 、 マ カテ ス に 穏やか に 質問 し 
だ 。 

The youmg man confessed that Philinmium visited him every night. 
マカ テス は 、 毎 晩 フィ リ ニ オ ン が マカ テス の 所 を 訪れ る 事 を 告白 し た 。 

"Why refuse her tome?" he said to the mother 

マカ テス は 「 ど うし て 、 あ な た は 娘 の フィ リ ニ オ ン を 私 に 与え る の を 拒む の で すか ?」 
と 話し た 。 

"We are affianced Defore the gods." 

「 私 達 マカ テス と フィ リ ニ オ ン は 神々 の 前 で 婚約 し まし た 。」。 

Then opening a coffer he shewed Charito the ring and girdle of her 
daughter addimg: 

マカ テス は 、 小 箱 を 開け て 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 に フィ リ ニ オ ン の 指輪 と 帯 を 見 せ て 、 下 
記 の 様 に 、 話 し た 。 


She gaVe me these last night, pledgimg me neVer to belong to anyone Dut 
her: 

昨晩 フィ リ ニ オ ン は 、 指 輪 と 帯 を 私 に 与え て 、 私 マカ テス 以外 の 男 の 物 に は 絶対 に 
成ら な いと 碑 っ て くれ まし た 。 

seek therefore to separate us no longer 

も う 私 達 マ カテ ス と フィ リ ニ オ ン を 引き 多 か な いで くだ さい 。 

SITCe 


な ぜ な ら 、 
We are umted Dy a mutual Dromise. 
私 達 マ カテ ス と フィ リ ニ オ ン は 相互 の 敬い で 1 つ に 成っ て いま す 。 


」 

"Wil you therefore in your turn go to the graVe in search of her?" sa1d 
the mother 

フィ リ ニ オ ン の 母 は 「 フ ィ リ ニオ ン を 求め て 、 マ カテ ス 、 お 前 が (フィ リ ニ オ ン の ) 墓 に 行 
け 。」 と 話し た 。 


Phihnnium has Deen dead for these four days, 

4 日 前 に フィ リ ニ オ ン は 死ん だ 。 

and it is douDbtless a sorceress Or a stryge who has assumed her hkKeness 
to dece1ve yOU. 

マカ テス 、 お 前 を だ ます た め に 、 魔 女 か スト リ ゲ ス が フィ リ ニ オ ン の 姿 に 変身 し て いる 
の に 違い 無い 。 

You are the spouse of death, 

マカ テス 、 お 前 は 死者 の 夫 だ 。 

your hair wl whiten tomorroW, 

翌日 に は 、 マ カテ ス 、 お 前 の 髪 は 白く 成る だ ろう 。 

and the day after you also will De Duried. 

人 翌々 日 に は 、 マ カテ ス 、 お 前 も 死ん で 埋葬 され る だ ろう 。 

In this manner do the gods avenge the honour of an outraged famly. 
魔女 か スト リ ゲ ス を 利用 し て 、 神 々 が 、 名 誉 を 傷つけ られ た 家族 の 報復 を し て くれ て 
いる の だ 。 


」 

Machates turned white and tremDled at this 1anguage: 

マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 の 言葉 に よっ て 、 白 く 成り 居 え た 。 

he Degan to fear on his own part that he was the sport of imfernal 
DOWCTrS: 

マカ テス は 、 冥 界 の 力 に 弄 ば れ て いた の で は 、 と 恐れ 始め た 。 

he Degged Charito to Drimg her husDand that evemng, 

マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 に 今晩 フィ リ ニ オ ン の 父 を 連れ て 来る 様 に 頼ん だ 。 
when he would hide them near his room, and at the time of the 
phantom's arrival, would giVe a signal to warn them of the fact. 

マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン の 父 と 母 を マカ テス の 部 屋 の 近く に 隠し て 、 フ ィ リ ニオ ン の 
霊 が 来 た ら 、 フ ィ リ ニオ ン の 父 と 母 に 合図 で 知ら せる つも り で あっ た 。 


They came, 
フィ リ ニ オ ン の 父 と 母 が 来 た 。 
and 


5 eg 


at the allotted hour came also Phihnnium to Machates, 

フィ リ ニ オ ン が 、 マ カテ ス の 所 に 来る 約束 の 時 間 も 来 た 。 

who was in Ded, Dut fully clothed and only pretendimg to sleeD. 

マカ テス は 、 ベ ッ ド の 中 で 体 を 完全 に 響い 隠し て 眠っ て いる ふり を し た 。 

The girl undressed and placed herself Deside hn: 

フィ リ ニ オ ン は 、 服 を 脱い で マカ テス の そば に 来 た 。 

Machates gave the signal: 

マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン の 父 と 母 に 合図 し た 。 

the parents entered with torches and uttered  a great Cry On recogTls1ng 
thenr daughter 

フィ リ ニ オ ン の 父 と 母 は 、 た いま つ を 持っ て マカ テス の 部 屋 に 入り 、 フ ィ リ ニオ ン を 見 
て 大 き な 叩 び 声 を あげ た 。 

Phihnnium, with palhd face, rose from the Ded to her full height, and 
sald in a hollow and terriDle Voice: 

フィ リ ニ オ ン は 、 顔 が 青白 く 成 り 、 ベ ッ ド か ら 起 き 上 が る と 、 こ も っ た 恐ろし い 声 で 下記 
の 様 に 話し た 。 


0 my father and my mother 

お お っ 、 父 と 母 よ 、 

why have you Deen jealous of my happiness 

な ぜ 私 の 幸福 を 始 む の で すか ? 

and why have you Dursued me eVen Deyond the graVe? 
な ぜ 墓 を 超え て まで も 私 を 苦し め る の で すか ? 

My love had compelled the infernal gods: 

私 の 愛 は 冥界 の 神々 を 圧倒 し まし た 。 

the power of death was susDpendedi: 

死 の 力 は 一 時 休止 し まし た 。 

three days only and 1I should have Deen restored to life. 
3 日 間 だ け 私 は 命 を 復活 させ まし た 。 

But 

し か し 、 

YOUT CTuel Cur1os1ty makes Void the miracle of Nature: 
あな た た ちの 冷酷 な 好奇 心 が 自然 の 奇跡 を 無駄 に し まし た 。 
you are kilhmg me a second tme. 

あな た た ち は 私 を 2 度 殺 し た の で す 。 


」 

After these words 

上 記 の 様 に 、 話 し 終え る と 、 

she fell Dack, an inert mass, uDon the Dedi: 

フィ リ ニ オ ン は 、 ベ ッ ド の 上 で 自ら 動か な い 肉 塊 に 戻っ て し まっ た 。 

her countenance faded: a cadaverous odour filled the chamber: 


フィ リ ニ オ ン の 顔色 は 色あせ 、 人 死体 の 様 な 悪臭 が 室内 に 充満 し た 。 

andthere was nothing now Dut the disfigured remains of a girl who had 
been fiVe days dead. 

5 日 間 死 ん で いた 女性 の 醒 い 残骸 だ けが 残さ れ た 。 

On the morrow the whole town Was in commotion oVer this Drodigy. 
翌日 フィ リ ニ オ ン の 驚異 現象 で 都市 全体 が 騒動 に 成っ た 。 

People crowded to the amphitheatre, where the history was recounted 
1m DuDlic, 

大 衆 は フィ リ ニ オ ン の 話 が 公開 され て いる 円 形 劇 場 に 群がっ た 。 

and the crowd then visited the mortuary Vault of Philimmum. 

大 衆 は フィ リ ニ オ ン の 死体 が 安置 され て いる 地下 室 を 訪れ た 。 

There was no sign of her presence, Dut they carme uDon an iron rimg and 
a gilded cup, which she had received as Dresents from Machates. 
墓所 に は フィ リ ニ オ ン の 存在 の 痕跡 は 無かっ た が 、 マ カテ ス か ら 贈 り 物 と し て フィ リ 
ニオ ン が 受け 取っ た 鉄 の 指輪 と 金 で 覆 わ れ た 杯 を 見 る 事 が で きた 。 

The corpse was in the room of the taVern, but the younmg man had 
Vanlshed. 

フィ リ ニ オ ン の 死体 は 宿屋 の マカ テス の 部 屋 に あっ た が 、 マ カテ ス が 隠し た 。 

The divmers were consulted and they directed that the remains should 
be interred without the precimcts of the town. 

相談 され た 占い 師 は 、 フ ィ リ ニオ ン の 死体 を 都市 の 境界 の 外 に 埋葬 する べき で ある 、 
と 指導 し た 。 

Sacrifices Were offered to the Furies and to the terrestrial Mercury: 
供え 物 を 復讐 の 女神 達 フ ュー リズ と 地上 の メル クリ ウス に ささ げた 。 

the celestial manes were conjured and there were offerings to jupiter 
Hospitalis. 

天 の 死ん だ 人 の 霊 に 天 へ 戻っ て も らい 、 供 え 物 を 旅人 の 神 ユ ピ テ ル へ ささ げた 。 
Phlegor, a freedman of Adrian, 

トラ レス の プレ ゴン は ハドリアヌス 帝 の 解放 奴隷 で ある 。 

who was the ocular witmess of these facts, 

トラ レス の プレ ゴン は フィ リ ニ オ ン の 父 異 現象 と いう 事実 の 目撃 者 で あっ た 。 

and relates them in a Drivate letter adds that 

トラ レス の プレ ゴン は 個人 的 な 手紙 で フィ リ ニ オ ン の 父 異 現象 を 説明 し た 後に 、 下 記 
の 様 に 、 書 いて いる 。 

he had to exercise his authority to calm a place disturDed Dy so 
extraordhimary an event, 

「 私 トラ レス の プレ ゴン は フィ リ ニ オ ン の 篤 異 現象 と いう 驚く べき 出来 事 に よっ て 混 
乱 し て いる 場 を 静め る た め に 権力 を 発揮 する 必要 が 有 っ た 。」。 

and 

まだ 、 

he fimshes his story with the followimg words: 

下記 の 様 な 言葉 で 、 ト ラ レ ス の プレ ゴン は 個人 的 な 手紙 を 終え て いる 。 


Tf you think fit to inform the emperor 

も し 、 あ な た が ハドリアヌス 帝 に 知ら せる の が 適切 で ある と 考え る な ら ば 、 

let me kmowW, 

私 トラ レス の プレ ゴン に 知ら せ て くだ さい 

that Imay send some of those who have Deen witnesses of these things. 
私 トラ レス の プレ ゴン は フィ リ ニ オ ン の 篤 異 現象 を 目撃 し た 人 を 何人 か 派遣 で きま 
す 。 

」 

The history of Philinnium is therefore well authenticated. 

フィ リ ニ オ ン の 話 は 事実 で ある と 十分 に 確証 され て いる 。 

A great German poet has made it the suDject of a Dallad which eVeryone 
knows under the ttle ofthe Bride of Corinmth. 

大 いな る ドイ ツ の 詩人 ゲー テ は フィ リ ニ オ ン の 話 を 「 コ リン ト の 花嫁 」 と いう 名 前 で 知 
られ て いる 物語 詩 の モチ ー フ に し た 。 

He supposes that the girl's parents were Christtans, and this giVes him 
the opporturuty to make a Dowerful poetic contrast Detween human 
passlons and the duties of religion. 

ゲー テ は 「 コ リン ト の 花嫁 」 の 両親 を キリ スト 教徒 に し て 、 人 の 情熱 と 宗教 の 義務 を 
対立 させ て 詩 的 に 力強く 引き 立た せ て いる 。 

The mediaeVal de( = of) monographers haVe not failed to explann the 
resurTectiorl, OY DOSsiDly the apparent death of the youmg Greek 1ady, as 
a diaDohcal oDsession. 

中 世 の 研 究 者 は 若い ギリ シャ の 令嬢 フィ リ ニ オ ン の 復活 また は 外見 上 の 死 を 悪霊 
の 絡 依 と し て 説明 し た 。 

On our 0WT Dart, We recogmlse an hysterical Coma accomparued Dy 
lucid somnamDpulism: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 細 オン の 話 に 、 興 稚 し た 紀 睡 状態 を 伴う 、 意 識 が は っ きり と 
し て いる 夢遊 病 を 認め 

the father and Be of Phihnnium killed her Dy their rough 
awakeming 

フィ リ ニ オ ン の 父 と 母 は 、 フ ィ リ ニオ ン を 手 荒 に 覚醒 させ て 、 フ ィ リ ニオ ン を 殺 し て し 
まっ た の で ある 。 

and public imagination exaggeratedl all the circumstances of this 
historyr 

大 衆 は 妄想 で フィ リ ニ オ ン の 話 の 詳細 を 全て 誇張 し て し まっ た 。 

The terrestrial Mercury, to whom sacrifices were ordained Dy diviners, 
1s no other than the Astral Light persomufied. 

占い 師 が 供え 物 を ささ げ る 様 に 指導 し た 、 地 上 の メル クリ ウス と は 、 擬 人 化し た 星 の 
光 で ある 。 

It is the fluidic gemius of the earth, 

星 の 光 は 、 地 上 の 流体 の 震 で ある 。 


fatal for those who arouse it without kmowing how to direct 

星 の 光 は 、 傾 ける 方 法 を 知ら な いで 星 の 光 を 目覚 め さ せ る 人 に は 致命 的 で ある 。 
it is the focus of physical life 

星 の 光 は 、 物 質 的 な 命 の 岩 源 で ある 。 

and the magnetised receptacle of death. 

星 の 光 は 、 磁 化 さ れ た 死 の 貯蔵 所 で ある 。 

This blind force, 

星 の 光 は 、 盲 目的 な 力 で ある 。 

which the power of Christiamity enchaimed and cast into the aDySSs, 

キリ スト 教 の 力 は 星 の 光 を 鎖 で つなぎ 深淵 に 投げ 入れ た 。( ヨ ハネ の 黙示 録 20 章 
「 天 使 は 古い 蛇 を 鎖 で し ば り 深 淵 に 投げ 入れ た 。」。) 

mearung into the centre of the earth, 

深淵 と は 、 地 の 中 心 を 意味 する 。( 天 ⑤ 地 。) 

made its ]ast efforts and marufested its fimal conVvulsions Dy monstrous 
Dirths among DarDar1ans. 

星 の 光 は 、 未 開 の 民族 の 中 に 、 最 後 の 作品 と し て 、 最 後 の け いれ ん の 表現 と し て 、 巨 
大 な 奇形 の 動物 を 誕生 させ た 。 

There is scarcely a dhstrict in which the preachers of the gospel dnd not 
have to contend with ammmals in hideous forms, Deimg incarnations of 
1dolatry in its death-throes. 

どの 地域 で も 福音 の 伝道 者 は 偶像 崇拝 の 断末魔 に お ける 化身 で ある 醍 い 姿 形 の 
動物 と 戦う 必要 が 有 っ た 。 

The VouiVres, graoullis, gargoyles, tarasdues are n0ot allegorical onIy: 
ワイ バー ン ま た は ヴイ ー ヴ ル 、 大 蛇 Graoully、 ガ ー ゴ イル 、 タ ラス ク の 話 は 例え 話 だ 
け で は な い (、 実 話 の 場合 も ある )。 

it is certain that moral disorders Droduce Dhysical deforrmities and d0, 
to some extent, realise the frightful forms attriDuted Dy tradition to 
demons. 

倫理 道徳 の 混乱 が 、 物 質 的 な 奇形 を 生じ た り 、 悪 魔 の 姿 で ある と 口伝 に よっ て 考え 
られ て いる 本 い 形 を ある 程度 実現 する 、 の は 確か で ある 。 

The question arises whether those fossil remains from which Cuvier 
Duult up his mammoth monsters Delong really in all cases to epochs 
Drecedimg our creation. 

学者 ジョ ル ジ ュ キュ ヴィ エ が 組み 立て た 、 巨 大 な 動物 の 化石 の 残骸 は 全て 本 当 に 
人 が 創造 され る 前 の 時 代 の 物 で ある か どう か 疑問 が 生じ る 。 

Is also that great dragon merely an allegory 

巨大 な 竜 は 単なる 例え 話 で ある の か ? 

which Regulus is represented as attackimg with machines of war 

レグ ルス が 戦争 で 使う 機械 の 兵器 で 攻撃 し た と 記さ れ て いる 巨大 な 竜 は 例え 話 で 
ある の か ? 

and which according to LiVy and Plimy HVed on the Dorders of the riVer 
Bagradla? 


リウ ィ ウ ス と プリ ニウス に よる と 、 バ グラ ダス 川 の ほとり に いた 巨大 な 竜 は 例え 話 で あ 
る の か ? 

His skin, which measured 120 feet, was sent to Rome and was there 
preserved untl the period of the war with Numantla. 

バグ ラダ ス 川 の 竜 の 皮 の 長 さ は 120 フィ ー ト (、35.52 メー トル ) で 、 ロ ー マ に 送ら れ て 、 
ヌメ マン ティ ア 戦 争 の 時 まで 保存 され て いた 。 

There was an ancient traditton that when the gods were angered Dy 
extraordimary crimes, they sent monsters uDon earth, 

人 に よる 邊 く べき 罪 に 神々 が 怒る と 神々 は 巨大 な 動物 を 地上 に 派遣 する 、 と いう 古 
代 の 口伝 が 存在 する 。 

and this tradition is too universal not to De founded upon actual facts: 
人 に よる 和 驚く べき 罪 に 神々 が 怒る と 神々 は 巨大 な 動物 を 地上 に 派遣 する 、 と いう 古 
代 の 口伝 は 普遍 過ぎ る た め 実 際 の 事実 に 基づい て いる と 考え られ る 。 

it follows that 

その た め 、 

the stories concernmg It Delong more freduertly to history than 
mythology. 

竜 と いっ た 巨大 な 動物 に つい て の 話 は 、 神 話 の 話 と 言う より も 、 歴 史上 の 実話 で あ 
る 場合 が 多い 。 

In all memorials of DarDarian races, at that epoch when Christiamity 
conduered them wrth a view to their civihsation, we find (a) the 1ast 
traces Of high magical initiation spread formerly throughout the world, 
(1) 文 明 化 と いう 観点 で キリ スト 教 が 未開 の 民族 を 圧倒 し た 時 の 、 未 開 の 民族 の 歴 
史 に は 、 古 代 の 世界 中 に 広まっ て いた 天 の 高 等 な 魔術 の 秘伝 伝授 の 最後 の 痕跡 
が 見 つか る 。 

and 

また 、 

(⑪) proofs of the degeneraton which had Defallen such primitive 
revelation, together wrth the idolatrous vlleness into which the 
symbolism of the old world had 1apsed. 

(2) 文 明 化 と いう 観点 で キリ スト 教 が 未開 の 民族 を 圧倒 し た 時 の 、 未 開 の 民族 の 歴 
史 に は 、 古 代 の 世界 の 象徴 主義 が 酸 悪 な 偶像 崇拝 に 堕落 し て し まっ た の と 同時 に 、 
原初 の 啓示 が 堕落 し て し まっ た 証拠 が 見 つか る 。 

In place of the disciples of the Magi, diviners, sorcerers amd enchanters 
relgmed everywhere: 

マギ の 真 の 弟子 の 代わ り に 、 上 占い 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 、 誘 惑 者 が 至る 所 で 支配 
的 に 成っ て し まっ た 。 

God was forgotten in the deification of men. 

人 の 神格 化 に よっ て 、 神 は 忘れ 去ら れ て し まっ た 。 

The example was giVen Dy Rome to Its VariOUS DrOVITCeS, 

ロー マ は 旦 帝 の 神格 化 と いう 人 の 神格 化 の 見 本 を 多数 の 属 州 に 見 せ て し まっ た 。 
and the apotheosis of the Caesars familiarised the whole world with the 
religion of sangulnary deities. 


ロー マ 星 帝 の 神格 化 は 血 を 好む 邪神 の 邪教 を 全 世 界 に 広め て し まっ た 。 

Under the name of Irminsul, the Germans Worshipped and sacrificed 
human Victms to that Armminmius or Hermann who caused Augustus tO 
mourr the lost legions of Varus. 

イル ミン スル と いう 名 前 の 下 で 、 ゲ ルマン 民族 は 、 ロ ー マ 旦 帝 ア ウ グ ス トゥ ス に 「 ロ ー 
マ 軍 の 総司 令 官 ウ ァ ルス よ 、 私 の 軍団 を 返し て くれ !」 と 嘆 か せ た 族長 アル ミニ ウス 
= 族長 ヘル マン を 崇拝 し て 人 の 生 費 を ささ げた 。 

The Gauls referred to Brenmus the attriDutes of Tararus and of Teutas, 
burmnng in his honour colossi Duilt of rushes and fled with Romans. 
ガリ ア 人 は 、 ケ ルト の 神 タ ラニ ス や 神 テ ウタ テス の 属性 を ロー マ を 侵略 し た 族長 ブレ 
ン ヌ ス に 当て は め て 、 族 長 ブ レン ヌス を た た えて 族長 ブレ ン ヌ ス の 巨人 像 を イグ サ で 
建て 、 ロ ー マ 人 を 族長 ブレ ン ヌ ス の 巨人 像 に 詰め て 焼き 殺し た 。 

Materialism relgned everyWhere, 

物質 主義 が 至る 所 で 支配 的 に 成っ て し まっ た 。 

1dolatry Deing synonymous therewrth, 

偶像 崇拝 は 物質 主義 と 同義 で ある 。 

as 1s also the superstition 

偶像 崇拝 は 迷信 で ある 様 に 。 

which is eVer cruel Decause 1t 1s always Dase. 

迷信 は 、 常 に 劣悪 な の で 、 常 に 残酷 で ある 。 

Providence, which predestimed Gaul to Decome the most Christan 1and 
Of FranCe, 

神意 は ガリ ア を フラ ンス と いう キリ スト 教 の 国家 に する 運命 に 定め て いた 。 

caused, however the light of eternal truths to shine forth therein. 
神意 は ガリ ア で 永遠 の 真理 の 光 を 輝 か せ た 。 

The original Druids were true children of the Magi, 

最初 の ドル イド は マギ の 真 の 魔術 の 子孫 で ある 。 

their initation deriving from Egypt and Chaldea, 

ドル イド の 秘伝 伝授 は エジプト と カル デア か ら 得 た 。 

Or in other Words, 

また は 、 言 い 換え る と 、 

from the purest sourCes Of Drirmitive KaDalah. 

ドル イド の 秘伝 伝授 は 原初 の カバ ラ の 最も 純粋 な 源泉 か ら 得 た 。 

They adored the Trinity under the names of ISis or Ilesus, benmg 
SuDreme harmonyi: 

ドル イド は 三位一体 を 無 上 の 調和 で ある イシ ス ま た は Ilesus と いう 名 前 の 下 で 敬 
礼 し た 。 

Belen or Bel, meaning the Lord in Assyrian and havimg corresDondence 
wrth the name Adonai: 

三位一体 の うち 、 ケ ルト の 神 ベ レン (また は 神 ベ レ ヌ ス ) ま た は オリ エン ト の 主神 ベル 
は 、 ア ッ シ リ ア 語 で 「 主 (で ある 神 )」 を 意味 し 、 ヘ へ ブ ライ 語 で 「 主 (で ある 神 )」 を 意味 す 
る アド ナイ と いう 神 の 名 前 に 対応 し て いる 。( ケ ルト の 神 ベ レ ヌ ス 、 ベ レン は ギリ シャ の 
神 ア ポロ ン と 同一 視 さ れ た 。) 


Cammul or Camael, a name which persorufies divine justice in the 
Kabalah. 

三位一体 の うち 、Camul また は 天使 カマ エル は 、 カ バラ で は 神 の 正義 を 擬人 化し た 
名 前 で ある 。 

Beneath this triangle of light they postulated a divine reflection, also 
consistimg of three Dersorufied emanations, beng: 

イシ ス ま た は Ilesus、 ベ レン (また は ベレ ヌス ) ま た は ベル 、Camul また は カマ エル と 
いう 光 の 三角 形 の 下 に 、 ド ルイ ド は 、 テ ウタ テス と いっ た 3 つの 擬人 化 さ れ た 放射 物 
また は 存在 に よる 、 神 の 反映 を 仮定 し た 。 

Teutas or Teuth, identical with the Thoth of the Egyptians, and the Word 
or formulated Intelhgence: 

3 つの 神 の 反映 の うち 、 ケ ルト の 神 テ ウタ テス は 、 エ ジ プ ト 人 に と っ て の 神 ト ー ト で あ 
り 、 神 の 言葉 イエ ス ま た は 明確 に 話さ れ た 知性 で ある 。( ケ ルト の 神 テ ウタ テス は メル 
クリ ウス と 同一 視 さ れ た 。 ト ー ト 、 ヘ ル メ ス 、 メ ルク リウ ス 、 カ ドモ ス は エノク で ある 。) 
then Strength and Beauty the names of which Varied like the emDblems. 
3 つの 神 の 反映 の うち 、 力 と 美 は 、 象 徴 の 様 に 多様 な 名 前 で ある 。 

Finally they completed the sacred septenary Dy a myster1ous iTmage 
reDresentimg the progress Of dogma and its developments to come. The 
form was that of a young girl, Veiled and Dearing an infant in her armms: 
3 つの 神 の 反映 の うち 、 ヴ ェ ー ル を か ぶっ て いる 幼子 を 腕 で 抱い て いる 若い 少女 と 
いう 形 に よっ て 、 現 在 の 考え の 進歩 と 未来 の 考え の 進歩 を 表す 神秘 の 象徴 に よっ て 、 
ドル イド は 神 の 7 つ 1 組 を 完成 し た 。 

they dedicated this symDbol to the virgin who shall Dear a child. 

ドル イド は 、 ヴ ェ ー ル を か ぶっ て いる 幼子 を 腕 で 抱い て いる 若い 少女 と いう 象徴 を 、 
神 の 子 イ エス を 産む 処女 マリ ア に ささ げた 。 

The ancient Druids Iived in strict aDstimence, 

古代 の ドル イド は 厳し い 禁 欲 生活 を し た 。 

Dreserved the deepest secrecy concernng their myster1eSs, 

ドル イド は 最深 の 注意 で 神秘 に つい て 秘密 を 守っ た 。 

studied the natural scienCes, 

ドル イド は 自然 の 知 を 学ん だ 。 

and only admitted new adepts after Drolonged imitiations. 

ドル イド は 長い 入門 の 試練 の 後 で の み 新しい 達 道 者 を 受け 入れ た 。 

There was a Celebrated Druidic college at Autun 

フラ ンス の 都市 オー タン に 高 名 な ドル イド の 団体 が あっ た 。 

and, accordinmg to Sa1nt Fo1X, 

Saimt Foix に よる と 、 

lts armorial Dearimgs stll exist in that toWn. 

ドル イド の 団体 の 紋章 が フラ ンス の 都市 オー タン に 未だ 存在 する 。 

They are aZure, 

ドル イド の 団体 の 紋 草 は 青色 で ある 。 

wrth serpents argent couchant, surmounted Dy mistletoe, garmished 
with acorns Vert, 


ドル イド の 団体 の 紋章 に は 、 緑 色 の (オー ク の ) ド ング リ で 飾ら れ た ヤ ド リ ギ を 載せ た 、 
銀色 の 頭 を も た げた 蛇 が 描か れ て いる 。 

to dhistmguish it fromm other mistletoe, 

ドル イド の 団体 の 紋章 で 、( オ ー ク に 寄生 し て いる ) ヤ ドリ ギ が (オー ク の ) ド ング リ で 飾 
られ て いる の は 、( オ ー ク 以外 に 寄生 し て いる ) 他 の ヤ ド リ ギ と 区 別 す る た めで ある 。 
(ドル イド は ヤ ド リ ギ の うち オー ク に 寄生 し て いる ヤ ド リ ギ を 特別 視 し た 。) 

It Deimg the oak 

ドン グリ は オー ク に 成る 。 

and not the mistletoe which naturally Dears the acorns. 

ヤ ド リ ギ が 自然 に (オー ク の ) ド ング リ の 実 を つけ る 事 は 無い 。 

Mistletoe is a Daras1tc plant 

ヤ ド リ ギ は 寄生 植物 で ある 。 

which has fruit particular to itself. 

ヤ ド リ ギ は 独自 の 実 を つけ る 。 

The Druids Duilt no temples Dut worked the rites of their religion on 
dolmens and in forests. 

ドル イド は 神殿 を 建て な か っ た が 、 巨 石室 ドル メン や 森 の 中 で ドル イド の 宗教 の 儀 
式 を 行っ た 。 

The mechanical means Dy which they raised such colossal stones to 
formm their altars is even now a matter of speculation. 

どの 様 な 機械 的 な 手段 に よっ て 、 ド ルイ ド が 巨石 を 持ち 上 げ て 祭壇 を 形成 し た か は 、 
現在 で も 推測 の 域 を 出 な い 。 

These erections are stll to De seen, dark and mysterlous, under the 
clouded skKy of Armorica. 

アル モリ カ 地 域 の 曇り 空 の 下 で 、 ド ルイ ド の 巨石 に よる 建造 物 は 神秘 的 に 未だ に 見 
られ る 。 

The old sanctuaries had secrets which haVe not come down to US. 
古代 の 聖 所 に は 、 現 代 人 に まで 伝わら な か っ た 秘密 が ある 。 

The Druids taught that the souls of ancestors watched over children: 
先祖 の 魂 は 子孫 を 見 守る 、 と ドル イド は 教え た 。 

that they were made happy by ther glory and suffered in ther shame: 
先祖 の 魂 は 子孫 の 名 誉 に 喜び 子孫 の 恥 に 苦し む 、 と ドル イド は 教え た 。 

that protectimg gerl oVershadowed trees and stones of the fatherlandi 
守護 霊 で ある 英霊 は 祖国 の 木々 と 石 々 に 隠れ て いる 、 と ドル イド は 教え た 。 

that the warrior who died for his country explated all his offences, 
fulfilled his task with digmity, was elevated to the rank of a genius and 
exerclsed henceforth the power of the gods. 

自国 の た め に 戦死 し た 戦士 は 、 全 て の 自分 の 罪 を つぐ な っ た 事 に 成り 、 気 高く 自分 
の 務め を 果たし た 事 に 成り 、 神 の 聖霊 と いう 位階 に 昇格 し 、 神 々 と し て の 力 を 発揮 で 
さる 様 に 成る 、 と ドル イド は 教え た 。 

It followed that 

その た め 、 

for the Gauls patriotism itself was a religion: 


ガリ ア 人 に と っ て 愛国 心 と は 宗教 で あっ た 。 

women and even children carriedl armms, it necessary, to withstand 
1nVas1Oo. 

必要 が あれ ば 、 侵 略 に 抵抗 する た め に 、 女 性 や 幼子 で すら 武器 を と っ た 。 

]oan of Arc and jeanne Hachette of Beauvals Only carried on the 
traditions of these noDle daughters of the Gauls. 

ジャ ン ヌ ダル ク や 1472 年 に フラ ンス の 都市 ボー ヴェ を 差 ア シェ ッ ト で 守っ た 18 歳 
の 少女 「 ジ ャ ン ヌ アシ ェ ッ ト 」、「 基 の ジャ ン ヌ 」 は ガリ ア 人 の 高貴 な 娘 達 の 伝統 を 
保っ た に 過ぎ な い 。 

It is the magic of rememDrances which cleaves to the soil of the 
fatherland. 

愛国 心 は 祖国 の 土 に 結び つい た 記憶 と いう 魔術 で ある 。 

The Druids were Drlests and DhyVsS1c1anS, 

ドル イド は 祭司 で あり 医者 で あっ た 。 

curimg Dy magnettsm 

ドル イド は 星 の 光 と いう 磁気 に よっ て 治し た 。 

and charging amulets with their fluidic influence. 

ドル イド は 星 の 光 と いう 流体 の 感化 力 を アミ ュ レ ッ ト に 籠 ( こ ) め た 。 

Their umiversal remedies were mustletoe and serDents' eggS, 

ドル イド の 万 能 薬 は ヤ ド リ ギ と 蛇 の 卵 で あっ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

these substances attract the Astral Light in an especial manner 

特に 、 ヤ ドリ ギ と 蛇 の 卵 は 星 の 光 を 引き 寄せ る 物質 で ある 。 

The solemmnity wlth which mistletoe was cut drew down upon this plant 
the popular confidence and rendered it DOWerfully magnetiC. 

ヤ ド リ ギ を 切る ドル イド の 料 厳 な 儀式 は 、 ヤ ドリ ギ に 対す る 大 衆 の 信頼 を 引き 起こ し 
て 、 力 強い 星 の 光 と いう 磁気 を ヤ ド リ ギ に 与え る 。 

It came aDout in this manner that 

上 記 の 様 に し て 、 

it worked marvellous cures, aDoVe all when it was fortified Dy the 
Drunds wrth conjurattons and charrms. 

特に 、 ド ルイ ド が ヤ ド リ ギ を 祈願 と 呪文 に よっ て 強化 する と 、 ヤ ドリ ギ は 不思議 な 治癒 
力 を 発揮 し た 。 

Let us not accuse Our forefathers of over great credulity herein: 

エリ ファ ス レヴ ィ の 先祖 ガリ ア 人 を 軽 信者 で ある と 非難 する な か れ 。 

1t may De that they knew that which is 1ost to us. 

多分 、 ガ リア 人 は 現代 まで に 失わ れ て し まっ た 知 を 知っ て いた 。 

The progress of magnetism wil some day reveal to us the aDsorDing 
properties of mmistletoe: 

いつ の 日 か 、 磁 気 学 の 進歩 は ヤマ ドリ ギ の 吸収 する 性 質 を 現代 人 に 明か す で あ ろう 。 


we shall then understand the secret of those spongy growths which 
draw the umused Virtue of plants and Decome surcharged with tmctures 
and SaVOUTS. 

そし て 、 植 物 の 未 使用 の 力 を 引き 出し て 色彩 と 風味 を 増す ヤ ド リ ギ と いっ た 吸収 性 
の 植物 の 秘密 を 理解 する で あろ う 。 

Mushrooms, truffles, gall on trees and the different kinds of mistletoe 
wll De employed with understanding Dy a medical science which wl 
De new Decause it 1S old. 

マッ シュ ルー ム 、 ト リュ フ 、 躍 や 菌 に よる 木 の 疹 (こぶ)、 各 種 ヤ ドリ ギ を 古代 か ら あ る た 
め 新 し く 成る で あろ う 医 学 の 知 に よっ て 理解 し て 応用 する で あろ う 。 

We shall cease to ridicule Paracelsus, who collected moss (usnea) from 
the skulls of hanged men: 

吊る され た 男 の 頭 蓋 骨 か ら ( サ ルオ ガセ と いう ) コ ケ を 集め た パラ ケル スス を 笑い も 
の に する 事 を 止め る で あろ う 。 

Dut 

し か し 、 

one must not moVe dulcker than sclenCe, 

学問 より 先 走 る な か れ 。 

which recedes that it may adVvance the further 

学問 が 後退 する の は 、 さ ら な る 前 進 の た めで ある 。 


CHAPTER II 

魔術 の 歴史 第 4 巻 2 章 

INFLUENCE OF WOMEN 

女性 の 影響 

Im imposing upont woman the seVere and tender duties of motherhood 
Providence has entitled her to the protection and respect of man. 
神意 は 、 母 性 と いう 厳し い が 優 し くも ある 義務 を 女性 に 負わ せ て 、 男 性 か ら の 保護 と 
避 意 を 得る 権利 を 女性 に 与え た 。 

Made suDject by Nature itself to the conseduence Of affections 

自然 は 、 女 性 を 愛 と いう 影響 に 従わ せる 。 

which are her life, 

愛 は 女性 の 命 で ある 。 

she leads her masters Dy the chains which 1ove Drovides, 

女性 は 、 女 性 の 主 で ある 男性 を 愛 が も た ら す 鎖 に よっ て 誘導 する 。 

and the more fully that she is in conformity with the 1aws which 
constitute and also defend her honour the greater is her sway, and the 
deeper that resDect which Delongs to her in the sanctuary of the family. 
女性 が 、 女 性 の 名 誉 を 形成 する 法 に 従う ほど 、 女 性 の 名 誉 を 守る 法 に 従う ほど 、 家 
庭 と いう 聖 所 に お いて 、 女 性 の 影響 力 は 大 きく 成る し 、 女 性 性 へ の 敵意 は 深く 成る 。 
To revolt is for her to aDdicate, 

女性 に と っ て 、 従 わな い 事 、 反 抗 す る 事 は 、 女 性 と いう 地位 を 放棄 する 事 で ある 。 
and to temmpt her Dy a pretended emanclpaton is to recommend her 
divorce Dy condemmning her beforehand to sterility and disdain. 

母性 以外 の 偽 の 解放 に よっ て 女性 を 誘惑 する 事 は 、 不 妊 、 不 毛 と 作 辱 が 事前 に 運 
命 づ けら れ た 離婚 を 女性 に すす め る 事 で ある 。 

Christamnty alone has the power to emancipate woman Dy calhng her to 
Virgimity and the glory of sacrifice. 

キリ スト 教 だ けが 、 処 女性 と 献身 の 栄光 を 女性 に 求め て 、 女 性 を 解放 する 力 を 持っ 
て いる 。 

Numa foresaw this mystery when he instituted the Vestals: 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 ウ ェ ス タ の 処女 、 ウ ェ ス タ の 巫女 と いう 制度 
を 定め た 時 、 女 性 解放 の た め の 神 秘 を 予見 し て いた 。 

but the Druids forestalled Christanity Dy giving ear to the inspirations 
of virgims amd paying almost divine honours to the priestesses Of the 
island of Sayne( = Seir). 

ドル イド は 、 処 女 の 霊感 に 耳 を 傾け て 、 ほ と ん ど 神 に 対し て の 様 な 敬意 を サン 島 の 処 
女 の 巫 女 セ ー ヌ また は ガリ セナ エ に 払っ て 、 キ リス ト 教 を 先取 り し て いた 。 

In Gaul women did not preVail Dy their coquetry and their Vices, Dut 
they ruled Dy their counsels: 

女性 は 、 婚 (こび ) や 悪徳 に よっ て で は な く 、 助 言 に よっ て ガリ ア を 統治 し て いた 。 
apart from their concurrence, neither Deace nor War were made: 

ガリ ア で は 、 女 性 の 協力 無し で は 、 平 和 も 戦い も 成 さ れ な か っ た 。 


the interests of the hearth and famly were thus pleaded Dy mothers 
ガリ ア で は 、 助 言 や 協力 に よっ て 、 母 達 は 家庭 へ の 関心 を 懇願 し た 。 

and the national pride shone in the jight ofjusttce when it Was 
tempered Dy the maternal love of countryi 

母性 愛 的 な 愛国 心 が 愛国 心 的 な 自尊 心 を 調節 し た 時 、 愛 国 心 的 な 自尊 心 は 正 し 
さと いう 光 の 中 で 輝け た 。 

Chateaubriand calummniated Velleda Dy representimg her as yielding to 
the loVe of Eudorus: 

フラ ン ソ ワ ルネ ド シャ トー ブリ アン は 、「 閣 教 者 」 で ドル イド の 巫女 ヴェ レダ が ウド ー 
ル か ら の 愛 に 負け た と いう 誤っ た 作り 話 を 記し て 、 巫 女 ヴ ェ レ ダ を 誹謗 中 傷 し て いる 。 
she HVed and died a Virgin. 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 処 女 の ま ま 生 き て 死ん だ 。 

When the Romans invaded Gaul, she was already advanced in years 
古代 ロー マ 人 が ガリ ア を 侵略 し た 時 、 巫 女 ヴ ェ レ ダ は すでに 高齢 で あっ た 。 

and was a sDecies of Pythia 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 一 種 の 古代 ギリ シャ の デル ポイ の アポ ロン 神殿 の 巫女 の 
様 な 者 で あっ た 。 

who prophesied amidst great solemmntes 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 大 い に 蘭 厳 な 儀式 の 中 で 予言 し た 。 

and whose oracles were preserVed wrth Veneraton. 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ の 神託 は 、 明 敬 し て 保存 され た 。 

She was clothed in a long Dlack vestment, havimg no sleeVes: 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 袖 が 無い 、 長 い 黒 い 外 衣 を まとっ て いた 。 

her head was covered Dy a white Veil, which came down to her feet: 
ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 頭 か ら 足 まで 、 白 い ヴ ェ ー ル で っ て いた 。 

She wore a VerVain CTOWTL 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 バ ー ベ イン の 王冠 を か ぶっ て いた 。 

andl a sickle Was placed in her girdle: 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 鎌 (か ま ) を 帯 に つけ て いた 。 

her sceptre was in the form of a distaff 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ の 王 乱 は 、 糸 巻き 棒 の 形 を し て いた 。 

her right foot was shod with a sandal and her left foot wore a kimd of 
chaussure 8 DOoulaine. 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 右 足 に サン ダル を 履き 、 左 足 に 一 種 の 爪先 が 失っ て 反り 
返っ た 靴 を 履い て いた 。 

At a later Deriod the statues of Velleda were taken for those of Berthe au 
grandl Dled. 

後に 、 ヴ ェ レ ダ の 像 は 、「 大 足 の ベル ト 」、「 ピ ピン 3 世 の 王 妃 ベ ルト ラー ドド ラン 」 の 
像 で ある と 誤解 され た 。 

The High Priestess Dore, as a fact, the insignia of the protectimg divimty 
ofthe female Druids: 

ドル イド の 女性 の 大 祭司 ヴェ レダ は 、 女 性 の 祭司 ドル イド の 守護 神 ヘ ル タ の 印 を 
持っ て いた 。 


she was Hertha, or Wertha, the youthful Gaulish Isis, the Queen of 
Heaver, the Virgin who must Dring forth a child. 

大 地 の 女 神 ヘ ル タ ( ま た は ネル トゥ ス ) は 、 若 い ガ リア の イシ ス 、 天 の 女王 、 神 の 子 イ 
エス を 産む 処女 で ある 。 

She was depicted with one foot on the earth and the other on the water 
女神 ヘル タ は 、 一 方 の 足 を 地上 に 、 他 方 の 足 を 水上 に 置い た 姿 で 描か れ て いる 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

she was dueer of initiation and presided Over uni1versal sclenCe. 
女神 ヘル タ は 、 秘 伝 伝授 の 女王 で あり 、 普 遍 の 知 の 主 で ある 。 

The foot set upon the water Was usually supported Dy a shi, 

通例 、 女 神 ヘ ル タ が 水上 に 置い て いる 足 は 、 船 に よっ て 支え られ て いる 。 
analogous to the Dark or conch of the ancient Is1s. 

女神 ヘル タ の 水上 の 足下 の 船 は 、 古 代 エ ジ プ ト の 女神 イシ ス の 帆船 、 ま た は 、 ほ ら 
貝 を 類推 させ る 。 

She held the distaff of the Fates wound aDout wrth a thread, Dart Dlack, 


Dart white, 

女神 ヘル タ の 王 凛 で ある 運命 の 三 女神 の 糸巻 き 棒 は 、 黒 い 部 分 と 白い 部 分 が ある 
糸 を 巻き 取っ て いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 


she presided over all forms and symDbols, and it was she who wove the 
Vestment of ideas. 

女神 ヘル タ は 、 全 て の 形 と 象徴 の 主 で あり 、 概 念 の 外 衣 (で ある 形 ) を 織る 。 

She was also giVen the allegorical form of the syrens, half woman and 
half fish, 

女神 ヘル タ は 、 上 半身 が 人 の 女性 で 下半身 が 魚 で ある 、 古 代 ギ リ シ ャ の 女神 セイ 
レー ン の 象徴 的 な 姿 で 描か れ て いる 場合 も ある 。 

OT 

また は 、 

the torso of a Deautiful girl whose legs were serDents, 

女神 ヘル タ は 、 上 半身 が 美しい 人 の 少女 で 両脚 が 2 頭 の 蛇 で ある 姿 で 描か れ て い 
る 場合 も ある 。 

sigmifyinmg the flux of thimgs 

女神 ヘル タ の 姿 の うち の 1 つ で ある 両脚 の 2 頭 の 蛇 は 、 も の の 流れ 、 物 の 電磁 気 の 


束 、 物 事 の 変化 を 表す 。 
and 
まだ 、 


the analogical alhance of opposites in the marifestation of all occult 
forces of Nature. 

女神 ヘル タ の 姿 の うち の 1 つ で ある 両脚 の 2 頭 の 蛇 は 、 自 然 の 陣 さ れ た 2 つの 力 
の 表れ で ある 2 つの 正反対 の も の の 類推 可能 性 に よる 結合 を 表す 。 

Under this last form Hertha took the name of Melusine or Melosina, 


上 半身 が 美しい 人 の 少女 で 両脚 が 2 頭 の 蛇 で ある 姿 で 描か れ て いる 女神 ヘル タ は 、 
メリ ュ ジ ー ヌ と いう 名 前 を 持っ て いる 。 

the musician, the singer that is to say the syren who reveals harmones. 
メリ ュ ジ ー ヌ は 、 女 性 の 音楽 家 で あり 、 歌 姫 で あり 、 調 和 を 明か す 古 代 ギ リ シ ャ の 女 
神 セ イレ ー ン と 言え る 。 

Such is the origin of the legends concerming Queen Bertha and the fairy 
Melusine. 

女神 ヘル タ が 、 女 王 ベ ル タ や 妖精 メリ ュ ジ ー ヌ に つい て の 伝説 の 起源 で ある 。( 妖 精 
は 神 の 聖霊 に 近い 四 大 元素 の 霊 で ある 。) 

The latter came, it iS said, in the eleventh century to a lord of Lusignan: 
妖精 メリ ュ ジ ー ヌ は 、11 世紀 に リュ ジニ ャ ン の 領主 の 所 に 来 た 、 と 言わ れ て いる 。( 妖 
精 は 神 の 聖霊 に 近い 四 大 元素 の 霊 で ある 。) 

she was loved Dy him, 

リュ ジニ ャ ン の 領主 は 、 メ リュ ジー ヌ に 恋し た 。 

and their espousals took place on the condition that he did not seek to 
penetrate certain mysteries of her existenCe. 

メリ ュ ジ ー ヌ の 正体 の 謎 を 探 ら な い 、 と いう 条件 で 、 リ ュ ジ ニャ ン の 領主 と メリ ュ ジ ー 
ヌメ は 結婚 し た 。 

That promuse Was g1VeT, Dut jealousy Degot Curlos1ty and led to Derjury. 
リュ ジニ ャ ン の 領主 は 、 メ リュ ジー ヌ の 正体 を 探 ら な いと 約束 し た が 、 や きも ち が 好 奇 
心 を も た らし て 、 約 束 を 破っ て し まっ た 。 

He spied upon Melusine and surprised her in one of her 


metamorDphoseS, 

リュ ジニ ャ ン の 領主 は 、 メ リュ ジー ヌ を 探っ て 、 メ リュ ジー ヌ が 変身 する 現場 を 見 て し 
まま 

for 

な ぜ な ら 、 


Once eVery week the fairy resumed her serDert legs. 

週 に 1 日 だ け 、 妖 精 メ リュ ジー ヌ は 、 両 脚 が 2 頭 の 蛇 で ある 姿 に 戻っ て し まう 。 

He uttered a Cry 

リュ ジニ ャ ン の 領主 は 、 絶 望 と 恐怖 の 叫び 声 を あげ て し まっ た 。 

which was answered Dy one far more desDairing and terriDle. 
メリ ュ ジ ー ヌ は 、 よ り 大 き な 絶 望 と 恐怖 の 叫び 声 で 応え る 事 に 成っ て し まっ た 。 
Melusine disappeared 

メリ ュ ジ ー ヌ は 、 姿 を 消し た 。 

Dut 

が か も 、 

still returns, makimg 1amentation whenever a memDer of the house of 
Lusignan iS at the point of death. 

メリ ュ ジ ー ヌ は 、 リ ュ ジ ニャ ン 家 の 誰か が 死ぬ 直前 に 成る と 、 悲 し ん で 、 リ ュ ジ ニャ ン 城 
に 未だ に 戻る 、 と 言う 。 

The legend is imnutated from the faDle of Psyche 

メリ ュ ジ ー ヌ の 伝説 は 、 プ シュ ケ の 例え 話 の 模 信 で ある 。 


and refers, 1ke this, to the dangers of sacrilegious imitiatiOnS, Or 
profanation of the mysteries of religion and of loVe: 

プシ ュ ケ の 例え 話 の 様 に 、 メ リュ ジー ヌ の 例え 話 は 、 秘 伝 伝授 が 冒 済 され る 危険 性 、 
また は 、 宗 教 や 愛 の 神秘 が 冒 流 され る 危険 性 を 表し て いる 。 

it is borrowed from the traditions of the ancient Dards 

メリ ュ ジ ー ヌ の 例え 話 は 、 古 代 の 吟遊 詩人 バー ド の 口伝 を 取り 入れ た 物 で ある 。 
and derives evidently from the learned school of the Druids. 

そし て 、 ど う や ら 、 メ リュ ジー ヌ の 例え 話 、 吟 遊 詩 人 バー ド の 口伝 は 、 ド ルイ ド の 学 の 
有る 団体 か ら 得 た 物 で ある 。 

The eleventh century took Dossession Of it and Drought it into 
promimence, Dut it existed from the far past. 

メリ ュ ジ ー ヌ の 例え 話 は 、11 世紀 の 話 と され て 有名 に 成っ た が 、 人 遥か な 過去 か ら 存 
在 す る 話 な の で ある 。 

In France it Would seem that inspiration was attriDuted more esDeclally 
to Women: 

特に 、 フ ラン ス で は 霊感 は 女性 の 物 で ある 。 

elves and fairies preceded saimts, 

女性 の 妖精 エル フ と 妖精 フェ アリ ー は 聖女 を 先導 し た 。( 妖 精 は 神 の 聖霊 に 近い 四 
大 元素 の 霊 で ある 。) 

and the French saints have almost inVvariaDly something of the fairy 
character im their legend. 

ほとん ど 常 に 、 何 か し ら 、 フ ラン ス の 聖女 の 伝説 に は 妖精 の 性 質 が ある 。 

St. Clothilde made us Christians 

フラ ンク クロ ヴィ ス 1 世 の 王 妃 で ある 聖女 クロ ティ ル ダ は 、 西 ヨー ロッ パ の 人 々 を 
キリ スト 教徒 に し た 。 

and St. Genevieve kept us French, repelhng 一 Dy the force of her Virtue 
andher faith 一 the threatening invasion of Attla. 

パリ の 守護 聖人 で ある 聖女 ジュ ヌメ ビエ ー ブ は 、 徳 と 信心 の 力 に よっ て 、( フ ン 族 の 侵 
略 を 預言 し て 、) フ ン 族 の 王 ア ッ テ ィ ラ の 奮 威 的 な 侵略 を し り ぞ け て 、 フ ラン ス を 守っ 
7 どら 

joan of Arc is, however rather of the fairy family than the hierarchy of 
holy women: 

ジャ ン ヌ ダル ク は 、 聖 女 の 位 階 の 女性 と いう より は 妖精 族 の 女性 で ある 。 

she died Iike Hypatia, the victm ofmarvellous natural gifts and the 
martyr of her generous character 

ジャ ン ヌ ダル ク は 、 ヒ ュ パ ティ ア の 様 に 、 不 思 議 な 自然 の 天才 に よる 犠牲 と し て 、 寛 
大 な 性 格 に よる 狗 教 者 と し て 、 死 ん だ 。 

We shall speak of her later on. 

ジャ ン ヌ ダル ク に つい て 後 で 話す つも り で ある 。 

St. Clothilde still performs miracles along the countryside. 

フラ ンス の レ ザン ドリ 地方 で 聖女 クロ ティ ル ダ は 未だ に 奇跡 を 起こ し て いる 。 

At Andelys we have seen a CrOWd of pilgrims throngimg about a Discinma 
in which the statue of the sant is immersed annmually, 


フラ ンス の レ ザン ドリ 地方 で 巡礼 者 の 群れ が 聖女 クロ ティ ル ダ の 像 を 毎年 沈め て い 
る 水浴 池 に 群がる の を 見 た 事 が ある 。 

and accordimg to popular Delief the first diseased person Who goes 
down into the water suDsequently 1S cured at Once. 

民間 信仰 に よる と 、 聖 女 ク ロティ ル ダ の 像 を 毎年 沈め て いる 水浴 池 に 最初 に 入っ た 
病人 は すぐ に 治る 、 と 言わ れ て いる 。 

Clothilde was a woman of acton 

聖女 クロ ティ ル ダ は 、 行 動 の 人 で あっ た 。( 聖 女 ク ロティ ル ダ は 救貧 院 と いっ た 慈善 
事業 に 力 を 尽く し た 。) 

and a great queeTl, 

聖女 クロ ティ ル ダ は 、 大 いな る 女王 で あっ た 。 

Dut 

し か し 、 

she wenrnt through many sorroWs. 

聖女 クロ ティ ル ダ は 、 多 数 の 悲し み を 経験 し た 。 

Her elder son died after his Daptism, 

聖女 クロ ティ ル ダ の 長男 は 洗礼 後に 死ん で し まっ た 。 

and the fataHhty was ascribed to witchcraft: 

聖女 クロ ティ ル ダ の 長男 の 死 は 呪 わ れ た せい で あっ た 。 

the second fell il and reached the point of death. 

聖女 クロ ティ ル ダ の 次 男 は 病気 に 成っ て 死に か けた 。 

The fortitude of the saimt did not yield!, 

し か し 、 聖 女 ク ロティ ル ダ の 忍耐 は 不屈 で あっ た 。 

and 

その た め 、 

S1carmDre( = SicamDrian き Clovis) when standimg one day inneed of 
more than human courage, rememDered the God of Clothilde. 

ある 日 、 シ カン ブリ 人 系 フラ ンク 人 クロ ヴィ ス 1 世 は 、 超 人 的 な 勇気 が 必要 と 成っ た 
時 に 、 妻 で ある 聖女 クロ ティ ル ダ の 神 、 カ トリ ッ ク の 神 を 思い 出し (て 、 カ トリ ッ ク に 改 
宗 し ) た 。(「 ク ロ ヴ ィ ス 1 世 の 洗 礼 」 の 時 に クロ ヴィ ス 1 世 は シカ ン ブ リ 人 と 呼ば れ た 
と いう 口伝 が 残っ て いる 。) 

She became a widow after conVertng and practcally founding a great 
kingdom, 

聖女 クロ ティ ル ダ は 、 フ ラン ク 王 国 を カト リッ ク に 改宗 させ て 、 大 いな る 王国 キリ スト 
教 国 を 現実 に 建て た 後 で 、 未 亡 人 と 成っ た 。 

and 

また だ 。 

she saw the two children of Clodomir Dutchered practcally under her 
eyeS. 

聖女 クロ ティ ル ダ は 、 実 際 に 目 の 前 で 、 長 男 ク ロ ド ミ ル の 2 人 の 子 、2 人 の 擦 が 殺さ 
れる の を 見 る 事 に 成っ て し まっ た 。 

In such sorrows do queens on earth resemDble the Queen of Heaven. 


子 を 失う 悲し み は 地 上 の 女王 を 天 の 女 王 に 似 た 者 に し て いっ た 。 子 を 失う 悲し み は 
地上 の 女王 クロ ティ ル ダ を 天 の 女 王 で ある 聖母 マリ ア に 似 た 者 に し て いっ た 。 
After the great and Drilliant figure of Clothilde, 

聖女 クロ ティ ル ダ と いう 大 いな る 輝く 象徴 的 な 人 の 後 で 、 

history Dresents us with a hideous offset in the baleful personality of 
Fredegonde, 

歴史 に 現れ た の は 聖女 を 相殺 する 憎む べき 魔女 フレ デ グ ン ド と いう 悪意 に 満ち た 有 
害 な 人 間 で あっ た 。 

the woman whose glance was witchcraft, 

フレ デ グ ン ド の 視線 は 呪い で あっ た 。 

the sorceress WhOo slew Dr1mCces. 

魔女 フレ デ グ ン ド は 王家 の 男子 た ち を 殺し た 。 

She accused her rivals of Magic amd condemned them to tortures which 
she alone merited. 

フレ デ グ ン ド は 競争 相手 た ち を 魔女 な ど で あ る と し て 非難 し て 描 問 し た が 、 フ レデ グ 
ンド だ けが 魔女 で あっ た 。 

Chilperic had one remairnng son Dy his first wife: th1s youmg Dr1mCe, 
who was named CloV1S, 

フレ デ グ ン ド の 夫 キ ル ペ リク 1 世に は 、 最 初 の 妻 アウ ク ド ヴ ェ ラ の 間 に 、 ク ロ ヴ ィ ス と い 
う 名 前 の 息子 の 王子 が いた 。 

was attached to a daughter 

王子 クロ ヴィ ス は 、Klodswinthe と いう 娘 を 愛し て いた 。 

ofthe people whose mother Dassed for a sorcereSS. 

Klodswinthe の 母 が 魔女 で ある と いう 嘘 を ある 俗人 が フレ デ グ ン ド に 話し た 。 
Mother amd daughter were Doth accused of disturDing the reason of 
Clovis Dy means of philtres and with murdering the two children of 
Fredegonde Dy maglcal spDellS. 

Klodswinthe と Klodswinthe の 母 は 、 如 薬 で 王子 クロ ヴィ ス の 理性 を 狂わ せ 、 呪 
文 で フレ デ グ ン ド の 2 人 の 子 を 殺し た 、 と いう 2 つの 嘘 の 罪 で 訴え られ た 。 

The unhappy women Were arrestedi: 

不運 な Klodswinthe と Klodswinthe の 母 は 捕まえ られ た 。 

the daughter Klodswinthe, was Deaten with rods, 

Klodswinthe は 、 潜 (ムチ ) で 打 た れ た 。 

her beautiful hair cut off, 

Klodswinthe は 、 美 し い 髪 を 切ら れ た 。 

and this was hung Dy Fredegonde on the door of the prince's chamDer 
フレ デ グ ン ド は 、Klodswinthe の 髪 を 王子 クロ ヴィ ス の 部 屋 の ドア に 吊る し た 。 
SuDseduently Klodswimthe was brought up for sentence. 

Klodswinthe は 、 刑 の た め に 出頭 させ られ た 。 

Her firm and sirmple answers astonished the judges, 

Klodswinmthe の し っ か り と し た 簡潔 な 答え は 裁判 記 た ち を 驚か せ た 。 

and the chromcle says that it was proposed to suDmit her to the test of 
boihmg water 


年 代 記 に よる と 、Klodswinthe は 、 熱 湯 に よる 試練 を 受け させ られ た 。 

A consecrated rimg Was placed in a tuD set oVer a great fire 
清め た 指輪 が 、 強 烈 な 火 の 上 に 置か れ た 桶 ( お け ) の 中 に 入れ られ た 。 

and the accused clothed in white, after havimg confessed and 
cormmurucated, had to plunge her armm in the tub, in search of the ring. 
Klodswinthe は 、 白 い 服 を 着せ られ て 、 信 仰 告白 と 聖体 拝領 の 儀式 を させ られ た 
後に 、 手 を 熱湯 が 入っ た 桶 ( お け ) の 中 に 入れ させ られ 、 指 輪 を 探さ せら れ た 。 

Her unchanged features made eVeryOne Cry Out that a miracle had 
taken place, 

Klodswinthe は 、 顔 つき を 変え な か っ た の で 、 裁 判官 と 観 軍 は 奇跡 が 起き た と 叫ん 
だ 

Dut 

し か し 、 

there was another cry, which was one of reproDation and horror when 
the unhappy child drew forth her arm frightfully Durnt. 

不運 な 子 Klodswinthe が 恐ろし く 焼 けた だ れ た 腕 を 引き 出し て 見 せる と 、 裁 判官 
と 観 軍 は Klodswinthe を 非難 し て 恐ろし く 叫 ん だ 。 

She then asked permssion to speak and said to her judges and the 
DeODle: 

する と 、Klodswinthe は 、 話 す 許 可 を 求め て か ら 、 下 記 の 様 に 、 裁 判官 と 観衆 に 話 
ye 


You demanded a miracle from God to establish my innocence. 
あな た た ち は 、 私 が 自分 の 無実 を 確証 する の に 、 神 か ら の 奇跡 を 求め まし た 。 

God is not to De temptedLl 

し か し 、 神 を 試し て は いけ ませ ん 。 

and 

まだ 、 

He does not suspend the laws of Nature in resDponse to the caprice of 
men: 

人 の 気まぐれ に 応え て 、 神 が 自然 の 法 を 中 止 さ せる 事 は あり ませ ん 。 

Dut 

し か し 、 

He g1Ves strength to those who Delhieve in Him, 

神 は 、 強 さ 、 力 を 神 を 信じ る 者 で ある 私 に 与え て くれ まし た 。 

and for me has performed a greater wonder than that which He refused 
to VOU. 

神 は 、 神 が あな た た ち に 拒ん だ 奇跡 より 、 大 いな る 奇跡 を 私 の た め に 起こ し て くれ ま 
し 半 。 

This water has Durned me, 

熱湯 は 私 を 焼き まし た 。 

yet 


けれ ども 、 

have 1 plunged my whole arm into it and have brought forth the ring. 
私 は 、 腕 を 全て 熱湯 の 中 に 入れ て 指輪 を 探し 当て まし た 。 

1 have neither cried, whitened, nor du1Vvered under this horriDle 
torture. 

私 は 、 惑 ろ し い 苦 痛 の 中 で も 、 叫ば ず 、 顔 色 を 白く せ ず 、 震 えま せん で し た 。 

Had I Deen a magician, as yOU say 1 should have resorted to wtchcraft 
so that Imight not De Durnt: 

仮に に 、 あ な た た ち が 言 う 様 に 、 私 が 魔女 で ある な ら ば 、 熱 湯 で 焼け た だ れ な い 様 に 
魔術 に 頼っ た で し ょ う 。 

Dut 

し か し 、 実 際 は 、 

1 am a Christan 

私 は キリ スト 教徒 で す 。( 私 は 魔女 で は あり ませ ん 。) 

and God has giVen me grTace tO DroVe it Dy the constancy of martyrs. 
神 は 、 狗 教 者 達 の 不変 性 の 徳 と いう 力 に よっ て 私 が キリ スト 教徒 で ある 事 を 証明 す 
る 神 の 恵み を 私 に 与え て くれ まし た 。 


| 

Such logic was not of the kind that they understood at that DarDarous 
eDOCch: 

上 記 の 、Klodswinthe の 論理 は 、 未 開 の 粗野 な 学 の 無い 時 代 の 大 衆 が 理解 で き 
る 類 ( た ぐい ) の 物 で は な か っ た 。 

Klodswinthe was sent Dack to prlson, there to await executton: 
Klodswinthe は 、 持 獄 に 送り 戻さ れ て 、 死 刑 を 待つ 事 に 成っ て し まっ た 。 

Dut 

し か し 、 

God took pity upon her and the chronicle from which the account iS 
drawn says that He called her to Himself. 

神 は Klodswinthe を 思い や り 、Klodswinthe は 神 に 召さ れ た 、 と エリ ファ ス レヴ ィ 
が 引用 し て いる 年 代 記 に は 記さ れ て いる 。 

ITitDealegend only, it must De allowed that it is Deautiful and deserVves 
to be kept in memory. 

も し Klodswinthe の 話 が 作り 話 に 過ぎ な いと し て も 、Klodswinthe の 話 は 美しく 、 
記憶 に 留め る 価値 が 有る 、 と 認め な けれ ば いけ な い 。 


Fredegonde lost one of her victims Dut not the other tw0O. 


中 略 


The mother Was put to the torture and, OoVercome Dy her sufferings, she 
confessed whatever was reduiredl including the guilt of her daughter 
and the compHcity of CloVis. 


Armed with these adrmissions, Fredegonde obtaimned the surrender Of 
his son Dy the ferocious Chilperic. 


The younmg Drince Was arrested and staDDed in prison, Fredegonde 
declarimg that he had escaped from remorse Dy suicide. 


The corpse of the unhappy Clovis was shewn to his father with the 
dagger sll in the wound. 


Chilperic looked on coldly: 


he was entrely under the rule of Fredegonde, who dishonoured him 
wrth effrontery among the officers of the palace, taking so Hittle paims at 
concealmert that the evidence was Defore his eyes, almost despite 
himself. 


Instead of slaying the queen and her accomplice, he departed on a hunt 
In silenCce. 


He might have concluded to suffer the outrage, through his fear of 
displeasing Fredegonde, Dut the ]atter was ashamed on his accoumt, and 
did him the honour of Delieving in his wrath, that she might have a 
pretext for his assassimation. 


He had glutted her with crimes and meanneSsS: 

she killed him out of disgust. 

Fredegonde, who destroyed on the pretext of sorcery the Women whose 
sole guilt was to have displeased her experimented herself in Black 
Magic and protected some of those whorm she thought were skilled 


therein. 


Ageric, Dishop of Verdun, had a pythoness arrested who made a great 
deal of money Dy recovering stolen oDjects and identifying the thieVes: 


she Was DroDaDIy a somnambDulist. 


The woman was exarmmed, Dut the demon refused to go out of her as 
long as she was chainedi 


the pythoness were left in a church, unguarded and unwatched, he 
agreed to leave her 


They fell into the trap: 
it was the woman herself who went out, to take refuge with 
Fredegonde, who hid her in the palace and ended by saving her from 


being further exorcised, as also proDably from the stake. 


On this occasion therefore she did good without meaning it, yet it Was 
rather through her pleasure in evl. 


CHAPTER III 
魔術 の 歴史 第 4 巻 3 章 
THE SALIC LAWS AGAINST SORCERERS 

悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 に 対す る サリ カ 法 典 
Under the rule of the first French kimgs, the crime of Magic did not 
entail death saVe for those of exalted position, 
最初 の フラ ンス で ある フラ ンク の 王 達 の 規則 の 下 で は 、 魔 術 に よる 罪 は 高位 の 人 た 
ち に だ け 必 ず 死 刑 を も た らし た 。 
while there were some who were proud to die for an offence Dy which 
they were raised aDoVe the Vulgar crowd and Decame formidable eVen 
im the sight of kings. 
罪 で 死刑 に 成る 事 に よっ て 、 大 衆 よ り 高位 で ある 事 に 成る の で 、 ま た 、 王 達 に すら 
ろ し いと 見 な され た と いう 事 に 成る の で 、 罪 で 死刑 に 成る 事 を 誇り し に し た 人 た ち も い 
7 だ 
There was the general Mummol, for exarmple, who, on the rack Dy the 
orders of Fredegonde, declared that he experienced nothing, who 
proVvoked more frightful tortures and died Draving the executioners, 
例え ば 、Mummol 将軍 は 、 フ レデ グン ド の 命令 に よっ て 捕 問 され た が 、「 何 も 感じ な 
い 。」 と 話し 、 挑 発し て 、 よ り 堆 ろ し い 扶 間 を させ 、 刑 の 執行 人 た ち に 勇敢 に 立ち 向 
か っ て 死ん だ 。 
while the latter were moved to forg1ve him at the sight of such extra- 
natural fortitude. 
Mummol 将軍 の 超自然 的 な 不屈 の 忍耐 を 見 て 、 刑 の 執行 人 た ち は Mummol 将 
軍 を 許 そ うと いう 気 に 成 っ た ほど で ある 。 
Among the Salic 1aWs, supposed to have Deen enacted in 474, and 
attriDuted to Pharamond Dy SigeDbert, the following ordimances are 
found. 
474 年 に 成立 され た と され る 、 ジ ギ ベ ルト が フラ ンク の 半 伝 説 的 な 王 ファ ラモン の 物 
と し て いる 、 サ リカ 法典 に は 、 下 記 の 、 規 則 が 存在 する 。 


If amyone shall testfy that another has acted as a heriDurge Or 
strioporte 一 - ttles appled to those who carry the copper Vessel to the 
Spot where the Vampires perform their enchantments 一 and if he shall 
fail to conVict him, he shall De condemned hereby to a forfeit of 7.500 
denmiers, Delmg 180?2 sOuS. 

ある 人 を heriDurge や strioporte と し て 行動 し た と 証言 し て 有罪 に で き な か っ た 
ら 7500 ドゥ ニ エ 、180 と % スー の 浪 金 刑 と する 。heriDurge や strioporte と は 鋼 
の 容器 を 吸血 鬼 で ある 魔女 が 誘惑 術 を 行う 場所 へ 運ん だ 人 へ の 呼称 で ある 。 


sssO 


If anyone shall charge a free woman as a VamDpire Or as a Drostitute, and 
shall fail to proVe his words, he shall forfeit 2500 deniers, Deimg 62%% 
SOUS. 

自由 民 の 女性 を 吸血 鬼 で ある 魔女 また は 怒 婦 で ある と し て 非難 し た 言葉 を 証明 で 
さなか っ た ら 2500 ドゥ ニ エ 、62 と 2 スー の 禄 金 刑 と する 。 


Tf a Vampire shall devour a man and De foumd guilty, she shall forfeit 
8000 deniers, Deimg 200 sous. 

吸血 鬼 で ある 魔女 が 人 を 食べ て 有罪 に 成っ た ら 8000 ドゥ ニ エ 、200 スー の 禄 金 刑 
と する 。 


」 

It wll De seen that in those tmes canruDahsm Was Doss1Dle on terms 
当時 は 人 肉食 が 言葉 上 は 可能 で あっ た と 誤解 で きる 。 

and, moreoVer 

さら に 、 

that the market-price of human flesh was not at a Dremmturm. 

当時 は 人 肉 の 時 価 は 高価 で は 無かっ た と 誤解 で きる 。 

It cost 180》 め 2 sous to slander a man, Dut for a modicum above that sum 
he could De killed and eaten, which was at once more honest and 
thorough. 

他人 へ の 誹謗 中 傷 、 名 誉 踊 損 に は 180 と スー か か る が 、 少 し の 金銭 を 足せ ば 、 
他人 を 殺し て 食べ る と いう 、 よ り 故 意 の 犯罪 行為 、 よ り 徹底 し た 犯罪 行為 が 可能 で 
あっ た と 誤解 で きる 。 

This remarkaDle legislation recalls an equally curious Talmudic recltal, 
beimg one which was interpreted after a memorable manner Dy the 
famous RabDi jechiel in the presence Of a certaim dueen who is not 
named in the Dook. 

殺人 を 軽犯罪 と 誤解 で きる サリ カ 法 典 の 注目 する べき 法律 は 、 本 に は 名 前 が 記さ れ 
て いな い 女 王 の 前 で の 高 名 な ラビ の イェ エキ エル に よる タル ムー ド の 興味 深い 話 の 注 
目 す る べき 説明 を 思い 出さ せる 。 

It was most HKkely Queen Blanche, 

イェ キ エ ル が タル ムー ド の 説明 を し た 女王 は 、 十 中 八 九 、 女 王 ブ ラン シュ ド カス 
ティ ー ユ で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

RabDi jechiel Ved in the reign of St. LOUS. 

ラビ の イェ キ エ ル は 、 聖 王 ル イ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 の 治 世に 生き て い 
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He had Deen called upon to answer the oDjections of a converted jew 
named Douin, who had received at Daptism the Christian name of 
Nicholas. 


洗礼 名 が ニコ ラス で ある キリ スト 教 に 改宗 し た へ ブラ イ 人 Douin に よる 異論 に 答え 
る た め イ ェ キ エル は 呼ば れ た 事 が あっ た 。 

After Various discussions on texts of the Talmudl 

タル ムー ド に つい て 多く の 議論 を 交わ し た 後 で 、 

they came to the followimg Dassage: 

下記 の 、 タ ルム ー ド の 一 節 に 至っ た 。 

"Tf anyone shall offer any Dlood of his children to Moloch, 1et him die 
the death.“ 

「 子 の 血 を モロ ク に ささ げた 人 を 殺 し な さい 。」。 

The Talmud annotates thUs: 

下記 は 、 タ ルム ー ド の 注釈 で ある 。 

"He therefore who shall offer not a modicum of blood alone Dut the 
whole blood and the whole flesh of his children, does not come under 
the judgment of the 1aw and no penalty 1s declared against him.“ 

「 少 量 の 血 だ け で は な く 、 子 の 全て の 血 と 全て の 肉 を モロ ク に ささ げた 人 は 、 法 に よ 
る 裁き の 下 に 入れ ず 、 憲 に 値 し な い 。」。 

Those who took part in the debate clamoured at a construction which 
Dassed all understanding: 

タル ムー ド の 注釈 の 意味 を 全く 理解 で き な い で 、 タ ルム ー ド に つい て の 議論 の 参加 
者 た ち は 騒 い だ 。 

Some laughed in Dity 

ある 人 は タル ムー ド を 見 下 し て 笑い も の に し た 。 

some du1Vered with indignation. 

ある 人 は タル ムー ド へ の 怒り に 震え た 。 

RaDbDi jechiel could scarcely obtann a hearing, 

か ろう じ て 、 イ エキ エル は 、 話 を 聴い て も ら え た 。 

and when he succeeded at last, there Was eVery mark of disfaVour to 
indicate that he was condemned Deforehand. 

イェ キ エ ル が 話 を 聴い て も ら え た 時 、 イ エキ エル に 全く 不利 な 状況 で 、 タ ルム ー ド に 
つい て の 議論 の 参加 者 た ち は イ エキ エル を 非難 し よう と 事前 に 決め て いた 。 


下記 の 様 に に 、 イ エキ エル は 話し た 。 


With us," said he, "the penalty of death is an atonement 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 罪 滅ぼし で ある 。 

and comnseduently a reconciliation, 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 結 果 的 に 、 和 解 と 成る 。 

not an act of vengeanCe. 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 報 復 行為 で は な い 。 

All who die by the 1aw of Israel die in the peace of Israel: 

イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 全て の 人 は 、 イ スラ エル の 平和 の 内 に 死ね る 。 
they partake of peace in death, 


イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 は 、 人 死刑 に よっ て 、 平 和 に あず か れる 。 

and they sleep with their fathers. 

イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 は 、 先 祖 と 共に 、 永 眠 で きる 。 

No maledicton descends with them into the graVe: 

呪い が イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 に つき まとう 事 は 無い 。 呪 い が イ スラ エ 
ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 の 墓 に まで 及ぶ 事 は 無い 。 

they aDide in the immortality of the House of jacob. 

イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 は 、 不 死 の ヤコブ の 家 に 留 ま れる 。 

Death is therefore a crowrumg gTaCe: 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 有 終 の 美 を 飾れ る 神 の 恵み と 成る 。 

it is the cure of a Dolsoned wound Dy the hot iron. 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 熱 し た 鉄 を 化 騰 し た 傷 に 当て る 荒 療治 で ある 。 

But 

し が ゆ じ 、 

We do not apply the iron to those who are Dast cure: 

へ ブラ イ 人 は 、 治 る 見 込み が 無い 人 に 治療 を 試さ な い 。 

we have n0o jurisdicton oVer those the extent of whose transgression 
has cut them off for ever from Israel. 

へ ブラ イ 人 に は 、 イ スラ エル か ら 永 遠 に 見 離さ れ て 切り 落と され る ほど の 重罪 人 に 
対す る 裁判 権 が 無い 。 

Such are as nOwW dead! 

重罪 人 は 既に 死ん で いる 様 な 者 で ある 。 

anditisnot therefore for us to shorten the term of their reproDation on 
earth: 

へ ブラ イ 人 は 、 地 上 で の 重罪 人 へ の 永遠 の 六 の 刑期 を 減ら さ な い 。 

they are delhiVered over to the wrath of God. 

重罪 人 は 神 の 怒り に 引き 渡さ れ て いる 。 

Man is warranted to wound only that he may heal, 

人 は 治す た め に だ け 傷 つけ る 事 が 許さ れ て いる 。 人 は 治す た め 以 外 に 傷つけ る 事 は 
禁止 され て いる 。 

and We do not apDpIy remedies to those who are Deyond recovery. 

人 は 治る 見 込み が 無い 人 に 治療 を 試さ な い 。 

The father of a famuly pumnshes only his children 

父 は 自分 の 家の子 達 だ け を 神 す る 。 父 で ある 神 は 自分 の 家の子 達 だ け を 罰する 。 
and is content to shut the door against strangerS. 

父 は 、 よ そ 者 に 対し て は 門 を 閉ざす だ け に と ど め る 。 父 で ある 神 は 、 よ そ 者 に 対し て は 
(天国 の ) 門 を 閉ざす だ け に と ど め る 。 

Those great crirmmals upon whom our 1aW pronounces no sentence are 
thereDy excomrmuruicated for eVer 

イス ラ エ ル の 法 が 処刑 し な い ほ どの 重罪 人 は (天国 か ら ) 永 遠 に 破門 され る 。 
which is a Denalty greater than death. 

(天国 か ら の ) 永 遠 の 破門 は 死刑 より 重い 罰 で ある 。 


」 

The explanation of RabDbi jechiel is adrmirable 

イェ キ エ ル の 説明 は 、 見 事 で ある 。 

and breathes all the patriarchal genius of ancient Israel. 

イェ キ エ ル の 説明 は 、 古 代 イ スラ エル の 祖師 達 の 全て の 知 、 古 代 イ スラ エル の 祖師 
達 の 全て の 精神 を 表現 し て いる 。 

Truly the jeWs are our fathers in scienCce, 

本 当 に 、 知 に お いて へ ブラ イ 人 は 人 の 父 で ある 。 

andifwe 一 place of their persecution 一 - had sought to understand 
them they would not have Deen at this day so far alienated fromm our 
faith. 

へ ブラ イ 人 を 人 迫害 する 代わ り に 、 へ ブラ イ 人 を 理解 し よう と 努め て いた ら 、 現 在 の 様 
に 、 へ ブラ イ 人 は キリ スト 教 か ら 遠 離れ て は いな か っ た で あろ う 。 

The above Talmudic tradition shews the jewish antiqduity of Delief in the 
immortality of the soul. 

上 記 の 、 タ ルム ー ド の 口伝 は 古代 ヘブライ 人 が 魂 の 不死 を 信じ て いた 事 を 表す 。 
Whnat is this remtegration of the guilty in the family of Israel Dy an 
exDiatory death unless it De a protest against death itself and a subhme 
act of faith in the perpetuity of life? 

罪 を つぐ な うた め の 死 刑 に よる 罪人 の イス ラ エ ル の 家 へ の 復帰 は 、 死 に 対す る 抗議 
で あり 、( 魂 の ) 命 の 永遠 性 の 確信 に よる 崇高 な 行為 で は な いか ? 罪 を つぐ な うた め 
の 死刑 に よる 罪人 の イス ラ エ ル の 家 へ の 復帰 は 、 死 に 対す る 抗議 で あり 、( 魂 の ) 命 
の 永遠 性 の 確信 に よる 崇高 な 行為 で ある ! 

Comte joseph de Maistre understood this doctrme well when he raised 
the executoner's sanguimary Im1ssion into a kimd of peculiar priesthood. 
死刑 執行 人 の 血 の 使命 を 一 種 の 特別 な 祭司 の 儀式 と し て 持ち 上 げた 、 ジ ョ ゼ フ ド 
メー スト ル 伯 爵 は 、 イ エキ エル の 考え 、 古 代 ヘ へ ブライ 人 の 考え を 十分 に 理解 し て いた 。 
The anguish of purmnshment supplcates, said this great writer and Dlood 
im its outpouring stlll remains a sacrifice. 

大 いな る 著者 ジョ ゼ フ ド メー スト ル は 「 死 刑 と いう 刑罰 に よる 苦痛 は 罪 の つぐ で ない 
を 神 に 祈願 し て くれ る 。 そ し て 、 未 だ に 、 死 刑 と いう 刑罰 が 流さ せる 血 は 罪 を つぐ な う 
た め の 自 己 犠 牲 で ある 。」 と 話し て いる 。 

Were capital Dumnshment other than a plenary aDsolution it would De 
nothing Dut retaliation on murder: 

仮に 、 死 刑 が 罪 へ の 許し で は 全く 無かっ た ら 、 死 刑 は 殺人 に よる 報復 で し か な いで 
あろ う 。 

the man who suffers his sentence fulfils all his penance and enters Dy 
death into the immortal society of the children of God. 

死刑 と いう 刑罰 を 受け た 人 は 、 罪 の つぐ ない を 全て 果たし 、 死 刑 に よっ て 神 の 子 達 
の 不死 の 社会 に 入る 。 

The Salic 1aws were those of a people stll in the state of DarDarity, 

サリ カ 法 典 は 、 未 だ に 未開 の 状態 の 大 軍 の 法 で あっ た 。 

where everything is redeemed by a ransom, as In tme of War 


サリ カ 法 典 で は 、 戦 時 中 の 様 に 、 賠 償 金 で 全て の 罪 を つぐ な っ た 。 

Slavery stlll oDtaimned 

サリ カ 法 典 の 時 代 に は 、 未 だ に 、 奴 隷 制 度 が 広く 行わ れ て いた 。 

and human jife had a deDbatable and relative Value. 

サリ カ 法 典 の 時 代 に は 、 人 の 命 に は 議論 の 余地 が 有る 相対 的 な 価値 し か 無かっ た 。 
That must De always Durchasable which there is a right to se 

売る 権利 が 有る も の は 必ず 常に 買う 事 が 可能 で ある 。 

and only money 1s due for the destruction of an oDject which has a Drice 
im money. 

金銭 的 な 値段 が 有る 物 の 破壊 に は 金銭 だ け を 支払 えば 良い 。 

The one efficacious legislation of the period was that of the Church, 

当時 の 唯一 の 有効 な 法律 は 教会 法 で あっ た 。 

and its councils took the most strimgent measures agalnst the Vampires 
and poisoners who Went under the name of sorcerers. 

教会 の 公会 議 は (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 と いう 名 前 の 下 に 分 類 し た 吸血 鬼 と 毒殺 者 に 
対す る 厳し い 法律 を 行っ た 。 

The Council of Agde in Lower Languedoc, held in 506, pronounced 
exCcommurnlcation against them. 

506 年 に 開か れ た 、 フ ラン ス の 低地 ラン グ ド ッ ク 地 方 の アグ ド 教 会 会 議 は 、( 悪 人 の 
霊 の ) 魔 術 師 に 対す る 破門 を 宣告 し た 。 

The first Council of Orleans, conVened in 541, condemned divinatory 
ODeratiOns: 

541 年 に 招集 され た フラ ンス の 都市 オル レア ン の 最初 の 公会 議 は 占い の 実行 を 非 
難し た 。 

that of Narbonne, in 589, not only Visited sorcerers with the greater 
eXxCOmmurucation Dut ordaimed that they should De sold as slaves for 
the benefit ofthe poor 

589 年 の フラ ンス の 都市 ナル ボン ヌ の 公会 議 は 、( 悪 人 の 霊 の ) 魔 術 師 を より 大 い に 
破門 し た だ け で は な く 、 貧 者 へ の 寄付 の た め に (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 を 奴隷 と し て 
売っ て 良い と 定め た 。 

The same councill decreed public whipping for amatores diabop 

589 年 の フラ ンス の 都市 ナル ボン ヌ の 公会 議 は 、 悪 魔 愛好 者 へ の 公開 の 潜 (ムチ ) 
打ち 刑 を 定め た 。 

mearing no douDt those who were concerned about him, feared him, 
evoked hm and attriDuted to hum power which Was In any Wise hke 
that of God. 

悪魔 愛好 者 と は 、 悪 魔 を 不安 が る 人 、 悪 魔 を ( 神 の 様 に ) 明 散 する 人 、 悪 魔 を 呼び 出 
そう と する 人 、 ど の 様 な 点 で も 神 の 物 で ある 力 を 悪魔 の 物 で ある と 誤っ て 見 な す 人 
を 疑い 無く 意味 する 。 

We offer our congratulations sincerely to the disciples of M. le Commte de 
Mirville that they did not HVe in such days. 


悪魔 愛好 者 の 様 に 悪魔 を 不安 が る M. le Comte de Mirville の 弟子 が 悪魔 愛好 
者 が 公開 の 鞭 ( ム チ ) 打 ち 刑 に され る 時 代 に 生き て いな か っ た 事 に 心から 御祝い の 
言葉 を 述べ る 。 

While these events were Dasslng in FranCce 

フラ ンス で 教会 の 公会 議 が (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 に 対す る 厳しい 法律 を 行っ て いた 
時 に 、 

an eastern Visionary was engaged in founding a religion which was also 
an eTmDire. 

東 の 幻覚 を 見 た 者 ムハンマド は 和 帝国 で も ある (イス ラム 教 と いう ) 宗 教 を 始め た 。 
Was Mahomet an impostor 

ムハンマド は 詐欺 師 で あっ た の か ? 

OT 

まだ (は 、 

was he hallucimnated? 

ムハンマド は 幻覚 を 見 た の か ? 

For the Moslems he is still a prophet 

イス ラム 教徒 に に っ て は ムハンマド は 未だ に 預言 者 で ある 。 

and 

また 、 

for Arabic scholars the Koran wil De always a masterD1eCe. 

常に 、 ア ラビ ア 語 の 学者 に と っ て は コー ラン は 傑作 で あろ う 。 

An umlettered mar, a simple camel-driver he created notwthstanding 
the most perfect hiterary monument of his country. 

読み 書き で き な い 無 学 な 男 、 単 純 な ラク ダ 乗 り 、 に も か か わら ず 、 ム ハン マ ド は 自 
の 文学 の 完全 に 遺跡 的 な 作品 を 創造 し た 。 

Hns success mght Dass as Im1racUulOuS, 

ムハンマド の 成功 は 、 奇 跡 的 な 物 と し て 、 ま か り 通 っ た 。 

and the martial fervour of his successors threatened for a moment the 
jiperty of the whole world. 

ー 時 、 ム ハン マ ド の 後継 者 の 戦争 熱 は 全 世 界 の 自由 を 脅かし た 。 

But 

し か し 、 

the day came when Asia Droke under the iron hand of Charles Martel. 
カー ル マル テル の 鉄 の 手 に よっ て アジ ア ( と 言え る イス ラム 教徒 ) が 破 られ る 時 が 来 
7 ほ 

That rough soldier tarried Iittle for prayer when there was fightimg to De 
done: 

粗野 な 戦士 カー ル マル テル は 、 戦 うべ き 時 に は 、 ほ と ん ど 祈 ら な か っ た 。 

when he wanted money he looted monasteries and churches, and even 
sold ecclesiastical Denefices to his warriors. 

カー ル マル テル は 、( 崎 兵 へ の ) 軍 資金 が 必要 な 時 に は 、 修 道 院 や 教会 か ら 金 銭 を 
接収 し 、 教 会 の 領地 を 戦士 騰 に 売り さえ し た 。 


As the priesthoodL for these reasons, Could not suDpose that his arms 
were Dlessed Dy Godl, 

その た め 、 カ ー ル マル テル の 武装 に 神 が 加 護 を 与え た 、 と は 聖職 者 に は 考え られ 
無かっ た 。 

his victorles Were ascr1Ded to MagiC. 

聖職 者 は カー ル マル テル の 勝利 を 魔術 の せい に し た 。 

Indeed, 

religious feeling was so stirred up against him that St. Eucher the 
VeneraDle Bishop of Orleans, learned in a vision from an angel that the 
sants whose churches he had spoliated or profaned forDade him to 
enter into heaven, and even disimterred his Dody which they plunged 
wrth his soul into the aDySSs. 

カー ル マル テル に 対す る 宗教 的 な 感情 が 興奮 し て 、 尊 者 で ある フラ ンス の オル レア 
ン の 司教 で ある 聖 ウ シェ ー ル は 幻覚 の 中 で 天使 か ら 「 カ ー ル マル テル が 接収 し た 
り 荒 らし た り し た 教会 の 聖人 達 は カー ル マル テル が 天国 に 入る 事 を 禁じ て いる 。 ま 
た 、 掘 り 出 され た カー ル マル テル の 死体 は 魂 と 共に (地獄 と いう ) 深 淵 に 沈め られ 
た 。」 と いう 誤っ た 幻聴 を 聴く ほど で あっ た 。 

St. Eucher cormmunicated the revelation to Bomface, Bishop of 
Mayence, and to FulfVad, arch-chaplain of Pepin the Short. 

フラ ンス の オル レア ン の 司教 ツン シェー ル は 誤っ た 幻聴 の 話 を マイ ン ツ の 司教 ボ ニ フ ァ 
ティ ウス と 、 ピ ピン 短 駆 王 と 呼ば れ て いる ピピ ン 3 世 の チ ャ プレ ン 長 Fulfvad に 知ら 
性 だ 。 

The tomD of Charles Martel was opened, 

カー ル マル テル の 墓 は 暴 か れ た 。 

the body proved to De missinmg, 

カー ル マル テル の 死体 が (腐敗 し て ) 消 失 し て いる 事 が 証明 され た 。 

theinner side of the stone was Dlackened as iT Dy Durning, 

まる で 燃やさ れ た か の 様 に 、 墓 石 の 内 側 は (死体 の 腐敗 に よっ て ) 黒 く 成 っ て いた 。 

a foul smoke exhaled 

墓 か ら 臭 い 煙 が 出 た 。 

and a great serDent came OUt. 

墓 か ら 大 き な 蛇 が 現れ た 。 

An authentic report of the opening was sent by Boniface to Pepin the 
Short and Carloman, who Were the sons of Charles Martel, praying them 
to take warming Dy the dreadful exarmple and to respect holy thmgs. 

マイ ン ツ の 司教 ボニファティウス は 、 ピ ピン 3 世 と カー ル マル テル の 息子 カー ルマン 
が 恐ろし い 実 例 に よる 忠告 を 受け 入れ て 神聖 な も の を 景 散 する 様 に 祈っ て 、 カ ー ル 
マル テル の 墓 荒らし の 上 忠 実 な 報告 を 、 ピ ピン 短 了 王 と 呼ば れ て いる ピピ ン 3 世 と 、 
カー ル マル テル の 息子 カー ルマン に 送っ た 。 

Yet 

し か し 、 


there was httle of that virtue on the part of those who violated the grave 
of a hero or the faith of a dream, and attriDuted a destructlon which 
had Deen completely and rapidly accomplished Dy death itself to the 
work of hell. 

夢 を 誤 信 し て 英雄 カー ル マル テル の 墓 を 荒らし た せい で 、 ま た 、 死 に よる (腐敗 と い 
う ) 完 全 な 速やか な 死体 の 破壊 を 地獄 の わざ の せい に し た せい で 、 カ ー ル マル テル 
の 息子 カー ルマン に 神聖 な も の を 景 散 させ る 効果 は 無かっ た 。 

SOIme extraorOdhnary Dhenomena, Occurring DuDlicly in France, 
characterised the reign of Pepin the Short. 

いく つか の 驚異 現象 が フラ ンス で 公然 と 人 前 で 起き た の が ピピ ン 短 了 葛 王 と 呼ば れ 
て いる ピピ ン 3 世 の 治 世 の 特 徴 で ある 。 

The ar seemed to De aHVe with human shapes: 

風 が 人 の 姿 を と っ て 生き 物 の 様 に 成っ た 。 

heaVer reflected illusory scenes Of palaces, gardens, tossimg WaVeSs, 
ships in full sail amd hosts in Dattle arrayi 

諸々 の 宮殿 、 庭 々 、 揺 れ 動く 波 々 、 帆 を 完全 に 広げ た 船 々 、 戦 闘 隊形 の 軍団 と いっ た 
架空 の 光景 が 天空 に 映っ た 。 

The atmosphere was HKke a great dream, 

大 気 は 大 いな る 夢 の 様 な 物 に 成っ た 。 

and the details of these fantastic pageants Were VisiDle to eVeryone. 
空想 の 野外 劇 の 様 な 驚異 現象 の 詳細 は 全て の 人 々 の 目 に 見 えた 。 

Was it an epidemic attackimg the organs of Vision 

ピピン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 篤 異 現象 は 、 視 覚 器 官 を 襲う 伝染 病 が 流行 し た 物 
な の か ? 

OY 

それ と も 、 

an aerial perturDation Drojectmg 1lusions on condensed ar? 

ピピ ビン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 驚異 現象 は 、 霊 的 な 大 気 的 な 混乱 が 濃縮 され た 霊 
的 な 大 気 に 幻 を 映し た 物 な の か ? 

Was it not more proDably a general delusion occas1oned Dy some 
intoxicatimg and Destilential effluvium diffused throughout the 
atmosphere? 

十 中 八 九 、 ピ ピン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 篤 異 現象 は 、 大 気 に 拡散 し た 本 町 させ る 
伝染 病 の ガス が 大 衆 全体 の 妄想 を 引き 起こ し た 物 で は な いか ? 

The hkelhihood of the 1atter explanation is increased Dy the fact that 
these Visions Drovoked the Dopulace, who in their imagination Deheld 
SOTCerers iT the clouds scatterimg unwholesome Dowders and DO1SOnS 
wrth open hands. 

大 気 に 拡散 し た 酷 町 させ る 伝染 病 の ガス が ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 父 異 現 
象 を 引き 起こ し た 可能 性 が 有る の は 、 雲 の 中 で (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 た ち が 健康 に 
有害 な 毒 の 粉 を 手 で まき 散ら す 妄 想 を 全て の 大 衆 が 見 た 事実 が 有る か ら で あ る 。 
The country was srmttten with sterility, cattle died, and the mortalty 
extended also to human Deings. 


フラ ンク 王国 は 不作 に 打ち の め さ れ 、 牛 が 死に 、 人 に まで 死 が 及 ん だ 。 

The occurrences offered an ODDorturuty to circulate a stOrY, 

ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 篤 異 現象 は 、 ゼ デキ アス の カバ ラ 的 な 考察 の 話 が 
広まる 機会 を も た らし た 。 

the success and credit of which Was in Droportion to its extravagantce. 
ゼ デ キア ス の カバ ラ 的 な 考察 の 話 の 成功 と 名 声 は 考察 の 突飛 さ に 比例 し て いた 。 
At that tme the famous Kabalist Zedekias had a school of occult sclence, 
当時 、 高 名 な カバ リス ト で ある ゼ デ キア ス は 隠さ れ た 知 の 学校 を 開い て いた 。 
where he taught not indeed the KaDbalah Dut the entertainng 
Speculations arisimg therefrom 

ゼ デ キア ス の 隠さ れ た 知 の 学校 で 、 ゼ デキ アス は 、 カ バラ 自体 で は な い が 、 カ バラ が 
も た ら す 娯楽 的 な 考察 を 教え た 。 

and forrmmng the exoteric part of a science which has been ever hidden 
fromm the profane. 

ゼ デ キア ス の カバ ラ 的 な 考察 の 話 は 、 常 に 大 衆 か ら 隠さ れ て いる 知 の 大 衆 向け の 
部 分 を 形成 し て いた 。 

With mythology of this kind Zedekias diVerted the minds of his hearers. 
カバ ラ 的 な 考察 の 話 と いう 一 種 の 神話 に よっ て 、 ゼ デキ アス は 、 聴 軍 の 心 を 楽し ませ 
が e 

He told how Adam, the first man, origimally created in an almost 
Spritual estate, aDode aDove our atmosphere, In a light which gaVe 
birth at his pleasure to the most wonderful Vegetation. 

どの 様 に 、 元 は 、 ほ と ん ど 霊 的 な 状態 に 創造 され た 最初 の 人 アダ ム が 、 大 気 を 超越 
し た エデン に 住み 、 光 に よっ て 不思議 な 草木 を 思い 通り に 生じ させ た か 、 ゼ デキ アス 
は 教え た 。 

He was serVed Dy choirs of Deautiful Deimgs, fashioned in the hkKeness of 
male and female, of whom they were amimated reflections, formed 
fromm the purest suDstance of the elements. They were sylDhs, 
salamanders, undhines and gmomes: 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ と いう 人 に 似せ て 創造 され た 、 人 の 命 を 与え られ た 鏡像 で 
ある 、 四 大 元素 の 無 上 の 純粋 な 物質 か ら 形 成 さ れ た 、 美 し い 存 在 で ある 、 ノ ー ム 、 ウ 
ン デ ィ ー ネ 、 サ ラマ ンダ ー、 シ ルフ の 群れ が アダ ム に 仕え て いた 。 

Dut 

し か し 、 

in his unfallen condition Adam reigned over the gnomes and unmdines 
only by the agency of the salamanders and syIphs, 

堕天 前 の 状態 で も 、 ア ダム は 、 サ ラマ ンダ ー と シル フ の 仲介 に よっ て し か 、 ノ ー ム と ウ 
ン デ ィ ー ネ を 統治 で き な か っ た 。 

who alone had the power of ascending to his aerial Daradhise. 

サラ マン ダー と シル フ だ けが 、 霊 的 な 楽園 エデン まで 上 昇 する 力 を 持っ て いる 。 
There was nothing to equal the felicity of our first parents armidst the 
mimistry of the sylphs: 


シル フ が 仕え て いた 時 の 人 の 最初 の 父 アダ ム と 最初 の 母 エ ヴァ の 幸福 に 等 し い 物 

は 無かっ た 。 

they Were DerlshaDle spirits, 

シル フ は 、 死 に 得る 霊 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

they had incrediDle skill in Duildimg and weaving the hght, causung it to 

flower in a thousand forms, more Varied than the most Drilliant and 

fruitful imagination can mnOW COnCe1Ve. 

シル フ は 、 光 を 起こ し て 組み 合わ せ て 、 現 代 人 が 抱く 事 が で きる 最も 輝 か し く 充実 し 
こ 想 像 を 超え た 多様 な 無数 の 形 に 光 を 花 開 か せる 、 信 じ ら れ な い 技 を 持っ て いる 。 

The earthly paradise 一 so named Decause it repDosed uporn the earthIy 

atmosphere 一 

この 世 的 な 地上 的 な 大 気 の 上 に 存在 する の で 、 エ デン は 地上 の 楽園 と 言え る 。 

was therefore a domain of enchantments. 

地上 の 楽園 エデン は 、 誘 惑 術 の 領域 で あっ た 。 地 上 の 楽園 エデン は 、 魔 術 の 領域 で 
あっ た 。 

Adam and EVe slept in palaces of pearls amd sapphires: 

アダ ム と エヴァ は 真珠 と サフ ァ イ ア の 宮殿 で 眠っ て いた 。 

TOSeS SDrang UD around them and formed a carpet for their feet 

アダ ム と エヴァ の 周囲 に は 薔薇 が 芽 吹 い て アダ ム と エヴァ の 足 の た め に 薇 の カー 

ペッ ト を 形成 し た 。 

they ghded over waters in sea-shells drawn Dy swans: 

アダ ム と エヴァ は 白鳥 が 引く 貝 の 船 で 水上 を 滑る よう に 進ん だ 。 

birds cormmuned with themm in delicious speech of musiC: 

アダ ム と エヴァ と 烏 達 は 音楽 に よる 心地 よい 話し 方 で 心 を か よわ し た 。 

flowers stooped to caress them. 

花 達 は アダ ム と エヴァ に 愛撫 する た め に 身 を 寄せ た 。 

But 

が し 、 

all this was 1ost Dy the fa 

堕天 に よっ て 、 上 記 の 、 全 て は 失わ れ た 。 

which cast our Drogenltors dOwn on earth, 

堕天 に よっ て 、 人 の 先祖 で ある アダ ム と エヴァ は 地 に 堕ち た 。 

and the material Dodies which clothed them henceforth are those skins 
of Deasts mentioned in the Bible. 

神 が ア ダム と エヴァ に 着せ た 肉体 は 、 創 世 記 3 章 21 節 で 神 が 着 せ た 獣 の 皮 で ある 。 
肉体 は 創世 記 3 章 21 節 の 獣 の 上 肥 で ある 。 

They were alone and naked, 

アダ ム と エヴァ は 孤立 し 裸 に 成っ て し まっ た 。 

where no one oDeyed their caprice Of thought. 

地上 に は アダ ム と エヴァ の 気まぐれ に 従う 者 が いな か っ た 。 

They forgot their Hfe in Eden, 


アダ ム と エヴァ は エデン で の 生活 を 忘れ て し まっ た 。 

OY 

また は 、 

Vlewed it Only as a dreamm seer through the glass of memoryr 

アダ ム と エヴァ に は エデン で の 生活 は 記憶 と いう ガラ ス を 通じ て 見 る 夢 の 様 な 物 に 
し か 見 えな か っ た 。 

But 

し か し 、 

the realms ofparadise stll and forever extend aDove the earth1yY 
atmosphere, 

未だ に 、 永 遠 に 、 楽 園 エ デン の 領域 は 、 こ の 世 的 な 地上 的 な 大 気 を 超越 し た 所 に 広 
が っ て いる 。 

imhaDpited Dy syIlphs and salamanders, who are thus constituted 
guardians of man's domairl 1ike mournful retainers stll in the house of 
a master whose return they exDect no more. 

サラ マン ダー と シル フ は 、 戻 る 見 込み が 最早 無い 主 の 家 の 中 に 未だ に 留まっ て いる 
悲し ん で いる 従者 の 様 に 、 エ デン に 留まっ て 人 の 領域 で ある エデン の 守護 者 に 成っ 
て いる 。 

Imagimnations were fired Dy these astonishings fictions when the Visions 
of the air Degan to De seen in the full light of day 

ビ ピピン 3 世 の 時 代 に 真昼 間 に 大 気 中 に フラ ンス の 大 衆 が 映像 を 見 始め た 時 に 、 ゼ 
デキ アス の 第 く べき カバ ラ 的 な 作り 話 が フラ ンス の 大 衆 の 想像 力 を 興 稚 さ せ た 。 
They sigrified unqguestionaDly the descent of sylphs and salamanders in 
search of their former mmasters. 

疑い 無く 、 ピ ピン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 驚 異 現象 は 、 過 去 の 主 で ある アダ ム と エ 
ヴァ を 探し て 降臨 し た サラ マン ダー と シル フ に よる 物 で ある 。 

Voyages to the and of sylphs were talked of on all sides, 

ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 大 衆 は シル フ の 国 エ デン へ の 空 の 旅 に つい て 至る 
所 で 話し た 。 

as We talK at the present day of animated tables and fluidic 
manifestations. 

19 世紀 の 大 衆 が 動く ター ニン グ テー ブル や 流体 の 霊 の 出現 に つい て 話し て いる 様 
に 。 

The folly took possession eVen of strong mnd5s, 

ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 知識 人 で すら 愚 考 に に りつ か れ て し まっ た 。 

and 

その た め 、 

it was tme for an intervention on the part of the Church, 

教会 が 介入 する 事態 に 成っ た 。 

which does not relish the supernatural Deing hawked in the pubDlic 
StreetS, 

道端 で 大 衆 が 超自然 的 な 存在 に つい て 話す の を 、 教 会 は 嬉し く 思 わな か っ た 。 
seeing that 


な ぜ な ら 、 

such disclosures, Dy imperilling the respect due to authority and to the 
hierarchic chain of instructior, canmot De attributed to the spirit of 
order and light. 

大 衆 へ の 口外 は 、 教 会 の 権限 や 教え の 位階 制 の 連鎖 へ 払う べき 交 意 を 危う くす る 
の で 、 秩 序 と 光 の 精神 の 物 と は 考え られ 無かっ た 。 

The cloud-phantoms were therefore arralgned and accused of Deing 
hell-Dorn illusions, 

教会 は 、 ピ ピン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 雲 の 幻 を 地獄 が 生ん だ 幻 と し て 非難 し た 。 
while the people 一 anxious to get something into ther hands 一 Degan 
a Crusadle agalnst SOrCereTs. 

何 か を 自分 の 手 で 行う 事 を 望む 、 大 衆 は 、( 悪 人 の 霊 の ) 魔 術 師 に 対す る 撲滅 運動 を 
始め た 。 

The public follY turned to a Daroxysm of mama: 

大 衆 の 愚行 は 、 狂 気 の 発作 的 行動 に 成っ た 。 

strangers in COuntry Dlaces Were aCcusedl of descending from heaVven 
and were klled wlthout mercy: 

田舎 の 大 衆 は 、 見 知ら ぬ 人 を 、 天 か ら 降 臨 し た サラ マン ダー や シル フ で ある と 迫害 し 
て 無慈悲 に 殺し た 。 

imbeciles confessed that they had Deen abducted Dy sylphs or demons: 
愚者 は 、 シ ルフ また は 半 神 半 霊 ダイ モー ン に 誘拐 され た と いう 嘘 を 公言 し て し まっ て 
いた 。 

others who had Doasted HKke this previousIy ether would not or could 
not unsay 1t: 

目 慢 の た め に シル フ に 誘拐 され た と いう 様 な 明 を つい た 人 々 は 、 前 言 の 撤 回 を 望ま 
な か っ た か 、 前 言 の 撤回 を で き な か っ た 。 

they were burned or drownedl 

シル フ に 誘拐 され た と いう 嘘 を つい た 人 々 は 焼き 殺さ れ た り 湖 死人 させ られ た り し て し 
まう ただ 。 

andL according to Garinet, the numDer who perished throughout the 
kingdom almost exceeds Delief. 

ガリ ネ に よる と 、 信 じ ら れ な い ほ ど 多 数 の 人 々 が ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンク 王国 で 
殺さ れ て し まっ た 。 

It is the common catastrophe of dramas in which the first parts are 
played Dy ignorance or fear 

大 量 虐殺 は 、 無 知 や 堆 怖 に 先導 され た 人 に よる 劇 的 事件 に 共通 の 大 惨事 で ある 。 
SuCh Visionary eDldlermlcs recurred in the reigns followng, 

幻覚 を 見 せる 伝染 病 の 流行 は 、 ピ ピン 3 世 以 降 の 時 代 に も 発生 し た 。 

and all the power of Charlemagne was put in action to calm the public 
agltatlon. 

カー ル 大 帝 は 、 大 衆 の 興奮 を 静め る た め に 権力 の 全て を 使っ て 行動 し た 。 

An edict, afterwards renewed Dy Louis the Pious, forDade sylphs to 
marnifest under the heaviest Denaltes. 


ルイ 区 上 度 帝 と 呼ば れ て いる ルー ト ヴ ィ ヒ 1 世 が 後に 更新 し た 、 カ ー ル 大 帝 の 勅 令 は 、 
死刑 と いう 最も 重い 六 に よっ て 、 シ ルフ の 出現 を 禁じ た 。 

It will De understood that in the absence of the aerial Deimgs the 
judgment fell upon those who made a Doast of having seen them, 

風 の 元素 の 霊 的 存在 で ある シル フ が いな い 場 合 は 、 自 慢 の た め に シル フ を 見 た と 
いう 嘘 を つい た 人 に 死刑 と いう 裁き が 下る 、 と 理解 され た 。 

and hence 

その た め 、 

they ceased to De seen. 

シル フ が 見 られ る 事 は 無く 成っ た 。 

The ships in air sailed Dack to the port of oD]ivion, 

空中 の 船 々 は 忘却 と いう 港 に 戻る 事 に 成っ た 。 

and no one clarmed any 1onger to have journeyed through the Dlue 
distanCe. 

青空 と いう 遠 さ を 旅 し た 事 が 有る と いう 嘘 を 主張 する 人 は 最早 いな く 成 っ た 。 
Other popular frenzies replaced the preVious marua, 

カー ル 大 帝 の 伝説 と いう 他 の フラ ンス の 大 衆 的 な 熱狂 が 、 ピ ピン 3 世 の 時 代 以 降 
の フラ ンス の 大 衆 に よる 季 異 現象 へ の 熱狂 に 取っ て 代わ っ た 。 

while the romantic splendours of the great reign of Charlemagne 
furmished the makers of legends with new prodigies to Deleve and new 
marVels to relate. 

カー ル 大 電 の 大 いな る 統治 と いう 理想 的 な 輝き は 、 信 じ る べき 新しい 皮 異 と 話す べ 
さき 新しい 不思議 を 、 伝 説 の 作者 達 に も た らし た 。 


CHAPTER IV 

魔術 の 歴史 第 4 巻 4 章 

LEGENDS OF THE REIGN OF CHARLEMAGNE 

カー ル 大 電 の 治世 の 伝説 

CHARLEMAGNE is the real primce of enchantments and the world of 
faerie: 

カー ル 大 帝 は 、 誘 惑 術 、 魔 術 の 現実 の 王 で あり 、 妖 精 の 世界 の 現実 の 王 で ある 。( 妖 
精 は 神 の 聖霊 に 近い 四 大 元素 の 霊 で ある 。) 

his reign 1s jike a solemn and brilliant pause Detween DarDarism and 
the middle ages: 

カー ル 大 帝 の 治世 は 、 未 開 状態 と 中 世 の 間 の 、 神 聖 な 輝かしい 安息 の 様 で あっ た 。 
while he himself is a grand and majestc apparition, recalhmg the 
maglcal pageant of Solomon's swayi: 

カー ル 大 需 の あら われ は 、 ソ ロモ ン の 感化 力 の 魔術 的 な 華 豚 さ を 思 い 出 させ る 、 大 
いな る 雄大 な 物 で あっ た 。 

he is at once aresurrection and a Drophecy. 

カー ル 大 帝 は 、 復 活 で ある 、 と 共に 、 預 言 で ある 。 

In him the Roman empire, Overleaping Frankish and Gaulish origins, 
reaDDeared im all its splendour: 

カー ル 大 需 に よっ て 、 ロ ー マ 帝 国 は 、 フ ラン ク 人 や ガリ ア 人 と いう 起源 を 飛び 越え て 、 
全 き 輝き で 神聖 ロー マ 帝 国 と し て 再び あら われ た 。 

in him also, as in a symDol, evoked and manifested Dy divination, there 
is delineated Deforehand the perfect empire of the ages of mature 
clvilisation, 

預言 が 呼び 起こ し て 明らか に し て いた 象徴 的 な 人 の 様 に 、 カ ー ル 大 電 は 円 熟し た 
文明 の 長期 の 完全 な 帝国 、 神 聖 ロ ー マ 帝 国 の 輪郭 を 事前 に 描い て いた 。 

the empire crowned Dy priesthood 

祭司 が 神聖 ロー マ 帝 国 に 王冠 を 授け た 。 法 王 が 神聖 ロー マ 帝 国 に 王冠 を 授け た 。 
and estaDblishing its throne Deside the altar 

神聖 ロー マ 帝 国 は 王座 を キリ スト 教 と いう 祭壇 の 上 に 確立 し た 。 

The era of chivalry and the marvellous epos of romances Degin with 
Charlemagne: 

騎士 道 の 時 代 と 夢 の 様 な 物語 の 不思議 な 叙事詩 は カー ル 大 芝 と 共に 始ま る 。 
the chronicles of his period are 1kKe the Four Sons of Aymon, or ODeron, 
King of Faerie. 

カー ル 大 帝 の 時 代 の 年 代 記 は 「 エ イモ ン 公 の 4 人 の 息子 」 や 妖精 の 王 オ ベロ ン の 
話 の 様 で ある 。( 妖 精 は 神 の 聖 較 に 近い 四 大 元素 の 霊 で ある 。) 

Birds utter spDeech and direct the French army when the path has Deen 
lost im the forest: 

鳥 達 は 言葉 を 話し て 、 森 の 中 で 道 を 見 失っ た フラ ンス 軍 を 導い た 。 

brazen Colossi apDDpear In md-oceant and indicate to the emperor a free 
way eastward. 


真 欠 製 の 巨人 が 大 海 の 中 に あら われ て 東 へ の 順風 満 帆 の 海路 を カー ル 大 電 に 示 


Roland, first of the paladins, wields a magic sword, Daptzed Iike any 
Christian and Dearing the name of Durandal: 

カー ル 大 帝 の 第 一 の 聖 崎 士 パ ラディ ン で ある ロー ラン は 、 デ ュ ラ ンダ ル と いう 銘 を 持 
つ 、 キ リス ト 教 徒 の 様 に 洗礼 され た 魔法 の 合 、 聖 剣 を 振る う 。 

the hero addresses this swordl 

英雄 ロー ラン は 聖 剣 デコ ラン ダル に 話し か ける 。 

which seems to understand hum, 

聖 剣 デコ ラン ダル は ロー ラン の 言葉 を 理解 し て いる 様 に 思わ れる 。 

and nothing can resist its suDernatural onset. 

聖 剣 デュ ラン ダル の 超自然 的 な 斬 撃 に は 何 物 も 抗 え な い 。 

Roland has also an 1Vory horm, 

ロー ラン は 象牙 の 角笛 オリ ファ ン を 持っ て いる 。 

contrived so skilfully that the lightest breath wakens a response withim 
it, and that answer is heard for twernty leagues arOund, Causing eVen 
mountainms to U1Ver 

角笛 オリ ファ ン は 、 巧 み に 作 られ 、 軽 く 息 を 吹き 込む だ け で 鳴り 、 周 囲 20 リー グ (、44 
キロ メー トル また は 88 キロ メー トル ) ま で 聞こ え 、 山 々 すら 賑わせ た 。 

When the paladin falls at Roncesvalles, oOVerwhelmed rather than 
COnduered, eVen then he uprises hkKe a giant Deneath some avalanche of 
trees and rolhmg rocks: 

ロン ス ヴ ォ ー で 聖和 騎士 パラ ディ ン で ある ロー ラン は 、 負 け て 、 と 言う より は 、 大 軍 の 敵 
の イス ラム 教徒 に 押し 寄せ られ て 、 戦 死す る 時 で も 、 押 し 寄せ る 木々 や 転がっ て 来る 
岩 々 の 下 か ら 、 巨 人 の 様 に 起ち 上 が る 。 

he winds his horn, and the Saracens take refuge in flight. 

ロー ラン が 角笛 オリ ファ ン を 吹く と 、 敵 の イス ラム 教徒 の 大 軍 は 飛ぶ 様 に 逃げ る 。 
Charlemagne, at a distance ofmore than ten leagues, hears the signal 
and would speed to his ald, Dut he is Drevented Dy the trator Ganelon, 
10 リー グ 以 上 離れ た 場所 に いた 、 カ ー ル 大 需 は 、 角 笛 オ リフ ァ ン に よる 合図 を 聞い 
て 、 ロ ー ラ ン を 助け る た め に 急 ご うと する が 、 裏 切 者 ガメ ヌ ロ ン に 妨害 され る 。 

who has sold the French army to the DarDaric horde. 

ガ ヌ ロン は 、 ロ ー ラ ン と いっ た フラ ンス 軍 の 殿 ( し ん が り ) を 残忍 な 敵 の イス ラム 教徒 
の 大 軍 に 売り 渡し て いた 。 

Finding himself abandoned, Roland for the ]ast tme emDraces his 
Durandal, and then, summonimng all his strength, strikes it wth Doth 
hands aganst a moumtain DlocK, hoping to shatter the weapor lest it 
fall into the hands of infidels: 

ロー ラン は 、 や む な く 見 捨て られ た と わか っ て 、 最 後に 聖 剣 デ ュ ラ ンダ ル を 抱き し め 
て か ら 、 聖 剣 デュ ラン ダル が イス ラム 教徒 の 手中 に 落ち な い 様 に 、 聖 剣 デュ ラン ダル 
を 破壊 する 事 を 望ん で 、 全 て の 力 を 奪い 起 こし て 、 両 手 で 聖 剣 デュ ラン ダル を 山 の 
一 角 に 打ち 込む 。 

Dut 


じ が し 、 

the block itself is cloVen, the sword is not even indented. 

山 の 一 角 の 方 が 斬り 像 か れ 、 聖 剣 デ ュ ラ ンダ ル は 無傷 で ある 。 

Hereat 

その た め 、 

Roland clasps it to his Dreast and ylelds up his spirit wth so high 

ロー ラン は 聖 剣 デュ ラン ダル を 胸 に 抱き し め て 、 魂 を 手放し て 、 気 高く 死ぬ 。 

and proud a mier that the Saracens do not dare to approach, Dut, stlll 
shaking, direct a cloud of arrows against their conqdueror WhO 1s no 
ImOre. 

ロー ラン の 気 高 い 姿 に 、 敵 の イス ラム 教徒 の 大 軍 は 、 ロ ー ラ ン に 近づく 勇 気 が 無く 、 
震え な が ら 、 も う 死 ん で いる 勝利 者 ロー ラン に 矢 の 雨 を 降ら せる 。 

To be Driefi, 

簡潔 に 言う と 、 

Charlemagne, Destowing a throne upor the Dapacy and receiving from 
its hands the empire of the world in return, is the most imposing of al 
DersonaHhtes in French historyi 

王座 を 歴代 の 法王 に 授け 、 返 礼 と し て 歴代 の 法王 の 手 か ら 世 界 の 帝国 を 受け 取っ 
て いる 、 カ ー ル 大 爾 は 、 フ ラン ス の 歴史 で 最も 象徴 的 な 人 で ある 。 

We have spoken of the Enchiridion 一 

「Enchiridion」 に つい て 話し た 事 が 有る 。 

that mimute work which comDines the most secret symDbols of the 
Kabalah with the most Deautiful Christian Drayers. 

「Enchiridion」 は カバ ラ の 無 上 の 秘密 の 象 微 群 と 無 上 に 美しい キリ スト 教 の 祈り 
を 結合 する 小作 品 で ある 。 

Occult tradition attriDutes its composition to Leo III and affirms that it 
was Dresented Dy this ponttff to Charlemagne, as the most precious of 
all offerings. 

隠さ れ た 口伝 で は 法王 レオ 3 世 が 「Enchiridion」 を 作っ て 最も 大 事 な 贈 り 物 と し 
て カー ル 大 電 に 贈っ た 。 

Any kimg who owned it amd knew how to use it Worthily could Decome 
master Of the world. 

「Enchiridion」 を 所 有 し て 相応 し く 応用 する 方 法 を 知っ て いる 王 は 皆 、 地 の 王者 に 
成 れ た 。 

This traditon 1s not Derhaps to De cast aside HghtlV. 

送ら く 、「Enchiridion」 の 口伝 を 軽率 に 退け る べき で は な い 。 

It aSSumeS 

下記 を 、「Enchiridion」 は 仮定 し て いる 。 


1) 
1) 


the existence Of a primitive and universal reVelatiorl, 


原初 の 普通 の 啓示 の 存在 。 

exDplairing all Secrets of Nature 

原初 の 普 遍 の 啓示 は 、 自 然 の 全て の 秘密 を 説明 する 。 

and harmonising them wrth the Mysteries of Grace, 
原初 の 普 思 の 啓示 は 、 自 然 の 全て の 秘密 を 神 の 恵み の 神秘 と 一 致 さ せる 。 
concihating reason wrth faith, 

原初 の 普 遍 の 啓示 は 、 論 理 と 信心 を 一 致 さ せる 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

both are daughters of God 

論理 と 信心 は 、 神 の 2 人 の 娘 で ある 。 

and concur to iuminate intelhigence Dy their douDle life. 
論理 と 信心 と いう 二 重 の 命 は 、 協 力 し て 、 知 性 を 照ら す 。 

(2) 

(2) 

The necessity 一 which imposes itself 一 of conceahmg this revelation 
from the mmultitude, 

啓示 が 自ら 課す 、 啓 示 を 大 衆 か ら 隠す 必要 性 。 

lest the same De aDused by those who do not understand 1t, 
啓示 を 理解 し な い 大 衆 が 啓示 を 溢 用 し な い 様 に 。 

and 

また 、 

lest they turn against faith not only the power of reason Dut that of faith 
itself, to the confusion of reason, 

大 衆 が 、 論 理 の 力 だ け で は な く 信心 の 力 を 信心 に 敵対 させ て 、 論 理 と 信心 を 混同 し 
な い 様 に 。 

which is neVer too well within the comprehenslion of the vulgar 

大 衆 は 論理 を 理解 で き な い 。 

(3③) 

(3③) 

The existence of a secret tradition, 

秘密 の 口伝 の 存在 。 

reserving the kmowledge of these mysteries for the sovereign Driesthood 
and the temporal masters of the world. 

秘密 の 口伝 、 論 理 と 信心 の 神秘 の 知 は 、 王 者 、 祭 司 、 こ の 世 の 王 者 、 地 の 王者 の た 
め だ け の 物 で ある 。 

(④ 

(④ 

The perpetuity of certaim sigms Or Dantacles, 

確か な 象徴 や 確か な pantacle の 永遠 性 。 

exDreSs1ng the sald mysteries in a hieroglyphical manner which is 
understood only Dy adeptSs. 

論理 と 信心 の 神秘 を 象徴 的 に 表す 、 確 か な 象徴 は 、 達 道 者 だ けが 理解 で きる 。 


The Enchiridion, from this poinmt of view, should De regarded as a 
collection of allegorical Drayers 

上 記 の 観点 か ら 、「Enchiridion」 は 例え 話 的 な 祈り を 集め た 物 で ある 、 と 考え る ベ 
さ で ある 。 

and 

Se し CA 

ts secret KaDalistic pantacles are Keys thereto. 

「Enchiridion」 の 秘密 の カバ ラ の pantacle は 、「Enchiridion」 の 例え 話 的 な 祈 
り の 鍵 で ある 。 

Some Of the chief figures may De descriDed as folloWs. 

下記 は 、「Enchiridion」 の 重要 な 象徴 で ある 。 


The first, which appears on the cover of the work itself, represents a 
reversedl edulateral triangle inscriDed within a douDle circle. 
「Enchiridion」 の 第 1 の 重要 な 象徴 は 、「Enchiridion」 の 表紙 に 描か れ て いる 、 
二 重 の 輸 に 内 接する 逆 正三 角形 で ある 。 

The two words, which are written withi the triangle in the form of a 
CrOSS, are Elohim and TzaDaoth, meaning the God of armies, the 
edulhDrium of natural forces and the harmony of nurmDers. 

逆 正 三角 形 の 中 に 十字 の 形 で Elohim、 エ ロ ヒ ム 、 神 々 と Tzabaoth、Sabaoth、 軍 
団 で ある 神 と いう 2 つの 言葉 が 記さ れ て いる 。Sabaoth は へ ブラ イ 語 で 軍団 を 意味 
する 。SaDbaoth は 軍団 で ある 神 を 意味 する 。Sabaoth は 自然 の 2 つの 力 の つり 合 
いと 、 諸 々 の 数 の 調和 を 意味 する 。( 神 は 軍団 に 分 身 で きる 。) 

On the three sides of the triangle are the three great names 一 jehovah, 
Adonai, Agla: 

逆 正三 角形 の 3 つの 辺 に は 、 ヤ ハウ ェ 、 ア ドナ イ 、 ア グラ と いう 3 つの 大 いな る 名 前 
が ある 。 

aDpove the name of Tehovah is the Latim word Formato: 

ヤ ハ ウェ と いう 名 前 の 上 に は ラテ ン 語 で 「 形 成 」 と 記さ れ て いる 。 

above that of Adonai is Reformati0o: 

アド ナイ と いう 名 前 の 上 に は ラテ ン 語 で 「 変 革 」 と 記さ れ て いる 。 

and above Agla is Transformatio. 

アグ ラ と いう 名 前 の 上 に は ラテ ン 語 で 「 変 形 」 と 記さ れ て いる 。 

Thus 

上 記 の 様 に 、 

creation 1Ss asSCcriDed to the Father 

創造 は 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ の わざ で ある 。 

redemption or reform to the Son 

身代わり に よる 救い や 変革 は 神 の 子 イ エス の わざ で ある 。( イ エス は 人 の 主 で ある 。 
イエ ス は アド ナイ で ある 。 ア ドナ イ は へ ブラ イ 語 で 「 主 」、「 主 で ある 神 」 を 意味 する 。) 


and sanctfication or transmutaton to the Holy Spirit 一 

浄化 、 神 聖 化 や 変形 、 変 質 は 神 の 聖霊 の わざ で ある 。 

in consonance wrth the mathematical laws of action, reaction and 
edullhiDrium. 

作用 の 数 学 的 な 法 は 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ に 、 反 作用 は 神 の 子 イ エス に 、 つ り 合い は 
神 の 聖霊 に 対応 し て いる 。 

Furthermore, 

さら に 、 

Jehovah is to De understood as the genesls and formation of dogma in 
acCOrdance wrth the elementary significance of the four letters 
coImprised in the sacred Tetragram: 

神 の テト ラ グラ マト ン の 4 文字 の 四 大 元素 の 意味 に 従っ て 、 ヤ ハウ ェ は 考え の 生成 
と 形成 で ある 、 と 理解 する べき で ある 。 

Adonai is the realisation of this dogma in human form, 

アド ナイ は 、 人 の 姿 に よる 考え の 実現 で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

in the Lord marmifest, who is Son of God or Derfect ma 

アド ナイ は 、 主 で ある 神 が 神 の 子 イ エス また は 完全 な 人 イエ ス と し て あら われ た 事 に 
よる 、 考 え の 実現 で ある 。 

and Agla, as we have explained fully elsewhere, expresses the synthesis 
of all dogma and all Kabalistic science, 

魔術 の 歴史 第 1 巻 7 章 で 完全 に 説明 し た 様 に 、 ア グラ は 全て の 考え と 全て の カバ 
ラ の 知 の 統合 を 表す 。 

seeing that 

な ぜ な ら 、 

the hieroglyphics of which this name is formed exhiDit in a clear 
manner the triple secret of the Great Work. 

アグ ラ と いう 名 前 を 形成 する へ ブラ イ 文 字 は 「 大 作業 」 の 三重 の 秘密 を 明らか に 表 
す 。 

The second pantacle is a head, having three faces, crowned Dy a tiara 
and issuing from a Vessel filled with water 

「Enchiridion」 の 第 2 の 重要 な 象徴 pantacle は 、 水 で 満ち て いる 器 か ら あ ら わ 
れ て いる 法王 の 三重 冠 を か ぶっ て いる 3 つの 顔 を も つ 頭 で ある 。 

Those who are initiated into the mysteries of the Zohar wil understand 
the allegory which is presented Dy this head. 

「 光 輝 の 書 」 の 神秘 に 入門 し て いる 人 は 「Enchiridion」 の 第 2 の 重要 な 象徴 で あ 
る 頭 の 絵 が 表す 象徴 の 意味 を 理解 する で あろ う 。 

The third pantacle is the douDble triangle, kmown as the Star of Solomon. 
「Enchiridion」 の 第 3 の 重要 な 象徴 0antacle は 、 ソ ロモ ン の 六 蘭 星 と し て 知ら れ 
て いる 二 重 の 三角 形 で ある 。 

The fourth is the Magical Sword, Dearing the device 一 Deo duce, Cormite 
ferro:( = God lead thou, companion sword:) 


「Enchiridion」 の 第 4 の 重要 な 象徴 は 、 ラ テン 語 で 「 神 の 導き と 、 友 で ある 剣 。」 を 
意味 する Deo duce, comite ferro: と いう 言葉 が 記さ れ て いる 魔術 の 剣 で ある 。 

it is am emDlem of the Great Arcamum and the ommipotence of the 
adept. 

「Enchiridion」 の 第 4 の 重要 な 象徴 は 、 大 いな る 秘密 と 達 道 者 の 全能 性 の 象徴 
で ある 。 

The fifth is the proDblem of the human form attriDuted to the Saviour as 
resolVed by the numDer forty. 

「Enchiridion」 の 第 5 の 重要 な 象徴 は 、 数 40 に よっ て 解決 され た 、 救 い 主 イ エス 
の 人 の 姿 の 問題 で ある 。 

It is the theological numDer of the Sephiroth multiplied by that of 
natural realities. 

数 40 は 、 自 然 の 現実 の 数 に よっ て 増殖 され た セ フ ィ ロ ト の 神学 的 な 数 で ある 。 

The sixth is the pantacle of the spirit, represented Dy Dones, duplcatimg 
the letter E and the mystc Tau, or ]. 

「Enchiridion」 の 第 6 の 重要 な 象徴 は 、 文 字 E と 神秘 の 十字 タウ また は T を くり 
返し て いる 骨 に よっ て 表 さ れ た 、 神 の 聖霊 の pantacle で ある 。 

The seventh and most important is the Great Magical Monogram, 
interpretimg the keys of Solomonr the Tetragram, the sign of the 
Labarum, and the master-word of adeptshiD. 

「Enchiridion」 の 第 7 の 重要 な 象徴 、「Enchiridion」 の 最 重要 な 象徴 は 、 ソ ロモ 
ン の 鍵 タ ロッ ト 、 テ トラ グラ マト ン 、 ラ バル ム 、 達 道 者 の 主要 な 言葉 を 説明 する 、 大 い 
な る 魔術 の 組み 合わ せ 文 字 で ある 。 

This pantacle is read by Its reVoluton wheelwise and is Dronoumced 
Rota, Taro Or Tora. 

「Enchiridion」 の 第 7 の 重要 な 象徴 Oantacle は 、 回 転 す る 車輪 の 様 に 読め 
ROTA、TARO、TORA と 発音 で きる 。 

The letter A is freguently replaced in this seal Dy the numDer 1, which is 
1ts edu1Vvalent. 

「Enchiridion」 の 第 7 の 重要 な 象徴 で は 、 文 字 A は 、 文 字 A に 相当 する 、 数 1 に 
置き 換え られ て いる 場合 が ある 。 

The pantacle in question contains also the form and value of the four 
hieroglyphical emDlems of the Tarot suts 一 Deimg the Wand, Cup, 
SWOrd and Demier 

「Enchiridion」 の 第 7 の 重要 な 象徴 pantacle は 、 棒 、 杯 、 剣 、 フ ラン ス の コイ ン の 
ドゥ ニ エ と いう 、 タ ロッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 の 、4 つの 象徴 の 形 と 意味 
を 含ん で いる 。 

These elementary hieroglyphics recur eVerywhere on the sacred 
monuments of EgyDt: 

棒 、 杯 、 剣 、 輪 と いう 四 大 元素 の 象徴 は 、 エ ジ プ ト の 神聖 な 記念 建造 物 の 至る 所 で く 
り 返 され て いる 。 

while Homer also depicts them on the shield of Achilles, placing them in 
the same order as the author of the Enchiridion. 


「Enchiridion」 の 作者 で ある 法王 レオ 3 世 と 同じ 順序 で 、 ホ メロ ス は 、 棒 、 杯 、 剣 、 
輸 と いう 四 大 元素 の 象徴 を アキ レス の 盾 に 描い て いる 。 


The proofs of these explanations, if offered in the present place, would 
diVert us from our immediate suDject amd would moreover demand a 
SDeclal study 

「Enchiridion」 に つい て の 説明 の 証明 を 、 も し 与え よう と し た ら 、 テ ー マ か ら 外 れ て 
し まう し 、 さ ら に 特別 な 学 を 必要 と する 。 

which we hope to undertake and make public at some future tme. 

いつ の 日 か エリ ファ ス レヴ ィ は 「Enchiridion」 に つい て の 説明 の 証明 に 取り 組ん で 
公表 し よう と 望ん で いる 。 


The magical sword or dagger depicted in the Enchiridion seems to have 
been the partcular symDbol of the Secret TriDunal, or Company of Free 
Judges. 

「Enchiridion」 に 描か れ て いる 魔術 の 剣 ま た は 魔術 の 短剣 は 、「 秘 密 裁判 所 」 の 
特有 の 象徴 で あっ た 様 で ある 。 

It is in the form of a cross and is concealed or emVveloped Dy the device 
which surrounds 1t. 

「Enchiridion」 の 短剣 、「 秘 密 裁判 所 」 の 短剣 は 、 十 字 の 形 で 、 言 葉 で 覆 わ れ て い 
る 。 

God alone wields it, 

神 だ けが 「 秘 密 裁判 所 」 の 短剣 を 行使 で きた 。 

and he who strikKes therewrith is responsible to none for his actions. 

「 秘 密 裁 判 所 」 の 短剣 に よっ て 敵 を 討つ 人 は 、 自 分 の 行動 を 説明 する 責任 が 無かっ 
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As such, 

この 様 に 、 

1t is terriDle im its menace and so also in its privilege. 

「 秘 密 裁 判 所 」 の 箇 威 と 特権 は 恐る べき 物 で あっ た 。 

We know that the Vehmic dagger smote in the dark those who were 
guilty, their crime itself often remaining unkmown. 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 短剣 は 、 聞 の 中 で 、 知 られ ず に 犯罪 行為 を し て い 
た 事 が 多い 、 犯 罪 者 を 討ち 滅ぼし た 、 と 知ら れ て いる 。 

What are the facts respectimg this appalling justice? 

「 秘 密 裁 判 所 」 と いう 直 る べき 正義 に つい て の 真実 は 何 か ? 

The answWer inVolVes an eXcurSsion into realms of shadow which history 
has failed to enhghten 

「 秘 密 裁判 所 」 の 真実 を 知る に は 、 歴 史 が 光 で 照ら せな か っ た 闇 の 領域 へ の 進出 が 
必要 で ある 。 

andrecourse to traditions and legends for light which science cannot 
g1VG. 

「 秘 密 裁判 所 」 の 真実 を 知る に は 、 学 問 が 与え られ な か っ た 光 を 探求 する た め に 、 口 
伝 を 頼る 必要 が 有る 。 

The Free judges were a secret assOoc1atiOon ODDOsedL Dut im the interests 
of order and of govermment, to anarchic and reVvolutionary societies 
which were secret in hke manner 

「 秘 密 裁判 所 」 は 、 無 政府 主義 や 革命 の た め の 秘 密 結 社 と は 正反対 の 、 秩 序 と 政府 
の た め の 秘 密 結 社 で ある 。 

We know that superstitions dhe hard 

迷信 は 死に 難い 、 と 知ら れ て いる 。 

and that degenerated Druidism had struck its roots deeply in the saVage 
lands of the North. 

堕落 し た ドル イド の 宗教 は 北 の 未 開 の 国々 に 深く 根づい て し まっ て いた 、 と 知ら れ て 
いる 。 


The recurrimg insurrections of Saxons testified to a fanaticlsm 

サク ソン 族 の 反乱 の くり 返し は 、 狂 信 を 証明 し て いる 。 

which was (3) always turDulent, 

サク ソン 族 の 狂信 は 、 常 に 無法 で あっ た 。 

and (⑪) incapable of repression by moral force alone. 

サク ソン 族 の 狂信 は 、 倫 理 道徳 的 な 心 の 力 だ け で は 鎮圧 不可 能 で あっ た 。 

All defeated forms of worship 一 Roman paganism, Germanuc idolatry, 
Jewrish rancour conspired agalnst Victorious Christianty. 

ロー マ の 多神教 、 ゲ ルマン 民族 の 偶像 崇拝 、 敵 対 的 な ユダ ヤ 教 と いっ た 宗教 の 全て 
の 敗北 し た 形式 が 、 勝 利 し た キリ スト 教 に 対し て 共謀 し た 。 

Nocturnal assemDblies took place: 

夜 の 集会 が 行わ れ た 。 

thereat the conspirators cemented their alliance with the Dlood of 
human victims: 

夜 の 集会 で 、 キ リス ト 教 に 対す る 共謀 者 で ある 異教 徒 は 、 人 の 生 費 の 血 に よっ て 、 結 
東 を 固め た 。 

and a Dantheistic idol of monstrous form, wrth the horns of a goat, 
pres1ded over festiVals which might De called agapae of hatred. 

ヤギ の 角 を 持つ 奇形 の 汎 神 論 の 偶像 が 、 憎 むべ き 愛 響 と 呼べ る 、 宴 の 主 で あっ た 。 
In a Wordl 

要約 する と 、 

the SabDath was stlll celeDrated in every forest amd wild of yet 
unreclaimed DrOV1mCeS. 

未だ に 、 未 開 の 地域 の 森 や 荒れ 野 で サバ ト が 行わ れ て いた 。 

The adepts who attended them Were masked and otherwrse 
unTecogTlsaDle: 

サバ ト の 殺 獲 な 参加 者 は 、 仮 面 を つけ た か 、 見 分 けが つか な い 様 に 変装 し た 。 

the assemDlies extimgunshed their jights and Droke up Defore dayDbreak: 
集会 サバ ト は 夜明け 前 に 明か り を 消し て 解散 し た 。 

the guilty were to De foumd everywhere, 

黒 魔 術 の サバ ト の 犯罪 者 は 至る 所 に いた 。 

and they could De Drought to Dook nowhere. 

黒 魔術 の サバ ト の 犯罪 者 を どこ も 処罰 で き な か っ た 。 

It came aDout therefore that 

その た め 、 

Charlemagne determined to fight them wrth their own Weapons. 

カー ル 大 帝 は 独自 の 手段 で 黒 魔術 の サバ ト の 犯罪 者 と 戦う 事 を 決め た 。 

In those days, moreoVer feudal tyrants were in league with sectarians 
agalnst lawful authority: 

さら に 、 当 時 、 暴 君 の 領主 は 正統 な 権力 に 反対 する 党派 心 の 強い 者 と 結び つい て い 
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female sorcerers were attached to castles as courtesans: 

魔女 は 遊女 と し て 暴君 の 領主 の 城 に 所 属し て いた 。 


bandits who frequented the Sabbaths divided with nobles the Dlood- 
staimed loot of rapine: 

サバ ト に 入り び た っ て 、 盗 賊 は 、 略 奪 し た 血まみれ の 盗品 を 貴族 と 分 か ち 合 っ て いた 。 
feudal courts Were at the cormmand of the highest Didder: 

最高 命令 者 で ある 暴君 の 領主 が 、 領 地 の 裁 判 所 の 裁判 を 自由 に し て いた 。 

and the public Durdens weighed with all their force only on the weak 
and poor 

還 君 の 領主 の 一 味 の 武力 に よっ て 、 公 共 の 負担 は 弱者 と 貧者 だ け に 重く の し か 
か っ た 。 

The evill was at its height in WestphaHia, 

ドイ ツ の ヴェ スト ファ ー レ ン で は 悪 が 栄華 を 極め て いた 。 

and faithful agents were despatched thither Dy Charlemagne entrusted 
wrth a secret mssion. 

カー ル 大 電 は 、 秘 密 の 使命 を 託し て 、 信 頼 で きる 代行 者 達 を ドイ ツ の ヴェ スト ファ ー 
レン に 急い で 派遣 し た 。 

Whatsoever energy remained among the oppressed, whosoeVver stlll 
loved justice, whether among the people or among the noDility, were 
drawn Dy these ermissaries together Dound Dy pledges and Vigllance in 
Common. 

カー ル 大 帝 の 密 使 達 は 、 権 力 に 虐げ られ て いて も 努力 し て いる 人 、 身 分 の 貴 駿 を 問 
わ ず 未 だ に 正義 を 愛し て いる 人 を まとめ 、 共 同 の 甘い と 警戒 に よっ て 結束 させ た 。 
To the initiates thus incorporated they made kmown the full powers 
which they carried from the emperor himsef, 

カー ル 大 帝 の 密 使 達 は 、 正 義 を 愛し て いる 人 達 を 、 秘 伝 伝授 者 に 受け 入れ て 、 大 電 
カー ル 自 身 が 認め た 権力 を 全て 知ら せ た 。 

and they Droceeded to insttute the TriDunal of Free judgeS. 

カー ル 大 帝 の 密 使 送 が まとめ た 、 正 義 を 愛し て いる 人 達 は 、「 秘 密 裁 判 所 」 を 設立 し 
た 。 

They were a kimd of secret police, having the right of life and death. 

「 秘 密 裁判 所 」 は 条 与 奪 の 権利 を 持つ 一 種 の 秘密 警察 で あっ た 。 

The mystery which surrounded their judgments, the swiftmess of ther 
executions, helped to impress the imagination of people stl im 
DarDbarisTm. 

「 秘 密 裁 判 所 」 を 取り 巻く 神秘 と 、「 秘 密 裁 判 所 」 の 処刑 の 迅速 さ は 、 未 だ に 未開 の 
大 衆 の 想像 力 に 好 印 象 を 与え る の に 役立っ た 。 

The Holy Vehm assumed gigantic DrODOrt1OnS: 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 は 巨人 的 な 規模 に 成っ た 。 

men shuddered in descriDing apparitions of masked DersO1S, 

「 秘 密 裁判 所 」 の 仮面 を し た 裁判 記 の 出現 の 話 に 、 大 衆 は 岩 え た 。 

of summonses nailed to the doors of nobles in the Very midst of ther 
watch-guards and ther orgies, 

警備 や 酒宴 の 人 だ か り の 中 で 貴族 の 家 の 門 に つけ られ た 「 秘 密 裁 判 所 」 へ の 召喚 
状 の 話 に 、 大 衆 は 居 え た 。 


of brigand-chiefs found dead with the terrible cruciform dagger in their 
breasts and on the scroll attached thereto an extract from the sentence 
ofthe Holy Vehm. 

「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 判決 文 の 抜粋 が 記さ れ た 巻物 が つけ られ た 、 状 
る べき 十字 形 の 短剣 で 胸 を 刺さ れ て 死ん で いる の が 見 つか っ た 盗賊 の 頭 の 話 に 、 
大 衆 は 震え た 。 

The Tribunal affected most fantastc forms of procedure: 

「 秘 密 裁判 所 」 は 手続 き に 不思議 な 形 を 取っ た 。 

the guilty person, cited to apDpear at some discredited cross-Toadl 
犯罪 者 は 不審 な 十字 路 に 出頭 する 様 に 召喚 され る 。 

was taken to the assemDly Dy a man clothed in Dlack, 

黒衣 を まとっ た 男 が 犯罪 者 を 集会 へ 連れ て 行く 。 

who Dandaged his eyes 

犯罪 者 は 目隠し を され る 。 

and led him forward in silence. 

沈黙 の 中 、 犯 罪 者 は 連れ て 行か れる 。 

This occurred inVvariaDly at some unseemly hour of the night, 

常に 、 犯 罪 者 の 連行 は 夜 の 不穏 当 な 時 間 に 行わ れ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

judgment was never DrOnOunced exceDt at rmidrught. 

「 秘 密 裁 判 所 」 は 真夜 中 に だ け 判 決 を 下 し た 。 

The crimnnal was carried into a Vast umnderground Vault, 

犯罪 者 は 広大 な 地下 室 に 連行 され る 。 

where he was questioned Dy One Vo1Ce. 

地下 室 で 1 人 だ け の 声 が 犯罪 者 を 取り 調べ る 。 

The hoodwnk was remoVved!, 

犯罪 者 の 目隠し が 外さ れる 。 

the Vault was iumimated in all its depth and height, 

地下 室 が 奥 ま で 光 で 照ら され る 。 

and the Free judges sat masked and wearing Dlack vestures. 

「 秘 密 裁 判 所 」 の 仮面 を し て 黒衣 を まとっ た 裁判 官 達 が 座っ て いる 。 

The sentences were not capital invariaDly 

「 秘 密 裁判 所 」 の 判決 は 常に 死刑 と は 限ら な か っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

those who judged were farmihar with the circumstances of the crime, 
「 秘 密 裁判 所 」 の 裁判 官 は 犯罪 の 事情 を 知っ て いた 。 

though 

し か し 、 

nothing transpired concerming them, 

「 秘 密 裁判 所 」 で は 犯罪 の 事情 に つい て は 何 も 明 か され な か っ た 。 

aS 


な ぜ な ら 、 

death would haVe overtaken the revealer instantly. 

犯罪 の 事情 を 明か し た 者 は 即座 に 殺さ れる 。( 犯 罪 の 事情 を 明か す と 「 秘 密 裁判 
所 」 の 裁判 官 の 正体 が 判明 する 可能 性 が 有る か ら 。) 

Sometimes these formidable assemDlies were so crowded that they 
were ComparaDle to an army 0f aVengers: 

時 に は 、「 秘 密 裁判 所 」 の 明 散 する べき 集団 は 多数 に 成り 、 報 復 者 の 軍団 に 相当 す 
る ほど で あっ た 。 

one night the emperor himself presided oVer the Secret TriDunal, and 
more than one thousand Free judges sat in a circle round hm. 

ある 晩 、 旦 帝 が 自ら 「 秘 密 裁判 所 」 の 議長 を 務め る と 、 千 人 以上 の 裁判 記 が 皇帝 の 
周り に 円 座 し て いた 。 

In the year 1400, ten thousand memDers existed in Germanyr 

1400 年 の ドイ ツ に は 1 万 人 の 「 秘 密 裁判 所 」 の 裁判 官 が 存在 し た 。 

People with a Dad conscience susDected their own relations and friends. 
良心 が や まし い 人 は 、 自 分 の 血縁 者 や 友人 が 「 秘 密 裁 判 所 」 の 裁判 記 で は な いか 、 
と 芝 う ほど で あっ た 。 

William of Brunswick is reported to haVe said on a Certain OCCas10n: 
下記 の 様 に 、 ド イツ の ブラ ウン シュ ヴァ イク 公 ヴ ィ ル ヘル ム は 、 あ る 時 、 話 し て いた と 記 
録 さ れ て いる 。 


1 
If Duke Adolphus of Schleswig should Day me a Vis1t, 
ドイ ツ の シュ レー ス ヴ ィ ヒ 公 ア ドル ファ ス が 私 の 所 に 訪問 し て 来 た ら 、 
1 must infalhDply hang hm, 

私 は アド ルフ ァ ス を 絶対 に 絞首刑 に する 必要 が 有る 。 
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な ぜ な ら 、 

1 do not wish to De hanged. 

私 は (『 秘 密 裁 判 所 』 に よっ て ) 絞 首 刑 に され る 事 を 望ま な い 。 


」 

Frederick of Brunswrck, a primce of the same family, who Was emperor 
for a moment, refused to oDey a citation of the Free judges, 

ーー 時 、 皇 天 で あっ た 、 ブ ラウ ン シ ュ ヴァ イク 公 フ リー ドリ ヒ は 、「 秘 密 裁判 所 」 の 召喚 に 
従う 事 を 拒否 し た 。 

and from that time forward he went armed from head to foot and 
Surrounded Dy guards. 

「 秘 密 裁判 所 」 の 召喚 を 拒絶 し た 時 か ら 、 フ リー ドリ ヒ は 、 頭 か ら 足 まで 武装 し 、 護 衛 
た ち に 囲ま れ て いた 。 

One day, howeVer he fell a little apart from his suite and had occasion 
to 1oosen some Dart of his armour. 


し か し 、 あ る 日 、 フ リー ドリ ヒ は 、 護 衛 た ちか ら 少 し だ け 離 れ て 、 鎧 の いく つか の 部 分 
を 緩め た 。( 排 湯 す る た め に 。) 

He did not return 

フリ ー ド リヒ は 、 護 衛 た ちの 所 に 戻っ て 来 な か っ た 。 

and his guards entered the copse where he had sought retirement for a 
momment. 

護衛 た ち は 、 一 時 フリ ー ド リヒ が 隠れ た 林 に 入っ た 。 

The unfortunate man was in the act of expiring, with the dagger of the 
Holy Vehmin his body 

不適 切な 男 フ リー ドリ ヒ は 「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 短剣 を 体 に 刺さ れ て 死 
ん で いた 。 

and his sentence attached to the weapon. 

「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 短剣 に は 、 フ リー ドリ ヒ へ の 判決 文 が 付け られ て 
いた 。 

Lookimg round in all directons, they could distmgunsh a masked man 
retreatmg at a slOW DaCe, 

全 方 位 を 見 まわ し て 、 フ リー ドリ ヒ の 護衛 た ち は 、 ゆ っ くり と 立ち 去っ て 行く 仮面 を し 
た 男 を 見 つけ た 。 

Dut 

し か し 、 

no one dared to follow hmm. 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 裁判 官 を 追い か ける 勇気 が ある 人 は いな か っ た 。 
The Code of the Vehmic Court was found in the ancient archives of 
Westphalia 

ドイ ツ の ヴェ スト ファ ー レ ン の 古書 の 中 に 「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 が 
見 つか っ た 。 

and has been printed in the Reichstheater of Miiller under the 
followng ttle: 

下記 の 見 出し で 、 ミ ュー ラー の 帝国 劇場 で 、「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 
は 印刷 され た 。 


Code and Statutes of the Holy Secret TriDunal of Free Counts and Free 
Judges of Westphaha, established in the year 772 Dy the Emperor 
Charlemagne and revised in 1404 Dy King RoDert 

772 年 に カー ル 大 電 が 定め 、1404 年 に モモ ロベルト が 変更 し た 、 ド イツ の ヴェ スト 
ファ ー レ ン の 『 秘 密 裁 判 所 』、『 回 フ ェ ー メ 団 』 の 法典 。 

who made those alterations and additions reduisite for the 
administration Of justice in the triDunals of the iuminated, after 
InmVestimg them wrth his own authority. 

王 ロ ベル ト は 、『 光 に 照ら され た 者 』 の 『 秘 密 裁判 所 』、『 聖 フェ ー メ 団 』 に 、 王 ロ ベ ル 
ト の 権限 を 与え た 後に 、 正 義 の 執行 に 必要 な 法典 へ の 変更 と 追加 を し た 。 


」 

Anote on the first page forbade any profane Derson to glance at the 
book under Denalty of death. 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 の 最初 の ペー ジ の 注釈 は 、 死 刑 と いう 祝 に 
よっ て 、 俗 人 が 「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 を 読む の を 禁じ て いる 。 

The word illurminated。 here giVen to the associates of the Secret 
Tribunal, unfolds their entire mission: 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 と いう 秘密 結社 に 与え られ た 「 光 に 照ら され た 者 」 
と いう 言葉 は 、「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 使命 を 全て 明か し て いる 。 

they had to track down in the shadows those who worshipped the 
darkmesS: 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 は 、 闇 の 崇拝 者 を 聞 の 中 で 探し 出す 必要 が 有 っ た 。 
they counterchecked mysteriousIy those who conspired against society 
in faVour of mystery: 

「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 は 、 黒 魔術 に 味方 し て 社会 へ の 陰 議 を 企てる 者 に 
対し て 神秘 的 に 対抗 し た 。 

but they were themselves the secret soldiers of light, who cast the light 
of day On crirmmal plottmgs, and it is this which was sigmfied Dy a 
sudden splendour illumnnatmg the TriDunal when it pronoumced 
semtenCe. 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 は 、 昼 の 光 を 犯罪 の 陰謀 に 投じ る 、 実 に 、 光 の 秘密 
の 戦士 で あり 、 判 決 を 下す 前 に 突然 に 裁判 所 で ある 地下 室 を 光 で 照ら す 事 に よっ て 、 
光 の 秘密 の 戦士 で ある 事 を 表し た 。 

The public provisions of the 1aw under Charlemagne authorised this 
holy war against the tyrants of the might. 

カー ル 大 電 の 下 、 公 に 成っ た 「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 は 、 闇 の 暴君 の 
ー 味 に 対す る 聖戦 を 認め た 。 

The records may De consulted to ascertain the penalties inflicted on 
SOYCerers, diViners, enchanters, noueurs d'alguilette( = kmotters of 
alguilette), and those who adrmimistered poisor in the guise of loVe- 
philtres. 

(悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 、 占 い 師 、 誘 惑 者 、「( 結 婚 の 完成 の た め の 性 交 を 妨げ る 呪い 
の ) 和 飾り 紐 (ひも ) を 結ぶ 者 」、 如 薬 の ふり を し て 毒 を 盛っ た 人 に 与え た 刑 を 「 秘 密 
裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 の 記録 を 見 て 確認 する 事 が 可能 で ある 。 

The same 1]aws made it penal to trouDle the air raise temDestS, ConsStruct 
characters and talismans, Cast ]ots, Dractise witchcraft and magical 
charms, whether on men Or Cattle. 

大 気 を 乱す 事 、 大 嵐 を 起こ す 事 、 待 や タリ スマ ン を 作る 事 、 く じ を 引く 事 、 人 や 家畜 に 
呪い や 魔術 の 誘惑 術 を 実行 する 事 を 「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 は 刑罰 
の 対象 と し た 。 

SOTCeTerS, aStTOlOgers, d1V1mers, necTOImantcers, OCCUIt mathematiclans 
are declared execraDle and made suDject to Durushment in the same 
way as thieves amd assasSs1nSs. 


(悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 、 占 星 術 師 、 占い師 、 降 霊 術 師 、 数 秘術 師 は 、 憎 むべ き 者 で あ 
る と 宣言 され て 、 盗 賊 や 暗殺 者 と 同じ 刑罰 を 与え られ た 。 

SuCh severIty wl De understood Dy recalhng all that has Deen said on 
the horrible rites of Black Magic and its infant sacrifices. 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 の 茂 し さ は 、 黒 魔術 の 恐る べき 儀式 と 黒 魔 
術 の 幼子 の 生 費 に つい て の 全て の 話 を 思い 出せ ば 、 理 解 で きる で あろ う 。 

The danger must have Deen grave indeed when its repress1On assumed 
forms at once so severe and nurmerOUS. 

黒 魔術 へ の 弾圧 が 多数 の 厳し い 形 を 取っ て いた と する と 、 黒 魔術 の 危険 性 は 実際 
に 重大 で あっ た に 違い な い 。 

Another instituton which is referable to the same root was that of 
kmight-errantryr 

「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 と 起源 が 同じ (カー ル 大 帝 ) で ある 団体 は 「 遍 歴 騎士 
団 」 で ある 。 

The knmights-errant were a sDecies of Free judges 

[遍歴 騎士 団 」 は 、 一 種 の 「 秘 密 裁判 所 」 で あっ た 。 

who appealed to God and their spears against all the oppresslons Of 
castellans and all the malice of necromancers. 

[遍歴 騎士 団 」 は 、 城 主 の 圧政 と 降 圭 術 師 (と いっ た 悪人 の 霊 の 魔術 師 ) の 悪意 に 対 
し て 、 神 と 槍 の 力 に 物 を 言わ せ た 。 

They Were armed Im1ss1Omar1eS, 

[遍歴 騎士 団 」 は 、 武 装 し た 宣教 師 で あっ た 。 

who protected themselves with the sign of the cross and then cloVe 
muiscreants asunder: 

[遍歴 騎士 団 」 は 、 十 字 の 手振り 身振り に よっ て 自身 を 守っ て か ら 、 不 信心 な 悪人 を 
一 刀 両 断 に し た 。 

after such manmer did they earn the rememDbrance of some noDle dame, 
sanctfying love Dy the martyrdom of a Hife which was one of utter self- 
deVotiOn. 

その た め 、「 遍 歴 騎士 団 」 は 、 徹 底 し た 献身 の 1 つ で ある 命 を か けた 痢 教 に よっ て 愛 
を 清め て 、 気 高い 令嬢 達 に 覚え られ た 。 

We are far removed already from those pagan courtesans to whom 
slaves were offered in sacrifice and for whom the conqduerors Of the 
anclent World Durnt cities. 

異教 徒 の 遊女 の た め に 、 奴 隷 が 生 費 と し て 捧げ られ 、 古 代 世 界 の 勝利 者 が 諸々 の 
都市 を 燃やし た が 、 異 教徒 の 遊女 か ら 、 キ リス ト 教 徒 は すでに 遠く か け 離 れ て いる 。 
For the ladies of Christendom other sacrifices Were redU1S1te: 

キリ スト 教徒 の 令嬢 の た め に は 、 異 教徒 の 遊女 と は 異な る 、 さ さげ 物 が 必要 で ある 。 
jife must have Deenr risked in the cause of the weak and oODDressed! 

キリ スト 教徒 の 令嬢 の た め に 、 弱 者 や 権力 に 虐げ られ た 人 の た め に 命 の 危険 を 冒 
す 必 要 が 有る 。 

captiVes must haVve Deen set free, 


キリ スト 教徒 の 令嬢 の た め に 、 無 実 の 罪 で 中 獄 に 閉じ 込め られ た 人 を 解放 する 必要 
が 有る 。 

pumishment meted out to the profaners of holy affections: 

キリ スト 教徒 の 令嬢 の た め に 、 神 聖 な 愛 を 冒 流す る 人 に 罰 を 与え る 必要 が 有る 。 
and then 

その た め 、 

those loVely and white ladies, whose skirts were emDroidered with 
heraldic Dadges: 

紋 草 を 刺繍 され た スカ ー ト を は いた 、 キ リス ト 教 徒 の 愛らしい 清らか な 純白 な 令嬢 
達 は 、 

whose hands were pale and delicate: 

優美 な 繊細 な 青白 い 手 の 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 達 は 、 

those Hving madonnas, 

生き て いる 聖母 マリ ア で ある 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 達 は 、 

Droud as Hlies, 

百合 の 様 に 気 高 い 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 達 は 、 

who came Dack from church, with Books of Hours under their arms and 
rOsaries at their girdles, would remoVe a vel Droidered wrth gold or 
sllVer and giVe it as a scarf to the knight who knelt before them, praying 
to them and dreaming of God. 

時 補 書 を 手 に 下げ 、 帯 に ロザリオ を 下げ 、 教 会 か ら 戻っ て 来 た 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 
達 は 、 金 や 銀 で 刺繍 され た ヴェ ー ル を 外し て 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 造 の 前 に ひざ まず 
いて キリ スト 教徒 の 令嬢 達 の た め に 祈り 神 に つい て 想像 する 「 遍 歴 騎 士 」 に スカ ー 
フ と し て ヴェ ー ル を 与え た 。 

Let us forget EVe and her errOrs: 

エヴァ と エヴァ の 誤り を 忘れ よう 。 

they are forgiver a thousand tmes, and are more than atoned for Dy 
this ineffable grace of the noble daughters of Maryi 
聖母 マリ ア の 気 高 い 娘 達 、 キ リス ト 教 徒 の 気 高 い 令嬢 達 に よる 言い 表せ な い ほ どの 
恵み に よっ て 、 エ ヴァ の 誤り は 千 回 、 許 され 、 千 回 以上 、 つ ぐ な われ て いる 。 


CHAPTER V 

魔術 の 歴史 第 4 巻 5 章 

MAGICIANS 

魔術 師 

That fundamental dogrma of transcendental science which consecrates 
the eternal law of edunhbrium attained its plenary realisation in the 
constituton of the Christian world. 

つり 合い の 永遠 の 法 を 神聖 化す る 、 超 越 的 な 知 の 基礎 の 考え は 、 キ リス ト 教 世界 の 
形成 に よっ て 、 完 全 な 実現 に 到達 し た 。 

Two Hving pillars 一 the Pope and Emperor 一 - suDported the structure 
of civilisation. 

法王 と 皇帝 と いう 生き て いる 2 つの 柱 が 文明 と いう 建築 物 を 支え た 。 

But 

し か し 、 

the empire suffered partition when it shpped from the feeble hands of 
Louis the Pious and Charles the Bald. 

帝国 は 、 ル ー ト ヴィ ヒ 1 世 と シャ ルル 2 世 の 絞 い 手 か ら す べり 落ち て 、 分 像 し た 。 
The temporal power abDandoned to the chances of conquests Or intrigu6e, 
世俗 の 権力 は 、 運 任せ に 、 ま た は 、 不 正 な 策略 に よっ て 、 獲 得 され た 。 

lost the providential umity which kept it in harmony with Rome. 
世俗 の 権力 は 、 ロ ー マ の 法王 と の 調和 を 保っ て いた 神意 に よる 統一 を 失っ た 。 
The Pope had often to intervene as grand justiciary 

頻繁 に 、 法 王 は 、 大 いな る 司法 高官 と し て 、 世 俗 の 権力 に 干渉 する 必要 が 有 っ た 。 
and, at his Droper riskK and perll, he restrained the amDitions and 
audacity of many CormDetitiVe sOVereignSs. 

法王 は 、 危 険 を 冒し て 、 競 合 し 合う 多数 の 権力 者 の 野心 と 大 胆 な 行動 を 抑え た 。 
Excormmunication was at that tme a terriDle Denalty, 

当時 、 破 門 は 恐る べき 罰 で あっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it was sanctioned Dy un1versal Delief, 

破門 は 、 普 遍 の 信心 に よる 制裁 で あっ た 。 

and 

まだ 、 

1t Droduced phenomena which awed the crowdL, Deimg mysterious 
effects of the magnetic current of condemnation. 

破門 は 、 大 衆 を 欧 れ さ せる 、 非 難 に よる 磁 気 の 流 れ に よる 神秘 的 な 結果 で ある 現象 
を も た らし た 。 

There is the example of RoDbert the Pious, who, having incurred this 
terrible penalty Dy an unlawful marriage, Decame the father ofa 
monstrous child, similar to those effigies of demons which mediaeVal 
art reDresented in such ridiculous asDects of deforrmuty. 


例え ば 、 ロ ベー ル 2 世 は 、 不 法 の 結婚 に 対す る 破門 に よる 恐る べき 罰 を 受け て 、 中 
世 の 芸 術 に よっ て お か し く 表 現さ れ た 悪魔 の 仙 像 に 似 た 姿 の 奇形 の 子 の 父 と 成 っ 
て し まっ た 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

The melancholy fruit of a forDbidden umion Dore witness at least to the 
tortured consclence and frightful dreams by which the mother Was 
DOSSessed. 

禁じ られ た 結婚 の 悲し い 果 実 で ある ロベール 2 世 の 奇 形 の 子 は 、 少 な く と も 、 母 の 
良心 の 町 責 と 母 が 恐ろし い 夢 に と りつ か れ た 事 を 証明 し た 。 

RoDert accepted the event as a Droof of the wrath of God 

ロベール 2 世 は 、 奇 形 の 子 の 誕生 と いう 出来 事 を 、 神 の 怒り の 証 と し て 受け 取っ た 。 
and suDrmitted to the papal judgment. 

そし て 、 ロ ベー ル 2 世 は 、 法 王 の 裁き に 従っ た 。 

Renouncimg a marrlage which the Church declared incestuous, he 
reDpudiated Bertha to espouse Constantce of ProVenCe, 

ロベール 2 世 は 、 教 会 が 近親 相姦 で ある と 宣言 し た 結婚 を 破棄 し て ベル ト と 離縁 し 、 
コン スタ ンス ド プロ ヴァ ンス と 結婚 し た 。 

and it remained for him to recogruse in the questionaDle morals and 
arroganlt character of his new Dride a second chastisement of heaven. 
ロベール 2 世に は コン スタ ンス の 疑わ し い 品 行 と 人 徴 慢 な 性 格 は 第 2 の 天罰 に 見 え 
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The makers of chronicles at the Deriod were enarmoured of diaDolical 
legends, 

当時 の 年 代 記 の 作者 は 、 悪 魔 の 伝説 に 夢中 で あっ た 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

but their records exhibit more of credulity than of good taste. 

当時 の 年 代 記 の 作者 に よる 記録 は 、 良 識 に よる 記録 と 言う より も 、 軽 信 に よる 記録 
を 表し て いる 。 

Every monkish malady every unhealthy nightmare of nuns, is 100oked 
uDO1 as a Case Of Veridic aDDar1tion. 

当時 の 年 代 記 の 作者 は 、 修 道 院 で の 病気 、 修 道 女 の 不 健 全 な 悪 芝 を 、 全 て 、 現 実 の 
霊 の 出現 に よる 物 と 見 な し た 。 

The result is repellent phantasmagora, Stupid allocutons, 1rmDossiDle 
transfigurations, to which the artistic spirit of Cyrano de Bergerac is the 
one thing wantimg to render them entertaiming CreatiOnS. 

当時 の 年 代 記 の 作者 に よる 不快 な 幻想 、 非 論理 的 な 話 、 不 可能 な 変身 を 娯楽 作品 
に する に は エド モン ロス タン 作 の 「 シ ラノ ド ベル ジュ ラッ ク 」 の 芸術 的 な 才能 が 欠け 
ye 

Fromm the reign of RoDbert to that of St. Louis there is nothing, howeVer 
which seems to deserVe recOountimg. 

ロベール 2 世 の 治 世 か ら 、 聖 王 ル イ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 の 治 世 ま で 、 
話す に 値する 当時 の 年 代 記 の 作者 に よる 記録 は 無い 。 

The famous RabDbi jechiel, great KaDalist and truly remarkaDle 
physiclan, Hved in the reign of St. LOu1S. 


大 いな る カバ リス ト で ある 、 真 に 注目 する べき 医者 で ある 、 高 名 な ラビ の イェ エキ エル 
は 、 聖 王 ル イ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 の 治 世に 生き て いた 。 

All that is told of his 1amp and magical nail goes to DroVe that he had 
discovered electricity, or was at least acduaimted wrth its most 
1mportant USeS. 

イェ キ エ ル の ラン プ と 魔術 の 釘 ( く ぎ ) に つい て の 全て の 話 は 、 イ エキ エル が 電気 を 発 
見 し て いた 事 、 ま た は 、 少 な く と も 、 イ エキ エル が 電気 の 主 な 使用 法 を 知っ て いた 事 
を 証明 する 。 

Ancient as that of Magic, 

電気 の 知 は 、 魔 術 の 様 に 、 古 代 か ら の 物 で ある 。 

the kmowledge of this force was transrmtted as one of the keys of the 
greater Initiation. 

電気 と いう 力 の 知 は 、 よ り 大 いな る 秘伝 伝授 の 鍵 の 1 つと し て 、 伝 えら れ て いた 。 
When the night came a radiant star appeared in the 1odging of jechiel, 
夜 に 成る と 、 イ エキ エル の 仮 の 宿 に は 、 輝 く 星 (の 様 な ラン プ の 光 ) が あら われ た 。 
the jight Deimg so Drilliant that no eye could gaze thereon without Deimg 
dazZzled!, 

イェ キ エ ル の ラン プ の 光 の 輝き は 、 目 が 敗 む の で 、 凝 視 で き な い ほど で あっ た 。 
while the beam thatit darted was Hmted with raimDow colours. 

イェ キ エ ル の ラン プ が 放つ 光線 は 、 虹 色 に 染まっ て いた 。 

It was neVer kmowr to fail 

イェ エキ エル の ラン プ は 弱 ま ら ず 消 えな か っ た 、 と 知ら れ て いる 。 

andit Was never replenished wrth ol or other comDustlble suDstance 
extarlt at that tme. 

イェ エキ エ ル の ラン プ に は 油 や 当時 の 可燃 性 の 物質 は 満た され て いな か っ た 。 
When importuruty or 則 -mtentioned curiosity sought to intrude on 
Jechiel by kmocking persistently at his door the RabDi struck a nail fixed 
Im his caDinet, 

し つこ い 人 や 、 悪 意 と 好奇 心 を 持っ た 人 が 、 イ エキ エル の 部 屋 に 侵入 する た め に 、 ド 
ア を ノッ ク し 続け る と 、 ラ ビ の イェ キ エ ル は 、 部 屋 に 固定 し て いる 釘 ( く ぎ ) を ドア に 当て 
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producing simultaneously a Dlue spark on the head of the nail and the 
door-Kknocker 

する と 、 イ エキ エル の 釘 ( く ぎ ) の 先端 と ドア の ノッ ク 部 分 に 青い 電気 火花 が 起こ っ た 。 
The 則 -advised person was shaken in such a manner that he cried for 
mercy, Delievimg that 9 Sa was ODerumg under his feet. 

イェ キ エ ル の 釘 ( く < くぎ) の 電気 を 流さ れ て 岩 え た 無 思慮 な 人 は 、 足 下 の 地 が 開い た と 
思い 込ん で 、 イエ キ エ ル の 慈悲 を 求め て 叫ん だ 。 

One day a hostle moD swarmed aDout the entrance, utterimg murmUurs 
and menaceSs, 

ある 日 、 イ エキ エル に 敵対 する 大 衆 が 、 不 満 を つぶ や いた り 友 迫 し て 、 イ エキ エル の 
宿 の 入口 の まわ り に 和 群がっ た 。 


while they stood wrth interlaced arms to resist the commotion and 
SuDDOSed quaking of the ground. 

大 衆 は 、( 電 気 に よ る ) 動 揺 と 地震 と 思わ れる 物 に 耐え る た め に 、 腕 を 組み 合わ せ て 
ZS 

The boldest among them plied furiously at the kmocker 

大 衆 の うち 最も 大 胆 な 俗人 が イエ キ エ ル の ドア を し つこ く 騒 々 し く ノ ッ ク し た 。 

Dut jechiel pressed his na 

イェ キ エ ル は 釘 ( く ぎ ) を ドア に 押し 当て た 。 

in a moment the assailants were tumbled one over another and fled 
Cry1ng Out Iike Deople who haVe Deen Durnt. 

すぐ に 、 襲 撃 者 、 暴 漢 で ある 大 衆 は 互い の 上 に 転倒 し 合い 、 燃 や され た か の 様 に 叩 
ん で 逃げ た 。 

They Were quite sure that the earth had opened and swallowed them as 
far as the kmees: 

大 衆 は 、 地 が 開い て 膝 ( ひ ざ ) ま で 飲み 込ま れ た 、 と 思い 込ん だ 。 

they kmew not how they got out: 

大 衆 は 、 ど の 様 に し て 逃れ られ た か 、 わ か ら な か っ た 。 

Dut nothing would persuade them to return and renew the attack. 

大 衆 は 、 イ エキ エル の 宿 へ 戻っ て イエ キ エ ル へ の 襲撃 を 再開 する の を 思い と ど ま っ た 。 
The sorcerer thus earned quietude Dy the terror which he diffused. 
魔術 師 イ エキ エル は 恐怖 を まき 散ら し て 静けさ を 得 た 。 

St. Lou1s, great Catholhic as he was, Was also a great kimg, 

聖 モ ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 大 いな る カト リッ ク 教 徒 で あり 、 大 い 
な る 王 で あっ た 。 

and wishimg to kmow echiel, 

聖 モ ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス モル イ 9 世 は 、 イ ェ エキ エル を 知り た いと 思っ た 。 
he surmmoned him to his court。 

聖王 ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 イ エキ エル を 王宮 に 招い た 。 

had seVeral conVersations wrth him, 

聖王 ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 数 回 、 イ エキ エル と 話し た 。 

was satisfied fully Dy his explanations, 

聖王 ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 イ エキ エル の 説明 に 完全 に 満足 し 
だ 。 

protected him from his enemies, 

聖 モ ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 敵 か ら イ ェ エキ エル を 保護 し た 。 
and durimg the rest of his jife never failedl to testfy esteem for him and 
to act DeneVolently towards him. 

以降 は 死ぬ まで 、 聖 王 ル イ と 呼ば れ て いる フラ ンス モル イ 9 世 は 、 イ ェ キ エル へ の 明 
敬 を 証明 し 、 イ エキ エル を 思い や り 続け た 。 

AlDertus Magnus HVed at the same perlod!, 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス も イエ キ エ ル と 同時 代 に 生き て いた 。 

and he stll passes among the people as grand master of all magicians. 


アル ベル トゥ ス マグ ヌス は 、 全 て の 魔術 師 の うち 大 いな る 魔術 師 と し て 未だ に 大 衆 
に 通用 する 。 

Historians of the time affirm that he possessed the Philosophic Stone 

当時 の 歴史 家 は 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス が 賢者 の 石 を 所 有 し て いた 、 と 断言 し て 
いる 。 

and 

に ea 

that after studying for thirty years he had succeeded in solvimg the 
problem of the android 一 

当時 の 歴史 家 は 、30 年 の 研究 の 後に アル ベル トゥ ス マグ ヌス が 人 人 造 人 間 の 問題 を 
解く 事 に 成功 し た 、 と 断言 し て いる 。 

In other Words, 

言い 換え る と 、 

that he had fabricated an artificial man who was endowed with life and 
SDeech, 

当時 の 歴史 家 は 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス が 命 と 話す 力 を 与え られ た 人 人 造 人 間 を 創 
造 し た 、 と 断言 し て いる 。 

who could, in fact, amswer duestons with such precls1on and subtlety 
that St. Thomas Aquinas, infuriated at Deing umaDle to silence the 
image, Droke it with a Dlow of his stick. 

当時 の 歴史 家 は 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人 造 人 間 が 質問 に 答え る 正確 さと 巧 
妙 さ が 、 ト マス アク ィ ナ ス が 人 人 造 人 間 を 沈黙 させ られ な い 事 に 怒っ て 杖 の 一 撃 で 破 
壊す る ほど で あっ た 、 と 断言 し て いる 。 

SuCh is the popular faDle: 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人 造 人 間 の 話 は 、 民 間 の 例え 話 で ある 。 

let us now see what it sigmifies. 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人 造 人 間 の 例え 話 が 、 ど の 様 な 意味 を 持つ の か 、 見 て 行 
ご 9。 

The mystery of the formation of man and of his DrirmitiVe aDDearanCe 
On earth haVe contimually aDsorDed seekers after the problems of 
Nature. 

人 の 形成 の 神秘 と 、 人 の 地上 へ の 原初 の あら われ の 神秘 は 、 自 然 の 探求 者 を 引き 
つけ 続 け て 来 た 。 

Manr as a fact, appears last in the world of fossils, 

事実 、 人 は 化石 の 世界 の 最後 に あら われ る 。 

and the Mosaic days of creation haVe deposited their SuccessiVe 
remains, Dearing witness that those days were in reality 1omng Deriods of 
tme. 

モー セ の 創世 記 の 創造 の 日 々 は 連続 的 な 残骸 を 積ん で 来 て いて 、 実 際 は 、 モ ー セ の 
創世 記 の 創造 の 日 々 は 長期 で ある 事 を 証明 し て いる 。 

How thenl was humanity formed? 

どの 様 に し て 人 は 形成 され た の か ? 


Genesis testifies that God made Adam from the slime of the earth and 
breathed into his nostrils the breath of life 一 

創世 記 2 章 7 節 に は 「 神 は 、 ア ダム を 土 の 塵 か ら 創造 し て 、 命 の 息 を アダ ム の 上 鼻 の 
穴 に 吹き 込ん だ 。」 と 記さ れ て いる 。 

a statement the truth of which we do not question for a moment: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 創 世 記 2 章 7 節 の 話 の 真意 が 正しい 、 と 一 瞬 も 疑わ な い 。 

but we repudiate notwrthstanding the heretical amd anthropomorphic 
idea ofa Deity moulding clay with His fimgers. 

た だ し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 現実 に 神 が 指 で 土 を こね て 形成 し た と いう 異端 の 神 の 擬 
人 化 の 考え を 退け る 。 

God, Deimg a Dure spirlt, has no hands, 

純粋 な 霊 で ある 神 に は 物質 的 な 肉体 的 な 手 が 無い 。 

and He causes His creatures to deVelop one from another Dy the power 
which He has imparted to Nature. 

神 は 、 神 が 自然 に 与え た 力 に よっ て 、 被 造物 が 次 々 と 進化 する 様 に させ た 。 

If therefore the Lord made Adamm from the dust of the earth, We must 
understand that man came out of that earth under the Divine Influence 
and yet after a natural manmer 

その た め 、 創 世 記 2 章 7 節 の 「 主 で ある 神 は アダ ム を 土 の 塵 か ら 創造 し た 。」 と いう 
話 を 、 人 は 「 神 の 感化 力 の 下 で 、 自 然 な 方 法 に よっ て 、 人 は 地 か ら あ ら わ れ た 。」 と 理 
解す る 必要 が 有る 。 

The name Adam in Hebrew sigmfies red earth, 

へ ブラ イ 語 で アダ ム は 赤い 土 を 意味 する 。 

Dut what is this earth actuallY? 

実に 、 実 際 に 、 人 の 素 と 成っ た 土 と は 何 か ? 

It is that which the alchemmists sought, 

錬金術 師 が 探求 し た 物 は 、 人 の 素 と 成っ た 土 で ある 。 

andit follows that the Great Work was not the secret of metallic 
transmutation 一 a trivial amd accessOry result 一 - Dut the universal 
SeCcret of life. 

「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 と は 、 砦 細 な 付属 の 結果 で ある 錬 金 の 秘密 で は な く 、 命 
の 普遍 の 秘密 で ある 。 

It was the guest for the middle poimnt of transformation, 

「 大 いな る 聞 め 」、「 大 作業 」 と は 、 変 化 の 中 心 点 の 探求 で ある 。 

at which Hght Decomes matter 

中 心 点 で 、 星 の 光 は 、 物 質 に 成る 。 

and condenses into an earth contaimimg within itself the principle of 
motion and of Hfe. 

中 心 点 で 、 星 の 光 は 、 運 動 と 命 の 原理 を 含ん で いる 、 土 に 濃縮 する 。 

It was the generalization of the phenomenon which tmges the blood red 
by the creation of those inmumerable corpuscles which are magnetic 
even as the worlds and are alive 1ke anumals. 


「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 と は 、 世 界 の 様 に 磁化 され て いる 、 動 物 の 様 に 生き て い 
る 、 赤 血球 の 、 無 数 の 創造 に よっ て 、 血 を 赤く 染め る 現象 の 普遍 化 で ある 。 

For disciples of Hermes, the metals were the coagulated Dlood of earth, 
ヘル メス の 弟子 に と っ て 、 金 属 は 、 土 の 凝固 し た 血 で ある 。 

passing, jike that of man, from white to Dlack and from Dlack to 
crimsor, following the work of the Hight. 

人 の 血 の 様 に 、 金 属 は 、 星 の 光 の 作用 に 従っ て 、 白 か ら 黒 へ 変化 し 黒 か ら 赤 へ 変化 
する 。 

To set this fluid in motion Dy means of heat and impart thereto the 
tmgeing fructfication of light Dy the aid of electricity 一 such was the 
first part of the work of wisdom. 

熱 に よっ て 土 の 凝 固 し た 血 で ある 金属 を 運動 させ る 事 と 、 電 気 の 仲 介 に よっ て 星 の 
光 の 色 に 染め る 事 が 、 知 の 「 大 作業 」 の 第 一 の 部 分 で ある 。 

The end was more arduous and suDHhme: 

知 の 「 大 作業 」 の 目的 は 、 よ り 困 難 で 、 よ り 崇 高 で ある 。 

it was a duestion of recovering the adamic earth, 

知 の 「 大 作業 」 の 目的 は 、 ア ダム の 土 の 復活 の 探求 で ある 。 

which is the coagulated Dlood of the vital earth: 

アダ ム の 土 は 命 の 土 の 凝 固 し た 血 で ある 。 

and the supreme dream of philosophers was to accomplish the work of 
Prometheus Dy nmitatmg the work of God 一 

哲学 者 の 無 上 の 理想 は 、 神 の 作業 を 模 信 し て 、 人 の 創造 と いう プロ メ テ ウ ス の 作業 
を 成 惹 する 事 で あっ た 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

by producing a man who should De the child of science, 
哲学 者 の 無 上 の 理想 は 、 知 の 子 で ある 人 を 創造 し て 、 人 の 創造 と いう 作業 を 成就 す 
る 事 で あっ た 。 

as Adam Was child of divine ommtpotence. 

アダ ム が 神 の 全能 の 子 で ある 様 に 。 

The dream Was Insensate DerhaDs, 

多分 、 人 の 創造 の 完成 と いう 哲学 者 の 理想 は 馬鹿 げ て いた 。 

and yet 

し か し 、 

1t Was suDlime. 

人 の 創造 の 完成 と いう 哲学 者 の 理想 は 崇高 で ある 。 

Black Magic, which ever apes the Magic of Light, 

常に 、 黒 魔術 は 、 光 の 魔術 を 模 信 す る 。 

Dut 

REDA 

takes it, as it were, DacKwards, 

言わ ば 、 黒 魔術 は 、 光 の 魔術 を 正反対 に 悪い 意味 に 誤解 する 。 


was also concerned with the android, thatit might De used as an 
instrument of passion and an oracle of hell. 

妹 魔 術 の 魔術 師 も 、 性 欲 の 道具 と し て 使用 で きる 、 地 獄 の 悪人 の 霊 の 神託 の 道具 
と し て 使用 で きる 、 人 人 造 人 間 に 興 味 を 持っ た 。 


For this oDject it Was redulsite to outrage Nature and obtain a specles Of 
Venomous fungus, full of concentrated human malice 一 the Hiving 
realisation of all crime. 

中 略 

For this reason magiclans sought the mandragore Deneath a gibDet 
from which some corpse Was susDendedi 


they caused it to De torn up Dy a dog tied to the plant, a mortal Dlow 
being inflicted on the animal. 


The eradication was effected Dy the convulsions of the agonised Deast: 


the dog's soul passed into the plant and also attracted thereto that of the 
hanged man. 


Enough of these horrors and aDsurdities: 


those who are curious in such knowledge may consult the common 
grimore known along the country-side under the name of Little AlDert. 


They will find further the method ofmaking a mandragore in the form 
of a cock with a human face. 


Stupldlty and irmpiety vie one with another in all such processes, 

偽 の 魔術 書 「Little Albert」、「 小 アル ベル トゥ ス 」 の 偽 の 魔術 の 手順 で は 、 非 論理 
的 な 説 と 不信 心 な 行為 が 組み 合わ され て いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

Nature cannot De outraged wilfully without at the same time reVersing 
the laws ofreason. 

論理 的 な 法 に 育 く 人 は 自然 を 犯さ ず に は いら れ な い 。 


AlDpertus Magnus was neither infanticide nor deicide: 

「 大 アル ベル トゥ ス 」、「 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス 」 は 、 子 殺し や 神 殺し で は な い 。 

he was neither guilty of the crime of Tantalus nor that of Prometheus: 
「 大 アル ベル トゥ ス 」、「 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス 」 は 、 タ ンタ ロス の 罪 や プロ メ テ ウ ス 
の 罪 を 犯さ な か っ た 。 

but he had succeeded in creatmg and arrmimg at all poimts that purely 
scholastic theology, outcome of the categories of Aristotle and the 
sentences of Peter LomDbardl 

「 大 アル ベル トゥ ス 」、「 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス 」 は 、 全 て の 点 で 純粋 に に 、 ア リス ト テ レ 
ス の 「 カ テ ゴ リ ー」 と ペトルス ロン バル ドゥ ス の 「 命 題 集 」 の 結果 と し て の 、 三 段 論 ) 
と いう スコ ラ 神 学 の 創造 と 理論 武装 に 成功 し た 。 

that logic of syllogism consistimg of argumentation in Dlace of reasorumg 
and of fimding an answer for everythimg Dy subtleties concernimg the 
termms. 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論 法 は 、 全 て の 物 に つい て の 答え を 熟考 し て 見 つけ 
る 代わ り に 、 言 い 方 に つい て の 巧妙 さ に よっ て 論争 を 形成 する 。 

It was less a philosophy than a NOMUGd automato, 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 は 、 哲 学 と 言う より 、 哲 学 的 な 自動 人 形 、 哲 学 
的 な 人 造 人 間 で あっ た 。 

replyimng in an arDitrary manner and unrolhmg its theses hke the 
reVolution of machimery. 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 は 、 根 拠 無く 答え る 、 機 械 が 循環 する 様 に 主張 
を 展開 する 、 哲 学 的 な 人 造 人 間 で あっ た 。 

It was in no sense the human logos, Dut the unVaried cry Of a 
mechamismm, the inanumate speech of an android. 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 は 、 人 の ロゴ ス 、 人 の 論理 が 無く 、 機 械 の 変化 
の 無い 叫び 、 人 造 人 間 の 命 の 無い 言葉 で あっ た 。 

It was the fatal precision of machinery, in place of the free application 
of rational necessities. 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論 法 は 、 論 理 的 な 必然 の 自由 な 応用 で は な く 、 機 械 
に 不可 避 の 正確 さ ざ し か 無 か っ た 。 

St. Thomas Aduinas, wth one blow, shattered this scaffolding of words 
トマ ス アク ィ ナ ス は 、 一 撃 で 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 と いう 言葉 遊び の 
足場 を 破壊 し た 。 

when he proclaimed the eternal empire of reason in that magmificent 
sentence which has been cited already so often: "A thing is not just 
Decause God wils it, Dut God wls it Decause it 1S ]uSt." 

すでに 頻繁 に 話し た 様 に 、 ト マス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望む か ら 正しい の で は な く 、 正 し 
いか ら 神 が 望む 。」 と いう 大 いな る 言葉 に よっ て 論理 の 永遠 の 統治 を 宣言 し た 。 
The approximate comnseduence 0f this Droposition, in arguing from the 
greater to the lesser was: A thmg is not true Decause Aristotle has said 
1t, Dut Aristotle could not say 1t reasonaDly unless it Were tTUe. 


より 大 いな る 定理 か ら 、 よ り 小 さい 定理 へ 論じ る と 、 ト マス アク ィ ナ ス の 「 神 が 望む か 
ら 正 し い の で は な く 、 正 し いか ら 神 が 望む 。」 と いう 定理 に 類似 し た 結論 は 「 ア リス ト 
テレ ス が 話し た か ら 正 し い の で は な 、 く 、 論 理 的 に 正しい か ら ア リス ト テ レス は 話す 事 
が で きた 。」 に 成る 。 
Seek first therefore truth and justice, and the science of Aristotle shall 
De added unto yoU. 
何より も 、 真 理 と 正義 を 求め な さい 。 そ うす れ ば 、 ア リス ト テ レス の 学問 は 付け 足し て 
与え られ る で あろ う 。( マ タイ に よる 福音 6 章 33 節 「 何 より も 、 神 の 王国 と 神 の 正義 を 
求め な さい 。 そ うす れ ば 、 命 と 肉体 に つい て の 全て の 物 は 付け 足し て 与え られ る で あ 
ろう 。] 。) 
Aristotle, galvanised Dy scholastcism, was the Veritable android of 
AlDertus Magmus, 
スコ ラ 神 学 が 電気 を 流し て 復活 ささ た ア リス ト テ レス が 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス の 
人 人造 人 間 で あっ た 。 
while the master's wand of St. Thomas Aguinas was the doctrine of the 
Summa Totius Theologiae, a masterDiece Of Dower and reason 
トマ ス アク ィ ナ ス の 祖 の 杖 は 、 力 と 論理 の 傑作 「 神 学 大 全 」 の 考え で あっ た 。 
which will again De studied in our theological schools when it is 
Droposed to return seriously to sane and healthy suDjects. 
「 神 学 大 全 」 は 、 論 理 的 な 健全 な 問題 へ 真剣 に 戻 う うと する 時 に 、 再 び 神 学校 で 学 
ば れる で あろ う 。 
As for the Philosophical Stone Degueathed Dy St. Dominic to AlDert and 
by the latter to St. Thomas Aquinas, We must understand it as the 
philosophical and religious Dasis of ideas DreValent at the Deriod. 
聖 ド ミニ コ か ら ア ルベル トゥ ス マグ ヌス を 経由 し て トマ ス アク ィ ナ ス へ 伝え られ た と 
言わ れ て いる 賢者 の 石 と は 、 当 時 の 支配 的 で あっ た 考え の 哲学 的 な 宗教 的 な 基礎 
で ある 、 と 理解 する 必要 が 有る 。 
Had St. MO Deen aDle to accomplish the Great Work 
仮に 、 聖 ドミ ニコ が 「 大 作業 」 を 成就 で き て いた ら 、 
he WBI have secured for Rome that empire of the world about which 
as WaS SO jealous for the Church, 

ニコ は 、 カ トリ ッ ク 教 会 の た め に 守 ろ うと し て いた 世界 の 統治 を ロー マ の 法王 
の な の に し た で あろ う 。 
and 
また 、 
would have diverted the fire which consumed so many heretics to the 
heatmg of his own cruciDles. 
聖 ド ミニ コ は 、 火 で 多数 の 異端 者 を 焼き 殺す 代わ り に 、 火 を 錬 金 の る つぼ を 熱 す る 
の に 使っ た で あろ う 。 
St. Thomas changed all that he touched into gold, Dut this is a figure of 
SDeech onjy 
トマ ス アク ィ ナ ス は 触れ た 物 を 全て 黄金 に 変え た 、 と 言わ れ て いる が 、 例 え 話 に 過ぎ 
な い 。 


gold Deing in this case an emDlem of truth. 

トマ ス アク ィ ナ ス の 例え 話 に お いて も 、 黄 金 は 真理 の 象徴 で ある 。 

It is OpDportune at this point to say a few further words concerning that 
Hermetic science Cultivated from the first Christian centuries Dy 
Ostanes, Rommarius, Queen Cleopatra, the Arabian Geber AlfaraDius and 
Salmanas, Dy Morien, Artephus and Aristeus. 

Ostanes、Romarius、 女 王 ク レオ パト ラ 、 ア ラビ ア 人 
Geber、Alfarabius、Salmanas、Morien、Artephius、Aristeus に よっ て キリ スト 
教 の 最初 の 数 世紀 か ら 耕 され た 錬金術 と いう 知 に つい て 、 さ ら に 、 い くつ か 話す の 
に 適切 で ある 。 

Understood in an aDsolute manner this science may De called the 
Kabalah in realisation, or the Magic of Works. 

絶対 の 意味 で 理解 する と 、 錬 金 術 と いう 知 は 、 実 現に お ける カバ ラ 、 ま た は 、 作 業 の 
魔術 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

It has therefore three analogous degrees 一 - religious realisatiorl, 
philosophical realhisation and physical realisation. 

その た め 、 錬 金 術 に は 、 宗 教 的 な 実現 、 哲 学 的 な 実現 、 肉 体 的 な 物質 的 な 実現 と い 
う 3 つの 相互 に 類推 可能 な 段階 が 有る 。 

The first is the solhid Dasis of empire and priesthoodi: 
錬金術 の 宗教 的 な 実現 は 、 帝 国 と 祭司 の 堅固 な 基礎 で ある 。 

the second is the establishment of an aDsolute doctrime and an 
hierarchic imstruction: 

錬金術 の 哲学 的 な 実現 は 、 絶 対 の 考え と 位階 制 の 教育 の 確立 で ある 。 

the last is the discovery and apphcation, within the measures Of the 
Microcosm or lesser world, of that creatiVe 1aw which peoples 
Incessantly the greater um1VverSse. 

錬金術 の 肉体 的 な 物質 的 な 実現 は 、「 大 宇宙 」、「 大 世界 」 に も 絶え 間 無 く 満 ちあ ふ 
れ て いる 「 小 宇宙 」 の 創造 の 法 の 範囲 内 に お ける 、 ま た は 、「 小 宇宙 」 ま た は 「 小 世 
界 」 の 範囲 内 に お ける 、 発 見 と 応用 で ある 。 

The 1aw in question is one ofmovement combined with suDstance, 
創造 の 法 は 、 物 質 と 結び つい た 運動 の 1 つ で ある 。 

of the fixed with the Volatile, 

創造 の 法 は 、 気 化し 易い も の と 結び つい た 気化 し 難い も の の 1 つ で ある 。 

humid wrth solid. 

創造 の 法 は 、 固 体 と 結び つい た 湿っ た も の の 1 つ で ある 。 

Its primclple 1S d1Vime impulsion, 

創造 の 法 は 、 神 と いう 理由 で ある 。 創造 の 法 は 、 神 の 衝撃 で ある 。 

ts instrumert the umiversal light 一 

創造 の 法 の 道具 は 、 普 遍 の 光 で ある 。 

ethereal in the infinite, 

無限 者 で ある 神 の 中 で は 、 普 遍 の 光 は 天上 的 で ある 。 

astral in stars amd Dlanets, 

星々 と 惑星 の 中 で は 、 普 遍 の 光 は 星 の 光 で ある 。 


metallic, specific or mercur1al in metalS, 

金属 の 中 で は 、 星 の 光 は 金属 の 光沢 の 色 、 特 効 薬 、 水 銀 の 様 な 物 で ある 。 
VegetaDle in Dlants, 

植物 の 中 で は 、 星 の 光 は 植物 の 様 な 物 で ある 。 

Vital in amimals, 

動物 の 中 で は 、 星 の 光 は 命 で ある 。 

magnetic or Dersonal in men. 

人 の 中 で は 、 星 の 光 は 磁気 の 様 な 物 、 体 の 様 な 物 で ある 。 

This light is the quintessence of Paracelsus 

星 の 光 は 、 パ ラケル スス の 第 5 元素 で ある 。 

andl is either ]atent or active in all created substances. 

星 の 光 は 、 全 て の 被 造物 に 潜在 し 自発 的 で ある 。 

Such quintessence is the true elixir of life, 

星 の 光 と いう 第 5 元素 が 、 真 の 命 の 若返り 薬 エ リク サー で ある 。 

anditis extracted from earth Dy cultiVaton: 

星 の 光 は 、 耕 す 事 に よっ て 、 地 か ら 抽 出さ れる 。 

from metals Dy incorporator, rectificatior, exaltation and synthesis: 
星 の 光 は 、 混 入 、 精 留 、 昇 華 、 合 成 に よっ て 、 金 属 か ら 抽出 され る 。 

from plants Dy distllation and coction: 

星 の 光 は 、 蒸 留 液 と 沸騰 に よっ て 、 植 物 か ら 抽出 され る 。 

from anumals by aDsorpton: 

星 の 光 は 、 吸 収 や 同化 に よっ て 、 動 物 か ら 抽 出さ れる 。 

from men by generation: 

星 の 光 は 、 生 殖 に よっ て 、 人 か ら 抽 出さ れる 。 

from the air Dy respiration. 

星 の 光 は 、 呼 吸 に よっ て 、 大 気 か ら 抽出 され る 。 

In this sense 

上 記 の 意味 で 、 

we are told Dy Aristeus that air must De deriVed from air: 
Aristeus は 、 大 気 か ら 星 の 光 と いう 気体 を 抽出 する 必要 が 有る 、 と 話し て いる 。 
by Khunrath that living mercury must De obtained from the perfect 
man formed Dy the androgyne: 


ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 両 性 具有 者 の 姿 を し た 完全 な 人 か ら 星 の 光 と いう 生き て 


いる 水銀 を 抽出 する 必要 が 有る 、 と 話し て いる 。 


by practcally all the sages, that the medicine ofmetals must De derived 


from metals 


ほとん ど 全 て の 賢者 は 、 金 属 か ら 星 の 光 と いう 人 金属 の 楽 を 抽出 する 必要 が 有る 、 と 


話し て いる 。 


and that this medicine 一 though fundamentally one in all kingdoms 一 


1s graduated amd specified accordimg to forms and sDecleSs. 


星 の 光 と いう 薬 は 、 全 て の 領域 で 基本 的 に 唯一 で ある が 、 形 と 種類 に 従っ て 段階 的 


に 変化 し 特 化す る 。 
Its use is threefold 一 by sympathy repulslon or eduilibrium. 


星 の 光 と いう 楽 の 使用 は 、 共 感 、 反 感 、 つ り 合い と いう 三重 で ある 。 

The graduated quintessence was only the auxihiary of forces: 

段階 的 な 第 5 元素 は 2 つの 力 の 補助 に 過ぎ な い 。 

the medicine of each kingdom must De derived from the kingdom itselt, 
wrth the addition of Dasic mercury 一 terrestrial or mimeral 一 - amd of 
Synthetic ]iving mercury Or human magnetism. 

各 領 域 の 薬 は 、 地 上 的 な 鉱物 の 基礎 の 水銀 と 、 生 き て いる 水銀 また は 人 の 磁気 を 
加え て 、 該 当 領 域 か ら 抽出 する 必要 が 有る 。 

SuCh is the rapid and surmmary sketch of this science, 

上 記 が 、 錬 金 術 と いう 知 に つい て の 概要 で ある 。 

which is Vast and profound as the Kabalah, 

錬金術 は 、 カ バラ の 様 に 、 広 く 深い 。 

mysterlous as Mag1c, 

錬金術 は 、 魔 術 の 様 に 、 神 秘 的 で ある 。 

real as the exact ScienCeSs, 

錬金術 は 、 数 学 や 自然 科学 と いっ た 正確 な 学問 の 様 に 、 現 実 的 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

too long and too often discredited Dy the frustrated greed of false adepts 
偽 の 錬金術 師 の 失敗 し た 貧 欲 が 、 あ まり に も 長く 頻繁 に 錬金術 の 評判 を 落と し た 。 
and 

まだ 。 

by the oDscurites with which true sages haVe surrounded ther theories 
and their DrOCeSSeS. 

真 の 賢者 が 錬金術 の 理論 と 手順 を 理解 し 難い 言葉 で 隠し た 事 が 、 錬 金 術 の 評判 を 
落と し た 。 


CHAPTER VI 

魔術 の 歴史 第 4 巻 6 章 

SOME FAMOUS PROSECUTIONS 

いく つか の 有名 な 告 

The societies of the elder world perished through the materialistic 
egO1SIm Of CasteS, 

古代 世界 の 諸々 の 社会 は 、 カ ー ス ト 的 な 唯物 論 の 利己 主義 に よっ て 、 減 ん だ 。 
becoming petrified on their own part 

カー スト 的 な 政治 は 、 カ ー ス ト 的 な 政治 自体 の せい で 、 石 化し た 。 

1solatimg the common people in a hopeless reproDatlon 

カー スト 的 な 政治 は 、 大 衆 を 、 希 望 の 無い 排 岳 の 中 に 閉じ 込め て し まっ た 。 
andreserving the reins of power to a small numDer of the elect, 

カー スト 的 な 政治 は 、 権 力 に よる 統治 を 、 人 為 的 に 物質 的 に 選ば れ た 少数 の 人 だ け 
の 物 に し て し まっ た 。 

so that 

その た め 、 

it was deprived of that circulation 

カー スト 的 な 政治 は 、 循 環 を 失っ た 。 

which is the principle of progress, motlon and Hfe. 

循環 は 、 進 歩 、 運 動 、 命 の 原理 で ある 。 

Power without antagonlsm, without competton and hence wrthout 
Conttrol, proVed fatal to the sacerdotal royaltes. 
対立 する も の が 無い 権力 、 競 合 し な い 権 力 、 制 御 で き な い 権力 は 、 王 者 や 祭司 に 
と っ て 致命 的 で ある 事 が 証明 され た 。 

The republics, on the other hand, perished Dy the conflict of jiberties 
他方 、 諸 々 の 共和 国 は 、 多 数 の 自由 の 衝突 に よっ て 、 減 ん だ 。 

which, in the aDsence of all duty, hierarchically amd highly sanctioned, 
are SDeeQily converted into so many tyranmies In riValry wth one 
another 

高く 支持 され た 位階 制 の 義務 を 全て 欠い た 多数 の 自由 は 、 相 互 に 競合 し 合う 多数 
の 圧政 に 速やか に 変わ っ た 。 

To fimd a staDle point between these two abysses, the idea of Christian 
hierophants was to create a society pledged to self-sacrifice Dy solemn 
VOWS, 

カー スト 的 な 政治 と 共和 政 と いう 2 つの 深淵 の 間 に 定 点 を 見 つけ る た め に 、 キ リス 
ト 教 の 法王 は 、 自 己 犠 牲 を 重く 墓 っ た 結社 を 創造 し よう と 考え た 。 

Drotected Dy seVere rules, 

法王 は 、 厳 し い 規則 に よっ て 守ら れ た 結社 を 創造 し よう と 考え た 。 

recrutedl Dy initiation, 

法王 は 、 入 門 に よっ て 補充 され る 結社 を 創造 し よう と 考え た 。 


andl as sole depositary of the great religious and soclal secrets, making 
kings and pontiffs without Deimg itself exposed to the corruptions of 
emmDire. 

法王 は 、 大 いな る 宗教 的 な 社会 的 な 秘密 の 唯一 の 受託 者 と し て 、 電 国 の 堕落 に さ 
ら さ れる 事 無 く 、 王 や 法王 を 作る 結社 を 創造 し よう と 考え た 。 

Such was the secret of that kimgdom of Christ jesus which, without 
being of this world, ruled over all its grandeurs. 

法王 に よる 結社 の 創造 は 、 こ の 世に 所 属し な いで 、 こ の 世 の 全 て の 高位 を 統治 する 、 
イエ ス キリ スト の 王国 の 秘密 で あっ た 。 

The same idea presided oVer the establishments of the great religious 
OrTders 

この 世に 所 属し な いで 、 こ の 世 の 全 て の 高位 を 統治 する と いう 考え は 、 大 いな る 修 
道 会 の 設立 の 主 な 考え で あっ た 。 

which were so often at war with secular authorities, whether 
ecClesiastical Or C1V1l. 

その た め 、 頻 繁 に 、 大 いな る 修道 会 は 、 教 会 の 世俗 的 な 権力 や 世俗 の 権力 と 争っ た 。 
A similar realisation was also dreamed Dy dissident sects of Gnostcs 
and Illuminmati 

偽 の グノー シス 主義 や 偽 の 「 光 に 照ら され た 者 」 の 反 体 制 の 分 派 で ある 神殿 騎士 団 
も 、 こ の 世 の 全 て の 高位 の 統治 の 実現 を 夢想 し た 。 

which claiumed to pin their faith on the primitiVe Christian tradition of 


St. ]Ohn. 
神殿 騎士 団 は 、 使 徒 ヨ ハネ に よる 原初 の キリ スト 教 の 口伝 を 信じ て いる と いう 嘘 を 
主張 し た 。 


A tme came when this dream was an actual menace for the Church and 
the State, 

神殿 騎士 団 の 夢想 が 教会 と 国家 を 現実 に 脅かす 時 が 来 た 。 

when a rich and dissolute Order initiated into the mysterious doctrines 
of the Kabalah, seemed ready to turn on legitmate authority, on the 
ConserVatiVe Drinclples of the hierarchy menacimng the entire world 
wrth a gigantic revolution. 

金持ち の 放 薄 な 騎士 団 で ある 神殿 騎士 団 が 、 カ バラ の 神秘 の 考え に 入門 し 、 正 統 
な 権力 に 歯 向 か う 用 意 を 見 せ 、 位 階 制 の 伝統 的 な 保守 的 な 原理 に 歯 向 か う 用 意 を 
見 せ 、 巨 人 的 な 革命 に よっ て 全 世 界 を 脅かす 時 が 来 た 。 

The Templars, whose history 1s understood so 1ittle, were the terriDle 
consDpirators In duestloTl, 

上 記 の 、 恐 る べき 陰謀 者 は 、 ほ と ん ど 歴 史 が 理解 され て いな い 神 殿 騎 士 団 で あっ た 。 
andit is Hme at length to reveal the secret of ther fall, 

つい に 、 神 殿 騎 士 団 の 堕落 の 秘密 を 明か す 時 が 来 た 。 

so aDsolving the memory of Clement V amd Phihippe the Fair 

神殿 騎士 団 の 堕落 の 秘密 の 開示 は 、 法 王 ク レ メ ン ス 5 世 と フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 
世 の 記 憶 の 罪 の 許し と 成る 。 


In 1118 nine crusading kmights, then in the East 一 among whom Was 
Geoffrey de Saimt-Omer and Hugh de Payens 一 dedicated themselves to 
religion, placing their Vows in the hands of the patriarch of 
Constantimople, 

1118 年 に Geoffrey de Saint-Omer、 ユ ー グ ド パイ ヤン と いっ た 第 1 回 十字 軍 の 
9 人 の 騎士 は コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 総 大 司教 の 下 で キリ スト 教 へ の 献身 を 警 っ 
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which seat had always Deen hostile, secretly or Openly, to that of Rome 
since the days of Photius. 

フォ ティ オス 1 世 の 時 代 か ら 常に コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 総 大 司教 は ロー マ の 教 
会 に 敵対 し て いた 。 

The avowed object of the Templars was to protect Christians on 
pllgrimage to the hoIy places: 

神殿 騎士 団 が 公言 し て いた 目標 は 、 聖 地 巡 礼 の キリ スト 教徒 を 守る 事 で あっ た 。 
their comcealed end was to rebuild the Temple of Solomon on the model 
foreshewn Dy Ezekiel. 

神殿 騎士 団 の 隠さ れ た 目的 は 、 エ ゼ キ エル が 予見 し た 見 本 に よっ て 、 ソ ロモ ン の エ 
ル サ レ ム 神 殿 を 建て 直す 事 で あっ た 。 

Such a restoration, Dredicted formally Dy judaising mystics of the first 
Christian centur1es, 

最初 の キリ スト 教 の 数 世紀 の 、 ユ ダ ヤ 教 化し た 神秘 主義 者 は 、 ソ ロモ ン の エル サレ 
ム 神殿 の 復活 を 公式 に 予言 し て いた 。 

had become the secret dream of the Eastern patriarchs. 

ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 の 復活 は 、 東 の コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 総 大 司教 の 秘 
密 の 夢 と 成っ て いた 。 

S0 

そし て 、 

rebuilt and consecrated to the CathoHc worshnp, the Temple of Solomon 
would haVe Deen in effect the metropolis of the universe. 

建て 直し て カト リッ ク の 信仰 に ささ げた ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 は 、 事 実 上 、 世 界 
の 中 心 に 成っ た で あろ う 。 

East would prevall Over West 

東 の コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ブル の 教会 が 西 の ロ ー マ の 教会 を 圧倒 し た で あろ う 。 

and the patriarchs of Constantimople would seize the DaDacy, 

コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 総 大 司教 は 法王 の 位階 を 所 有 し た で あろ う 。 

To explain the name of Templars adopted Dy this milhtary Order 
historians assume that Baldwin II, King of jerusalem, gave them a house 
in the vicinity of the Temple of Solomon. 

軍隊 的 な 騎士 団 が 採用 し た 神殿 騎士 団 と いう 名 前 を 説明 する た め に 、 歴 史家 は 、 
エル サレ ム 王 ボー ドゥ アン 2 世 が ソロ モン 神殿 の 近く に 会 館 を 与え た か ら で あ る 、 と 
いう 誤っ た 仮定 を し た 。 

But 

じじ KA 


they are guilty of a serious amnachronlsm, 

歴史 家 は 重大 な 時 代 錯誤 と いう 罪 を 犯し た 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

at that period the edifice in question had not only ceased to exist, and 
not only was there no stone of ZerubbaDel's Second Temple left upon 
another 

当時 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 と いう 建物 は 存在 し な か っ た だ け で は な く 、 ゼ ル バ 
ベル が 再建 し た 第 二 神 殿 の 石 も 無かっ た 。 

but it would have Deen difficult to indicate the site on which they stood. 
ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 が 建っ て いた 場所 を 示す 事 は 困難 で あっ た で あろ う 。 

It is to De concluded that the House allotted to the Templars Dy Baldwm 
was not situated in the vicinity of Solomon's Temple Dut of that place on 
which these secret and armed mmissionaries of the Eastern patriarch 
designed to reDuld it. 

神殿 騎士 団 の 会 館 の 場所 は 、 ボ ー ド ウゥ アン 2 世 が ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 の 近く 
に 割り 当て た の で は な く 、 東 の コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ブル の 総 大 司教 の 秘密 の 武装 し 
た 宣教 師 で ある 神殿 騎士 団 が ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 を 建て 直 そ うと 企 て て いた 
場所 の 近く で ある 、 と 結論 する べき で ある 。 

The Templars took for their scriptural models the rmnihtary Masons of 
ZeruDDbabel, who worked with sword in one hand and trowel in the 
Other 

神殿 騎士 団 は 、 聖 書 の 見 本 と し て 、 こ て を 一 方 の 手 に 、 剣 を 他方 の 手 に 持っ て 働く ゼ 
ル バ ベ ル の 軍隊 的 な 石工 を 採用 し た 。 

Hence 

その た め 、 

Sword and trowel Decame their imsigmia 

こ て と 剣 は 神殿 騎士 団 の 象徴 と 成っ た 。 

when at a later Deriod, as we shall see, they concealed themselVes 
under the name of Masomic Brothers. 

現代 人 が 見 る 様 に 、 後 世に 、 神 殿 騎 士 団 は 「Masonic Brothers」 と いう 名 前 の 下 、 
偽 の メー ソン と し て 身 を 隠し た 。 

The trowel of the Templars is fourfold: 

神殿 騎士 団 の こ て は 四 重 で ある 。 

the triangular Dlades are disposed in the form of a cross, constitutimg a 
Kabalistic pantacle kmown as the Cross of the East. 

神殿 騎士 団 の こ て は 、 十 字 の 形 に 4 つの 三角 形 の 平たい 板 が 重なっ て いて 、 東 の 
十字 と し て 知ら れ て いる カバ ラ の pantacle を 形成 し て いる 。 

The inmost thought of Hugh de Payens, in establishing his Order was 
not Drecisely to serVe the amDition of the patriarchs of Constantimople. 
神殿 騎士 団 の 設立 時 に ユー グ ド パイ ヤン が 胸 に 秘め て いた 考え は コン スタ ン テ ィ 
ノー ブル の 総 大 司教 の 野心 に 仕え る 事 で は 無かっ た 。 

At that Deriod there Was a seCt of Christian ]ohanmnites in the East 


当時 、 東 に は 、 ヨ ハネ 派 の キリ スト 教徒 を か た る 異端 が 存在 し た 。 

who claimed to De alone initiated into the inner mysteries Of the 
SaV1OUT'S religion: 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 自 分 た ち だ けが 救い 主 イ エス の 宗教 の 隠さ れ た 神秘 に 
人 和信 門 し た と いう 嘘 を 主張 し た 。 

they claimed also to know the true history of ]esus Christ. 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、( 処 女 懐胎 を 冒 流す る ) イ エス キリ スト の 真 の 歴史 を 知っ 
て いる と いう 嘘 を 主張 し た 。 


Adoptimg some Dart of the jewish traditions and Talmudic accounts, 
they regarded the facts in the gospels as allegories, of which St. john 
had the key. 

中 略 

The proof was his saying that if all things done Dy Jesus Were recordedl 
"1 suDpose that even the world itself could not contain the Dooks that 
should De written." 


They held that such a statement would De ridiculous exaggeration 
unless it referred to allegory and legend, which can De varied and 
prolonged to infimity. 


As to the actual historical facts, the johanmutes recounted what folloWs. 


A youmg girl of Nazareth, named Miriam, Detrothed to a young man of 
her own triDe, named ]ochanar, was surprised Dy a certain Pandira or 
Panther who entered her chamDber in the garD and under the name of 
her lover and Dy force fulfilled his desires. 


Jochanan, Decoming acquainted with her misfortune, left her without 
compromising her Decause as a fact she was innocent: 


and the girl was delivered of a son, who received the name of joshua or 
JeSUuS. 


The infant was adopted Dy a Rabbi named joseph, who carried him imto 
EgyDt, where he was initiated into the secret sciences, and the priests of 
Osiris, recogmisimg that he was the true incarnation of Horus so long 
promised to the adepts, consecrated him sovereign Dontiff of the 
uruversal religion. 


]oshua and Toseph returned to Tudea, where the knowledge and Virtue 
of the young man excited Very soon the enVvy and hatred of the priests, 
who one day reproached him puDlicly with the iegitimacy of his Dirth. 


]oshua, who loVed and Venerated his mother questioned his master and 
learned the whole history respectimg the crime of Pandira and the 
misfortunes of Miriam. 


His first impulse was to deny her in Dublic when he said in the middle 
ofa marriage-feast: 


"Womar, what is there in common Detween you and me?" 


But afterwards, realising that an unfortunate womar must not De 
pumished for having suffered what she could not prevent, he cried: 


My mother hasin no wise sinned, nor has she lost her innocence: 
she is Virgim and yet 1s mother: 

let the twofold honour De paid to her 

As for me, 1 have no father on earth: 


1 am the son of God and humamity. 


We will not proceed further with a fiction so distressing to the hearts of 
Christians: 

キリ スト 教徒 が 聞く に は た えな い 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 に よる 処女 懐胎 を 冒 流 する 
作り 話 は 、 こ こま で に する つも り で ある 。 

let it suffice to say that 
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the johanmutes went so far as to make St. john the EVangelist 
resDOonsible for this spurious tradition 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 偽 の 口伝 が 使徒 ヨハ ネ に まで 遡る と いう 嘘 を つい た 。 


and that they attriDuted to the apostle in question the foumdation of 
ther secret church. 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 使 徒 ヨ ハネ が 始め た と いう 嘘 を つい た 。 

The grand pontiffs of this sect assumed the ttle of Christ 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 の 大 司教 は 、 キ リス ト と いう 称号 を か た っ た 。 

and claimed an uminterrupted transmssion of powers from the days of 
St. Ohn. 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 の 大 司教 は 、 使 徒 ヨ ハネ の 時 代 か ら 権力 を 連続 し て 譲渡 さ 
れ て きた と いう 嘘 を 主張 し た 。 

The person who boasted these imaginary Drivileges at the epoch of the 
foundation of the Temple was named Theoclet. 

上 記 の 、 妄 想 上 だ け の 名 誉 を 神殿 騎士 団 の 設立 時 に 自慢 し て いた 人 の 名 前 は 
Theoclet で ある 。 

He was acquainted with Hugh de Payens, 

Theoclet は 、 ユ ー グ ド パイ ヤン と 知り 合っ た 。 

whom he initiated into the mysteries and the hopes of his supposititious 
church: 

Theoclet は 、 ユ ー グ ド パイ ヤン を 偽 の 教会 の 神秘 と 希望 に 入門 させ た 。 

he seduced him by ideas of soVereign Driesthood and supreme royalty: 
Theoclet は 、 最 高 の 祭 司 で ある 法王 と 無 上 の 王位 と いう 考え に よっ て 、 ユ ー グ ド パ 
イヤ ン を 誘惑 し た 。 

in fine, he designated him his successor 

Theoclet は 、 ユ ー グ ド パイ ヤン を 後継 者 に 指名 し た 。 

Thus Was 

上 記 の 様 に 、 

the order of Knights of the Temple taimted from the beginmmg with 
Schism and consDiracy agalnst Kimgs. 

最初 か ら 神殿 騎士 団 は 異端 に よる 分 像 と 国々 の 権力 者 に 対す る 陰謀 で 堕落 し て い 
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These tendencies Were Wrapped in Drofound mystery, 

神殿 騎士 団 の 幹部 は 、 異 端 と 国々 の 権力 者 に 対す る 陰謀 と いう 体質 を 深い 神秘 と 
いう 名 目 で 隠し て いた 。 

for the Order made profession externally of the uttermost orthodoxy, 
対外 的 に は 神殿 騎士 団 は 無 上 の 正統 な 教え へ の 信仰 を 告白 し て いた 。 

The chiefs alone knew whither it was tending, 

神殿 騎士 団 の 幹部 だ けが 異端 と 国々 の 権力 者 に 対す る 陰謀 と いう 方 向 性 を 知っ て 
いた 。 

the rest following in good faith. 

神殿 騎士 団 の 未 端 構成 員 は 、 幹 部 を 信頼 し て 従っ て いた だ け で あっ た 。 

To acduire wealth and influence, to intrigue on the Dasis of these and at 
need fight for the estaDlishment of johanmite dogma 一 such were the 
means and end proposed Dy the initiated Drethren. 


異端 と 国々 の 権力 者 に 対す る 陰謀 を 企 て 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 の 教え を 確立 する 
た め に 必要 で あれ ば 戦う た め に 、 富 と 権力 を 獲得 する 事 が 、 神 殿 騎 士 団 の 幹部 が 
企 て た 手段 で あり 目的 で あっ た 。 

"ODserve," they argued to themselves, "the papacy and rival monarchies 
engaged in the work of hagghng, selhmg one another falling into 
COrruption and tomorroW Derhaps destroyimg one another 

次 の 様 に 、 神 殿 騎 士 団 の 幹部 は 主張 し た 。 「 見 な さい 。 法 王 の 位階 と 、 競 合 し 合う 
諸々 の 君主 国 は 、 相 互 に 口論 し 合い 裏切り 合い 、 堕 落し 、 多 分 、 明 日 に は 相互 に 減 

ば ぽ し 合う 。」。 

All this indicates heritage for the Temple: 

「 法 王 と 国々 の 堕落 は 、 神 殿 騎 士 団 が 法王 の 位階 と 国々 の 王座 を 継ぐ べき で ある と 
示し て いる 。」。 

alittle while, and the nations wl demand soverelgns and pontiffs from 
amOng US: 

「 し ば らく すれ ば 、 国 々 は 神殿 騎士 団 か ら 王 と 法王 を 求め る で あろ う 。」。 

we shall De the equihDrium of the umiverse, arDiters and masters of the 
world." 

「 神 殿 騎 士 団 は 世界 の つり 合い 、 審 判 者 、 地 の 王者 に 成る つも り で ある 。」。 

The Templars had two doctrimes: one Was Concealed and reserved to the 
leaders, Deing that of johanmism: the other was public, beimg Roman 
Catholic doctrime. 

神殿 騎士 団 に は 、 神 殿 騎 士 団 の 幹部 だ け の 物 で ある ヨハ ネ 派 を か た る 異端 の 教え 
で ある 隠さ れ た 教え と 、 ロ ー マ の カト リッ ク の 教え で ある 公 の 教え と いう 2 つの 教え 
が 有 っ た 。 

They dece1ved in this manner the enermies that they hoped to supplant. 
上 記 の 様 に し て 、 神 殿 騎 士 団 の 幹部 は 、 取 っ て 代わ ろう と し て いた 敵 で ある キリ スト 
教会 と 国々 を だ まし て いた 。 

The Johannism of the adepts was the Kabalah of the Gnostcs, 

神殿 有 騎士 団 の 幹部 の 物 で ある ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 偽 の グノー シス 主義 に よる 
偽 の カバ ラ で あっ た 。 

Dut it degenerated Speedily into a mystc Danthelsm carried even toO 
idolatry of Nature and hatred of all revealed dogma. 

神殿 騎士 団 の 幹部 の 物 で ある ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 自 然 へ の 偶像 崇拝 と 全て 
の 啓示 され た 教え へ の 憎悪 に すら 変わ っ た 、 神 秘 主義 の 汎 神 論 へ 速やか に 悪化 し 
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For their Detter succeSss, and in order to secure Dartisans, they fostered 
the regrets of every fallen worship and the hopes of every neW Cultus, 
promising to all jiDerty of conscience and a new orthodoxy which 
should De the synthesis of all persecuted Deliefs. 

神殿 騎士 団 の 幹部 は 、 よ り 成 功 す る た め に 、 支 持 者 を 確保 する た め に 、 良 心 の 自由 
と 、 全 て の 弾圧 され た 信仰 の 総合 と 成る 新しい 正統 な 教え を 全て の 人 に 約束 し て 、 
全て の 堕落 し た 宗教 を 惜しむ 心 と 全て の 新しい 宗教 へ の 希望 を 助長 し た 。 


They went even so far as to recogmise the pantheistic symDbolism of the 
grand masters of Black Magic, 
神殿 騎士 団 の 幹部 は 、 黒 魔術 の 魔術 師 に よる 汎 神 論 の 象徴 まで すら 認め た 。 
and the better to isolate themselves from obedience to a religion Dy 
which they were condemned Deforehand, they rendered divine 
honours to the monstrous idol Baphomet, 
神殿 騎士 団 の 幹部 は 、 以 前 か ら 良 心 の 町 責 を 感じ て いた キリ スト 教 か ら 離 れる た め 
に 、 バ フォ メッ ト と いう 奇形 の 偶像 を 神 の 象徴 と し て た た えた 。 
eve as Of old the dissentimg triDes had adored the Golden Calf of Dan 
and Bethel. 
古代 に 、 離 反し た イス ラ エ ル の 諸 部 族 が 、 ヤ ロブ アム (1 世 ) が ダン と ベ テ ル に 置い た 
2 つの 人 金 の 子 牛 を 敬礼 し た 様 に 。 
Certain monmuments of recent discoVery amd certa1n DreC1OUS 
documents belonging to the thirteenth century offer aDundant proof of 
all that is advanced here. 

上 記 を 、 い くつ か の 最近 発見 され た 記念 像 や 13 世紀 の 貴重 な 文書 が 十分 に 証明 
し て いる 。 
Other evidences are concealed in the annals and Deneath the symDols of 
Occult Masonry. 
他 の 証拠 は 、 隠 され た メー ソン の 年 代 記 の 中 や 象徴 の 下 に 隠さ れ て いる 。 
With the seeds of death sown in its Very Drinciple and anarchic 
神殿 騎士 団 の 原理 は 、 死 と いう 種 が ま か れ て いて 、 無 政府 状態 に よる 混乱 で あっ た 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
1t was heretical, 
神殿 騎士 団 は 、 異 端 で ある 。 
the Order of Kmights of the Temple had conceived a great work which it 
was incapaDle of executing, 
神殿 騎士 団 は 、 実 行 で き な い 大 き 過ぎ る 作業 を 心 に 抱い て いた 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
1t understood nelther humihty nor personal aDnegation. 
神殿 騎士 団 は 、 謙 虚 さ や 個人 的 な 自己 犠牲 を 理解 し な か っ た 。 
For the rest, the Templars, Deimg in most cases without education and 
capable only of wielding the sword successfully 
神殿 騎士 団 の 多数 は 、 教 養 が 無く 、 剣 を 振る う 事 し か で き な か っ た 。 
possessed no qualification for over-rulimg or for Dinding at need that 
queen of the world called public opimion. 
神殿 騎士 団 は 、 世 論 と 呼ば れる 世俗 の 女王 を 必要 で あれ ば 統治 し た り 束ね る 能 
を 持っ て いな か っ た 。 
Hugh de Payens did not possess the depth of view 
ユー グ ド パイ ヤン は 、 視 野 の 深 さ を 所 有 し て いな か っ た 。 


which distimguished at a later Deriod the mihtary founder of a militia 
not less formidable to kings. 

後世 に 権力 者 を 恐れ させ た 民兵 と 言え る イエ ズ ス 会 の 軍隊 的 な 初 福 イ グ ナ チ オ デ 
ロ ヨ ラ は 視野 の 深 さ を 所 有 し て いた 。 

The Templars were jesuuts who failed. 

神殿 騎士 団 は 、 堕 落し た イエ ズ ス 会 で あっ た 、 と 言え る か も し れ な い 。 

Their primciple was to Decome rich in order to Durchase the world 
神殿 騎士 団 の 原理 は 、 世 界 を 買う た め に 金持ち に 成る 事 で あっ た 。 

andL as a fact, they so Decarne, 

事実 、 神 殿 騎 士 団 は 、 金 持ち に 成っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

im 1312 they possessed in Europe alone more than 9000 manors. 
1312 年 に ヨー ロッ パ だ け で 神殿 騎士 団 は 9 千 以上 の 領地 を 所 有 し て いた 。 
Wealth was also the rock on which they Droke: 

富 が 神殿 騎士 団 を 減 ぼ す 危 険 物 と 成っ た 。 

they Decame insolent 

神殿 騎士 団 は 、 徴 慢 に 成っ た 。 

and permitted their disdain for the religious amd social institutions 
which they hoped to upset to appear In DuDIic. 

神殿 騎士 団 は 、 転 覆 さ せよ うと し て いた キリ スト 教会 と いっ た 宗教 的 な 団体 や 政府 
と いっ た 社会 的 な 団体 へ の 傷 茂 を 公 に あら わ に し た 。 

EVeryone kmows the answer of Richard Coeur de Lion to the 
Confidential Driest 

イン グラ ンド 王 リ チャ ー ド 1 世 が 信頼 し て いる 司祭 に 返し た 答え は 知ら れ て いる 。 
who had said to hum: 

下記 の 様 に 、 司 祭 は リチャード 1 世に 言っ た 。 

"Sire, yOU have three daughters who cost you dearly and of whom it 
would De to your great adVantage 1Tf you were set free: they are 
amDition, aVarlce amnd 1UXury." 

「 陸 下 、 あ な た に は 、 あ な た に と っ て 高く つき 手 離す と 大 い に 良 いで あろ う 、 野 心 、 貧 
欲 、 区 沢 と いう 3 人 の 娘 が いま す 。」。 


"That is true," said the king. "Well, well, let us marry them. 1 give 
amDition to the Templars, avarice to the monks and luxury to the 
bishops. 1 am certain in advance of the consent of all the parties." 
リチャード 1 世 は 「 野 心 、 黄 欲 、 黄 沢 を 悔い 改め ろ と 言う の は 正しい 。 え えと 、 野 心 、 
貸 欲 、 費 沢 と いう 3 人 の 娘 を 結婚 させ て 手 離 そ う 。 野 心 と いう 娘 を 神殿 騎士 団 に 、 貧 
欲 と いう 娘 を 修道 士 に 、 費 沢 と いう 娘 を 司教 に 与え る 。 私 は 神殿 騎士 団 、 修 道士 、 司 
教 が 同意 し て くれ る 事 を 前 も っ て 確信 し て いる 。」 と 答え た 。 

The ambition of the Templars proved fatal to themselves: 

野心 は 神殿 騎士 団 に 致命 的 で あっ た 。 


ther projects Were divined and anticipated. 

法王 と フラ ンス 王 は 神殿 騎士 団 の 計画 を 見 抜い て 先回り し た 。 

Pope Clement V and kimng Philip the Fair gave the signal to EuroDe, 
法王 クレ メン ス 5 世 と フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 世 は ヨー ロッ パ に 合図 を 出し た 。 

and the Templars, caught so to speakin anet, were arrested, dhsarmed 
and cast imto Dr1son. 

網 に と ら え られ た と 言え る 神殿 騎士 団 は 逮捕 され 武装 解除 され 宇 獄 に 投獄 され た 。 
NeVver Was a COUD detat accomplished with such appalhmg umiformity. 
神殿 騎士 団 と いう 一 貫 し て 見 える 武力 に よる 政変 クー デ タ ー は 今 ま で 無かっ た 。 
The entire world was dumDfounded 

全 世 界 が 驚い た 。 

and awaited the strange revelations of a Drosecution 

全 世 界 は 神殿 騎士 団 へ の 告発 に よる 不思議 な 事物 の 開示 を 待っ た 。 

which was to echo down through the ages. 

神殿 騎士 団 へ の 告発 に よる 不思議 な 事物 の 開示 は 多く の 時 代 を 通じ て 反響 が あっ 
7 だ 

But 

じ か が し 、 

it was Impossible to unveil Defore the people the plan of the Templar 
COnSDIraCVi: 

法王 達 は 、 神 殿 騎 士 団 の 陰謀 の 計画 を 大 衆 に 開示 する 事 が で き な か っ た 。 

to do so would have initiated the multitude into secrets reserved for 
ImasterS. 

神殿 有 騎士 団 の 陰謀 の 計画 を 大 衆 に 開示 する 事 は 、 地 の 王者 だ け の 物 で ある 秘密 に 、 
大 衆 を 入門 させ る 事 に 成っ て し まう 。 

Recourse was had therefore to the charge of Magic, 

その た め 、 法 王 達 は 、 魔 術 の 罪 に よる 告発 に 頼る 必要 が 有 っ た 。 

for which 

その た め に 、 

acCCcuSers and Witnesses were Doth forthcoming. 

偽 の 告発 者 と 偽 の 証人 が あら われ た 。 


The Templars, in the ceremmony of ther receptior, spDat upon the Image 
of Christ, demied God, gave oDscene kisses to the Grand Master adored a 
brazen head with carDuncles for eyes, held commune with a great Dlack 
cat and had intercourse with female demons. 

中 略 


Such are the itemms put forward seriously in the act ofindictment. 


The end of this drama is familiar: 

神殿 騎士 団 へ の 魔術 の 罪 に よる 告発 と いう 劇 の 最後 は 知ら れ て いる 。 

Jacques de Molay and his compamions Derished in the flames, 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー た ち は 焼 き 負 され た 。 

Dut 

し か し 、 

before dyimg the grand master of the Temple organmised and instituted 
Occult Masonry, 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー は 、 死 ぬ 前 に 、 偽 の 隠さ れ た メー ソン を 組織 し 
て 設立 し た 。 

Withi the walls of his prison he founded four Metropolitan Lodges 一 
at Naples for the East, EdinDurgh for the West, Stockholm for the North 
and Paris for the South. 

ジャ ッ ク ド モレ ー は 、 客 獄 の 壁 の 中 か ら 、 イ タリ ア の ナポリ に 東 の 偽 の メー ソン の ロッ 
ジ を 、 ス コッ トラ ンド の 首都 エディ ン バ ラ に 西 の 偽 の メー ソン の ロッ ジ を 、 ス ウェ ー デ ン 
の 首都 スト ッ ク ホ ルム に 北 の 偽 の メー ソン の ロッ ジ を 、 フ ラン ス の 首都 パリ に 南 の 偽 
の メー ソン の ロッ ジ を 設立 し た 。 

The Pope and King perished speedily in a strange and sudden manner 
法王 クレ メン ス 5 世 と フラ ンス 王 フィ リッ プ 4 世 は 急死 、 不 審 死 、 突 然 死 で 死ん だ 。 
Sduln de Florian, the accuser in chief of the Order was assassinated. 
神殿 騎士 団 の 主要 な 告発 者 で ある Squin de Florian は 暗殺 され た 。 

In breaking the sword of the Templars it was conVerted into a dagger 
神殿 騎士 団 の 剣 は 壊さ れ て 、 短 剣 に 変わ っ た 。 

and their proscribed trowels henceforth were utlised only in the 
erection Of tormDSs. 

神殿 騎士 団 の こ て は 墓 を 建て る た め だ け に 用 いら れ た 。 

Let them pass at this point imto darKness, 

ここ で 、 神 殿 騎 士 団 を 聞 の 中 に 去ら せよ う 。 

wherein they tookrefuge while maturing their VemgeantCe. 

神殿 騎士 団 は 、 導 の 中 に 避難 し て 、 報 復 の 計画 を 練っ て いる 。 

We shall see them reappear at the great epoch of the Revolution 

財 命 の 大 いな る 時 代 に 神殿 騎士 団 が 再び 現れ る の を 見 る で あろ う 。 

and we shall recognise them by their signs and Dy their Works. 

象徴 と 業 に よっ て 神殿 騎士 団 を 見 分 けら れる で あろ う 。 

The greatest magical Drosecution to De found in history, after that of the 
Temple, was the trial of a maid who was, moreover almost a sat. 
神殿 騎士 団 へ の 魔術 の 罪 に よる 告発 の 後に 、 歴 史 で 起き た 魔術 の 罪 に よる 大 き な 
告発 は 、 聖 女 と 言え る 処女 ジャ ン ヌ ダル ク へ の 魔術 の 罪 に よる 告発 で ある 。 

The Church, in this case, has Deen accused of suDserVvience to the Dase 
resentment of a Vandulshed Darty, 


ジャ ン ヌ ダル ク に つい て 、 教 会 は 敗者 の 卑劣 な 恨み に 追従 し た と 非難 され て いる 。 
andit has Deen asked earnestly what anathemas of the Chair of St. Peter 
fell upor the assassins of joan of ArCc. 

使徒 ペトロ の 椅子 (イス ) は 、 ど の 様 な 呪い を ジャ ン ヌ ダル ク の 暗殺 者 に 浴び せ た か 、 
真剣 に 問う で あろ う 。 

To those who are really unacquainmted, 1t may De sald at once that 

ジャ ン ヌ ダル ク の 暗殺 者 へ の 神 に よる 呪い を 知ら な い 人 に 話す と 、 

Pierre Cauchor, the unmworthy Bishop of Beauvais, struck suddenly with 
death by the hand of Godl, 

司教 や 祭司 に 不相応 で ある 、 ボ ー ヴ ェ 司 教 ピ エー ル コー ショ ン は 、 神 の 手 に よっ て 
突然 、 死 ん だ 。 

Was eXCOormmunicated after death Dy Callixtus IV 

ビ ピエール コー ショ ン は 死後 、 カ リス トゥ ス 4 世に よっ て 破門 され た 。 

his remains Deing taken from consecrated ground and cast into the 
Dublic seWers. 

ピエール コー ショ ン の 死骸 は 、 聖 所 か ら 取り 出さ れ て 、 公 共 の 下水 道 に 投げ 捨て ら 
れ た 。 

It was not therefore the Church which judged and condemned the Maid 
Of Orleans, Dut a Dad priest and an aDOstate. 

「 オ ルレ アン の 乙女 」、「 ジ ャ ン ヌ ダル ク 」 を 裁 い て 処罰 し た の は 、 教 会 で は な く 、 那 悪 
な 聖職 者 と 背 教 者 で あっ た 。 

Charles VII, who gaVe up this noble girl to her destroyers, fell 
afterwards into the hands of an avVengimg DrOVidenCe: 

報復 する 神意 は 、 高 貴 な 少女 ジャ ン ヌ ダル ク を 敵 に 渡し た フラ ンス 王 シャ ルル 7 世 
を 手中 に と ら え た 。 

he died of self-starvation, through dread of Deimg poisoned Dy his own 
SOT. 

シャ ルル 7 世 は 、 皿 子 に よる 毒殺 を 直 れ て 飲 え 死に し た 。 

Fear is the torment of the Dase. 

恐怖 が 卑劣 な 悪人 へ の 責め 苦 で ある 。 

The king in question gaVe uD his ]ife to a courtesal, 

シャ ルル 7 世 は 、 遊 女 ア ニ ェ ス ソレ ル に 夢中 に 成っ た 。 

and for her he Durdened with debt a kingdom 

シャ ルル 7 世 は 、 遊 女 ア ニ ェ ス ソレ ル の た め に 、 フ ラン ス 王 国 を 借金 で 苦し め た 。 
which had been saved to hm Dy a Virgin. 

処女 ジャ ン ヌ ダル ク が 、 シ ャ ルル 7 世 の た め に 、 フ ラン ス を 守っ て くれ た の に 。 
Courtesan and Virgin have Deen celebrated Dy our national Doets 一 
Joan of Arc by Voltaire and Agnes Sorel Dy Beranger, 

国家 的 な 詩人 ヴォ ル テ ー ル は 処女 ジャ ン ヌ ダル ク を た た えて いる 。 詩 人 ベラ ンジ ェ 
は 遊女 アニ ェ ス ソレ ル を 歌っ て いる 。 

Joan perished in her innocence, 

ジャ ン ヌ ダル ク は 無実 の 罪 で 死ん だ 。 


but the 1aws against Magic were vindicated soon after in the case of one 
who was chief among the guilty, 

中 略 

The personage In question was one Of the most Valiant captaims under 
Charles VII, but the services which he rendered to the state could not 
CounterDalance the extent amd enorrm1ty of his crimes. 


All tales of ogres and Croqguemitaimne were realisedt and surpassed Dy the 
deeds of this fantastic scoundrel, whose history has remained in the 
memory 0f children under the name of Blue Beard. 

Gilles de Laval, Lord of Raiz, had indeed so black a beard that it seemed 
to be almost Dlue, as shewn by his portrait in the Salle des MarechauX, 
at the Museumm of Versailles. 

A Marshal of Brittany, he was Drave Decause he was French: 

being rich, he Was also ostentatiousS: 


and he Decame a sorcerer Decause he Was Insane. 


The mental derangement of the Lord of Raiz was manifested in the first 
instance Dy sumptuous devotion and extraVagant magruticence. 


When he went aDroad, he was preceded invariaDly Dy cross and 
Danner: 


his chaplains were covered with gold and vested IiKe prelates: 


he had a college of jittle pages or choristers, who were always richIY 
clothed. 


But day Dy day one of these children was called before the marshal and 
was seen n0 more Dy his comrades: 


a neWcomer succeeded him who disappeared, and the children were 
sterrly forbidden to ask what Decame of the missing ones or eVer refer 
to them among themselVves. 


The children were obtained Dy the marshal from poor parents, whom 
he dazzled Dy his promises, and who were pledged to trouDle no further 
concerrung ther offSpring, these, accordimg to his stories, Deing assured 
a brilliant future. 


The explanation is that, in his case, seemng deVotion was the mask and 
safeguardl of infamous Dract1CeS. 


Ruimed Dy imDecile prodigality, the marshal desired at any cost to create 
wealth. 


Alchemy had exhausted his 1ast resources amd loans on usurious termms 
were about to fail him: 


he determined therefore to attempt the 1ast and most execraDle 
exDeriments of Black Magic, in the hope of oDbtaiming gold Dy the aid of 
hell. 


An apostate priest of the diocese of Saimt- Malo, a Florentime named 
Prelati, and Sille, who was the marshal's steward, Decame his confidants 
and accomplices. 


He had espoused a young Woman of high Dirth and kept her practically 
shut uD In his castle at Machecoul, which had a tower wrth the entrance 
walled uD. 


Areport was sDread by the marshal that it was in a ruimous state amd no 
One sought to penetrate therein. 


This notwithstanding, Madame de Raiz, who was freduently alone 
during the dark hours, saw red lights moving to and fro in this tower: 


but she did not Venture to question her husDand, whose Dizarre and 
sombre character filled her with extreme terror 


On Easter Day in the year 1440, the marshal, having cormmunicated 
solemmnly in his chapel, bade farewell to the 1ady of Machecoul, tellimg 
her that he was departmg to the Holy Landi 


the poor creature Was even then afraid to question, so much did she 
tremDle in his presenCce: 


she was also several months in her pregnancyi 


The marshal permitted her sister to come on a Visit as a compannon 
during his aDsenCe. 


Madame de Raiz took advantage of this indulgence, after which Gilles 
de Laval mounted his horse and departed. 


To her sister Madame de Raiz cormmurucated her fears and anxieties. 
What went on in the castle? 

Why was her lord so gloomy? 

What sigmified his repeated aDsences? 

What Decame of the children who disappeared day Dy day? 

What were those nocturnal lights in the walled-up tower? 


These and the other problems excited the curiosity of Doth women to 
the utmost degree. 


What all the same could De done? 


The marshal had forDidden them expressly eVen to approach the tower 
and before leaving he had repeated this imjunction. 


It must assuredly have a secret entrance, for which Madame de Raiz 
and her sister Anne Droceeded to search through the 1ower rooms of the 
castle, corner Dy corner and stone after stone. 


At ]ast, in the chapel, Dehimd the altar they came upor a CODDer Dutton, 
hidden in a mass of sculpture. 


It yielded under Dressure: 
a stone sld Dack and the two curlos1ty-seekers, now all in a tremDle, 
distimguished the 1owermost steps of a staircase, which led them to the 


condemrnred tower 


At the top of the first flight there was a kind of chapel, with a cross 
upside down and DlacK candles: 


on the altar stood a hideous figure, no douDt representimg the demon. 


On the second floor they came upon furnaces, retOrts, alemmD1Cs, 
charcoal 一 in a wordL all the apparatus of alchemyi 


The third flight led to a dark chamDer where the heavy and fetid 
atmosphere compelled the young women to retreat. 


Madame de Raiz came into collision with a vase, which fell over and 
she was consclous that her robe and feet were soakedl Dy some thick 
and unknown liduid. 


On returming to the light at the head of the stairs she found that she Was 
bathed in blood. 


Sister Amne would have fled from the place, Dut in Madame de Raiz 
Curlos1ty was eVen stronger than disgust or fear 


She descended the stairs, took a lamp from the infernal chapel and 
returned to the third floor where a frightful spectacle awaited her 


Copper Vessels filled with Dlood were ranged the whole length of the 
walls, Dearing laDels with a date on each, andin the middle of the room 
there was a Dlack marDle. 


table, on which 1ay the body of a child murdered quite recently. 


It was one of these Dasinms which had fallen, and Dlack blood had spread 
far and wide oVer the grimy and worm-eaten wooden floor 


The two womer were now half-dead with terror. 


Madame de Raiz endeavoured at all costs to efface the evidence of her 
1ndiscretion. 


She wert in search of a sponge and water to wash the Doards: 


but she only extended the stain and that which at first seemed Dlack 
Decame all scarlet in hue. 


Suddenly a loud commotion echoed through the castle, mxed with the 
cries Of Deople callimg to Madame de RaiZ. 


She distimguished the awestriknmg words: "Here 1s Monselgneur come 
Dack.“ 


The two women made for the staircase, Dut at the same momert they 
were aware Of the trampling of steps and the sound of other voices in 
the devll's chapel. 


Sister Anmne fled upwards to the Dattlement of the tower: 
Madame de Raiz Went dowrn tremDbling and found herself face to face 
with her husDband, in the act of ascending, accomparied Dy the apostate 


priest and Prelat. 


Gilles de LaVval se1zed his wife Dy the armm and without speakimg dragged 
her into the infernal chapel. 


It was then that Prelati observed to the marshal: "It is needs must, as 
yoOu see, and the victim has come of her own accord.“ 


"Be it s0," answered his master 


"Begin the Black Mass.“ 


The apostate priest wert to the altar while Gilles de Laval opened a 
Ittle cupDboard fixed therein and drew out a 1arge kmife, after which he 
sat dOwT close to his spouse, who was now almost in a swoon and 1yimg 
im a heap on a Dench against the wall. 


The sacrilegious ceremonies Degan. 


It must De explained that the marshal, so far from taking the road to 
Jerusalem, had proceeded only to Nantes, where Prelati livedi 


he attacked this miserable wretch wrth the uttermost fury and 
threatened to slay hm if he did not furnish the means of extractmg 
fromm the devil that which he had Deen demanding for so 1ong a tme. 


With the object of obtaining delay, Prelati declared that terrible 
conditions were reduired Dy the infernal master first among which 


would De the sacrifice of the marshal's unDborn child after tearimg it 
forciD1y from the mother's womb. 


Gilles de Laval made no reply Dut returned at once to Machecoull, the 
Florentime sorcerer and his accomplice the priest Deimg in his train. 


With the rest we are acqualnted. 
Meanwhile, Sister Anne, left to her own devices on the roof of the tower 
and not darinmg to Come down, had removed her Ve to make signals of 


distress at chance. 


They were answered Dy two cavaliers accomDpanled Dy a Dosse of armed 
men, who Were ridimg towards the castle: 


they proVed to De her two Drothers who, on learrimg the spDur1ouS 
departure of the marshal for Palestine, had come to visit and conmsole 
Madame de RaiZ. 

Soon after they arrived with a clatter in the court of the castle, 


whereupon Gilles de Laval suspended the hideous ceremmony and said to 
his wife: 


Madamme, 
1 forg1Ve yOU, 
and the matter is at an end Detween us せ you do noW as I tell you. 


Return to your apartment, change your garments and join me in the 
gueSst-rOO, Whither 1 am goinmg to rece1ve yOur Drothers. 


But f you say one word Or cause them the shightest suspicion, 1 wl 
bring you hither on their departure: 


we shall proceed wrth the Black Mass at the point where it is now 
broken oft, and at the consecration you will die. 


Mark where I place this kmife. 


He rose up, ed his wife to the door of her chamDer and suDseguently 
recelVved her relations and their suute, saying that his 1ady Was 
preparimg herself to come and salute her Drothers. 


Madame de Raiz appeared almost inrmmednately, pale as a SDectre. 


Gilles de Laval never took eyes off her seekimg to control her Dy his 
glance. 


When her Drothers suggested that she was 則 , she answered thatit Was 
the fatigue of pregnancy, Dut added in an undertone: "Save me: he seeks 
to kill me.“ 


At the same moment Sister Anne rushed into the hall, cryimg: "Take us 
aWay: SaVe US, Iny Drothers: this man 1s an assass1m" 一 


and she ponted to Gilles de Laval. 


While the marshal summoned his people, the escort of the two Visitors 
surrounded the women with drawn swords: 


andthe marshal's people dnsarmed instead of obeying hum. 


Madame de Raiz, with her sister and Drothers, ganed the drawbridge 
and left the castle. 


On the morrow, Duke john Vinvested Machecoul and Gilles de Laval, 
who could count no 1onger on his men-at-arms, ylelded wlthout 
resistanCe. 


The parliament of Brittany had decreed his arrest as a homicide, the 
ecclesiastical triDunal preparing in the first place to DromounCce 
]udgment upon him as a heretic, sodormite and sorcerer 


Voices of parents, 1ong silenced Dy terror roOse uDon all sides, 
demanding their mmissing children: 


there Was un1versal dole amd clamour throughout the provnce. 


The castles of Machecoul and Chantoce were ransacked, resultimg in the 
discoVery Of two hundred skeletons of children: 


the rest had Deen consumed Dy fire. 

Gilles de LaVval appeared with supreme arrogance Defore his judges. 
To the customary question: "Who are you?" 

he answered: "1 am Gilles de Laval, Marshal of Brittany, Lord of RaiZ, 
Machecoul, Chantoce and other fiefs. And who are you that dare to 


question me?" 


He was answered: "We are your judges, magistrates of the Ecclesiastical 
COUTt.” 一 


What you my judges! Go to, 1 kmow you well, my masters. 


You are simoniacs and oODscene fellows, who sell your God to Durchase 
the joys of the devil. 


Speaknot therefore of judgimg me, for 1 am guilty, 1t 1S yOU。 Who 0wed 
me good example, that are my instigatOrSs. 


"CeaSe VOUT 1nSults, and ansWwer US." 一 
1 would rather De hanged Dy the neck than reply to you. 


1 am surpDrised that the president of Brittany suffers your acduainmtance 
with matters of this kind. 


You duestion that you may gan information and afterwards do Worse 
than you have done. 


But this haughty insolence was demolished Dy the threat of torture. 


Before the Bishop of Sainmt-Brieuc and the President Pierre de Hpital, 
Gilles de Laval made confession of his murders and sacrileges. 


He pretended that his motive in the massacre of children was an 
execraDle delight which he sought during the agony of these poor Httle 
Deings. 


The president found it difficult to credit this statement and questioned 
him aneW. 


"Alas," said the marshal abruptly, "you torment Doth yourself and me to 
mn0 DUTDOSe.“ 


"1 do not torment you," repled the president, "Dut 1 am astomished at 
yOUr Words and dissatsfied. What I seek and must haVe is the Dure 
truth.“ 

The marshal answered: 

Verily there was no other cause. 

What more would you have? 

SUTely 1 have admitted enough to condemn ten thousand men. 


That which Gilles de Laval shrank from confessimg was that he sought 
the Philosophical Stone in the blood of murdered children, and that it 
Was coVetousness which drove him to this monstrous deDauchery. 


On the faith of his necromancers, he DelieVed that the umiversal agent 
of life could De suddenly coagulated Dy the combined action and 
reaction of outrage on Nature and murder 


He collected afterwards the iridescent film which forms on Dlood as it 
turms Cold: 


he subjected it to Various fermentations, digested the product in the 
philosophical egg of the athanor 


comDinimg it with salt, sulphur and mercury. 


He had doubtless derived his recipe from some ofthose old HeDrew 
Griumoires which, had they Deen known at the period, would have Deen 
sufficient to call down on Tewry at large the execration of the whole 
earth. 


Persuaded, as they were, that the act of human impregnation attracts 
and coagulates the Astral Light in its reaction Dy sympathy on things 
subjected to the magnetism of mar, the Israelitish sorcerers had 
plunged into those enormities of which Philo accuses them, as quoted 
by the astrologer Gaffarel. 


They caused trees to De grafted Dy womer, who inserted the graft while 
aman performed on their persons those acts which are an outrage to 
Nature. 


Wherever Black Magic is concerned the same horrors recur for the 
SDirit of darkness is not one of imvention. 


Gilles de Laval was Durned ahve in the pre de la Magdeleine, near 
Nanmtes: 


he obtained perrmission to go to execution with all the pageantry that 
had accormpamied him during Hfe, as 下 he wished to inVolve in the 
ignomminy of his pumlshment the ostentation and cupidity Dy which he 
had Deen so utterly degraded and lost so fatally, 


CHAPTER VII 

魔術 の 歴史 第 4 巻 7 章 

SUPERSTITIONS RELATING TO THE DEVIL 

悪魔 に つい て の 迷信 

We have Dorne witness to the soDbriety of decisions Dronounced by the 
Church respectimg the genius of evll: 

教会 が 悪 の 霊 に つい て 宣言 し た 決定 の 平静 さ を す で に 話し た 。 

she has recommended her children not to De in fear concerrimg hum, 
教会 は 子 に 悪魔 を 恐れ な い 様 に 勧め て いる 。 

not to De preoccupied aDout him 

教会 は 悪魔 に 夢中 に 成ら な い 様 に 勧め て いる 。 

and not eVenr to Dronounce hls name. 

教会 は 悪魔 の 名 前 すら 話さ な い 様 に 勧め て いる 。 


This notwrthstanding, 

中 略 

the propensity of diseased imaginatons and weak mnds towards the 
monstrous and the horrible 


lent, durimng the evil days of the middle ages, a formidaDle Importance 
andmost portentous forms to the darksome Deimg 


who deserves nothing Dut oDlivion, 
because he has rejected truth and hght for ever 


This seerming realisation of the phantom expressimg DerVersity Was an 
imcarnation of human frenZyi 


the devil Decame the nightmare of cloisters, 
the human mind fell a prey to its own fear 


and, though supposed to De reasonaDle, tremDbled at the chmeras which 
1t had evoked. 


A black and deformed monster spread its Dat-wimgs Detween heaven 
and earth, to prevert youth and Hfe from trustimg in the promises of the 
Sun and the stll peace of the stars. 


This harpy of supersttion Dolsoned all thimgs with its breath, infected 
all Dy its contact. 


There was dread oVer eatimg and drimkimg lest the eggs of the reptile 
should De swallowedi: 


to 1ook upon Deauty was to court Derhaps ar Illusion Degotten of the 
monster: 


to laugh suggested the sneer of the eternal tormentor as a funereal 
ech0: 


to WeeD Dictured him insultimg the mourner's tears. 

The devl seemed to keep God imprisoned in heaVven 

while he imposed Dlasphemy and despar upon men on earth. 
SUDerstitions lead ulcKIy into aDsurdnty and mental alienatiom: 
nothing is more deploraDble and more rksome than the multitudinous 
accounts with which popular writers on the history of Magic have 
Durdened ther compilatons. 


Peter the Venerable Deheld the devil leering in ]aVatories: 


another maker of chromicles recogmlsed him under the form of a cat, 
which, however resemDbled a dog and skKipped HKke a monkey: 


a certain lord of Corasse was serVved by an imp named Orthon, 


which appeared as a sOW, Dut exceedimgly emaciated and indeed almost 
flesh-less. 


The prior of St. Germain des Pres, named Wilhiam Edeline, testfies that 
he saw him in the form of a sheep which, as it seemed to him must be 
kissed Delow the tail, as a mark of reverence and honour 


Wretched old women confessed that he had been their 1oVer: 


the marshal Trivulce died of terror while protectmg himself Dy cut and 
thrust aganst the devils swarmmmg in his room. 


Hundreds of wretched idiots and fools were Durnt on admittng ther 
former commmerce with the malignant spirit: 


ruImnOurs Of incuDi and succubi were heard on all sides: 


judges deliDerated gravely on revelations which should have Deen 
referred to doctors: 


moreoVer 
they were actuated Dy the irresistDble Dressure of DuDlic ODimion, 


and indulgence towards sorcerers Would have exposed magistrates 
themselves to all the popular fury. 


The persecution of fools made folly contagious and the maniacs tore 
one another to DieCes: 


people were Deaten to death, Durnt by slow fire, plunged into icy water 
in the hope of compelhmng them to break the spells which they had cast, 


while justice imterVened only to complete on the stake what had Degun 
in the blind rage of the multitude. 


In recountimg the history of Gilles de Laval we have indicated 
sufficiently that Black Magic may De not only a real crime Dut the 
graVest of all offences: 


unfortunately the method ofthe tmes confused the diseased with 
malefactors 


and purushed those who should have Deen cared for with patience and 
charity. 


At what Dont does mar's responsiDilhty Degin and at what pont does it 
end? 


The problem is one which may well disturb freduently the Virtuous 
deposltories of human justice. 


Caligula, son of Germartcus, aDDeared to haVe inherited all the Virtues 
of his father 


Dut his reason was distracted Dy Dolson 
and he Decame the terror of the world. 


Was he in reality guilty, and ought not his crimes to De 1aid at the doors 
ofthose Dase Romans who obeyed instead of imprisoring hum? 


Father Hilarion Tissot, who has Deen mentioned previouSly, gOeS 
further than ourselves and would include even Voluntary crume In the 
category Of madmess, 


but unfortunately he explains madness itself as oDsession of the evil 
SD1r1t. 


We might ask this good eccleslastic what he would think of the father of 
a famly who after shuttimg his door on a Wastrel kmown to De capaDle 
of every kind of evil, should giVe him leave to freduent, adVlse, aDduct 
and oDsess his own Httle children? 

一 家 の 父 が 、 あ ら ゆ る 種類 の 悪事 を や りか ね な いと 知ら れ て いる 、 ろ く で な し に 門 を 
閉ざし た 後 で 、 ろ く で な し に 幼子 と 親交 し 甘 言 し 誘拐 し しとり つく 許可 を 与え た ら 、 ど 
う 思 う の か ? と 、 お 人 よし の 聖職 者 Hilarion Tissot へ 問い た い 。 

Let us therefore admit, so as to De truly Christian, that the devil, 
whomsoever he may De, oDsesses only those who giVe themselves 
Voluntarily to hm, 

書 魔 が どん な 者 で あれ 、 自 ら 悪 魔 に 身 を 委ね た 人 に し か 悪魔 は 混信 し な い 、 と 真 の 
キリ スト 教徒 と し て ある た め に 認め よう 。 (悪魔 は 存在 し な い 。) 

and that such are resDonsible for everything which he may prompt 
them to d0, 

自ら 悪魔 に 身 を 委ね た 人 に 悪魔 が 促 ( う な が ) し た 悪事 は 全て 、 自 ら 悪 魔 に 身 を 委ね 
た 人 の 責任 に 成る 。 

eVen as a drunken man is held liable rightly for the disorders of which 
he may De guilty under the influence of drimk. 

本 町 下 に お ける 本 町 者 に よる 悪事 は 全て 杉町 者 の 責任 に 成る 様 に 。 
Drunkenness is a translent madmess 

本 丁 は 一 時 的 な 狂気 で ある 。 

and madness 1S a Dermanent intoxicat1o: 

狂気 は 永遠 の 本 町 で ある 。 

both are caused Dy a phosphoric congestion of the cereDral nerVes, 


星 の 光 と いう 焼 ( リ ン ) の 脳神経 で の 充満 が 、 狂 気 や 柳町 を も た ら す 。 
which destroys our etheric eduilhiDrium 
星 の 光 と いう 焼 ( リ ン ) の 脳神経 で の 充満 は 、 星 の 光 と いう エー テル の つり 合い を 破 
壊す る 。 
and deprives the soul of its imstrument of DrecisiOn. 
星 の 光 と いう 焼 ( リ ン ) の 脳神経 で の 充満 は 、 魂 か ら 、 魂 の 精密 な 道具 を 奪う 。 
The spiritual and Dersonal soul then resembles Moses Dound and 
swaddled in his cradle of rushes, and aDandoned to the rocking of the 
Nile waters. 
本 本 状態 の 霊 的 な 個人 的 な 魂 は 、 草 製 ゆ りか ご の 中 で 布 に 包ま れ て 東 縛 され た 、 
ナイ ル 川 の 揺れ る 流れ に 身 を 任せ た 、 モ ー セ に 似 て いる 。 
It is carried away Dy the fluidic and material soul of the world!, 
流体 の 物質 的 な 地 の 魂 で ある 星 の 光 が 、 本 町 状態 の 魂 を さら っ て いく 。 
that mysterious water oVer which the Elohim Drooded, 
エロ ヒム 、 神 々 、 神 の 圭 が 、 星 の 光 と いう 神秘 の 水 を 覆っ て いた 。( 創 世 記 1 章 2 節 
「 神 の 霊 が 水 の 面 を 覆っ て いた 。」。) 
when the Divine Word was formulated Dy the luminous sentence: Let 
there De light. 
神 の 霊 は 、「 光 あれ 。」 と いう 啓発 的 な 言葉 に よっ て 、 神 の 言葉 を 明確 に し た 。( 創 世 
記 1 章 3 人 節 「 光 あれ 。」。) 
The soul of the world is a force which tends automatically to 
edUu1hDrium: 
星 の 光 と いう 地 の 魂 は 、 つ り 合 い へ 自動 的 に 向かう 傾向 が 有る 、 力 で ある 。 
elther will must predominate ovVer it or it conduers the Will. 

意思 が 星 の 光 を 統治 する か 、 星 の 光 が 意 思 を 圧倒 し て し まう か 、 ど ちら か 1 つ で あ 
0 
It is tormented Dy any incomplete He, as if this were a monstros1ty, 
悪人 と いう 不 完全 な 生物 は 、 奇 形 の 生物 の 様 に 、 星 の 光 を 苦し め る 。 
andit strives therefore to aDsorD intellectual aDortions. 
その た め 、 星 の 光 は 、 悪 人 と いう 知性 の 失敗 作 を 分 解 吸 収 し よう と 戦う 。 
Hence 
その た め 、 
manlacs and hallucinated people experience an irreslstible yearning for 
destructon and death: 
狂人 と 幻覚 患者 は 、 破 壊 や 死に 抗 え な い 同 情 を 感じ る 。 
anmihilation seemms to them a Dlessing, 
狂人 と 幻覚 患者 は 、 消 滅 を 良い 物 と 誤解 する 。 
and 
その た め 、 
they would not only attann death on ther own part but would delight in 
wtnessing that of others. 
狂人 と 幻覚 患者 は 、 自 殺す る だ け で は な く 、 他 人 の 死 を 見 て 喜ぶ 。 
They realise that life is escaping them: 


狂人 と 幻覚 患者 は 、 命 が 狂人 と 幻覚 患者 か ら 離 れる の に 気づく 。 
COnsclousneSss stimgs and even goads themm to despar: 
正気 は 、 狂 人 と 幻覚 患者 を 刺激 し て 苦し め て 、 絶 望 す ら さ せる 。 
their Very existence 1s a Derception of death, 

狂人 と 幻覚 患者 に は 、 存 在 する 事 は 死 を 理解 する 事 で ある 。 
and it is hell-torment. 

死 を 理解 する 事 は 地獄 の 苦し み で ある 。 


One hears an mperious VO1ce Cormmanding him to kill his son in the 
Cradle. 

中 略 

He struggles, he weeDs, he flees, Dut ends Dy taking a hatchet and 
slayimg the child. 


Another and this terrible story 1s a thing of recent occurrenCce, 1S driVven 
Dy Voices Crying for hearts: he beats his parents to death, opens ther 
Dreasts, tears Out their hearts and Degins to devour them. 


Whosoever of his free will is guilty of an evl action offers Dy that fact 
an earnest to eternal destruction and cannot foresee whither this fatal 
Dargain wl lead hum. 


Beimg is substance and Hfe: 

存在 と は 、 実 体 と 命 で ある 。 

jife manifests Dy movement: 

命 は 、 運 動 に に っ て あら われ る 。 

moVvement is Derpetuated Dy edulhbrium 

つり 合い が 、 運 動 を 永続 させ 不滅 に する 。 

edulhDriumm is therefore the law of immortahty. 

その た め 、 つ り 合 い は 、 不 減 の 法 で ある 。 

Consclence is the awareness Of edulhbrium, 

良心 と は 、 つ り 合い の 自覚 で ある 。 

which is edu1ty and just1Ce. 

つり 合い は 、 公 平 で あり 、 正 義 で ある 。 

All excess, when it is not mortal, 1S corrected Dy an ODDOsS1te eXCeSS: 
過剰 が 致命 的 で は な い 場 合 は 、 過 剰 は 正反対 の 過剰 に よっ て 修正 され る 。 


it is the eternal law ofreaction: 

正反対 の 過剰 が 過剰 を 修正 する 事 は 、 反 作用 の 永遠 の 法 で ある 。 

but if excess suDVerts all eduihDrium it is lost in the outer darkmness and 
Decomes eternal death. 

過剰 が 全て の つり 合い を 破壊 する 場合 は 、 過 剰 は 、「 外 の 痢 」 の 中 に 失わ れ て 、 永 遠 
の 死 と 成る 。( マ タイ に よる 福音 22 章 13 節 「 外 の 間 」。) 

The soul of the earth carries with it in the vertigo of astral movement all 
which offers no resistance in Virtue of the egunhibrated forces ofreason. 
星 の 光 と いう 地 の 魂 は 、 論 理 が つり 合わ せる 力 に よっ て 抵抗 し な い 、 過 剰 な も の を 、 
星 の 光 の 運動 に よる 目 敗 (めまい ) の 中 に 引き ずり 込む 。 

Wherever an irmperfect and 則 -formed life mamifests, this soul directs its 
energies to destroy 1t, 

悪人 と いう 不 完全 な 奇形 な 生物 が 現れ る と 、 星 の 光 と いう 地 の 魂 は 悪人 を 破壊 す 
る た め に 星 の 光 と いう 力 を 悪人 に 注ぐ 。 

]uSst as Vitahty Dours 1n to heal woumds. 

ちょ うど 、 生 命 力 が 傷 を 治す た め に 生命 力 を 傷 に 注ぐ 様 に 。 

Hence 

その た め 、 

the atmospheric disorders which occur in the neighDourhood of certaim 
diseased DersOnS, 

特定 の 病人 の 近く で は 、 大 気 の 混乱 が 生じ る 。 

hence 

また 

fluidic commotions, the automatic movement of tables, levitations, 
stone-throwing, and the visiDle and tangible projecton of astral hands 
and feet Dy oDsessed DersonSs. 

星 の 光 と いう 流体 の 動揺 、 テ ー ブ ル の 自動 運動 、 空 中 浮揚 、 石 の 自動 飛翔 、 悪 吉 に 
拓 信 され た 者 の 星 の 光 の 手足 の 目 に 見 える し 触れ られ る 放射 が 生じ る 。 

It is Nature at woOrk on a cancer Which it is trying to extirDate, On a 
wound which it seeks to close, or on some Vampire whose death is 
desired, that it may reVert to the commmon source 0f Hfe. 

ガン を 切除 する た め に 、 傷 を 塞ぐ た め に 、 死 を 望む 吸血 鬼 を 命 の 共通 の 源泉 に 戻す 
た め に 、 自 然 が 、 特 定 の 病人 の 近く で 篤 異 現象 を 起こ す 。 

The spontaneous moVement ofimert oDjects can result only from the 
operation of forces which magnettse the earth: 

自発 的 に 動か な い 物 の 自発 的 な 運動 は 、 地 を 磁化 する 星 の 光 と いう 力 の 作用 に よ 
る 結果 に 過ぎ な い 。 

a Spirit, or in other words, a thought can raise nothing in the aDsence of 
a lever, 

霊 、 言 い 換 える と 、 思 考 は 、 て こ 無 し で は 何 物 も 持ち 上 げ る 事 が で き な い 。 

Were it otherwise, the 一 so to speak 一 imfimite toil of Nature for the 
creation and perfectimg of organs would De without an oDject. 


仮に 、 霊 また は 思考 が 物 を 動か せる な ら ば 、 手 な どの 肉体 の 器官 を 創造 し て 完成 す 
る た め の 自 然 の 無限 と 言え る 苦労 は 的 外れ に 成る で あろ う 。 

Tf the spirit freed from the senses could render matter obedient to its 
wll, the illustrious dead would De the first to manifest in accordance 
wrth order and harmony 

仮に 、 感 覚 か ら 解放 され た 霊 が 物質 を 意思 に 従わ せら れる な ら ば 、 秩 序 と 調和 に 
従っ て 、 高 名 な 死者 は 何より も まず 出現 し て いる で あろ う 。 

but in place of this 

し か し 、 死 人 の 霊 が 出現 する 代わ り に 、 

there are Only incoherent and feverish activities Droduced aDout 
diseasedl amnd CaDriclOous Deings. 

狂人 と いっ た 病人 の 周囲 で 気まぐれ な 支 離 滅 像 な 性 急 な 運動 が 生じ る だ け で ある 。 
These are irregular magnets which deranwge the soul of the earth: 
狂人 と いっ た 病人 は 、 地 の 魂 を 乱す 、 乱 れ た 磁石 で ある 。 

but when the earth is in delirium through the eruption of such aDortiVe 
Dengs, 1t 1s Decause 1t 1S DassImg through a crls1s On 1ts Own Dart, amd 
through one which wl end in violent commotions. 

失敗 作 で ある 狂人 な どの 発生 に よっ て 、 地 が 狂乱 し て いる 時 は 、 地 が 危機 を 経験 し 
て いて 、 危 機 は 激変 に 至る で あろ う 。 


There is extraordimary Duer1Ihty in some Who Dass for ser1OUS. 


There is for example the Marquns de Mirville, who refers all 
inexplicaDle phenomena to the devil. 


But, my dear Sir 


if the devil could intervene in the natural order would he not demolish 
eVerything? 


By the hypothesis concerning his character scruples could scarcely 
Influence hum. 


You wrll reply that God's power restraims, and that it does or does n0ot 1S 
ODV10US: 


but on the first supposition the devil is rendered impotent, while on the 
Second it is he who is master 


M. de Mirville might say further that God suffers him a Hittle while. 


Does he mean just enough to deceiVe Door mer, ]ust enough to DuzZzle 
thenr heads, so wooden already 一 as 1s kmown? 


In this alternatiVe it is no longer the devil who is master: 
it is rather God Who is 一 


but no, one dares not contmue: to go further would be to Dlaspheme. 


We donot understand Droperly the harmonies of Deing, 
人 は 、 存 在 の 調和 を 正確 に 理解 し て いな い 。 

which follow an ordered seduenCe, 

存在 の 調和 は 順序 に 従う 。 存 在 の 調和 は 位階 に 従う 。 

as the illustrious maniac Fourier well said. 
有名 な 狂人 シャ ルル フー リエ が 話し て いる 様 に 。 

The spirit acts upon sDir1ts Dy means of the Wordi 
神 の 言葉 (イエ ス ) に よっ て 、 霊 は 霊 に 作用 する 。 

matter rece1Ves the imprints of spirit 

物質 は 、 霊 の 印象 を 受け 取る 。 

and comrmumicates therewith by means of a perfect organisIm. 
物質 は 、 完 全 な 生物 に よっ て 、 霊 と 交流 する 。 

Harmony In forms is related to harmony 1n ideas, 
形 に お ける 調和 は 、 概 念 に お ける 調和 と 結び つい て いる 。 
and the light is the common mediator 

星 の 光 は 、 共 通 の 仲介 者 で ある 。 

Light is spirit amd Hfe: 

星 の 光 は 、 霊 で あり 、 命 で ある 。 

it is the synthesis of colours, 

星 の 光 は 、 色 の 総合 で ある 。 

the accord of shadoWs, 

星 の 光 は 、 影 の 一 致 で ある 。 

the harmony of forms: 

星 の 光 は 、 形 の 調和 で ある 。 

and its ViDrations are HVing mathematics. 

星 の 光 の 振動 は 、 生 き て いる 数 学 で ある 。 

But 

だ し 。 


darkKness and its phantastic illusions, the phosphorescent errors of 
slumDer and words spoken in delhrium 一 all these create nothing, 
realise nothing andin a word do not exist. 

間 、 星 の 光 に よる 架空 の 幻 、 睡 眠 時 に お ける 星 の 光 と いう 焼 光 の 誤り 、 錯 乱 中 に 話 
され た 記 言 は 何 物 も 創造 し な いし 、 何 物 も 実現 し な いし 、 要 約 す る と 、 存 在 し な い 。 
Such thimgs Delong to the HmDus of life, 

間 、 架 空 の 幻 、 妄 言 は 、 命 の 外 の 物 で ある 。 

are VaDOurS Of astral intoxication and delusions of tiredl eyes. 

間 、 架 空 の 幻 、 妄 言 は 、 星 の 光 に よる 本 町 に よる 妄想 で あり 、 疲 れ た 目 に よる 錯覚 で 
ある 。 

To follow these will o'the wisps is to walk in a Dlmd alley: 

疲れ た 目 に よる 錯覚 と いう 人 を だ ます 幻 の 火 に 従う 事 は 、 行 き 止 まり の 中 へ 歩く 事 
で ある 。 

to believe in their revelations is to worship death: 

疲れ た 目 に よる 錆 覚 に よる 偽 の 啓示 を 盲信 する 事 は 、 死 を 敬礼 する 事 で ある 。 
Such is Nature's testimony 

「 疲 れ た 目 に よる 錯覚 に よる 偽 の 啓示 を 盲信 する 事 は 、 死 を 敬礼 する 事 で ある 。」 と 
自然 が 証明 し て いる 。 

Incoherence and aDuse are the only messages of table-turrung: 

テー ブル ター ニン グ に よる 神託 は 支 離 減 像 か 悪口 に 過ぎ な い 。 

they are echos of the 1ow-Iife deeps of thought, 

テー ブル ター ニン グ は 、 低 俗 な 人 の 隠さ れ た 思考 の 反響 で ある 。 

aDsurd and amarchic dreams, 

テー ブル ター ニン グ は 、 非 論理 的 な 混乱 し た 悪夢 で ある 。 

words which the scum of the people make use of to exDpress defiamce. 
テー ブル ター ニン グ は 、 大 衆 の 中 の ( カ ス ) が 軽 蔵 を 表す た め に 用 いる 言葉 で ある 。 
There 1s a Dook Dy Baron de GuldenstubDe, who pretends to conduct a 
COrYesDondence wrth the other world. 

あの 世 と 交信 で きる と 誤っ て 主張 し た Guldenstubbe 男 還 の 本 が ある 。 

He has had answers, and such answers 一 - oODscene skKetches, despairing 
hieroglyphics and the following Greek sigmature, TVEVLO OOVO て OC( = 
pnenma thanatos = spirit death), which may De translated "Spirit of 
death.“ 

あの 世 か ら Guldenstubbe 男 評 へ の 返信 は 、 淫ら な 落 落書 記 さ ヽ な け げ や りな 象形 文字 、 
「 死 の 精神 」 と 翻訳 で きる ギリ シャ 語 の 「 プ ネウマ タナ トス 」 で あっ た 。 

Such is the last word of the phenomenal revelations accordimg to 
American doctrime: 

「 死 の 精神 」 は 、 ア メリ カ の 教え と 一 致す る 驚異 現象 に よる 偽 の 啓示 の 究極 の 言 

で ある 。 

such is doctrine itself in separation from sacerdotal authority and in the 
attempt to estaDlish it independently of hierarchic control. 

「 死 の 精神 」 は 、 祭 司 の 権限 か ら 引き 離さ れ た 教え で あり 、 位 階 制 に よる 制御 か ら 引 
さき 離さ れ た 教え で ある 。 


The reaHhty and importance of the phenomena, the good faith of those 
who DelieVe them, are in no sense demed: 

剣 異 現象 の 現実 性 と 重要 性 、 驚 異 現象 の 証人 の 信頼 性 を 否定 し な い 。 

Dut 

し か し 、 

we must warn all who are concerned against the dangers to which they 
are haDle if they do not prefer the spirit of wisdom, comrmumicated 
divinely and hierarchically to the Church, Defore all these disorderly 
and 0Dscure ImesSsageS, 

神 が 教会 に 神聖 に 位階 的 に 伝え た 知 の 精神 より も 、 何 より も 、 驚 異 現象 に よる 混乱 
し た 暗い 偽 の 神託 を 好む 傾向 が 有る 人 全て に 危険 を 警告 する 必要 が ある 。 

in which the fluidic soul of the earth reflects automatically the mirage 
ofintelhgence and the dreams of slumbering reason. 

星 の 光 と いう 流体 の 地 の 魂 が 、 眠 りこ け て し まっ た 理性 と 知性 に よる 妄想 を 、 和 驚 異 現 
象 に よる 偽 の 啓示 へ 自動 的 に 反映 し て いる 。 


BOOK V 


魔術 の 歴史 第 5 巻 

THE ADEPTS AND THE PRIESTHOOD 
達 道 者 と 祭司 

ロー HE 

ブ ヘ ーー 


CHAPTER 

魔術 の 歴史 第 5 巻 1 章 

PRIESTS AND POPES ACCUSED OF MAGIC 

魔術 の 罪 で 非難 され た (無実 の ) 祭 司 と 法王 

We have explaimned that 

すでに 話し た 様 に 、 

owng to the profanations and impiettes of Gnostics the Church 
DrOScr1Ded Magic. 

偽 の グノー シス 主義 に よる 神 へ の 冒 と 不信 心 の せい で 、 教 会 は 魔術 を 弾圧 し た 。 
The condemnation of the Kmights Templar completed the rupture, 
神殿 騎士 団 へ の 弾圧 に よっ て 、 教 会 と 魔術 の 決裂 は 決定 的 に 成っ て し まっ た 。 
and from this tme forward, compelled to seek concealment and plan 
revenge In the shadows, Magic ostraclsed the Church in turn. 

神殿 騎士 団 へ の 弾圧 以降 、 身 を 隠す 事 を 余儀 無く され た 異端 者 、 悪 人 の 霊 の 魔術 
師 は 、 闇 の 中 で 報復 を 計画 し 、( 罪 を な すり つけ て ) 教 会 を 社会 的 に 葬 ろ うと し た 。 
More prudent than those arch-heretcs who opposed altar to altar in 
public day, and thus entailed denunciaton and the headsman's axe on 
themselves, the adepts dissmulated their resentment as well as their 
doctr1neS. 

教会 と いう 祭壇 に 異端 と いう 祭壇 を 公 に 敵対 させ て 弾圧 と 処刑 を 招い た 大 異端 者 
より 抜け 目 が 無かっ た 当時 の 異端 者 は 、 異 端 の 教え と 教会 へ の 敵意 を 隠し た 。 
They Dound themselves together by dreadful oaths 

異端 者 は 、 恐 る べき 区 い に よっ て 、 団 結 し た 。 

andl 

そし て 、 

realising the irmportance of first securimg a favouraDle vilew at the 
triDunal of public opimion, they turned Dack on their accusers and 
judges the sinister rumours Dy which they were Dursued themselVes 
and denounced the priesthood to the people as a school of Black Magic. 
異端 者 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 世 論 と いう 裁判 所 で 優勢 を 確保 する の が 最 重 要 で 
ある 事 に 気づき 、 黒 魔術 を 自ら お と し め て か ら 、 教 会 を 黒 魔術 の 一 派 と し て 大 衆 に 
告発 し て 、 黒 魔術 へ の 悪い 噂 を 、 黒 魔術 の 告発 者 で あり 裁判 官 で ある 教会 に な すり 
つけ ただ 。 

SO long as his conVictions and Deliefs are not rooted in the irremovaDle 
foundation of reason, man ardently and indifferently desires both truth 
and falsehoodi: 

確信 と 信心 を 論理 と いう 不動 の 基礎 に 根 づ か せな い 限 り 、 人 は 熱狂 的 に 無 差別 に 
真理 だ け で は な く 虚 偽 を も 望ん で し まう 。 

on either side he finds that there are cruel reactionS. 

双方 と も 厳し い 反 発 に 会 っ た 。 

Who shall put an end to this warfare? 

誰が 争い を 終わ ら せ ら れる の か ? 


Only the spirit of Him who has said: "Render not evil for evil, Dut 
OVercome eVll Dy good." 

ロー マ の 信徒 へ の 手紙 12 章 17 節 「 悪 で 悪 に 報復 する な か れ 。」、 ロ ー マ の 信徒 へ 
の 手紙 12 章 21 節 「 善 で 悪 に 勝利 し な さい 。」 と 話し た イエ ス の 使徒 パウ ロ の 精神 
だ けが 、 争 い を 終わ ら せ ら れる 。 

The Catholic priesthood has Deen charged with the spirit of Dersecution, 
カト リッ ク の 祭司 は 、 迫 害 者 と し て 非難 され て いる 。 

though 

けれ ども 、 

its mission is that of the good Samaritam, 

カト リッ ク の 祭司 の 使命 は 、「 半 き サ マリ ア 人 」 で ある 。 

for which reason 

その た め 、 

1t suDerseded the unpityimg Levites who contmued their way without 
extendimg compassion to him who had fallen among thieVes. 

カト リッ ク の 祭司 は 、 盗 賊 に 襲わ れ た 人 を 思い や ら ず に 通り 過ぎ た 思い や り が 無い レ 
ビ 族 か ら 祭司 の 役目 を 引き 継い だ 。 

Itisinthe exercise of humamity that priests DroVe their Divine 
consecration. 

思い や り を 発揮 する 事 に よっ て 、 祭 司 は 、 神 が 神 性 を 祭司 に 授け て いる 事 を 証明 す 
る 。 

Hence 

その た め 、 

1t 1S a SUDreme Imjustice to cast uDon sacerdotalism at large the crimes 
of certain men who are unfortunately sealed with the priesthood. 
聖職 者 に 不適 切 に 成っ た 一 部 の 人 が 犯し た 罪 を 、 祭 司 全体 に な すり つけ る の は 、 最 
如 な 不正 で ある 。 

For a mar, aS SUCh, it is always Doss1Dle to De wckedi: 

常に 、 全 て の 人 は 、 那 悪 に 成り 得る 。 常 に 、 全 て の 人 は 、 悪 事 を 犯す 可能 性 が 有る 。 
Dut 

し か し 、 

a true Driest 1S, On the contrary, always charitaDle. 

常に 、 真 の 祭司 に は 、 思 いや り が ある 。 

Nowy the false adepts did not look at the question from this standpoint: 
偽 の 聖職 者 、 異 端 者 は 、 聖 職 者 に 不適 切 に 成っ た 一 部 の 人 が 犯し た 罪 を 、 祭 司 全 
体 に な すり つけ て 、 祭 司 全 体 を 見 る 。 

for themm the Christian priesthood was made void and was hence an 
usUurDing DOWer simce the Droscriptton of the GnostCs. 
グノー シス 主義 を 禁止 し て か ら 、 キ リス ト 教 の 聖職 者 が 、 知 を 無く し て 、 知 と いう 権利 
の 根拠 が 無い に も か か わら ず 力 を 不正 利用 し て いる 、 と 異端 者 は 話し て いる 。 
What said they is a hierarchy whose degrees are no longer regulated 
Dy consclence? 


最早 、 三 立 悪 の 知 が 統治 し て いな い 位 階 制 に 何 の 意 忌 味 が 有る か ? 善 三 悪 の 知 が 統治 
て いな い 位階 制 は 無 意 味 で ある ! と 異端 者 は 話し て いる 。 
The same ignorance Of the Mysteries and the same blind faith drive into 
the same fanaticism or the same hypocrisy the prime leaders and 
1owest mimisters of the sanctuary 
聖 所 の 聖職 者 の 最高 指導 者 が 、 未 端 の 聖職 者 と 同じ く 、 神 秘 に つい て の 無知 と 盲 
信 に よっ て 、 狂 信 や 見 せ か け だ け の 偽善 に 走っ て いる 。 
The blind are leaders of the Djind. 
聖職 者 と いう 盲人 が 盲人 を 導い て いる 。( マ タイ に よる 福音 15 章 14 節 「 も し 盲人 が 
盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕ち ある で あろ う 。」。) 
The supremacy Detween eduals is no 1onger anything Dut the result of 
Imtrigue and chance. 
同 程度 の 聖職 者 に お ける 上 の 位階 へ の 昇進 は 、 最 早 、 運 任せ や 不正 な 策略 の 結果 
で し か 無い 。 
The pastors consecrate the sacred elements with a gross and disordered 
faith: 
司祭 の 位階 の 聖職 者 は 、 下 品 な 乱雑 な 信心 に よっ て 、 パ ン と 赤ワイン を 神聖 化し よ 
うと する 。 
they are jugglers in Dread 
司祭 の 位階 の 聖職 者 は 、 パ ン に よる 詐欺 師 で ある 。 
and eaters of human flesh: 
司祭 の 位階 の 聖職 者 は 、 人 の 肉 を 食い 物 に する 人 で ある 。 
they are no 夫 thaumaturg1sts Dut sorcererSs. 
司祭 の 位階 の 聖職 者 は 、 最 早 、 奇 跡 を 起こ す 人 で は な く 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 で ある 。 
SUCh was 中 e SeCtar1aTm VeTdiCt. 

上 記 が 、 異 端 者 の 決め つけ で ある 。 
TO SUDDort the IM they invented faDles, 
異端 者 は 、 祭 司 へ の 誹謗 中 傷 を 強化 する た め に 、 作 り 話 を 考え た 。 
affirming for example that the popes had Deen given over to the spirit 
of darKkness ever since the tenth century. 
例え ば 、10 世紀 か ら 法 王 達 は 聞 の 霊 に 身 を 委ね て いる と 異端 者 は 嘘 を つい た 。 


The learned Gerbert, who was crowned as SyIVester II, made confession 
ー as 1t is said 一 - to this effect on his death-Ded. 


Honorius III, Deimg he who confirmed the Order of St. Domimic and 
preached the Crusades, was hmself an abominable necromancer 
author of a Grimoire which still bears his name and is reserVed 
eXCluS1Vely to Dr1estSs. 


The same false adepts paraded and commented on this Grimoire, 
seeking in such manner to turn against the Holy See the most terrible of 
all popular prejudices at that period 一 the mortal hatred of those wh0, 
wrongly or righty Dassed Dublicly for sorcerers. 


Some malevolent or credulous historians have favoured these 1yimg 
InVenttions. 


Thus Platma, a scandalous chrorucler of the Dapacy, reDroduces from 
Martmus Polonus the calummies against SyIVester II. 


Accordimg to this faDle, 

GerDert, who was proficient in mathematical science and the Kabalah, 
performed an eVvocation of the devil 

andredunred his assistance to attain the Dontificate. 


The fulfilment of his amDition was not only promised Dy the demon Dut 
it was affirmed further that he should not die except at jerusalem, 


to which place it wl De understood readnly that the magician 
deterrmmed inwardly that he Would never g0. 


He Decame DoDe as Dromlsedl 
Dut 


on a certain day, when he was saying Mass in a church at Rome, he felt 
seriOusly 則 and rememDering suddenly that the chapel wherein he Was 
officiatimg was dedicated to the Holy Cross of ]erusalem, he realised 
what had come to DaSS. 


He caused a Ded to De Dut upD in the chapel and, summoming his 
cardimals, confessed puDblicly that he had engaged in cormmerce with 
demons. 


He ordained further that his dead Dody should De placed upon a chariot 
of green wood and should De drawn by two Virgin horses, one Dlack and 
the other white: 


that they should De started on their course Dut neither led nor dr1Ven: 


and that his remains should De interred wherever a halt was made. 


The chariot proceeded in this manner across Rome and stopped in front 
of the Lateran. 


Loud cries and groans Were heard for a few moments, 
after which there was silence and the burial took place. 


So endls a legend the proper place of which is in the hawker's chap- 
DooKS. 


Martimus Polonus, on the faith of whom Platima repeats such reVver1eS, 
had Dorrowed them on his own Dart (a) from a certain Galfridus and (⑪) 
from GerVaise, a maker of chronicles, whom Naude terms "the greatest 
forger of fables and the most notorious Har that ever took Den in hand.“ 


From SOurCeS 0f sirrular Value the protestants have deriVed a 
Scandalous and oODViously apocryphal story concermimg a Dretended 
Pope joar, who Was also a sorcereSsSs, as We have all heard: 


imdeed she is one to whom Dooks on Black Magic are stlll attriDuted. 


We have glanced at a memorir of this female pope Dy a Drotestant 
historian and haVve taken note of two Very curious engraVvimgs Contaimned 
thereim. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 プ ロ テ ス タン ト の 歴史 家 に よる 実在 し な い 女 性 の 法王 ヨハ ン ナ 
の 嘘 の 伝記 に 目 を 通し て 2 つの 非常 に 興味 深い 絵 に 気づい て 注目 し た 。 

They are assumed to De portraits of the heroine Dut are in reaHty 
ancient Tarots, representimg 1S1s crOowned wrth a Hara. 

プロ テス タン ト の 歴史 家 は 実在 し な い 女 性 の 法王 ヨハ ン ナ の 絵 で ある と 誤解 し て い 
る が 、 実 際 は 、 法 王 の 三重 冠 を か ぶっ た イシ ス が 描か れ て いる 古代 の タロ ッ ト で ある 。 
It is well known that the hieroglyphic figure on the second Tarot card 1S 
still called the female pope, 

未だ に 「 女 性 の 法王 ヨハ ン ナ 」 と 呼ば れ て いる 、 タ ロッ ト の 2 ペー ジ 目 の 象徴 的 な 絵 
と し て 良く 知ら れ て いる 。 

being a woman wearing a tiara 

タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 、 法 王 の 三重 冠 を か ぶっ て いる 女性 が 描か れ て いる 。 

on which are the points of the crescent moon, or the horns of ISis. 

タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 、 法 王 の 三重 冠 の 直上 に 、 三 日 月 か イシ ス の 角 が 描か れ 
て いる 。 

One example in the protestant Dook is eVen more remarkKaDle: 

プロ テス タン ト が 著書 で 実在 し な い 女性 の 法王 ヨハ ン ナ で ある と 誤解 し て いた 2 つ 
の 絵 の う ち 一 方 に 、 よ り 注 目 す る べき で ある 。 

the hair of the figure is long and scanty: 

タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 、 薄 く 長 い 髪 の 女性 が 描か れ て いる 。 

there is a solar cross on the Dreastb 

女性 の 胸 に は 太陽 の 十字 が ある 。 

she is seated Detween the two pillars of Hercules: 

女性 は 「 ヘ ラク レス の 柱 」 と いう 2 つの 柱 の 間 に 座 っ て いる 。 

and behind her flows the ocearu with lotus-flowers Dlooming on the 
surface of the water 

女性 の 背後 に は 海 が 流れ て いて 、 海 面 の 上 に は 連 華 が 咲い て いる 。 

The second portrait represents the same divirty, with attriDutes of the 
SOVerelgn Driesthood 

タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 、 法 王 の 特徴 を 備え た 、 女 神 イ シス が 描か れ て いる 。 

and holdimg her son Horus in her arTms. 

女神 イシ ス は 、 息 子 の ホル ス を 腕 に 抱い て いる 。 

As Kabalistic documents, the two pictures are 0f singular Value, 
カバ ラ の 資料 と し て 、2 つの 絵 に は 比類 無き 価値 が 有る 。 


but they are Hittle to the purpose of those who are concerned with Pope 
]oan. 

中 略 

To dispose of the accusatton of sorcery In resDeCct of GerDert, SUDDOs1ng 
thatit could De taken seriously, it would De enough to mention that he 
was the most learned man of his century and havimg Deen DreceDptor Of 
tWO SOVere1gTts, 

he owed his election to the gratitude of one of his august DUD11S. 

He had extraordinary Droficiency in mathematcs, 

and his kmowledge of physics may have exceeded that of his epoch: 

In a Wor0dl 

he was a man of uversal eruditon and great aDility 

as the letters which he left bear Witness, 

though he was not a denoumcer of kings Iike the terrible HildeDrand. 
He chose to instruct princes rather than excommumnlcate them, 

and enjoying the favour of two French kimgs and three emDerOrS, 

he had no need, as Naude has judiciously pointed out, to sell himself to 
the devil for the arch-Dishoprics of Rheims and Ravenmna, or for the 


Dapacy 1n SUCCeSsion to these. 


It is true that he attamed the success1Ve Dositions, to some extent in 
SDite of his merit: 


it was an age When aDle politicians were taken for possessed Deople and 
those who were learned for enchanters. 


GerDert was not only a great mathemattcian, 
aS We haVe sa1d!, 
and a distmguished astromomer 


Dut he excelled also in mechan1Ccs, 


and 一 according to Wiliam of Malmesbury 一 he erected at Rheims 
such wonderful hydraulic machines that the water itself executed 
Symphomies and played most enchantmg airSs. 


IMoreoVver 
aCCOrdimg to Ditmare, 


he adorned the town of Magdebourg with a clock which registered all 
the motions of heaven and the times when the stars rose and set. 


Finally Dy the evidence of Naude, whom We cite once again with 
pleasure, he made 


that test of Drass which was devised so ingemnously that the Defore- 
mentioned Wilham of MalmesDpury was himself deceived thereDby and 
referred it t0 Magic. 


Further 


Onuphrius states that he saw in the Farnese IDrary a learned Dook on 
geometry COmDosed Dy this same GerDbert: 


and for myself I estmate that, without adjudicatimg on the opimion 
exDressed by Erfordiensis and some others, who regard him as the 
maker of tmepieces and of arithmetic as these exist noW among US, 


all these evidences are sufficiently Vald to warrant the conclusion that 
those who had never heard of cube, parallelogram, dodecahedronl, 
almicantar Valsagora, aImagrippa, cathalzem and other names, familiar 
enough in these days to such as understand mathematcs, 


Concelved that they were those of the spirits invoked Dy GerDbert and 
that such a multitude of thimgs so rare could not emanate from a sinmgle 
personahity in the aDsence of extraordinary adVantages, from the 
poOssession of which it followed therefore that he must have Deen a 
maglclan. 


To indicate the lengths of irmpertnence and Dad faith reached Dy 
makers of chronicles, it remains to say that Platma 一 that maliciousIy 
na1ve echo of all Roman pasduinades 一 affirms that the tomD of 
SyIVester II itself turned sorcerer weeping Drophetically at the 
apDroachimg downfall of each pope and that the reproDate Dones of 
GerDert shook and rattled together when one of them was about to die. 


An epitaph engraved on the tomD lends colour to these wonders 一 so 
adds unblushingly the HiDrarian of Sixtus IV. 


Such are the proofs which pass among historians as sufficient to certfy 
the existence Of a Curious historical dOcument. 


Platima was Hbrarian of the Vatican: 
he wrote his history of the popes Dy order 0f Sixtus IV: 


he wrote also at Rome, where nothimg could be easier than to Verify the 
truth or falsehood of such an assertion, 


which notwithstanding the pretended epitaph neVer existed outs1de the 
Imagination of the authors from whom Platima Dorrowed with 
Incredible lack of caution 一 


a circumstance which moVes justly the indignation of honest Naud6, 
whose further remarks shall follow: 


It is a Dure imposture and mamifest falsehood, Doth in respect of the 
exDerience 一 - being the pretended prodigies at the tomD of SyIVester II 
ー the same havmg neVer Deen witnessed Dy anyone 一 


and of the alleged inscription on the tomD, that inscription 一 as it exists 
really 一 havimg Deen composed Dy Sergius IV and so far from 
SuDDOrtimg the supposed magical faDles, is, on the contrary, one Of the 
most excellent testmonies that could De desired to the good life and 
integrity of SyIVester 


It is truly a shameful thmg that so many catholHcs should De aDettors of 
a slander 


Concerrumg which Marianus Scotus, GlaDer Ditmare, Helgandus, 
Lambert and Herman Contract, who were his contemporaries, make no 
mention. 


の ん 


Proceeding now to the Grimoire of Honor1us, 
偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 話 に 進む 。 


it is to the third Dearer of that name, or to one of the most zealous 
pontiffs of the 13th 1 that this impious Dook is attriDuted. 
不信 心 な 偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 作者 は 、13 世紀 の 熱意 ある 法王 ホ ノ 
リウ ス 3 世 で ある と 誤解 され て いる 。 

Assuredly Honorius III was eminently hkKely to De hated Dy sectarlans 
and necromanCcers, 

異端 者 と 降 霊 術 師 は 、 法 王 ホ ノリ ウス 3 世 を 確か に 憎ん で いた 。 

and well might they seek to dishonour hm by representmg hm as ther 
aCCOmDlice. 

異端 者 と 降 圭 術 師 は 、 法 王 ホ ノリ ウス 3 世 を 共犯 者 に 仕立 て 上 げ て 名 誉 を 汚 そ うと 
壮 。 

Censius Savelli, crowned Dope in 1216, confirmed that Order of Saimt 
Dormimic 

1216 年 に 法王 ホ ノ リ ウス 3 世に 成っ た 、 チ ェ ン ツィ オ サ ヴ ェ ッ リ は 、 ド ミニ コ 会 を 承 
認 し た 。 

which proved so formidable to AlDbigensians and Vaudois 一 those 
children of Manicheans and sorcerers. 

ドミ ニコ 会 は 、 マ ニ 教 と 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 子孫 で ある アル ビジ ョ ア 派 と 呼ば れ た 
カタ リ 派 と ヴ ァ ル ド 派 に と っ て 恐る べき 修 道 会 で あっ ye 上 

He estaDblished also the Franciscans and CarmeHtes, Dreached a crusade, 
goOVerned the Church wisely and left many decretalS. 

法王 ホ ノ リ ウス 3 世 は 、 フ ラン シス コ 会 と カル メル 会 を 承認 し 、 十 字 軍 の 結成 を 説き 
教会 を 賢明 に 統治 し 、 多 数 の 法王 の 教 令 を 残し た 。 

To charge with Black Magic a Dope so ermmently catholic is to cast 
srmlar suspicion on the great relgious orders which he instituted!, 
カト リッ ク で ある 法王 ホ ノ リ ウス 3 世に 昧 魔術 の 罪 を 着せ る 事 は 、 法 王 ホ ノリ ウス 3 
世 が 承認 し た 大 いな る 修道 会 を 疑う 事 と 同じ で ある 。 

and the devil (hereby could scarcely fail to profit. 

法王 ホ ノ リウ ス 3 世 を 疑う 事 と 、 法 王 ホ ノリ ウス 3 世 が 承認 し た 修道 会 を 疑う 事 で 、 
利益 を 得る の は 部 魔 (と 言え る 悪人 ) で ある 。 

Some Old copies of the Grimoire of Honorius Dear howeVer the name of 
Honorius II, 

いく つか の 偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 古い 写本 に は 作者 は (対立 教皇 ) ホ 
ノリ ウス 2 世 で ある と 記さ れ て いる 。 

Dut 

し か し 、 

1t is mpOssible to make a sorcerer of that elegant Cardinal LarmDert 
法王 ホ ノ リ ウス 2 世に 成っ た 優雅 な ラン ベル ト 司 教 枢 機 錯 を 悪人 の 霊 の 魔術 師 に 
仕立 て 上 げ る の は 不可 能 で ある 。 

who, after his promotion to the sovereign Dontificate, surrounded 
himself either with poets, to whom he gave Dishoprics for elegies 一 as 
in the case of Hildebert, Bishop of Mans 一 or wrth learned theologians, 
Iike Hugh de Saint-Victor 


法王 の 位階 へ 昇進 後 、 法 王 ホ ノリ ウス 2 世 は 、 詩 人 に 囲ま れ て フラ ンス の 都市 ル マ 
ン の 司教 Hildebert の 様 に 哀歌 の た め に 詩人 に 司教 の 位階 を 与え た 、 ま た 、 サ ン 
ヴィ クト ル の フー ゴー の 様 な 学 の 有る 神学 者 に 囲ま れ て いた 。 

But 

た だ 、 

it so happens that the name of Honorius II is for us as a ray of light 
pointing to the true author of the frightful grimoire in duestion. 

偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 古い 写本 に 作者 は (対立 教皇 ) ホ ノリ ウス 2 世 
で ある と 記さ れ て いる 事 は 、 世 る べき 偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 真 の 作者 
に 一 筋 の 光 を 当て る 。 


In 1061, when the empire Degan to take umDrage aganst the Dapacy 

中 略 

and sought to usurp the sacerdotal influence Dy fomentmg troubles and 
divisions in the sacred college, 


the bishops of LomDardy impelled by GilDert of Parma, protested 
against the election of Anselm, Bishop of Lucca, who had Deen raised to 
the papal chair as Alexander II. 


The Emperor Henry IV took the part of the dissentients and authorised 
them to elect another poDe, Dromusing to SUDDort them. 


They chose Cadulus or Cadalus, an intriguing BishoD of Parma, 

イタ リア の ロン バル ディ ア 州 の 司教 た ち は イ タリ ア の パル マ の 陰謀 を 企ん で いる 司 
教 カ ダル ス を 対立 教皇 と し て 選ん だ 。 

a man capaDle of all crimes 

パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、 あ ら ゆ る 犯罪 を や りか ね な い 男 で あっ た 。 

and 

まだ 、 

a Dublic scandal in respect of simony and concubinage. 

パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、 聖 職位 を 売買 し 内 縁 の 妻 を 持っ て いる 醍 聞 が 公 に 成っ 
て いる 男 で あっ た 。 

He assumed the name of Honorius II 

パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、( 対 立教 皇 ) ホ ノリ ウス 2 世 を 名 乗っ た 。 


andmarched at the head of an arrmy agaimst Rome. 

中 略 

He was defeated and condemned by all the prelates of Germany and 
Italy 


Returming to the charge, he gained Dossession Of part of the Holy City 
and entered St. Peter's: 


he was expelled and tookrefuge in the Castle of St. Angelo, 


whence he only obtaimed leave to retire on the Dayment of a heavy 
TranmSOm. 


It was then that 


Otho, Archbishop of Cologne, the Emperor's enVoy, dared to reproach 
Alexander II in public for havimg usurped the Holy See: 


Dut 
a monk named Hildebrand took up the cause ofthe lawful pontiff with 
Such force of eloquence that the Emperor drew Dack in confusion and 


asked pardon for his own cruminal attemDpts. 


The Hildebrand in question was already in the sight of providence that 
fulmmatmg Gregory VII who was to come 


and who thus inaugurated the work of his life. 
The anti-pope was deposed Dy the Council of Mantua 


and Henry IV obtamed his pardon. 


Cadalus returned into oODscur1ty 
パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、 闇 に 隠れ に 舞い 戻っ た 。 
and it is then proDaDIy that 


そし て 、 十 中 八 九 、 

he decided to Decome the high priest of sorcerers and apostates, in 
which capacity, and under the name of Honorius II, 

パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、( 対 立教 皇 ) ホ ノリ ウス 2 世 と いう 名 前 、 位 階 で 、 悪 人 の 霊 
の 魔術 師 と 背 教 者 の 大 祭司 に 成 ろ うう と 決意 し た 。 そ し て 、 

he composed the Grimoire that passes under this name. 

パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、( 対 立教 皇 ) ホ ノリ ウス 2 世 と いう 名 前 で 偽 の 魔術 書 「 ホ ノ 
リウ ス の 魔術 書 」 を 書い た 。 


What is kmown of the anti-pope's character lends colour to an 
accusation of the kind: 

中 略 

he was daring in the presence Of the weaKk, 

grOVvelhimg in that of the strong, 

deDauched and intriguing, 

devoid of faith and morals, 


seelng nothingin religion Dut an engine ofimpuruty and rapine. 


For such a Dersor, the Christian virtues were oODstacles and faith in the 
clergy was a difficulty which had to De overcome: 


he would therefore make priests after his own heart, or capaDle, that is 
to say, Of all crimes and sacrileges. 


Nowy this would seem to have been the purpose In chief of the Grimoire 
called that of Honorius. 


The work in question is not without importance for those who are 
Cur1OusS In the scienCe. 


lt appears at first sight to De a mere tssue of revoltimg aDsurdities, 


but for those who are initiated in the signs and secrets of the KaDalah, it 
1s literally a monument of human DerVersity, 


for the devil appears therein as an instrumment of power 


To utlhise human credulity and to turn the DugDear which dominates it 
to the accourt of the adept and his caprices 一 such is the secret of the 
WOrKk. 


It aspires to make darKness darker Defore the eyes of the multitude Dy 
usurping the torch of science, 


which at need, and in Dold hands, may Decome that of Dutchers and 
1mCendiar1leS. 


To identify faith with servitude, reservimg DOWer and HbDerty for oneselt, 
is indeed to imagine the reign of Satan on earth, 


andit should not De surprising if the authors of such a conspiracy 
against DuDlic good sense and religion should hope to mamifest 


anQL in a sense, to incarnate on earth the fantastic sovereign of the evil 
emmDlre. 


The doctrine of this Grimoire is the same as that of Simon and the 
majority of the Gnostics: 


it is the suDstitution of the passive for the active Drimciple. 

Apantacle which forms a frontispiece to the workK giVes exDreSSs1Or to 
this doctrime, beimg passlon as Dredormimant oVer reasor, SensualHsm 
deified and the woman in prior1ty to the ma 

a tendency which recurs in all antichristan mystlc systemms. 

The crescent moon of Isis occupies the centre of the figure 

and it is encompassed by three triangles, One wrthin another 


The triangle is surmounted Dy a crux ansata with douDle cross-Dar 


It is imscriDed within a circle and within the space formed Dy the three 
segTments of the circle 


there is on one side the sign of the spirit and the Kabalistic seal of 
Solomon, 


on the others the magic knife and the imitial letter of the Dinary, 


below a reversed cross formnng the figure of the Ingamu and the name 
of God 5N = AL, also reversed. 


ADout the circle is written: "ODey your suDerlors and De suDject unto 
them for they wl see that you do.“ 


Rendered into a symDol or profession of faith, this pantacle is therefore 
textually as follows: 一 


Fatality reigns by Virtue of mathematics, and there is no other God than 
Nature. 


Dogmas are ads to sacerdotal power and are imposed on the multitude 
to justfy sacrifices. 


The imitate is aDove any religion and makes use of a 由 

Dut 

that which he says is the antithesis of that which he Delieves. 
The 1aw of obedience prescriDes and does not explalru 


initiates are made to command and those who are profane to OoDey. 


All who have studied the occult sciences know that the old magiclans 
neVer eXDressed their doctrine in writing Dut formulated it Dy the 
symDbolical characters of Dantacles. 

隠さ れ た 知 を 学ん だ 人 は 皆 、 古 代 の 魔術 師 が 考え を 記さ ず に pantacle の 象徴 的 
な 文字 で 表現 し た 事 を 知っ て いる は ず で ある 。 


On the second page of the Dook there are two circular maglcal sealS. 


中 略 
Im the first is the square of the Tetragram writh an inVersion and 
suDstttution of nammes. 


Instead of 


nHN = EIEIE: nn? = JEHOVAH: の TN = ADONAI: NR2N = AGLA 一 the four 
sacred Words signifying: The ADsolute Beimg is jehovah, the Lord in 
Three Persons, God and the hierarchy of the Church, 

「 エ ヘイ エ ヤ ハ ウェ アド ナイ アグ ラ 」 と いう 4 つの 神 の 言葉 は 「 絶 対 の 存在 は 、 ヤ ハ 
ウェ で あり 、 三 位 一 体 の 主 で ある 神 で あり 、 教 会 の 神 で あり 位階 制 で ある 。」 を 意味 
する 。 


the author of the Grimoire has suDstttuted: ロ nn JEHOVAHI 7TN, ADNI: 
JNTT, DRAR: nnN, EIEIE 一 which sigmifies: jehovah, the LordL, 1s none 
other than the fatal principle of eternal reDirth, Dersorufied Dy this 
same reDirth in the Absolute Being. 


About the square within the circle is the name of jehovah in its Droper 
form, Dut also reversedi: on the left is that of Adonai and on the right are 
the three letters ]TN, ACHV followed Dy two points, the whole meammg: 
Heaven and hell are each the reflection of each: that which is aDoVe is 
as that which is Delowi God is humanty 一 humaruty Deimg exDpressed 
by the letters ACHV which are the initials of Adam and EVe. 


On the second seal is the name KNnPNTN, ARARITA, and Delow it is ゆ NT, 
RASH, encirchmg twenty-s1x KaDalistic characters. Below the seal are ten 
HeDrew letters, g1ven in the followmng order: コロ] コ nan. The whole is a 
formula of materialism and fatahty 


which is too 1ong, andl, it may De, too perilous for explanation in this 
Dlace. 


The prologue of the Grimoire comes next in order amd may De giVen at 
fulllength. 


The Holy Apostolic Chair 


unto which the Keys of the Kingdom of Heaven are given by those 
words that Christ ]esus addressed to St. Peter: 


1 giVe unto thee the Keys of the Kingdom of Heaven, 


and unto thee alone the power of commanding the Primce of DarkKness 
and his angels, 


who, as slaVes to ther master do owe him honour glory and oDedience, 
by virtue of those other words of Christ jesus, addressed to Satan 
himself: Thou shalt worship the Lord thy God, and Him only shalt thou 
SeTVe 一 


hence 


by the power of these Keys the Head of the Church has Deen made the 
Lord of hell. 


But seeing that untl this present the Sovereign Pontiffs have alone had 
the charge of evoking and commanding SDirits, 


His Holiness Honorius II, Deimng moved Dy his pastoral care, has desired 
Demigrly to commurucate the science and DoWer Of evocations and of 
empire OVer SDirits to his VeneraDle Brethren in ]esus Christ, wrth the 
corJuratlons which must De used in such case: 


now therefore the whole is contained in the Bull which here follows. 


Here in all truth is the pontificate of hell, that sacrilegious priesthood of 
anti-popes which Dante seems to stigmatise in the raucous Cry uttered 
by one of his princes of perdition: Pope Satan , Pope Satan: AleDDe. 


Let the legitmate pontiff contimue as Drince of heaVen: 


it is emough for the anti-pope Cadalus to De the sovereign of hell. 


"Be He the God of good, for god of evil am l: we are divided, Dut my 
DOWer 1S edual." 


The Bull of the infernal pontiff folloWs, 
and the mystery of darKsome evocations is exDounded therein with a 
terrific knmowledge concealed under supersttious and sacrileg1OuS 


formms. 


Fastimgs, watchings, profanation of mysteries, allegorical ceremorues 
and bloody sacrifices are comDbined with artful malice. 


The evocations are not deficient in Doetry or in enthusiasm, mmgled 
wrth horror 


For examDle, 


the author ordains that an operator should rise at mldmight on the 
Thursday in the first week of evocations, 


should sprinkle his room wrth holy water 


and light a taper of yellow wax 一 Drepared on the preVious day amd 
pierced in the form of a croSSs. 


By the uncertain jight of this candle, he must enter a church alone and 
read the Office of the Dead in a 1ow Voice, suDstttutimg in place of the 
ninth lesson at Matnms the following rhythmic inVocaton 


which is here translated fromm the Latin, preserving its strange form and 
its refra1ns, 


which recall the monotonous incantations of old-world sorcerers. 


0 Lord, deliver me from the infernal terrors, 


Exemmpt my spirit from sepulchral larvae: 


To seek them out I shall go down to their hell unaffrighted: 

1 shall impose my wl for a 1aw upon them. 

1 wll call upon night and its darkmess to Dring forth splendour: 
Rise uD, O Sun: 

and, Moon, De thou, white and brilliant: 

To the shades of hell I will speak and confess no terror: 

1 shall impose my will for a 1aw upon them. 

Dreadful in aspect are they their forms in appearance fantastic: 
1 wl that the demons shall once again Decome amgelS. 
Whence to their nameless distortion 1 spDeak, never fear1ng: 

1 shall impose my will for a 1aw upon them. 

These shades are illusions evoked Dy the eye affrighted: 


1 and I only can heal their loVelimess Dlasted, And into the deeps of hell I 
plunge unaffrighted: 


1 shall impose my will for a 1aw upon them. 


After many other ceremomes there comes the night of evocation. 
In a simister place, in the lght of a fire kindled with broken crosses, 
a crcle is traced with the emDers of a crOSS, 


recltimg while so doing a magical hymn contaim1nmg Versicles of several 
DSaIms. 


It may De rendered as follows: 


0 Lord, the king rejoices in Thy DoWer: 
let me firish the work of my Dirth. 


May shadows of evil and spectres of might De as dust blown Defore the 
WInd. 


0 Lord, hell is enlightened and shines in Thy presence: 
by Thee do all things end and all Degim Dy Thee: 


JEHOVAH, TSABAOTH, ELOHIM, ELOL, HELION, HELIOS, ]ODHEVAHI, 
SHADDAI. 


The Lion of Tudah rises in His glory: 

He comes to cormplete the victory of Kimg David. 

1 open the seven seals of the dread Dook. 

Satan falls from heaven, Hike surmmer lightming. 

Thou hast said to me: Be far from thee hell and its tortures: 

they shall not draw to thy pure aDodes. 

Thme eyes shall withstand the gaze of the Dasilhsk: 

thy feet shall walk fearlessly on the asD: 

thou shalt take up serpents, and they shall De conquered Dy thy smle: 
thou shalt drimk poisons, and they shall in nowise hurt thee. 


ELOHIM, ELOHAB, TSABAOTH, HELIOS, EHYEH, EIEAZEREIF, 0 1HEOS, 
TSEHYROS. 


The earth is the Lord's and the fulness thereof: 


He hath established it over the gaping aDySS. 
Who shall go up umto the mountain of the Lord? 
The innocent of hands and clean of heart 


he who hath not held truth in captivity, nor hath receiVed it to let it 
remain idle: 


he who hath conceived the height in his soul and hath not sworn Dy a 
1ying word. 


The same shall receive strength for his domail, 
and hereofis the infimite of human birth, 
generation Dy earth and fire, 

the divine brmging forth of those who seek God. 
Primces of Nature, enlarge yOUT dOOTS: 

yoke of heaven, I Iift thee. 

Come to me, ye holy cohorts: 

behold the King of glory. 

He hath earned his name: 

he holds in his hand the seal of Solomon. 


The master hath Droken the Dlack Dondage of Satan and hath led 
CaDt1V1ty CaDtVe. 


The Lord alone is God, and He onIy is King. 
To Thee only De glory, 0 Lordi: 


glory and glory to Thee. 


One seems to hear the sombre puritans of Walter Scott or Victor Hugo 
accompanying, with fanatic Dsalmody, the nameless work of sorcerers 
im Faust or MacDeth. 


In a conjuration addressed to the shade of the giant Nimrod, the wild 
huntsman who began the Tower of BaDbel, the adept of Honorius 
menaces that ancient reprobate with the rivetmg of his chainms and with 
torture increased daily, should he fail in immediate oDedience to the 
wll of the operator 


It is the subHrmity of pride in delirium, 


and this amnti-DoDe, who could only understand a high-priest as a ruler 
of hell, seems to yearn after the usurped and mournful right of 
tormenting the dead eternally, as fin revenge for the contempt and 
rejection of the HVing. 


CHAPTER II 
魔術 の 歴史 第 5 巻 2 章 


APPEARANCE OF THE BOHEMIAN NOMADS 
放浪 の 民 ロ マ の 出現 


At the Deginming of the fifteenth century hordes of unknown swarthy 
wanderers Degan to sDread through Europe. 

中 略 

SOmetimes denormmated Bohemians, Decause they claimed to come 
from Bohemnia, 


sometimes Egyptians, Decause their leader assumed the title of Duke of 
EgyDt, 


they exercised the arts of divinaton, 1arceny and marauding. 


They were nomadic tribes, Divouacking in huts of their own 
COnstruCtiOn: 


their rehigion was unkmowWn: 
they gave themselves out to De Christians: 
but ther orthodoxy was more than douDtful. 


Among themselves, they practsed cormmunmism and Drormlscu1ty, 


andin their divinations they made use of a strange sedUenCe Of signs, 
allegorical in form, and depending from the Virtues of numDers. 

ロマ は 、 占 いで 、 象 徴 に 意味 が 有る 、 数 の 力 に か か っ て いる 、 不 思 議 な 一 連 の 象徴 タ 
ロッ ト を 用 いた 。 


Whence came they? 
中 略 


Of what accursed and Varnshed world were they the surviving waifs? 


Were they as superstitious Deople Delieved, the offsprimg of sorceresses 
and demonS? 


What expiring and Detrayed Saviour had condemned them to roam for 
eVeT? 


Was this the family at large ofthe Wandering jew, or the remnants of 
the ten tribes of Israel, 1ost sight of in captivity and 1ong enchained Dy 
Gog and Magog in unkmown regions? 


Such were the doubtimg questions at the passage of these myster1ous 
Stramgers, 


who seemed to retain orly the superstitions and Vices of a Varuished 
civllisation. 


Enemies of toi, they respected neither Droperty nor famuly: 
they dragged thenr women and children after them: 


they pestered the peace of honest house-dwellers with their pretended 
divinations. 


However all this may De, ther first encampment in the Vicimity of Paris 
is told Dy one writer as follows: 一 


In the next year 1427, on the Sunday after the middle of August, Demg 
the. 17th of the month, there came to the Environs of Paris twelve s0- 
called penitentiaries 一 - a duke, earl and ten menr, all on horses, say1ng 
that they were good Christans, origimnally of Lower EgyDt. 


They stated further that in former tmes they were conduered and 
turned to Christian1ty, 


those refusing Deing put to death, 


while those who consented to Daptism were left as rulers of the country. 


SOme tme suDseguently the Saracens invaded them, 


and many who were not firm in the faith made no attempt to withstand 
or defend their coumtry, as in duty Doumd, Dut suDmitted, Decame 
Saracens and aDjured Our SaV10Ur. 


The Emperor of Germany, the King of Poland and other rulers having 
learned that the people renounced their faith so easi1ly, Decoming 
Saracens and idolaters, fell upon them and conduered them agam 
eaS1lY. 


It appeared at first as ithey had the intention to leave them in their 
Country, so that they might De led Dack to Christian1ty 


but, after deliberation in counci, the emperor and the rest of the kimgs 
ordained that they should never own land in their native country 
without the consent of the Pope, to obtain which, they must journey to 
RoOIme. 


Thither they proceeded in a great Dody, the young and the old, involving 
great suffering for the Hittle ones. 


They made confession of their sims at Rome, 

and the Pope, after considerimg with his advisers, irmposed on them, Dy 
way Of penance, a seven years' wandering through the world, sleeping 
im no Ded. 

He ordained further that every Dishop and croziered aDDot should giVe 
them, once and for all, ten Iivres of the Tours currency as a contriDution 
towards ther exDenses. 

He presented them wrth letters to this effect, gave themm his Denediction, 
and for fiVe years they had been wandering through the world. 

"Some days afterwards, Demg the day of the martyrdom of St. john the 
Baptist, or August 29, the general horde followed and were not 


Dermutted to enter within Paris, 


Dut were lodged at the Chapelle St. Denis. 


They numDbered about 120 persons, includinmg women and children. 


They stated that when they left their own country they consisted of one 
thousand or twelVe hundred souls: 


the others had died on the road, their king and queen among them: 


the surViVvors Were stll exDpectmg to Decome Dossessors of worldly 
g000dS, 


for the holy father had promuised them good and fertle 1ands when 
their penance was fimished. 


"While they were at the chapel there was neVer so great a crowd at 
Denediction, 


for the people flocked to see them from St. Denis, Paris, and the 
SuDurDSs. 


Their children, Doth Doys and girls, Were the cleverest tricksters. 


NearIy all had their ears pierced and in each ear Were one Or tWO Ss1IVer 
T1mgS, 


which they said were a sign of good Dirth in their own country: 
they were exceedimgly dark and with woolly har 

The women were the ugliest and Dlackest eVer seen: 

their faces Were COVered With sores, 

their hair was Dlack as the tail of a horse, 


their clothes consisted of an old flaussoie or schiavina tied oVer the 
shoulder Dy a cord or morsel of cloth, and Deneath it a poor shirt. 


In a wordL 


they were the most wretched creatures who had ever Deen seen In 
France, within the memory of the oldest inhaDitant. 


Their Doverty notwithstandnng, they had sorceresses among them who 
Inmspected the handl, telhng what had happened to the person consultmg 
themin their past Hfe and what awaited them in the future. 

They disturDbed the peace of households, 


for they denounced husDband to wife and wife to husband. 


And what was stull worse, while talkimg to people aDout their magic art, 
they managed to il their purses Dy emptying those of their hearers. 


One citizen of Paris who giVes accourlt of these facts adds that he 
himself talked to them three or four tmes without 1osing a half-pennyi 


but this is the report of the people everywhere, 

and the news reached the Dishop of Paris, 

who went thither taking a Minorite friar called the 1ittle jacoDim, 
and he, Dy the Dishop's command, preached a great sermon and 
eXxCOrmmunicated all, male and female who had told fortunes and all 


who had shewnr their handS. 


The horde was ordered away and departed accordingly on SeptemDer 8, 
proceedimg towardis Pontoise. 


It is not kmown whether they contimued their journey North of the 
Capltal, 


but their memory has survived in a corner of the Department du Nord. 
As a fact, 
in a woodnear the village of Hamel, fiVve hundred feet from a drundic 


monument consistimg Of six stones, there is a fountain which is called 
the Sorcerer's Kitchen, 


and it is there, accordimg to tradhtion, that the Cara Maras rested and 
quenched their thirst. 


Now these were assuredly the Carasmar namely the Bohermians, or 
wandering sorcerers amd d1VIners, 


to whom ancient Flemish charters granted the right to De fed Dy the 
inhabitants. 


They left Paris, Dut others came in their place, 
so that France Was exploited as much as other countries. 
There is no record of their 1anding in England or in Scotlandl 


but before very long the latter kingdom numDered more than one 
hundred thousand. 


They were called seard and caird, as much as to say artisans, craftsmen, 
for the Scotch word is derived from the SanskritK+r 

whence comes the VerDb to d0, 

the Ker-aben of the gipsies and the Latim cerdo or Dungler 

which they are not. 

Tfthere was no trace of them at the same period in northern SpDaim, 
where the Christians took refuge against the Moslem dominatior, it Was 
douDtless Decause the Arabs in the South were more to their kng: 


howeVer 


under Tohn II the gipsies were clearly distmguished from these 1atter 
though no one knew whence they came. 


To sum up, It came about that, from the tme in duestion forward they 
were generally known over the whole European contiment. 


One ofthe Dands of king Simndel appeared at RatisDon in 1433, 


while Sindel himself, accompanied Dy his reserve, camped in Bavaria in 
1439. 


He seemed to have come from Bohemia, 


for the Bavarians, umaware that in 1433 the triDe had giVen themselves 
Out as Egyptlans, termed them Bohemians, 


under which name they reappeared in France and so have Deen kmown 
thereim. 


Willy-nily, they Were tolerated. 
SOme DeramDbulated the mounta1ns, seeking gold in the riVers: 
some forged shoes for horses and chains for dogs: 


others 一 more marauders than pilgrims 一 crept about, ferretimg 
everywhere, and eVerywhere thieved and pilfered. 


A few of them, weary of shiftmg and fixing their tents contimually 


carme to a stand and hollowed out hoVels, sduare huts of four to six feet, 
underground, and coVered with a roof of green Dranches, 


the ridge of which, set across two stakes, in the form of a Y rose scarcely 
more than two feet aDoVe the soil. 


It was in this den, of which Httle more than the name has remained in 
France, that the whole fammly was huddled together pell-mell. 


In such a 1odging, with no opening Dut the door and a hole for the 
smoke, the father hammeredL, the children 一 - crouched round the fire 一 
blew the bellows and the mother Doiled the pot 


which contamed only the spoil of poaching. 


Among old clothes, a bridle and a kmapsack hung from 1ong wooden 
nails, with no other furrmiture than an anvil, pincers and hammer 一 


there met credulity and love, maid and kmight, 1ady ofthe manor and 
Dage. 


There they shewed their Dare white hands to the penetratimg glance of 
the siDyl: 


there love was Durchased, happiness Was sold and 1yimg found its 
reCcOmDetSse. 


Thence came mountebanks and cardsharpers, the star-spangled roDe 
and peaked hat of the magician, the vagrants and their slang, street 
dancers and daughters of joy. 


It was the kingdom of idleness and trupherie, of Villon manners and 
free meals. 


They Were Deople who Were contmually Dusy in doimg nothimg, as a 
snmple story-teller of the middle ages terms it. 


A scholar who is equally modest and distmguished, M. Vaillant, author 
of a history of the Rom-Mumni or Bohermians, some Of whose Dages We 
have cited, giVes no more flatterimg portrait, though he ascriDes to the 
gipsies great importance In the sacerdotal history of the ancient world. 


He recounts how these strange Protestants of prirm1tive ciVilisation, 
travelhmg through the ages with a malediction on ther foreheads and 
raDine in their hands, excited curiosity at first, then rmistrust, finally 
proscription and hatred on the part of mediaeval Christians. 

It wll De readily understood what dangers might attach to this people 
without a fatherland, parasites of the whole world and citizens of 
nowhere. 

They were Bedouins who perambulated empires hkKe deserts: 


they were nomadic thieves who ghded aDout everywhere and remaned 
nowhere. 


It came to Dass spDeeduly that the people regarded them as sorcerers, 
eVer as demons, casters of lots, stealers of children, 


and there was some ground for all this. 


IMoreoVver 


the nomads began to De accused everywhere of celebratng frightful 
mysterles In secret: 


they were held responsiDle for all unknowr murders, for all mysterious 
abductOonS, 


as the Greeks of Damascus accused the jews of killmg one oftheir 
fraternity and drimking his Dlood. 


It was affirmed that they preferred Doys and girls from twelve to fifteen 
years Old. 


Here was an effectual way to insure that they should be held in horror 
and avoided Dy the youmg: 


Dut it was odious all the same, 

for the child and the cormmon people are only too credulous, 
while as fear Degets hatred, 

SO also it tends to Dreed Dersecutlon. 

It was this which came to Dass: 


they were not only avolded and fled from, Dut they were refused fire 
and water: 


EuroDe Decame Hke India in their respect amd every Christiant Was a 
Brahman armed against them. 


In some courtries, if a yOung girl aDDroached one of them to giVe alms 
Out of charity, her distracted goVerness Would warn her to Deware, for 
the gipsy was a katkaon, an ogre, who would suck her blood when she 
Was asleep in the night. 


The girl drew Dack tremDblimg. 


If a Doy passed near enough for his shadow to fall on the wall near 
which they were seated, and where perhaps a whole gipsy famuly Was 
eatmg or Dasking in the sun, his master Would cry: "Keep off, child: 
these Vampires wl steal your shadow and your soul will dance at thejr 
SabDath through all eternity." 


SO did Christian hatred resuscitate the lemures and gobHms, the 
Vampires and ogres as a gTOund of their impeachment. 


"They were descended from MamDbres, whose rmiracles competed 
against those of Moses: 


they were sent Dy the king of Egypt to spy everywhere on the children 
of Israel and render their lot intolerable: 


they were the murderers made use of Dy Herod to exterrmimate the first- 
born of Bethlehem: 


they Were Dagans indeed, for others, Dut they did not understand a 
single word of Egyptiaru ther 1amguage comprising, On the contrary, a 
g00d deal of Hebrew, and they were therefore the refuse of that aDject 
race who slept in the tomDs of judea after deVouring the corpses which 
they containeddi: 


they were otherwrse those rmiscreant jews who were tortured, chased 
and burned in 1348 for havimg poisoned our wells and cisterns, and 
they had returned once again to the worKk. 


As a final alternative, whether jews or Egyptians, Esserians Or 
Chusians, Pharaohmnans or Caphtorians, Assyrian Balistari or Phihstmes 
of Canaan, they were renegades, and it was testified in Saxony, Franmce 
and everywhere that they were fit only for burnimg and hanging. 


The proscription which came upor themm fell also on that strange Dook 
im which they used to consult destimy and to oDtaim Oracles. 

ロマ が 遭遇 し た 弾圧 は 、 ロ マ が 運命 を 調べ た り 神 託 を 得 た りす る た め に 応用 し た 不 
思 議 な 書 タ ロッ ト に も 降り 注い だ 。 

Its coloured cards Dearing incomprehensible figures are undoubtedly 
the monumental surmmary of all ancient reVelations, 

理解 し 難い 象徴 を 持つ 色 の つい た タロ ッ ト カー ド は 、 疑 い 無く 、 全 て の 古代 の 啓示 
の 記念 碑 的 な 要約 で ある 。 

the key to Egyptian hieroglyDhics, 

タロ ッ ト は 、 エ ジ プ ト の 象徴 の 鍵 で ある 。 

the keys also of Solomon, 


タロ ッ ト は 、 ソ ロモ ン の 鍵 で ある 。 

the primeVal scriptures Of Enoch and Hermes. 

タロ ッ ト は 、 ヘ ル メ ス で ある エノク に よる 古代 の 書 で ある 。 

The author to whom we refer giVes Droof here of uncormmon sagaclty, 
Speaking of the Tarot as a man who as yet does not understand it 
perfectly Dut has made it a profound study. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 参照 し て いる 、 ロ マ に つい て の 本 の 著者 ヴァ イラ ント は 、 タ ロッ ト を 
未だ 完全 に 理解 し て いな い が 深 く 研 究 し た 人 の 様 に タロ ッ ト に つい て 話し て 、 自 身 
の 非凡 な 聡明 さ を 証明 し て いる 。 

What he says is as follows : 一 

下記 は 、 ヴ ァ イ ラ ント に よる タロ ッ ト に つい て の 話 で ある 。 

The form, disposition, arrangement of these taDlets, and of the figures 
which they depict, though consideraDly modified Dy tme, are so 
manifestly allegorical 

特に タロ ッ ト に 描か れ て いる 象徴 は 時 間 の 経過 と 共に 大 きく 変え られ て いる が 、 石 
板 タ ロッ ト の 象徴 、 象 徴 の 配置 、 順 序 に は 明らか に 意味 が 有る 。 

while the allegories correspond so closely to the civl, philosophical and 
religious doctrime of antidu1ty, 

タロ ッ ト の 象徴 は 、 古 代 の 大 衆 へ の 教え 、 古 代 の 哲学 の 考え 、 古 代 の 宗教 の 教え と 
密接 に 対応 し て いる 。 

that one is compelled to regard them as a synthesis of the matter of 
faith among ancient DeODleS. 

タロ ッ ト は 、 古 代 人 の 宗教 の 総合 で ある 、 と 考え ざる を えな い 。 

We have sought to make evident already that 

すでに 明らか に し た 様 に 、 

the Tarot is a deduction fromm the sidereal Book of Enochs who is 
Henocha: 

タロ ッ ト は 、 エ ノ ク の 星 の 光 の 書か ら 導 か れ た 物 で ある 。 

that it is modelled on the astral wheel of Athor 

タロ ッ ト は 、 エ ジ プ ト の 愛 と 美 と 幸運 の 女神 ハト ホル の 星 の 光 の 車 輸 を 基 に し て 形 
成 さ れ て いる 。(Athor、 ア トー ル は エジプト の 女神 ハト ホル の ギリ シア 語 で の 名 前 で 
ある 。) 

who is As-taroth: 

ハト ホル は 、 ア スタ ロト で ある 。 

that, hke the Indian Ot-tara, which is the polar Dear or Arc-tura in the 
northern hemisphere, it is the force major (tarie( = dry UpD)), on which 
rests the solidity of the world and the sidereal firmament of earth. 
北斗 七星 で ある 大 熊 座 、 ま た は 、 北 半球 の 春 を 代表 する 星 ア ー ク トゥ ルス で ある 、 イ 
ンド の Ot-tara の 様 に 、 タ ロッ ト は 、 世 界 の 堅固 さと 地上 の 星空 を 支え る 、 大 いな る 
温か す 力 で ある 。 

Conseduently 


結果 、 

Iike the polar Bear which is regarded as the chariot of the sun, the 
chariot of David and of Arthur it is the Greek fortune, the Chinese 
destimy, the Egyptian hazard, the lot of the Romamies: 

太陽 の 戦車 、 ダ ビデ の 戦車 、 ア ー サ ー 王 の 戦車 と 考え られ る 、 北 斗 七星 で ある 大 熊 
座 の 様 に 、 タ ロッ ト は 、 ギ リ シ ャ 人 の くじ 、 中 国人 の くじ 、 エ ジ プ ト 人 の 占い くじ 、 ロ マ の 
くじ で ある 。 

and that, in ther unceasing reVolution aDout the polar Bear the stars 
pour dowr on earth those auspices and fatalities, 

タロ ッ ト と いう 北斗 七星 で ある 大 熊 座 の まわ り を 絶え 間 無 く 回 転 し て 、 星 の 光 と いう 
星々 は 、 吉 凶 、 運 命 を 地 に 注ぐ 。 


that light and shadow, 
タロ ッ ト に よっ て 、 星 の 光 は 、 光 と 影 を 地 に 注ぐ 。 
cold and heat 


タロ ッ ト に よっ て 、 星 の 光 は 、 冷 た さと 熱さ を 地 に 注ぐ 。 

whence flow the good and evil, 

タロ ッ ト に よっ て 、 星 の 光 か ら 、 療 と 悪 が 流れ る 。 

the love and hatred 

タロ ッ ト に よっ て 、 星 の 光 か ら 、 愛 と 憎しみ が 流れ る 。 

which make up human happ1neSS. 

愛憎 は 、 人 の 幸せ を 作り 上 げ る 。 

"Tfthe origin of this Dook is so lost in the night of tme that no one 
knows where or when it was InVented!, 

どこ で 、 い つ 発 明 さ れ た か 誰 も 知ら な い ほ ど 、 も し 書物 タロ ッ ト の 起源 が 闇 の 中 に 失 
われ て も 、 

everything leads us to Delieve that it is of Indo-Tartaric origin 

全て の も の が (ロマ の ) タ ロッ ト は イン ド か ら タ ター ル が 起源 で ある と 信じ る 様 に 導く 。 
and 

まだ 

that, Variously modified among ancient nations, according to the phases 
of their doctrines and the characteristics of their wise mer, 

各国 の 教え と 各国 の 賢者 の 特徴 に 段階 的 に 応じ て 、 古 代 の 諸国 が タロ ッ ト を 多様 に 
変化 させ て いて も 、 

it was one of their Dooks of occult science, 

タロ ッ ト は 、 隠 され た 知 の 書 の 1 つ で ある 。 

DOssibly eVen one of their siDylhine Dooks. 

多分 、 タ ロッ ト は 、 シ ビュ ラ の 書 の 1 つ で すら ある 。 

We have sufficiently indicated the road Dy which it has reached us: 

ヴァ イラ ント は 、 タ ロッ ト が 現代 人 に まで 到達 し た 経路 を 十分 に 示せ た 。 

we have seer that it must have Deen known to the Romans 

ヴァ イラ ント は 、 ロ ー マ 人 が タロ ッ ト を 知っ て いた 、 と 見 て いる 。 


and thatit came to them not only from the first days of the empire Dut 
of the Republic itself, Dy the interVvention of those numerous strangers 
Of easterT Or1g1m, 

ヴァ イラ ント は 、 東 の イン ド 出 身 の 無数 の よそ 者 ロマ の 仲介 に よっ て 、 ロ ー マ の 帝政 
の 最初 の 時 代 か ら だ け で は な く 、 共 和 政 の 最初 の 時 代 か ら 、 ロ ー マ 人 は タロ ッ ト を 
知っ て いた 、 と 見 て いる 。 

who were imitiated into the mysteries of Bacchus and of ISiS, 

ロマ は 、 酒 神 バ ッ カ ス と 女神 イシ ス の 神秘 に 入門 し て いる 。 

and 

で し で 、 

who brought their knowledge to the heirs of Numa. 

ロマ は 、 ロ マ の 知 を ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス の 知 の 後継 者 に も た らし た 。 


」 

Vaillant does not say that the four hieroglyphical signs of the Tarot 一 
beimg Wands, Cups, Swords and Demiers, or golden circles 一 - are found 
in Homer sculptured on the shield of Achilles: 

ヴァ イラ ント は 、 ホ メロ ス が 、 棒 、 杯 、 剣 フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ ま た は 黄金 の 輪 と 
いう タロ ッ ト の 4 つの 象徴 を アキ レス の 盾 の 紋章 と し て 描い て いる 、 と は 話さ な か っ 
の ES 

Dut 

し か し 、 

according to him: 

下記 の 様 に 、 ヴ ァ イ ラ ント は 、 話 し て いる 。 

the Cups are the arcs or arches of time, the Vessels or ships of heaven. 
タロ ッ ト の 杯 は 、 時 の 円 弧 ま た は 時 の アー チ 、 天 の 器 ま た は 天 の 船 で ある 。 

The Deniers are the constellations, fixed and movable stars. 

タロ ッ ト の フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ は 、 星 座 、 恒 星 、 惑 星 で ある 。 

The Swords are fires, flames, rays: 

タロ ッ ト の 剣 は 、 火 、 光 線 で ある 。 

the Wands are shadows, stones, trees, DlantSs. 

タロ ッ ト の 棒 は 、 影 、 石 、 木 、 植 物 で ある 。 

The Ace of Cups is the Vase of the umiverse, the arch of celestial truth, 
the principle of earth. 

杯 の 1 は 、 宇 宙 の 器 、 天 の 真理 の アー チ 、 世 界 の 原理 で ある 。 

The Ace of Demiers is the sum, the great eye of the world, the sustenance 
and element of life. 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 1 は 、 太 陽 、 世 界 の 大 いな る 目 、 命 の 食べ 物 と 命 の 元 
素 で ある 。 

The Ace of Swords is the spear of Mars, 

剣 の 1 は 、 戦 午 マ ルス の 槍 で ある 。 


whence come wars, rmisfortunes and VictorieSs. 

戦 神 マ ルス の 槍 か ら 、 戦 い 、 逆 境 、 勝 利 へ 至る 。 

The Ace of Wands is the serpent's eye, the pastoral crook, the cowherd's 
g0adl, the cluD of Hercules, the emDlem of agriculture. 

棒 の 1 は 、 蛇 の 目 、 羊 飼い の 杖 、 牛 飼い の 突き 棒 、 ヘ ラク レス の 梶 棒 、 農 耕 の 象徴 で 
ある 。 

The two of Cups is the cowi Io or ISis, and the Dull Apis or MneVis. 

杯 の 2 は 、 牛 に 変え られ た イオ また は 女神 イシ ス 、 オ シリ ス の 牛 ア ピス また は エ ジ プ 
ト の 牛 の 神 ム ネ ヴ ィ ス で ある 。 

The three of Cups is ISis, the moon, 1ady and queen of night. 

杯 の 3 は 、 イ シス 、 月 、 夜 の 女性 の 主 で ある 女王 で ある 。 

The three of Demiers is Osiris, the sum, lordl and kimg of day. 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 3 は 、 オ シリ ス 、 太 陽 、 昼 の 主 で ある 王 で ある 。 

The nme of Demiers is the messenger Mercury or the angel GaDriel. 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 9 は 、 神 の 使者 メル クリ ウス また は 天使 ガブ リエ ル で 
ある 。 

The nme of Cups is the gestation of good destmy, 

杯 の 9 は 、 幸 運 の 妊娠 で ある 。 

whence comes haDDineSS. 

幸運 の 妊娠 か ら 、 幸 せ に 成る 。 

」 

Finally M. Vaillant tells us that 

下記 の 様 に 、 ヴ ァ イ ラ ント 氏 は 話し て いる 。 


there is a Chinese diagram consistimg of characters which form great 
oblong compartments, of edual size and precisely that of the Tarot 
CaTdS. 

中 国 に 、 タ ロッ ト カー ド と 正 に 同じ 数 で ある 、 小 さ な 仕 切り を 含ん で いる 、 長 方 形 の 
大 き な 仕切 り に よる 、 図 表 が 存在 する 。 

These compartments are arranged In SIX DerDendicular colummns, 

タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 大 き な 仕 切り は 、 垂 直 に 6 つ 並 ん で いる 。 

the first fiVe consistimg of fourteen compartments each, making seventy 
In al 

タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 初 の 5 つの 大 き な 仕 切り は 各々 14 の 小さ な 
仕切 り を 含ん で いて 、 最 初 の 5 つの 大 き な 仕 切り は 全部 で 70 の 小さ な 仕切 り を 含 
ん で いる 。 


the sixth is only half filled and contains seven compartrments. 
タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 後 の 第 6 の 大 き な 仕 切り は 、7 つの 小さ な 仕 
切り し か 含ま な い 。 


Moreover this diagramm is formed after the samme comDbination of the 
mummDber seVen: 

し た が っ て 、 タ ロッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 は 、 数 7 の 組み 合わ せ に よっ て 形成 され 
て いる 。 

each complete columr is of twlce seven or fourteen CormDartrments, 
while the half column contains seVen compartments. 

な ぜ な ら 、 タ ロッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 初 の 5 つの 大 き な 仕 切り は 各々 7 
の 2 倍 で ある 14 の 小さ な 仕切 り を 含ん で いて 、 最 後 の 第 6 の 大 き な 仕 切り は 7 つ 
の 小さ な 仕切 り を 含ん で いる 。 

It is so much Hike the Tarot that the four suits of the 1atter occupy the 
four first columns: 

タロ ッ ト に 大 い に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 初 の 4 つの 大 き な 仕 切り は 、 全 部 で 
56 の 小さ な 仕切 り を 含ん で いて 、 棒 、 杯 、 剣 、 輪 と いう 4 つの 象徴 に よる 56 枚 の タ 
ロッ ト の 小 ア ルカ ナ に 相当 する 。 

in the fifth colummn are the twenty-one trurmps, while the seven 
remaiming trumps are In the sixth column, 

タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 後 の 2 つの 大 き な 仕 切り は 、 合 わせ て 21 の 
小さ な 仕切 り を 含ん で いて 、 タ ロッ ト の 大 アル カナ の (22 枚 の うち 21 番目 の 『 愚 者 』 
以外 の )21 枚 に 相当 する 。 

the last representimg the six days constitutimg the week of creation. 
タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 の 6 つの 大 き な 仕 切り は 、 創 世 記 の 7 日 間 の うち 創 
世 の 6 日 間 を 表し て いる 。 

Now, accordimg to the Chinese, this diagram goes Dack to the first epoch 
of their empire, Deing the drying up of the waters of the deluge Dy Iao. 
タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 は 、 中 国人 に よる と 、 神 に よる 大 洪水 の 水 が 電 いた 中 
国 の 最初 の 時 代 に まで 遡 (さか の ぼ ) る 。( へ ブラ イ 文 字 で ヤ ハ ウェ と 記す 代わ り に 、 神 
の 名 前 を ギリ シャ 文字 で IA0 と 記し て いる 聖書 が 存在 する 。IAO は 神 を 意味 する 。) 
The conclusion is, therefore, that this is either the original Tarot or a 
CODy thereotfi 

その た め 、 タ ロッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 は タロ ッ ト の 原本 か 写本 で ある 、 と 結論 で 
さる 。 

that in any case 

また 、 い ずれ に し て も 、 下記 の 様 に 結論 で きる 。 

the Tarot is anterior to MOses, 

タロ ッ ト は 、 モ ー セ より 古い 。 

is referaDle to the beginmming of the ages, or the epoch of the formulation 
of the Zodiac: 

タロ ッ ト は 、 最 初 の 時 代 の 物 、 ま た は 、 黄 道 12 星座 が 考案 され た 時 代 の 物 で ある 。 
and that its age 1s conseduently six thousand s1Xx humdred Years. 

また 、 タ ロッ ト は 6 千 6 百年 前 の 物 で ある 、 と 結論 で きる 。 

"Such is the Romany Tarot 

上 記 が 、 ロ マ の タロ ッ ト で ある 。 

from which Dy transposition the Hebrews have made the word Torah, 


タロ ッ ト と いう 名 前 か ら 、 文 字 の 位置 の 置き 換え に よっ て 、 へ ブラ イ 人 は トー ラー と い 
う 言 葉 を 作っ た 。 

sigrifying the Law of jehovah. 

トー ラー は 、 ヤ ハウ ェ の 律 法 を 意味 する 。 

So far then from Demg a game, as it is at the present day it was a DooKk, 
andl a serious Dook, the Dook of symbols and of emDblems, of analogies or 
the relations Detween stars and mar: 

現在 の 様 に 遊戯 の 道具 で は な く 、 タ ロッ ト は 、 本 、 真 剣 な 内 容 の 本 、 象 徴 の 本 、 星 々 と 
人 の 類推 可能 性 の 本 で あっ た 。 

the book of destny, 

タロ ッ ト は 、 占 い の 本 で ある 。 

by the aid of which the sorcerer unveled the mysteries of fortune. 

タロ ッ ト の 助け に よっ て 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 運 命 の 神秘 の ヴェ ー ル の 奥 を 推測 
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Its figures, their names, their numDer and the oracles drawn from these 
made it naturally regarded Dy Christians as the instrument of a 
diabolical art, a Work of Magic. 

当然 、 キ リス ト 教 徒 は 、 タ ロッ ト の 象徴 、 名 前 、 数 や タロ ッ ト に よる 神託 を 、 悪 魔 の わざ 
の 道具 、 魔 術 の 実践 と 見 な し た 。 

It will De hence understood with what severity they proscr1Ded it, the 
moment it Decame known to them by that aDuse of confidence which 
the rashness of the Sagi commmitted on Dublic credulity, 

Sagi で ある ロマ が 軽率 に も 軽 信 し 易い 大 衆 を 溢 り に 信頼 し て タロ ッ ト を キリ スト 教 
徒 に 教え た 時 に 、 ど の 様 な 厳し さ で キリ スト 教徒 が タロ ッ ト を 禁止 し た か 理解 で きる 
で あろ う 。 

In this manner 

その た め 、 

faith beimg lost in its message, the Tarot Decame a game, 

タロ ッ ト の 神託 へ の 信頼 が 失わ れ て 、 タ ロッ ト は 遊戯 の 道具 に 成っ て し まっ た 。 
while its Dictures underwent modification according to the taste of 
nations and the success1Ve sDirit of centurieS. 

諸国 の 様式 や 幾 世紀 も 連続 し た 雰囲気 に 応じ て タロ ッ ト の 絵 は 変え られ て し まっ た 。 
It is to the work in this trivial form that we owe our modern playinmg 
CaTdS, 

近代 の トラ ンプ は タロ ッ ト を 浅はか に 変え て し まっ た 物 で ある 。 

the comDinations of which are comparaDle to those of the Tarot in the 
same way as the game of draughts( = draught-Doard = checker-Doard) is 
cormparaDle to the game of chess. 

チェ ス と 比較 し た チェ ッ カ ー の 様 に 、 タ ロッ ト の 組み 合わ せ と 比 較 し た トラ ンプ の 組 
み 合 わせ は 、 当 っ て いる 。 

It follows that 

その た め 、 

the origin of cards is attriDuted wrongly to the reign of Charles VI, 


タロ ッ ト カー ド の 起源 は シャ ルル 6 世 の タ ロッ ト で ある と 考え る の は 誤っ て いる 。 
andit may De noted further that the initiates of the Order of the Belt, 
established Defore 1332 Dy Alphons XI, king of Castile, pledged 
themselVves not to play CardS. 

な ぜ な ら 、 ア ルフ ォ ン ソ 11 世 が 1332 年 より 前 に 設立 し た ベル ト の 騎士 団 に 入門 し 
た 人 が (タロ ッ ト ) カ ー ド で 遊ば な いと 故 っ て いる 。 

Le Sage tells us that, in the days of Charles V St. Bernard of Sienna 
condemned cards to De Durnt 

『Le Sage』、『 ル サー ジュ 』、『 賢 明王 』 と 呼ば れ て いる シャ ルル 5 世 は 、 シ ャ ルル 5 
世 の 時 代 に シ エ ー ナ の 聖 ベ ルナ ルディ ー ノ が (タロ ッ ト ) カ ー ド を 禁止 し て 燃やし た 、 
と 話し て いる 。 

and that they were then called triumphales after the game of triumph 
played in honour of the victorious Osiris or Ormuzd( = Ahura Mazda), 
reDresented Dy one of the Tarot cardSs. 

また 、 シ ャ ルル 5 世 の 時 代 に 、 タ ロッ ト の 1 つ に 描か れ て いる 勝利 し た オシ リス また 
は アフ ラ マズ ダー を た た える 勝利 の 遊戯 と し て タロ ッ ト は 遊ば れ て いた の で タロ ッ ト 
は 『 勝 利 』 と いう 名 前 で 呼ば れ て いた 。 

Furthermore, 

さら に 、 

that king himself proscriDed cards in 1369 

シャ ルル 5 世 は 1369 年 に (タロ ッ ト ) カ ー ド を 禁止 し た 。 

and 

ま / に 、 

the reason that httle jean de Saintre was honoured Dy hs favour was 
because he did not play 

シャ ルル 5 世 は 、]ittle jean de Saintre が (タロ ッ ト ) カ ー ド 遊び を し な か っ た と いう 
理由 か ら 、Hittle jean de Saimtre を 気に入っ て た た えた 。 

In those days cards were termed Naipes in Spain and Naibi in Italy 
当時 、 タ ロッ ト カー ド は 、 ス ペイ ン で は Naipes と 呼ば れ 、 イ タリ ア で は Naibi と 呼ば 
れ て いた 。 

the Naibi Deing she-devils, s1Dyls and Dythonesses. 

Naibi は 、 女 の 小 悪魔 、 シ ビュ ラ 、 デ ルポ イ の アポ ロン 神殿 の 巫女 で ある 。 


」 

M. Vaillant, from whom we haVe been again duotimg, Considers 
therefore that the Tarot has Deen modified and alteredl 

上 記 で 、 引 用 し て きた 本 の 著者 ヴァ イラ ント 氏 は 、 タ ロッ ト は ロマ の タロ ッ ト が 変え ら 
れ た 物 で ある 、 と 考え て いる 。 

which is true for the Germart exarmples Dearing Chinese figures, 

中 国 の 特徴 を 持つ 一 部 の ドイ ツ の タロ ッ ト は 、 ロ マ の タロ ッ ト が 変え られ た 物 で ある 。 
Dut 

し か し 、 


not for those of Italy, which have only Deen altered in details, nor for 
those of Besancor in which traces remain of DrimutiVe Egypttan 
hieroglyDhlcs. 

細部 だ けが 変化 し て 来 た イ タリ ア の タロ ッ ト や 、 古 代 エ ジ プ ト の タロ ッ ト の 名 残 に まで 
遡 (さか の ぼ ) れ る フラ ンス の ブ ザ ン ソン の タロ ッ ト は 、 ロ マ の タロ ッ ト が 起源 で は な い 。 
In the Doctrime and Ritual of Transcendental Magic, we haVe shewn 
how untoward in their results were the laDours of Etteilla or Alliette in 
reSDeCt Of the Tarot. 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で タロ ッ ト に つい て の エッ ティ ラ ま た は アリ エッ ト の 労作 が 
何 て 見 苦し いか 話し た 。 

This illuminated hairdresser after working for thirty years, OrUy 
Succeeded in producimg a Dastard set, 

光 に 照ら され た 理髪 師 エ ッ テ ィ ラ は 、30 年 間 の 研究 の 後に 、 偽 の 粗悪 な タロ ッ ト を も 
た ら す だ け に 終わ っ た 。 

the Keys of which are transDposedl 

エッ ティ ラ は 誤っ て タロ ッ ト の 順序 を 入れ 換え て し まっ た 。 

so that 

その た め 、 

the numDers no 1onger answer to the signs. 

エッ ティ ラ の タロ ッ ト で は 数 と 絵 が も は や 対応 し て いな い 。 

In a word 

要する に 、 

it is a Tarot suited to Etteilla and to the measure of his intelligence, 
which was not of great extert. 

エッ ティ ラ の タロ ッ ト は エッ ティ ラ の 偉大 で は な い 程 度 の 知性 に 合っ た 代物 で あっ た 。 
We are scarcely in agreement with M. Vaillant, when he suggests that 
the gipsies were the 1awful proprietors Of this key to imitiations. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ロ マ が 秘伝 伝授 へ の 鍵 タ ロッ ト の 正統 な 所 有 者 で ある と 話し て 
いる ヴァ イラ ント 氏 に 同意 し な い 。 

They owed it douDbtless to the infidehty or imprudence of some 
KaDalistic jeW. 

疑い 無く 、 あ る へ ブラ イ 人 の カバ リス ト の 背信 行為 また は 軽率 な 行為 の お か げ で ロ 
マ は タロ ッ ト を 所 有 で きた 。 

The gipsies origimated in India, 

ロマ の 出身 は イン ド で ある 。 

or their historian has at least shown the hkehihood of this theory. 

ロマ に つい て の 歴史 家 は 、 ロ マ の 出身 が イン ド で ある 、 と いう 説 が 有力 で ある 事 を 示 
し て いる 。 

Now the extant Tarot is certairly that of the gipsies and has come to Us 
by way of judea. 

現存 し て いる ロマ の タロ ッ ト は 、 へ ブラ イ 人 経由 の タロ ッ ト で ある 。 

As a fact, 

事実 、 


its keys are In correspondence wrth the etters of the HeDrew alphabet, 
ロマ の タロ ッ ト は 、 へ ブラ イ 文 字 と 対応 し て いる 。 

and some of its figures reDrOduce ever their forms. 

ロマ の タロ ッ ト は 、 い くつ か の 象徴 が へ ブラ イ 文 字 の 形 に すら 成っ て いる 。 

What then were the giDsies? 

ロマ と は 何者 か ? 

Asapoet has sald: They were the deDased remnant of an ancient Worldi 
they Were a seCct of Indian GnostiCs, 

ある 詩人 が 「 ロ マ は 古代 世界 の 堕落 の 残存 者 で ある 。」 と 話し て いる 様 に 、 ロ マ は イ 
ンド の グノー シス 主義 の 異端 者 で ある 。 


whose commurusm caused them to De proscr1Ded iD eVery landi 
中 略 


as they may De sald to adrmit practcallY, 


they Were Drofaners Ofthe Great Arcamum, oVertaken by a fatal 
malediction. 


A horde misled Dy some enthusiastic fakir 
they had Decome wanderers through the worldl, 


protestng against all civilisatons in the name of a pretended natural 
1]aw 


which dispensed them from almost every duty. 


Now the 1aw which seeks to preVail in Violation of duty 1S aggress1OT!, 
plllage amd rapine: 


it is the hand of Cain raised against his Drother 
and society in defending itself seemms to De avenging the death of Abel. 


In 1840 certain mechanics of the Faubourg St. Antoime, weary, as they 
put it, of Deimg hoodwinked Dy journalists amd of serving as tools for the 
ambiton of ready speech-makers, resolved to found and to edit a 
]Ournal of pure radicalism and oflogic apart from evasion or 
circumlocutlon. 


They comDbined therefore and dehDerated for the firm establishment of 
their doctrines: 


they took as ther Dasis the repuDlican device of HDerty, eduaHty and the 
resSt. 


But 

IDperty seemed to them incompatible with the duty of labour 
eduality with the ]aw of property, 

and they therefore decided on commurusm. 


One of them, however ponted out that in commurusm the sharpest 
would preside oVer the division and would get the Hom's share: 


1t was decreed thereupon that no one should haVe the right to 
intellectual superlor1ty 


But 


it was further remarked that even physical Deauty might constitute an 
arlstOcracy, 


so they decreed that there should De an equality in ughmess. 

Finally as those who tl the ground are yoked to the groundl it was 
settled that true comrmunists could not follow agriculture, must haVe 
only the world for their fatherland and humamnity itself for their family 
whence 1t Decame them to haVe recourse to caraVans and go round the 
world eternallY, 

We are not relatmg a DaraDle, 


we have known those who were present at the conVention in question 


and we have read the first numDer of ther journal, which was entitled 
The Humanmitarian and Was suDDressed in 1841. 


As to this, the press reDports Of the Deriod may De consulted. 


Had the journal contimued and had the incipient sect recruuted 
proselytes for the Icarian emmgration, as the old attorney Cabet was 
doing at the samme Deriod, a newW race of Bohemans would haVe Deen 
Organlsed, amd VagaDondage would have counted one race the more. 


CHAPTER III 

魔術 の 歴史 第 5 巻 3 章 

LEGEND AND HISTORY OF RAYMUND LULLY 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 伝説 と 史実 

We have explained that 

すでに 話し た 様 に 、 

the Church proscriDed initiation 

教会 は 、 秘 伝 伝授 を 禁止 し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it was indignant at the profanations of the Gnos1s. 

教会 は 、 グ ノー シス へ の 冒 法 に 怒っ た 。 

When Mohammed armed eastern fanaticism aganst faith he opposed 
saVage and Warhke credulity to the piety which is ignorant Dut which 
DTayS. 

ムハンマド は 、 信 心 に 対し て 東 の 熱狂 を 武装 させ た 時 、 キ リス ト 教 徒 の 祈る が 無知 な 
信心 深 さ に 対し て 厳し い 好戦 的 な 軽 信 を 対立 させ た 。 

His successOrs set foot in Europe and threatened to oVerrun it spDeedhily, 
ムハンマド の 後継 者 で ある イス ラム 教徒 は 、 ヨ ー ロ ッ パ に 足 を 踏み 入れ て 、 速 や か に 
侵略 し て し まい そう で あっ た 。 

The Christians sa1d: Providence 1s Chasttsing US: 

キリ スト 教徒 は 「 神 意 が キリ スト 教徒 を 非難 し て 懲らしめ て いる 。」 と 話し た 。 

and the Moslems answered: FataHty 1S om Our slde. 

イス ラム 教徒 は 「 運 命 は イス ラム 教徒 の 側 に 立っ て いる 。」 と 答え た 。 

The jewish Kabalists, who were in dread of Deing Durnt as sorcerers in 
Countries called cathoHc, sought an asylum among the AraDs, 

へ ブラ イ 人 の カバ リス ト は 、 カ トリ ッ ク と 言え る 国々 で (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 と し て 焼き 
殺さ れる の を 恐れ て 、 ア ラビ ア 人 の 国々 へ 亡命 し た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

these in their eyes were heretics Dut not idolaters. 

へ ブラ イ 人 の 目 に は 、 イ スラ ム 教 徒 は 異端 者 で ある が 偶像 崇拝 者 で は な い 、 様 に 見 
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They admmitted some of them to a kmowledge of their mysteries, 

へ ブラ イ 人 の カバ リス ト は 、 何 人 か の アラ ビア 人 に 、 カ バラ の 神秘 を 知る 事 を 認め た 。 
and Islam, which had already conguered Dy force, was Defore 1ongin a 
DOsiton to hope that it might preval also Dy science over those whom 
educated AraDy termed in its disdan the DarDbarians of the West. 

イス ラム 教徒 は 、 教 養 の 有る イス ラム 教徒 が 人 悔 っ て 西 の 未開 人 と 呼ん で いた キリ ス 
ト 教徒 を 、 す で に 力 で 圧倒 し て いた が 、 や が て 、 知 識 で も 圧倒 し よう と 望ん だ 。 

To onslaughts of physical force the gemus of France ODposed the strokes 
ofits own terrific hammer 


イス ラム 教徒 に よる 物質 的 な 力 に よる 猛攻 撃 に 対し て 、 フ ラン ス の 精神 は 世 る べき 
鉄 西 に よる 打撃 を 対立 させ た 。 
Before the flowing tde of Mohammedan arrmies a mail-clad fimger had 
traced a clear Hme 
イス ラム 教徒 の 軍団 の 流れ の 前 に 、 鎖 か た びら を まとっ た 指 が 明確 な 線 を 引い た 。 
and a mighty Voice Of Victory cried to the flood: Thou shalt go no 
further 

キリ スト 教徒 の 勝利 の 力強い 声 が 「 あ な た た ち を も う 進 ませ な い 。」 と イス ラム 教徒 
と いう 大 洪水 に 叫ん だ 。 
The gemus of sclence ralsed uD Raymund Lully, 
知 の 霊 は ライ ムン ドゥ ス ルル ス を 出現 させ た 。 
and he reclaimed the heritage of Solomon for that Saviour Who was the 
Son of David: 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 ダ ビデ の 子 イ エス の た め に 、 救 い 主 イエ ス の た め に 、 ソ ロモ 
ン の 遺産 を 取り 戻し た 。 
it was he who for the first tme called the children of blmd faith to the 
Splendours Of umiVversal Kmowledge. 
初め て 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 普 遍 の 知 の 輝き に 、 盲 信 の 子 で ある キリ スト 教徒 
を 呼び 寄せ た 。 


The pseudo-scholars, and the people who are wise in their own conce1t, 
contimue to speak with scorn of this truly great man: 

中 略 

Dut the popular imstmct has avenged hm. 

Romance and legend have taken up his story, 

wrth the result that he is pictured as one ImDassioned IiKke Abelard, 
imitiated ke Faust, 

anl alchemist even as Hermes, 

a man Of pemitence and learring Iike St. Teromme, 

a roVer after the manner of the Wandering jeW, 


a martyr in fime jike St. Stephen, 


and one who was glorious in death almost as the Saviour of the world. 


Let us make our Deginning with the romance: 


it is one Of the most touching and Deautiful that have come within our 
knowledge. 


On a certain Sunday, in the year 1250, a Deautiful and accomplished 
lady, named AmDbrosia di Castello, originally of Genoa, wert, as she was 
accustomed, to hear mass in the church of Palma, a towr in the island 
Of Majorca. 

Amourted caValier of distimguished appearance and richly dressed! 
who was passing at the tme in the street, noticed the lady and pulled up 
as One thunderstruCK. 


She entered the church, quickKIy disappearing in the shadow of the great 
DOrch. 


The cavalier qute nm-conscious Of what he did, spurred his horse and 
rode after her into the midst of the affrighted worshippers. 


Great was the astonishment and scandal. 
The cavalier was well kmown: 


he was the Seigneur Raymund Lully, Seneschal of the Isles and Mayor of 
the Palace. 


He had a wife and three children, 


while AmDrosia di Castello was also married and enjoyed,。 moreoVer an 
IrreDroachaDle reputation. 


Raymund LullY passed therefore for a great HDertime. 


His equestrian entrance into the church of Palma was noised over the 
whole towTr, 


and AmDrosia, in the greatest confusion, sought the adVice of her 
husDand. 


He was apparently a man of sense, 


and he did not consider his wife insulted 
Decause 
her Deauty had turned the head of a youmg and brilliant noDleman. 


He proposed that Ambrosia should cure her admirer by a folly as 
grotesdue as h1s 0WT. 


Meanwhile, Raymund Lully had written already to the lady, to excuse, 
or rather to accuse himself stll further 


What had prompted him, he said, Was 


"strange, SUDernatural, irresistiDle." 


He respected her honour and the affections which, he knew, Delonged 
to another: 


but he had Deen oVerwhelmed. 
He felt that his imprudence reduired for its expiaton high self-devotion, 


great sacrifices, miracles to De accomplished, the penitence of a Stylite 
and the feats of a kmight-errant. 


AmDbrosia answered: 


To respond adequately to a 1oVe which you term supernatural Would 
redUulTe ar Immortal existenCe. 


Tf this 1oVe De sacrified heroically to our respectiVe duties during the 
Iives of those who are dear to each of us, it wil, Deyond all douDbt, create 
for itself an eternity at that moment when conscience and the world 
wl permmut us to 1oVe one another 


It is said that there is an elixir of life: 


seek to diSCoVer 1t, 
and when you are certain that you have succeeded, come and see me. 


Till then, HiVe for your wife and your children, as 1 also wll Ve for the 
husDand whom IT love: 


andifyoumeetme in the street make no sign ofrecogrution. 
It was evidently a graclous Conge, which put off her lover tl Doomsdayi 
but he refused to understand it as such, 


and from that day forth the brilliant noDle disappeared to make room 
for the graVve and thoughtful alchemist. 


Don Juan had Decome Faust. 

Many years Dassed awWay: 

the write of Raymund Lully diedi 

Ambrosia di Castello in her turn became a wldowi: 


but the alchemist appeared to have forgotten her and to De aDsorDed 
Only in his subhme worKk. 


At length, one day, the widow Deing alone, Raymund LullY was 
anmouncedL 


and there entered the apartmenrnt a Dald and emaciated old man, 
who held in his hand a phial filled with a Dright and ruddy elixr 
He advanced with unsteady step, seeking her with his eyes. 


The object which they sought was Defore them Dut he did not recogrise 
her 


who in his imagination had remained always young and Deautiful. 


"Itis1," she said at length. 

"What would you with me?" 

At the accents of that Voice, the alchemist startled Violently: 

he recogmised her whom he had thought fondly to find unchanged. 
Castimg himself on his knees at her feet, he offered her the phial, saying: 
Take it, drink it 

it is lfe. 

Thirty years of my own existence are Comprised in it 

Dut I have tried 1t, 

and 1 know thatitis the elixir of immortahty. 

"What" asked Ambrosia, with a sad smile, "haVve you yoOurself drunk it?" 
"For two months," replied Raymund, "after having taken a quantity of 
the elixir equal to that which is contaimed here, 1 have abDstained from 
all other nourishment. 

The pangs of hunger have tormented me: 

Dut not only haVe Inot died!, 


1 am conscious withim me of an unparalleled accession of strength and 
life. 


"IT DelieVe you," sa1d AmDros1a, 


Dut this elixir which preserves existenCe, 1S DOWerless to restore lost 
yoOuth. 


My poor friend, 10oK at yourselt, 

and she held up a mirror Defore hm. 
Raymund LullY recoiled!, 

for 


it is affirmed Dy the legend that he had never surVeyed himself in this 
manner during the thirty years of his ]aDours. 


"And now, Raymund" contimued AmDbrosia, "1ook at me," 
and she unbound her hair which was white as snoWi: 


then, 1oosening the clasps of her robe, she exposed to him her Dreast, 
which was almost eaten away Dy a cancer 


"Is it this," she asked piteously, "which you wrsh to immortalise?" 
Ther, seeing the consternation of the alchemist, she contmued: 
For thirty years 1 have loVed VOU, 


and I would not doom you to a Derpetual Drison in the Dody of an 
infirm old man: 


In your turm, do not condemn me. 
SDare me this death which you term life. 


Letme suffer the change which is necessary Defore 1 can HOVe agam 
truIV: 


let us reneW our nature with an eternal youth. 


1 have no wish for your elixir which prolongs only the night of the 
tomD: 


1 aspire to Irmmortality. 

Raymond Lully thereupon cast down the phial, 

which was Droken on the ground. 

"1 dehVer you," he said, "and for your sake 1 reman in Drison. 
Live in the irmmortality of heaven, 

while 1 am condemned for eVer to a Hiving death on this earth. 
Then, hiding his face in his hands, he went away weeping. 


Some months after a monk of the Order of St. Francis assisted AmDrosia 
Qi Castello in her 1ast moments. 


This monk was the alchemist, Raymund Lully. 

The romance ends here and the legend folloWs. 

This legend merges several Dearers at different periods of the name 
Raymund Lully into a simgle personahty, and thus endows the repentant 


alchemist wrth a few centuries of existence and explation. 


On the day when the unfortunate adept should have expired naturallY, 
he exDerienced all the agores of dissolution: 


then, at the supreme crisis, he felt life again take possession of his 
frame, ke the vVulture of Prometheus resuming its Danduet. 


The Saviour of the world, Who had stretched forth His hand towards 
him, returned sorrowfully into heaVver, 


and Raymond Lully found himself stll on earth, with no hope of dyimg. 


He Detook himself to Drayer 

and devoted his existence to good Works: 

God granted him all graces saVe that of death, 
Dut 


of what profit are the others in the aDsence of that which should 
complete and crown them all? 


One day the Tree of Knowledge was shewn to him, 1aden with its 
luminous fruits: 


he understood Deing and its harmomles: 
he divimed the KaDpalah: 


he established the foundations and sketched the plan of an umiversal 
SC1eT1CG, 


from which tme he was saluted as the iluminated doctor 


So did he obtain glory, that fatal recompense of toll which God, in His 
mercy, seldom confers upon great men ll after their death, 


Decause 
1t imtoxicates and poisons the HVing. 


But Raymund Lully who could not Dy death give place to the glory after 
might have Occasior to fear that it Would perish before himself, 


and meanwhile it could seem to him only a derision of his immortal 
Imisfortume. 


He kmew how to make gold, 
so that 
he might purchase the world and all its kimgdoms, 


yet 


he could not assure to himself the humDlest tomD. 
He was the pauper of irmmortaHty. 

Everywhere he wert Degging for death, 

and no one Was aDle to giVe it him. 


The courtly nobleman had become an aDsorDbed alchemuist, the 
alchemist a monKki: 


the monk Decame preacher philosopher ascetic, saint, and, 1ast of al 
miss1onaryr 


He engaged hand to hand with the learned men of Arabia: 

he Dattled victoriously aganst 1slamsm, 

and had everything to fear fromm the fury of its professors. 
Everythimg to fear 一 

this means that he had something to hope, 

and that which he hoped for was death. 

He engaged a young AraD of the most fanatical class as his attendant, 
and posed Defore him as the scourge of the religion of Mohammed. 
The AraDb assassinated his master 

which was what he expectedi 

Dut Raymond Lully did not die: 


it was the assassin that he would fain have forgiVen who killed himself 
in despair at his failure, 


SO that 


consclence had an added Durden instead of deliVerance and Deace. 


He was scarcely cured of his wounds when he emDbarked for Turus, 

im which place he preached Christianity oODenly: 

but the Bey in admiration of his learning and his courage Drotected him 
against the madness of the crowd and caused him to re-emmDark with all 
his Dooks. 


Before 1ong he returned to the same Darts, Dreaching at Bone, Bougia 
and other African towns: 


the Moslems were stupefied and feared to ]ay hands upon him. 
In the end he revisited Tunns amd collectmg the people in the streets, 


he proclaimed that 


though driven from the place, 
he had come Dack to confound the impious doctrines of Mohammed 


and to die for jesus Christ. 


This tme there was no Drotecton DOSS1Dle, 
the enraged people hunted him, 

a VeritaDle insurrecton Droke OUt: 

he fled, to encourage them further: 


already he was Droken Dy many DloWs, pouring with Dlood, coVered 
wrth wounds: 


and yet he contimued to HVe. 


He sank fimally, Duried 一 Hterally speaking 一 umder a mourtaim of 
stoneS. 


On the same night, says the legendl two Genoese merchants, Steven 
Colon and Louis de Pastorga, salhmg oVer the open sea, Deheld a great 
light shiming from the port of Turuis. 


They changed ther course and, approachng the shore, discoveredl a 
mound of stones, which diffused far and near this miraculous 
SDlendour. 


They landed in great astonlshment, and fimally discovered the Dody of 
Raymund LullY mangled Dut stll Dreathing. 


He was taken on Doard the ship and carried to Majorca, 
where in sight of his native 1and the martyr was Derrrutted to eXD1re. 
God set him free Dy a miracle and his penance was so firushed. 


Such is the odyssey of the faDulous Raymund Lully: 


let us come now to the historical realites. 

史実 に 至 ろう 。 

Raymund Lully, the philosopher and adept, Deimg the one who deserved 
the ttle of illuminated doctor was the son of that seneschal of Majorca 
who was made famous Dy his 則 -starred passlon for AmDbrosia 
Castello. 

哲学 者 で あり 達 道 者 で ある 、「 光 に 照ら され た 博士 」 と いう 称号 に 相応 し い 人 で ある 、 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、AmDrosia di Castello へ の 不適 切な 情熱 で 有名 に 成っ 
た マジ ョ ルカ 島 の 領主 の 代理 の 息子 で ある 。 

He did not discoVer the elixir of immortahty, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 不死 の 楽 エ リク サー は 発見 し な か っ た 。 

Dut 

し か し 、 

he made gold in England for King Edward III, 

エド ワー ド 3 世 の た め に 、 イ ギリ ス で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 黄金 を 創造 し た 。 

and this gold was called aurum Raymundhi. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス が 創造 し た 黄金 は 「 け ライ ムン ドゥ ス の 黄金 」 と 呼ば れ た 。 
There are extant certain Very rare CO1TS 

非常 に 稀 で ある が 、「 ラ イム ンド ゥ ス の 黄金 」 の 丸い 欠片 が 、 い くつ か 現存 し て いる 。 


which are called Raymundins Dy exDerts. 
専門 家 は 「 ラ イム ンド ゥ ス の 黄金 」 の 丸い 欠片 を 「Raymundins」 と 呼ん で いる 。 


Louis Figuier identifies these with the rose-nobles which were struck 
durimg the reign in questio, 


and suggests, a Httle friVvolously, that the alchemy of Raymund LullV was 
Only a sophistication of gold which would De difficult to detect at a 
period when chemical Drocesses were mmuch less Derfect than they are 
at the Dresent dayi 

This notwrthstanding, 

he recogruses the scientific importance of Lully 

and giVes his judgment concerning him as follows: 一 


Raymund Lully whose genus emDbraced all Dranches of human 
Knowledge, 


and who brought together in the Ars Magna a vast system of philosophy 
surmmarisimg the encyclopaedic primciples of sclence as it then stood, 


Could not fail to Dequeathe a Valuable heritage to Chyrm1sts. 


He perfected and descriDed carefully Various cormpounds which are 
used widely in chemistry: 


we 0we hm the preparation of carDonate of potassium Dy means of 
tartar amd Dy wood ashes, 


the rectification of spirits of Wime, 
the preparation of essential olS, 
the cuppellation of silver 


and the preparaton of sweet mercury 


Other scientists, feelimg sure that the rose-nobles were Dure as g0ld, 
have sDeculated that, having regard to the Very imperfect Drocesses Of 
practtcal chemistry during the middle ages, such transmmutations as 
those of Raymund Lully, and indeed other adepts, were merely the 
separation of the gold found in silver mmes, amd purified Dy means of 
antimony 


which( - amntimony - ) 1s actually indicated, in a great numDer of 
Hermetic symDols, as the efficient and chief element in the Powder of 
Projecton. 

実際 に 、 多 数 の 錬金術 の 象徴 で は 、 ア ンチ モン を 、 卑 金属 を 金 に 変え る 錬 金 で 溶け 
て いる 卑 金属 に 投入 する 粉 に お ける 効率 的 な 主要 な 成分 と し て 、 示 し て いる 。 

We agree with them that chemistry was non-existent at the perlod In 
dUeSt1OT, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 時 代 に 化学 は 存在 し な か っ た 事 に は 同意 する 。 

and we may add that 

た だ し 、 言 い 足 す と 、 

1t was Created Dy adepts 

錬金術 師 が 化学 を 作っ た 。 

Or rather that 

と 言う より は 、 

the adepts, while keeping to themselves those synthetic secrets which 
were the treasure of the magical sanctuaries, instructed their 
cornttemporaries as to some Of the analytical DrOCesSseS. 

錬金術 師 は 、 魔 術 の 聖 所 の 宝 で あっ た 化学 の 総合 的 な 秘密 は 守っ て 、 化 学 の 分 析 
の 手順 の いく つか に つい て 、 当 時 の 大 衆 に 教え た 。 

These were afterwards Derfected!, 

後に 、 化 学 は 完成 され た 。 

Dut 

し か し 、 

they have not as yet led men of science to reach that ancient synthesis 
which constitutes Hermetic philosophy, in the proper sense of the term. 
言葉 の 正しい 意味 で 、 現 在 で も 未だ に 、 化 学者 た ち は 、 知 の 人 を 、 錬 金 術 の 古代 の 
総合 に 、 導 け て いな い 。 

Im his philosophical Testament。 Raymund Lully has set forth all the 
principles of this science, 


錬金術 の 遺作 で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 錬 金 術 の 知 の 全て の 原理 を 記し た 。 
Dut 

だ だ b。 

in a veiled manner followng the practice and indeed the duty of adepts. 
錬金術 師 の 義務 と 慣習 に 従っ て 、 ヴ ェ ー ル で 隠し た 形 で 、 錬 金 術 の 遺作 で 、 ラ イム ン 
ドゥ ス ルル ス は 、 錬 金 術 の 知 の 全て の 原理 を 記し た 。 

He also composed a Key to the Testament mentoned!, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 錬金術 の 遺作 の 鍵 を 作っ た 。 
and fimally 
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a Key to the Key or more defimitely, a codic 和 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 錬金術 の 遺作 の 、 鍵 の 鍵 で ある 、 
補足 を 作っ た 。 

which is in our opirion the most important of his writimgs on alchemy. 
エリ ファ ス レヴ ィ の 意見 で は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 補足 は 、 錬 金 術 に つい て の ラ 
イム ンド ゥ ス ルル ス の 文書 の うち 最も 重要 で ある 。 

Its primciples and modes of procedure have nothing in common either 
wrth the sophistcation of pure metals or with the separation of alloys. 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 補足 の 原理 と 方 法 は 、 純 粋 な 金属 へ の 洗練 で は な いし 、 混 
合 物 の 分 離 で は な い 。 

As a theory, it 1s im conforrm1ty wrth the principles of GeDber 

理論 と し て は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 補足 の 原理 は 、Geber の 原理 と 一 致す る 。 
and as a practice with those of Arnaldus de VillanoVva: 

実践 と し て は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 補足 の 方 法 は 、 ア ルナ ルド ゥ ス デ ビラ ノバ の 
方 法 と 一 致す る 。 

in resDeCct of doctrine it is in conformity with the most exalted ideas of 
the KaDbalah. 

考え に つい て は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 補足 の 考え は 、 カ バラ の 無 上 に 崇高 な 考 
えと 一 致す る 。 

Those earnest mmds, who refuse to De discouraged Dy the discredit imto 
which ignorance Drings the great thimgs, should study KaDalistically the 
codicil of Raymund Lully, if they seek to carry on that research of the 
aDsolute which was followed by the greatest men of genius in the elder 
world. 

無知 な 人 が 大 いな る も の へ の 疑 惑 を も た らし て も 失望 し な い 、 真 剣 な 人 は 、 古 代 の 
世界 の 知 の 大 いな る 人 々 が 従っ た 絶対 の 探求 を 続け た い 場 合 は 、 ラ イム ンド ゥ ス ル 
ルス の 補足 を カバ ラ 的 に 学ぶ べき で ある 。 

The whole Hfe of this pre-emunent adept, the first imitiate after St. john 
who was devoted to the hierarchic apostolate of holy orthodoxy 一 his 
entire Hife, we repeat, Was Dassed in Dious foundations, in Dreachings, in 
immense sclentific 1aDours. 


神 の 正統 な 教え の 使徒 の 務め に 献身 し た 使徒 ヨハ ネ の 後に お ける 無 上 の 秘伝 伝 
授 者 で ある 、 超 越 的 な 達 道 者 で ある 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 全 生涯 を 、 宗 教 的 な 
物 を 建設 し 、 教 え を 説き 、 無 数 の 学問 的 な 労作 を 書い て 過ごし た 。 

Thus, in 1276, he established at Palma a college of Franciscans 
dedicated to the study of Oriental 1anguages, and AraDic especlally, with 
the ohject of refutmg the works of Mohammedan doctors and of 
preaching the Christian faith among the Moors. 

イス ラム 教徒 の 学者 の 文書 の 誤り を 証明 する た め に 、 ア フリ カ 北 西 の イ スラ ム 教 徒 
に キリ スト 教 を 説く た め に 、1276 年 に に マジ ョ ルカ 島 の パル マ の 北 の バ ル デ モ ー サ 
に 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 フ ラン シス コ 会 士 が 東 の 言語 、 特 に 、 ア ラビ ア 語 を 学ぶ 
た め の 、 ア ラビ ア 語 学院 を 建設 し た 。 

]ohn XXI confirmed this institution Dy a pastoral letter dated from 
Viterbo on DecemDer 16, in the first year of his pontificate. 

1276 年 12 月 16 日 の イタ リア の ヴィ テル ボ か ら の 教書 で 、 法 王 ヨハ ネス 21 世 は 、 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス の アラ ビア 語学 院 の 建設 を 認め た 。 

From 1293 to 1311, LullY solicited and obtained from Pope Nicholas IV 
and from the kings of France, Sicily, CyDprus and Majorca, the 
establishment of many other colleges for the same DUrDOS6e. 

1293 年 か ら 1311 年 まで 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 ア ラビ ア 語 学院 と 同じ 目的 の 
多数 の 学校 の 建設 を 法王 ニコ ラウ ス 4 世 、 フ ラン ス の 王 、 イ タリ ア の シチリア の 王 、 
キプロス の 王 、 マ ジョ ルカ 島 の 王 に 願い 出 て 認可 を 得 た 。 

Wherever he went he gaVe instructions in his Great Art, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 修 道 院 な ど を 訪れ て 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 「 大 いな る 
技 」 に よっ て 教え た 。 

which is an umiversal synthesis of human kmowledge, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 「 大 いな る 技 」 は 、 人 の 知 の 普遍 の 統合 で ある 。 

and has as its Drume oDject the institution of one language among men 
as also one mode of thought. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 「 大 いな る 技 」 の 主要 な 目的 は 、 考 え の 唯一 の 形 と し て 人 々 
の 間 で 唯一 の 言葉 を 定め る 事 で ある 。 

He visited Paris and there astonlshed the most learned doctors: 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 パ リ を 訪れ て 、 最 高 に 博識 な 学者 た ち を 驚か せ た 。 
afterwards he crossed over to Spaim, tarried at Complute, where he 
founded a central academy for the study of 1anguages and scienCes. 
その 後 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 フ ラン ス を 越境 し て 、 ス ペイ ン を 訪れ 、Complute 
に 一 時 滞在 し て 、 言 語 と 学問 を 学ぶ た め の 中 央 学校 を 建設 し た 。 

He reformed a numDer of conVents, wert on to Italy and recruited 
soldiers for a new mhtary order the institution of which he adVvocated 
at the Very Counc1l of Vienna which condemned the Templars. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 多 数 の 修道 院 、 多 数 の 修道 会 を 改善 し 、 イ タリ ア を 訪れ て 
新しい 軍隊 的 な 修道 会 の た め に 軍人 を 勧誘 し て 正 に 神殿 騎士 団 を 非難 し て いた 
ウィ ー ン の 公会 議 で 建設 を 提唱 し た 。 


The catholic science and the true imitiation 0f St. ]ohn were intended 
thereby to rescue the protectimg sword of the Temple from faithless 
handS. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 カ トリ ッ ク の 知 と 使徒 ヨハ ネ の 真 の 秘伝 伝授 に よっ て 、 不 
信心 な 人 の 手 か ら 、 神 殿 を 守る 剣 を 取り 戻 そ うと し た 。 

The great ones of this world derided poor Raymund LullY 

この 世 の 偉 人 た ち は 、 貧 し い ラ イム ンド ゥ ス ルル ス を 笑い も の に し た 。 

and yet in their own despite 

し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 

they did all that he desired. 

この 世 の 偉人 た ち は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス が 望ん だ 事 を 全て 行っ た 。 

This illuminated personality, termed Dy deris1on Raymund the 
Fantastic, seermns to haVe Deen Dope Of DoDes and kimg of kimgs: 
夢想 家 ラ イム ンド ゥ ス と 呼ば れ て 笑い も の に され て いた 、 光 に 照ら され た 者 ライ ムン 
ドゥ ス ルル ス は 、 法 王 の 中 の 法王 で あり 王 の 中 の 王 で あっ た 様 に 思わ れる 。 

he Was Door as ]oD amd gaVe alms to soVerelgTs: 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 ヨ ブ の 様 に 貧し か っ た が 、 権 力 者 た ち に 施し を 与え た 。 
he was called a fool, and he was of that order of folly which confounds 
SageS. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 愚者 と 呼ば れ た が 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 愚か さ は 学者 
た ち を 負かす ほど で あっ た 。 

The greatest politician of the period, Cardimal Ximenes, whose mmd 
Was as Vast as it Was ser10US, neVer SDOke of himm except as the diVine 
Raymund Lully and the most enlhightened doctor 

当時 の 大 いな る 政治 家 で ある 、 真 剣 で 広い 心 の 持ち 主 で ある 、 ヒ メ ネ ス 枢 機 卿 は 、 
常に 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス に つい て 、「 神 の 様 な 者 ライ ムン ドゥ ス ルル ス 」、「 光 に 照 
ら さ れ た 博士 」 と 呼ん で 話し た 。 

He died in 1314, accordimg to GeneDrardl 

GeneDbrarQ に よる と 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 1314 年 に 死ん だ 。 

or in 1315, according to the author of the preface to the Meditations of 
the Hermit Bladuerne. 

「the Meditations of the Hermit Blaguerne( 隠 者 Blauerne の 上 想 録 )」 の 
序文 の 著者 に よる と 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 1315 年 に 死ん だ 。 

He was elghty years Old, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 80 歳 で 死ん だ 。 

and the end of his toilsome and holy existence came on the Festival of 
the martyrdom of St. Peter and St. Paul. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 労苦 し た 神聖 な 人 生 の 終わ り は 使徒 ペトロ と 使徒 パウ ロ の 
祝日 6 月 29 日 に 訪れ た 。 

A disciple of the great Kabalists, Raymund Lully sought to establish an 
aDsolute and umiversal philosophy Dy suDstitutmg for the conventional 
aDstractions of systemms a fixed notion of natural actualties and Dy 


suDstttutimg a sirmple and natural mode of expression for the amDiguous 
terms of scholasticism. 

大 いな る カバ リス ト 達 の 弟子 ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 形 骸 化 し た 抽象 概念 の 代わ 
り に 自然 の 現実 の 確固 と し た 概念 を 用 いて 、 ス コラ 哲学 の 曖昧 (あい まい ) な 用 語 の 
代わ り に 単純 な 自然 な 表現 を 用 いて 、 絶 対 普遍 の 哲学 を 確立 し よう と し た 。 

He condemmned the defimitions of the scholars at his period 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 当 時 の 学者 の 定義 を 非難 し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they perpetuated disputes by ther inexactttude and amphibology. 

当時 の 学者 は 、 不 正確 な 曖昧 (あい まい ) な 定義 に よっ て 、 議 論 を 永続 化し た 。 
Accordimg to Aristotle, man is a reasonaDle amimal, 

アリ スト テレ ス は 「 人 は 理性 的 な 動物 で ある 。」 と 定義 し た 。 

Dut 

し か し 、 

1t may De replied that he is not an anumal amd iS only rarely reasonaDle. 
「 人 は 動物 的 な 者 で は な い 。」、「 人 は 、 た ま に し か 、 理 性 的 で は な い 。」 と 返す 事 が で 
さて し まう 。 

IMoreoVver 

さら に 、 

the words anumal and reasonaDple cannot De Drought into harmonyi: 

「 動 物 的 な 者 」 と 「 理 性 的 な 者 」 と いう 言葉 は 相反 する 。 

a fool, in this sense, Would not De a man, and so forth. 

また 、「 理 性 的 で は な い 愚 者 は 人 で は な い 。」 事 に 成っ て し まう 。 

Raymund Lully defimed things by their right names and not Dy their 
SynOnYyImSs Or aDDrOX1mati1Ons: 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 同 義 語 、 類 義 語 に よっ て で は な く 、 類 似 物 に よっ て で は な く 、 
正しい 名 前 に よっ て 、 も の を 定義 し た 。 

afterwards 

その 後 で 、 

he explained the names Dy etymology. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 語 源 に よっ て 、 も の の 正しい 名 前 を 説明 し た 。 

To the queston 一 Whatis man? 一 he would therefore reply that 

下記 の 様 に に 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス な ら ば 「 人 と は 何者 か ?」 と いう 問い に 答え た で 
あろ う 。 

the word, in its general acceptation, sigmifies the state of Deimg human, 
Dut taken in a Darticular acceptaton it designates the human 
DersonaHty. 

「『 人 と は 何者 か ?』 と いう 言葉 は 、 全 体 的 な 意味 で は 『 人 と いう 存在 の 状態 は 何 
か ?』 を 意味 する が 、 個 々 の 意味 で は 『 人 の 個性 と は 何 か ?』 を 意味 する 。」。 

What however is this human Dersonality? 

「 し か し 、 人 の 個性 と は 何で あろ う ?」。 


Originally, it js the personahty which God made by Dreathmg Hfe into a 
body compounded of earth (humus): 

「 元 々 は 、 神 が 、 土 で 肉体 を 作り 、 命 を 肉体 に 吹き 込ん で 、 個 性 を 創造 し た 。」。 
jiterally 1t 1s you, 1t 1s 1, 1t is Peter Paul, and so on. 

「 厳 密 な 意味 で は 、 人 の 個性 と は 、 あ な た で あり 、 私 ライ ムン ドゥ ス ルル ス で あり 、 使 
徒 ペ トロ で あり 、 使 徒 パ ウロ で あり 、 他 の 人 で ある 。」。 

Those who were accustomed to scientfic jargon protested to the 
illummated doctor that 

下記 の 様 に 、 学 問 的 な 専門 用 語 に 慣れ て いる 人 は 、 光 に 照ら され た 博士 ライ ムン 
ドゥ ス ルル ス に 抗議 し た 。 

anyone could talk jiKe this: 

「 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 様 に な ら 誰 で も 話せ る 。」。 

that on the Dasis of such a method the whole world might pose as 
learnedi 

「 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 方 法 で な ら 全 世界 の 人 が 学 の 有る 者 と し て ふる まえ る 。」。 
and that popular common sense would De preferred Defore the doctrime 
Of acadermleSs. 

「 学 会 の 考え より 、 学 会 の 教え より 、 大 衆 の 常識 が 好ま れ て し まう で あろ う 。」。 
"That is just what 1 wsh," was the answer of Raymund Lully in his great 
SIrmplicity, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 大 いな る 単純 さ に よっ て 、「 そ れこ そ が 正 に 私 が 望ん で いる 
事 で ある 。」 と 答え た 。 

Hence 

その た め 、 

the reproach of Duerihty made against his enhghtened theory: 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 賢明 な 理論 は 幼子 の 様 で ある 、 と 学者 は 非難 し た 。 

and puerile it was in a sense, Dut with the puerilhty of His coumsel Who 
sa1d: "EXxceDt ye Decomme as one Ofthese httle ones, ye shall not enter 
into the Kingdom of heaVen.“ 

マタ イ に よる 福音 18 章 3 節 の 「 幼 子 の 様 に 成ら な けれ ば 、 天 の 王国 に 入れ な い 。」 
と いう イエ ス の 言葉 の 意味 で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 理論 は 「 幼 子 の 様 」 で あっ た 。 
Is not the Kingdom of Heaven also that of science, 

天 の 王国 は 、 知 の 王国 で は な いか ? 天 の 王国 は 、 知 の 王国 で ある ! 

seeing that 

な ぜ な ら 、 

the celestial life of God and men is Dut understandimg and 1oVe? 

実に 、 神 と 人 の 天上 で の 生 と は 、 理 解 と 愛 、 思 いや り で ある 。 

The design of Raymund Lully was to set the Christiamised Kabalah 
aganst the fatalistic magia of the AraDbs, Egyptian traditions against 
those of Imdia, the Magic of Light against Black Magic. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 目的 は 、 キ リス ト 教 化し た カバ ラ で アラ ビア 人 の 宿命 論 的 な 
魔術 に 対抗 する 事 、 エ ジ プ ト 人 の 口伝 で イン ド 人 の 口伝 に 対抗 する 事 、 光 の 魔術 で 
黒 魔術 に 対抗 する 事 で あっ た 。 


He testified that, in the 1ast days, the doctrimes of Antichrist would De a 

materialised realism and that there would De a recrudescence of all the 

monstrosities of evll MagiC. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 終 わり の 時 に 、 反 キリ スト の 考え は 物質 化 さ れ て 再現 され 
て 、 悪 人 の 霊 の 魔術 に よる 全て の 奇形 が 再発 する で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

Hence 

その た め 、 

he sought to Drepare rminds for the return of Enoch, or otherwrise for the 

fimal revelation of that sclence 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 人心 を 、 エ ノ ク の 帰還 、 ま た は 、 エ ノ ク の 知 の 最後 の 啓示 に 

向け て 用 意 さ せよ うと し た 。 

the key of which is in the hieroglyphical alphaDets of Enoch. 

エノク の 知 の 鍵 は 、 エ ノ ク の タロ ッ ト で ある 。 

This harmomising light of reason and faith is to precede the Messianic 

and universal reign of Christiamity on earth. 

エノク の 知 と いう 、 論 理 と 信心 を 一 致 さ せる 光 は 、 地 上 に お ける 救い 主 イ エス の 普遍 
の 統治 を 先導 する 。 

S0 

だ 0 だ め 、 

was Lully a great prophet for true KaDalists and seers, 

真 の カバ リス ト と 真 の 予見 者 に と っ て 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 大 いな る 預言 者 で 

ある 。 

while for sceptics who at least can resDect exalted characters and noDle 

asDiratons, he was a sublnme dreamer 

少な く と も 崇高 な 性 格 と 気 高い 大 志 を 尊敬 で きる 懐 定 者 に と っ て は 、 ライ ムン ドゥ ス 

ルル ス は 岩 高 な 夢想 家 で ある 。 


TE SEVEN PLANETS AND THEIR GENII 


CHAPTER IV 

魔術 の 歴史 第 5 巻 4 章 

ON CERTAIN ALCHEMISTS 

何人 か の 錬金術 師 に つい て 

NICHOLAS FLAMEL Delongs to alchemmy exclus1vely 

ニコ ラ フラ メル は 錬金術 だ け に 入門 し た 。 

and 

その た め 、 

he enters only into our consideration because of the hieroglyphical 
book of Abraham the jew, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ニ コラ フラ メル が 錬金術 に 入門 する きっ か け に 成っ た へ ブラ イ 
人 アブ ラ ハ ム の 「Asch Mezareph」 と いう 象徴 的 な 本 だ け を 考慮 に 入れ る 。 

im which the scrivener of the rue Saint-jacgues-1a-Boucherie found the 
aDsolute keys ofthe Great WorK. 

サン ジャ ッ ク ド ラ ブー シュ リー 通り の 代 書 人 二 ニコラ フラ メル は 、「Asch 
Mezareph」 に よっ て 、「 大 作業 」 の 絶対 の 鍵 を 見 つけ た 。 

This Dook was founded on the Keys of the Tarot 

「Asch Mezareph」 と いう 本 は 、 タ ロッ ト の 鍵 に 基づい て いる 。 

and Was smply a hieroglyphical and Hermetic commentary on the 
SeDher Tetzirah. 

「Asch Mezareph」 は 、「 形 成 の 書 」 の タロ ッ ト 的 な 錬金術 的 な 注釈 で ある 。( 高 休 
魔術 の 教理 21 章 「 多 分 カバ リス ト の アブ ラ ハ ム は 『 形 成 の 書 』 の 編集 者 で ある 。」。) 
We fimd as a fact, Dy the description of Flamel himself, that the leaves 
were 21 in numDer making 22 wrth the ttle, 

事実 、 二 コラ フラ メル の 話 に よる と 、「Asch Mezareph」 は 、21 枚 の 絵 で あり 、 表 紙 
の 絵 を 合わ せる と 、22 枚 の 絵 に 成る 。( タ ロッ ト の 大 アル カナ は 22 枚 の 絵 で ある 。) 
and that they were divided into three septenar1es, 

「Asch Mezareph」 の 21 枚 の 絵 は 、3 組 の 7 つ 1 組 に 分 けら れる 。 

having a Dlank leaf at every seventh Dage. 

「Asch Mezareph」 の 3 組 の 7 つ 1 組 の 絵 は 、7 枚 ご と に 、 白 紙 の ペー ジ が あっ た 。 
Let us here Dear in mind that the ApocalyDpse, 

「Asch Mezareph」 の 3 組 の 7 つ 1 組 の 絵 に は 7 枚 ご と に 白紙 の ペー ジ が ある 所 
に 、 ヨ ハネ の 束 示 録 を 連想 し よう 。 

that sublime Kabahistic and prophetic surmmary of all occult tyDes, 

ヨハ ネ の 回 示 録 は 、 全 て の 隠さ れ た 象徴 の 崇高 な カバ ラ 的 な 預言 的 な 要約 で ある 。 
also divided its symDols into three septenar1es, 

ヨハ ネ の 黙示 録 は 、 象 徴 を 3 組 の 7 つ 1 組 に 分 け て いる 。 

between each of which there is silence in heaven, 

7 つ 1 組 の 象徴 ご と に 、 天 に は 沈黙 が ある 。( ヨ ハネ の 黙示 録 8 章 1 節 「 第 7 の 封印 
を 開い た 時 、 天 に は 沈黙 が あっ た 。」。) 

thus institutimg a strikimg analogy with the urinscriDed leafin the 
mystic Dook of Flamel. 


ヨハ ネ の 黙 示 録 と 、 ニ コラ フラ メル の 話 に よる 神秘 的 な 本 「Asch Mezareph」 の 名 
前 の 無い 絵 は 類 似 し て いる 。 

The septenaries of the ApocalyDse are 

下記 は 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 3 組 の 7 つ 1 組 で ある 。 

(a) seven seals to opeTl, 

(1) 開 か れる 7 つの 封印 。 

mearung seven mysteries to De learned and seven difficulties to De 
OVerCOme: 

ヨハ ネ の 鷲 示 録 の 7 つの 封印 は 、 学 ぶ べ き 7 つの 神秘 と 、 克 服 す る べき 7 つの 困難 
を 意味 する 。 

(D) seven trummpets to soumdL 

(2) 鳴 ら さ れる 7 つの ラッ パ 。 

Deing sever utterances to understandi: 

ヨハ ネ の 黙示 録 の 7 つの ラッ パ は 、 理 解す る べき 7 つの 言葉 で ある 。 

(c) seven vials to emDty, 

(3) 空 ( あ ) け られ る 7 つの 杯 。 空 ( あ ) け られ る 7 つの 鉢 ( は ち )。 

which signify seven suDstances which must De volatihised and fixed. 
ヨハ ネ の 球 示 録 の 7 つの 杯 は 、 気 化 さ せ て 固定 する 必要 が 有る 、7 つの 物質 を 意味 
する 。 

In the work of Flamel the first seventh leaf has as its hieroglyphical 
character the wand of Moses ovVercoming the serpents Drought forth by 
the magicians of Pharaoh. 

ニコ ラ フラ メル の 話 に よる 「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 に は 、 モ ー セ の 杖 が 、 
ファ ラオ の 魔術 師 が も た らし た 蛇 た ち を 圧倒 し て いる 絵 が 描か れ て いる 。 

They are seen devouring one another 

ファ ラオ の 魔術 師 の 蛇 た ち は 互 い を 飲み 込み 合っ て いる 。 

and the figure as a whole is analogous to the Victor of the Tarot, 

「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 は 、 タ ロッ ト の 7 ペー ジ 目 の 「 勝 利 者 」 に 類似 し て 
いる 。 

yoking to his cuDic chariot the white and black sphinxes of Egyptian 
MagiCc. 

タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 の 「 勝 利 者 」 は 、 古 代 エ ジ プ ト 人 の 魔術 に お ける 白い ス フ ィ ン ク 
ス と 墨 い ス フィ ンク ス を 立方 体 の 戦車 に つない で いる 。 

The symDolin question corresDonds to the seventh dogma in the creed 
of Maimonides: we ackmowledge Dut one Drophet, who is MOses. 

「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 の 絵 は 「 預 言 者 モー セ ( の 全て の 預言 者 の 中 で 
の 超越 性 ) を 唯一 認め る 。」 と いう マイ モニ デス の 「13 の 信仰 箇条 」 の 第 7 の 考え に 
対応 し て いる 。 

It represerts the uruty of science and the Worki: 

「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 の 絵 は 、 知 と 務め の 一 致 を 表す 。 

it represents further the Mercury of the Wise, 

「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 の 絵 は 、「 賢 者 の 水銀 」 を 表す 。 


which is formed Dy the dissolution of composites and by the reciprocal 
action of the Sulphur and Salt of metals. 

分 解 と 合成 と 、 硫 黄 と 「 金 属 の 塩 」 の 相互 作用 が 、「 賢 者 の 水銀 」 を 形成 する 。 

The emDlem on the fourteenth page was the Brazen Serpert set UDOn a 
CTOSS. 

「Asch Mezareph」 の 14 ペー ジ 目 に は 、 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 の 十字 の さ お 
に 吊る され た 火 の 蛇 が 描か れ て いる 。 

The cross represerts the marriage of the Durified Sulphur and Salt, 
十字 は 、 清 め ら れ た 硫黄 と 塩 の 結合 を 表す 。 

as also the condensation of the Astral Light. 

十字 は 、 星 の 光 の 濃縮 を 表す 、 様 に 。 

The fourteenth Trump card in the Tarot depicts an angel, who is the 
spirit of the earth, mmngling the Hquids in two eWers, one Of gold and 
One Of silVer 

タロ ッ ト の 14 ペー ジ 目 に は 、 金 の 杯 と 銀 の 杯 で 液体 を 混ぜ て いる 、 星 の 光 と いう 地 
の 魂 で ある 天使 が 描か れ て いる 。 

It is the same symDol formulated after another manner 

「Asch Mezareph」 の 14 ペー ジ 目 の 絵 と 、 タ ロッ ト の 14 ペー ジ 目 の 絵 は 、 別 の 方 
法 で 表 さ れ た 同じ 象徴 で ある 。 

On the 21st leaf of Flamel's Dook there was the type of space and 
unuversal life, represented Dy a desert with springs of water and 
serpents ghding hither and thither 

ニコ ラ フラ メル の 話 に よる 「Asch Mezareph」 の 21 ペー ジ 目 に は 、 時 間 と 普遍 の 
命 の 象徴 で ある 、 砂 漠 と 泉 と 、 あ ちこ ち で 滑ら か に 動い て いる 蛇 た ち が 描 か れ て いる 。 
In the Tarot, space is typified Dy the four signs allocated to the cardinal 
points of heaveru and life is represented Dy a naked girl dancimngin a 
Crcle. 

タロ ッ ト の 21 ペー ジ 目 で は 、( 牡 牛 座 、 水 瓶 座 、 獅 子 座 と いう ) 天 空 の 東西 南北 の 星 
座 に 配置 され た 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの 象徴 が 時 間 を 表し 、 円 冠 の 中 で 
踊る 様 に 進む 裸 の 少女 が 命 を 表す 。 

Flamel does not specify the numDer of springs and serDents, but the 
former Would proDaDly De four springing from one source, as in the 
Pantacle of Eden: 

ニコ ラ フラ メル は 泉 の 数 と 蛇 の 数 を 話し て いな い が 、 十 中 八 九 、 創 世 記 2 章 の 楽園 
エデン の pantacle の 様 に 、「Asch Mezareph」 の 21 ペー ジ 目 の 絵 で は 、 唯 一 の 
泉 か ら 4 つの 川 が 流れ て いる 。 

the serpents would De four seVen, rme or ten. 

蛇 の 数 は 4 か 7 か 9 か 10 で ある 。 

On the fourth 1eaf was the figure of Time, preparing to cut offthe feet of 
Mercury 

「Asch Mezareph」 の 4 ペー ジ 目 に は 、 水 銀 の 津 ( か す ) を 除去 する 用 意 を し て いる 、 
鍵 (か ま ) を 持つ 擬人 化 さ れ た 「 時 」 が 描か れ て いる 。 


Close Dy was a rose-tree in Dlossom the root beimg Dlue, the stem white, 
the leaves red, and the flowers golden. 

近く に は 、 根 が 青色 、 茎 (くさ ) が 白色 、 葉 が 赤色 、 花 が 金色 で ある 、 薔 薇 が 咲い て いる 。 
The numDer four is that of elemental realisation. 

数 4 は 、 四 大 元素 に よる 実現 の 数 で ある 。 

Tiume 1s atmospheric nitre: 

鎌 (か ま ) を 持つ 擬人 化 さ れ た 「 時 」 は 、「 大 気 の 硝石 」 で ある 。 

his scythe is the acid which is extracted from this nitre, 

擬人 化 さ れ た 「 時 」 が 持つ 鎌 ( か ま ) は 、「 大 気 の 硝石 」 か ら 引き 出さ れ た 「 酸 」 で ある 。 
and the Mercury is fixed thereDy Deing transformed into salt. 

「 大 気 の 硝石 」 か ら 引き 出さ れ た 「 酸 」 は 、 水 銀 を 、「 塩 」 に 変え て 、 固 定 する 。 

The rose-tree reDresents the Work and the success1ve colours which 
characterise 1ts stageS: 

薔薇 は 、「 作 業 」 と 、「 作 業 」 の 連続 する 三 段 階 の 特徴 で ある 色 を 表す 。 

1t is the mastery Dassimg through the Dlack, white and red asDects, 

「 作 業 」 は 、 黒 色 、 白 色 、 赤 色 の 三 段 階 へ の 精通 で ある 。 

Out of which gold is produced as a Dlossomm that Duds and unfolds. 

黒色 、 白 色 、 赤 色 の 三 段 階 へ の 精通 か ら 、 芽 を 出し て 開く 花 と し て 、 黄 金 が も た ら さ 
れる 。 

The number 5 is that ofthe Great Mystery, 

数 5 は 、 大 いな る 神秘 の 数 で ある 。 

and on the fifth page bhnd men were represented digging up the 
grOumndl round the rose-tree in search of the grand agent which is 
Dresent eVerywhere. 

「Asch Mezareph」 の 5 ペー ジ 目 に は 、 薔 薇 の 周囲 の 地 を 掘っ て 、 遍 在 し て いる 大 
いな る 代行 者 で ある 星 の 光 を 探求 し て いる 、 盲 人 達 が 描か れ て いる 。 

SOme others, who were Detter advised, were Welghimg a white water 
resemDling a solidified air 

より 賢明 な 何人 か は 、 凝 固 し た 空気 に 似 て いる 白い 水 を 量 ( は か ) っ て いる 。 

On the reVerse side of this page was the massacre of the innocents, with 
the sun and moon descending to Dathe in their blood. 

「Asch Mezareph」 の 5 ペー ジ 目 の 裏 に は 、 マ タイ に よる 福音 2 章 の ヘロデ 大 王 に 
よる 幼児 虐殺 と 、 幼 子 の 血 を 浴び に 降臨 し て いる 太陽 と 月 が 描か れ て いる 。 

This allegory, which is the Hteral secret of Hermetic art, has reference to 
that process of taking ar into air as Aristeus Duts 1t: 
錬金術 の わざ の 秘密 で ある 「Asch Mezareph」 の 5 ペー ジ 目 の 裏 の 象徴 は 、 
Aristeus の 「 大 気 か ら 星 の 光 と いう 気体 を 抽出 する 必要 が 有る 。」 と いう 話 の 方 法 
と 関連 が 有る 。 

Or to speak intelhgible 1anguage, 

理解 し 易い 言葉 で 話す と 、 

of usimg air as force, exDanding it Dy means of Astral Light, just as water 
1s changed into steamm by the action of fire. 


「 大 気 か ら 星 の 光 と いう 気体 を 抽出 する 。」 事 は 、 火 の 作用 に よっ て 水 が 蒸 気 に 変わ 
る 様 に 、「 星 の 光 に よっ て 『 風 』 を 力 と し て 応用 し て 『 風 』 を 拡張 する 。」 事 で ある 。 
This can De accomplished Dy the aid of electricity, magnets and a 
Powerful projection of the operator's wl, when directed by science and 
g00d Intent. 

知 と 善い 意思 が 導い た 電気 と 磁石 と 作業 者 の 意思 の 強力 な 放射 の 助け に よっ て 、 
「 大 気 か ら 星 の 光 と いう 気体 を 抽出 する 。」 事 、「 星 の 光 に よっ て 『 風 』 を 力 と し て 応 
用 し て 『 風 』 を 拡張 する 。」 事 の 成 惹 は 可能 と 成る 。 

The children's Dlood represents that essential light which is extracted Dy 
philosophical fire from elementary Dodies. 

幼子 の 血 と いう 象徴 は 、「 錬 金 術 師 の 火 」 が 四 大 元素 に よる 肉体 か ら 抽 出し た 、 精 
髄 の 光 で ある 星 の 光 を 表す 。 

When it is said that the sun and moon come down to Dathe, the 
meannng is that the silver therein is tnctured into gold and that the gold 
acduires a grade Of Durity Dy which its sulphur is transformed into the 
true Powder of Projection. 

幼子 の 血 を 浴び に 降臨 し て いる 太陽 と 月 は 、 金 色 の 硫黄 を 錬 金 で 溶け て いる 卑 金 
属 に 投入 する 粉 に 変え る ほど の 純度 を 得 た 黄金 と 、 星 の 光 に よっ て 金色 に 染まっ た 
銀 を 意味 する 。 

We are not writmg a treattse on alchemy, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 錬金術 に つい て の 論文 を 書い て いる わけ で は な い 。 

although 

けれ ども 、 

this sclence is really Transcendental Magic Dut into operatlon: 

錬金術 と いう 知 は 、 実 践 され た 超越 的 な 魔術 で ある 。 

we reserVe 1ts revelations and wonders for other special amd more 
extemded WoOrKS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 よ り 詳 細 な 他 の 専門 書 の た め に 、 錬 金 術 の 啓示 と 不思議 を 保 
留 する 。 

Popular tradition affirms that 

民間 の 口伝 に よる と 、 

Flamel did not die 

ニコ ラ フラ メル は 死ん で いな い 。 

and that 

また 、 

he Duried a treasure under the tower 0f Saimt-jacdues-1a-Boucherie. 

ニコ ラ フラ メル は 、 宝 を サン ジャ ッ ク ド ラ ブー シュ リー の 塔 の 下 に 埋め た 。 
Accordimg to iuminated adepts, 

光 に 照ら され た 達 道 者 に よる と 、 

this treasure, Contaimed in a cedar Dox covered with plates of the seVen 
metals, was the origimal copy of the famous Dook attriDuted to Abraham 
the jew, with commentaries in the writing of Flamel and sufficient 


SDeclmenrs Of the Powder of Projection to transmute the sea into gold, 
SuDDposing that the sea Were Mercury. 

ニコ ラ フラ メル の 宝 は 、7 つの 金属 の 板 で 緒 われ た シダ ー ウッ ド の 箱 に お さめ られ 
た 、 へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 高 名 な 本 「Asch Mezareph」 の 原本 、 ニ コラ フラ メル 
に よる 「Asch Mezareph」 の 注釈 書 、 錬 金 で 溶け て いる 卑 金属 に 投入 する 粉 の 、 仮 
に 海 が 水銀 で あれ ば 、 海 を 黄金 に 錬 金 する の に 十分 な 、 サ ンプ ブル で ある 。 

After Flamel came Bernard Trevisan, Basil Valentine and other famous 
alchermists. 

ニコ ラ フラ メル の 後に 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン 、 バ シレ ウス ヴァ レン ティ ヌス 、 そ の 
他 の 高 名 な 錬金術 師 が 現れ た 。 

The twelve Keys of Basil Valentime are at once KaDalistic, magical and 
Hermetic. 

バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 は 、 カ バラ 、 魔 術 、 錬 金 術 で ある 。 

Then in 1480 appeared Trithemius, 

1480 年 に 、 ト リ テ ミ ウス が 現れ た 。 

who was the master of Cornelius AgriDDa 

トリ テ ミ ウ ス は 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ の 師 で ある 。 

and the greatest dogmatic mag1cian of the middle ages. 

トリ テ ミ ウ ス は 、 中 世 の 大 いな る 教義 的 な 魔術 師 で ある 。 

Trithemius was an abDbot of the Order of St. Benedict, 

トリ テ ミ ウ ス は 、 ベ ネ デ ィ ク ト 修 道 会 の 聖 マ ル テ ィ ン 修道 院 の 修道 院長 で あっ た 。 
of irreproachable orthodoxy and unimpeachable conduct. 

トリ テ ミ ウ ス は 、 非 の 打ち 所 の 無い 正統 な 教え と 、 非 の 打ち 所 の 無い 品行 の 、 修 道 院 
長 で あっ た 。 

He was not so Imprudent as to write ODerly on occult philosophy 1ikKe 
his venture-SOme dhsciple AgriDDa. 

トリ テ ミ ウ ス は 、 和 弟子 の 大 胆 な コル ネリ ウス アグ リッ パ と 異な り 、 隠 され た 哲学 を 公 
に 書く ほど 、 無 思慮 で は な か っ た 。 

All his magical works turn on the art of conceaHmg myster1es, 

トリ テ ミ ウ ス の 全て の 魔術 書 は 、 神 秘 を 隠す 技術 に よっ て 、 記 され て いる 。 

while his doctrine was expressed in a Dantacle, after the manner of true 
adeDtS. 

トリ テ ミ ウ ス は 、 真 の 達 道 者 の 作法 に 従っ て 、 考 え を pantacle に よっ て 表現 し た 。 
This pantacle 1S eXCess1Vely rare, 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 非 常に 稀少 で ある 。 

and is found only in a few manuscript copies Of his tract De Septem 
SeCUTdle1S. 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 の いく つか の 手書き の 写 
本 に し か 記さ れ て いな い 。 

A Polish gentleman and man of exalted mind and noble heart, Count 
Alexander BranstKi possesses a CUur1OuS eXample which he has kimdly 
Shewn tO US. 


ポー ラン ド の 紳士 で ある 、 気 高い 心 を 持つ 人 で ある 、Alexander Branistki 伯爵 が 、 
トリ テ ミ ウ ス の pantacle が 記さ れ た 興味 深い 本 「 七 つの 第 二 原因 に つい て 」 を 所 
有 し て いて 、 親 切 に も エリ ファ ス レヴ ィ に 見 せ て くれ た 。 

The pantacle consists of two triangles joimed at the Dase, one white and 
the other Dlack. 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 底 辺 で 結合 し た 白い 正三 角形 と 黒い 逆 正 三角 形 で あ 
る 。 

At the apex of the black triangle there is a fool crouching, who turns his 
head with difficulty and gazes awe-struck into the triangle, where his 
Own Iikeness is reflected. 

黒い 逆 正三 角形 の 頂点 に は 、 黒 い 逆 正三 角形 の 中 に 映っ て いる 自身 の 映像 を か ろ 
うじ て 顔 を 向け て 見 つめ て 恐れ て いる 愚者 が いる 。 

On the apex of the white triangle stands a man in the prime of Ife, 
armed as a kmight, having a steady glance and an attitude of strong and 
peaceful command. 

白い 正三 角形 の 頂点 の 上 で は 、 和 騎士 の よう な 武装 を し て 見 すえ て 力強い 態度 で 平 
静 に 命令 し て いる 壮年 の 男性 が いる 。 

In this triangle are inscribed the letters of the divine Tetragram. 

白い 正三 角形 の 中 に は 、 神 の テト ラ グラ マト ン 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ が 記さ れ て いる 。 
The natural and exoteric sense Of the emDlem may De explaimed Dy an 
aphorism as follows: The wise man rests in the fear ofthe true GodL Dut 
the fool is overwhelmed by the terror of a false god made in his own 
1mage. 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle の 自然 な 意味 、 大 衆 向け の 意味 は 「 賢 者 は 真 の 神 へ の 景 
敬 に よっ て 安らぐ が 、 愚 者 は 妄想 で ね つ 造 し た 偽 の 神 へ の 恐怖 に 圧倒 され る 。」 と い 
う 言 葉 で 説明 で きる 。 

By meditatimg on the pantacle as a whole, and thereafter on its 
Contstituemts SUCCeSs1Vely, the adepts, howeVer wl fimd therein the 1ast 
word of Kabalism and the unspeakaDle formula of the Great Arcamum. 
達 道 者 は 、 ト リ テ ミ ウス の pantacle を 全体 的 に 熟考 し た 後に 部 分 的 に 熟考 する 事 
に よっ て 、 カ バラ の 究極 の 言葉 と 、 大 いな る 秘密 の 言い 表せ な い 言 葉 を 見 つけ る で 
あろ う 。 

In other words, 

言い 換え る と 、 

lt is the distimction Detween miracles and prodigies, 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 奇 跡 と 驚 異 現象 の 違い を 表す 。 

the secret of apDaritions, 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 霊 の 出現 の 秘密 を 表す 。 

the umnversal theory of magnetism 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 磁 気 の 催眠 術 の 普遍 の 理論 を 表す 。 

andthe science of all mysteries. 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 全 て の 神秘 の 知 を 表す 。 


Trithemius composed a history of Magic, written entirely in Dantacles, 
under the ttle: Veterum Sophorum Sigilla et Imagines Magicae( = old 
Sages's Seals and images of magiC). 

トリ テ ミ ウ ス は 、「Veterum Sophorum Sigilla et Imagines Magicae( 古 代 の 賢 
者 の 象徴 と 魔術 の 象徴 )」 で 、 魔 術 の 歴史 を 複数 の pantacle で 記し た 。 

In his Steganography and Polygraphy he giVes the key to all occult 
wr1timgs 

「 ス テ ガ ノ グラ フィ ア 」 と 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 で 、 ト リ テ ミ ウス は 、 全 て の 隠さ れ た 知 に つ 
いて の 文書 の 鍵 を 与え た 。 

and explains in veiled terms the real science of incantations and 
eVOCat1OTS. 

「 ス テ ガ ノ グラ フィ ア 」 と 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 で 、 ト リ テ ミ ウス は 、 呪 文 と 降 霊 術 の 真 の 知 
を ヴェ ー ル で 隠し た 言葉 で 説明 し て いる 。 

Trithemius is in Magic the master of masters, 

トリ テ ミ ウ ス は 、 魔 術 の 、 師 の 中 の 師 で ある 。 

and we haVe no hesitaton In Droclaiming him the most wise and 
learned of adeDtSs. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ト リ テ ミ ウス を 、 達 道 者 の 中 で 最大 の 学 の 有る 賢者 と ほめ た た 
える の を た め ら わな い 。 

It is otherwise with Cornelus AgriDDa, 

一 方 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 賢 明 で は な か っ た 。 

who was a seeker all his ]ife 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 一 生 、 探 求 者 の まま で あっ た 。 

and attaimned neither science nor DeaCe. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 知 に も 平和 に も 到達 で き な か っ た 。 

His Dooks are full of erudition and assurantce: 

コル ネリ ウス アグ リッ パ の 本 は 、 博 識 と 自信 に 満ち て いる 。 

he was himself of an independent and phantastic character 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 独 立 独歩 の 人 、 奇 人 で あっ た 。 

SO It came aDout that 

その た め 、 

he passed for an abDominaDle sorcerer 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 憎 むべ き 悪 人 の 霊 の 魔術 師 と し て 通 ( と お ) っ て し まっ た 。 
and 

その た め 、 

Was DerseCcuted Dy the priesthood and princes. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 聖 職 者 と 権力 者 に 迫害 され た 。 

In the end he wrote against the sciences which had failed to bring him 
hapD1meSS, 

その た め 、 最 後に は 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 幸 せ に し て くれ な か っ た 学問 を 否 
定 す る 「 学 問 の 不 確 実 さと 空 し さ に つい て 」 と いう 本 を 書い て し まっ た 。 

and he dned in misery and aDandonment. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 み じ め に 見 捨て られ て 死ん だ 。 


We now come to the mmild and pleasing figure of that learned and 
sublime Postel 

学 の 有る 気 高 い ギヨーム ポス テル の 温和 な 好ま し い 人 物 像 を 話す 時 が 来 た 。 
who is kmown only Dy his over-mystcal 1ove for an elderly Dut 
lumimated woman. 

ギヨーム ポス テル は 、 高 齢 だ が 、 光 に 照ら され た 女性 で ある 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ 
へ の 神秘 的 過ぎ る 愛 に よっ て し か 知ら れ て いな い 。 

There is something far different in Postel from the disciple of Mother 
jeanne, 

ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 敬愛 者 で ある 、 だ け で は な か っ た 。 
Dut 

し か し 、 

Vulgar mimds prefer to disparage rather than to learn 

大 衆 は 、 学 ぶよ り も 、 笑 いも の に する 事 を 好む 。 

and 

その た め 、 

have no wrsh to see anythimg Detter in him. 

大 来 は 、 ギ ヨー ム ポス テル の 良い 所 を 見 よう と 望ま な い 。 

It is not for the Denefit of these that we propose to make known the 
genus Of Wiliam Postel. 

エリ ファ ス レヴ ィ が ギヨーム ポス テル の 知 や 精神 を 教え る の は 、 大 和 求 の た めで は な 
い 。 

He was the son of a poor peasant, Delonging to the district of Barenton 
Im Normandyi: 

ギヨーム ポス テル は 、 フ ラン ス の ノル マン ディ ー の バロン トン の 貧し い 農 民 の 息子 で 
あめ 2 だ 。 

by force of perseverance and much sacrifice, he contrived to teach 
himself and Decame the most learned man of his tme: 

ギヨーム ポス テル は 、 忍 耐 に よっ て 、 多 く の 犠 牲 を 払っ て 、 ど うに か し て 独学 し て 、 当 
時 の 最高 の 学 の 有る 者 に 成っ た 。 

Dut 

じ が じ 、 

DOVerty Dursued him always 

ギヨーム ポス テル は 、 常 に 、 貧 困 に 苦し め ら れ た 。 

and Wat occasionally compelled him to sell his Dooks. 

ギヨーム ポス テル は 、 貧 困 に よっ て 、 本 を 売ら ざる を えな い 時 も 有 っ た 。 

Full of resignation and sweetness, he worked hke a laDourimg manr to 
win a morsel of bread and then wert Dack to his studies. 

それ に も か か わら ず 、 ギ ヨー ム ボス テル は 、 あ きら め 、 温 和 に 満ち て 、 一 片 の パン を 
得る た め に (学者 な の に ) 肉 体 労働 者 の 様 に 働き 、 帰 っ て か ら も 、 学 ん だ 。 

He acqduired all known languages and sciences Of his Deriodi: 

そう し て 、 ギ ヨー ム ボス テル は 、 当 時 の 全て の 既知 の 言語 と 学問 を 習得 し た 。 


he discovered rare and Driceless rmanuscr1pts, including the apocryphal 
gOSDels and the Sepher Yetzirah: 

ギヨーム ポス テル は 、 福 音 書 外典 と 「 形 成 の 書 」 を 含む 貴重 な 手書き の 文書 を 見 つ 
サ だ 。 

he initiated himself into the mysteries of the transcendental KaDalah, 
それ に より 、 独 力 で 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 超 越 的 な カバ ラ の 神秘 に 入門 し た 。 

and 

Cal 

in his simple admiration for that aDsolute truth, for that supreme 
reasOn of all philosophies and dogmas, it was his amDition to reveal it to 
the world. 

ギヨーム ポス テル は 、 カ バラ の 絶対 の 真理 へ の 純粋 な 明 散 と 、 カ バラ の 全て の 哲学 
と 教え の 無 上 の 論理 へ の 純粋 な 明 散 か ら 、 世 界 の 人 々 に カバ ラ を 明か す 事 を 望ん 
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He therefore spoke the 1anguage of mysteries ODerly 

ギヨーム ポス テル は 、 神 秘 を 公 の 言葉 で 話し た 。 

and wrote a Dook entitled the Key of Things kept Secret from the 
Foundation of the World. 

ギヨーム ポス テル は 、「 創 世 か ら 隠さ れ た も の の 鍵 」 と いう 本 を 書い た 。 

He dedicated this work to the fathers assemDbled at the Council of Trent, 
entreatimg them to enter the path of concilhation and umiversal 
Synthes1Ss. 

ギヨーム ポス テル は 、「 創 世 か ら 隠 され た も の の 鍵 」 を トレ ント の 公会 議 の 教父 に 
贈っ て 、 和 解 と 普遍 の 統合 へ の 道 に 入る よう に 求め た 。 

No one understood him, 

誰 も ギヨーム ポス テル を 理解 で き な か っ た 。 

Some acCcused him of heresy 

ある 人 々 は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 異端 者 と 誤っ て 非難 し た 。 

and the most moderate were contented to say that he was a fool. 
穏健 な 人 々 は 、「 ギ ヨー ム ポス テル は 、 愚 者 で ある 。」 と 誤っ て 話す に と ど ま っ た 。 
The Trimity, according to Postel, made man in Its image and Its IikenesSs. 
ギヨーム ポス テル は 、「 三 位 一 体 で ある 神 は 、 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た 。」 
と 話し て いる 。 そ の た め 、 


The human Dody is dual 

人 の 体 は 二 重 で ある 。 

andlits triadic uruty is through the umion of the two halves. 
人 の 体 の 3 つ 1 組 の 統一 は 、 左 右 の 統一 で ある 。 

The human soul is also dual: 

また 、 人 の 魂 は 二 重 で ある 。 

1t 1S amirmus and annma, or intellect and emotiorn: 

人 の 魂 の 二 重 は 、 知 アニ ム ス と 感情 アニ マ で ある 。 


1t has also tWo seXeS, 

人 の 魂 に は 男性 性 と 女性 性 が ある 。 

the male being resident in the head and the female in the heart. 
人 の 魂 で は 、 男 性 性 は 知 に 内 在 し 、 女 性 性 は 感情 に 内 在 し て いる 。 
Redemption im its completon must also De dual in humamity: 
罪 の つぐ な い の 実 現 は 、 人 に と っ て は 二 重 で ある 必要 が 有る 。 

the mind by its purity makes good the errors of the heart, 

知 を 清め る 事 は 、 感 情 の 誤り を つぐ な う 。 

and then 

ぞう し て が ら 、 

the generosity of the heart must rescue the egoistic Darrenness Of the 
Drann. 

感情 の 豊か さ に よっ て 、 知 を 利己 主義 に よる 不毛 か ら 解放 する 必要 が 有る 。 
Christianity from Postel's standpoint, has Deen so far understood only 
by the reasonimg mmd and has not entered into the heart. 
ギヨーム ポス テル か ら 見 る と 、 今 まで 論理 的 な 知 だ けが キリ スト 教 を 理解 し 、 キ リス 
ト 教 は 感情 に まで 至っ て いな い 。 

The Word has Deen made man, 

神 の 言葉 イエ ス は 男性 の 人 に 成っ た 。 

Dut the world will De saved when the Word shall have Deen made 
woman. 

神 の 言葉 が (宗教 的 に ) 女 性 的 に 成っ た 時 に 、 世 界 は 救 わ れる で あろ う 。 
The suDblme grandeurs Of the spirit of love will De taught Dy the 
maternal genus of religion, 

宗教 の 母 の 精神 が 、 愛 、 思 いや り 、 愛 情 の 精神 の 気 高 さ を 教え る で あろ う 。 
and then 

そう する と 、 

reason wil De harmonised with faith, 

論理 は 信心 と 一 致す る で あろ う 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it wl comprehend, interpret and restrain the sacred excesses Of 
devotion. 

論理 は 、 愛 情 の 神聖 な 行き 過ぎ を 理解 し 、 説 明 し 、 抑 える で あろ う 。 


」 

Observe, he remarks, how religion is understood Dy the major1ty of 
Christians: 

ギヨーム ポス テル は 、「 多 数 の キリ スト 教徒 が 宗教 を 、 ど の よう に 誤解 し て いる か 見 
な さい 。」 と 話し て いる 。 


1t 1S On]y as an ignorant amd persecutmg Dartlality, 


多数 の キリ スト 教徒 は 、 宗 教 を 無知 な 迫害 する 不 公平 に 過ぎ な いと 誤解 し て いる 。 

a SUDersttious amd stupid stuDDornmneSss, 

多数 の キリ スト 教徒 は 、 宗 教 を 迷信 的 な 愚か な 頑 迷 さと 誤解 し て いる 。 

and fear 一 Dase fear 一 above all. 

特に 、 多 数 の キリ スト 教徒 は 、 宗 教 を ( 神 へ の 長 散 で は な く ) 劣 悪 な 恐怖 と 誤解 し て い 

る 。 

WhYy is this? 

な ぜ 多 数 の キリ スト 教徒 は 、 宗 教 を 誤解 し て いる の か ? 

BeCauSe 

な ぜ な ら 、 

those who profess it have not the woman-heart 

宗教 人 信じ て いる 人 々 は 、 女 性 的 な (思い や り の ) 心 を 持っ て いな い (、 今 の 所 は )。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they are foreign to the divine enthusiasms of that mother-loVe 

宗教 を 人 信じ て いる 人 々 は 、 母 の 愛情 の 神聖 な 神 が か っ た 熱狂 と 無縁 で ある (、 今 の 所 

は )。 

which explains all religion. 

母 の 愛情 は 、 全 て の 宗教 を 説明 する 。 

The power that has invaded the Drain and Dinds the spirit is not that of 

the goodl understanding and 1ongsufferimg Godi 

導 人 昌和 間 に 多数 の キリ スト 教徒 の 心 を し ば っ て いる カカ 
善良 な 理解 の 有る 忍耐 強い 神 の 力 で は な い 。 

人 | is of the wicked, imDecile and cowardly Satan. 

多数 の キリ スト 教徒 の 知 を 襲っ て いる 力 、 多 数 の キリ スト 教徒 の 心 を し ば っ て いる 力 

は 、 邪 悪 な 愚か な 肛 病 な 悪魔 の 力 で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 す 

る 。) 

It comes aDout in this manner that 

その た め 、 

there is far more fear of the devil than love 0 the Divine. 

多数 の キリ スト 教徒 は 、 神 を 愛す る より も 、 悪 魔 を 堆 れ 

The frozen and shrivelled Drain weighs on the 二 heart jike a 

tomDstone. 

し な び た 冷 た い 知性 が 、 墓 石 の 様 に 、 死 ん で いる 感情 の 重荷 に 成っ て いる 。 

What an awakeming wl it De for understanding, what a reDirth for 

reasor, what a Victory for truth when the heart shall De raised Dy grace. 

神 の 恵み に よっ て 感情 が 復活 し た ら 、 感 情 は 、 理 解 力 に と っ て 目覚 め に 、 理 性 に と っ 

て 復活 に 、 真 理 に と っ て 勝利 に 成る で あろ う ! 

Why am Ithe first and almost the only person to comprehend thiS, 

な ぜ 私 ギヨーム ポス テル は 、 上 記 を 、 理 解 し て いる 、 ほ ぼ 唯 一 の 最初 の 人 な の か ? 

and what can one who has attaimed resurrection Derform alone among 

the dead who can hear nothing? 


何 も 聞 く 耳 を 持た な い 心 が 死ん で いる 人 々 の 中 で 、 復 活 に 到達 し た 人 に 独り で 何 が 
出来 る の か ? 

Come therefore and come quickly, 0 mother-spir1t, 

来 て くだ さい 、 早 く 来 て くだ さい 、 お お っ 、 母 の (思い や り の ) 精 神 。 

who appeared to me at Vemice in the soul of a virgin inspired Dy Godi 
母 の (思い や り の ) 精 神 は 、 イ タリ ア の ヴェ ネツ ィ ア で 、 神 の 霊感 を 受け た 処女 で ある 
女子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 精神 に よっ て 、 私 ギヨーム ポス テル の 所 に あら われ た 。 
descend and teach the women of the new world their redeerming 
mission and their apostolate of holy and spiritual life. 

母 の (思い や り の ) 精 神 よ 、 降 臨 し て 、 罪 を つぐ な う 使 命 と 、 神 聖 な 霊 的 な 命 の 使徒 の 
務め を 新しい 世界 の 女性 達 に 教え て くだ さい 。 


」 

It is a fact that Postel owed these noDle inspirations to a Dlous woman 
named jeanmne, whose acdualntance he had made at Venice. 

ギヨーム ポス テル の 気 高 い 霊 感 が イタ リア の ヴェ ネツ ィ ア で 知り 合っ た 女子 修道 院 
長 ジ ャ ン ヌ と いう 信心 深い 女性 の お か げ で ある の は 事実 で ある 。 

He was the spiritual adViser Of this elect soul 

ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ と いう 神 に 選ば れ た 魂 の 、 霊 的 な 助言 
者 で あっ た 。 

and was drawr into the current of mystic poetry which eddied aDout 
her 

ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 周囲 を 渦巻 く 神秘 的 な 詩情 的 な 流 
れ に 引き 寄せ られ た 。 

When he administered the Eucharist to her 

ギヨーム ポス テル が 、 パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 エ ウ カ リス ティ ア を 女子 修 
道 院長 ジャ ン ヌ に 執り 行っ た 時 、 

she became radnant and transfigured in his eyes, 

ギヨーム ポス テル の 目 に は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ が 光輝 いて 変身 し て 見 えた 。 
and although she was more than fifty years old, the poor priest 
corfesses innocently that he would have taken her for less than fifteen: 
女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 50 歳 以上 で あっ た が 、 貧 し い 祭 司 ギ ヨー ム ポス テル に は 
女子 修道 院長 ジャ ン ヌ が 15 歳 以下 に 見 えた と 純粋 に 話し て いる 。 

so did the sympathy of their hearts transform her in his eyes. 

ギヨーム ポス テル と 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 愛情 の 共感 が ギヨーム ポス テル の 目 
に 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ を 15 歳 以下 に 変身 させ て 見 せ た 。 

One must have followed the life of asceticism to understand such 
celestial hallucimatons and 1yrical puerilittes, such a mystic marr1age 
betweer two virginal Deimgs, such extraordinary enthusiasms of love in 
tWO Dure SOUIS. 

上 記 の 、 天 上 的 な 幻覚 と 詩情 的 な 幼子 の 様 な 子供 っ ぽ さ 、 章 貞 と 処女 の 神秘 的 な 
結婚 、2 つの 清らか な 魂 に よる 愛 の 驚く べき 神 が か っ た 熱狂 を 理解 する に は 、 禁 欲 
生活 に 従う 必要 が 有る 。 


In her he discerned the Iiving spirit of jesus Christ 

ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ に 、 イ エス キリ スト の 生き て いる 精神 を 
認め た 。 

by which the world would De regenerated. 

イエ ス キリ スト の 生き て いる 精神 は 、 世 界 を 復活 させ る 。 

1 have seer, says he, this hght of the heart which wl drive the hideous 
SDectre Of Satan from all minds: 

ギヨーム ポス テル は 、「 私 ギヨーム ポス テル が 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ に 認め た 愛情 
の 光 は 、 全 て の 人 の 心から 、 悪 魔 の 憎む べき 精神 を 追い 払う で あろ う 。」 と 話し て い 
る 。 


it is no chimera of my dreams: 

愛情 の 光 は 、 私 ギヨーム ポス テル の 妄想 で は な い 。 

she has appeared in the world!, 

愛情 の 光 は 、 世 界 に あら われ た 。 

has taken flesh in amaid!, 

愛情 の 光 は 、 処 女 で ある 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ に よっ て 、 人 に 成っ た 。 

in whom 1 have hailed the mother of the world to come. 

私 ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ に よっ て 、 未 来 の 世界 の 母 で ある 愛 
情 の 光 を た た える 。 


」 

This is analysing rather than translatmg Postel, 

上 記 は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 解釈 し た 物 と 言う より 、 ギ ヨー ム ポス テル を 解析 し た 物 
で ある 。 


but the rapid abridgment of his sentiments and 1anguage wl make 
plam that he spoke figuratiVely 

中 略 

and, as maintained Dy the learned jesuit DesDillons, in his notce on the 
jife and works of Postel, that nothing was further from his thoughts 
than to represert, as some haVe Dretended, a second incarnation of 
divirity In this poor hospital sster 


who had only drawn him by the brightness ot her humDle virtues. 


We are utterly certain that all those who have slandered and ridhculed 
Postel are not worth one Mere jeanme. 


The mystcal relations of Postel and the nun contimued for aDout five 
VeaTS, 

ギヨーム ポス テル と 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 神秘 的 な 関係 は 約 5 年 間 、 続 いた 。 
at the end of which tme she died, assurimg her confessor that she would 
neVer De Darted from him Dut would help him when freed from the 
bonds of material life. 

約 5 年 後に 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 ギ ヨー ム ポス テル か ら 離 れず に 物質 的 な 命 
の 東 縛 か ら 解 放さ れ た ら ギ ヨー ム ポス テル を 助け る 事 を 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ に 
と っ て 聴 罪 司 祭 で あっ た ギヨーム ポス テル に 約束 し て 、 死 ん だ 。 

"She kept her promlse," says Postel: 

ギヨーム ポス テル は 、「 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 約 束 を 守っ て くれ た 。」 と 話し て い 
る 。 

she has Deen wrth me at Par1s, 

(死後 も ) 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 パ リ で 、 私 ギヨーム ポス テル と 共に いて くれ た 。 
has enhghtened me with her own light and has harmorised my reason 
and my faith. 

女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 自 身 の 光 に よっ て 、 私 ギヨーム ポス テル を 照ら し て 、 論 理 
と 信心 を 一 致 さ せ た 。 

Two years after her ascent imto heaven, 

2 年 後に 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 天 へ 昇っ た 。 そ し て 、 

her spiritual Dody and suDstance descended into me and Dermeated 
sens1D1y my whole body 

女子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 霊 的 な ( 星 の ) 体 や 本 質 は 私 ギヨーム ポス テル の 所 に 降臨 
し て 感知 で きる ほど 全身 に 浸透 し た 。 

so that 

その た め 、 

it is she rather than myself who HOes in me. 

私 ギヨーム ポス テル は 、 私 で ある 、 と 言う より は 、 私 の 中 に 生き て いる 女子 修道 院長 
ジャ ン ヌ で ある 、 と 言え る ほど で ある 。 


」 

After this experience Postel always regarded himself as a risen Deimg 
and signed himself Postellus Resttutus. 

上 記 の 、 死 ん だ 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ に よる 神秘 的 な 体験 後 、 常 に 、 ギ ヨー ム ポス 
テル は 自身 を 復活 者 と 考え る 様 に 成り 、「 復 活 者 ポス テル 」 と 自ら 署名 する 様 に 成っ 
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Asamatter of fact one Curious result followedi: 


事実 、 下 記 の 、 興 味 深い 現象 が 起き た 。 

his white hair Decame agan  Dlack, 

ギヨーム ボス テル の 白髪 は 、 再 び 黒 く 成 っ た 。 

his wrinkles disappeared 

ギヨーム ポス テル は 、 し わが 消え た 。 

and the ruddy colour of youth Was assumed Dy his countenanCe, 
Drevlously made thim and palhd Dy his austerities and Vigils. 

禁欲 生活 と 徹夜 に よっ て 色 が 青白 く 淡く 成っ て いた 、 ギ ヨー ム ポス テル の 顔色 は 、 
若い 血色 の 良い 色 に 成っ た 。 


His derisiVe Diographers assert that he dyed his hair amd pamted his 
face: 

中 略 

it was insufficient to Dicture him as a fool, and so out of his noble and 
generous character they produced a ]uggler and charlatan. 


Assuredly the imDecilhty or Dad faith of cold and scepttc mimnds, when 
they Dass judgrment on enthusiastic hearts, 1s more wonderful than the 
eloqduent unreasor of the latter 


"It has Deen imagimned," writes Father DesDillons, 


and is stll, I understand, Delieved that the regeneration suDDosed to 
have Deen accomplshed Dy Mother jeanne is the foundation of his 
SVSterm: 


it had however Deen completely developed Defore he was aware of her 
eX1StemCe, 


and he never departed from it, unless indeed he did so a few years 
before his death. 


It had come into his mind that the evangelical reign of jesus Christ, 
established Dy the Apostles, could De no longer maintaimed among 
Christians or Dropagated among infidels umless enforced Dy the hght of 
reaSOT. 


To this principle, which affected him personally, he added another 
being the destmation of the king of France to umiversal monarchy. 


The way of the Second Advent must De prepared Dy Conduest of hearts 
and conViction of minds, that there may De henceforth but one faith and 
Jesus Christ relgminmg over the whole world in the person of a sinmgle king 
andin Virtue of one 1aW. 


Accordimg to Father DesDillons, this proVes that Postel was mad. 


Mad 

ギヨーム ポス テル は 、 狂 人 で ある と 誤っ て 非難 され た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

having thought that religion should reign oVer mimds Dy the supreme 

reaSOn Of its doctrine 

宗教 は 、 無 上 の 論理 の 教え に よっ て 、 人 心 を 統治 する べき で ある 、 と ギヨーム ポス テ 
ル は 考え て いた 。 

and that 

まだ 、 

the monarchy, to be strong and permanent, should Dind hearts together 

0 the victories of DubDlic DrOSDer1ty under the domimion Of Deace. 
統治 は 、 力 強く ある た め に は 、 長 続き する た め に は 、 平 和 に よる 統治 に より 大 衆 の 繁 
栄 を 勝ち 取る 事 に よっ て 、 人 心 を つなぎ と め る べき で ある 、 と ギヨーム ポス テル は 考 

えて いた 。 

Mad 

ギヨーム ポス テル は 、 狂 人 で ある と 誤っ て 非難 され た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

having believed in the commnmg of that kimgdom about which We say 

daily 一 His kingdom come. 

日 々 キリ スト 教徒 が 話し て いる 、 神 の 王国 の 到来 を ギヨーム ポス テル は 信じ て いた 。 

Mad 

ギヨーム ポス テル は 、 狂 人 で ある と 誤っ て 非難 され た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

he DelieVed in reason and justice on earth. 


ギヨーム ポス テル は 、 地 上 で 、 論 理 と 正義 を 信じ て いた 。 

Well, well, they spoke truly: 

ええ 、 え え 、 大 衆 の ギヨーム ポス テル へ の 非難 は 一 理 あ る 。 

Door Postel was mad. 

貧者 ギヨーム ポス テル に は 神聖 な 狂気 が あっ た 。 

The proof of his madmess is that he wrote, as already said, to the Fathers 
of the Council of Trent, entreatimg them to Dless the whole world and to 
launch anathemas against no One. 

ギヨーム ポス テル に 神聖 な 狂気 が あっ た 証拠 は 、 す で に 話し た 様 に 、 ギ ヨー ム ポス 
テル が トレ ント の 公会 議 の 教父 に 手紙 を 書い て 、 全 世界 の 人 々 を 祝福 し 誰 も 破門 し 
て 呪 わ な い 様 に 求め た 事 で ある 。 

As another exarmple, 

また 、 別 の 例 で は 、 

he tried to conVert the ]esuuts 

ギヨーム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 を 改心 させ よう と 試み た 。 

and 

そし て 、 

cause them to Dreach umiversal concord among men 一 

ギヨーム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 に 、 普 遍 の 調和 を 人 々 へ 説 か せよ うと 試み た 。 
peace Detween sOVere1gTsS, 

ギヨーム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 に 、 平 和 を 権力 者 へ 説 か せよ うと 試み た 。 
reaSOT amOng DT1eStS, 

ギヨーム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 に 、 論 理 を 聖職 者 へ 説 か せよ うと 試み た 。 

and goodness among the primces of this world. 

ギヨーム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 に 、 善 、 善 行 、 徳 、 神 を この 世 の 権 力 者 へ 説 か せよ 
うと 試み た 。 

In fime, as a 1ast amd supreme madmeSss, 

ギヨーム ポス テル の 究極 、 無 上 の 神聖 な 狂気 と し て 、 

he neglected the Denefits of this world and the favour of the great, 
ギヨーム ポス テル は 、 こ の 世 の 利 益 や 偉人 へ の 御 機 嫌 と り を 無視 し た 。 

Iived always humDly and in Doverty, 

ギヨーム ポス テル は 、 常 に 、 謙 虚 に 貧し く 生 きた 。 

DOSsessed nothing Dut his kmowledge and his Dooks, 

ギヨーム ポス テル は 、 知 識 と 本 し か 所 有 し な か っ た 。 

and desired nothing Dut truth and justice. 

ギヨーム ポス テル は 、 真 理 と 正義 し か 望ま な か っ た 。 

May God give peace to the soul of poor Wiliam Postel. 

神 が 貧 者 ギヨーム ポス テル の 魂 に 平和 を 与え ます 様 に 。 

He was so muld and so good that his ecclesiastical suDperlors toOk Dity 
upon him 

ギヨーム ポス テル は 温和 で 善良 で あっ た の で 、 教 会 の 上 位 者 は ギヨーム ポス テル 
を あわ れん だ 。 


and thimkimg probably, as was said later on of La Fontaine, that he Was 
more sy than wickedl 

後に ラ フォ ン テ ー ヌ に 言わ れ た 様 に 、 十 中 八 九 、 ギ ヨー ム ポス テル が 悪人 で は な く 
愚者 で ある と 教会 の 上 位 者 は 誤っ て 考え た 。 

they Were contented with shuttimg him up in his conVent for the rest of 
his dayS. 

教会 の 上 位 者 は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 余生 を 修道 院 に 閉じ 込め る に と ど め た 。 
Postel was grateful for the quiet thus ensured toward the close of Hfe, 
ギヨーム ポス テル は 、 余 生 を 修道 院 に 閉じ 込め られ る と いう 、 人 生 の 終わ り に 向 
か っ て 保証 され た 静けさ に 感謝 し た 。 

and he dned peaceaDIy, retractimg everything that his suDeriors 


redUlTed!. 
ギヨーム ポス テル は 、 教 会 の 上 位 者 が 求め た 通り に 全て の 発言 を 撤回 し て 、 平 和 に 
死ん だ 。 


The man of umiversal concord could not De an anarchist 
普遍 の 調和 の 人 が 、 無 政府 主義 者 で ある は ず が 無い 。 

he was before all thimgs the sincerest of catholics and humDlest of 
Christians. 

ギヨーム ポス テル は 、 誰 より も 、 誠 実 な カト リッ ク 教 徒 で あり 、 謙 虚 な キリ スト 教徒 で 
あっ た 。 

The works of Postel will De rediscovered one ofthese days and wl be 
read with wonder 

ギヨーム ポス テル の 本 は 、 い つか 再発 見 され 、 訪 き を 持っ て 読ま れる で あろ う 。 

Let us Dass to another mamiac who was called Theophrastus Aureolus 
BomDbast and was known in the World of Magic under the famous name 
Of ParacelSUS. 

アウ レオ ルス で ある (フィ リッ プス ) テ オフ ラス トゥ ス ボン バス トゥ ス と 呼ば れ て いる 、 魔 
術 の 世界 で は パラ ケル スス と いう 高 名 な 名 前 で 知ら れ て いる 、 和 狂人 と 誤っ て 非難 さ 
れ て いる 人 の 話 に 進 も う 。(「 ア ウレ オル ス 」 は 「 金 の 」 を 意味 する 。 パ ラケル スス は 

「 ロ ー マ の 名 医 ケ ルス ス を 超え る 」 を 意味 する 。) 

There is no need to recapltulate what has Deen said concerning this 
master in our Doctrime and Ritual of Transcendental MagiC, 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で 魔術 師 パ ラケル スス に つい て 話し た 概要 を くり 返す の 
は 不要 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

somethmg may De added on the occult medicime restored Dy Paracelsus. 
パラ ケル スス が 復活 させ た 、 隠 され た 医学 に つい て 、 い くつ か 話す 。 

This truly un1versal medicine is Dased upon a spacious theory of Hight, 
パラ ケル スス が 見 つけ た 、 万 能 薬 は 、 星 の 光 の 包括 的 な 理論 に 基づい て いる 。 
called Dy adepts fluid or potable gold. 

達 道 者 は 、 星 の 光 を 流体 、 ま た は 、 飲 用 に 適し た 黄金 と 呼ん で いる 。 

Light, that creatVe agent, 


星 の 光 は 、 創 造 する 代行 者 で ある 。 

the vibrations of which are the movement and jfe of all things: 

星 の 光 の 振動 は 、 全 て の も の の 運動 と 命 に 成る 。 

light, latent in the umiversal ether 

星 の 光 は 、 普 遍 の エー テル と し て 潜在 し て いる 。 

radiatimg aDout aDsorDimg centres, 

星 の 光 は 、 中 心 に 引き 寄せ られ 、 引 き 寄 せる 中 心 の 周囲 で 放射 され る 。 

which, Deing saturated thereby, Droject movement and jife in their turn, 
SO forrmimg creatiVe curTents: 

星 の 光 は 、 中 心 で 飽和 し て 、 運 動 と 命 を 放射 し 、 創 造 す る 流れ を 形成 する 。 

light, astralised in the stars, 

星 の 光 は 、 星 々 の 中 で 、 星 の 光 に 成る 。 

amnumalised in animalS, 

星 の 光 は 、 動 物 の 中 で 、 動 物 的 に 成る 。 

humanlsed in human Deimgs: 

星 の 光 は 、 人 の 中 で 、 人 的 に 成る 。 

jight, which vegetates In Dlants, 

星 の 光 は 、 植 物 の 中 で 、 成 長 する 。 

ghistens In metalS, 

星 の 光 は 、 金 属 の 中 で 、 輝 く 。 

produces all forms of Nature 

星 の 光 は 、 自 然 の 全て の 形 を も た ら す 。 

and eguihbrates all Dy the 1aws of umiversal sympathy 一 

星 の 光 は 、 普 遍 の 共感 の 法 に よっ て 、 全 て の も の を つり 合わ せる 。 

this is that light which exhiDits the phenomena of magnetism, divimned 
Dy Paracelsus, 

星 の 光 は 、 パ ラケル スス が 見 抜い た 磁気 的 な 現象 を 表す 。 

which tnctures the blood, Deinmg released from the air asitisinhaled 
and discharged Dy the hermetic Dellows of the ungs. 

星 の 光 は 、 肺 と いう 錬 金 的 な 、 ふ い ご が 空気 を 吸い 込ん で 吐き 出し て 、 空 気 か ら 解 
放さ れ た 、 血 を 赤色 に 染め る 。 

The blood then Decomes a true elixir of ]ife, 

赤色 に 染まっ た 血 は 、 真 の 命 の 若返り 薬 エ リク サー に 成る 。 

whereinl ruby and magnetic globules of vital light float in a shghtly 
gilded fluid. 

血 と いう 、 わ ず か に 金色 の 流体 の 中 で 、 命 の 光 に よる 赤色 の 磁気 を 帯び た 血球 が 浮 
遊 し て いる 。 

These globules are actual seeds, 

血球 は 、 実 際 に 、 種 (た ね ) の 様 な 物 で ある 。 

ready to assume all forms of that world whereofthe human body is an 
aDridgment. 

血球 は 、 人 の 肉体 と いう 世界 の 縮図 の 中 の 全て の 形 に 成る 用 意 が 有る 。 

They can Decome rarefied amd coagulated!, 


血球 は 、 希 薄 に 成り 、 凝 固 で きる 。 

so renewing the humours which circulate in the nerVves and in the flesh 
encompassing the Dones. 

血球 は 、 希 薄 に 成っ て 凝固 し て 、 神 経 と 骨 の 周囲 の 肉 を 循環 し て いる 、 四 大 体液 を 
新しく する 。 

They radnate outside, 

血球 は 、 肉 体 の 外 で 、 光 を 放つ 。 

Or rather 

と 言う より は 、 

im rarefying, they are drawn Dy the currents of light and circulate in the 
astral Dody 一 

血球 は 、 希 薄 に 成っ て 、 星 の 光 の 流れ に 引き 寄せ られ て 、 星 の 体 を 循環 する 。 

that interior and lurmmous Dody 

星 の 体 は 、 心 的 な 光る 体 で ある 。 

which is dilated Dy the imagimation of ecstatics, 

忘 我 状態 の 人 の 想像 力 は 、 星 の 体 を 拡張 する 。 

so that 

その た め 、 

their blood sometimes colours oDjects at a distance when these have 
been penetrated and identfied with the astral body. 

忘 我 状 態 の 人 の 血 は 、 忘 我 状 態 の 人 の 星 の 体 が 浸透 し て 同化 し て いた 遠隔 地 の 
物 を 血 の 色 に 染め る 時 が 有る 。 

In a special work on occult medicime that which is stated here wl De 
DrTOVed! 

上 記 を 、 隠 され た 医学 に つい て の 専門 書 で 、 証 明 す る つも り で ある 。 

howeVer 

し か し 、 

strange amd Daradoxical it may seem at first sight to men Of science. 
学者 に は 一 見 、 不 思 議 に 逆説 的 に 見 える か も し れ な い 。 

Such were the Dases of medicine as Dut forward Dy Paracelsus: 

上 記 が 、 パ ラケル スス が 話し て いる 医学 の 基礎 で ある 。 

he cured Dy sympathy of light: 

パラ ケル スス は 、 星 の 光 に よる 共感 に よっ て 治し た 。 

he administered medicaments not to the outward material Dody which 
1s entirely Dassive, which can De rent and cut up without feelhimg 
anythmg when the astral Dody has withdrawn, Dut to the inward 
medium, to that Vehicle which is the source of sensations. 
パラ ケル スス は 、 薬 剤 を 、 星 の 体 が 引き 上 げ る と 何 も 感じ な いで 切れ る 全く 受容 的 
で ある 外 的 な 物質 的 な 肉体 で は な く 、 感 覚 の 源泉 で ある 内 的 な 媒体 で ある 星 の 体 
に 施し た 。 

The quintessence of these he renewed Dy sympathetic quintessenCeSs. 
パラ ケル スス は 、 共 感 し て いる 第 5 元素 に よっ て 、 血 の 第 5 元素 を 新しく し た 。 

For examDle, 


例え ば 、 

he healed wounds Dy applyimng powerful reactiVes to the spilt blood, 
パラ ケル スス は 、 強 い 活 性 成分 を 流血 に 適用 し て 、 傷 を 治し た 。 

thus sendimg Dack its physical soul and purified sap to the Dody, 

パラ ケル スス は 、 血 の 共感 に よっ て 、 星 の 光 と いう 物質 的 な 魂 と 、 清 め た 血 を 、 流 血 
か ら 肉 体 へ 戻し た 。 

To cure a dhseased Imb he made a hmD of wax and, Dy wil-power 
transferred thereto the magnetism of the diseased Hmb. 

パラ ケル スス は 、 病 気 に 成っ た 手足 を 治す た め に 、 ロ ウソ ク の ロウ で 手足 を 作り 、 意 
思 の 力 に よっ て 、 星 の 光 と いう 磁気 を 病気 に 成っ た 手足 か ら ロ ウソ ク の ロウ の 手足 
へ 移し た 。 

Then 

そし て 、 

he treated the wax wrth vitriol, iron and fire, thus reactmg Dy 
Imagination and magnetic correspondence on the sick person himselt, 
パラ ケル スス は 、 ロ ウソ ク の ロウ の 手足 を 硫酸 、 鉄 、 火 で 治療 し て 、 想 像 力 に よっ て 、 
病人 と 対応 し て いる 星 の 光 と いう 磁気 に よっ て 、 病 人 の 手足 を 反応 させ た 。 

to whom the HmDb of wax had Decome an apDpendix amd suDplement. 
この 時 、 ロ ウソ ク の ロウ の 手足 は 、 病 人 の 付属 物 、 病 人 の 補助 の 手足 に 成っ て いた 。 
Paracelsus knew the mysteries of Dlood: 

パラ ケル スス は 、 血 の 神秘 を 知っ て いた 。 

he knmew why the priests of Baal made incisions with knives in their 
flesh, and then brought down fire from heaver: 

パラ ケル スス は 、 な ぜ 偽 の 神 バ アル の 偽 の 祭司 が 天 か ら 火 を 地 に 堕 と す 前 に 自身 
の 肉体 を 短剣 で 切り 傷 を 作る の か 、 知 っ て いた 。 

he knmew why orientals poured out their Dlood Defore a woman to 
imspire her with physical loVe: 

パラ ケル スス は 、 な ぜ オ リエ ント の 男性 が 性 欲 を 女性 に 催さ せる た め に 女性 の 前 で 
血 を 流す の か 、 知 っ て いた 。 

he knew how spilt Dlood cries for Vengeance Or mercy 

パラ ケル スス は 、 ど うし て 流血 が 報復 や 同情 を 求め て 叫ぶ の か 、 知 っ て いた 。 

and fills the air with angels or demons. 

パラ ケル スス は 、 ど うし て 流血 が 大 気 を 天使 や 悪霊 で 満た す の か 、 知 っ て いた 。 
Blood is the instrument of dreams 

血 は 、 夢 の 道具 で ある 。 

and multplies Images in the Drain during slee, 

血 は 、 睡 眠 時 に 、 脳 で 、 映 像 を 増殖 させ る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it is full of the Astral Light. 

星 の 光 が 、 血 に は 満ち て いる 。 

Its gloDules are Disexual, 

血球 に は 男性 性 と 女性 性 が ある 。 


magnetised and metalled, 

血球 は 、 磁 気 を 帯び て 鉄 と いっ た 金属 を 引き つけ る 。 

Sympathetic and repelhmg. 

血球 は 、 共 感 し 、 兵 け 合 う 。 

All forms and images in the world can De evoked from the physical soul 
of blood. 

血 の 中 の 、 星 の 光 と いう 物質 的 な 魂 か ら 、 世 界 の 全て の 形 と 映像 を 呼び 出す 事 が で 
さる 。 


"At Baroche," says the estimaDle traveller Tavermier 


中 略 


there is a first-class Enghsh house, which I reached on a certain day 
wrth the English president, on my way from Agra to Surat. 


There camme also certain jugglers, askimg leaVe to exhibit some oftheir 
professional skill, and the president was curlous to see 1t. 


Im the first place they lighted a great fire, at which they heated iron 
chains, then wound them aDout their Dodies and pretended that they 
were sufferimg in ConseduenCce, Dut no harm followed. 


They next took a morsel of wood, set it in the ground and asked one of 
the spectators to choose what fruit he Hiked. 


His choice fell upon mang0oeS, 


and thereupor one of the performers Dut a shroud aDout him and 
sduatted on the ground five or six times. 


1 had the curlosity to ascend to an upDDer room, where 1 could see 
through afoldinthe sheet what wais Deing done Dy the man. 


He was actually cuttimg the flesh under the arm-pits with a razor and 
ruDDbing the wood with his blood. 


Each tme he rose up the wood grew Vis1D1y: 


on the third occasion there were Dranches and Duds thereon, 


on the fourth the tree was coVvered with leaves, 
and on the fifth it was Dearing flowers. 


"The Enghish president had brought his chaplaim from AmadaDat to 
baptize a child ofthe Dutch commander the president actmg as 
godfather 


The Dutch, it should De mentioned, do not have chaplains except where 
soldiers and merchants are gathered together 


The Enghsh clergyman Degan Dy protestmg that he could not consent to 
Christians assistimg at such spectacles, 


and when he saw how the performers Drought forth from a Dit of dry 
woodl in less than half an hour a tree of four or fiVe feet in height, 
having leaves and flowers as in springtime, he felt it his duty to put an 
end to the Dusiness. 


He announced therefore that he would not adrmminister commurion to 
those who persisted in witnessimg such OccurrentCeS. 


The president was thus compelled to dismss the jugglers. 


Dr. Clever de Maldigny, to whom we owe this extract, regrets that the 
growth of the mangoes was thus stopped aDruptly, 


Dut he does not explain the occurrenCe. 


To our mimd it was a Case Of fascination Dy the magnetism of the radiant 
light of blood, a phenomenon ofmagnetised electricity, identical with 
that termed palingeneSs1S, 

エリ ファ ス レヴ ィ の 考え で は 、 イ ンド の 偽 の 魔術 師 が 木片 を 血 で 別 の 木 に 半 時 ほど 
で 育て て 見 せ た の は 、 血 の 中 の 光 を 放つ 星 の 光 と いう 磁気 に よる 幻惑 の 一 種 で あり 、 
星 の 光 と いう 磁化 され た 電気 に よる 「 復 活 」 と 呼ば れ て いる 現象 で ある 。 


by which a Iivimg plant is made to appear in a Vessel containing ashes of 
the same plant long simce perished!. 

「 復 活 」 と 呼ば れ て いる 魔術 に よっ て 、 枯 れ た 植物 の 灰 を 入れ た 容器 に 生き て いる 
同じ 植物 を 見 せる 事 が で きる 。 

Of such were the secrets kmown Dy ParacelSUs, 

パラ ケル スス は 、「 復 活 」 と 呼ば れ て いる 魔術 の 秘密 を 知っ て いた 。 

andit wasin the application of these hidden natural forces to DurDOSeS 
of medicine that he made at once so many admirers and emerm1es. 

星 の 光 と いう 隠さ れ た 自然 の 力 を 医学 に 応用 し て 、 パ ラケル スス は 、 崇 拝 者 と 敵 を 
作っ た 。 

For the rest, he was by no means a smple personality 1iKe Postel: 

パラ ケル スス は 、 ギ ヨー ム ポス テル の 様 な 単純 な 人 物 で は な か っ た 。 

he was naturally aggressiVe and of the mountebank type: 

パラ ケル スス は 、 生 まれ つき 攻撃 的 で 、( 身 を 守る た め に ) 嘘 も つい た 。 

SO 

その た め 、 

did he affirm that his famliar spirit was hidden in the pommel of his 
great SWOrOL 

パラ ケル スス は 、「 大 剣 の 柄 頭 (つか が し ら ) に 使い 魔 を 隠し て いる 。」 と いう 嘘 を 話し 
だ 。 

and neVver left his side. 

そし て 、 パ ラケル スス は 、 大 剣 を そば か ら 離 さなか っ た 。 

His jife was art unceasing struggle: 

パラ ケル スス の 人 生 は 、 絶 え 間 無 い 戦 いで あっ た 。 

he travelled, deDated, Wrote, taught. 

パラ ケル スス は 、 旅 を し 、 議 論 し 、 書 き 、 教 えた 。 

He was more eager aDout Dhyslcal results than moral conduestS, 

パラ ケル スス は 、 心 の 克服 より も 、 物 質 的 な 結果 に 熱心 で あっ た 。 

and 

その た め 、 

while first among practcal magicians he was last among adepts of 
wlsdom. 

パラ ケル スス は 、 実 践 魔術 師 と し て は 第 一 人 者 で あっ た が 、 知 の 達 道 者 と し て は 最 
下位 者 で あっ た 。 

His philosophy was one of sagacity and, on his own part, he termed it 
philosophla sagaX. 

パラ ケル スス の 哲学 は 1 つの 直感 で あり 、 パ ラケル スス は 自身 の 哲学 を 「 直 感 哲 
学 」 と 呼ん で 「 大 天文 学 ま た は 直感 哲学 」 と いう 本 を 書い て いる 。 

He divimed more than anyone without kmowng anythimg completely. 
パラ ケル スス は 、 完 全 に は 知ら な く て も 、 誰 より も 物事 を 見 抜い た 。 

There is nothing to edual his intuitions, urless it De the rashness of his 
COrmmentarleS. 

パラ ケル スス の 直感 に 並ぶ 物 は 、 パ ラケル スス の 注釈 の 軽率 さだ け で ある 。 


He was a man Of intrepid eXDerienCeS, 

パラ ケル スス は 、 大 胆 な 実験 者 で あっ た 。 

intoxlcated with his own opirnons, his own talk, 

パラ ケル スス は 、 自 分 の 考え と 話 に 酔っ て いた 。 

intoxicated otherwise on Occasion, IT we may DelieVe some of his 
biographers. 

何人 か の 伝記 作家 に よる と 、 パ ラケル スス は 、 酒 で も 酔っ た 。 

The works which he has left are prec1ous for scienCe, 

パラ ケル スス が 残し た 著作 は 、 学 問 に と っ て 貴重 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

they must De read with caution. 

パラ ケル スス の 著作 は 、 注 意 し て 読む 必要 が 有る 。 

He may De called the divine Paracelsus, understood in the sense of 
Qiviner: 

「 神 の 様 な 者 パラ ケル スス 」 は 「 神 が か っ た パラ ケル スス 」 と 言え る か も し れ な い 、 占 
い 師 と いう 意味 で 。 

he is an OraCle, 

パラ ケル スス は 、 神 託 の 様 な 者 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

not a true master 

パラ ケル スス は 、 真 の 魔術 師 で は な か っ た 。 

He is great aDoVe all as a physiclam, 

何より も 、 パ ラケル スス は 、 医 者 と し て 大 いな る 者 で あっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he had found the Universal Medicine. 

パラ ケル スス は 、 万 能 薬 を 見 つけ た 。 

This notwrthstanding, 

それ に も か か わら ず 、 

he could not prolong his own jfe, and he died, while stll young, Worn 
Out Dy work and Dy eXxcesseS. 

パラ ケル スス は 、 自 身 の 人 生 を 延長 で きず に 、 仕 事 と 不 節制 で 疲 敵 し て 早死 に し た 。 
He left Dehmd him a name shimmg wrth fantastic and amDiguous glory, 
due to dhiscoVer1es 

パラ ケル スス は 、 数 々 の 発見 の お か げ で 、 不 思 議 な 曖昧 な 栄光 と 共に 、 輝 か し い 名 
声 を 残し た 。 

by which his contemporaries failed to profit. 

し か し 、 パ ラケル スス と 同時 代 の 人 々 は 、 パ ラケル スス の 発見 を 利用 で き な か っ た 。 
He hadnot uttered his last word!, 

パラ ケル スス は 、 死 ぬ 時 に 、 最 後 の 言 葉 を 話さ な か っ た 。 


and is one of those mysterious Deinmgs of whomm it may De said, as of 
Enoch and St. john: 

パラ ケル スス は 、 エ ノ ク や 使徒 ヨハ ネ と 同じ 事 が 言え る 神秘 的 な 人 の 1 人 で ある 。 
He is not deadl, 

パラ ケル スス (の 考え ) は 、 死 ん で いな い 。 

and he will come again upon earth Defore the ]ast day. 

パラ ケル スス (の 考え ) は 、 時 の 終わ り の 前 に 、 地 上 に 、 再 び 現 れる で あろ う 。 


CHAPTER V 

魔術 の 歴史 第 5 巻 5 章 

SOME FAMOUS SORCERERS AND MAGICIANS 

何人 か の 有名 な 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 神 の 聖霊 の 魔術 師 

AMIDST a great multplicity of commentaries and studies on the Work 
of Dante, no one, that we are aware, has signalised its characteristic in 
chief. 

ダン テ の 作品 の 注釈 と 研究 は 多い が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 知る 限り で は 、 誰 も ダン テ 
の 作品 の 主要 な 特徴 を 指摘 し て いな い 。 

The masterpiece of the glorious GhiDelline is a declaration of War 
against the Dapacy Dy a darimg revelation of mysteries. 

楽 光 の 皇帝 派 ギ ボ ベ リン の ダン テ の 傑作 「 神 曲 」 は 、 神 秘 の 大 胆 な 啓示 に よる 、 法 王 
に 対す る 宣戦 布告 で ある 。 

The epic of Dante is johannite and Gnostic: 

ダン テ の 叙事詩 「 神 曲 」 は 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 で あり 、 偽 の グノー シス 主義 で あ 
る 。 

it is a Dold application of KaDbalistic figures and numDbers to Christian 
dogmas, 

ダン テ の 「 神 曲 」 は 、 カ バラ の 象徴 と 数 を キリ スト 教 に 大 胆 に 応用 し た 物 で ある 。 
and is further a secret negation of the aDsolute element thereim: 

そう し て 、 ダ ン テ の 「 神 曲 」 は 、 キ リス ト 教 に 絶対 必要 な 要素 を 密か に 否定 し て いる 。 
his visit to the supernatural worlds takes place Iike an initiation into the 
Mysteries of Eleusis and Thebes. 

「 神 曲 」 で の ダン テ の 超自然 的 な 世界 へ の 訪問 は 、 エ レ ウ シ ス の 秘 儀 と テー バイ の 
神秘 へ の 入門 の 様 に 行わ れ た 。 

He is guided and protected Dy Virgil ammidst the circles of the new 
TartarUS, 

詩人 ウェ ル ギ リ ウス が 「 神 曲 」 で の 新しい タル タロ ス の 圏内 、 新 し い 地獄 の 圏内 で ダ 
ン テ を 導き 守っ た 。 

asifthe tender and melancholy prophet of the destimies of the son of 
Pollio were, in the eyes of the Florentime poet, the illegitirmate yet true 
father of the Christan eD1C. 

ガイ ウス アシ ニウス ポッ リオ の 息子 ガイ ウス アシ ニウス ガッ ルス の 運命 の 優し く 悲 
し げ な 予言 者 ウェ ル ギ リ ウス が 、 ま る で キリ スト 教 の 叙事詩 の 非 正統 的 で ある が 真 
の 父 で ある 、 と フィ レン ツェ の 詩人 ダン テ の 目 に は 見 えた か の 様 に 。 

Thanks to the pagan ger1us of Virgil, Dante emerges fromm that gulf 
above the door of which he had read the sentence of despanr: 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 ウ ェ ル ギリ ウス の 異教 の 知 の お か げ で 、「 こ の 門 を くぐる 者 は 一 
切 の 希望 を 捨て よ 。」 と いう 絶望 の 文 が 門 に 記さ れ て いた 地獄 と いう 深淵 か ら 脱出 
ye 

he escapes Dy standing on his headl 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 逆 立ち し て 、 地 獄 を 脱出 し た 。 


which means Dy reversimg dogma. 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 キ リス ト 教 を 逆さ に し て 、 地 獄 を 脱出 し た 。 

So does he ascend to the Hight, using the demon himself, hke a 
monstrous ladder: 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 悪 魔 を 奇形 の は し ご の 様 に 利用 し て 、( 地 獄 を 脱出 し て 、) 光 へ 
つこ 。 

by the force of terror he emerges from terror from the horriDble Dy the 
poOwer Of horror 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 恐 怖 に よっ て 、 恐 怖 か ら 脱出 し た 。 

He seems to testify that hell is without egress for those only who canmnot 
go Dack on themselVves: 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、「 戻 ら な い 人 に と っ て は 、 地 獄 は 脱出 で き な い 世 界 で ある 。」 と 
話し て いる 様 に 思わ れる 。 

he takes the devil against the grain, if 1 may use so famuliar an 
eXxDYeSS1o, and attaims emancipation Dy audacity. 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 あ り ふ れ た 表現 を 使う と 「 悪 魔 の 性 に 合わ な か っ た 。」 の で 、 大 
胆 さ ぐに よっ て 解放 に 到達 し た 。 

This is truly protestantlsrm surDpasse0L 

ダン テ の 「 神 曲 」 は 、 プ ロ テ ス タン ト を 超越 し た 物 で ある 。 

and the poet of Rome's enemies has already divined Faust ascendimg to 
heaVen or the head of the defeated Mephistopheles. 

ロー マ の 法王 の 敵 の 詩人 ダン テ は 、 負 けた メフィスト フェ レス の 頭 を 踏ん で 天国 に 昇 
る ファ ウス ト を すでに 見 抜い て いた 。 

Observe also that the hell of Dante is Dut a negatiVe DurgatOrY, 

「 ダ ン テ の 『 神 曲 』 の 地獄 は 獄 の 陰 画 で ある 。」 と 気づき な さい 。 

by which is meant that his purgatory seems to take form in his hell as if 
im a mould: 

「 ダ ン テ の 『 神 曲 』 の 地獄 は 灯 獄 の 陰 画 で ある 。」 と 言う の は 、「 ダ ン テ の 『 神 曲 』 の 
灯 獄 は 地獄 を 鋳型 と し て 作ら れ て いる 。」 事 を 意味 する 。 

it is hke the jid or stopper of the gulf, 

ダン テ の 「 神 曲 」 の 獄 は 、 地 獄 と いう 深淵 の 蓋 ( ふ た ) ま た は 栓 (せん ) の 様 な 物 で あ 
る 。 

and it wl De understood that the Florentime titan in scalimg Paradise 
meant to kick Durgatory nto hell. 

そこ か ら 、「 神 曲 」 で 天国 を よじ 登っ て いる フィ レン ツェ の 巨人 ダン テ は 獄 を 地獄 に 
蹴り 落と す つ も り だ っ た 、 と 理解 で きる 。 

His heaver is composed of a series of Kabalistic circles divided Dy a 
crOSS, hke the pantacle of Ezekiel: 

ダン テ の 「 神 曲 」 の 天国 は 、 一 連 の 、 エ ゼ キ エル の pantacle の 様 に 唯一 の 十字 で 
分 けら れ た 複数 の カバ ラ の 円 で ある 。 

in the centre of this cross a rose Dlossoms, thus for the first time 
manifestimg Dublicly and almost explaiming categorically the symDol of 
the Rosicruclans. 


円 を わけ て いる 十字 の 中 心 に は 薔薇 の 花 が 咲い て いて 、 薔 薇 十字 と いう 象徴 を 、 初 
め て 公 に 明か し 、 ほ ぼ 明 確 に 説明 し て いる 。 

We say for the first tme 

ダン テ の 「 神 曲 」 は 薔薇 十字 と いう 象徴 を 「 初 め て 」 公 に 明か し た と 話し た が 、 
Decause 

な ぜ な ら 、 

William of Lorris, who died in 1260, fiVe years before the Dirth of Dante, 
did not complete the Romance of the Rose, 

ダン テ が 生ま れ た 1265 年 か ら 5 年 前 の 、1260 年 に 死ん た だ ギヨーム ド ロリ ス は 、 

「 薔 薇 物語 」 を 完成 で き な か っ た 。 

his mantle falhng upon Clopinel some fifty years 1ater 

ギヨーム ド ロリ ス か ら 約 50 年 後に 、 ジ ャ ン ド マン が 、「 薔 薇 物語 」 を 完成 させ た 。 
It will De discovered with a certain astonishment that the Romance of 
the Rose and the Divine Comedy are tWo ODDOsite forms of a simgle 
work 一 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 は 同一 の 考え の 正反対 の 形 で ある 、 と 驚き と 共に 発見 され る 
で あろ う 。 

initiation Dy independence of spir1t, 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 の 共通 の 考え と は 、 精 神 の 独立 に よる 入門 で ある 。 

satire on all contemporary nstttutions 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 の 共通 の 考え と は 、 当 時 の 全て の 団体 へ の 風刺 で ある 。 

and an allegorical formula ofthe grand secrets ofthe Brotherhood of 
the Rosy CroSS. 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 の 共通 の 考え は 、 薔 薇 十字 団 の 大 いな る 秘密 の 象徴 的 な 教 
義 で ある 。 

These important mamifestations of occulttsm coimcide with the fall of 
the Templars, 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 と いう 隠さ れ た 学問 の 重要 な あら われ は 、 神 殿 騎 士 団 の 失墜 
と 同時 期 に 起こ っ た 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

jean de Meung, or Clopinel, a comntemporary of Dante in the old age of 
the latter flourished during his best years at the court of Phihp the Fair 
「 薔 薇 物語 」 を 完成 させ た ジャ ンド マン は 、 晩 年 の ダン テ と 同時 代 の 人 で あり 、 神 殿 
騎士 団 を 減 ぼ し た フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 世 の 宮 殿 で 最盛 期 に 活躍 し た 。 

The Romance of the Rose is the epic of old France, 

「 薔 薇 物語 」 は 、 フ ラン ス の 古い 叙事詩 で ある 。 

a Drofound Work in a trivial form, 

「 薔 薇 物語 」 は 、 形 は 大 衆 向け で ある が 、 意 味 は 深い 作品 で ある 。 

a revelation of Occult mysteries as instructed as that of Apuleius. 

「 薔 薇 物語 」 は 、 ア プレ イ ウ ス の 「 黄 金 の ロバ 」 と 同じ くら い 学 の 有る 、 隠 され た 神秘 
の 啓示 で ある 。 

The roses of Flamel, jean de Meung and Dante Delong to the same Dush. 


ニコ ラ フラ メル 、 ジ ャ ンド マン 、 ダ ン テ の 薔薇 の 花 は 、 同 じ 唯一 の 柴 ( し ば ) か ら 咲 出 
で だ 。 


A genius 1ike Dante could not De an arch-herettC. 
中 略 


Great men g1Ve an mpetus to intelhgence, 


and the impetus takes effect suDseduently in actvities which are started 
Dy restless medhiocrities. 


It may have Deenr that Dante was never read 
and he would assuredly not have Deen understood Dy Luther 
This notwrthstanding, 


the mission of the Ghibellines, made fruitful Dy the potent thought of 
the poet, ralsed up the empre against the Dapacy Dy slow degrees: 


it was contimued from century to century umder Var1OUS names, 
and in the end it made Germany protestant. 
It was certainly not Luther who produced the Reformation: 


it was the latter which took possession of Luther and impelled hm 
forward. 


This sduare-shouldered monk could Doast only oDstmacy and daring, 
Dut 

he was the needful instrument for revolutionary ideas. 

Luther was the Danton of anarchic theology: 

SuDerstitious and rash, he Delieved that he was oDsessed Dy the dev 貼 


1t was the devll who dictated his arguments against the Church, made 
him declaim, spout nonsense, and aDove all thimgs write. 


The inspirimg genius Of all the Cains asked nothing at that time Dut ink, 


preassured that, giVen this fluid flowing from the pen of Luther there 
would De presently a sea of blood. 


Luther was conscious of the fact 
and he hated the devil Decause he was another master: 


one day he threw the ink-horn at his head, as i to satiate him Dy the 
Violent HiDation. 


The episode recalls that jocular regiclde who dauDed his accomplices 
withink when he signed the death-warrant of Charles . 


The device of Luther was: "Turk rather than Dapist:" 


and as a fact protestantisrm at its root 1S, 1iKe Islamism, simple Deism 
Organlsed imto a conVventional Cultus, 


or ifit differs therefrorm it is only Dy its remnants of Catholcism 
1imperfectly effaced. 


Fromm the standpoint of the negation of catholic dogma, the protestants 
are Moslems wrth a few superstitions the more and a prophet the less. 


Men renounce God less unwrlhngly than they g1Ve up the devll, 
as the apostates of all times have proved aDundantly. 


SDeedily subdivided Dy anarchy the disciples of Luther had Dut one 
bond of Deliefin common: 


all had faith in Satan, 


and this spectre, magnifyimg in Droporton as their spDirit of reVvolt took 
them the farther from God, reached terriDle proportions at 1ast. 


Carlostad, archdeacon of WirtemDerg, Deng one day In the pulpit, saw 
a black man enter the temple, take a seat in front of him and stare at 
him with dreadful fixity through the entire length of his sermon. 


He Decame anxious, left the pulpit and questioned the assistants: 
but no one had seen the phantom. 
Carlostad returned home in a state of dismay: 


he was met Dy the youngest of his sons, who said that a stranger in 
black had inquired for him and prormised to return in three days. 


There was no roomm for douDt in the mind of the hallucinated 
archdeacon: 


that stranger was the spectre Of his Vision. 


A fever was Drought on by his terror he retired to Ded and died Defore 
the third dayi 


These unhappy heretics were afraid of their own shadoWs: 


their consciences had remained cathoHc and consigned them to hell 
without DIty. 


Walkimg one evemimg with his wife Catherime de Bora, Luther 1ooked up 
to heaVen, which was Dright with stars, and said in an undertone, as he 
sighed deeply: "Ah, Deautful sky, which 1 shall never see!" 


"What!" exclamed his wife. "Do you then think that you are 
condemmned?" 


Luther amswered: "Who knows whether God will not purish us for 
having Deen unfaithful to our VoWS?" 


SuDDOsing that Catherine, seeimg his 1ack of self-confidence, had cursed 
and left him, it may De that the reformer OoVercorme Dy the Divine 
Warmmg, would have recogrused his crimnnal offence in Detraying that 
Church which was his first spDouse and would have turned Weeping 
towards the cloister which he had left wilfully. 


But God, Who wrthstands the proud, doubtless found him unworthy of 
this saving affliction. 


The sacrilegious comedy of Luther's marriage Was the providential 
purushment of his pride, 


and as he remamed obstmate in his sim, that pumishment Was always 
wrth him and derided him to the end. 


He died Detween the devil and his wife, appalled at the one and 
exCceedimgly emDarrassed Dy the other 


Corruption and supersttion are well paired together 


The epoch of the dissolute Renaissance, eduallV Dersecutmg and 
credulous, was certairly not that of the second Dirth of reason. 


Catherine de Medicis Was a SOTCeTeSS。, 
Charles IX consulted necromanCcerS, 
Henry III played at devotion and deDauch. 


It was the heyday then of astrologers, though a few of them were 
tortured from time to tmme, to make them change their predictions. 


There were, moreoVver the court sorcerers, who dabDbled a Httle in 
polsoning and deserved the hangmman's roDe. 


Trois-Echelles, the magician of Charles IX, was a juggler and rogue: 


one day he made confession to the King and his misdeeds were not 
Deccadillos: 


the King forgave him, Dut prormtsed his cure on the gallows せ he had a 
relapse: 


he did relapse, and was hanged in due Course. 


When the League vowed the death of the weakly and miserable Henri 
III it had recourse to witchcraft and Black Magic. 


LEtoile declares that a wax image of the King was set on the altars 
where priests of the League said Mass, and that the image was staDDed 
wrth a kmife during a Drayer embodyimng maledictons and anathemas. 


When the King failed to die with sufficient celerity, it was concluded 
that he was also a sorcerer 


Pamphlets Were puDlished representimg Henri III as holding 
conventions where the crimes of Sodom and Gomorrah were but the 
prelude ofmore frightful and unheard of outrages. 


Included among the King's mimions there was said to De one who Was 
the devll jn person, and young Virginms Were abducted and Drostltuted 
by force to BeelzeDuD. 


The people Delieved these faDles, 
and a fanatic was found at last to execute the threats of sorcery, 


Jacques Clement suffered from Visions and imperious VO1Ces, which 
cormmanded him to kill the King: 


he sought regicide hike a martyr and died laughing hke the heroes of 
Scandimavian mythology, 


Scandal-mongerimg chrorucles have pretended that a great lady of the 
COUrt suDplemented the inspirations of the monK's solitude by the 
magnetsm of her careSsSses: 


but the anecdote 1S wantimg in DroDaDihty. 


It was the monKk's contmence which promoted his exaltation, and had 
he Degun to lead the bhmnd Hfe of passion an unsatiaDle appette for 
pleasure would have possessed his entire nature and he would not have 
been wlling to die. 


Whilst religious wars Incarnardined the world, secret illumnmnistic 
assOclations, which were nothing Dut theurgic amnd magical schools, 
were incorDorated in Germany. 

宗教 的 な 争い が 世界 を 赤く 染め て いた 時 、 ド イツ で 、 神 秘 と 魔術 の 団体 で ある 、 光 に 
照ら され た 者 の 秘密 結社 が 、 い くつ か 組織 され た 。 

The most ancient of these seems to have Deen that of the Rosicrucians, 
当時 の ドイ ツ の 最 古 の 秘密 結社 は 薔薇 十字 団 で ある 、 と 思わ れる 。 

whose syrmDols go Dack to the tmes of the Guelphs and the Ghibellhimes, 


薔薇 十字 と いう 象徴 は 、 教 手 派 ゲル フ と 皇帝 派 ギ ベリ ン の 争い の 時 代 に 遡 ( さ か の 
ぼ ) る 。 

as We see Dy the allegories in the poem of Dante and Dy the emDlems in 
the Romance of the Rose. 

ダン テ の 詩 「 神 曲 」 の 象徴 と 、「 薔 薇 物語 」 の 象徴 に よっ て 見 られ る 様 に 。 

The rose, which from all thmes has Deen the type of Deauty, Hfe, 1oVe and 
Dleasure, 

薔薇 は 、 全 て の 時 代 で 、 美 、 命 、 愛 、 快 楽 の 象徴 で ある 。 

exDressed mystically the secret thought of all protests manifested at the 
Rena1ssanCe. 

薔薇 は 、 ル ネ サ ンス の 時 に あら われ た 全て の 抗議 で ある 秘密 の 思想 を 神秘 的 に 表 
す 。 

It was the flesh in rebellion against the oppression 0f sDirt: 

薔薇 は 、 精 神 か ら の 抑圧 に 対し て 反抗 する 、 肉 体 で ある 。 

it was Nature testifying that, 1ike grace, she was a daughter of Go 
薔薇 は 、「 神 の 娘 で ある 神 の 恵み の 様 に 、 自 然 は 神 の 娘 で ある 。」 と 宣言 する 、 自 然 
で ある 。 

it was loVe refusing to De stifled by the cehibate: 

薔薇 は 、 禁 欲 主義 者 に よる 抑圧 を 把 む 、 愛 で ある 。 

it was Hfe in reVolt against sterihty: 

薔薇 は 、 不 毛 に 対し て 反抗 する 、 命 で ある 。 

it was humanity aspirimg towards natural religion, full of reason and 
loVe, founded on the revelatons of the harmony of Deing, 

薔薇 は 、 存 在 の 調和 の 啓示 に 基づい て 論理 と 愛 に 満ち て いる 自然 な 宗教 を 望む 、 
人 性 で ある 。 

of which the rose, for initiates, was the HIving floral symDol. 

薔薇 は 、 秘 伝 伝授 者 に と っ て は 、 存 在 の 、 生 き て いる 花 の 象徴 で ある 。 

It is in truth a Dantacle: 

実際 、 薔 薇 は 、pantacle で ある 。 

the form is circular 

薔薇 は 、 形 が 丸い 。 

the leaves of the corolla are heart-shaped and rest harmonlously on one 
another: 

薔薇 は 、 花 冠 の 花びら が ? 型 で 調和 的 に 相互 に 寄り か か り 合 っ て いる 。 

its timt offers the most harmonious shades of the DrirmitiVe colours: 
薔薇 の 色合い は 、 原 色 の 調和 的 な 色合い で ある 。 

its calyx 1s of Durple and gold. 

薔薇 の 岩 ( が く ) は 、 紫 色 と 金 色 で ある 。 

We have seer that 

すでに 話し た 様 に 、 

Flamel, or rather the Book of Abraham the jew, represents it as the 
hieroglyphical sign of the fulfilment of the Great Work. 


ニコ ラ フラ メル の 話 に よる へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 本 「Asch Mezareph」 で は 、 薔 
徴 は 、「 大 作業 」 の 成就 の 象徴 で ある 。 

Here is the key to the romance of Clopimel and Wiliam de Lorris. 

上 記 が 、 ギ ヨー ム ド ロリ ス と ジャ ン ド マン の 「 薔 薇 物語 」 の 鍵 で ある 。 

The conquest of the rose was the problem offered Dy initiation to 
SC1enC6e, 

薔薇 の 克服 は 、 知 へ の 入門 が も た ら す 問題 で ある 。 

whilst 

に 

religion was at Work to Drepare and to establish the umnversal, exclus1Ve 
and final triumph of the CroSss. 

宗教 、 キ リス ト 教 は 、 十 字 架 で ある キリ スト 教 の 普遍 の 唯一 の 最終 的 な 勝利 を 用 意 
し 確立 し て いる 。 

The problem proposed by high initiation was the umion of the Rose and 
the CroS5, 

薔薇 と 十字 架 の 結合 は 、 天 の 高等 な 秘伝 伝授 が も た ら す 問題 で ある 。 

and in effect occult philosophy, Deimg the umiversal synthesis, must take 
into account all Dhenomena of Deing. 

実際 、 隠 され た 哲学 は 、 普 遍 の 統合 で あり 、 存 在 の 全て の 現象 を 考慮 する 必要 が 有 
る 。 

Considered solely as a physlological fact, religion is the revelation and 
satisfaction of a need of souls. 

生理 的 な 事実 と し て の み 考 える と 、 宗 教 と は 、 人 の 魂 に 必要 な 啓示 と 満足 で ある 。 
Its existence as a fact 1s scientific, 

事実 、 宗 教 が 存在 する の は 、 学 問 的 で ある 。 

and to deny it would De a demial of humanity itself. 

宗教 の 否定 は 、 人 性 の 否定 に 成る で あろ う 。 

No one has invented it: 

人 が 宗教 を 発明 し た わけ で は な い 。 

Iike laws and civilisations, it is formed Dy the necessities of moral life. 
法 や 文明 の 様 に 、 倫 理 道徳 的 な 心 の 生活 の 必要 、 必 然 に よっ て 、 宗 教 は 形成 され る 。 
From this merely philosophical and restranmed standpoimnt, 

限定 的 な 哲学 的 な 立場 か ら 、 

religion must De regarded as fatal if one explains all Dy fatality, 

全て を 必然 に よっ て 説明 する な ら ば 、 宗 教 は 必然 で ある と 考え る 必要 が 有る 。 

and as Divine if one confesses to a Supreme Intelhgence as the 
mainspring of natural 1aWS. 

無 上 の 知 的 存在 で ある 神 が 自 然 の 法 の 原因 で ある と 認め る な ら ば 、 宗 教 は 神聖 な 
物 で ある と 考え る 必要 が 有る 。 

Hence it follows that 

その た め 、 

the characteristic of eVery religion, DrODerly so called, Deing to depend 
directly from Divirity Dy a supernatural reVelation 一 


正確 に 言う と 、 全 て の 宗教 の 特徴 は 、 超 自然 的 な 啓示 に よっ て 、 神 に 直接 的 に 頼る 
事 で ある 。 
no other mode of transrmiss1on Drovidimg a sufficient sanction of dogma 


超自然 的 な 啓示 以外 の 伝達 で は 、 教 え へ の 承認 を 十分 に も た ら せ な い 。 

1t must De concluded that the true natural religion is religion that has 
Deenl reVealed: 

真 の 自然 な 宗教 と は 、 啓 示さ れ た 宗教 で ある 、 と 結論 する 必要 が 有る 。 

this is to say 

言い 換え る と 、 

lt is natural to adopt a relgion only on the understanding that it has 
Deen revealed, 

宗教 と は 啓示 され た 物 で ある 、 と だ け 理 解す る 事 は 自然 で ある 。 

eVery true religion exhortmg sacrifices, 

全て の 真 の 宗教 は 、 自 己 犠 牲 を 強く 勧め る 。 

and 

し か し 、 

man having neither the power nor right to impose the same on his 
fellow-creatures, outs1de amd esDecially aDoVe the ordinary conditions 
of humanity. 

人 に は 、 人 の 通常 の 地位 の 範囲 外 で 、 人 の 通常 の 地位 を 超え て 、 自 己 犠 牲 を 同胞 
で ある 人 々 に 強制 する 力 や 権力 は 無い 。 

Proceeding from this strictly rational primciple, 

上 記 の 、 厳 し い 論 理 的 な 原理 か ら 進 ん で 、 

the Rosicruclans Were led to resDect the dominant hierarchic and 
revealed relig1on. 

薔薇 十字 団 は 、 当 時 の 支配 的 な 、 位 階 制 の 啓示 され た 宗教 で ある キリ スト 教 を 明 敬 
ずる に 至 う た 。 

They could De therefore no more the enemes of the papacy than of 
legitimate monarchy 

その た め 、 薔 薇 十字 団 は 、 法 王 の 敵 で も 無い し 、 正 統 な 王 の 敵 で も 無い 。 

while ithey conspired against DoDes and kings, it Was Decause they 
considered these or those Dersonally as apostates in resDect of duty and 
supreme aDettors of anarchy. 

も し 立 薇 十字 団 が 法王 や 王 に 敵対 を 謀っ た と し た ら 、 薔 薇 十字 団 が 法王 や 王 を 個 
人 的 に 義務 の 育 教 者 や 無秩序 に よる 混乱 の 扇動 者 と 考え た 時 で ある 。 

What in fact is a despot 一 whether spiritual or temporal 一 Dut a 
crOWned amarchist? 

事実 、 実 に 、 宗 教 的 な 暴君 や 世俗 の 暴君 は 王冠 を か ぶっ た 無秩序 主義 者 で は な く 
て 何 か ? 事 実 、 実 に 、 宗 教 的 な 暴君 や 世俗 の 暴君 は 王冠 を か ぶっ た 無秩序 主義 者 
で ある ! 

It 1s Doss1Dle to explan in this manner the protestantism and eVen 
radicalism of certain great adepts, who were assuredly more catholic 


than some Dopes and more monarchic than some kings 一 of certain 
eccentric adeDts, such as Henry Khunrath and the true IIIuminati of his 
School. 

上 記 に よっ て 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト や ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト 派 の 真 の 光 に 照ら さ 
れ た 者 と いっ た 、 革 ・ 法 王 よ り カ トリ ッ ク で あり 某 ・ 王 より 王 で あっ た 何人 か の 大 いな 
る 達 道 者 や 、 何 人 か の 奇人 の 達 道 者 が 、 な ぜ カ トリ ッ ク に 敵対 し た プロ テス タン ト 、 
単 命 な ど に よる 急進 主義 で あっ た か 説明 で きる 。 

By all Dut those who have made a Darticular study of the occult 
Sclences, Khunrath is practicallYy unKknoWm: 

隠さ れ た 知 を 特別 に 学ん だ 者 を 除き 、 全 て の 人 々 は 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト に つい 
て 、 ほ と ん ど 知 ら な い 。 

he is a master notwithstanding, and one of the first rank. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 無 上 の 魔術 師 の 1 人 で ある 。 

He is a SOVereign Drince of the Rosy CrOSs, 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 薔薇 十字 の 王者 で ある 。 

worthy in all respects of this scientific and mystical title. 
全て の 点 に お いて 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 「 薔 薇 十字 」 と いう 学問 的 な 神秘 的 な 
名 前 に 相応 し い 。 

His pantacles are splendid as the jight ofthe Book of Splendour called 
Zohar: 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の pantacle は 、「 光 輝 の 書 」 の 光 の 様 に 、 輝 いて いる 。 
they are learned as Trithermius, 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の pantacle は 、 ト リ テ ミ ウス の pantacle の 様 に 、 学 が 有る 。 
Dreclse Iike Pythagoras, 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の pantacle は 、 ピ タゴ ラス の pantacle の 様 に 、 正 確 で ある 。 
complete in ther disclosure ofthe Great Work as the book of Abraham 
and Nicholas Flamel. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の pantacle は 、 ヘ へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 本 「Asch 
Mezareph」 の pantacle や ニコ ラ フラ メル の pantacle の 様 に 、「 大 作業 」 を 完全 
に 開示 し て いる 。 

Khunrath, who was chemnist and physic1an, 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 化 学者 で あり 医者 で あっ た 。 

was Dorn in 1502, 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、1502 年 に 生ま れ た 。 

and he was forty-two years old when he attained transcendent 
theosophical initiation. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 超 越 的 な 神 知 学 の 秘伝 伝授 に 到達 し た 時 、42 歳 で あっ 
7 だ 5 

The Amphitheatre of Eternal Wisdom, which is the most remarkable of 
his WorkKs, was Dublished in 1598, 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 注目 する べき 著作 「 永 遠 の 知 の 円 形 競 技 場 」 は 1598 年 に 
公表 され た 。 

for 


な ぜ な ら 、 

the approDation of the Emperor Rudolph annexed thereto was dated on 
June 1 ofthe year in USSNOMI7 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 へ の 神聖 ロー マ 旦 帝 ル ドル フ 2 世に よる 認可 が 1598 
年 6 月 1 日 で ある と 記さ れ て いる 。 

Though professing a radical Drotestantism, the author claims 1oudly the 
ttles of catholic and orthodoX: 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 革 命 な ど に よる 急進 的 な プロ テス タン ト で ある と 信仰 告 
白 を し て いる が 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競 技 場 」 で は 正統 な カト リッ ク と いう 称号 を 大 い 
に 要求 し て いる 。 

he testifies that he possesses, Dut Keeps secret as he ought, a key to the 
ApDocalyDSe, 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 当 然 の 義務 と し て 秘密 を 守り な が ら 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 
鍵 を 所 有 し て いる 、 と 話し て いる 。 

which key is one and threefold, eVen as umiversal scienCe. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 鍵 は 、 普 遍 の 知 の 様 に 、 唯 一 で あり 三 
重 で ある 。 

The division of the work is seVenfold, and through these sections are 
distriDuted the seven degrees of initiation into transcendental 
philosophy. 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 七 重 に 分 か れ て いて 、 超 越 的 な 哲学 へ の 入門 の 7 つ 
の 段階 と 対応 し て いる 。 

The text is a mystical cormmentary on the oracles of Solomorl 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 ソ ロモ ン の 神託 に つい て の 神秘 的 な 注釈 で ある 。 
and the work ends with a series of synoptic schedules which are the 
synthesis of Magic and the occult KaDalah 一 so far as concerns that 
which can De made puDlic in MA 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 の 最後 は 、 書 いて 公開 する 事 が 可能 な 限り の 、 魔 術 と 隠 
され た カバ ラ の 総合 で ある 、 一 連 の 要約 の 一 覧 表 で ある 。 

The rest, Deing the esoteric and inexpressiDle part of the science, 1S 
formulated in magmificent pantacles carefully designed and engraved. 
These are nime in numDber as follows: 

下記 の 様 に 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 知 の 言い 表せ な い 秘 伝 の 部 分 を 、 用 心 
し て 記さ れ た 9 つの 大 いな る pantacle で 表現 し て いる 。 


(1) The dogma of Hermes: 

(1) ヘ ル メ ス の 考え 。 

(2) Magical realisation: 

(2) 魔 術 的 な 実現 。 

(3③) The path of wisdom and the inital procedure in the Work: 
(3) 知 へ の 経路 と 、「 作 業 」 ま た は 「 務 め 」 に お ける 最初 の 手順 。 

(4) The Gate of the Sanctuary enlightened Dy seven mystic rayS: 


(4)7 つの 神秘 的 な 光線 が 照 らし て いる 、 聖 所 の 門 。 

(5) A Rose of Light, in the centre of which a human figure is extending 
its armms in the form of a crOSS: 

(5) 光 の 薔薇 。 光 の 薔薇 の 中 心 は 、 十 字 の 形 に 両 腕 を 横 に 水平 に 伸ばし て いる 人 で 
ある 。 

(6) The magical laboratory of Khunrath, demonstratng the necessary 
unlon of Drayer amnd WOrK: 

(6) 祈 り と 作業 の 結合 の 必要 性 を 表し て いる 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の 魔術 の 研究 
= 上 

(7) The aDsolute synthesis of science: 

⑦) 知 の 絶対 の 総合 。 

(8⑧) Umiversal eduilhiDriurm: 

(8) 普 遍 の つり 合い 。 

(9⑨) 

(9⑨) 

A summary of Khunrath's personal doctrine, ermDodying ant energetic 
DIQKGS agalnst all his detractors. 

誹謗 中 傷 者 に 対す る 強い 抗議 を 例示 し て いる 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト 個 人 の 考え 
の 要約 。 

It is a Hermetic pantacle surrounded Dy a German caricature, full of 
livelimess and ingenuous Choler 

陽気 さと 率直 な 怒り に 満ち た 、 ド イツ の 風刺 画 に 囲ま れ た 、 錬 金 術 的 な pantacle で 
ある 。 

The philosopher's enemies are depicted as insects, zamies, OXen, and 
asses, the whole Deing decorated with Latim legends and gross German 
eD1gTaTnS. 

錬金術 師 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の 敵 は 、 ラ テン 語 の 説明 文 と 下品 な ドイ ツ 語 の 警 句 
で 飾ら れ て いる 、 虫 、 愚 者 、 牛 、 ロ バ と し て 描か れ て いる 。 

Khunrath is shewn on the right in the garD of a citizem, 

右 に は 、 市 民 の 愉 好 を し た ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト が 描か れ て いる 。 

and on the left in that of his student's apartment: 

左 に は 、 研 究 室 で の 愉 好 を し た ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト が 描か れ て いる 。 

in both he makes faces at his adVersar1es. 

右 で も 左 で も 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 敵 に 嫌 な 顔 を し て いる 。 

As a townsmman he is armed with a sword and tramples on the tail of a 
SerDent: 

市 民 と し て 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 剣 で 武装 し 、 蛇 の 尾 を 踏ん で 圧倒 し て いる 。 
as a student he iS carrying a Dalr of tongs and is crushing the serDent's 
head. 

研究 者 と し て 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 は さむ 道具 を 持ち 、 蛇 の 頭 を 圧倒 し て いる 。 
In puDlic he demonstrates and at home instructs, Dut as indicated Dy his 
gestures, the truth is the samme always 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 常 に 同じ 真理 を 、 公 で は 実証 し 、 家 で は 教え て いる 。 


and expressed with disdain for the impure Dreath of his adversaries. 

The latter notwithstanding is so pestlential that the birds of heaven fall 

dead at their feet. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 天 の 鳥 が 敵 の 足下 に 堕ち て 死ぬ ほど 有毒 な 誹謗 中 傷 者 
の 汚れ た 人 息 を 気 に も し な いで 抽出 し て いる 。 

This exceedingly curious plate is wantimg in many copies of the Work. 

非常 に 興味 深い 「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 の 9 番目 の pantacle は 、 多 数 の 写本 

で は 欠け て し まっ て いる 。 


The book as a whole contams all mysteries of the highest initiation. 
全体 と し て 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 無 上 の 秘伝 伝授 の 全て の 神秘 を 含ん で 
いる 。 

As the ttle amnounces, It is Christo-KaDalistic, Divimne-maglcal, DhyS1C0- 
chemical, threefold-one, and universal. 

見 出し が 表す 様 に 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競 技 場 」 は 、 イ エス キリ スト の カバ ラ 、 神 の 魔 
術 、 自 然 の 化学 、 三 重 の 唯一 、 普 思 で ある 。 

It is a true manual of Transcendental Magic and Hermetic Philosophyi 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 超 越 的 な 魔術 と 錬金術 の 真 の 手引 書 で ある 。 
Amore Complete and perfect imitiation camnot be found elsewhere, 
unless indeed it is in the Sepher Yetzirah and Zohar 

「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 を 除き 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 以 外 で 、 よ り 完 全 な 秘 
伝 伝 授 は 見 つけ られ な い 。 

Im the four important corollaries which follow the explanation of the 
thrd figure, Khunrath estaDlishes: 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 の 3 番目 の pantacle の 説明 か ら の 4 つの 重要 な 帰結 
と し て 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 次 の 様 に 、 確 証し て いる 。 


(1) 

(1) 

That the cost of accomplishing the Great Work (apart from the 
Operator's mantenance and personal expenses) should not exceed the 
sum of thirty thalers. 

「 大 作業 」 成 就 の 総 費 用 は 、( 術 者 の 生活 費 と 個人 的 な 必要 経費 を 除き 、)30 ター レ 
ル を 超え る べき で は な い 。 

He adds: "1 speak with authority, having learned from one who had 
knowledge: those who expend more dece1ve themselves and waste ther 
money." 

また 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 「 私 ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 知 っ て いる 人 か ら 学 ん 
だ の で 、 自 信 を 持っ て 話し て いる 。30 ター レル を 超え て 費やす 人 は 、 自 分 に 都合 良く 
誤解 し て し まっ て 、 金 銭 を 浪費 し て し まう 。」 と 話し て いる 。 

It follows that 


その た め 、 上 記 の 話 か ら 、 

elther Khunrath had not himself composed the Philosophical Stone or 
did not wish to adrmit it for fear of Dersecution. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 賢 者 の 石 を 作ら な か っ た か 、 迫 害 を 恐れ て 賢者 の 石 を 
作っ た と 認め た く 無かっ た 。 

He proceeds to estaDlish 

(2) 

the duty of the adept not to devote more than the tenth part of his 
wealth to his personal use, the rest beimg consecrated to the glory of 
God and works of charity. 

達 道 者 の 義務 と し て 、10 分 の 1 を 超え て 富 を 私 用 する べき で は な く 、 余 剰 の 冨 を 神 
の 栄光 と 慈善 事業 に ささ げ る べき で ある 。 

Finally 

(3③) 

he affirmms that the mysteries of Christiamity and Nature interpret amd 
lllumimate one another 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 「 キ リス ト 教 の 神秘 と 自然 は 相互 に 説明 し 合い 解明 し 合 
う 。」 と 話し て いる 。 

and that 

まだ 

the future reign of Messiah will rest on the dual foundation of science 
and faith. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 「 救 い 主 イ エス の 未来 の 統治 は 、 知 と 信心 と いう 二 重 の 基 
礎 に 基づく 。」 と 話し て いる 。 

The oracles of the Gospel Deing thus confirmed Dy the book of Nature, 
自然 と いう 本 は 、 福 音 書 の 神託 を 確証 する 。 

1t wll De possible to convince jews and Mohammedans regardimg the 
truth of Christianty on the grounds of science and reasoTl, 

知 と 論理 と いう 基礎 に よっ て 、 キ リス ト 教 が 正しい と 、 ユ ダ ヤ 教 入 と イス ラム 教徒 を 説 
得 で きる 。 

so that 

その た め 、 

ー wrth the help of Divine Grace 一 they will De conVerted infalhDly to 
the religion of umity. 

神 の 恵み と いう 助け に よっ て 、 ユ ダ ヤ 教 徒 と イス ラム 教徒 を 唯一 の 宗教 で ある キリ ス 
ト 教 へ 絶対 に 改宗 で きる 。 

He ends with this 

(④ 

maxim: "The seal of Nature and of Art is sirmplicity." 

「 自 然 の し る し と 、 技 術 の し る し は 、 単 一 性 で あり 、 単 純 さ で ある 。」。 


Contemporary with Khunrath there was another imitiated doctor 
Hermetic philosopher and disciple of Paracelsian medicime: th1s Was 
Oswald Crolhius, author of the Book of Signatures, or True and Vital 
Anatomy of the Greater and Lesser World. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト と 同時 代 に 、 秘 伝 伝授 者 の 医者 、 錬 金 術 師 、 パ ラケル スス の 
医学 の 弟子 で ある 、「the Book of Signatures, or True and Vital Anatomy of 
the Greater and Lesser World( 署 名 に つい て の 書 、 ま た は 、 大 世界 と 小 世界 の 
真 の 命 の 解剖 学 )」 の 著者 で ある 、 オ ズ ワ ル ド クロ ル が いた 。 

The preface to this work is a sketch of Hermetic philosophy, exceedinmgly 
well done: 

オズ ワル ド クロ ル の 著作 の 序文 は 、 非 常に 良く で きた 、 錬 金 術 に つい て の 概要 で あ 
る 。 

Crolhus seeks to demonstrate that 

オズ ワル ド クロ ル は 、 次 の 事 を 実証 し よう と し た 。 


God and Nature have, so to speak, signed all ther Works, 

神 と 自然 は 、 全 て の 作品 に 署名 し た 、 と 言え る 。 

that every Droduct of a given natural force Dears the stamp of that force 
printed in indelible characters, 

自然 の 力 を 与え られ て いる 全て の 被 造物 は 、 消 えな い 象 形 文字 で 記さ れ た 、 自 然 の 
力 に よる 、 し る し を 持っ て いる 。 

so that 

その た め 、 

he who is initiated in the occult writmgs Can read as In an oODen DooKk, 
the sympathies and antipathies of things, the properties of suDbstances 
and all other secrets of creation. 

隠さ れ た 本 に 入門 し た 人 は 、 開 か れ た 本 の 様 に 、 複 数 の も の の 共感 と 反感 や 、 も の 
の 特性 と いっ た 、 被 造物 の 全て の 秘密 を 読め る 。 


」 

The characters of different writings were Dorrowed Drimitively from 
these natural sigmatures existimg in stars and flowers, on mountains and 
the smallest pebDble. 

異な る も の の 象形 文字 は 元 は 星々 、 花 々 、 山 々 、 小 石 に 存在 する 自然 の 署名 で ある 。 
The figures of crystals, the marks on minerals, were 1mDpressions of the 
thought which the Creator had in their formation. 

水晶 の 形 、 鉱 物 の 模様 は 、 創 造 主 で ある 神 が 被 造物 を 形成 し た 時 の 思考 の 痕跡 で 
ある 。 

The idea is rich in poetry and grandeur 

上 記 の 、 概 念 は 詩情 豊か で あり 壮大 で ある 。 

Dut 

し か し 、 


we lack any grarmmar of this mysterious language of Worlds 

人 に は 、 世 界 の 神秘 の 言葉 の 文法 の 知 が 欠け て いる 。 

and a methodical VocaDulary of this DrirmitiVe amd aDsolute speech. 
人 に は 、 原 初 の 絶対 の 言葉 の 秩序 的 な 語 某 (ご い ) の 知 が 欠け て いる 。 

King Solomon alone is credited with havimg accomplished the dual 
laDour: 

ソロ モン 王 だ けが 、 神 の 言葉 の 文法 と 語 緊 (ごい ) を 知る と いう 二 重 の 作業 を 成就 し 
た 、 と 信じ られ る 。 

Dut 

し か し 、 

the Dooks of Solomon are lost. 

ソロ モン の 鍵 、 ソ ロモ ン の 本 は 、 失 われ た 。 

The enterprise of Crolhus was not a reconstitution of these, Dut an 
attempt to discoVer the fundamental principles obtaiming in the 
unuversal lamguage Of the creative Word. 

オズ ワル ド クロ ル の 計画 は 、 ソ ロモ ン の 鍵 の 復元 で は な く 、 創 造 す る 神 の 言葉 イエ ス 
の 普遍 の 言葉 を 獲得 する た め の 基 本 原理 の 発見 で あっ た 。 

It was recogrused on these principles that 

下記 を 、 神 の 言葉 イエ ス の 普遍 の 言葉 を 獲得 する た め の 基 本 原理 に よっ て 認め ら 
れる 。 

the origimal hieroglyphics, Dased on the prume elements of geometry, 
最初 の 象形 文字 は 、 幾 何 学 の 主要 な 要素 に 基づい て いる 。 

COrTesDonded to the constitutiVe and essential laws of forms, 
determined Dy alternatmg or comDimed movements, 

最初 の 象形 文字 は 、 交 互 の 運動 や 複合 し た 運動 が 決定 し た 形 の 本 質 的 な 法 と 対 
応 し て いる 。 

which, in their turn, Were deterrmmed Dy eduihDratory attractons. 
つり 合う 複数 の 引力 が 、 交 互 の 運動 や 複合 し た 運動 を 決定 する 。 

Simples were distinguished from composites Dy their external figures: 
外見 の 形 に よっ て 、 混 合 物 か ら 単 体 を 見 分 けら れる 。 

and by the correspondence betweenr figures and numDbers it Decame 
DOssible to make a mathematical classification of all suDstances 
revealedl Dy the lines of their surfaces. 

形 と 数 の 間 の 対応 に よっ て 、 も の の 表面 の 1 つ 以 上 の 線 に よっ て 明か され た 全て の 
も の の 数 学 的 な 分 類 が 可能 と 成る 。 

At the root of these endeavours, which are rerminiscences of Edenic 
ScienCce, there is a whole world of discoVeries awaitimg the scienCes. 
エデン の 知 の 思い 出 で あ る 、 知 的 な 努力 の 根本 に は 、 知 を 待ち 望む 発見 の 一 大 世 
界 が 存在 する 。 

Paracelsus had diVvmed them, 

パラ ケル スス は 、 見 抜い た 。 

Crolhus indicates them, 

オズ ワル ド クロ ル は 、 ほ の めか し た 。 


another who shall follow wil realise and provide the demonstration 
concerming them. 

第 三 者 が 、 実 現し 実証 する で あろ う 。 

What seemed the folly of yesterday wl De the genius of tomorroW, 

昨日 は 吊 か に 見 えた も の が 、 明 日 は 天才 に 成る で あろ う 。 

and progress wl hail the sublme seekers who first 1ooked into this 1ost 
and recoVered world, this Atlantis of human knowledge. 

人 知 の アト ラン ティ ス 大 陸 で ある 失わ れ た が 復活 し た 世界 を 初め て 調査 し た 気 高 い 
探求 者 を 進歩 は 、 た た える で あろ う 。 

The beginming of the seventeenth century was the great epoch of 
alchemy: 

17 世紀 の 最初 は 、 錬 金 術 の 大 時 代 で あっ た 。 

it was the period of Philip Muller john Torneburg, Michael Maier 
Ortelius, Poterius, Samuel Norton, Baron de Beausoleil, David Planis 
Campe, ]ean Duchesne, RoDert Fludd, Benjarmm Mustapha, D'Espagnet, 
the Cosmopolite 一 who is in the first rank 一 de Nuisement, who 
translated amd published the Cosmopolte's wridmgs, john Bapttst Van 
Helmont, Eirenaeus Philalethes, Rodolph Glauber the subhme 
shoemaker jacoD BOhme. 

17 世紀 の 最初 は 、Philip Muller、john Torneburg、 マ イケ ル マイ ヤー、 オ ル テ リ 
ウス 、Poterius、Samuel Norton、Baron de Beausole1l、David Plamis 
Campe、jean Duchesne、Robert Fludd、Benjamin Mustapha、 デ スパ ニ エ 、 無 
上 の 人 で ある 「the CosmopoHite( 世 界 市 民 )」、「the Cosmopolite( 世 界 市 民 )」 の 
文書 を 翻訳 し た de Nuisement、 ヤ ン ファ ン ヘル モン ト 、Eirenaeus Philalethes、 
ヨハ ン ルド ルフ グラ ウ バ ー、 気 高い 靴 屋 ヤコブ ベー メ の 時 代 で あっ た 。 

The chief among these initates were devoted to the researches of 
Transcendental Magic, Dut they concealed most carefully that detested 
name under the Veil of Hermetic exDerimerts. 

上 記 の 、 秘 伝 伝授 者 の 主 な 人 々 は 、 超 越 的 な 魔術 の 研究 に 専念 し た が 、「 魔 術 」 と 
いう 憎まれ 嫌 わ れ た 名 前 を 「 錬 金 術 の 実験 」 と いう ヴェ ー ル の 裏 に 用 心して 隠し た 。 
The Mercury of the Wise which they desired to discoVer and hand on to 
their disciples was the scientific and relig1ous synthesis, the Deace 
which aDides in the sovereign uty. 

錬金術 師 が 発見 し て 弟子 に 伝え た か っ た 「 賢 者 の 水銀 」 と は 、 学 問 的 な 宗教 的 な 総 
合 で あり 、 王 の 統一 の 中 に 存在 する 平和 で ある 。 

The mysttcs themselves were Dut blimd Delievers in the true iluminati, 
神秘 主義 者 と は 、 真 の 光 に 照ら され た 者 へ の 盲信 者 で し か な か っ た 。 

while illuminism, properly so called, was the umiversal science of light. 
光 に 照ら され た 者 の 学問 は 、 星 の 光 に つい て の 普遍 の 知 で あっ た 、 と 言え る 。 

In the spring of 1623 the following strange proclamation was placarded 
through the streets of Par1s: 

1623 年 の 春 に 、 パ リ の 諸々 の 通り に 、 下 記 の 、 不 思 議 な 声明 文 が 張ら れ た 。 


We who are the authorised messengers of the Brothers of the Rosy 
CrOSS, 

私 達 は 、 薔 薇 十字 団 の 公認 の 使者 で ある 。 

making Vis1Dle and inVisiDle sojourn in this toWm, 

薔薇 十字 団 は 、 わ ざと 目立っ た り 、 気 づか れ な い 様 に し た り し て 、 パ リ に 滞在 し て い 
る 。 
by the grace of the Most High, towards Whom the hearts of sages tur, 
do giVe instruction, without external means, in speaking the ]anguage of 
the countries wherein we dwell, and do rescue men who are our felloW- 
workers fromm terror and from death. 

薔 薇 十字 団 は 、 至 高 の 神 の 恵み に よっ て 、 外 的 な 手段 無し で 、 薔 薇 十字 団 が 住む 
国々 の 言葉 を 話し て 、 教 え を 授け て 薔薇 十字 団 の 同胞 で ある 人 々 を 迷 怖 と 死 か ら 救 
う 。 賢 者 の 心 は 神 に 向かう 。 

If amyone shall seek us out of mere curiosity, he will never commurucate 
wrth Us: 

も し 単なる 好奇 心から 誰か が 薔薇 十字 団 を 探し て も 、 薔 薇 十字 団 と 交流 で き な い で 
あろ う 。 

Dut 

し か し 、 

he De actuated Dy an earnest desire to De inscriDed on the register of 
Our fraternity, we, who are discerners Of thoughts, will make manifest 
to such an one the truth of our Drom1ses, 

も し 人 が 薔薇 十字 団 の 同胞 愛 に 名 を 連ね た いと いう 真剣 な 望み に 駆り 立て られ た 
ら 、 思 考 を 見 分 けら れる 者 で ある 蓄 徴 十字 団 は 薔薇 十字 団 の 約束 が 真実 で ある 事 
を 表す で あろ う 。 

SO Only that 

その た め 、 

we do not disclose the place of our abDode, 

薔薇 十字 団 は 、 薔 薇 十字 団 が 住む 場所 を 開示 し な い 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

thought im its umion wrth the firm will of the reader shall be sufficient to 
make us known to him and him jikewrse tO US. 

薔薇 十字 団 の 声明 文 の 読者 が 堅固 な 意思 で 薔薇 十字 団 と の 結合 を 思考 すれ ば 、 
薔薇 十字 団 が 読者 を 知る の に 十分 で あろ うし 、 読 者 が 薔薇 十字 団 を 知る の に 十分 
で あろ う 。 

」 

PuDlic Opinion took hold of this mysterious mamufest0o, 

薔薇 十字 団 の 神秘 的 な 声明 文 は 世論 を と ら え た 。 


andif anyone asked openly who were those Brothers of the Rosy CrOSS, 
an unknmown Dersonage WOUld perchance take the ingunrer apart, and 
say to hm gravely: 

も し 誰か が 薔薇 十字 団 は 何者 で ある か 公 に 質問 し た ら 、 多 分 、 下 記 の 様 に 、 見 知ら 
ぬ 人 が 質問 者 を 他人 か ら 引 き 離 し て 重々 し く 話 す で あ ろう 。 


1 
Predestimed to the reformation which must take place speeduly in the 
whole umiverse, the Rosicrucians are depositaries of supreme Wisdom, 
全 世 界 で 速やか に 起こ る 必要 が 有る 変革 を 運命 づけ られ た 、 薔 薇 十字 団 は 、 無 上 
の 知 の 受託 者 で ある 。 

and as undisturDed possessors of all gifts of Nature, they can disDpense 
these at pleasure. 

自然 か ら の 贈り 物 の 平静 な 所 有 者 と し て 、 薔 薇 十字 団 は 、 自 然 か ら の 贈り 物 を 思い 
通り に 扱え る 。 

In whatsoever place they may De, they know all thimgs which are going 
onin the rest of the world Detter than ithey were present amongst 
them: 

次 薇 十字 団 は 、 ど こ に いて も 、 他 の 場所 で 起き て いる 全て の 物事 を 、 現 場 に いる より 
も 良く 知っ て いる 。 

they are superior to hunger and thirst 

薔 薇 十字 団 は 、 飼 えと 潟 き を 超越 し て いる 。 

and have neither age nor disease to fear 

薔薇 十字 団 に は 、 恐 れる べき 老い も 病気 も 無い 。 

They can command the most powerful spirits and gemil. 

蒼 薇 十字 団 は 、 無 上 の 力 が 有る 聖霊 や 霊 に 命令 で きる 。 

God has covered them wrth a cloud to protect them from their ememies, 
神 は 、 薔 薇 十字 団 を 、 敵 か ら 守 る た め に 、 雲 で 覆っ た 。 

and 

その た め 、 

they cannot De seen except Dy their own consent 一 had anyOone eyes 
more Diercing than those of the eagle. 

ワシ の 目 よ り 見 通す 目 を 持っ て いて も 、 薔 薇 十字 団 が 同意 し な いと 、 薔 薇 十字 団 を 
見 る 事 は で き な い 。 

Their general assemDblies are held in the pyramids of Egypt 

薔 薇 十字 団 の 全体 集会 は エジプト の ピラ ミッ ド で 開か れる 。 

Dut, 

だ だ し 。 

ever as the rock whence issued the spring of Moses, 

出 エ ジ プ ト 記 17 章 で モー セ が 泉 を 表し た 石 の 様 に 、 

these pyrarmds proceed with them into the desert and wil follow them 
untll they enter the Prormised Land. 


エジプト の ピラ ミッ ド は 、 薔 薇 十字 団 と 共に 砂漠 を 進み 、 薔 薇 十字 団 が 約束 の 地 に 
人 入る まで 、 六 謝 十字 団 の 後に 従う で あろ う 。 


」 


CHAPTER VI 

魔術 の 歴史 第 5 巻 6 章 

SOME MAGICAL PROSECUTIONS 

いく つか の 魔術 の 告発 

THE Greek author of the allegorical TaDlet of CeDes giVes eXDreSs1On tO 
this admiraDle conclusion: 

象徴 的 な 「 ケ ベス の 石板 」 で 、 ギ リ シ ャ の 哲学 者 ケ ベ ス は 、 下 記 の 、 見 事 な 結論 を 話 
し て いる 。 


There 1s one only real good to De desired, and this is wlsdom: 
望む べき 唯一 の 本 当 に 善い 物 は 、 知 で ある 。 

there is Dut one evil to fear and it is madnesS. 

恐れ る べき 唯一 の 本 当 の 悪 は 、 狂気 で ある 。 


」 

Moral evil, wickedness and crime are indeed and Hiterally mamna. 

実に 、 正 に 、 倫 理 道徳 的 な 心 の 悪 と 罪 は 、 和 狂気 で ある 。 

Father Hilarion Tissot has therefore our heart-felt sympathy when he 
proclaims without ceasing in his extravagantly darimg Damphlets thatim 
place of purunshing criminals we must take them under our charge and 
cure them. 

多数 の 大 胆 な 論文 で 、「 犯 罪 者 を 罰する 代わ り に 、 犯 罪 者 に 世話 を し て 犯罪 者 を 治 
す 必 要 が 有る 。」 と 常に 主張 し た 神父 Hilarion Tissot に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 共感 
する 。 

But 

し か し 、 

Sympathy notwithstanding reasor rises in Drotest agalnst exCeSS1Vely 
9 interpretations Of Crime, 

共感 は する が 、 理 性 は 、 罪 へ の 寛大 過ぎ る 解釈 に 対し て 抗議 の 声 を 上 げ る 。 

the conseduence Of which would De to destroy the sanction of morality 
by disarming 1aW. 

罪 へ の 寛大 過ぎ る 解釈 は 、 法 の 武装 解除 に よっ て 、 倫 理 道徳 の 拘束 力 を 破壊 する 
結果 に 成る で あろ う 。 

We Hken mania to intoxicatlol, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 狂 気 を 本 丁 に 例え る 。 

and seenmg that the ]atter is nearly always Voluntary, 

本 西 は 、 ほ ば 常に 、 自 発 的 に 行わ れる 。 だ か ら 、 

we aDplaud the wisdom of judges who punish the misdemeanours and 
crimes Commmmitted in the state of drunkenmess, not regarding the 
Voluntary 1oss of reason as an eXCUS6e. 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 本 町 と いう 自発 的 な 理性 の 喪失 を 口実 に させ ず に 、 本 町 状態 で 
犯さ れ た 不 品行 や 罪 を 罰する 審判 者 の 知 を た た える 。 

There may come eVen a day when the self-induced condition wl De 
Counted as an aggravatimg CTCurmstamCe 

本 丁 状 態 と いっ た 自ら 招い た 状態 を 罪 を 重く する 事情 に 数 えら れる 時 が 来る か も し 
れ な い 。 

and when the intelligent Demg who by his own act sets himself outside 
reason wl fimd that he is also outside the pale of law. 

知性 を 持つ に も か か わら ず 自 発 的 な 行動 に よっ て 理性 を 逸脱 し た 人 は 法 の 保護 か 
ら 外 され て し まう 時 が 来る か も し れ な い 。 

Is not aw the reason of humanity? 

法 と は 、 人 の 理性 で は な いか ? 法 と は 、 人 の 理性 で ある ! 

Woe to him who gets drunk, whether with wine, pride, hatred, or even 
1oVe. 

赤ワイン と いっ た 酒 、 令 慢 、 憎 悪 、 性 欲 に よっ て 本 町 する 人 に は 災い が 有る ! 

He Decomes Dlmd, umjust, the sport of circumstanCe: 

本 町 し て いる 人 は 、 盲 目 に 成り 、 不 正 、 不 公平 に 成り 、 状 況 に 流さ れる 。 

he is a Walking scourge and iving fatalty: 

柳本 し て いる 人 は 、 歩 く 不 幸 の 源 、 生 き て いる 不幸 の 源 で ある 。 

he may slay or violate: 

楓 本 し て いる 人 は 、 殺 すか も し れ な いし 、 犯 すか も し れ な い 。 

he is an unchained fool, 

義 町 し て いる 人 は 、 鎖 に つなが れ て いな い 狂 人 で ある 。 

and let him De denounced as such. 

酷 丁 し て いる 人 を 、 鎖 に つなが れ て いな い 狂 人 と し て 非難 し な さい 。 

Society has the right of self-defence: 

社会 に は 自衛 の 権利 が 有る 。 社 会 に は 護身 の 権利 が 有る 。 

1t is more than a right, it 1S dutY, 

自衛 は 、 権 利 と 言う より も 、 義 務 で ある 。 護 身 は 、 権 利 と 言う より も 、 義 務 で ある 。 
for 

な ぜ な ら 、 

soclety has children. 

社会 に は 幼子 が いる 。 

These reflections are Drompted Dy the magical prosecutions of which 
We have tO g1Ve some aCCOUT1t. 

上 記 の 、 考 え を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 話す 魔術 の 告発 は 、 思 い 出 させ る 。 

The Church and Society have Deen too often charged writh the judicial 
murder of fools. 

頻繁 に 、 教 会 と 社会 は 、 裁 判 に よる 狂人 の 処刑 に よっ て 、 非 難 さ れ 過 ぎ て いる 。 
We admit that the sorcerers Were fO015, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 狂人 で ある 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 認め る 。 

Dut 

し か し 、 


theirs was the folly of perVersity, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の 狂気 は 、 邪 悪 で あっ た 。 

If some innocent Dut diseased Dersons have Derished among them, 
these thimgs are msfortunes for which neither Society nor the Church 
can De held responsible. 

も し 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 混同 され て 無実 の 病人 が 処刑 され て いた と し て も 、 教 会 と 
社会 に は 責任 が 無い 不幸 な 出来 事 で ある 。 

EVery man who is condemned accordimg to the 1aws of his coumtry and 
the judicial forms of his tme is condemned justly, 

国 の 法 と 当時 の 裁判 に よる 処刑 は 全て 正当 で ある 。 

his possible innocence Deing henceforth in the hands of God: 

国 の 法 と 当時 の 裁判 に より 処刑 され る 人 が 無罪 に 成る 可能 性 は 、 神 の 手中 に ある 。 
before men he is and must remain guilty. 

し か し 、 国 の 法 と 当時 の 裁判 に より 処刑 され た 人 は 、 人 前 で は 有罪 で あり 、 人 前 で は 
有罪 の まま で ある 必要 が 有る 。 


In a remarkaDble romance, called The Sorceresses' SabDbath, Ludwig 
Tieck depicts a holy womanm, 

中 略 

a DOOr old creature outworn by macerations, mentally enfeebled Dy 
fasts amd DrTayeTS, 

who, Deing full of horror at sorcerers, 

yet disposed Dy excess of hurmlity to accuse herself of all crimes, 
ends in Delieving that she is a witch, 

confesses 1t, 

1S ConVicted Dy error and Drejudlgment, 

and fimally is Durnt ahVe. 


What would such a history DroVe, SUDDOosnmg that it were true? 


Neither more nor less than the possibility of a judicial Dlunder 


But 

し か し 、 

下 such mistakes( - judiclal Dlunder - ) are DossiDle in fact they cannot De 
SO 1n edUlty, 

も し 現実 に は 裁判 は 誤る 可能 性 が 有る と し て も 、 法 的 に は 裁判 は 誤る 可能 性 が 有 っ 
て は な ら な い 。 

OY 

さも な けれ ば 、 

what would Decome of human justice? 

人 の 正義 は 、 ど う 成 っ て し まう で あろ うか ? 

Socrates condemmned to death might have had recourse to flight 

死刑 を 宣告 され た ソクラテス は 逃げ て も 良かっ た 。 

and his own judges would have furnished the means, 
ソクラテス を 裁 い た 者 も 自ら 逃亡 の 手段 を ソクラテス に 与え た で あろ う 。 

Dut 

じ か し 、 

he respected the 1aws and resolved therefore to die. 

ソクラテス は 、 法 を 尊重 し て 、 死 ぬ 事 を 決意 し た 。 

The severity of certain sentences must De Dlamed to the laws and not 
the triDunals of the middle ages. 

いく つか の 刑 の 過酷 さ は 、 中 世 の 法 に 責任 が 有り 、 中 世 の 裁 判 所 に は 責任 は 無い 。 


Was Gilles de Laval, whose crmes and ther purnshment haVve Deen 
narrated, condemned urjustly, and must he De aDsolved as a fool? 

中 略 

Were those horrible imDeciles innocent who composed philtres from 
the fat of Hittle children? 


IMoreoVver 

Black Magic was the general mania of this unfortunate epoch. 

By their incessant application to questions of sorcery, the Very judges 
Occas1onally ended Dy thimkang that they also had commuitted the same 


crimeS. 


The plague Decame epidemc in many 1ocalties and executions seemed 
to multply the guilty. 


Demonographers hke Delancre, Delrio, Sprenger Bodim, and 
TorreDblanca giVe reDOrts of many Drosecutions, the details of which are 
edually tedious and revoltimg. 


The condemmned creatures were mostly hallucimated and idiotic, Dut 
they were wlcked in their idiocy and dangerous in their hallucimaton. 


Erotic Dassior, greedl and hatred were the chief causes which Drought 
aDout disorder in ther reason: 


they were indeed capaDle of anything. 


SDrenger sayS that sorceresses were In league with midwrves to secure 
dead bodies of new-Dorn children. 


The midwives killed these innocents at the Very momenrnt of ther Dirth, 
drivimg long needles into the Drain. 


The DaDe was said to have Deen still-Dorn and was Duried as such: 


on the night following, the stryges dug up the ground and remoVed the 
COrDSe, Which they stewed in a pan with narcotic and Do1sonous herDSs, 
afterwards distiljmg this human gelatime. 


The jiquor did duty as an elixir of long Hfe, and the solid part 一 
pounded and incorporated with soot and the grease of a Dlack cat 一 
was used for magical rubDimg. 


The stomach turns with loathimg at such aDominable revelations, and 
Dity 1s silenced Dy anger: 


but when one refers to the trials themselves, sees the credulity and 
cruelty of judges, the 1ying promises of mercy employed to extract 
admmissions, the atrocious tortures, 0Dscene exarminations, shameful and 
ridiculous Drecautions, and fimally the puDlic execution, with the 
derisive mnistrations of a priesthood which surrendered to the secular 
arm and asked mercy on those whom it had just condemned to death, 


armdst all this chaos one is forced to conclude that religion alone rests 
holy, Dut that human Deings are all and equally either idiots or 
SCOundrelS. 


In the year 1598 a priest of Limousirn, named Pierre Aupetlt, was Durned 
aliVe for ridiculous confessions extracted from him Dy torture. 


In 1599 a woman named Antide Collas was Durned at Dole 
Decause 


there was something abnormal in her sexual conformatioru and it was 
regarded as eXDplicaDle only by a shameful intercourse with Satan. 


Repeatedly put to the torture, striDDed, scrutimlsed Dy doctors and 
Judges, OVerwhelmed with shame and suffering, the unfortunate Deing 
cornfessed everything that she might somehow end it all. 


Henri Boguet, ]udge of Saimt-Claude, relates how he caused a womanr to 
be tortured as a sorceress Decause there Was a Dlece mlssing from the 
CrOSS Of her rosary, and it was a certain sign Of witchcraft in the view of 
this ferocious maniaC. 


A child of twelve years, brought up Dy the inqunsitors, accused his own 
father of taking him to the SabDbath. 


The father died in prison as the result of his sufferimgs, 


and it Was DrODOsed to Durn the Doy which was opposed Dy Boguet 一 
who made a virtue of the clemency. 


Rollande de Vernois, thirty-fiVe years old, Was imprisoned in such a 
freezing dungeon that she promised to adrnit herself guilty of Magic 下 
she might De allowed to go near a fire. 


As soor as she felt its warmth she fell into frightful conVulsions, 
aCCOomparied Dy feVer and delirium. 


In this condntion she was put to the torture, made every redulred 
statement, amd was dragged in a dyimg condition to the stake. 


A storm Droke out, extimguished the fire, and thereupon Boguet gloated 
oOVer the sentence which he had pronouncedl, smce she who in 
apDDpearance was thus protected Dy heaven must really and 
IncontestaD1y De aided Dy the devil. 


This same judge Durnt Pierre Gaudillon and Pierre le Gros for traVelhng 
by night, the one in the form of a hare and the other in that of a woIf. 


But the prosecution which caused the greatest stir at the Deginrnng of 
the seventeenth century was that of Messire Louis Gaufridi, cure of the 
parish of Accoules, at Marselles. 


The scandal of this affair created a fatal precedent, which was omly 
followed too faithfully. 


It was a Case Of Driests aCCusing a Driest, of a mimister dragged Defore a 
triDunal of his associates in the mimistry. 


Constantime had said that T he found a priest dishonouring his calling 
by some shameful sim he would cover him with his own Durple, which 
was a Deautiful and royal say1ng, 

コン スタ ン テ ィ ヌ ス 1 世 の 「 私 は 祭司 が 恥ず べき 罪 に よっ て 祭司 と し て の 名 誉 を 汚し 
て いる の を 見 つけ た ら 、( 密 か に 罰する が 、) 私 は 私 の 『 紫 衣 』 で 祭司 を 覆い 隠す で あ 
ろう 。」 と いう 言葉 は 美しく 王者 に 相応 し い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the priesthood ought to De staimless, 

祭司 は 、 汚 (けが ) れ な い 者 で ある べき で ある 。( 汚 れ て いる 人 は 祭司 に 相応 し く な 

い 。) 

eVen as ]UStice 1s infallible in the presence of puDlic morality. 

正義 が 、 大 衆 の 倫理 道徳 性 の 前 で も 、 誤 り が 無い 物 で ある 、 様 に 。 


In DecemDer 1610 a young woman of Marseilles went on a pilgrirmage 
to Saimte-Baume in ProVence, and there fell into ecstasy and 
COnVUlsS1OnS. 


She was named Magdelaine de la Palud. Lounse Capeau, another 
devotee, Was sirmmilarly seized some short time after 


The Domimicans and Capuchins Delieved that it was Dossession Dy the 
devll amd had recourse tO eXOrC1STS. 


The result was that Magdelaine de la Palud and her fellow-victim 
presented that spectacle which was remewed so often a century later 
during the epidemic of conVulsions. 


They screamed, writhed, Degged to De Deaten and trampled under foot. 


One day six men Walked success1Vvely oVer the Dreast of Magdelaine 
without the slightest sufferimg on her Dart. 


While in this state she made confession of the most extraordinmary 
licentiousness, saying that she had giVen herself, Dody and soul, to the 
devil, to whom she had Deen affianced Dy a priest named Gaufridi. 


So far from incarceratimg the distracted girl, she obtained a hearing, 
and the exorcising monks despatched three Capuchins to Marselles for 
the purpose of secretly acguaintimg the ecclesiastical superiors with the 
state of affairs at Saimte-Baume, the oDject, i possiDle, Deimg to Dring the 
.CuTe Gaufridi thither and confront him with the supposed demons. 


Furthermore, 

the monks put on record the infernal inspirations of the two hyster1Cs, 
which were discourses full of ignorant and fanatical deVotion, 
presentimg relgion as this was understood Dy the exorcists themselves. 


In a wordL 


the possessed womenrn seemed to De relating the dreams of those who 
exOrClsed them: 


it was Dreclsely the phenomena of taDle-rappinmg and mediurms in Our 
Ow1 dayS. 


The devils assumed names not less incongruous than those of the spirits 
In America: 


they declaimed against printmg and Dooks, dehverimg sermons WOrthy 
of the most ferVent and iliterate Capuchins. 


In the presence of demons madein their own image and their own 
jikeness, the fathers were confirmed in the fact of the possession andin 
the Veracity of the infernal sDir1ts. 


The phantomms of their diseased imaginations assumed Dodily shape and 
Iivimg marufestation in the two womer, whose oDscene admissions at 
once stimulated their curiosity and their indignaton full of secret lust. 


Such were their dispositions when the unhappy Louis Gaufridi was at 
length Drought Defore them. 


Gaufridi was an all too worldIy priest, of agreeaDle countenance, Weak 
character and more than duDious morality. 


He had been the confessor of Magdelaime de ]a Palud and had inspired 
her wrth an insatlaDle Dassion, 


which, Deing changed Dy jealousy into hatred, Decame a fatality 
and drew the umfortunate priest into its whirl-pool of madness, 
by which he was carried ultimately to the stake. 


Whatsoever was said Dy the accused in his own defence was turned 
agalnst him. 


He called on God and Christ ]esus, on the Blessed Mother of Christ and 
the precursor St. ]Ohn Bapttst 


Dut they answered: 

You are excellent at recitimg the Litanies of the SabDath. 

By God, you understand Lucfer: 

Dy jesus Christ, BeelzeDub: 

by the Holy Virgin, the apostate mother of Antichrist: 

by St. john Baptist, the false prophet and Drecursor Of Gog amd Magog. 
Gaufridi was Dut to the torture and promised mercy せ he would sign the 
declarations of Magdelaine de la Palud. Distracted, circumvented, 


broken, the poor priest signed whatever Was reduiredi 


it was sufficient for his Durnimg, 


and this was the oDject in vieW. 

This also was the frightful spectacle which the Provencal Capuchins 
gaVve to the people as a lesson in violatng the privileges of the 
Sanctuary. 

They shewed how priests are killedl, 

and the people rememDered later on. 

A rabbi who witnessed the prodigies which went Defore the destruction 
of jerusalem by Titus exclaumed: "0 Holy Temple, what is it that 


DOSSsesses thee, and why frighten thyself in this manner?" 


Neither Chair of Peter nor Dishops protested against the murder of 
Gaufridi, 


Dut 


the eighteenth century was to come, brimging the Revolution im its 
Wake. 


One ofthe possessed women who had destroyed the cure of Accoules 
testified that the demon was leaving her to prepare the murder of 
another priest, whom she named DropheticallY in adVance and in the 
aDsence of all personal knowledge: this was UrDbain Grandier 


It was then the reign of that terriDle Cardinal de Richelieu, for whom 
aDsolute authority alone could guarantee the salvation of states: 


unfortunately his tendencies Were political and suDtle rather than truly 
Christian. 


One Hmnitation which characterised this great man was a Certain 
narrowneSss of heart, which made him sensiDle to personal offence and 
also implacable in revenge. 

And further 


that which he was least ready to pardon in talent was independence: 


while he preferred men of parts for auxilhiaries rather than flatterers, 


he took a certa1n pleasure in destroying whatsoeVer desired to shine 
apart from him. 


His amDition was to dormimate all: 

Father ]oseph was his right hand and Laubardemont his left. 

There was then in the provinces, at Loudun, an ecclesiastic of 
remarkable gemus and exalted character Dossessed also of learning 


and talent Dut lackimg in circumsDection. 


Made to please multitudes and attract the sympathies of the great, he 
might on occaslon have Decome a dangerous Dartlsan: 


protestantism was at that period Destirring in FranCce, 


and the cure of St. Peter's at Loudum, Dredisposed to the new ideas Dy 
his dislike of ecclesiastical cehDacy 


might proVe at the head of such a party a Dreacher more brilliant than 
Calvm and not less daring than Luther 


He was named UrDbain Grandier 


Serious differences with his Dishop had already given instances of his 
aDility and his inflexible character 


Dut Dy mischance it was maladroit aDihty, 
S1mCe 


from enemies who were Dowerful he had appealed to the King and not, 
unhapp1ly, to the Cardinal. 


The King held that he was right, 
Dut 


it remaimned for the Cardinal to teach him how far he Was wrong. 


Grandier meanwhile had gone Dack in triumph to Loudun, and had. 
indulged in the unclerical display of enterimg the town Dearing a Dranch 
of laurel. 

From that tme he was 1ost. 

The Lady-Superior of the Ursuhme nuns at Loudun Was named Mother 
jeanne des Anges in religion, otherwise, jeanne de Belfiel, grand- 
daughter of the Baron de Cose. 

She could not De termed fervent in piety 


and her conVent was not to De ranked among the strictest in the 
COuntry: 


In Dartcular nocturnal scenes took place which were attriDuted to 
SD1T1tS. 


RelatiVes wlthdrew Doarders, 
and 
the house was on the point of Deimg denuded of all resources. 


Grandier Was resDonsiDle for certain intrigues and Was a Ittle careless 
regarding them, 


while he was much too public a character for the idleness of a small 
towr not to make a noise OoVer his shortcomm1ngs. 


The pupils of the Ursulhnes heard them discussed mysterlously Dy their 
Darents: 


the nuns spoke of them, deploring the scandal and dwelhmg oVer much 
upon him through whom it arose: 


of that which they talked Dy day they dreamed Dy night: 
and so it came aDout that at might they saw him appear in ther 


dormmitories under circumstances which were corformabDle with his 
alleged morals: 


they uttered cries, Dehieved themselves oDsessedl, and in this manner 
the devll was let loose among them. 


The directors of the nuns, who were mortal enemies of Grandier did 
not fail to perceive the advantage they could draw from the affair in the 
interests of their rancour and in those of the conVent. 


They Degan to perform exorcisms 一 at first Drivately and afterwards in 
Dublic. 


The friends of Grandier felt that there was a plot hatching, and were 
anxlous that he should exchange his Denefice, in order to leave Loudun, 
Delievng that everything would quiet down when he was gone. 

But Grandier was Drave amd could not tolerate yieldimg to calummny: 


he remained therefore 


and was arrested one morming as he entered his church, clothed in 
Sacerdotal Vestments. 


He was treated forthwrith as a State Drlsoner: 

his DaDers Were se1Zed!, 

seals were Dlaced on his effects, 

and he was conducted, under a strong guard, to the fortress at AnmgerS. 


Meanwhile a dungeon Was Drepared for him at Loudun which seemed 
intended for a wild Deast rather than a man. 


Richelieu, informed of eVerythimg, had despatched LauDardemonrt to 
make an end of Grandier and forDade the parlhament to take cognmisance 
of the affair 


Tf the conduct of the Cure of Saimt-Pierre had Deen that of a worldlimg, 
the demeanour of Grandier a Drisoner on a charge of Magic, was that of 
a hero and a martyr: 


SO does adVers1ty reveal great SOUlS, 

逆境 は 、 大 いな る 人 を 明らか に する 。 

andit is much easier to withstand suffering than prosDerity, 
幸運 の 時 に 耐え る より も 人 か に 、 逆 境 で 苦し み を 耐え る の は 容易 で ある 。 


He wrote to his mother: 

了 

1 bear my affliction with patience and Dity yours more thanl my 0Wn. 
1 am very unwell, having no Dedi 

try to haVe mine Drought me: 

for 

the Dody does not rest the rmimd giVes Way. 

Send me also my Dreviary, a DiDle, and St. Thomas for my consolation. 
For the rest, do not grieve: 


1 hope that God wil vndicate my innocence. 


There is no question that God does sooner or later take the part of 
Dersecuted inmocenCe, 

遅かれ 早かれ 、 神 は 迫害 され た 人 の 無実 に 携わっ て くれ る 、 の は 疑い が 無い 。 
Dut 

以 の < 

He does not inVariaDly delhiVer it from enemues on earth, 

地上 で は 神 が 人 迫害 され て いる 人 を 敵 か ら 常に は 救っ て くれ な い 。 

Save indeed Dy death. 


地上 で は 神 が 人 迫害 され て いる 人 を 死に よっ て 救う 時 が 実際 に 有る 。 


This lesson was aDout to De learned Dy Grandier 

中 略 

On our Own Dart, do notlet us represent men worse than they are in 
fact 


his enemies did not Delieve in his innmocence: 

they pursued him with fury, 

but he whom they pursued was for them a great crirminal. 

The phenomena of hysteria were Httle understood at the tme, 

and somnambDpulhism was quite unKknoWm: 

the conVulsions of nuns: their Dodily motions exceeding all normal 
human power: their astormishinmg evidences of second sight were things 
ofanature to convimce the least credulous. 

A well kmown atheist of the day Deing the Sieur de Keriolet, counsellor 
in the parliament of Brittany, came to witness the exorcisms and to 


deride them. 


The nuns, who had never seen him, addressed him by name and 
published sins which he supposed to De unknownr to anyone. 


He was so oVerwhelmed that he passed from one extreme to another 
Ike all hot-headed natures: 

全て の 短気 な 性 格 の 人 の 様 に 、Sieur de Keriolet は 圧倒 され て 、 無 神 諭 者 と いう 
一 方 の 極端 か ら 禁 欲 生 活 者 と いう 他方 の 極端 へ 移っ た 。 


he shed tears, made his confession amd dedicated his remaiming days to 
the strictest ascetclsm. 

中 略 

The sophistry of the exorcists of Loudun was that aDsurd umreason 
which M. de Mirville has the courage to sustain at the present day: 


the devil is the author of all phenomena which cannot De explained Dy 
kmownr laws of Nature. 


To this illogical maxnm they jolned another which was, so to speaKk, an 
article of faith: 


the devll who has Deen duly exorclsed is compelled to speak the truth 
and can therefore De admmitted as a witness in the cause Of juStiCe. 


The urfortunate Grandier was not therefore delivered into the hands of 
malefactors but rather of raVving man1aCS, 


who, strong in their rectitude of conscience, gave the fullest Dublicity to 
this incrediDle prosecution. 


Such a scandal had never afflicted the church 一 
howlimg, writhing nuns, making the most oDscene gestures, 
blasphemimg, striving to cast themselves on Grandier Iike the 


Bacchantes on Orpheus: 


the most sacred things of relig1on rm1xed up with this hideous spectacle 
and drawn in the {ith thereof 


amidst all Grandier alone calm, shrugging his shoulders and defending 
himself with digmity and mildness: 


im fime, pallhd, distraught judges, sweatmg Drofusely, 


and Laubardemont in his red robe, hovering ovVer the conflict,。 ike a 
Vulture awWaltmg a COTDSGe: 


such was the prosecution of Urban Grandier 
Let us say for the honour of humaruty that one is compelled to assume 


go0d faith in exorclsts and judges alike, for such a conspiracy as would 
De involved in the legal murder of the accused is hapDily 1mposs1Dle. 


Monsters are as umcormmmon as heroes: 

英雄 と 同じ く 、 怪 物 は 稀少 で ある 。 

the mass is composed of mediocrites, edually incapable of great Virtues 
and great crimeS. 

大 衆 は 、 大 いな る 善行 も で き な い し 、 大 罪 も 犯 せ な い 、 凡 人 で 構成 され て いる 。 


The holiest persons of the day Delieved in the possession at Loudur: 

中 略 

ever St. Vimcent de Paul was not unacduanted wrth its history amnd Was 
asked to g1Ve his opinlon aDout 1t. 


Richelieu himself, though he might in any case have founmd some way of 
gettimgrid of Grandier ended Dy Delieving him guilty. 


His death was the crime arising from the ignorance and prejudice of the 
Derlodi 


1t was a catastrophe rather than amurder 
We spare our readers the details of his tortures: 
he remained firm, resigned, Datient, although confessing nothing: 


he did not even affect to despise his judges Dut Drayed mildly for the 
eXxOrC1Sts to SDare hum: 


"And you, my fathers," he said to them, "abate the rigour of my 
torments, and reduce not my soul to despair" 


Through this moan of complaimimg nature, one discerns all the 
meekness of the Christian who forgives. 


To hide their emotion, the exorclsts replied wrth inVectives, and the 
executioners WeDt. 


Three nuns, in one of their lucid moments, cast themselves before the 
triDunal, crying that Grandner was innocent, Dut it was Delieved that the 
devll was sDeaking by their mouth, and their declaration orly hastened 
the end. 

UrDain Grandier was Durnt aliVe on August 18, 1634. 

He was patent and res1gned to the end. 


When he was taken from the cart, his legs Deimg Droken, he fell heavily 
face down on the earth without utterimg a single cry or groan. 


A Franciscan, named Father Grillau, squeezed through the crowd and 
ralsed uD the sufferer whom he emDraced weeping: 


"1 Drimg you," said he, "the blessing of your mother: she and Ipray God 
for you.“ 


"Thank you, my father" answered Grandier: 
"yOu alone Dity me: console my poor mother and De a son unto her." 


The provost's lieutenant, deeply affected, then said to him: "Sir forgive 
me the part I am compelled to take in your angunsh.“ 


And Grandier amswered: "You have not offended me and are obliged to 
fulfil the duties commmitted to your charge.“ 


They had promised to strangle him Defore the Durning, 

Dut 

when the executioner sought to tighten the rope it DroVed to De kmotted, 
and 

the umfortunate Cure de St. Pierre fell alive into the flames. 


The chief exorcists, Fathers Tranquille and Lactance, died soon after in 
the dehrium of violent frenZzy: 


Father Surin, who succeeded them, Decame imDecile: 


Manoury, the surgeon who assisted at the torturing of Grandier died 
haunted by the phantom of his victim. 


LauDbardemont lost his son in a tragical manner and fell into disgrace 
wrth his master: 


the nuns remained idiots. 


SO is it true that the question was one of a terrible and contagious 
malady, the mental disease of false zeal and false devotion. 


ProVidence Durushes Deople Dy their own faults 

神意 は 、 人 々 を 人 々 自身 の 悪事 に よっ て 神 す る 。( 興 奮 し 過ぎ て 悪事 を 犯し た 人 を 興 
准 に よっ て 狂い 死に する まま に し て お いた り 、 拓 問 者 が 捧 問 相手 の 事 が 焼き つい て 
描 間 相手 の 霊 を 幻視 する 様 に 成っ て も 狂い 死に する まま に し て お く 、 な ど 。) 

and instructs them Dy the sad conseduences of ther errOrS. 

神意 は 、 人 々 の 過ち の 悲惨 な 結果 に よっ て 人 々 を 教え る 。 


Ten years after the death of Grandier the Loudun scandals Were 
remnewed in Normandy where the nuns of LouViers aCCused tWO Dr1estSs 
of having Dewitched them. 


Of these priests, one was already dead, Dut they violated the sancttty of 
the tomD to disinter his corpse. 


The details of the possession were identical with those of Loudun and 
Salnte-Baume. 


The hysterical women translated into foul lamguage the nightmares of 
ther directorSs. 


Both priests Were condermned to the flames, 


and 一 to increase the horror 一 - a Iiving man and a CorpDse were Dound 
to the same stake. 


The pumishment of Mezentius, that fiction of a pagan Doet, Came so tO 
De realised Dy Christians: 


a Christian Deople assisted coldly at the sacrileg1ous exeCcutloT, 


and the ministers did not realise that in thus profaming at once the 
priestly office and the dead, they gave a frightful precedent to impiety. 


When the call came, the eighteenth century arrived to extmguish the 
fires with the blood of Driests, 

18 世紀 に 成る と 、 祭 司 を 火 刑 に する 様 に 成っ た 。 

andL as it happens almost invariaDly, the good paid for the wicked. 
ほぼ 常に 、 善 人 が 悪人 の 罪 を つぐ な う 羽 目 に 成る 、 様 に 。 

At the Deginmimg of that century the Durning of human Deings stll 


Droceededi: 
18 世紀 の 最初 で も 、 人 へ の 火 刑 は 未だ に 続け られ て いた 。 
though faith was dead!, 


(大 衆 の ) 信 心 は 死ん で いた が 。 

hypocrlsy aDandoned the youthful LaDarre to the most horrible tortures 
because he refused to umcoVer when a DrOCeSss1On Went Dy. 

ラバ ー ル と いう 若者 が 行列 祈 箸 式 で 帽子 を 外し て 敬意 を 表 さ な か っ た の で 、 偽 善 者 
は ラバ ー ル を 恐る べき 捧 間 に か けた 。 

Voltaire was then in evidence and conscious in his heart of a vocation 
jike that of Attla. 

その 時 、 ヴ ォ ル テー ル が いて 、 ヴ ォ ル テー ル は ヨー ロッ パ へ 侵略 し た フン 族 の 王 ア ッ 
ティ ラ の 様 な 使命 感 を 心中 に 自覚 し た 。 

While human passions were Drofaning religion, God sent this new 
destroyer to rermove religion from a World which was no 1onger worthy 
Of it. 

人 の 肉欲 が 宗教 を 冒 潮 し た た め 、 最 早 こ の 世 の 人 々 に は 宗教 は 相応 し く 無い の で 、 
神 は 、 ヴ ォ ル テー ル と いう 新しい 破壊 者 を この 世に わ し て 、 こ の 世 の 人 々 か ら 宗 教 
を 取り 上 げた 。 


In 1731, a youmg woman of Toulon, named Catherine Cadiere, accused 
her confessor the ]esuit Girard, of seduction and Magic. 


中 略 


She was a stigmatlsed ecstatic who had long passed as a sant. 


Her history 1s one of lasciVious swoons, Secret flagellations and lewd 
Sensatlons. 


Where is the sink ofinfamy wrth mysteries comparaDle to those of 
cehbate Imagination disordered by dangerous mystic1srn? 


The woman was not Delieved on her mere word and Father Girard 
escaDed comdemmnation: 


the scandal for this reason was not less great, Dut the noise which it 
made Was echoed by a burst of laughter: 


we have said that Voltaire Was among US. 


SUuDerstitious Deople tll then had explaimned extraordinary phenomena 
by the intervention of the devil amd of spirts: 


equally aDsurd on its own Dart the school of Voltaire, in the face of al 
evidence, denied the phenomena themselves. 


It was said by the one side that whatsoever We cannot explain comes 
from the devil: 


the answer on the other side was, that the thimngs which We cannot 
exDlan do not exist. 


By reproducing under analogous circumstances the same series of 
eccertric and wonderful facts, Nature Drotested in the one case agaimst 
presumptuous ignorance and in the other against deficient science. 
自然 は 、 似 た 状況 下 で 同様 の 一 連 の 不思議 な 事実 を 再現 し て 、 悪 魔 が 存在 する と 
言う 迷信 家 の 自 信 過 剰 な 無知 と 、 驚 異 現象 は 存在 し な いと 言う ヴォ ル テ ー ル 派 の 
知 の 不足 に 、 抗 議 す る 。 

Physical disturDances have, in all tmes, accormpared certain nerVOUS 
maladies: 

全て の 時 代 で 、 特 定 の 神経 病 は 、 物 理 的 な 混乱 を 伴う 。 

fools, epileptics, cataleptcs, Victims of hysteria have exceptional 
facultes, 


狂人 、 て ん か ん 患者 、 強 硬 症 カタ レプ シー 患者 、 病 的 興奮 者 に は 異常 な 能力 が 有る 。 
are SuDject to infectious hallucimations 

狂人 、 て ん か ん 患者 、 強 硬 症 カ タレ プシ ー 患 者 、 病 的 興奮 者 は 、 伝 染 性 の 幻覚 に か 
か り 易 い 。 

and produce Occasionally, in the atmosphere or in surrounding 0ODjeCts, 
certain cormmotions and derangements. 

狂人 、 て ん か ん 患者 、 強 硬 症 カ タレ プシ ー 患 者 、 病 的 興奮 者 は 、 大 気 や 周囲 の 物 に 
混乱 を も た ら す 時 が 有る 。 

He who is hallucinated exteriorlses his dreams and is tormented Dy his 
0wr shadowi: 

幻覚 患者 は 、 自 身 の 妄想 を 実体 化し た 自身 の 影 (ラル ヴァ ) に 苦し め ら れる 。 

the Dody is surrounded with its own reflections, distorted by the 
sufferings of the Drain: 

脳 の 苦し み に よ っ て 相 め られ た 自身 の 反映 (ラル ヴァ ) に 、 肉体 は 包囲 され る 。 

the suDject Deholds his own nmage in the Astral Light: 

幻覚 患者 は 、 星 の 光 の 中 の 自身 の 映像 (ラル ヴァ ) を 見 る 。 

the powerful currents of that light, actmg Hike a magnet, displace and 
OVerturn furniture: 

星 の 光 の 強い 流れ は 、 磁 石 の 様 に 作用 し て 、 家 具 を 移動 させ た り 倒し た りす る 。 
noises are thenl heard and Volces sound as In dreamns. 

星 の 光 の 強い 流れ に よっ て 、 夢 の 中 に いる か の 様 に 、 物 音 や 声 が 聞こ える 。 

These phenomena, so often repeated at this day that they have Decome 
Vulgar were attriDuted Dy our fathers to phantoms and demons. 

上 記 の 、 父 異 現象 は 、19 世紀 に 頻繁 に くり 返さ れ て 知ら れる 様 に 成っ た が 、 先 祖 は 
圭 や 悪魔 の せい に し て いた 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 


Voltairian philosophy found it more easy to deny them, treatimg the 
Ocular witmesses Of the most incontestaDle facts as so many imDeciles 
and idiOtS. 

中 略 

What, for example, is Detter accredited than the extraordimary 
COnVulsions at the grave of Paris the deacorl, or at the meetimgs of Saimt- 
Medard ecstatics? 


What is the explanation of the strange buffetimgs demanded Dy the 
COTVUlsionarleS? 


Blows raimed Dy thousands on the head, compressions which would 
have crushed a hippopotamus, torsions of Dreasts with iron Dincers, 
even crucifixion with nails driven into hands and feet? 


And then the superhuman contortions and leVitationS? 


The followers of Voltaire refused to see anything Dut sport and frolic 
therein: 


the jansenists criedl mmiracle: 
the true Catholics sighedi: 


science which should haVe intervened, and that only, to explann the 
fantastic disease, held aloof. 


It is to her nevertheless that there now Delong the Ursulimes of Loudun, 
the nuns of Louviers, the conVvulsionaries and the American mediurms. 


The phenomena of magnetism haVe placed science on the path ofnew 
diSCOVeT16S, 

磁気 に よる 現象 が 自然 科学 を 新しい 発見 へ の 経路 の 上 に 移し た 。 

and the comimg chemical synthesis wl lead our physiclans to a 
knowledge ofthe Astral Light. 

未来 の 化学 の 総合 は 、 医 者 を 星 の 光 の 知 へ 導く で あろ う 。 

When this universal force is once kmnoWwT, 

星 の 光 と いう 普遍 の 力 は 一 度 で も 知ら れれ ば 、 

what will prevent them from determining the strength, numDber and 
direction Of its magnetS? 

何 も の が 、 星 の 光 の 磁石 の 強 さ 、 数 、 方 向 を 測定 する 事 を 妨害 で きる で あろ うか ? 何 
も の も 、 星 の 光 の 磁石 の 強 さ 、 数 、 方 向 を 測定 する 事 を 妨害 で き な い ! 

A revolution will folloW in science 

自然 科学 に お ける 変革 が 続く で あろ う 。 

and 

そし て 、 

there will De a return to the Transcendental Magic of Chaldea. 

カル デア の 超越 的 な 魔術 へ 戻る 事 に 成る で あろ う 。 


Much has Deen talked aDout the presDbytery of Cideville: 


中 略 

De Mirville, Gougenot DesmousseauXx and other uncritical Delievers 
have seer im the strange Occurrences which took place theren a 
contemporary - revelation of the deVl 


Dut the same thmgs happened at Sannt-Maur in 1706, and thither all 
Paris flocked. 


There were great raDD1ngs on walls, Deds rocked without Deing touched!, 
other furniture was dhsplaced. 


The manifestations fimished in a climax during which the master of the 
house, a yOung man of twenty-four or twenty-five years old, and a 
person of weak constitutor, fell into a deep swoon and believed that he 
heard spirits speaking to him at great length, though he could neVer 
repeat suDseduently a simgle word that they said. 


One history of an apparition at the Deginming of the eighteenth century 
may here followi 


the simplicity of the accoumt proVes ts authenticity: 


there are certain characteristics of truth which cannot be simulated Dy 
1nVentOrs. 


A plous Dr1est of Valognes, named Bezuel, was imVited to dinmner on 
January 7, 1708 Dy a ady related to the ADbDe de Saint-Pierre, the ADDe 
being also of the company, and the priest recoumted, at their reduest, 
the appearance of one of his deceased comrades in open day, some 
twelve years DreVvlOuSIy. 


In 1695, he told them that he was a young scholar aDout fifteen years 


old and that he was acquainted with two ads, sons of ADaduene, a 
solicitor who were scholars like himself. 


The elder Was my 0WT age 


and the other who was some eighteen months younger was named 
Desfontaines: 


we walked together and shared our amusements: 


and whether or not Desfontaines had greater friendship for me, Or Was 
more HVely, more affaDle, more intelligent than his Drother 1 know that 
1 caredl for him more. 


We were wandering in the cloister of the Capucins, in 1696, when he 
told me that he had been reading a story of two friends who had 
promuised one another that whichever of them died first should Dring 
news Of his condition to him who surViVed: 


that one of them who did pass away redeemed his pledge and told the 
SurV1VOr astonishing things. 


Desfontaines then said that he had a favour to ask me, which was to 
make a snmlar prormise, he doing hkewrse on his own Dart. 


1 was, however umwrliimg and indeed dechmed the proposal: 


seVeral months passed away durimg which he recurred freduently to 
the idea, 1 always res1stimg. 


ADout August, 1696, when he was on the point of leaving to contimue his 
studies at Caer, he Dressed mme so much, and with tears in his eyes, that 
at length 1 consented. 


He produced thereupon two Ittle shps of paper on which he had 
written DeforehandL one signed with his blood and in which he 
promised me, in the event of his death, to giVe me news Of his state, the 
other in which 1 entered into a similar bond. 


1 pricked my fimger and wrth the blood which issued therefromm I signed 
Imy 0wn name. 


He was delighted to receive the promse and emDraced me with a 
thousand thanKks. 


Some tme after he left, accomparned by his Drother: 
the separaton Was gTieVous to Dotm of US: 


we wrote from tmme to time, and then there was a silence for the space 
of six weeks, after which the event happened that I am abDout to relate. 


On july 31, 1697, Deimg a Thursday and a day which 1 shall always 
rememDber the late M. de Sortoville, with whom Ilodged and who was 
always exceedingly good to me, Degged me to gointo ameadow 
adjoummg the Franciscan monastery and help his people in haymaking. 


1 had not Deen there for more than a quarter of an hour wheru aDout 
half past two, 1 suddenly felt giddy and oVercome with weakneSss. 


It was to no DurDose that I tried to lean on my hay-fork: 


1 felt obliged to lie down on the hay and so remained for about half an 
hour tryimg to recoVer my strength. 


The feelimg passed away Dut, having never had such an exDerlenCe 
Drevlously, 1t caused me some surpDrise, and I feared that it was the 
beginmmng of an imess. 


1 have no spDecial recollection regarding the remainder of the day, Dut on 
the followmng might 1 slept less than usual. 


"At the same hour next day as 1 was walking in the meadow wrth M. de 
Salnt-Simorl, grandson of M. de Sortoville, then aDout ten years old, 1 
Was OVercome In exactly the same way and sat down in the shade on a 
StOne. 


It passedl again and We contmued our Walk: 


nothing further occurred on that day and the next night I slept scarcely 
at all. 


Finally on the morrow, Demg the second day of August, I was in the loft 
where they stacked the hay at precisely the same hour when 1 Was 
agaln selzed with a similar giddimess amd weakness, Dut more ser1OUS 
than Defore. 


1 swooned and lost all consclousneSS. 
One of the servants saw me and asked what was the matter to which it 
1s sald that I replied, statimg that I had seen what 1 should haVe neVver 


Delieved. 


do not however recollect ether the question Or amnsWer. 


The memory which does remain with me is that I had seen someone in 
a state of nakedness to the waist, Dut it was not amnyone whomm 1 
reCOgTused. 


1 was helped down the ladder: 
1 held tight to the rungs: 


but when I saw Desfontaines, Imy comrade, at the foot of the ladder the 
weakmess returned, my head fell Detween two of the rungs and agan I 
lost consC10uSneSS. 


1 was 1aid upon a wide Deam which served for a Dench on the Grande 
Place des Capucims: 


1 saw nothing of M. de Sortoville nor of his servants, though they Were 
presert, Dut I oDserved Desfontaines, stll Dy the foot of the ladder 
slgnalling for me to come to him, and 1 drew Dack on my seat as ito 
make room for hm. 


Those who were Dy me and whom 1 did not see, though my eyes Were 
ODe, oODserved this moVvement. 


He did not respond and Irose to go towards him: 

he then came forward and taking my left arm in his own right arm, he 
led me some Daces forward into a quet street, with arms stll 
interlocked. 

The serVvants thimking that my giddnness had passed and that 1 was 
goinmg aDout some Dusiness of my 0wWT, went Dack to their work, with 
the exception of one youth, who told M. de Sortoville that I was talking 
to myself. 


He came uD to me and heard me questioning and answering, as he has 
SImce told me. 


1 was there for nearly three quarters of an hour talking to Desfontaines, 
who sald: 


1 prormtsed that 1 died Defore you I would come and tell Vou. 


1 was drowned the day Defore yesterday in the river at Caen. 


It was just aDout this tme, and I was walking with some friends: 


1t was exceedimgly warm, We decided to Dathe, a weakness came Over 
me and 1 sank to the bottom. 


My compamior, the ADbDe de Memil-jean, diVed to Drimg me UD. 

1 caught hold of his leg and as 1 clung very tight he may have thought 
thatit was a salmon or he may haVe had to come uD qulckIy Dut he 
struck out so roughIy with his leg that Ireceived a Dlow upon the chest, 
throwmg me again to the Dottom, 


where the depth is consideraDle at that point! 


"Desfontaines suDseduently told me all that had happened in their walk 
and the suDjects discussed Detween them. 


was agnxious to learn whether he was saved, whether he was damned!, 
whether he was in Durgatory, whether 1 was myself in a state of grace 
and whethefI should follow him speedily: 

but he contimued speaking as 下 he had not heard or refused to ]isten. 

1 tried ter emDrace him several times, Dut 1 seemed to emDbrace nothing: 
yet I felt him stl holding me tight by the arm, and when 1, attempted to 
turn away my head, so as not to see him because of the grief which it 
caused me, he tightened his grasp as if to compel me to 1ook as well as 
to Histen. 

He seemed taller than when 1 had last seen hm and taller even than he 
was at the tme of death, though he had grown a good deal during the 
elghteen months simce we met. 


1 saw him as far as his walst orly and he was naked, his head Dare and a 
white paper twisted in his beautiful fair hair over the foreheadi: 


the paper had writimg on it, Dut I could read only the word: IN, &c. 
Hns Voice was the sarme VO1Ce: 


he seemed neither gay nor sad, Dut in a calm and tranqunl state. 


He Degged me on his Drother's return to giVve him certain messages for 
his father and mother: 


he Degged me also to say the seven Demitentlal Dsalms, which had Deen 
1mposed on him as a Denance the preVlous Sunday and which he had 
not yet reclted. 


Finally he again adVised me to speak to his Drother and then Dade me 
farewell, saying as he went: TL 1 see you agaim 


which was our usual formula when We parted at the end of a walk. 


He told me also that at the tme he was drowned his Drother who was 
making a translation, regretted having let him go apart from him, in 
case of an accident. 


He descriDed so well where he was drowned and the tree in the AVemue 
de Louvigny on which he had cut some words that two years 
afterwards, when in the company of the late Chevalier de Gotot, one 
who was wrth him at the tme, I pointed out the Very spot and countimg 
the trees on one side, as Desfontaines had specified, I went straight to 
the tree, there to find the inscription. 


1 learned also that it was true about the seven Dsahms which had Deen 
giVven him as a Denance at confession. 


His Drother also told me that he was wrtimg his translaton and 
reDroached himself for not Deimg with him. 


"Asamonth went by Defore 1 was aDle to do as Desfontaines asked me 
in regard to his Drother he appeared to me on tWo other occaslons 
before dinner in a country house a few miles away to which 1 had Deen 
InVited. 


Feeling umwell, I made an excuse of Deing tred, saying that it Was 
nothing and that I should return. 


1 went into a corner of the garden and Desfontaimes reproached me for 
not having spoken to his Drother: 


he talked to me for a quarter of an hour Dut would not amswer 
qUeStiOns On my 0WT Dart. 


The second appearance was In the morming, as 1 was going to Notre 
Dame de 1a Victoire, Dut the apparition was for a shorter time: 


he impressed on me aDout speaking to his brother and left me 
repeatmg: Ti Isee you agan 一 stll without answering my quest1Ons. 


One remarkaDple fact is that I always had a pain in the arm where he 
had taken a hold of me the first tme, and it remained tl I had spoken 
to his brother 

For three days 1 had no sleep owng to the astomishment in which 1 was. 
After the first conversation 1 told M. de Varonville, my schoolfellow and 
nelghDbour that Desfontaines had Deen drowned, that he had appeared 
to me and told me so. 


He hurried to his relations, askimg whether this was tTUe: 


they had just had news on the suDject Dut, owng to a 
misunderstanding, Dehieved thatit was the elder Doy. 


He assured me that he had seen the letter of Desfontaines and he 
thought that this Was correCt: 


1 maintained that it must De wrong, for Desfontaines himself had 
apDDeared t0 mme. 


He went agan to his relatives and returned in tears sayIng: It 1S omly 
too true.' 


"Nothig has happened to me since, and such Was my eXDerlenCce 
SmDply. 


It has Deen told in many ways, Dut 1 have neVer related it otherwrlse 
than as 1 do now. 


The late Chevalier de Gotot stated that Desfontaines also appeared to M. 
de Memil-jean, Dut 1 do not know hum. 


He is fifty mmles from here, near Argerntarl and I can tell you no more. 


We should notice the characteristics of dream which prevail throughout 
in this Vision of a man who is awake, Dut in a state of semu-asphyxlation 
produced by the emanations of the hay. 

目覚 め て いる が 、 和 干し草 の 発散 する 気体 に よっ て 半ば 窒息 し て いる 状態 の 人 
Bezuel の 幻視 で 際立っ て いる 夢 の 特 徴 に 気づく べき で ある 。 

The astral intoxication following congestion of the Drain will De 
TeCOgTused. 

脳 の 充血 に 続い て 起き て いる 、 星 の 光 に よる 本 町 が 認め られ る 。 

The somnamDpulistic conditton which followed showed M. Bezuel the 
last jiving reflection left by his friend in the Astral Light. 

星 の 光 に よる 本 丁 に 続い て 起き た 、 催 眠 状 態 が 、M. Bezuel に 、 友 人 が 星 の 光 の 中 
に 残し た 、 生 き て いる 時 の 最後 の 鏡像 を 見 せ た 。 

He was naked and was VisiDle down to the waist only, Decause the rest 
of his Dody was irmmersed in the water of the riVer 

星 の 光 の 中 の 友人 の 鏡像 が 裸 で 腰 ま で の 上 半身 し か 見 えな か っ た の は 、 下 半身 が 
川 の 中 に 沈ん で 隠れ て いた か ら で あ る 。 

The supposed Daper In his hair was DroDably a handKkerchief used to 
confime his hair when Dathing. 

十 中 八 九 、 星 の 光 の 中 の 友人 の 鏡像 の 髪 の 紙 は 、 水 浴び する 時 に 髪 を 縛る の に 用 
いた ハン カチ ー フ で ある 。 

Bezuel had further a somnamDbulistic imtuition of all that took place, 
Bezuel は 、 友 人 に 起き た 全て の 事 を 、 催 眠 状 態 の 直感 で 知っ た 。 

andit seemed to him that he was learmng it from the jips of his friend. 
し か し 、Bezuel は 、 友 人 の 口 か ら 友 人 に 起き た 事 を 知っ た 、 と 思っ た 様 で ある 。 

The friend appeared neither sad nor gay, an indication of the 
Impression made upon him Dy an Image which was jifeless and 
consistimg only of remimiscence and reflection. 

友人 の 映像 が 款 し くも 見 えな か っ た し 陽気 に も 見 えな か っ た の は 、 記 憶 と 鏡像 だ け 
で 構成 され た 命 の 無い 映像 が 与え た 印象 に よる 物 で ある 。 

On the occasion of the first Vision, M. Bezuel, intoxicated Dy the scent of 
the hay fell offthe ladder and injured his arm: 

M. Bezuel は 、 最 初 の 幻視 の 時 に 、 干 し 草 に よる 気体 で 柳町 し て 、 は し ご か ら 落 ち て 、 
腕 を 痛め た 。 

it seemed, with the logic of dreams that his friend was grasping the arm, 
Bezuel は 、 夢 を 見 て いる 時 の 論理 に よっ て 、 腕 の 痛み は 友人 が 腕 を つか ん だ 感触 
で ある と 思い 込ん だ 。 

and when he came to himself, he still felt the paim, which is explained 
quite naturally Dy the hurt that he had received. 


Bezuel が 意識 を 回 復 し て も 未だ 腕 に 痛み を 感じ た の は 、 腕 を 痛め た か ら と 全く 自 
然 に 説明 で きる 。 

For the rest, the conversation of the deceased person Was srmply 
retrOSDeCt1Ve: 

Bezuel と 死ん だ 友人 の 会 話 の 内 容 は 死ぬ 前 の 過去 の 事 だ け で あっ た 。 

there was nothing aDout death or the other ]ife, 

Bezuel と 死ん だ 友人 の 会 話 に は 、 死 自体 に つい て の 話 や 、 あ の 世に つい て の 話 は 、 
存在 し な か っ た 。 

proving once more hoW Impossible is the Darrier which separates this 
world from the next. 

Bezuel と 死ん だ 友人 の 会 話 の 内 容 は 死ぬ 前 の 過去 の 事 だ け で あっ た の は 、 こ の 
世 と 、 あ の 世 を 隔て る 壁 の 超越 が 何と 不可 能 に 見 える ほど 困難 で ある か 改め て 証明 
し て いる 。 

In the prophecy of Ezekiel life is represented Dy wheels which turn 
wthin one another: 

エ ゼ キ エ ル 書 で は 、 お 互い の 中 で 回 転 する 車輪 が 、 命 を 表し て いる 。 

the elementary forms are symDolised Dy four Deasts, 

エ ゼ キ エ ル 書 で は 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの 獣 が 、 四 大 元素 を 表し て いる 。 
which ascend and descend wrth the wheel and pursue one another 
without ever OoVertakimg, 

和牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの 獣 は 、 車 輪 を 只 り 降り し て 、 追 い 越す 事 無く 、 お 互 
い に 追 いか け 合 う 。 

jike the signs of the Zodiac. 

黄道 12 星座 の 象徴 の 様 に 。 

The wheels of perpetual movemert never return On themselves: 

永久 機関 の 車輪 は 、 逆 回 転 し な い 。 

forms neVer go Dack to the stations which they have quuttedi: 

形 は 、 去 っ た 状態 に 戻ら な い 。 

to return whence one has come, the entire circle must have been 
traversed in a Drogress always the same and yet always neWr 

去っ た 場所 に 戻る に は 、 前 進 に よっ て 、 常 に 同じ で 常に 新しく 、 円 を 一 周 し て 渡る 必 
要 が 有る 。 

The conclusion is that 

下記 の 様 に 、 結 論 で きる 。 

whatsoeVer manifests to us In this life is a phenomenon which Delongs 
to this Hife 

この 世 の 人 生 で 表れ る 物 は 、 全 て 、 こ の 世 の 人 生 の 物 で ある 現象 で ある 。 

and 

また 、 

1t is not g1Ven here Delow to our thought, to our nmagination, or eve tO 
Our hallucinations and our dreams, to oVersteD eVer for an instant the 
formmidable Darriers of death. 


この 世 で は 、 一 瞬 で すら 、 死 と いう 恐る べき 壁 を 超越 する 物事 は 、 思 考 の 下 に 、 想 像 
の 下 に 、 幻 覚 の 下 や 夢想 の 下 に すら 、 与 えら れ て いな い 。 


CHAPTER VII 

魔術 の 歴史 第 5 巻 7 章 

THE MAGICAL ORIGIN OF FREEMASONRY 

フリ ー メ ー ソ ン の 魔術 的 な 起源 

That great KaDbalistical association kmown in Europe under the name of 

Masonry appeared suddenly in the world when revolt against the 

Church had just succeeded in dismemDering Christian ur1ty. 

教会 に 対す る 反乱 が キリ スト 教 の 統一 性 を 解体 し て いる 時 に 、 突 然 、 ヨ ー ロ ッ パ に 、 
ー ソ ン と いう 名 前 で 知ら れ て いる 大 いな る カバ ラ の 結社 が 現れ た 。 

The historians of the Order are one and allin a difficulty when seeking 

to explain its orig1m. 

メー ソン に つい て の 歴史 家 は 皆 、 メ ー ソ ン の 起源 の 説明 に 困っ て いる 。 

Accordimg to some, it derived from a certan guild of Masons who were 

imcorporated for the construction of the cathedral of StrasDurg. 

ある 歴史 家 は 、 ス トラ ス ブ ー ル の 大 聖堂 を 建築 する た め に 組織 され た 石 エ ギル ド が 

メー ソン の 起源 で ある と 話し て いる 。 

Others refer its foundation to Cromwell, without pausimg to cons1der 

whether the Rites of English Masonry in the days of the Protector Were 

not more DrOoDaDIy deVeloped as a courterblast to this leader of 

Puritarucal anarchy. 

クロ ムウ ェ ル の 時 代 の イギリス の メー ソン の 儀式 が ピュ ー リ タン の 無政府 主義 者 の 

指導 者 クロ ムウ ェ ル へ の 抗議 と し て 発達 し た 可能 性 を 思考 停止 し て 、 あ る 歴史 家 は 、 

クロ ムウ ェ ル が メー ソン を 設立 し た と 誤っ て 主張 し て いる 。 

In fime, some are so ignorart that they attribute to the jesuits the 

maintenance and direction, if not indeed the inVvention, of a society 

ある 歴史 家 は 、 無 知 に も 、 イ エズ ス 会 が メー ソン を 創設 は し て いな く て も 維持 と 指導 

は し て いる と 誤っ て 主張 し て いる 。 

long preserVved in secret amd always Wrapped in mysteryi 

メー ソン は 、 長 い 間 、 秘 密 に され て きた 結社 で あり 、 淀 に 秘密 に 包み 隠さ れ て いる 結 

社 で ある 。 

Settimg aside this 1ast View, which refutes itself, 

イエ ズ ス 会 が メー ソン に 関与 し て いる と いう 論理 が 破綻 し て いる 誤っ た 意見 を 除い 
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we can reconcile the others by adrmittmng that 

下記 を 認め る 事 に よっ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 メ ー ソ ン の 起源 に つい て の 歴史 家達 

の 意見 を 調和 で きる 。 

the Masonic Brethren Dorrowed their name and some emDblems of their 

art fromm the builders of Strasburg cathedral, 

メー ソン は 、 名 前 と 象徴 を 、 ス トラ ス ブ ー ル の 大 聖堂 の 石工 組合 か ら 取 り 入 れ た 。 

and 

また 


that their first puDblic mamifestation took place in England, owng to 
radhical institutions and in spite of Cromwell's despotism. 

メー ソン は 、 革 新 的 な 法 の お か げ で 、 ク ロム ウェ ル の 独裁 を 物 と も せ ず 、 イ ギリ ス で 公 
に 最初 に 現れ た 。 

It may De added that 

さら に 、 話 す と 、 

the Templars were their models, 

(良く も 悪く も 、) 神 殿 騎 士 団 は 、 メ ー ソ ン の 見 本 と 成っ た 。 

the Rosicruclans ther irmmediate Drogenltors, 

薔薇 十字 団 が 、 メ ー ソ ン の 直接 の 先祖 で ある 。 

and the johanmite sectarians their more remmote ancestorS. 

(良く も 悪く も 、) ヨ ハネ 派 を か た る 異端 は 、 メ ー ソ ン は 遠く 隔 た っ て いる が 、 先 人 と 成っ 
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Ther doctrine is that of Zoroaster and of Hermes, 

メー ソン の 考え は 、 ゾ ロア スタ ー と ヘル メス の 考え で ある 。 

their ]aW is progress1Ve Intiat1on, 


メー ソン の 法 は 、 前 進 的 な 秘伝 伝授 で ある 。 
ther primclple is eduality 一 regulated Dy the hierarchy amd um1Vversal 
fraternity. 


メー ソン の 原理 は 、 位 階 制 と 普遍 の 友愛 、 同 胞 愛 が 調節 する 平等 で ある 。 
They are successors Of the school of Alexandria, 
メー ソン は 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 の 後継 者 で ある 。 


aS 

同様 に 、 

of all antque initiations, 

メー ソン は 、 全 て の 古代 の 秘伝 伝授 の 後継 者 で ある 。 

custodians of the secrets of the Apocalypse and the Zohar 
メー ソン は 、 ヨ ハネ の 黙示 録 と 「 光 輝 の 書 」 の 秘密 の 、 保 管 者 で ある 。 
Truth is the oDject of their worship, 

メー ソン が 敬礼 する 対象 は 、 真 理 で ある 。 

and they represent truth as hght: 

メー ソン は 、 真 理 を 光 で 表す 。 

they tolerate all forms of faith, 

メー ソン は 、 全 て の 信仰 の 形式 を 大 目 に 見 る 。 

profess one philosophy 

メー ソン は 、 唯 一 の 哲学 の 学徒 で ある 、 と 話す 。 

seek truth oly 

メー ソン は 、 真 理 だ け を 探求 する 。 

teach reality, 

メー ソン は 、 真 実 を 教え る 。 

and their plan is to lead all human intelhgence Dy gradual steps into the 
domain of reason. 

メー ソン の 計画 は 、 全 て の 人 の 知性 を 論理 の 範囲 内 に 徐々 に 段階 的 に 導く 事 で ある 。 


The allegorical end of Freemasonry is the reDbuildinmg of Solomorr's 
Temple: 

フリ ー メ ー ソ ン の 例え 話 的 な 目的 は 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 を 建て 直す 事 で ある 。 
the real end is the restoration of social umity by an alhiance Detween 
reasor and faith 

フリ ー メ ー ソ ン の 実際 の 目的 は 、 論 理 と 信心 の 結合 に よっ て 、 社 会 の 統一 性 を 復活 
させ る 事 で ある 。 

and 

また 。 

by revertimg to the primciple ofthe hierarchy, Dased on science and 
Virtue, the path ofinitiation and its ordeals servimg as steDs of ascent. 
フリ ー メ ー ソ ン の 実際 の 目的 は 、 知 と 徳 に 基づい た 位 随 制 の 原理 に 立ち 戻る 事 に 
よっ て 、 入 門 へ の 経路 を 復活 させ る 事 と 、 向 上 の た め の 有 段階 と し て 役立つ 入門 の 試 
練 を 復活 させ る 事 で ある 。 

Nothig, it will be seen, is more Deautiful, nothing greater than are such 
1deas amd dedicatlons: 

フリ ー メ ー ソ ン の 考え と 献身 より 美しい も の 、 大 いな る も の は 存在 し な い 。 
unhappily the doctrines of uty and subrmission to the hierarchy have 
not Deen maintained In universal Masonryr 

不幸 に も 、 一 般 の メー ソン で は 、 統 一 の 考え と 位階 制 へ の 服従 を 保持 し て いな い 。 
In addition to that which was orthodox there arose a dissident Masonry, 
正統 な 真 の メー ソン で は な い 、 反 乱 分 子 の 偽 の メー ソン が 現れ て し まっ た 。 

and all that is worst in the calamities of the French ReVolution were the 
result of this schism. 

フラ ンス 時 命 と いう 惨事 に お ける 全て の 最悪 な 物 は 、 分 派 の 異端 の 偽 の メー ソン の 
せい で ある 。 

NOWY, 

ごい の で 、 

the Freemasons haVe their sacred legend, which is that of Hiram, 
completed Dy another concerming Cyrus and ZerubDabel. 

フリ ー メ ー ソ ン は 、 キ ュ ロ ス 2 世 と ゼル バベル に つい て の 伝説 が 補完 する 、 ヒ ラム の 
神聖 な 伝説 を 保持 し て いる 。 

The legend of Hiramm is as follows. 

下記 は 、 ヒ ラム の 伝説 で ある 。 


When Solomon projected his Temple, he entrusted the plans to an 
architect called Hiram. 

ソロ モン は 、 エ ル サ レ ム 神 殿 を 建て る 計画 を し て 、 計 画 を ヒラ ム と 言う 建設 者 に 委託 
夫 。 

This master-builder to ensure order in the work, divided the craftsmen 
according to their degrees of skill. 


建設 者 の 達 道 者 で ある ヒラ ム は 、 作 業 の 秩序 を 確保 する た め に 、 技 術 の 段階 に 応じ 
て 建設 者 を 3 つ に 分 けた 。 

They were a great multtude, 

建設 者 は 多数 で あっ た 。 

and 

その た め 、 

in order to recogmise craftsmen, 

建設 者 を 見 分 ける た め に 、 

so that they might De classified according to merit or remunerated in 
proportion to their WorKk, 

作業 に 応じ て 建設 者 に 報い る た め に 、 

he provided Pass-Words and particular Signs for each of three 
Categ0T16eS, 

ヒラ ム は 3 つの 合言葉 と 合図 を それ ぞ れ 3 つの 段階 の 建設 者 に 与え た 。 

or otherwrise for the ADprenitices the Compamions and the Masters. 
建設 者 の 3 つの 段階 は 、 見 習い 、 同 胞 、 達 道 者 で ある 。 

It came aDout that three Comparuons coveted the rank of Master 
without having earned it Dy ther aD1hy 

3 人 の 同胞 が 、 達 道 者 の 地位 を 力 で 獲得 し な いで 、 達 道 者 の 地位 を 不当 に 望ん だ 。 
They set an amDbush at the three chief gates of the Temple, 

3 人 の 同胞 は 、 エ ル サ レ ム 神 殿 の 3 つの 主要 な 門 で ヒラ ム を 待ち 伏せ た 。 

and when Hiram was issuing from one of them, the first of these 
Comparuons demanded the Master-WordL, threatenimg the architect with 
his rule. 

ヒラ ム が 第 1 の 門 か ら 出 て 来る と 、 第 1 の 同胞 が 、 建 設 者 ヒラ ム を 定規 で 脅し て 達 
道 者 の 言葉 を 要求 し た 。 

Hiram answered: "It is not thus that TI recelVed 1t." 

ヒラ ム は 「 私 ヒラ ム は 達 道 者 の 言葉 を そん な 方 法 で 授 か ら な か っ た 。」 と 答え た 。 
Thereupon the Comparion in his fury struck him wrth the iron tool and 
gaVve him the first wound. 

第 1 の 同胞 は 怒っ て 、 ヒ ラム を 鉄 の 定規 で 打ち 、 最 初 の 場 を ヒラ ム に 負わ せ た 。 
The builder fled to the second gate, 

建設 者 ヒラ ム は 第 2 の 門 へ 逃げ た 。 

where he met wrth the second Companion, 

第 2 の 門 で ヒラ ム は 第 2 の 同胞 に 出会っ た 。 

who made the same demand 

第 2 の 同 胞 は 、 ヒ ラム を 直角 定規 、 ま た は 、 て こ で 脅し て 達 道 者 の 言葉 を 要求 し た 。 
and recelved the same ansWwer. 

ヒラ ム は 「 私 ヒラ ム は 達 道 者 の 言葉 を そん な 方 法 で 授 か ら な か っ た 。」 と 答え た 。 
On this occasion Hiram was struck with a square or as Others say wrth 
a lever, 

第 2 の 同胞 は 、 ヒ ラム を 直角 定規 、 ま た は 、 て こ で 打っ た 。 


At the third gate there stood the third assassim, who completed the work 
wrth amallet. 

第 3 の 門 に は 、 第 3 の 同胞 が いて 、 同 様 の 事 を し て 、 ヒ ラム を 木 棚 で 殺し た 。 

The three comparuons concealed the corpse under a heap of rubDish, 

3 人 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 ヒ ラム の 人 死体 を ど み の 山の下 に 隠し た 。 

planted on the improvised graVe a Dranch of acacia, 

3 人 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 ご み の 山 と いう 即席 の ヒラ ム の 墓 の 上 に アカ シア の 枝 を 
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and then took fhight hke Cain after the murder of Abel. 

アベ ル を 殺し た 後 の カ イン の 様 に 、3 人 の ヒラ ム の 殺害 者 は 逃亡 し た 。 

Solomon, however finding that his architect did not return, sent mime 
Masters to seek hm, 

ソロ モン は 、 建 設 者 ヒラ ム が 帰ら な い 事 に 気づい て 、 ヒ ラム を 探す た め に 9 人 の 達 道 
者 を 派遣 し た 。 

when the Dranch of acacla revealed the corDse. 

アカ シア の 核 が 、 ヒ ラム の 死体 の 在処 (あり か ) を 明か し た 。 

They drew it from Deneath the ruDbish, 

9 人 の 達 道 者 は 、 ご み の 山 の 下 か ら ヒ ラム の 死体 を 引き 出し た 。 

and as It had lad 1ong thereim, they uttered in so doing a word 
sigrifying that the flesh was falling from the Dones. 

ヒラ ム の 死体 は 長い 間 、 置 か れ て いた の で 、9 人 の 達 道 者 は 「 肉 が 骨 か ら 落 ち た 。」 
と いう 意味 の 言葉 を 口 に し た 。 

The 1ast offices were rendered duly to Hiramm, 

ヒラ ム の 葬式 が 正しく 行わ れ た 。 

and twenty-seven Masters were despatched suDseduently Dy Solomon 
in search of the murderers. 

ソロ モン は 、 ヒ ラム の 殺 害 者 を 探す た め に 27 人 の 達 道 者 を 派遣 し た 。 

The first of these was taken Dy surprise In a CaVerr: 

第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 洞 窟 で 見 つか っ た 。 

a 1amp Was Durning near him, a stream flowed at his feet and a dagger 
lay for his defence Deside him. 

第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 の 、 近 く で は ラン プ が 燃え 、 足 元 で は 小川 が 流れ 、 そ ば に は 
護身 用 の 短剣 が 置か れ て いた 。 

The Master who had Deen first to enter recogmsed the assassin, seized 
the weapon and stabbed him with the exclamation Nekam 一 

洞窟 に 最初 に 入っ た 達 道 者 は 、 第 1 の ヒラ ム の 害 者 を 見 つけ 、 第 1 の ヒラ ム の 殺 
害 者 の 武器 の 短剣 を 取っ て 、 ヘ へ ブライ 語 で 「 ロ pj」、「 ネ カム 」 と 叫ん で 、 第 1 の ヒラ ム 
の 殺害 者 を 刺し た 。 

a WOrd sigmityimg VemgeantCe. 

へ ブラ イ 語 の 「 ロ 7」、「 ネ カム 」 は 「 報 復 」、「 復 讐 」 を 意味 する 名 詞 で ある 。 

The head was carried to Solomon, 

第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 の 頭 は 、 ソ ロモ ン の 所 に 運ば れ た 。 

who shuddered at the sight 


ソロ モン は 、 第 1 の ヒラ ム の 尊 害 者 の 頭 を 見 る と 、 問 り で 震え た 。 

and sald to the avenger: "Unhappy Deing, did you not Know that 1 
reserVed to myself the right of Dumishment?" 

ソロ モン は 、 第 1 の ヒラ ム の 殺 害 者 を 討っ た 報復 者 に 「 残 念 な 人 だ 、 神 を 与え て 裁く 
権利 は 私 だ け の 物 で ある と 知ら な か っ た の か ?」 と 話し た 。 

Then all the Masters fell on their knees Defore the kimg and entreated 
pardon for him whose zeal had carried him awayi 

27 人 の 達 道 者 は ソロ モン 王 の 前 に ひざ まず き 、 熱 意 で 我 を 忘れ た 報復 者 の 達 道 者 
へ の 許し を ソロ モン に 懇願 し た 。 

The second murderer was Detrayed Dy one with whom he had found an 
aSyIum. 

第 2 の ヒラ ム の 害 者 は 、 隠 れ 家 の 提供 者 に 裏切ら れ た 。 

He was concealed in a rock near to a Durning Dush: 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 燃 える 柴 の 近く の 岩 で 隠れ て いた 。 

a ranmDow shone above the rock, 

岩の上 に は 虹 が 輝い て いた 。 

and a doglay near him. 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 の 近く で 、 犬 が 横 に 成っ て いた 。( 大 と 水銀 は 第 2 の 段階 の 
象徴 の 場合 が 有る 。) 

Eluding the vigilance of the dog, the Masters sezed the crimnnal, Dound 
and carried him to jerusalem, 

大 に 警戒 され な い 様 に し て 、27 人 の 達 道 者 は 、 第 2 の ヒラ ム の 殺 害 者 を つか まえ 、 
拘束 し 、 エ ル サ レ ム に 運ん だ 。 

where he perished in the utmost tortures. 

エル サレ ム で 、 第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 処 刑 さ れ た 。 

The third assassin was slan Dy a lion, 

第 3 の ヒラ ム の 殺 害 者 は 、 ラ イオ ン に 殺さ れ た 。 

and the beast had to De overcome Defore the body could De secured. 

第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 の 死体 を 確保 する に は 、 ラ イオ ン を 圧倒 する 必要 が 有 っ た 。 
(ライ オン と 硫黄 は 第 3 の 段階 の 象徴 の 場合 が 有る 。) 

Other Versions say that he defended himself with a hatchet when the 
Masters fell upon him, Dut they succeeded in disarming him and he was 
led to Solomon who caused him to expiate his crime. 

他 説 で は 、27 人 の 達 道 者 が 第 3 の ヒラ ム の 殺 害 者 を 見 つけ た 時 、 第 3 の ヒラ ム の 
殺害 者 は 共 ア シェ ッ ト で 護身 し て いた が 、27 人 の 達 道 者 は 第 3 の ヒラ ム の 殺 害 者 
の 武装 解除 に 成功 し て 、 ソ ロモ ン の 所 へ 運び 、 罪 を つぐ な わせ た 。 


Such is the first legend 

上 記 が 、 最 重要 な ヒラ ム の 伝説 で ある 。 
and its explanation now folloWs. 
下記 は 、 ヒ ラム の 伝説 の 説明 で ある 。 


Solomon Dersomufies suDreme sclence amd wisdom. 

ソロ モン は 、 無 上 の 知 を 擬 人 化し た 者 で ある 。 

The Temple is the realisation and emDlem of the hierarchic regn of 
truth and reason on earth. 

エル サレ ム 神 殿 は 、 地 上 に お ける 真理 と 論理 の 位階 制 に よる 統治 の 実現 と 象徴 で 
ある 。 

Hiram is the man who, Dy sclence and wisdom, has attaimed empire. 
ヒラ ム は 、 知 に よっ て 、 神 の 王国 に 到達 し た 達 道 者 を 表す 。 

He governs Dy justice and order rendering to each accordimg to his 
WOrKS. 

ヒラ ム は 、 各 人 の 行い に 応じ て 各 人 に 報い を 与え て 、 正 義 と 秩序 に よっ て 統治 する 。 
Each Degree 1s in 06SDOMM6MMGS wrth a Wordl 

3 つの 段階 は 3 つの 合言葉 に 対応 し て いる 。3 つの 段階 は 3 つの 言葉 に 対応 し て い 
る 。 

which expresses the sense thereot. 

3 つの 合言葉 は 3 つの 意味 を 表す 。3 つの 言葉 は 3 つの 意味 を 表す 。 

For Hiram the Word 1s one, 

ヒラ ム に と っ て は 、 言 葉 は 唯一 で ある 。 

Dut 

じ か し 。 

it is exDressedl after three manners. 

唯一 の 言葉 は 3 つの 方 法 で 表 さ れる 。 

One is for the Apprentices 

見 習い の 言葉 。 

and can De uttered Dy them: 

見 習い は 見 習い の 言葉 を 話す 事 が で きる 。 

1t SlgnlHeS Nature 

見 習い の 言葉 は 、 自 然 を 意味 する 。 

andl is expralmed by Work. 

作業 が 、 見 習い の 言葉 を 説明 する 。 

Another is for the Companions: 

同胞 の 言葉 。 

in their case it sigmifies thought 

同胞 が 話す 時 、 同 胞 の 言葉 は 、 思 想 を 意味 する 。 

andis explanmed Dy Study. 

研究 が 、 同 胞 の 言葉 を 説明 する 。 学 が 、 同 胞 の 言葉 を 説明 する 。 

The third is for Masters: 

達 道 者 の 言葉 。 

in their mouth it signifies truth 

達 道 者 が 口 (くち ) で 話す 時 、 達 道 者 の 言葉 は 真理 を 意味 する 。 

and is explanmned Dy Wisdom. 

知 が 、 達 道 者 の 言葉 を 説明 する 。 


As to the word itself, it is used to designate Godl 

言葉 自体 は 、 神 を 意味 する た め に 使わ れる 。 

Whose true name is indiciDle( = unspeakable) and incommurucaDle. 
神 の 真 の 名 前 は 、 大 衆 に は 話す 事 が で き な い 。 

Thus 

その た め 、 

there are three degrees in the hierarchy 

位階 制 に は 3 つの 段階 が 有る 。( 幼 子 の 様 な 者 、 大 人 の 様 な 者 、 長 老 の 様 な 者 。 大 
人 の 様 な 者 は 学 の 有る 者 で ある 。) 

and three entrances of the Temple: 

ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 に は 3 つの 門 が 有る 。 

there are three modes of light 

光 に は 3 つの 表れ 方 が 有る 。( 心 を 暖め る 光 、 知 の 光 、 視 覚 的 な 光 。) 星 の 光 に は 3 
つの 形態 が 有る 。( 星 の 光 は 、 固 体 、 液 体 、 気 体 に 成る 。) 

and there are three forces in Nature, which forces are symDolised Dy 
the Rule that measures, the Lever which lifts and the Mallet which 
ConsolHidates. 

自然 に は 、 つ り 合わ せる 力 、 上 げ る 力 ま た は 高め る 力 、 固 め る 力 と いう 3 つの 力 が 有 
る 。 定 規 は 、 つ り 合わ せる 力 の 象徴 で ある 。 て こ は 上 げ る 力 ま た は 高め る 力 の 象徴 で 
ある 。 木 航 は 固め る 力 の 象徴 で ある 。 

The rebellhion of Drutal instmcts against the hierarchic aristocracy of 
wisdomm arms itself successfully with these three forces and turns them 
fromm their DrODer USGeS. 

知 に よる 位階 制 の 統治 に 対す る 、 先 天 的 な 肉欲 に よる 反乱 は 、 連 続 的 に 自然 の 3 
つの 力 で 武装 し て いき 、 自 然 の 3 つの 力 を 正しい 利用 方 法 か ら 逸 ( そ ) ら し て し まう 。 
There are three typical reDels 一 the reDel against Nature, the rebel 
aganst Science and the rebel against Truth. 

自然 に 対す る 反乱 、 知 に 対す る 反乱 、 真 理 に 対す る 反乱 と いう 3 つの 典型 的 な 反乱 
が 存在 する 。 

They were represented in the classical Hades by the three heads of 
CerDerus: 

自然 に 対す る 反乱 、 知 に 対す る 反乱 、 真 理 に 対す る 反乱 と いう 3 つの 典型 的 な 反乱 
は 、 古 代 ギ リ シ ャ 人 が 例え た 地獄 で 、 ケ ル ベ ロ ス の 3 つの 頭 に よっ て 、 表 され て いる 。 
In the Bible by Koran, Dathan and Abiramm: 

自然 に 対す る 反乱 、 知 に 対す る 反乱 、 真 理 に 対す る 反乱 と いう 3 つの 典型 的 な 反乱 
は 、 民 数 記 16 章 の コラ 、 ダ タン 、 ア ビラ ム に よる モー セ へ の 反乱 に よっ て 表 さ れ て い 
る 。 

while in the Masonic legend they are dnstinguished Dy names which 
Vary In the different Rites. 

メー ソン の 口伝 で は 、 多 様 な 儀式 に お いて 、3 人 の ヒラ ム の 殺害 者 の 特徴 を 名 前 で 
表し て いる 。 

The first, who is usually called ADiram, or the murderer of Hiram, is he 
who strikes the Grand Master wrth the rule: 


第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 通 例 、 民 数 記 16 章 の 「 ア ビラ ム 」 ま た は 「 ヒ ラム の 殺害 
者 」 と 呼ば れ 、 大 いな る 達 道 者 ヒラ ム を 定規 で 打っ た 者 で ある 。 

this is the story of the just man immolated Dy human passlon under the 
pretence Of ]awr 

見 せ か け の 偽 の 法 の 下 で 人 の 肉欲 が 正しい 人 を 殺す 、 と いう の が 第 1 の ヒラ ム の 
殺害 者 の 例え 話 の 意味 で ある 。 

The second, named Mephibosheth, after a ridiculous and feeble 
pretender to the throne of David, attacks Hiram wrth the lever or the 
SdUare. 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 サ ム エ ル 記 下 9 草 な ど の 「 メ ビ ボ セテ 」 ま た は 「 メ フィ ボ 
シェ テ 」 と 呼ば れ 、 ヒ ラム を 直角 定規 、 ま た は 、 て こ で 打っ た 者 で ある 。 サ ム エ ル 記 下 
9 章 な どの 「 メ ピ ボ セ テ 」 ま た は 「 メ フィ ボ シ ェ テ 」 は 、 ダ ビデ の 王位 を 狙っ た 滑稽 な 弱 
者 で ある 。 

So does the popular sduare or lever of insensate eduahity Decome an 
instrument of tyranny in the hands of the multitude, and assails, stlll 
more grievously than the rule, the royalty of wisdom and Virtue. 

無 思慮 な 平等 に よる 大 衆 の 直角 定規 、 ま た は 、 て こ は 、 大 衆 の 手 の 中 で は 暴君 の 道 
具 と 成っ て し まい 、 定 規 よ り も 、 知 と 徳 の 王国 を 攻撃 し て し まう 、 と いう の が 第 2 の ヒ 
ラム の 殺 害 者 の 例え 話 の 意味 で ある 。 

The third in fine despatches Hiram with a mallet: 

最終 的 に 、 第 3 の ヒラ ム の 害 者 が ヒラ ム を 木 航 で 殺し た 。 

SO aCt the Drutal instimcts when they seek to estabhsh order in the name 
of Violence and of fear by crushing intelhigence. 

先天 的 な 物 で ある 肉欲 は 、 暴 力 と 零 怖 の 力 で 、 知 を 圧倒 し て 、 誤 っ た 秩序 を 確立 し 
よう と し た 時 に 、 正 し い 人 を 殺す 、 と いう の が 第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 の 例え 話 の 意味 
で ある 。 

The branch of acacla oVer the tomD of Hiram is jike the cross on our 
altars: 

十字 架 や 祭壇 の 様 に 、 ヒ ラム の 一 時 的 な 墓 の 上 に は アカ シア の 枝 が あっ た 。 

it is a sign of kmowledge which outlives kmowledge itself: 

アカ シア の 枝 は 、 生 き 残 っ た 知 の 象徴 で ある 。 

it is the green sprig which presages another spDrimg. 

アカ シア の 枝 は 、 次 の 春 を 予言 する 、 緑 の 春 で ある 。 

When men haVe disturbed in this manner the order of Nature, 
ProVidence intervenes to restore it, as Solomon to aVenge the death of 
the Master-Builder 

人 が 自然 の 秩序 を 乱す と 、 ソ ロモ ン が 建設 者 の 達 道 者 ヒラ ム の 死 の 報復 を し た 様 に 、 
神意 は 自然 の 秩序 を 回 復 す る た め に 介入 する 。 

He who has struck with the rule shall perish Dy the poignard( = dagger). 
定規 で ヒラ ム を 打っ た 第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 短 剣 に よっ て 減 ん だ 。 

He who as attacked wrth the lever or square shall make expiation under 
the axe of the 1aw: 


ヒラ ム を 直角 定規 、 ま た は 、 て こ で 打っ た 第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 法 に よる 首切り 
穫 に よっ て 罪 を つぐ な う 羽 目 に 成っ た 。 

lt is the eternal judgment on regic1deS. 

法 に よる 処刑 は 、 永 遠 の 、 王 殺し へ の 裁き で ある 。 

He who has slain wrth the mallet shall De the victm of that poWwer 
which he misused. 

ヒラ ム を 木 棚 で 殺し た 第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 悪 用 し た 力 の 犠牲 に 成る 。 

He who would slay with the rule is Detrayed by the Very ]amp which 
jights him and by the stream from which he drimks: 

ヒラ ム を 定規 で 打っ た 第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 照 らし て くれ る ラン プ と 飲み 水 を も 
た ら す 小川 に よっ て 裏切ら れる 。 

it is the law ofretaliation. 

自然 に よっ て 殺さ れる の は 、 自 然 の 殺害 者 へ の 報復 の 法 で ある 。 

He who would destroy with the lever is surprised when his 
watchfulmess fails hike a sleeping dOg, 

ヒラ ム を て こ で 打っ た 第 2 の ヒラ ム の 害 者 は 、 眠 っ て いる 大 の 様 に 、 用 心 を 怠っ た 
時 に 、 発 見 され て し まう 。 

and he is g1Venl uD Dy hls 0Wm accormDHices, 

協力 者 が 、 弟 2 の ヒラ ム の 殺害 者 を 見 限っ て 引き 渡し た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

anarchy is the mother of treason. 

無秩序 に よる 混乱 は 、 裏 切り の 母 で ある 。 

He who struck wrth the mallet is devoured Dy the Hon, 

ヒラ ム を 木 航 で 殺し た 第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 ラ イオ ン に 食い 殺さ れ た 。 

which is a Variant of the sphinx of OEdiDUus, 

ライ オン は 、 オ イデ ィ プ ス の スフィンクス の 一 種 で ある 。 

while he who can conduer the lion shall deserve to succeed Hiram. 

ライ オン を 圧倒 で きる 人 が ヒラ ム の 後 を 継ぐ で の に 相応 し い 。 

The decaying body of the Builder indicates that forms may change Dut 
the spirit rema1ns. 

建設 者 ヒラ ム の 腐乱 死体 は 、 形 は 変わ る か も し れ な い が 精 神 、 知 は 残る 事 を 表す 。 
( 骨 は 白色 な の で 知 の 象徴 で ある 。) 

The spring of water in the vicimity of the first murderer recalls that 
deluge which punished crimes agalnst Nature. 

第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 の 近く の 小川 の 源泉 は 、 自 然 に 対す る 罪 を 処罰 し た 大 洪水 
を 思い 出さ せる 。 

The burmmng Dush and raimDbow which Detray the second assassin tyD1fy 
jife and light denouncing outrage on thought. 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 を 裏切っ た 燃え る 柴 と 虹 は 、 思 想 へ の 侵害 を 非難 する 命 と 光 
を 表す 。 

Finally the vanduished lion represents the triumph of mind oVer 
matter and the defimite subjecton of force to intelligence. 


圧倒 され た ライ オン は 、 精 神 に 圧倒 され た 物質 と いう 、 精 神 の 勝利 と 、 知 に 最終 的 に 
従う 力 を 表す 。 

From the dawn of the intellectual travail Dy which the Temple of umity 
1s erected, Hiram has Deen slain often, Dut ever he has risen from the 
dead. 

エル サレ ム 神 殿 、 統 一 の 神殿 を 建て る と いう 知 的 な 労苦 の 始ま りか ら 、 ヒ ラム が 代 
表 で ある 正しい 人 は 頻繁 に 殺さ れ た が 、 常 に 正しい 人 は 復活 する 。 

He is Adonis destroyed Dy the wild Doar 

正しい 人 は 、 イ ノシ シ に 殺さ れ た アド ニス で ある 。 

Osiris put to death Dy Typhon, 

正しい 人 は 、 セ ト 、 テ ィ フ ォ ン に 殺さ れ た オシ リス で ある 。 

Pythagoras in hs Droscr1Dtio, 

正しい 人 は 、 人 迫害 され て 殺さ れ た ピタ ゴラス で ある 。 

Orpheus torn to pleces Dy Bacchantes, 

正しい 人 は 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 に 八 つ 裂 き に され て 殺さ れ た オル フェ ウス 
で ある 。 

Moses abandoned in the caverns of Mount NeD0, 

正しい 人 は 、 申 命 記 34 章 で ネ ボ 山 の 洞 窟 に 置き 去り に され た モー セ で ある 。 
Jesus crucified Dy judas, Calaphas and Pilate. 

正しい 人 は 、 ユ ダ 、 サ ドカ イ 人 の カイ アフ ァ 、 ロ ー マ の 総督 ピラ ト に 十字 架 に か けら れ 
た イエ ス で ある 。 

Now those are true Masons who seek Dersistently to reDunld the Temple 
im accordance wrth the plan of Hiram. 

真 の メー ソン は 、 ヒ ラム の 計画 に 従っ て 忍耐 強く エル サレ ム 神 殿 を 建て 直す 事 を 試 
みる 人 で ある 。 


Such is the great and the chief legend of Masonry: 

上 記 が 、 メ ー ソ ン の 大 いな る 重要 な ヒラ ム の 伝説 の 説明 で ある 。 

there are others that are no less Deautiful and no less profoumdi: 

メー ソン に は 美しい 深い 伝説 が 他 に も 存在 する 。 

Dut 

し か し 、 

we donot feel justfied in divulging their myster1eS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 メ ー ソ ン の 神秘 的 な 他 の 伝説 を 開示 する 事 は 正しく な いと 感じ 
る 。 

AlDeit we have received initiation only from God and our researcheS, 
we shall keep the secrets of transcendental Freemasonry as We keeD OUr 
0WT SeCTetS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 研 究 に よっ て 神 か らし か 秘伝 伝授 を 受け て いな い が 、 自 分 の 保 
持 し て いる 秘密 の 様 に 、 超 越 的 な フリ ー メ ー ソ ン の 秘密 を 保持 し て いる つも り で ある 。 


Having attaimned Dy our efforts to a grade of kmowledge which imposes 
sllence, We regard Ourselves as pledged Dy our Convictions eVenl more 
than by an oath. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 労 苦 に よっ て 沈 甘 す る 必要 が 有る ほど の 知 の 段階 に 到達 し て 、 
言動 に よる 痺 い に よ っ て より も 、 確 信 に よっ て メー ソン と し て 碑 っ た と 自身 を 見 な し て 
いる 。 

SClentce 1S a noDlesse dui oODlige 

知 は 高貴 な 者 の 義務 で ある 。 

and we shall in no wise fail to deserve the primcely crown of the Rosy 
CrOSS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 薔 薇 十字 団 の 王冠 に 相応 し いつ も り で ある 。 

We also believe in the resurrection of Hiram. 

エリ ファ ス レヴ ィ も 、 ヒ ラム が 代表 で ある 正しい 人 の 復活 を 信じ て いる 。 

The Rites of Masonry are designed to transrrut a memorial of the 
legends ofimitiation 

メー ソン の 儀式 は 、 秘 伝 伝授 の 口伝 の 記録 を 伝え る た め に 用 意 さ れ た 。 

and to preserVe them among the Brethren. 

メー ソン の 儀式 は 、 秘 伝 伝授 の 口伝 を 同 胞 の 間 で 保存 する た め に 用 意 さ れ た 。 
Now, Iif Masonry is thus holy and thus sublime, We may De asked how it 
came to De DroscriDed and condemned so often Dy the Church: 

も し メー ソン が 神聖 で 崇高 で ある な ら ば 、 ど うし て 教会 は メー ソン を 頻繁 に 弾圧 する 
の か ? と 大 衆 は 問う か も し れ な い 。 

Dut 

し か し 、 

we have already repliedl to this duestion when its divls1ons and 
profanations Were mentioned. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 分 派 の 異端 の 偽 の メー ソン に つい て 話し て 、 す で に 答え て いる 。 
Masonry 1S the Gnosis 

メー ソン は グノー シス で ある 。 

and the false Gnostics caused the condemnation of the true. 

偽 の グノー シス の せい で 、 真 の グノー シス まで 混同 され て 弾圧 され て し まっ た 。 偽 の 
メー ソン の せい で 、 真 の メー ソン まで 混同 され て 弾圧 され て し まっ た 。 

The latter were driVen into concealment, 

真 の グノー シス や 真 の メー ソン は 、 身 を 隠す 様 に 追い 込ま れ た 。 

not through fear of the light, 

し か し 、 真 の グノー シス や 真 の メー ソン は 、 光 を 恐れ た わけ で は な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the jight is that which they desire, that which they seek and adore: 
光 は 、 真 の グノー シス や 真 の メー ソン が 、 望 む も の で あ り 、 探 求 す る も の で あり 、 敬 礼 
する も の で ある 。 

but they stood in dread of the sacrilegious 一 

実に 、 真 の グノー シス や 真 の メー ソン は 、 神 聖 な も の へ の 冒 潮 を 恐れ た 。 


thatis to say 

言い 換え る と 、 

of false interpreters, Calummiators, the derision of the sceptic, the 

ememues of all Delief and all moraHty. 

真 の グノー シス や 真 の メー ソン は 、 誤 解 者 、 誹 謗 中 傷 者 、 神 型 な も の を 笑い も の に す 
る 懐疑 者 、 宗 教 へ の 敵 、 倫 理 道徳 へ の 敵 を 恐れ た 。 

IMoreoVver 

さら に 、 

at the present day, there are many who think that they are Masons and 

yet do not know the meamimng of their Rites, having 1ost the Key of the 

Mysteries. 

現在 で は 、 自 分 が メー ソン だ と 思い 込ん で いる 多数 の 偽 の メー ソン は 、 神 秘 の た め 

の 鍵 を 失っ て 、 メ ー ソ ン の 儀式 の 意味 を 知ら な い 。 

They rmsconstrue ever their symDolical pictures and those hieroglyphic 

slgns which are emDlazoned or the carpets of their Lodges. 

自称 メー ソン の 多数 の 偽 の メー ソン は 、 ロ ッ ジ の カー ペッ ト の 上 に 記さ れ て いる 絵 の 

意味 を 誤解 し て いる 。 

These pictures and signs are the Dages of a Dook of aDsolute and 

uvVersal scienCce. 

メー ソン の ロッ ジ の カー ペッ ト の 上 に 記さ れ て いる 絵 は 、 絶 対 の 普 の 知 の 書 タ ロッ 

ト の 絵 で ある 。 

They can De read Dy means of the KaDalistic Keys 

メー ソン の ロッ ジ の カー ペッ ト の 上 に 記さ れ て いる 絵 は 、 カ バラ の 鍵 に よっ て 読み 解 

く 事 が で きる 。 

and hold nothing in concealment for the initiate who already DOssesses 

those of Solomon. 

ソロ モン の 鍵 を すでに 所 有 し て いる 秘伝 伝授 者 に と っ て は 、 メ ー ソ ン の ロッ ジ の カー 

ペッ ト の 上 に 記さ れ て いる 絵 は 、 隠 され て いな い 。 

Masonry has not merely Deen profaned Dut has served as the Veil and 

pretext of amarchic conspiracies depending from the secret imfluence of 

the vndicators of jacdues de Molay, and of those who contimued the 

schismattc work of the Temple. 

メー ソン は 、 汚 され た だ け で は な く 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー の 共犯 者 や 

神殿 騎士 団 に よる 分 裂 工作 を 続け る 人 々 と いう 無政府 主義 者 の 陰謀 の た め の 

ヴェ ー ル や 口実 と し て 利用 され た 。 

Im place of avenging the death of Hiram they have avenged that of his 

aSSaSS1TS. 

ヒラ ム の 害 の 報復 を する 代わ り に 、 偽 の メー ソン は 、 ヒ ラム の 殺害 者 の 処刑 へ の 

逆恨み に よる 犯行 を 実行 し た 。 

The anarchists have resumed the rule, sduare and mallet, writimg upon 

them the words LiDerty, Equahty, Fraterruty 一 

偽 の メー ソン と いう 無政府 主義 者 は 、 定 規 、 直 角 定 規 、 木 梓 に 「 自 由 、 平 等 、 友 愛 。」 

と 記し て 、 定 規 、 直 角 定 規 、 木 民 を 再び 持っ た 。 


LiDerty, that is to say, for all the lusts, 

偽 の メー ソン の 自由 と は 、 肉 欲 の た め の 自 由 で ある 。 

EduaHhty in degradation 

偽 の メー ソン の 平等 と は 、 劣 悪 な が 人 に 合わ せ て 全て を 引き 下げ る 事 に よる 平等 、 堕 
落 に よる 平等 で ある 。 

and Fraternity in the work of destruction. 

偽 の メー ソン の 友愛 、 同 胞 愛 と は 、 破 壊 工作 の た め の 悪 人 同士 の 団結 で ある 。 
SuCh are the men whomm the Church has condemned justIy and wl 
condemn for eVer 

教会 は 修 の メー ソン を 正しく 弾圧 し て き て いる し 、 教 会 は 仏 の メー ソン を 永遠 に 弾圧 
する で あろ う 。 


BOOK VI 


魔術 の 歴史 第 6 巻 

MAGIC AND THE REVOLUTION 
魔術 と 革命 

VAU 

ヴァ ウ 


HE GREAT HERMETIC ARCANUM 


CHAPTER I 

魔術 の 歴史 第 6 巻 1 章 

REMARKABILE AUTHORS OF THE EIGHTEENTH CENTURY 

18 世紀 の 注目 する べき 著者 

CHINA was practically unknown to the outside world untl the end of 
the seventeenth century 

17 世紀 の 終わ り ま で 、 中 国 は 、 外 の 世界 に は 、 ほ と ん ど 知ら れ て いな か っ た 。 
when its Vast empire, eXDlored in Dart Dy Our missionaries, Degan to De 
revealed Dy them 

17 世紀 の 終わ り に 、 中 国 と いう 広大 な 電 国 は 、 キ リス ト 教 の 宣教 師 に よっ て 、 あ る 程 
度 、 探 検 さ れ 、 明 ら か に され 始め た 。 

and 

そし て 、 

apDDeared ke a necropolis of all sciences in the past. 

中 国 は 、 過 去 の 全て の 知 の 死 都 の 様 に 現れ た 。 

The Chinese may De compared to a race of mummrmies: 

中 国人 は 、 ミ イラ の 民 で ある 、 と 例え られ る 、 か も し れ な い 。 

nothing progresses wrth them, 

中 国人 は 、 何 も 進歩 させ な か っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they HVe in the immobihty of their traditons, 

中 国人 は 、 中 国 の 口伝 の 不動 の 中 で 生き て いる 。 

from which 

その た め 、 

the spirit and the jife have long since withdrawn. 

精神 、 命 が 引き 上 げ て し まっ て か ら 、 長 い 時 間 が 経っ て いた 。 

They know nothing any longer 

最早 、 中 国人 は 、 何 も 知ら な い 。 

Dut 

し か し 、 

they have a Vague recollection of everything. 

中 国人 は 、 全 て の も の に つい て の 曖昧 な 記憶 を 持っ て いる 。 

The gemus of China is the dragon of the Hesperides 一 

中 国 の 守護 神 は 、「 ヘ へ スペ リ デ ス の 園 」 の 竜 ラ ドン で ある 。 

which defends the golden apples in the garden of science. 

竜 ラ ドン は 、 知 の 園 で ある 「 へ ヘス ペリ デス の 園 」 で 、 黄 金 の りん ご の 木 の 果 実 を 守っ 
て いる 。 

Their human type of divimity, instead of conduerimg the dragor, Iike 
Cadmus, COWers fascinated and magnetised Dy the monster who flashes 
before it a changing rmnirage Of its scales. 


中 国 の 「 神 の 人 」 で ある 「 英 雄 」 は 、 カ ドモ ス が 戦 神 ア レス の 竜 を 圧倒 し た 様 に 竜 を 
圧倒 する 代わ り に 、 す くみ 、 鱗 に よっ て 変化 する 幻 を 見 せる 「 怪 物 」 と し て の 和音 に 魅了 
され た 。 

Mystery alone 1s ahVe in China, 

中 国 で は 、 謎 だ けが 生き 残っ て いる 。 

sclence 1S in a state of lethargy, 

中 国 で は 知 は 皆 睡 状態 で ある 。 

Or at least 

また は 、 少 な く と も 、 

1S im a deep sleep and speaks only in dream. 

中 国 で は 知 は 深い 眠り の 中 で 夢 の 中 で し か 話さ な い 。 

We have said that 

魔術 の 歴史 第 5 巻 2 章 で 、 す で に 話し た 様 に 、 

the Chmese Tarot is Dased on the same Kabahistic amd aDsolute data as 
the Hebrew Sepher Yetzirah: 

中 国 の タロ ッ ト は 、 へ ブラ イ 人 の 「 形 成 の 書 」 の 様 に に 、 カ バラ の 絶対 の 知 に 基づい て 
いる 。 

but China has also a hieroglyphical Dook consistimg exclus1vely of 
combinations of two figures: this is the Y-Kim( = "1 Ching" or "Yijimg" = 
易 経 ), attributed to the emperor Fo-Hi, 

また 、 中 国 に は 、 破 線 の 陰 と 直線 の 陽 と いう 2 つの 形 の 組み 合わ せ だ け で 構成 され 
て いる 象徴 的 な 本 で ある 皇 「 伏 病 」 の 著書 「 易 経 」 が 存在 する 。 

and M. de Maisorn, in his Letters on China, states that it is utterly 
indeclpheraDle. 

M. de Maison は 、 中 国 に つい て の 手紙 で 、「『 易 経 』 は 全く 解読 で き な い 。」 と 話し 
て いる 。 

Its difficulties however are not greater than those of the Zohar 

し か し 、「 易 経 」 は 、「 光 輝 の 書 」 よ り 、 解 読 が 困難 で は な い 。 

of which it appears to De a Cur1ous COrmplement 

「 易 経 」 は 、「 光 輝 の 書 」 の 興味 深い 補足 で ある 、 と 思わ れる 。 

and is indeed a ValuaDle appendix theret0. 

実に 、「 易 経 」 は 、「 光 輝 の 書 」 の 役に立つ 付録 で ある 。 

The Zohar explains the work of the Balance, or of umiversal 
edUu1hDrium, 

「 光 輝 の 書 」 は 、 普 遍 の つり 合い の 作用 を 説明 する 。 

and the Y-Kim( = "TI Ching" or "Yijing" = 易 経 ) is the hieroglyphic and 
ciphered demonstration thereof. 

「 易 経 」 は 、 普 通 の つり 合い の 、 象 徴 的 な 、 暗 号 化 され た 、 実 証 で ある 。 

The key ofthe work is a pantacle kmown as the Trigrams of Fo-Hi. 

「 易 経 」 の 鍵 は 、 伏 毅 の 3 つ 1 組 の 「 八 震 」 と し て 知ら れ て いる pantacle で ある 。 
According to alegend related in the Vay-Ky( = "Zizhi Tongjian Waiji" = 資 
治 通 鑑 外 紀 ), a collection of great authority in China, composed Dy Leon- 


Tao-Yuen( = Liu Daoyuan or Liu Shu = 劉 道 原 or 劉 起 ), under the dynasty 
of the Soms( = Song dynasty = 「 宋 」 王 朝 ), 

史料 収集 に よる 中 国 の 大 い に 権 威 の 有る 歴史 書 で ある 、 宋 の 時 代 の 劉 起 の 「 資 治 
通 鑑 外 紀 」 に 記さ れ て いる 伝説 に よる と 、 

Some seven Or elght hundred years ago, the emperor Fo-H1 Was 
meditatimg one day on the Dank of a riVer aDout the great secrets of 
Nature, 

何 千年 も 前 の 、 あ る 日 、 河 畔 で 、 旦 「 伏 義 」 は 、 自 然 の 大 いな る 秘密 に つい て 上 想 し 
CGN た 。 

when he saw a sphinX come out of the water meaning an allegorical 
anmal, having the composite form of a horse and a dragon. 

伏 義 は 、 竜 と 馬 を 複合 させ た 様 な 象徴 的 な 動物 で ある スフィンクス 龍馬 が 、 河 か ら 、 
あら われ る の を 見 た 。 

Its head was elongated ikKe that of a horse, 

龍馬 の 頭 は 、 馬 の 頭 の 様 に 長く 伸び て いた 。 

it had four feet 

龍馬 に は 、 脚 が 4 本 あっ た 。( 龍 馬 は 、 四 足 獣 で あっ た 。) 

and ended in the tail of a serpent: 

龍馬 の 尾 は 、 蛇 の 尾 の 様 で あっ た 。 

the DackK was covered with scales, 

龍馬 の 育 中 は 、 鱗 で 響 われ て いた 。 

on each of which there shone the symDol of the mysterious Trigrarms: 
龍馬 の 背中 の 各 鱗 の 上 に は 、 神 秘 的 な 八 封 の 紋様 が 輝い て いた 。 

they were smaller towards the extremuties than those on the breast and 
Dack, 

龍馬 の 八 封 の 紋様 は 、 龍 馬 の 胸 や 背 と いっ た 中 心 より 、 龍 馬 の 先 端 へ 向かう に つれ 
て 小さ く 成 っ て いた 。 

Dut 

し か し 、 

were in Derfect harmony throughout. 

龍馬 の 八 起 の 紋様 は 、 全 体 的 に 、 完 全 に 調和 し て いた 。 

The dragon was reflected in the water Dut with all its characistics 
1nVerted. 

龍馬 と いう 竜 は 姿 を 水面 に 映し て いて 、 水 面 に 映っ た 鏡像 の 龍馬 の 八 填 の 紋様 は 
送 ざ に 成る て いた 。 

This serpentime horse, the inspirer or rather the Dearer of inspirations, 
Iike the Pegasus of Greek mythology, 

龍馬 と いう 蛇 の 様 な 馬 は 、 ギ リ シ ャ 神 話 の ペガサス の 様 に 、( 神 の 聖 報 の 様 に ) 霊 感 
を 吹き 込む も の 、 ま た は 、( 星 の 光 の 様 に ) 霊 感 を も た ら す も の で ある 。 

that symDbol of umiversal light, or 1ke the serpent of Kron0s, 

龍馬 、 ペ ガサ ス 、 ク ロ ノ ス の 蛇 は 、 普 遍 の 光 を 表す 。 

Initiated Fo-Hi into um1versal sclenCce. 

龍馬 と いう 普遍 の 光 は 、 伏 藤 を 普遍 の 知 に 入門 させ た 。 


The Trigrams serVed as the imtroductior: 

八 武 は 、 伏 病 の 入門 に 役立っ た 。 

he numDbered the scales 

伏 義 は 、 龍 后 の 鱗 か ら 、 八 封 を 読み 取っ た 。 

and comDined the Trigrams in such a manner that 

伏 義 は 、「 易 経 」 の 様 に 、3 つ 1 組 の 八 封 同士 を 組み 合わ せ て 6 つ 1 組 の 六 十 四 封 
に し た 。 

he conceived a synthesis of the sciences compared and umited with one 
another Dy the pre-existent and necessary harmonies of Nature. 

伏 義 は 、 自 然 に 元々 存在 する 必然 の 調和 に よっ て 相互 に 比較 し 合い 統一 し 合う 、 知 
の 総合 で ある 「 易 経 」 を 考え 出し た 。 

The tables of the Y-Kim( = "T Ching" or "Yijing" = 易 経 ) were the result of 
this marvellous comDination. 

「 易 経 」 の 六 十 四 封 は 、 伏 病 に よる 八 圭 同 士 の 不思議 な 組み 合わ せ の 結果 で ある 。 
The numbDers of Fo-Hi are the same as those ofthe Kabalah, 

伏 義 の 数 は 、 カ バラ の 数 と 同一 で ある 。 

while his pantacle is amnalogous to that of Solomon, as explamed already 
im our Doctrine and Ritual of Transcendental Magic. 

「 高 等 魔術 の 教理 」3 章 で 、 す で に 説明 し た 様 に 、pantacle で ある 、 伏 義 の 八 封 は 、 
ソロ モン の 六 世 星 と 似 て いる 。 

His taDles corresDpond to the thirty-two Paths and the fifty Gates of 
Light: 

伏 義 の 「 易 経 」 の 六 十 四 震 は 、 カ バラ の 光 の 32 の 経路 や 、 カ バラ の 光 の 50 の 門 と 
対応 し て いる 。 

conseduently 

その た め 、 結 果 的 に 、 

the Y-Kim( = "1I Ching" or "Yi jinmg" = 易 経 ) cannot De oDscure for those 
who haVe the key of the Sepber Yetzirah and Zohar 

「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 の 鍵 を 所 有 し て いる 人 に と っ て は 、「 易 経 」 は 明らか で あ 
る は ず で ある 。 

The science of aDsolute philosophy has therefore existed in China: 
その た め 、 絶 対 の 哲学 の 知 は 、 中 国 に 存在 し て いた 。 

the Kims( っ Books hke "1 Chmg") are commentaries on this ADsolute 

「 五 経 」 は 、 絶 対 の 知 に つい て の 注釈 で ある 。 

which is hidden from the profane, 

絶対 の 知 は 、 大 衆 か ら 隠さ れ て いる 。 

and their relation to the Y-Kim( = "TI Ching" or "Yijing" = 易 経 ) is ike that 
of the Pentateuch of Moses to the Revelations in the Sepher Dzemioutha, 
「 易 経 」 を 除く 「 五 経 」 と 「 易 経 」 の 関係 は 、 モ ー セ 五 書 と 「Sepher Dzenioutha」 の 
中 の 啓示 の 関係 に 似 て いる 。 

which is the Book of Mysteries and the key of the HeDrew ZoDar 
「Sepher Dzenioutha」 は 、 神 秘 に つい て の 本 で あり 、「 光 輝 の 書 」 の 鍵 で ある 。 
Kong-fu-tzee, Or Confucius, was the revealer or Veiler of this KaDalah, 


孔子 は 、 カ バラ の 啓示 者 、 ま た は 、 カ バラ を ヴェ ー ル で 隠し た 者 で ある 。 

the existence of which he might haVe demied to turn the researches of 
the profane into a wrong Dath, 

孔子 は 、 大 衆 の 座 素 を 逸 (て) ら す た め に 、 怪 力 乱 神 を 語ら ず 、 カ バラ の 存在 を 教え な 
か っ た 。 

just as that learned Talmudist Maimonides denied the realities of the 
Key of Solomon. 

学 の 有る タル ムー ド 学 者 マイ モニ デス が 、 ソ ロモ ン の 鍵 の 存在 を 否定 し た 、 様 に 。 
After Confucius came the materialistic Fo( = 仏 ), 

中 国 に は 、 孔 子 の 後に 、(28 祖 の 達磨 が 正しい 仏教 を 中 国 に 伝え る まで 、) 物 質 主 義 
化 さ れ て し まっ た 仏教 が 伝来 し て し まっ た 。 

who substituted the traditions of Indian sorcery for the remnants of 
Egyptian Transcendental Magic. 

中 国 で 、 物 質 主 義 化 さ れ て し まっ た 仏教 は 、 古 代 エ ジ プ ト の 超越 的 な 魔術 の 名 残 を 、 
イン ド の 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 口伝 に 取っ て 代わ ら せ て し まっ た 。 

The cultus of Fo( = 仏 ) paralysed the progress of the sciences in China, 

中 国 で 、 物 質 主義 化 さ れ て し まっ た 仏教 は 、 知 の 進歩 を 停滞 させ て し まっ た 。 

and the abortve civilisation of this great Deople collapsed into routime 
and stupor 

物質 主義 化 さ れ て し まっ た 仏教 は 、 大 いな る 民 で あっ た 中 国人 の 文明 を 挫折 させ 形 
骸 化 させ 、 中 国人 の 知性 を 麻痺 させ て し まっ た 。 

A philosopher of sagacity and admirable profundity, the learned 
Leibnitz, who deserved most assuredly initiation into the supreme 
truths of aDsolute scienCe, 

賢明 な 哲学 者 で ある 、 見 事 に 深い 、 学 の 有る ライ プ ニ ッ ツ は 、 確 か に 、 絶 対 の 知 の 無 
上 の 真理 へ の 入門 に 相応 し か っ た 。 

thought that he could discern in the Y-Kim( = "1 Chimg" or "Yijimg" = 易 
経 ) his own discovery of the differential calculus, 

ライ ブ プ ニ ッ ツ は 、 微 分 学 で 発見 し た 二 進 法 を 「 易 経 」 に 認め た 、 と 考え た 。 

while in the straight and divided Hine he recogrused the characters 1 0, 
employed in his own calculations. 

ライ プ ニ ッ ツ は 、 二 進 法 の 計算 で 採用 し て いた 数 字 0 と 数 字 1 を 破線 の 陰 と 直線 の 
陽 に 認め た 。 

He was on the threshold of the truth, 

ライ プ ニ ッ ツ は 、 真 理 の 門 に いた 。 ラ イプ ニッ ツ は 、 真 理 の 一 歩 手前 に いた 。 

Dut, 

し か し 、 

seeimg it in Only one of its details, 

ライ ブ プ ニ ッ ツ は 、 真 理 の 細部 の 一 部 だ け を 見 て いた 。 

he could not grasD 1t as a Whole. 

ライ プ ニ ッ ツ は 、 真 理 の 全体 を 理解 で き な か っ た 。 

The most important discoVeries on relig1ous antduntes in China have 
been the result of theological disDutes. 


中 国 の 宗教 的 な 古 さ に つい て の 最 重 要 な 発見 は 、 神 学 的 な 議論 の 結果 で あっ た 。 
This came about through the question whether the jesuits were justified 
im permittng the worship of heaven and ancestral worship among the 
Chinese who were conVerted to Christiaruty 一 

キリ スト 教 へ 改宗 し た 中 国人 に 「 天 」 と 先祖 へ の 敬礼 を イエ ズ ス 会 が 許す の は 正 し 
いか どう か ? と いう 問題 に よっ て 神学 的 な 議論 が 起き た 。 

In other Words, 

言い 換え る と 、 

whether the educated Chinese regarded their heaven as God or simply 
aS SDace amd Nature. 

教養 の 有る 中 国人 が 「 天 」 と いう 言葉 は 「 神 」 を 意味 する と 考え て いる の か ? そ れ と 
も 、「 天 」 と いう 言葉 は 「 天 空 」 と いう 空間 や 「 自 然 」 を た だ 意味 する と 考え て いる の 
MA 

It was reasonable to haVe recourse to the educated themselves and to 
Dublic good sense, 

教養 の 有る 中 国人 や 、 大 衆 の 良識 に 頼る の が 論理 的 で あっ た 。 

Dut 

じ か し 、 

these do not constitute theologlcal authorites. 

教養 の 有る 中 国人 や 、 大 衆 の 良識 で は 、 神 学 的 な 権威 を 形成 で き な い 。 

There was therefore much debate, much writing and more intriguing: 
その た め 、 多 数 の 議論 が 行わ れ 、 多 数 の 文書 が 書か れ 、 よ り 感 心 を 集め た 。 

the jesuuts were fundamentally right Dut were wrong in their mode of 
DrOcedure, 

イエ ズ ス 会 は 、 基 本 的 に 正しかっ た が 、 手 続き の 方 法 を 間違え て し まっ た 。 

wrth the result that 

その 結果 、 

fresh difficulties were created which have not Deen yet OoVercome and 
which still contimue in China to cost the blood of our indefatigable 
ImartyTs. 

新しい 困難 が 作ら れ 、 未 だ に 、 克 服 さ れ て お ら ず 、 中 国 で は 、 キ リス ト 教 の 不屈 の 痢 
教 者 の 血 を 流さ せ 続 け て いる 。 

Whilst the conguests of religion in Asia were thus disputed, 

アジ ア で 宗教 に よる 克服 が 議論 され て いた 時 、 

a gTeat sDirit of unrest was agitatmg EurOD6e: 

大 き な 精 神 的 な 不安 が ヨー ロッ パ を 動揺 させ て いた 。 

the Christian faith seemed on the point of Deing extimguished!, 

キリ スト 教 へ の 信仰 が 消え よう と し て いる 様 に 見 えた 。 

though on eVery side there Was a rurmour Of new revelations and 
miracles. 

至る 所 で 、 新 し い 啓 示 と 奇跡 の 噂 が あっ た 。 


Aman who had a defimite position in science and in the world 
otherwrse, namely Emmanuel SwedenDorg, was astonishimg Sweden Dy 
his Vis10TS, 

学問 と 世界 で 確か な 地位 を 持っ て いた エマ ヌ エ ル ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、 ス ウェ ー 
デン を 予見 で 驚 か せ て いた 。 

and 

まま 

Germany was swarrmng with new IlIuminat. 

ドイ ツ は 、 新 し い 、 光 に 照ら され た 者 で あふ れ て いた 。 

Dissident mystcism consDpired to replace the mysteries of hierarchic 
religion Dy mysteries of anarchyi: 

反乱 分 子 の 神秘 主義 者 が 、 位 階 制 の 宗教 の 神秘 を 、 無 秩序 に よる 混乱 の 神秘 に 
取っ て 代わ ら せ よ うと 企ん だ 。 

a catastrophe was in preparatlon and was irmrmmment. 

大 惨事 が 、 用 意 さ れ て 、 人 迫っ て いた 。 

SwedenDorg, the most sincere and the mildest among the prophets of 
false illuminism, was not for this less dangerous than the others. 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、 偽 の 光 に 周 ら され た 者 の 偽 預 言 者 の 中 で は 最も 誠実 で 温 
和 で あっ た が 、 他 の 偽 預 言 者 と 同様 に 危険 で あっ た 。 

As a fact, 

事実 、 

the pretence that all men are called to commuricate immediately with 
heaver replaces regular religious imstruction amd DrogreSsS1Ve initiation 
Dy every diVagation of enthusiasrm, Dy all excesses of imagimation and of 
dream. 

「 全 て の 人 は 神 と 直接 的 に 交流 する 様 に 求め られ て いる 。」 と いう 誤っ た ス ヴ ェ ー デ 
ン ボ ル グ の 主張 は 、 秩 序 的 な 正しい 宗教 の 教え と 前 進 的 な 秘伝 伝授 を 、 熱 牌 に よる 
逸脱 と 妄想 に よる 過剰 に 取っ て 代わ ら せ て し まう 。 

The intelligent iluminat felt that religion was a great need of humaruty 
and hence must neVer De destroyedi: 

知 的 な 光 に 照ら され た 者 は 、「 宗 教 は 、 人 性 が 大 い に 必 要 と する 欲求 に よる 物 な の 
で 、 破 壊さ れ な い は ず で ある 。」 と 感じ た 。 

not only relgion itself Dut the fanaticism which it carries along with it 
as a fatal conseduence of enthusiasm imspired Dy ignorance, Were, 
however to De used as armms for the overthrow of hierarchic church 
authority, 

偽 の 光 に 照 ら さ れ た 者 は 、 宗 教 だ け で は な く 、 宗 教 が 伴う 、 無 知 が 導く 神がかり に よ 
る 致命 的 な 結果 と し て の 狂信 も 、 位 階 制 の 教会 の 権威 を 転覆 させ る た め の 武 器 と し 
て 利用 し た 。 

they recogmising that from the war of fanaticism there would 1ssue a 
neW hierarchy 

偽 の 光 に 照ら され た 者 は 、 狂 信 に よる 争い が 新しい 位 隊 制 を も た ら す 、 と 認識 し た 。 
of which they hoped to De foumders and chiefs. 


偽 の 光 に 照ら され た 者 は 、 狂 信 に よる 争い が も た ら す 新しい 位 隊 制 の 始祖 や 指導 
者 に 成る 事 を 望ん だ 。 

"You shall De as gods, kmowing all without having the trouble of 
learmng anythimg: you shall De as kings, possessing eVerythimg without 
the trouDle of acqdunrimg anything." Such, in a summary form, are the 
promises of the revolutionary Spirit to enVious multitudes. 

「 学 ぶ 労 苦 無 し に 、 全 て を 知っ て 、 あ な た た ち 人 は 神々 の 様 に 成る で あろ う 。 獲 得する 
労苦 無し に 、 全 て の 物 を 所 有 し て 、 あ な た た ち 人 は 王者 達 の 様 に 成る で あろ う 。」 と 
いう の が 、 革 命 の 精神 が 如 深い 大 衆 に 約束 し た 嘘 を 要約 し た 物 で ある 。 

The revolutionary spirt is the spirit of death: 

単 命 の 精神 は 、 死 の 精神 で ある 。 

it is the old serpent of Gemes1s, 

死 の 精神 で ある 潮 命 の 精神 は 、 創 世 記 の 古い 蛇 で ある 。 

which notwithstanding it is the father of movement and of progreSS, 

し か し 、 死 の 精神 で ある 草 合 の 精神 は 、 運 動 と 進歩 の 父 で ある 。 

seeng that 

な ぜ な ら 、 

generations are renewed only Dy death. 

死 だ けが 世代 交代 させ る 。 

It is for this reason that 

その た め 、 

the Imdians worship Siva, the pitlless destroyer 

古代 イン ド 人 は 、 茂 し い 破 壊 神 シ ヴァ を 敵 礼 し た 。 

whose symDolical form was that of physical love and material 
generation. 

シヴァ の 象徴 は 、 性 欲 と 物質 的 な 生殖 の 象徴 で ある 、 男 性 器 で あっ た 。 

The system of Swedenborg is no other than the KaDalah, mimus the 
principle of hierarchy: 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 考え の 体系 は 、 位 階 制 の 原理 が 欠け た カバ ラ で あっ た 。 

1t is (the temple without key-stone and wrthout Dase: 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 考え は 、 要 石 と 基礎 が 無い 神殿 で あっ た 。 

it is a Vast edifice, fortunately all airy amd phantastiC, 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 考え は 、 大 建造 物 で ある が 、 幸 運 に も 、 全 て が 空中 に そびえ て 
いる 非 現実 的 な 妄想 の 大 建造 物 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

had anyone attempted to reaHise it on this earth it would collapse upon 
the head of the first child who sought, not indeed to oVerthrow it, Dut 
merely to lean against one of its chief pillars. 

仮に 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 考え と いう 大 建造 物 の 実現 を 地上 で 試み て も 、 大 建造 
物 を 転覆 させ な く て も 、 大 建造 物 の 主要 な 柱 の 1 つ に 寄り か か っ た だ け で 、 試 行 し 
た 最初 の 幼稚 な 人 の 頭 の 上 に 大 建造 物 は 崩れ 落ち て くる で あろ う 。 


To orgaruse amarchy 1s the proDlem which the revolutionaries have 
undertaken to sOIVe, 

無秩序 の 秩序 的 な 組織 化 は 、 革 命 家 が 解決 に 取り 組ん で きた 問題 で ある 。 

and 

そし て 、 

it is with them for eVer: 

時 命 家 は 、 永 遠 に 、 無 秩序 を 秩序 的 に 組織 化す る 羽目 に 成る 。 

it is the rock of SisyDhus 

無秩序 の 秩序 的 な 組織 化 は 、 シ シュ フォ ス の 岩 で ある 。 

which will invariably fall Dack upon them. 

無秩序 の 秩序 的 な 組織 化 と いう シシ ュ フ ォ ス の 央 は 、 常 に 、 革 命 家 の 上 に 落ち て くる 。 
To exist for a single moment they are and will eVer De compelled fatallY 
to irmproVise a despotismm having no other justtfication than necesSs1ty, 
革命 と いう 一 瞬 の た め だ け に 存在 させ る た め に 、 常 に 、 革 命 家 は 、 必 要 以 外 の 正当 
性 を 持た な い 独 裁 を 必然 的 に 即席 で 作る 様 に 師 い 込ま れる 。 

and 

そし て 、 

it is one which is Dhmd and violent 1ike anarchyi 

革 命 家 に よる 独裁 は 、 無 政府 状態 に よる 混乱 の 様 に 盲目 的 で 暴力 的 に 成っ て し まう 。 
Emancipation from the harmomnious monarchy of reason is attalmed 
Only Dy passing under the disorderly dnctatorship of folly. 

論理 に よる 調和 的 な 統治 の 拘束 が 無く 成る と 、 愚 か な 無秩序 な 独裁 に の み 到 達 す 
る 。 

The means proposed indirectly Dy SwedenDborg for commumnication with 
the supernatural World constitute an intermediate state allied to dream, 
ecstasy and catalepsy, 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 間接 的 に 提案 し た 、 超 自然 的 な 世界 と 交流 する 手段 は 、 夢 、 
忘 我 状態 、 強 硬 症 カ タレ プシ ー を 結合 し た 、 霊 媒 状 態 を 形成 する 。 

The illumimated Swede affirmed the possibility of such a state, 

光 に 照ら され た スウ ェ ー デ ン 人 ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、「 霊 媒 状 態 の 形成 が 可能 で 
ある 。」 と 断言 し た 。 し か し 、 

without furnishing any intiumation as to the practices necessary for ts 
attaimment. 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、 霊 媒 状 態 へ の 到達 に 必要 な 鍛錬 に つい て の 口 を 与え な 
YO7 だ 。 

Perhaps his discuples, in order to suDpIy the omisslon, might haVe had 
reCOourSe to Indian Ceremorual Magic, 

多分 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 模 條 者 達 は 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ が 与え な か っ た 霊媒 
状態 へ の 到達 に 必要 な 鍛錬 を 補う た め に 、 イ ンド の 魔術 の 儀式 に 頼っ た 、 か も し れ 
な い 。 

when 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 模 條 者 達 が 霊媒 状態 へ の 到達 を 試行 錯誤 し て いる 時 に 、 


a genlus Came forward to complete the prophetic and KaDalistic 
intuitions of SwedenDorg Dy a natural thaumaturgy. This man Was a 
German Dhyslclan named Mesmer 

ドイ ツ の 医者 メス メル と いう 天才 が あら われ て 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 予言 的 な カバ 
ラ 的 な 直感 を 自然 な 奇跡 で 補完 し た 。 

It was he who had the glory of rediscoVering, apDart from inmitiaton and 
apart fromm Occult kmowledge, the uruversal agent of light and its 
DrOOhgieSs. 

メス メル は 、 秘 伝 伝授 無し に 、 隠 され た 知 無し に 、 星 の 光 と いう 普遍 の 代行 者 と 、 星 
の 光 に よる 稀 異 現象 を 再発 見 する 名 誉 を 得 た 。 

His Aphorisms, which scholars of his thme regarded as a Dundle of 
DaradoXes, 

当時 の 学者 は メス メル の 言葉 が 矛盾 の 塊 で ある と 誤解 し た 。 

will ultmately form a Dasis for the physical synthesiS. 

メス メル の 言葉 は 、 自 然 科 学 の 総合 の 基礎 を 最終 的 に 形成 する で あろ う 。 
Mesmer postulated two modes in natural Deimg: 

メス メル は 、「 自 然 の 存在 に は 2 つの 形 が ある 。」 と 主張 し た 。 

these are substance and Iife, 

自然 の 存在 の 2 つの 形 と は 、 実 体 と 命 で ある 。 

producing that fixity and movement 

実体 と 命 は 、 固 定 と 運動 を も た ら す 。 

which constitute the equihDrium of things. 

固定 と 運動 は 、 複 数 の も の の つり 合い を 形成 する 。 

He recogrused further the existence of a first matter 

さら に 、 メ スメル は 、 星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 の 存在 を 認め た 。 

which is fluidic, universal 

星 の 光 は 、 遍 在 する 、 流 体 で ある 。 

capaDle of fixity and motion: 

星 の 光 は 、 固 定 さ せ た り 運動 させ た りす る 事 が 可能 で ある 。 

its fixation determimes the constitution of suDstanCes, 

星 の 光 の 固定 は 、 実 体 の 構造 、 実 体 の 性 質 を 決定 する 。 

while its contimual motion modifies and renews forms. 

星 の 光 の 絶え 間 無 い 運動 は 、 形 を 変化 させ た り 復活 させ た りす る 。 

This fluidic matter 1S act1Ve and Dass1Ve: 

星 の 光 と いう 、 流 体 の 「 第 一 質 料 」 に は 、 自 発 性 と 受容 性 が ある 。 

aS DaSS1Ve 1t indraWs 

星 の 光 の 受容 性 は 、 引 き 寄せ る 。 

and as actiVe it Drojects Itself. 

星 の 光 の 自発 性 は 、 星 の 光 を 放射 する 。 

In Virtue of this matter the world and those who dwell therein attract 
and repel: 

星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 の 力 に よっ て 、 世 界 と 、 世 界 の 中 に 住む 人 々 は 、 引 き 寄 せ 
合い 、 兵 け 合 う 。 


it passes through all by a circulation comparable to that of the blood. 

血 が 循環 する 様 に 、 星 の 光 は 全て の も の を 循環 し て いる 。 

It maintans and renews the Hfe of all Deinmgs, 

星 の 光 は 、 全 て の 存在 の 命 を 保持 し た り 復 活 さ せ た り する 。 

is the agent of their force 

星 の 光 は 、 全 て の 存在 の 力 の 代行 者 で ある 。 

and may Decome the instrumenrnt of their will. 

星 の 光 は 、 全 て の 存在 の 意思 の 道具 と 成 れ る 。 

Prodigies are results of exceptional wills or energies. 

父 異 現象 は 、 超 常 的 な 意思 か 労苦 の 結果 で ある 。 

The phenomena of cohesion and elasticity, of density or subtlety in 

bodies, are Droduced Dy Various comDbinations of these two Dropertes 

in the umiversal fluid or first matter 

星 の 光 と いう 普遍 の 流体 また は 「 第 一 質 料 」 の 2 つの 性 質 の 多様 な 組み 合わ せ が 、 

凝集 力 に よる 現象 、 弾 力 に よる 現象 、 肉 体 の 濃密 さや 希薄 さ に よる 現象 を も た ら す 。 

Disease, hkKe all physical disorders, is owng to a derangement in the 

normal eduihDbrium of the first matter in this or that orgamised body. 

全て の 肉体 の 不調 の 様 に 、 病 気 は 、 自 身 の 体 組織 の 中 に お ける 、 ま た は 、 他 者 の 体 

組織 に よる 、 星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 の つり 合い の 混乱 の せい で ある 。 

Organsed Dodies are sympathetic or antpathetic to one another Dy 

reason Of their particular eduihDriumm. 

体 組織 同士 は 、 体 組織 に 特有 の つり 合い が 異な る の で 、 相 互 に 共感 し 合っ た り 反 発 
合っ た りす る 。 

Sympathetic Dodies may cure each other restoring ther eqgulhbrium 

mutuallY. 

共感 する 肉体 同士 は 、 相 互 に 、 つ り 合い を 回 復 し 合っ て 、 肉 体 の 不調 や 病気 を 治し 

合う 事 が 可能 で ある 。 

This capacity of Dodies to eduilibrate one another Dy the attraction or 

projection of the first matter was called magnetism by Mesmer 

星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 の 引き 寄せ や 放射 に よっ て 、 肉 体 同士 が 相互 に つり 合わ 
合う 能力 を メス メル は 「 磁 気 」 と 呼ん だ 。 

and as it Varies according to the forms in which it acts, he termed it 

anmmal magnetism when he studied its phenomena in 1iving Deimgs. 

星 の 光 が 形 の 中 で 作用 し て いる 時 、 形 に 応じ て 星 の 光 が 変化 する の で 、 メ スメル は 、 

生物 の 中 の 星 の 光 を 研究 し て いた 時 に 、 生 物 の 中 の 星 の 光 を 動物 磁気 と 呼ん だ 。 

Mesmer proved his theory Dy his experiments, 

メス メル は 、 理 論 を 実験 に よっ て 証明 し た 。 

which were crOowned with complete SucCeSS. 

メス メル の 実験 は 、 完 全 な 成功 に よっ て 、 報 われ た 。 

Having oODserVed the analogy Detween the phenomena of amimal 

magnetism and those of electricity, he made use ofmetalhc conductors, 

メス メル は 、 動 物 磁気 の 現象 と 電気 の 現象 の 間 の 類推 可能 性 を 観察 し て 、 金 属 の 

伝導 体 を 利用 し た 。 


connectmg wrth a common reservoir contaimmg earth and water so as 
to aDsorD and project the two forces. 

メス メル は 、 星 の 光 の 2 つの 力 を 引き 寄せ た り 放 射 し た りす る た め に 、 人 金属 の 伝導 
体 を 、 土 と 水 を 入れ た 共通 の 容器 に つなげ た 。 

The complicated apparatus of tuDs has now Deen aDandoned, as it can 
be replaced Dy a 1iving chain of hands superposed upon a circular non- 
conducting Dody hkKe a wooden taDle, or on silK or wool. 

メス メル は 、 複 雑 な 仕組 み の 容 器 の 利用 を 中 止 し て 、 金 属 の 伝導 体 と 容器 の 代わ り 
に 、 木 の テー ブル 、 絹 の 布 、 羊 毛 の 布 と いっ た 唯一 の 円 形 の 非 伝導 体 の 上 に 重ね た 
複数 の 手 に よる 生き て いる 鎖 を 利用 し た 。 

He subseduently applhed to 1iving organised bengs the Drocesses of 
metalhc magnetisaton and attaimed certtude as to the reaHty and 
sumilitude of the phenomena which followed. 

メス メル は 、 人 金属 を 磁化 する 処理 を 、 生 き て いる 生物 組織 に 応用 し て 、 磁 化 さ れ た 金 
属 の 現象 と 類似 し た 現象 の 存在 を 確か め る に 至っ た 。 

One step only was left for him to take, and it was to affirm that 

メス メル は 、 踏 み 出す べき 一 歩 手前 まで 、 下 記 を 、 断 言 する べき 一 歩 手前 まで 、 来 て 
いた 。 

the effects attriDuted in physics to the four imponderable fluds 

星 の 光 に よる 和 驚異 現象 は 、 熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 と いう 自然 科学 の 4 つの 不可 量 物 に 
よる 物 で ある 。 

are diVerse marufestations of one and the same force differentiated Dy 
1tS USag6eS, 

星 の 光 に よる 驚異 現象 は 、 星 の 光 と いう 唯一 の 同一 の 力 が 、 多 様 な 応用 に よっ て 、 
多様 に 表れ た 物 で ある 。 

and that this force 一 inseparaDle from the first and umiversal matter 
which it sets in motion 一 

星 の 光 と いう 力 は 、 他 の 、 星 の 光 と いう 「 第 一 賢 料 」 を 運動 させ る 。 星 の 光 と いう 力 は 、 
他 の 、 遍 在 す る 星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 と ( 遍 在 性 に よっ て ) 不 可 分 で ある 。 

noW resplendent, now igneous, mnOW electric, now magmetic, 

星 の 光 と いう 力 は 、 光 を 放ち 、 火 の 様 で あり 、 電 気 的 で あり 、 磁 気 的 で ある 。 

has Dut one name, 

星 の 光 と いう 力 は 、「 光 」 と いう 唯一 の 名 前 を 持っ て いる 。 

imdicated Dy Moses in GeneSs15, 

創世 記 1 章 3 節 で 「 光 あれ 。」 と 話し て 、 モ ー セ は 、 星 の 光 を 「 光 」 と 呼ん で いる 。 
when he decribes its manifestation by the fiat of the AImighty Defore al 
substances and all forms: that word is THE LIGHT - 

創世 記 1 章 3 節 で 全能 で ある 神 が 「 光 あれ 。」 と 命令 し た と 話し て 、 モ ー セ は 、「 全 て 
の 実体 や 全て の 形 よ り 前 に 、 星 の 光 と いう 『 光 』 が 表れ た 。」 と 話し て いる 。 

7 1N.( = Let there De light.) 

創世 記 1 章 3 節 「 光 あれ 。」。 

Let us now have the courage to affirm one truth which will De 
acCkmowledged hereafter 


後に 知ら れる で あろ う 1 つの 真実 を 大 胆 に 断言 し よう 。 

The great thing of the eighteenth century is not the Encyclopedia, not 
the sneering and derisive philosophy of Voltaire, not the negative 
metaphysics of Diderot and DAlemDert, not the mahgnant philanthropy 
Of RousseaUu: 

18 世紀 の 大 いな る 物 と は 、 ヴ ォ ル テー ル 、 デ ィ ド ロ 、 ダ ラン ベー ル 、 ル ソー に よる フラ 
ンス の 「 百 科 全 書 」 で は な く 、 ヴ ォ ル テー ル に よる 笑い も の に する 哲学 で は な く 、 デ ィ 
ドロ と ダラ ン ベ ー ル に よる 否定 的 な 哲学 で は な く 、 ル ソー に よる 有害 な 邪悪 な 博愛 
主義 で は な い 。 

1t is the sympathetic and miraculous SE of Mesmer 

18 世紀 の 大 いな る 物 と は 、 メ スメル の 共感 的 な 奇跡 的 な 自然 科学 で ある 。 
Mesmer is grand as Prometheus: 

メス メル は 、 プ ロメ テウ ス の 様 に 大 いな る 者 で あっ た 。 

he has given men that fire from heaven 

メス メル は 、 星 の 光 と いう 雷 で ある 天 か ら の 火 を 人 に 与え た 。 

which Frankhm could only direct. 

フラ ンク リン は 、 雷 を 導く 事 し か で き な か っ た 。 

There was wantmg to the gemius of Mesmer neither the sanction of 
hatred nor the consecration of persecution amd insult: 

メス メル の 天才 は 、 憎 悪 に よる 迫害 に 事欠か な か っ た し 、 迫 害 の 誤っ た 正当 化 に 事 
欠か な か っ た 。 

he was hunted out of Germany, 

メス メル は 、 ド イツ か ら 追 放さ れ た 。 

ridiculed in France, 

メス メル は 、 フ ラン ス で 笑い も の に され た 。 

which, however Drovided him with a fortune, 

し か し 、 メ スメル は 、 フ ラン ス で 冨 を 得 た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

his cures Were evident, and the patients who went to him paid him 
星 の 光 に よる メス メル の 治療 は 明らか に 効果 が あっ て 、 メ スメル の 患者 は 治療 費 を 
メス メル に 支払 っ た 。 

though they may have stated afterwards that their restoration Was a 
matter of chance, so that they might not draw down upon themselves 
the hostilhity of the learned. 

た だ し 、 メ スメル の 患者 は 、 学 者 の 敵意 を 招 か な い 様 に 、「 偶然 、 回 復 し た 。」 と いう 
嘘 を つい た 。 

The authorised Dodies did not even so far honour the thaumaturge as to 
exammme his dnscovery, 

公認 の 団体 は 、 星 の 光 と いう メス メル の 発見 の 調査 で 、 奇 跡 に 敬意 を 払う 事 すら 無 
が つた だ 。 

andthe great man resigned himself perforce to Dass for a skilful 
1mpostor. 


大 いな る 人 メス メル は 、 巧 妙 な 詐欺 師 と 誤っ て 呼ば れる 事 に 甘んじ た 。 

It was only the really instructed who Were not hostle to mesmer1sTm: 
星 の 光 に よる メス メル の 治療 メス メリ ズム に 敵対 し た 人 は 学者 だ け で は な か っ た 。 
sincerely religious Dersons were alarmed by the dangers of the new 
disCOVerY, 

信心 深い キリ スト 教徒 は 、 星 の 光 と いう メス メル の 新しい 発見 が 危険 で ある と 誤っ て 
ぶれ た 。 

while the superstitious cried out at the scandal amd the Magic. 
迷信 家 は 、 星 の 光 に よる メス メル の 治療 が 悪事 、 魔 術 で ある と 誤っ て 叫ん だ 。 

The wise foresaw aDuses: 

賢者 は 、 星 の 光 に つい て の メス メル の 知 の 悪用 を 予想 し た 。 

theimbecile would not so much as tolerate the exercise of this 
marvellous DOWer 

愚者 は 、 メ スメル が 発見 し た 星 の 光 と いう 不思議 な 力 の 発揮 を すら 大 目 に 見 な か っ 
た 。 

Some thought that the miracles of the Saviour and his saimts would De 
denied in the name ofmagnetism: 

ある 人 は 、「 星 の 光 と いう メス メル の 『 磯 気 』 と いう 名 目 で 、 救 い 主 イエ ス と 翠 人 達 の 
奇跡 が 否定 され て し まう 。」 と 誤解 し た 。 

others wondered how it would fare with the power of the devil. 
ある 人 は 、「 星 の 光 と いう メス メル の 『 磁 気 』 は 悪魔 の 力 に と っ て は 、 ど うし て 都合 が 
良い で あろ うか ? 星 の 光 と いう メス メル の 『 邊 気 』 は 悪魔 の 力 に と っ て は 、 都 合 が 悪 
い !」 と 考え た 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

True religion, notwithstanding, has nothing to fear from the discovery 
of truth: 

し か し 、 真 の 宗教 に は 、 真 理 の 発見 に よっ て 恐れ る べき 物 は 何 も 無い 。 

and further 

さら に 、 

Im puttmg a Hrmit to human power does not magnetism g1Ve a neW 
sanction to divine mmiracles instead of destroying them? 

星 の 光 と いう メス メル の 「 磁 気 」 は 、 人 の 力 の 限界 を 明らか に し て 、 神 に よる 奇跡 を 
破壊 する 代わ り に 、 神 に よる 奇跡 を 支持 し な いか ? 星 の 光 と いう メス メル の 「 破 気 」 
は 、 人 の 力 の 限界 を 明らか に し て 、 神 に よる 奇跡 を 支持 する ! 

It follows that the fools will ascriDe fewer prodigies to the devil which 
wll leaVe them the less opportumnity to exerclse their hatred andtheir 
Tag6: 

星 の 光 に つい て の メス メル の 知 に よっ て 、 愚 者 は 、 篤 異 現象 を 悪魔 の せい に する 機 
会 が 減少 し て 、 憎 し み と 怒 り を 発揮 する 機会 が 減少 する で あろ う 。( 悪 魔 は 存在 し な 
い 。) 

Dut 

じ し が ル 、 

Dersons Of real piety wl not fimd this a ground of complaimt. 

真 の 信心 深い 人 に は 、 星 の 光 に つい て の メス メル の 知 を 不満 に 思う 理由 は 無い 。 


The devil must 1ose ground when Hight mamifests and igmorance 
TeCcedleS: 

光 が 表 れ て 、 無 知 が 減少 する と 、 悪 魔 は 土地 を 失う 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

Dut 

し か し 、 

the conquests of science and of light extend, strengthen and increase 
more and more Our loVve of the empire and the glory of God. 

知 と 光 が 獲 得 し た 土地 が 増え る と 、 神 の 王国 と 神 の 栄光 へ の 人 の 愛 は 、 ま すま す 強 
く 成る 。 


CHAPTER II 

魔術 の 歴史 第 6 巻 2 章 

THAUMATURGIC PERSONALITIES OF THE EIGHTEENTH CENTURY 

18 世紀 の 神秘 的 な 人 達 

The eghteenth century Was credulous aDout nothimg Dut Magic, 

18 世紀 の 大 衆 は 、 魔 術 だ け を 軽 信 し た 。 

and the explanation is that 

な ぜ な ら 、 

Vague Deliefs are the religion of souls devoid of true faith. 

曖昧 (あい まい ) な 信心 が 、 真 の 信心 が 無い 大 衆 に よる 信心 で ある 。 

The miracles of jesus Christ were denied, 

18 世紀 の 大 衆 は 、 イ エス キリ スト に よる 奇跡 を 否定 し て し まっ た 。 

while 

の 

reSsurrectons Were aSCr1Ded to the Comte de Saint-Germain. 

18 世紀 の 大 衆 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 に よる 復活 の 奇跡 を 信じ て し まっ た 。 

This exceptonal Dersonahty was a mysterious theosophist who was 
credited with possessing the secrets of the Great Work, and the 
manufacture of diamonds and of prec1ous stoneS. 

サン ジェ ルマン 伯 爵 と いう 超常 的 な 人 物 は 、 大 作業 の 秘密 、( 錬 金 術 に よる ) ダ イア モ 
ンド の 創造 の 秘密 、( 錬 金 術 に よる ) 宝 石 の 創造 の 秘密 を 所 有 し て いる と 信じ られ た 、 
神秘 的 な 神 知 学者 で ある 。 

For the rest, he was a man of the world, agreeaDle in conVversation and 
highIy distinguished in manners. 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 フ ラン ス 社 交界 の 人 で あり 、 会 話 は 好ま し く 、 振 る 舞い は 上 
品 で あっ た 。 

Madame de Genhs, who saw him ahmost daily durimg his earIy years, 
ジャ ン リ ス 夫 人 は 、 若 い 頃 の サン ジェ ルマン 伯爵 と 、 ほ ぼ 毎 日 、 会 っ て いた 。 

says that even his representations of gems in pictures had a natural fire 
and gleam, the secret of which could not De divined Dy any chemust or 
panter 

ジャ ン リ ス 夫 人 は 、「 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 宝石 の 絵 に は 、 化 学者 や 画家 が 秘密 を 
見 抜け な か っ た 、 自 然 な 輝き が あっ た 。」 と 話し て いる 。 

None of his pictures are In evidence, 

サン ジェ ルマン 伯 の 絵 は 、 証 拠 と し て 、 存 在 し て いな い 。 

and 

その た め 、 

it cant orly De speculated whether he had contrived to fix light on 
canVas Or whether he employed a preparation of mother-of-pearl, Or 
some metallic coatimg. 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 光 を 宝石 の 絵 に 固定 し た か 、 真 珠 母 と 呼ば れ て いる 真珠 層 
の 光沢 物質 に よる 化粧 か 金属 の 塗装 を 宝石 の 編 に し た か 、 と いう 推測 し か で き な い 。 


The Comte de Saimt-Germain professed the Catholic Relgion and 
conformed to its practices with great fidelity. 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 カ トリ ッ ク の 信仰 告白 を し て 、 大 い に 遵 守 し た 。 

This notwrthstanding, 

し か し 、 

there Were reDOrts Of susDic1OuS evOcations and strange aDDaritions: 
サン ジェ ルマン 伯爵 は 降 霊 術 を 実践 し た 疑惑 が ある と いう 記録 や 、 サ ンジ ェ ル マン 
伯爵 は 神 出 鬼 波 で あっ た と いう 記録 が 存在 し た 。 

he claimed also to haVe the secret of eternal youth. 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 永 遠 の 若 さ の 秘密 を 所 有 し て いる 、 と 主張 し た 。 

Was this mystclsm or was it madness? 

サン ジェ ルマン 伯爵 の 話 は 、 酔 狂 な 冗談 な の か 、 狂 気 に よる 思い 込み な の か ? 
His family connections were unkmown 

サン ジェ ルマン 伯爵 の 家族 に つい て は 、 知 られ て いな い 。 

and to hear him talk of past events suggested that he had lived for many 
CentturieS. 

サン ジェ ルマン 伯爵 の 過去 の 出来 事 に つい て の 話 を 聞く と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 
何 世紀 も 生き て いる 、 と 誤解 し て し まう 。 

Of all that was in kinship with occult science he said Dut Httle, 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 隠 され た 知 に つい て は 、 少 し し か 話さ な か っ た 。 

and when the Denefit ofinitiation was demanded at his hands he 
pretended to kmow nothing on the subject. 

秘伝 伝授 を サン ジェ ルマン 伯爵 に 求め る と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 秘伝 伝授 に つい 
て 知ら な いふ り を し た 。 

He chose his own dhsclples, 

サン ジェ ルマン 伯 曽 は 、 弟 子 を 選ん だ 。 

redUulTed DasSIVe oODedience on their Dart 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 へ の 無 抵抗 の 服従 を 弟子 に 求め た 。 
and then 

それ か ら 、 

talked of a royalty to which they were called, Deimg that of Melchisedek 
and Solomor, a royalty of initiation, 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 弟 子 が 招 か れ て いる 王位 、 メ ルキ ゼ デ ク の 王位 、 ソ ロモ ン の 
王位 、 秘 伝 伝授 に よる 王位 に つい て 話し た 。 

which is a priesthood at the same tme. 

王者 は 祭司 で ある 。( 祭 司 は 王者 で ある 。) 

"Be the torch of the world," he said. 

サン ジェ ルマン 伯 功 は 、「 世 の 光 で あれ 。」 と 話し て いる 。( マ タイ に よる 福音 5 章 14 
節 「 あ な た 達 は 、 世 の 光 で ある 。」。) 

1 

Tf your light is that only ofa planet you wl De asnothmginthe sight of 
God. 


も し 、 あ な た の 光 が 、 惑 星 が 反 射す る 光 に 過ぎ な けれ ば 、( 言 い 換 える と 、 あ な た が 肉 
体 的 な 人 に 過ぎ な けれ ば 、) あ な た は 神 の 目 に は 虚無 と し か 見 えな いで あろ う 。 
IreserVe for you a SDlendour of which the solar glOrY 1s a shadoW. 

私 サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 あ な た の た め に 、 太 陽 の 栄光 が 影 に 成る 輝き (、 言 い 換 え 
る と 、 星 の 光 が 神 の 光 の 影 に 過ぎ な く 成 る 神 の 光 ) を 約束 する 。 そ うす れ ば 、 

You shall guide the course of stars 

あな た は 、 星 々 の 軌道 を 導ける で あろ う 。 

and those who rule empires shall De goVerned Dy yoU. 

あな た は 、 星々 が 統治 する 国々 を 統治 する で あろ う 。 


」 
These promises, the proper meamimg of which is quite intellhigible to true 
本 

上 記 の 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 か ら 弟 子 へ の 約束 の 正しい 意味 は 、 真 の 達 道 者 に と っ 
て は 、 全 く 理 解 し 易い 。 
are Yecorded suDstantlally, not in the words here given, Dy the 
anonymous author of a History of Secret Societies in Germany, 
「a History of Secret Societies in Germany( ド イツ の 秘密 結社 の 歴史 )」 で 、 匿 
名 の 著者 は 、 一 言 一 句 同 じ で は な い が 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 か ら 弟 子 へ の 約束 の 言 
葉 に 似 た 言葉 を 記し て いる 。 
and they are evidence as to the school of initiation with which the 
Comte de Sannt-Germain Was connected. 
サン ジェ ルマン 伯爵 か ら 弟 子 へ の 約束 の 言葉 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 と 繋が り が 有 
る 秘伝 伝授 の 学派 に つい て の 証拠 と 成る 。 
The following details have Deen so far unknown concerning him. 
下記 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 に つい て 知ら れ て いな い 詳 細 で ある 。 
The Comte de Saint-Germain was Dorn at Lentmeritz in Bohemia, at the 
end ofthe seventeenth centuryi 
17 世紀 の 終わ り に 、 ボ へ ミア の 都市 リト ミエ ル ジ ツ ェ で 、 サ ンジ ェ ル マン 伯 革 は 生ま 
記 
He was either the natural or an adopted son of a Rosicrucian who called 
himself Comes CaDalicus 一 the Compamion KaDalist 一 
サン ジェ ルマン 伯爵 は 、「 友 で ある カバ リス ト 」 を 意味 する 「the Compamion 
Kabalist」 に 似 た 「Comes Cabalicus」 と いう 名 前 を 名 乗っ て いた 薔薇 十字 団員 の 
実子 か 養子 で あっ た 。 
ridiculed under the name of Comte de GaDalis Dy the umfortunate ADDbe 
de Villars. 
不運 な ニコ ラ ピエ ー ル アン リド モン フォ ー コ ンド ヴィ ラー ル 神 父 は 、「 ガ バリ ス 伯 
爵 」 と いう 書名 に よっ て 、 サ ンジ ェ ル マン 伯 講 の 父 で ある 薔薇 十字 団員 を 笑い も の に 
じい た 。 
Samt-Germain neVer SDOke of his father 
た だ し 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 父 に つい て は 話さ な か っ た 。 


but he mentions that he led a life of proscription and errantry In a 

world of forest, having his mother as compamuon. This was at the age of 

SeVeT VeaTs, 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、「 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 迫 害さ れる 生活 を 送っ て いた 。 そ の 

た め 、 母 を 導き 手 と し て 、 森 の 世界 を さま よっ た 。7 歳 の 時 の 話 で ある 。」 と 話し て いる 。 

which, however 1s to De understood symDolicalIy 

し か し 、 上 記 の 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 7 歳 の 時 の 話 は 、 例 え 話 と し て 理解 する べき 

で ある 。 

andis that of the initiate when he is adVvanced to the Grade of Master 
上 記 の 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 7 歳 の 時 の 話 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 が 達 道 者 の 段 

階 に まで 向上 し た 時 の 秘伝 伝授 者 と し て の 例え 話 で ある 。 

His mother was the science of the adepts, 

サン ジェ ルマン 伯 の 例え 話 の 中 の 母 と は 、 達 道 者 の 知 で ある 。 

while the forest, in the same kimd of language, sigmfies empires deVoid 

ofthe true civihsationl and light. 

サン ジェ ルマン 伯 功 の 例え 話 の 中 の 森 と は 、 真 の 文明 と 光 を 欠い た 国々 を 意味 する 。 

The principles of Saimt-Germain were those of the Rosy CroSs, 

サン ジェ ルマン 伯爵 の 原理 は 、 薔 薇 十字 団 の 原理 で ある 。 

andin his own country he established a society from which he 

separated suDseduently when anarchic doctrimes Decame DreVvalent in 

fellowships 

自国 の ボヘミア で 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 秘密 結社 サン ヤキ ン を 設立 し た が 、 後 に 、 

秘密 結社 サン ヤキ ン で 無政府 主義 の 考え が 優勢 に 成る と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 

秘密 結社 サン ヤキ ン か ら 離 れ た 。 

which incorporated new partisans of the GnOSsiS. 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 新 し い 偽 の グノー シス 主義 者 と 合流 し た 。 

Hence he was disowned Dy his Drethren, was charged even with 

treasOT, 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 を 破門 し 、 裏 切り 者 と し て の 罪 を 負わ 

BC め の 

and some memorials on iuminism seem to hint that he was immured 

in the dungeons of the Castle of Ruel. 

いく つか の 、 光 に 照ら され た 者 に つい て の 記録 で は 、「 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は リュ エイ 

ユ マル メゾ ン の 城 の 地下 中 に 閉じ 込め られ た 。」 と 、 ほ の めか し て いる 様 に 思わ れる 。 

On the other hand!, 

他方 、 

Madame de Genlis tells us that he died in the Duchy of Holsteim, a prey 

to his own conscience and terrors of the life Deyond. 

ジャ ン リ ス 夫 人 は 、「 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 自 分 の 良心 に 苦し め ら れ 、 あ の 世 を 

れ 、 ホ ル シ ュ タイ ン 公 国 で 死ん だ 。」 と 話し て いる 。 

It is certain in any case that he vanished suddenly from Par1s, 

どちら に し て も 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 が 突然 パリ か ら 姿 を 消し た の は 確か で ある 。 

no one exactly knowlng where, 


サン ジェ ルマン 伯 功 が 姿 を 消し た 場所 は 、 正 確 に は 、 誰 も 知ら な い 。 

and that his companions in ilurmination permutted the Veil of silence 
and ob]ivion to fall as far as poss1Dle upon his memoryr 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 可 能 な 限り 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 記録 を 沈黙 と 忘却 の 
ヴェ ー ル で 履い 隠し て し まっ た 。 

The association which he had formed under the ttle of Saimt-jakim 一 
サン ジェ ルマン 伯爵 は サン ヤキ ン と いう 名 前 で 秘密 結社 を 形成 し た 。 

which has Deen turned into Saimt joachim 一 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 秘 密 結 社 サ ン ヨ アキ ム に 変わ っ た 。 

contimued ll the Revolution, 

秘密 結社 サン ヤキ ン 、 秘 密 結社 サン ヨアキム は フラ ンス 革命 まで 続い た 。 

when it dissolVed or was transformed, hike so many others. 

フラ ンス 革命 の 時 に 、 他 の 多数 の 秘密 結社 の 様 に 、 秘 密 結 社 サ ン ヤキ ン 、 秘 密 結 社 
サン ヨアキム は 解散 し た か 、 変 質 し た 。 


A story 1S told concerrunng it In a Damphlet againmst illuminism: 

中 略 

it is deriVed from a correspondence in Vienma and, though it is worth 
reDroducing, there is nothing that can De termed certaim or authentic 
therein. 


Ownng to your introduction, I hadl a cordial welcome from M. N. Z., who 
had been informed already of my arrival. 


Of the harmomca he approVed highIy. 


He spoke first of all aDout certain trials, Dut of this I umnderstood 
nothing: 


it is of late only that I have Deen able to grasp the meaming. 


Yesterday, towards evemng, I accomparied him to his country house, 
the grounds of which are Very Deautiful. 


Temples, grottos, Cascades, 1aDyrinths, caves forrm a 1ong Vista of 
enchantments: 


but an exceedingly high wall which encompasses the whole pleasaunce 
was extremely displeasing to mme, for Deyond this there is also a 
wonderful DrosDeCt.…. 


1 had brought the harmonica with me, at the instance of M. N. Z., with 
the idea of playing on it for a few mnmutes in a place indicated, and on 
recelving ant agTeed signal. 


The visit to the garden oVer he tookme to a room in the front of the 
house and there left me, somewhat dulckly and under a trivial Dretext. 


It was noW Very late: 
he did not return: 


wearimess and the wish to sleep Degan to come oVer me, when 1I Was 
interrupted Dy the arriVal of seVeral coaches. 


1 opened the wimdow, Dut, Deimg night, I could see nothimg, and I was 
much puzzled Dy the 1ow and mysterious whispering Ofthose who 
seemed entering the house. 


Sleep now 0oVercame me, and an hour must haVe passed away when 1 
was awakened Dy a servant who was sert to conduct me and also carry 
the instrument. 


He walked Very qulckly and far in adVvance of myself, 1 following 
mechamically when I heard the sound of horns, which seemed to issue 
fromm the depths of a caVe. 


At this moment Ilost sight of my guide and, Droceedimg in the direction 
from which the noise seemed to De coming, 1 half descended a staircase 
leading to a Vault, from which, to my utter surprise, a funeral chant 
arOSe, amd I saW distinctly a corDse in an ODen Coffin. 

"On one side stood a man clothed in white, coVvered with Dlood: 


1t apDDeared to me that a Veim had been opened in his right arm. 


With the exceptlon of those who were helping him, all present were 
shrouded in long black mantles and were armed with drawn swords. 


So far as 1 could judge in my state of terror the entrance to the vault 
was strewn wrth human Dones, heaped one upon another 


The only hght which illuminated the mournful spectacle was that of a 
flame, such as is Droduced Dy spirits of Wime. 


"Uncertaimn whether 1 should De able to oVertake my guide, I retreated 
hurriedly and found him in search of myself a few paces awayi: 


there was a haggard look in his eyes, and takimg my hand in rather an 
uneasy manner he led me into a smgular garden, where 1 Degan to 
thimk that I must have Deen transported Dy mag1c. 


The brilliance produced Dy a vast nurmDer of lamps, the murmur of 
falhmg waters, the simging of mechamical nightimgales and the Derfume 
which seemed to exhale everywhere exalted my imagimation at the 
Outset. 


1 was hidden behind a green arDbour the interior of which was rich1y 
decorated, and thither they Drought immediately a person in a faimtmg 
state, aDDarently the one who had occupied the coffin in the Vault. 


It was at this point that Ireceived the agreed signal to Dlay my 
instrument. 


DisturDed very much Dy the whole scene, there is no douDt that a good 
deal escaped me, Dut 1 could see that the swoomimg Derson came to 
himself as soon as 1 touched the harmonica: 


he also Degan to ask questions with an accent of astonishment, sayIng: 
"Where am 1? What is this Voice?' 


Shouts of joOy, acCCormpamied Dy trurmpets and timDbrels, were the only 
anSWer 


EVeryone ran to arms and plunging into the depths of the garden were 
dU1CKIV out of sight. 


1 am stll in agitaton as 1 write these Hmes: 


andifIhadnot taken the precaution to make my notes on the spot, 1 
should regard it to-day as a dream. 


The most inexpHhcaDle part of this scene is the presence of the 
urritated Derson who tells the story. 


How the association Could thus riskK the betrayal of its mysteries is a 
question that cannot De answered! 


Dut 


the mysteries themselves can De explained easilY. 


The successors of the old Rosicrucians, modifying Hittle Dy Httle the 
austere and hierarchic methods of their precursors im initiation, had 
Decome a Imysttc sect 

蒼 薇 十字 団 の 後継 団体 で ある 秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 薔 薇 十字 団 の 秘伝 伝授 の 
厳し さと 位階 的 な 方 法 を 少し ずつ 改悪 し て し まい 、 神 秘 主義 の 異端 の 偽 の 薔薇 十 
字 団 に 成り 下がっ て し まっ た 。 

and had emDraced zealously the Templar magical doctrines, 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 神 殿 騎 士 団 の 魔術 的 な 考え を 熱心 に 取り 入れ た 。 


as a result of which 

中 略 

they regarded themselves as the sole depositaries of the secrets 
intimated Dy the Gospel accordimg to St. ]ohn. 


They regarded the narratiVes of that Gospel as an allegorical seduence 
of rites designed to complete initiation, 


and they Delieved that the history of Christ must De realised in the 
person of each one of the adeDpts. 


Furtherrmore, 


they recounted a Gnostic legend, accordnmg to which 


the Saviour instead of Deimg Duried in the new tomD of joseph of 
Arimathea, having Deen swathed and perfumed, was Drought Dack to 
jife in the house of St. johm. 


This was the pretended mystery which they celebrated to the sound of 
horns and harmoruca. 


The Candidate was invited to offer up his jife 

秘密 結社 サン ヤキ ン の 修行 者 は 、 命 を ささ げ る 様 に 求め られ た 。 

and 

そし て 、 

was actually suDjected to Dleeding which caused him to swoon. 

秘密 結社 サン ヤキ ン の 修行 者 は 、 党 血 され て 、 気 絶 し た 。 

This swoon was called death 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 漁 血 に よる 気絶 を 死 と 呼ん で いた 。 

and when he returned to himself, his resurrection was celebrated 
armdst outDursts ofjoy and gladness. 

修行 者 が 意識 を 回 復 する と 、 秘 密 結社 サン ヤキ ン は 、 修 行者 の 偽 の 復活 を 、 爆 発 的 
に 喜ん で 、 た た える 。 

The varied emotions produced, the scenes, Dy turns mourmful and 
brilliiant, must have Dermanerntly Impressed the candidate's 
Imagination, and rendered him either fanatical or lucid. 

も た ら さ れる 多様 な 感情 と 、 悲 し みか ら 一 転 し た 輝く 様 な 光景 は 、 修 行者 の 想像 力 
を 半永久 的 に 感動 させ て 、 修 行者 を 狂わ せる か 、 興 奮 さ せる 。 

Many Delieved that a real resurrector took place in themselves and felt 
conVvinced that they Were no 1onger subject to death. 

多数 の 修行 者 は 、「 復 活 が 自身 に 本 当 に 起き 、 最 早 、 自 分 は 死な な い 。」 と 誤っ て 思 
い 込 ん で し まっ た 。 

The heads of the society thus had at the service of their concealed 
Drojects the most forrmidable of all instruments, namely madness, and 
secured on the part of their adepts that Dlind and treless devotion 
which umreason Droduces more often and more surely than goodwrll. 
上 記 の 様 に し て 、 善 意 より も 頻繁 に 確実 に 狂気 が も た ら す 、 手 信者 、 盲 信者 、 疲 れ を 
知ら な い 献 身 者 を 、 隠 され た 計画 に 役立つ 最も 起 る べき 道具 と し て 、 秘 密 結社 サン 
ヤキ ン の 幹部 は 得 て い た 。 

The sect of Saint-jakin was therefore an order of Gnostics steeped in the 
illusions of the Magic of Fascinatior: 

異端 の 秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 魔 術 の 幻惑 に どっ ぷり つか っ た 、 偽 の グノー シス 主 
義 の 団体 で ある 。 


it drew from Rosicrucians and Templars: 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 薔 薇 十字 団 と 神殿 騎士 田 を 利用 し た 。 

and its particular name was one of the two names 一 ]achin and Boaz 一 
engraven On the chief pillars of Solomon's Temple. 

ヤキ ン と いう 名 前 は 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 の 2 つの 柱 に 記さ れ た ボア ズ と ヤキ 
ン と いう 2 つの 名 前 の うち の 1 つ で ある 。 

In Hebrew the inital letter of jachim is Yod, a sacred letter of the 
HeDbrew alphaDet, 

へ ブラ イ 人 の アル ファ ベッ ト で ある 神 の 文字 へ ブラ イ 文 字 で 、 ヤ キン の 最初 の 文字 は 、 
イ ヨ ョ ッ ド で ある 。 

and also the imital of jehovah, 

また 、 へ ブラ イ 文 字 で 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 最初 の 文字 は 、 イ ョ ッ ド で ある 。 

which Divine Name was indeed Veiled from the profane under that of 


Jachim, 

ヤキ ン と いう 名 前 に よっ て 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ は 、 大 衆 か ら ヴ ェ ー ル で 導い 隠さ れ て 
いた 。 

whence 

その た め 、 


the designation Saint-jakim. 

サン ジェ ルマン 伯 爵 は 、 サ ン ヤキ ン と いう 名 前 を 秘密 結社 に 与え た 。 

The memDers of this order were theosophists, umwisely addicted to 
theurg1c DTOCeSSGeS. 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 魔 術 の 実践 に 無 思 慮 に も 夢中 に 成っ た 、 神 知 学者 の 団体 
で あっ だ た 。 

All that is told of the mysterious Comte de Saint-German suDports the 
1dea that 

神秘 的 な サン ジェ ルマン 伯爵 に つい て の 話 を 総合 する と 、 

he was a skilful physician and a distmguished chermist. 

サン ジェ ルマン 伯 功 は 、 熟 練 の 医者 で あり 、 優 れ た 化学 者 で あっ た 。 

He is said to have kmown how to fuse diamonds so that there Was no 
trace of the operation: 

サン ジェ ルマン 伯 は 、 複 数 の ダイ アモ ンド を 跡 を 残さ ず に 融合 させ る 方 法 を 知っ て 
いた 、 と 言わ れ て いる 。 

he could also purify precious stones, thus making the most common and 
imperfect of high Value. 

また 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 宝 石 か ら 不 純 物 を 除去 し て 、 質 の 悪い 欠点 の 有る 宝 
石 を 高価 な 宝石 に で きた 。 

That imDecile and anonymous author whom we have already cited 
places the latter clanm to his credit Dut denies that he ever made gold!, 
「a History of Secret Societies in Germany( ド イツ の 秘密 結社 の 歴史 )」 の 愚か 
な 匿名 の 著者 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 が 、 質 の 悪い 宝石 を 高価 な 宝石 に で きた と 信 
じ た が 、 錬 金 術 で 黄金 を 創造 し た と は 信じ な か っ た 。 

as if one did not make gold in the making of prec1ous stoneS. 


まる で 宝石 の 錬 金 に よっ て は 黄金 を 錬 金 で き な い か の 様 に 。( サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 
錬金術 で 黄金 を 創造 し た 可能 性 が 高い 。) 

Salnt-Germain also inVented, according to the same authority, and 
bedueathed to the industrial sciences, the art of impartimg greater 
Drilliance and ductlity to copper 一 

「a History of Secret Societies in Germany( ド イツ の 秘密 結社 の 歴史 )」 に よる 
と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯 は 、 よ り 大 いな る 光沢 と 展 延 性 、 柔 軟 性 を 銅 に 与え る 技術 を 、 
発明 し て 、 産 業 科学 に 残し た 。 

another inVention sufficient to Drove the fortune of him who devised it. 
更 な る 光沢 と 柔軟 性 を 銅 に 与え る 技術 の 発明 は 、 十 分 な 富 を サン ジェ ルマン 伯爵 
に 裏づけ た 。 

Performances of this kimd make us forgive the Comte de Saimt-Germaim 
for having Deen acquainted with Queen Cleopatra and for chattimg 
familhiarly with the Queen of Sheba. 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 科 学 へ の 功績 に よっ て 、「 私 サン ジェ ルマン 伯爵 は 女 モ クレ 
オ パ ト ラ と 親しかっ た 。」、「 私 サン ジェ ルマン 伯爵 は 『 シ バ の 女王 』 と 親しく 話し て い 
る 。」 と いう 嘘 を つい て も 、 許 され る 。 

He was otherwise good-natured and gallant: 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 善 い 人 で あり 、 女 性 に 親切 な 人 で あっ た 。 

he was one who loVed children 

サン ジェ ルマン 伯 功 は 、 幼 子 を 可愛 が っ た 。 

and amused himself Dy providimg them with deliclous sweetmeats and 
marvellous toyS: 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 美 味 し い 砂糖 菓子 と 見 事 な 遊 び 道具 を 幼子 に あげ て 喜ば 
せ た 。 

he was dark and of small stature, 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 肌 は 色 黒 で 、 育 は 低かっ た 。 

dressed rich1y Dut with great taste 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 高 価 だ が 良い 趣味 の 服 を 着 て いた 。 

and cultivatimg all the refimements of luxury. 

サン ジェ ルマン 伯 講 は 、 心 地 良い 洗練 され た 上 品 さ を 育 (は ぐ く ) ん だ 。 

He is sald to have Deen received famiharly Dy Louns XV 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 フ ラン スモ ルイ 15 世 と 親しかっ た 、 と 言わ れ て いる 。 

and was engrossed with him over questions of diamonds and other 
DreC10OuS StOneS. 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 フ ラン スモ ルイ 15 世 と 、 ダ イア モン ド と いっ た 宝石 の 事 に 没 
頭 し た 、 と 言わ れ て いる 。 

It is proDable that this monarch, entirely goVerned Dy courtesans and 
giVen UD {0 Dleasure, Was rather yleldimg to some capr1ce of fermmine 
curlosity than to any serious Concern for science when he invited Saimt- 
Germain to certain Dr1Vate audlenCeSs. 


遊女 と 快楽 に 夢中 だ っ た フラ ンス ルイ 15 世 が サン ジェ ルマン 伯爵 を 私 的 な 調 見 
に 招待 し た の は 、 フ ラン スモ ルイ 15 世 が 、 学 問 に つい て の 真剣 さよ り も 、 女 々 し い 好 
奇 心 に よる 気まぐれ に 従っ た か ら で あ る 、 可 能 性 が 高い 。 

The Comte was the fashion for a moment, 

サン ジェ ルマン 伯 有 は 、 一 時 、 人 気 に 成っ た 。 

and as he was an amiaDle and youthful Methuselah, who kmew how to 
combine the tattle of a roue wrth the ecstasies of a theosophist, he was 
the rage Im certaim Circles, 

サン ジェ ルマン 伯 曽 は 、 神 知 学 者 の 法 悦 を 放 湯 者 の 噂 話 に 混ぜ る 方 法 を 知っ て い 
た 感じ の 良い 若い 長命 者 で あっ た の で 、 複 数 の サー クル で 大 人 気 に 成っ た 。 
though 

し か し 、 

SDeeQhly replaced Dy other phantasiasts. 

すぐ に 、 人 気 は 、 他 の 幻惑 者 に 移っ て し まっ た 。 

SO gOeS {the world. 

大 軍 の 人 気 と は 、 す ぐに 移り 変わ る 物 で ある 。 

It is said that Sannt-Germain was no other than that mysterious Althotas 
サン ジェ ルマン 伯爵 が 神秘 的 な アル ト タ ス の 正体 で ある と 誤っ て 言わ れ て いる 。 
who was the Master in Magic of another adept 

アル ト タ ス と は 、 カ リオ スト ロ の 話 に よる 、 カ リオ スト ロ の 魔術 の 師 で ある 。 

wrth whom We are aDout to De occupied 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ア ルト タス に つい て 話す つも り で ある 。 

and who took the KaDalistic name of Acharat. 

カリ オス トロ は 、 ア シャ ラ と 名 乗っ た 。 ア シャ ラ は カバ ラ 的 な 名 前 で ある 。 

The supposition has no foundation, as will De seen in due Course. 
後 で 話す 様 に 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 が カリ オス トロ の 魔術 の 師 で ある と いう 推測 は 
根拠 が 無い 誤り で ある 。 

Whilst the Comte de Sannt-Germain Was thus in reduest at PaT1s, 

サン ジェ ルマン 伯爵 が パリ で 人 気 だ っ た 時 に 、 

another mysterious adept was on his way through the world, recruntmg 
apostles for the philosophy of Hermes. He was an alchemist who called 
himself Lascaris 

神秘 的 な 達 道 者 で ある ラス カリ ス と 言う 錬金術 師 が 、 大 衆 に 近づい て 、 錬 金 術 の 使 
徒 と し て 勧 謗 し て いた 。 

and gave out that he was an eastern archimandrite, charged with 
collectmg alms for a Greek conVvert. The distnction was this, 

ラス カリ ス は 、「 私 ラス カリ ス は 、 東 の 大 修道 院長 で 、 ギ リ シ ャ の 修道 院 の た め に 御 
布施 を 集め て いる 。」 と いう 嘘 を 話し て いた が 、 事 実 と は 異な る 。 

that imstead of demanding money Lascaris seemed OccuDied, so to 
Speak, in sowing his path wrth gold and leaving the trail of it Dehind 
him whereVer he Went. 

ラス カリ ス は 、 金 銭 を 求め る 代わ り に 、 黄 金 を まき 散ら し て 、 黄 金 と いう 足跡 を 残し た 。 
His appearantces Were momerntary On1y and his gunses many: 


ラス カリ ス は 、 神 出 鬼 没 で 、 姿 は 千 変 万 化 で あっ た 。 

here he was old andin the next place stll a youmg man. 

ラス カリ ス は 、 あ る 場所 で は 老人 に 成り 、 別 の 場所 で は 若者 に 成っ た 。 

He did not make gold in public on his own Dart, 

ラス カリ ス は 、 錬 金 術 で 黄金 を 自ら は 公 に は 創造 し な か っ た 。 

Dut 

し か し 、 

caused it to De made Dy his dhsciples, 

ラス カリ ス は 、 弟 子 に 錬金術 で 黄金 を 創造 させ た 。 

with whom he left at partmg a Hittle of the powder of projection. 

ラス カリ ス は 、 弟 子 の 所 を 去る 時 に 、 卑 金属 に 投入 する 粉 を 少し 、 弟 子 に 残し た 。 
Nothing is Detter established than the transmutations Operated Dy these 
emissaries Of LasCar1S. 

ラス カリ ス の 使者 、 ラ スカ リス の 弟子 達 が 錬金術 で 卑 金属 を 金 に 変え た の は 、 何 よ 
り も 、 確 証 さ れ て いる 。 

M. Louis Figuier in his learned work on the alchermists, does not 
questlon either ther reality or their Importance. 
錬金術 に つい て の 学 の 有る 著作 で 、 ル イ フィ ギ エ は 、 錬 金 術 の 実在 と 錬金術 の 重要 
性 を 疑っ て いな い 。 

Now, in Dhysics aDove all, there in nothimg more inexoraDle than facts, 
特に 、 自 然 科 学 で は 、 何 より も 、 事 実は 厳然 と し て 不動 不変 で ある 。 

andit must De therefore concluded from these that 

その た め 、 下 記 の 様 に 、 ラ スカ リス の 弟子 達 が 錬金術 で 黄金 を 創造 し た 事実 か ら 、 
結論 する 必要 が 有る 。 

the Philosophical Stone is not a matter Of reVer1e, 

賢者 の 石 は 、 架 空 の 物 で は な い 。 

下 the Vast tradition of occultism, the ancient mythologies and the 
SeriOuS researChes Of great men in all ages are not otherwise sufficient 
to estaDlish its real ex1stence. 

隠さ れ た 知 の 膨大 な 口伝 、 多 数 の 古代 の 神話 、 全 て の 時 代 の 大 いな る 人 達 の 多数 
の 真剣 な 研究 は 、 賢 者 の 石 の 実在 を 十分 に 確証 し て いる 。 

Amodern chemist, who has not failed to puDlish his secret, has arTriVed 
at the extraction of gold from silVer Dy a ruimOus DrOCGeSS, 

近代 の 、 あ る 化学 者 は 、 破 減 的 な 方 法 に よる 銀 か ら の 金 の 抽出 に 到達 し て 秘密 を 公 
表し た 。 

for the silVer sacrificed Dy him does not produce in gold more than the 
tenth of its Value, or thereaDouts. 

破滅 的 な 方 法 に よる 銀 か ら の 人 金 の 抽出 で は 、 銀 か ら 、 銀 の 価値 の 約 10 分 の 1 以下 
の 金 し か 抽出 で き な か っ た 。 

Agrippa, who neVer attaimed the un1versal dissolVent, 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 普 遍 の 溶媒 に 到達 で き な か っ た 。 

was notwithstanding more fortunate than our chemist, 


し か し 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 破 減 的 な 方 法 に よる 銀 か ら の 金 の 抽出 を 公表 し 
た 化学 者 より 幸せ で あっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he did obtaim gold which was equivalent in Value to the silVer employed 
In his DroCeSS 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 銀 の 価値 と 同等 の 金 を 得る 事 が で きた 。 

and did not therefore 1ose his 1abour absolutely 

その た め 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 錬 金 術 で 、 た だ 労苦 し て 、 損 を し た だ け で あっ 
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to employ it in research after the grand secrets of Nature can De 
called 1oSs. 

錬金術 の 応用 に よる 自然 の 大 いな る 秘密 の 探求 を 損 と 言え る の で あれ ば だ が 。 
To set men upor researches which might lead them to the aDsolute 
philosophy by the attraction of gold, such would appear to have Deen 
the end of the propaganda connected with the name of Lascaris: 
黄金 の 魅力 に よっ て 、 絶 対 の 哲学 に 至る 事 に 成る 探求 を 人 々 に させ る 事 が 、 ラ スカ リ 
ス の 活動 の 目的 で あっ た 、 と 思わ れる 。 

reflection on Hermetic Dooks would of necessity lead those who studied 
to a kmowledge of the Kabalah. 

錬金術 を 熟考 し て 研究 し た 人 達 は 、 必 然 的 に 、 カ バラ の 知 に 至る 。 

As a fact, the initiates of the eighteenth century thought that their tme 
had come 一 

18 世紀 の 秘伝 伝授 者 は 、 秘 伝 伝授 者 の 時 代 が 来 た 、 と 考え た 。18 世紀 の 異端 者 
は 、 異 端 者 の 時 代 が 来 た 、 と 考え た 。 

some for the foundation of a new hierarchy, 

秘伝 伝授 者 は 、 新 し い 位 階 制 の 設立 を 探求 し た 。 

others for the subVersion of all authority 

異端 者 は 、 全 て の 権威 の 転 緒 を 探求 し た 。 

and for settmg on the summts of the social order the level of eduahty. 
異端 者 は 、 社 会 の 上 流 階級 の 失墜 を 探求 し た 。 

The Secret Societies sent their scouts through the world to sound 
OD1m1o1, 

世論 を 探る た め に 、 秘 密 結 社 は 、 偵 察 、 慰 候 を 世界 中 に 派遣 し た 。 

and at need awaken 1t. 

秘密 結社 は 、 必 要 に 応じ て 、 世 論 を 起こ し た 。 

After Saint-Germain and Lascaris came Mesmer 

サン ジェ ルマン と ラス カリ ス の 後に 、 メ スメル が 現れ た 。 

and Mesmer was succeeded Dy Caghostro. 

メス メル の 後に 、 カ リオ スト ロ が 現れ た 。 

But 

し か し 、 

they were not all of the same school: 


サン ジェ ルマン 、 ラ スカ リス 、 カ リオ スト ロ の 団体 は 全て 異な る 。 

Sant-Germain Was the amDassador of illuminated theosophists, 
サン ジェ ルマン は 、 光 に 照ら され た 者 の 神 知 学者 の 代表 で ある 。 

while Lascaris represented the naturalists attached to the tradition of 
HerrTmeS. 

ラス カリ ス は 、 錬 金 術 の 口伝 と 結び つい た 自然 研究 の 博物 学 の 学者 の 代表 で ある 。 
Cagliostro was the agent of the Templars, 

カリ オス トロ は 、 神 殿 騎 士 団 の 代行 者 で ある 。 

and this is how 

その た め 、 

he came to announce, in a circular addressed to all Masons in London, 
that the tme had come to Duild the Temple of the Eternal. 

ロン ドン の 全て の メー ソン に 宛て た 回 覧 で 、 カ リオ スト ロ は 「 永 遠 者 で ある 神 の 神殿 
を 建て る 時 が 来 た 。」 と 書い た 。 

Like the Templars, Cagliostro was addicted to the practices of Black 
Magic and to the fatal sclence of eVocations. 

神殿 騎士 団 の 様 に 、 カ リオ スト ロ は 、 黒 魔術 の 実践 と 、 死 に 至る 降 圭 術 の 知 に ふけ っ 
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He divimed past and present, Dredicted thimgs to come, wrought 
marvellous cures and pretended to make gold. 

カリ オス トロ は 、 過 去 と 現在 を 見 通し 、 未 来 を 予言 し 、 不 思 議 な 治療 を 行い 、 黄 金 を 
創造 で きる ふり を し た 。 

He introduced a new Rite under the name of Egyptian Masonry 

カリ オス トロ は 、 古 代 エ ジ プ ト の メー ソン と いう 名 前 で 、 新 し い 儀 式 を 伝え た 。 

and sought to restore the mysterious WOrshiD 0f ISiS. 

カリ オス トロ は 、 女 神 イ シス へ の 神秘 的 な 敬礼 を 復活 させ よう と し た 。 

Wearing a nemys Hke that of the Theban sphinX, 

カリ オス トロ は 、 テ ー ベ の スフィンクス の nemys の 様 な 、nermys を まとっ た 。 

he presided in Derson OVer nocturnal assemDlies, in chamDers 
emblazoned with hieroglyphics and hghted Dy torches. 

カリ オス トロ は 、 象 徴 で 飾ら れ た 、 光 に 照ら され た 、 一 続き の 部 屋 で 、 夜 の 集会 を 主 
宰 し た 。 

Hns priestesses Were YOUTUg g1YIS, 

カリ オス トロ の 巫女 は 、 若 い 女 性 で あっ た 。 

whom he called doVes, 

カリ オス トロ は 、 カ リオ スト ロ の 巫女 を 鳩 ( ハ ト ) と 呼ん だ 。 

and he placed them in a conditon of ecstasy Dy means of hydromancy 
In order to oDtaim oracles, 

カリ オス トロ は 、 神 託 を 得る た め に 、 水 占い に よっ て 、 カ リオ スト ロ の 巫女 を 忘 我 状 態 
に し た 。 

water Deing an excellent conductor 

水 は 、 優 れ た 、 星 の 光 の 伝導 体 で ある 。 

a DOwerful reflector 


水 は 、 強 力 な 、 星 の 光 の 反射 鏡 で ある 。 

and highly refractmg medium for the Astral Light, 

水 は 、 高 度 に 、 星 の 光 を 屈折 させ る 媒体 で ある 。 

aS DTOVed Dy sea and cloud mirageS. 

海 や 雲 の 幻 が 、 水 は 星 の 光 の 伝導 体 、 反 射 鏡 、 屈 折 さ せる 媒体 で ある 、 と 証明 し て い 
る 、 様 に 。 

It is oDvious that Cagliostro Was a successor Of Mesmer and had the key 
of mediumuistc phenomena: 

カリ オス トロ が 、 メ スメル の 知 の 継承 者 で あり 、 巫 女 の 霊 媒 の 現象 の 鍵 を 所 有 し て い 


た 、 の は 明らか で ある 。 

he was himself a mediumm, 

カリ オス トロ は 、 霊 媒 者 で あっ た 。 

mearuing that 

な ぜ な ら 、 

he was a man Whose nerVous Organ1satiOn Was eXCeDtionally 
1mpress1onaDle, 

カリ オス トロ は 、 神 経 組織 の 感受 性 が 超常 的 に 強かっ た 。 

and 

5 で 、 


to this he joined a fund ofinmgenuity and assuranCe, 

カリ オス トロ は 、 神 経 組織 の 感受 性 の 強 さ に 、 工 夫 と 確信 の 蓄積 を 加え た 。 
public exaggeration and the imagination 一 especlally of women 一 
SuUDDIying the rest. 

特に 、 女 性 の 、 大 衆 の 誇張 と 想像 が 、 カ リオ スト ロ の 神経 組織 の 感受 性 の 強 さ を 補 
強し た 。 

Cagliostro had an extraVagaTt SUCCeSS: 

カリ オス トロ は 、 成 功 し 過ぎ た 。 

his Dust was to De seen everywhere 一 inscriDed: "The divine 
Cagliostro.“ 

「 神 の 様 な 者 カリ オス トロ 」 と 記さ れ た カリ オス トロ の 胸像 が 、 到 る 所 で 見 られ た 。 
Areaction equivalent to the enthusiasm was of course to De foreseen: 
カリ オス トロ へ の 熱狂 と 同等 の 反作用 が 、 当 然 、 予 想 さ れ た 。 

after having Deen a god, he Decame an intriguer and impostor the 
deDaucher of his wife, a scoundrel in fine, 

カリ オス トロ は 、 神 に 成っ た 後 で 、 陰 謀 家 、 詐 欺 師 、 妻 の 強 者 、 悪 人 に 成っ て し まっ 
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to whom the Roman Inquisition shewed grace Dy merely condemmning 
him to perpetual imprisonment. 

ロー マ の 宗教 裁判 は 、 カ リオ スト ロ を 終身 刑 に し て 、 慈 悲 を 見 せ た 。 

The fact that his wife sold him lends colour to the idea that previousIy 
he had sold his wife. 

妻 が カリ オス トロ を 裏切っ て 売っ た と いう 事実 が 、 カ リオ スト ロ が 妻 を 性 的 に 売っ て 
いた と いう 話 が 事実 で ある と 証明 し て いる 。 


He was taken in a snare, 

カリ オス トロ は 、 記 に か けら れ て し まっ た 。 

his prosecution followed 

カリ オス トロ は 、 告 発 さ れ て し まっ た 。 

and his accusers Dublished as much of the process as they pleased. 

カリ オス トロ の 告発 者 は 、 自 分 に 都合 の 良い 様 に 公表 し た 。 

The revolution came in the meantime, 

そう し て いる 内 に 、 フ ラン ス 革 命 が 来 た 。 

and eVeryone forgot Cagliostr0o. 

全て の 人 が 、 カ リオ スト ロ を 忘れ て し まっ た 。 

This adept is, however Dy no means without importance In the history 
Of Magici 

し か し 、 達 道 者 カリ オス トロ は 、 魔 術 の 歴史 に お いて 、 重 要 で ある 。 

his Seal is as sigmificant as that of Solomon 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 ソ ロモ ン の 象徴 と 同じ くら い 、 大 き な 意 味 を 持っ て いる 。 

and attests his initiationu into the highest secrets of scienCce. 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 カ リオ スト ロ が 知 の 無 上 の 秘密 に 入門 し て いた 事 を 証明 し て 
いる 。 

As explaimed Dy the KaDbalistic letters of the names Acharat and 
Aithotas, it expresses the chief characteristics of the Great Arcanum and 
the Great WorKk. 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 ア シャ ラ と アル ト タ ス と いう 名 前 の カバ ラ の 文字 に よっ て 説明 
する と 、 大 いな る 秘密 と 大 作業 の 主要 な 特徴 を 表し て いる 。 

It is a serpent pierced Dy an arrowi thus representimg the letter Aleph, 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 文 字 N、 文 字 ア レフ を 形成 し て いる 、 矢 が 貫き 通さ れ て いる 蛇 
で ある 。 


an image of the uruon Detweer actiVe and DaSS1Ve, 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 自 発 性 と 受容 性 の 結合 の 象徴 で ある 。 
SD1r1t amd life, 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 霊 と 命 の 結合 の 象徴 で ある 。 

will and light. 


カリ オス トロ の 象徴 は 、 意 思 と 、 星 の 光 の 結合 の 象徴 で ある 。 

The arrow is that of the antidue Apollo, 

カリ オス トロ の 象徴 の 矢 は 、 古 代 ギ リ シ ャ の 光 の 神 ア ポロ ン の 矢 で ある 。 

while the serpent, is the python of fable, the green dragon of Herrmetic 
philosophy. 

カリ オス トロ の 象徴 の 蛇 は 、 古 代 ギ リ シ ャ 神 話 の ピュ トン 、 錬 金 術 の 緑 の 竜 で ある 。 
The letter Aleph represents eduihDrated uty. 

文字 N、 文 字 ア レフ は 、 つ り 合 わ さ れ た 統一 性 を 表す 。 

This pantacle is reproduced under Various forms in the talismans of old 
MagiC, 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 古 代 の 魔術 の タリ スマ ン に 多様 な 形 で あら われ る 。 

but occaslonally the serpent is replaced Dy the peacock of jun0, 

た だ し 、 時 に は 、 カ リオ スト ロ の 象徴 の 蛇 は 、 女 神 ユ ノー の 孔雀 に 置き 換え られ て い 
る 。 

the peacock with the royal head and the tail of many colours. 

孔雀 は 、 頭 は 王冠 の 様 に 飾ら れ 、 尾 は 多 色 で ある 。 

This is an emDblem of analysed light, 

孔雀 は 、 分 析 さ れ た 光 の 象徴 で ある 。 

that Dird of the Magnum Opus( = the Great Work), 

孔雀 は 、 大 作業 の 鳥 で ある 。 

the plumage of which is all sparklimg with gold. 

孔雀 の 羽 は 、 金 色 に 輝い て いる 。 

At other tmes, instead of the emDlazoned Deacock, there is a white 
1amb, 

時 に は 、 カ リオ スト ロ の 象徴 に 似 た 象徴 で は 、 華 や か な 色 の 孔雀 の 代わ り に 、 白 い 子 
羊 が 描か れ て いる 。 

the young solar ram Dearimg the croSSs, 

白い 子羊 、 若 い 太 陽 の 牡 半 は 、 十 字 架 を 持っ て いる 。 

as stlll seen in the armorial bearimgs of the city of Rouen. 

フラ ンス の 都市 ルー アン の 紋章 に 未だ に 見 られ る 様 に 。 

The peacocKk, the ram and the serpent haVe the same hieroglyphical 
mearing 一 that of the passive primciple and the sceptre of ]un0. 

孔雀 、 白 い 子 羊 、 牡 羊 、 蛇 は 、 受 容 的 な 原理 と 女神 ユノ ー の 王 効 と いう 、 同 一 の 象徴 
的 な 意味 を 持っ て いる 。 

The cross and arrow signify the actiVve principle, wll, magical action, 
the coagulation of the dissolvant, the fixation of the Volatile Dy 
projection and the penetration of earth Dy fire. 

十字 架 と 矢 は 、 自 発 的 な 原理 、 意 思 、 魔 術 的 な 作用 、 溶 媒 の 凝固 、 錬 金 で 卑 金属 に 
投入 する 粉 に よる 気化 し 易い も の の 固定 、 火 の 土 へ の 浸透 を 意味 する 。 

The union of the two is the uniVersal Dalance, the Great Arcanum, the 
Great Work, the eduihDrium of jachin and BoazZ. 

自発 的 な 原理 と 受容 的 な 原理 の 結合 が 、 普 遍 の つり 合い 、 大 いな る 秘密 、 大 作業 、 
ボア ズ と ヤキ ン の つり 合い で ある 。 


The imitials L.PD., which accompany this figure, signify LiDerty, Power 
Duty, 

カリ オス トロ の 象徴 に 記さ れ て いる 頭 文 字 「L.PD.」 は 、 自 由 、 力 また は 能力 、 義 務 を 
意味 する 。 

and also Light, Proportion, Density: 

カリ オス トロ の 象徴 に 記さ れ て いる 頭 文 字 「L.PD.」 は 、 光 、 つ り 合 い 、 密 度 を 意味 す 
る 。 
Law, Primciple, and Right. 

カリ オス トロ の 象徴 に 記さ れ て いる 頭 文 字 「L.PD.」 は 、 法 、 原 理 、 正 義 ま た は 権利 を 
意味 する 。 

The Freemasons have changed the order of these initials, and in the 
form ofL.D..P.. 

フリ ー メ ー ソ ン は 、「L.D.P…」 と いう 形 で 、 頭 文字 「L.PD.」 の 順序 を 変え た 。 

they render them as Liberte de Penser Liberty of Thought inscribing 
these on a symDolical Dridge, 

フリ ー メ ー ソ ン は 、「L..D.-P…」 と 象徴 的 な 橋 に 記し て 、「L..D..P..」 を フラ ンス 語 の 
「Liberte de Penser」、「 考 える 自由 」 と いう 言葉 に 翻訳 し た 。 

Dut 

7qy/ei 

for those who are not imitiated they suDbstttute LiDerte de Passer LiDerty 
Of Passage. 

フリ ー メ ー ソ ン は 、「L..D..P..」 と 象徴 的 な 橋 に 記し て 、「L..D..P.….」 を フラ ンス 語 の 
「Liberte de Passer」、「 渡 る 自由 」 と いう 言葉 に 、 入 門 し て いな い 人 々 に は 解釈 さ 
せ た 。 

In the records of the prosecution of Cagliostro it is sad that his 
exarmmimation elicited another mearing as follows: Liha destrue DedhDus: 
Trample the Hilies under foot 

カリ オス トロ の 告発 の 記録 で は 、 カ リオ スト ロ が 「L.〔.D..P..」 を 「 百 合 を 足 の 下 に 踏 
ん で 圧倒 し な さい 。」 ま た は 「 百 合 ( が 紋章 で ある フラ ンス 王家 ) を 足 の 下 に 踏み に じ 
りな さい 。」 と いう 意味 に 解釈 し て いた と 尋 間 に よっ て 引き 出し た と 言わ れ て いる 。 
and in support of this Version may De cited a masonic medal of the 16th 
or 17th century, depictimg a branch of hlies severed Dy a sword, having 
these words on the exergue: Talent daDit ultio messem 一 - Revenge shall 
giVe this harvest. 

剣 で 茎 ( く き ) が 切ら れ た 百合 が 描か れ た 、「 報 復 は (百合 と いう ) 収 穫 を も た ら す 。」 と 
記さ れ た 、16 世紀 か 17 世紀 の 偽 の メー ソン の メダ ル は 、 偽 の メー ソン が 
「L.….D..P.….」 を 「 百 合 (が 紋章 で ある フラ ンス 王家 ) を 足 の 下 に 踏み に じ り な さい 。」 と 
いう 意味 に 解釈 し て いた 証拠 か も し れ な い 。 

The name Acharat, assumed Dy Caghostro, 1s written KaDalistically thus: 
TIN ,]N ,DN, 

カリ オス トロ が 名 乗っ て いた 、 ア シャ ラ と いう 名 前 は 、 カ バラ 的 に nNTNwN と 書く 。 
and expresses the triple unity: 

TnN]TNDK は 、 三 重 の 統一 を 表す 。 


WN, the umty of primciple and Deginning: 

WN は 、 原 理 と 原因 の 単 一 性 を 表す 。 

JN , the unity of life and perpetuity of regeneratimg moVement: 

JN は 、 命 の 単 一 性 と 、 復 活 さ せる 運動 の 永遠 性 を 表す 。 

and nN, the unity of end in an aDsolute synthesiS. 

TnN は 、 絶 対 の 総合 に よる 目的 の 単 一 性 を 表す 。 

The name Althotas, or that of Caghiostro's master 1S composed of the 
word Thot, wrth the syllaDles Al and As, 

カリ オス トロ の 話 に よる 、 カ リオ スト ロ の 魔術 の 師 の 名 前 「 ア ルト タス 」 は 「 ア ル トー ト 
アス 」 と いう 3 つの 言葉 で 出来 て いる 。 

which, if read KaDalistically are Sala, mearumg messenger Or emVOy. 

「 ア ル アス 」 を カバ ラ 的 に へ ブラ イ 語 的 に 逆 に 読む と 「 サ ラ 」 に 成る 。 「 サ ラ 」 は 「 使 
者 」 を 意味 する 。 

The name as a whole therefore signifies: Thot, the messenger of the 
EgyDt1anS, 

その た め 、「 ア ルト タス 」、「 ア ル トー ト アス 」 は 「 古 代 エ ジ プ ト 人 の 神 の 使者 で あり 使 
者 の 神 で ある トー ト 」 を 意味 する 。 

and such in effect was he whom Cagliostro recogrused as his master 
aDoVe all others. 

誰 よ り も 、 カ リオ スト ロ は 、 魔 術 の 師 と し て 、 ト ー ト を 評価 し て いた 。( ト ー ト は エノク で 
ある 。) 

Another ttle adopted Dy Cagliostro was that of the Grand Copht, 

また 、 カ リオ スト ロ は 「 大 いな る コプト 」 と 名 乗っ て いた 。( コ プ ト は エジプト の キリ スト 
教徒 を 意味 する 。) 

and his doctrime had the twofold oDject of moral amd physical 
regeneration. 

カリ オス トロ の 教え に は 、 心 の 復活 と 肉体 の 復活 と いう 二 重 の 目的 が あっ た 。 

The precepts of moral regeneration according to the Grand Copht were 
as follOWs: 

下記 は 、 大 いな る コプト で ある カリ オス トロ の 心 の 復活 の 教え の 言葉 で ある 。 

You shall go up Mount Sinai with Moses: 

モー セ と 共に 、 シ ナイ 山 を 登り な さい 。 

you shall ascend Calvary: 

ゴル ゴ タ の 丘 を 登り な さい 。 

with Phaleg you shall chmD ThaDor 

ペレ グ と 共に 、 イ スラ エル の タ ボ ル 山 に 登り な さい 。 

and shall stand on Carmel with Ehas. 

エリ ヤ と 共に 、 イ スラ エル の カル メル 山の上 に 立ち な さい 。 

You shall Duild your taDernacle on the surmrrit of the mountaim: 
山 の 頂 上 に 、 あ な た の 幕 屋 を 建て な さい 。 

it shall consist of three wimgs Or diVisions, 


幕 屋 を 3 つ に 分 け な さ い 。 

Dut these shall De joined together 

た だ し 、 幕 屋 の 3 つの 部 分 を つなげ な さい 。 

and that in the centre shall have three storeys. 

幕 屋 の 中 央 は 、3 階 建 て に し な さい 。 

The refectory shall De on the ground-floor 

1 階 は 、( 唯 一 の ) 食 堂 に し な さい 。 

ADoVve it there shall De a circular chamDer 

2 階 は 、 唯 一 の 円 形 の 部 屋 に し な さい 。 

wrth twelve Deds round the walls 

2 階 の 部 屋 の 壁 に 沿っ て 、12 の ベッ ド を 置き な さい 。 

and one Ded in the centre: 

2 階 の 部 屋 の 中 央 に 、1 つの ベッ ド を 置き な さい 。 

this shall De the place of sleep and dreams. 

2 随 の 部 屋 を 眠り と 夢 の 場 と し な さい 。 

The uppermost room shall De sqguare, 

3 階 は 、 唯 一 の 正方 形 の 部 屋 に し な さい 。 

havmg four wimndows In each of the four quarters: 

3 了 の 部 屋 の 各 壁 に 4 つの 窓 を 作り な さい 。(3 随 の 部 屋 に 合計 16 の 窓 を 作り な さ 
い 。) 

and this shall De the room of light. 

3 階 の 部 屋 を 光 の 場 と し な さい 。 

There, and alone, you shall pray for forty days 

40 日 間 、 昼 は 、3 階 の 部 屋 で 、 独 り で 、 祈 りな さい 。 

and sleep for forty nights in the dormitory of the Twelve Masters. 

40 日 間 、 夜 は 、12 使徒 の 共同 寝室 で ある 2 階 の 部 屋 で 、 眠 りな さい 。 

Then 

そう すれ ば 、 

shall you receive the signatures of the seven gerui and the pentagram 
traced on a sheet of virgin Darchmenrt. 

あな た は 、7 つの 霊 の 署名 と 、 新 品 の 羊皮紙 に 描か れ た 五 世 星 を 受け 取る で あろ う 。 
It is the sign which no man kmoweth, save he who recelveth it. 

受け る 者 の 他 に は 誰 も 知ら な い 、 象 徴 で ある 。( ヨ ハネ の 回 示 録 2 章 17 節 『 受 ける 
者 の 他 に は 誰 も 知ら な い 』。) 

It is the secret character inscriDed on the white stone mentioned in the 
prophecy of the youngest of the Twelve Masters. 

12 使徒 の うち 最も 若い 使徒 ヨハ ネ の 黙示 録 に 記さ れ て いる 、 白 い 小石 に 記さ れ て 
いる 、 秘 密 の 象徴 で ある 。( ヨ ハネ の 庄 示 録 2 章 17 節 『 白 い 小 石 に は 、 受 ける 者 の 
他 に は 誰 も 知ら な い 、 新 し い 名 前 が 記さ れ て いる 。』。) 

Your sDirit shall be illuminated Dy divime fire 

神 の 火 が 、 あ な た の 心 を 照ら す で あ ろう 。 

and 

そし て 、 


your body shall Decome as pure as that of a child. 

あな た の 肉体 は 、 幼 子 の 肉体 と 同じ く 、 汚 (けが ) れ が 無く 成る で あろ う 。 

Your penetration shall De without inmits 

あな た の 洞穴 力 は 、 無 制限 に 成る で あろ う 。 

and great shall De also your Dower: 

あな た の 力 は 、 大 いな る 物 に 成る で あろ う 。 

you shall enter into that perfect repose which is the Deginning of 
1mmortality: 

あな た は 、 不 死 の 始ま り で ある 完全 な 休息 に 入る で あろ う 。 

it shall De possible for you to say truly and apart from all pride: I am he 
Wh0 1S. 

徴 慢 無し に 、 真 に に あな た は 『 私 は 存在 する 神 で ある 。』 と 言え る で あろ う 。 

」 

This emigma sigmifies that in order to attaim moral regeneration, the 
transcendent Kabalah must De studied, understood and realised. 

上 記 の 、 謎 の 、 カ リオ スト ロ の 心 の 復活 の 教え の 言葉 は 、「 心 の 復活 に 到達 する に は 、 
超越 的 な カバ ラ を 学び 、 理 解 し 、 実 現す る 必要 が 有る 。」 事 を 意味 し て いる 。 
The three chamDers are the alhiance of physical life, religious 
asDpirations and philosophical ight: 

1 階 、2 階 、3 階 は 、 物 質 的 な 生 、 哲 学 的 な 光 、 宗 教 的 な 望み の 結合 を 意味 する 。 
the Twelve Masters are the great revealers, 

12 使徒 は 、 大 いな る 啓示 者 で ある 。 

whose symDols must De understood: 

12 使徒 の 象徴 を 理解 する 必要 が 有る 。 

the signatures of the seven spirits mean the knowledge of the Great 
Arcanumm. 

7 つの 霊 の 署名 は 、 大 いな る 秘密 の 知 を 意味 する 。 

The whole is therefore allegorical 

カリ オス トロ の 心 の 復活 の 教え の 言葉 は 、 全 て 、 例 え 話 で ある 。 

and 

その た め 、 

it is no more a dUeStion Of Duilding a house of three storeys than a 
temple at jerusalem in Masonry. 

メー ソン に と っ て エル サレ ム に 神殿 を 建て る 事 は 課題 で わる わけ で は な い 、 の と 同様 
に 、3 随 建 て の 家 を 建て る 事 は 課題 で ある わけ で は な い 。 


Let us now turn to the secret of physical regeneratiol 


中 略 


to attain which 一 according to the occult prescription of the Grand 
Copht 一 


a retreat of forty days, after the manner of a jubilee, must De made once 
in eVery fifty yearSs, 


beginmming during the full moon of May in the company of one faithful 
Derson OrIy. 


It must De also a fast of forty days, drinkimg May-dew 一 collected from 
SDrOutimg - Corn with a cloth of pure white Hinen 一 - and eatimg new and 
tender herDs. 


The repast should Degin with a large glass of dew and end with a Discuut 
OY Crust of Dread. 


There should De slight bleeding on the seVventeenth day. 

Balm of AZzoth should then be taken morning and eveming, Degimming 
with a dose of six drops and increasing Dy two drops daily tl the end of 
the thirty-second dayi 

At the dawn which follows thereafter renew the slight bleeding: 

then take to your bed and remain in it tl the end ofthe forteth day. 


On the first awakeming after the Dleeding, take the first graim of 
Universal Medicine. 


A swoon Of three hours wl be followed Dy convulsions, sweats and 
much purging, necessitatimg a change Doth of Ded and hnen. 


At this stage a Droth of lean Deef must De taken, seasoned with rice, 
sage, Valerian, VerVvain and Dahm. 


On the day following take the second grain of Universal Medicine, 
which is Astral Mercury comDined with Sulphur of Gold. 


On the next day have a warm Dath. 


On the thirty-sixth day drink a glass of Egyptian wine, 


and on the thirty-seventh take the third and 1ast grain of Umiversal 
Medicine. 


Aprofound sleep wl follow, during which the hair teeth, nails and skimn 
wl be renewed. 


The prescripton for the thirty-eighth day is another warm Dath, 
steeDping arommatic herDs in the water of the same kind as those 
SDecified for the Droth. 


On the thirty-ninth day drimk ten drops of Ehxir of Acharat im two 
SDOontsful of red wime. 


The work wil De fimished on the fortieth day and the aged man wl De 
reneWed in youth. 


By means of this juDilary regimer, Caghostro claimed to have 1iVed for 
many Centturies. 


It will be seen thatit is a Variation of the famous Bath of Immortahty in 
use among the Menandrian Gnost1Cs. 


The guestion is whether Cagliostro Delieved in it seriously. 


However this may De, Defore his judges he shewed much firmness and 
presence Of mmd, professing that he was a cathoHc who honoured the 
DODe as suprerme chief of the religious hierarchyi 

カリ オス トロ は 、 裁 判官 た ち を 前 に 、 キ リス ト 教 の 位階 制 の 最高 指導 者 と し て 法王 を 
敬礼 する カト リッ ク で ある と 信仰 告白 し て 、 断 固 と し た 態度 と 落ち 着き を 見 せ た 。 

On matters relatimg to the occult sciences he replied enigmatically 

カリ オス トロ は 、 隠 され た 知 に つい て は 、 謎 の 言葉 で 話し た 。 

and 

宅 じ て 、 

when accused of being aDsurd and incomprehensiDle he told his 
exarmmimers that they had no ground of judgment, 

裁判 官 が カリ オス トロ の 謎 の 言葉 が 不条理 で 理解 で き な い と 責め る と 、 カ リオ スト ロ 
は 「 裁 判官 に は 判断 の た め の 基 礎 が 無い 。」 と 裁判 記 に 話し た 。 


at which they were offended, and ordered hi to enumerate the seven 
deadly sns. 

裁判 官 は 、 カ リオ スト ロ の 言葉 で 不快 に 成っ て 、 カ リオ スト ロ に 七 つ の 大 罪 、 七 つの 
死に 至る 大 罪 を 話す 様 に 命令 し た 。 

Having recited lust, aVarice, enVy, gluttony and sloth, 

カリ オス トロ は 、「 色 欲 、 金 鍼 へ の 貧 欲 、 始 、 暴 食 、 怠 属 。」 と 話し た 。 

they remimded him that he had omitted pride and amger 

裁判 官 は 、「 カ リオ スト ロ 、 伏 慢 と 慎 怒 を 言い 忘れ て いる ぞ 。」 と カリ オス トロ に 話し た 。 
To this the accused retorted: 

下記 の 様 に 、 被 告 カ リオ スト ロ は 話し た 。 

Pardon me: 

失礼 。 

1 had not forgotten them, 

私 カリ オス トロ は 、 信 慢 と 慎 各 を 言い 忘れ た わけ で は な い の で す よ 。 

but I did not include them out of respect for yourselVes and for fear of 
offending you further 

私 カリ オス トロ は 、 あ な た た ち 裁 判官 を 尊重 し て 、 あ な た た ち 裁 判官 が 更に 不快 に 
成ら な い 様 に 、 信 慢 と 慎 怒 を 言わ か か っ た の で す よ 。 

」 

He was condemned to death, 

カリ オス トロ は 、 死 刑 を 宣告 され た 。 

which was afterwards commmuted to Derpetual imprisomment. 

後に に カリ オス トロ へ の 刑 は 、 終 身 刑 に 変わ っ た 。 

Im his dungeon Caglostro asked to make his confession 

地下 中 で 、 カ リオ スト ロ は 、 司 祭 に 層 悔 ( ざ ん げ ) し た いと 求め た 。 

and 

そし て 、 

himself designated the priest, who was a manr of his own figure and 
Stature. 

カリ オス トロ は 、 カ リオ スト ロ に 姿 と 育 の 高 さ が 似 た 司祭 を 則 悔 (ざん げ ) の 相手 に 指 
名 し た 。 

The confessor visited him and was seen to take his departure at the end 
of a certain tmme. 

聴 罪 司 祭 が カリ オス トロ の 所 を 訪れ 、 司 祭 ( の 服 を まとっ た 人 ) が 出 て 行く の が 見 か 
けら れ た 。 

Some hours after the gaoler entered the cell and found the Dody ofa 
strangled man clothed in the garments of Cagliostr0o, 

数 時 間 後 、 看 守 が 、 カ リオ スト ロ の 服 を 着 た 絞殺 死体 を 見 つけ た 。 

but the priest himself was neVer seen agaln. 

カリ オス トロ が 指名 し た 司祭 は 、 姿 を 消し た 。 


LoVers of the marvellous declare that the Grand Copht is at this day in 
America, Deing the supremme and invisiDle pontitff of the believers im 
SD1rit-raDD1mg. 

大 いな る コプト で ある カリ オス トロ は 、( 司 祭 に 成り すま し て 脱獄 し て 、) ア メリ カ に 現在 
いて 、 人 死者 の 避 が テー ブル を 叩い て 伝言 する と 信じ て いる 人 た ちの 、 姿 を 見 せな い 
最高 神官 長 を し て いる 、 と 好事家 は 話し て いる 。 


CHAPTER III 

魔術 の 歴史 第 6 巻 3 章 

PROPHECIES OF CAZOTTE 

カ ゾ ッ ト の 予言 

The school of unknown philosophers founded Dy Martimes de Pasqually 
18 世紀 に 、 マ ル テ ィ ネ ス ド パス カー リ は 、 マ ル テ ィ ニ スト 会 と いう 知ら れ ざ る 哲学 者 
の 団体 を 設立 し た 。 

and contimued Dy 工 . C. de Sannt-Martun 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 マ ル テ ィ ニ スト 会 を 継続 させ た 。 

seemms to have incorporated the last adepts of true initiation. 

マル ティ ニス ト 会 は 、 真 の 秘伝 伝授 の 、 最 後 の 達 道 者 達 が 組織 し た 団体 で ある 、 と 
思わ れる 。 

Samt-Martnm Was acduainted with the ancient key of the Tarot 一 

ルイ クロー ドド サン マル タン は 、 タ ロッ ト の 古代 の 鍵 を 知っ て いた 。 

the mystery, that is to say, of sacred alphabets and hieratic 
hieroglyDphlcs. 

言い 換え る と 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 神 の アル ファ ベッ ト で あり 祭司 だ け 
の 象徴 で あわ る タロ ッ ト の 神秘 を 知っ て いた 。 

He has left many Very Cur1ous Darltacles 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 多 数 の 非常 に 興味 深い pantacle を 残し た 。 
which have neVer Deen engraVed 

た だ し 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン の pantacle は 、 石 や 金属 に 彫刻 され た 事 は 
無い 。 

and of which We DoSSeSS COD16eS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 紙 に 記さ れ た ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の pantacle の 写し 
を 所 有 し て いる 。 

One of themm is the traditional key ofthe Great Work 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の pantacle の 1 つ は 、 大 作業 の 口伝 の 鍵 で ある 。 
and is called by Saint-Martnm the key of hell, Decause it is that of riches. 
ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 大 作業 の 口伝 の 鍵 で ある pantacle を 、 富 の 鍵 と 
成る の で 、 地 獄 の 鍵 と 呼ん だ 。 

The Martinists were the last Christians in the cohort of illumines, 

マル ティ ニス ト 会 は 、 最 後 の キ リス ト 教 徒 の 団体 で あり 、 光 に 照ら され た 者 の 団体 で 
ある 。 

andit was they who initiated the famous Cazotte. 

マル ティ ニス ト 会 は 、 高 名 な カ ゾ ッ ト に 秘伝 伝授 し た 。 

We have said that 

すでに 話し た 様 に 、 

during the eighteenth century a schism took place in iurmnmism: 

18 世紀 に 、 真 の 光 に 早 ら され た 者 か ら 、 分 派 の 異端 の 偽 の 光 に 照ら され た 者 が 現 
机 だ 。 


on the one handL the wardens of the traditions concernimg Nature and 
science wished to restore the hierarchy: 

真 の 光 に 照ら され た 者 は 、 自 然 と 知 に つい て の 口伝 の 保管 者 で あり 、 位 階 制 を 復活 
させ る 事 を 望ん だ 。 

there Were others, on the contrary who desired to level all things Dy 
disclosing the Great Arcanum, thus rendering the royalty and 
priesthood ahke impossiDle in the world. 

偽 の 光 に 照ら され た 者 は 、 反 対 に 、 大 いな る 秘密 を 大 衆 に 口外 し て 、 全 て の も の を 破 
壊し て 引き 下げ て 、 王 者 と 祭司 が 世界 に 存在 で き な い 様 に する 事 を 望ん だ 。 
Among the latter some were ambitious and umscrupulous, seekimg to 
ereCct a throne for themselves over the ruins of the world. 

ある 偽 の 光 に 照ら され た 者 た ち は 、 野 心 家 や 悪人 で あり 、 世 界 の 残骸 の 上 に 自分 の 
王座 を 建て よう と し た 。 

Others were dupes and Zarues. 

他 の 、 偽 の 光 に 照ら され た 者 た ち は 、 だ まさ れ た 人 、 便 乗 者 や 愚者 で ある 。 

The true initiates Deheld with dismay the aunching of society towards 
the aDySSs, 

真 の 光 に 果 ら され た 者 は 、 深 淵 に 進む 社会 を 失望 し て 見 て いた 。 

and they foresaw all the terrors of amarchyi 

真 の 光 に 照ら され た 者 は 、 無 政府 主義 に よる 混乱 に よる 競 怖 を 予見 し た 。 

That revolution which was destmed at a ater Deriod to manifest Defore 
the dying genus of Vergniaud under the somDre figure of Saturn 
devouring his children 

フラ ンス 革命 は 、 後 に に フラ ンス 革命 の 指導 者 ビ ピエール ヴェルニ ヨ の 死ん で いる 精 
神 の 前 に 、「 我 が 子 を 食らう サト ゥ ル ヌ ス 」 と いう 暗い 絵 で 表れ る 様 に 運命 づけ られ 
て いた 。 し か し 、 

had already shewn itself fully armed in the prophetic dreams of 
CaZotte. 

すでに 、 カ ゾ ッ ト の 予言 の 夢 の 中 で 、 フ ラン ス 革 命 は 、 完 全 武 装 し て 表れ て いた 。 
On a certain eVeming, when he Was surrounded Dy Dlind instruments of 
the JacoDinism to come, 

ある 夜 、 カ ゾ ッ ト は 、 未 来 の ジャ コバ ン 派 の 盲目 的 な 手先 に 囲ま れ て いた 。 

he predicted the doomofal 一 for the strongest and weakest the 
scaffold, for the enthusiasts, suicide 一 - 

カ ゾ ッ ト は 、「 最 強 の 者 と 最 弱 の 者 は 死刑 に 成り 、 最 も 熱狂 的 な 者 は 自殺 する 。」 と 、 
ジャ コバ ン 派 の 死 を 予言 し た 。 

and his prophecy which at the moment was rather hke a somDre jest, 
カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 そ の 時 は 、 暗 い 冗 談 で ある と 思わ れ た 。 し か し 、 

was destimed to De realised amply. 

カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 実 現し た 。 

As a fact, 

実際 は 、 

it was Only the calculus of probabilities, 


カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 可 能 性 の 計算 に 過ぎ な い 。 

and 

し か し 、 

1t DrOVed strictIV correct 

カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 厳 密 で 正確 で あっ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it dealt with chances which had already Decome fatal comseduenCeS. 
カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 す で に 必然 の 結果 に 成っ て いた 可能 性 を 計算 し て いた 。 

La Harpe, who was Impressed Dy the prediction, 

ラ アル プ は 、 カ ゾ ッ ト の 予言 に 感銘 を 受け た 。 

amplified the details, to make it appear more marvellous. 

ラ アル プ は 、 カ ゾ ッ ト の 予言 を 、 誇 張 し て 、 よ り 不 思 議 に 見 せ た 。 

He mentioned, for exarmple, the exact numDber of times that a certaim 
guest Of the moment would draw the razor across his throat. 

例え ば 、 カ ゾ ッ ト が 、 自 殺 を 予言 し た 人 が カミ ソリ で 喉 ( の ど ) を 切っ た 正確 な 回 数 を 
予言 し た と いう 嘘 を ラ アル プ は 書い た 。 

Poetic licence of this kimd may De forgiven to the tellers of umusual 
Stor1eS: 

ラ アル プ と いっ た 類 ( た ぐい ) の 詩 的 な 誇張 は 、 超 常 的 な 話 の 話し 手 に は 、 許 し て も 
良い か も し れ な い 。 

such adornmments are of the substance of style and poetry rather than 
untruths. 

ラ アル プ な どの 虚飾 は 、 虚 偽 や 嘘 と いう より は 、 実 質 的 に は 、 表 現 や 詩作 で ある 。 
The gift of abDsolute HiDerty to men who are unedual Dy Nature is an 
Organisation of social War: 

自然 に よっ て 不平 等 で ある 人 々 に 、 絶 対 的 な 自由 を 与え る 事 は 、 社 会 的 な 争い を 用 
意 す る 事 で ある 。 

when those who should restrain the headlong instimcts of the crowd are 
so mad as to umloose them, it does not need a great magician to foresee 
that they will De the first to De devouredl 

肉欲 は 先天 的 な 物 で ある 。 大 衆 の 無 思慮 な 肉欲 を 抑え る べき 人 々 が 、 愚 か に も 大 衆 
の 無 思 慮 な 肉欲 を 解放 する と 、 最 初 に 大 衆 の 無 思慮 な 肉欲 に 食い 綱 さ れる 羽目 に 
成る 事 は 、 予 見 する の に 大 いな る 魔術 師 に 成る 必要 は 無い 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

arumal lusts are Dound to prey upDon one another untl the appearance 
of a Dold and skilful hunts man who wil end them by shot and snare. 
大 胆 な 熟練 の 猟師 が 射撃 や 詞 で 仕留め る まで 、 動 物 的 な 肉欲 は 相互 に 餌食 に し て 
苦し め 合う 運命 で ある 。 

Cazotte foresaw Marat, 

カ ゾ ッ ト は 、 マ ラー を 予見 し た 。 

as Marat in his turn foresaw reaction and a dictator 


マラ ー が 反作用 と 独裁 者 を 予見 し た 様 に 。 

Cazotte made his first appearantce in DuDlic as the author of some 
Iiterary trfles 

カ ゾ ッ ト は 、 い くつ か の 苗 細 な 文学 作品 の 著者 と し て 初め て 公 に あら われ た 。 
andit is said that he owed his initiation to the romance of Le Diable 
Amoureux( = The Devll LoVver). 

カ ゾ ッ ト の 秘伝 伝授 は 、「 悪 魔 の 恋 (人 )」 と いう 恋愛 物語 の お か げ で ある 、 と 言わ れ 
て いる 。 

There is no guestion that it is full of magical intuitions, 

疑い 無く 、 カ ゾ ッ ト の 「 悪 魔 の 恋 (人 )」 は 魔術 の 直感 に 満ち て いる 。 

and love, that supreme ordeal of life, 

性 欲 は 、 人 生 に お ける 最高 の 試練 で ある 。 

is depicted in its pages under the true light of the doctrine of adeptship. 
達 道 者 の 考え の 真 の 光 の 下 で 、 カ ゾ ッ ト の 「 悪 魔 の 恋 ( 人 )」 で は 、 性 欲 が 描か れ て い 
る 。 

Passion in a state of delirium and folly invincible for those who are 
slaVes of imaginatioml, 

想像 力 の 奴隷 に 成っ て いる 人 々 は 、 肉 欲 に 夢中 に 成り 患 か に 成っ て 勝て な い 。 
physical loVe is Dut death in the guise of allurement, seeking to renew 
its harVest Dy means of Dirth. 

肉体 的 な 性 欲 は 、 魅 力 的 な 外見 を 装っ た 、 死 で あり 、 誕 生 に よっ て 刈り 入れ た 者 を 
復活 させ よう と する 。 

The physical Venus is death, painted and haDited like a courtesan: 
肉体 的 な 愛 の 女神 ウェ ヌス は 、 遊 女 の 様 な 化粧 を し 服 を 着 た 、 死 で ある 。 

Cupid also is a destroyer HKe his mother for whom he recruits VictiTns. 
キュ ー ピ ッ ド は 、 肉 体 的 な 母 で ある 愛 の 女神 ウェ ヌス の 様 に 、 破 壊 者 で あり 、 肉 体 的 
な 愛 の 女神 ウェ ヌス の た め に 犠牲 者 を 誘う 。 

When the courtesan is satiated, death unmasks and calls in turn for its 
Dreyr 

遊女 で ある 肉体 的 な 愛 の 女神 ウェ メス は 、 満 足し た ら 、 仮 面 を 脱い で 死 と し て の 正 
体 を 現し て 餌食 を 求め る 。 

This is why 

その た め 、 

the Church 一 which safeguards Dirth Dy sanctfying marriage 一 
教会 は 、 結 婚 を 神聖 化し て 誕生 を 擁護 する 。 そ し て 、 

lays Dare in ther true colours the deDaucheries which are mmortal, Dy 
condemning without pity all the disorders of loVe. 

教会 は 、 性 欲 に よる 乱 行 を 容赦 無く 責め て 、 放 湧 が 死 を も た ら す と 真相 を 暴露 する 。 
If she who is Deloved is not indeed an angel, earrung immortahty Dy 
sacrifice to duty in the arms of him whom she loVes, she is a stryge who 
exDends, exhausts and slays him, finally exposing herself Defore him jn 
all the hideousness of her amimal ego1sm. 


愛着 され て いる 女 層 実は 天使 で は な いと 、 愛 着 する 男性 の 腕 の 中 で 義務 を 犠牲 
に し て 不死 を 獲得 し て 、 最 後に は 女性 の 動物 的 な 利己 主義 の 全て の 醐 悪さ を 男性 
の 前 に さら し て 、 性 を 隔 し 3 受 す スト リ ゲ ス に 成る 。 
Woe to the victms of the Le Diaple AmoureuX, 

「 悪 魔 の 恋 (人 )」 の 犠牲 者 に は 災い が 有る ! 
thrice woe to those who are Deguiled Dy the 1ascivious endearments of 
Biondetta. 
如 魔 の 恋人 ビヨン デ ッ タ の 淫ら な 愛撫 に 惑わ され る 人 々 に は 3 倍 の 災い が 有る ! 
Speedily the graclous countenance of the girl will change into that 
camel's head which appears so tragically at the end of the romance of 
CaZotte. 
速やか に 、 悪 魔 の 恋人 ビヨン デ ッ タ の 女性 と し て の 優美 な 容貌 は 、 カ ゾ ッ ト の 恋愛 物 
語 「 悪 魔 の 恋 (人 )」 の 最後 に 悲劇 的 に 現れ る ラク ダ の 頭 に 変わ っ て し まう で あろ う 。 
According to the KaDalists there are two queens of the stryges in Sheol 


カバ リス ト に よる と 、 リ リス と ナ ヘ へ マー と いう 2 人 の スト リ ゲ ス の 女王 が 地獄 に いる 。 
one is Lilith, the mother of aDortions, 

リリ ス は 、 中 絶 の 母 で ある 。 

and the other is Nehamah, fatal and murderous in her Deauty. 

ナ ヘ へ マー は 、 死 に 至ら せる 殺人 の 美女 で ある 。 

When a man is false to the spouse set apart for him Dy heaVen, when he 
1s aDandoned to the disorders of a sterile Dassion, God withdraws his 
legitmate Dride and delivers him to the embraces of Nehamah, 
神 が 用 意 し た 妻 を 男性 が 裏切る と 、 男 性 が 不妊 な 肉欲 の 乱 行 に ハ け る と 、 神 は 、 正 
統 な 花嫁 を 取り 上 げ て 男性 を ナ ヘ マー の 抱擁 に 引き 渡す 。 

who assumes at need all charms ofmaidenhood and of love: 

ナ ヘ へ マー は 、 必 要 に 応じ て 、 処 女 の 全 て の 魅力 や 、 魅 惑 的 な 女性 の 魅力 を 装う 事 が 
で きる 。 

she turns the hearts of fathers, and at her instigation they aDandon al 
the duties owng to ther childrem: 

ナ ヘ へ マー は 、 父 親 の 心 を 変質 させ 、 そ その か し て 、 父 親 に 子 へ 抱い て いる 全て の 義務 
を 捨て させ て し まう 。 

she Drings married men to widowhoodi 

ナ ヘ へ マー は 、 既 婚 者 を 離婚 させ て し まう 。 

while those who are consecrated to God she coerces into sacrileg1OusS 
marT1age. 

ナ ヘ へ マー は 、 神 が 清め た 人 に 、 神 を 冒 済 する 結婚 を させ て し まう 。 

When she assumes the role of a wife she is, howeVer urmmnasked eas1ly, 
ナ ヘ へ マー が 妻 の 役割 を 装っ て も 、 ナ ヘマ ー は 簡単 に 正体 を 現す 。 

for 

な ぜ な ら 、 

on her marriage-day she appears im a state of Daldness, 

結婚 日 に 、 ナ ヘマ ー は 、 艇 (は ) げ た 頭 で 現れ る 。 


that hair which is the veil of modesty for womanhood 

髪 は 、 女 性 の 謙 郊 、 慎 み の ヴ ェ ー ル で ある 。 

being forbidden her on this occasion. 

し か し 、 結 婚 日 に は 、 ナ ヘマ ー に は 髪 が 禁じ られ て いる 。 

Later on 

eK 。 

she assumes airs Of despair and disgust with existence: 

ナ ヘ へ マー は 、 生 存 へ の 絶望 と 嫌悪 の 雰囲気 を 装う 。 

she preaches suicide, 

ナ ヘ へ マー は 、 自 殺 を 説く 。 

deserts him who cohaDits with her having first sealed him Detween the 
eyes with an infernal star 

ナ ヘ へ マー は 、 ナ へ ヘマ ー と 共存 し よう と する 男性 を 、 地 獄 の 星 を 男性 の 両目 の 間 に 記 し 
て 、 見 捨て る 。 

The Kabahtsts say further that Nehamah may Decome a mother Dut she 
neVer rears her children, as she giVes them to her fatal sister to deVour 
さら に 、「 ナ ヘマ ー は 、 母 に 成 れ る か も し れ な い が 子 を 養 わ な い 。 な ぜ な ら 、 ナ ヘマ ー 
は 、 子 を 死に 至ら せる 姉 リ リス に 食わ せる 。」 と カバ リス ト は 話し て いる 。( リ リス は 、 ナ 
へ マー の 姉 で ある 、 と いう 説 が 存在 する 。) 

These KaDbalistic allegories, which are found in the Hebrew Dook 
concerring the Revolution of Souls, included Dy Rosenroth in the 
collection of the KabDala Denudata, and otherwise met with jn 
Talmudic commentaries or the Sota must have been either kmown or 
divined by the author of Le Diable Amoureux. 

「 魂 の 変革 」 に つい て の へ ブラ イ 語 の 文書 、Rosenroth に よる 「 裸 の カバ ラ 」 に 収集 
し た 文書 、 ソ タ と いう タル ムー ド の 注釈 に 存在 する 、 リ リス と ナ ヘ マー に つい て の カバ 
ラ の 例え 話 を 、「 悪 魔 の 恋 (人 )」 の 著者 カ ゾ ッ ト は 、 知 っ て いる か 、 直 感 で 見 抜い て い 
る に 違い 無かっ た 。 

Hence 

その た め 、 

we are told that after the publication of his novel, Cazotte had a Visit 
fromm an unknown Derson who was wrapped in a mantle, after the 
traditional manner of emissaries of the Secret TriDunal. 

「 悪 魔 の 恋 (人 )」 を 公表 後に 、「 秘 密 裁 判 所 」 の 使者 の 口伝 の 様 な 黒衣 を まとっ た 、 
マン ト を まとっ た 見 知ら ぬ 人 、 マ ル テ ィ ニ スト が 、 カ ゾ ッ ト の 所 を 訪れ た 、 と 言わ れ て 
いる 。 

The visitor made signs to Cazotte which he failed to understand 

マル ティ ニス ト は 、 カ ゾ ッ ト が 理解 で き な い 、 合 図 を し た 。 

and then 

それ か ら 、 

asked whether indeed he had not Deen initiated. 

マル ティ ニス ト は 、 本 当 に 、 カ ゾ ッ ト が 秘伝 伝授 者 で ある か 、 質 問 し た 。 

On receving a reply In the negat1Vve, 


カ ゾ ッ ト は 秘伝 伝授 者 で は な いと 答え た 。 
the stranger assumed a less somDre exDpresslon and then said: 
マル ティ ニス ト は 、 暗 い 表 情 を 和らげ て 、 下 記 の 様 に 、 話 し た 。 


I percelve that you are not an umfaithful recipient of our secrets Dut 
rather a Vessel of election prepared for Kmowledge. 

あな た カ ゾ ッ ト が 、 私 達 マ ル テ ィ ニ スト 会 の 秘密 の 不貞 な 器 で は な く 、 知 の た め に 用 
意 さ れ た 選ば れ た 器 で ある 、 と 私 は 理解 し まし た 。 

Do you wlsh to rule in reahty ovVer human Dassions and 0Ver 1TmDure 
SD1rltS? 

本 当 に 、 あ な た カ ゾ ッ ト は 、 人 の 肉欲 や 、 汚 れ た 霊 を 圧倒 し た いと 望み ます か ? 


」 

Cazotte displayed his cur1os1ty: 

カ ゾ ッ ト は 、 興 味 を 示し た 。 

a long talk followedi 

マル ティ ニス ト と 、 カ ゾ ッ ト は 、 長 時 間 、 話 し 合っ た 。 

it was the preface to other meetimgs: 

マル ティ ニス ト と 、 カ ゾ ッ ト が 、 多 数 の 会 合 を 持つ 発端 と 成っ た 。 

and the author of Le Diable Amoureux was called to initiation at the 
end!. 

最後 に 、「 悪 魔 の 恋 ( 人 )」 の 著者 カ ゾ ッ ト は 、 マ ル テ ィ ニ スト 会 に 入門 する 様 に 求め ら 
れ た 。 

He Decame a devout supporter of order and authority 

カ ゾ ッ ト は 、 秩 序 と 権威 の 信心 深い 支持 者 に 成っ た 。( カ ゾ ッ ト は 、 マ ル テ ィ ニ スト 会 に 
入門 し た 。 カ ゾ ッ ト は 、 秘 伝 伝授 者 に 成っ た 。) 

aS a COnSeduence and also 

また 、 結 果 的 に 、 

a redouDtaDle enemy of anarch1sts. 

カ ゾ ッ ト は 、 無 政府 主義 者 の 恐る べき 敵 に 成っ た 。 

We have seen that, 

すでに 話し た 様 に 、 

aCCording to the symDolism of Cagliostr0, 

カリ オス トロ の 心 の 復活 の 教え の 言葉 と いう 例え 話 に よる と 、 

there is a mountain into which those must go uD who are on the quest 
of regeneration: 

心 の 復活 の た め に 登る 必要 が 有る 山 が 存在 する 。 

this mountain is white with light, hike Tabor( = Thabor), or red with fire 
and Dlood, 1ike Sinai and Calvaryi 

心 の 復活 の た め に 登る 必要 が 有る 山 は 、 イ スラ エル の タ ボ ル 山 の 様 に 光 で 白い か 、 
シナ イ 山 や ゴル ゴ タ の 丘 の 様 に 火 と 血 で 赤い 。 

The Zohar says that 


下記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 に 記さ れ て いる 。 

there are two chromatic syntheses: 

白色 と 赤色 と いう 2 つの 色 の 総合 が 存在 する 。 

one Of them is white and is that of peace and moral hight: 

白色 は 、 平 和 と 精神 的 な 光 の 色 で ある 。 

the other which is red, is that of war and material life. 

赤色 は 、 戦 いと 物質 的 な 命 の 色 で ある 。 

The jacobins had plotted to umrol( x っ unroll) the standard of Dlood, 
ジャ コバ ン 派 は 、 血 の 旗 ( は た ) を 広げ よう と 企ん だ 。 

and ther altar was erected on the red mountaim. 

ジャ コバ ン 派 の 祭壇 は 、 赤 い 山 の 上 に 建て られ た 。 

Cazotte was enrolled under the Danner of light, 

カ ゾ ッ ト は 、 光 の 旗 ( は た ) の 下 に 入っ た 。 

and his mystcal taDernacle was estaDlished on the white mountaim. 
カ ゾ ッ ト の 神秘 の 幕 屋 は 、 白 い 山の上 に 建て られ た 。 

That which was stained with blood triumphed for a moment, and 
Cazotte was DrOSCT1Ded. 

血 に 汚れ た も の が 一 時 的 に 勝利 し て 、 カ ゾ ッ ト を 告発 し た 。 

The heroic girl who was his daughter 

カ ゾ ッ ト の 娘 エ リザ ベー ト は 、 女 性 の 英雄 で ある 。 

saVed him from the slaughter at the AbDey: 

カ ゾ ッ ト の 娘 エ リザ ベー ト は 、 ア ベイ の 中 獄 で 起き た 九 月 虐殺 か ら カ ゾ ッ ト を 救っ た 。 
it so happened that the prefix denotmng nobihty was not attached to her 
name 

カ ゾ ッ ト の 娘 エ リザ ベー ト の 名 前 に は 、 貴 族 を 表す 接頭 大 が 付け られ て いな か っ た 。 
and she was spared therefore that horrible toast of fraternity 

その た め 、 カ ゾ ッ ト の 娘 エ リザ ベー ト は 、 友 愛 の 恐る べき 乾杯 無し で 済ん だ 。 

which immortalised the filhal piety of Mdlle. de SomDreuil 

友愛 の 恐る べき 乾杯 は 、 不 減 の 名 声 を マリ ー モリ ー ユ ソン ブレ イコ ユ 嬢 の 親孝行 に 与 
沈 だ 。 

who, to be vindicated from the charge of aristocracy, drank the health 
of her father in the blood-stained glass of cut-throatSs. 

マリ ー モリ ー ユ ソン ブレ イ ユ 嬢 は 、 革 命 派 に 、 父 で ある ソン ブレ イコ ユ 侯 爵 が 王 党派 で 
は な い 事 を 証明 する た め に 処刑 され た 王 党 派 の 貴族 の 血 を 飲み 干す 様 に 言わ れ て 、 
飲み 干し た 。 

Cazotte Was in a Dosition to foretell his own death, 

カ ゾ ッ ト は 、 自 身 の 死 を 予言 し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

COntsclence COImpelled himm to fight against amnarchy even to the last. 
良心 が 、 カ ゾ ッ ト に 、 最 後 ま で 無政府 主義 に よる 混乱 と 戦わ せ ず に は お か な か っ た 。 
He oDeyed 1t, 

カ ゾ ッ ト は 、 良 心 に 従っ た 。 


was arrested for the second time and Drought Defore the revolutionary 
triDunal as one condemned already. 

カ ゾ ッ ト は 、 再 び 逮 捕 さ れ て 、 革 命 派 の 裁判 所 に 連行 され た 。 

The President who pronounced his sentence added an allocution full of 
esteemm and regret, pledging his victim to De worthy of himself unto the 
end and to die noDIy as he had HVed. 

カ ゾ ッ ト の 死刑 を 宣告 し た 革命 派 の 裁判 所 の 長 は 、 最 後 ま で カ ゾ ッ ト に 相応 し く カ 
ゾ ッ ト を 犠牲 に する 事 を 碑 い 、 カ ゾ ッ ト が 生き て きた 様 に 気高く 死ね る 様 に 碑 う と いう 、 
カ ゾ ッ ト へ の 尊重 と 後悔 に 満ち た 故 い を 話し た 。 

Even in episodes of the triDunal, 

カ ゾ ッ ト の 死刑 を 宣告 し た 革命 派 の 裁判 所 の 長 の 逸話 は 、 

the revolution Was a C1V1l war 

フラ ンス 革命 が 、 内 戦 で あっ た 、 事 を 表す 。 

and 

まだ ただ: 

the brethren exchanged salutations as they condemned one another to 
death. 

フラ ンス 革命 で は 、 同 胞 は 、 相 互 に 死刑 を 宣告 し 合う 時 に 、 挨 拶 を 交わ し た 。 

The explanaton is that 

な ぜ な ら 、 

there was the simcerity of conviction on Doth sides 

フラ ンス 革命 で は 、 双 方 に 信念 に よる 誠実 さ が 存在 し て いた 。 

and 

その た め 、 

both were entitled to resDeCct. 

フラ ンス 革命 で は 、 双 方 に 尊敬 され る 資格 が 有 っ た 。 

Whosoever dies for that which he thmks to De true is a hero even in his 
deceptlon, 

正しい と 思う も の の た め に 死ぬ 人 は 、 だ まさ れ て いて も 、 英 雄 で ある 。 

and the anarchists of the ensanguined mountain were not Only intrepid 
when despatching others to the scaffold, Dut ascended it themselves 
without Dlanching. 

フラ ンス 革命 の 、 血 まみ れ の 赤色 の 山 の 無政府 主義 者 は 、 他 人 を 死刑 に する 時 だ け 
大 胆 で あっ た の で は な く 、 自 身 が 死刑 に 成る 時 も 青白 く 成 ら ず に 大 胆 で あっ た 。 

Let God and posterity De ther judgeS. 

神 と 後世 が フラ ンス 革命 の 無政府 主義 者 を 裁き ます 様 に 。 


CHAPTER IV 

魔術 の 歴史 第 6 巻 4 章 

THE FRENCH REVOLUTION 

フラ ンス 革命 

ONCE there was a maninthe world who was soured on discoVering 
that his disposition Was Cowardly and Vic1ous, 

か つて 、 世 界 に は 、 自 分 の 性 質 が 勝 病 で あり 邪悪 で ある 事 を 発見 し て 嫌悪 し た 人 ル 
ソー が いた 。 

and he Visited his conseduent disgust on society at 1arge. 

ルソー は 、 自 身 へ の 嫌悪 を 社会 全体 の せい に し た 。 

He was an 則 -starred 1oVer of Nature, 

ルソー は 、 自 然 へ の 不適 切な 愛好 者 で あっ た 。 

and Nature in her wrath armed him with eloqduence as with a scourge. 
自然 は 、 怒 っ て 、 天 罰 と し て ルソー を 雄弁 で 武装 させ た 。 

He dared to plead the cause of ignorance in the face of science, 
ルソー は 大 胆 に も 、 知 に 対し て 、 無 知 が 正しい 物 で ある と 誤っ て 主張 し た 。 

of savagery In the face of civilisation, 

ルソー は 、 文 明 に 対し て 、 未 開 の 状態 が 正しい 物 で ある と 誤っ て 主張 し た 。 

of all low-Iife deeps in the face of all social heights. 

ルソー は 、 全 て の 社会 的 な 高み に 対し て 、 全 て の 下層 的 な 生活 の 深み が 正しい 物 で 
ある と 誤っ て 主張 し た 。 

Instimctively the populace pelted this mamiac, 

直感 的 に 、 大 衆 は 狂人 ルソー に 石 を 投げ た 。( 実 際 に 大 衆 は ルソー に 石 を 投げ た 。) 
yet 

がく 

he was welcomed Dy the great 

ルソー は 、 偉 人 に 喜ん で 受け 入れ られ た 。 

and hiomised Dy women. 

ルソー は 、 女 性 に も て は や され た 。 

His success Was SO signal that, Dy revulsion, his hatred of humanity 
ImcreaseQL 

ルソー は 、 大 い に 成 功 し た の で 、 反 発 に よっ て 、 人 間 嫌 い を 増し た 。 

and he ended in suicide as the final issue of his rage and disgust. 
ルソー は 、 り と 嫌悪 か ら 、 最 終 的 に 、 自 殺 行 為 を し て 終わ っ た 。 

After his death the world was shaken in its attemmpts to realise the 
dreams Of Tean ]aCdUeSs ROUSSeaU, 

ルソー の 死後 、 世 界 は 、 ル ソー の 妄想 の 実現 の 試行 錯誤 に よっ て 岩 え た 。 

and that silent conspiracy which eVer since the murder of jacdues de 
Molay had sworn destruction to the soclal edifice, inaugurated in Rue 
Platriere, and in the very house where Rousseau had once hVedl a 
Masomc Lodge, with the fanatic of Geneva as Its patron saimt. 


神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー の 死 か ら 常に 社会 体系 の 破壊 を 暮 っ て きた 、 
偽 メ ー ソ ン の 、 沈 黙 し て いた 陰謀 家 は 、 ジ ュ ネ ー ブ の 狂信 者 ルソー を 守護 聖人 と し て 、 
偽 の メー ソン の ロッ ジ を Platriere 通り の ルソー が 住ん で いた 家 に 設立 し た 。 

This Lodge Decamme the centre of the revolutionary DrODaganda, 

ルソー が 住ん で いた 家 の 、 偽 の メー ソン の ロッ ジ は 、 革 命 の 宣伝 の 中 心 と 成っ た 。 
and thither came a Drince of the blood royal, Vowing destruction to the 
SuCCeSSOrSs Of Phihp the Fair oVer the tomD of the Templar 

王家 の 血筋 の 、 あ る 王族 は 、 ル ソー が 住ん で いた 家 の 、 偽 の メー ソン の ロッ ジ に 来 て 、 
神殿 騎士 団 を 減 ぼ し た フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 世 の 後 継 者 の 死 を 、 神 殿 騎 士 団 の 墓 
に 故 っ た 。 

It was the noDihty of the eighteenth century which corrupted the 
DeODle: 

18 世紀 の 貴族 が 大 衆 を 堕落 させ た 。 

the aristocracy of that period were se1zed with a mamnia for eduaHty, 
which took its rise in the orgies of the Regencyi: 

18 世紀 の 貴族 は 、 イ ギリ ス の 「 摂 政 時 代 」 の 酒宴 が 起源 で ある 、 平 等 へ の 熱狂 に と 
ら わ れ て いた 。 

1ow company Was kept for the pleasure ofit 

18 世紀 の 貴族 は 、 快 楽 の た め に 、 低 い 身 分 の 人 と 交際 し た 。 

and the court obtaimned diversion in talking the ]anguage of the slums. 
18 世紀 の 宮廷 の 貴族 で は 、 ス ラム の 言葉 を 話す 娯楽 が 流行 っ た 。 

The archives of the Order of the Temple testfy that the Regent was its 
Grand Master 

提 政 が 総長 で あっ た 、 と 神殿 騎士 団 の 古文 書 に は 記さ れ て いる 。 

that he had as his successors the Due de Maine, the princes of BourDon- 
Conde and BourDbon-Conti, and the Duc de Cosse-Brissac. 

総長 で ある 摂政 の 後継 者 は 、 メ ー ヌ 公 で ある ルイ オー ギュ スト ド ブル ボン 、 ブ ル ボ 
ン コン デ 家 と ブル ボン コン ティ 家 の 王 族 た ち 、 デ コ セ ブリ サッ ク 公 で あっ た 、 と 神殿 
騎士 団 の 古文 書 に は 記さ れ て いる 。 

Cagliostro drew auxihiaries from the middle class to swell the 
membership of his Egyptian Rite: 

カリ オス トロ は 、 カ リオ スト ロ が 古代 エジプト の メー ソン と いう 名 前 で 呼ん で いた 儀式 
の 会 員数 を 増やす た め に 、 中 流 階 級 か ら 援 助 者 を 集め た 。 

everyone Was eager tO ODey the secret and irresisttble impulse which 
drove decadent civilisatton to its destruction. 

全て の 人 が 、 衰 退 期 の 堕落 し た 文明 を 破壊 に 駆り 立て る 、 秘 密 の 抗 え な い 衝動 に 従 
う 事 を 望ん で いた 。 

Events did not tarry, Dut as if impelled Dy hands unseen, they were 
heaped one upon another after the manner foreseen Dy Cazotte. 

フラ ンス 革命 は 、 カ ゾ ッ ト が 予見 し た 様 に 、 ま る で 目 に は 見 えな い 手 に 駆り 立て られ 
る か の 様 に 、 出 来 事 が 相互 に 積み 重なっ て いっ て 、 速 や か に 進行 し た 。 

The unfortunate Louis XVI was led Dy his worst enemies, 
不適 切な が フラ ンス モル イ 16 世 は 、 最 悪 の 敵 、 偽 の メー ソン に 導 か れ て いた 。 


who at once Drearranged and stultfied the paltry project of evasion 
which brought about the catastrophe of Varemnes, 

偽 の メー ソン は 、 ル イ 16 世 の パ リ か ら の 卑劣 な 逃亡 計画 を 手配 し て か ら 台 無し に し 
て 、 ヴ ァ レ ン ヌ 事件 を 引き 起こ し た 。 

just as they had done with the orgie at Versailles and the massacre Of 
August 10. 

偽 の メー ソン は 、 ヴ ァ レ ン ヌ 事件 の 前 の パリ の 女性 達 が ヴェ ル サ イ ユ 宮 殿 に 乱 人 し て 
食糧 を 要求 する 事件 に 関与 し た り 、 ヴ ァ レ ン ヌ 事件 の 後 の 「8 月 10 日 事件 」 に 関与 
し た り し た 、 様 に 。 

On every side they compromused the kimg: 

至る 所 で 、 偽 の メー ソン は 、 フ ラン スモ ルイ 16 世 の 評 判 を 地 に 堕ち させ た 。 

at eVery turn they saved him from the fury of the people, to foment that 
fury andl ensure the dire event which had been in preparation for 
Centtur1ieS. 

偽 の メー ソン は 、 大 衆 の 怒り を 助長 させ る た め に 、 何 世紀 も 用 意 し て きた フラ ンス 王 
の 処刑 と いう 悲惨 な 出来 事 を 確実 に する た め に 、 フ ラン スモ ルイ 16 世 を 大 衆 の 半 
りか ら 何 度 か 救う 事 さ え し た 。 

A scaffold was essential to cormplete the revenge of the Templars. 

フラ ンス 王 の 処刑 が 、 神 殿 騎 士 団 の 逆恨み に よる 犯行 の 完成 に は 必要 で あっ た 。 
Amnidst the pressure Of civll war the National AssemDly suspended the 
powers of the king 

フラ ンス 革命 戦争 の 内 戦 的 な 圧力 で 、「 国 民 議 会 」 は 、「8 月 10 日 事件 」 を 起こ し て 
王権 を 停止 し た 。 

and asslgned him the LuxemDbourg as his res1denCe: 

「 国 民 議会 」 は 、 フ ラン ス 王 一 家 を リュ クサ ン ブ ー ル 宮殿 に 収監 する 事 を 提案 し た 。 
Dut another and more secret assemDly had ruled otherwrse. 

し か し 、 偽 の メー ソン の 秘密 の 会 議 は 、 フ ラン ス 王 一 家 を タン プル 塔 、 テ ンプ ル 塔 に 
収 臨 する 様 に 命令 し た 。( フ ラン ス 語 で 神殿 騎士 団 、 テ ンプ ブル 騎士 団 を タン プル 騎士 
団 と 発音 する 。) 

A prison Was to De the residence of the fallen monarch, 
失墜 し た フラ ンス 王 一 家 は 、 タ ンプ ル 塔 、 テ ンプ ル 塔 に 収監 さ れ た 。( フ ラン ス 語 で 神 
殿 騎 士 団 、 テ ンプ ル 騎 士 団 を タン プル 騎士 団 と 発音 する 。) 

and that prison was none other than the old palace of the Templars, 

タン プル 塔 、 テ ンプ ル 塔 は 、 神 殿 騎 士 団 の 本 拠 地 で あっ た 。( フ ラン ス 語 で 神殿 騎士 
団 、 テ ンプ ル 騎 士 田 を タン プル 騎士 団 と 発音 する 。) 

which had survived, with keep( = keep tower) and turrets, to awat the 
rOyal Victim doomed Dy inexorable memories. 

タン プル 塔 、 テ ンプ ル 塔 は 、 天 守 塔 と 小 塔 と 共に 、 神 殿 騎 士 団 の 不変 の 記憶 に よる 
フラ ンス 王 の 処刑 を 待っ て 、 残 っ て いた 。 

There he was duly interned, 

フラ ンス ルイ 16 世 は 、 タ ンプ ル 塔 、 テ ンプ ル 塔 に 収 忠 され た 。 

while the flower of French ecclesiastcism was either in exile or at the 
ADDey. 


フラ ンス の キリ スト 教 の 精鋭 は 、 国 外 追 放さ れ た か 、 ア ベイ の 定 獄 に 収 証 され た 。 
Artillery thundered on the Pont Neut, 

パリ の セー ヌ 川 の ポン ヌ フ 橋 の 上 で は 、 大 砲 が 轟 い て いた 。 

menacimg Dosters Droclaimed that the country was in danger 

国 が 危険 で ある 、 と 主張 する 脅迫 する ポス ター が 貼ら れ て いた 。 

unknown Dersonages Organ1sed SUCCeSS1Ve slaughters, 

偽 の メー ソン の 、 見 知ら ぬ 者 た ち が 九 月 虐殺 を 計画 し た 。 

while a hideous and gigantic Denmg, covered with a long Deard, was to 
be seen wheresoeVver there were Driests to murder. 

長い 影 (ひげ ) に 覆 わ れ た 醒 い 巨人 の 様 な 大 男 の 偽 の メー ソン が 、 虐 殺す る 聖職 者 
が いる 場所 で は 、 ど こ で も 見 か けら れ た 。 

"Behold," he cried with a savage sneer 

長 影 ( な が ひげ ) の 醍 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 残 酷 な 冷笑 を 浮か べ て 、「 見 ろ 。」 と 
叫ん だ 。 

this is for the Albigenses and the Vaudois: 

この 一 撃 は 、 ア ルビ ジョ ア 派 と 呼ば れ た カタ リ 派 と ヴァ ルド 派 か ら の 報復 を 代行 し た 
物 だ 。 

this is for the Templars, 

この 一 撃 は 、 神 殿 騎士 団 か ら の 報復 を 代行 し た 物 だ 。 

this for St. Bartholomew 

この 一 撃 は 、 プ ロ テ ス タン ト へ の 『 サ ン バル テル ミ の 虐殺 』 に 対す る 報復 を 代行 し た 
物 だ 。 

and this for the exiles of the Cevennes. 

この 一 撃 は 、 プ ロ テ ス タン ト に よる 『 カ ミ ザ ー ル の 乱 』、『 セ ヴェ ン 戦 争 』 の 亡命 者 
か ら の 報復 を 代行 し た 物 だ 。 


」 

As one who was Deside humself, he smote unceasingly, now wrth the 
sabre and now wrth axe Or club. 

長 影 (な が ひげ ) の 醍 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 そ ば に いた 聖職 者 を 、 絶 え 間 無く 、 
サー ベル 、 革 、 梶 棒 で 打っ た 。 

Arms Droke and were replaced in his hands: 

長 影 ( な が ひげ け ) の 醍 い 大 男 の 偽 の メー ソン の 武器 は 、 壊 れる と 、 新 し い 武 器 に 交換 
され た 。 

from head to foot he was clothed in bloodl 

長 影 ( な が ひげ ) の 醍 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 頭 か ら 足 ま で 、 全 身 、 血 まみ れ に 成っ 
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swearing wth frightful blasphemies that in Dlood only he would wash. 
長 影 (な が ひげ ) の 醍 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 神 聖 な も の を 冒 流し な が ら 、 血 で し 
か 体 を 洗わ な い 事 を 碑 っ た 。 


It was this man who proposed the toast of the nation to the angelical 
Mdlle. de SomDbreunl. 

長 昧 ( な が ひげ ) の 本 い 大 男 の 偽 の メー ソン が 、 天 使 の 様 な マリ ー モリ ー ユ ソン ブレ 
イ ユ 嬢 に 、 父 で ある ソン ブレ イコ ユ 侯 爵 が 王 党派 で は な い 事 を 証明 する た め に 処刑 さ 
れ た 王 党派 の 貴族 の 血 を 飲み 干す 様 に 言っ た 。 

Meanwhile another angel prayed and wept in the tower of the Temple, 
タン プル 塔 、 テ ンプ ル 塔 で 、 天 使 の 様 な マダ ム エリ ザ ベ ー ト と 呼ば れ た エリ ザ ベ ー ト 
フィ リッ ピー ヌ ド フラ ンス が 涙 を 流し て 祈っ て いた 。 

offerimng to God her own sufferimngs and those of two children to oDbtann 
pardon for the royalty of France. 

エリ ザ ベ ー ト フィ リッ ピー ヌ ド フラ ンス は 、 神 か ら の フラ ンス 王家 へ の 許し を 得る た 
め に 、 自 分 と 2 人 の 子 の 受難 を 神 に 捧げ た 。 

All the agonies and all the tears of that virgin martyr the saimtly Mme. 
EhzaDbeth, were necessary for the expiation of the imDbecile joys which 
characterised courtesans ke Mme. de Pompadour and Mme. du Barry. 
処女 の 狗 教 者 エリ ザ ベ ー ト フィ リッ ピー ヌ ド フラ ンス の 全て の 苦し み と 涙 が 、 ポ ン パ 
ドゥ ー ル 夫人 や デュ バリ ー 夫 人 と いっ た 遊女 と の ルイ 15 世 の 愚 か な 快楽 へ の 罪 を 
つぐ な う の に 必要 で あっ た 。 

Jacobinism had received its distimctVe name Defore the old Church of 
the jacobins was chosen as the headquarters of conspiracy: 
ジャ コバ ン 派 の 「 ジ ャ コバ ン 」 と いう 名 前 は 、 パ リ の ジャ コバ ン 修 道 院 を 本 部 に 選ぶ 
前 か ら の 物 で ある 。 

it was derived from the name ]acdues 一 

ジャ コバ ン 派 の 「 ジ ャ コバ ン 」 は 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー や ジャ ン ジャ ッ 
ク ルソー の 「 ジ ャ ッ ク 」 と いう 名 前 に 由来 する 。 

an ormnous syImDbol and one which spelt revolution. 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー は 不吉 の 象徴 で や り 、 ジ ャ ン ジャ ッ ク ルソー は 
革命 を も た らし た 。 

French iconoclasts have always Deen called ]acdues: 

フラ ンス の 聖 像 破壊 者 は 、 常 に 、「 ジ ャ ッ ク 」 と 呼ば れ て きた 。 

that philosopher whose fatal celeDrity DrepDared neW ]acduer1es 
哲学 者 ジャ ン ジャ ッ ク ルソー の 致命 的 な 名 声 は ジャ ッ ク リ ー の 乱 を 用 意 し た 。 

and was a Deg On which to hang the sanguinmary Drojects of johanmite 
schemers Dore the name of Tean ]acdUeS, 

哲学 者 ジャ ン ジャ ッ ク ルソー は 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 の 偽 の メー ソン の 血まみれ 
の 陰謀 の きっ か け と 成っ た 。 

while those who were Drume moVers in the French Revolution had 
SWworn in secret the destruction of throne and altar over the tomD of 
jacques de Molay. 

フラ ンス 革命 の 主導 者 で ある 偽 の メー ソン は 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー 
の 墓 に 、 フ ラン ス の 王座 と キリ スト 教 の 祭壇 の 破壊 を 密か に 区 っ て いた 。 

At the Very moment when Louis XVI suffered under the axe of 
reVvOlution, 


フラ ンス モル イ 16 世 が 処刑 され た 時 、 

the man with a long Deard 一 that wanderimng jew, slgnificant of 
Vengeance and murder 一 ascended the scaffold and, confrontmg the 
appalled spectators, took the royal Dlood in Doth hands, castimg 1t ovVer 
the heads of the people, and crying with his terriDle Voice: "People of 
France, 1 Daptise you in the name of jacdues and of iDerty." 
報復 と 殺人 の 象徴 で ある 「 さ ま よ える ユダ ヤ 人 」 で ある 、 長 昧 ( な が ひげ ) の 本 い 大 男 
の 偽 の メー ソン は 、 処 刑 台 に 昇っ て 、 呆 然 と し て いる 観衆 を 前 に 、 両 手 で フラ ンス 王 
の 血 を すく い 取っ て 大 衆 の 頭上 に 投げ て 、「 フ ラン ス 国 民 よ 、 私 は 、『 ジ ャ ッ ク 』 と 『 自 
貼 』 の 名 前 に お いて 、 フ ラン ス 国 民 を 洗礼 する 。」 と いう 汰 る べき 言葉 を 叫ん だ 。 

So ended half of the work, 

フラ ンス モル イ 16 世 の 処 刑 で 、 偽 の メー ソン の 目的 の 半分 は 終わ っ た 。 

andit was henceforth against the Pope that the army of the Temple 
directed all its efforts. 

偽 の メー ソン の 残り 半分 の 目的 と し て 、 法 王 に 対し て 、 神 殿 騎 士 団 で ある 偽 の メー ソ 
ン の 軍 団 は 、 全 精力 を 傾け た 。 

Spoliation of churches, profanation of sacred thimgs, moOCK DrOCeSS10T1S, 
imauguration of the cultus of reasor in the metropolis of Paris 一 these 
were the signals in chief of the war in its new phase. 

教会 か ら の 略奪 、 神 聖 な も の へ の 冒 法 、 行 列 祈 守 式 を 笑い も の に する 偽 の 行列 祈 
待 式 、 パ リ の 首都 大 司教 江 区 に お ける 理性 の 宗教 の 開始 は 、 法 王 へ の 攻撃 へ の 主 
な 兆候 で あっ た 。 

The Pope was Durnt in effigy at the Palais Royall 

パレ ロワ イヤ ル で 、 法 王 ピ ウス 6 世 の 肖 像 画 が 焼 か れ た 。 

and presently the armies of the Republic prepared to march on Romme. 
フラ ンス 第 一 共和 政 の 軍団 が 、 ロ ー マ へ の 進軍 の 用 意 を し た 。 

]acques de Molay and his companions Were martys DOSS1D1y, 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー た ち は 痢 教 者 で あっ た 、 か も し れ な い 。 

Dut 

| め 4 il 

their avengers dishonoured their memoryi 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー た ちの 殺害 へ の 逆恨み に よる 犯行 者 は 、 神 殿 
騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー た ちの 記憶 を 汚し た 。 

Royalty was regenerated on the scaffold of Louis XVI: 

フラ ンス ルイ 16 世 の 処 刑 に よっ て 、 フ ラン ス 帝 政 は 、 復 活 し た 。 

the Church triumphed in the captivity of Pius VI, 

法王 ピウス 6 世 の 監 禁 に よっ て 、 教 会 は 勝利 し た 。 

when he was taken a Drisoner to Valence, Derishing of fatigue and 
sufferimg. 

フラ ンス の ヴァ ラン ス で 、 法 王 ピ ウス 6 世 は 、 監 禁 さ れ て 、 疲 労 と 苦労 に よっ て 死ん だ 。 
But the umworthy successors of that old chivalry of the Temple perished 
In their turm, OoVerwhehmed Dy disastrous V1CtOrY. 


一 方 、 神 殿 騎 士 団 の 無 価値 な 後継 者 で ある 偽 の メー ソン は 、 フ ラン ス 革 命 と いう 惨 
事 を も た らし た 勝利 に 飲み 込ま れ て 、 減 ん だ 。 
S1gmal aDuses had characterised the ecclesiastical state and grave 
scandals were entailed Dy the misfortumne of great riches: 
当時 の 聖職 者 の 状態 を 特徴 する 兆候 的 な 溢 用 や 、 大 金持ち の 不適 切 さ が 必 然 的 
に 伴う 危険 な 醒 聞 が 、 あ っ た 。 
Dut 
し か し 、 
when the riches melted away the preermiment virtues returned. 
金持ち が 徐々 に 消え る と 、 超 越 的 な 徳 が 戻っ て きた 。 
SuCh transitory disasters amd such a spiritual triurmph were Dredicted in 
the Apocalypse of St. Methodius, 
庄 示 録 「 メ トディ オス の 予言 書 」 で は 、 フ ラン ス 革 命 と いう 一 時 的 な 惨事 と 、 フ ラン ス 
革命 後 の 霊 的 な 精神 的 な 勝利 が 、 予 言 され て いる 。 
to which reference has Deen made already 
魔術 の 歴史 第 1 巻 1 章 で 「 メ トディ オス の 予言 書 」 に つい て 話し た 事 が ある 。 
We have a Dlack letter copy of the work mentioned, primted in 1527 and 
embellished with amazing des1gnSs. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、1527 年 に 印刷 され た 、 不 思 議 な 絵 で 飾ら れ た 、 ブ ラッ ク レタ ー 
書体 の 写本 を 所 有 し て いる 。 
Unworthy priests are shewn in the act of casting the sacred elements to 
SW1ne: 
「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 神 聖 な パ ン と 赤ワイン を 豚 に 投げ 与え て いる 、 祭 司 に 
不相応 な 聖職 者 が 描か れ て いる 。 
the populace in a state of rebellion are seen assassinatimg the priests 
and breakimng their sacramental vessels on their heads: 
「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 聖 職 者 を 殺し 神聖 な 器 を 聖職 者 の 頭 で 破壊 し て いる 
反乱 し た 大 衆 が 描か れ て いる 。 
the Pope appears as a Drlsoner In the hands of soldiers: 
「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 軍 人 の 手 で 監禁 され た 法王 (ピウス 6 世 ) が 描か れ て 
いる 。 
a crOWned kmight raises with one hand the standard of France, and with 
the other draws his sword aganst Italy. 
「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 一 方 の 手 で フラ ンス の 旗 ( は た ) を か か げ 、 他 方 の 手 で 
剣 を イタ リア に 向け て いる 、 王 冠 を か ぶっ た (神殿 騎士 団 で ある 偽 の メー ソン の ) 騎 士 
が 描か れ て いる 。 
Finally two eagles are depicted on either side of a cock, Dearimg a crown 
on his head and a double fleur de 1ys on his breast. 
「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、2 羽 の ワシ と 、 フ ラン ス 王 家 の 百 合 の 紋章 フル ー ル ド 
リス を 二 重 に 胸 に つけ 、 王 冠 を か ぶっ て いる 、 鶏 が 描か れ て いる 。 
One ofthe eagles combines writh griffins and unicorns to driVve the 
Vulture from his eyrie: 


2 羽 の ワシ の うち 1 羽 は 、 上 半身 が ワシ で あり 下半身 が ライ オン で ある グリ フォ ン と 、 
一 角 獣 ユニ コー ン と 共に 、 巣 か ら ハ ゲタ カ を 追い 払っ て いる 。 

and there is a host of other marVelS. 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 他 に も 不思議 な 絵 が 多数 、 存 在 する 。 

This singular Dook may De compared with ar illustrated edition of the 
prophecies attriDuted to ADbDe joachim, the Calabriar 

超常 的 な 「 メ トディ オス の 予言 書 」 と 比較 で きる の は 、 イ タリ ア の カラ ブリ ア 州 の 、 フ ィ 
オー レ の ヨアキム 修道 院長 の 著書 「 全 て の 教皇 に 関す る 預言 」 の 挿し 絵入り の 版 で 
ある 。 

wherein are exhibited portraits of all the Popes to come, with the 
allegorical signs of their resDectVe Dontificates, down to the coming of 
Anti-Christ. 

フィ オー レ の ヨアキム の 著書 「 全 て の 教 旦 に 関す る 預言 」 で は 、 反 キリ スト の 到来 ま 
で の 、 全 て の 未来 の 法王 の 肖像 が 、 法 王 の 任期 の 象徴 と 共に 、 描 か れ て いる 。 
These are strange chronicles of futurity, Dictured as things of the past: 
フィ オー レ の ヨアキム の 著書 「 全 て の 教皇 に 関す る 預言 」 は 、 未 来 が 過去 の 事 の 様 に 
描か れ た 、 不 思 議 な 未来 の 年 代 記 で ある 。 

they seem to intimate a success1on of worlds whereint eVents are 
reDeatedL 

フィ オー レ の ヨアキム の 著書 「 全 て の 教 旦 に 関す る 預言 」 は 、 出 来 事 が くり 返さ れ て 
いる 、 連 続 し た 世界 を 暗示 し て いる 、 様 に 思わ れる 。 

so that 

その た め 、 

the prevision of thimgs to come is the evocation of shadows already lost 
In the past. 

未来 の も の の 予知 は 、 過 去 に 失わ れ た 映像 の 呼び 出し で ある 、 と 思わ れる ほど で あ 
る 。 


CHAPTER V 
魔術 の 歴史 第 6 巻 5 章 


PHENOMENA OF MEDIOMANIA( = medium-mania) 
霊媒 狂 に よる 現象 


In the year 1772, a certain Darishioner of Saimt-Mande, named Loiseaut, 
being at Church, believed that he saw an extraordinmary Derson kneeHmg 
close Dy hm: 

中 略 

this was a Very swarthy man, Whose only garrment was a Dair Of coarse 
Worsted draWers. 


His Deard was long, his hair woolly and aDout his neck there was a 
ruddy circular scar 


He carried a Dook, having the following inscription emblazoned in 
golden letters: Ecce Agmus De. 


Loiseaut obserVved with astonishment that no one Dut himself seemed 
aware Of this strange DresenCe, 


but he fimished his deVotions and returned home, 

where the same Dersonage Was awWaltmg him. 

He drew nearer to asK who he was and what might his Dusiness De, 
when the fantastic Visitor Varushed. 

Lolseaut retiredl to Ded in a fever and umaDle to sleep. 


The same might he found his room illuminated suddenly Dy a ruddy 
glOWi: 


he sprang UD In Ded, Delieving that the place was on fire: 
and then on a taDle in the very centre of the room he saw a gold plate, 


wherein the head of his Visitor was swimmming in Dlood, encompassed 
Dy a red nimDus. 


The eyes rolled terriDly, the mouth openedl a strange and hissing Volce 
sa1d: "1 await the heads of kings, the heads of the courtesans of kinmgs: 1 
awalt Herod and Herodias." 

The nimDus faded and the sick man saw no more. 


Some days after he had recovered sufficiently to resume his usual 
OCCUDat1OnS. 


As he was crossing the Place Louis XV a Deggar accosted him and 
Loiseaut, wlthout 1ookimg, threw a coin into his hat. 


"Thank you," said the recipient, 
nt is a kimg's head: Dut here," 


and he pointed towards the middle place of the thorough fare, "there 
wll fall another and it is that for which 1 am waitimg." 


Loiseaut looked with astonishment towards the speaker and uttered a 
cry when he recogrused the strange figure of his Vision. 


"Be silent," said the mendicant: 

they wl take you for a fool, 

aS 

no one Dut yourself can see me. 

You have recogmlsed me, 

1 kmoWy, 

and to you I confess that I am ]ohn Baptist, the Precursor, 


1 am here to predict the pumishment which wl Defall the successors of 
Herod and the heirs of Caiaphas: 


you may repeat all that Itell Vou. 


Fromm this tme forward Loiseaut Delieved that St. john was present 
Vis1D1y at his side, almost from day to day, 


The vision spoke to him long and frequently on the woes which would 
befall France and the Church. 


Lolseaut related his Vision to seVeral Dersons, who Were not Only 
1mpressed Dut Decame seers on their own Dart. 


They formed among themselves a mystical society which met in great 
SeCcTeCV. 


It was their custom to sit im a crcle, holdmg hands and awaitmg 
cormmuruications In silence. 


This might contimue for hours, and then the figure of the Baptist would 
apDear In the rmidst of them. 


They fell, concurrently or success1vely into the magnetic sleep and saW, 
passing Defore their eyes, the future scenes of the revolution, with the 
restoration which would come thereafter 


The spiritual director of this sect or circle was a monk named Dom 
Gerle, who Decame also their leader on the death of Loiseaut in 1788. 


At the epoch of the ReVolution, however having Deen won Over Dy 
republican enthuslasm, Dom Gerle was expelled Dy the other memDers, 


actmg on the inspirations of their chief somnamDbulist, who was kmnown 
as Sster Francoise Andre. 


He had a somnamDulist of his own, and in a Parisian garret he followed 
what was ther the new craft of a mesmerist. 


The seeress in dueston was an old and nearIy Dhnd woman, named 
Catherine Theot: 


she prophesied, and her predictons were realHised: 


she cured many who were siCk: 


and as her forecasts had a poHtical cast inVariaDly, the police of the 
Comute de salut puDlic were not slow in takimg up the matter 


One evening, Catherine Theot was in an ecstasy, surrounded Dy her 
adeDtS. 


"Hearken," she exclaimed!, 

1 hear the sound of his footsteDs: 

he is the mysterious chosen one of Providence, 

the angel ofrevolution, 

at once 1ts saviour amd Victm, 

king of ruins and regeneration. 

Do you see hm? 

He draws nigh. 

He also has Deen encircled Dy the ruddy numDus of the Precursor: 


1t is he who shall Dear all crimes of those who are about to immolate 
him. 


Great are thy destimies, 

0 thou who shalt close the aDyss Dy castng thyself thereim. 
Do you not Dehold him, 

adorned as if for a festiVal 

carryimg flowers in his hands 一 


garlands which are crowns of his martyrdom. 


Then sobDbing and meltng into tears: 

How cruel is thine ordeal, my son: 

and how many ingrates shall curse thy memory through the ages. 
Rise UD, amd kneel down: 

he comes: 

the king comes 一 

he is the king of bloody sacrifices. 

At this moment the door opened quickIy: 


a man entered enVeloped in a cloak and having his hat drawn oVer his 
eyGeS. 


Those who were present rOse UD: 


Catherine Theot stretched forth her arms towards the new comer and 
Sa1d as her hands tremDled: 


1 knew that you must Come, 
and I have awaited your cormnng. 


He who is at my right side, Dut unseen Dy you, shewed you to me 
yesterday, 


when an accusation Was 1odged aga1nst US. 
We are accused of conspiring for the kimg, 


and ofa king 1I have indeed spDoker: 


itis he whom the Precursor reVeals to me at this present moment, 
having a crownr steeped in blood, 


and 1 kmow over whose head it is placed 一 your own, Maximihan. 


At this name the unknown started, as if a red hot steel had entered his 
Dreast. 


He cast a swritt and anxious glance about him, after which his 
eXxDYeSS1On Decamme aga1m 1mDpass1Dle. 


"What would you say? 1 fail to understand," he murmured in a short 
and aDrupt manner. 


"1 would say" repled Catherine Theot, 


that the sun will Deam Drightly on that day when a man clothed in Dlue 
and bearing a sceptre of flowers shall De for one moment the king and 
SaV1our Of the world. 


1 would say that you shall De great as Moses and as Orpheus, when, 
tramplhmg on the head of that monster which is ready to devOur VOU, 


you shall testify to headsmen and to Victims that God 1S. 
Cease from this maskinmg, RoDesDierre: 


shew us rather without pahmg that valhant head which God is aDout to 
Cast in the ermpty scale of his Dalance. 


The head of Louns XVI is heavy and yours Can oly De 1ts counterDO1Se. 


"Do you threaten?" asked Robespierre coldly lettimg his cloak fall. 


Do you think Dy this jugghimg to startle my patriotism and inmfluence my 
COnSClenCe? 


Do you hope by fanatcal measures and old wives' fables to surprise my 
resolVes as YOu haVe Dlayed the sDy on my Droceedings? 


You haVe looked for me, it would seem, 
and Woe to you Decause you haVe looked. 
SinCe 


YOU Compel the curiosity-seeker the anonymous Visitor and oODserVer to 
be Maxirmihan RoDespierTe, 


reDresertative of the people, as such I denounce you to the committee 
Of public weall 


and I shall proceed to haVe you arrested. 


Having said these words, RoDesplerre cast his cloak round his 
powdered head and walked stffly to the door 


No one dared to detain and none to address hum. 
Catherime Theot clasped her hands and sald: 
ResDpect his w し , 

for 

he is king and pontff of the new age. 

If he strike us, it is that God wills to strikKe us: 


1ay Dare the throat Defore the kmife of Providence. 


The imitiates of Catherine Theot waited expectimg their arrest through 
the whole night, Dut no one apDDpeared. 


They separated on the following day. 


Two or three further days and nights elapsed durimg which the 
memDbers of the sect made no attempt at concealment. 


On the fifth day Catherine Theot and those who Were called her 
aCCOmplices were denounced to the jacoDins Dy a secret enermny of 
RoDesplerre 


who insimuated skilfully to his hearers certain douDts against the 
triDune 一 


a dhictatorship had Deen mentionedl 

the Very name Of king was pronmounced. 
RoDespierre KmeW, 

and how came he to tolerate it? 
RoDbesplerre shrugged his shoulders, 


but on the morrow Catherine Theot, Dom Gerle and some others Were 
arrestedl amnd conslgned to those Dr1sons 


which, once entered, Opened only to furnish his daily task to the 
headsman. 


The story of RoDespierre's interview with Catherine Theot had 
transpired, One Knows not hoW. 


Already the counter-polce of the Thermidorians were watching the 
Dresumed dictator 


whom they accused of mystic1lsm Decause he Delieved in God. 


RoDespierre notwithstanding was neither the friend nor enemy of the 
seCt Of New Tohanmites. 


He went to Catherine Theot that he mmight take accourt of phenomena, 


and dissatisfied at having Deen recognlsed he departed with threats 
which he did not attempt to fultil: 


those who converted the conVenticle of the old monk and ecstatic into a 
SeCt of conspiracy hoped to derive from the proceeding a douDt or an 
ODDorturuty for ridicule attaching to the reputation of the incorruptible 
Maximihan. 


The prophecy of Catherimne Theot was fulfilled Dy the inauguration of 
the worship of the Supreme Being and the swift reaction of Thermidor 


During this tme the sect which had gathered aDout Sister Andre, whose 
revelations were recorded Dy a Seur Ducy, contimued their Visions and 
miracles. 


The fixed notion which they cherished was to preserVe the legitimacy 
by the future reign of Louis XVII. 


Times out of numDer they saved in dreamm the poor ittle orphan of the 
Temmple and Delieved also that they had saved him literally. 


Old prophecies promised the throne of the Hilies to a youmg man who 
had Deen once a CaDt1Ve. 


SO Bridget, St. Hildegarde, Bernard Tollard, LichtemDerger 一 all 
foretold a miraculous restoration after great disasterSs. 


The Neo-johanmnites were the interpreters and multpliers of these 
forecasts: 


a Louis XVII neVer failed them: 


they had seven or eight in successlon, all Derfectly authentic and not 
less DerfectlV DreserVed. 


It is to the influence of this sect that we owe at a later Deriod the 
revelations of the peasant Martn de Gallardon and the prodigies of 
Vintras. 


Im this magnetc circle, as in the assemDblies of Quakers or Shakers of 
Great Britaim, enthusiasm Droved contagious, amnd Was Dropagated from 
one to another 


After the death of Sister Andre, second sight and the gift of prophecy 
devolved upon a certain Legros, who was at Charenton when Martim 
was incarcerated Drovisionally therein. 


He recogmised a Drother in the Beauceron peasant whom he had never 
SeeTl. 


All these partsans, Dy force of willhing Louns XVII created him in a 
Certaim senSe: 


thatis to say 


they worked such efficacious hallucinations that mediums were mmade 
in the image and Iikeness of the magnetic type, and Delievimng 
themselves to De Iiterally the royal child escaped from the Temple, 


they attracted all the reflections of this gentle and frail Victim, so eVen 
that they rememDered circumstances known only to the famiy of Louis 
XVI. 


This phenomenor, however Incredible it may apDDpear 1S neither 
Impossible nor unheard of. 


Paracelsus states that 下 , Dy an extraordinmary effort of wl, one can 
picture oneself as amother Derson, One Would kmow thereby and 
forthwith the inmost thought of that persor, amd would attract his most 
SeCret memmOr1eS. 

も し 、 意 思 に よる 和 父 異 的 な 努力 に よっ て 、 自 身 を 別人 で ある と 想像 で きれ ば 、 別 人 の 
心 の 奥底 の 思考 を すぐ に 知る で あろ うし 、 別 人 の 最も 秘密 の 記憶 を 引き 寄せ る で あ 
ろう 、 と パラ ケル スス は 話し て いる 。 

Often after a conversation which has placed us in thought-affinity wrth 
a ComDpanlon in conVersation, We dream remirtscentces Of his DriVate 
life. 

思考 が 類似 する ほど の 会 話 を し た 後に 、 思 考 が 類似 する ほど の 会 話 を し た 相手 の 
秘密 の 人 生 の 記憶 を 夢 で 見 る 時 が ある 。 


Among the simulators of Louns XVII we must therefore recogruse some 
who were not impostors, Dut hallucinated Dengs, 
中 略 


and among these last is the Swiss who is named Naundorff, 
a Vislonary Iike SwedenDorg, 


one indeed so contagious In his conviction that old servants of the royal 
family have recogrised him and cast themselves weeping at his feet. 


He Dore the particular signs and scars of Louis XVII: 


he recounted his infancy with a starthng appearance Of truth and 
entered into minute details, which are decisiVe for Drivate 
remermDrantCceSs. 


His Very features would have Deen those of the orphan of Louis XVI, 
had he really IiVed. 


One thmg only in fine was wantimg for the pretender to have Deen Louis 
XVII truly, and that is not to have Deen NaundorfIf. 


Such was the contagious magnetic Dower of this deluded person that 
eVer his death did not undecelve any of the DelieVers in his reign to 
COTm6e. 


We haVe seen one of the most convinced, 


to whom We tmidly oDjected 一 when he spoke ofthe approaching 
restoration of what he called the true legitimacy 一 that his Louis XVII 
Was dead!. 


"1s it then more dnfficult for God to raise hm from death than it was for 
those who preceded us to save him from the Temple?" Such was the 
ansWer g1Ven us 一 - and this with a srmile so triumphant that almost it 
seemed disdainmful. 


We had nothing to rejoin on our Own Dart, Dut were rather commpelled to 
bow in the presence of such a conViction. 


CHAPTER VI 
魔術 の 歴史 第 6 巻 6 章 


THE GERMAN ILLUMINATT 
ドイ ツ の 光 に 照ら され た 者 


Germany 1s the native land of metaphysical mysticism amd phantoms. 
中 略 


Aphantom itself of the old Roman empire, 


it seemms always to InVoke the mighty shade of Hermann, consecratmg in 
his honour the simulacrum of the captiVe eagles of Varus. 


The patriotism of young Germany 1S invariaDly that of the Germans in 
elder daySs. 


They have no thought of invading the 1aughing land of Italy: 
they accept the situation, as it stands, simply as a matter of revenge: 


but they would die a thousand tmes in the defence of their hearths and 
homes. 


They love their old castles, their old legends of the banks of the Rhine: 


they read with the uttermost patience the darksome treatises of their 
philosophy: 


they Dehold in the fogs of their sky andin the smoke of their pipes a 
thousand thimgs inexpress1ble, Dy which they are initiated into the 
marVvels of the other world. 

Long before there Was any question of mediums and their evocatons in 
America and France, Prussia had its illuminati and seers, who had 
haDitual communicatlons with the dead. 

At Berlim, a great noble Duilt a house destimed for eVocations: 


King Frederick William was very Cur1OuS aDout all such mysteries 


and was often irmmured in this house with an adept named Steinert. 
His exDeriences Were sO slgnal that a state of exhaustion suDervened 


and he had to De restored with drops of some magical elixir amalogous 
to that of Cagliostro. 


There 1s a secret CorresDondence Delonging to the reign in dueston 
which is cited Dy the Marquns de Luchet in his work against the 
illummati, and it comtains a description of the darkK chamDer in which 
the evocations were Derformed. 

It was a square aDartment, 

divided Dy a transparent Ve 

the magical furnace or altar of perfumes was erected in front of the Ve 


and behind was a pedestal on which the spirit manifested. 


Im his German work upon Magic, Eckartshausen descriDes the whole of 
the fantastic apparatus, Deimg a System of machines 


and operations Dy which imagination was helped to create the 
phantoms desired!, 


those who consulted the oracle Deimg in a kind of waking 
somnambDulism, comparable to the nervous excitement Droduced Dy 
Oplum or hasheesh. 


Those who are contented with the explanations giVen Dy the author just 
mentioned wl regard the apparitons as magic 1antern effects, Dut 
there is more in it assuredly than this, 


while the magic 1antern was only an accessory Instrumert in the 
DusineSS 


and one inno sense necessary for the production of the phenomenon. 


The images of persons once known on earth and now called up Dy 
thought do not appear as reflections of coloured glass: 


the pictures Danted Dy a 1antern do not speak, nor do they g1Ve antsWwers 
to question on matters Of conscienCe. 


The king of Prussia, to whomm the house Delonged, Was well acguainted 
wrth all the apparatus and was not therefore duped Dy jugglery, as the 
author of the secret correspondence Dretends. 


The natural means paved the way for the prodigy Dut did not Derform 
the latter: 

自然 な 手段 は 、 和 驚異 現象 へ の 道 を 舗装 する が 、 驚 異 現象 自体 は 動作 させ な い 。 
and the thmgs which occurred were of a kimd to surprise and dnsturb 
the most inmveterate SCeDtlC. 

最も 頑 迷 な 懐疑 者 を 息 か せ 惑 乱 さ せる 事 が 起き た の で ある 。 

Schroepfer moreoVer made use ofno mag1c lantern and no ve, 

さら に 、Schroepfer は 、 幻 灯 機 も ヴェ ー ル も 利用 し な か っ た 。 

Dut 

だ / だ し 、 

those who came to him drank a kimd of punch which he preparedi: 
Schroepfer は 、 来 た 人 た ち に 、 用 意 し た 一 種 の パン チ を 飲ま せ た 。 

the forms which then appeared Dy his mediation were ke those of the 
American Home, 

Schroepfer が 霊媒 で あら わし た 霊 的 な も の は 、 ア メリ カ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム が 霊媒 
で あら わし た 霊 的 な も の と 、 似 て いる 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

partially materialised!, 

Schroepfer と アメ リカ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム が 霊媒 で あら わし た 霊 的 な も の は 、 不 完 
全 に 物質 化し て いた 。 

and they caused a cur1ous sensatlon in Dersons who sought to touch 
them. The experience was analogous to an electric disturDance, makimg 
the flesh creep, 

Schroepfer と アメ リカ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム が 霊媒 で あら わし た 霊 的 な も の は 、 触 れ 
よう と し た 人 に 、 肌 が ゾッと する 、 電 気 の 混乱 に 似 た 、 不 思 議 な 感じ を 引き 起こ し た 。 
and there would have Deen no such sensation せ people had moistened 
their hands Defore touching the apparition. 

し か し 、 出 現し た 霊 的 な も の に 触れ よう と する 前 に 手 を 濡 ( ぬ ) ら す と 、 肌 が ゾッと する 、 
電気 の 混乱 に 似 た 、 不 思 議 な 感じ は 起き な か っ た 。 

Schroepfer acted in good faith, 

Schroepfer は 、 誠 実に 霊媒 を 行っ て いた 。 


as does also the American Home: 

アメ リカ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム が 誠実 に 霊媒 を 行っ て いた 様 に 。 

he Delieved in the reality ofthe spirits eVvoked Dy hm, 

Schroepfer は 、 呼 び 出し た 霊 的 な も の が 実際 の 圭 で ある と 誤っ て 思い 込ん で いた 。 
and he killed himself when he begar to douDt it. 

Schroepfer は 、 呼 び 出し た 霊 的 な も の が 実際 の 圭 で ある か 疑い 、 自 殺し て し まっ た 。 


Lavater who also died violently, was utterly giVen OoVer tO eVOcatlons: 
中 略 


he had two spirits at hls cormmand 


and belonged to a circle which cultivated catalepsy Dy the help ofa 
harmonca. 


Amagical chain was formedi 


a SDecies OfimDecile served as the spirit's interpreter and wrote under 
his control. 


This spirit gaVve Out that he was a jewish KaDalist who died Defore the 
birth of jesus Christ, 


and the thmgs which the medium recorded under his imfluence were 
worthy of Cahagnet's sommnarmDulists. 


There was, for exarmple, a reVelation on sufferings in the jife Deyondl 


the cormmunicatmg spirit statimg that the soul of the emperor Francis 
Was Compelled to calculate the numDber and exact condition of all the 
snal-shells which may exist and have existed in the whole umiverse. 


He made kmown also that the true names of the three Magi were not, as 
traditlon tells us, Gaspar Melchior and Balthazar Dut on the contrary 
Vrasapharmion, Melchisedek and Baleathrasarom: 


it is hke reading the names written Dy our modern DroCeSS Of taDle- 
turnmg. 


The spirit also testified that he was himself doimg penance for having 
threatened his father with the magical sword 


andthat he felt disposed to make his friends a present of his portrat. 
Paper Daints and Drushes were placed at his reduest Dehind a screen: 
he was then seen to design on the screen the outlime of a small handi 

a slight friction was audiDle on the Daper: 

when it ceased eVeryone Dressed forward and found rudely painted the 
ikeness of an old Rabbi Vested in Dlack, with a white ruffle over the 
shoulders and a Dlack skull-cap, a costume altogether eccentric for a 


personage who was anterior to jesus Christ. 


The pamtimg, for the rest, was smudged and 則 -drawr, resemDbHmg the 
Work of a child amusing himself Dy dauDing with eyes shut. 


The written imstructions of the medium under the inspiration of 
Gablidone vie in their oDscurity wth the characteristics of German 
metaphyslc1ans. 


"The attriDute of majesty must not De conferred Hightly" says this 
authority, 


for majesty 1S a derivation from Mage, 
seeng that 

the Magi were pontiffs and kimgs: 

they were therefore the primeval majesties. 


It is against the majesty of God that we offend when We sin mortally: we 
wound Him as Father castimg death into the sources of Hfe. 


The fountain of the Father is light and life: 
that of the Son is blood and water: 


while the splendour of the Holy Spirit is fire and gold. 


We sin against the Father Dy falsehoodl against the Son by hatred and 
against the Holy Spirit Dy deDauchery, which is the work of death and 
destructlon. 


The good Lavater recelved these cormmunications HKe oracles 
and when he asked for some further illuminations, 
Gablhdone proceeded as folloWs: 


The great revealer of mysteries shall come, and he wil De born in the 
next century. 


The relhigion of the patriarchs wl then be known on earth: 
it wl explain to mankind the triad of Agion, Helion, Tetragrammaton: 


and the Saviour whose Dody 1s girt with a triangle shall De shewn on the 
fourth step of the altar: 


the apex of the triangle will De red and the device of mystery thereon 
wll De: Venite ad patres osphal. 


One of the auditors demanded the meaning of the ast word!, 


and the medium wrote as follows wrthout other explanations: Alphos, 
Mi: Aphon, Ehphismatis. 


Certan interpreters haVe concluded that the magus whose adVent Was 
anmounced in the course of the nineteenth century would De named 
Maphon and would De the son of Elhiphisma, 


Dut this readnmg may De somewhat sDeculat1ve. 


There 1s nothing more dangerous than mystic1sm, 


神秘 主義 は 、 最 も 危険 な 物 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the mamna which it Degets Daffles every combination of human wisdom. 
神秘 主義 が も た ら す 熱狂 は 、 人 の 知 の 全て の 組み 合わ せ を 妨げ る 。 

It is ever the fools who upset the world 

社会 を 転 響 さ せる 者 は 、 常 に 、 狂 人 で ある 。 

and that which great statesmen never foresee is the desperate work ofa 
ImanlaC. 

偉大 な 政治 家 が 予見 で き な い 物 は 、 狂 人 の 自暴自棄 の 行為 で ある 。 

The architect of the temple of Diana at Ephesus prormsed hmself 
eternal glory, Dut he counted without ErostratUus. 

エフ ェ ソ ス の 月 の 女神 ディ アナ の 神殿 の 建設 者 は 、 永 遠 の 栄 光 を 期待 し た が 、 へ ロ 
スト ラ ト ス の 様 な 記録 に 残る た め の 放 火 者 を 考慮 に 入れ な か っ た 。 

The Girondins did not foresee Marat. 

ジロ ンド 派 は 、 マ ラー を 予見 で き な か っ た 。 

What is needed to alter the eduilibrium of the world? 

世界 の つり 合い を 変え る の に 必要 な も の は 何 か ? 

asked Pascal, on the suDject of Cromwe]l. 

パス カル は 、 ク ロム ウェ ル に 関連 し て 、「 世 界 の つり 合い を 変え る の に 必要 な も の は 
何 か ?」 と 間 わ れ た 。 

The answer 1S, a SDeck of gravel formed Dy chance in the entrails ofa 
man. 

パス カル は 、「 世 界 の つり 合い を 変え る の に 必要 な も の は 、 独 り の 人 の 内 臓 に 運 任 
せ に 形成 され た 砂粒 で ある 。」 と 答え た 。 

SO do the great eVents come aDout through causes which in themselVes 
are nothimg. 

虹 細 な 原因 に よっ て 、 大 き な 出 来 事 が 起こ る 。 

When any temple of civilisation crashes dowr it is always the work ofa 
bhmd man, jke Samson, who shakes the pillars thereof. 

文明 と いう 神殿 が 崩壊 する の は 、 常 に 、 神 殿 の 柱 を 揺 さ ぶ っ た サム ソン の 様 な 、 独 り 
の 盲目 な 人 の 行為 の せい で ある 。 


Some wretched preacher belonging to the dregs of the DeoDle, is 
suffering from insommnia and Delieves himself elected to deliver the 
world from anti-Christ. 

中 略 

Accordinmgly he staDs Henry IV and reveals to France in its consternation 
the name of Ravaillac. 


The German thaumaturgists regarded Napoleon as the ApolIyon 
mentioned in the Apocalypse 


and one of their neophytes, named StaDs, came forward to kill the 
milhitary Atlas, who at the giVen moment was carTying on his shoulders 
a World snatched from the chaos of anarchy. 


But 


that magnetic imfluence which the Emperor called his star was mmore 
potent than the fanatical impulse of the German occult circles. 


StaDs could not or dared not strike: 
Napoleon himself questioned him: 
he adrmired his resolution and courage: 


but, as he understood his own greatness, he would not detract from the 
new Scevola Dy forgiving him: 


he shewed his estimation indeed by takimg him seriously and allowing 
him to De shot. 


Carl Sand, who killed Kotzebue, was also an unfortunate derelict child 
of mysticism, misled Dy the secret societies, in which vengeance Was 
SWOTTL UDO1 daggeTs. 


KotzeDue may have deserVed cudgelhmng, Dut the weapon of Sand 
relmstated amd made him a martyr 


It is indeed grand to Derish as the enemy and Victmm of those who wreak 
Vengeantce Dy means of amDuscades and assassimations. 


The secret secieties of Germany Dractised rites which were less or more 
comparaDble to those of Magic. 


In the Drotherhood of Mopses, for example, the mysteries of the 
SabDbath and the secret reception of Templars were renewed in 
mitgated and ahmost humorous forms. 


The Baphometic Goat was replaced Dy a dog, 


as if HermanuDis were suDstituted for Pan, 
Or science for Nature 一 - 
the ]atter Deing an equnlvalent change, 


S1TCe 


Nature is kmownr solely Dy the intermediation of science. 
知 の 仲介 に よっ て の み 、 自 然 を 知る 事 が で きる 。 


The two sexes were admitted Dy the MoDses, 
中 略 


as was the case at the SabDath: 
the reception Was acCCOompaned Dy Darkings and grirmaces, 


and, as among the Templars, the Neophyte was invited to take his 
choice Detween kissing the DacK parts of the devil, the Grand Master or 
the MoDpse, 


which was a small image of card-Doard, Covered with silkK, and 
representimg a dog, called Mop in German. 


The salutation in question was the conditon of reception and recalls 
that which was offered to the Goat of Mendes in the initations of the 
SabDath. 


The Mopses took no pledges other than on their word of honour which 
is the most sacred of all oaths for self-respectimg Deople. 


Ther meetmgs Were Occasions for dancing and festivity 一 - agan 1ike 
those of the SabDbath 一 except that the 1adies were clothed, and did not 
hang live cats from ther girdles or eat Hittle children: 


1t was altogether a civilised SabDath. 


Magic had its epic in Germany and the SabDath its great poet: the epic 
was the colossal drama of Faust 一 

ドイ ツ に は 、 魔 術 の 叙事詩 「 フ ァ ウ スト 」 と いう 巨人 的 な 劇 文学 と 、 サ バト の 大 いな る 
詩人 ゲー テ が いた 。 

that completed Babel of human genius. 

「 フ ァ ウ スト 」 は 、 人 の 知 と いう 完成 され た バベル の 塔 で ある 。 

Goethe was initated into all mysteries of magical philosophy: 

ゲー テ は 、 魔 術 の 哲学 の 全て の 神秘 に 入門 し て いた 。 

In his youth he had even practlsed the ceremonial Dart. 

若い 時 に 、 ゲ ー テ は 、 魔 術 の 儀式 を 実践 さえ し た 。 

The result of his darimg experiments was to Droduce in him, for the tme 
being, a profounmd disgust with hfe and a strong inchmation towards 
death. 

魔術 の 儀式 の 実践 と いう 大 胆 な 試み の 結果 は 、 一 時 は 、 生 へ の 深い 嫌悪 と 、 死 へ 向 
か う 強 い 傾 向 を ゲー テ に も た らし た 。 

As a fact, 

事実 、 

he accormplhshed his suicide, not Dy a Hteral act Dut in a Dooki: he 
Composed the romance of Werther 

ゲー テ は 、「 若 き ウ ェ ル テル の 悩み 」 と いう 恋愛 物語 を 書い て 、 本 の 中 で 自殺 し た 。 
the fatal work which preaches death and has had so many Droselytes: 
「 若 き ウ ェ ル テル の 悩み 」 は 、 死 を 説く 危険 な 作品 で あり 、 非 常に 多数 の 心酔 者 が い 
7 だ 。 

then, 

それ か ら 、 

Vlctor10uS OVer Ohscouragemernt and disgust, amd having entered the 
serene realms of peace and truth, he wrote Faust. 

ゲー テ は 、 和 失望 と 生 へ の 嫌悪 に 勝利 し て 、 平 和 と 真理 の 静か な 領域 に 入っ て 、「 フ ァ 
ウス ト 」 を 書い た 。 

It is a magruficent commentary on One Of the most Deautiful episodes in 
the Gospel 一 the paraDle of the prodigal son. 

「 フ ァ ウ スト 」 は 、 ル カ に よる 福音 15 章 11 節 か ら 32 節 の 放 湯 息子 の 例え 話 と いう 
美しい 逸話 の 1 つ に 対す る 、 大 いな る 注釈 で ある 。 

It is imitiation imto sin Dy rebelhous science, into sufferimg Dy sn, into 
exDlation and harmoruous sclence Dy sufferimg. 

「 フ ァ ウ スト 」 は 、 反 抗 的 な 知 を 経て 罪 へ 、 罪 を 経て 労 苦 へ 、 労 苦 を 経て 罪 の つぐ で ない 
と 調和 的 な 知 へ 入門 する 話 で ある 。 

Human gemus, reDresented Dy Faust, 


ファ ウス ト は 、 人 の 知 の 代表 で ある 。 

employs as 1ts lackey the spirit of ev 

人 の 知 フ ァ ウ スト は 、 従 者 と し て 、 悪 の 霊 メ フィ スト フェ レス を 利用 する 。 

who aspires to Decome master: 

悪 の 幸 メ フィ スト フェ レス は 、 人 の 主 に 成る 事 を 望ん で いる 。 

1t exhausts qulckIy all the delight that is attriDuted Dy imaginaton to 
unlawful 1oVe: 

人 の 知 フ ァ ウ スト は 、 想 像 に よる 不法 の 性 欲 の 全て の 快楽 を あき さら め 尽く す 。 

it goes through orgies of folly: 

人 の 知 フ ァ ウ スト は 、 愚 か な 酒 有 乾 を 通り 抜け る 。 

then, drawn by the charm of sovereign Deauty, 1t rises frorm the abyss of 
disillusion to the heights of aDstraction and imperishable Deauty. 

人 の 知 フ ァ ウ スト は 、 無 上 の 美 の 魅力 に 引き 寄せ られ て 、 幻 滅 の 深淵 か ら 、 概 念 の 高 
み へ 、 不 滅 の 美 の 高み へ 昇る 。 


There Mephistopheles is at his ease no longer: 
中 略 

the implacaDle laughter turns sadi: 

Voltaire g1Ves place to Chateaubriand. 


In proportion as the light manifests, the angel of Darkness writhes and 
toSSes: 


he is Dound Dy celesttal angels: 
he admires them aganst his wl: 
he loves, WeeDs amd 1S Conduered. 


In the first part of the drama, We see Faust separated Dy Violence from 
Margaret 


the heavenly Voices cry that she is saved!, 
ever as she is Demg led to executon. 
But can that Faust De 1ost who is always 1oved Dy Margaret? 


Is not his heart already espDoused to heaVen? 


The great work ofredempton in virtue of solidarity moves on to its 
fulfilment. 


How should the victim ever De consoled for her sufferings, did she not 
COnVert her executloner? 


Is not forgiVeness the reVenge of the children of heaven? 


The love which has first reached the empyrean draws science after it Dy 
SymDathy: 


Christamity upr1ses In 1ts adrmraDle synthes1s. 
The new Eve has washed the mark from the forehead of Cain with the 
blood of Abel, and she weeps wrth joy over her two children, who hold 


her in their joimt emDrace. 


To make room for the extension of heaver, hell 一 - which has become 
uSeless 一 - CeaSeS. 


The problem of evil has found its defimitiVe solution, 


and good 一 - alone necessary and alone triumphant 一 shall reign 
henceforth eternally. 


Hereof is the glorious dream of the greatest of all Doets, 

but the philosopher Dy misfortune, forgets the 1aws of eduihDrium: 
he would swallow up Hght in a shadowless splendour 

and motion in an aDsolute reDose, 


which would sigmify cessaton of Hfe. 


SO long as there iS Visible light, there wl be shadow in proporton 
therewrith. 
目 に 見 える 光 が 存 在 す る 限り 、 つ り 合う 影 が 存在 する で あろ う 。 


Repose wl never De happinesS, unless eduihbrated Dy an analogous 
and contrary moVvement. 

休止 は 、 類 似 の 正反対 の 運動 が つり 合わ せな いと 、 幸 せ に は 成ら な い 。 

So long as there shall De free Denediction, Dlasphemy will remam 
DOSs1Dle: 

自由 な 祝福 が 存在 する 限り 、 神 へ の 冒 は 可能 で あろ う 。 

so long as heaVven remains, a hell there wl also De. 

天国 が 存在 する 限り 、 地 獄 は 存在 する で あろ う 。 

It is the umchangeable law of Nature and the eternal wl of that justice 
つり 合い は 、 自 然 の 不変 の 法 で あり 、 正 義 の 永遠 の 意思 で ある 。 

whose other name is God!. 

正義 の 別名 は 、 神 で ある 。 


CHAPTER VII 
魔術 の 歴史 第 6 巻 7 章 
EMPIRE AND RESTORATION 
「 フ ラン ス 第 一 帝政 」 と 「 フ ラン ス 復 古 王 政 」 
Napoleon filled the world with wonders, 
ナポレオン は 、 世界 を 不思議 議 で 満た し た 。 
andin that world was himself the greatest wonder of all. 
ナポレオン 自体 が 、 世 界 で 最大 の 不思議 で あっ た 。 
The Empress ]osephime, his wife, Curious amd credtulous as a CreOle, 
passed from enchantments to enchantments. 
ナポレオン の 妻 、 皇 后 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ は 、 ク レオ ー ル 人 で ある た め 、 好 奇 心 吐 盛 で あり 
信じ 易かっ た の で 、 占 いな ど に 誘惑 され た 。 
A glory of this kind had, as we are told, Deen promised her Dy an old 
giDSy WOmam, 
少女 時 代 に ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 放浪 の 民 ロ マ の 老女 の 占い 師 に 「 女 王 以上 の 存在 に 
成る 。」 と 皇后 に 成る 栄光 を 予言 され た 、 と 言わ れ て いる 。 
and the folk of the countryside stll Delieve that she was herself the 
EmDerTOr'S gO0d geT1us. 
ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 皇帝 ナポレオン の 勝利 の 女神 、 幸 運 の 女神 で あっ た 、 と 田舎 の 大 衆 
は 未だ に 信じ て いる 。 
As a fact, 
事実 、 
she was a SWeet and modest counsellor 
ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 優し く 謙 虚 な 助言 者 で あっ た 。 
who would haVe saVed him from many perils, had he always Hstened to 
her Warmlmgs, 
仮に に ナポレオン が ジョ ゼ フ ィ ー ヌ の 忠告 に 常に 耳 を 傾け て いれ ば 、 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ は 
多数 の 危険 か ら ナ ポレ オン を 救っ た で あろ う 。 
Dut 
し か し 、 
還 was impelled forward Dy fatality, or rather Dy providenCce, 

運命 が 、 と いう より は 、 神 意 が 、 ナ ポレ オン を 進ま せ た 。 
時 that which was to Defall him had Deen decreed Deforehand. 
ナポレオン の 身 に 起こ る 事 は 、 事 前 に 決ま っ て いた 。 
In a prophecy attriDuted to St Cesaire Dut signed jean de VatiguerT0, 
and found in the Liber Mirabilis, a collecton of predictions primted in 
1524, there are the following astonishing sentenceSs. 
下記 は 、1524 年 に 印刷 され た 、 編 者 不明 の フラ ンス の 予言 集 「 ミ ラビ リス リ ベ ル 
( 向 異 の 書 )」 に ある 、St Cesaire の 予言 と され て いる が 、jean de Vatiguerro の 署 
名 が ある 予言 で ある 。 


「 


The churches shall De defiled and profaned!, 

教会 は 、 冒 済 さ れる で あろ う 。 

and the publhc worship suspended. 

大 衆 の 信心 は 、 止 む で あろ う 。 

The eagle shall take flight oVer the World and OoVercomme many nations. 
ワシ は 、 世 界 中 を 飛ん で 、 多 数 の 国々 を 圧倒 する で あろ う 。 

The greatest prince and most august sovereign In all the West shall De 
put to rout after a suDpernatural defeat. 

西 で 最大 の 王 、 最 高 の 王 は 、 超 自然 的 な 敗北 の 後に 、 敗 走 す る で あろ う 。 

Amost noDle primce shall De sent into captivty Dy hs enermies and shall 
mourr in thinking of those who Were devoted to hm. 

最も 貴 い 王 は 、 敵 に 監禁 され て 、 自 分 に 上 忠実 な 人 々 の 事 を 思っ て 悲し む で あろ う 。 
Before peace is restored to France, the same events shall De repeated 
agaln and agaim. 

フラ ンス に 平和 が 戻る 前 に 、 同 様 の 出来 事 が 何 度 も くり 返さ れる で あろ う 。 

The eagle shall be crowned with a triple diadem, 

ワシ は 、 三 重 の 王冠 を か ぶる で あろ う 。 

shall return Victor1ous to his eyrie 

ワシ は 、 勝 利 し て 巣 に 戻る で あろ う 。 

and shall leave it om]y to ascend into heaven. 

ワシ は 、 巣 を 離れ る と 、 昇 天 す る し か な いで あろ う 。 

」 

After predictimg the spoliation of churches and the murder of Driests, 
Nostradamus foretells the Dirth of an emperor in the vicirity of Italy 
ノストラダムス は 、 教 会 へ の 略奪 と 聖職 者 の 殺害 を 予言 し た 後に に イタ リア の 近く で 
の 皇帝 (ナポレオン ) の 誕生 を 予言 し て いる 。 

and says that his reign will cost France a great OutDouring of Dlood!, 
ノストラダムス は 、 イ タリ ア の 近く で 生ま れ た 皇帝 (ナポレオン ) に よる 統治 が フラ ンス 
に 大 いな る 流血 を させ る 、 と 予言 し て いる 。 

while those who Delong to him wll Detray him and charge him wrth the 
spllhmg of Dlood. 

ノストラダムス は 、 イ タリ ア の 近く で 生ま れ た 皇帝 (ナポレオン ) が 味方 に 裏切ら れ て フ 
ラン ス に 流血 を させ た 罪 で 告発 され る 、 と 予言 し て いる 。 

An Emperor shall De Dorn near Italy 

皇帝 (ナポレオン ) が イタ リア の 近く で 生ま れる で あろ う 。 

Who shall cost dear to the Empire: 

皇帝 (ナポレオン ) は 帝国 に 高い 犠牲 を 払わ せる で あろ う 。 

They shall say With what people he keepeth company! 

大 衆 は 『 誰 と 共に 、 皇 帝 ( ナ ポレ オン ) は 国 を 守る の か !?』 と 話す で あろ う 。 

He shall De found less a primce than a Dutcher 


皇帝 (ナポレオン ) は 、 星 帝 よ り も 、 虐 殺 者 と し て 見 られ る で あろ う 。 

From a simple soldier he shall come to have the supreme commmandl 
皇帝 (ナポレオン ) は 、 一 兵卒 か ら 、 最 高 指揮 官 に 成る で あろ う 。 

From a short gown he shall come to the long one: 

皇帝 (ナポレオン ) は 、 短 衣 か ら 長 衣 に 成る で あろ う 。 

Valiant in arms, no Worse man in the Church, He shall vex the Driests, as 
water doth a sDonge. 

皇帝 (ナポレオン ) は 、 武 装 し て 勇敢 で あり 、 教 会 に に っ て 悪い 人 で は な く 、 水 が 海 費 
(スポ ンジ ) に 浸透 する 様 に 、 聖 職 者 を 騒が せる で あろ う 。 


」 

This is to say that 

言い 換え る と 、 

at the momernt when the church experiences the greatest calamntles, he 
will overwhelm the priests with Denefits. 

教会 が 大 いな る 惨事 を 経験 し た 時 に 、 旦 帝 ( ナ ポレ オン ) は 、 利 益 を 与え て 聖職 者 を 
圧倒 する で あろ う 。 

In a collection of prophecies published in 1820, and of which We DosseSss 
a CODy, the followinmg phrase occurs after a Drediction Concerming 
Napoleon 1: And the nephew wl accomplish that which the uncle 
failed to do." 

エリ ファ ス レヴ ィ が 写本 を 所 有 し て いる 1820 年 に 印刷 され た 「 ノ スト ラダ ム ス の 予 
言 」 で は 、 皇 帝 ナ ポレ オン 1 世 の 予言 の 後に 、「 失 ( お い ) は 、 叔 父 が 失敗 し た 事 を 成 
就 する で あろ う 。」 と 記さ れ て いる 。 

The celebrated Mile. Lenormand had in her HDrary a Volume in Doards 
wrth a Darchment Dack, contaiming the Treatise of Olivarius on 
Prophecies, followed by ten manuscript Dages, In which the reign of 
Napoleon and his downfall were announced formally. 

有名 な 女 占 い 師 ル ノ ル マン は 、「 オ リヴ ァ リ ウス の 予言 」 の 論文 と 、 ナ ポレ オン の 統治 
と 失墜 を 予言 し た 10 枚 の 手書き の 文書 を 含む 、 厚 紙 を 羊皮紙 で 閉じ た 本 を 所 有 し 
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The seeress imparted the contents of this work to the Empress 
]osephime. 

女 占 い 師 ル ノ ル マン は 、 ナ ポレ オン の 予言 の 内 容 を 、 皇 后 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ に 知ら せ て 
いた 。 

Having mentioned Mile. Lenormand, a few further words may De added 
aDout this simgular womar: 

ル ノ ル マン に 言及 し た の で 、 ル ノル マン と いう 変わ っ た 女性 に つい て 、 い くつ か 話す 。 
she was stout and extremely plaim, emphatic in talK, ludicrous In style, 
but a waking sommnarmDulist of comsDicuous ucidity, 

ル ノ ル マン は 、 ぶ ふく よ か な 人 並み の 美 し さ の 女性 で あり 、 話 し ぶり は 強く 、 表 現 は 滑 
稽 で ある が 、 覚 醒 し た 催眠 状態 に より 良く 見 える 洞察 力 を 持っ て いた 。 


She was the fashionaDle seeress under the First Empire and the 
RestoratiOn. 

ル ノ ル マン は 、「 フ ラン ス 第 一 帝政 」 と 「 フ ラン ス 復 古 王 政 」 の 時 に 人 気 の 女 占 い 師 
で あめ っ つた 。 

There 1s nothimng more wearisome than are her WritingSs, 

ル ノ ル マン の 本 は 読み 解く の に 最も 疲れ て 、 う ん ざり する 。 

but as a teller of fortunes Dy cards she Was most successful. 

ル ノ ル マン は 、 タ ロッ ト カー ド 占 い 師 と し て 、 最 も 成功 し た 。 

Cartomancy, as restored In France Dy Ettellla, 

フラ ンス で は 、 エ ッ テ ィ ラ ま た は アリ エッ ト が 、 タ ロッ ト カー ド 占 い を 復活 させ た 。 

is jiterally the questioming of fate Dy signs agreed on Deforehand. 

文字 通り 、 タ ロッ ト カー ド 占い は 、 あ ら か じ め 決 め ら れ て いる タロ ッ ト カー ド の 象徴 群 
に よっ て 、 運 命 を た ず ね る 。 

These in comDbination wrth numbers suggest Oracles to the medium, 
who is Diologised Dy starimg at them. 

タロ ッ ト カー ド の 象 微 群 は 、 数 と の 組み 合わ せ に よっ て 、 タ ロッ ト カー ド を 凝 視 し て い 
る 霊媒 者 に 神託 を 暗示 する 。 

The signs are drawn Dy chance, after having shuffled them slowIy: 
タロ ッ ト カー ド と いう 象徴 群 は 、 ゆ っ くり と 混ぜ られ た 後 な の で 、 運 任せ に 引か れる 。 
they are arranged accordimg to KaDalistc numDers, and they respond 
inVariaDly to the thoughts of those who question themm, seriously and in 
g00d faith, 

カバ ラ の 数 に 従っ て タロ ッ ト カー ド を 並べ る と 、 タ ロッ ト カー ド に 真剣 に 誠実 に 質問 
し て いる 人 々 の 思考 に 、 タ ロッ ト カー ド は 常に 答え る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

all of us carry a World of presentiments withinm us 

全て の 人 は 予感 の 世界 を 心 の 中 に 持っ て いる 。 

which any pretext wl formulate. 

全て の 人 が 心 の 中 に 持っ て いる 予感 は 、 何 か の 口実 に よっ て 、 表 れる 。 
SuSCceDttble and sensitiVe natures recelve from us a magnetic shock 
感受 性 の 高い 過敏 な 神経 質 な 人 々 は 、 磁 気 的 な 衝撃 を 他人 か ら 受 け 取る 。 

which conVeys to them the impression of our nerVous state. 

他人 か ら の 磁気 的 な 衝撃 は 、 他 人 の 神経 の 状態 に よる 印象 を 、 感 受 性 の 高い 過敏 
な 神経 質 な 人 々 に 伝え る 。 

The medium can then read our fears and hopes in ripples of water 
formms of clouds, counters cast haphazard on the ground, in the marks 
made on aplate Dy the grouts of coffee, in the lottery of a card-garme, Or 
In the Tarot symDols. 

水 の 波紋 、 雲 の 形 、 地 面 に 乱雑 に 投げ られ た 金属 片 や 木 訂 や コイ ン 、 コ ー ヒ ー の 残 
洋 が 皿 の 上 に 作る 模様 、 ト ラン プ の くじ 引き 、 タ ロッ ト カー ド の 象徴 群 に よっ て 、 感 受 
性 の 高い 過敏 な 神経 質 な 霊媒 者 は 、 他 人 の 恐怖 や 希望 を 読み 取る 事 が で きる 。 


As an erudite KaDbalistic Dook, all combinations of which reveal the 
harmonies Dre-ex1stimg Detweenr signs, letters amd nurmDers, 

学 の 有る カバ ラ の 本 と し て 、 タ ロッ ト の 全て の 組み 合わ せ は 、 象 徴 、 文 字 、 数 の 間 に 
元々 存在 する 調和 を 明か す 。 

the practical Value of the Tarot is truly and aDoVe all marvellous. 

タロ ッ ト の 実践 的 な 価値 は 、 本 当 に 、 何 も の より も 、 和 驚異 的 で ある 。 

But 

し か し 、 

We cannot with impunity, Dy such means, extort from ourselves the 
secrets of Our intimate cormmurucation with the universal light. 

人 は 、 占 い に よ っ て 、 普 遍 の 光 と の 密接 な 交流 に よる 秘密 を 、 自 身 か ら 強 引 に 引き 
出せ ば 、 当 然 、 罰 を 受け る 。 

The questiomimg of cards amd Tarots is a Hteral eVocation, which cannot 
be performed apart from danger and crime. 

トラ ンプ 占い や タロ ッ ト カー ド 占 い は 、 危 険 と 罪 を 伴っ て 動作 する 、 真 の 降 霊 術 で あ 
る 。 

By evocations We compel our astral Dody to appear Defore us: 

降 圭 術 で は 、 人 は 、 自 分 の 星 の 体 が 、 自 身 の 前 に 表れ る 様 に 強制 する 。 

in divination we force it to speaKk. 

占い で は 、 人 は 、 自 分 の 星 の 体 が 、 自 身 の 前 に 表れ て 、 話 す 様 に 強制 する 。 

We provide a Dody for our chimaeras Dy so doing, 

降 圭 術 と 占い で は 、 人 は 、 自 分 の 想像 力 に 、 星 の 体 と いう 体 を 与え る 。 

and we make a proximate reality of that future which wil actually 
Decome ours when it is called up Dy power of the word and is emDbraced 
by faith. 

降 霊 術 と 占い に よっ て 、 人 は 、 言 葉 の つ 力 が 呼び 出す と 実現 する 、 信 心 が 選 び 取 る と 
実現 する 、 未 来 の 実現 を 近づけ る 。 

To acquire the habit of divination and of magnetic consultations is to 
make a compact with Vertg0, 

占い の 習慣 や 、 磁 気 の 催眠 状態 に よる 助言 の 習慣 を 身 に つけ て し まう 事 は 、 め まい 
と 契約 する 事 に 成っ て し まう 。 

and we haVe establhished already that 

そし て 、 す で に 確証 し た 様 に 、 

Vertig0 is hell. 

めまい と は 地獄 で ある 。 


Mile. Lenormand was infatuated with herself and with her art: 
中 略 
she thought that the world could not go on without her 


and that she was necessary to the equilibrium of EuroDe. 
At the Congress of AiX-la-Chapelle, 

the seeress made her appearance with all her DroDertes, 
did Dusiness at all the customs, 


and pestered all the authorites, so that they were compelled in a sense 
to Concern themselves wrth her: 


she was truly the f1y on the wheel 
and what a fy! 


On her return she puDlished her impressions with a frontisDiece 
reDpresentimg herself surrounded Dy all the powers, who consulted her 
and tremDled in her presence. 


The great events which had just come to Dass In the world turned all 
minds towards mysticlsTm: 

世界 に 起き た 大 き な 出 来 事 群 が 、 全 て の 人 心 を 、 神 秘 主義 に 向かわ せ て し まっ た 。 
a religious reaction Degan 

宗教 的 な 反作用 が 始ま っ た の で ある 。 

and the royaltes constitutmg the Holy Alliiance felt the need of 
attaching their united sceptres to the crOSS. 

「 神 聖 同盟 」 の 権力 者 た ち は 、 統 一 し た 王 多 を 、 十 字 架 と 結び つけ る 必要 性 を 感じ 
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The Emperor Alexander in Dartcular Delieved that the hour Was come 
for Holy Russia to conVert the world to umiversal orthodoxy. 

中 略 

The intriguinmg and turbulent sect of the Saviours of Louis XVII sought to 
pro1it Dy this tendency for the foundation of a new priesthoodl 


and it succeeded in introducinmg one of its seeresses to the notice of the 
Russian Ermperor 


Madame Bouche was the name of this new Catherine Th6eot, 

Dut she was called Sister Salome Dy the sect. 

She spent eighteen months at the Imperial Court 

and had many secret conferences with Alexander 

but he had more of pious imagination than true enthusiasrm: 

he delhighted in the marvellous and pretended that it amused him. 


It came abDout that his confidants in this class of interests presented him 
wrth another propheteSss, 


and Sister Salome was forgotten. 

Her Successor was Madame de Krudener 

an armiable coquette full of piety amd Virtue, 

who created Dut was not herself Valerie. 

It was, howeVer her ambition to pass as the heroine of her own DooK, 


and when one of her intimate friends pressed her to identify the hero, 
she mentioned an eminent personality of that period. 


"Ahthen," said her friend, "the catastrophe of your Dookis notin 
Conformity with the facts, for the gentleman in question is not dead." 


But Madame de Krudener repled, "Oh, my dear he is Ittle Detter than 
dead," 


and the retort was her fortune. 


The influence of Madame de Krudener or the somewhat weak mind of 
Alexander was strong enough to concern his adVisers: 


he was often shut up with her in prayer 


but in the end she was 1ost Dy excess of zeal. 

One day the Emperor was takimg leave of her when she threw herself 
before him, conjuring him not to go out and explaimimg how God had 
made kmownr to her that he was in great danger that there was a Dlot 
agalnst his life, and that an assassin Was concealed in the palace. 

The Emperor was alarmed and summoned the guards: 

a search followed!, 


and some poor wretch was ultimately discovered with a dagger 


In confusion he fimished Dy confessing that he had been introduced Dy 
Madamme de Krudener herself. 


Was it truGe, 


and had the lady played the part of Latude in the vicimity of Madame de 
Pompadour? 


Was it false, 


and, secreted Dy the Emperor's enemues, was the man's misslon 一 in the 
eVent of the murder failimg 一 to destroy Madame de Krudener? 


Either way the poor Drophetess Was lost, 
for 


the Emperor in his shame at Deimng regarded as a dupe, sent her aDout 
her Dusiness without hearing her 


and she had reason to thmk herself fortunate in escaping so eas11y. 


The Httle church of Louis XVII did not conclude that it was Deaten Dy the 
disgrace Of Madame Bouche, 


while in that of Madame de Krudener it Deheld a Divine pumnshment. 


The prophecies contmued and were reimforced as reduired, Dy 
Imiracles. 


In the reign of Louis XVIII they put forward a peasart of La Beauce, 
named Martr, who declared that he had seen an angel. 


From the description which he gaVe the angel in queston Was in the 
guise of a lackey Delonging to somme good farmy: 


he had a long surtout, cut Very Close at the waist and of a yellow colour: 


he was pale and thm, with a hat which was probaDly adorned with gold 
1ace. 


The strange thmg is that the seer managed to De taken seriously and 
obtamed an interview wrth the king,furnishing one more instance of 
the resources In Dersistemce and Doldness. 


It is sald that the king was astonished Dy revelations concerming his 
Dr1Vvate ]ife, 


im which there is nothing that is impossible or even of an extraordimary 
nature, now that the phenomena of magnetism are Detter authenticated 
and kmown. 


MoreoVver 


Louis XVIII was sufficiently sceptical to De credulous. 


DouDt in the presence of existence and its harmomes, scepticisrmn In the 
face ofthe eternal mathemattcs and immutable 1aws of Hfe, by which 
Divimity is mamifested everywhere 一 this assuredly is the most imDecile 
of superstitions and the least excusaDle, as 1t is the most dangerous, of 
all credulities. 

存在 と 存在 の 調和 を 目の当たり に し な が ら 疑 う 事 、 至 る 所 で 神 を 表し て いる 命 の 永 
遠 の 数 学 と 不変 の 法 を 目の当たり に し な が ら 疑 う 事 は 、 間 違い 無く 最も 愚か な 迷信 
で あり 、 最 も 危険 な の で 最も 許し 難い 軽 信 で ある 。 
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MAGNETIC MYST1ICS AND MATERIALISTS 
條 気 の 催眠 術 の 、 神 秘 主義 者 と 物質 主義 者 


The demial of the fundamental doctrime of catholic religion, formulated 
so magmificently in the poem of Faust, had Dorne its fruits in the world. 


中 略 


Morahty deprived of its( - the fundamental doctrime of catholic relig1on - 
) eternal sanction Decame douDtful and unsettled. 

宗教 の 教え に よる 永遠 の 支持 が 無い 倫理 道徳 は 、 疑 わし い 不 安定 な 物 に 成っ て し 
SE 


A materialistic mystic turned aDout the systemm of SwedenDorg to create 
on earth a paradise of attractions in DroDortion to destimies. 

中 略 

By the word attractions Fourier understood the sensuous Dass1ons, and 
to these he prommised an integral and aDsolute expanslon. 


God, who is the Supreme Reason, marks such condemmned doctrines 
wrth a terrible seal: 


the disciples of Fourier Degan Dy aDsurdity and ended in madnesS. 


They believed seriously that the ocean would De presently transformed 
into an immeasurable Dowl of lemonade: 


they Delieved also in the future creation of anti-Hions and anti-serDeTts, 
Im eDistolary correspondence to De estaDlished Detween the planetSs. 


We forbear speaking of the famous ta thirty-two feet in length, with 
which it is reported that the human species Was to De adorned, Decause 


1t would appear that they had the generosity to set this noton as1de as, 
according to their master a Durely hypothetcal question. 


To such aDsurdites does the denial of eguihDrium lead. 


And at the bottom of all these folhies there is more logic than would De 
thought. 


The same reason which necessitates sufferimg in humaruty renders 
indispensable the Ditterness of sea-water: 

苦痛 を 人 に 必然 と する 論理 が 、 苦 み を 海水 に 必然 と する 。 

grant the integral exDpansion of instimcts, and yOu Canl no 1onger adrmt 
the existence of wild Deasts: 

先天 的 な 物 で ある 肉欲 の 全開 を 認め た ら 、 野 獣 の 存在 を 認め られ 無く て 成る で あろ う 。 
endow man wrth the capacity of satisfying his appettes as the summ of all 
morality, and he wl stll have something to emVy in ourang-OutangS 
and monkeys. 

全て の 倫理 道徳 の 代わ り と し て 、 肉 欲 を 満足 させ る 能力 を 人 に 与え た ら 、 人 は オラ ン 
ウー タン と いっ た 猿 を 競 望 する で あろ う 。 

To deny hell is also to deny heaver, 

地獄 を 否定 する 事 は 、 天 国 を 否定 する 事 に 成る 。 

seelmg that, 

な ぜ な ら 、 

acCording to the most exalted interpretation of the Great Hermetic 
DogTma, 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可 能 で ある 。」 と いう 大 いな る ヘル メス の 考え の 最高 
の 解釈 に よる と 、 

hell is the equilibratimg reason of heaVen, 

天国 を つり 合わ せる 論理 が 、 地 獄 を 存在 させ て いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

harmony results from the analogy of contraries. 

正反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 が 、 調 和 を も た ら す 。 

Quod suDerius, S1cut du0d imferius.( = Which aDoVe, ke which below.) 
「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。」 

SuDer1Or1ty DreSUDDOSGeS imferior1ty: 

上 の も の は 、 下 の も の を 前 提 と する 。 

the depth determimes the height, 

深み は 、 高 み を 決定 する 。 


and to fil up the Valleys is to efface mountanns: 

谷間 の 低地 を 埋め る 事 は 、 山 々 を 消す 事 で ある 。 

so also to take away shadows would De to destroy light, 

影 を 稚 う 事 は 、 光 を 奪う 事 に 成る 。 

aS 

な ぜ な ら 、 

this is omly Visible Dy the graduated contrast of darkness amd day: 

光 と 闇 の 段階 的 な 対比 だ けが 、 光 を 目 に 見 える 物 に する 。 

an um1versal oODscur1ity would De produced Dy all-dazzlimg Drilliance. 
完全 に 目 を くら ませ る 輝き は 、 完 全 な 聞 を も た ら す 。 

The very existence Of colours in Hght is due to the presence of shadowi: 
光 の 色 の 存在 は 、 影 の 存在 の お か げ で ある 。 

it is the triple alliance of day and night, 

色 は 、 光 と 闇 の 三重 の 結合 で ある 。 

the luminous Image of dogma, 

色 は 、 教 え の 光 る 象徴 で ある 。 

the light made shadow, as the Saviour is the Word made man. 
救い 主 イ エス は 人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス で ある 、 様 に 、 色 は 影 に 成っ た 光 で ある 。 
All this rests on the same law, which is the first law of creation, the one 
absolute law of Nature, 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。」 は 、 創 造 の 第 一 の 法 、 自 然 の 唯一 絶対 
の 法 に 基づい て いる 。 

being that of the distinction and harmomious Dalancing of OpDDos1ng 
forces In universal edullhibrium. 

創造 の 第 一 の 法 、 自 然 の 唯一 絶対 の 法 は 、 普 遍 の つり 合い に よる 、 正 反対 の 2 つの 
力 の 調和 的 な つり 合い と 区 別 の 法 で ある 。 

That which has revolted Dublic conscience is not the dogma of hell Dut 
ts rash interpretation. 

人 々 の 良心 に 反感 を 抱か せ た 物 は 、 地 獄 を 教え た 事 で は な く 、 地 獄 を 軽率 に 解釈 し 
た 事 で ある 。 

Those DarDbarous dreams of the middle ages, those atrocious and 
oODscene tortures, SCulptured on the porticos of churches, that imfamous 
cauldron for the cooking of human flesh which HiVes for ever so that it 
may for eVer suffer while the elect are rejoiced Dy the smoke 一 all this 
1s aDsurd and impious: Dut none ofit Delongs to the sacred doctrine of 
the Church. 

中 世 の 地獄 へ の 野 答 な 妄想 、 教 会 の 柱 で 支え られ た 屋根 つき の 玄関 に 彫 ら れ た 残 
酷 な 卑 拓 な 地獄 の 責め 苦 、 永 速 に 生き て 苦し む 人 の 肉体 を 煮る 悪名 高い 大 多 、 地 
獄 の 火 の 煙 を 喜ぶ 神 に 選ば れ た 人 々 と いっ た 誤っ た 考え は 愚か で あり 不信 心 で あ 
り 、 キ リス ト 教 会 の 神聖 な 教え の 物 で は な い 。 

The cruelty attributed to God constitutes the most frightful of 
blasphermies, 

残酷 な 行為 の 原因 を 神 の せい に する 事 は 、 最 も 恐れ る べき 神 に 対す る 冒 潮 と 成る 。 


andit is precisely for this reason that 
正確 に は 、 厳 密 に は 、 
ev1l is for ever irremediable while the wil of man rejects the divine 
g000meSS. 
人 の 意思 が 神 の 善意 を 拒絶 する と 、 人 の 悪 を 永遠 に 治せ な く 成 っ て し まう 。 
God indicts the tortures of reproDation on those who are damned only 
as He causes the death ofthe suicide. 
神 は 、 自 殺 の 死 と いう 原因 に 成っ て し まう 代わ り と し て の み 、 地 獄 に 堕ち た 人 を 永 六 
の 責め 苦 で 非難 する 。 
"Work in order to DOSssesS, amnd you wl De happy" 一 so speaks the 
SuDremme justce to man. 一 
無 上 の 正義 で ある 神 は 「 所 有する た め に 労苦 し な さい 。 そ うす れ ば 、 あ な た た ち 人 は 
幸せ に 成る で あろ う 。」 と 人 に 話す 。 
"1 would possess and emjoy wthout laDour" 一 
「 私 は 労苦 し な いで 所 有 し て 楽し みた い 。」。 
"You wl then De a robDber and wil suffer" 一 
「 そ れ で は 、 あ な た は 盗人 (、 搾 取 者 ) に 成っ て し まい 、 い つか 苦し む 事 に 成る 。」。 
"TLwillrebel." 一 
「 私 は 神 や 善 に 反抗 する 。」。 
"You wll De broken and will suffer further" 一 
「 い つか 、 あ な た は 破綻 し て 破滅 し て 余計 に 苦し む 事 に 成る 。」。 
"1 will rebel for ever" 一 
「 私 は 神 や 善 に 永遠 に 反抗 する 。」。 
"Then shall you suffer eternally." 
「 そ れ で は 、 あ な た は 永遠 に 苦し む 事 に 成る 。」。 
Such is the decree ofthe Absolute Reason and the Sovereign justice: 
上 記 が 、 絶 対 の 論理 で あり 無 上 の 正義 で ある 神 に よる 判決 で ある 。 
what can De answered hereto Dy human pride and follV? 
徴 慢 で 患 か な 人 は 神 に 何と 答え る 事 が で きる で あろ うか ? 人 慢 で 患 か な 人 は 神 に 
何 も 答 えら れ な い ! 
Religion has no greater enemy than unDridled mystclsm, 
た が が 外れ た 神秘 主義 は 、 宗 教 の 最大 の 敵 で ある 。 
which mistakes its feVerish Visions for diVvime revelations. 
神秘 主義 者 は 、 熱 竹 に よる 幻覚 を 神聖 な 啓示 と 誤解 する 。 
It is not the theologians who have created the devil's empire, Dut the 
false devotees and sorcererSs. 
書 魔 の 王国 を 創造 し た 人 は 、 神 学者 で は な く 、 偽 の 信者 や 悪人 の 霊 の 魔術 師 で あ 
る 。 
To Delieve a Vision Of the Drain rather than the authority of public 
reaSOT Or Diety has Deen ever the Degimming of heresy in religion and of 
folly in the order of human philosophyi: 
人 々 の 理性 や 信心 の 権威 より も 、 自 分 の 脳 の 幻覚 を 信じ 込む 事 は 、 常 に 、 宗 教 的 な 、 
異端 の 始ま り で あり 、 哲 学 的 な 、 愚 か な 考え の 始ま り で ある 。 


a fool would not De a fool ぜ he Delieved in the reason of others. 
他人 の 理性 を 信じ られ れ ば 、 愚 者 や 狂人 に 成ら な いで あろ う 。 

Visions have neVer Deent wantimg to Diety in reVolt, 

神 や 善 に 反抗 する 狂信 は 、 幻 覚 に 事欠か な い 。 

nor chimeras to reason which excommuruicates and Danishes itself. 
論理 を 破門 し て 国外 追放 し た 思考 者 は 、 妄 想 に 事欠か な い 。 

Fromm this point of VieW, 

上 記 の 、 観 点 か ら 、 

magnetism has its dangers assuredlY, 

間違い 無く 、 磁 気 の 催眠 術 は 危険 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the state which it induces leads to hallucimation as eas1y as to lucid 
Intuition. 

催眠 状態 は 洞察 力 の ある 直感 に 簡単 に 至れ る 、 の と 同様 に 、 催 眠 状態 は 幻覚 に 簡 
単に 至る 。 

We are dealimg in this chapter on the one hand, with mystic 
magnetisers, with materiahstic magnetisers on the other handl, 
魔術 の 歴史 第 7 巻 1 章 で は 、 神 秘 主義 的 な 磁気 の 催眠 術 師 と 、 物 質 主 義 的 な 磁 
気 の 催 眠 術 師 を 扱う 。 

and we Would warn them in the name of science concerning the riskKs 
which they run. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 知 の 名 前 に お いて 、 磁 気 の 催 眠 術 の 危険 に つい て 磁気 の 催眠 
術 師 に 警告 する つも り で ある 。 

Divimations, magnetic exDerlences and evocations Delong to one and the 
same order of phenomena, 

占い 、 磁 気 の 催眠 術 の 体験 、 降 霊 術 は 、 同 一 の 現象 の 物 で ある 。 

Demg those which cannot De misemployed without danger to reason 
and Hife. 

占 術 、 催 眠 術 、 降 霊 術 の 悪用 や 誤用 は 、 理 性 と 命 を 危険 に さら す 事 に 成る 。 


Some thirty or forty years ago a Choirmaster of Notre Dame, who, for 
the rest, was an exceedimgly pious and estimaDle man, Decame 
infatuated with mesmerism and gaVe himself up to its exDerlenCes: 

中 略 

he also devoted more tme than was reasonable to the study of the 
myStics, and aDove all the Vertginous SwedenDorg. Mental exhauston 
followed, and as it was accormparied Dy sleeplessness, he used to rise 
and contimue his studies: 


this failed to duet the restlessness of his Drain, he took the key of the 
church, entered it Dy the Porte Rouge, repaired to the choir which was 
jighted only Dy the feeble 1amp of the High Altar, took refuge in his stall 
and there remained ll morning, immersed in prayers and Drofounmd 
meditation. 


There came a night when eternal damnation formed the suDject of his 
reflections, in connection with the menacing doctrine of the small 
mumber of the elect. 


He was unable to reconcile such rigorous eXClusion of the major1ty with 
the infimite goodness of that God Who, according to Holy Scripture, wills 
the salvation of all and ther attainment of truth. 


He thought also of those fiery torments which the most cruel of earthIy 
tyrants would not, were it Dossible, inflict for one day only on his worst 
ememy. 


DouDt entered his heart Dy all its avenues, and he had recourse to the 
concihatimg explanations of theology 


The church does not define the fire of hell: 


aCCordimg to the gosDel it is eternal, Dut it is nowhere written that the 
greater numDber of men are destmed to suffer eternally. 


Many of the condemned may undergo only the privation of Godi: 


above all the church forDbids aDsolutely the assumption of individual 
damnatlon. 


Pagans Ca De saved by the Daptism of desire, scandalous simners Dy 
sudden and perfect contrition, amd in fime we must hope for all, as We 
must pray also for all, save one orly, Deimg he of whom the Saviour sa1d 
that it would have Deen Detter for him had that man_ never Deen Dorn. 


The last thought brought the choirmaster to a Dause, and 1t came upDon 
him suddenly that a simgle man was thus carrying officially the Durden 
of condemnation for centuries, that judas Iscariot, who is the suDject of 
reference in the passage of Scripture quoted, after so far repentimg his 
crime that he died Decause of it, had Decome the scapegoat of humanity, 
the Atlas of hell, the Prometheus of damnation. 


Yet he it was whom the Saviour on the threshold of death had termed 
his friend. 


The choir-master's eyes filled with tears, redemption seemed ineffectual 
fit failed to save judas. 


"For hm and for him omly" he exclamed in his exaltation, 
woulld 1 have died a second tme, had I Deen the Saviour 
Yet is not ]esus Christ a thousand times Detter than 1 am and what must 


He then De doing in heaven, Tam weeping on earth for His hapless 
aDOStle? 


What He is doimg, 


added the priest, his exaltation Increas1ng, 

1S to D1ty me and console me: 

1 feel it. 

He is telhing my heart that the pariah of the gospel is saved and that he 


wl Decome, Dy the 1ong maledicton which stll weighs upon his 
memory the redeemer of all Dariahs. 


Now, Ifit De so, a neW gOSDel must De proclaimed to the world, amd it 
will De one of infimite, universal mercy 一 in the name of the 
regenerated ]udas. 


But 1 am astray, 1 am a heretc, a reDrODrate.… 


and yet, no 一 
for 


I am simcere. 


Then clasping his hands fervently, the chormaster added: 


My God, Vouchsafe me that which Thou didst not refuse umto faith of 
old and which Thou dost not refuse now 一 - a miracle to conVvince and 
reaSSure me, a rmiracle as the testimony of a new mnlssion. 


The enthusiast then rose and in that silence of the might which is so 
formidaDple at the foot of altars, in the Vastness of the mute and 
darksome church, he pronounced the followimg evocation in loud tones, 
Dut slowly and solemnly: 


Thou who hast been cursed for eighteen centuries, thou for whomm 1 
weep, for thou dost seemm to haVe taken hell solely unto thyselt, so that 
heaven may De left for us: 


thou, unfortunate Tudas, if it De true that the blood of thy Master has 
purified thee, so that thou art saved indeed, come and lay thy hands 
upon me, for the priesthood of mercy amd love. 


While the echo of these words was stll murmuring through the 
affripghted arches, the choirmaster rose UD, CrOssed the choir and knelt 
under the ]amp Defore the High Altar 


He tells us, for the accoumt 1s related by hmself, that he felt positively 
and really two warm and hing hands placed upon his headl as Dishops 
impose them on the day of ordinmation. 


He was not sleeping or swooming and he felt therm: 
it was a real contact which lasted for seVeral minutes. 


He Decame certain that God had heard him, that a miracle had Deen 
performed, new duties had Deen imposed, and that a new Hfe was for 
him Degun: 


from to-morrow he must De a new man. 
But on the morrow the unhappy choir-master was mad. 


The dream of a heaVven wrthout hell, the dream of Faust has made other 
Victims innumeraDle in this hapless century of doubt and egoism, which 
has onIy succeeded on its own Dart in the realisation of a hell without a 
heaven. 


God Himself has Decome of no effect in a system where all is 
permissible, where all things count for good. 


Men who have reached the point where they fear no longer a Supreme 
Judge, fimd it easy to dispense with that God of simple folK, who is less of 
a God in reality than the simple folk themselves. 


The fools, who Vaunt themselves as conquerors of the devil, end Dy 
making themselves godS. 


Our age 1s aDove all that of these pseudo-divine murmmers, and we have 
known all grades of them. 


The god Ganneauu a good and too poettc nature, who would haVe glven 
his shirt to the poor who reinstated thieves, who adrmired Lacenare, 
and who would not have hurt a fy: 


the god Cheneau, a dealer in Duttons in the rue Croix des Petits-CharmDs, 
a Vs1Onary 1iKke Swedenborg, amd recordimg his inspiratlons in the style 
of jeanmotb 


the god Tourrell, an excellent personage who deified Woman and 
decided that Adam had been extracted from EVe: 


the god Auguste Comte, who Dreserved the Catholic rehgion intact with 
two only exceptions, Deing the existence Of God and the immortality of 
the soul: 


the god Wronski, he being a true scholar who had the glory and the 
happiness to rediscover the first theorems of the KaDalah, and Who, 
having sold their commmunication for 150,000 francs to a wealthy 
imbecile named Arson, has borne witness in one of his most serious 
Works that the said Arson, having refused to pay him in full, has 
become actually and Hterally the Deast of the ApocalyDse. 


With a view of enforcimg Dayment, Wronski publshed a pamphlet 
entitled Yes or No 一 that is to say, have you Or have you n0t, yeS Or 1n0, 
purchased from me for 150,000 francs my discoVery of the aDsolute? 


Lest we should De accused of injustice towards one whose WorkKs haVe 
proved useful to ourselves, and whose eulogium has Deen Dronoumced 
im Our former DuDlications, we wl give VerDatm the passage in 
Wronski's Reform of Philosophy p. 512, which calls the attenton of an 
indifferent universe to the Damphlet above mentioned. 


It will also offer a curlous sDecimen of the style adopted Dy this 
merchant in the ADsolute. 


This fact of the discovery of the Absolute, against which people have 
apDpeared to reDel so strongly, has already Deen establhshed undenlaDly 
by means of a great scandal, that of the famous Yes or No, not ess 
decisiVe Dy the brilliant Victory of truth which followed therefrom than 
remarkable by the sudden mamifestation of the symDbolic Deing 
foreshadowed in the Apocalypse, the monster of creation who Dears the 
name Mystery on his forehead, and who on this occasioru fearing to De 
mortally wounded, can no 1onger hide his hideous contortions in 
darkness, Dut comes through the medium of newspapers and Dy other 
modes of puDlicity to expose in the open day his imfernal rage and the 
height of his imposture, 


C&C. 


It is good to kmow that this unfortunate Arson, here accused, had 
already expended on the hierophant some forty or fifty thousand 
franCs. 


We have attained after Wronski that ADsolute 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ウ ロン スキ ー の 後に 、 絶 対 の 知 に 到達 し た 。 
which he sold so dearly 
ウロ ンス キー は 、 絶 対 の 知 を 15 万 フラ ン と いう 非常 な 高値 で 売り 渡し て し まっ た 。 し 
か し 、 
and We haVe g1Ven it without price to Our readers, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 絶 対 の 知 を 読者 に 無料 で 文書 と し て 与え る 。( た だ し 、 読 者 は 絶 
対 の 知 に つい て の 文書 を 労苦 し て 読み 解く 必要 が 有る 。) 
for 
な ぜ な ら 、 
truth is due to the World, 
真理 は 、 全 世界 の 人 々 の た め に 存在 する 。 
and none has the right to appropriate or turn it into trade and 
merchandhise. 
真理 を 私 物化 する 権利 、 真 理 を 金銭 で 売り 渡す 権利 、 真 理 を 金銭 で 買う 権利 は 
に も 無い 。 
May this one act of justice atone for the error of a man 
エリ ファ ス レヴ ィ の 正しい 行い が 、 ウ ロン スキ ー の 誤り を つぐ な いま す 様 に 。 
who perished in a condition approachimg want 
ウロ ンス キー は 、 貧 困 に 近い 状態 で 死ん だ 。 
after having worked so hard, though not indeed for science, Dut to 
enrich himself Dy means of knowledge 
ウロ ンス キー は 、 知 の た めで は な く 、 知 に よっ て 私 腹 を 肥やす た め に 、 労 苦し た 。 
that he may have Deen umworthy to understand or tO DOSSeSS. 
ウロ ンス キー は 、 知 の 理解 や 所 有 に 相応 し く 無 か っ た 、 の か も し れ な い 。 


CHAPTER II 

魔術 の 歴史 第 7 巻 2 章 

HALLUCINATIONS 

幻覚 

A ROOT of amDition or cupidity is found inVariaDly Deneath the 
fanaticlsm of all the sects. 

全て の 異端 者 の 狂信 の 根底 に は 野心 や 貧 欲 が 必ず ある 。 

Christ Tesus Himself reprimanded often and seVerely those of His 
disciples who cleaved to Him, during the days of His priVations and 
exlle in His own land, with the hope that they would come into a 
kingdom wherein they would occupy the seats of the mightyr 

マタ イ に よる 福音 20 章 20 節 な ど で 、 時 々 、 自 国 で 芽 乏 と 流浪 の 日 々 を 過ごし て いた 
イエ ス キリ スト は 、 神 の 王国 に 入り 神 の 王国 で 上 位 に 成る 事 を 希望 し て いた 親近 者 
の 弟子 を 厳し く 叱 (し か ) っ た 。 


The more egregious the exDpectatlons are, the more they InVvelgle some 
1magimations: 


and people are then prepared to Day for the felicity of hope wrth their 
whole purse and indeed their whole personaHty. 


It is thus that the god Wronski ruimed those imDeciles to whom he 
prommsed the ADsolute: 


it is thus that the god Auguste Comte drew an anmuity of 6000 francs at 
the expense of his worshippers, among whom he had distriDuted 
fantastic digmities in adVance, to Decome realisaDle when his doctrime 
should have conquered the World. 


It is thus that certain mediums draw money from innumerable dupes 
by promisimg them treasures which the spirits always make away WIth. 


Some of these impostors really Delieve in their Drommises, amd it is these 
preclsely who are the most unwearying and the Doldest in their 
1ntrigUeS. 


Money mracles, Drophecies, none of these fail them, 


Decause 


theirs is that aDsolute of will and acton which reallVy works wonders, 
so that 

they are magicians without knowimg 1t. 

From this poimt of VieW, 


that sect which may De termed the Saviours of Louis XVII Delongs to the 
history of Magic. 


The mamia of these people is so contagious that it draws within the 
circle of ther Delief even those who have come forward to comDat 
them. 


They procure the most Important and rare doOcuments, collect the most 
exCceDtional testimonies, eVoke forgotten memories, Commmand the army 
of dreams, insure the apparition of angels to Martim, of Dlood to Rose 
Tamussier of an angel in tatters to Eugene Vintras. 


The last history 1S Curious On aCCOumt Of its extraordimary COnSedUeTCeS, 
and we shall therefore recite it. 


In 1839, the Saviours of Louis XVII, who had filled the ahmanacs wrth 
prophecies for 1840, seemed to haVe assumed that ifthe whole world 
Could De made to expect a revolution, that revolution would not fail to 
De accomplishedi 


but having no 1onger their prophet Martm, they set aDout to secure 
another 


Some of their most zealous agents were then in Normandy of which the 
pretended Louns XVII claimed to De Duke. 


They cast ther eyes on a devout laDourer wrth an excitaDle Dut weak 
brain, and they planned the followinmg device. 


They framed a letter addressed to the primce, mearmnng the pretender 
filled it with emphatic promises concerning the reign to come, in 
comDbination with mysttcal expressions Calculated to influence a Derson 
of feeble mentality, and then arranged that it should come into the 


hands of the peasant in duestion, who was named Eugene Vintras, 
under circumstances as to which he may De left to speak for himself. 


August 6, 1839. 
"Towards nine oO'clock 1 was occupied in writmg, when there was a 
knock at the door of the room in which 1 sat,。 and supposing that it Was a 


workman who came on Dusness, 1 said rather Drusquely: 'Come In.' 


Much to my astonishment, in place of the expected workman, I saw an 
old man in ragS. 


1 asked merely what he wanted. 


He answered with much tranguillhty, Dont disturb yourself, Pierre 
Michel.' 


Now, these names are never usedl in addressinmg mme, for 1 am kmown 
eVerywhere as Eugene, amd even in sigring documents I do not make 
usSe Of my first names. 

1 was Conscious of a certain emotion at the old man's amswer and this 
increased when he sald: TI am utterly tred, and whereever 1 apDear 
they treat me wrth disdain, or as a thief. 


The words alarmed me consideraDly, though they were spoken in a 
saddened and even a Woeful tone. 


1 arose and placed a ten sous Diece in his hand, saying, T do not take you 
for that, my good man, 


and while speaking, 1 made hum understand that 1 wished to see hum 
Out. 


He receiVed it in silence Dut turned his Dack with a pained ar 


No sooner had he set foot on the 1ast step than 1 shut the door and 
locked it. 


1 did not hear him go dowm, 


so I called a workman and told hum to come up to my room. 


Under some Dusiness Dretext, 1 was wlshmg him to search with me al 
the possiDle places which might conceal my old man, whom I had not 
Seen g0 OUt. 


The workman came accordnngly, 
Ileft the room in his company, agaln lockimg my door 
1 hunted through all the nooks and corners, Dut saw nothinmg. 


"1 was aDout to enter the factory when I heard on a sudden the Dell 
rimging for mass and felt glad that, notwithstandimg the disturDance, 1 
could assist at the sacred ceremony 


I ran Dack to my room to oDtainm a prayer Dook and, on the taDle where 1 
had Deen writmg, 1 found a letter addressed to Mme. de Generis in 
London: 


it was written and signed Dy M. Paul de Montfleury of Caen, and 
embodied a refutation of heresy, together wrth a profession of orthodox 
faith. 


The address notwithstanding, this letter was intended to place Defore 
the Duke of Normandy the mmost importart truths of our holy Catholic, 
ApostoHc and Roman relg1on. 


On the document was 1aid the ten sous piece which I had given to the 
old man. 


In another communication, Pierre Michel admits that the face of his 
Vsitor was nOt unknownr to hmm, Dut that he was struck with strange 
fear by his sudden appearance, that he barred and Darricaded the door 
when he went out and Histened a 1ong tme, hoping to hear him go 
doOWn. 


As Vintras heard nothng, there is no doubt that the mendicant took off 
his shoes so that he might descend, making no noise. 


Vintras ran to the wmdow hut did not see him depart, the explanation 
being that he had done so some tme DrevlouSIy. 


Our witness, in the endl is upset, calls for help, 1ooKs everywhere, fimally 
cormimg across the letter which he was meant to read, Dut it is for him 
eVvidently a letter fallen from heaVven. 


Behold Vintras, devoted henceforth to Louis XVII, behold him also a 
Vislonary for the rest of his days, as the apparition of the old mendicant 
neVer duts him henmceforward. 


Then seeing that he addressed Vimtras as Pierre Michel, the latter 
regards him as the archangel Michael, Dy an association ofideas which 
1s analogous to that of dreams. 


The deluded supporters of Louis XVII had divined, with the second sight 
of manlacs, the right moment for impressing the feeble wrts of Vintras 
SO as to make him Dy a smgle experience at Once an 則 urmmmi and a 
Drophet. 


The sect of Louis XVII consists more especlally Of persons Delonging to 
the service Of the legitimate royalty, and when Vintras Decame ther 
medium, he was the faithful mirror of their imaginations filled with 
rOmanesdue memories and oDsolete mystic1sm. 


Im the visions of the new prophet there were eVerywhere Iilies steeped 
in blood, amngels haDited ike kmights, samts disgunsed as trouDadours. 


Thereafter came hosts affixed on Dlue silk. 
Vintras had Dloody sweats, his Dlood appeared on hosts, where it 
pictured hearts with inscriptions in the handwriting and spelhmg of 


Vintras: 


empty chalices were filed suddenly with wine, and where the wime fell 
the staims were Iike those of Dlood!. 


The imitiates believed that they heard delightful music and Dreathed 
unknown perfumes: 


priests, Invited to witness the prodigles, Were Carried away 1n the 
Currert of enthusiasm. 


One of them, from the diocese of Tours, an old and VeneraDble 
ecclesiastic, left his cure to follow the prophet. 


We have Dersonally seen this priest: 


he has narrated the marvels of Vintras wrth the most perfect accent of 
COnV1ctOr: 


he has shewnr us hosts intmcted with Dlood in a most inexplicable 
manner: 


he has commumuicated to us coDies of official Droceedings signed Dy 
more than fifty witnesses, all honoraDle persons, OccuDy1ng Dositions in 
the world 一 artsts, Dhysiclans, lawyers, a Chevalier de Razac and a 
Duchesse dArmaile. 


Doctors have analysed the crimson fluid which flowed from the hosts 
and have certfied that it was human Dlood: 


the very enemtes of Vintras, and he has cruel ememes, do not disDpute 
the miracles, but refer them to the devil. 


"Now," sald the AbDe Chavoz, the priest of Touraine whom We have 
mentioned, "can you tolerate the notion of the demon falsifying the 
blood of Christ ]esus on hosts which have Deen regularly consecrated?" 


ADDbe Chavoz is a real Driest, amd the signs in question aDpeared in hOsts 
which had been hallowed Dy him. 


This notwrthstanding, 


the sect of Vintras is amnarchic and absurd, and God would not therefore 
perforrm miracles in its faVour. 


There remains the natural explanation of such phenomena, and in the 
COurse Of the present work it has Deen indicated sufficiently to make 
further development needless. 


Vintras, whom his partisans represert as a new Christ, has also had his 
ISCar1OtS: 


two memDers of the sect, a certain Gozzoli and another named 
Alexandre Geoffroi, Dublished the most scandalous revelations agalnst 
him. 


According to them, the devotees of Tily-sur-Seules 一 - which was the 
place of their residence 一 Were g1Ven ovVer to the most oDscene 
Dract1Ces: 


they celebrated in ther private chapel, which they termed the upper 
chamber sacrilegious masses, at which the elect assisted in a state of 
Cormplete nudity. 


At a g1Ven moment all present fell into a Daroxysm, amd with tears and 
cries of "LoVe, LoVe," they Cast themselves into each other's arrms: 


the rest we may De Dermitted to SUDDreSS. 


It was hke the orgies of the old Gnostics, Dut without eVen taking the 
Drecautlon to extimguish the Hights. 


Alexandre Geoffroi testifies that Vintras initiated him into a kind of 
prayer which consisted in the monstrous act of Onar, commmitted at the 
foot of the altar but here the accuser is too odious to De Delieved on his 
0WT WOrd. 


ADDe Chavoz, to whom we mentioned these imfamous impeachments, 
exDplaimed that they must De attriDuted to the hatred of two men who 
had been expelled from the association for having Deen guilty on their 
own Dart of the acts which they attriDuted to Vintras. 


However it may De, moral disorders engender naturally those ofa 
physical kind, and aDnormal excitements of the nervous system 
Droduce almost invariaDly eccentric irregularities In morals: 


下 therefore Vintras is innocent, he might have Deen and may yet De 
gu1lty. 


His sect was condemned formally Dy Gregory XVI in his Drief, dated 
November 8, 1843. 


We append a specimen of the style which this illumine adoptedi: 


he is a man without education and his DomDastc wridmgs swarm with 
grammatical errOrS. 


Sleep, sleep, ye indolent mortals: 

rest, amd still rest om YOUr SOft Couches: 

smule at your dreamms of festiVals amd grandeurs. 

The angel of the coVenant has come down on your mountains: 
he has written his name even in the cups of your flowers: 


the rimgs on his feet have touched the rivers which are your Dride and 
hoDpe: 


the oaks of your forests have Dorrowed the timcture of a new morminmg 
from the radiance of his Drowr: 


the sea has made answer to his glance wrth a yearning leap. 
She has gone Defore him 


prostrate yOurselves upor the earth and De not alarmed at the 
contimuous sound heard in the graves Deneath. 


Sleep, amd still sleeD. 
He is engraving his name on the high hills: 


he is calhmg on tme to speed his ship, and I have seen the oldest of the 
old srmile at hmm. 


Sleep therefore and sleeD: 
Elias, in the West, sets a cross at the gate of the temple: 


he seals it with fire and with the steel of a dagger. 


Stll the temple, and stlll fire amd dagger 
It is strange assuredly how the fools reflect one another: 


all fanaticisms interweave their inspirations and the prophet of Louis 
XVII is here an echo of the vVengeantce-cry of the Templars. 


It is true that Vimtras does not hold himself responsible for what he 
Writes: 


this is how he speaks on the suDject. 


If my mimd coumted for anythnmg in these condemned works, 1 should 
Dow my head and rear would Dossess my soul. 


But the Work is not my work, and 1I have had no concurrence thereim, 
elther Dy research or desire. 


Calm is wrthin me: 

my couch knows n0o Vigils: 

watches haVe not wearied my eyeS: 

my sleep 1s Dure, as when God first gaVe 1t: 
1 can say to my God with a free heart: 
Custodi anumam meurm et erue me: 

non erubescarm, duoOn1amm SDeraV1 IT te. 


Another reputed reformer he who posed as the Messiah of prisons and 
the scaffold, namely, Lacenare, with whom we do not assuredly seek to 
compare Vintras, wrote thus in his prlson: 


As achaste and Dure Virgim, I wake and 1 sleep, ever in dreams Of loVve. 


Who shall teach me the meaming of remorse? 


The argumenrt of Vintras, in order to legalise hs inspiration, 1s not 
therefore conclusiVe, for it has also serVed Lacenaire, to excuse and 
ever legitirmise not Only rever1es Dut CrimeSs. 


Condemned Dy the Pope, the sect of TilIV-sur-Seules condemned the 
Pope In ther turm, and Vintras, on his private warrart, constttuted 
himself soVereign pontiff. 


The shape of his priestly Vestments was revealed to hm: 


he wears a golden diadem, having an Indian Hingam ovVer the foreheadi 


he( - Vintras - ) is Vested in a Durple roDe and carries a maglcal sceDtre 
termimated Dy a hand, the fingers of which are closed exceptimg the 
thumD and jittle fimger 

ヴァ ント ラス は 、 紫 衣 を まとい 、 先 端 が 親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 形 で ある 魔術 的 
な 王 練 を 持っ た 。 

being those consecrated to Venus and Mercury 

親指 は 金星 ウェ ヌス に ささ げ ら れ て いる 。 小指 は 水星 メル クリ ウス に ささ げ ら れ て い 
る 。( 手 相 で は 親指 の つけ 根 の 手のひら の ふく ら み を 金星 丘 と 呼ん で いる 。 手 相 で は 
小指 の つけ 根 の 手のひら の ふく ら み を 水星 丘 と 呼ん で いる 。) 

emblematic of the antidue hermaphrodite, 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 形 は 、 古 代 の 両性 具有 神 ヘ ル マ プ ロディ トス の 象徴 
で ある 。( ヘ ル マ プ ロディ トス と いう 名 前 は ヘル メス と アフ ロディ ー テ の 名 前 を 組み 合 
わせ た 物 で ある 。 ヘ ル メ ス は メル クリ ウス で ある 。 ア フロ ディ ー テ は ウェ ヌス で ある 。) 
the emDlem of the old ceremonial orgles 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 形 は 、 古 代 の 儀式 的 な 酒宴 の 象徴 で ある 。 

and the obDscene pageants of the SabDath. 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 形 は 、 サ バト の 寿 狼 な 仮装 行列 の 象徴 で ある 。 


So do the memories and reflections of Black Magic, transrmnitted by the 
Astral Light, connect the mysteries of Inmdia and the profane worship of 
Baphomet with the ecstasies of this contagious Deimg, whose infirmary 
ls at London, and who contimues there to make proselytes and victims. 
中 略 

The exaltation of the umfortunate prophet is Dy no means exemmpt from 
terrors and remorse, whatever he may have alleged to the contrary, and 
mourrful confessions escape hi from tmme to time. 


An example occurs im a letter written to one of his most intimate 
friends. 


1 am always exDpectimg neW tormentSs. 


Tomorrow the Verger farmly wll come, and I shall Dehold in their faces 
the purity of ther soul mamifested in their joy of spirit. 


It will Yecall my past happiness: 


names will De mentioned which 1 pronounced lovimgly myself in days 
not far awayi 


That which will De a delight for others wl Drimg me new tortures. 


1 shall sit at the table, and whilst my heart is Dierced with a swordl 1 
shall have to smmile. 


O, fperchance those terrible words which I have heard were not 
eternal, I might stll emDrace my cruel torment. 


Pardon, most dear 1 cannot IiVe without 1ovimg God. 
Listem, if your human char1ty Derrm1ts you, as minister of the Hving Godi: 
1 do not Drotestb 


he whom your Master has spewed out of his mouth must De 
anathematised Dy yoU: 


On the night of Monday Deing May 17 or 18, a frightful dream struck a 
mortal Dlow at soul amd Dody ahke. 


1 was at Sannte-Paix, and there was no one in the house, though the 
doors Were ODeT. 


1 had ascended hurriedly to the holy chapel and was aDout to Open the 
door when 1 saw emDlazoned thereon in characters of fire: 


Dare not to enter this place, thou whom I have spewed from my 
mouth.' 


1 could not retreat: 

1 fell down overcome on the first step: 

and you can judge of my terror when 1 saw on eVery s1de a Vast and 
deeD aDyss, with hideous monsters thereim who hailed me as their 


Drother 


The thought came to me at that momenrnt that the holy arch-angel also 
once called me his Drother 


What a difference. 

His salutation caused my soul to leap wrth the most intense ]Oy: 

and at thers 1 writhed in conVulsions sirmlar to those which they had 
exDerlenced through the power with which God endowed my cross of 


grace at their apparition on April 28 ]ast. 


"1 triedl to clhimg to somethig, so that I might not fall into the Dottomless 
gulf. 


1 turned to the Mother of GodL, the divine Mary, and called on her to help 
me. 


She was deaf to my VO1Ce. 


During all this tme 1 contimued writhing, leaving strips of my skin on 
the rugged Donts which bordered this terriDle aDySs. 


Suddenly whirlpools of flame rose towards me from that depth wherein 
1 was aDout to fall. 


1 heard yells of ferocious joy and could pray no 1onger when a Voice 


more terrific than 1ong echoes of thunder in a violent tempest filled my 
earSs, utterimg these WordSs: 


You thnk to oVercome me Dut it is you who are conduered. 
1 have taught you to De humDle after my manner 
Come, taste of my sweetness: 


be numDbered among my elect, and learn also to kmow the tyrant of 
heaVer: 


]O1n with us in utterimg Dlasphemmies and imprecatons aganst him 
all else is useless, so far as yOU are COncerned. 


Then after a scream of laughter the Voice added: 

Behold Mary her whom you called your shield agaimst us: 

behold her gracious smle amd listen to her gentle voice. 

"Dear friend, 1 saw her above the aDySss: 

her eyes of celestial Dlue were filled with fire, her red Hps were Violet, 
her mild and divine Voice had Decome hard and terrible, and Hke 
thunderbolt she hurled these words at me: 'Writhe, proud one, in those 


fiery regions inhabited Dy demons.' 


"All my blood flowed Dack to my heart: 


lt seemed that the hour had struck wherein an earthly hell was to 
replace the hell that is eternal: 


I could still utter a few words of the AVe, Maria. 


How the tme passed 1 knew not, Dut on returrung the servant Was 
asleeD and said that it was ]ate. 


O, f omly Irevealed to the enemies of the Work of Mercy that which 
Dasses Within me, would they not cry VctorV? 


They would say that here indeed was evidence of monomania. 
Would God thatit were so, for I should have less to lament. 
And yet fear nothing: 


God wil not hear my Voce when it pleads my 0wn cause, 1 wl pray 
Him to douDle my sufferings, on condition that he hides them from my 
eees. 


Here triumphant hallucination reaches the point of the sublme: 


Vintras consents to De dammned, provided he is not classed as a fool. 
ヴァ ント ラス は 、 和 狂人 に 分 類 さ れ な いた め な ら ば 、 地 獄 堕 ち に 同意 する 。 

It is the ]ast instimct of reasom's inestimabDle Value, surVvlvimg reason 
itself. 

狂人 が 狂人 と 見 な され る 事 を 恐れ る の は 、 残 存 し て いる 理性 が 理性 の 計り 知れ な 
い 価 値 を 直感 し て いる の で ある 。 

The drunken man is afraid only of being regarded as drunk: 

楓 本 者 は 、 本 町 者 と 見 な され る 事 だ け を 恐れ る 。 

the monomamniac chooses death rather than adrmit his delirium. 
偏執 狂 者 は 、 自 分 の 狂気 を 認め る より も 死 を 選ぶ 。 

The explanation is that, according to the beauttful sentence of CeDbes, 
already quoted!, 

すでに 話し た 様 に 、 ギ リ シ ャ の 哲学 者 ケ ベ ス の 「 ケ ベス の 石板 」 の 美しい 言葉 に よる 
と 、 理 性 や 狂気 に つい て 説明 する と 、 


there is orly one good desirable for man: it is that wisdom 

望む べき 唯一 の 善い 物 は 、 知 で ある 。 

which is the practice ofreasor: 

知 は 、 理 性 を 実践 する 事 で ある 。 

there is also one only true and supreme misfortune to dread, which is 
madmeSsS. 

れ る べき 唯一 の 本 当 の 最悪 は 、 狂 気 で ある 。 


CHAPTER III 

魔術 の 歴史 第 7 巻 3 章 

MESMERISTS AND SOMNAMBULISTS 

催眠 術 師 と 被 催眠 者 

The Church in its great wisdom forDids us to consult oracles and to 
Violate Dy indiscreet curiosity the secrets of futurity, 

教会 は 、 大 いな る 知 に よっ て 、 神 託 に 相談 する 事 を 禁止 し て 、( 未 来 を 占う 事 を 禁止 し 
て 、) 無 思慮 な 好奇 心 に よっ て 未来 の 秘密 を 侵害 する 事 を 禁止 し て いる 。 

In our day the Volce of the Church is no 1onger heededi: 

現在 で は 、 最 早 、 教 会 の 言葉 を 気 に 留 め る 人 は いな い 。 

the people go Dack to diviners and pythonesses: 

大 衆 は 、 占 い 師 や 巫女 の 所 へ 戻っ て し まっ た 。 

the somnamDulists have Decome Drophets for those who Delieve no 
longer in the gosDel DreceDtS. 

最早 、 福 音 書 の 戒め を 信じ な い 大 衆 に と っ て は 被 催眠 者 は 預言 者 に 成っ て し まっ た 。 
It is not reahsed that Dreoccupatlon over a Dredicted eVent SUDDreSSeS 
Our freedomm in a sense and Daralyses Our means Of defence: 

予言 され た 未来 の 出来 事 に 心 を 占有 され る 事 は 、 あ る 意味 で 、 自 由 を 抑圧 され る 事 、 
自衛 の 手段 を 麻痺 させ る 事 に 成る と 気づか な い 。 

by consultimg Magic, to foresee future events, We g1ve earnests to 
fatality. 

人 は 、 未 来 の 出来 事 を 予見 する た め に 魔術 に 相談 する 事 に よっ て 、 運 命 に 手付 金 を 
払う 羽目 に 成っ て し まう 。 

The somnamDulists are the siDyls of our epoch, 

被 催眠 者 は 、 現 代 の 巫女 シビ ュ ラ で ある 。 

as the sibyls were somnambulists of antidu1ty: 

巫女 シビ ュ ラ は 、 古 代 の 被 催 眠 者 で ある 、 様 に 。 

happy are those querents who do not place their credulity at the servlce 
of immoral or senseless magnetistS, 

不道徳 な 占い 師 や 愚 劣 な 占い 師 に 軽 信 を 利用 され て いな い 相 談 者 は 幸い で ある 。 
for 

な ぜ な ら 、 

by the Very fact of therr friendIy consultations they place themselves in 
commuruon with the immoraHty or folly of those who inspire the 
OraCle: 

相談 者 は 、 友 好 的 に 相談 し た と いう 事実 に よっ て 、 神 託 を 吹き 込ん で くる 不道徳 な 
占い 師 や 愚 劣 な 占い 師 と 霊 的 に 交流 する 羽目 に 成っ て し まう 。 

the business of the mesmerist is easy and his dupes are mamifold. 

占い 師 の 仕事 は 楽 で あり 、 だ まさ れ 易 い 人 が 多数 で ある 。 

Among those who are devoted to magnettsm it is therefore important to 
Know who are in earnest. 

占い 師 、 催 眠 術 師 の 中 で 、 誰 が 誠実 で ある か 知る 事 が 重要 で ある 。 


Among these, M. le Baron Du Potet must De placed in the front ranKk, 
占い 師 、 催 眠 術 師 の 中 で 、 デ ュ ポテ 男 が (誠実 で あり ) 第 一 人 者 で ある 。 

and his conscientlous work has already done much to adVance the 
sclence Of Mesmer 

デュ ポテ 男爵 の 良心 的 な 作業 は 、 メ スメル の 知 を すでに 大 きく 前 進 さ せ て いる 。 

He has opened at Paris a Dractical school of magnetism, to which the 
public is admitted for instruction in the processes amd Verification of 
the phenomena oDtaimed. 

デュ ボテ 男爵 は 、 に 、 催 眠 術 の 現象 の 手順 と 検証 の 知識 を 獲得 する た め の 、 大 
衆 が 入学 で きる 、 磁 気 の 催 眠 術 の 実践 的 な 学校 を 開い た 。 

Baron Du 隊 1S of an exceptional and highIy intuitVe nature. 

デュ ポテ 男爵 に は 、 超 常 的 な 高度 な 直感 が ある 。 

Like all our contemporaries, Includimg the most instructed, he kmoWs 
nothing of the KaDalah and its mysteries, 

知識 人 を 含む 、 全 て の 現代 人 と 同じ く 、 デ ュ ポテ 男爵 は 、 カ バラ と カバ ラ の 神秘 に つ 
いて 何 も 知 ら な い 。 

but magnetism has notwithstanding revealed to him the sclence of 
MagiC, 

し か し 、 磁 気 の 催眠 術 は 、 魔 術 の 知 を 、 デ ュ ポテ 男爵 に 明か し た 。 

and as It is stl dread in his eyes, he has concealed that which he has 
foundL even while feeling it necessary to reVeal it. 

デュ ポテ 男 の 目 に は 催眠 術 が 明か し た 知 は 恐ろし く 見 えた の で 、 デ ュ ポテ 男 処 
は 、 明 か す 必 要 を 感じ な が ら も 、 発 見 し た 知 を 隠し た 。 

The Dook which he has written or the suDject is sold only to his adepts 
and then under the seal aDsolute of secrecyr 

デュ ポテ 男 菌 は 、 発 見 し た 知 を 全く 密か に 隠し て 本 を 書い て 弟子 に だ け 売 っ た 。 
We have entered into no Dond with M. Du Potet, Dut we shall reserVe his 
secret Out of respDect for the convictions of a hierophant. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 デ ュ ポテ 男爵 と 約束 し た わけ で は な い が 、 (デュ ポテ 男 菌 の 本 
を 所 有 し て いて 、) 秘 儀 祭 司 デ ュ ポテ 男爵 の 信念 へ の 敬意 か ら 、 デ ュ ポテ 男 上 の 秘 
密 を 隠し た まま に する 。 

It is sufficient to say that his work is the most remarkable of al 
Droducts Of Dure intuition. 

デュ ポテ 男爵 の 本 は 純粋 な 直感 に よる 物 の 中 で 最も 注目 する べき 物 で ある 、 と 言え 
る 。 

We donotregard it as dangeTOUS, 

エリ ファ ス レヴ ィ は デュ ポテ 男爵 の 秘密 が 危険 で ある と は 考え て いな い 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

the writer indicates forces without Deinmg preclse as to their use. 

デュ ポテ 男 菌 は 、 正 確 な 使用 方 法 無し に 、 星 の 光 と いう 2 つの 力 の 存在 を 暗示 し て 
いる だ け で ある 。 


He is aware that we canl do good or evll, can destroy Or Save Dy means 
of magnetiC DYOCeSSeS, 

デュ ポテ 男爵 は 、 磁 気 の 催眠 術 の 手段 に よっ て 、 善 行 を し た り 悪事 を 犯し た り で き 、 
破壊 し た り 救っ た り で きる 、 と 気づい た 。 

but the nature ofthese is not clearly and practcally put forward, on 
which we offer him our felicitatons, 

デュ ボテ 男爵 が 催眠 術 の 手段 で ある 自然 の 力 を 実践 的 に 明確 に し な か っ た 事 を エ 
リフ ァ ス レヴ ィ は 祝い た い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the right of life and death presuDposes a diVime soOVereignty, 
条 与 奪 の 権利 は 、 神 の 様 な 統治 権 を 前 提 と する 。 

and we should regard its Dossessor as umWOrthy if he consented to sell it 
ー In what manner sOeVer. 

どん な 方 法 で あれ 、 生 尊 与 奪 の 権利 を 売り 渡す 人 は 、 生 尊 与 奪 の 権利 の 所 有 に 相 
応 し く 無 い 、 と 考え る べき で ある 。 

M. Du Potet establishes triumphantly the existence of that universal 
light 

デュ ポテ 男爵 は 、 勝 利 し て 、 星 の 光 と いう 普遍 の 光 の 存在 を 確証 し た 。 

wherein lucids Derce1ve all images and all reflections of thought. 

透明 な 想像 力 を 持つ 人 は 、 思 考 の 全て の 映像 と 全て の 反映 を 星 の 光 の 中 に 読み 取 
れる 。 

He assists the vital projection of this light Dy means of an aDsorDbent 
apparatus which he calls the Magic Mirror: 

デュ ポテ 男 菌 は 、「 魔 法 の 鏡 」 と 呼ん で いる 、 星 の 光 を 吸収 する 装置 に よっ て 、 星 の 
光 の 生き て いる 放射 を 補助 し た 。 

it is simply a circle or sduare COVered with powdered charcoal, finely 
sifted. 

デュ ポテ 男 菌 の 「 魔 法 の 鏡 」 は 、 細 か い 館 (ふる い ) に か けら れ た 炭 の 粉 で 覆 わ れ た 、 
た だ の 円 また は 正方 形 で ある 。 

In this negatVe space, the combined light projected Dy the magnetic 
Subject and the operator soon timges and realises the forms 
COrresDOonding to their nerVvOUusS 1TmDreSS1O11S. 

デュ ポテ 男 菌 の 「 魔 法 の 鏡 」 の 大 の 暗い 場所 に 、 催 眠 術 師 と 被 催 眠 者 が 放射 し て 
組み 合わ され た 星 の 光 が 、 す ぐに 、 神 経 の 印象 に 対応 する 形 を 色づけ て 実現 する 。 
The somnamDulist sees marifested therein all dreamms of opium and 
hasheesh, 

被 催眠 者 は 、 阿 片 ( ア ヘン ) や 大 麻 に よる 全て の 妄想 の 様 な 物 が デュ ポテ 男爵 の 
「 魔 法 の 鏡 」 に 表れ る の を 見 る 。 

andifhe were not distracted from the spectacle conVvulsions would 
follow 

被 催眠 者 が デュ ポテ 男 主 の 「 魔 法 の 鏡 」 の 光景 か ら 気 を 逸 ( そ ) ら され な か っ た ら 、 
けい れん が 起き る で あろ う 。 


The phenomena are analogous to those of hydromancy as Dractised Dy 
Cagliostro: 

デュ ポテ 男 菌 の 「 魔 法 の 鏡 」 に よる 現象 は 、 カ リオ スト ロ が 実践 し た 水 占 い に よ る 現 
象 と 似 て いる 。 

the proceSss of staring at water dazzles amd trouDles the sight: 

水 を 凝視 する と 、 目 が くら ん だ り 曇 っ た りす る 。 

the fatigue ofthe eye, in its turm, favours hallucinations of the Drain. 

目 の 疲労 は 、 脳 が 幻覚 を 見 る の に 有利 に 働く 。 

Cagliostro sought to secure for his experiments virgin suDjects in a state 
Of perfect innocence, so as to set aside interference due to nerVouS 
diVagations OcCcas1oned Dy erotc rermm1scenCes. 

カリ オス トロ は 、 性 的 な 記憶 に よる 不安 に よる 逸脱 と いう 妨害 を 除去 する た め に 、 完 
全 な 処女 の 被 催眠 者 を 水 占い の 実験 の た め に 確保 し よう と し た 。 

Du Potet's Magic Mirror is Derhaps more fatiguimg for the nerVous 
SysteTm as a whole, 

多分 、 デ ュ ポテ 男爵 の 「 魔 法 の 鏡 」 は 、 水 占い より 、 神 経 系 全体 を 疲労 させ る 。 

but the dazzlements of hydromancy would have a more dangerouS 
effect upon the Drain. 

水 占い に よる 目 の く ら み は 、 デ ュ ポテ 男 の 「 魔 法 の 鏡 」 よ り 、 危 険 に 脳 に 作用 する 
で あろ う 。 

M. Du Potet is one of those deeply convinced men who suffer Dravely 
the disdain of science and the prejudgment of opinmior, repeatng 
beneath his Dreath the profession of secret faith cherished by Galileo: E 
DUr S1 muoVe.( = And yet it moVeS.) 

デュ ポテ 男 主 は 、 ガ リ レ オ が 心 に 抱い た 「 そ れ で も 地球 は 動く 。」 と いう 秘密 の 信人 
告白 を 小声 で くり 返す 、 科 学 か ら の 軽 蔵 と 世論 か ら の 先入観 を 勇敢 に 忍 耐 する 、 信 
人 党 が 固く 深い 人 の 1 人 で ある 。 

It has Deen discoVered quite recently that the taDles turn, 

19 世紀 に 、 テ ー ブ ル が 回 転 す る 事 が 発見 され た 。 

as the earth itself turms, 

地球 が 回 転 し て いる 様 に 。 

and that human magnetisation imparts to portaDle artcles, made 
Subject to the imfluence of mediums, a specific moVement of rotation. 
人 の 磁化 の 様 な 力 は 、 移 動 可能 な 物 を 霊媒 者 の 感化 力 に 従わ せ て 、 特 異な 回 転 を 
移動 可能 な 物 に 与え る 。 

ODjects of extraordinary weight can De jifted and transported through 
SDaCe Dy this force, 

星 の 光 と いう 力 は 、 和 驚く ほど 重い 物 を 持ち 上 げ る 事 が で き 、 空 中 を 移動 させ る 事 が で 
さる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

welght exists only Dy reason of eduihDrium Detween the two forces of 
the Astral Light. 


星 の 光 と いう 2 つの 力 の つり 合い だ けが 、 重 さ を 存 在 さ せ て いる 。 

Augment the action of one of them and the other will giVe way 
immediately. 

星 の 光 の うち 、 一 方 の 力 の 作用 を 増やす と 、 す ぐに 、 他 方 の 力 は 退く 。 

Now, if the nervous appDaratus indraws and expels this light, renderimg 
it DositVe or negatiVe according to the personal super-excitation of the 
Subject, all inert Dodies suDmitted to its action and impregnated wrth its 
jife will Decome hghter or heavier following the flux and reflux of the 
light 

被 催眠 者 の 個人 的 な 超 興 奮 に 応じ て 自発 性 か 受容 性 を 星 の 光 に 与え て 、 神 経 組 
織 が 星 の 光 を 引き 寄せ た り 放射 し た りす れ ば 、 星 の 光 の 作用 に 従わ され た 、 星 の 光 
の 命 に 浸透 され た 、 自 発 的 に 動か な い 物 体 は 、 星 の 光 の 満ち 引き に 従っ て 、 軽 く 
成っ た り 重 く 成っ た りす る 。 

which 一 in the new eduihDbrium of its movement 一 - draWs Dorous 
Dodies and non-conductors aDout a hing centre, 

星 の 光 の 運動 の 新しい つり 合い に よっ て 、 星 の 光 は 、 浸 透 可 能 な 物体 や 非 伝導 体 を 、 
生き て いる 中 心 の 周囲 に 引き 寄せ る 。 

as Dlanets in space are drawr, Dalanced and gravitate aDout their sun. 
宇宙 空間 の 中 で 、 惑 星 が 、 太 陽 の 周囲 に 、 引 き 寄せ られ 、 つ り 合 う 様 に 。 

This excentric Dower of attraction or Drojection sUDDOSeS InVarlaD1y a 
diseased condition in the person who is the subject thereofi: 

常に 、 星 の 光 と いう 引き 寄せ た り 放射 し た りす る 力 の 異常 は 、 被 催眠 者 の 病 的 な 状 
態 を 前 提 と する 。 

the mediums are all excentric and Dadly equihDbrated Deings: 
全て の 霊媒 者 は 、 異 常 な 悪い つり 合い の 人 で ある 。 

mediomarua( = medium-mamia) SUDDOSeS Or OCCaS1OTs a SeduenCce of 
other nervous maras, fixed notions, deordinated appetites, dnsorderly 
erotomarla, tendencies to murder Or sulc1de. 

霊媒 狂 は 、 固 定 観念 、 不 節制 な 肉欲 、 乱 れ た 色情 狂 、 殺 人 傾向 、 自 殺 傾 向 と いっ た 
他 の 一 連 の 神経 の 熱狂 を 前 提 と する か 、 他 の 一 連 の 神経 の 熱狂 を も た ら す 。 


Among Dersons so affected moral responsibility seems to exist no more: 
they do evll with good as their motiVve: 


they shed tears of emotion in a church and may De surprised at 
Dacchanalian org1eS. 


They haVe a way Of explaimimg everything 一 Dy the devil or the spirits 
which oDsess and carry them away. 


What would you have of themm? 

They 1Ve no more in themselVes: 

some mysterlous creature anlmates them and acts in their place: 
this Demg is named "Legion." 


The reiterated efforts of a healthy person to develop mediumistic 
faculties cause fatigue, disease and may even derange reaSsO1. 


It is this which happened to Victor Henneduim, formerly an editor of La 
Democratic Pacifidue and, after 1848, a memDer of the National 
AssemDly. 


He was a young Darrister wrth a plentiful flow of eloguence, wantmg 
neither education nor talent, Dut he was infatuated wrth the reveries of 
Fourier 


Being Damished as an after conseduence of DecemDer 2, he took uD 
taDle-turning during his enforced inactiVity: 


he fell a victim all too soon to mediomania( = medium-maria) and 
believed himself an instrument for the revelations of the soul of the 
earth. 

He published a Dook entitled: Save the Human Race: 

it was a medley of socialistic and Christian rermimiscences: 

alast gleamm of reason fhckered therein: 

but the experiences contimued and folly triumphed. 

In a final work, of which only one volume was issued, Victor Henneqdunn 
reDreserts God in the guise of an immense DOlypus 1ocated at the centre 
of the earth, having antennae and horns turned inwards hke tendrils all 


oOVer his Drain, as also oVer that of his wife Octavia. 


Soon afterwards it was reported that Victor Hennequin had died from 
the conseduences of a mariacal Daroxysm in a madhouse. 


We have also heard of a lady Delonging to the aristocracy Who gave 
herself up to commumications with pretended spirits in taDles amd Wh0, 
scandalised Deyond measure at the unsuitable replies of her particular 
plece of furruture, undertook a journey to Rome to suDmit the heretical 
article to the chair of St. Peter 


She carried it with her and had an auto-da-fe in the capital of the 
Christian World. 


Better to Durn her furriture than to court madness, and to say the truth 
it was an immunnent danger for the 1ady here in question. 


Let us not laugh at the episode 一 
for 


We are children of an age of reason In which men who DaSss as Ser10US, 
Iike the Comte de Mirville, ascriDe to the devll unexplained phenomena 
of Nature. 


In a drama which is well known or the Doulevards there is much to De 
heard ofa magician who, reduiring a formidaDble auxihiary, created an 
automaton, Deng a monster with the paws of a lion, a Dull's horns and 
the scales of leviathan. 


To this hybrid sphimx he imparted life, Dut took flight incontimently 
being terrified at the work of his hands. 


The monster followed in Dursuit, apDpeared Detween him and his 
Detrothed!, set fire to his house, burnt his father carried off his son, and 
contimuing the chase to the sea, followed him on board a ship which he 
caused to De engulphedl Dut finally made an end of himself amidst 
thunder 


This awful spectacle, rendered VisiDle Dy fear has Deen realised in the 
history of humamity: 


poetry has persorufied the phantom of evil and has endowed it with all 
forces Of Nature. 


It has sought to enlist the chimera as an ad to moraHhty, and has then 
gone in fear of the ugliness Degotten Dy its own dreams. 


Fromm this tme forward, the monster has pursued us through the ages: 
it makes grimaces Detween us and the oDjects of our 1oVe: 
an impure nightmare, it strangles our children in their sleeD: 


it carTies through creation, that father's house of humanmity, the 
imextimguishable torch of he 填 : 


1t Durns and tortures Our Darents everlastimgly: 

it spreads Dlack winmgs to hide heaven from our eyes: 

lt shrieks to us: "HoOpe no more." 

It mounts the crupper and gallops behind us hke remorse: 

it plunges into the ocean of despair the last rock of our hopes: 

lt is the old Persian Ahriman, the Egyptian Typhon, the darKksome god 
corfessed Dy the heretics of Manes, the Comte de Mirville and the Black 
Magic ofthe devil: 

it is the world's horror and the idol of Dad Christans. 

Men haVe tried to laugh at it amd have Deen afraidi: 

they have caricatured it and then tremDled!, 


for 


the cartoons have seemed to take life and to mock at those who made 
them. 


All this notwithstanding, 


its reigT is oOVer though it will not perish oVerwhelmed Dy a Dolt from 
heaVer: 


Sclence has conquered the hghtming and converted it into torches: 

知 は 、 雷 を 圧倒 し て 、 二 を 光明 に 変え た 。 

the monster wl dissolve Defore the brightness of science and truth: 
知 と 真理 の 輝き を 前 に 、 怪 物 は 消え る で あろ う 。 

the gemius of igmorance and darkness can orly De Dlasted Dy the light. 
光 だ けが 、 無 知 と 聞 の 精神 を 破る 事 が で きる 。 


CHAPTER IV 
魔術 の 歴史 第 7 巻 4 章 
THE FANTASTIC SIDE OF MAGICAL LITERATURE 
魔術 文学 の 中 の 幻想 小説 
It is now twenty years since Alphonse Esquiros, one of the friends of our 
childhood, issued a work of high fantasy, enttled the Magician. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 幼馴染 の 1 人 、 ア ルフ ォ ン ス エス キロ ス が 高尚 な 幻想 小説 「 魔 
術 師 」 を 1838 年 に 出し て か ら 1858 年 で 20 年 に 成る 。 
All that the romanticism of that period concelved to De most Dizarre 
was emDbodied in the storyi: 
アル フォ ンス エス キロ ス の 小説 「 魔 術 師 」 は 、 当 時 の ロマ ン 主 義 者 が 想像 し た 不 思 
議 な 物 を 全て 包含 し て いる 。 
the author provided his magus with a seraglio of dead 1adies, emDalmed 
aCCordimg to a Drocess which has simce Deen discovered Dy Gannal. 
「 魔 術 師 」 で 著者 アル フォ ンス エス キロ ス は 魔術 師 と 、Gannal が 発見 し た 方 法 に よ 
り 防腐 処理 され た 死ん だ 女性 達 の 後宮 を も た らし た 。 
The characters included an automaton of Dronze who preached 
chastty, a hermaphrodite who was in loVe with the moon and 
conductedl a regular corresDondence wrth that satellite: 
アル フォ ンス エス キロ ス の 小説 「 魔 術 師 」 の 登場 人 物 に は 、 貞 波 を 説く 青銅 製 の 自 
動 人 形 と 、 衛 星 で ある 月 と 恋愛 し て 月 と 定期 的 に 交流 する 両性 具有 神 ヘ ル マ プ ロ 
ディ トス が 含ま れ て いる 。 
there were other wonderful thimgs which one has forgotten at this day. 
アル フォ ンス エス キロ ス の 小説 「 魔 術 師 」 に は 他 に も 不思議 な も の が あっ た が 、 エ リ 
ファ ス レヴ ィ は 今 は 忘れ て じじ まっ だ 。 
Alphonse Esduiros may De said to have founded a school of fantasiasts 
in Magic Dy the publication of this romance, 
2 エス キロ ス は 、 空 想 物語 「 魔 術 師 」 の 公表 に よっ て 、 魔 術 の 幻想 小説 家 

一 派 を 設立 し た 、 と 言え る か も し れ な い 。 

給 most distimgulshed present representatiVe Deing the young and 
Interestimg Henri Delaage, 
興味 深い 若者 アン リ デ ラ ー ジ ェ は 、 魔 術 の 幻想 小説 家 の 1858 年 現在 の 高 名 な 代 
表 的 な 人 で ある 。 
who is a DroductiVe writer an unrecogrised thaumaturgist and a gifted 
charmer. 
アン リ デラ ー ジ ェ は 、 創 造 力 に 富む 小説 家 、 奇 跡 を 起こ す 知ら れ ざ る 人 、 天 与 の 誘 
惑 者 で ある 。 
His style is not less astonishing than were the notions of Alphonse 
EsdU1TOS, 
アン リ デラ ー ジ ェ の 表現 は 、 ア ルフ ォ ン ス エス キロ ス の 考え と 、 同 じ く らい 、 和 驚く べき 
物 で ある 。 
his imitator and master 


アル フォ ンス エス キロ ス は 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 秘伝 伝授 の 師 で ある 。 

Thus, in his Dook deahmg with those who haVe risen from the dead, he 
remarks as folloWs concerming some oDjection against Christiaruty: 
復活 者 を 扱っ て いる 著書 で 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ は 、 下記 の 様 に 、 キ リス ト 教 に 対す る 
反対 に つい て 話し て いる 。 


1 
1 take this oDjection Dy the throat 

私 は 、 キ リス ト 教 に 対す る 反対 の 喉 ( の ど ) を 絞め あげ た 。 

and, when Iloose my grasp, the earth shall resound sullenly under the 
weight of its strangled CoOrDSe. 

私 が 手 を 放す と 、 キ リス ト 教 に 対す る 反対 と いう 絞殺 死体 の 重み で 、 地 が 重く 鳴り 響 
Se 

」 

It is true that his reply to the oDjecton comes to Very Httle: 

キリ スト 教 に 対す る 反対 に アン リ デラ ー ジ ェ が ほとん ど 答 えて いな い の は 真実 で あ 
る 。 

Dut 

し か し 、 

what would you, when an obDjecton has Deen strangled and when the 
earth has resounded sullenly under the weight of its Dody? 

キリ スト 教 に 対す る 反対 が 絞め あげ られ て 、 キ リス ト 教 に 対す る 反対 と いう 死体 の 重 
み で 地 が 重く 鳴り 響い た ら 、 何 を 答え る の か ? 

We have said that 

すでに 話し た 様 に 、 

Henri Delaage is an unrecognlsed thaumaturgist. 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 奇 跡 を 起こ す 知 られ ざる 人 で ある 。 

As a fact 

事実 、 

he has informed a person of our acqguaintance that durimg a wimter 
when influenza was prevalent, it was sufficient for him to enter a room 
and every One who happened to De therein was cured irmmediately. 

冬 に イン フル エン ザ が 流行 し た 時 に アン リ デラ ー ジ ェ が 部 屋 に 入っ た だ け で 部 屋 の 
中 の 全て の 人 が すぐ に 治っ た 、 と アン リ デラ ー ジ ェ は エリ ファ ス レヴ ィ の 知人 に 教え 
が ae 

Unhappily he Decame himself a victm of the miracle, 

不運 に も 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ は 奇跡 の 犠牲 者 に 成っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he contracted a slight hoarseness which has neVer left him. 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 奇 跡 を 起こ し て 以来 、 声 が 少し か すれ て し まっ た 。 

Many of our friends declare that he has the gift of uDiduity: 


アン リ デラ ー ジ ェ に は 遍 在 する 天 与 の 才能 が ある 、 と エリ ファ ス レヴ ィ の 友人 の 多数 
が 話し て いる 。 

he is left at the office ofLa Patrie and is found again with his publisher 
Dantu: 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 出 版 社 「 祖 国 」 を 出 た は ず な の に 、 出 版 社 「 祖 国 」 で 出版 者 
Dantu と 共に いる の を 見 か けら れ て いる 。 

one retires in dismay and goes home, there to find 一 Delaage awaitimg 
One'S arT1Val. 

さら に 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 遍 在 を 目撃 し て 驚き 早退 し た 人 が 帰宅 する と 、 ア ン リ デ 
ラー ジェ が 待っ て いた の で ある 。 

He is a skilful charmer 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 熟 練 の 誘惑 者 で ある 。 

A society 1ady who had Deen reading one of his Dooks testified that she 
knew nothing Detter written or more Deautiful, 

ある 上 流 隊 級 の 令嬢 が 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 本 を 読ん で 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 本 より 、 
良い 本 、 美 し い 本 は 知ら な いと 話し た 。 

Dut 

じ か し 。 

lt is not to his works alone that Delaage imparts Deauty. 

アン リ デラ ー ジ ェ が 美 を 与え る 事 が で きる の は 本 だ け で は な い 。 

We had Deen reading an article shgned Fiorentimo which said that the 
physical attractions of the young magician edualled or eVen surDassed 
those of angels. 

「 若 い 魔術 師 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 体 の 魅力 は 天使 達 の 体 の 魅力 以上 で ある 。」 と い 
う Fiorentimo 署名 の 記事 を エリ ファ ス レヴ ィ は 読ん だ 事 が ある 。 

We encourntered Delaage and questioned him wrth curiosty on this 
simgular revelation. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ に 、 会 っ て 、 好 奇 心から 、 異 常 な 記事 に つい て 
質問 し た 。 

Delaage then put his hand in his waistcoat, turned three Darts round 
and looked smnhmg to heaver: 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 着 て いた ベス ト に 手 を 入れ て 、4 分 の 3 回 転 し 、 微 笑み な が ら 
天 を 見 上 げた 。 

it happened fortunately that we were carrying the Enchiridion of Leo 
III, 

幸運 に も 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 法 王 レ オ 3 世 の 「Enchiridion」 を 携帯 し て いた 。 
which is knmown to preserVe from enchantments, 

法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は 誘惑 か ら 守 っ て くれ る 、 と 知ら れ て いる 。 

so that 

その た め 、 

the charmer's angelical Deauty was hidden from our eyeS. 

誘惑 者 アン リ デラ ー ジ ェ の 天使 の 様 な 美 し さ は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 目 に は 見 えな 
が つた だ た 。 


Let us offer on our Dart a more serious eulogium to Henri Delaage than 
do those who admire his good 1ooks: 

アン リ デラ ー ジ ェ の 良い 外見 へ の 心酔 者 より も 、 真 剣 に アン リ デラ ー ジ ェ を た た え 
よう 。 

he is simcere when he says that he is a catholic and when he proclanms 
loudly his 1oVe and respect for relig1on. 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 カ トリ ッ ク 教 徒 で あり 、 カ トリ ッ ク を 愛し 景 散 し て いる 、 と 大 き な 
声 で 心から 話し て いる 。 

Now religion can make you a Salmt, 

カト リッ ク は 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ を 加 人 に で きる 。 

and this title is more estimaDle and glorious than that of a sorcerer 
魔術 師 と いう 称号 より も 、 聖 人 と いう 称号 は 、 た た える べき 栄光 ある 称号 で ある 。 

It is owng to his rank as a DuDlicist that we haVe placed this young man 
in the first place among the Fantasiasts of Magic, 

若者 アン リ デラ ー ジ ェ が 魔術 の 幻想 小説 家 の 第 一 人 者 で ある の は 、 ア ン リ デラ ー 
ジェ が 広報 担当 者 と し て 第 一 人 者 だ か ら で あ る 。 


Dut in all other resDpects it Delongs to the Comte D'Ourches, 

中 略 

a man of Venerable age who has deVoted his Iife and fortune to 
mesmer1c eXDerlTnentSs. 


Ladies in a state of somnambulism, and any furmiture at his house, g1Ve 
themselves up to frenzied dances: 


the furniture becomes Worn out and is Droken, 
Dut 
it is said that the ladies are all the Detter for their gyrations. 


For along tme the Comte D'Ourches has Deen dominated Dy a fixed 
idea, which is the fear of Deing Duried aliVe, 


and he has written a numDer of memorials on the need for Verifying 
deceasein amore certain way than oDtains usuallY. 


He has some justification for such a fear on his own Dart 


Decause 


his( - D'Ourches's - ) temperamenrt 1s Dlethoric, 

ウル シュ の 気質 は 、 多 血 質 で あっ た 。 

while his extreme nerVOus SuSCeDt1Dihty, 

ウル シュ は 、 極 度 の 神経 質 な 敏感 な 人 で あっ た 。 

contimually superexclted Dy exDeriments with fair somnamDulists, 

ウル シュ は 、 美 し い 女性 の 被 催眠 者 と の 催眠 実験 に よっ て 、 異 常に 興 募 し 続け て い 
た 。 

may exDose hm to attacks of apoplexy. 

その た め 、 ウ ル シ ュ は 、 脳 卒 中 の 発作 に 襲わ れ て いた 、 の か も し れ な い 。 


In magnetism he is the pupil of ADDe Faria 
中 略 


andin necromancy he Delongs to the school of Baron de GuldenstuDbbe. 


The latter has pubhshed a work entttled Practical Experimental 
Pneumatology, or the ReaHitty of Spirits and the Marvellous Phenomenon 
oftheir Direct Writmg. 


He giVes an account of his discoVery as follows: 


It was in the course of the year 1850, or about three years Drlor to the 
epidemmic of taDle-rappings, that the author sought to introduce into 
France the circles of American spiritualism, the mysterious Rochester 
knockimgs and the purely automatic writmg of mediums. 


Unfortunately he met with many obstacles raised Dy other mesmer1stSs. 


Those who were commmitted to the hypothesis of a magnetic fluid, and 
ever those who styled themselves Spiritual Mesmerists, Dut who were 
really inferior inducers of somnambulism, treated the mysterious 
knockings of American Spiritualism as Vis1onary folhes. 


It was therefore only after more than six months that the author was 
aple to form his first circle on the American plar, and then thanks to the 
Zzealous concurrence of M. Roustan, a former memDer of the Societe des 
Magnettseurs SDiritualistes, a smple man who was full of enthusiasm 
for the holy cause of spirituahsm. 


We were joined Dy a numDer of other persons, amongst whom was the 
Abbe Chatel, founder of the Eglise Francaise, who, despite his 
rationalistic tendencies, ended Dy adrmitting the reality of objective and 
suDernatural revelation, as an indispensable condition of spiritualism 
and all practical religionS. 


Settimg aslde the moral conditons, which are edually redulsite, 1t 1S 
known that American circles are Dased on the distimction of DositiVe 
and electric Or negat1Ve magmetlc CUTTetS. 


"The circles consist of twelve DersonSs, reDresentimg in edual DrODortions 
the positiVve and negatiVe or sens1tiVe elements. 


This distimction does not follow the sex of the members, though 
generally women are negatiVe and sensitive, while men are DOSit1Ve 
and magnetC. 


The mental and physical constituton of each individual must De studied 
before forming the circles, for some delicate women have masculine 
qualities, while some strong men are, morally speakimg, Women. 


A taDle is placed in a clear and ventllated spot: 

the medium is seated at one end and entirely isolatedi 

by his calm and contemplatiVe quietude he serves as a COnductor for 
the electricity, and it may De noted that a good somnamDulhst is usuallyY 
an excellent medium. 

The siX electrical or negatiVe dispositions, which are generally 
recogrlsed Dy their emotional qualities and their sens1Dility, are Dlaced 


at the right of the medium, the most sensitve of all Deing next him. 


The same rule is followed with the positive personalities, who are at the 
left of the medium, with the most positiVe among themnext to hm. 


In order to formm a chaim, the twelve Dersons each place their right hand 
on the taDle and their left hand on that of their neighDour thus making 
a crcle round the taDle. 


Observe that the medium or mediums, if there De more than one, are 
entirely isolated from those who form the chain. 


"After a numDer of stances, certain remarkaDle phenomena have Deen 
obtained, such as simultaneous shocks, felt Dy all present at the moment 
of mental evocation on the part of the most inmtellhigent Dersons. 


It is the same with mysterious knockings and other strange sounds: 


many Deople, including those least sensitiVe, have had simultameous 
Vslons, though remaiming in the ordinary waking state. 


SensitiVe Dersons have acquired that most wonderful gift of 
mediumship, namely, automatic writing as the result of an inVisible 
attraction which uses the nonaintelhgent instrument of a human arTm to 
eXDTeSS 1tS idleaS. 


For the rest, non-SensitiVe DersOns exDerience the mysterious influence 
of an external wind, Dut the effect is not strong enough to put their 
ImDs in motion. 


All these phenomena, oDtained accordimg to the mode of American 
Spiritualism, have the defect of Deing more or less indirect。 Decause 1t is 
IimpossiDble in these experiences to dispense with the mediation of a 
human Deing or medium. 


It is the same wrth the taDple-turnimg which invaded Europe in the 
middle of the year 1853. 


"The author has had many taDle experiences wrth his honouraDle 
friend, the Comte d'Ourches, one of the most imstructed persons in 
Magic and the Occult Sciences. 


We attaimed Dy degrees the point when taDles moved apart fromm amy 
Contact whatever while the Comte d'Ourches has caused them to rise, 
also without contaCt. 


The author has made taDles rush across a room with great rapld1ty and 
not only without contact but without the magnetic aid of a circle of 
S1tterS. 


The vibration of piano-chords under simuilar circumstances took place 
On january 20, 1856, in the presence of the Comte de Szapary and Comte 
d'Ourches. 


Now all such phenomena are Droof DositiVe of certain occult forces, Dut 
they do not demonstrate adeduately the real and suDstantial existence 
of unseer intelhigences, independent of our will and imagination, 
though the Inmits of these have Deen vastly extended in respect of their 
DOSs1Dihties. 


Hence the reproach made against American spirltualists, Decause their 
commurucations with the world of spirits are so insignificant in 
character Deing Confined to mysterious knockings and other sound 
V1DratlonSs. 


As a fact, 


there is no direct phenomenon at once intelhgent and material, 
Independent of our wll and imagimatort to compare with the direct 
writimg of spirits, who have neither been imvoked nor evoked, amd it 1S 
this only which offers irrefutaDle proof as to the reality of the 
SuDernatural world. 


"The author being always in search of such proot, at once intelhgent 
and palpable, concerning the substantial reality of the supernatural 
world, in order to demonstrate by certain facts the immortaHity of the 
soul, has never Wearied of addressing fervent prayers to the Eternal, 
that He might vouchsafe to indicate an infallible means for 
strengtheming that faith in immortahty which is the eternal Dasis of 
religion. 


The Eternal, Whose mercy is infirite, has abundantly answered this 
feeDle Drayer: 


On August 1st, 1856, the idea came to the author of tryimg whether 
Spirits could write directly that is, apart fromm the presence ofa 
medium. RememDering the marVvellous direct writing of the Decalogue, 
Commuricated to Moses, and that other writmg, edually direct and 
mysterious, at the feast of Belshazzar recorded Dy Daniel: 


having further heard about those modern mysteries of Stratford in 
America, where certair strange and ilegiDle characters were found 
upon sIps of paper apparently apart from mediumship, the author 
sought to establish the actuality of such important phenomena, 下 
indeed within the Hmits of possibility, 


"He therefore placed a sheet of Dlank letter paper and a sharply pointed 
pencll in a Dox, which he then locked and carried the key aDout hm 
1mpartmg his design to n0o one. 


Twelve days he waited in van, Dut what was his astomishment on 
August 13, 1856, when he found certain mysterious characters traced on 
the paper 


He repeated the experument ten tmes on that day, placimg a new sheet 
of paper each time in the Dox, with the same result inVvariaD1y. 


On the following day he made twenty experiments Dut left the Dox 
Open, without losimg sight of it. 


He wtnessed the formation of characters and Words in the Esthonian 
language with no motion of the pencil. 


The latter Deimg oDvlously useless he decided to dispense wrth it and 
placed blank paper sometmes on a taDle of his own, sometimes on the 
pedestals of old statues, on sarcophagi, On urnS, &C., in the LouVvre, at St. 
Denis, at the church of St. Etienne du Mont &c. 


Sirmilar exDeriments were made in different cemeteries of Paris, Dut the 
author has no hking for cemeteries, while most spirits prefer the 
locahittes where they have 1ved on earth to those in which ther mortal 
remains are laid to rest. 


We are far from disputimg the singular phenomena oDserved by Baron 
de GuldenstubDe, Dut would point out to him that the discoVery had 
Deen made Drevlously Dy Lavater and that the water-colour portrait 
panted Dy the KaDbalist Gablidone is of far greater importance than the 
few Hmes of writimg oDtaimed on his Dart. 


Speaking next in the name of scienCe, 

知 の 名 前 に お いて 話す と 、 

we would tell him( - GuldenstubDe - ), not indeed for his Denefit, seenng 

that he will not Delieve us, Dut for serious oODserVers Of these strange 

phenomena, that 

エリ ファ ス レヴ ィ の 話 を 信じ な いで あろ う Guldenstubbe の た めで は な く 、 不 思 議 

な 現象 の 真剣 な 観察 者 の た め に 話す と 、 

the writings oDtaimed Dy him do not come from the other world Dut 

have Deen made unconsclously Dy hnmself. 

紙 に 浮か ん だ 文字 は 、 あ の 世 か ら の 物 で は な く 、GuldenstuDbbe が 無意識 に 星 の 

光 に よっ て 成 し た 物 で ある 。 

We would say to hum that 

さら に 、 話 す と 、 

yOUT eXDeriments, so unmduly multplied, and the excessive tenslon of 

your will, haVe destroyed the eduihbrium of your fluidic and astral 

Dodyi 

GuldenstubDbe は 、 過 度 に 複雑 な 実験 と 、 意 思 の 過剰 な 緊張 に よっ て 、 流 体 で ある 

星 の 体 の つり 合い を 壊し て し まっ た 。 

you have compelled it to realise your drearns 

Guldenstubbe は 、 自 分 の 妄想 の 実現 を 、 自 分 の 星 の 体 に 強制 し て し まっ た 。 

andit has traced in characters Dorrowed from your Own rememDbranCce, 

the reflections of your Imagination and of your thoughts. 

紙 に 浮か ん だ 文字 は 、Guldenstubbe の 記憶 の 中 の 文字 で あり 、GuldenstubD6 

の 想像 や 思考 の 反映 で ある 。 

Had you Deen placed in a Derfectly lucid state of magnetic sleep, 

仮に 、GuldenstubDe が 、 磁 気 の 催眠 の 眠り の 、 意 識 が 明確 な 状態 を 完全 に 保 て 

ば 、 

yOU Would haVe seen a luminous counterpart of your hand, 1engthened 

out ike a shadow in the settmg sum: 

日 で 影 が 伸び る 様 に 、 肉 体 の 手 に 対応 し て いる 、 星 の 体 の 光る 手 が 伸 びる 光景 

見 た で あろ う 。 

yoOu would haVe seen it trace on the Daper DreDared Dy yourself or your 

friends those characters which have so much surprised VOU. 

星 の 体 の 手 が 紙 に 文字 を 記す 光景 を 見 た で あろ う 。 

That corporeal light which emanates from the earth and from you 

地 や 、 人 は 、 星 の 光 と いう 肉体 的 な 光 を 放射 し て いる 。 

1s Contained Dy a fluidic envelope of extreme elasticity, 

MHR 柔軟 に 伸縮 する 星 の 体 の 外皮 が 、 星 の 光 を 
ん で いる 。 


and that enVelope is formed from the quintessence Of your Vital spirits 
and your Dlood. 

命 の 生気 の 精 秋 と 、 血 の 精髄 が 、 星 の 体 の 外皮 を 形成 し て いる 。 

This quntessence derives from the light a colour 

星 の 体 の 外皮 の 色 は 、 星 の 光 の 色 に 由来 する 。 

determnned Dy your secret wl: 

人 の 秘密 の 意思 が 、 星 の 体 の 外皮 の 色 、 星 の 光 の 色 を 決定 し て いる 。 

it is made in the hkeness of your dream, 

星 の 体 の 外皮 は 、 人 の 想像 に 似 た 形 に 成る 。 

and the characters are impressed on the Daper as signs on the Dodies of 
unborn children are Imprinted Dy the imagination of their mothers. 

母 の 想像 が 胎内 の 幼子 の 形 を 決定 する 様 に 、 紙 に 文字 が 浮か ぶ 。 

That which seemms to you ink iS your Dlackened and transfigured Dlood!. 
紙 に 浮か ん だ 文字 の イン ク に 見 える 物 は 、 黒 く 成 っ た 血 、 霊 化 さ れ て いた 血 が 物質 
化し た 物 で ある 。 

You are exDendinmg yourself in proportion as such writings multtply. 
紙 に 浮か ぶ 文 字 の 増大 に 比例 し て 、 血 を 消費 する 。 

If you Contimue yOUT eXDer1mentSs, 

も し 篤 異 現象 の 実験 を 続け た ら 、 

your brain wl De weakened gradually and your memory will suffer 
徐々 に 、 脳 が 衰弱 し て 記憶 が 損なわ れる 。 

You wl experience unspeakable pains in the joints of the 1imDs and 
fimgers, 

手足 の 関節 と 指 の 関節 に 言い 表せ な い 痛 み を 感じ る 。 

and you wl fimally die, either struck down suddenly or after a 
prolonged agony, characterised by hallucimations and madness. 
突然 死す る か 、 幻 覚 や 狂気 に 襲わ れ て 長期 に 渡っ て 苦し ん だ 後に 死ぬ 。 


SO much for Baron de GuldenstubD6e. 
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To the Comte Ourches we would say: 
You wrll not De Duried ahVe, 


Dut 


yOu run the risK of dying Dy the very precautions which you are takimg 
agalnst such a Doss1Dihty. 


The awakening of those who are so Duried can only De rapid and Drief, 
土葬 され た 人 は 、 短 時 間 し か 、 覚 醒 で き な い 。 

Dut 

し がく 

they may HVe 1ong underground, conserVed Dy the Astral Light in a 
Complete state of lucid somnamDbulhsm. 

土葬 され た 人 が 、 明 確 な 意識 を 保っ た 催眠 状態 に よっ て 星 の 光 に よっ て 肉体 を 保存 
する と 、 地 下 で 生き 長らえ る 事 が で きる 。 

Their souls are then Dound to the sleeping Dody Dy an invisiDle chanm, 
星 の 光 に よっ て 肉体 を 保存 し て いる 時 、 魂 は 、 目 に 見 えな い 鎖 に よっ て 、 眠 っ て いる 
肉体 と つなが っ て いる 。 

andifthose souls are greedy and criminal, they can draw on the 
quntessence of the blood in persons who are naturally asleep: 
強欲 な 罪人 の 魂 は 、 自 然 に 眠っ て いる 他人 の 血 の 精 髄 を 吸収 し て 奪う 時 が ある 。 
they can transrmut this sap to: ther interred bodies for their 1onger 
preserVvation, In the Vague hope that they may De restored ultimately to 
life. 

罪人 の 魂 は 、 肉 体 を 復活 で きる か も し れ な いと いう 曖昧 な 希望 に すがっ て 、 眠 っ て い 
る 他人 の 血 の 精 秋 を 吸収 し て 奪い 、 保 存 し て いる 土葬 され て いる 自分 の 肉体 に 移す 。 
It is this frightful phenomenon which is called VamDpirism, 

罪人 の 魂 に よる 眠っ て いる 他人 の 血 の 精 髄 の 吸収 強奪 が 、 吸 血 鬼 と 呼ば れ て いる 、 
如 る べき 現象 で ある 。 

and its realhty has Deen estaDblhshed Dy many cases as well attested as 
the most serious thimgs in history. 

歴史 上 の 重要 な 出来 事 と 同じ く 確 証 さ れ て いる 、 多 数 の 実例 に よっ て 、 吸 血 鬼 の 実 
在 は 確証 され て いる 。 


T you gueston the Dossibility of this magnetic Hfe of the human body 
under earth, read the following accourt of an English officer named 
Osborne, the good faith of which was attested to Baron du Potet Dy 
General Ventura. 

中 略 

"On june 6, 1838," says Mr OsDorne, 


the monotony of our camp-Hfe was happily interrupted Dy the arrival of 
an individual who was famous throughout the PumjauD. 


He was the suDject of great venerationl among the SiKkhs Decause of his 
power to remain Duried underground for so 1ong a tme as he pleased. 


Such extraordinmary stories are told of this manr, and their authenticity 
has Deen guaranteed Dy so many reputaDle Dersons, that we were most 
anxious to see him. 


He told us on his own part that he had followed this Dusiness of 
interment for a numDer of years in Various Darts Of India. 


Among serious and creditaDle people who haVe Dorne witness in his 
favour 1I may mention Captain Wade, the political agent at Lodhran. 


This officer has told me most seriously that he himself assisted at the 
resurTection Of the sald fakir after a Durial which took place seVeral 
months previously, in the presence of General Ventura, the Maharajah 
and the principal Sikh chiefs. 


The details concerning the interment as g1Ven to Captaim Wade, amd 
those which he added on his own authority respectmg the exhumaton 
are as folloWs. 


"After certain Drecautions which ]asted for several days and the details 
of which are distasteful, the fakir amnounced that he was ready to 
undergo the trial. 


The Maharajah, Sikh chiefs and General Ventura assemDbled round a 
graVe Of stone-WOrk constructed for the eXDreSSs DUTDOSGe. 


Im their presence the fakir sealed up with wax every ODerung of his 
body Dy which air could enter with the exception of the mouth: 


he then cast off his garments, Was enVveloped in a limen Dag and, Dy his 
own wrsh, his tongue was turned Dack so that it oDstructed the gullet. 


He fell after this into a kind of lethargy. 


The Dag which contained hm was closed up, amd a seal was placed 
therein by the Maharajah. 


It was then put into a sealed and padlocked chest, which was 1owered 
into the grave. 


Alarge quantity of earth was thrown on it 
1t was trodden down and Darley was sown thereim. 


Finally sentnels were stationed round the spot, with orders to watch 
day amd night. 


"These Drecautions notwithstanding, the Maharajah stll had douDts: 


thrice during the period of ten months, during which the fakir was to 
remmain imterred, he Visited the grave and had it opened in his presenCe, 
but the Dody was in the sacK, just as It had Deen placed therein, cold and 
imannumate to all appearanCce. 


When the ten months had expired, the fakir was exhumed finally. 


General Ventura and Captain Wade undid the padlocks, Droke the seals 
and ralsed the chest from the grave. 


The fakir was taken out, Dut there was no indicaton of life either at 
heart Or DUlSe. 


As a first means to reamimate him, one of the spectators imserted his 
fimger Very gently in the mouth and restored the tongue to its natural 
DOSitiOn. 


The top of the head was the sole seat of any sensible heat. 


By pourimg warm water slowIy oVer the Dody, some signs of fe were 
oDtaimed by degrees. 


After two hours of attention, the fakir rose upD and Degan to moVve aDout 
STmlhmg. 


"The extraordimary Demg declared that he had delicious dreams during 
his entombment, Dut that the tme of awaking was always exceedingly 
painful and that he was in a state of Vertigo Defore his return to 
COTSC10USTGSS: 


his age is aDout thirty years, his countenance is 則 -faVoured and his 
exDreSsion somewhat crafty, 


We had long conversations with him, and he offered to De Duried in our 
DreseTCe. 


We took him at his word and appomted a meetimg at Lahore, where We 
promised that he would remain underground throughout our stay in 
that city. 


Such was the story of OsDborne. 


The question was whether the fakir would really allow hmself to De 
interred Once moOre. 


The new experimernt might well De decis1Ve. 


But that which happened was as folloWs. 


Fifteen days after the fakir's visit to their camp, the English officers 
arTiVed at Lahore. 


They chose a spot which seemed faVourable for the coming operation, 
had a mural tomD constructed, as well as a Very sohd chest, and then 
awaited the fakir 


He came on the day following, expressing an ardent desire to DroVve that 
he Was n0 1mpostor 


He stated further that he had made the necessary Dreparations for an 
exDerlment, Dut his demeanour evidenced a certan disduiet and 
despondency. 


He began to stipulate concernng his compensation, which was fixed at 
fifteen hundred rupees down and two thousand rupees anmually which 
the officers undertook to obtain from the king. 


Satisfied on this point, he wished to De informed as to the precautions 
that they Were Droposng to take. 


The officers shewed him the chest, the Keys Delonging thereto, and 
warned him that sentimels chosen among the English soldiers would 
watch round the place for a week. 


The fakir cried out and gave Vent to much aDuse of the Firimghees and 
SceDtics, who sought to roDb him of his reputation. 


He expressedl also a fear that some attempt would De made on his life 
andl refusing to trust himself entirely to the surveillance of Europeans, 
he demanded that duplicate keys should De committed to one of his co- 
religionists, further insistimg 一 and this indeed above all 一 that the 
sentries should not De enemmies of his faith. 


The officers declined to entertain these conditions: 
seVeral interviews followed, leadimg to no result: 


and finally the fakir intimated, through one of the Sikh chiefs, that the 
Maharajah having menaced hm writh his anger せ he did not fulfil his 
engagement wrth the English, it was his wish to undertake the trial 
though he rested assured that the sole oDject of the officers was to 
deprive him of jife, and that he would never come forth fromm his tomDb. 


The officers adrnitted that, as to the 1ast point, they all shared his 
conVvicton, adding that as they did not wish to haVe his death as a 
reDroach agalnst them, they relieved him of his Dromise. 


"Are such hesitations and fears proof positive against the fakir? 


Does it follow that all who have testified previously how they had 
Deheld with their own eyes the occurrences to which he oWes his 
celebrity have Deen guulty of deception themselves or were the victims 
Of skilful trickery? 


We confess that, having regard to the extent and quality of the evidence, 
we cannot douDt that the fakir was freduently and Hterally interredi: 


and even admittmg that after his burial he has on each occasion 
contimued to commurucate with the world aDoVe ground, it would stll 
be inexplicable how he could De deprived of respiration during the tme 
which intervened Detween his Durial and that moment when his 
aCCOmDplices came to his aid. 


Mr Osborne adds in a note a quotation from the Medical Topography of 
Lodhiana, by Dr MacGregor an English physiclan, who assisted at one 
ofthe exhumations, was a witness of the fakir's ]ethargy, of his gradual 
return to Hife, and who tries seriously to explain it. Mr Boileau, another 
English officer in a Work published some years ag0, recounts how he 
witmessed another experience which reproduced all the facts in 
Dreclsely the same manner 


Those who are anxious to satisfy their curios1ty more fully, those who 
discerr in the narrative an indication of a curious Dhys1ological fact, 
may refer with corfidence to the sources which are here indicated. 


Anumber of official records of the exhumation of vampires are stlll 
extant. 


In each case the flesh was in a remarkaDle state of preserVation, Dut 
blood oozed fromm the body the hair had grown in an aDnormal manner 
and protruded in tufts through the chinks of the coffim. 


There was no sign of Hife in the respiratory apDDaratus, saVe in the heart 
Only, and this seemed to have Decome a vegetable rather than an amimal 
Organ. 


To kill the Vampire, a stake had to De driven through the Dreast and 
then a frightful cry shewed that the somnamDulist of the grave had 
awakened wrth a start into a VeritaDle death. 


To render such death definitive, swords Were driven Doint upDward into 
the VamDpire'S graVe, 

吸血 鬼 の 死 を 確定 させ る た め に 、 剣 の 先端 を 吸血 鬼 の 墓 の 中 へ 向け た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the phantoms of Astral Light are disintegrated Dy the action of metallic 
DO1Tts, 

星 の 光 に よる 幻 の 体 は 、 金 属 の 先端 の 作用 に よっ て 、 分 解 さ れる 。 


which attract that hight towards the common reservor and dhssipate ts 
COagulated clusters. 

金属 の 先端 は 、 星 の 光 を 共通 の 貯蔵 所 へ 引き 寄せ て 、 星 の 光 の 凝固 し た 塊 を 分 解 
する 。 

To reassuTe neTVOouS DeODle, 1t may De added that 

神経 質 な 人 を 安心 させ る た め に 話す と 、 

cases Of Vampir1sm are fortunately exceedingly rare 

幸運 に も 、 吸 血 鬼 の 実例 は 、 非 常に 希少 で ある 。 

and that 
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no one Wh0 is healthy in mmd and Dody can De personally victimmnsedl 
unless he or she has Deen aDandoned, Dody and soul, to the creature In 
its lifetime Dy some crirmimal complcity or irregular Dass1On. 
共犯 に よっ て 、 ま た は 、 異 常 な 肉欲 に よっ て 、 生 前 に 身心 を 吸血 鬼 に 委ね な けれ ば 、 
身心 が 健全 な 人 が 吸血 鬼 の 犠牲 に 成る は ず が 無い 。 


The following history of a Vampire 1s related Dy Tournefort in his 
Voyage to the Levant. 
中 略 


In the island of Mycona we witnessed a Very simgular scene, Deimg the 
alleged return of a deceased Derson after interment. 


In northern Europe those who come Dackin this manner are called 
Vampres, while the Greeks designated them under the name of 
BrOuCO1adUeS. 


The case in question was that of a peasant of Mycona who was naturally 
gloomy and quarrelsome. 


It is a circumstance WOrthy of note, On accourlt of parallel instances. 
He was killed in the countryside, no one kmew Why or Dy whom. 


Two days after his Durial in a church of the city, a report went abroad 
that he was seen nightly wanderimg aDout at a great DaCe. 


He also visited houses, turned over the furniture, Dut out the lights, 
embraced people from behind and performed innumeraDle other trickKs. 


At first it was a laughing matter Dut it took a serious turn when relaDle 
people Degan to complain. 


The priests themselves certified to the Fact, and no doubt they had their 
TeaSO1S. 


Recourse Was had to masses, said for the DurDose, Dut the peasant 
contimued the same course with no sign of amendment. 


After several meetimgs of the chief persons, Driests and monks of the 
towr it was concluded to wait for the expiration of mine days after the 
interment, followimg 1 kmnow not what ancient Drocedure. 


On the tenth day a mass was said in the church wherein the body had 
been Duried for the purpose of expellimg, the demon who was thought 
to haVe entered into it. 


The mass oVer the corpse was disinterred and the heart removed. 


It was necessary to Durn incense owng to the evll smell, Dut the 
combination made Dad worse and almost stfled those present. 


It was testified that a thick smoke exhaled from the corpse, and We who 
were Dresent at the operations did not Venture to suggest that it Was 
really the smoke of the incense. 


There were also those who affirmed that the blood of the umfortunate 
personl was abnormally scarlet, while yet others declared that the flesh 
was stlll warm, whence it was concluded that the deceased person Was 
Ser1OuSIV wrongin not Demg Droperly dead, or rather in allowng 
himself to be brought to life Dy the devil. 


This is precisely the idea which oDtains concerming the Vampire, and 
that word Degan to De repeated Dersistently. 


A crowd assemDled, 1oudly protestmg that the Dody was obviously not 
rig1d when it was carried to the church for Durial and that it was 
therefore a VeritaDle Vampire. 


"Appeal Deimg made to uS, We exDressed the opimion that the person was 
undoubtedly dead, and as for the supposed scarlet Dlood, it was easy to 
see thatit was only Dad smelhng shme. 


For the rest, we attempted to cure or at least not Drovoke further their 
exclted imaginations Dy explaiming the fumes and warmth attriDuted to 
the corDSse. 

SuCch arguments notwithstanding, it was determmed to Durn the heart 
of the deceased Derson, Dut after this had Deen done he was not more 
amenable than formerly and indeed created greater str 


He was accused of Deatimg Deople at night, of Dreakimg dowm doors and 
windows, tearimng garments and empty1ng pltchers and Dottles. 


Altogether the deceased made himself highly objectionaDle. 


There is reason to Delieve that he spared no house save that of the 
consul, in which we happened to De lodgimg. 


Every Imagination was OVerwrought, Deople of good sense Deing 
affected as much as others. 


A disease of the brain seemed aDroad, as dangerous as that of madness: 


entire families aDandoned ther houses and carried their pallets to the 
Outskirts, there to pass the night. 


Even then they complained of fresh insults, and the most soDer retired 
into the country. 


Citizens who Were imDbued with a sense Of public zeal decided that one 
essential detail had Deen missed, so far in the obserVvanCce: 


from their point of view, the mass should haVe Deen celebrated after 
andnot before removing the heart from the body 


With this precaution it was pretended that the devll would have Deen 
taken Dy surprise and Would not have attempted to returm: 


but unfortunately they Degan with the mass, which gave him tme to 
depart and he was aDle to come Dack at his ease. 


These consideratons eft matters in their original state of difficulty. 


There were meetmgs and stll meetimgs, Doth eveming and morming: 


there were Drocesslons for three days and three nights: 

fasts were Imposed on the Driests: 

houses Were Visitedl Dy them, asperglllus in handi: 

there was sprinkhmg wrth holy water and doors were Durified. 

Ever the mouth of the miseraDle Vampire was filled with holy water 
"In the midst of such DreposSseSS1OnS, OUT COUurSe Was tO say noOthing: 
we should have Deen regarded as jesters and infidelSs. 

What however was to De done to help the inhabitants? 


EVery morning brought a fresh scene in the comedy Dy the recital of 
neW Dranks of this nightbird, who was even accused of comrmittng the 
most aDominable crimes. 


We did, however represertt more than once to the governor of the town 
that in our 0wn country, under such circumstances, a watch would not 
fail to De set, to take note of what Dassed. 


The precaution was ultmately taken and led to the arrest of some 
VagaDonds who were undoubtedly at the Dottom of the disorder 


It was, of Course, relaxed too soon, and two days suDsequertly, to atone 
for the fast which the said wastrels had undergone in prisonu they 
betook themselves to emptying the wime jars In some of the abandoned 
houSeS. 


After driving in numberless drawn swords oVer the graVe ofthe Dody 
people now returned to ther Drayers, ComDined wrth disinterring the 
COTDSe as CaDr1ce led them, when an AlDanian, who happened to De 
there, pointed out in an authoritatVe tone that it was highly ridiculous, 
in a Case Of the kind, to make use of the swords of Christians: 


these beng cross-handled effectually prevented the devil from leaving 
the Dody and his recommendation was therefore to substitute Turkish 
SaDreS. 


The adVice of this expert came to nothing: 


the Vampire was not more tractaDle, and they knew not what sant to 
inVoke, when all with one voice, as if a word of command had been 
g1VeT, cried out through the whole town that the Vampire must De 
burned completely after which they might defy the devil andthat 
certainly it was Detter to have recourse to this extremnty rather than 
that the island should De deserted. 


As a fact, 

certain farmmlies Were Dreparimg already for their departure. 

"The Vampire was therefore carried, Dy order of the governors, to the 
extrermty ofthe isle of St. George, where a great Dyre had Deen 


Drepared wrth tar lest eVen dry wood should not kimdle quickly enough. 


What remained of the miserable Dody was cast therein and speedily 
consumed. This was on the first day of january, 1701. 


Henceforth there were no complaints against the Vampire: 


1t was agTeed that the devil had that time Deen overreached and songs 
were made to deride hmm. 


It is to be oDserVved in this account of Tournefort that he adrnits the 
reality of the Visions which paralysed the whole people. 


He does not deny the flexiDihty or warmth of the corpse Dut seeks to 
explain these with the pralseworthy oDject of reassurimg those who 
Were COnCerned. 


He does not mention the decomposition of the Dody Dut only its evil 
smell which is not less characteristic of Varmpire COrDses than of 
Venomous toadstoo1S. 


Finally he allows that once the Dody was Durned, the wonders and 
V1S1OTS CeaSsed. 


But 


we haVe wandered far from the suDject of Fantasiasts in Magic: 

魔術 の 幻想 小説 家 と いう テー マ か ら 脱 線 し て し まっ た 。 

let us return to them andL, forgettimg the problem of Vampires, a word 
shall De said on the cartomancist, Edmond. 

吸血 鬼 の 問題 は 忘れ て 、 タ ロッ ト カー ド 占 い 師 エド モン ド に つい て 話し て 、 魔 術 の 幻 
想 小説 家 の 話 に 戻 ろ う 。 


He is the Det sorcerer of ladies in the Quartier de Notre Dame de Lorette 
and he occupies, in the Rue Fontaine St. Georges, No. 30, a danty Httle 
rOOm, where the Vestibule is always full of clients, including those 
OcCasionally of the male sex. 

中 略 

Edmond is a man of tall stature, somewhat stout, of Dale complexior, 
ODen countenance and sympathetic VO1Ce. 


He appears to DelieVe in his own art and carries on consclentiously the 
methods of people Iike Etteilla and Mdlle. Lenormand. 


We have questoned him as to hi1s DrOCeSSeS, 


and he has answered frankIy and civilly that he has Deen passionately 
devoted to the occult sciences from childhoodi: 


that he began divimaton early: 


that he is unacduainted with the philosophical secrets of transcendental 
knowledge: 

占い 師 エ ドモ ンド は 、 超 越 的 な 知 の 哲学 的 な 秘密 を 知ら な い 、 と 話し て いる 。 

and that the keys of the KaDalah of Solomon are not in his possession. 
占い 師 エ ドモ ンド は 、 ソ ロモ ン の カバ ラ の 鍵 を 所 有 し て いな い 、 と 話し て いる 。 


He states, however that he is highly sensittve and that the mere 
proximuty of his clients impresses him so keernly that in a way he feels 
their destmy, 

中 略 


1 seemm to hear singular noises and clankings of chainms about those who 
are doomed to the scaffold, cries and moans round those who will die 
Vilolently. 


SupDernatural odours assail and almost stifle me. 


One day in the presence ofa veiled lady, clothed in Dlack, I Degan to 
tremDle at an odour of straw and Dlood. 


Madam,' 1 cried, pray leave here, for you are surrounded Dy an 
atmosphere ofmurder and Drison.' 


"You say truly,' she answered unVeihng her pale face, I have Deen 
accused of inmfanticide and haVe just come Out of Drison. 


Simce yOU have seer the past, tell me also the future. 


One of our friends and disciples in Kabalhism, utterly unkmown to 
Edmond, went on a day to consult him and havimg paid in advance he 
awaited the oracles, when EdmondL rising respectfully, Degged him to 
take Dack his money. 

ある 日 、 カ バラ の 弟子 で あり エリ ファ ス レヴ ィ の 友人 で あり 占い 師 エ ドモ ンド に 全く 
知ら れ て いな い 人 が 占い 師 エ ドモ ンド の 所 に 占っ て も らい に 行っ て 前 金 を 支払 い 神 
託 を 待っ て いる と 、 占 い 師 エド モン ド は 明 毅 し な が ら 立ち 上 が っ て 返金 を 受け 取る 様 
に 懇願 し た 。 

"1 have nothing to tell you," he explainedi 

占い 師 エ ドモ ンド は 、「 あ な た を 占 え な か っ た 。」 と 説明 し た 。 


[ 


your destimy 1s closed against me Dy the Key of occultism: 

私 エド モン ド に 対し て 、 あ な た の 運命 は 隠さ れ た 知 の 鍵 で 閉ざさ れ て いる 。 
whatsoever 1 might say Vou would know already as well as myself. 
私 エド モン ド が 言え る 様 な 事 は 全て 、 す で に 、 あ な た は 知っ て いる で し ょ う 。 


」 


He shewed him out with many DoWs. 
占い 師 エ ドモ ンド は 、 多 大 な 敬意 を 表し て 見 せ た 。 


Edmond is also occupied wrth judicial astrologyi: 
he erects horoscopes and judges natVities at Very moderate DT1CeS. 


In a word he deals wth everythimg belonging to his Dusiness, which iS 
otherwise a wear1somme and disenchantmg thing. 


With how many disordered Drains and diseased hearts must he De 
contimually in relaton, and the imDecile redunrements of some, the 
urjust reproaches of others, the trimg confidences, the demands for 
philtres and spells, the oDsessions of fools, all combine in makimg him 
galn his income hardly. 

To sum up, Edrmond is a somnamDbulist Ke Alexis: 


he is self-magnettsed Dy his cards and by the diabolical figures which 
adorn them: 


he wears Dlack and gives his consultations in a Dlack caDinet 
Im a Wordl 


he is the prophet of mystery. 


CHAPTER V 

魔術 の 歴史 第 7 巻 5 章 

SOME PRIVATE RECOLLECTIONS OF THE WRITER 

著者 エリ ファ ス レヴ ィ の いく つか の 個人 的 な 思い 出 

On a certain mornimg in 1839 the author of this Dook had a visit from 
Alphonse EsduirO5S, 

1839 年 の 、 あ る 朝 、 ア ルフ ォ ン ス エス キロ ス が 、 本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ を 訪れ 
た だ た 。 

who said: "Let us Day OUT resDeCcts to the Mapah.“ 

アル フォ ンス エス キロ ス は 、「 マ パ を 敬礼 し まし ょ う 。」 と 話し た 。 

The natural uestion arOSe: 

自然 な 疑問 が わき あがっ た 。 

"But in any case, who or what is the Mapah?" 

「 マ パ と は 誰 ま た は 何で すか ?」。 


"He is a god." was the ansWer 
アル フォ ンス エス キロ ス は 、「 マ パ は 神 で す 。」 と 答え た 。 


"Many thanks," said the author "Dut 1 pay my devotlons onIy to gods 
usSeen.“ 

著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 あ り が と う ご ざ いま し た 。 私 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 目 に 見 え 
な い 神 だ け を 愛し 信じ 敬礼 し て いま す 。」 と 話し た 。 


"Come notwithstanding: he is the most eloguent, most radnant and 
magruficent fool in the visibDle order of thmgs." 

「 そ れ で も 、 行 きま し ょ う 。 マ パ は 、 も の の 目 に 見 える 秩序 の 中 で 、 最 も 雄弁 な 、 最 も 輝 
か し い 偉 大 な 、 和 狂人 で す 。」。 


"My friend, 1 am in terror of fools: ther complaint 1s contagious.“ 
「 友 アル フォ ンス エス キロ ス よ 、 私 エリ ファ ス レヴ ィ は 狂人 が 嫌い で ある 。 狂 気 と いう 
病気 は 伝染 する 。」。 


"Granted, dilectissime( = loVve0), and yet 1 am calhmg on you." 
「 仮 に 狂気 が 伝染 する と し て も 、 親 愛 な る 友 エ リフ ァ ス レヴ ィ よ 、 私 アル フォ ンス エス 
キロ ス が 誘っ て いる の で す よ 。」。 


sssO 


"Admitted, and things beimg so, We wl Day Our resDects to the Mapah.“ 
「 わ か り ま し た 。 そ れ で は 、 マ パ を 敬礼 し に 行き まし ょ う 。」 。 


In an appalhmg garret there was a Dearded man of majestic demeanour: 


who inVariaDly Wore Over his clothes the tattered cloak of a woman, 
and had in conseguence rather the air of a destitute dervish. 


He was surrounded Dy several men, Dearded and ecstatic hke himself, 
and in additon to these there was a woman with motionless features, 
who seemed Hke an entranced somnamDbulist. 

The prophet's manner Was aDrupt and yet sympathetic: 


he had hallucimated eyes and an infectious quality of eloguence. 


He spoke with emphasis, warmed to his subject duickly, chafed and 
fumed tll a white froth gathered on his HDSs. 


ADbDbe Lamennais Was once termed "old ninety-three fulfilling its Easter 
duties." 


The catch phrase is more suted to the Mapah and his mystcism, as wl 
be shewn Dy a fragment from one of his 1yrical enthusiasrns. 


Transgression Was inevitaDle for man: 

it was decreed by his destimy, that he might be the instrument of his 
own reconstruction, that the greatness and majesty of God might be 
marifested in the majesty and greatness of humanr to Dassing through 
its SUCCeSSiVe Dhases of light and darKmesS. 


But primtive umnty was destroyed Dy the Fa 


suffering entered the world in the guise of the serpent, and the Tree of 
Life Decame the Tree of Death. 


Thmgs Demg at this pass, God said to the woman: In sorrow thou shalt 
bring forth children! 


yet added afterwards: 'Thou shalt crush the serpent's head. 
And the first slave was a woman: 
she accepted her divine msslon, and the pans of travaill Degan. 


Fromm the first hour of the Fall, the task of humanity has Deen, for this 
reasOrl, a great and terrible task of initiation. 


For this also the terms of that initiation are all equally sacred in the 
eyeSs Of God. 


Their Alpha is our common mother EVe, while the Omega is LiDerty, 
whO is our common mother als0. 


"1 Deheld a vast ship, having a gigantic mast with its crow's nest at the 
(OD: 


one Of the ship's extremmuties 1ooked to the West, the other to the East. 


On the western side it Was DOised upon the cloudy surmmuts of three 
mountains, their Dases ost in a ragimg sea. 


On the flank of each mountain was inscriDed its ominous name. 


The first was Golgotha, the second Mont St. jean, Dut the third was St. 
Helena. 


In the middle way of the mast, on the western side, there Was erected a 
fiVe-armed crosS, on which a woman Was eXDirimg. 


The inscription aDoVve her head was: FRANCE: ]UNE 18, 1815: GOOD 
FRIDAY. 


The fiVe arms of the cross represented the fiVe diVisions of the gloDe: 
the woman's head rested on Europe and was encircled Dy a cloud. 


But at the end of the ship to the East there was no darkness: 


and the keel paused at the threshold of the city of God, Dy the summit of 
a triumphal arch in the full rays of the sun. 


Here the woman reappearedL Dut this time transfigured and glorioUS. 


She rolled away the stone from the sepulchre, and on that stone Was 
written: RESTORATION, days of the tomD: july 29, 1830: Easter 


It will De seen that the Mapah was a successor of Catherine Theot and 
Dom Gerle: 


and yet 一 - such is the strange sympathy Detween follies 一 


he told us one day confidentially that he was Louis XVII returned to 
earth for a work of regeneration, while the woman who shared his life 
was Marie Antoinette of France. 


He explained further that his revolutionary theories were the last word 
Of the violent pretensions of Cain destimed as such to insure, Dy a fatal 
reaction, the Victory of the just Abel. 


Now Esduiros and 1 Visited the Mapah to enjoy his extravaganCes, Dut 
Our 1maglnations Were OVercOome Dy his eloguence. 


We were two college friends, 1ike Louis LamDert and Balzac, and we 
had nourished dreams in common concerming 1mposs1Dle remunclations 
and unheard of heroisms. 


After Visitimg Ganneau, for this was the name of the Mapah, we took it 
Into our heads that it would De a great thing to commurucate the ]ast 
word of revolution to the world and to seal the abyss of anarchy, hke 
Curtius, Dy castmg OurselVes therein. 


Our students' extraVvagance gaVve Dirth to the Gospel of the People and 
the Bible of Liberty, folhes for which Esquiros and his 則 -starred friend 
Dald Dut too dearly. 


Hereof is the danger of enthusiastic mam1as: 


they are catching: 


One does not apDproach wrth impuruty the edge of the precipice of 
madmeSSs. 


The incident which now follows is a different and more terrible fataHty, 


AnerVvous and delhicate young man named SoDrier was numDered 
among the Mapah's discples: 


he lost his head completely and Delieved himself predestimed to saVe the 
world Dy provoking the supreme cris1s of an umlversal revolution. 


The days of 1848 drew towards the threshold. 


A commotion had led to some change in the ministry Dut the episode 
seemed closed. 


Paris had an air of contentment and the Doulevards were illuminated. 


Suddenly a young man appeared in the populous streets of the Quartier 
Salnt-Martn. 


He was Dreceded Dy two street AraDs, one Dearing a torch and the other 
Deatimg to armms. 


Alarge crowd gatheredi: 
the young man got upon a Dost and harangued the Deople. 


Hns words were incoherent and incendiary, Dut the gist was to Droceed 
to the Boulevard des Capucmes and acduaint the ministry with the wl 
Of the people. 


The demomiac repeated the same harangue at every COrner Of the 
streets and Dresently he was marching at the head of a great COnCOUTS6e, 
a Distol in each hand, stll heralded Dy torch and tamDour 


The frequenters of the Doulevards joined out ofmere curiosity, and 
SuDseduently it was a crowd no 1onger Dut the massed Dopulace surg1ng 
through the Boulevard des Italiens. 


In the mmidst of this the youmg man and his street AraDs disappearedl Dut 
before the Hotel des Capucines a Distol-shot was fired upon the Deople. 


This shot was the revolution, and it was fired Dy a fool. 


Throughout that night two carts 1oaded with corpses DeramDulated the 
streets Dy torchhght: 


on the morrow all Paris was Darricaded, and SoDrier Was reported at 
home in a state of unconsciousneSS. 


It was he who, without kmowing what he did, had for a moment shaken 
the world. 


Ganneau and SoDrier are dead andno harm Ls done them Dy recitng 
this terriDle instance of the magnetism of enthusiasts and the fatalities 
which may De entailed Dy the nervous diseases of certaim DersOnS. 


The story is drawn from a reliable source and its revelations may sooth 
the conscience of that Belisarius of poetry who is the author of the 
History of the Girondins. 


The magnetic phenomena Droduced Dy Ganmeau contimued even after 
his death. 


His widow, a Woman ofno education and jittle intelligence, the 
daughter of an honest peasant of Auvergne, remained in the static 
somnamDbulism in which she had Deen placed Dy her husband. 


Like the child which assumes the form of its mother's imagination, she 
has Decome a Iiving image of Marie Antoinette, when a prisoner at the 
Conclerger16e. 


Her manners are those of a queen who is widowed and desolate for 
eVeT: 


a COmplaint sometimes escapes her as though she were Weary of her 
dreamm, Dut she is soverelgnly indignant wth any who seek to awake 
her 


For the rest, she has no syrmptomm of mental alienatior: 


her outward conduct is reasonable, her Hfe perfectly honouraDble and 
regular 


Nothmg is more pathetc, to our thimking, than this Dersistent oDsession 
ofa Demg fondly 1oVed who HOes again in a conjugal hallucination. 


Had Artemus existed literallV it would De Derrmissible to Delieve that 
Mausol was also a Dowerful mesmerist, and that he had gained and 
fixed for ever the affections of an extremely sensitiVe womarl, Outs1de 
all limits of free wil amd reason. 


CHAPTER VI 
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THE OCCULT SCIENCES 

隠さ れ た 知 

The secret of the occult sciences is that of Nature herself 
隠さ れ た 知 の 秘密 は 、 自 然 の 秘密 で ある 。 

it is the secret of the generation of angels amd worlds: 
隠さ れ た 知 の 秘密 は 、 天 使 と 世界 の 生成 の 秘密 で ある 。 

it is that of God's own omnipotence. 

隠さ れ た 知 の 秘密 は 、 神 の 全能 性 の 秘密 で ある 。 

"Ye shall De as the Elohim, kmowimg good and evll." So testified the 
SerDert of GeneSs1S, 

創世 記 3 章 5 節 で 蛇 は 「 あ な た 達 は 善 と 悪 を 知っ て 神 の 様 に 成る で あろ う 。」 と 話し 
7 

and so 

その た め 、 

did the Tree of Kmowledge Decome the Tree of Death. 

立 悪 の 知 の 木 は 、 死 の 木 に 成っ た 。( ヨ ハネ に よる 福音 3 章 3 節 「 再 び 生 まれ 直さ な 
いと 神 の 王国 を 見 る 事 は で き な い 。」。) 

For six thousand years the martyrs of science have toiled and perished 
at the foot of this Tree, so that it may Decome once more the Tree of 
Life. 

6 千年 間 、 知 の 狗 教 者 達 は 、 善悪 の 知 の 木 が 再び 命 の 木 と 成る 様 に 、 善 悪 の 知 の 
木の根 元 で 、 労 苦し て 死ん だ 。 

That ADsolute which is sought Dy the foolish and found only by the Wise 
is the truth, the realhty and the reason of umiversal eduihDrium. 
愚者 が 探求 し て 賢者 が 見 つけ た 絶対 と は 、 普 遍 の つり 合い の 真理 、 現 実 、 論 理 で あ 
る 。 

Such edulhibrium is the harmony which proceeds from the analogy of 
ODDOS1teS. 

つり 合い と は 、 正 反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 に よる 調和 で ある 。 

Humanity has sought so far to Dalance itself asifon oneleg 一 

今 ま で 、 人 類 は 、 ま る で 片 脚 で 立つ か の 様 に 、 人 類 を つり 合わ せよ うと し て きた 。 
noW on one and now agan on the other 

今 ま で 、 人 類 は 、 右 脚 だ け で 立 と うと し た り 、 左 脚 だ け で 立 と うと し た り 、 し て きた 。 
Civilisations have sDrung uD and have fallen, through the anarchic 
alienation of despotism, or alternatiVely through the despotic anarchy 
Of revOlt. 

相互 に 、 独 裁 か ら の 無政府 主義 に よる 離反 に よっ て 、 ま た は 、 反 乱 の 独裁 的 な 無 政 
府 主 義 に よっ て 、 人 は 文明 を 建て た り 崩 壊さ せ た り し て きた 。 

Here superstitious enthusiasmms and there the pitful schemes of 
materlalistic instimct have misguided the nations: 


迷信 的 な 熱狂 、 ま た は 、 物 質 主 義 の 先天 的 な 物 で ある 肉欲 に よる 情け な い 隊 謀 が 、 
国々 を 間違っ た 方 向 へ 導い て きた 。 

Dut at ]ast it 1S 

し か し 、 つ い に 、 

God Himself Who impels the world towards Delievimg reason and 
reasonaDle Deliefs. 

神 は 、 全 世界 の 人 々 を 、 信 じ る 論理 と 、 論 理 的 な 信心 に 向かわ せ た 。 

We have had enough and to spare of the prophets apart from 
philosophy and the philosophers destitute of religion. 
哲学 の 無い 預言 者 や 、 宗 教 の 無い 哲学 者 は 、 不 要 で ある 。 

Blind DelieVers and sceptics are on a Dar with one another and Doth are 
edually remote from eternal salvation. 

盲信 者 と 懐 医 者 は 、 同 じ 様 な 者 で あり 、 永 遠 の 救 いか ら 遠 い 。 

In the chaos of universal doubt, and amidst the conflict of science and 
faith, the great men and the seers figure as sicKIy artsts, seeking the 
ideal Deauty at the risk of their reason and their life. 

全 き 懐 医 の 混 沖の 中 で 、 知 と 信心 の 対立 の 中 で 、 偉 人 や 予見 者 は 、 理 性 と 命 の 危 
険 を お か し て 理想 の 美 を 探求 し て いる 、 病 ん だ 芸術 家 で ある 。 

Look at them now even 一 these sublime children. 

偉人 や 予見 者 と いう 高尚 な 幼子 を 見 て みな さい 。 

They are whimsical and nervous, hkKe women: 

偉人 や 予見 者 は 、 女 性 の 様 に 、 気 まぐ れ で あり 、 神 経 質 で ある 。 

a shadow maims them: 

偉人 や 予見 者 は 、 人 目 に つか な いと 傷つく 。 

reaSOT 1Tm]UTeS: 

偉人 や 予見 者 は 、 論 理 に 色 る 。 

they are urJust even to each other: 

偉人 や 予見 者 は 、 互 い に 対 し て 不正 で ある 。 

and though assuredly on the quest of crowns, in their fantastic excesses 
they are the first to De guilty of that which Pythagoras forDids in one of 
his admirable symDols: 

王冠 を 求め て 、 空 想 的 な 越 権 行為 に よっ て 、 偉 人 や 予見 者 は 、 ピ タゴ ラス が 「 花 冠 の 
花々 を 散ら す な か れ 。」 と いう 見 事 な 例え で 禁じ て いる 罪 を 真っ 先 に 犯し て し まう 。 
they are the first to revile crowns and to trample them under their feet. 
偉人 や 予見 者 は 、 真 っ 先 に 既存 の 王冠 を 悪く 言っ て 足下 に 踏み に じ っ て し まう 。 
They are fanatics of glory: 

偉人 や 予見 者 は 、 栄 光 を 求め る 狂信 者 で ある 。 

but the good God has Dound them by the chains of opinion, so that they 
may not De openly dangeroUus. 

立 良 で ある 神 は 、 偉 人 や 予見 者 が 公 に 危険 な 言動 を し な い 様 に 、 偉 人 や 予見 者 を 
世論 と いう 鎖 で 縛っ て いる 。 

Genius is judged Dy the triDunal of mediocrity, and this judgment is 
wrthout appeal, 


凡才 で ある 大 衆 と いう 裁判 所 は 、 訴 え が 無 く て も 、 天 才 を 裁く 。 

DecausSe, 

な ぜ な ら 、 

being the Hght of the world, gemus is accounted as a things that is null 
and dead whenever it ceases to enlighten. 

全 世 界 の 人 々 の 光 で ある 天才 は 、 照 ら す の を や め る と 、 無 価値 で ある 死ん で いる 者 
と 見 な され る 。 

The ecstasy of the poet is controlled Dy the indifference of the prosaic 
multitude, 

凡才 で ある 大 衆 の 無関心 が 、 詩 人 の 忘 我 状態 を 抑制 する 。 

and eVery enthusiast who is rejected Dy general good sense is a fool amd 
not a geTu1US. 

大 衆 の 良識 が 拒絶 する 全て の 狂信 者 は 、 狂 人 で あり 、 天 才 で は な い 。 

Do not coumt the great artists as Dondsmen of the ignorant crowdl 
偉大 な 芸術 家 を 無知 な 大 衆 の 奴隷 と 見 な す な か れ 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is the crowd which imparts to their talent the Dalance of reason. 
大 衆 が 、 理 性 の つり 合い を 、 偉 大 な 芸術 家 の 才 能 に 与え る 。 

Light is the edunhbrium Detween shadow and DrightmesSs. 

光 は 、 明 暗 の つり 合い で ある 。 

Motion is the eguihbrium Detween inertia amnd actV1ty. 

運動 は 、 慣 性 と 自発 性 の つり 合い で ある 。 

Authority is the equihDrium Detween IDerty and Dower 

権威 は 、 自 由 と 権力 の つり 合い で ある 。 

Wisdom is eduihDrium in thought: 

知 は 、 思 考 の つり 合い で ある 。 

Virtue 1S edullibrium in the affections: 

徳 は 、 思 いや り の つり 合い で ある 。 

Deauty 1S eduihibrium in form. 

美 は 、 形 の つり 合い で ある 。 

Outlhmes that are 1ovely are true outHhmes, 

美しい 形 は 、 真 の 形 で ある 。 

and the magnificence of Nature is an algebra of graces and splendOurSs. 
自然 の 美 は 、 美 の 代数 学 で ある 。 

Whatsoever is true is Deautiful: 

正しい も の は 全て 美しい 。 

all that is beautiful should De true. 

美しい も の は 全て 正しい 。( 美 し いも の は 全て 存在 する 。 肉 体 が 美しく て も 心 が 醍 い 
人 は 醍 い 。) 

Heaven and hell are the eguihbrium of moral life: 

天国 と 地獄 は 、 備 理 道徳 的 な 心 の 生活 の つり 合い で ある 。 

good amd evil are the eguihDprium of hbDerty. 


善 と 悪 は 、 自 由 の つり 合い で ある 。 

The Great Work is the attainment of that middle point in which 
edullibratimg force aDides. 

「 大 作業 」、「 大 いな る 務め 」 と は 、 つ り 合 わせ る 力 が 存在 する 中 心 点 に 到達 する 事 
で ある 。 

Furthermore, 

さら に 、 

the reactions of equihDrated force do everywhere ConserVe UTUVersal 
jife Dy the perpetual motion of Dirth and death. 

つり 合わ され た 力 の 反作用 は 、 生 と 死 と いう 永久 機関 の 永久 運動 に よっ て 、 普 遍 の 
命 を 全て の 場所 で 保存 し て いる 。 

It is for this reason that 

その た め 、 

the philosophers have compared their gold to the sun. 

錬金術 師 は 、 黄 金 を 太陽 に 例え て いる 。 

For the same reasonr that 

また 、 そ の た め 、 

same gold cures all diseases Ofthe soul and cormmurucates immortality. 
錬金術 の 黄金 は 、 魂 の 全て の 病気 を 治し て 、 不 死 を 知ら せる 。 

Those who have foumd this mddle point are true and wonderworking 
adepts of science and reason. 

中 心 点 を 見 つけ た 人 は 、 知 と 論理 の 、 真 の 、 奇 跡 を 起こ す 、 達 道 者 で ある 。 

They are masters of the wealth of worlds, 

達 道 者 は 、 地 の 富 の 主 で ある 。 

confidants and friends of the princes of heaVen itself, 

達 道 者 は 、 天 の 王者 の 親友 で ある 。 

and Nature oDeys them 

自然 は 、 達 道 者 に 従う 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they wl what is wled by the law 

法 が 望む も の を 、 達 道 者 は 望む 。 

which is the motiVe power of Nature. 

法 は 、 自 然 の 原動力 で ある 。 

It is this which the Saviour of the world spoke of as the Kingdomm of 
HeaVven: 

法 は 、 全 世界 の 人 々 の 救い 主 イ エス が 「 神 の 王国 」 と し て 話し て いる も の で ある 。 
this also is the Sanctum Regnum( = the Ho1ly Kingdomm) of the Holy 
KaDalah. 

イエ ス が 話し て いる 「 神 の 王国 」 は 、 神 の カバ ラ の 「 神 の 王国 」 で ある 。 

It is the Crown and Ring of Solomon: 

法 は 、 ソ ロモ ン の 王冠 と 指輪 で ある 。 

it is the Sceptre of Toseph 


法 は 、24 祖 ヨ セ フ の 王 効 で ある 。 

which the stars obDeyed in heaven and the harvests on earth. 

天 で は 星々 が 24 祖 ヨ セ フ の 王 移 に 従い 、 地 で は 収穫 物 が 24 祖 ヨ セ フ の 王 免 に 従 
う 。 

We have discovered this secret of ommipotence: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 法 と いう 全能 性 の 秘密 を 発見 し た 。 

it is not for sale in the market: 

法 は 、 市 場 で 金銭 と 交換 で 売ら れ て は いな い 。 

Dut 

だ だ も 。 

God had commanded us to set a price thereon, We question whether 
the whole fortune of the Duyers would seem its eduiValent. 

も し 神 が エ リフ ァ ス レヴ ィ に 法 の 授業 料 を 設定 する 様 に 命令 し た ら 、 買 い 手 の 全 財 
産 で も 法 を 教え る 代価 に 相当 する か 疑う 。 

Not for ourselves but for them, We should demand in addition their 
undivided soul and their entire life. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 私 腹 を 肥やす た めで は な く 、 学 徒 の た め に 、 法 を 教え る 代価 と し 
て 、 学 徒 の 魂 と 命 の 全て を 要求 する 。 


CHAPTER VII 

魔術 の 歴史 第 7 巻 7 章 

SUMMARY AND CONCLUSION 

要約 と 結論 

It remains for us to summarise and conclude. 

要約 と 結論 が 残さ れ て いる 。 

To summarise the history of a science 1S to summarise the science itself, 
知 の 歴史 を 要約 する 事 は 、 知 を 要約 する 事 で ある 。 

and we are therefore to recapitulate the great principles of initiation, as 
Dreserved and transmitted through all the ages. 

その た め 、 全 て の 時 代 を 通じ て 保存 され 伝え られ て きた 、 秘 伝 伝授 の 大 いな る 原理 
を 要約 する 。 

Magical sclence 1s the aDsolute science of eduihDrium. 

魔術 の 知 は 、 つ り 合 い の 絶対 の 知 で ある 。 

It is essentally relig1ous: 

魔術 の 知 は 、 本 質 的 に 、 宗 教 で ある 。 

it pres1ded at the formation of dogmas in the antidue World 

魔術 の 知 は 、 古 代 の 世界 で 、 教 え の 形 成 を 統治 し た 。 

and has been thus the nursing mother of all civilisations. 

魔術 の 知 は 、 全 て の 文明 の 乳母 で あっ た 。 

0 chaste and mysterious mother who, in g1ving mulk of poetry and 
imspiration to the dawming generations, didst cover thy face and Dreast. 
お お っ 、 魔 術 の 知 は 、 詩 情 と 霊感 と いう 乳 を 最初 の 何 世代 か に 与え な が ら 、 顔 と 胸 を 
補 い 隠す 、 頁 湖 な 神秘 的 な 母 で ある 。 

Before all thimgs 

何より も 、 

she directs us to Delieve in God and to adore without seeking to define 
Him, 

魔術 と いう 知 は 、 神 の 定義 を 試み な いで 、 神 を 信じ て 敬礼 する 様 に 、 人 を 導く 。 
SITCe 

な ぜ な ら 、 

a God in defimition is to some extent a fimnte God. 

人 が 神 を 定義 する と 、 多 か れ 少 な か れ 、 有 限 な 神 に 成っ て し まう 。 

And after Deity 

神 の 後に 、( 神 を 信じ て 敬礼 する 様 に 人 を 導い た 後に 、) 

she points to eternal mathematics and equihibrated forces as to the 
SOVere1gn Drinclples of things. 

魔術 の 知 は 、 も の の 無 上 の 原理 と し て 、 永 遠 の 数 学 と つり 合わ され た 2 つの 力 を 教 
える 。 

It is sald in the Bible that God has ordered all things accordimg to 
welght, numDer and measure. 


知恵 の 書 11 章 21 節 に 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 。」 と 記さ れ て 
いる 。 

0mmia in pondere et numero et mensura Qisposuit Deus.( = All-thimgs in 
weight and numDber and measure disposed Dy God.) 

知恵 の 書 11 章 21 節 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 。」。 

Weight is eduilhibrium, 

目 方 は 、 つ り 合 いで ある 。 

numDer is quantltty, 

数 は 、 数 量 で ある 。 

measure 1S DrTODOrtion 一 

尺度 は 、 比 率 で ある 。 

these three, 

数 、 目 方 、 尺 度 は 、 数 3 で ある 。 

and these are the eternal or divine Dasis of the science of Nature. 

数 、 目 方 、 尺 度 は 、 自 然 の 知 の 、 永 遠 の 、 神 の 、 基 礎 で ある 。 

Here now is the formula of eguihDrium: 

下記 は 、 つ り 合い の 原則 で ある 。 


Harmony results from the analogy of contraries. 
正反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 が 、 調 和 を も た ら す 。 
Number is the scale of amalogies, 

数 は 、 類 推 可能 性 の 、 も の さ し で ある 。 

the proportion of which is measure. 

尺度 は 、 数 の 比率 で ある 。 


The entire occult philosophy of the Zohar might De termed the science 
of eduihiDrium. 

「 光 輝 の 書 」 の 隠さ れ た 知 の 全体 は 、 つ り 合い の 知 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 
The key of numDers is found in the Sepher Yetzirah: 

「 形 成 の 書 」 に は 、 数 の 鍵 が ある 。 

their generation is amalogous to the affiliation of ideas and the 
production of forms. 

数 の 生成 は 、 概 念 の 認知 と 形 の 生成 に 似 て いる 。 

On this account 

その た め 、 

the illummated hierophants of the Kabalah combined the hieroglyphic 
sigTs Of numDbers, ideas and forms in their sacred alphaDbet. 

カバ ラ の 光 に 照ら され た 秘 儀 祭 司 は 、 神 の アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ イ 文 字 や タ 
ロッ ト で 、 数 の 象形 文字 、 概 念 、 形 を 組み 合わ せ た 。 

The comDbinations of this alphaDbet give equations of ideas, 


神 の アル ファ ベッ ト で ある 、 へ ブラ イ 文 字 や タロ ッ ト の 組み 合わ せ は 、 概 念 の 方 程 式 
を も た ら す 。 

and comprise Dy way ofindication all possiDle comDbinations in natural 
forTms. 

へ ブラ イ 文 字 や タロ ッ ト の 組み 合わ せ は 、 見 通し と し て 、 自 然 の 形 の 全て の 可能 な 組 
み 合 わせ で ある 。 

Accordimg to Genes1s, God made man In His image, 

創世 記 1 章 27 節 「 神 は 人 を 神 に 似せ て 創造 し た 。」。 

Dut as 

その た め 、 

man is the Iiving synthesis of creation, 

人 は 、 被 造物 の 生き て いる 総合 で ある 。 

it follows that 

その た め 、 

creatior itself is made in the hkeness of God. 

人 を 含む 、 被 造物 は 、 神 に 似せ て 創造 され て いる 。 

There are three things in the umiverse 一 the Spirit, the plastic mediator 
and matter 

この 世に は 精神 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 者 、 物 質 と いう 3 つの も の が 存在 する 。 
The ancients assigned to spir1t, as 1ts hrmmediate instrument, that 
igneous fluid to which they gave the generic name Of Sulphur: 
古代 人 は 、 精 神 の 直接 の 道具 で ある 火 の 様 な 流体 、「 硫 黄 」 と 呼ん で いる も の で 、 精 
神 を 表し た 。 

to the plastic mediator they assigned the name of Mercury Decause Of 
the symDohism represented by the Caduceus: 

古代 人 は 、 ヘ ル メ ス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン で 表し て いる も の 、「 水 銀 」 と 呼ん で いる も 
の で 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 者 を 表し た 。 

to matter they gaVe the name of Salt, Decause of the fixed salt which 
remains after comDustion, resistimg the further action of fire. 

古代 人 は 、 固 定 さ れ た 「 塩 」 は 超自然 の 「 火 」 の 作用 に 耐え て 自然 の 燃焼 の 後に 残 
る の で 、「 塩 」 と 呼ん で いる も の で 、 物 質 を 表し た 。 

Sulphur was compared with the Father on account of the generative 
action of fire: 

精神 、「 硫 黄 」 は 、「 火 」 の 創造 する 作用 か ら 、 父 に 例え られ る 。 

Mercury with the Mother Decause of its power of attraction and 
reDroductlon: 

自由 な 形 に で きる 仲介 者 、「 水 銀 」 は 、 引 き 寄せ 増殖 する 力 か ら 、 母 に 例え られ る 。 
and Salt, in fine, was the Child, or that suDstance which is suDjected to 
education Dy Nature. 

物質 、「 塩 」 は 、 自 然 が 教育 に 従わ せる も の で ある 子 に 例え られ る 。 

For them also the creatVe substance Was On6e, 

精神 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 者 、 物 質 を 、 創 造 す る 実体 は 唯一 で ある 。 

and the name which they gave it was Light. 


古代 人 は 、 精 神 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 者 、 物 質 を 、 創 造 する 唯一 の 実体 を 、「 光 」 と 
呼ん で いる 。 

Positive or igmeous light was Volatile Sulphur: 

自発 的 な 光 、 火 の 様 な 光 は 、 気 化し 易い 硫黄 で ある 。 

jight in the negatiVe state, or made Visible Dy the vbrations of fire, was 
the fluidic or ethereal Mercury: 

受容 的 な 光 、 火 の 振動 が 目 に 見 える 様 に させ て いる 光 は 、 流 動体 の 水銀 、 エ ー テ ル 
の 水銀 で ある 。 

and light neutralised, or shadowi, the coagulated or fixed composite 
under the form of earth, was termed Salt. 

中 間 の 光 、 光 と 言う より は 影 、 地 の 形 で 凝固 し た 複合 体 、 地 の 形 で 固定 され た 複合 
体 は 、「 塩 」 と 呼ば れ て いる も の で ある 。 

After such manmner did Hermes Trismegistus formulate his symDbol, 
which is called the Emerald Tablet: "That which is aDoVe is hke that 
which is Delow, and that which is Delow is Hike that which is aDoVe, for 
the operations of the wonders of the one thing.“ 

「 エ メラ ルド 板 」 で ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス は 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 
で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 唯 一 の も の に よる 複数 
の 不思議 の 実現 で ある 。」 と 話し て いる 。 

This means that 

下記 を 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 
可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 唯 一 の も の に よる 複数 の 不思議 の 実現 で ある 。」 は 意味 する 。 


the umiversal movement is Droduced Dy the analogies of fixed and 
Volatile, 

固定 され た も の と 気化 し 易い も の の 類推 可能 性 が 、 普 遍 の 運動 を も た ら す 。 

the Volatlle tendimg to De fixed 

気化 し 易い も の は 、 固 定 さ れる 傾向 が ある 。 

and the fixed to Decome volatile, 

固定 され た も の は 、 気 化 され る 傾向 が ある 。 

thus 

その た め 、 

producing a Contimual exchange Detweenr the modes of the one 
SuDstantce 

唯一 の 実体 の 2 つの 形 で ある 、 固 定 さ れ た も の と 気化 し 易い も の の 、 絶 え 間 無 い 交 
流 が も た ら さ れる 。 

andl 

また 、 

from the fact of the exchange, the combinations of umiversal form in 
everlastimg renewal. 

固定 され た も の と 気化 し 易い も の の 交流 と いう 事実 か ら 、 普 遍 の 形 の 組み 合わ せ の 
絶え 間 無い 更新 が も た ら さ れる 。 


The fire is Osiris, or the sun: 

「 火 」 は 、 オ シリ ス 、 ま た は 、 太 陽 で ある 。 

the light is ISis, or the moon: 

「 光 」 は 、 イ シス 、 ま た は 、 月 で ある 。 

they are the father and mother of that grand Telesma 

オシ リス は 大 いな る Telesma の 父 で あり 、 イ シス は 大 いな る Telesma の 母 で ある 。 
which is the umnVersal suDstance 一 

Telesma と は 、 普 遍 の 実体 で ある 。 

not that they are its creators Dut rather its generatimg DOWeTS, 

オシ リス と イシ ス 、 太 陽 と 月 、「 火 」 と 「 光 」 は 、Telesma の 創造 者 で は な く 、Telesma 
が 生成 し て いる 2 つの 力 で ある 。 

the comDined effort of which produces the fixed or earth, 

Telesma の 2 つの 力 の 組み 合わ せ は 、 固 定 さ れ た も の 、 ま た は 、 地 を も た ら す 。 
whence 

その た め 、 

Hermes says that this force has reached its plenary manifestation when 
earth has Deen formed therefrom. 

Telesma の 2 つの 力 は 地 を 形成 し た 時 に 完全 な 表れ に 到達 し た 、 と ヘル メス は 話 
し て いる 。 

Osiris is not therefore God, eVen for the great hierophants of the 
Egyptian samctuaTy: 

その た め 、 古 代 エ ジ プ ト の 聖 所 の 大 いな る 秘 儀 祭 司 に と っ て も 、 オ シリ ス は 、 神 自体 
で は な い 。( オ シリ ス は 生前 は 人 で あっ た 。 オ シリ ス は 死後 に 神格 化 さ れ た 。) 

he is the igneous or 1uminous shadow of the intellectual principle of 
life, 

「 オ シリ ス 」、「 火 」 は 、 命 の 知 的 な 原理 の 、 火 の 様 な 影 、 ま た は 、 光 る 影 で ある 。 

and hence 

その た め 、 

in the supreme moment of imitiation a HIying voice whispered in the ear 
ofthe adept that duDious revelation: "Osiris 1s a Dlack god." 

秘伝 伝授 の 最後 に に ヴェー ル を か ぶっ た 祭司 が 、 NN で 全 條 を 旭 5i 趣 し 
な が ら 、「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 。」 と いう 疑わ し い 啓 示 を 達 道 者 の 耳 に だ け 、 さ さ 
や いた 。 

Woe to the recipient whose understanding had not Deen ralsed by faith 
aDove the Durely physical symDols of Egyptian revelation. 
理解 が 古代 エジプト の 啓示 の 純粋 に 物質 的 な 象徴 を 信心 で 超越 で き な か っ た 修行 
者 に は 災い が 有る 。 

Such words would Decome for him a formula of atheism, and his mind 
would De struck with Dhmdness. 


理解 が 物質 的 な 象徴 を 信心 で 超越 で き な か っ た 修行 者 に に と っ て 、「 オ シリ ス は 黒い 
神 で ある 。」 と いう 言葉 は 、 無 神 論 の 言葉 に 誤解 され て し まい 、 心 を 盲目 に させ て し ま 
の 。 

But 

じ し か し 、 

for the DelieVer more exalted in intelhigence, those same Words sounded 
Iike an earnest of the most suDlime hopes. 

理解 が 物質 的 な 象徴 を 知 で 超越 し て いる 信者 に と っ て 、「 オ シリ ス は 黒い 神 で あ 

る 。」 と いう 言葉 は 、 最 も 崇高 な 希望 の 証拠 の 様 に 聞こ える 。 

It was as the imitiator said to him: 

下記 の 様 に 、「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 。」 と いう 言葉 に よっ て 、 秘 伝 伝授 者 は 修行 者 
に 話し て いる 。 


My child, you mistake a 1amp for the sun, 
我 が 子 よ 、 あ な た は ラン プ を 太陽 と 誤解 し て いる 。 
Dut 

じ が し 。 

that 1amp is only a star of night. 

ラン プ は 、 夜 の 星 に 過ぎ な い 。 

Stlll, the true sum eX1StS: 

さら に 、 別 の 、 真 の 太陽 が 存在 する 。 

leave therefore the night and seek the day. 
夜 か ら 出 て 、 太 陽 の 光 を 探求 し な さい 。 


」 

That which the ancients understood Dy the four elements in no wlse 
slgmified smple Dodies, Dut rather the four elementary marnfestations 
of the one substance. 

古代 人 が 四 大 元素 と し て 理解 し て いた も の は 、 自 然 科 学 の 単体 で は な く 、 唯 一 の 実 
体 の 四 大 元素 に よる 表れ で ある 。 

These modes were represented Dy the spDhinX, 

スフィンクス は 、 唯 一 の 実体 の 四 大 元素 に よる 表れ の 象徴 で ある 。 

1ts winmgs CorTesDondimg to ar 

スフィンクス の 、 ワ シ の 糞 は 、「 風 」 に 対応 し て いる 。 

the woman's Dreasts to water 

スフィンクス の 、 人 の ( 頭 や ) 女 性 の 胸 は 、「 水 」 に 対応 し て いる 。 

the Dody of the Dull to earth, 

スフィンクス の 、 牛 の 体 は 、「 土 」 に 対応 し て いる 。 

and the lion's claws to fire. 

スフィンクス の 、 ラ イオ ン の 爪 は 、「 火 」 に 対応 し て いる 。 

The one substance, thrice threefold in essential mode and tetradic in the 
formm of manifestation 一 


唯一 の 実体 は 、 本 質 的 な 形 が 3 倍 の 三重 で あり 、 表 れ の 形 が 4 つ 1 組 で ある 。 
such is the secret of the three Dyramids, 

「 唯 一 の 実体 は 、 本 質 的 な 形 が 3 倍 の 三重 で あり 、 表 れ の 形 が 4 つ 1 組 で ある 。」 
事 は 、3 つの ピラ ミッ ド の 秘密 で ある 。 

triangular in resDpect of their elevation, square at the Dase and guarded 
by the sphmx. 

ピラ ミッ ド は 、 真 横 か ら 見 る と 三角 形 で あり 、 基 礎 が 正方 形 で あり 4 つの 形 を 持つ ス 
フィ ンク ス が 守っ て いる 。 

In raising these monumernts Egypt attempted to erect the Herculean 
plllars of um1versal scienCe. 

ピラ ミッ ド と いう 記念 建造 物 を 建て て 、 古 代 エ ジ プ ト は 、 普 遍 の 知 の ヘラ クレ ス の 柱 
を 建て よう と 試み た 。 

Sands haVe accumulated, centuries have Dassedl 

砂 が 蓄積 し 、 何 世紀 も 過ぎ た 。 

Dut 

し か し 、 

the pyramids in their eternal greatness stll propound to the nations 
that enigma of which the solution is 1ost. 

ピラ ミッ ド は 、 永 遠 の 偉大 さ に よっ て 、 未 だ に 、 解 決 法 が 失わ れ た 謎 を 人 々 に 出し て 
いる 。 

As to the sphinx, it seems to have sunk in the dust of ages. 
スフィンクス は 、 時 代 の 塵 の 中 に 堕ち た 様 に 見 える 。 

The great empires of Dariel haVe reigned Dy turn uponr the earth and 
have gone downr into the tomDb, overwhelmed Dy therr own weight. 

ダニ エル 書 の 大 いな る 国々 は 、 順 に 地上 を 統治 し て 、 自 重 で 崩壊 し て 、 墓 に 堕ち た 。 
Conduests on the field of Dattle, monuments of abour results of human 
passions 一 - all are engulphed(* づ engulfed) with the symDolic body of 
the sphinmx: 

戦い に よる 獲得 地 、 労 苦 に よる 記念 建造 物 、 人 の 肉欲 の 結果 は 全て スフィンクス の 
象徴 的 な 体 と 共に 飲み 込ま れ た 。 

noW orly the human head rises over the desert sands as if ookinmg for 
the umnversal empire of thought. 

まる で 思考 の 普遍 の 王国 を 探求 し て いる か の 様 に 、 ス フィ ンク ス の 人 の 頭 だ けが 砂 
漢 の 砂 の 上 に あら われ て いる 。 

Divme or die 一 such was the terriDle dilemma proposed Dy the sphimx 
to the Candidates for Theban royalty. 

スフィンクス は 「 見 抜く か 、 死 か 。」 と いう 景 散 す る べき 二 者 択 一 を 、 テ ー バ イ の 王位 
を 求め る 修行 者 に 提案 する 。 

The reason is that 

な ぜ な ら 、 

the secrets of science are actually those of Hfe: 

実は 、 知 の 秘密 は 、 命 の 秘密 で ある 。 

the alternatives are to relgT Or {0 SerVe, 


「 見 抜く か 、 死 か 。」 と いう 二 者 択 一 は 、「 統治 する か 、 仕 える か 。」 と いう 二 者 択 一 で 
ある 。 

to be or not to De. 

「 見 抜く か 、 死 か 。」 と いう 二 者 択 一 は 、「 存 在 す る か 、 存 在 し な いか 。」 と いう 二 者 択 
ー で ある 。 

The natural forces wl Dreak us せ we do not put them to use for the 
conduest of the world. 

人 が 自然 の 2 つの 力 を 世界 を 圧倒 する た め に 応用 し な いと 、 自 然 の 2 つの 力 は 人 
を 破壊 する 。 

There is no mean Detweenr the height of kimghood and the abyss of the 
Vlctm state, unless We are Content to De counted among those who are 
nothimg Decause they asK not why or what they are. 

な ぜ 自 身 が 存在 する の か 、 自 身 は 何者 で ある の か 、 自 問 自 答 し な い の で 、 無 意味 な 
無 価 値 な 存在 し な いも 同然 の 人 々 に 数 えら れる 事 に 同意 し な い 限 り 、 王 者 の 高み と 
犠牲 状態 の 深淵 の 間 に 中 間 は 存在 し な い 。 

The composite form ofthe sphinx also represerts Dy hieroglyphical 
analogy the four properties Of the uruversal agent, that is to say, the 
Astral Light 一 dissolvimg, coagulatmg, heatmg and cooling. 

スフィンクス の 複合 し た 形 は 、 星 の 光 と いう 普遍 の 代行 者 の 、 分 解 、 凝 固 、 加 熱 、 冷 
却 と いう 4 つの 性 質 を 、 象 徴 の 類推 可能 性 に よっ て 、 表 す 。 

These four propertes, directed by the wil ofman, 

人 の 意思 は 、 星 の 光 の 、 分 解 、 凝 固 、 加 熱 、 冷 却 と いう 4 つの 性 質 を 傾け る 事 が で き 
る 。 

can_modify all phases of Nature, Droducing Hfe or death, health or 
disease, love or hatred, wealth even or Doverty, 1n accordance with the 
giVen ImDpulsion. 

星 の 光 の 、 分 解 、 凝 固 、 加 熱 、 冷 却 と いう 4 つの 性 質 は 、 与 えら れ た 衝撃 に 従っ て 、 
生か 死 を も た らし て 、 健 康 か 病気 を も た らし て 、 愛 か 憎しみ を も た らし て 、 富 か 貧し さ 
を も た らし て 、 自 然 の 全て の 形 を 変え る 事 が で きる 。 

They can place all the reflections of the light at the service of 
1magimatior: 

星 の 光 の 、 分 解 、 凝 固 、 加 熱 、 冷 却 と いう 4 つの 性 質 は 、 星 の 光 の 全て の 反映 を 、 人 
の 想像 力 の 役に立た せる 事 が で きる 。 

they are the paradoxical solution of the wildest questions which can De 
set for Transcendental Maglc: 

星 の 光 の 、 分 解 、 凝 固 、 加 熱 、 冷 却 と いう 4 つの 性 質 は 、 超 越 的 な 魔術 が 設定 で きる 
未開 拓 の 問題 上 只 の 、 逆説 的 な 解決 法 に 成る 。 

SDecimenrs Of these paradoxlcal uestions shall here follow, together 
wrth the answers thereto: 

下記 は 、 星 の 光 の 、 分 解 、 凝 固 、 加 熱 、 冷 却 と いう 4 つの 性 質 で 解決 で きる 問題 と 答 

え で ある 。 


(1) IS it possiDle to escape death? 

(1) 死 を 免れ る の は 可能 か ? 

(2) Is there such a thing as the Philosophical Stone, and what must De 
done to find it? 

(2) 賢 者 の 石 と いっ た も の は 存在 する か ? 賢 者 の 石 と いっ た も の を 見 つけ る に は 何 を 
する 必要 が 有る か ? 

(3) IS it possiDle to De served Dy sDir1ts? 

(3) 霊 を 仕え させ る の は 可能 か ? 

(4) What is meant Dy the Key, Ring and Seal of Solomon? 
(4) ソ ロモ ン の 鍵 、 ソ ロモ ン の 指輪 、 ソ ロモ ン の 封印 は 何 を 意味 する か ? 

5) Is it possiDle to predict the future Dy reliable calculations? 

5) 信頼 で きる 計算 で 未来 を 予言 する の は 可能 か ? 

(6) Can good or evil De worked at will Dy means ofmagical DOWer? 
(6) 魔 術 の 力 で 思い 通り に 善行 を し た り 悪 事 を 犯し た りす る の は 可能 か ? 

(7) What must De done to Decome a true magiclan? 

⑦) 真 の 魔術 師 に 成る に は 何 を する 必要 が 有る か ? 

(8) What are the precise forces Dut in Operation Dy Black Magic? 

(8) 黒 魔術 が 動作 する の に 要求 する 力 は 正確 に は 何 か ? 


We term these questions Daradoxical 

上 記 の 問題 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 逆説 的 な 問題 と 呼ん で いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they are outside all that is understood as sclence, while at the same tme 
they seem negatived Dy faith. 

上 記 の 、 逆 説 的 な 問題 は 、 自 然 科 学 に よっ て 理解 で きる 物 で は な いし 、 宗 教 が 否定 
し て いる 様 に 見 える 物 で ある 。 

If propounded Dy an uminitiated person, they are merely foolhardy 

上 記 の 、 逆 説 的 な 問題 は 、 学 の 無い 人 が 話せ ば 、 無 謀 な 言葉 に 過ぎ な い 。 

while their complete solution, T giVen Dy an adept, Would seem 1ke a 
Sacrllege. 

上 記 の 、 逆 説 的 な 問題 は 、 達 道 者 が 完全 な 解決 法 を 与え る と 、 神 へ の 冒 法 の 様 に 
思わ れる で あろ う 。 

God and Nature ahke have closed the Sanctuary or Transcendent 
SC1eTCe 

神 や 自然 は 聖 所 や 超越 的 な 知 を 閉ざし て いる 。 

and this in such a manner that, 

その た め 、 

Deyond a certan Hmit, he who kmows would speak to no DurDOS6, 

ある 限界 を 超え る と 、 知 者 が 話し て も 無駄 に 成る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 


he would not De understood. 

ある 限界 を 超え た 、 知 者 の 言葉 は 理解 され な い 。 

The revelation of the Great Magical Secret is therefore hapDily 
1mpoSSs1Dle. 

その た め 、 幸 運 に も 、 大 いな る 魔術 の 秘密 の 啓示 は 不可 能 で ある 。 

The replies which we are aDout to giVe wl De the 1ast possiDle 
exDreSsion Of the word in Magic, 

エリ ファ ス レヴ ィ が 与え よう と し て いる 答え は 、 魔 術 の 言葉 の 可能 な 限り 究極 の 表現 
に 成る 。 

and they wl be put in all clearness, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 答 え を 全く 明確 に する 。 

Dut 

し か し 、 

we do not guarantee to make them comprehensiDle to our readers. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 答 え が 全 て の 読者 に と っ て 理解 可能 で ある と は 保証 で き な い 。 


In respect of the first amd secondL 

(1) 死 を 免れ る の は 可能 か ?(2) 拘 者 の 石 と いっ た も の は 存在 する か ? 賢 者 の 石 と 
いっ た も の を 見 つけ る に は 何 を する 必要 が 有る か ? に つい て 。 

it is Doss1Dle to escape death after two manners 一 in tme and in 
etern1ty. 

時 に お いて と 、 永 速 に お いて 、 と いう 2 つ に お いて 、 死 を 免れ る の は 可能 で ある 。 
We escape it in tme by the cure of diseases and Dy avoidimg the 
infirmities of old age: 

病気 を 治す 事 に よっ て 、 ま た 、 老 化 と いう 弱体 化 を 免れ る 事 に よっ て 、 時 に お いて 、 人 
が 死 を 免れ る の は 可能 で ある 。 

We eSCape it in resDeCt of eternity Dy Derpetuating in memmory Dersonal 
identity amdst the transformations of existenCe. 

存在 の 変形 の 中 に お いて も 記憶 に お いて 個人 の 同一 性 を 永続 する 事 に よっ て 、 永 
遠 に お いて 、 人 が 死 を 免れ る の は 可能 で ある 。 

Letit De certified 

た だ し 、 下記 を 、 確 証する 。 


(1) that the Hife resultimg from motion can only De maintaimned Dy the 
SUuCCeSS1On and the Derfectmg of forms: 

(1) 運 動 が 命 を も た ら す 。 形 の 連続 と 形 の 完成 だ けが 命 を 維持 で きる 。 

(2) that the science of perpetual motion is the science of Hfe: 

(2) 永 久 機関 の 永久 運動 の 知 は 、 命 の 知 で ある 。 

(3) that the purpose of this sciemce is the correct apDDrehension of 
edullibrated influences: 

(3) 命 の 知 の 目的 は 、 つ り 合 わ さ れ た 感化 力 の 正しい 理解 で ある 。 


(4) that all renewal operates Dy destruction, each generation therefore 
inVolving a death and each death a generation. 

4) 破壊 が 全て の 更新 を 動作 させ る 。 そ の た め 、 生 成 は 死 を 必要 と する 。 死 は 生成 を 
必要 と する 。 


Let us now further certfy, with the ancient sages, that 

さら に 、 下記 を 、 古 代 の 賢者 と 共に 、 確 証する 。 

the urnversal Drimciple of ife is a suDstantial movement or a suDstantce 
which is eternally and essentially moved and moVer 

命 の 普遍 の 原理 は 、 実 体 の 運動 、 ま た は 、 永 遠 に 本 質 的 に 動か され た り 動 か し た り 
する も の で ある 実体 で ある 。 

InVlsiDle and impalpable, in a volatle state 

実体 の 運動 、 ま た は 、 実 体 は 、 気 化し て いる と 、 目 に 見 えな いし 、 手 で 触れ られ な い 。 
andmanifestimg materially when it Decomes fiXxed by the phenomena of 
Dolarisaton. 

実体 の 運動 、 ま た は 、 実 体 は 、 両 極性 を 与え られ て 固定 され る と 、 物 質 的 に 表れ る 。 
This suDstance is indefectible, incorruptble 

実体 は 、 不 減 で あり 、 壊 敗 し な い 。 

and conseduently 

その た め 、 結 果 的 に 、 

1mmortal: 

実体 は 、 不 死 で ある 。 

Dut 

ey ん gl 

its mamifestations in the world of form are suDject to eternal mutation 
by the perpetuity of movemert. 

形 の 世界 に お ける 、 実 体 の 表れ は 、 永 久 機関 の 永久 運動 に よっ て 、 永 遠 の 変化 に 従 
う 。 

Thus all dies 

全て の も の は 、 死 ぬ 、 と 言え る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

all ]iVes, 

全て の も の は 、 生 き て いる 。 

and 

その た め 、 

it were Doss1Dle to make any form eternal, then motion would De 
arrested and the only real death would De thus created. 

も し 何 か の 形 を 永遠 に する の が 可能 で ある と 、 運 動 が と ら わ れ て し まい 、 唯 一 の 実際 
の 死 を 創造 し て し まう 。 


To imprison a soul for ever in a murmmufied human Dody, such would De 
the terrible solution of that magical DaradoX Concerning Dretended 
immortahty in the same Dody and on the same earth. 

永遠 に 魂 を 人 の 死体 の ミイ ラ に 閉じ 込め る 事 は 、 同 一 の 体 に お ける 、 同 一 の 地 に お 
ける 、 偽 の 不死 に つい て の 、 魔 術 の 逆説 の 恐る べき 解決 法 で ある 。 

All is regenerated Dy the umiversal dissolVant of the first suDstance. 

「 第 一 質 料 」 の 普遍 の 溶媒 は 、 全 て の も の を 復活 させ る 。 

The force of this dissolvant is concentrated in the quintessence 一 

第 5 元素 で 、 普 遍 の 溶媒 の 力 は 、 濃 縮 さ れる 。 

thatis to say, 

言い 換え る と 、 

at the equihibratimg centre of a dual polarity 

二 重 の 両極 の つり 合っ て いる 中 心 で 、 普 遍 の 溶媒 の 力 は 、 濃 縮 さ れる 。( 十 字 の 中 心 
で 、 普 遍 の 溶媒 の 力 は 、 濃 縮 さ れる 。) 

The four elements of the ancients are the four forces of the uversal 
magnet, 

古代 人 の 四 大 元素 と は 、 普 遍 の 磁石 の 4 つの 力 で ある 。 

reDreserted Dy the figure of a croSS, 

古代 人 は 、 四 大 元素 普通 の 雄 石 の 4 つの 力 を 、 十 字 の 形 で 表し た 。 

which cross revolves indefimitely aDout its own cemtre 

四 大 元素 の 十字 は 、 中 心 を 軸 に 、 無 限 に 回 転 する 。 

and so DroDpoumds the emigma respectimg the quadrature Of the circle. 
回 転 する 十字 は 、 円 積 問 題 に つい て の 謎 を 提起 する 。 

The Creatve Word speaks fromm the middle ofthe cross 

創造 する 神 の 言葉 (イエ ス ) は 、 十 字 の 中 心から 、 話 す 。 

and cries: "It is fimished." 

神 の 言葉 (イエ ス ) は 、「 終 えた 。」 と 叫ぶ 。( ヨ ハネ に よる 福音 19 章 30 節 「 終 えた 。」。) 
Itisinthe exact Droportion of the four elementary forms that we must 
seek the Umiversal Medicime of bodies, 

四 大 元素 の 形 の 正確 な つり 合い に よっ て 、 体 の 万 能 薬 を 探求 する 必要 が 有る 。 
even as the Medicine of the Soul is offered Dy religion in Him Who giVves 
Himself eternally on the cross for the salvation of the world. 

全 世 界 の 人 々 を 救う た め に 十字 架 で 身代わり に 成っ た イエ ス に より キリ スト 教 に よっ 
て 魂 の 万 能 薬 が も た ら さ れ て いる 、 様 に 。 

The magnetic state and polarisation of the heavemly bodies results from 
ther eguilibrated gravitation aDout SUTS, 

太陽 の 周囲 の 諸 天 体 の つり 合わ され た 引力 が 、 諸 天体 の 磁気 の 状態 と 両極 性 を も 
た ら す 。 

which are the common reservors of their electro-magnetism. 

太陽 は 、 諸 天体 の 電磁 気 の 共 通 の 貯蔵 所 で ある 。 

The vibration of the quintessence aDout commmon reserVvors manifests 
by light, 

共通 の 貯蔵 所 の 周囲 の 、 第 5 元素 の 振動 は 、 星 の 光 で 表れ る 。 


and the polarisation of light is revealed Dy colours. 

星 の 光 の 両極 性 は 、 諸 々 の 色 で 明か され る 。 

White is the colour of the quintessenCce: 

日 色 は 、 第 5 元素 の 色 で ある 。 

this colour condenses towards its negatiVe Dole as Dlue and Decomes 
fixed as Dlack: 

陰極 に 向かう に 従っ て 、 白 色 は 、 青 色 と し て 濃縮 し て 、 黒 色 と し て 固定 され る 。 
while it condenses towards Its Dos1tiVe Dole as yellow and Decomes 
fixed as red. 

陽極 に 向かう に 従っ て 、 白 色 は 、 黄 色 と し て 濃縮 し て 、 赤 色 と し て 固定 され る 。 
Thus centrifugal life proceeds always from Dlack to red, passimg Dy 
white, 

中 心から 分 離す る 命 は 、 黒 色 か ら 、 白 色 を 経由 し て 、 赤 色 へ 至る 。 

and centripetal life returns from red to black, following the same path. 
中 心 へ 戻る 命 は 、 赤 色 か ら 、 白 色 を 経由 し て 、 黒 色 へ 戻る 。 

The four intermediates or mixed hues produce wrth the three primary 
colours what are called the seven colours of the prism and the solar 
SDeCtrUum. 

シア ン 色 、 紫 色 、 黄 色 、 白 色 と い う 四 色 の 中 間 色 また は 混色 は 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 と 
いう 三原 色 と 共 に 、 プ リズ ム の 七色 と 、 太 陽 の 光 の スペ クト ル を も た ら す 。 

These seVen colours form seVen atmospheres Or seVer lurmimous Z0neS 
rOund each su 

七色 は 、 各 太陽 の 周囲 の 7 つの 大 気 、 ま た は 、7 つの 光る 帯 を 形成 する 。 

and the planet which is domimant in each zone is magnetised in a 
manner analogous to the colour of its atmosphere. 

各 、 大 気 ま た は 光る 帯 で 支配 的 な 惑星 は 、 大 気 ま た は 帯 の 色 に 対応 し て 、 磁 化 さ れ 
る 。 
In the depths of the earth, metals are formed Iike planets in the skKy Dy 
the parttcular influences of a latent Hight 

唯一 の 潜在 する 星 の 光 の 、 各 、 感 化 力 が 、 天 空 で 惑星 が 形成 する 様 に 、 地 の 深み で 
金属 を 形成 する 。 

which decomposes when traVers1mg certalm Teg1OTS. 

唯一 の 潜在 する 星 の 光 は 、 大 気 ま た は 帯 を 通過 中 に 、 分 光 す る 。 

To take possesslon of a suDject in which the metalHhc light is latent, 
before it Decomes specialised, and drive it to the exXtrerme DOS1tVe Dole, 
that is to say to the HVe red, Dy the help of a fire derived from the light 
itself 一 such is the secret in full of the Great Work. 

特 化 する 前 に 陽極 の 赤色 へ 至ら せ た 金 属 的 な 星 の 光 が 潜在 し て いる 実体 の 所 有 
が 、 言 い 換 える と 、 特 化す る 前 に 星 の 光 か ら 得 た 「 火 」 の 助け に よっ て 生き て いる 赤 
色 へ 至ら せ た 金 属 的 な 星 の 光 が 潜 在 し て いる 実体 の 所 有 が 、 大 作業 の 全て の 秘密 
で ある 。 


It will De understood that this positiVe hght at its extreme degree Of 
condensation is jife itself in a fixed state, serVing as a Um1Vversal 
dissolvant and as a medicine for all Kingdoms of Nature. 

極度 に 濃縮 され た 陽極 の 赤色 の 星 の 光 は 、 普 遍 の 溶媒 と し て 役立つ 、 自 然 の 全て 
の 王国 また は 領域 の た め の 唯 一 の 楽 と し て 役立つ 、 固 定 さ れ た 命 で ある 、 と 理解 で 
さる で あろ う 。 

But to extract from marcassite(x っ marcasite), stiDium and 
philosophical arsenic the Hving and Disexual metallic spDerm, 

白 鉄 鈴 マ ー カ サイ ト 、 ア ンチ モン 、「 錬金術 師 の ヒ素 」 か ら 、 星 の 光 と いう 生き て いる 
両性 具有 の 金属 の 精液 を 抽出 する に は 、 

we must have a DrIme dissolVant which is a mineral salhme menstruum, 
月 経 に 例え られ る 鉱物 の 塩 の 溶媒 で ある 、 最 初 の 溶媒 が 必要 で ある 。 

and there must De, moreoVer the concurrence of magnetism and 
electr1C1ty. 

さら に 、 電 気 と 磁気 の 協力 が 必要 で ある 。 

The rest proceeds of itself in a single vessel, Deing the athanor and Dy 
the graduated fire of one 1amp. 

錬 金 炉 で ある 唯一 の 容器 に よっ て 、 唯 一 ラン プ の 段階 的 な 火 に よっ て 、「 大 作業 」 
の 残り の 作業 は 、 ひ と り で に 進む 。 

The adepts say that it is a work of women and children. 

「『 大 作業 』 の 残り の 作業 は 、 女 性 や 子供 で も 出来 る 作業 で ある 。」 と 錬金術 師 は 話 
し て いる 。 

The heat, light, electricity and magnetism of modern chemists and 
physicists were for the ancients elementary phenomenal marufestations 
of one suDstance, 

古代 人 の 唯一 の 実体 の 四 大 元素 で 表れ た 現象 が 、 現 代 の 化学 者 と 物理 学者 の 熱 、 
光 、 電 気 、 磯 気 で ある 。 

called Aour OdandOb 一 thatis to say コ 1N ,TN KN. 

古代 へ ブラ イ 人 は 、 星 の 光 と いう 唯一 の 実体 を 「 光 」 を 意味 する 「 ア ウル 」 ま た は 「 オ 
ウル 」、「 オ ド 」、「 オ ブ 」 と 呼ん で いる 。(N、AWR、 ア ウル 、 オ ウル は 光 を 意味 する 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」「 金 を 意味 する フラ ンス 語 の OR は 光 を 意味 する へ ブラ イ 語 の 
AOUR に 由来 する 。」。) 

Od is the actVe, 

オド は 、 自 発 的 な 星 の 光 で ある 。 

OD the Dassive, 

オブ は 、 受 容 的 な 星 の 光 で ある 。 

and Aour is the name of the Disexual and equihbrated composite 

アウ ル ま た は オウ ル は 、 両 性 具有 の つり 合わ され た 複合 し て いる 星 の 光 の 名 前 で あ 
る 。 

which is sigmified when the Hermetic philosophers speak of gold. 
錬金術 師 が 黄金 に つい て 話し て いる 時 は 、 ア ウル また は オウ ル は 、 黄 金 を 意味 する 。 
Vulgar gold is metalised Aour 

大 衆 の 黄金 は 、 金 属 化 さ れ た アウ ル ま た は オウ ル で ある 。 


and philosophical gold is the same Aour in the state of a soluble gem. 

「 錬 金 術 師 の 黄金 」 は 、 溶 解 可 能 な 宝石 の 状態 の アウ ル ま た は オウ ル で ある 。 
Theoretically, according to the transcendental science of antiduty, the 
Philosophical Stone which heals all diseases and accomplishes the 
transmutation of metals exists therefore incontestaD1y. 

理論 的 に 、 古 代 の 超越 的 な 知 に よる と 、 全 て の 病気 を 治し て 錬 金 を 成就 する 賢者 の 
石 は 、 議 論 の 余地 無く 、 存 在 する 。 

Does it, however Or Can 1t, exist in fact? 

し か し 、 実 際 に 、 賢 者 の 石 は 存在 し て いる の か ? ま た は 、 賢 者 の 石 は 存在 させ られ る 
の か ? 

If we answer this in the affirmative, no one wl DelieVe, 

も し エリ ファ ス レヴ ィ が 賢者 の 石 が 存在 する と 断言 し て 答え て も 、 誰 も 信じ な いで あ 
ろう 。 

and 

その た め 、 

the simple statement shall stand as a Daradoxical solution of the 
paradoxes expressed Dy the two first questions, without deahmg with 
the problem as to whatmust De done in order to find the Philosophical 
StOn6e. 

賢者 の 石 を 見 つけ る た め に 何 を する 必要 が 有る か ? と いう 問題 に つい て 扱わ な いで 、 
「 理 論 的 に 、 古 代 の 超越 的 な 知 に よる と 、 全 て の 病気 を 治し て 錬 金 を 成就 する 賢者 
の 石 は 、 議 諭 の 余地 無く 、 存 在 す る 。」 と いう 言葉 を (1) 死 を 免れ る の は 可能 か ?(2) 
賢者 の 石 と いっ た も の は 存在 する か ? 賢 者 の 石 と いっ た も の を 見 つけ る に は 何 を す 
る 必要 が 有る か ? と いう 2 つの 逆説 的 な 問題 へ の 逆説 的 な 答え と する つも り で ある 。 
M. de la Palisse would reply in our place that in order to fimd one must 
Of necessity seek, urless indeed discoVery 1s a matter of chance. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 代わ り に 、M. de la Palisse が 、「 何 か を 見 つけ る た め に は 、 そ の 
何 か の 発見 が 運 に 左右 され な い 限 り 、 そ の 何 か を 探す 必要 が 有る 。」 と 答え る で あ 
ろう 。 

Enough has Deen said to direct and facilitate research. 
探求 を 先導 する た め に 、 探 求 を 助け る た め に 、 す で に 十分 に 話し て いる 。 


The third and fourth questions concerr the ministry of spirits and the 
Key, Seal and Ring of Solomon. 

(3) 霊 を 仕え キ さ せる の は 可能 か ?(4) ソ ロモ ン の 鍵 、 ソ ロモ ン の 指輪 、 ソ ロモ ン の 封印 
は 何 を 意味 する か ? 

When the Saviour of the world, at His temptation in the desert, 
OVercame the three lusts which keep the soul in Dondage 一 that is to 
say, the lust of the appetites, lust of ambition and lust of greed 一 itis 
written that the angels came down to serVe Him. 


マタ イ に よる 福音 4 章 な ど で 、 全 世界 の 人 々 の 救い 主 イ エス が 、 荒 れ 野 で 誘惑 に 
遭っ て 、 食 欲 、 野 心 、 金 銭 へ の 仙 欲 と いう 魂 を 縛る 3 つの 肉欲 を 圧倒 する と 、 天 使 達 
が 来 て 仕え た 、 と 記さ れ て いる 。 

The explanaton is that 

な ぜ な ら 、 

SDrits are suDject to the soverelgn SDir1t, 

霊 は 、 無 上 の 霊 で ある 神 に 従う 。 

and 

そし て 、 

he is the soVerelgT sDirit 

イエ ス は 、 無 上 の 霊 で ある 神 で ある 。 

who Dinds the rebellious turbulence and unlawful propensities of the 
flesh. 

無 上 の 霊 で ある 神 は 、 肉 体 の 反乱 と 肉体 の 不法 な 傾向 を 縛る 。 

It should De noted at the same tme that to reverse the natural order of 
Commurucation suDsistimg Detweenr things which are, 1S ODDosed to the 
1aw of Providlence. 

また 、 存 在 す る も の 同士 の 間 に 存 在 し て いる 交流 の 自然 な 秩序 を 覆す 事 は 、 神 意 と 
いう 法 に 反し て いる 、 事 に 注意 する べき で ある 。 

We do not fimd that the Saviour of the world and his Apostles eVoked 
the souls of the dead. 

全 世 界 の 人 々 の 救い 主 イ エス と 使徒 達 が 死ん だ 人 の 魂 を 呼び 出し た と いう 話 は 見 
た 事 が 無い 。 

The immortality of the soul, Deimg one of the most consolmg dogmas of 
relig1Om, 

魂 の 不死 は 、 正 し い 人 の 慰め と 成る 宗教 の 教え の 1 つ で ある 。 

is reserVved for the aspirations of faith 

魂 の 不死 は 、 信 心 に よる 望み の た め だ け の 物 で ある 。 

and wil never De Droved by facts accessiDle to the criticisrm of sclence. 
魂 の 不死 は 、 自 然 科学 に よる 批評 が 近づけ る 事実 と し て 証明 され る 事 は 無い 。 
Loss of reason, or its distraction at the Very least, is hence and wil De 
always the penalty ofthose who dare to pry into the other Hfe with the 
eyeSs Of this world only. 

「 あ の 世 」 を 「 こ の 世 」 の 肉眼 で の み 推 測 を 試み る 者 へ の 罰 は 、 常 に 、 理 性 の 喪失 、 ま 
た は 、 少 な く と も 、 理 性 の 錯乱 で ある 。 

Hence also magical traditions always represent the spirits of the dead as 
reSsDOondimg to eVocations with sad and amngry countenanCes. 

魔術 の 口伝 で は 常に 、「 死 ん だ 人 の 霊 は 、 呼 び 出 され た 事 を 悲し ん だ り 怒 っ た り し た 
顔 で 応じ る 。」 と 話し て いる 。 

They complain of Deing trouDled in their repose 

死ん だ 人 の 霊 は 、 安 息 を 乱 さ れ た と 抗議 する 。 

and they proffer only reproaches and menaCces. 

死ん だ 人 の 霊 は 、 非 難 と 脅迫 だ け を も た ら す 。 


The Keys of Solomon are religious and rational forces exDpressed Dy 
S1gTS, 

ソロ モン の 鍵 は 、 諸 々 の 象徴 で 表 さ れ た 、 宗 教 的 な 論理 的 な 2 つの 力 で ある 。 
and their use is not so much in the eVocation of spirits as to shield us 
from aDerration in exDperiences relatiVe to the occult sclenCes. 

ソロ モン の 鍵 の 効能 は 、 霊 の 呼び 出し か ら 、 だ け で は な く 、 隠 され た 知 に 関連 し て 体 
験 する 異常 か ら 、 守 っ て くれ る 。 

The Seal is the synthesis of the Keys 

ソロ モン の 封印 は 、 ソ ロモ ン の 鍵 の 総合 で ある 。 

and the Ring indicates its use. 

ソロ モン の 指輪 は 、 ソ ロモ ン の 鍵 の 応用 法 を 教え る 。 

The Ring of Solomon is at once roumd and sduare, and it represents the 
mystery of the quadrature Of the circle. 

ソロ モン の 指輪 は 、 円 形 で ある 、 と 共に 、 正 方 形 で あり 、 円 積 問題 の 神秘 を 表す 。 

It is composed of seven sduares so arranged that they form a circle. 
ソロ モン の 指輪 は 、 円 形 を 形成 する 様 に 並ん だ 7 つの 正方 形 で ある 。 

Their Dezels are round and square, One Deing of gold and the other of 
S1lVer 

ソロ モン の 指輪 の 宝石 の 受け 溝 に は 、 金 製 の 円 形 と 、 銀 製 の 正方 形 が ある 。 

The Ring should De a filagree of the seven metals. 

ソロ モン の 指輪 は 、 金 線 細工 や 銀 線 細 工 と いっ た 7 つの 金属 の 線 細 工 で ある べき 
で ある 。 

In the silver settmg a white stone 1S Dlaced 

ソロ モン の 指輪 の 、 銀 製 の 正方 形 の 、 宝 石 の 受け 溝 に は 、 白 い 宝石 を は め る 。 
and in the gold one there is a red stone. 

ソロ モン の 指輪 の 、 金 製 の 円 形 の 、 宝 石 の 受け 溝 に は 、 赤 い 宝 石 を は め る 。 

The white stone Dears the sign of the Macrocosm, 

ソロ モン の 指輪 の 、 白 い 宝 石 に は 、 大 宇宙 の 象徴 、 六 攻 星 を 記す 。 

while the Microcosm is on the red stone. 

ソロ モン の 指輪 の 、 赤 い 宝 石 に は 、 小 宇宙 の 象徴 、 五 蘭 星 を 記す 。 

When the Ring is worn upor the finger one of the stones should De 
turned inward and the other outward, accordimgly as it is desired to 
command spirits of light or darkness. 

ソロ モン の 指 輸 を 指 に つけ る 時 は 、 光 の 霊 の 統治 を 望む か 、 闇 の 霊 の 統治 を 望む か 、 
に 応じ て 、 ソ ロモ ン の 指輪 の 白い 宝石 と 赤い 宝石 の 一 方 を 内 側 に 他方 を 外側 に 向 
ける べき で ある 。 

The plenary powers Of this Ring can De accounted for in a few words. 
ソロ モン の 指輪 の 絶対 の 諸 力 を 説明 する と 、 

The wl is ommnipotent when armed with the Hiving forces of Nature. 
意思 は 、 自 然 の 生き て いる 2 つの 力 で 武装 する と 、 全 能 で ある 。 

Thought is idle amd dead untll it manifests Dy word or sigr: 

考え は 、 言 葉 か 象徴 で 表 さ な い 限 り 、 怠 必 で 死ん で いる 。 

it can therefore neither spur nor direct will. 


言葉 か 象徴 で 表 さ な い 考 え は 、 意 思 を 鼓 好 し な いし 、 意 思 を 先導 し な い 。 

The sign, bemg the indispensable form of thought, 

象徴 は 、 考 え の 必 然 の 形 で ある 。 

is the necessary instrument of wll. 

象徴 は 、 意 思 に 必要 な 道具 で ある 。 

The more perfect the sign the more powerfully is the thought 
formulated, and the wil is conseqduently directed with more force. 

より 完全 な 象徴 は 、 よ り 力 強く 考え を 明確 に し 、 結 果 と し て 、 よ り 大 き な 力 で 意思 を 導 
く 。 

Blind faith moVes mountains, 

盲信 で すら 山々 を 動か す 。 

and what therefore would De possiDle to faith せ enlightened Dy 
Complete and indubitaDle sclence? 

それ で は 、 疑 う 余地 の 無い 完全 な 知 が 信心 を 照ら し た 場合 は 、 信 心 に は 何 が 可能 と 
成る で あろ うか ? 

Tf the soul could concentrate its plenary understandinmg and energy in 
the utterance of a single word, would not that word De all-powerful? 
魂 が 全 理 解 と 全 精 力 を 唯一 の 言葉 を 話す 事 に 集中 させ た 場合 、 唯 一 の 言葉 は 全能 
に 成る の で は な いか ? 

The Ring of Solomon, with its double seal, typifies all science and faith 
ofthe Magi expressed Dy one sign. 

二 重 の 三角 形 で ある ソロ モン の 封印 で ある 六 攻 星 を 持つ 、 ソ ロモ ン の 指輪 は 、 魔 術 
師 の 全て の 知 と 信心 を 、 唯 一 の 象徴 で 表す 。 

It symDboHises the powers of heaven and earth and the sacred 1aws 
which rule them, whether in the celestial Macrocosm or in the 
Microcosm ofman. 

ソロ モン の 指輪 は 、「 天 上 の 大 宇宙 」 で も 、「 人 の 小宇宙 」 で も 、 天 と 地 の 2 つの 力 と 、 
天 と 地 を 続 治 する 神 の 法 を 表す 。 

It is the talisman of talismans 

ソロ モン の 指輪 は 、 タ リス マン の 中 の タリ スマ ン 、 神 の タリ スマ ン で ある 。 

and the pantacle which is aDove Dantacles. 

ソロ モン の 指輪 は 、pantacle の 中 の pantacle、 神 の pantacle で ある 。 

As a sign of Hfe it is omnipotent, 

ソロ モン の 指輪 は 、 命 の 象徴 で ある 限り は 、 全 能 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

it is without efficacy as a dead sign: 

ソロ モン の 指輪 は 、 死 ん だ 象徴 で ある 限り は 、 効 能 が 無い 。 

intelhgence and faith, the intelligence of Nature and faith in its 
eternally Active Cause 一 of such is the jife of signs. 

知 と 信心 、 自 然 の 知 と 自然 の 永遠 の 自発 的 な 原因 で ある 神 へ の 信心 が 、 諸 々 の 象 
徴 の 命 で ある 。 


The profound study of natural mysteries may ahenate the casual 
oDserver from God Decause mental fatigue Daralyses the aspirations of 
the heart. 

自然 の 神秘 の 深い 学 は 、 精 神 的 な 疲労 が 心 の 呼吸 を 麻痺 させ る の で 、 外 見 だ け の 
観察 者 を 神 か ら 遠 ざけ る 。 

It is in this sense that 

そう いう 意味 で は 、 

the occult sciences may De dangerous and eVer fatal for certaim 
Dersonalities. 

隠さ れ た 知 は 、 特 定 の 人 に と っ て は 、 危 険 で 致命 的 で ある 。 

Mathematical exactitude, the aDsolute rigour of natural 1aws, their 
harmony and simplicity, suggest to many an InevitaDle, eternal, 
inexorable mechanism, and for such as these Providence recedes 
behimd the iron wheels of a clock in perpetual motion. 

数 学 的 な 正確 さ 、 自 然 の 法 の 絶対 の 厳し さ 、 自 然 の 法 の 調和 と 単純 さ は 、 神 意 が 永 
久 機関 の 時 計 の 鉄 の 歯車 の 裏 に 薄れ て し まう 様 に 、 必 然 の 永遠 の 不変 の 機械 仕 持 
け を 多数 の 大 衆 に 連想 させ て し まう 。 

They fail to reflect on the indubitable fact of freedom and autocracy in 
thmking Deimgs. 

大 衆 は 、 考 える 人 の 自由 と 王国 と いう 疑う 余地 の 無い 事実 に つい て 考え な い 。 
Aman disposes at his will of creatures orgarused ike himself 

人 は 、 人 と 同じ 有機 体 の 被 造物 を 思い 通り に する 。 

he can snare Dirds in the air fish in the water and wild Deasts in the 
forestb 

人 は 、 空 の 鳥 、 水 の 魚 、 森 の 区 を と ら え られ る 。 

he can cut down or Durn entire forests: 

人 は 、 森 を 全て 伐採 し た り 焼 いた り で きる 。 

he can mne and Dlast rocks, or eVen mounta1ns: 

人 は 、 岩 々 や 山々 に 穴 を 開け た り 吹 き 飛ば す 事 が で きる 。 

he can modify all forms about himm: 

人 は 、 周 囲 の 全て の 形 を 変え られ る 。 

and yet, 

し か し 、 

notwithstanding the supreme analogies of Nature, 

自然 の 無 上 の 類推 可能 性 に も か か わら ず 、 

he refuses to Delieve that other intelligent Deimgs might at their wl 
disimtegrate and consume Worlds, extimgunsh suns Dy a Dreath or reduce 
them to starry dust 一 

神 や 神 の 聖霊 と いっ た 他 の 知 的 な 存在 が 思い 通り に 、 諸 々 の 世界 を 分 解 し て 消滅 
させ た り 、 太 陽 と いっ た 星々 を 一 息 で 消し た り 、 太 陽 と いっ た 星々 を 星 の 塵 に 帰し た 
り で きる 、 と 人 は 信じ な い 。 

beings so great that they are too much for our faculty of sight, 

神 や 神 の 聖霊 と いっ た 大 いな る 存在 は 、 人 の 視力 に は 大 き 過 ぎる 。 


eve as We, In Our turr are DroDaD1y inappreclaDle to the eye of the 
mite or Worm. 

十 中 八 九 、 ダ ニ や ミミ ズ の 目 に は 人 が 感知 で き な い 、 様 に 。 

And 

LC。 

下 such Deinmgs exist without the universe Deimg destroyed a thousand 
tmes 0OVer 

も し 、 神 や 神 の 聖霊 と いっ た 存在 が 、 こ の 世 を 何 度 も 破壊 せ ず に 、 存 在 し て いる と し 
た ら 、 

must we not admt that they are under obedience to a supreme W 由 , a 
wise and ommnpotent force, which forDbids them to anmihilate worlds, 
eVen as it forDids us to destroy the swallow's nest and the chrysalis of 
the butterfly? 

ツバ メ の 巣 や 蝶 ( チ ョ ウ ) の 暴 ( さ な ぎ ) の 破壊 を 禁じ て いる 様 に 、 諸 々 の 世界 の 消滅 を 
禁じ て いる 無 上 の 意思 、 唯 一 の 知 、 全 能 の 力 に 神 や 神 の 聖霊 と いっ た 存在 が 従っ て 
いる 、 と 人 は 認め る 必要 が 有る の で は な いか ? 

For the Magus who 1s conscious Of this Dower in the deep places of his 
nature and who discerns in universal 1aw the instruments of eternal 
justce, the Seal of Solomon, his Keys and his Ring are tokens of supreme 
TrOyaItV. 

性 格 の 深い 所 で 力 を 自覚 し て いる 、 普 遍 の 法 を 永遠 の 正義 の 道具 と し て 理解 し て い 
る 魔術 師 に と っ て 、 ソ ロモ ン の 封印 、 ひ ソロ モン の 鍵 、 ソ ロモ ン の 指輪 は 、 無 上 の 王位 の 
証拠 と 成る 。 


The next questions Concerr the prediction of things to come Dy means 
ofreliaDle calculations and the workimg of good or evll Dy magical 
influence. 

5) 信頼 で きる 計算 で 未来 を 予言 する の は 可能 か ?(6) 魔 術 の 力 で 思い 通り に 善行 
を し た り 悪 事 を 犯し た りす る の は 可能 か ? に つい て 。 

The answers are Im this wise. 

下記 が 、 答 え で ある 。 

Two chess players of eqgual skill Deing seated at a taDle and having 
Opened the game, which of them will win? 

同じ 技量 の 2 人 の チェ ス の 指し 手 が 試合 を 始め た ら 、 ど ちら が 勝利 する か ? 
Assuredly the more watchful of the tWO. 

間違い 無く 、 よ り 用 心 し た 人 が 勝利 する 。 

Tf I knew the preoccupatons of Doth, 1 could foresee certainly the result 
of their match. 

も し 両者 が 夢中 に 成っ て いる 物 を 知る 事 が で きた ら 、 両 者 の 試合 の 結果 を 確実 に 予 
見 で きる 。 

To foresee is to win at chess, 

予見 する 事 は 、 チ ェ ス の 試合 で 勝つ 事 で ある 。 


anditis the same in the game of Hfe. 

予見 する 事 は 、 人 生 と いう 試合 で 勝つ 事 で ある 。 

Im jife nothing comes Dy chance: 

人 生 に は 、 偶 然 は 無い 。 

chance is the unforeseen, 

偶然 と は 、 予 見 で き な か っ た だ け で ある 。 

but that which the ignorant fail to perceive in advance has Deen 
accounted for already Dy the sage. 

賢者 は 、 無 知 な 者 が 事前 に 気づか な い 物事 の 存在 を すでに 確認 し て いる 。 

All eVents, Iike all forms, result either from a conflict or from a 
balancing of forces, 

2 つの 力 の 対立 、 ま た は 、2 つの 力 の つり 合い は 、 全 て の 形 を も た ら す 様 に 、 全 て の 
物事 を も た ら す 。 

which forces can De represented Dy nummDers. 

2 つの 力 は 、 数 で 表せ る 。 

The future may thus be determmned in adVance by calculation. 
その た め 、 計 算 に よっ て 事前 に 未来 を 測定 で きる 。 

Every extreme actor 1S CounterDoised Dy an edu1valent reaction. 

全て の 過激 な 作用 は 、 同 等 な 反作用 で つり 合わ され る 。 

SO laughter Dresages tearS, 

笑い は 、 涙 を 予言 する 。 

and for this reason 

その た め 、 

Our SaVlour sa1d: "Blessed are those who mourn.“ 

マタ イ に よる 福音 5 章 4 節 で 、 人 々 の 救い 主 イ エス は 、「 悲 し む 人 は 幸い で ある 。」 と 
話し て いる 。 

He said also, and again for the same reason: "He that exalteth himself 
shall De aDased, and he that humDleth himself shall be exalted." 

また 、 マ タイ に よる 福音 23 章 12 節 で 、 イ エス は 、「 自 分 を 高く する 人 は 低く され 、 自 
分 を 低く する 人 は 高く され る 。」 と 話し て いる 。 

To-day Nebuchadnezzar iS a godl to-morrow he wl De changed into a 
Deast. 

今日 、 地 上 の 神 で ある か の 様 に 短 り 高 ぶ が っ て いた ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 は 、 明 日 は 、 ダ 
ニ エ ル 書 4 章 33 節 の 様 に 獣 に 変身 する 。 

To-day Alexander makes his triumphal entry into BaDbylon and has 
incense offered to him on all the altars : Dut to-morrow he wil die in a 
state of degraded drunkKenneSSs. 

今日 、 勝 利 し て バビ ロン に 入り 地上 の 神 で ある か の 様 に 全て の 祭壇 で 香 を 捧げ られ 
た アレ クサ ンダ ー は 、 明 日 は 、 下 品 に 酷 町 し て 死ぬ 。 

The future is in the Dast, 

未来 は 、 過 去 の 中 に ある 。 

and the past is also in the future. 

過去 は 、 未 来 の 中 に ある 。 


When genius foresees, it rermemDers. 

天才 が 予見 する 時 、 天 才 は 思い 出し て いる 。 

Effects are Hinked together so inevitaDly and so exactly to their causeS, 
結果 は 、 必 然 的 に 正確 に 、 原 因 と つなが っ て いる 。 

and become on their own Dart the causes for further effects 

結果 は 、 別 の 結果 の 原因 と 成る 。 

in such conformity with the first as regards their manner of production, 
派生 の 原因 と 結果 を も た らし た と 考え られ る 、 神 で ある 第 一 原因 と 直接 の 結果 と 、 
間接 の 派生 の 原因 と 結果 は 、 類 推 可能 で ある 。 

that 

その た め 、 

a single fact may reVveal to a seer an emltire success1O Of myster1eS. 

た っ た 1 つの 事実 が 、 一 連 の 神秘 の 全体 を 、 予 見 者 に 明か す 。 

The comimg of Christ makes that of Anti-Christ a certainty: 

キリ スト の 降臨 は 、 反 キリ スト の 到来 を 確実 に し た 。 

Dut 

じ が し 、 

the advent of Anti-Christ will precede the triumph of the Holy Spirt. 
反 キ リス ト の 到来 は 、 神 の 聖霊 の 勝利 の 前 触れ に 成る 。 

The money-seeking epoch in which we now HVe is the precursor of 
more laVish charities amd of greater good works than the world has yet 
Known. 

現代 人 が 生き て いる 金儲け が 目的 の 時 代 は 、 世 界 が 未だ 覚え て いる 、 よ り 豊 か な 思 
いや り と 大 いな る 善行 の 前 触れ で ある 。 

But it must De understood that 

下記 を 、 理 解す る 必要 が 有る 。 

the wil ofman modifies Dlimd causes 

人 の 意思 は 、 目 に 見 えな い 諸 原因 を 変え る 。 

and that 

まだ 。 

a single impetus started Dy him may change the eduihDrium of an 
entire World. 

人 に よる 、 た っ た 1 つの 刺激 が 、 世 界 全 体 の つり 合い を 変え る 事 が で きる 。 

Tf such is man's power in the world under his dormimion, what must De 
that of the intelhgences which rule the suns? 

も し 人 の 統治 下 に ある 地 に お ける 人 の 力 が 地 を 変え る 事 が で きる な ら ば 、 太 陽 と 
いっ た 星々 を 統治 する 知 的 な 存在 で ある 神 の 聖 圭 の 力 は 、 ど の 様 な 物 で ある は ず 
が 2 

The least of the Egregores, wth a Dreath, and Dy dilatmg suddenly the 
latent caloric of our earth, might shatter and reduce it imto a cloud of 
dust. 

エグ リ ゴ リ の 最も 小さ い 者 で も 、 一 息 で 、 突 然 、 地 に 潜在 する 熱 を 膨張 させ て 、 地 を 
粉砕 し て 塵 の 雲 に 帰す 事 が で きる 。(「 エ グリ ゴリ 」 は ギリ シャ 語 で 「 見 張る 者 」 を 意味 


する 。 エ ノ ク 書 に は エグ リ ゴ リ は 地上 を 見 張る 天使 で あっ た が 堕 天 し た と 記さ れ て い 
る 。) 

Man also can dissipate by a breath all the happiness of one of his kimd. 
人 は 、 一 息 で 、1 人 の 人 の 全 幸 福 を 消す 事 が で きる 。 

Human Deings are magnetsed HKke worlds: 

世界 の 様 に 、 人 は 磁化 され て いる 。 

Iike suns, they irradnate their particular hght: 

太陽 と いっ た 星々 の 様 に 、 人 は 特有 の 光 を 放射 し て いる 。 

some are mmore abDsorDbert, some giVe forth more freely. 

ある 人 は 、 よ り 多 く 吸 収 し 、 別 の 人 は 、 よ り 多 く 放 射す る 。 

No one is isolated in this world: 

世界 で は 誰 も 孤立 し て いな い 。 

each is a fatahty or a Drovidence. 

各 人 は 運命 か 神意 で ある 。 

Augustus and Cinmma encoumter: 

オク タウ ィ ウ ス と キン ナ は 、 出 会 っ た 。 

Doth are proud and implacaDle: 

オク タウ ィ ウ ス と キン ナ は 、 伏 慢 で 無 慈 意 で あっ た 。 

and hereof is fatalty. 

オク タウ ィ ウ ス と キン ナ が 信 慢 で 無 慈 雲 で あっ た の は 、 運 命 で ある 。 

That fatality makes Cinna seek to slay AUguStUS, 

運命 に よっ て 、 キ ン ナ は 、 オ クタ ウィ ウス を 緩 そ うと する 。 

who is impelled as fatally to punish him: 

運命 に よっ て 、 オ クタ ウィ ウス は 、 キ ン ナ を 罰 し た か っ た 。 

Dut 

yy ん ul 

he elects to forg1Vve. 

オク タウ ィ ウ ス は 、 キ ン ナ を 許し た 。 

Here 

その た め 、 

fatality 1S changed into DroVldence, 

運命 は 、 神 意 に 変わ っ た 。 

and 

その た め 、 

the epoch of Augustus, inaugurated Dy this sublme Deneficence, Was 
worthy to witmess the Dirth of Him 

無 上 の 思い や り で 始ま っ た オク タウ ィ ウ ス の 時 代 は 、 イ エス の 誕生 に 立ち 会 う の に 相 
応 し か っ た 。 

Who said: "ForgiVe your enermies.“ 

マタ イ に よる 福音 5 章 44 節 で 、 イ エス は 、「 敵 を (許し ) 愛 し な さい 。」 と 話し て いる 。 
By extending his mercy to Cinna, Augustus atoned for all the revenge of 
OctaV1uS. 


オク タウ ィ ウ ス は 、 思 いや り を キン ナ に まで 及ぼ し て 、 オ クタ ウィ ウス の 全て の 報復 を つ 
ぐ な つた 。 

So long as man is suMbject to the dictates of fatality, he is profane 一 
人 は 、 運 命 の 命令 に 従う 限り 、 大 衆 で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

a man who must De excluded from the sanctuary of knowledge, 

運命 の 命令 に 従う 人 を 、 知 の 聖 所 か ら 除 外す る 必要 が 有る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

in his hands kmowledge would Decome a terrible instrument of 
destruction. 

運命 の 命令 に 従う 人 の 手中 で は 、 知 は 破壊 の た め の 越 る べき 道具 と 成っ て し まう 。 
On the contrary 

正反対 に 、 

the man who is free, who goVerns by understanding the blind instimcts 
of life, is essentially a DreserVer and reDairer 

知 の 理解 に よっ て 命 の 盲目 的 な 先天 的 な 物 で ある 肉欲 を 統治 する 自由 な 人 は 、 本 
質 的 に 、 自 然 の 保護 者 で あり 、 自 然 の 修復 者 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

Nature is the domain of his power and the temple of his irmmortaHity. 
自然 は 、 知 者 の 力 の 領地 で あり 、 知 者 の 不死 性 の 神殿 で ある 。 

When the umimitiated seeks to do good the result is evil. 

学 の 無い 人 が 善行 を し よう と する と 、 悪 事 を 犯す 結果 に 成っ て し まう 。 

On the other hand! 

他方 、 

the true initiate can neVer wll to do ev 

真 の 秘伝 伝授 者 は 、 悪 事 を 犯す 事 を 望む の は 不可 能 で ある 。 

he strikes it is to chastise amd to cure. 

秘伝 伝授 者 が 打つ の は 、 懲 らし め る た めで あり 、 治 す た め で ある 。 

The breath of the uninitiated is deadly 

学 の 無い 人 の 息 は 、 致 命 的 で ある 。 

that of the imitiate is Hfe-g1iVimg. 

秘伝 伝授 者 の 息 は 、 命 を も た ら す 。 

He who is profane suffers that others may suffer als0, 

大 衆 は 、 他 者 を 苦し ませ る た め に 、 苦 し む 。 

Dut 

し か し 、 

the initate endures in order that others may De spared. 

秘伝 伝授 者 は 、 他 者 を 苦し ませ な いた め に 、 苦 し み に 耐 える 。 

He who is profane steeDs his arrows in his own Dlood and Doisons 
them: 


大 衆 は 、 他 人 を 毒 す る た め に 、 自 分 の 血 を 矢 に つけ る 。 

he who is initiated cures the most cruel wounds by a single drop of his 
blood. 

秘伝 伝授 者 は 、 自 分 の 血 の 一 滴 だ け で 、 他 人 の 酷い 傷 を 治せ る 。 


The last questions are what must De done to Decome a true magiclan 
andin what preclsely do the powers of Black Magic consist? 
⑦) 真 の 魔術 師 に 成る に は 何 を する 必要 が 有る か ?(8) 黒 魔術 が 動作 する の に 要求 
する 力 は 正確 に は 何 か ? 
Now, he who disposes of the secret forces of Nature and yet does not 
risk Demg crushed Dy them 一 he is a true magiclan. 
自然 の 秘密 の 2 つの 力 を 圧倒 され ず に 扱え る 人 は 、 真 の 魔術 師 で ある 。 
He is known Dy his works and Dy his end!, 
行動 に よっ て 、 死 に 方 に よっ て 、 真 の 魔術 師 を 知る 事 が で きる 。 
which is always a great sacrifice. 
真 の 魔術 師 の 行動 と 死に 方 は 、 常 に 、 大 いな る 自己 犠牲 で ある 。 
Zoroaster created the prirmtive doctrines and clvilisations of the East, 
after which he vanished in a tempest hke OEdipus. 
真 の ゾロ アス ター は 、 東 の 原初 の 考え と 文明 を 創造 し た 後に に オイ ディ プス の 様 に 、 
嵐 の 中 に 姿 を 隠し た 。 
Orpheus gave Doetry to Greece and wrth that poetry the Deauty of all 
high thmgs: 
オル フェ ウス は 、 詩 と 共に 、 全 て の 高尚 な も の の 美 し さ を 、 ギ リ シ ャ に も た らし た 。 
he then perished in an orgie in which he refused to jo1m. 
その 後に 、 オ ルフ ェ ウ ス は 、 参 加 を 拒否 し た 酒 神 祭 で 死ん だ 。 
All his virtues notwithstanding, julian was only an initiate of Black 
Mag1Cc: 

ユリ アヌ ス は 、 徳 が あっ た に も か か わら ず 、 黒 魔術 の 秘伝 伝授 者 に 過ぎ な か っ た 。 
his death was that of a victim and not of a martyr: 
ユリ アヌ ス の 死 は 、 狗 教 者 と し て の 死 で は な く 、 犠 牲 者 と し て の 死 で あっ た 。 
it was an anmihilation and a defeat: 
ユリ アヌ ス の 死 は 、 無 意味 で あり 、 敗 北 で あっ た 。 
he failed to understand his epoch. 
ユリ アヌ ス は 、 時 代 を 理解 で き な か っ た 。 
Though acquainted with the Doctrime of Transcendental Magic, he 
misapphed the Ritual. 
ユリ アヌ ス は 、 超 越 的 な 魔術 の 考え を 知っ て いた が 、 儀 式 に 誤用 し て し まっ た 。 
Apollonus of Tyana and Synesius Were MS wonderful philosophers: 
ティ アナ の アポ ロニ ウス と シュ ネ シ オ ス は 不思議 な 哲学 者 に 過ぎ な か っ た 。 
they cultivated the true science Dut did nothimg for Dosterity, 
ティ アナ の アポ ロニ ウス と シュ ネ シ オ ス は 、 真 の 知 を 開拓 し た が 、 後 世 の た め に は 何 
も し な か っ た 。 


At their period the Magi of the Gospel reigned in the three Darts of the 
kmown World, 

ティ アナ の アポ ロニ ウス と シュ ネ シ オ ス の 時 代 に 、 マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マ 
ギ は 、 既 知 の 世界 を 3 つの 部 分 に 分 け て 統治 し て いた 。 

and the oracles were silenced by the cries of the baDe of Bethlehem. 
ベツ レ へ ヘム の 幼子 イエ ス の 叫び は 、 諸 々 の 神託 を 沈黙 させ た 。 

The King of Kings, 

イエ ス は 、 王 の 中 の 王 、 神 で ある 。 

the Magus of all Magi, 

イエ ス は 、 魔 術 師 の 中 の 魔術 師 、 魔 術 師 の 神 で ある 。 

had come into the world 

神 イ エス が 、 世 界 に 人 と し て 誕生 し た 。 

and the ritual-worships, the laws, the empires, all were changed. 
イエ ス は 、 諸 々 の 宗教 、 諸 々 の 法 、 諸 国 と いっ た 全て の も の を 変え た 。 

There is a Vod in the world of marvels Detween jesus Christ and 
Napoleon. 

イエ ス キリ スト か ら ナ ポレ オン まで の 間 、 父 異 の 世界 は 空白 で あっ た 。 

That incarnate word of Dattle, that armed Messiah who was the Dearer 
Of the last name, came Dlindly and unconsciously to cormplete the 
Christian message. 

戦い の 言葉 が 人 に 成っ た と 言え る 、 武 装 し た 救い 主 と 言え る 、 ナ ポレ オン は 、 盲 目的 
に 、 知 ら な いで 、 キ リス ト 教 の 神託 を 完成 し に 現れ た 。 ち な み に 、 イ エス は 、 究 極 の 名 
前 を も た ら す 者 で ある 。 

This revelation had so far taught us how to dhie, 

キリ スト 教 の 神託 、 キ リス ト 教 の 啓示 は 、 今 まで 、 死 に 方 だ け を 教え て きた 。 

Dut 

し か し 、 

the Napoleonic civlhsation has shewn us how to conduer 
ナポレオン の 文明 フラ ンス は 、 勝 利 する 方 法 を 見 せ た 。 

The two messages 一 sacrifice and victory, how to suffer to die, to strive 
and to oVercome 一 - contrary as they are in apDDearantce 一 - ComDrise in 
their union the great secret of honour, 

自己 犠牲 と 勝利 、 耐 えて 死ぬ 方 法 と 戦っ て 勝利 する 方 法 と いう 2 つの 神託 は 、 一 見 、 
正反対 に 見 える が 、 一 致し て 、 名 誉 の 大 いな る 秘密 を 形成 する 。 

Cross of the Saviour and cross of Valour yoOu are Incomplete when apart 
from one another 

救い 主 イ エス の 十字 と 、 英 雄 の 十字 は 、 片 方 だ け で は 不 完全 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he only kmows how to conduer who has learned self-devotion, ever to 
death, 

自己 犠牲 と 死ぬ 方 法 を 学ん だ 人 だ けが 、( 悪 や 肉欲 を ) 圧 倒す る 方 法 を 知る 事 が で 
さる 。 


and how can this De attained except Dy Delief in eternal life? 
永遠 の 命 を 信じ な いで 、 ど うし て 自己 犠牲 と 死ぬ 方 法 の 学 に 到達 で きる で あろ う 
か ? 

Though he died in appearance, Napoleon is destimed to return in the 
person of one who wl realise his spirt. 

ナポレオン は 外見 的 に は 肉体 的 に は 死ん だ が 、 ナ ポレ オン の 精神 を 実現 し た 人 に 
よっ て 、 ナ ポレ オン の 精神 は 地上 に 戻っ て くる 運命 で ある 。 

Solomon and Charlemagne wl return also in the person of a simgle 
monarch: 

また 、 唯 一 の 王 に よっ て 、 ソ ロモ ン 王 と カー ル 大 電 の 知 は 地上 に 戻っ て くる 。 

and then St. ]ohn the EVangehist, who according to tradhtion shall De 
reborn at the end of tme, wil appear as soVerelgn Dontiff, the apostle 
of understandimg and of loVe. 

その 時 、 キ リス ト 教 の 口伝 に よる と 時 の 終わ り に 再生 する 使徒 ヨハ ネ は 、 無 上 の 法王 、 
知 の 理解 と 愛 の 使徒 と し て 地上 に あら われ る 。 

The comDbination of these two rulers, anmounced Dy all the prophets, 
全て の 預言 者 は 、 ソ ロモ ン 王 や カー ル 大 帝 と 、 使 徒 ヨ ハネ と いう 2 つの 統治 者 の 組 
み 合 わせ を 預言 し て いる 。 

wll bring about the wonder ofthe world's regeneration. 

ソロ モン 王 や カー ル 大 帝 と 、 使 徒 ヨ ハネ と いう 2 つの 統治 者 の 組み 合わ せ は 、 世 界 
の 復活 と いう 奇跡 を も た ら す 。 

The science of the true magician wl De then at its zenith, 

その 時 、 真 の 魔術 師 の 知 は 、 全 盛 に 成る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

sO far Our WOrkers of miracles have Deen for the most Dart sorcerers 
and bondsmen 一 that is to say the Dlhmd instruments of chance. 
奇跡 は 、 今 まで 、 ほ と ん ど 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 や 、 運 命 の 盲目 的 な 道具 で ある 運命 
の 奴隷 の 物 で あっ た 。 

Now, the masters whomm fatahity casts upon the world are soon 
oOVerthrown thereby, 

運命 が 、 こ の 世に 投げ 与え る 教師 は 、 す ぐに 運命 に よっ て 導 さ れる 。 

and those who conduer in the name oftheir passions shall fall the prey 
Of those Dass1OnS. 

肉欲 の 名 前 に お いて 勝利 し た 人 は 、 肉 欲 の 犠牲 者 に 陥る 。 

When Prometheus in his jealousy of jupiter stole the thunderDbolts of the 
god he sought to create an immortal eagle, Dut what he made and 
immortalised Was a Vulture. 

プロ メ テ ウ ス は 、 ユ ピ テ ル へ の 巡 始 で 、 神 ユピテル の 雷 を 盗ん で 、 不 死 の ワシ を 創造 
し よう と し た が 、 不 死 の ハゲ タカ し か 創造 で き な か っ た 。 

We hear in another fable of that impious king Ixion, who would have 
raVvshed the queen of heaven, Dut that which he received in his arms 


was a faithless cloud, and he was Dound Dy fiery serpents to the 
imexoraDle wheel of destimy, 

他 の 例え 話 で は 、 不 信心 な 王 イ クシ オン は 、 神 の 女王 ヘラ を 犯 そ うと し た が 、 あ て に 
な ら な い 雲 を 抱き 、 火 の 蛇 に よっ て 容赦 の 無い 運命 の 車輪 に 縛り つけ られ た 。 
These profound allegories are a warming to false adepts, Drofaners Of 
Magic Science amd Dartsans of Black Magic. 

プロ メ テ ウ ス と イク シオ ン の 深い 例え 話 は 、 偽 の 魔術 師 、 魔 術 の 知 の 冒 流 者 、 黒 魔術 
の 異端 者 へ の 警告 で ある 。 

The power of Black Magic is a contaglon of Vertigo and an epidemic of 
unreasO1. 

黒 魔術 の 力 と は 、 め まい や 狂気 の 伝染 力 、 感 化 力 で ある 。 

The fatality of passlon is hke a fiery serpent which twists and writhes 
aDout the world devouring the souls therein. 

肉欲 の 運命 と は 、 こ の 世 の 人 々 の 魂 を 飲み 込ん で 、 こ の 世 を 絞め あげ て 、 問 え 苦し む 、 
火 の 蛇 に 似 て いる 。 

But 

し か し 、 

intelligenmce 一 peaceaDle, srmling and full of love 一 represented Dy the 
Mother of GodL, sets her foot upon its head. 

聖母 マリ ア が 象徴 する 、 平 和 な 、 微 笑 む 、 愛 に 満ち た 、 知 が 蛇 の 頭 を 足下 に 置い て 圧 
倒す る 。 

Fatality consumes itself 

運命 は 、 自 減 す る 。 

and is that old serpent of Kronos eternally devouring its tail. 

運命 は 、 自 身 の 尾 を 永遠 に 飲み 込 も うと する クロ ノ ス の 古い 蛇 で ある 。 

Rather 

より 正確 に 言う と 、 

there are two hostile serpents striving one wrth another untll such tme 
as harmony 1ntervenes to enchant them and make them interlace 
peaceaDly around the caduceus Of Hermes. 

運命 は 、 調 和 が 2 頭 の 蛇 を 魅了 し て ヘル メス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン で 平和 に 絡み 合 
わせ る まで 、 戦 っ て 対立 し て いる 2 頭 の 蛇 で ある 。 


Conclusion 


結論 


The most intemperate and aDsurd of all faiths is to DelieVe that there is 
no un1versal amd aDsolute intelhgent primciple. 

全て の 誤 信 の うち 、 最 も 過酷 な 非 論理 的 な 誤 信 は 、 普 遍 な 絶対 な 知 的 な 原理 が 存 
在 し な いと 誤 信 する 事 で ある 。 

It is a faith, 


普遍 な 絶対 な 知 的 な 原理 が 存在 し な いと いう の は 誤 信 で ある 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

it involVes the negation of the indefinite and indefinable: 
普遍 な 絶対 な 知 的 な 原理 が 存在 し な いと いう 誤 信 は 、 無 限 者 で ある 言い 表せ な い 
者 で ある 神 の 誤っ た 否定 を 含ん で いる 。 

1t is imtemDperate, 

神 の 否定 は 、 過 酷 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

1t is isolatimg and desolatimg: 

神 の 否定 は 、 孤 立 さ せる し 、 荒廃 さ せる 。 

1t is aDsurdL, 

神 の 否定 は 、 非 論理 的 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it suUDDOSeS Complete nothing in place ofmost complete perfection. 
神 の 否定 は 、 完 全 の 代わ り に 、 虚 無 を 前 提 と する 。 

In Nature all is preserVed Dy equlhDrium and renewed Dy actVlty, 
自然 で は 、 つ り 合 い が 全 て の も の を 保存 し 、 運 動 が 全て の も の を 更新 する 。 
EquihDriumm in order and activity sigrfies DrOgreSS. 

秩序 的 な つり 合い と 運動 は 、 進 歩 、 前 進 を 意味 する 。 

The science of equihbrium and movement is the aDsolute science of 
Nature. 

つり 合い と 運動 の 知 は 、 自 然 の 絶対 の 知 で ある 。 

Man Dy its aid can produce and direct natural phenomena as he rises 
ever towards intelhgence that is higher and more Derfect than his own. 
知 の 助け に よっ て 、 人 は 、 人 より 高等 な 完全 な 知 に 向かっ て 常に 向上 し な が ら 、 自 然 
の 現象 を も た らし た り 導 いた り で きる 。 

Moral equihDriumm is the concurrence of science and faith, 

備 理 道徳 の つり 合い は 、 知 と 信心 の 協力 で ある 。 

distmct in their forces but joined in their action to endow the spirit and 
heart ofman wrth that rule which is reason. 

知 と いう 力 と 信心 と いう 力 は 、 異 な る が 、 作 用 に お いて 一 致し て 、 論 理 と いう 法則 を 
人 の 精神 と 心 に 与え る 。 

The science which demnies faith is not less unreasonaDle than the faith 
which denies scienCce. 

信心 を 否定 する 知 と 、 知 を 否定 する 信心 は 、 同 様 に 、 非 論理 的 で ある 。 

The object of faith cannot De defimed and stll less denied Dy sclence: 

知 は 、 信 心 の 対象 を 定義 で き な い し 、 ま し て や 、 信 心 の 対象 を 否定 で き な い 。 
ScienCe, On the contrary, S itself called to substantiate the rational Dasis 
of the hypotheses of faith. 

正反対 に 、 知 は 、 信 心 の 仮説 の 論理 的 な 基礎 を 確証 する た め に 求め られ て いる 。 


An isolated Delief does not constitute faith, 

孤立 し て いる 誤 信 は 、 信 心 を 形成 で き な い 。 孤立 し た 誤 信 は 、 真 の 宗教 を 形成 で き 
な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t acks authority 

孤立 し て いる 誤 信 に は 、 権 威 が 無い 。 

and hence 

その た め 、 

moral guarantee: 

孤立 し て いる 誤 信 に は 、 倫 理 道徳 の 保証 が 無い 。 

it tends to fanaticlsm and superstition. 

孤立 し て いる 誤 信 は 、 和 狂信 や 迷信 に 陥る 傾向 が 有る 。 

Fath is the confidence which is imparted by relgion 一 

信心 と は 、 真 の 宗教 が も た ら す 信頼 で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

by the communmion of Delief. 

信心 と は 、 信 心 の 共有 が も た ら す 信頼 で ある 。 

True religion 1S Constituted Dy umiversal suffrage. 

普遍 の 祈り が 、 真 の 宗教 を 形成 する 。 

It is therefore eVer and essentially catholic 一 

その た め 、 常 に 、 本 質 的 に 、 真 の 宗教 は 、 カ トリ ッ ク で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

UrlVersal. 

常に 、 本 質 的 に 、 真 の 宗教 は 、 普 通 で ある 。 

It is an ideal dictatorshiD proclaimed generally in the revolutionary 
domain of the unkmown. 

真 の 宗教 は 、 未 知 と いう 革新 的 な 領域 に お いて 公然 と た た えら れ た 、 理 想 的 な 独裁 
で ある 。 

When the law of equilibrium is understood more adeduately it will put 
an end to all the wars and revolutions of the old world. 

より 適切 に 、 つ り 合い の 法 を 理解 し た 時 、 つ り 合 い の 法 は 、 古 代 の 世界 の 全て の 争 
いと 革命 を 終わ ら せ る 。 

There has Deen conflict Detween DOWers 

王 と 法王 と いう 2 つの 権力 の 対立 が 存在 し て いる 。 

as Detween moral forces. 

知 と 信心 と いう 心 の 2 つの 力 の 対立 が 存在 し て いる 、 様 に 。 

The papacy 1s Dlamed Decause it chmgs to temporal Dower 

法王 は 、 世 俗 の 権力 に 執着 し て いる の で 、 非 難 さ れ て いる 。 

Dut 

し か し 、 


what is forgotten is the protestartt tendency towards usurpaton of 
SDlritual DOWer 

大 衆 は 、 精 神 的 な 権力 を 強奪 する 傾向 が プロ テス タン ト に 有る の を 忘れ て いる 。 

So long as the royalties Dut forward a pretenslon to De DODeS, SO 1ong 
wll the popes De driven, by the same law of eguihDrium, to the 
pretension of Deing Kimgs. 

権力 者 が 法王 に 成 ろ うう と する 野心 を 進め る 限り 、 つ り 合 い の 法 に よっ て 、 法 王 は 世 
俗 の 権力 者 に 成 ろ うと する 野心 に 駆 られ る 。 

The whole world contimues to dream of umity In Dolitical power 
世界 の 大 衆 は 、 政 治 的 な 権力 の 統一 を 夢見 続け て いる 。 

Dut 

し か し 、 

lt does not understand the power resident in eguihbrated duahsm. 
権力 が 、 つ り 合 わ さ れ た 二重性 に 存在 する 、 と 大 衆 は 理解 し て いな い 。 
Confronted Dy the royal usurpers Of spiritual Dower if the Pope were 
king no longer he would De no longer anythimg. 

突き 詰め て 考え る と 、 世 俗 の 権力 者 が 法王 の 精神 的 な 権力 を 強奪 し て し まっ て 、 法 
王 が 精神 的 な 権力 者 で は 無く 成っ た ら 、 世 俗 の 権力 者 は 法王 と いっ た 精神 的 な 権 
力 者 で は 無く て 成っ て し まう 。 

In the temporal order he is suDject, ke others, to the prejudgments of 
his time: 

世俗 の 秩序 で は 、 世 俗 の 権力 者 も 、 他 者 の 様 に 、 時 代 の 大 衆 の 予断 に 従う 羽目 に 
成る 。 

he dare not therefore abdicate his termporal power if such abdicaton 
would De a scandal for a considerable part of the world. 

も し 世界 の 大 衆 の 多数 が 世俗 の 権力 の 放棄 を 酸 聞 と 見 な す 場 合 は 、 世 俗 の 権力 者 
は 世俗 の 権力 の 放棄 を 試み る 事 が で き な い 。 

When the soVereign opinion of the umiverse shall have proclaimed 
Dublicly that a temporal primce cannot De PoDe: 

世俗 の 権力 者 は 法王 に 成る 事 が で き な い 、 と 世論 が 公 に 主張 し た 時 、 

when the CZzar of all the Russias and the King of Great Britaim shall have 
renounced ther derisiVe priesthoodi 

ロシア 星 帝 と イギリス の 王 が 、 祭 司 を 嗣 笑 し て いる 様 な 、 聖 職 者 と し て の 権力 を 放棄 
し た 時 、 

the Pope wl know that which remains to De done on his own part. 
法王 は 、 法 王 が 行う べき 事 が 残っ て いる 事 を 知る 。 

Till then he must struggle, and if needs De must die, to maintain the 
integrity of St. Peter's patrirmonyi 

世俗 の 権力 者 が 法王 に 成る 事 を あさ きら め る まで 、 法 王 は 、 ペ トロ の 遺産 の 一 貫 性 を 
維持 する た め に 、 戦 う 必 要 が 有る し 、 必 要 な ら ば 死ぬ 必要 が 有る 。 

The science of moral eduihDrium will put an end to religious disDutes 
and philosophical Dlasphemues. 

心 の つり 合い の 知 は 、 宗 教 的 な 論争 と 、 哲 学 に よる 神 へ の 冒 済 を 終わ ら せ る 。 


Men of umderstanding wl De also men of religion when it comes to De 
recogTused that religion does not impeach the freedom of consclence, 
and when those who are truly relglous shall respect that sclence which 
recOgT1ses On 1ts Own Dart the existence and necessity of an universal 
religion. 

宗教 が 良心 の 自由 を 非難 し な いと 認め た 時 、 ま た 、 真 に 宗教 的 な 人 々 が 知 を 尊重 し 
た 時 、 ま た 、 知 が 普遍 の 宗教 の 存在 と 必要 性 を 認め た 時 、 知 の 理解 が 有る 人 は 、 宗 
教 の 人 に 成る 。 

SuCch science will flood the philosophy of history with new Hight, 
普遍 の 宗教 を 認め る 知 は 、 歴 史 の 哲学 を 新しい 光 で あふ れ さ せる 。 

and wil furnish a synthetic plan of all the natural sciences. 
普遍 の 宗教 を 認め る 知 は 、 自 然 の 全て の 知 の 総合 の 図表 を も た ら す 。 

The 1aw of equihbrated forces and of orgarnc cormpensations will reVeal 
a new chermistry and a neW DhYyS1CS. 

つり 合わ され た 2 つの 力 の 法 と 、 生 物 的 な 補整 の 法 は 、 新 し い 化学 と 新しい 物理 学 
を 明か す 。 

SO from discoVery to discoVery we shall work Dack to Hermetic 
philosophy 

そし て 、 発 見 か ら 発見 へ 遡 (さか の ば ぼ ) っ て 、 錬 金 術 に まで 遡 ( さ か の ば ) る 。 

and 

そし て 、 

shall De astonished at those prodigies of simploity and Drillhance which 
have Deen for so 1ong and 1ong forgotten. 

長き に 渡っ て 忘れ られ て いた 錬金術 の 単 一 性 と 超越 性 の 不思議 に 驚か され る で あ 
ろう 。 

Philosophy in that day wl De exact 1ike mathematcs, 

その 時 、 哲 学 は 、 数 学 の 様 に 正確 に 成る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

true ideas 一 - Demg those which are identical wrth the Iiving order 
真 の 概念 は 、 生 き て いる 秩序 と 同一 で ある 。 

and so constitutimg the science ofreaHity 一 

そし て 、 真 の 概念 は 、 現 実 の 知 を 形成 する 。 

shall comDbine with reason and justice 

真 の 概念 は 、 論 理 と 正義 と 一 致す る 。 

to furnish exact DrODortons and equations as r1gOrOUS aS nUImDers. 
真 の 概念 は 、 数 と 同様 に 、 正 確 な つり 合い と 方 程 式 を も た ら す 。 

Error thenceforth will De possible to ignorance alone, 

その 時 、 無 知 な 大 衆 だ けが 、 誤 る 可能 性 が 有る 。 

and 

そし て 、 

true knowledge wll De free from self-deceptton. 

真 の 知 者 は 、 自 己 其 上 か ら 自 由 に 成る 。 


Aestheticisrm will De subordinmated no longer to caprices Of taste which 
change as fashions change. 

美学 は 、 流 行 の 変化 に 従っ て 変わ る 時 代 の 趣味 の 気まぐれ に 従わ な いで あろ う 。 
If the Deautiful is the splendour of the true, We shall be able to calculate 
without error the radiation of a hght of which the source shall De 
certaimly kmown and determined with exact Drec1s1on. 

美 が 真理 の 輝 さ で ある な ら ば 、 確 実に 知る 事 が で きる 、 正 確 に 精密 に 測定 で きる 、 光 
源 か ら の 光 の 放射 を 誤り 無し に 計算 で きる 。 

Poetry wll abound no 1onger with foolish and subVvers1ve tendencies, 
詩 に は 、 愚 か な 破壊 的 な 傾向 が 無く 成る 。 

nor wll poets De those dangerous enchanters whom Plato crowned 
wrth flowers and Danished from his repuDlic: 

詩人 は 、 愚 か さと 破壊 へ 誘惑 する 、 危 険 な 誘惑 者 で は な く 成 る で あろ うし 、 プ ラ ト ン 
が 名 誉 を 与え て 国外 へ 追放 し た 詩人 で は な く 成 る で あろ う 。( プ ラ ト ン は 、「 国 家 」 で 
「 神 々 に 失礼 な 詩 を 歌う 詩人 を 王国 か ら 追 放す る 必要 が 有る 。」 と 話し て 、 詩 人 に 名 
党 を 与え て 国外 へ 追放 し た 。) 

they will be rather magicians of reason and gracious mathematiclans of 
harmonyi 

詩人 は 、 論 理 の 魔術 師 と 、 調 和 の 優美 な 数 学者 に 成る で あろ う 。 

Does this mean that the earth wl Decome an Eldorado? 

地 は 理想 卿 に 成る の か ? 

NO0, 

いい え 。 

for 

な ぜ な ら 、 

so long as humarity exists, there wll De children, meaning those who 
are weak, small, igmorant and poor 

人 類 が 存在 する 限り 、 弱 者 、 小 さい 者 、 無 知 者 、 貧 者 と いう 幼子 が 存在 する 。 

But 

し か し 、 

SOclety wl De goVerned Dy its true masters, 

真 の 地 の 王 者 達 が 社会 を 統治 する で あろ う 。 

and there wil De no irremediable evil in human life. 

人 生 で 、 治 せな い 悪 は 無く 成る で あろ う 。 

It wl De understood that the divine mmiracles are those of eternal order 
神 の 奇跡 は 、 永 遠 の 秩 序 の 物 で ある 、 と 理解 され る で あろ う 。 

and the phantoms ofimagination wil De worshipped no 1onger on the 
faith of unexplained wonders. 

説明 で き な い 不思議 を 信じ て 妄想 に よる 幻 を 敬礼 する 事 は 無く 成る で あろ う 。 

The abnormal character of certain phenomena 1S Only a proof of our 
ignorantce in the presence of the 1aws of Nature. 

特定 の 現象 の 超常 性 は 、 自 然 の 法 に 対す る 人 の 無知 を 証明 する に 過ぎ な い 。 


When God designs to communmicate the knowledge of Himself He 
enlightens our reason and does not seek to confoumd or surDr1se 1t. 

神 が 神 に つい て の 知 を 伝え よう と する 時 、 神 は 、 人 の 理性 を 教え 導き 、 人 の 理性 を 混 
乱 さ せよ うと し た り 驚 か せよ うと し た り し な い 。 

In that day we shall know the utmost hmnt of the power of man who is 
created in the image of Godi 

その 時 、 人 は 、 神 に 似せ て 創造 され た 人 の 力 の 最大 を 知る で あろ う 。( 創 世 記 1 章 
27 節 「 神 は 人 を 神 に 似せ て 創造 し た 。」。) 

we shallrealHse that he also is a creator in his own sphere 

人 の 力 の 範囲 内 で は 人 は 創造 主 で ある 、 と 人 は 理解 する で あろ う 。 

and that 

まだ 、 

his goodness, directed Dy Eternal Reason, 1s a 10wer Drovidence for 
beings which are placed Dy Nature under his influence and domination. 
永遠 の 論理 で ある 神 に 導 か れ た 、 人 の 善意 は 、 自 然 が 人 の 影響 下 と 統治 下 に 置い 
た も の に と っ て 、 下 位 の 神意 に 成る 、 と 人 は 理解 する で あろ う 。 

Religion will then and for evermore haVe nothing to fear from progreSS, 
and wil follow in the course thereof. 

その 時 、 宗 教 は 、 進 歩 を 永遠 に 恐れ な く 成 る で あろ うし 、 進 歩 に 従う で あろ う 。 

The Blessed Vincent de Lerins, a doctor justly venerated in the golden 
chain of Catholicism, 


eXxDYeSSeS a0rmiraDly this accord Detween Drogress and ConserVatiVe 
author1ty. 

カト リッ ク と いう 黄金 の 鎖 で 胃 英 され て いる 博士 で ある 福 者 Vincent de Lerins は 、 
進歩 と 保守 的 な 権威 の 一 致 を 見 事 に 説明 し て いる 。 

Accordimg to hm, true faith is worthy of our confidence only on account 
of that invariable authority which safeguards its dogmas from the 
CaDrices Of humar ignorance. 

不変 の 権威 が 人 の 無知 に よる 気まぐれ か ら 真 の 宗教 の 考え を 守っ て いる の で 、 真 の 
宗教 は 人 の 信頼 を 受け る に 相応 し い 、 と Vincent de Lerins は 話し て いる 。 

"This notwithstandimg," adds Vincent de Lerins, 

「 そ れ に も か か わら ず 、」 と Vincent de Lerins は 話し て いる 。 


Such immoDihty is not death: 

真 の 宗教 の 不動 性 、 不 変性 は 、 死 で は な い 。 

onl the contrary, 

正反対 に 、 

it DreserVes a gerTm of life for the future. 

真 の 宗教 の 不変 性 は 、 未 来 の た め に 、 命 の 芽 を 保存 し て いる 。 

That which We DeleVe to-day without understandimg wl De understood 
by the future, which wil rejoice in the knowledge thereof. 


現在 の 人 が 理解 で き な い で 信じ て いる も の を 、 未 来 の 人 は 、 理 解す る で あろ うし 、 
知っ て 喜ぶ で あろ う 。 

Posteritas intellectum gratuletur quod ante Vetustas non intellectum 
VeneraDatur.( = Future with understanding wl rejolce, which Defore 
old without understanding Venerated.) 

『 古 代 人 が 理解 で き な い で 敬礼 し た も の を 、 未 来 の 人 は 、 理 解 し て 、 喜 ぶ で あろ う 。』。 
If therefore we are asked whether all progress is excluded from the 
religion of Christ Tesus, the answWer iS n0, assuredlY, 

イエ ス キリ スト の キリ スト 教 は 全て の 進歩 を 除外 し な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

great 1S the DrogreSss eXDeCcted. 

イエ ス の キリ スト 教 は 、 進 歩 を 大 い に 期 待 し て いる 。 

Who indeed would De so jealous of humanity and at such enmity with 
God as to wish to hinder DrogresS? 

誰が 、 進 歩 を 妨げ よう と 望む ほど 、 人 に 如 し た り 神 を 憎悪 し た りす る で あろ うか ? 
But 

だ だ し 、 

the condition is that it should De progress In reality and not change of 
belief. 

言 念 の 変化 で は な く 、 真 の 進歩 で ある べき で ある 。 

Progress 1s the growth and deVelopmernt of each thing according to its 
class amd its nature. 

進歩 と は 、 位 階 と 性 質 に 応じ た 、 各 々 の も の の 成長 と 発達 で ある 。 

Disorder 1s confusion and the medley of things and their nature. 
無 牧 序 と は 、 諸 々 の も の の 混乱 や 、 諸 々 の も の の 性 質 の 混乱 で ある 。 

There must De undoubtedly a difference in the degrees of intelligence, 
Science and wisdomm, as much for men in general as for each man in 
particular according to the natural succession Of epochs in the Church, 
疑い 無く 、 教 会 に よる 時 代 を 通じ て の 自然 な 更新 に よっ て 、 各 時 代 の 人 類 全体 で も 、 
個人 個人 に も 、 知 の 段階 に は 違い が 存在 する 。 

Dut so only that 

た だ し 、 そ の た め 、 

all De conserved 

全て の も の は 、 保 存 さ れる 。 

and that 

まだ 、 

dogrma shall ever cherish the same spirit and maintain the same 
defirition. 

常に 、 宗 教 は 、 同 一 の 精神 、 同 一 の 知 を 大 事 に し て 、 同 一 の 定義 、 同 一 の 意味 を 維 
持 する 。 

Religion should deVvelop souls success1vVely, 

款 教 は 、 人 々 の 魂 を 連続 的 に 成長 させ る べき で ある 。 


as jife develops Dodies which remain the same through all the stages of 
their growth. 

命 が 、 成 長 の 全 段 階 を 通じ て 手足 の 数 と いっ た 同一 性 を 残し た まま 、 肉 体 を 成長 さ 
せる 、 様 に 。 

How great is the difference Detween the infantile flower of early Vears 
and the maturity of age. 

幼子 の 時 代 の 開花 と 、 長 老 の 時 代 の 熟達 の 、 違 い は 、 何 て 大 きい で あろ う 。 

The old notwithstanding are the same in resDeCct Of personality as they 
were In Doyhoodi 

し か し 、 人 格 は 、 幼 子 の 時 代 も 、 長 老 の 時 代 も 、 同 一 で ある 。 

It is the exterior and the appearances which have changed. 
変化 は 外見 だ け で ある 。 

The HmDs of an infant in the cradle are exceedingly frail, yet are they 
the same organs, having the samme root Drinciples, as those of the man: 
ゆり か ご の 中 の 幼子 の 手足 は 、 弱 い が 、 大 人 の 手足 と 、 同 一 の 根本 原理 を 持っ て い 
る 、 同 一 の 組織 で ある 。 

andl this must De s0, 

幼子 の 手足 と 、 大 人 の 手足 は 、 数 な ど が 同一 で ある 必要 が 有る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

otherwise there is deformity or death. 

幼子 の 手足 と 、 大 人 の 手足 が 、 数 な ど が 異な る 場合 は 、 奇 形 か 死 で ある 。 

"The analogy obtains in the religion of Tesus Christ, 

イエ ス キリ スト の キリ スト 教 で は 、 類 推 可能 性 が 成立 する 。 

for 

な ぜ な ら 、 

progress therein is fulfilled according to the same conditons and 
following sirmlar 1aWs. 

イエ ス の キリ スト 教 で は 、 同 一 の 条件 と 同一 の 法 が 、 進 歩 を 実現 する 。 

It grows wrth the years, 

年 月 が 経つ に つれ て 、 イ エス の キリ スト 教 は 、 成 長 す る 。 

wrth the years it increases in strength, 

年 月 が 経つ に つれ て 、 イ エス の キリ スト 教 は 、 力 を 強め る 。 

Dut 

がい b、 

nothing is added to the surm total of its Deimg. 

イエ ス の キリ スト 教 は 、 余 計 な も の を キリ スト 教 と いう 存在 の 総合 に 加え な い 。 

It was Dorn complete amd Derfect im resDeCct Of DroDortiOns, 
イエ ス の キリ スト 教 は 、 完 全 な つり 合い で 誕生 し た 。 

and it grows amd extends wrthout changimg. 

イエ ス の キリ スト 教 は 、 変 質 せ ず に 成長 する 。 

Our fathers sowed the wheat, 

教父 達 は 、 小 麦 の 種 を まい た 。 


and our nepheWs ought not to reaD tareS. 

祭司 の 婚 外 子 が 、 毒 麦 を 伸 り 入 れる べき で は な い 。 

The intermediate crops change nothmgin the nature of the grain: 

中 間 の 刈り 入れ は 、 小 麦 の 種 の 性 質 を 変え な い 。 

we leaVve it perforce as We take it. 

必然 的 に 、 小 麦 の 種 を 、 受 け 取 っ た 様 に 、 残 す 。 

Catholicism planted roses, 

カト リッ ク は 、 薔 薇 を 植え た 。 

andis it for us to suDstitute DramDles? 

カト リッ ク の 薔薇 を 茨 ( イ バラ ) に 取っ て 代わ ら せ る べき か ? 

No, unquestonaD1y: 

疑い 無く 、 い いえ 。 

otherwse, WOe tO US. 

カト リッ ク の 薔薇 を 茨 ( イ バラ ) に 取っ て 代わ ら せ た ら 、 災 い が 有 る 。 

The Dalm and cinnamon of this spiritual paradise must not change in 
Our hands to acorute amd DO1SOn. 

カト リッ ク と いう 精神 的 な 楽園 の バル サム と シナ モン を トリ カプ ブ ト と 毒 に 変え る な か 
れ 。 

All whatsoever which in the Church, that lovely 1and of God, has Deen 
sown by the fathers must De cultiVated and nourished by the sons. 
教父 達 が 教会 と いう 神 の 美しい 地 に 種 を まい た 全て の も の を 、 子 孫 は 栄養 を 与え て 
育て る 必要 が 有る 。 

This only must groW, 

カト リッ ク だ け は 成長 する 必要 が 有る 。 

and this alone blossom: 

カト リッ ク だ け は 花開く 必要 が 有る 。 

Dut it may Increase, 

カト リッ ク を 高め る 事 が で きる 。 

and it should develop. 

カト リッ ク は 成長 する べき で ある 。 

As a fact, 

事実 、 

God perrmts that the dogmas of his heavenly philosophy shall De 
studied, developed, pohshed in a certaim sense: 

カト リッ ク の 神 の 哲学 の 考え を 学び 、 発 達 さ せ て 、 あ る 意味 で 洗練 させ る 事 を 神 は 許 
し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

that which is forDidden is to change them, 

カト リッ ク の 神 の 哲学 の 考え を 変質 させ る 事 を 神 は 禁じ て いる 。 

and that which is a crime 1Ss to Drune them or to mutilate. 

カト リッ ク の 神 の 哲学 の 考え を 削っ た り 削 除 に よっ て 台無し に し た りす る 事 は 犯罪 で 
ある 。 


May new Hight come down on them and the wise distmcttons multply 
新しい 光 が カ トリ ッ ク の 神 の 哲学 の 考え に 降臨 し ます 様 に 。 賢 明 な 区 別 が カト リッ ク 
の 神 の 哲学 の 考え を 多様 に させ ます 様 に 。 

Dut 

だ だ じ し 。 

let them ever preserVe their fulmess, their integrity and their native 
qUaHity. 

カト リッ ク の 神 の 哲学 の 考え が 、 完 全 さ 、 一 貫 性 、 生 来 の 性 質 を 常に 保存 し ます 様 に 。 


」 

Let us therefore take it for granted that all conquests of science in the 
past have been achieved for the protit of the umiversal Church, 

過去 に 知 に よる 全て の 獲得 物 は 、 普 遍 の 教会 の た め に 獲得 され た 、 と 認め よう 。 
and, with Vincent de Lerins, let us allocate thereto the undivided 
heritage of all progress t0 Come. 

Vincent de Lerins に 区 同 し て 、 全 て の 未来 の 進歩 の 未 配 当 の 遺産 を 、 普 遍 の 教 
会 に 配当 し よう 。 

Unto her De the great aspirations of Zoroaster and all discoveries of 
HerTmes: 

ゾロ アス ター の 大 いな る 願望 と ヘル メス の 全て の 発見 は 、 普 遍 の 教会 へ の 配当 物 
で ある 。 

hers De the Key of the Holy Arch and the Ring of Solomon, 

科 約 の 箱 の 鍵 と 、 ソ ロモ ン の 指輪 は 、 普 遍 の 教会 の 物 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

she represents the holy and immutaple hierarchy. 

普遍 の 教会 は 、 神 の 不変 の 位階 制 の 代表 で ある 。 

She is stronger Dy reason of her struggles 

普遍 の 教会 は 、 戦 い に よ っ て 、 よ り 強 く 成 る 。 

and is grounded Dy her apparent falls in still greater staDilty. 
普遍 の 教会 は 、 外 見 上 の 失墜 に よっ て 、 よ り 大 い に 安 定 し て 落ち 着く 。 

She suffers in order that she may relgn: 

普遍 の 教会 は 、 統 治す る た め に 苦し む 。 

she is cast down that she may De exalted in her risimg: 

普遍 の 教会 は 、 向 上 する た め に 失 卒 する 。 

and she dies that she may rise agan. 

普遍 の 教会 は 、 復 活 す る た め に 死ぬ 。 

"We must De prepared," says Comte joseph de Maistre, 

ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 、「 人 は 、 用 意 し て お く 必 要 が 有る 。」 と 話し て いる 。 


「 


for a great event in the divine order: 
神 の 秩序 に お ける 、 大 いな る 出来 事 の た め に 、 人 は 、 用 意 し て お く 必 要 が 有る 。 


We are moving towards it at an accelerated Dace, 

人 は 、 大 いな る 出来 事 に 向かっ て 加速 し て 動い て いる 。 

which must De mamnifest to all OoDserVers, 

大 いな る 出来 事 は 、 全 て の 観察 者 の 前 に あら われ る に 違い 無い 。 

while striking oracles announce that the hour is at hand. 

大 いな る 出来 事 が あら われ る 時 は 近づい た 、 と 印象 的 な 諸々 の 神託 が 話し て いる 。 
Many Drophecies in the Apocalypse have reference to these modern 
tmeSs. 

ヨハ ネ の 束 示 録 の 多数 の 預言 は 、 現 代 に つい て 話し て いる 。 

One writer has gone so far as to say that the event is already 
inaugurated 

すでに 大 いな る 出来 事 は 始ま っ て いる 、 と 、 あ る 著者 は 極 言 まで し て いる 。 

and that 

まだ 。 

the French nation is destimed to Decome the great instrumenrnt of the 
most mighty of all reVolutions. 

フラ ンス は 全て の 変革 の うち 最大 の 変革 の 大 いな る 道具 に 成る 運命 で ある 、 と 、 あ る 
著者 は 極 言 まで し て いる 。 

There is perhaps no truly religious man in all Europe 一 I speak ofthe 
educated classes 一 wh0 is not in expectaton of something 
extraordinmary at this present moment. 

現在 、 全 ヨー ロッ パ で 、 知 識 人 で ある 真 に 宗教 的 な 人 は 、 和 驚く べき 大 いな る 出来 事 を 
期待 し て いる 。 

Does a general Dresentiment of the kind court for nothimg? 

大 いな る 出来 事 へ の 全体 的 な 予感 は 重要 で は な いか ? 

Go Dack through past ages, eVer to the Dirth of our Savlour. 
救い 主 イ エス の 誕生 まで 、 過 去 を 遡 (さか の ぼ ) り な さい 。 

At that period a high and mysterious Voice, Deginrunmg In the eastern 
realTns, 

下記 の 様 に 、 当 時 、 天 の 高等 な 神秘 的 な 声 が 、 東 で 、 話 し 始め た 。 

proclaimed that the East was aDout to triumph, 

東 は 、 勝 利 し よう と し て いる 。 

that a conqueror Would come Out Of Tudea, 

勝利 者 が 、 ヘ へ ブライ 人 か ら 現 れる 。 

that a divine infant Was g1Ven US, 

神 の 幼子 が 、 人 に 授け られ る 。 

that he would descend from highest heaven and restore the golden age 
upon the earth. 

神 の 幼子 は 、 無 上 の 天 か ら 降 臨 し て 、 地 上 に 黄金 時 代 を 復活 させ る で あろ う 。 
SuCh ideas Were SDread aDroad everywhere, 

上 記 の 、 考 え は 、 全 て の 場所 に 広まっ た 。 

and as they lent themselves to poetry aDove all things, 

上 記 の 、 考 え は 、 何 物 よ り も 、 詩 に 力 を 貸し た 。 そ の た め 、 


they were taken ovVer Dy the greatest of Latim Doets 

最大 の ラテ ン 詩 人 ウェ ル ギ リ ウス は 、 上 記 の 、 考 え を 受け 取っ た 。 

and emDblazoned with Drilhiant hues in his Pollio. 

『 救 世 主 の 歌 』 と 呼ば れ て いる 、『 牧 歌 』 の 第 4 歌 で 、 ウ ェ ル ギリ ウス は 、 上 記 の 、 考 え 
を 輝く 色 で 飾っ た 。 

To-day, as im the tme of Virgil, the umiverse 1s in exDectation, 

ウェ ル ギ リ ウス の 時 代 の 様 に 、 現 在 、 世 界 の 人 々 は 期待 し て いる 。 

and how on our Dart shall we despise such stromg Dersuas10T1, 

力強い 確信 を 、 ど う や っ て 軽 蔵 す る の か ? 

or by what right condemn those who are deVvoted to sacredl_ researches 
on the indications of divine signs? 

神聖 な 兆候 に 基づく 神聖 な 探求 に 身 を 捧げ て いる 人 々 を 、 何 の 権利 で 非難 する の 
り ji 

T you seek proof of what is in store, 1ook at the sciences themselves: 

も し 起き よう と し て いる 大 き な 出 来 事 の 証拠 を 探す の で あれ ば 、 自 然 科 学 に 探せ 。 
consider the progress Of chemistry, of astromomy also, and you wl see 
where they are leading. 

化学 と 天文 学 の 進歩 を 者 えな さい 、 そ うす れ ば 、 化 学 と 天文 学 が 導い て いる 場所 を 
理解 する で あろ う 。 

Would you thnKk, for example, that Newton takes us Dack to Pythagoras 
例え ば 、 ニ ュー トン が 人 を ピタ ゴラス の 元 に 戻す と 思う か ? 

and that 

また だ 、 

1t wl De proved presently that the heavenly Dodies are set in motion, 
Iike human Dodies, Dy intelhgences joined thereto? 

天体 と 結び つい て いる 知 的 な 存在 で ある 神 の 聖霊 が 天体 を 人 体 の 様 に 動か し て い 
る の は 、 や が て 証明 され る で あろ うと 思う か ? 

We know not how, Dut this is what is on the point of Demg verified 
Deyond all dispute. 

方 法 は わか ら な い が 、 神 の 聖霊 が 天体 を 動か し て いる と 、 議 論 の 余地 無く 証明 され 
よう と し て いる 。 

Such doctrime may seerm Daradoxlcal amd eVen r1d1iculous, 

上 記 の 、 考 え は 逆説 的 に 滑稽 に 見 える か も し れ な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

Current oODiruon Imposes this vieWi: 

現在 の 世論 は 、 上 記 の 、 考 え を 逆説 的 に 滑稽 に 見 る 様 に 強制 する 。 

but let us wait tl the natural affimity of religion and sclence marry Doth 
im the mind of a sinmgle man of genmius. 

宗教 と 知 の 自然 な 類推 可能 性 が 、 独 り の 天才 の 知 の 中 で 、 宗 教 と 知 を 結合 させ る 、 
まで 待 と う 。 

His adVent cannot De far off, 

天才 の 到来 は 遠い は ず が 無い 。 


and then 

その 時 、 

the opinions which now seem Dizarre or irrational will Decome axioms 
which no one wl questiom, 

現在 は 変 に 非 論理 的 に 見 える 考え は 、 誰 も 疑わ な い 原 理 に 成る で あろ う 。 

while 

に 

people will talk of our present stupidity as they now speak of mediaeVal 
SUDerstition. 

現在 の 大 衆 が 中 世 の 迷 信 に つい て 話す 様 に 、 未 来 の 大 衆 は 現在 の 愚 か さ に つい て 
話す で あろ う 。 


」 

Accordimg to St. Thomas, and it is a Deautiful utterance: "All that God 
wlls js just, Dut that which is just should not De so designated only 
because God wlsit" 一 

トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 の 望み は 全て 正しい 。 し か し 、 神 が 望む か ら だ け で 正しい の 
で は な い 。」 と 話し て いる 。 

Nonr ex hoc dicitur justum duod Deus illud Vult.( = Not fromm this said 
just which God himself wish.) 

「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な い 。」。 

The moral doctrine of the future is contained herein, 

「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な い 。」 と いう 言葉 に 、 未 来 の 倫理 道徳 の 考え が 含ま れ 
て いる 。 

and from its fruitful principle one deduction follows irmmediately: 

「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な い 。」 と いう 有益 な 原理 か ら 、 す ぐに 、 下 記 の 、 結 果 が 
続く 。 

not only is it good fromm the standpoint of faith to do what is ordained Dy 
God Dut even from the standpoint of reason it is excellent and rational 
to obey Him. 

信心 の 立場 か ら 神 の 命令 を 行う の は 善い 、 だ け で は な 、 く 、 論 理 の 立場 か ら 神 に 従う 
の は 善い し 論理 的 で ある 。 

Man can therefore say: 1 do good not only Decause God wills it but 
Decause 1 also wl. 

その た め 、 人 は 、「 神 が 望む か ら だ け で は な く 、( 論 理 的 に 、) 私 も 望む か ら 、 私 は 善 を 
行う 。」 と 話す 事 が で きる 。 

The wl of humanity may De thus at once free and in conformity 

人 の 意思 は 、 自 由 で あり 、 服 従 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

reason 一 - demonstratimg in ar irrecusaDle fashion the wisdom of the 
Drescriptions of faith 一 

理性 は 、 信 心 に よる 命令 が 賢明 で ある と 拒絶 不能 な 形 で 証明 する 。 


wll act on its proper Impulse by following the divine 1aW, 

理性 は 、 神 の 法 に 従っ て 、 適 切な 理由 に 基づい て 行動 する 。 

of which reason thus Decomes, as it were, the human sanction. 

言わ ば 、 理 性 は 、 神 の 法 へ の 人 か ら の 支持 と 成る 。 

Fromm that tme forward superstition and impiety will De no 1onger 
DOSS1Dle, 

その 時 か ら 、 迷 信 と 不信 心 は 不可 能 に 成る 。 

while from these considerations it follows that in relgion and in 
practcal 一 that is to say in moral 一 philosophy there wil De an 
aDsolute authority, 

上 記 の 、 考 え か ら 、 宗 教 に お いて 、 実 践 的 な 哲学 、 倫 理 道徳 の 哲学 に お いて 、 絶 対 の 
権威 が 存在 する 様 に 成る で あろ う 。 

and 
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moral dogmas will alone De revealed and established. 

倫理 道徳 的 な 教え だ けが 、 啓 示さ れ 、 確 立 さ れる で あろ う 。 

Till then we shall have the pain and consternation of seeimg da1ly the 
most simple and umiversal questions of right and duty challenged!, 
その 時 まで 、 権 利 と 義務 の 簡潔 な 普遍 な 物事 が 、 日 々 、 異 議 を 唱え られ る の を 見 る 
苦痛 と 恐怖 を 経験 する で あろ う 。 

while iDlasphemies are reduced to silence, it is one thing to impose 
Such silence Dut another to Dersuade and conVert. 

神 へ の 冒 潮 を 沈黙 させ る 事 が で き て も 、 説 得 し て 改心 させ る 事 は 別 問題 で ある 。 
So long as Transcendent Magic was Drofaned Dy the wickedness of men, 
the Church ofnecessity DroscriDed it. 

人 が 悪事 で 超越 的 な 魔術 を 悪用 し て いた の で 、 必 然 的 に 、 教 会 は 魔術 を 禁じ た 。 
False Gnostics have discredited that name of Gnosticlsm which was 
OnCe SO DUT6: 

偽 の グノー シス 主義 は 、 か つて は 純粋 で あっ た グノー シス 主義 と いう 名 前 の 評判 を 
地 に 堕 と し た 。 

Sorcerers have Outraged the children of the Magi: 

偽 の 魔術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 マ ギ の 子孫 で ある 真 の 魔術 師 、 神 の 聖霊 の 魔 
術 師 を 傷 辱 し た 。 

Dut 

し か し 、 

religion, that friend of tradition and guardian of the treasures of 
antiduity, 

宗教 は 、 口 伝 の 友 で あり 、 古 代 か ら の 宝 の 守護 者 で ある 。 

canl no longer re]ect a doctrime anterior to the Bible 

宗教 は 、 聖 書 よ り 古い 考え を 拒絶 で き な い 。 

andin perfect accord with traditional respect for the Dast, 

宗教 は 、 過 去 へ の 口伝 的 な 明 散 と 完全 に 一 致す る 考え を 拒絶 で き な い 。 

as well as with our most vital hopes for progress in the future. 


宗教 は 、 未 来 で の 進歩 へ の 生き て いる 希望 と 完全 に 一 致す る 考え を 拒絶 で き な い 。 
The common people are initiated Dy toil and by faith into the right of 
Droperty and Knowledge. 

大 衆 は 、 労 苦 と 信心 に よっ て 、 所 有 権 と 知る 権利 に 入門 する 。 

There wl De always such a people, 

常に 、 大 衆 が 存在 する 。 

as there will De children always: 

常に 、 幼 子 が 存在 する 、 様 に 。 

Dut 

し が 

when the aristocracy, endowed wrth wisdom, shall Decome a mother to 
the people, the path of personal, successive, gradual emancipation w ル 
De open to al, 

知 を 授け られ た 、 知 者 と いう 貴族 が 大 衆 の 母 に 成っ た 時 、 個 人 的 な 連続 的 な 段 了 
的 な 前 進 的 な 自由 へ の 解放 へ の 経路 が 全て の 人 に 対し て 開か れる で あろ う 。 

and he thatis called wil thereDby De enabled through his own efforts to 
attaim the rank of the elect. 

招 か れ た 人 は 、 自 由 へ の 解放 へ の 経路 に よっ て 、 知 者 に よっ て 、 知 に よっ て 、 自 身 の 
労苦 に よっ て 、 自 身 の 努 力 に よっ て 、 神 に 選ば れ た 人 の 位階 に 到達 で きる で あろ う 。 
This is that mystery of the future which antidue initiation concealed im 
1ts darK reCeSSeS. 

上 記 の 、 未 来 の 神秘 を 古代 の 秘伝 伝授 は 闇 の 奥 に 隠し て いた 。 

The miracles of Nature made suDject to the wil ofman are reserVed for 
the elect to come. 

人 の 意思 に 従う 自然 に よる 奇跡 は 、 未 来 の 神 に 選ば れ た 人 の た め だ け の 物 で ある 。 
The crook of the priesthood shall Decome the rod of miracles: 
祭司 の 杖 は 、 奇 跡 の 杖 に 成る で あろ う 。 

it was sO In the tme of Moses and of Hermes: 

モー セ の 時 代 や ヘル メス の 時 代 は 、 祭 司 の 杖 は 、 奇 跡 の 杖 で あっ た 。 

1t wl De so agaim. 

再び 、 祭 司 の 杖 は 、 奇 跡 の 杖 に 成る で あろ う 。 

The sceptre of the Magus will De that of the world's kimg or emperor: 
魔術 師 の 王 効 は 、 地 の 王者 の 王 乱 、 皇 帝 の 王 多 に 成る で あろ う 。 

and that person wil Dy right be first among men who shall haVe shewn 
himself greatest of all in kmowledge and in Virtue. 

知 と 徳 に お いて 最も 大 いな る 人 は 、 権 利 と し て 、 最 上 位 の 人 に 成る で あろ う 。 
Magic, at that time, wl De no 1onger an Occult science except for the 
1gmOrant: 

その 時 、 魔 術 は 、 無 知 な 人 に と っ て は 隠さ れ た 知 で ある が 、 知 者 に と っ て は 明らか に 
され て いる 知 に 成る で あろ う 。 

it wl De one that is incontestaDle for all. 

魔術 は 、 全 て の 人 に と っ て 、 議 論 の 余地 が 無い 物 に 成る で あろ う 。 


Then shall umiversal revelation resolder one to another all limks of its 
golden chair: 

その 時 、 普 遍 の 啓示 が 、 普 遍 の 啓示 と いう 黄金 の 鎖 に よっ て 、 相 互 に 、 全 て の 輪 、 全 
て の 繋が り を 結び つけ る で あろ う 。 

the human epic wl close 

人 の 叙事詩 は 、 終 わる で あろ う 。 

and eVen the efforts of Titans will haVe served only to restore the altar 
ofthe true God. 

巨人 が 努力 し て も 、 真 の 神 の 祭壇 の 復活 に 役立つ だ け で あろ う 。 

All forms which have clothed the divine thought success1vely will De 
reborn irmmortal and Derfect. 

神 の 思考 を まとっ た 、 全 て の 形 が 、 連 続 的 に 、 不 死に 、 完 全 に 、 生 まれ 変わ る で あろ う 。 
All those features sketched Dy the successive art of nations will De 
united to form the perfect image of God. 

国々 の 代々 の 芸術 が 描い て きた 全て の 特徴 が 統一 され て 、 神 の 完全 な 像 を 形成 す 
る で あろ う 。 

Having Deen Durified and brought out of chaos, dogma wl giVe Dirth 
naturally to an infalhble ethic, 

清め られ た 、 混 沖 か ら 脱 け 出 し た 、 考 え は 、 誤 り が 無い 絶対 の 倫理 道 箱 を 自然 に も 
た ら す で あろ う 。 

and 

そし て 、 

the social order wil De constituted on this Dasis. 

社会 の 秩序 は 、 絶 対 の 倫理 道徳 に 基づい て 形成 され る で あろ う 。 

Systems which are now in warfare are dreams of the twilight: 

現在 、 戦 っ て いる 、 社 会 の 諸 体 制 は 、 黄 衣 の 夢 で ある 。 

let them DaSS. 

黄 貸 の 夢 を 通り 過ぎ させ な さい 。 

The sun shines 

太陽 は 、 輝 く 。 

and the earth folloWs its course: 

地 は 、 一 定 の 航路 を 進む 。 

distracted is he who douDbts that the day 1S coming. 

昼 の 到来 を 疑う 人 は 、 狂 っ て いる 。 

Distracted also are those who say that Catholicism is orly a dead trunk 
and that we must put the axe theret0. 

「 カ トリ ッ ク は 死ん だ 幹 に 過ぎ な い 。」、「 カ トリ ッ ク と いう 死ん だ 幹 に 共 で 攻撃 を 与え 
る 必要 が 有る 。」 と いう 誤り を 話す 人 は 狂っ て いる 。 

They do not see that Deneath its dry Dark the Hivimg tree is renewed 
unceas1ngly. 

電 いた 樹 度 の 下 で カト リッ ク と いう 生き て いる 木 は 絶え 間 無 く 復 活 し て いる 、 事 を 愚 
者 、 狂 人 は 理解 で き な い 。 

Truth has no Dast and no future: 


真理 に は 、 過 去 も 未来 も 無い 。 

1t is eternal: 

真理 は 、 永 遠 で ある 。 

lt is not that which ends: 

真理 に は 、 終 わり が 無い 。 

1t is Our dream orly. 

人 の 夢 だ けが 終わ る 。 

Hammer and hatchet, which destroy in the sight of maru are in God's 
hand as the knife of a pruner 

人 の 目 に は 破壊 する 物 で ある 金 西 や 春 ア シェ ッ ト も 、 神 の 手 に よる と 、 動 定 人 の ナイ 
フ に 成る 。 人 に と っ て は 破壊 の 道具 で も 、 神 の 手 に よる と 、 手 入れ の 道具 に 成る 。 
and the dead Dranches 一 Deimg supersttions and heresles in relig1on, 
Sclence and politics 一 can alone De 1opped from the tree of everlastimg 
COnVictions and Deliefs. 

永遠 の 確信 、 永 遠 の 信 心 と いう 木 か ら は 、 宗 教 、 学 問 、 政 治 に お ける 迷信 と 異端 と い 
う 死 ん だ 枝 だ けが 切り 取る 事 が で きる 。 

It has Deen the purpose of this History of Magic to demonstrate, that, at 
the beginning, the symDols of religion were those also of science, which 
was then in concealment. 

本 書 「 魔 術 の 歴史 」 の 目的 は 、 後 に 隠さ れ て し まっ た が 、 最 初 は 宗教 の 象徴 は 知 の 
象徴 で あっ た と 証明 する 事 で あっ た 。 

May religion and science, reuruted in the future, 

宗教 と 知 が 、 未 来 に 、 再 び 一 致し ます 様 に 。 

giVe help and shew love to one another HKe two sisters, 

宗教 と 知 が 、 姉 妹 の 様 に 、 相 互 に 、 助 け 合 い 、 愛 し 合い ます 様 に 。 

for 

な ぜ な ら 、 

theirs has Deen one cradle. 

宗教 と 知 の 発祥 の 地 は 同一 で あっ た 。 


